




東京都（以下「都」という。）は、東京都政策連携団体（以下「政策連携

団体」という。）を都庁グループの一員と位置付け、「政策連携団体による

改革」、「所管局による改革」、「総務局による改革」の３つの切り口から改

革を推進してきました。 

この改革の一環として、2018 年度から 2020 年度までの３年間の経営改

革に資する取組をまとめた「東京都政策連携団体経営改革プラン」（第１

期経営改革プラン）を各団体が策定し、その後、令和３（2021）年５月に

は、2021 年度から 2023 年度までの３年間を計画期間とした「東京都政策

連携団体経営改革プラン（2021 年度～2023 年度）」（以下「第２期経営改

革プラン」という。）を策定しました。都は、これらの経営改革プランを東

京都政策連携団体経営目標評価制度（以下「経営目標評価制度」という。）

の評価対象に位置付け、毎年度、改訂・運用を行ってきました。 

この度、各政策連携団体は、都の施策の内容や環境の変化へ的確に対応

していくため、計画期間の最終年度となる 2023 年度に向けた改訂を行い、

「東京都政策連携団体経営改革プラン 2023 年度改訂版」（以下「経営改革

プラン 2023 年度改訂版」という。）として改めて策定しました。本冊子は、

これら改訂後の第２期経営改革プランの内容を取りまとめたものです。 

今後は、これまでの経営目標評価制度から、より成果重視の視点で、具

体的な事業の見直し等へとつながる仕組みとして、令和６年度予算編成よ

り「グループ連携事業評価」を構築し、政策評価・事業評価と一体的に実

施することとなりますが、各政策連携団体は、新たな評価と、本冊子によ

る第２期経営改革プラン 2023 年度改訂版に基づき、質の高い都民サービ

スを提供するための取組を実施するとともに、都庁グループ一丸となって

都政の課題解決にまい進してまいります。 
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  「第２期経営改革プラン」は、政策連携団体が経営改革に資する取

組をまとめた３か年計画（2021～2023 年度）である。 

  今回策定した「経営改革プラン 2023 年度改訂版」は、「第２期経営

改革プラン」計画期間の最終年度となる３年目に当たり、目標や年次

計画等の見直しを行ったものである。 

 

◇ 「経営改革プラン 2023 年度改訂版」策定の視点 

都の政策推進の一翼を担う政策連携団体は、「都庁グループ」の一員

として、都の施策や団体を取り巻く環境の変化に応じた経営改革の取組

を着実に推進する必要がある。 

そのため、経営改革プラン改訂版の策定に当たっては、ＰＤＣＡサイ

クルによる、これまでの取組の進捗状況等を踏まえた戦略の磨き上げや、

目標の上方修正等による意欲的で効果の高い取組の推進、取組を通じて

目指す効果の一層の明確化のほか、以下の４つの視点を重視した改訂を

行うこととした。 

 

１． 「未来の東京」戦略をはじめとした、都の重要政策や施策・ 

計画等を着実に踏まえた事業の推進 

２． 長期化した新型コロナウイルス感染症による収支への影響を 

踏まえた、中長期の視点による団体が担うべき事業の安定化 

３． 事業・サービスの最前線で把握した課題や団体が有する専門性

を基とした、都への積極的な政策・企画提案の実施 

４． デジタル技術の活用や、多様な主体との連携による、事業の 

スピードアップ・事業効果の向上 

１ 「経営改革プラン 2023 年度改訂版」について 
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◇ 「経営改革プラン 2023 年度改訂版」の構成及び記載内容

各政策連携団体が策定した「経営改革プラン 2023 年度改訂版」では、

各団体の「基礎情報」、「財務情報」のほか、「2023 年度改訂版のポイン

ト※」及び「経営目標」を掲載している。 

また、各団体の経営目標は、団体の経営課題を踏まえた経営目標（以

下「経営目標（団体別）」という。）と、全団体が取り組むべき共通の経

営目標等（以下「共通戦略」という。）の２つに分けて設定している。

これら２つの経営目標の内容は以下のとおりである。 

 

 ※ 同資料には主な改訂内容等を掲載しているが、（改訂前）と記載しているものは、昨年の「第２期

経営改革プラン」策定時における計画内容である。 

 

（１）経営目標（団体別） 

経営目標（団体別）として、団体ごとに、自らの経営課題に基づく、

その課題解決に向けた戦略を複数（３から５つ程度）記載している。戦

略ごとの記載事項は以下の例のとおりであり、第２期経営改革プランを

策定した 2021 年度の３年後に当たる、2023 年度に到達すべき目標（「３

年後（2023 年度）の到達目標」）の達成に向けて、取組を行う内容とし

ている。 
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団体名 戦略名

(公財)東京都歴史文化財団 最先端技術による芸術文化の新しい鑑賞体験の創出　

(公財)東京都都市づくり公社 シンクタンク・アドバイザー機能の強化　 

東京都住宅供給公社 新たな都政課題等に貢献するJKK住宅の供給　

(公財)東京都環境公社 環境配慮行動への変容を促すアプローチ手法等の構築・展開　

(公財)東京観光財団 東京の観光推進機関としての企画機能・専門性の強化　

(公財)東京都公園協会 ニーズに応える公園運営　

 

 

 

   

① 戦略の性質 

団体の強みを生かした都市力強化のための更なる事業展開や政策提案に

向けた取組など、より難易度が高く、チャレンジングな戦略は、「経営改革

目標」として区分している。

  ※「経営改革目標」として戦略を区分している団体・戦略名

     

これらは、経営において何が大きく変わるのか、視座の高い戦略となっているか、企画機能の向上や

専門性の強化等、改革の取組が前進する仕組みの構築が図れているか等の視点を踏まえた内容としている。
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② 2023 年度改訂の視点による区分 

「経営改革プラン 2023 年度改訂版」策定の視点として掲げた４つの視点

を踏まえた戦略は、該当する内容に応じて区分している。

（２）共通戦略 

都が進める重要な政策については、都庁グループ一体となって推進し

ていく必要があることから、全団体が取り組むべき共通戦略として、今

回は新たに、「未来の東京戦略 version up 2023」に掲げる「分野横断

で重点的に取り組む項目※」について、各々の団体の専門分野に応じた

2023 年度末までの取組を記載している。

また、これまで「第 2 期経営改革プラン」策定時から継続して取り組

んできた「手続のデジタル化」については、都の「シン・トセイ３」の

内容や取組水準に合わせ、昨年度に引き続き 2023 年度末までの目標を

掲げるとともに、「『待たない、書かない、キャッシュレス』窓口の実現

に向けた取組」についても記載している。

※「成長の源泉となる『人』」、「世界から選ばれ・世界をリードする都市」、「安全・安心でサステナブ

ルな東京」、「従来の枠組みを超えた取組」

なお、「５つのレス※」等については、今後も都の構造改革の取組に

合わせ、適切に進捗管理を行っていく。

また、この共通戦略に掲げる内容は、令和５年３月時点のものであり、

記載事項に限らず、今後も都の各種施策の状況等に応じ、各団体では必

要な取組を実施していく。

※ ５つのレス（はんこレス、ＦＡＸレス、ペーパーレス、キャッシュレス、タッチレス） 
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◇ その他留意事項

・ 「経営改革プラン 2023 年度改訂版」策定後も、各団体においては、

都の施策の内容や外部環境の変化を的確に踏まえ、必要に応じて戦略

や到達目標等を柔軟に見直しながら、団体運営を進めていく。 

・ 経営改革プランに掲げる取組の実施に伴い必要となる財政措置や

組織・人員措置等については、各年度の予算・所要人員等を通じて適

宜精査し、必要に応じて反映させていく。 

- 5 -



「東京都政策連携団体経営目標評価制度」及び今後の取組予定 

 

経営目標評価制度は、政策連携団体自らが経営に関する目標を設定

し、その達成状況等を都で評価し公表することを通じて、団体経営の

改善等を図ることを目的とする制度である。

また、目標設定・評価等に当たっては、外部有識者から構成される

経営目標評価制度に係る評価委員会から意見を聴取した上で行うこと

としており、「経営改革プラン 2023 年度改訂版」においても、評価委

員会からの意見を踏まえた改訂を各団体にて実施した。

今後の政策連携団体に対する評価については、これまでの経営目標

評価制度から、より成果重視の視点から、都民のＱＯＬ向上に直結す

るような見直しへつなげる仕組みとして、令和６年度予算編成より

「グループ連携事業評価制度」を構築、政策評価・事業評価と一体的

に実施し、また、評価の過程においては外部有識者の意見も踏まえる

こととしている。

こうした評価制度の見直しに伴い、現在の経営目標評価制度及び係

る評価委員会は令和４年度末をもって廃止することとなるが、「経営

改革プラン」に基づく取組の結果については、適切に取りまとめ・公

表を行っていく。 

また、「経営改革プラン 2023 年度改訂版」の計画期間後となる、

2024 年度以降の団体経営に係る主要な取組については、「都政との連

携」、「ＫＰＩ（重要業績評価指標）による目標設定の一層の徹底及び

ＰＤＣＡサイクルの展開」、団体の経営努力や取組内容の「見える

化」をさらに推進し、より分かりやすい内容に改めた上で、取りまと

め・公表が行えるよう準備を進めていく。
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◇ 東京都政策連携団体一覧（32 団体） 

 

 

 
 
 
 
 
 

１ (公財)東京都人権啓発センター  17 (公財)東京都農林水産振興財団 

２ (公財)東京都島しょ振興公社 18 (公財)東京観光財団 

３ (公財)東京税務協会 19 (公財)東京動物園協会 

４ (公財)東京都歴史文化財団 20 (公財)東京都公園協会 

５ (公財)東京都交響楽団 21 (公財)東京都道路整備保全公社 

６ (公財)東京都つながり創生財団 22 (公財)東京学校支援機構 

７ (公財)東京都スポーツ文化事業団 23 (公財)東京防災救急協会 

８ (一財)東京マラソン財団 24 (株)東京スタジアム 

９ (公財)東京都都市づくり公社 25 多摩都市モノレール(株) 

10 東京都住宅供給公社 26 東京臨海高速鉄道(株) 

11 (公財)東京都環境公社 27 (株)多摩ニュータウン開発センター 

12 (公財)東京都福祉保健財団 28 (株)東京国際フォーラム 

13 (公財)東京都医学総合研究所 29 (株)東京臨海ホールディングス 

14 (社福)東京都社会福祉事業団 30 東京交通サービス(株) 

15(公財)東京都中小企業振興公社 31 東京水道(株) 

16 (公財)東京しごと財団 32 東京都下水道サービス(株) 

２ 各政策連携団体「経営改革プラン 2023 年度改訂版」 
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１ 公益財団法⼈東京都⼈権啓発センター 
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2023年度改訂版のポイント

◆戦略１ 組織体制の強化「進⾏管理の⼿法の検証・⾒直し」について、検証結果を次期中期計
画に反映し、メリハリのきいた事業展開を実現することを明確化

◆戦略２ ⾃主財源の確保「賛助会員の魅⼒作りと収⼊の確保」について、到達⽬標を上⽅修正
（賛助会員の魅⼒作りと収⼊の確保 1,160千円→1,250千円）

◆戦略３ 啓発機会の拡⼤と実施事業の質の強化「『特別展⽰』等を活⽤した新たな事業の展
開」について、若年層を対象にした新たな参加・体験・交流型事業及び展⽰等の展開を実施

【プランの主な改訂内容】

(公財)東京都⼈権啓発センター

戦略２ ⾃主財源の確保
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標①】
研修講師出講事業、派遣研修事業の積極的な実施（講
師出講 150団体以上）
【⽬標②】
⾃治体からの受託等事業の拡⼤（年２団体）
【⽬標③】
賛助会員の魅⼒作りと収⼊の確保（1,160千円以上）

【⽬標①】
研修講師出講事業、派遣研修事業の積極的な実施（講
師出講 150団体以上）
【⽬標②】
⾃治体からの受託等事業の拡⼤（年２団体）
【⽬標③】
賛助会員の魅⼒作りと収⼊の確保（1,250千円以上）

戦略１ 組織体制の強化
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

進⾏管理⼿法の
検証・⾒直し

○第⼆期中期計画の策定、進⾏管理
や評価・検証の仕組みの確⽴

進⾏管理⼿法の
検証・⾒直し

○2021年度に策定した中期計画の
達成に向け、引続き、進⾏管理に当
たって、評価・⾒直しに⾄るマネジ
メントサイクルを実践し、確実に事
業効果を確保
○中期計画の評価・検証結果を次期
中期計画に確実に反映し、メリハリ
のきいた事業展開を実現

戦略３ 啓発機会の拡⼤と実施事業の質の強化
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

「特別展⽰」等
を活⽤した新た
な事業の展開

○新たなテーマによる特別展⽰の制
作、展開
○動画配信をはじめとするオンライ
ンコンテンツの検討・充実
○前年度までの特別展⽰の成果の活
⽤策、常設展⽰化の検討

「特別展⽰」等
を活⽤した新た
な事業の展開

○若年層を対象にした新たな参加・
体験・交流型事業及び展⽰等の展開
○動画配信や特設サイトの設置など、
より効果的なオンラインコンテンツ
の検討・充実
○前年度までの特別展⽰の成果の展
開及び常設展⽰化の検討

東
京
都

東
京
都

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
中中期期計計画画等等にに基基づづくく進進行行管管理理のの徹徹底底にによよるる効効果果的的・・効効率率的的なな事事業業執執行行（（事事業業
のの必必要要性性をを見見据据ええ、、再再構構築築、、見見直直ししをを実実施施））
【【目目標標②②】】
新新人人事事制制度度にに基基づづくく有有為為なな人人材材のの育育成成及及びび組組織織執執行行体体制制のの強強化化
【【目目標標③③】】
DDXX推推進進ややポポスストト・・ココロロナナをを踏踏ままええたた適適時時適適切切なな業業務務改改善善にによよるる業業務務のの効効率率化化、、
デデジジタタルル化化（（業業務務のの効効率率化化にに資資すするる改改善善 年年１１件件以以上上））

・・定定期期的的なな進進行行管管理理会会議議やや「「進進行行管管理理表表」」にによよるる「「事事業業のの見見ええるる化化」」ののほほかか、、22002222
年年度度ににはは「「企企画画PPTT」」をを立立ちち上上げげるるななどど取取組組をを進進めめてておおりり、、22002233年年度度もも引引続続きき確確実実なな
進進行行管管理理にによよるる効効果果的的・・効効率率的的なな事事業業執執行行をを確確保保すするる。。
・・22002222年年度度のの新新人人事事制制度度のの導導入入にに伴伴いい、、新新人人材材育育成成方方針針・・研研修修基基本本計計画画をを策策定定中中でで
あありり、、22002233年年度度ははここれれららにに基基づづくく研研修修実実施施計計画画をを定定めめ、、中中核核的的業業務務をを担担うう職職員員のの育育
成成にに向向けけたた研研修修をを実実施施すするる。。
・・22002222年年度度のの手手話話ササーービビスス導導入入にに引引続続きき、、生生産産性性のの向向上上等等にに向向けけ業業務務改改善善をを実実施施すす
るる。。

戦略を設定する理由・背景
東東京京22002200オオリリンンピピッックク・・パパララリリンンピピッックク競競技技大大会会をを契契機機にに新新たたなな人人権権課課題題にに対対すするる取取組組もも必必要要ととななりり、、ささららにに、、現現下下のの新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症にによよりり新新たたなな差差別別事事
象象がが発発生生すするるななどど、、人人権権課課題題がが急急激激にに複複雑雑・・多多様様化化しし、、人人権権啓啓発発教教育育のの体体制制のの質質及及びび量量のの強強化化がが必必要要ととななっってていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆東東京京都都人人権権ププララザザのの指指定定管管理理期期間間がが令令和和９９年年度度ままででとと長長期期間間ででああるるここととにに加加ええ、、
「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略ビビジジョョンンにに掲掲げげらられれたた「「イインンククルルーーシシブブシシテティィ東東京京」」のの実実現現
がが至至上上命命題題ででああるるななどど、、施施設設のの機機能能強強化化やや事事業業のの拡拡充充にに向向けけたた財財団団のの役役割割がが増増大大
ししてていいるる。。
◆◆次次々々にに顕顕現現化化すするるととととももにに、、複複雑雑・・多多様様化化すするる人人権権課課題題にに組組織織全全体体でで機機動動的的にに
対対応応ししてていいくくたためめににはは、、人人権権啓啓発発をを担担うう人人材材のの育育成成、、能能力力向向上上をを図図りり、、ママンンパパ
ワワーーととししてて活活用用すするるののにに併併せせ、、ここれれままでで以以上上にに効効率率的的なな業業務務執執行行体体制制をを確確立立すするる
ここととがが喫喫緊緊のの課課題題ででああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆中中期期計計画画ををベベーーススととししたた年年次次計計画画にに基基づづいいてて、、明明確確なな目目標標をを設設定定しし、、確確実実にに進進
行行管管理理をを行行ううととととももにに、、定定期期的的にに評評価価・・検検証証をを実実施施すするる。。
◆◆小小規規模模かかつつ専専門門的的事事業業をを担担うう組組織織にに相相応応ししいい人人材材育育成成をを確確立立すするるたためめにに、、所所要要
のの予予算算獲獲得得をを目目指指すす。。
◆◆人人材材のの育育成成及及びび現現有有人人材材ののよよりり有有効効なな活活用用をを図図るるたためめ、、組組織織のの見見直直ししをを含含めめたた
組組織織体体制制のの強強化化をを行行いい、、計計画画的的かかつつ効効率率的的なな業業務務執執行行をを実実現現すするる。。
◆◆積積極極的的にに業業務務改改善善をを進進めめ、、DDXX推推進進ややポポスストト・・ココロロナナのの観観点点もも踏踏ままええ、、生生産産性性のの
向向上上やや働働きき方方改改革革にに有有効効ななももののかからら優優先先的的にに実実施施すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

進進行行管管理理手手
法法のの検検証証・・
見見直直しし

目目
標標
①①

・・22002211年年度度にに策策定定ししたた計計画画のの実実効効
値値をを高高めめてていいくくたためめ、、計計画画策策定定かか
らら評評価価・・見見直直ししままででののママネネジジメメンン
トトササイイククルルをを実実践践すするるここととでで、、確確
実実にに事事業業効効果果をを確確保保
・・前前年年度度のの実実績績をを踏踏ままええ、、事事業業内内
容容、、進進行行管管理理やや評評価価・・検検証証方方法法のの
見見直直ししをを実実施施

・・引引続続きき、、月月１１回回のの進進行行管管理理会会議議をを実実施施すす
るるととととももにに、、「「進進行行管管理理表表」」もも作作成成しし、、着着
実実にに事事業業をを実実施施ししたた。。
・・中中期期計計画画等等のの実実効効性性をを担担保保すするるととととももにに、、
次次期期計計画画のの検検討討・・策策定定ののたためめ、、新新たたにに「「企企
画画PPTT」」をを設設置置ししたた。。
・・当当該該年年度度ににおおけけるる取取組組実実績績ににつついいてて、、理理
事事会会、、評評議議員員会会ににてて中中間間報報告告をを実実施施ししたた。。

・・引引続続きき「「事事業業のの見見ええるる化化」」をを徹徹底底すするるたためめ、、
対対象象事事業業ごごととのの進進捗捗状状況況やや実実績績にに応応じじたた自自己己評評
価価、、改改善善点点ななどどがが一一覧覧でで把把握握ででききるる「「進進行行管管理理
表表」」をを作作成成・・共共有有ししたた。。
・・よよりり効効率率的的・・効効果果的的なな事事業業執執行行にに向向けけ、、固固有有
職職員員をを核核ととししたた「「企企画画PPTT」」をを立立ちち上上げげ、、次次期期計計
画画のの企企画画立立案案・・検検討討をを進進めめたた。。
・・９９月月3300日日時時点点のの進進捗捗状状況況、、事事業業実実績績にに基基づづきき
自自己己評評価価をを行行いい、、理理事事会会及及びび評評議議員員会会ににてて取取組組
状状況況のの中中間間報報告告をを行行っったた。。
・・３３年年後後のの目目標標のの効効率率的的・・効効果果的的なな事事業業執執行行にに
向向けけ、、引引続続きき進進行行管管理理及及びび事事業業のの検検証証・・見見直直しし
をを徹徹底底すするる。。

22002211年年度度にに策策定定ししたた中中期期計計画画のの達達成成
にに向向けけ、、引引続続きき、、進進行行管管理理にに当当たたっっ
てて、、評評価価・・見見直直ししにに至至るるママネネジジメメンン
トトササイイククルルをを実実践践しし、、確確実実にに事事業業効効
果果をを確確保保
中中期期計計画画のの評評価価・・検検証証結結果果をを次次期期中中
期期計計画画にに確確実実にに反反映映しし、、メメリリハハリリのの
ききいいたた事事業業展展開開をを実実現現

新新たたなな人人材材
育育成成方方針針のの
確確立立

目目
標標
②②

・・育育成成目目標標をを定定めめたた上上でで、、目目標標達達
成成にに向向けけたた課課題題等等のの検検討討をを進進めめ、、
新新人人事事制制度度にに即即ししたた新新人人材材育育成成方方
針針をを策策定定
・・専専門門的的知知識識のの取取得得やや能能力力開開発発をを
目目指指ししたた新新たたなな研研修修体体制制をを含含むむ職職
員員研研修修基基本本計計画画をを策策定定。。次次年年度度にに
向向けけてて研研修修実実施施計計画画ににつついいてて検検討討

・・新新人人事事制制度度にに即即ししたた新新人人材材育育成成方方針針のの策策
定定にに向向けけたた検検討討をを行行っったた。。
・・併併行行ししてて、、新新人人材材育育成成方方針針のの検検討討内内容容にに
沿沿っったた研研修修基基本本計計画画のの検検討討もも行行っったた。。
・・職職員員のの育育成成ののたためめ、、政政策策連連携携団団体体向向けけのの
「「人人材材支支援援事事業業団団のの研研修修ププロロググララムム」」をを活活
用用しし、、能能力力のの開開発発・・向向上上をを図図っったた。。

・・限限らられれたた人人的的資資源源のの中中でで新新たたなな人人権権課課題題にに確確
実実にに対対応応ししてていいくくたためめ、、専専門門人人財財のの確確保保にに加加ええ、、
専専門門的的業業務務にに従従事事すするる職職員員のの技技術術継継承承やや能能力力向向
上上をを図図るるここととをを目目的的ととししてて、、新新人人事事制制度度をを導導入入
ししたた。。
・・新新人人事事制制度度にに伴伴うう新新たたなな人人材材育育成成方方針針のの策策定定
にに向向けけ、、育育成成課課題題をを洗洗いい出出しし、、育育成成目目標標のの検検討討
をを行行っったた。。併併せせてて、、新新人人材材育育成成方方針針にに基基づづくく新新
たたなな研研修修基基本本計計画画もも検検討討ししたた。。
・・３３年年後後のの目目標標のの達達成成にに向向けけ、、中中核核的的業業務務をを担担
うう職職員員のの計計画画的的なな育育成成をを行行うう体体制制をを整整ええ、、組組織織
執執行行体体制制のの強強化化をを図図るる。。

新新たたなな人人材材育育成成方方針針等等をを踏踏ままええてて、、
研研修修実実施施計計画画をを策策定定しし、、将将来来、、組組織織
のの根根幹幹ととななりり、、中中核核的的業業務務をを担担うう職職
員員のの計計画画的的なな育育成成にに向向けけ、、ココンンププララ
イイアアンンスス意意識識のの浸浸透透、、専専門門的的知知識識のの
取取得得やや能能力力開開発発にに資資すするる研研修修をを実実現現

適適時時適適切切なな
業業務務改改善善
（（毎毎年年度度））

目目
標標
③③

・・職職員員かかららのの提提案案やや意意見見をを聴聴取取すす
るる機機会会をを設設けけ、、職職員員へへのの働働ききかかけけ
をを実実施施
・・職職員員かかららのの提提案案やや意意見見にに対対しし、、
生生産産性性のの向向上上やや働働きき方方改改革革にに有有効効
ななももののかからら優優先先ししてて改改善善

・・DDXXのの推推進進ややポポスストトココロロナナをを踏踏ままええてて、、仕仕
事事のの進進めめ方方のの改改善善をを図図るるたためめ、、業業務務改改善善等等
にに係係るる提提案案をを募募集集ししたた。。
・・22002211年年度度ににおおいいててはは、、会会計計シシスステテムムののクク
ララウウドド化化等等をを実実施施。。22002222年年度度はは人人権権ププララザザ
にに東東京京都都福福祉祉保保健健局局がが提提供供すするる「「遠遠隔隔手手話話
通通訳訳ササーービビスス」」をを導導入入ししたた。。

・・３３年年後後のの目目標標達達成成にに向向けけ、、DDXXのの推推進進ややポポスストト
ココロロナナをを踏踏ままええ、、仕仕事事のの進進めめ方方のの改改善善をを図図るるたた
めめ、、業業務務改改善善等等にに係係るる提提案案をを募募集集ししてていいるる。。
22002222年年度度はは適適時時適適切切なな業業務務改改善善等等をを図図るるたためめ、、
年年度度内内にに実実施施可可能能なな提提案案ににつついいててはは、、年年度度末末まま
でで随随時時提提出出ででききるるよよううににししたた。。今今後後、、提提案案内内容容
等等をを詳詳細細にに検検討討しし、、有有効効ななももののかからら実実施施ししてていい
くく。。
・・人人権権ププララザザ受受付付にに新新たたにに設設置置ししたたタタブブレレッットト
端端末末をを通通じじてて、、来来館館者者がが遠遠隔隔でで手手話話通通訳訳をを受受けけ
らられれるる「「遠遠隔隔手手話話通通訳訳ササーービビスス」」をを導導入入しし、、聴聴
覚覚障障害害者者にに対対すするるササーービビススのの向向上上をを図図っったた。。

職職員員のの提提案案やや意意見見をを聴聴取取すするる機機会会をを
生生かかしし、、職職員員へへのの働働ききかかけけをを強強化化
職職員員のの提提案案やや意意見見にに対対しし、、生生産産性性のの
向向上上やや働働きき方方改改革革にに有有効効ななももののかからら
優優先先ししてて改改善善（（業業務務のの効効率率化化にに資資すす
るる改改善善１１件件以以上上））

(公財)東京都⼈権啓発センター

戦戦略略１１ 組組織織体体制制のの強強化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
－

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
研研修修講講師師出出講講事事業業、、派派遣遣研研修修事事業業のの積積極極的的なな実実施施（（講講師師出出講講 115500団団体体以以上上））
【【目目標標②②】】
自自治治体体かかららのの受受託託等等事事業業のの拡拡大大（（年年２２団団体体））
【【目目標標③③】】
賛賛助助会会員員のの魅魅力力作作りりとと収収入入のの確確保保（（11,,225500千千円円以以上上））

・・人人権権研研修修講講師師出出講講事事業業はは、、オオンンラライインンななどど新新たたなな手手法法もも取取りり入入れれ、、そそのの実実績績はは復復
調調傾傾向向ににああるる。。目目標標のの達達成成にに向向けけ、、22002233年年度度もも引引続続ききニニーーズズにに即即応応ししたた事事業業をを提提供供
しし、、出出講講団団体体のの増増加加をを図図るる。。
・・受受託託事事業業のの新新規規獲獲得得ののたためめ、、22002211、、22002222年年度度にに引引続続きき、、22002233年年度度ににおおいいててもも、、役役
職職員員にによよるる「「事事業業案案内内」」をを活活用用ししたた営営業業活活動動をを行行うう。。
・・申申込込フフォォーームム設設置置等等にによよりり、、22002222年年度度はは団団体体・・個個人人でで11,,223366千千円円のの賛賛助助会会費費をを確確
保保ししたた。。引引続続きき賛賛助助会会員員のの確確保保にに向向けけ、、広広報報方方法法をを工工夫夫ししPPRRししてていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
財財団団ににおおけけるる経経常常収収益益のの9900％％以以上上がが都都かかららのの補補助助金金並並びびにに指指定定管管理理料料ででああるる一一方方、、新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症やや税税制制改改革革のの影影響響にによよりり、、都都のの財財政政環環境境はは一一層層厳厳ししくくなな
るるここととがが予予想想さされれるるここととかからら自自主主財財源源のの確確保保がが必必須須ととななるる。。

団体における現状（課題）
◆◆財財団団のの自自主主財財源源はは、、自自ららのの専専門門性性をを活活かかしし、、試試行行的的ああるるいいはは先先駆駆的的なな独独自自事事業業
をを実実施施すするるたためめのの原原資資ででああるる（（現現状状のの財財団団のの自自主主財財源源はは、、基基本本財財産産のの運運用用益益、、事事
業業収収益益並並びびにに賛賛助助会会員員かかららのの会会費費））。。基基本本財財産産運運用用益益はは、、近近年年のの金金利利低低下下にによよりり、、
22002200年年度度予予算算ベベーーススでで2244万万円円でであありり、、賛賛助助会会費費もも個個人人会会員員のの高高齢齢化化やや団団体体会会員員のの
頭頭打打ちちにによよりり、、賛賛助助会会員員数数がが22001188年年度度はは3333団団体体5522名名、、22001199年年度度はは3322団団体体5533名名とと横横
ばばいいででああるる。。ささららにに、、22002200年年度度はは研研修修講講師師のの出出講講事事業業ががココロロナナ禍禍にによよるるキキャャンンセセ
ルルでで大大幅幅にに減減少少ししたた。。

課題解決の⼿段
◆◆財財団団のの能能動動的的なな実実施施をを可可能能ににすするる自自主主財財源源がが限限らられれるる中中、、新新規規事事業業をを立立ちち上上げげ、、
ままたた、、収収益益をを大大ききくく伸伸長長ささせせるるここととはは容容易易ででははなないい。。そそののたためめ、、既既存存研研修修事事業業のの
着着実実なな実実施施にに加加ええ、、自自治治体体がが実実施施すするる研研修修のの新新規規受受託託等等をを拡拡大大すすべべくく積積極極的的ににPPRR
活活動動をを実実施施すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

研研修修講講師師出出
講講事事業業、、派派
遣遣研研修修事事業業
のの回回復復とと積積
極極的的なな実実施施

目目
標標
①①

研研修修講講師師出出講講事事業業、、派派遣遣研研修修事事業業
のの積積極極的的なな実実施施
自自治治体体やや民民間間企企業業ななどどのの人人権権啓啓発発
担担当当者者やや研研修修受受講講者者ななどどののニニーーズズ
にに即即応応ししたた事事業業のの見見直直しし

・・人人権権研研修修講講師師のの出出講講はは、、22002211年年度度6611団団体体、、
出出講講回回数数118800回回、、22002222年年1111月月末末時時点点ににおおいい
ててはは、、5511団団体体でで出出講講回回数数はは112266回回ででああっったた。。
・・専専門門員員をを活活用用ししたた専専門門員員派派遣遣研研修修はは、、
22002211年年度度延延べべ1166団団体体、、22002222年年1111月月末末時時点点でで
はは延延べべ1188団団体体ででのの実実施施ととななっったた。。

・・人人権権研研修修講講師師出出講講事事業業、、専専門門員員派派遣遣研研修修事事業業
ととももにに、、新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの影影響響をを受受
けけたたもものののの、、オオンンラライインンやや録録画画にによよるる研研修修とと
いいっったた新新たたなな手手法法をを取取りり入入れれるるここととでで、、22002211年年
度度のの同同時時期期にに比比べべ実実績績増増ととななっったた。。
・・研研修修講講師師のの出出講講回回数数はは112266回回でで、、22002211年年のの同同
時時期期にに比比べべ1188回回（（1166..77％％））のの増増ととななっったた。。専専門門
員員派派遣遣研研修修事事業業はは延延べべ1188団団体体でで22002211年年のの同同時時期期
にに比比べべ６６団団体体（（5500..00％％））のの増増ととななっったた。。
・・３３年年後後のの目目標標のの講講師師出出講講115500団団体体以以上上にに向向けけ、、
引引続続きき実実施施形形態態をを工工夫夫すするるななどど取取組組をを進進めめるる。。

研研修修講講師師出出講講事事業業、、派派遣遣研研修修事事業業のの
積積極極的的なな実実施施
自自治治体体やや民民間間企企業業ななどどのの人人権権啓啓発発担担
当当者者やや研研修修受受講講者者ななどどののニニーーズズにに即即
応応ししたた事事業業のの見見直直しし
新新たたなな企企業業支支援援にに向向けけたた取取組組のの検検討討

自自治治体体かからら
のの受受託託等等事事
業業のの拡拡大大

目目
標標
②②

自自治治体体かかららのの受受託託等等事事業業のの実実施施
区区市市町町村村等等へへののPPRR活活動動のの実実施施
委委託託者者ののニニーーズズやや最最新新のの人人権権課課題題
等等にに即即ししたたカカリリキキュュララムムのの提提案案なな
どど魅魅力力ああるる事事業業のの実実施施

・・22002211年年度度にに引引続続きき、、新新規規受受託託のの獲獲得得にに向向
けけ、、役役職職員員がが区区市市町町村村にに営営業業活活動動をを実実施施しし
たた。。
・・22002200年年度度にに事事業業をを終終了了しし、、22002222年年度度にに再再
度度受受託託ししたた港港区区のの受受託託事事業業ににつついいててはは、、講講
座座をを２２回回実実施施ししたた。。

・・役役職職員員がが区区市市町町村村をを訪訪問問しし営営業業活活動動をを行行いい、、
新新たたなな受受託託獲獲得得にに努努めめたた。。ままたた、、営営業業用用ツツーールル
ととししてて、、22002222年年度度にに新新たたにに具具体体的的なな事事業業実実績績なな
どどをを掲掲載載ししたた「「事事業業案案内内」」をを作作成成ししたた。。
・・22002222年年度度にに新新規規にに受受託託ししたた港港区区のの区区民民向向けけ講講
座座はは、、講講演演、、映映画画上上映映・・トトーーククとと２２回回実実施施ししたた。。
・・３３年年後後のの目目標標のの自自治治体体かかららのの受受託託等等事事業業のの拡拡
大大（（年年２２団団体体））にに向向けけ、、引引続続きき役役職職員員にによよるる営営
業業活活動動をを行行ううととととももにに、、委委託託者者のの要要望望やや最最新新のの
人人権権課課題題等等にに即即ししたたカカリリキキュュララムムをを提提案案すするるなな
どど魅魅力力ああるる講講座座をを実実施施ししてていいくく。。

自自治治体体かかららのの受受託託等等事事業業のの実実施施
区区市市町町村村等等にに対対ししてて、、新新たたにに「「事事業業
案案内内」」をを活活用用すするるこことともも加加味味しし、、セセ
ンンタターーのの事事業業実実績績やや強強みみななどどをを積積極極
的的ににPPRRすするる営営業業活活動動のの実実施施
委委託託者者ののニニーーズズやや最最新新のの人人権権課課題題等等
にに即即ししたたカカリリキキュュララムムのの提提案案ななどど魅魅
力力ああるる事事業業のの実実施施

賛賛助助会会員員のの
募募集集にに係係るる
広広報報のの強強化化

目目
標標
③③

入入会会者者とと退退会会者者がが拮拮抗抗ししてていいるる状状
況況をを踏踏ままええ、、会会員員募募集集にに係係るる広広報報
をを強強化化ししてて認認知知度度をを高高めめ、、確確実実にに
賛賛助助会会員員をを確確保保
セセンンタターーがが発発行行ししてていいるる情情報報誌誌へへ
のの掲掲載載やや、、講講座座、、学学習習会会等等のの行行事事
のの実実施施時時ななどど、、ああららゆゆるる機機会会をを捉捉
ええたたPPRR活活動動のの実実施施

・・情情報報誌誌ををははじじめめ、、ああららゆゆるる機機会会をを捉捉ええ、、
賛賛助助会会員員ののPPRR活活動動をを実実施施ししたた。。ままたた、、22002222
年年度度にに新新たたにに作作成成ししたた「「事事業業案案内内」」ににもも賛賛
助助会会員員制制度度のの案案内内をを掲掲載載ししたた。。
・・団団体体会会員員とと個個人人会会員員のの合合計計でで、、22002211年年度度
はは11,,220088千千円円、、22002222年年1111月月末末のの時時点点ににおおいい
ててはは11,,223366千千円円のの収収入入をを確確保保ししたた。。

・・22002211年年度度にに引引続続きき、、賛賛助助会会員員確確保保ののたためめ、、セセ
ンンタターーがが発発行行ししてていいるる情情報報誌誌「「TTOOKKYYOO人人権権」」をを
ははじじめめ、、講講座座、、学学習習会会等等のの行行事事のの実実施施時時ななどどのの
機機会会をを捉捉ええ、、積積極極的的ににPPRR活活動動をを行行っったた。。
・・22002222年年度度にに新新たたにに作作成成ししたた「「事事業業案案内内」」にに具具
体体的的なな事事業業実実績績ととととももにに賛賛助助会会員員制制度度のの案案内内もも
掲掲載載しし、、賛賛助助会会員員確確保保にに向向けけたたPPRRツツーールルととししてて
活活用用ででききるるよよううににししたた。。
・・33年年後後のの目目標標（（11,,116600千千円円））をを達達成成ししてていいるるここ
ととかからら、、目目標標値値をを11,,225500千千円円以以上上ととしし、、引引続続きき
賛賛助助会会員員確確保保ののたためめのの取取組組をを進進めめ、、確確実実にに収収入入
をを確確保保すするる。。

セセンンタターーがが発発行行ししてていいるる情情報報誌誌へへのの
掲掲載載やや、、講講座座、、学学習習会会等等のの行行事事のの実実
施施時時ななどど、、ああららゆゆるる機機会会をを捉捉ええたたPPRR
活活動動のの実実施施
ホホーームムペペーージジにによよるる申申込込手手続続のの簡簡便便
性性ををここれれままでで以以上上ににアアピピーールルすするるとと
ととももにに、、賛賛助助会会員員のの一一層層のの確確保保にに向向
けけ、、ホホーームムペペーージジ内内のの誘誘導導線線をを明明示示

(公財)東京都⼈権啓発センター

戦戦略略２２ 自自主主財財源源のの確確保保

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
－

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】学学校校やや企企業業ななどど現現場場ののニニーーズズをを反反映映ししたた事事業業のの見見直直しし（（体体験験学学習習
会会2255回回、、出出張張展展示示1188回回））
【【目目標標②②】】特特別別展展示示等等をを活活用用ししたた新新たたなな事事業業のの展展開開
【【目目標標③③】】都都民民講講座座のの会会場場参参加加者者ととラライイブブ配配信信視視聴聴者者獲獲得得。。「「人人権権ににつついいてて
考考ええるるききっっかかけけににななっったた」」とと評評すするる受受講講者者のの割割合合（（8855％％））

・・体体験験学学習習会会ででのの新新ププロロググララムム導導入入やや22002211年年度度ににはは巡巡回回展展示示もも実実施施ししたた。。22002233年年度度
ももニニーーズズをを反反映映ししたた事事業業をを実実施施しし、、着着実実にに体体験験学学習習会会等等をを実実施施すするる。。
・・アアククテティィビビテティィのの開開発発ななどどをを行行っったた「「発発明明ププロロジジェェククトト」」のの終終了了をを受受けけ、、22002233年年
度度はは新新たたなな事事業業及及びび展展示示等等をを展展開開すするる。。
・・22002222年年度度のの都都民民講講座座はは全全てて対対面面ととオオンンラライインンでで実実施施しし、、110000人人以以上上のの参参加加ががああっっ
たた回回ももああっったた。。「「人人権権ににつついいてて考考ええるるききっっかかけけととななっったた」」のの回回答答率率はは目目標標をを上上回回るる
8822..11％％でであありり、、22002233年年度度もも引引続続きき講講座座のの質質のの向向上上をを図図るる。。

戦略を設定する理由・背景
新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症にによよるる新新たたなな差差別別事事象象のの発発生生ややSSNNSSにによよるる誹誹謗謗中中傷傷ななどどをを背背景景にに、、様様々々なな人人権権課課題題にに対対すするる都都民民のの関関心心がが高高ままっっててききてていいるるここととにに加加ええ、、東東京京
都都でではは「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略ビビジジョョンンでで「「イインンククルルーーシシブブシシテティィ東東京京」」のの実実現現をを掲掲げげてておおりり、、人人権権啓啓発発・・教教育育のの推推進進がが至至上上命命題題ととななっってていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆従従前前のの人人権権課課題題全全般般ににわわたたるる啓啓発発事事業業をを充充実実拡拡大大すするるここととななくくししてて、、人人権権をを取取
りり巻巻くく環環境境のの変変化化にに的的確確にに対対応応ししてていいくくここととははででききなないい。。

ととりりわわけけ、、東東京京都都がが「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略ビビジジョョンンにに掲掲げげるる多多様様なな人人ががととももにに支支
ええ合合うう「「イインンククルルーーシシブブシシテティィ東東京京」」のの実実現現ににはは、、都都のの人人権権啓啓発発のの拠拠点点ででああるる人人
権権ププララザザのの機機能能強強化化がが必必須須ででああるる。。そそののたためめににはは、、「「専専門門性性、、現現場場性性及及びび機機動動
性性」」とといいうう強強みみをを発発揮揮ししてて、、人人権権啓啓発発・・教教育育ををよよりり効効果果的的にに実実施施すするるととととももにに、、
都都庁庁各各局局やや民民間間とと連連携携ししてて事事業業内内容容のの更更ななるるレレベベルルアアッッププをを図図るるここととがが必必要要ででああ
るる。。

課題解決の⼿段
◆◆学学校校やや企企業業にに対対すするる啓啓発発活活動動をを一一層層推推進進すするるたためめ、、展展示示アアウウトトリリーーチチ活活動動をを強強
化化すするる。。アアウウトトリリーーチチ活活動動にに活活用用可可能能なな展展示示品品のの充充実実をを図図るるととととももにに、、IICCTT技技術術等等
をを活活用用ししたたオオンンラライインン展展示示（（企企画画展展ののオオンンラライインンツツアアーー等等））ににつついいててもも実実施施すするる。。
併併せせてて、、体体験験学学習習会会もも拡拡充充すするる。。
◆◆民民間間のの知知恵恵をを活活用用しし、、広広くく当当事事者者をを起起点点ととししたた特特別別展展示示をを展展開開すするるととととももにに、、
当当事事者者等等ととのの体体験験交交流流型型イイベベンントトをを開開催催しし、、新新たたなな成成果果物物をを産産みみ出出しし、、そそのの活活用用
をを図図っってていいくく。。
◆◆ポポスストト・・ココロロナナ時時代代をを見見据据ええDDXXをを推推進進しし、、都都民民講講座座ににおおけけるるQQOOSSのの向向上上をを図図りり、、
そそのの普普及及啓啓発発効効果果のの維維持持・・向向上上をを図図るる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

アアウウトトリリーー
チチ活活動動にに活活
用用可可能能なな展展
示示のの充充実実・・
強強化化

目目
標標
①①

アアウウトトリリーーチチププロロググララムムのの開開発発
成成果果のの検検証証、、次次年年度度にに向向けけたた活活用用
のの検検討討
現現場場ニニーーズズのの反反映映

・・22002211年年度度にに引引続続きき、、アアウウトトリリーーチチ活活動動にに
活活用用可可能能なな展展示示内内容容をを検検討討・・実実施施ししたた。。
・・22002211年年度度にに引引続続きき、、オオンンラライインンココンンテテンン
ツツををアアーーカカイイブブととししてて公公開開ししたた。。
・・22002211年年度度にに引引続続きき、、ププララザザののココンンテテンンツツ
のの活活用用ににつついいてて都都庁庁関関係係局局等等とと連連携携ししたた。。
・・出出張張展展示示のの効効果果的的なな運運用用にに向向けけ、、展展示示先先
のの意意見見やや要要望望をを聴聴取取ししたた。。

・・アアウウトトリリーーチチ活活動動強強化化ののたためめ、、展展示示終終了了後後にに
「「出出張張展展示示ププロロググララムム」」ととししてて活活用用ででききるる形形式式
ででココンンテテンンツツをを制制作作しし、、出出展展ししたた。。
・・展展示示ににかかかかるるオオンンラライインンココンンテテンンツツ（（動動画画））
ををアアーーカカイイブブととししてて公公開開ししたた。。
・・都都庁庁かかららのの依依頼頼をを受受けけ、、22002211年年度度にに引引続続きき出出
張張展展示示をを実実施施ししたた。。
・・現現場場のの意意見見やや要要望望をを踏踏ままええ、、ニニーーズズにに即即ししたた
展展示示ココンンテテンンツツののキキッットト化化にに向向けけ、、検検討討ししたた。。
・・３３年年後後のの目目標標達達成成にに向向けけ、、引引続続きき、、現現場場のの意意
見見をを取取りり入入れれななががらら、、アアウウトトリリーーチチ活活動動にに活活用用
可可能能なな展展示示のの充充実実・・強強化化をを図図るる。。

アアウウトトリリーーチチ活活動動にに活活用用可可能能ととななるる
オオンンラライインンココンンテテンンツツのの拡拡充充にに向向けけ、、
展展示示内内容容をを強強化化
出出張張展展示示キキッットトのの効効果果的的なな運運用用のの検検
討討

出出張張展展示示・・
体体験験学学習習会会
のの充充実実・・強強
化化

目目
標標
①①

体体験験学学習習会会のの実実施施回回数数2255回回
出出張張展展示示実実施施回回数数1177回回（（ううちち新新しし
いい場場所所ででのの出出張張展展示示１１回回））
学学校校ななどどのの外外部部研研修修等等参参加加のの拡拡充充

・・体体験験学学習習会会はは、、22002211年年度度2299回回、、22002222年年1111
月月末末時時点点でで2233回回実実施施ししたた。。
・・出出張張展展示示はは、、22002211年年度度1188回回（（ううちち新新規規のの
出出張張展展示示1111回回））、、22002222年年1111月月時時点点でで８８回回実実
施施ししたた（（ううちち新新規規のの出出張張展展示示１１回回））。。

・・補補助助犬犬学学習習会会、、LLGGBBTT学学習習会会ななどど、、小小中中学学校校等等
かかららのの要要望望にに合合わわせせオオーーダダーーメメイイドドでで体体験験学学習習
会会をを実実施施ししたた。。ままたた、、22002222年年度度かかららいいじじめめ等等にに
焦焦点点をを当当ててたた２２つつのの新新規規ププロロググララムムをを導導入入ししたた。。
・・パパネネルル展展示示ののほほかか、、企企画画展展のの動動画画やや展展示示ししたた
人人権権にに関関すするる本本、、発発明明ししたたアアククテティィビビテティィをを活活
用用ししたた出出張張展展示示をを実実施施ししたた。。
・・体体験験学学習習会会はは新新規規ププロロググララムム７７回回をを含含むむ2233回回
のの実実施施、、出出張張展展示示はは、、ココロロナナ禍禍のの影影響響ももあありり、、
新新たたなな場場所所ででのの展展示示１１回回をを含含むむ８８回回のの実実施施にに留留
ままっったた。。
・・３３年年後後のの目目標標達達成成にに向向けけ、、引引続続きき取取組組をを進進めめ
るる。。

体体験験学学習習会会のの実実施施回回数数2255回回
出出張張展展示示実実施施回回数数1188回回（（ううちち新新規規のの
場場所所ででのの出出張張展展示示１１回回））
体体験験学学習習会会やや出出張張展展示示方方式式をを一一層層活活
用用しし、、学学校校ななどどににおおけけるる外外部部研研修修へへ
のの参参加加機機会会をを拡拡充充

「「特特別別展展
示示」」等等をを活活
用用ししたた新新たた
なな事事業業のの展展
開開

目目
標標
②②

当当事事者者等等ととのの体体験験交交流流型型イイベベンントト
（（６６回回））
動動画画配配信信ををははじじめめととすするるオオンンラライイ
ンンココンンテテンンツツのの検検討討・・実実施施
イイベベンントトににおおけけるる民民間間等等ととのの連連携携

・・開開発発ししたた６６つつののアアククテティィビビテティィのの完完成成発発
表表会会をを実実施施ししたた。。
・・完完成成発発表表会会のの動動画画をを配配信信すするるととととももにに、、
ホホーームムペペーージジにに報報告告レレポポーートトをを掲掲載載しし、、広広
くく普普及及啓啓発発をを行行っったた。。
・・新新たたなな民民間間事事業業者者とと協協働働ししたた発発明明ププロロ
ジジェェククトト第第３３弾弾をを開開始始しし、、特特設設ササイイトトをを立立
ちち上上げげたた。。併併せせてて、、展展示示ととWWeebbをを連連動動ささせせ
たた企企画画をを展展開開ししたた。。

・・体体験験・・交交流流型型のの事事業業ととししてて、、当当事事者者（（障障害害
者者））をを起起点点（（発発想想のの源源））ととすするる「「発発明明ププロロジジェェ
ククトト」」をを展展開開しし、、ププロロジジェェククトト２２のの成成果果をを完完成成
発発表表会会でで発発表表ししたた。。イイベベンントトのの様様子子はは録録画画配配信信
やや報報告告レレポポーートトをを通通じじ公公開開しし、、当当事事者者がが抱抱ええるる
課課題題へへのの理理解解促促進進をを促促ししたた。。
・・新新たたなな民民間間事事業業者者とと協協働働ししてて障障害害者者のの「「働働
くく」」ををテテーーママににププロロジジェェククトト３３をを始始めめ、、展展示示しし
たた写写真真かからら特特設設ササイイトトののイインンタタビビュューー記記事事ににアア
ククセセススででききるる展展示示ととWWeebbのの連連動動企企画画をを展展開開ししたた。。
・・３３年年後後のの目目標標達達成成にに向向けけ、、引引続続きき特特別別展展示示等等
をを活活用用ししたた事事業業をを展展開開すするる。。

若若年年層層をを対対象象ににししたた新新たたなな参参加加・・体体
験験・・交交流流型型事事業業及及びび展展示示等等のの展展開開
動動画画配配信信やや特特設設ササイイトトのの設設置置ななどど、、
よよりり効効果果的的ななオオンンラライインンココンンテテンンツツ
のの検検討討・・充充実実
前前年年度度ままででのの特特別別展展示示のの成成果果のの展展開開
及及びび常常設設展展示示化化のの検検討討

都都民民講講座座のの
オオンンラライインン
配配信信のの推推進進

目目
標標
③③

都都民民講講座座ののオオンンラライインン化化にに伴伴いい、、
従従前前ののチチララシシ配配布布にに加加ええ、、HHPPやや
SSNNSS等等ののWWeebbをを活活用用ししたた広広報報をを展展開開
しし、、会会場場参参加加者者ととラライイブブ配配信信視視聴聴
者者をを確確保保

・・ボボラランンテティィアア等等にに関関すするる情情報報をを提提供供すするる
ササイイトトをを活活用用しし、、広広くく広広報報ししたた。。
・・都都民民講講座座はは、、22002222年年1111月月時時点点でで４４回回実実施施
しし、、会会場場111122人人、、オオンンラライインン330033人人のの参参加加がが
ああっったた。。全全４４回回のの平平均均参参加加率率はは会会場場7700..00％％、、
オオンンラライインン7700..55％％ででああるる。。
・・22002211年年度度はは、、オオンンラライインンでで６６回回実実施施しし、、
11,,114455人人がが参参加加ししたた。。

・・都都民民講講座座はは、、デデジジタタルルデデババイイドドにに配配慮慮しし、、全全
てて対対面面ととオオンンラライインン併併用用ののハハイイブブリリッッドド方方式式でで
実実施施ししたた。。参参加加者者はは、、定定員員114400名名にに対対しし、、第第１１
回回9977名名、、第第２２回回115544名名、、第第３３回回4455名名、、第第４４回回111199
名名ででああるる。。環環境境とと人人権権とといいっったた新新たたなな側側面面かからら
人人権権をを捉捉ええたた第第２２回回、、東東京京都都パパーートトナナーーシシッッププ
宣宣誓誓制制度度創創設設をを受受けけ、、LLGGBBTTのの当当事事者者をを講講師師ととしし
たた第第４４回回はは、、そそれれぞぞれれ時時勢勢ににああっったた内内容容ででああっっ
たたここととかからら110000人人をを超超ええるる参参加加者者をを得得たた。。
・・３３年年後後のの目目標標達達成成にに向向けけ、、引引続続きき、、開開催催形形態態
ややテテーーママ等等にに工工夫夫をを凝凝ららしし、、受受講講者者をを確確保保すするる。。

従従前前ののチチララシシ配配布布にに加加ええ、、HHPPややSSNNSS等等
ののWWeebbをを活活用用ししたた広広報報をを展展開開すするるほほかか、、
必必要要にに応応じじててハハイイブブリリッッドド方方式式もも取取
りり入入れれ、、会会場場参参加加者者ととラライイブブ配配信信視視
聴聴者者をを確確保保（（年年880000人人目目途途））

「「人人権権ににつつ
いいてて考考ええるる
ききっっかかけけにに
ななっったた」」受受
講講者者のの割割合合
向向上上

目目
標標
③③

社社会会的的ななニニーーズズへへのの対対応応ととととももにに、、
常常にに講講座座のの質質のの向向上上をを図図るる。。
アアンンケケーートトでで「「人人権権ににつついいてて考考ええ
るるききっっかかけけととななっったた」」とと回回答答ししたた
者者のの割割合合8800％％

・・アアンンケケーートトでで「「人人権権ににつついいてて考考ええるるききっっ
かかけけととななっったた」」とと回回答答ししたた者者のの割割合合はは、、
22002211年年度度8855..33％％、、22002222年年1111月月末末時時点点ににおおいい
ててはは8822..11％％ででああっったた。。

・・東東京京都都パパーートトナナーーシシッッププ宣宣誓誓制制度度がが創創設設さされれ
るるななどど社社会会的的なな関関心心やや問問題題意意識識がが広広ままっってていいるる
LLGGBBTT、、最最近近注注目目ののeeススポポーーツツをを取取りり上上げげたた講講座座
はは、、「「人人権権ににつついいてて考考ええるるききっっかかけけととななっったた」」
とと回回答答ししたた者者のの割割合合がが9900％％をを超超ええ、、高高評評価価をを得得
たた。。
・・アアンンケケーートトでで「「人人権権ににつついいてて考考ええるるききっっかかけけ
ととななっったた」」とと回回答答ししたた者者のの割割合合はは全全４４回回のの平平均均
でで8822..11％％とと高高率率ででああっったた。。
・・３３年年後後のの目目標標（（8800％％））をを達達成成ししてていいるるここととかか
らら、、目目標標値値をを8855％％ととしし、、社社会会的的ななニニーーズズにに応応ええ
たたテテーーママ設設定定ななどどにによよりり講講座座のの質質のの一一層層のの向向上上
をを図図るる。。

社社会会情情勢勢のの変変化化へへのの対対応応ととととももにに、、
社社会会的的なな関関心心のの高高いいテテーーママをを取取りり上上
げげるるななどど、、講講座座のの質質のの向向上上をを実実現現
アアンンケケーートトでで「「人人権権ににつついいてて考考ええるる
ききっっかかけけととななっったた」」とと回回答答ししたた者者のの
割割合合8855％％

(公財)東京都⼈権啓発センター

戦戦略略３３ 啓啓発発機機会会のの拡拡大大とと実実施施事事業業のの質質のの強強化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略 戦戦略略６６：：ダダイイババーーシシテティィ・・共共生生社社会会戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
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財務の
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】自自治治体体のの人人権権研研修修受受託託拡拡大大にに向向けけたた区区市市町町村村等等へへのの積積極極的的ななPPRR活活
動動（（年年1100回回以以上上））
【【目目標標②②】】都都内内学学校校のの社社会会科科見見学学受受入入れれ増増ややWWeebbをを活活用用ししたたPPRR活活動動（（社社会会科科見見
学学110000校校））
【【目目標標③③】】ププララザザHHPPをを活活用用ししたた効効果果的的なな情情報報発発信信
【【目目標標④④】】当当事事者者にに由由来来すするる情情報報のの発発信信にによよるるププララザザのの認認知知度度向向上上

・・人人権権研研修修受受託託拡拡大大にに向向けけ、、22002233年年度度もも引引続続きき、、「「事事業業案案内内」」をを作作成成・・活活用用しし、、区区
市市町町村村へへのの営営業業活活動動をを行行うう。。
・・22002222年年度度にに制制作作ししたた動動画画をを、、22002233年年度度もも引引続続きき、、社社会会科科見見学学のの受受入入れれ増増ののPPRRツツーー
ルルととししてて活活用用すするる。。
・・よよりり効効果果的的なな情情報報発発信信ののたためめ、、ホホーームムペペーージジのの運運用用にに際際しし、、22002233年年度度もも引引続続きき閲閲
覧覧者者目目線線をを意意識識ししててペペーージジのの作作成成・・ココンンテテンンツツのの改改善善をを図図るる。。
・・22002222年年度度にに障障害害ののああるる子子供供たたちちをを起起点点にに開開発発ししたたアアククテティィビビテティィのの体体験験をを通通じじ、、
引引続続きき、、当当事事者者理理解解をを促促すす機機会会をを提提供供すするる。。

戦略を設定する理由・背景
新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの感感染染拡拡大大にによよりり、、DDXXにに関関すするる関関心心がが一一層層高高ままるるととととももにに、、日日々々デデジジタタルルツツーールル技技法法がが進進展展ししてていいるる。。ここううししたた点点をを意意識識しし、、今今後後はは様様々々なな
WWeebbササーービビススをを活活用用ししたた多多角角的的なな情情報報発発信信をを強強化化ししてていいくくここととがが肝肝要要ででああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆ココロロナナ禍禍をを誘誘因因ととししてて社社会会全全体体ででデデジジタタルル化化がが進進展展ししてていいるる。。ここれれををレレババレレッッ
ジジととししてて、、機機動動性性ががああるるHHPPををははじじめめ、、様様々々ななWWeebbササーービビススをを活活用用しし、、多多角角的的ににププララ
ザザののPPRR強強化化をを図図るるここととがが重重要要ででああるる。。
◆◆自自治治体体やや企企業業等等にに、、ここれれままでで多多様様なな啓啓発発活活動動をを展展開開すするるここととでで財財団団がが培培っったた知知
識識・・ノノウウハハウウをを活活用用ししたた具具体体的的なな連連携携事事業業をを提提案案すするるととととももにに、、ププララザザのの事事業業内内
容容のの理理解解のの深深化化をを図図るる。。
◆◆現現在在のの人人権権ププララザザののHHPPはは機機動動性性をを欠欠きき、、情情報報をを周周知知すするる機機能能がが悪悪くく、、新新規規性性をを
欠欠きき、、発発信信力力ががなないいたためめ、、早早急急にに見見直直すす必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆区区市市町町村村連連絡絡会会議議ででのの広広報報にに加加ええ、、役役職職員員のの個個別別訪訪問問ななどどにによよりり、、自自治治体体がが実実
施施すするる人人権権研研修修のの受受託託にに向向けけてて積積極極的的ににPPRR活活動動をを実実施施
◆◆教教員員やや自自治治体体職職員員、、修修学学旅旅行行生生等等のの積積極極的的なな受受入入をを行行ううととととももにに、、展展示示物物やや展展
示示室室をを活活用用ししたた事事業業ををWWeebb上上でで発発信信すするるここととにによよりり、、PPRRをを強強化化
◆◆情情報報発発信信力力のの強強化化ののたためめ、、人人権権ププララザザHHPPのの内内容容のの充充実実をを図図りり、、訴訴求求力力をを向向上上すす
るるここととがが必必要要ででああるるたためめ、、見見直直ししをを実実施施
◆◆都都民民のの身身近近なな人人権権啓啓発発施施設設ととししてて、、当当事事者者のの声声をを遍遍くく拾拾ううととととももにに、、広広くく発発信信
すするるたためめにに都都庁庁各各局局やや関関係係団団体体とと連連携携ししててネネッットトワワーーククをを構構築築

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

区区市市町町村村等等
へへののPPRR活活動動
のの実実施施

目目
標標
①①

人人権権施施策策推推進進都都区区連連絡絡会会全全体体会会なな
どどのの会会議議をを活活用用ししたたPPRR活活動動のの実実施施
役役職職員員のの訪訪問問にによよるる営営業業活活動動のの実実
施施

・・22002211年年度度にに引引続続きき「「人人権権施施策策推推進進都都市市町町
村村連連絡絡会会全全体体会会」」ななどどのの会会議議のの場場をを活活用用しし
たたPPRR活活動動をを実実施施ししたた。。
・・新新規規受受託託のの獲獲得得にに向向けけ、、22002211年年度度にに引引続続
きき、、役役職職員員がが市市町町村村にに対対しし営営業業活活動動をを実実施施
ししたた。。
・・22002200年年度度にに終終了了ししたた港港区区かかららのの受受託託ににつつ
いいてて、、22002222年年度度にに再再度度受受託託ししたた。。

・・「「人人権権施施策策推推進進都都市市町町村村連連絡絡会会全全体体会会」」ななどど
のの会会議議のの場場でで、、資資料料配配布布にによよるる情情報報提提供供をを行行いい、、
ププララザザ事事業業ののPPRRをを行行っったた。。
・・役役職職員員がが区区市市町町村村をを訪訪問問しし営営業業活活動動をを行行いい、、
新新たたなな受受託託獲獲得得にに努努めめたた。。
・・区区市市町町村村にに対対しし、、セセンンタターーのの事事業業内内容容をを分分かか
りりややすすくく伝伝ええ、、効効果果的的ににアアピピーールルすするるたためめのの営営
業業ツツーールルととししてて、、新新たたににセセンンタターーのの事事業業概概要要とと
具具体体的的なな実実績績をを紹紹介介すするる冊冊子子「「事事業業案案内内」」をを作作
成成ししたた。。
・・引引続続きき、、資資料料配配布布やや営営業業活活動動をを行行ううととととももにに、、
営営業業用用にに「「事事業業案案内内」」をを作作成成すするるななどど、、３３年年後後
のの目目標標達達成成にに向向けけ、、取取組組をを進進めめたた。。

「「人人権権施施策策推推進進都都区区連連絡絡会会全全体体会会」」
ななどどのの会会議議のの場場等等をを活活用用ししたたPPRR活活動動
のの展展開開やや自自治治体体へへのの役役職職員員のの訪訪問問にに
よよるる営営業業活活動動のの実実施施（（年年1100回回））

社社会会科科見見学学
受受入入れれ増増のの
取取組組のの実実施施

目目
標標
②②

イイベベンントトやや講講座座実実施施等等のの機機会会をを捉捉
ええ都都内内学学校校にに対対ししププララザザ事事業業ののPPRR
をを行行ううほほかか、、教教育育庁庁・・区区市市町町村村教教
育育委委員員会会等等へへのの働働ききかかけけをを実実施施

・・都都内内学学校校のの社社会会科科見見学学のの受受入入れれはは、、22002211
年年度度３３件件（（修修学学旅旅行行ははななしし））、、22002222年年1111月月
末末時時点点でで４４件件（（修修学学旅旅行行はは５５件件））ででああるる。。
・・展展示示室室のの入入場場者者数数はは、、22002211年年度度11,,229988名名、、
22002222年年1111月月末末時時点点でで33,,222222名名ででああるる（（22002211
年年度度同同期期比比222277..88%%増増））。。

・・港港区区のの教教育育委委員員会会をを通通じじてて、、近近隣隣のの小小学学生生をを
パパララリリンンピピッッククムムララーールルおお披披露露目目イイベベンントトにに招招
待待しし、、アアククテティィビビテティィ体体験験をを行行ううななどど、、ププララザザ
ののPPRRをを図図っったた。。学学校校へへののPPRRツツーールルととししてて活活用用でで
ききるるよよううイイベベンントト動動画画ににそそのの風風景景をを取取りり入入れれたた。。
・・新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの感感染染状状況況がが落落ちち
着着きき、、22002211年年度度にに比比べべ、、社社会会科科見見学学やや修修学学旅旅行行
のの受受入入れれがが増増ええたた。。展展示示室室のの入入場場者者数数はは22002211年年
度度かからら倍倍増増ししたた。。
・・３３年年後後のの目目標標のの110000校校受受入入れれにに向向けけ、、教教育育
庁庁・・区区市市町町村村教教育育委委員員会会等等にに対対しし、、積積極極的的にに働働
ききかかけけをを行行っってていいくく。。

イイベベンントトやや講講座座実実施施等等のの機機会会をを捉捉ええ
都都内内学学校校にに対対ししププララザザ事事業業ののPPRRをを行行
ううほほかか、、イイベベンントト動動画画ななどどをを活活用用しし、、
教教育育庁庁・・区区市市町町村村教教育育委委員員会会等等へへのの
働働ききかかけけをを実実施施

WWeebbをを活活用用
ししたたPPRR活活動動

目目
標標
②②

ププララザザののイイベベンントトやや講講座座のの動動画画配配
信信をを推推進進
出出張張展展示示等等ににおおけけるる動動画画活活用用のの検検
討討・・実実施施

・・22002211年年度度にに引引続続きき、、ププララザザののイイベベンントトやや
講講座座のの動動画画配配信信をを110000％％実実施施ししたた。。併併せせてて、、
講講師師のの許許諾諾をを得得たた動動画画ににつついいててははアアーーカカイイ
ブブ化化をを行行っったた。。
・・発発明明ププロロジジェェククトトでではは、、特特設設ササイイトトとと展展
示示ととがが連連動動ししたた取取組組をを展展開開ししたた。。
・・出出張張展展示示ににおおいいてて、、企企画画展展ののオオンンラライインン
ココンンテテンンツツ（（動動画画））のの活活用用をを図図っったた。。

・・３３年年後後のの目目標標達達成成にに向向けけ、、講講座座等等のの動動画画配配信信
をを積積極極的的にに行行ううととととももにに動動画画をを無無期期限限でで公公開開すす
るるアアーーカカイイブブ化化をを図図りり、、WWeebbをを活活用用ししたたPPRR活活動動
をを進進めめたた。。
・・発発明明ププロロジジェェククトトのの展展示示企企画画「「写写真真展展」」のの写写
真真ののQQRRココーードドかからら特特設設ササイイトトののイインンタタビビュューー記記
事事ににアアククセセススででききるる「「WWeebbとと展展示示がが連連動動ししたた取取
組組」」ややパパララリリンンピピッッククムムララーールル解解説説動動画画のの公公開開
ななどど、、WWeebbのの利利活活用用がが来来館館者者のの増増加加にに繋繋ががるるよよ
うう取取りり組組んんだだ。。
・・出出張張展展示示でではは、、企企画画展展「「みみんんななののススポポーーツツ」」
のの動動画画をを公公開開すするるななどど、、オオンンラライインンココンンテテンンツツ
のの活活用用をを図図っったた。。

ププララザザののイイベベンントトやや講講座座のの動動画画配配信信
をを推推進進すするるととととももにに、、そそれれららのの動動画画
配配信信をを活活用用ししたたPPRR活活動動のの強強化化
出出張張展展示示等等ににおおけけるる動動画画活活用用のの実実施施

人人権権ププララザザ
HHPPのの充充実実強強
化化

目目
標標
③③

リリニニュューーアアルル後後ののホホーームムペペーージジをを
有有効効活活用用すするるたためめのの運運用用ルルーールルをを
定定めめ、、よよりり効効率率的的かかつつ効効果果的的なな情情
報報発発信信をを実実現現

・・22002211年年度度ににリリニニュューーアアルルししたたホホーームムペペーー
ジジはは、、閲閲覧覧者者目目線線をを最最優優先先にに考考ええ運運用用ししてて
いいるる。。22002222年年度度ににはは、、東東京京都都のの支支援援にによよりり
アアククセセスス解解析析ツツーールルをを導導入入ししたた。。
・・新新たたににパパララリリンンピピッッククムムララーールルののペペーージジ
をを公公開開すするるななどど情情報報をを充充実実化化すするるととととももにに、、
閲閲覧覧者者ににととっってて見見ややすすいいササイイトトととすすべべくく適適
時時適適切切ににココンンテテンンツツをを整整理理ししたた。。

・・閲閲覧覧者者がが使使いいややすすくく親親ししみみややすすいいホホーームムペペーー
ジジでであありり続続けけるるたためめ、、常常にに閲閲覧覧者者目目線線をを意意識識しし、、
情情報報のの更更新新・・ペペーージジのの作作成成をを行行っったた。。ままたた、、よよ
りり見見ややすすいいササイイトトととすするるたためめ、、適適時時適適切切ににココンン
テテンンツツをを整整理理・・改改善善ししたた。。1111月月にに、、東東京京都都かからら
アアククセセスス解解析析にに係係るる改改善善提提案案報報告告書書がが送送付付さされれ
たたたためめ、、今今後後、、改改善善にに取取りり組組むむ。。
・・ホホーームムペペーージジをを活活用用ししたた効効果果的的なな情情報報発発信信をを
可可能能ととすするるたためめ、、更更新新ののタタイイミミンンググででTTwwiitttteerr
ででもも情情報報発発信信ししたた。。
・・３３年年後後のの目目標標達達成成にに向向けけ、、引引続続ききホホーームムペペーー
ジジをを活活用用ししたた効効果果的的なな情情報報発発信信にに取取りり組組むむ。。

アアククセセスス解解析析ツツーールルのの分分析析デデーータタをを
活活用用ししたた効効率率的的かかつつ効効果果的的なな情情報報配配
信信のの実実現現
ププララザザホホーームムペペーージジ掲掲載載情情報報のの充充実実
（（中中国国版版ペペーージジのの設設置置））

当当事事者者のの声声
をを広広くく収収集集
しし、、効効果果的的
にに情情報報発発信信
すするる方方法法のの
検検討討・・実実施施

目目
標標
④④

当当事事者者のの声声をを反反映映ししたた情情報報発発信信
都都庁庁各各局局やや関関係係団団体体等等とと連連携携ししてて、、
よよりり効効果果的的なな情情報報発発信信をを実実施施

・・22002211年年度度かからら引引続続きき「「発発明明ププロロジジェェクク
トト」」をを展展開開しし、、障障害害ののああるる子子供供たたちちをを起起点点
にに６６つつのの新新たたななアアククテティィビビテティィをを開開発発すするる
ととととももにに、、ププララザザででののイイベベンントトやや出出張張展展示示
ななどどでで体体験験ででききるる機機会会をを提提供供ししたた。。ままたた、、
障障害害当当事事者者ののイインンタタビビュューー記記事事ををWWeebbササイイ
トトににてて公公開開ししたた。。

・・22002200年年度度かかららのの障障害害当当事事者者をを起起点点ととすするる発発明明
にに主主眼眼をを置置いいたた「「発発明明ププロロジジェェククトト」」でで発発明明ささ
れれたたアアククテティィビビテティィのの体体験験やや「「ウウェェルルカカムムトトイイ
レレ」」のの見見学学、、いいききいいききとと働働くく障障害害者者ののイインンタタ
ビビュューー記記事事ななどどをを通通じじてて、、当当事事者者ややそそのの課課題題なな
どどのの理理解解をを促促すす仕仕掛掛けけををつつくくっったた。。今今後後、、ププロロ
ジジェェククトトをを通通じじてて収収集集ししたた当当事事者者のの声声ににつついいてて
都都庁庁関関係係局局ななどどにに情情報報提提供供をを行行いい、、ネネッットトワワーー
ククのの足足ががかかりりをを形形成成すするる。。
・・３３年年後後のの目目標標達達成成にに向向けけ、、事事業業をを通通じじてて当当事事
者者のの声声をを発発信信しし、、ププララザザのの認認知知度度向向上上をを図図っってて
いいくく。。

新新たたなな当当事事者者をを起起点点ととししたた事事業業のの実実
施施
都都庁庁各各局局やや関関係係団団体体等等ととのの連連携携やや事事
業業成成果果のの発発信信ななどど情情報報発発信信のの強強化化
障障害害当当事事者者をを起起点点ととししたた発発明明品品やや発発
明明ププロロジジェェククトトのの成成果果物物をを活活用用ししたた
人人権権学学習習会会等等やや当当事事者者をを講講師師ととすするる
体体験験学学習習会会のの継継続続実実施施（（年年2200回回以以
上上））

(公財)東京都⼈権啓発センター

戦戦略略４４ 東東京京都都人人権権ププララザザののPPRR強強化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
－

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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 ２ 公益財団法⼈東京都島しょ振興公社 
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2023年度改訂版のポイント

◆定量的かつPDCAサイクルを踏まえた記載となるよう、2023年度計画を全改定

◆2021年度から開始した関係⼈⼝の増加に関する取組について、本プランに位置付けることで今後の取
組をさらに強化

◆そのため、戦略３ 関係⼈⼝増加を⽬的とした情報発信の強化の３年後の到達⽬標を変更

【プランの主な改訂内容】

（公財）東京都島しょ振興公社

戦略２ 特産品の販売拠点としての機能強化
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

新しい「東京愛
らんど」運営受
託事業者と連携
した物販事業の
充実

○物販を強みとする事業者と連携し
て島の⽣産者・加⼯業者を掘り起こ
すとともに、助⾔等を通じて積極的
にコミュニケーションを図り、地域
における取組を⽀援していく。商品
を引き⽴たせる陳列を⾏うなど、魅
⼒ある店舗づくりを実施する。
良質な特産品を⾒極めながら取り

扱い商品数2020年度⽐+60%を⽬
標とする。

新しい「東京愛
らんど」運営受
託事業者と連携
した物販事業の
充実

○物販を強みとする事業者と連携し
て島の⽣産者・加⼯業者を掘り起こ
すとともに、助⾔等を通じて積極的
にコミュニケーションを図り、地域
における取組を⽀援していく。
利⽤者の要望を踏まえ、取扱商品

数の増加のみならず、購⼊機会を逸
することがないよう在庫管理をこれ
まで以上に徹底することで、リピー
ターを増やす店舗運営を⾏い、
9,600万円程度の売上を⽬指す。

戦略２ 特産品の販売拠点としての機能強化
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

島の農⽔産物等
を加⼯した新商
品の開発

○新規開発した商品の売れ⾏き状況
により商品販売の継続・中⽌を判断
し、商品の流動性を⾼めマンネリ化
を防ぐ。更なる商品化に向け、島
しょに赴くとともに、必要に応じて
⾷品加⼯業者等にも協⼒を仰ぎ、島
の農⽔産物を調査研究する。

島の農⽔産物等
を加⼯した新商
品の開発

○特産品化のメリット（島の⽣鮮品
が季節や⽣活環境を選ばずに⼿にす
ることができる）をPRし、新たな商
品開発を実施する。これまで開発し
た商品については販売数量や地域に
おける⽣産状況等を検証し、今後の
展開を明らかにする。

戦略２ 特産品の販売拠点としての機能強化
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

通信販売事業の
効率化、強化

○「東京愛らんど」通販のスケール
メリットを働かせることで、toB向
けの販路拡⼤を⼀層推進していく。
前年度の検討結果を踏まえ、新た

な通販事業の運⽤を開始する。課題
が⽣じた場合は、都度解決策を検討
する。

通信販売事業の
効率化、強化

○「東京愛らんど」通販のスケール
メリットを働かせることにより、販
売協⼒店舗数を現在の37店から40
店に増やす等、toB向けの販路拡⼤
を⼀層推進していく。
前年度の検討結果を踏まえ、更な

るECサイトの充実、販売協⼒店へ参
加の働きかけ等を⾏う。
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【プランの主な改訂内容】
（公財）東京都島しょ振興公社

戦略３ 関係⼈⼝増加を⽬的とした情報発信の強化【⼤幅改定】
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

ポータル機能の
強化

○新たなポータル機能の運⽤を⾏い、
実績を把握する。

ポータル機能の
強化

○2022年度に実施した都デジタル
サービス局による分析結果を踏まえ、
UX向上に向けHPの再構築を⾏い、
2021年度末45%であった離脱率を
40％に減少させることで、関係⼈⼝
の増加につなげていく。

戦略３ 関係⼈⼝増加を⽬的とした情報発信の強化【⼤幅改定】
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

就業体験事業の
実施

○就業体験事業の充実・強化、実施
内容の⼯夫を図ることで、新規就業
者数４名を⽬標とする。

就業体験事業の
実施

○新たな業種における就業体験事業
を検討するなどの充実・強化、実施
内容の⼯夫を図ることで、新規就業
者数４名を⽬標とする。

戦略３ 関係⼈⼝増加を⽬的とした情報発信の強化【⼤幅改定】
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

広報宣伝事業に
かかる効果測定
の実施

○必要に応じ、新たな要素を加味し
て効果を測定し、広報宣伝媒体の充
実強化・縮⼩廃⽌を⾏う。

広報宣伝事業に
かかる効果測定
の実施

○2023年度から広報宣伝事業者が
変更になることから、これまでの測
定結果を着実に引継ぎ、更なる認知
度向上に資する広報を実施する。織
物やフラなど地域の⽂化芸能に着⽬
した新たなメディアプロモーション
の実施を⾏い、広報宣伝媒体の充実
強化を図ったうえで、効果測定を実
施する。

戦略３ 関係⼈⼝増加を⽬的とした情報発信の強化【⼤幅改定】
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標①】
・漁業・農業就業体験事業の実施による新規就業者を
10名以上創出する。

【⽬標②】
・効果が低い広報宣伝⼿法の縮⼩・廃⽌、効果が⾼い
広報宣伝⼿法の充実強化を図るとともに、島しょ町村
が提供する情報を集約し、SNS等で発信するポータル
機能を強化する

【⽬標①】
・関係⼈⼝の増加の概念整理を⾏い、公社が果たす役
割を明確にする。

【⽬標②】
・漁業・農業就業体験事業の実施による新規就業者を
10名以上創出する。

※戦略１個別取組事項１〜３及び戦略４個別取組事項１〜３については、これまでの取組を踏ま
えた具体的な検討内容を補記した。
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】長長期期的的ななススパパンンでで財財政政状状況況をを分分析析しし、、都都・・他他団団体体ととのの重重複複事事業業をを
中中心心にに事事業業ののあありり方方をを見見直直しし、、移移管管、、統統廃廃合合をを実実施施すするる。。真真にに必必要要なな施施策策をを
展展開開すするるここととでで、、交交通通アアククセセスス・・産産業業分分野野のの事事業業のの担担いい手手ととししてて島島ししょょ振振興興
をを一一層層推推進進ししてていいくく。。

●●中中小小企企業業等等振振興興補補助助及及びびデデザザイインンププロロジジェェククトトをを廃廃止止ししたたここととをを踏踏ままええ、、22002222年年
度度をを含含めめたた３３年年間間のの財財産産収収入入をを予予測測しし、、財財政政状状況況をを分分析析ししたた結結果果、、限限らられれたた財財源源でで
引引きき続続きき公公社社運運営営をを行行ううととととももにに執執行行体体制制をを強強化化しし更更ななるる効効率率的的なな運運営営をを行行うう必必要要
がが明明確確ととななっったた。。
●●充充実実強強化化をを図図るる方方針針ととししたた地地域域振振興興補補助助ににつついいてて、、事事業業者者やや町町村村ののニニーーズズのの把把握握
やや他他団団体体同同種種事事業業のの調調査査をを実実施施ししたた。。今今後後はは東東京京諸諸島島のの実実情情にに即即ししたた事事業業ととすするるたた
めめ、、地地域域のの意意見見をを聞聞ききななががらら事事業業をを再再構構築築すするる必必要要ががああるる。。
●●ここれれららのの取取組組にによよりり、、公公社社のの役役割割をを果果たたしし島島ししょょ振振興興をを一一層層推推進進ししてていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
人人員員をを都都・・島島ししょょ町町村村かかららのの派派遣遣職職員員、、予予算算をを出出捐捐金金・・貸貸付付金金のの運運用用益益でで賄賄うう公公社社のの執執行行体体制制はは脆脆弱弱ででああるる。。今今後後もも、、必必要要なな事事業業をを安安定定的的にに継継続続しし、、ササーービビススのの質質

をを維維持持・・向向上上ささせせてていいくくたためめににはは、、限限らられれたた人人員員及及びび予予算算をを最最大大限限有有効効活活用用すするるここととがが必必要要ととななるる。。

団体における現状（課題）
◆◆公公社社はは、、都都及及びび島島ししょょ町町村村かかららのの派派遣遣職職員員にによよっっててののみみ構構成成さされれてていいるるたためめ、、
人人事事異異動動にによよるる職職員員交交代代ののススパパンンがが短短くく、、ププロロパパーー職職員員をを抱抱ええるる他他団団体体とと比比較較しし
執執行行体体制制がが脆脆弱弱ででああるる。。
◆◆ままたた、、出出捐捐金金・・貸貸付付金金のの運運用用益益ににつついいててはは、、長長引引くく低低金金利利にによよりり、、利利回回りりのの上上
昇昇がが見見込込めめずず、、予予算算のの確確保保がが厳厳ししいい状状況況がが続続いいてていいるる。。
◆◆一一方方、、新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの影影響響にによよりり島島へへのの観観光光客客はは減減少少ししてていいるるたた
めめ、、公公社社ははよよりり一一層層、、島島ししょょ地地域域のの産産業業・・観観光光振振興興をを推推進進しし、、特特産産品品生生産産者者、、観観
光光事事業業者者等等をを支支援援すするるここととがが求求めめらられれるる。。

課題解決の⼿段
◆◆限限らられれたた人人員員及及びび予予算算をを最最大大限限有有効効活活用用しし成成果果をを生生みみ出出すすたためめ、、一一定定のの役役割割をを
終終ええたた事事業業ににつついいててはは、、見見直直ししをを検検討討すするるななどど、、事事業業のの選選択択及及びび集集中中をを進進めめるる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

事事業業のの効効果果
検検証証のの可可視視
化化

目目
標標
①①

４４つつのの事事業業展展開開のの柱柱（（１１特特産産品品
２２関関係係人人口口創創出出 ３３ヘヘリリ運運航航支支援援
４４組組織織力力向向上上））にに基基づづきき事事業業をを推推
進進しし、、自自律律改改革革をを推推進進すするる。。取取りり
組組んんだだ内内容容ををシシーートトにに記記載載すするるここ
ととでで可可視視化化しし、、理理事事・・監監事事・・評評議議
員員にに定定期期的的にに報報告告すするる。。

●●出出退退勤勤管管理理とと文文書書管管理理ソソフフトトののトトラライイアア
ルル利利用用をを行行いい、、22002233年年度度中中のの当当該該ソソフフトトのの
導導入入方方針針をを固固めめたた。。
●●22002222年年度度上上半半期期のの取取組組をを、、22002222年年1111月月2299
日日にに開開催催ししたた第第２２回回理理事事会会・・評評議議員員会会ににおお
いいてて、、理理事事・・監監事事・・評評議議員員にに報報告告しし、、取取組組
のの方方針針がが承承認認さされれたた。。

●●少少数数職職場場ででああるる公公社社のの組組織織力力向向上上にに向向けけ、、デデ
ジジタタルルササーービビスス局局ののササポポーートトののももとと、、公公社社事事務務
処処理理ののデデジジタタルル化化をを検検討討しし、、効効率率的的なな執執行行体体制制
整整備備にに着着手手ししたたたためめ。。
●●22002222年年度度かからら３３年年間間のの計計画画やや取取組組実実績績をを一一覧覧
化化ししたた取取組組シシーートトをを活活用用すするるここととにによよりり、、事事業業
ののあありり方方のの見見直直ししななどどのの進進捗捗状状況況をを理理事事・・監監
事事・・評評議議員員やや町町村村等等のの関関係係者者にに対対ししててわわかかりりやや
すすくく説説明明しし、、理理解解をを得得るるここととががででききたたたためめ。。

４４つつのの事事業業展展開開のの柱柱（（１１特特産産品品 ２２
関関係係人人口口創創出出 ３３ヘヘリリ運運航航支支援援 ４４
組組織織力力向向上上））にに基基づづきき、、前前年年度度のの検検
証証をを踏踏ままええ、、事事業業をを実実施施すするるとととともも
にに、、更更ななるる自自律律改改革革をを推推進進すするる。。効効
率率的的なな執執行行体体制制のの整整備備にに必必要要なな検検証証
をを実実施施すするる。。

後後年年度度収収支支
予予測測のの実実施施

目目
標標
①①

22002233年年度度のの事事業業計計画画・・予予算算策策定定
にに先先立立ちち、、実実績績をを考考慮慮ししたた後後年年度度
収収支支予予測測をを実実施施しし、、長長期期的的ススパパンン
でで財財政政状状況況をを分分析析すするる。。

●●22002211年年度度にに中中小小企企業業等等振振興興補補助助及及びびデデザザ
イインンププロロジジェェククトトのの２２事事業業をを廃廃止止ししたたこことと
をを踏踏ままええ、、22002233年年度度、、22002244年年度度ににつついいてて財財
政政分分析析をを行行っったた結結果果、、債債権権利利率率のの低低迷迷をを受受
けけ、、各各年年度度のの減減収収予予測測がが平平均均2200万万円円減減少少すす
るるここととがが明明ららかかににななっったた。。

●●現現在在、、国国債債等等のの金金利利やや利利回回りりがが低低いいまままま推推移移
すするる中中でで、、22002233年年度度、、22002244年年度度ににおおいいてて償償還還をを
迎迎ええるる債債権権とと新新規規購購入入すするる債債権権ととのの金金利利差差のの分分
析析等等、、財財産産収収入入へへのの影影響響をを分分析析ししたたたためめ。。
●●今今後後実実施施すするる事事業業のの見見直直しし等等をを反反映映すするるこことと
でで、、22002233年年度度末末ままででににははよよりり精精緻緻なな分分析析をを行行うう。。

ここれれままででのの収収支支予予測測をを活活かかしし長長期期
ススパパンンでで財財政政状状況況をを分分析析すするるここととでで、、
22002244年年度度以以降降のの団団体体のの収収支支改改善善ににつつ
ななげげてていいくく。。

事事業業のの移移管管、、
統統廃廃合合

目目
標標
①①

決決定定ししたた方方針針にに基基づづきき、、事事業業スス
キキーームムをを策策定定しし、、事事業業のの移移管管、、統統
廃廃合合をを実実施施すするる。。

●●22002211年年度度のの方方針針にに則則りり、、地地域域振振興興にに係係るる
補補助助事事業業のの検検討討をを行行いい、、「「多多様様なな支支払払方方法法
をを認認めめるる」」ななどど６６項項目目をを見見直直ししのの対対象象にに選選
定定しし、、22002233年年にに充充実実強強化化をを図図るるここととととししたた。。

地地域域振振興興にに係係るる補補助助事事業業のの充充実実強強化化ののたためめ以以下下
のの取取組組をを行行っったたたためめ。。
●●アアンンケケーートトをを実実施施すするるここととにによよりり、、事事業業者者やや
町町村村のの要要望望をを把把握握
●●現現場場訪訪問問をを行行いい、、開開発発商商品品のの需需要要ががああるるこことと
やや事事業業者者のの今今後後のの事事業業展展開開をを確確認認
●●他他団団体体同同種種事事業業のの優優れれたた仕仕組組のの反反映映

22002222年年度度にに実実施施ししたたアアンンケケーートトにに
よよりり把把握握ししたた事事業業者者やや町町村村のの要要望望をを
踏踏ままええ、、見見直直しし後後のの事事業業ににつついいてて効効
果果検検証証をを実実施施しし、、更更ななるる見見直直ししのの必必
要要ががああれればば速速ややかかにに仕仕組組みみにに反反映映すす
るる。。

（公財）東京都島しょ振興公社

戦戦略略１１ 自自律律改改革革のの推推進進

戦略の性質
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
シショョッッププでで取取りり扱扱うう特特産産品品のの種種類類をを6600％％増増加加ささせせるる。。

【【目目標標②②】】
魅魅力力的的なな商商品品のの開開発発・・販販売売、、シショョッッププのの運運営営方方法法のの見見直直ししにによよりり、、ココロロナナ

前前のの22001188年年度度水水準準ままでで売売上上高高をを回回復復ささせせるる。。
【【目目標標③③】】

通通信信販販売売をを独独自自にに実実施施ででききなないい島島内内事事業業者者をを取取りり入入れれ、、ttooBB向向けけのの販販路路拡拡大大
をを一一層層推推進進ししてていいくく。。

●●地地域域のの生生産産者者へへ積積極極的的なな働働ききかかけけのの結結果果、、食食品品以以外外ののココススメメやや工工芸芸等等のの特特産産品品のの
ラライインンナナッッププがが増増加加ししてておおりり、、取取扱扱商商品品数数はは目目標標をを達達成成しし、、店店舗舗ににおおけけるる22002222年年度度
決決算算見見込込額額がが前前年年度度よよりり22,,000000万万円円増増のの77,,660000万万円円程程度度ととななっったた。。
●●東東京京諸諸島島販販売売協協力力店店制制度度等等のの積積極極的的ななPPRRのの結結果果、、東東京京動動物物園園協協会会やや飲飲食食店店等等ととのの
大大口口顧顧客客取取引引がが増増ええたた。。今今後後ももttooBB向向けけ販販路路拡拡大大をを行行いい、、販販売売促促進進ににつつななげげてていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの感感染染拡拡大大にに伴伴いい、、都都はは、、緊緊急急事事態態措措置置のの発発表表、、東東京京アアララーートトのの発発動動、、酒酒類類のの提提供供をを行行うう飲飲食食店店にに対対すするる二二度度ににわわたたるる自自粛粛要要請請をを行行っったた。。

飲飲食食店店をを営営むむ事事業業者者ににととっってて、、厳厳ししいい環環境境ととななっってていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆ココロロナナ前前ままでではは着着実実にに売売りり上上げげをを伸伸ばばししてていいたたもものののの、、新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感
染染症症のの感感染染拡拡大大にによよりり「「東東京京愛愛ららんんどど」」のの休休業業、、時時短短営営業業等等をを余余儀儀ななくくさされれたた。。
そそののたためめ、、島島のの特特産産品品販販売売、、PPRRのの機機会会がが減減少少ししてていいるる。。
◆◆ささららにに、、立立地地のの問問題題やや、、客客船船タターーミミナナルル内内とといいうう客客層層がが限限定定さされれてていいるる中中でではは、、
「「特特産産品品PPRRのの場場」」ととししててのの役役割割ににはは限限界界ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆限限らられれたた予予算算をを有有効効にに活活用用すするるたためめ、、「「東東京京愛愛ららんんどど」」をを「「島島ししょょ特特産産品品のの販販
売売拠拠点点」」ととししててのの役役割割にに限限定定ささせせるるたためめ、、特特にに赤赤字字幅幅がが大大ききくく、、新新型型ココロロナナウウイイ
ルルスス感感染染症症をを拡拡大大ささせせるるリリススククののああるる飲飲食食事事業業をを廃廃止止すするる。。
◆◆新新ししいい「「東東京京愛愛ららんんどど」」運運営営受受託託事事業業者者ののももとと、、物物販販やや通通信信販販売売のの事事業業にに注注力力
しし、、特特産産品品のの販販売売機機会会のの確確保保、、拡拡大大をを図図るる。。
◆◆従従来来ののシショョッッププ主主軸軸のの手手法法かからら、、通通販販等等のの対対面面ででなないい手手法法をを強強化化ししてていいくく。。
◆◆島島内内生生産産者者をを掘掘りり起起ここしし、、シショョッッププやや通通販販でで取取りり扱扱うう商商品品をを充充実実ささせせるるここととでで
島島ししょょ地地域域のの魅魅力力をを伝伝ええ、、訪訪島島ににつつななげげるる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

新新ししいい「「東東
京京愛愛ららんん
どど」」運運営営受受
託託事事業業者者とと
連連携携ししたた物物
販販事事業業のの充充
実実

目目
標標
①①
②②

物物販販をを強強みみととすするる事事業業者者とと連連携携
ししてて島島のの生生産産者者・・加加工工業業者者をを掘掘りり
起起ここすすととととももにに、、助助言言等等をを通通じじてて
積積極極的的ににココミミュュニニケケーーシショョンンをを図図
りり、、地地域域ににおおけけるる取取組組をを支支援援ししてて
いいくく。。商商品品をを引引きき立立たたせせるる陳陳列列をを
行行ううななどど、、魅魅力力ああるる店店舗舗づづくくりりをを
実実施施すするる。。

良良質質なな特特産産品品をを見見極極めめななががらら取取
りり扱扱いい商商品品数数22002200年年度度比比++5500%%をを目目
標標ととすするる。。

●●おお客客様様アアンンケケーートトをを実実施施しし、、要要望望ががああっっ
たた欠欠品品対対策策ににつついいてて受受託託事事業業者者とと速速ややかかにに
検検討討しし、、改改善善をを図図っったた。。
●●アアンンテテナナシショョッッププ併併設設のの情情報報発発信信ススペペーー
ススをを一一般般都都民民向向けけイイベベンントトやや小小学学生生のの社社会会
科科見見学学等等にに活活用用しし、、認認知知度度向向上上にに努努めめたた。。
●●シショョッッププのの取取扱扱商商品品数数をを22002200年年度度のの223388
品品かからら338833品品（（6600％％増増））にに増増ややししたた。。

●●魅魅力力的的なな特特産産品品販販売売ややよよりり良良いいササーービビススをを提提
供供すするるたためめのの一一助助ととししてて、、東東京京愛愛ららんんどどのの利利用用
者者にに対対ししててアアンンケケーートトをを実実施施しし、、利利用用者者のの要要望望
をを把把握握ししたたたためめ。。
●●店店舗舗ででののイイベベンントト等等のの実実施施をを通通ししてて、、新新たたなな
アアププロローーチチででアアンンテテナナシショョッッププのの活活用用をを図図るるここ
ととががででききたたたためめ。。
●●特特産産品品をを通通じじたた東東京京諸諸島島のの魅魅力力向向上上にに向向けけ、、
公公社社とと事事業業者者がが連連携携ししてて生生産産者者とと積積極極的的にに交交渉渉
をを行行いい、、新新規規のの取取引引ににつつななげげるるここととががででききたたたた
めめ。。

物物販販をを強強みみととすするる事事業業者者とと連連携携しし
てて島島のの生生産産者者・・加加工工業業者者をを掘掘りり起起ここ
すすととととももにに、、助助言言等等をを通通じじてて積積極極的的
ににココミミュュニニケケーーシショョンンをを図図りり、、地地域域
ににおおけけるる取取組組をを支支援援ししてていいくく。。利利用用
者者のの要要望望をを踏踏ままええ、、取取扱扱商商品品数数のの増増
加加ののみみななららずず、、購購入入機機会会をを逸逸すするるここ
ととががなないいよようう在在庫庫管管理理ををここれれままでで以以
上上にに徹徹底底すするるここととでで、、リリピピーータターーをを
増増ややすす店店舗舗運運営営をを行行いい、、99,,660000万万円円程程
度度のの売売上上をを目目指指すす。。

島島のの農農水水産産
物物等等をを加加工工
ししたた新新商商品品
のの開開発発

目目
標標
①①
②②

新新規規開開発発ししたた商商品品をを店店舗舗やや通通信信
販販売売でで取取りり扱扱うう。。更更ななるる商商品品化化にに
向向けけ、、島島ししょょにに赴赴くくととととももにに、、必必
要要にに応応じじてて食食品品加加工工業業者者等等ににもも協協
力力をを仰仰ぎぎ、、島島のの農農水水産産物物をを調調査査研研
究究すするる。。

●●島島レレモモンンのの香香りりをを活活かかししたたアアロロママデディィ
フフュューーザザーーをを商商品品化化しし、、販販売売開開始始ししたた。。まま
たた、、東東京京諸諸島島をを代代表表すするる多多様様なな動動植植物物ををロロ
ゴゴ化化ししたたパパッッケケーージジデデザザイインンをを事事業業者者とととと
ももにに製製作作ししたた。。
●●流流通通事事業業者者ををははじじめめととすするる各各事事業業者者とと調調
整整をを行行いい、、新新島島村村養養殖殖鯛鯛「「式式根根鯛鯛平平君君」」のの
特特産産品品化化をを進進めめたた。。

●●島島レレモモンン栽栽培培のの産産業業化化をを目目指指すすににああたたりり、、そそ
ののききっっかかけけととななるる商商品品のの開開発発がが必必要要ででああっったたたた
めめ。。
●●東東京京諸諸島島にに因因んんだだパパッッケケーージジデデザザイインンをを用用いい
るるここととでで、、島島ししょょ地地域域ののPPRR効効果果をを高高めめるるたためめ。。
●●特特産産品品化化にに向向けけ課課題題ででああっったた輸輸送送代代ににつついいてて、、
補補助助金金をを活活用用しし、、商商品品ココスストトをを下下げげるるここととががでで
ききたたたためめ。。

特特産産品品化化ののメメリリッットト（（島島のの生生鮮鮮品品
がが季季節節やや生生活活環環境境をを選選ばばずずにに手手ににすす
るるここととががででききるる））ををPPRRしし、、新新たたなな商商
品品開開発発をを実実施施すするる。。ここれれままでで開開発発しし
たた商商品品ににつついいててはは販販売売数数量量やや地地域域にに
おおけけるる生生産産状状況況等等をを検検証証しし、、今今後後のの
展展開開をを明明ららかかににすするる。。

通通信信販販売売事事
業業のの効効率率化化、、
強強化化

目目
標標
③③

「「東東京京愛愛ららんんどど」」通通販販ののススケケーー
ルルメメリリッットトをを働働かかせせるるここととでで、、
ttooBB向向けけのの販販路路拡拡大大をを一一層層推推進進しし
てていいくく。。
島島内内事事業業者者がが使使いいややすすくく、、数数ああ

るる通通販販ササイイトトにに埋埋ももれれずず消消費費者者にに
届届くくよよううなな、、新新たたなな通通信信販販売売事事業業
のの仕仕組組みみ・・運運用用方方法法をを、、特特産産品品のの
開開発発・・販販売売をを専専門門ととすするる運運営営受受託託
事事業業者者のの知知見見もも活活かかししななががらら検検討討
すするる。。

●●通通販販PPRRをを積積極極的的にに行行いい、、22001188年年度度同同時時期期
売売上上額額をを3300％％上上回回っったた。。
●●通通販販のの販販路路拡拡大大ののたためめ、、新新たたににttooBB向向けけ
展展示示会会イイベベンントトのの「「FFoooodd  SSttyyllee  JJaappaann」」にに
出出展展しし、、飲飲食食店店をを中中心心にに2244件件のの商商談談をを行行っっ
たた。。
●●東東京京諸諸島島販販売売協協力力店店をを新新たたにに３３店店舗舗開開拓拓
しし、、3377店店舗舗ととななっったた。。

●●全全国国紙紙へへ通通販販広広告告のの掲掲載載やや大大手手民民間間企企業業のの社社
員員メメルルママガガででのの通通販販PPRRをを実実施施すするるななどど、、多多様様なな
チチャャネネルルをを活活用用ししたたたためめ。。
●●販販路路をを開開拓拓すするるににはは、、特特産産品品のの認認知知度度向向上上をを
図図るる必必要要ががあありり、、よよりり多多くくのの事事業業者者にに試試食食提提供供
ををすするるここととががででききたたたためめ。。
●●東東京京動動物物園園協協会会とと協協定定をを締締結結しし、、葛葛西西臨臨海海水水
族族園園ののカカフフェェでで東東京京諸諸島島のの食食材材をを用用いいたたメメ
ニニュューーをを提提供供すするるととととももにに、、特特産産品品のの販販売売をを
行行っったたたためめ。。

「「東東京京愛愛ららんんどど」」通通販販ののススケケーールル
メメリリッットトをを働働かかせせるるここととにによよりり、、販販
売売協協力力店店舗舗数数をを現現在在のの3377店店かからら4400店店
にに増増ややすす等等、、ttooBB向向けけのの販販路路拡拡大大をを一一
層層推推進進ししてていいくく。。

前前年年度度のの検検討討結結果果をを踏踏ままええ、、更更なな
るるEECCササイイトトのの充充実実、、販販売売協協力力店店へへ参参
加加のの働働ききかかけけ等等をを行行うう。。

（公財）東京都島しょ振興公社

戦戦略略２２ 特特産産品品のの販販売売拠拠点点ととししててのの機機能能強強化化

戦略の性質
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
関関係係人人口口のの増増加加のの概概念念整整理理をを行行いい、、公公社社がが果果たたすす役役割割をを明明確確ににすするる。。

【【目目標標②②】】
漁漁業業・・農農業業就就業業体体験験事事業業のの実実施施にによよるる新新規規就就業業者者をを1100名名以以上上創創出出すするる。。

●●HHPPのの再再構構築築ににああたたりり、、都都とと町町村村ににおおけけるる移移住住定定住住にに関関すするる事事業業をを把把握握ししたた。。今今後後
はは、、関関係係人人口口のの定定義義にに資資すするる島島ししょょ地地域域のの実実情情をを把把握握しし、、都都やや町町村村のの取取組組状状況況をを踏踏
ままええたたううええてて、、公公社社がが担担ううべべきき役役割割をを明明確確ににすするる必必要要ががああるる。。
●●参参加加者者がが安安心心安安全全にに体体験験ででききるるよよううココロロナナ感感染染対対策策をを十十分分にに行行いい、、就就業業体体験験事事業業
をを実実施施ししたた。。

戦略を設定する理由・背景
新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの感感染染拡拡大大にに伴伴いい、、旅旅行行者者のの減減少少やや従従来来ののよよううなな対対面面型型イイベベンントトのの開開催催がが困困難難ととななっってていいるる中中でで、、情情報報発発信信のの機機会会、、質質のの確確保保がが必必要要ととなな

るる。。

団体における現状（課題）
◆◆新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの感感染染拡拡大大にに伴伴いい、、従従来来主主軸軸ににししてていいたた対対面面型型イイベベ
ンントトがが大大幅幅にに減減少少しし、、島島のの魅魅力力、、各各種種情情報報等等のの発発信信機機会会がが減減少少ししてていいるる。。
◆◆ままたた、、ここれれままでではは「「島島のの認認知知度度向向上上」」をを目目的的にに情情報報発発信信をを実実施施ししててききたたがが、、目目
的的・・タターーゲゲッットトがが混混在在ししてておおりり、、特特にに、、観観光光関関係係のの情情報報ににつついいててはは、、都都やや関関係係団団
体体がが行行うう広広報報・・情情報報発発信信とと重重複複ししてていいるる。。

課題解決の⼿段
◆◆情情報報発発信信のの主主なな目目的的をを「「特特産産品品のの魅魅力力」」「「島島へへのの移移住住・・定定住住情情報報」」「「島島でで暮暮らら
すすこことと・・働働くくここととのの魅魅力力」」等等をを発発信信すするるここととにによよるる「「関関係係人人口口のの増増加加」」ととしし、、
「「島島とと関関わわりりをを持持ととううととすするる人人」」をを増増ややししてていいくく。。
◆◆そそのの上上でで、、よよりり力力をを入入れれるるべべきき広広報報媒媒体体やや事事業業のの選選別別ななどどをを行行いい、、広広報報宣宣伝伝事事
業業実実施施にによよるる効効果果をを測測定定すするる。。
◆◆町町村村広広報報担担当当者者ととのの連連携携をを深深めめ、、町町村村がが発発信信すするる移移住住定定住住にに関関すするる情情報報ややワワーー
ケケーーシショョンンにに関関すするる情情報報をを集集約約しし発発信信すするるここととでで、、情情報報をを求求めめてていいるる方方にに必必要要なな
情情報報をを届届ききややすすくくすするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

ポポーータタルル機機
能能のの強強化化

目目
標標
①①
②②

都都とと連連携携しし、、新新たたななポポーータタルル機機能能
のの構構築築をを行行うう。。

●●ユユーーザザーー目目線線ででポポーータタルル機機能能をを有有ししたたHHPP
のの再再構構築築にに着着手手ししたた。。
●●東東京京諸諸島島のの魅魅力力PPRRをを通通じじたた関関係係人人口口のの創創
出出ののたためめ、、各各種種イイベベンントトにに共共同同でで出出店店ししたた。。

●●都都デデジジタタルルササーービビスス局局のの専専門門的的知知見見をを活活用用しし、、
公公社社HHPPがが東東京京諸諸島島のの情情報報のの入入りり口口ととななりり、、来来訪訪
者者をを確確実実にに必必要要なな情情報報ににつつななげげるるここととでで、、UUXX
（（ユユーーザザーーエエククススペペリリエエンンスス））向向上上をを図図るる必必要要
ががああるるたためめ。。
●●関関係係人人口口のの創創出出にに向向けけ、、ああららゆゆるる機機会会ををととらら
ええてて直直接接PPRRすするる必必要要かからら、、都都のの移移住住定定住住相相談談窓窓
口口ととのの連連携携をを図図れれたたたためめ。。
●●今今後後、、公公社社のの役役割割をを着着実実にに果果たたししてていいくくたためめ
ににはは、、情情報報集集約約やや更更新新手手法法をを都都とと町町村村とと綿綿密密なな
調調整整をを行行うう必必要要ががああるる。。

22002222年年度度にに実実施施ししたた都都デデジジタタルル
ササーービビスス局局にによよるる分分析析結結果果をを踏踏ままええ、、
UUXX向向上上にに向向けけHHPPのの再再構構築築をを行行いい、、
22002211年年度度末末4455%%ででああっったた離離脱脱率率をを4400％％
にに減減少少ささせせるるここととでで、、関関係係人人口口のの増増
加加ににつつななげげてていいくく。。

就就業業体体験験事事
業業のの実実施施

目目
標標
①①
②②

就就業業体体験験事事業業のの充充実実・・強強化化、、実実施施
内内容容のの工工夫夫をを図図るるここととでで、、新新規規就就
業業者者数数３３名名をを目目標標ととすするる。。

漁漁業業・・農農業業就就業業体体験験事事業業をを実実施施ししたた。。
●●大大島島町町（（農農業業））３３泊泊４４日日 ２２名名参参加加
●●三三宅宅村村（（農農業業））３３泊泊４４日日 ３３名名参参加加
●●八八丈丈町町（（漁漁業業））４４泊泊５５日日 １１名名参参加加
●●小小笠笠原原村村母母島島（（農農業業））1133泊泊1144日日 １１名名参参
加加

●●体体験験内内容容をを具具体体的的ににイイメメーージジででききるるよようう、、参参
加加者者アアンンケケーートトやや体体験験者者YYoouuTTuubbee動動画画ををHHPPにに掲掲
載載しし、、QQRRココーードドをを募募集集チチララシシにに掲掲載載すするるここととでで
事事前前PPRRをを工工夫夫すするるななどど、、効効果果的的なな事事業業実実施施をを
図図っったたたためめ。。
※※事事業業実実施施後後、、参参加加者者にに移移住住予予定定をを確確認認ししたたとと
こころろ大大島島町町１１名名はは移移住住にに向向けけてて準準備備をを開開始始ししてて
おおりり、、三三宅宅村村１１名名とと小小笠笠原原村村母母島島１１名名もも移移住住へへ
前前向向ききなな意意思思表表示示ががああっったた。。

新新たたなな業業種種ににおおけけるる就就業業体体験験事事業業
をを検検討討すするるななどどのの充充実実・・強強化化、、実実施施
内内容容のの工工夫夫をを図図るるここととでで、、新新規規就就業業
者者数数４４名名をを目目標標ととすするる。。

広広報報宣宣伝伝事事
業業ににかかかかるる
効効果果測測定定のの
実実施施

目目
標標
①①
②②

前前年年度度ののアアンンケケーートト調調査査でではは明明らら
かかににななららななかかっったた広広報報宣宣伝伝事事業業のの
取取組組成成果果ににつついいててはは、、前前年年度度とと同同
様様のの調調査査をを実実施施ししてて、、各各指指標標をを比比
較較ししたた効効果果検検証証をを行行うう。。効効果果がが低低
いい広広報報宣宣伝伝手手法法のの縮縮小小・・廃廃止止、、効効
果果がが高高いい広広報報宣宣伝伝手手法法のの充充実実強強化化
をを図図っってていいくく。。

●●前前年年度度同同様様アアンンケケーートトをを実実施施・・分分析析しし、、
以以下下のの取取組組をを実実施施ししたた。。
・・観観光光系系新新聞聞ののココララムムをを掲掲載載すするるななどど、、新新
たたななメメデディィアアププロロモモーーシショョンンをを実実施施ししたた。。
・・ププロロカカメメララママンンをを起起用用しし、、東東京京愛愛ららんんどど
のの特特産産品品をを魅魅力力的的にに撮撮影影しし、、SSNNSSやや販販売売用用
PPOOPP等等にに活活用用すするるととととももにに、、事事業業者者等等ににもも
周周知知ししたた。。

●●アアンンケケーートト調調査査結結果果をを踏踏ままええたた効効果果検検証証にによよ
りり、、判判明明ししたた認認知知度度にに対対すするる課課題題にに対対しし、、速速やや
かかにに課課題題解解決決をを図図っったたたためめ。。
●●SSNNSS等等ののフフォォロロワワーー数数はは増増ええてていいるるがが、、東東京京
愛愛ららんんどどのの認認知知度度はは横横ばばいいでであありり、、東東京京諸諸島島にに
関関心心ののなないい新新たたなな層層ににリリーーチチすするる必必要要ががああるるここ
ととがが判判明明ししたたたためめ。。
●●個個別別のの特特産産品品のの認認知知度度がが伸伸びび悩悩んんででいいるるこことと
がが判判明明しし、、イインンフフルルエエンンササーーななどどをを活活用用しし「「映映
ええるる」」シシーーンンをを発発信信すするるととととももにに、、事事業業者者等等がが
行行うう情情報報発発信信ににもも活活用用ででききるるよようう工工夫夫ををししたたたた
めめ。。

22002233年年度度かからら広広報報宣宣伝伝事事業業者者がが変変
更更ににななるるここととかからら、、ここれれままででのの測測定定
結結果果をを着着実実にに引引継継ぎぎ、、更更ななるる認認知知度度
向向上上にに資資すするる広広報報をを実実施施すするる。。織織物物
ややフフララダダンンススななどど地地域域のの文文化化芸芸能能にに
着着目目ししたた新新たたななメメデディィアアププロロモモーー
シショョンンのの実実施施をを行行いい、、広広報報宣宣伝伝媒媒体体
のの充充実実強強化化をを図図っったたううええでで、、効効果果測測
定定をを実実施施すするる。。

（公財）東京都島しょ振興公社

戦戦略略３３
関関係係人人口口増増加加をを目目的的ととししたた情情報報発発信信のの強強化化【【大大幅幅改改
訂訂】】

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略
・・戦戦略略1177：：多多摩摩・・島島ししょょ振振興興戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
適適切切なな事事業業ののあありり方方ににつついいててのの方方針針をを策策定定すするる。。

【【目目標標②②】】
よよりり適適正正なな運運賃賃体体系系ににつついいてて検検討討・・見見直直しし、、収収支支のの赤赤字字幅幅をを縮縮減減すするる。。

【【目目標標③③】】
利利用用者者のの利利便便性性・・満満足足度度のの向向上上をを図図るるここととでで、、ココロロナナ禍禍以以前前のの過過去去最最高高搭搭

乗乗率率6600..33%%をを上上回回るる搭搭乗乗率率6611％％以以上上をを達達成成しし、、収収入入増増ににつつななげげるる。。

●●持持続続可可能能なな事事業業運運営営をを目目指指しし、、都都とと協協働働でで関関係係機機関関へへののヒヒアアリリンンググやや各各種種改改善善策策
のの検検討討をを実実施施ししたた。。
●●ヒヒアアリリンンググをを通通じじてて判判明明ししたた課課題題ののううちち、、予予約約オオペペレレーーシショョンンににつついいててはは、、早早急急
にに運運航航事事業業者者とと調調整整しし、、解解決決をを図図っったた。。
●●ままたた、、赤赤字字縮縮減減ののたためめ運運賃賃体体系系ににつついいてて、、運運賃賃外外収収入入にによよるる増増収収のの検検討討にに着着手手しし
たた。。
●●ココロロナナ禍禍以以前前のの搭搭乗乗率率ににはは戻戻っってておおららずず、、今今後後もも引引きき続続きき搭搭乗乗アアンンケケーートト等等をを活活
用用ししななががらら、、利利便便性性のの向向上上をを図図っってていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの影影響響にによよるる旅旅行行者者のの減減少少、、不不要要不不急急のの外外出出抑抑制制にによよりり、、全全国国的的にに航航空空業業界界がが低低迷迷ししてていいるる中中でで、、「「東東京京愛愛ららんんどどシシャャトトルル」」のの搭搭乗乗率率もも

減減少少しし、、収収支支のの赤赤字字幅幅がが拡拡大大ししてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆ヘヘリリココミミュューータターー事事業業はは、、収収支支差差額額をを都都のの補補助助金金にによよりり補補填填ししてていいるる。。長長期期的的
にに事事業業をを継継続続すするる観観点点かからら、、今今後後ももササーービビススをを維維持持・・向向上上ささせせてていいくくたためめににはは、、
少少ししででもも収収支支のの赤赤字字幅幅をを減減少少ささせせ、、事事業業収収支支をを改改善善ししてていいくく必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆ヘヘリリココミミュューータターー事事業業のの経経営営改改善善をを図図るるたためめににはは、、「「収収入入のの増増加加」」をを図図るる必必要要
ががああるる。。そそののたためめ、、利利用用者者のの満満足足度度向向上上にによよりり利利用用頻頻度度をを高高めめるるこことと及及びび適適正正なな
運運賃賃体体系系ににつついいてて検検討討すするる。。
◆◆ままたた、、都都・・公公社社・・運運航航事事業業者者のの役役割割をを踏踏ままええつつつつ、、都都とと共共にに事事業業ススキキーームムのの在在
りり方方をを検検討討すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

事事業業ススキキーー
ムムのの見見直直しし、、
方方針針策策定定

目目
標標
①①
③③

航航空空会会社社へへののヒヒアアリリンンググ等等をを含含
めめたた外外部部調調査査をを都都とと協協働働でで行行いい、、
本本事事業業ののあありり方方ににつついいてて検検討討すするる。。
ままたた、、利利用用者者ニニーーズズのの把把握握にに当当

たたっっててはは、、搭搭乗乗者者アアンンケケーートトをを活活
用用すするる。。

●●東東京京都都とと協協力力しし実実施施ししてていいるる外外部部調調査査をを
踏踏ままええ、、町町村村ニニーーズズにに沿沿っってて、、予予約約受受付付オオ
ペペレレーーシショョンンをを見見直直しし、、22002233年年１１月月４４日日かか
らら新新方方式式でで対対応応すするるここととととししたた。。

●●外外部部調調査査ににおおいいてて、、町町村村ののニニーーズズととししてて繋繋がが
りりににくくいい電電話話予予約約のの改改善善をを図図るる必必要要ががああるるこことと
がが判判明明ししたたたためめ。。

22002222年年度度にに実実施施ししたた予予約約受受付付オオペペ
レレーーシショョンン改改善善のの効効果果検検証証をを行行うう。。
都都とと連連携携しし、、町町村村・・事事業業者者とと本本事事業業
ののあありり方方ににつついいてて引引きき続続きき検検討討すするる。。

現現行行ダダイイヤヤ
のの分分析析、、検検
討討

目目
標標
①①
③③

搭搭乗乗者者アアンンケケーートトをを活活用用しし、、懸懸
案案事事項項、、都都度度生生じじるる課課題題、、要要望望のの
現現状状把把握握をを行行いい、、実実現現・・解解決決をを図図
るる。。

●●搭搭乗乗者者アアンンケケーートトをを踏踏ままええ、、1122月月１１日日かか
らら運運航航ダダイイヤヤをを改改正正すするるここととととしし、、就就航航しし
てていいるる６６島島のの町町村村住住民民へへののチチララシシ各各戸戸配配布布、、
町町村村等等ののHHPP掲掲載載、、役役場場・・支支庁庁施施設設へへののチチララ
シシ掲掲出出やや島島嶼嶼会会館館ににおおけけるる大大型型ポポススタターーのの
展展示示をを行行っったた。。
●●22002222年年度度のの搭搭乗乗者者アアンンケケーートトをを準準備備しし、、
1122月月実実施施にに向向けけ、、運運航航事事業業者者にに取取りりままととめめ
をを依依頼頼ししたた。。

●●島島ししょょ地地域域のの住住民民ににととっってて、、愛愛ららんんどどシシャャトト
ルルはは生生活活のの重重要要なな足足でであありり、、ダダイイヤヤ改改正正周周知知をを
特特にに丁丁寧寧にに行行うう必必要要ががああるるたためめ。。
●●島島民民利利用用者者のの回回答答選選択択肢肢をを増増ややすすととととももにに、、
アアンンケケーートト回回答答のの回回収収増増をを図図るるたためめggooooggllee
フフォォーームムをを活活用用ししたたオオンンラライインン回回答答をを導導入入ししたた。。
●●アアンンケケーートトのの回回収収はは22002233年年１１月月ににななるるがが、、アア
ンンケケーートト結結果果をを分分析析しし、、今今後後改改善善可可能能なな事事項項にに
つついいてて取取りり組組んんででいいくく必必要要ががあありり、、航航空空事事業業者者
ももそそのの結結果果をを把把握握すするる必必要要ががああるるたためめ。。

新新ししいい運運航航ダダイイヤヤにに課課題題ががなないいかか、、
利利便便性性向向上上ににつつななががっってていいるるかかななどど
のの検検証証をを行行うう。。

そそのの他他、、搭搭乗乗者者アアンンケケーートト結結果果をを
ももととにに、、多多くくのの要要望望がが寄寄せせらられれたた搭搭
乗乗機機会会のの確確保保ににつついいてて具具体体的的なな検検討討
にに着着手手すするる。。

運運賃賃体体系系のの
分分析析、、検検討討

目目
標標
①①
②②
③③

外外部部調調査査のの結結果果やや、、搭搭乗乗者者アアンン
ケケーートトをを活活用用しし、、新新たたなな運運賃賃体体系系
をを構構築築すするる。。

●●運運賃賃外外収収入入（（手手荷荷物物料料金金ととキキャャンンセセルル料料
金金））のの引引きき上上げげ等等ににつついいてて検検討討にに着着手手ししたた。。
●●運運賃賃値値上上げげににつついいてて町町村村かかららヒヒアアリリンンググ
をを実実施施しし、、搭搭乗乗者者ををははじじめめ島島民民にに事事業業収収支支
がが赤赤字字ででああるるここととのの認認識識がが浸浸透透ししてていいなないい
ここととがが判判明明ししたた。。

●●町町村村やや島島ししょょ交交通通のの運運航航事事業業者者へへヒヒアアリリンンググ
をを行行っったた結結果果、、島島ししょょ町町村村へへのの影影響響をを極極力力おおささ
ええたたヘヘリリココミミ事事業業のの赤赤字字圧圧縮縮にに向向けけたた増増収収減減のの
候候補補ととししてて、、手手荷荷物物料料金金のの料料金金体体系系のの引引きき上上げげ
等等がが候候補補ととししてて挙挙ががっったたたためめ。。
●●就就航航６６町町村村のの担担当当者者ににヒヒアアリリンンググをを実実施施しし、、
収収支支改改善善のの必必要要性性ににつついいてて説説明明ししたたたためめ。。

22002222年年度度にに実実施施ししたた外外部部調調査査等等をを
踏踏ままええ、、今今後後、、利利用用者者ををははじじめめととすす
るる関関係係者者等等にに本本事事業業のの収収支支状状況況等等をを
理理解解ししててももららうう必必要要ががああるるここととかからら、、
今今後後のの進進めめ方方をを検検討討ししてていいくく。。

（公財）東京都島しょ振興公社

戦戦略略４４
ヘヘリリココミミュューータターー利利用用者者のの利利便便性性のの向向上上及及びび事事業業収収支支
のの改改善善

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
－

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

東
京
都

東
京
都

島
し
ょ
振
興
公
社

島
し
ょ
振
興
公
社
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３ 公益財団法⼈東京税務協会 
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2023年度改訂版のポイント

◆戦略１ オンライン化を通じた新たな⾃治体⽀援「Web講義事業」
配信先として主に想定される対象⾃治体に対する重点的な販売促進活動を展開する
ため、2023年度のWeb講義配信数の⽬標を⾒直し

◆戦略２ 収⼊確保による経営基盤の安定化
３年間で6,800万円の収⼊確保（利益︓3,300万円）に⽬標を⾒直し。費⽤精査に
より、３年間合計の利益は引き続き同⽔準を確保

【プランの主な改訂内容】

（公財）東京税務協会

戦略１ オンライン化を通じた新たな⾃治体⽀援
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

下記のとおり新たな⾃治体⽀援策を推進する。

【⽬標①】Web講義配信数︓450⾃治体（全国約
1,720⾃治体の約３割に相当）、リニューアル版の制
作

【⽬標②】ハイブリッド型セミナー受講者数︓850⼈
（2019年度実績の1.1倍相当）、ICTを活⽤した更な
る質の向上

【⽬標③】講師派遣研修100講座（2019年度の約5割
に相当）程度をオンラインで実施

下記のとおり新たな⾃治体⽀援策を推進する。

【⽬標①】Web講義配信数︓200⾃治体、リニューア
ル版の制作

【⽬標②】ハイブリッド型セミナー受講者数︓850⼈
（2019年度実績の1.1倍相当）、ICTを活⽤した更なる
質の向上

【⽬標③】講師派遣研修50講座程度をオンラインで実
施（集合型とオンライン型の全体では事業規模を維
持）

戦略２ 収⼊確保による経営基盤の安定化
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

下記収⼊額を確保する。

【⽬標①】Web講義︓1,200万円

【⽬標②】書籍︓70万円

【⽬標③】ハイブリット型セミナー︓2,170万円

【⽬標④】広告:190万円

⽬標①〜④の取組により3年間合計8,200万円の収⼊
（利益︓3,300万円）を確保し、経営基盤の安定化を
図る。

下記収⼊額を確保する。

【⽬標①】Web講義︓512万円

【⽬標②】書籍︓57万円

【⽬標③】ハイブリット型セミナー︓2,170万円

【⽬標④】広告:190万円

⽬標①〜④の取組により3年間合計6,800万円の収⼊
（利益︓3,300万円）を確保し、経営基盤の安定化を図
る（各事業に係る費⽤を精査することにより、３年間
合計の利益については引き続き同⽔準を確保）。
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

下下記記ののととおおりり新新たたなな自自治治体体支支援援策策をを推推進進すするる。。
【【目目標標①①】】WWeebb講講義義配配信信数数：：220000自自治治体体、、リリニニュューーアアルル版版のの制制作作
【【目目標標②②】】ハハイイブブリリッッドド型型セセミミナナーー受受講講者者数数：：885500人人（（22001199年年度度実実績績のの11..11倍倍
相相当当））、、IICCTTをを活活用用ししたた更更ななるる質質のの向向上上
【【目目標標③③】】講講師師派派遣遣研研修修5500講講座座程程度度ををオオンンラライインンでで実実施施（（集集合合型型ととオオンンラライイ
ンン型型のの全全体体でではは事事業業規規模模をを維維持持））

①①WWeebb講講義義はは、、協協会会をを挙挙げげてて販販促促活活動動をを行行いい配配信信数数はは113344自自治治体体（（前前年年度度比比約約1199％％
増増））ととななっったた。。自自治治体体のの新新たたなな研研修修予予算算のの確確保保がが困困難難なな状状況況等等のの要要因因ががああるるがが、、引引
きき続続きき時時宜宜をを得得たた丁丁寧寧なな周周知知にに努努めめるる。。
②②ハハイイブブリリッッドド型型セセミミナナーーはは、、よよりり幅幅広広くくPPRRをを行行いい受受講講者者数数はは667744人人（（前前年年度度比比約約
1122％％増増））ととななっったた。。PPRR後後ののフフォォロローー等等もも含含めめ到到達達目目標標のの達達成成をを目目指指すす。。
③③オオンンラライインン型型講講師師派派遣遣研研修修はは、、各各自自治治体体へへききめめ細細かかいい対対応応をを行行いい4422講講座座ととななっったた。。
集集合合型型のの希希望望がが増増加加ししてていいるるがが、、引引きき続続ききPPRRにに努努めめ実実施施をを進進めめるる。。

戦略を設定する理由・背景
・・全全国国自自治治体体でではは今今般般ののココロロナナ禍禍ににおおいいてて税税務務知知識識・・ノノウウハハウウのの継継承承がが一一層層困困難難ととななっってていいるる。。
・・税税務務セセミミナナーーのの開開催催やや講講師師派派遣遣をを見見送送っったた多多くくのの自自治治体体かかららオオンンラライインン研研修修等等のの要要望望ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆新新任任税税務務職職員員ががいいつつででもも学学ぶぶここととののででききるるWWeebb講講義義（（22002211年年度度かからら自自主主事事業業ととしし
てて実実施施））をを多多くくのの自自治治体体にに配配信信すするるここととでで、、自自治治体体ににおおけけるる人人材材育育成成をを支支援援すするる
必必要要ががああるる。。
◆◆ウウィィズズココロロナナ、、ポポスストトココロロナナをを見見据据ええ、、新新たたなな自自治治体体ののニニーーズズにに応応じじたたセセミミ
ナナーー手手法法をを確確立立しし、、当当協協会会のの支支援援をを更更にに充充実実ささせせるる必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
ココロロナナ禍禍ににおおいいててもも場場所所・・時時間間のの制制約約をを受受けけずずにに知知識識のの継継承承ががででききるるよようう、、以以下下
のの手手段段にによよるる新新たたなな自自治治体体支支援援をを展展開開すするる。。
◆◆WWeebb講講義義はは自自主主事事業業にに切切りり替替ええたた上上、、協協会会WWeebbササイイトト、、機機関関誌誌（（東東京京税税務務レレポポーー
トト））でで周周知知すするるほほかか、、全全国国にに展展開開ししてていいるる地地方方関関係係機機関関ややセセミミナナーー参参加加団団体体にに集集
中中的的にに広広報報活活動動をを行行いい、、そそのの有有用用性性ををPPRRすするる。。
◆◆新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの状状況況ににかかかかわわららずず税税務務セセミミナナーーやや講講師師派派遣遣研研修修をを
受受講講ででききるるよようう、、集集合合ととオオンンラライインンをを組組みみ合合わわせせたたハハイイブブリリッッドド型型セセミミナナーーややオオ
ンンラライインン研研修修（（派派遣遣先先又又はは協協会会側側でで配配信信））ななどど、、配配信信業業者者等等のの民民間間企企業業のの協協力力をを
得得てて、、自自治治体体ののニニーーズズやや状状況況のの変変化化にに対対応応ででききるる研研修修等等をを展展開開すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

WWeebb講講義義事事
業業のの拡拡大大
（（協協会会自自主主
事事業業））

目目
標標
①①

・・全全国国自自治治体体にに広広報報活活動動をを行行いい
WWeebb講講義義のの有有用用性性をを周周知知すするる。。配配
信信数数330000自自治治体体
・・よよりり分分かかりりややすすくく受受講講者者ののニニーー
ズズにに合合っったたリリニニュューーアアルル版版のの制制作作
にに向向けけてて、、アアンンケケーートト結結果果のの分分析析
等等をを踏踏ままええたた課課題題及及びび解解決決策策のの整整
理理並並びびににココンンテテンンツツ案案のの検検討討をを行行
うう。。

・・WWeebb講講義義のの販販売売ににつついいてて、、各各種種広広報報やや活活
用用事事例例ののメメデディィアアででのの発発信信、、都都政政策策企企画画局局
「「共共存存共共栄栄」」ササイイトトとと連連携携ししたたPPRR、、全全国国自自
治治体体にに対対すするる延延44,,551188団団体体へへのの周周知知等等をを実実
施施。。配配信信数数はは113344自自治治体体。。
・・リリニニュューーアアルル版版のの制制作作にに向向けけてて、、ココンンテテ
ンンツツ案案のの検検討討をを行行ううととととももにに、、1100月月にに448800
団団体体へへアアンンケケーートト調調査査をを実実施施。。

・・大大口口購購入入がが期期待待ででききるる滞滞納納整整理理機機構構やや研研修修機機
関関等等へへのの丁丁寧寧なな周周知知、、過過去去にに視視聴聴ししたた自自治治体体へへ
リリピピーートトのの働働ききかかけけ、、道道府府県県市市町町村村課課にに対対すするる
周周知知依依頼頼等等のの販販促促活活動動をを協協会会をを挙挙げげてて行行いい、、配配
信信数数はは前前年年度度対対比比でで約約1199％％増増ととななっったた。。
・・次次年年度度購購入入をを検検討討中中ととすするる自自治治体体がが多多数数ああるる
中中、、新新たたなな研研修修予予算算のの確確保保がが依依然然ととししてて難難ししいい
自自治治体体もも多多くく、、ココロロナナにによよるる行行動動制制限限のの緩緩和和にに
よよりり集集合合研研修修がが復復活活しし、、ここれれままででののWWeebb活活用用かか
らら代代わわるる傾傾向向ががああるる。。
・・アアンンケケーートトのの分分析析結結果果をを活活かかしし、、ニニーーズズをを捉捉
ええててココンンテテンンツツ案案のの作作成成をを行行うう。。

・・全全国国自自治治体体にに広広報報活活動動をを行行いいWWeebb講講
義義のの有有用用性性をを周周知知すするる。。配配信信数数220000自自
治治体体（（実実績績及及びび今今後後のの見見通通しし等等をを踏踏
ままええ、、販販売売促促進進活活動動のの重重点点対対象象自自治治
体体をを見見直直しし））
・・講講義義時時間間のの適適正正化化ややススラライイドド・・テテ
キキスストトのの整整合合性性、、画画面面のの見見ややすすささ等等
のの様様々々なな意意見見をを踏踏ままええ、、受受講講者者目目線線
にに立立っったたよよりり一一層層利利用用ししややすすいい教教材材
ととななるるよようう、、ココンンテテンンツツのの検検討討をを行行
いいななががらら、、リリニニュューーアアルル版版のの制制作作をを
行行うう。。

ハハイイブブリリッッ
ドド型型セセミミ
ナナーーのの実実施施

目目
標標
②②

・・ハハイイブブリリッッドド型型セセミミナナーーをを実実施施
すするる。。受受講講者者数数770000人人以以上上
・・受受講講生生やや研研修修講講師師のの意意見見をを参参酌酌
しし、、IICCTTをを活活用用ししたた更更ななるる質質のの向向
上上ににつついいてて検検討討しし、、試試行行すするる。。
・・オオンンラライインンササロロンンのの運運用用をを開開始始
すするる。。

・・集集合合型型セセミミナナーーととオオンンラライインン型型セセミミナナーー
をを組組みみ合合わわせせたたハハイイブブリリッッドド型型セセミミナナーーをを
計計1122ココーーススでで実実施施。。受受講講者者数数はは667744人人。。
・・IICCTTをを活活用用しし双双方方向向ののココミミュュニニケケーーシショョ
ンンをを図図るる取取組組をを試試行行。。
・・オオンンラライインンササロロンンにに対対すするるアアンンケケーートト調調
査査結結果果にに基基づづきき、、1122月月ににオオンンラライインン交交流流会会
をを実実施施しし７７団団体体・・1133人人がが参参加加予予定定。。

・・道道府府県県及及びび市市にに加加ええてて、、新新たたにに全全国国のの町町村村にに
もも案案内内リリーーフフレレッットトをを送送付付すするるななどど、、よよりり幅幅広広
くくセセミミナナーーののPPRRをを行行っったたここととにによよりり、、受受講講者者数数
はは前前年年度度対対比比でで約約1122％％増増ととななっったた。。PPRR後後ののフフォォ
ロローー等等もも含含めめ到到達達目目標標のの達達成成をを目目指指すす。。
・・受受講講生生かかららのの要要望望をを踏踏ままええてて、、チチャャッットトをを用用
いいたた双双方方向向のの情情報報ののややりりととりり等等をを試試行行すするるこことと
にによよりり、、質質のの向向上上をを図図っってていいるる。。
・・オオンンラライインン交交流流会会はは、、課課税税及及びび徴徴収収のの両両部部門門
でで課課題題をを抱抱ええるるテテーーママをを選選択択ししてて有有意意義義なな意意見見
交交換換をを図図っってていいるる。。参参加加者者のの意意見見をを踏踏ままええてて次次
年年度度のの対対応応をを検検討討すするる。。

・・セセミミナナーー受受講講者者数数885500人人以以上上をを目目指指
すす。。
・・検検討討及及びび試試行行のの結結果果をを踏踏ままええてて、、
チチャャッットト等等にによよるる双双方方向向ののココミミュュニニ
ケケーーシショョンンのの実実施施ななどど、、IICCTTをを活活用用しし
たた更更ななるる質質のの向向上上をを実実現現すするる。。
・・オオンンラライインン交交流流会会をを継継続続ししななががらら、、
管管理理・・運運用用方方法法をを見見直直すす。。

オオンンラライインン
型型講講師師派派遣遣
研研修修のの実実施施

目目
標標
③③

・・未未実実施施自自治治体体へへののPPRRのの実実施施
・・8800講講座座（（年年間間講講座座数数のの約約44割割にに
相相当当））ののオオンンラライインン研研修修をを目目指指すす。。

・・講講師師派派遣遣依依頼頼先先自自治治体体のの意意向向をを確確認認しし、、
実実施施がが可可能能なな自自治治体体にに対対ししててはは、、現現地地又又はは
協協会会かかららののオオンンラライインンでで講講義義をを実実施施ししてていい
るる。。
・・4422講講座座ののオオンンラライインン研研修修をを実実施施。。1122月月以以
降降にに８８講講座座をを実実施施しし、、22002222年年度度末末ままででのの合合
計計でで5500講講座座をを実実施施予予定定

・・ここれれままででオオンンラライインン型型講講師師派派遣遣研研修修をを実実施施しし
てていいなないい自自治治体体にに対対ししててもも意意向向をを確確認認しし、、実実施施
にに向向けけたた相相談談にに応応じじるるななどどききめめ細細かかなな対対応応をを行行
ううここととにによよりり、、自自治治体体税税務務職職員員のの育育成成にに貢貢献献しし
てていいるる。。
・・22002222年年度度ははココロロナナにによよるる行行動動制制限限のの緩緩和和等等をを
受受けけてて集集合合研研修修をを希希望望すするる自自治治体体がが増増加加しし、、オオ
ンンラライインン型型のの需需要要にに影影響響ししてていいるる。。集集合合研研修修等等
がが復復活活すするる傾傾向向がが著著ししいいがが、、派派遣遣先先自自治治体体のの意意
向向にに柔柔軟軟にに対対応応ししななががららオオンンラライインン型型ののメメリリッッ
トトををPPRRしし引引きき続続きき実実施施をを進進めめるる。。

・・講講師師派派遣遣研研修修のの依依頼頼ののああっったた自自治治
体体のの意意向向をを確確認認ししななががらら、、研研修修主主催催
者者側側のの準準備備煩煩雑雑性性のの回回避避やや受受講講者者のの
移移動動時時間間のの削削減減ななどどオオンンラライインン型型のの
メメリリッットトをを紹紹介介しし、、未未実実施施自自治治体体へへ
PPRRをを実実施施
・・5500講講座座ののオオンンラライインン研研修修をを目目指指すす
（（ココロロナナのの行行動動制制限限のの緩緩和和等等をを受受けけ
てて集集合合研研修修がが増増ととななっってておおりり、、派派遣遣
依依頼頼先先自自治治体体ののニニーーズズをを踏踏ままええてて対対
応応、、集集合合型型ととオオンンラライインン型型のの全全体体でで
はは事事業業規規模模をを維維持持））。。

(公財)東京税務協会

戦戦略略１１ オオンンラライインン化化をを通通じじたた新新たたなな自自治治体体支支援援

戦略の性質
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析
下下記記収収入入額額をを確確保保すするる。。
【【目目標標①①】】WWeebb講講義義：：551122万万円円

【【目目標標②②】】書書籍籍：：5577万万円円
【【目目標標③③】】ハハイイブブリリッットト型型セセミミナナーー：：22,,117700万万円円
【【目目標標④④】】広広告告::119900万万円円
目目標標①①～～④④のの取取組組にによよりり３３年年間間合合計計66,,880000万万円円のの収収入入（（利利益益：：33,,330000万万円円））をを
確確保保しし、、経経営営基基盤盤のの安安定定化化をを図図るる（（各各事事業業にに係係るる費費用用をを精精査査すするるここととにによよりり、、
３３年年間間合合計計のの利利益益ににつついいててはは引引きき続続きき同同水水準準をを確確保保））。。

・・①①②②WWeebb講講義義及及びび書書籍籍販販売売はは、、協協会会をを挙挙げげてて販販促促活活動動をを行行いい収収入入額額はは332222万万円円及及びび
約約1166万万円円ととななっったた。。自自治治体体のの新新たたなな研研修修予予算算のの確確保保がが困困難難なな状状況況等等ががああるるがが、、引引きき
続続きき時時宜宜をを得得たた丁丁寧寧なな周周知知にに努努めめるる。。

③③ハハイイブブリリッッドド型型セセミミナナーーはは、、よよりり幅幅広広くくPPRRをを行行いい収収入入額額はは約約11,,660066万万円円ととななっっ
たた。。PPRR後後ののフフォォロローー等等もも含含めめ到到達達目目標標のの達達成成をを目目指指すす。。

④④ババナナーー広広告告はは、、新新規規事事業業者者のの獲獲得得がが難難ししくく収収入入額額はは5522万万円円ととななっったた。。
・・①①～～④④のの取取組組にによよるる22002222年年度度末末のの収収入入見見込込額額はは約約22,,004488万万円円（（利利益益：：約約996677万万円円））。。

戦略を設定する理由・背景
・・今今般般ののココロロナナ禍禍ににおおいいてて社社会会的的ににオオンンラライインン研研修修等等にに対対すするるニニーーズズがが高高ままっってていいるるほほかか、、各各自自治治体体ににおおいいててももDDXX推推進進のの取取組組がが急急速速にに進進むむななどど、、新新たたななビビジジネネススチチャャ
ンンススがが生生ままれれてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆近近年年のの人人件件費費高高騰騰ややココロロナナ禍禍ににおおけけるるセセミミナナーー等等のの事事業業のの中中止止等等のの影影響響にによよりり、、
協協会会のの経経営営状状態態はは厳厳ししいい状状況況ににああるる（（22002200年年度度収収支支決決算算はは11,,660000万万円円のの赤赤字字見見込込
((22002200年年1111月月末末時時点点))））。。収収入入確確保保にによよるる協協会会経経営営のの安安定定化化をを図図るる必必要要ががああるる。。
◆◆WWeebb講講義義はは、、全全国国自自治治体体でで広広くく利利用用ででききるる価価格格をを設設定定。。一一方方、、配配信信費費等等のの毎毎年年一一
定定のの費費用用がが発発生生すするるととととももにに税税制制改改正正をを的的確確にに反反映映すするるたためめ、、３３年年にに一一度度大大幅幅なな
リリニニュューーアアルルがが必必要要。。最最新新のの講講義義をを継継続続的的にに提提供供すするるたためめににはは、、必必要要なな収収入入をを確確
保保すするる必必要要ががああるる。。
◆◆受受講講者者数数のの減減少少にによよりり大大幅幅なな減減収収ととななっったた税税務務セセミミナナーーににつついいててもも、、今今後後継継続続
ししてていいくくたためめににはは、、オオンンラライインン型型もも加加ええるるここととにによよりり必必要要なな収収入入をを確確保保すするる必必要要
ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆WWeebb講講義義ににつついいててはは、、協協会会WWeebbササイイトト、、機機関関誌誌（（東東京京税税務務レレポポーートト））でで周周知知すするる
ほほかか、、全全国国にに展展開開ししてていいるる地地方方関関係係機機関関ややセセミミナナーー参参加加団団体体へへ集集中中的的にに広広報報活活動動
をを行行いい、、受受講講をを促促すす。。
◆◆WWeebb講講義義参参加加自自治治体体にに対対ししててはは、、講講義義にに利利用用ででききるる書書籍籍をを割割引引価価格格でで提提供供すするるなな
どどイインンセセンンテティィブブをを付付すす。。
◆◆税税務務セセミミナナーーのの開開催催はは、、遠遠隔隔地地でで受受講講可可能能ななオオンンラライインン型型セセミミナナーーとと集集合合型型セセ
ミミナナーー（（従従来来型型のの討討議議））をを組組みみ合合わわせせたたハハイイブブリリッッドド型型セセミミナナーーをを展展開開しし、、受受講講
者者数数のの回回復復（（増増加加））をを図図るるここととでで、、収収入入確確保保もも図図るる。。
◆◆ままたた、、協協会会WWeebbササイイトトにに民民間間企企業業のの広広告告掲掲載載ををすするるここととでで、、収収入入確確保保のの一一助助ととすす
るる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

WWeebb講講義義にに
よよるる収収入入確確
保保

目目
標標
①①

・・全全国国自自治治体体へへのの広広報報活活動動のの実実施施
・・活活用用事事例例ののメメデディィアアででのの発発信信、、
前前年年度度顧顧客客にに対対すするるリリピピーートト購購入入
のの働働ききかかけけ、、大大口口購購入入がが期期待待でできき
るる研研修修機機関関やや滞滞納納整整理理機機構構へへ的的をを
絞絞っったた直直接接訪訪問問等等をを実実施施
・・WWeebb講講義義販販売売収収入入額額880000万万円円（（配配
信信数数330000自自治治体体））

・・WWeebb講講義義のの販販売売ににつついいてて、、各各種種広広報報やや活活
用用事事例例ののメメデディィアアででのの発発信信、、都都政政策策企企画画局局
「「共共存存共共栄栄」」ササイイトトとと連連携携ししたたPPRR、、全全国国自自
治治体体にに対対すするる延延44,,551188団団体体へへのの周周知知等等をを実実
施施。。
・・WWeebb講講義義販販売売収収入入額額はは332222万万円円（（配配信信数数
113344自自治治体体））

・・大大口口購購入入がが期期待待ででききるる滞滞納納整整理理機機構構やや研研修修機機
関関等等へへのの丁丁寧寧なな周周知知、、過過去去にに視視聴聴ししたた自自治治体体へへ
リリピピーートトのの働働ききかかけけ、、道道府府県県市市町町村村課課にに対対すするる
周周知知依依頼頼等等のの販販促促活活動動をを協協会会をを挙挙げげてて行行いい、、販販
売売収収入入額額はは前前年年度度対対比比でで約約1133％％増増ととななっったた。。
・・次次年年度度購購入入をを検検討討中中ととすするる自自治治体体がが多多数数ああるる
中中、、新新たたなな研研修修予予算算のの確確保保がが依依然然ととししてて難難ししいい
自自治治体体もも多多くく、、ココロロナナにによよるる行行動動制制限限のの緩緩和和にに
よよりり集集合合研研修修がが復復活活ししここれれままででののWWeebb活活用用かからら
代代わわるる傾傾向向ががああるる。。

・・ここれれままででのの販販促促活活動動にに加加ええ、、特特にに
対対象象タターーゲゲッットトのの重重点点化化層層ををセセググメメ
ンントト化化ししたた上上でで、、全全国国自自治治体体へへ広広報報
活活動動をを実実施施
・・22002222年年度度ままででのの実実績績をを踏踏ままええ、、更更
にに販販路路をを拡拡大大（（税税務務協協議議会会等等のの新新たた
ななタターーゲゲッットトをを開開拓拓））
・・WWeebb講講義義販販売売収収入入額額551122万万円円（（配配信信

数数220000自自治治体体））（（WWeebb講講義義のの配配信信数数見見
直直ししにに伴伴いい収収入入額額をを見見直直しし））
・・WWeebb講講義義リリニニュューーアアルル版版ににつついいてて、、
22002244年年度度かかららのの販販売売戦戦略略をを策策定定しし実実
行行

WWeebb講講義義販販
売売促促進進にに合合
わわせせたた書書籍籍
販販売売収収入入確確
保保

目目
標標
②②

・・WWeebb講講義義ととああわわせせたた広広報報活活動動のの
実実施施
・・書書籍籍販販売売収収入入額額5500万万円円（（上上記記
330000自自治治体体のの２２割割））

・・WWeebb講講義義のの販販売売促促進進とと合合わわせせてて、、各各種種広広
報報やや全全国国自自治治体体にに対対すするる延延44,,551188団団体体へへのの
周周知知等等をを実実施施。。
・・書書籍籍販販売売収収入入額額はは約約1166万万円円、、2266自自治治体体がが
購購入入（（WWeebb講講義義配配信信113344自自治治体体のの約約２２割割））

・・WWeebb講講義義購購入入自自治治体体にに対対ししてて、、講講義義とと合合わわせせ
たた書書籍籍のの活活用用のの有有効効性性ににつついいてて、、具具体体的的なな活活用用
事事例例をを個個別別にに紹紹介介すするるここととななどどにによよりり、、積積極極的的
ににPPRRをを行行っったた。。
・・ししかかしし、、WWeebb講講義義のの配配信信数数がが計計画画をを下下回回っったた
ここととにに連連動動しし、、書書籍籍のの販販売売収収入入額額もも計計画画をを下下
回回っってていいるる。。

・・WWeebb講講義義ととああわわせせたた広広報報活活動動のの実実
施施（（書書籍籍のの活活用用事事例例のの紹紹介介等等、、積積極極
的的ににPPRR））
・・書書籍籍販販売売収収入入額額5577万万円円（（上上記記220000自自
治治体体のの３３割割））（（WWeebb講講義義のの配配信信数数見見
直直ししにに伴伴いい収収入入額額をを見見直直しし））

ハハイイブブリリッッ
ドド型型セセミミ
ナナーーにによよるる
収収入入確確保保

目目
標標
③③

・・ハハイイブブリリッッドド型型セセミミナナーー実実施施
・・セセミミナナーー収収入入額額11,,778800万万円円
（（22001199年年度度のの9900％％ままでで回回復復））

・・集集合合型型セセミミナナーーととオオンンラライインン型型セセミミナナーー
をを組組みみ合合わわせせたたハハイイブブリリッッドド型型セセミミナナーーをを
計計1122ココーーススでで実実施施。。
・・ハハイイブブリリッッドド型型セセミミナナーーにによよるる収収入入額額はは
約約11,,660066万万円円（（22001199年年度度実実績績のの約約8811％％ままでで
回回復復））

・・道道府府県県及及びび市市にに加加ええてて、、新新たたにに全全国国のの町町村村にに
もも案案内内リリーーフフレレッットトをを送送付付すするるななどど、、よよりり幅幅広広
くくセセミミナナーーののPPRRをを行行っったたここととにによよりり、、受受講講者者数数
はは前前年年度度対対比比でで約約1122％％増増ととななっったた。。PPRR後後ののフフォォ
ロローー等等もも含含めめ到到達達目目標標のの達達成成をを目目指指すす。。

・・ハハイイブブリリッッドド型型セセミミナナーー実実施施
・・セセミミナナーー収収入入額額22,,117700万万円円（（22001199年年
度度のの111100％％））

WWeebbササイイトト
をを活活用用ししたた
ババナナーー広広告告
収収入入確確保保

目目
標標
④④

・・新新規規事事業業者者をを開開拓拓
・・ババナナーー広広告告収収入入額額114400万万円円（（６６
社社））

・・WWeebbササイイトトをを活活用用ししたたババナナーー広広告告ににつついい
てて、、既既にに掲掲載載済済のの事事業業者者へへ継継続続をを依依頼頼すするる
ととととももにに、、そそのの他他のの関関係係事事業業者者にに対対ししてて積積
極極的的にに募募集集をを実実施施。。
・・ババナナーー広広告告収収入入額額はは5522万万円円（（４４月月以以降降３３
社社、、1100月月以以降降４４社社））

・・既既にに掲掲載載済済みみのの事事業業者者はは継継続続ししてて掲掲載載ししてていい
るる。。そそのの他他のの関関係係事事業業者者８８社社にに対対ししてて、、出出稿稿のの
メメリリッットトやや手手続続きき等等をを丁丁寧寧にに説説明明しし案案内内をを行行っっ
たた結結果果、、掲掲載載にに至至っってていいなないい。。
・・引引きき続続きき幅幅広広くく案案内内をを行行いい、、積積極極的的にに募募集集をを
行行っってていいくく。。

・・新新規規事事業業者者をを開開拓拓（（協協会会及及びび都都のの
関関係係事事業業者者等等へへ募募集集））
・・ババナナーー広広告告収収入入額額119900万万円円（（８８社社））
・・WWeebbササイイトトのの改改修修（（広広告告掲掲載載数数拡拡
大大））をを検検討討

(公財)東京税務協会

戦戦略略２２ 収収入入確確保保にによよるる経経営営基基盤盤のの安安定定化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
－

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○

東
京
東
京

税
務
協
会

税
務
協
会
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

固固有有職職員員をを中中心心ととししたた組組織織運運営営をを実実現現しし、、税税務務実実務務のの補補完完やや全全国国自自治治体体のの習習
熟熟支支援援ななどどのの協協会会のの機機能能維維持持・・向向上上をを図図るる。。
【【目目標標①①】】固固有有職職員員にに占占めめるる無無期期雇雇用用職職員員（（主主任任級級以以上上ののココアア人人材材））のの確確保保
（（５５割割））
【【目目標標②②】】固固有有職職員員のの管管理理職職ポポスストト等等へへのの登登用用（（管管理理職職１１名名、、課課長長補補佐佐４４
名名））

・・協協会会のの方方針針のの職職員員へへのの周周知知やや積積極極的的なな受受験験のの勧勧奨奨にによよりり、、無無期期雇雇用用職職員員をを5577..99％％
雇雇用用ししてておおりり、、着着実実にに取取組組をを推推進進ししてていいるる。。ままたた、、無無期期雇雇用用職職員員のの定定着着にに向向けけ、、退退
職職金金制制度度のの導導入入等等のの処処遇遇改改善善ににつついいてて、、所所管管局局ととのの調調整整をを進進めめてていいるる。。
・・面面談談等等をを通通じじたたヒヒアアリリンンググのの実実施施ののほほかか、、係係長長級級やや主主任任級級をを対対象象ににスステテッッププアアッッ
ププをを目目指指ししたた研研修修のの実実施施等等にによよりり、、ママネネジジメメンントト人人材材へへのの登登用用にに向向けけたた取取組組をを着着実実
にに進進めめてていいるる。。ままたた、、管管理理職職登登用用にに向向けけ、、重重点点的的なな人人材材育育成成をを行行っってていいるる。。

戦略を設定する理由・背景
・・団団塊塊世世代代（（再再任任用用職職員員））のの大大量量退退職職時時代代がが過過ぎぎたたここととにによよるる定定年年退退職職者者のの減減少少等等のの影影響響等等にによよりり、、都都OOBB職職員員のの確確保保がが困困難難なな状状況況ににななっってていいるる。。
・・ままたた、、公公務務員員のの定定年年延延長長のの動動向向等等にに鑑鑑みみるるとと、、更更にに人人材材確確保保がが困困難難ににななるるとと見見込込ままれれるる。。

団体における現状（課題）
◆◆ここれれままででママネネジジメメンントトをを担担っっててききたた都都OOBB職職員員はは、、退退職職者者数数のの減減少少かからら職職員員のの確確
保保がが困困難難なな状状況況ととななっってていいるる。。
◆◆人人材材のの確確保保がが厳厳ししささをを増増ししてておおりり固固有有職職員員をを中中心心にに据据ええたた組組織織運運営営へへのの転転換換がが
必必要要ととななっってていいるる。。
◆◆そそののたためめ、、22002200年年度度にに新新たたなな組組織織・・人人事事制制度度及及びび給給与与制制度度をを設設計計ししたたととこころろでで
あありり、、22002211年年度度かからら新新制制度度にに基基づづいいたた運運営営をを開開始始すするる。。

課題解決の⼿段
◆◆都都OOBB職職員員（（所所長長等等））にに代代わわっってて事事業業運運営営をを行行うう固固有有職職員員をを確確保保すするるたためめ、、協協会会
キキャャリリアアププラランン・・人人材材育育成成計計画画にに合合わわせせたた人人材材育育成成をを図図るる。。
◆◆業業務務のの中中核核をを担担ううココアア人人材材（（無無期期雇雇用用職職員員））のの中中かからら、、ママネネジジメメンントトをを担担うう人人
材材をを選選抜抜しし、、OOJJTTやや協協会会内内研研修修にに加加ええ、、人人材材育育成成事事業業団団等等のの外外部部研研修修機機関関等等もも活活用用
すするるここととでで管管理理監監督督者者のの登登用用にに向向けけたた育育成成にに取取りり組組むむ。。
◆◆管管理理職職ポポスストトででああるる事事業業所所長長やや課課長長補補佐佐級級ポポスストトででああるる管管理理係係長長へへのの計計画画的的登登
用用をを進進めめ、、将将来来的的ににははOOBB職職員員のの配配置置はは真真にに必必要要ななポポスストトにに限限定定しし、、８８事事業業所所のの所所
長長・・管管理理係係長長（（課課長長補補佐佐））はは全全てて固固有有職職員員へへ切切りり替替ええるる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

無無期期雇雇用用職職
員員（（主主任任級級
以以上上ののココアア
人人材材））のの確確
保保

目目
標標
①①

・・固固有有職職員員をを中中心心ととししたた組組織織運運営営
のの方方向向性性ににつついいてて協協会会内内でで浸浸透透ささ
せせるるととととももにに面面談談等等をを通通じじてて無無期期
雇雇用用選選考考のの受受験験をを勧勧奨奨
・・無無期期雇雇用用職職員員（（主主任任級級以以上上ののココ
アア人人材材））4488％％確確保保

・・無無期期雇雇用用職職員員（（主主任任級級以以上上ののココアア人人材材））
5577..99％％確確保保（（8811人人//114400人人（（固固有有＋＋無無期期//固固
有有＋＋無無期期＋＋有有期期））））

・・固固有有職職員員のの管管理理職職等等ののポポスストト等等へへのの登登用用をを見見
据据ええ、、22002211年年度度にに実実施施ををししたた選選考考でで無無期期主主任任1177
名名合合格格ししたたここととにによよりり、、無無期期職職員員のの人人数数がが増増ええ
てていいるる。。ままたた、、有有期期職職員員のの退退職職等等にによよりり、、職職員員
にに占占めめるる無無期期雇雇用用職職員員のの割割合合がが高高ままっってていいるる。。
22002233年年度度のの目目標標ででああるる5500％％をを維維持持ででききるるよようう、、
退退職職金金制制度度のの導導入入ななどど、、無無期期雇雇用用職職員員のの定定着着をを
推推進進ししてていいくく。。

・・固固有有職職員員をを中中心心ととししたた組組織織運運営営のの
方方向向性性ににつついいてて協協会会内内でで浸浸透透ささせせるる
ととととももにに面面談談等等をを通通じじてて無無期期雇雇用用選選
考考のの受受験験をを勧勧奨奨
・・無無期期雇雇用用職職員員（（主主任任級級以以上上ののココアア
職職員員））5500％％確確保保

固固有有職職員員
（（ママネネジジメメ
ンントト人人材材））
のの管管理理職職・・
課課長長補補佐佐級級
ポポスストトへへ登登
用用

目目
標標
②②

・・管管理理職職選選考考試試験験及及びび課課長長補補佐佐選選
考考試試験験をを実実施施
・・面面談談等等をを通通じじてて選選考考試試験験のの受受験験
をを勧勧奨奨
・・課課長長補補佐佐及及びび係係長長登登用用にに向向けけたた
研研修修ややOOJJTTをを実実施施
・・管管理理職職候候補補者者へへのの重重点点的的なな人人材材
育育成成をを実実施施
・・課課長長補補佐佐１１名名登登用用

・・管管理理職職選選考考及及びび課課長長補補佐佐選選考考をを22002233年年１１
月月～～２２月月にに実実施施予予定定
・・面面談談やや事事業業所所訪訪問問をを通通じじてて、、職職員員ののヒヒアア
リリンンググをを実実施施
・・22002222年年1122月月にに協協会会独独自自のの係係長長級級及及びび主主任任
級級ののパパワワーーアアッッププ研研修修をを実実施施すするるたためめ、、外外
部部機機関関ととのの調調整整をを実実施施中中
・・外外部部研研修修やや業業務務経経験験にによよりり管管理理職職候候補補者者
をを育育成成中中
・・管管理理職職００名名、、課課長長補補佐佐１１名名をを登登用用

・・課課長長補補佐佐選選考考ににつついいててはは、、面面接接時時にに補補助助資資料料
（（職職務務のの目目標標・・取取組組状状況況やや協協会会のの課課題題ななどどをを記記
載載すするる面面接接シシーートト））をを導導入入しし、、よよりり一一層層のの人人物物
評評価価がが行行ええるるよようう選選考考内内容容をを工工夫夫しし、、実実施施予予定定
・・管管理理職職候候補補者者ににつついいててはは、、外外部部研研修修をを活活用用しし、、
22002222年年６６月月かからら1100月月ままででにに「「評評価価者者研研修修」」等等のの
計計４４種種のの研研修修にによよりり人人材材育育成成をを図図るるととととももにに、、
職職員員採採用用面面接接等等のの管管理理職職業業務務にに従従事事ささせせるるななどど
、、多多様様なな経経験験をを積積まませせてていいるる。。

・・管管理理職職選選考考試試験験及及びび課課長長補補佐佐選選考考
試試験験をを実実施施
・・面面談談等等をを通通じじてて選選考考のの対対象象者者約約3355
名名をを中中心心にに受受験験をを推推奨奨
・・課課長長補補佐佐及及びび係係長長登登用用にに向向けけたた外外
部部機機関関をを活活用用ししたた研研修修ややOOJJTTをを実実施施
・・管管理理職職候候補補者者へへのの重重点点的的なな人人材材育育
成成をを実実施施
・・管管理理職職１１名名、、課課長長補補佐佐３３名名登登用用
（（３３年年間間のの目目標標のの管管理理職職１１名名、、課課長長
補補佐佐４４名名のの目目標標達達成成））

(公財)東京税務協会

戦戦略略３３ 固固有有職職員員をを中中心心ととししたた新新たたなな組組織織運運営営

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
－

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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京
東
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会
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2023年度改訂版のポイント
◆戦略2 最先端技術による芸術⽂化の新しい鑑賞体験の創出 「デジタルデザインラボ（仮
称）」を正式名称の「シビック・クリエイティブ・ベース東京［CCBT］」へ変更の上、2023年
度計画に都⺠参加型のプログラムを加え、KPIを設定
◆戦略3 芸術⽂化版SDGsによる「誰⼀⼈取り残さない」共⽣社会の実現 共⽣社会実現に向け
た都政策と連動させるため、取組事項に「障害のある⽅等への情報保障・鑑賞サポートの体系
化」を新設し、今後「誰もが気軽に芸術⽂化を享受できる環境整備ガイドライン（仮）」を策定
◆戦略4 芸術⽂化の創造活動の⽀援 「アーティストや芸術⽂化を⽀える⼈材の活動⽀援」を新
設し、東京⽂化戦略2030に位置付けられている、「東京芸術⽂化活動サポートセンター（仮
称）」の設置・運営を新たに実施

【プランの主な改訂内容】

（公財）東京都歴史⽂化財団

戦略4 芸術⽂化の創造活動の⽀援
個別取組事項

(新規) 2023年度

アーティストや
芸術⽂化を⽀え
る⼈材の活動⽀
援

・アーティストや芸術⽂化に関わる⽅の持続的な⽀援として、相談窓⼝（ヘルプデスク）とな
る東京芸術⽂化活動サポートセンター（仮称）を設置
・アーティストの創作環境向上のため、低廉な料⾦で利⽤できる創作活動のための貸スペース
事業の本格実施（6区画）

戦略3 芸術⽂化版SDGsによる「誰⼀⼈取り残さない」共⽣社会の実現
個別取組事項

(新規) 2023年度

障害のある⽅等
への情報保障・
鑑賞サポートの
体系化

財団としての障害のある⽅等への情報保障・鑑賞サポートに関する体系化に基づき「誰もが気
軽に芸術⽂化を享受できる環境整備ガイドライン（仮）」の策定

戦略3 芸術⽂化版SDGsによる「誰⼀⼈取り残さない」共⽣社会の実現
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

新規プログラム
の企画開発・検
証

プログラムの検証・改善によるユー
ザビリティのさらなる向上

新規プログラム
の企画開発・検
証

・プログラムの検証・改善による
ユーザビリティのさらなる向上
・⼦供等若年層がより深く芸術⽂化
に親しめる体験メニューの充実

戦略2 最先端技術による芸術⽂化の新しい鑑賞体験の創出
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

デジタルアート
デザインラボ（
仮称）の開設と
運営

デジタルアートデザインラボ（仮
称）におけるコンテンツ拡充

「シビック・ク
リエイティブ・
ベース東京
［CCBT］」の
開設と運営

・アーティスト・クリエーターの創
作⽀援、デジタルアートの⾝近な体
験の提供の機能をもつ［CCBT］の
運営と、アート＆テクノロジーの社
会実装を⽬指す参加体験型のコアプ
ログラムを４事業から6事業へ拡充
・ワークショップ等満⾜度80％以上

東
京
都

東
京
都

歴
史
文
化
財
団

歴
史
文
化
財
団
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】「「文文化化的的なな行行事事やや場場所所、、ああるるいいはは活活動動ににつついいててのの情情報報のの入入手手」」のの
「「十十分分入入っってて来来てていいるる」」「「ああるる程程度度入入っってて来来てていいるる」」のの割割合合増増（（4466..88％％以以
上上））
【【目目標標②②】】収収蔵蔵品品目目録録公公開開点点数数9900,,000000点点
【【目目標標③③】】オオンンラライインン参参加加ププロロググララムム（（参参加加型型//双双方方向向））へへのの興興味味関関心心増増

・・情情報報アアククセセシシビビリリテティィ向向上上ののたためめ、、公公開開ししたたウウェェブブササイイトトのの内内容容をを更更新新・・充充実実しし、、
発発信信ししたた。。22002222年年度度のの実実績績はは年年度度末末ままででにに調調査査をを終終了了しし、、集集計計予予定定。。今今後後もも改改善善をを
継継続続ししつつつつ周周知知をを進進めめ、、必必要要なな方方へへ情情報報をを届届けけてていいくく。。
・・収収蔵蔵品品目目録録公公開開点点数数９９万万点点にに向向けけてて6600,,110088点点をを公公開開済済みみ。。22002222年年度度中中にに７７万万点点をを
公公開開すするる準準備備をを着着実実にに進進めめてていいくく。。
・・オオンンラライインン参参加加ププロロググララムムのの興興味味関関心心をを増増ややすすたためめ、、質質のの高高いい芸芸術術文文化化のの体体験験をを
提提供供すするるココンンテテンンツツをを届届けけてていいくく。。件件数数ととししててはは、、掲掲載載終終了了をを含含みみ、、555588件件をを公公開開
済済みみ

戦略を設定する理由・背景
東東京京22002200大大会会にに向向けけたたTTookkyyoo  TTookkyyoo FFEESSTTIIVVAALLのの取取組組にによよりり文文化化事事業業がが拡拡大大しし、、アアーートトをを楽楽ししむむ人人、、創創造造・・発発信信すするる人人がが益益々々増増加加ししてていいるる（（22001199年年1111月月1199日日生生活活文文化化局局
局局務務報報告告資資料料よよりり））。。一一方方、、ココロロナナ禍禍ににおおいいてて文文化化施施設設のの社社会会的的役役割割がが変変化化ししてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆都都立立文文化化施施設設がが発発信信すするる情情報報ははアアククセセシシビビリリテティィのの面面でで更更ななるる改改善善がが必必要要ででああ
るる。。
「「文文化化的的なな行行事事やや場場所所、、ああるるいいはは活活動動ににつついいててのの情情報報のの入入手手」」（（当当財財団団「「障障害害者者
のの文文化化活活動動参参加加機機会会のの拡拡大大状状況況のの指指標標化化報報告告書書 22001199年年度度」」））のの「「十十分分入入っってて来来
てていいるる」」「「ああるる程程度度入入っってて来来てていいるる」」のの合合計計はは4466..88％％
◆◆都都立立文文化化施施設設ににおおけけるる収収蔵蔵品品、、展展覧覧会会やや公公演演等等のの活活動動記記録録のの公公開開点点数数はは海海外外のの
状状況況とと比比較較ししてて低低いい状状況況ににああるる。。
都都立立文文化化施施設設のの収収蔵蔵品品目目録録公公開開点点数数約約5566,,000000点点（（22001199年年））
MMEETT……PPDDのの所所蔵蔵品品3377万万５５千千点点以以上上ををオオーーププンンアアククセセスス化化
MMooMMAA……約約2200万万点点のの収収蔵蔵品品ののううちち、、約約８８万万３３千千点点ををオオンンラライインン公公開開

課題解決の⼿段
◆◆デデジジタタルルをを活活用用ししてて情情報報保保障障のの拡拡充充やや文文化化資資源源のの情情報報公公開開をを推推進進ししてていいくく。。
◆◆ババリリアアフフリリーー設設備備・・ササーービビスス・・事事業業のの情情報報をを一一元元化化しし、、情情報報発発信信力力をを強強化化ししてて
いいくく。。情情報報アアククセセシシビビリリテティィ向向上上をを図図りり、、情情報報格格差差のの是是正正をを図図るる。。
◆◆都都立立文文化化施施設設のの収収蔵蔵品品公公開開ののたためめのの連連携携シシスステテムムのの構構築築、、デデーータタのの拡拡充充をを行行うう。。
◆◆ワワーーククシショョッッププややシシンンポポジジウウムム等等ののオオンンラライインン参参加加ププロロググララムムのの拡拡充充をを推推進進しし
てていいくく。。参参加加体体験験機機会会のの拡拡充充にによよりり、、新新たたなな文文化化価価値値をを創創出出すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

情情報報アアククセセ
シシビビリリテティィ
向向上上にに向向けけ
たた環環境境整整備備

目目
標標
①①

公公開開ししたたウウェェブブササイイトトへへ、、車車いいすす
利利用用者者・・障障害害者者等等にに向向けけたた施施設設のの
ババリリアアフフリリーー設設備備、、施施設設ままででののアア
ククセセスス等等のの情情報報をを一一元元公公開開すするるここ
ととにによよるる、、アアククセセシシビビリリテティィのの向向
上上

・・22002211年年度度にに開開設設のの専専用用ウウェェブブササイイトトへへ、、
都都立立文文化化施施設設へへののルルーートトママッッププやや、、施施設設内内
ののババリリアアフフリリーーにに関関すするる情情報報ををままととめめたたユユ
ニニババーーササルルガガイイドドをを掲掲載載。。ままたた、、各各施施設設のの
アアククセセススププロロググララムムのの情情報報もも一一元元化化しし、、随随
時時発発信信ししたた。。
・・財財団団本本部部ウウェェブブササイイトトへへももババナナーーリリンンクク
をを掲掲載載しし、、アアククセセシシビビリリテティィ向向上上のの施施策策とと
ししてて周周知知ししたた。。

・・ルルーートトママッッププはは既既存存のの情情報報をを利利用用者者視視点点でで精精
査査しし作作成成すするるここととでで、、利利便便性性のの向向上上にに取取りり組組んん
だだ。。ユユニニババーーササルルガガイイドドはは、、22002211年年度度ままででにに作作
成成ししたた８８施施設設（（東東京京都都美美術術館館、、庭庭園園美美術術館館、、江江
戸戸東東京京たたててもものの園園、、渋渋谷谷公公演演通通りりギギャャララリリーー、、
写写真真美美術術館館、、現現代代美美術術館館、、東東京京文文化化会会館館、、東東京京
芸芸術術劇劇場場））分分をを1111月月よよりり準準備備、、1122月月にに公公開開。。アア
ククセセススププロロググララムムはは、、各各施施設設かからら恒恒常常的的にに情情報報
収収集集すするるここととでで一一元元的的なな発発信信へへ繋繋げげたた。。
・・専専用用ウウェェブブササイイトトののココンンテテンンツツのの充充実実・・周周知知
をを継継続続しし、、必必要要なな方方へへ情情報報をを届届けけてていいくく。。

・・公公開開ししたたウウェェブブササイイトトのの運運用用・・改改
善善にによよるる、、アアククセセシシビビリリテティィのの向向上上
（（22002222年年度度9966,,000000PPVVにに対対しし111100％％））
・・芸芸術術文文化化ににおおけけるる専専門門分分野野のの変変換換
機機能能をを高高めめるるUUDDトトーーククののシシスステテムム機機
能能向向上上にによよるる利利用用のの促促進進

東東京京都都ココレレ
ククシショョンン
（（都都立立文文化化
施施設設のの収収蔵蔵
品品））公公開開

目目
標標
②②

・・TTookkyyoo  MMuusseeuumm  CCoolllleeccttiioonnででのの
収収蔵蔵品品目目録録公公開開点点数数約約７７万万点点（（改改
修修休休館館中中（（22002222～～22002255年年予予定定））のの
江江戸戸東東京京博博物物館館をを中中心心にに、、庭庭園園美美
術術館館、、写写真真美美術術館館、、現現代代美美術術館館をを
予予定定））
・・同同ウウェェブブササイイトトかからら一一部部画画像像
デデーータタ（（パパブブリリッッククドドメメイインン））のの
ダダウウンンロローードド利利用用開開始始にによよるる、、
デデーータタ利利用用のの促促進進

・・TTookkyyoo  MMuusseeuumm  CCoolllleeccttiioonnででのの収収蔵蔵品品目目
録録公公開開点点数数6600,,110088点点。。目目標標点点数数７７万万点点にに向向
けけてて、、江江戸戸東東京京博博物物館館、、庭庭園園美美術術館館、、写写真真
美美術術館館、、現現代代美美術術館館でで準準備備をを進進めめたた。。
・・ダダウウンンロローードド利利用用にに向向けけ、、国国内内外外のの美美術術
館館博博物物館館ののオオーーププンンデデーータタ状状況況をを調調査査ししたた。。
課課題題をを精精査査しし、、年年度度内内にに運運用用開開始始予予定定。。

・・３３年年間間のの計計画画をを立立ててたたここととでで、、そそれれにに向向けけてて
各各館館でで適適切切なな対対応応をを進進めめてていいるる。。３３かか年年のの目目標標
にに対対ししてて、、進進捗捗はは6677％％ととななっったた。。年年度度末末ままででにに
７７万万点点をを公公開開すするる見見込込みみででああるる。。
・・オオーーププンンデデーータタ化化にに際際ししててはは、、現現行行のの著著作作権権
法法にに合合わわせせたた対対応応がが必必要要ななここととかからら、、国国内内外外のの
事事例例調調査査にに加加ええ、、本本部部ににてて知知財財をを専専門門ととすするる顧顧
問問弁弁護護士士かからら助助言言をを受受けけるる等等のの対対応応にによよりり、、課課
題題をを精精査査ししたた。。利利活活用用のの促促進進にに向向けけてて、、各各館館とと
もも調調整整のの上上、、適適切切にに進進めめてていいくく。。

・・TTookkyyoo  MMuusseeuumm  CCoolllleeccttiioonnででのの収収蔵蔵
品品目目録録公公開開点点数数約約９９万万点点
・・同同ウウェェブブササイイトトのの画画像像デデーータタののダダ
ウウンンロローードド利利活活用用のの促促進進

オオンンラライインン
参参加加ププロロググ
ララムムのの公公開開

目目
標標
③③

高高品品質質映映像像オオンンデデママンンドド配配信信のの実実
施施にによよるるオオンンラライインンココンンテテンンツツのの
充充実実にによよりり、、ユユーーザザーーのの都都合合にに合合
せせてて質質のの高高いい体体験験機機会会をを提提供供（（写写
真真美美術術館館でで試試行行予予定定））

・・芸芸術術劇劇場場はは、、アアトトリリウウムムででのの生生演演奏奏のの
アアーーカカイイブブ映映像像をを配配信信ししたた。。
・・休休館館中中のの江江戸戸東東京京博博物物館館はは、、韓韓国国・・ソソウウ
ルル歴歴史史博博物物館館のの国国際際交交流流展展「「隅隅田田川川‐‐江江戸戸
時時代代のの都都市市風風景景」」ののオオンンラライインン展展覧覧会会をを実実
施施ししたた。。
・・写写真真美美術術館館はは、、アアニニメメーーシショョンンをを学学ぶぶ
WWeebbアアププリリ「「ママジジカカルルーーププ」」をを公公開開しし活活用用
をを開開始始ししたた。。

・・芸芸術術劇劇場場のの「「芸芸劇劇ササウウンンドド・・オオアアシシスス」」でではは、、
伝伝統統芸芸能能かかららククララシシッックク音音楽楽ままででののササウウンンドドとと
パパフフォォーーママンンススをを実実施施、、オオンンラライインンででもも配配信信すす
るるここととでで、、多多彩彩ななラライインンナナッッププをを提提供供ししたた。。
・・江江戸戸東東京京博博物物館館でではは、、オオンンラライインンココンンテテンンツツ
ととししてて学学芸芸員員のの解解説説やや展展示示物物のの紹紹介介もも丁丁寧寧にに行行
ううここととでで、、リリアアリリテティィののああるる鑑鑑賞賞体体験験をを提提供供しし
たた。。
・・写写真真美美術術館館でではは、、教教育育普普及及ププロロググララムムのの活活用用
にによよりり、、WWeebbアアププリリのの公公開開にに繋繋げげたた。。22002222年年度度
のの「「アアジジアアデデジジタタルルアアーートト大大賞賞展展FFUUKKUUOOKKAA」」でで
エエンンタターーテテイイメメンントト部部門門にに入入賞賞。。

・・高高品品質質ななオオンンデデママンンドド・・ラライイブブ配配
信信のの実実施施にによよるる、、ユユーーザザーーののオオンンララ
イインンででのの体体験験ののささららななるる充充実実
・・オオンンラライインンココンンテテンンツツをを集集約約ししたた
財財団団ウウェェブブササイイトトへへのの総総掲掲載載件件数数増増
（（22002222年年度度555588件件にに対対しし111100％％））

(公財)東京都歴史⽂化財団

戦戦略略１１
デデジジタタルルをを活活用用ししたた都都立立文文化化施施設設のの利利便便性性・・アアククセセスス
性性のの向向上上

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「東東京京文文化化戦戦略略22003300」」（（戦戦略略２２ 芸芸術術文文化化のの力力でで、、人人々々にに喜喜びび、、感感動動、、新新たたなな価価値値のの発発見見ををももたたららすす））

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 〇

東
京
都

東
京
都

歴
史
文
化
財
団

歴
史
文
化
財
団
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】整整備備可可能能なな施施設設ににおおけけるる高高品品質質でで安安定定的的なな通通信信基基盤盤のの整整備備率率 110000%%
（（対対象象７７施施設設））
【【目目標標②②】】収収蔵蔵品品33DDデデーータタ・・高高精精細細画画像像のの公公開開
【【目目標標③③】】xxRRにによよるるババーーチチャャルルミミュューージジアアムムのの公公開開
【【目目標標④④】】誰誰ももがが新新たたななデデジジタタルルアアーートトにに触触れれらられれるる体体験験機機会会のの提提供供

・・通通信信基基盤盤のの整整備備110000％％実実施施にに向向けけてて、、22002222年年度度はは４４施施設設のの整整備備をを推推進進、、今今後後もも計計
画画にに基基づづきき実実施施ししてていいくく。。
・・収収蔵蔵品品33DDデデーータタやや高高精精細細画画像像のの公公開開ののたためめ、、８８点点ににつついいてて撮撮影影準準備備をを実実施施、、ここれれ
ををババーーチチャャルルミミュューージジアアムム等等ににもも利利活活用用ししてていいくく。。
・・誰誰ももががデデジジタタルルアアーートトにに触触れれるる機機会会ととししてて、、シシビビッックク・・ククリリエエイイテティィブブ・・ベベーースス
東東京京［［CCCCBBTT］］をを開開設設。。運運営営をを継継続続しし、、アアーートト＆＆テテククノノロロジジーーのの社社会会実実装装をを目目指指すすココ
アアププロロググララムムをを４４事事業業かからら６６事事業業へへ拡拡充充ししてていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
都都立立文文化化施施設設をを拠拠点点にに、、都都民民にに幅幅広広くく親親ししままれれてていいるる芸芸術術文文化化にに加加ええ、、テテククノノロロジジーーをを駆駆使使ししたた新新たたななアアーートトややエエンンタターーテテイインンメメンントト性性のの高高いいイイベベンントト等等がが創創造造発発信信
さされれるるよようう、、ここれれままででのの枠枠をを超超ええたた取取組組・・連連携携がが求求めめらられれてていいるる。。（（「「『『未未来来のの東東京京』』戦戦略略ビビジジョョンン」」よよりり））

団体における現状（課題）
◆◆専専門門人人材材がが横横断断的的にに連連携携しし、、ココンンテテンンツツへへのの戦戦略略的的投投資資等等のの仕仕組組みみをを検検討討すするる
ととととももにに、、体体制制強強化化ののたためめのの専専門門人人材材のの継継続続的的なな拡拡充充がが必必要要
◆◆高高品品質質なな施施設設イインンフフララのの整整備備がが必必要要
◆◆世世界界のの最最先先端端のの動動ききをを取取りり込込んんだだココンンテテンンツツのの生生産産にによよりり東東京京のの魅魅力力をを高高めめ、、
競競争争力力をを強強化化すするるここととがが必必要要
ススミミソソニニアアンン博博物物館館・・大大英英博博物物館館等等……所所蔵蔵品品のの３３DDデデーータタをを公公開開
MMooMMAA・・TTaatteeモモダダンン……オオンンラライインンVVRRでで展展覧覧会会をを鑑鑑賞賞ででききるる336600度度映映像像等等をを公公開開
◆◆海海外外でではは、、デデジジタタルル環環境境整整備備をを背背景景にに、、アアーーテティィスストトががテテククノノロロジジーーをを活活用用しし
たた先先駆駆的的なな芸芸術術がが生生ままれれてていいるる。。

課題解決の⼿段
◆◆財財団団事事務務局局にに配配置置ししたた専専門門的的知知見見をを有有すするる人人材材をを中中心心にに、、学学芸芸・・舞舞台台制制作作・・舞舞
台台技技術術等等横横断断的的なな専専門門人人材材にによよるるタタススククフフォォーーススをを結結成成しし事事業業をを推推進進すするる。。
◆◆施施設設イインンフフララ・・情情報報環環境境をを整整備備ししてていいくく。。

いいずずれれのの都都立立文文化化施施設設ににおおいいててもも常常にに高高品品質質ななデデジジタタルルココンンテテンンツツのの提提供供をを可可
能能ととししてていいくく。。
◆◆先先進進的的ななDDXXのの推推進進にによよりり、、収収蔵蔵品品33DDデデーータタやや高高精精細細画画像像のの公公開開、、VVRRややイイママーーシシ
ブブ体体験験をを提提供供すするる新新たたななデデジジタタルルココンンテテンンツツのの開開発発・・提提供供をを行行っってていいくく。。

収収蔵蔵品品のの新新ししいい楽楽ししみみ方方をを提提供供すするるととととももにに、、リリアアルルととデデジジタタルルをを往往来来すするる新新
たたなな体体験験をを創創造造ししてていいくく。。
◆◆世世界界ののアアーートトシシーーンンのの潮潮流流をを踏踏ままええ、、テテククノノロロジジーーととアアーートトのの融融合合にによよるる新新たた
なな芸芸術術発発信信をを生生みみ出出すす場場をを整整備備

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

各各施施設設のの情情
報報通通信信基基盤盤
のの整整備備

目目
標標
①①

高高品品質質情情報報通通信信基基盤盤のの構構築築ににつついい
てて、、22002233年年度度以以降降にに予予定定のの２２施施設設
をを前前倒倒しし、、４４施施設設をを実実施施しし、、整整備備
率率8866％％のの達達成成（（たたててもものの園園、、写写真真
美美術術館館、、東東京京文文化化会会館館、、庭庭園園美美術術
館館をを予予定定））

・・たたててもものの園園、、写写真真美美術術館館、、東東京京文文化化会会館館、、
庭庭園園美美術術館館ににてて、、通通信信基基盤盤のの構構築築ののたためめのの
仕仕様様をを整整理理しし、、業業者者選選定定をを行行っったた。。年年度度末末
ままででのの整整備備にに向向けけてて、、着着実実にに進進めめてていいるる。。

・・各各館館のの状状況況やや今今後後のの利利用用方方法法にに適適ししたた実実施施にに
繋繋ががるるよようう、、本本部部とと各各館館ととのの連連携携体体制制ののももとと、、
本本部部ににてて各各館館にに応応じじたた仕仕様様のの調調整整をを計計画画的的にに
行行っったた。。工工事事のの日日程程調調整整をを行行いい、、22002222年年度度のの３３
月月末末ままででにに、、全全館館でで工工事事がが終終了了しし、、整整備備率率はは
8866％％をを達達成成すするる見見込込みみででああるる。。

高高品品質質情情報報通通信信基基盤盤のの構構築築ににつついいてて、、
残残りり１１施施設設をを実実施施しし、、整整備備率率110000％％のの
達達成成（（東東京京都都美美術術館館をを予予定定））

収収蔵蔵品品３３DD
デデーータタやや高高
精精細細画画像像のの
公公開開

目目
標標
②②

収収蔵蔵品品３３DDデデーータタ、、高高精精細細・・ドド
ロローーンンにによよるる特特殊殊撮撮影影等等ののテテスストト
撮撮影影とと公公開開（（江江戸戸東東京京博博物物館館をを予予
定定））

・・江江戸戸東東京京博博物物館館でで、、８８点点のの対対象象物物（（写写真真
機機、、アアイイススククリリーームム製製造造器器、、ダダルルママ自自転転車車、、
蓄蓄音音機機、、手手動動ミミシシンン、、ドドレレスス、、ガガワワーーベベルル
電電話話機機、、座座敷敷ラランンププ））をを、、３３DD撮撮影影のの候候補補
ととししてて選選定定ししたた。。
・・ドドロローーンンのの特特殊殊撮撮影影はは22002211年年度度にに完完了了しし
たたももののをを、、休休館館中中のの江江戸戸東東京京博博物物館館ののオオンン
ラライインンココンンテテンンツツととししてて４４月月にに公公開開しし、、活活
用用ししたた。。

・・22002211年年度度にに実実施施ししたた、、収収蔵蔵品品のの造造形形性性をを踏踏まま
ええたた最最適適なな撮撮影影技技術術等等のの検検証証をを通通じじてて得得らられれたた
知知見見をを活活かかししたたここととでで、、効効果果的的にに対対象象物物をを選選定定
すするるここととががででききたた。。戦戦略略１１個個別別取取組組事事項項２２
「「TTookkyyoo  MMuusseeuumm  CCoolllleeccttiioonn」」ででのの公公開開やや、、戦戦
略略２２個個別別取取組組事事項項３３「「xxRRにによよるるイイママーーシシブブシシアア
タターー、、ババーーチチャャルルミミュューージジアアムムのの整整備備」」ののココンン
テテンンツツででののデデーータタのの利利活活用用もも見見込込みみななががらら、、計計
画画的的にに撮撮影影をを進進めめてていいくく。。

収収蔵蔵品品３３DDデデーータタのの「「TTookkyyoo  MMuusseeuumm  
CCoolllleeccttiioonn」」等等ででのの利利活活用用（（江江戸戸東東
京京博博物物館館をを予予定定））

xxRRにによよるるイイ
ママーーシシブブシシ
アアタターー、、
ババーーチチャャルル
ミミュューージジアア
ムムのの整整備備

目目
標標
③③

常常設設展展等等のの336600度度全全景景映映像像ココンンテテ
ンンツツをを新新規規公公開開しし、、江江戸戸東東京京博博物物
館館改改修修休休館館中中（（22002222～～22002255年年予予
定定））ににもも、、デデジジタタルルななららででははのの江江
戸戸・・東東京京のの魅魅力力をを継継続続的的にに提提供供

・・22002211年年度度ににリリリリーーススししたたススママーートトフフォォンン
アアププリリ「「ハハイイパパーー江江戸戸博博」」をを継継続続ししてて提提供供
ししたた。。
・・本本部部・・江江戸戸東東京京博博物物館館・・CCGG制制作作のの専専門門家家
等等にによよるるププロロジジェェククトトチチーームムでで、、「「江江戸戸のの
盛盛りり場場 両両国国」」のの次次ののテテーーママととししてて、、明明治治
のの東東京京のの魅魅力力をを届届けけるる「「銀銀座座煉煉瓦瓦街街とと東東京京
のの文文明明開開化化」」ののココンンテテンンツツ開開発発にに着着手手しし、、
進進めめてていいるる。。

・・iiOOSS版版ののリリリリーーススにに加加ええてて７７月月ににははAAnnddrrooiidd版版
ををリリリリーースス。。継継続続的的なな公公開開にによよりり、、ダダウウンンロローー
ドド数数はは3399,,115577件件ととななっったた。。
・・江江戸戸東東京京博博物物館館のの管管理理すするる収収蔵蔵品品をを活活かかししなな
ががらら、、22002211年年度度かかららののププロロジジェェククトトチチーームムにによよ
りり、、ゲゲーームムエエンンジジンンをを利利用用ししたたアアププリリケケーーシショョ
ンン・・ココンンテテンンツツをを継継続続ししてて開開発発ししてていいるる。。

・・常常設設展展３３DD++VVRR映映像像等等にによよるるババーー
チチャャルルミミュューージジアアムムをを構構築築しし、、江江戸戸
東東京京博博物物館館改改修修休休館館中中（（22002222～～22002255
年年予予定定））ににもも、、デデジジタタルルななららででははのの
江江戸戸・・東東京京のの魅魅力力をを継継続続的的にに提提供供
・・ススママーートトフフォォンンアアププリリ「「ハハイイパパーー
江江戸戸博博」」のの総総ダダウウンンロローードド数数増増
（（22002222年年度度比比111100％％））

「「シシビビッッ
クク・・ククリリエエ
イイテティィブブ・・
ベベーースス東東京京
［［CCCCBBTT］］」」
のの開開設設とと運運
営営

目目
標標
④④

アアーーテティィスストト・・ククリリエエーータターーのの創創
作作支支援援、、デデジジタタルルアアーートトのの身身近近なな
体体験験のの提提供供のの機機能能ををももつつ、、デデジジタタ
ルルアアーートトデデザザイインンララボボ（（仮仮称称））をを
開開設設

・・デデジジタタルルククリリエエイイテティィブブをを専専門門ととししたた東東
京京都都初初のの創創造造拠拠点点、、［［CCCCBBTT］］をを1100月月にに渋渋谷谷
にに開開設設ししたた。。オオーーププニニンンググにに際際しし、、アアーー
テティィスストト・・フフェェロローーにによよるる展展示示のの他他、、スス
ポポーーツツアアーートト共共創創「「未未来来のの東東京京のの運運動動会会」」
をを近近隣隣会会場場でで行行いい、、約約110000人人にに体体験験機機会会をを
提提供供。。開開設設後後ももワワーーククシショョッッププ等等のの実実施施をを
通通じじてて継継続続的的にに発発信信ししたた。。

・・東東京京都都ととのの協協働働ででププロロジジェェククトトをを主主導導しし、、ココ
ララボボレレーーシショョンン・・メメンンババーーややククリリエエイイテティィブブ
チチーームム等等、、多多岐岐ににわわたたるる専専門門家家のの参参画画をを得得なながが
らら進進めめるるここととでで、、予予定定通通りり開開設設すするるここととががでできき
たた。。ささららにに、、最最先先端端ののデデジジタタルルアアーートトをを発発信信しし
届届けけるるここととをを目目指指ししたたココンンテテンンツツのの共共創創にに向向けけ
てて、、ネネッットトワワーーククづづくくりりににもも繋繋げげたた。。ままたた、、
ハハーードド面面でではは、、約約338800㎡㎡ののススペペーーススにに、、ススタタジジ
オオ、、オオーーププンンススペペーースス、、テテッッククララボボをを備備ええ、、各各
ススペペーーススをを稼稼働働壁壁でで仕仕切切るるフフレレキキシシブブルルなな仕仕様様
ととすするるここととでで、、ププロロググララムムのの拡拡充充にに備備ええたた。。

・・アアーーテティィスストト・・ククリリエエーータターーのの創創
作作支支援援、、デデジジタタルルアアーートトのの身身近近なな体体
験験のの提提供供のの機機能能ををももつつ［［CCCCBBTT］］のの運運
営営とと、、アアーートト＆＆テテククノノロロジジーーのの社社会会
実実装装をを目目指指すす参参加加体体験験型型ののココアアププロロ
ググララムムをを４４事事業業かからら６６事事業業へへ拡拡充充
・・ワワーーククシショョッッププ等等満満足足度度8800％％以以上上

(公財)東京都歴史⽂化財団

戦戦略略２２ 最最先先端端技技術術にによよるる芸芸術術文文化化のの新新ししいい鑑鑑賞賞体体験験のの創創出出

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

〇

関連する都の重要施策
■■「「東東京京文文化化戦戦略略22003300」」（（戦戦略略２２ 芸芸術術文文化化のの力力でで、、人人々々にに喜喜びび、、感感動動、、新新たたなな価価値値のの発発見見ををももたたららすす））

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 〇

東
京
都

東
京
都

歴
史
文
化
財
団

歴
史
文
化
財
団
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】「「障障害害者者対対象象事事業業のの利利用用経経験験・・認認知知ににつついいてて」」のの認認知知率率増増
（（1177..22％％以以上上））
【【目目標標②②】】各各施施設設新新規規ププロロググララムムのの効効果果検検証証（（参参加加者者満満足足度度、、専専門門家家レレ
ビビュューーにによよるる評評価価をを受受けけるる））ととププロロググララムムのの改改善善
【【目目標標③③】】外外部部のの専専門門機機関関・・団団体体等等ととのの協協働働ププロロググララムムのの効効果果検検証証（（参参加加者者
満満足足度度、、専専門門家家レレビビュューーにによよるる評評価価をを受受けけるる））ととププロロググララムムのの改改善善

・・目目標標①①のの実実績績はは22002222年年度度末末ままででにに調調査査をを終終了了しし、、集集計計予予定定
・・目目標標①①②②にに向向けけてて、、障障害害者者対対象象事事業業のの利利用用・・経経験験をを増増ややししてていいくくたためめ、、内内外外連連携携
体体制制のの構構築築やや新新たたななププロロググララムムややイインンタターーフフェェイイススのの開開発発をを実実施施ししたた。。今今後後ももププロロ
ググララムムをを検検証証しし、、改改善善・・開開発発をを行行っってていいくく。。
・・目目標標①①③③にに向向けけてて、、国国際際ププララッットトフフォォーームムのの構構築築ののたためめ、、「「だだれれももがが文文化化ででつつなな
ががるる国国際際会会議議」」をを実実施施ししたた。。ここのの実実績績をを22002233年年度度にに開開催催すするるササママーーセセッッシショョンン（（ププ
レレ国国際際会会議議））のの準準備備にに繋繋げげてていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
海海外外のの主主要要文文化化施施設設でではは、、芸芸術術文文化化のの力力にによよるる社社会会課課題題解解決決のの取取組組がが進進展展ししてておおりり、、アアーートトのの力力やや都都立立文文化化施施設設のの資資源源をを活活用用しし、、多多様様なな価価値値観観をを認認めめああうう共共生生社社会会のの
実実現現へへのの貢貢献献がが求求めめらられれてていいるる。。（（「「『『未未来来のの東東京京』』戦戦略略ビビジジョョンン」」よよりり））

団体における現状（課題）
◆◆各各施施設設ででははここれれままででもも多多言言語語対対応応・・ババリリアアフフリリーー対対応応をを進進めめるるととととももにに、、高高齢齢
者者、、障障害害者者、、乳乳幼幼児児等等にに向向けけたたププロロググララムムをを実実施施ししててききたたがが、、多多様様なな東東京京のの社社会会
課課題題にに包包括括的的にに対対応応ししてていいくくたためめににはは内内外外のの体体制制整整備備がが必必要要
「「障障害害者者対対象象事事業業のの利利用用経経験験・・認認知知ににつついいてて」」（（当当財財団団「「障障害害者者のの文文化化活活動動参参加加
機機会会のの拡拡大大状状況況のの指指標標化化報報告告書書 22001199年年度度」」））のの認認知知率率はは1166..44％％
MMooMMAA・・シシンンガガポポーールル美美術術博博物物館館等等……教教育育普普及及ププロロググララムムととはは別別途途アアククセセススププロロググ
ララムムをを開開始始

課題解決の⼿段
◆◆従従来来のの各各施施設設ででのの取取組組にに加加ええ、、財財団団全全体体のの重重点点的的なな取取組組ととししてて財財団団事事務務局局にに設設
置置ししたたココアアチチーームムをを中中心心にに、、本本ププロロジジェェククトトをを「「面面」」ととししてて拡拡げげてていいくく。。
◆◆ココアアチチーームムののココーーデディィネネーートトにによよりり、、各各施施設設横横断断的的なな担担当当者者会会・・テテーーママ別別打打ちち
合合わわせせをを実実施施すするる。。ここれれららのの取取組組にによよりり内内部部連連携携体体制制をを強強化化しし、、現現場場のの課課題題やや
ニニーーズズをを共共有有すするる。。
◆◆外外部部のの専専門門機機関関・・団団体体等等とと新新たたななネネッットトワワーーククをを構構築築すするる。。ここののネネッットトワワーークク
をを活活用用しし、、新新たたななププロロググララムムのの企企画画開開発発やや、、最最先先端端技技術術をを活活用用ししたたイインンタターーフフェェ
イイスス開開発発をを推推進進ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

内内外外連連携携体体
制制のの構構築築

目目
標標
①①
③③

・・財財団団内内ででののテテーーママ別別研研究究会会のの継継
続続実実施施
・・筑筑波波技技術術大大学学、、厚厚生生労労働働省省、、文文
化化庁庁、、つつななががりり創創生生財財団団等等のの専専門門
団団体体ととのの情情報報交交換換やや協協働働等等のの連連携携
体体制制をを強強化化しし、、個個別別取取組組事事項項２２のの
計計画画実実施施等等へへもも繋繋げげるる。。

・・財財団団内内ででのの担担当当者者会会をを継継続続ししたた（（２２回回））。。
・・筑筑波波技技術術大大学学、、厚厚生生労労働働省省、、文文化化庁庁、、つつ
ななががりり創創生生財財団団等等のの専専門門団団体体ととのの連連携携体体制制
をを強強化化しし、、戦戦略略３３個個別別取取組組事事項項２２のの新新規規ププ
ロロググララムムやや個個別別取取組組事事項項項項目目４４のの「「だだれれもも
がが文文化化ででつつななががるる国国際際会会議議」」ででのの協協力力にに繋繋
げげたた。。

・・財財団団全全体体ででのの取取組組やや、、各各施施設設等等ででのの個個別別課課題題
等等ををテテーーママととししつつつつ、、情情報報共共有有のの場場ととししてて担担当当
者者会会をを活活用用ししてていいるる。。個個別別取取組組事事項項４４のの22002233年年
度度ののササママーーセセッッシショョンン（（仮仮））にに向向けけてて、、財財団団職職
員員のの知知見見をを深深めめるる場場ととししててもも活活用用ししてていいくく。。
・・国国際際会会議議等等のの共共通通のの場場ががああるるここととでで、、戦戦略略３３
個個別別取取組組事事項項２２・・４４にに記記載載ののよよううなな、、国国内内外外のの
関関連連機機関関ととのの連連携携をを深深めめるるここととががででききたた。。22002233
年年度度ののササママーーセセッッシショョンン（（仮仮））にに向向けけててはは、、自自
治治体体やや民民間間団団体体ののリリササーーチチをを行行いい、、新新たたなな連連携携
体体制制のの準準備備をを進進めめてていいくく。。

・・財財団団内内ででののテテーーママ別別研研究究会会のの継継続続
実実施施
・・筑筑波波技技術術大大学学、、つつななががりり創創生生財財団団
等等のの専専門門団団体体ととのの連連携携体体制制にによよるる、、
共共生生社社会会のの実実現現をを目目指指ししたた企企画画開開発発

新新規規ププロロググ
ララムムのの企企画画
開開発発・・検検証証

目目
標標
①①
②②

・・つつななががりり創創生生財財団団とと連連携携しし、、やや
ささししいい日日本本語語をを使使用用ししたた多多文文化化共共
生生ププロロググララムムのの実実施施
・・個個別別取取組組事事項項４４のの国国際際カカンンフファァ
レレンンススでで実実施施すするる、、イインンククルルーーシシ
ブブデデザザイインンのの手手法法ををももちちいいてて文文化化
やや言言語語がが異異ななるる人人々々がが集集うう共共創創型型
ワワーーククシショョッッププににおおいいてて、、新新たたなな
ププロロググララムムをを創創発発

・・つつななががりり創創生生財財団団とと連連携携しし、、江江戸戸東東京京たた
ててもものの園園・・東東京京都都美美術術館館のの展展覧覧会会とと連連動動しし
たたややささししいい日日本本語語ガガイイドドブブッッククをを作作成成ししたた。。
・・「「だだれれももがが文文化化ででつつななががるる国国際際会会議議」」のの
短短期期集集中中キキャャンンププ「「共共鳴鳴すするる身身体体」」ととししてて、、
アアククセセシシブブルルなな楽楽器器をを共共創創すするるイインンククルルーー
シシブブななワワーーククシショョッッププをを開開催催、、成成果果物物をを国国
際際会会議議でで展展示示紹紹介介ししたた。。

・・ガガイイドドブブッッククはは、、２２館館でで開開催催中中のの展展覧覧会会ををやや
ささししいい日日本本語語でで紹紹介介、、現現地地へへ誘誘導導すするるももののでで、、
つつななががりり創創生生財財団団とと財財団団本本部部、、館館ととのの連連携携にによよ
りり作作成成ででききたた。。
・・財財団団内内外外ののネネッットトワワーーククをを通通じじてて関関心心ののああるる
層層へへ周周知知しし、、参参加加者者はは2211（（ううちちろろうう者者３３、、視視覚覚
障障害害者者１１））名名ととななっったた。。国国内内外外かかららデディィレレクク
タターー３３名名・・講講師師４４名名招招きき、、５５日日間間ののレレククチチャャーー
ととググルルーーププワワーーククをを集集中中ししてて行行ううここととでで、、障障害害
当当事事者者やや専専門門家家ののみみななららずず、、文文化化やや言言語語、、考考ええ
方方のの異異ななるる人人々々のの協協働働にによよるる、、新新ししいい音音楽楽のの楽楽
ししみみ方方をを提提案案すするる楽楽器器をを創創作作ししたた。。

・・ププロロググララムムのの検検証証・・改改善善にによよるる
ユユーーザザビビリリテティィののささららななるる向向上上
・・子子供供等等若若年年層層ががよよりり深深くく芸芸術術文文化化
にに親親ししめめるる体体験験メメニニュューーのの充充実実

民民間間連連携携にに
よよるるイインン
タターーフフェェイイ
スス開開発発やや協協
働働ワワーークク
シショョッッププのの
実実施施

目目
標標
①①
③③

ピピッッチチココンンテテスストト参参加加者者とと文文化化施施
設設ととのの協協働働開開発発・・検検証証（（１１件件））にに
よよりり、、最最先先端端技技術術をを活活用用ししたた芸芸術術
文文化化のの新新ししいい体体験験をを届届けけるる

・・22002211年年度度ののココンンテテスストトのの優優勝勝社社とと協協働働しし、、
VVRR空空間間内内をを自自由由移移動動・・体体験験共共有有をを可可能能ににすす
るる「「AABBAALLシシスステテムム」」をを活活用用ししたた、、モモデデルル作作
品品のの制制作作にに着着手手ししたた。。
・・戦戦略略２２個個別別取取組組事事項項４４のの〔〔CCCCBBTT〕〕ととのの技技
術術連連携携にによよるる、、視視覚覚障障害害者者にに向向けけたた新新たたなな
美美術術館館ガガイイドドのの開開発発をを目目的的ととししたた調調査査をを開開
始始ししたた。。

・・限限らられれたたススペペーーススにに巨巨大大ななVVRR空空間間をを作作りり、、自自
由由にに移移動動やや体体験験ががででききるる「「AABBAALLシシスステテムム」」をを活活
用用しし、、落落語語のの「「死死神神」」ををテテーーママととししたた浮浮世世絵絵のの
世世界界をを巡巡るる新新ししいいアアーートトココンンテテンンツツのの開開発発にに着着
手手ししたた。。戦戦略略２２個個別別取取組組事事項項４４でで開開設設ししたた
〔〔CCCCBBTT〕〕でで、、本本作作品品をを発発表表しし体体験験をを届届けけるる。。
・・筑筑波波技技術術大大学学とと本本部部、、各各館館（（庭庭園園美美術術館館、、写写
真真美美術術館館））ととのの連連携携にによよるる課課題題整整理理やや示示唆唆・・助助
言言をを活活用用すするるこことと、、点点字字ププリリンンタターー等等〔〔CCCCBBTT〕〕
ででののフファァブブリリケケーーシショョンン技技術術をを活活かかすすここととでで企企
画画にに繋繋げげてて、、22002233年年度度にに実実物物のの制制作作をを目目指指すす。。

［［CCCCBBTT］］ででのの民民間間連連携携にによよるる文文化化施施
設設ととのの協協働働開開発発・・検検証証（（１１件件））にによよ
りり、、障障害害ののああるる方方へへもも最最先先端端技技術術をを
活活用用ししたた芸芸術術文文化化のの新新ししいい体体験験をを届届
けけるる。。

ダダイイババーーシシ
テティィ推推進進にに
向向けけたた国国際際
ププララッットト
フフォォーームムのの
構構築築

目目
標標
①①
③③

多多様様性性やや包包摂摂性性のの推推進進等等ををテテーーママ
ととししたた国国際際カカンンフファァレレンンススをを開開催催
しし、、欧欧米米ややアアジジアア諸諸国国のの専専門門家家がが
集集うう講講演演やや、、国国内内外外のの異異分分野野機機関関
等等をを繋繋ぐぐネネッットトワワーーキキンンググププロロググ
ララムム、、展展示示・・上上映映をを中中心心ととししたた
シショョーーケケーースス等等をを実実施施

・・共共生生社社会会ををテテーーママにに、、アアジジアア初初のの総総合合国国
際際会会議議「「だだれれももがが文文化化ででつつななががるる国国際際会会
議議」」をを66//2288～～77//77にに開開催催。。国国内内のの専専門門家家のの
他他、、ロロンンドドンン市市副副市市長長やや、、シシンンガガポポーールル・・
台台湾湾等等アアジジアア各各国国かからら招招聘聘ししたた専専門門家家にによよ
るる講講演演やや分分科科会会、、ブブーースス・・ププレレゼゼンンテテーー
シショョンン、、展展示示等等をを通通じじてて、、多多様様なな参参加加者者にに
よよるる議議論論のの機機会会をを創創出出ししたた。。

・・複複数数日日・・複複数数会会場場でで多多岐岐ののププロロググララムムをを準準備備
しし、、ココミミッッテティィにによよるる運運営営企企画画、、都都立立文文化化施施設設
のの専専門門人人材材のの参参画画、、出出展展者者のの公公募募等等、、幅幅広広くく専専
門門家家のの協協力力をを得得るるここととでで、、国国際際会会議議をを実実施施。。
・・会会議議をを通通じじ情情報報保保障障支支援援（（日日英英同同時時通通訳訳、、手手
話話通通訳訳、、文文字字情情報報支支援援、、事事前前資資料料配配布布））をを行行っっ
たた他他、、一一部部ラライイブブ配配信信をを行行いい、、来来場場がが困困難難なな方方
へへもも届届けけたた。。ここれれにによよりり、、障障害害ののああるる当当事事者者もも
含含めめ、、出出演演関関係係者者約約330000組組・・団団体体、、ププロロググララムム
参参加加者者約約55,,000000（（ううちちオオンンラライインン11,,440000））人人のの参参
加加・・参参画画ががあありり、、今今後後にに繋繋ががるる活活発発なな議議論論のの場場
ととななっったた。。

・・多多様様性性やや包包摂摂性性のの推推進進等等ををテテーーママ
ととししたたササママーーセセッッシショョンン（（ププレレ国国際際
会会議議））（（仮仮））をを開開催催しし、、国国内内外外ののププ
ララッットトフフォォーームム（（約約3300団団体体規規模模））をを
構構築築

障障害害ののああるる
方方等等へへのの情情
報報保保障障・・鑑鑑
賞賞ササポポーートト
のの体体系系化化

目目
標標
①①
③③

【【22002233年年度度 新新規規個個別別取取組組事事項項】】

・・障障害害ののああるる方方等等へへのの情情報報保保障障・・鑑鑑賞賞ササ
ポポーートトのの体体系系化化ののたためめ、、調調査査項項目目をを策策定定しし
たた。。

・・財財団団のの各各施施設設及及びびアアーーツツカカウウンンシシルル東東京京ににおお
けけるるここれれままででのの取取組組・・知知見見のの蓄蓄積積をを踏踏ままええたた、、
情情報報保保障障・・鑑鑑賞賞ササポポーートトにに関関すするる調調査査項項目目をを策策
定定ししたた。。３３月月末末にに向向けけてて、、ロロジジッッククモモデデルルにによよ
るる指指標標づづくくりり、、国国内内外外のの事事例例調調査査、、財財団団各各施施設設
へへのの状状況況調調査査をを行行いい、、22002233年年度度ののガガイイドドラライインン
のの策策定定へへ繋繋げげてていいくく。。

財財団団ととししててのの障障害害ののああるる方方等等へへのの情情
報報保保障障・・鑑鑑賞賞ササポポーートトにに関関すするる体体系系
化化にに基基づづきき「「誰誰ももがが気気軽軽にに芸芸術術文文化化
をを享享受受ででききるる環環境境整整備備ガガイイドドラライインン
（（仮仮））」」のの策策定定

(公財)東京都歴史⽂化財団

戦戦略略３３
芸芸術術文文化化版版SSDDGGssにによよるる「「誰誰一一人人取取りり残残ささなないい」」共共生生社社
会会のの実実現現にに寄寄与与

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「東東京京文文化化戦戦略略22003300」」（（戦戦略略１１ 誰誰ももがが芸芸術術文文化化にに身身近近にに触触れれらられれるる環環境境をを整整ええ、、人人々々のの幸幸せせにに寄寄与与すするる、、戦戦略略３３ 国国内内外外ののアアーートトシシーーンンのの中中心心ととししてて、、世世界界をを魅魅了了
すするる創創造造性性をを生生みみ出出すす））

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 〇
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】支支援援のの取取組組やや成成果果ををわわかかりりややすすくく発発信信すするるととととももにに、、アアーーテティィスス
トトやや芸芸術術文文化化をを支支ええるる人人材材をを着着実実にに育育成成・・支支援援
【【目目標標②②】】アアーーテティィスストトののキキャャリリアアやや芸芸術術団団体体等等のの活活動動スステテーージジ、、活活動動規規模模
にに応応じじたた柔柔軟軟なな支支援援ププロロググララムムをを開開発発しし、、多多様様なな創創造造活活動動のの担担いい手手ののスステテッッ
ププアアッッププをを後後押押しし

・・アアーーテテイイスストトやや芸芸術術文文化化をを支支ええるる人人材材をを育育成成・・支支援援すするるたためめ、、既既存存事事業業のの整整理理をを
行行っったた。。今今後後はは東東京京都都のの外外部部有有識識者者にによよるる委委員員会会ででのの意意見見をを得得ななががらら、、22002233年年度度はは
事事業業のの改改善善とと体体系系化化をを行行っってていいくく。。
・・アアーーテティィスストト等等ののスステテッッププアアッッププをを後後押押ししすするるたためめ、、助助成成事事業業をを適適切切にに運運用用しし、、
採採択択件件数数はは334400件件ととななっったた。。各各事事業業をを適適切切にに運運用用・・評評価価・・改改善善すするるととととももにに、、創創作作
活活動動やや相相談談窓窓口口等等、、支支援援をを拡拡充充ししてていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの拡拡大大にに伴伴うう入入国国制制限限措措置置やや外外出出自自粛粛ななどどにによよりり、、様様々々なな文文化化イイベベンントトがが中中止止ととななりり、、アアーーテティィスストトやや団団体体等等のの活活動動のの場場がが失失わわれれたた。。アアフフ
タターーココロロナナにに備備ええ、、芸芸術術文文化化のの担担いい手手をを継継続続的的にに支支援援すするる取取組組がが求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆ここれれままででもも都都立立文文化化施施設設等等ににおおいいてて多多様様なな支支援援のの取取組組をを実実施施ししてていいるるがが、、そそれれ
ぞぞれれのの取取組組はは充充実実ししてていいるる一一方方、、団団体体ととししててのの体体系系整整備備やや、、都都のの文文化化政政策策ととのの連連
動動性性のの確確保保がが必必要要
◆◆ココロロナナ禍禍でで影影響響をを受受けけたた芸芸術術文文化化活活動動へへのの緊緊急急支支援援ととししてて、、アアーーテティィスストト等等個個
人人やや団団体体をを支支援援すするる「「アアーートトににエエーールルをを!!東東京京ププロロジジェェククトト」」をを、、都都ととのの共共催催にによよ
りり実実施施ししててききたたがが、、長長期期化化すするるココロロナナ禍禍にによよりり落落ちち込込んんだだ芸芸術術文文化化活活動動にに対対ししてて
はは、、今今後後もも継継続続的的なな支支援援強強化化がが必必要要

課題解決の⼿段
◆◆都都がが策策定定すするる新新たたなな文文化化戦戦略略とと連連動動しし、、中中長長期期的的なな視視点点にによよりり支支援援事事業業をを体体系系
的的にに展展開開
◆◆「「アアーートトににエエーールルをを!!東東京京ププロロジジェェククトト」」ををレレガガシシーーととししてて継継承承・・発発展展ささせせ、、助助
成成ププロロググララムムのの新新設設・・拡拡充充等等にによよりり、、助助成成事事業業全全体体をを強強化化

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

アアーーテティィスス
トトやや芸芸術術文文
化化をを支支ええるる
人人材材のの支支援援
育育成成事事業業のの
体体系系化化

目目
標標
①①

・・東東京京都都がが「「新新たたなな文文化化戦戦略略」」にに
沿沿っってて実実施施をを予予定定ししてていいるる既既存存人人
材材育育成成事事業業のの評評価価検検証証及及びび、、検検討討
委委員員会会へへのの協協力力
・・都都とと協協働働しし、、組組織織横横断断でで体体系系的的
なな人人材材育育成成ププロロググララムムをを構構築築

・・財財団団がが主主催催すするる既既存存のの担担いい手手育育成成事事業業にに
つついいてて、、評評価価のの対対象象ととななるる情情報報（（経経緯緯、、対対
象象、、事事業業規規模模等等））をを収収集集しし、、整整理理ししたた。。まま
たた、、東東京京都都のの検検討討委委員員会会のの材材料料ととししてて東東京京
都都へへ共共有有ししたた。。

・・東東京京都都ととのの打打ちち合合わわせせにによよりり、、認認識識とと方方向向性性
ををすすりり合合わわせせななががらら進進めめてていいるる。。各各館館等等へへののヒヒ
アアリリンンググやや事事前前視視察察をを丁丁寧寧にに行行ううここととでで、、正正確確
にに情情報報をを収収集集・・整整理理すするるここととにに繋繋げげたた。。
・・都都のの検検討討委委員員会会でではは現現状状にに基基づづいいたた課課題題整整理理
をを予予定定ししてていいるる。。ここれれにに基基づづきき、、体体系系的的なな人人材材
育育成成ププロロググララムムをを検検討討・・構構築築ししてていいくく。。

・・検検討討結結果果にに基基づづくく具具体体的的なな事事業業のの
組組みみ立立てて
・・人人材材育育成成ププロロググララムムのの一一部部実実施施及及
びび財財団団ウウェェブブササイイトトででのの発発信信とと、、組組
織織横横断断でで体体系系的的なな人人材材育育成成ププロロググララ
ムムのの本本格格実実施施ののたためめのの予予算算要要求求

芸芸術術文文化化事事
業業助助成成のの継継
続続実実施施

目目
標標
②②

東東京京のの芸芸術術文文化化のの魅魅力力をを向向上上ささせせ、、
世世界界にに発発信信ししてていいくく創創造造活活動動をを支支
援援すするる助助成成事事業業をを始始めめととすするる各各種種
助助成成事事業業のの適適切切なな運運用用・・評評価価・・改改
善善

下下記記助助成成事事業業をを適適切切にに運運用用（（採採択択//申申請請件件
数数））
・・芸芸術術文文化化魅魅力力創創出出（（6688//220066））
・・ラライイフフウウィィズズアアーートト（（55//1100））
・・ススタターートトアアッッププ（（110055//441100））
・・創創造造発発信信（（110077//443300））
・・社社会会支支援援（（2233//7733））
・・地地域域芸芸術術文文化化（（1188//3311））
・・伝伝統統芸芸能能体体験験活活動動（（1144//3300））

・・長長期期化化すするる新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染拡拡大大へへのの
影影響響がが残残るる中中、、芸芸術術文文化化のの担担いい手手をを継継続続的的にに支支
援援すするる取取りり組組みみをを進進めめるるたためめ、、従従来来かかららのの助助成成
ププロロググララムムにに加加ええ、、22002211年年度度かからら新新設設ししたたププロロ
ググララムムのの予予算算をを増増額額ししてて適適切切にに運運営営すするるとととともも
にに、、22002222年年度度かからら新新設設ののププロロググララムムをを実実施施すするる
ここととにによよっってて、、申申請請者者のの特特性性にに合合っったたよよりり幅幅広広
いい支支援援をを行行っったた。。22002233年年度度にに向向けけてて、、適適切切なな運運
用用・・評評価価・・改改善善をを継継続続すするる。。

東東京京のの芸芸術術文文化化のの魅魅力力をを向向上上ささせせ、、
世世界界にに発発信信ししてていいくく創創造造活活動動をを支支援援
すするる助助成成事事業業をを始始めめととすするる各各種種助助成成
事事業業のの適適切切なな運運用用・・評評価価・・改改善善・・対対
象象やや規規模模のの拡拡充充

アアーーテティィスス
トトやや芸芸術術文文
化化をを支支ええるる
人人材材のの活活動動
支支援援

目目
標標
②②

【【22002233年年度度 新新規規個個別別取取組組事事項項】】

・・若若手手アアーーテティィスストトのの創創作作活活動動をを支支援援すするる
たためめ、、物物件件をを確確保保しし期期間間限限定定でで設設置置すするる貸貸
ススペペーースス「「SSTTAARRTT  BBooxx  RRooppppoonnggii」」ににつついいてて、、
利利用用すするるアアーーテティィスストトのの募募集集をを1111月月にに開開始始
ししたた。。

・・地地価価やや物物価価がが高高いい都都心心部部でで、、利利用用ししややすすいい料料
金金をを設設定定ししたた期期間間限限定定のの貸貸ススペペーーススをを開開設設しし、、
若若手手アアーーテティィスストトのの創創作作活活動動をを支支援援すするる。。遊遊休休
施施設設のの活活用用をを前前提提ととしし、、今今回回はは六六本本木木駅駅よよりり徒徒
歩歩５５分分のの施施設設でで、、利利便便性性をを確確保保ししてていいるる。。
・・1111月月にに募募集集をを開開始始しし、、利利用用アアーーテティィスストトをを選選
定定のの上上、、１１月月よよりり貸貸出出をを開開始始予予定定。。22002222年年度度はは
試試行行実実施施ととしし、、22002233年年度度にに都都ととのの共共同同事事業業ととしし
てて別別エエリリアアでで本本格格実実施施をを予予定定。。

・・アアーーテティィスストトやや芸芸術術文文化化にに関関わわるる
方方のの持持続続的的なな支支援援ととししてて、、相相談談窓窓口口
（（ヘヘルルププデデススクク））ととななるる東東京京芸芸術術文文
化化活活動動ササポポーートトセセンンタターー（（仮仮称称））をを
設設置置
・・アアーーテティィスストトのの創創作作環環境境向向上上ののたた
めめ、、低低廉廉なな料料金金でで利利用用ででききるる創創作作活活
動動ののたためめのの貸貸ススペペーースス事事業業のの本本格格実実
施施（（６６区区画画））

(公財)東京都歴史⽂化財団

戦戦略略４４ 芸芸術術文文化化のの創創造造活活動動のの支支援援

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「東東京京文文化化戦戦略略22003300」」（（戦戦略略４４ アアーーテティィスストトやや芸芸術術文文化化団団体体等等がが継継続続的的にに活活動動ででききるる仕仕組組みみををつつくくるる））

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】新新たたなな文文化化戦戦略略にに取取りり組組みみ、、事事業業のの安安定定的的なな推推進進にに資資すするるたためめのの
財財源源ととししてて、、累累計計２２億億円円以以上上をを積積立立
【【目目標標②②】】経経費費節節減減とと外外部部資資金金のの獲獲得得にによよりり経経常常収収支支比比率率110000％％((収収支支差差００))をを
達達成成
【【目目標標③③】】人人材材育育成成をを通通じじたた財財団団職職員員のの専専門門性性等等のの維維持持向向上上
【【目目標標④④】】人人事事交交流流をを通通じじたた財財団団職職員員のの能能力力のの向向上上
【【目目標標⑤⑤】】財財団団職職員員のの組組織織ココミミッットトメメンントトのの向向上上

・・目目標標①①②②にに向向けけてて、、22002211年年度度決決算算でで22..2233億億円円をを積積立立。。1111月月末末決決算算見見込込のの収収支支比比率率
はは9988..88％％でで積積立立規規模模をを検検討討中中。。科科学学研研究究費費獲獲得得にに向向けけたた要要件件整整理理やや、、協協賛賛金金・・寄寄付付
金金ののつつななぎぎ止止めめにに向向けけたた働働ききかかけけをを実実施施、、取取組組みみをを継継続続すするる。。
・・新新たたなな人人材材育育成成方方針針のの方方向向性性をを策策定定、、22002233年年度度ままででにに詳詳細細なな制制度度設設計計をを行行うう。。人人
事事交交流流ににつついいててもも派派遣遣とと受受入入をを実実施施、、調調整整をを継継続続すするる。。
・・職職員員ののココミミッットトメメンントト向向上上ののたためめ、、職職員員参参画画型型でで長長期期ビビジジョョンンをを策策定定しし、、集集約約ささ
れれたた意意見見をを元元にに内内部部改改革革をを行行っってていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
ココロロナナ禍禍かからら常常態態へへ戻戻りりつつつつああるる現現状状をを踏踏ままええ、、都都財財政政のの先先行行ききがが不不透透明明なな中中ででもも団団体体ととししてて担担ううべべきき事事業業等等をを持持続続的的にに実実施施すするるたためめ、、組組織織ととししててのの経経営営課課題題（（財財務務、、
人人事事面面））へへのの取取組組みみがが求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆来来館館者者がが戻戻りりつつつつああるるもものののの、、入入場場料料収収入入及及びび施施設設使使用用料料収収入入はは、、新新型型ココロロナナ
ウウイイルルスス感感染染症症ままんん延延前前のの約約5544％％程程度度にに留留ままっってていいるる（（22001199年年対対比比））。。美美術術館館・・
博博物物館館ににおおいいててはは、、予予約約シシスステテムムをを導導入入しし、、安安全全にに観観覧覧可可能能なな反反面面、、ブブロロッッククババ
ススタターー展展ななどどにによよるる大大幅幅なな来来場場者者増増がが見見込込めめななくくななっってていいるる状状況況。。来来場場者者のの減減少少
にに伴伴いい、、シショョッッププ・・レレスストトラランン等等のの収収益益もも落落ちち込込みみ、、管管理理手手数数料料収収入入はは約約3344％％程程
度度にに減減少少ししてていいるる（（22001199年年対対比比））。。
◆◆新新たたなな文文化化戦戦略略でで示示さされれるる目目標標をを達達成成すするるたためめににはは、、職職員員のの専専門門性性ななどどのの能能力力
のの向向上上やや、、エエンンゲゲーージジメメンントトのの向向上上がが必必要要ででああるるがが、、例例ええばば現現行行人人材材育育成成方方針針はは
1100年年以以上上見見直直ししをを行行っってておおららずず、、東東京京のの芸芸術術文文化化をを取取りり巻巻くく現現状状をを踏踏ままええたた職職員員
のの人人材材育育成成ののたためめのの取取組組がが不不足足ししてていいるる。。

課題解決の⼿段
◆◆大大幅幅なな収収入入増増加加がが見見込込めめなないい現現状状ににおおいいててはは、、収収入入見見合合いいでで徹徹底底ししたた経経費費節節減減
をを実実施施
◆◆現現預預金金とと正正味味財財産産をを活活用用ししてて積積立立をを実実施施しし、、一一定定のの事事業業規規模模をを計計画画的的にに確確保保すす
るるととととももにに安安定定ししたた団団体体運運営営にに備備ええるる。。
◆◆更更ななるる財財源源のの確確保保にに向向けけ、、補補助助金金・・助助成成金金等等のの情情報報収収集集及及びび獲獲得得、、協協賛賛企企業業のの
維維持持及及びび掘掘りり起起ここしし等等のの取取組組をを実実施施
◆◆職職員員のの専専門門性性等等のの維維持持向向上上をを図図るるととととももにに、、新新たたなな文文化化戦戦略略のの実実現現にに寄寄与与でできき
るる人人材材をを育育成成ししてていいくくたためめ、、現現行行人人事事制制度度をを見見直直すす。。
◆◆職職員員のの能能力力向向上上にに資資すするるよようう、、東東京京都都やや民民間間企企業業・・他他団団体体ととのの人人事事交交流流をを推推進進
◆◆職職員員ののエエンンゲゲーージジメメンントトをを高高めめるるたためめ、、経経営営ビビジジョョンンのの共共有有とと更更ななるる実実行行のの仕仕
組組みみづづくくりりをを推推進進

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

自自己己財財源源のの
積積立立・・活活用用

目目
標標
①①
②②

・・新新たたにに１１億億円円程程度度のの積積立立をを実実施施
しし、、各各館館連連携携事事業業やや広広報報、、展展覧覧
会会・・公公演演等等のの充充実実にに取取りり組組むむこことと
でで、、財財団団のの認認知知度度ややブブラランンドド力力をを
向向上上
・・経経常常収収支支比比率率：：110000％％（（収収支支差差
００））

・・1111月月末末時時点点のの決決算算見見込込をを踏踏ままええ、、積積立立のの
規規模模及及びび原原資資をを検検討討
・・経経費費節節減減のの徹徹底底等等にによよりり、、1111月月末末決決算算見見
込込ににおおけけるる当当期期経経常常増増減減額額ののママイイナナスス幅幅をを
予予算算対対比比でで圧圧縮縮（（予予算算▲▲33..3311億億円円→→決決算算見見
込込▲▲22..1111億億円円））
・・経経常常収収支支比比率率9988..88％％

・・22002211年年度度決決算算ににおおけけるる当当期期経経常常増増減減額額はは11..2277
億億円円でであありり、、新新たたにに22..2233億億円円のの積積立立をを実実施施でできき
たた。。
・・22002222年年度度はは、、費費用用はは圧圧縮縮ししてていいるるもものののの、、電電
気気料料金金のの高高騰騰にによよりり、、1111月月末末時時点点のの光光熱熱水水費費のの
支支出出済済額額はは、、前前年年同同月月比比114477％％ににななっってていいるる。。
一一方方、、入入場場料料収収入入やや施施設設使使用用料料収収入入はは、、依依然然とと
ししてて厳厳ししいい状状況況だだがが、、回回復復傾傾向向ににああるる。。
・・徹徹底底ししたた経経費費節節減減をを続続けけるるととととももにに、、積積立立にに
よよりり、、財財団団のの認認知知度度・・ブブラランンドド力力向向上上にに向向けけたた
取取組組をを推推進進すするる。。

・・新新たたにに１１億億円円程程度度のの積積立立をを実実施施しし、、
財財団団のの認認知知度度・・ブブラランンドド力力向向上上にに向向
けけたた取取組組をを一一層層推推進進
・・経経常常収収支支比比率率：：110000％％（（収収支支差差００））

更更ななるる外外部部
資資金金のの獲獲得得

目目
標標
②②

・・科科学学研研究究費費獲獲得得にに向向けけたた、、学学術術
研研究究機機関関指指定定へへのの申申請請ののたためめのの実実
績績づづくくりり
・・現現状状分分析析にに基基づづきき、、財財団団全全体体でで
協協賛賛・・寄寄附附拡拡充充ののたためめののノノウウハハウウ
共共有有等等のの仕仕組組みみをを構構築築

・・科科学学研研究究費費獲獲得得にに向向けけたた調調査査をを行行いい、、申申
請請ののたためめのの要要件件をを整整理理ししたた。。
・・協協賛賛金金・・寄寄付付金金のの状状況況
22002211年年度度：：協協賛賛金金00..9999億億円円、、受受取取寄寄付付金金

00..1133億億円円
22002222年年度度ももほほぼぼ同同水水準準でで推推移移

・・文文化化庁庁関関係係のの国国庫庫補補助助金金・・助助成成金金のの状状況況
22002211年年度度：：11..77億億円円→→22002222年年度度：：22..1133億億

円円（（申申請請額額含含むむ））

・・財財団団学学芸芸員員のの知知見見ととネネッットトワワーーククをを活活かかしし、、
学学術術機機関関指指定定へへのの申申請請にに必必要要なな要要件件をを、、文文部部科科
学学省省おおよよびび国国内内研研究究機機関関へへののヒヒアアリリンンググ調調査査等等
にによよりり整整理理ししたた。。要要件件整整理理のの結結果果をを受受けけてて、、スス
ケケジジュューールルやや体体制制をを見見直直ししてていいくく。。
・・協協賛賛金金・・寄寄付付金金ののつつななぎぎ止止めめにに向向けけたた働働ききかか
けけをを継継続続すするるととととももにに、、事事業業にに対対すするる国国庫庫補補助助
金金・・助助成成金金のの情情報報収収集集をを行行いい、、獲獲得得にに向向けけたた取取
組組をを推推進進すするる。。

・・科科学学研研究究費費獲獲得得にに向向けけたた、、学学術術研研
究究機機関関指指定定へへのの申申請請ののたためめのの体体制制整整
備備
・・各各館館ににおおけけるる協協賛賛・・寄寄附附等等外外部部資資
金金獲獲得得先先のの更更ななるる拡拡充充
・・財財団団全全体体ととししてて戦戦略略的的にに外外部部資資金金
をを獲獲得得すするる取取組組みみのの拡拡充充

新新たたなな人人材材
育育成成方方針針等等
のの策策定定

目目
標標
③③

人人材材育育成成方方針針見見直直しし検検討討
具具体体的的ににはは、、以以下下ににつついいてて財財団団職職
員員やや他他団団体体、、有有識識者者へへののヒヒアアリリンン
ググをを行行いい、、最最適適なな見見直直しし案案をを作作成成
・・各各施施設設のの特特性性にに応応じじたた専専門門人人材材
のの確確保保
・・業業務務内内容容をを踏踏ままええたた雇雇用用形形態態のの
見見直直しし
・・雇雇用用形形態態毎毎ののキキャャリリアアププラランンとと
育育成成計計画画のの策策定定
・・職職員員ののススキキルルアアッッププをを図図るるたためめ
のの研研修修機機会会のの確確保保

・・財財団団職職員員へへののヒヒアアリリンンググととアアンンケケーートトをを
実実施施しし、、現現行行制制度度のの課課題題をを抽抽出出、、分分析析ししたた。。
・・有有識識者者やや他他団団体体へへののヒヒアアリリンンググをを実実施施すす
るるととととももにに、、人人材材ココンンササルルタタンントトをを活活用用しし、、
新新たたなな人人材材育育成成方方針針のの方方向向性性をを策策定定ししたた。。

・・全全財財団団職職員員をを対対象象ととししたたアアンンケケーートトをを分分析析すす
るるここととにによよりり、、現現行行制制度度のの課課題題がが明明確確ととななりり、、
課課題題解解決決にに向向けけたた方方向向性性をを策策定定すするるここととががでできき
たた。。ままたた、、有有識識者者かかららヒヒアアリリンンググしし、、人人材材ココンン
ササルルタタンントトかからら専専門門的的知知見見をを得得るるここととにによよっってて、、
現現行行制制度度をを客客観観的的にに分分析析しし、、効効果果的的なな職職員員のの人人
材材育育成成方方針針のの策策定定にに向向けけてて検検討討をを積積みみ重重ねねたた。。
ここれれららのの成成果果をを活活用用しし、、22002233年年度度ままででにに詳詳細細なな
制制度度設設計計をを行行うう。。

・・新新たたなな人人材材育育成成方方針針等等策策定定
・・人人事事制制度度のの一一部部改改正正とと運運用用準準備備
・・人人材材育育成成方方針針等等にに基基づづきき、、課課題題でで
ああるる専専門門人人材材ののキキャャリリアアププラランンやや人人
事事給給与与制制度度等等をを見見直直しし

東東京京都都やや民民
間間企企業業等等とと
のの人人事事交交流流
をを実実施施

目目
標標
④④

22002233年年度度のの実実施施にに向向けけてて、、東東京京都都
及及びび以以下下ののよよううなな人人事事交交流流候候補補企企
業業等等とと個個別別にに調調整整
・・観観光光業業界界ななどど、、財財団団のの事事業業内内容容
にに関関連連すするる企企業業等等
・・他他のの文文化化施施設設団団体体ななどどのの関関連連施施
設設等等
・・そそのの他他職職員員のの育育成成ににつつななががるる団団
体体、、企企業業等等

・・22002222年年度度、、東東京京都都にに研研修修生生１１人人をを派派遣遣。。
来来年年度度以以降降もも派派遣遣をを継継続続予予定定
・・22002222年年度度1100月月かからら３３月月ままでで、、区区市市町町村村のの
文文化化団団体体よよりり研研修修生生１１人人をを受受入入れれ
・・そそのの他他、、施施設設等等をを運運営営すするる団団体体とと、、来来年年
度度以以降降のの人人事事交交流流ににつついいてて調調整整予予定定

・・東東京京都都及及びび区区市市町町村村のの文文化化団団体体とと調調整整をを重重ねね、、
研研修修生生のの派派遣遣、、受受入入れれをを実実現現ししたた。。
ささららにに、、22002233度度以以降降のの人人事事交交流流をを実実施施にに向向けけてて、、
他他のの団団体体とと調調整整すするる。。

・・東東京京都都ととのの相相互互人人事事交交流流及及びび民民間間
企企業業等等ととのの人人事事交交流流をを実実施施
（（派派遣遣先先のの調調整整 ３３団団体体程程度度））
・・財財団団のの人人事事異異動動ののタタイイミミンンググででのの
交交流流開開始始をを予予定定

職職員員参参画画型型
のの運運営営方方針針
のの改改定定ととププ
ロロジジェェククトト
のの実実施施

目目
標標
⑤⑤

・・財財団団のの運運営営方方針針ででああるる「「長長期期ビビ
ジジョョンン」」のの改改定定にに職職員員参参画画型型でで取取
組組みみ、、公公開開
・・職職員員参参画画にによよるる提提案案実実現現型型ププロロ
ジジェェククトトをを開開催催しし提提案案をを採採用用

・・東東京京都都歴歴史史文文化化財財団団長長期期ビビジジョョンン22003300をを
６６月月にに策策定定しし公公開開。。今今後後のの経経営営やや事事業業計計画画
ににおおけけるる拠拠りり所所ととししてて活活用用ししてていいくく。。
・・職職員員かからら寄寄せせらられれたた、、組組織織運運営営やや事事業業企企
画画等等のの組組織織課課題題のの解解決決をを、、職職員員参参画画にによよるる
「「内内部部改改革革」」とと位位置置づづけけ、、本本部部ででのの検検討討をを
開開始始。。議議論論のの場場ととししててはは、、本本部部・・各各館館幹幹部部
にによよるる歴歴文文本本部部会会議議をを立立ちち上上げげたた。。

・・長長期期ビビジジョョンン改改定定のの過過程程でで全全財財団団職職員員をを対対象象
にに意意見見集集約約をを実実施施。。各各施施設設等等のの今今後後のの方方向向性性にに
つついいててもも、、各各所所属属内内でで職職員員参参加加でで検検討討ししたた。。ここ
れれららにによよりり、、組組織織全全体体ののビビジジョョンンととししてて職職員員のの
当当事事者者意意識識やや納納得得感感をを得得ななががらら策策定定すするるここととがが
ででききたた。。
・・長長期期ビビジジョョンン改改定定のの過過程程ででのの意意見見集集約約にによよりり、、
多多岐岐にに渡渡るる項項目目のの組組織織課課題題がが寄寄せせらられれたた。。内内部部
改改革革ととししてて実実現現にに向向けけたた整整理理ををしし、、職職員員参参画画にに
よよるる提提案案実実現現型型ププロロジジェェククトトははここのの取取組組のの一一つつ
ととししてて位位置置づづけけ直直ししたた。。

・・長長期期ビビジジョョンン22003300をを基基盤盤ととししたた財財
団団運運営営のの実実践践
・・「「組組織織運運営営」」「「事事業業企企画画」」「「広広
報報・・ププロロモモーーシショョンン」」「「職職場場環環境境改改
善善」」「「事事務務改改善善」」ののテテーーママごごととにに分分
けけたた内内部部改改革革をを一一部部実実行行

(公財)東京都歴史⽂化財団

戦戦略略５５ 持持続続的的なな事事業業実実施施ののたためめのの財財務務、、人人事事面面ででのの取取組組

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
－

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇
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５ 公益財団法⼈東京都交響楽団 
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2023年度改訂版のポイント

◆コロナ禍により⻑期的・具体的な⽬標設定が困難な状況であることから、⼀部の個別取組事項
について、2022年11⽉末時点の実績や今後の⾒通しを踏まえ⽬標を⾒直し

【プランの主な改訂内容】

（公財）東京都交響楽団

戦略２ ⽇本を代表するオーケストラとしての社会貢献とサービス向上
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

社会貢献に資する
出張演奏会の着実
な実施

○65回
○事業の意義や主催者への働きかけを通
じた社会貢献に関するPRの実施

社会貢献に資する
出張演奏会の着実
な実施

○65回
○徹底した感染症対策による安全な公演
実施に関して主催者や受け⼊れ先施設へ
働きかけることで、公演回数の増加を図
る

来場者サービス向
上に向けた各種取
組の推進

○効果検証を踏まえた検討実施
来場者サービス向
上に向けた各種取
組の推進

○主催者や訪問先のニーズに応じた⼩規
模演奏会の実施

キャッシュレス・
チケットレスサー
ビスの導⼊

○キャッシュレスサービスに係る対応の
充実（全⾯的なキャッシュレスの導⼊）
○チケットレスサービスの着実な運⽤
（全⾯的に定期演奏会で実施）

キャッシュレス・
チケットレスサー
ビスの導⼊

○システム提供事業者と協⼒したチケッ
トレスサービスの更なる利便性向上の追
求

戦略１ 新たなクラシックファン層の獲得による⾳楽芸術の更なる普及向上
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

誰もが⾳楽の楽し
さを体感・表現・
発信できる⼤規模
⾳楽祭の実施

○⼤規模⾳楽祭の定着化
（実績を踏まえた各種事業の検討実施）
○効果検証を踏まえた実⾏委員会⽅式の
運⽤

誰もが⾳楽の楽し
さを体感・表現・
発信できる⼤規模
⾳楽祭の実施

○観客参加型の新たなコンテンツの実施
や多摩地域でのオーケストラ公演回数拡
⼤（２回→６回）等による更なるファン
層の獲得
○実⾏委員会⽅式のメリットを活かした
⺠間企業との更なる連携
○年齢や障害の有無を問わず、誰もが⾳
楽の楽しさを実感できるインクルーシブ
な対応策（点字プログラム作成等）の検
討及び実施

⼦供向け⾳楽事業
の着実な実施

○教育⽀援プログラム（再構築後）の実
施
○⾳楽鑑賞教室やコロナ禍で代替となる
⼦供向け⾳楽事業の着実な実施

⼦供向け⾳楽事業
の着実な実施

○サラダ⾳楽祭「マスタークラス」拡充
による若い世代の参加促進
○徹底した感染症対策による各⼦供向け
⾳楽事業の着実な実施
○⾳楽鑑賞教室40回

ヤングシート（⻘
少年招待席）事業
の成⻑に向けた戦
略構築

○効果検証を踏まえた検討実施
ヤングシート（⻘
少年招待席）事業
の成⻑に向けた戦
略構築

○ヤングシート事業の拡⼤を⽬指す
（招待者数前年度⽐１割増）
○親⼦でクラシック⾳楽を楽しんでもら
えるよう募集の枠組みを再構築し、効果
的な運⽤を検討し実施

⾃主公演の年間⼊
場者率の確保

○82.0％
○魅⼒的なプログラムの実施
○各種広報媒体を⽤いた販売促進

⾃主公演の年間⼊
場者率の確保

○82.0%
○戦略的な広報・広告による販売促進
○コロナ後の来場者の動向を踏まえた公
演スケジュールの⾒直し
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（公財）東京都交響楽団

戦略４ 財政基盤の段階的な改善
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

⾃主公演の年間⼊
場料収⼊の確保

○273,000千円
○効果検証を踏まえた検討実施

⾃主公演の年間⼊
場料収⼊の確保

○273,000千円
○夜公演を昼公演に移⾏するなど、コロ
ナ後の来場者の動向を踏まえた公演スケ
ジュールへの⾒直し

企業協賛⾦の獲得
に向けた連携・戦
略構築

○効果検証を踏まえた検討実施
企業協賛⾦の獲得
に向けた連携・戦
略構築

○⽀援企業との情報交換等を密にし、⽀
援継続や増額を⽬指す
○引き続き新規開拓に取り組む
○⽀援企業へ向けた楽団の情報発信の充
実

個⼈寄付⾦の獲得
に向けた協調・戦
略構築

○効果検証を踏まえた検討実施
個⼈寄付⾦の獲得
に向けた協調・戦
略構築

○サポーター特典内容の再構築
○⽀援者への情報発信内容や⽅法の検討
及び実施
○楽団に親近感を感じてもらえるアプ
ローチの継続

戦略５ 演奏⽔準の維持向上と事務局の質的・量的な強化
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

計画的・戦略的な
楽員の採⽤ ○効果検証を踏まえた検討実施 計画的・戦略的な

楽員の採⽤

○受験者にとって参加しやすく、安⼼安
全なオーディションの実施
○グローバル時代に即した募集⽅法
（メール申込、動画審査等）の積極的な
導⼊により、⽇本を代表するオーケスト
ラに相応しい演奏⽔準を持つ⼈材の確保
を⽬指す

「東京都交響楽団
事務局職員チュー
ター制度」の策
定・運⽤

○効果検証を踏まえた検討実施
「東京都交響楽団
事務局職員チュー
ター制度」の策
定・運⽤

○事務局職員の組織⽀援⼒向上に資する
研修（監督職向けチームマネジメント研
修等）を新たに実施

他組織との⼈材交
流の活性化 ○効果検証を踏まえた検討実施 事務局職員のスキ

ルアップ促進

○広報に関する勉強会等、事務局職員の
スキルアップのための多様な⼿法の検討
及び実施
○事務局職員の⾃⼰啓発⽀援制度の構築
及び運⽤

戦略３ 発信⼒の強化による認知度の向上
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

出演者等と効果的
に連携した広報活
動の展開

○効果検証を踏まえた検討実施
出演者等と効果的
に連携した広報活
動の展開

○出演者や楽員と連携したリハーサル⾵
景や曲⽬紹介動画などの発信による楽団
SNSアカウント等の認知度向上

各種メディアや広
報媒体を活⽤した
戦略的な広報・営
業活動の実施

○効果検証を踏まえた検討実施
各種メディアや広
報媒体を活⽤した
戦略的な広報・営
業活動の実施

○TOKYO MXなど各種メディアとの連
携強化
○購買動向の分析を踏まえた広報媒体・
⼿法を⽤いたPRの実施

動画・⾳源配信事
業の更なる推進 ○効果検証を踏まえた検討実施 動画・⾳源配信事

業の更なる推進

○オーケストラをより⾝近に感じてもら
える配信活動の継続
○ファン層の拡⼤に繋がる新たなPRの
検討及び実施
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
・・大大規規模模音音楽楽祭祭のの開開催催地地域域拡拡大大・・定定着着化化
・・大大規規模模音音楽楽祭祭ににおおけけるる実実行行委委員員会会方方式式のの運運用用
・・子子供供向向けけ音音楽楽事事業業のの推推進進
【【目目標標②②】】
・・ヤヤンンググシシーートト（（青青少少年年招招待待席席））事事業業のの更更ななるる成成長長
【【目目標標③③】】
・・自自主主公公演演のの年年間間入入場場者者率率のの確確保保：：8822..00％％

・・新新たたななククララシシッッククフファァンン層層獲獲得得にに向向けけ、、大大規規模模音音楽楽祭祭のの拡拡充充をを行行ううととととももにに、、子子
供供向向けけ新新規規音音楽楽事事業業ととししてて、、ササララダダ音音楽楽祭祭「「ママススタターーククララスス」」のの開開催催やや、、「「子子供供をを
笑笑顔顔ににすするるププロロジジェェククトト」」へへのの参参画画ななどど、、新新たたななフファァンン獲獲得得にに向向けけたた取取組組をを着着実実にに
実実施施
・・ままたた、、ヤヤンンググシシーートト事事業業のの積積極極的的なな広広報報活活動動やや、、公公演演ププロロググララムムのの集集中中的的なな販販
促促・・広広報報展展開開をを実実施施すするるここととでで、、音音楽楽芸芸術術のの更更ななるる普普及及向向上上やや入入場場者者率率のの確確保保ににもも
取取りり組組んんででおおりり、、今今後後ももここれれららのの取取組組をを着着実実にに継継続続すするるここととでで、、新新たたななフファァンン層層のの
獲獲得得をを図図っってていいくく必必要要ががああるる。。

戦略を設定する理由・背景
「「首首都都東東京京のの音音楽楽大大使使」」ととししてて芸芸術術文文化化都都市市東東京京のの実実現現にに寄寄与与すするるとといいうう使使命命をを踏踏ままええ、、多多くくのの人人々々へへ良良質質なな音音楽楽にに触触れれるる機機会会をを提提供供しし、、音音楽楽芸芸術術のの更更ななるる普普及及をを図図
るるここととがが必必要要ででああるる。。ままたた、、ココロロナナ禍禍にによよりり、、業業界界全全体体でで顧顧客客離離れれがが懸懸念念さされれるるここととかからら、、音音楽楽芸芸術術のの灯灯をを絶絶ややささなないい取取組組がが求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆当当楽楽団団ににおおいいててもも、、ココロロナナへへのの不不安安かからら、、従従来来のの定定期期会会員員のの多多くくがが演演奏奏会会場場へへ
足足をを運運ぶぶここととをを懸懸念念すするるななどど、、顧顧客客離離れれ（（従従来来のの入入場場者者数数のの4400％％程程度度））がが進進んんでで
いいるる。。

◆◆ここののよよううなな中中、、ウウィィズズ・・ココロロナナにに係係るる対対応応をを踏踏ままええななががららもも、、当当楽楽団団のの使使命命をを
果果たたすすべべくく音音楽楽芸芸術術のの普普及及向向上上にに向向けけたた事事業業活活動動をを継継続続しし、、最最低低限限従従来来のの水水準準
（（※※））ままでで賑賑わわいいをを取取りり戻戻すすここととがが必必要要ででああるる。。
※※自自主主公公演演のの年年間間入入場場者者率率：：22001199年年度度実実績績

課題解決の⼿段
◆◆「「演演奏奏会会再再開開へへのの行行程程表表とと指指針針」」にに基基づづきき、、舞舞台台上上・・客客席席・・楽楽屋屋等等ににおおけけるる適適
切切ななココロロナナ対対策策をを講講じじるる。。

◆◆ウウィィズズ・・ココロロナナ時時代代ににおおいいててもも、、本本戦戦略略のの柱柱ででああるる「「ククララシシッッククフファァンン・・都都響響
フファァンン」」のの獲獲得得をを目目指指すす施施策策をを、、関関係係企企業業やや関関係係者者とと連連携携ししななががらら各各種種事事業業のの中中
でで展展開開ししてていいくく。。
※※新新たたななフファァンン獲獲得得にに向向けけたた取取組組ととししてて、、歌歌うう！！聴聴くく！！踊踊るる！！ををココンンセセププトトととしし
てて誰誰ももがが音音楽楽のの楽楽ししささをを体体感感・・表表現現ででききるる大大規規模模音音楽楽祭祭をを実実施施すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

誰誰ももがが音音楽楽
のの楽楽ししささをを
体体感感・・表表
現現・・発発信信でで
ききるる大大規規模模
音音楽楽祭祭のの実実
施施

目目
標標
①①

・・民民間間企企業業とと連連携携ししたた広広報報等等にによよ
るる大大規規模模音音楽楽祭祭のの定定着着化化
・・実実行行委委員員会会方方式式のの導導入入、、効効果果検検
証証
※※導導入入のの目目的的：：民民間間企企業業のの協協賛賛やや
事事業業協協力力をを得得ややすすくくすするるこことと等等
関関係係者者：：協協賛賛企企業業等等

・・５５月月にに日日比比谷谷公公園園大大音音楽楽堂堂、、８８月月にに福福生生
市市、、小小平平市市、、９９月月にに東東京京芸芸術術劇劇場場ででオオーーケケ
スストトララ公公演演をを実実施施
・・東東武武鉄鉄道道等等のの鉄鉄道道会会社社ややTTOOKKYYOO  MMXX等等ののメメ
デディィアアとと協協力力ししたた積積極極的的なな広広報報展展開開をを実実施施
・・参参加加型型ワワーーククシショョッッププやや、、池池袋袋駅駅周周辺辺のの
商商業業施施設設等等とと協協力力ししたたミミニニココンンササーートトななどど
もも実実施施
・・総総来来場場者者数数はは延延べべ99,,223366人人

・・民民間間企企業業ととのの協協業業にによよりり、、新新たたなな来来場場者者のの獲獲
得得ににつつななががるるココンンテテンンツツのの強強化化とと各各種種メメデディィアア
をを活活用用ししたた積積極極的的なな広広報報展展開開をを講講じじたた。。
・・実実行行委委員員会会方方式式のの導導入入にによよりり、、構構成成員員のの主主体体
的的なな取取組組やや知知見見のの活活用用がが促促さされれ、、協協賛賛企企業業のの獲獲
得得やや地地域域活活性性化化へへのの貢貢献献にに繋繋げげるるここととががででききたた。。
・・ままたた、、企企画画・・運運営営にに係係るる進進行行管管理理やや意意思思決決定定
がが円円滑滑にに図図らられれるるここととでで、、効効果果的的かかつつ効効率率的的なな
事事業業運運営営がが可可能能ととななっったた。。
・・多多摩摩地地域域ででののオオーーケケスストトララ公公演演、、島島ししょょででのの
アアンンササンンブブルル公公演演をを実実施施しし、、開開催催地地域域のの拡拡大大をを
図図っったた。。

・・観観客客参参加加型型のの新新たたななココンンテテンンツツのの
実実施施やや多多摩摩地地域域ででののオオーーケケスストトララ公公
演演回回数数拡拡大大（（２２回回→→６６回回））等等にによよるる
更更ななるるフファァンン層層のの獲獲得得
・・実実行行委委員員会会方方式式ののメメリリッットトをを活活かか
ししたた民民間間企企業業ととのの更更ななるる連連携携
・・年年齢齢やや障障害害のの有有無無をを問問わわずず、、誰誰もも
がが音音楽楽のの楽楽ししささをを実実感感ででききるるイインンクク
ルルーーシシブブなな対対応応策策（（点点字字ププロロググララムム
作作成成等等））のの検検討討及及びび実実施施

子子供供向向けけ音音
楽楽事事業業のの着着
実実なな実実施施

目目
標標
①①

・・ササララダダ音音楽楽祭祭でで新新たたなな教教育育ププロロ
ググララムムをを実実施施
・・教教育育支支援援ププロロググララムムのの再再構構築築
・・音音楽楽鑑鑑賞賞教教室室ややココロロナナ禍禍でで代代替替
ととななるる子子供供向向けけ音音楽楽事事業業のの着着実実なな
実実施施

・・音音楽楽祭祭のの新新たたなな教教育育ププロロググララムムととししてて
「「ママススタターーククララスス」」をを実実施施。。2288名名のの学学生生がが
参参加加
・・都都教教委委主主催催「「子子供供をを笑笑顔顔ににすするるププロロジジェェ
ククトト」」にに参参画画しし、、室室内内楽楽公公演演９９回回++オオーーケケ
スストトララ公公演演１１回回をを実実施施
・・室室内内楽楽にによよるる学学校校アアウウトトリリーーチチ事事業業をを実実
施施（（2222回回））
・・オオーーケケスストトララにによよるる音音楽楽鑑鑑賞賞教教室室のの再再開開
（（2255回回））

・・ササララダダ音音楽楽祭祭「「ママススタターーククララスス」」はは都都響響楽楽員員
かからら直直接接指指導導をを受受けけらられれるる上上、、共共演演ででききるる機機会会
とといいううここととでで、、学学生生のの参参加加意意欲欲をを搔搔きき立立ててるる内内
容容ででああっったた。。
・・「「子子供供をを笑笑顔顔ににすするるププロロジジェェククトト」」でではは、、
様様々々ななジジャャンンルルのの中中かからら楽楽ししささとと学学びびをを併併せせ持持
つつ都都響響ののププロロググララムムをを選選択択すするる学学校校がが多多数数ああっっ
たた。。
・・ココロロナナでで中中止止ととななっってていいたた協協賛賛企企業業主主催催ののアア
ウウトトリリーーチチ公公演演がが再再開開
・・昨昨年年度度ははココロロナナのの影影響響にによよりり中中止止判判断断ししたた地地
区区がが、、感感染染症症対対策策をを講講じじてて従従来来通通りりののオオーーケケスス
トトララにによよるる音音楽楽鑑鑑賞賞教教室室をを実実施施

・・ササララダダ音音楽楽祭祭「「ママススタターーククララスス」」
拡拡充充にによよるる若若いい世世代代のの参参加加促促進進
・・徹徹底底ししたた感感染染症症対対策策にによよるる各各子子供供
向向けけ音音楽楽事事業業のの着着実実なな実実施施
・・音音楽楽鑑鑑賞賞教教室室4400回回

ヤヤンンググシシーー
トト（（青青少少年年
招招待待席席））事事
業業のの成成長長にに
向向けけたた戦戦略略
構構築築

目目
標標
②②

・・ここれれままででアアププロローーチチででききてていいなな
かかっったた青青少少年年向向けけのの普普及及促促進進（（青青
少少年年向向けけ公公演演紹紹介介ココンンテテンンツツをを活活
用用））

・・青青少少年年向向けけ公公演演紹紹介介ココンンテテンンツツ『『月月刊刊ヤヤ
ンンググシシーートト』』をを1100公公演演でで作作成成
・・当当選選者者へへはは事事前前郵郵送送しし、、よよりり充充実実ししたた鑑鑑
賞賞機機会会をを提提供供
・・ままたたWWEEBB公公開開ししヤヤンンググシシーートト応応募募者者以以外外
ににもも公公演演のの魅魅力力をを紹紹介介
・・応応募募者者数数はは1111月月末末現現在在11,,557788名名とと過過去去最最
高高をを更更新新

・・今今年年度度にに入入りり公公演演がが予予定定通通りり開開催催ででききるるよようう
ににななりり、、原原稿稿のの依依頼頼やや資資料料収収集集等等がが計計画画的的にに行行
ええるるよよううににななっったた。。
・・『『月月刊刊ヤヤンンググシシーートト』』のの執執筆筆者者にに月月刊刊都都響響
（（公公演演ププロロググララムム））ににもも携携わわるる音音楽楽フファァシシリリ
テテーータターーをを起起用用。。大大人人ののププロロググララムム冊冊子子とともも内内
容容にに違違和和感感がが無無いいたためめ、、親親子子でで興興味味関関心心がが深深めめ
らられれるる。。
・・音音楽楽鑑鑑賞賞教教室室参参加加生生徒徒ににタタイイムムリリーーににチチララシシ
配配布布をを行行いい応応募募数数がが増増加加

・・ヤヤンンググシシーートト事事業業のの拡拡大大をを目目指指すす
（（招招待待者者数数前前年年度度比比１１割割増増））
・・親親子子ででククララシシッックク音音楽楽をを楽楽ししんんでで
ももららええるるよようう募募集集のの枠枠組組みみをを再再構構築築
しし、、効効果果的的なな運運用用をを検検討討しし実実施施

自自主主公公演演のの
年年間間入入場場者者
率率のの確確保保

目目
標標
③③

・・8800..00％％
・・魅魅力力的的ななププロロググララムムのの実実施施
・・各各種種広広報報媒媒体体をを用用いいたた販販売売促促進進
・・定定期期会会員員券券販販売売のの再再開開

・・7755..77％％
・・世世界界がが注注目目すするる新新進進気気鋭鋭のの若若きき指指揮揮者者クク
ララウウスス・・ママケケララととのの２２回回のの公公演演をを実実施施
・・７７月月都都響響ススペペシシャャルルににおおいいてて集集中中的的なな販販
促促・・広広報報展展開開をを実実施施
・・ココロロナナ禍禍でで中中止止ししてていいたた定定期期会会員員券券をを
22002222年年度度分分かからら販販売売再再開開

・・７７月月下下旬旬以以降降、、ココロロナナ感感染染者者数数再再拡拡大大にに伴伴いい
購購入入者者のの欠欠席席数数がが増増加加。。９９月月下下旬旬以以降降もも全全般般的的
にに販販売売数数がが伸伸びびてていいなないい。。
・・22001188年年にに都都響響ととのの初初共共演演でで日日本本デデビビュューーししたた
ククララウウスス・・ママケケララとと２２回回のの再再共共演演をを行行いい、、いいずず
れれももチチケケッットトはは完完売売しし９９割割超超のの入入場場者者率率をを記記録録
・・TTwwiitttteerrにによよるるキキャャンンペペーーンンやや、、ササイイネネーージジ
広広告告のの掲掲出出、、楽楽器器店店とと共共同同でで公公開開ゲゲネネププロロをを実実
施施すするるななどど、、集集中中的的なな販販促促・・広広報報展展開開をを実実施施
・・定定期期会会員員券券購購入入者者数数ははココロロナナ流流行行前前にに比比べべ、、
２２割割程程減減少少。。夜夜公公演演のの販販売売のの低低下下がが顕顕著著ででああるる。。

・・8822..00％％
・・戦戦略略的的なな広広報報・・広広告告にによよるる販販売売促促
進進
・・ココロロナナ後後のの来来場場者者のの動動向向をを踏踏ままええ
たた公公演演ススケケジジュューールルのの見見直直しし

(公財)東京都交響楽団

戦戦略略１１
新新たたななククララシシッッククフファァンン層層のの獲獲得得にによよるる音音楽楽芸芸術術のの更更
ななるる普普及及向向上上

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略
・・戦戦略略1155：：文文化化・・エエンンタターーテテイインンメメンントト都都市市戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 〇

東
京
都

東
京
都

交
響
楽
団

交
響
楽
団
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析
【【目目標標①①】】
・・社社会会貢貢献献にに資資すするる出出張張演演奏奏会会のの推推進進：：6655回回
・・社社会会貢貢献献にに関関すするるPPRRのの実実施施
【【目目標標②②】】
・・来来場場者者のの期期待待にに応応ええるるササーービビススのの提提供供
【【目目標標③③】】
・・キキャャッッシシュュレレスス・・チチケケッットトレレススササーービビススのの導導入入にによよるる利利便便性性のの向向上上
（（全全面面的的ななキキャャッッシシュュレレススのの導導入入））
【【目目標標④④】】
・・外外国国人人対対応応のの更更ななるる充充実実
（（英英語語版版ののペペーージジ数数のの拡拡大大やや見見ややすすささのの改改善善等等））

・・音音楽楽芸芸術術をを通通じじたた社社会会貢貢献献にに向向けけ、、徹徹底底ししたた感感染染症症対対策策ののももとと、、福福祉祉施施設設やや保保育育
園園、、東東日日本本大大震震災災被被災災地地ななどどへへののアアウウトトリリーーチチ事事業業をを実実施施
・・ままたた、、日日本本をを代代表表すするるオオーーケケスストトララととししててののササーービビスス向向上上にに向向けけ、、キキャャッッシシュュレレ
スス・・チチケケッットトレレススササーービビススのの全全定定期期公公演演へへのの導導入入やや、、海海外外向向けけのの英英語語版版購購入入ササイイトト
のの運運用用をを開開始始
・・今今後後もも社社会会貢貢献献事事業業のの着着実実なな実実施施やや、、来来場場者者ササーービビスス・・顧顧客客満満足足度度のの向向上上にに向向けけ、、
訪訪問問先先ののニニーーズズにに応応じじたたききめめ細細ややかかなな演演奏奏会会実実施施やや、、海海外外向向けけPPRRのの充充実実ななどどにに取取りり
組組むむ必必要要ががああるる。。

戦略を設定する理由・背景
ココロロナナへへのの不不安安がが生生じじるる閉閉塞塞的的なな時時代代だだかかららここそそ、、人人々々のの心心をを豊豊かかににすすべべくく音音楽楽芸芸術術をを通通じじたた社社会会貢貢献献がが求求めめらられれてていいるる。。オオーーケケスストトララ業業界界ににおおいいててもも、、社社会会のの潮潮流流
ででああるるウウィィズズ・・ココロロナナをを踏踏ままええたた新新ししいいササーービビススののあありり方方をを模模索索ししてていいくく必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆当当楽楽団団はは、、都都民民ののオオーーケケスストトララととししてて、、社社会会貢貢献献活活動動をを着着実実にに実実施施しし、、そそのの取取
組組をを発発信信ししてていいくくここととがが求求めめらられれてていいるる。。

◆◆ままたた、、更更ななるる利利便便性性向向上上をを実実現現すすべべくく、、ココロロナナ対対応応をを前前提提ととししななががららもも、、よよりり
多多くくのの来来場場者者がが満満足足ででききるるササーービビススをを提提供供すするるここととがが必必要要ととななるる。。具具体体的的ににはは、、
５５つつののレレススにに係係るる対対応応ややササーービビスス向向上上にに資資すするる各各種種取取組組ををここれれままでで以以上上にに推推進進すす
るるここととがが重重要要ででああるる。。

◆◆加加ええてて、、東東京京22002200大大会会後後ののレレガガシシーーととししてて、、外外国国人人対対応応のの充充実実ををここれれままでで以以上上
にに推推進進ししてていいくくここととがが必必要要ででああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆演演奏奏会会場場にに来来場場ででききなないい方方々々にに直直接接音音楽楽をを届届けけ、、ああららゆゆるる人人々々にに良良質質なな音音楽楽にに
触触れれるる機機会会をを提提供供すするるたためめ、、関関係係企企業業やや関関係係者者とと連連携携ししななががらら青青少少年年・・高高齢齢者者・・
多多摩摩島島ししょょにに向向けけたた「「出出張張演演奏奏会会」」をを継継続続実実施施すするる。。
※※ココロロナナ禍禍にによよりり、、主主催催者者かかららのの出出演演依依頼頼がが減減少少ししてていいるるたためめ、、過過年年度度実実績績水水準準
（（22002200年年度度計計画画））ままでで段段階階的的なな回回復復をを目目指指すす。。

◆◆来来場場者者アアンンケケーートトににおおけけるる要要望望やや事事務務局局職職員員向向けけのの各各種種研研修修等等をを踏踏ままええ、、ササーー
ビビスス向向上上にに取取りり組組むむ。。ままたた、、キキャャッッシシュュレレスス・・チチケケッットトレレススササーービビスス導導入入をを促促進進
すするる。。

◆◆日日本本をを代代表表すするるオオーーケケスストトララととししてて、、WWEEBBのの多多言言語語対対応応にに積積極極的的にに取取りり組組むむこことと
にによよりり、、外外国国人人へへののササーービビススをを向向上上ささせせるる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

社社会会貢貢献献にに
資資すするる出出張張
演演奏奏会会のの着着
実実なな実実施施

目目
標標
①①

・・5555回回
・・事事業業のの意意義義やや主主催催者者へへのの働働ききかか
けけをを通通じじたた社社会会貢貢献献にに関関すするるPPRRのの
実実施施

・・2255回回
・・例例年年実実施施ししてていいるる室室内内楽楽公公演演のの主主催催者者にに
対対ししてて、、アアウウトトリリーーチチななどどをを提提案案しし実実施施
・・東東日日本本大大震震災災のの被被災災地地支支援援事事業業のの一一環環とと
ししてて、、石石巻巻市市のの小小中中学学校校等等ででののアアウウトトリリーー
チチをを実実施施

・・ココロロナナのの影影響響をを受受けけ、、ケケアアハハウウススやや保保育育園園なな
どど例例年年伺伺っってていいたた施施設設へへのの訪訪問問がが難難ししくく、、1111月月
末末実実績績はは計計画画値値のの半半数数以以下下ととななっってていいるる。。
・・ココロロナナのの影影響響がが続続くく中中、、都都響響のの感感染染症症対対策策にに
理理解解をを示示ししたた協協賛賛企企業業やや島島ししょょ地地区区のの協協力力にによよ
りり、、例例年年行行っってていいるる室室内内楽楽にによよるる社社会会貢貢献献事事業業
ががいいくくつつかか再再開開
・・被被災災地地ででのの出出張張演演奏奏会会をを22001111年年度度かからら継継続続しし
てて実実施施ししてておおりり、、当当初初かからら関関係係をを築築きき上上げげててきき
たた現現地地のの団団体体等等とと連連携携しし、、被被災災地地のの方方々々がが心心安安
ららげげるる音音楽楽をを届届けけてていいるる。。

・・6655回回
・・徹徹底底ししたた感感染染症症対対策策にによよるる安安全全なな
公公演演実実施施にに関関ししてて主主催催者者やや受受けけ入入れれ
先先施施設設へへ働働ききかかけけるるここととでで、、公公演演回回
数数のの増増加加をを図図るる。。

来来場場者者ササーー
ビビスス向向上上にに
向向けけたた各各種種
取取組組のの推推進進

目目
標標
②②

・・訪訪問問先先ととのの十十分分なな調調整整をを踏踏ままええ
たたオオーーダダーーメメイイドド型型小小規規模模演演奏奏会会
のの実実施施

・・楽楽器器編編成成やや曲曲目目をを精精査査しし、、各各公公演演ごごととにに
オオーーダダーーをを踏踏ままええたた内内容容ででのの小小規規模模演演奏奏会会
をを実実施施（（4411回回））
・・訪訪問問先先とと感感染染症症対対策策ににつついいてて調調整整ししつつつつ、、
ココロロナナ禍禍以以前前のの演演奏奏ススタタイイルルにに近近いい演演奏奏会会
をを実実施施ししたた。。

・・演演奏奏依依頼頼元元とと密密ななココミミュュニニケケーーシショョンンををととるる
ここととにによよりり、、感感染染症症対対策策をを踏踏ままええたた会会場場レレイイアア
ウウトトやや、、ママススクク着着用用ででのの演演奏奏ななどど、、オオーーダダーーをを
細細かかくく演演奏奏内内容容にに反反映映すするるここととががででききたた。。
・・主主催催者者毎毎にに異異ななるる感感染染症症にに対対すするるススタタンンススをを
尊尊重重すするる一一方方でで、、可可能能なな限限りりココロロナナ禍禍前前とと同同様様
のの演演奏奏ススタタイイルルをを取取るるここととにによよりり、、純純粋粋にに音音楽楽
をを楽楽ししむむ機機会会をを提提供供

・・主主催催者者やや訪訪問問先先ののニニーーズズにに応応じじたた
小小規規模模演演奏奏会会のの実実施施

キキャャッッシシュュ
レレスス・・チチ
ケケッットトレレスス
ササーービビススのの
導導入入

目目
標標
③③

・・キキャャッッシシュュレレススササーービビススにに係係るる
対対応応のの充充実実
（（交交通通系系IICCのの導導入入ななどど））
・・チチケケッットトレレススササーービビススのの本本格格導導
入入
（（半半分分程程度度のの定定期期演演奏奏会会でで実実施施））

・・キキャャッッシシュュレレススササーービビススににつついいててはは、、クク
レレジジッットトカカーードド・・交交通通系系IICCカカーードド、、携携帯帯
キキャャリリアア決決済済をを導導入入
・・チチケケッットトレレススササーービビススににつついいててはは、、全全定定
期期演演奏奏会会でで導導入入

・・多多様様ななキキャャッッシシュュレレススササーービビスス決決済済にに対対応応しし
てていいるる。。
・・チチケケッットトレレススササーービビススはは購購入入者者のの1155％％程程度度がが
利利用用。。比比較較的的来来場場者者のの年年齢齢層層がが低低めめのの公公演演でではは、、
2200～～2255％％程程度度がが利利用用

・・シシスステテムム提提供供事事業業者者とと協協力力ししたたチチ
ケケッットトレレススササーービビススのの更更ななるる利利便便性性
向向上上のの追追求求

WWEEBBチチケケッッ
トトササーービビスス
等等ににおおけけるる
多多言言語語対対応応
のの促促進進

目目
標標
④④

・・多多言言語語対対応応のの充充実実
（（英英語語版版ののペペーージジ数数のの拡拡大大やや見見やや
すすささのの改改善善等等））

・・22002222年年1122月月公公演演ののチチケケッットト販販売売分分かからら英英
語語版版購購入入ササイイトトのの運運用用をを開開始始
・・海海外外向向けけPPRRをを検検討討

・・英英語語ササイイトトででのの購購入入ははここれれままででメメーールルオオーー
ダダーーののみみででああっったたがが、、英英語語版版購購入入ササイイトトのの運運用用
ににああたたりり、、海海外外向向けけPPRRをを検検討討

・・多多言言語語対対応応のの充充実実
（（英英語語版版ののペペーージジ数数のの拡拡大大やや見見ややすす
ささのの改改善善等等））

(公財)東京都交響楽団

戦戦略略２２
日日本本をを代代表表すするるオオーーケケスストトララととししててのの社社会会貢貢献献ととササーー
ビビスス向向上上

戦略の性質

経営改⾰
⽬標
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
・・関関係係者者連連携携をを踏踏ままええたた広広報報活活動動のの広広域域的的展展開開

（（更更ななるる認認知知度度向向上上のの実実現現））
【【目目標標②②】】
・・魅魅力力発発信信にに係係るる広広報報・・営営業業活活動動のの実実施施

（（関関係係企企業業等等ととのの更更ななるる連連携携強強化化））
【【目目標標③③】】
・・動動画画やや音音源源のの活活用用にに伴伴うう効効果果的的ななPPRRのの実実施施

（（都都響響フファァンンのの更更ななるる獲獲得得））

・・発発信信力力のの強強化化にによよるる認認知知度度のの向向上上にに向向けけ、、TTwwiitttteerrややYYoouuTTuubbeeをを活活用用しし、、リリハハーーササ
ルル風風景景やや出出演演者者イインンタタビビュューーななどどのの動動画画配配信信をを昨昨年年度度をを上上回回るるペペーーススでで実実施施ししたたほほ
かか、、「「ララジジオオ体体操操第第一一」」ののオオーーケケスストトララアアレレンンジジ演演奏奏やや、、平平和和へへのの願願いいをを込込めめたた
「「ウウククラライイナナへへのの祈祈りり」」のの演演奏奏動動画画をを公公開開ななどどをを実実施施
・・今今後後もも都都響響のの更更ななるるププレレゼゼンンスス向向上上ののたためめ、、顧顧客客のの購購買買動動向向のの分分析析をを踏踏ままええたた更更
ななるるPPRRのの実実施施やや配配信信活活動動にに取取りり組組むむ必必要要ががああるる。。

戦略を設定する理由・背景
ココロロナナ禍禍でではは、、日日本本国国内内ののみみななららずず世世界界中中ででSSNNSSやや動動画画配配信信等等のの新新たたなな媒媒体体をを用用いいたた広広報報活活動動のの実実施施がが加加速速ししてておおりり、、オオーーケケスストトララ業業界界全全体体ににおおいいててもも、、音音楽楽芸芸術術にに係係
るる発発信信力力のの強強化化はは喫喫緊緊のの課課題題ととななっってていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆近近年年ののSSNNSSのの発発展展ははめめざざままししくく、、多多種種多多様様なな広広報報媒媒体体がが社社会会にに普普及及ししてておおりり、、認認
知知度度向向上上やや魅魅力力発発信信にに向向けけたた業業界界内内のの競競争争はは激激化化ししてていいるる。。

◆◆ここののよよううなな中中、、当当楽楽団団ににおおいいててもも、、都都響響フファァンンのの拡拡大大・・増増加加にに向向けけててここれれままでで
以以上上にに戦戦略略的的なな広広報報活活動動をを実実施施ししななけけれればば、、都都響響のの魅魅力力やや先先進進的的なな事事業業活活動動等等をを
効効果果的的にに社社会会へへ訴訴求求ででききななくくななっっててししままうう懸懸念念ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆各各種種SSNNSSにによよるる情情報報発発信信ののほほかか、、出出演演者者・・企企業業等等のの関関係係者者ととのの連連携携をを踏踏ままええ、、よよ
りり効効果果的的かかつつ広広範範にに都都響響ササウウンンドドをを伝伝ええてていいくく。。

◆◆各各種種メメデディィアアとと連連携携しし、、世世代代等等にに応応じじたたききめめ細細かかなな広広報報・・営営業業活活動動をを実実施施すするる。。

◆◆都都響響フファァンンのの裾裾野野をを広広げげるるべべくく、、動動画画・・音音源源配配信信にに注注力力すするるななどど、、新新たたななリリ
ソソーーススをを活活用用ししたた効効果果的的ななPPRR活活動動をを展展開開すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

出出演演者者等等とと
効効果果的的にに連連
携携ししたた広広報報
活活動動のの展展開開

目目
標標
①①

・・出出演演者者やや楽楽員員とと連連携携ししたたリリハハーー
ササルル風風景景やや曲曲目目紹紹介介動動画画ななどどのの発発
信信にによよるる楽楽団団SSNNSSアアカカウウンントト等等のの
認認知知度度向向上上

・・TTwwiitttteerrややYYoouuTTuubbeeをを活活用用ししたた動動画画投投稿稿をを
3399回回実実施施（（昨昨年年度度末末実実績績：：4422回回））

・・出出演演者者のの了了解解がが得得らられれなないい場場合合をを除除きき、、ほほぼぼ
全全ててのの主主催催公公演演ででリリハハーーササルル動動画画をを公公開開
・・音音楽楽監監督督・・大大野野氏氏のの全全面面的的なな協協力力にによよりり、、出出
演演者者へへののイインンタタビビュューー回回数数もも増増ややすすここととがが出出来来
たた。。

・・出出演演者者やや楽楽員員とと連連携携ししたたリリハハーーササ
ルル風風景景やや曲曲目目紹紹介介動動画画ななどどのの発発信信にに
よよるる楽楽団団SSNNSSアアカカウウンントト等等のの認認知知度度向向
上上

各各種種メメデディィ
アアやや広広報報媒媒
体体をを活活用用しし
たた戦戦略略的的なな
広広報報・・営営業業
活活動動のの実実施施

目目
標標
②②

・・TTOOKKYYOO  MMXXななどど各各種種メメデディィアアととのの
連連携携強強化化
・・購購買買動動向向のの分分析析をを踏踏ままええたた広広報報
媒媒体体・・手手法法をを用用いいたたPPRRのの実実施施

・・TTOOKKYYOO  MMXX：：「「アアンンココーールル都都響響」」ををレレギギュュ
ララーー番番組組ととししてて放放送送（（1133回回））
・・NNHHKK  EEテテレレ：：「「ククララシシッックク音音楽楽館館」」ににてて、、
NNHHKK音音楽楽祭祭22002222へへのの出出演演公公演演をを放放送送
・・出出演演者者やや演演奏奏曲曲目目ななどどにに応応じじたたSSNNSS広広告告
をを６６回回実実施施

・・TTOOKKYYOO  MMXXととのの協協力力体体制制をを引引きき続続きき維維持持しし、、唯唯
一一のの民民放放地地上上波波ででののレレギギュュララーー番番組組のの継継続続をを目目
指指すす。。
・・出出演演者者、、曲曲目目、、楽楽器器ななどどのの興興味味関関心心とと公公演演内内
容容にに親親和和性性ののあありりそそううなな世世代代をを抽抽出出しし、、SSNNSS広広
告告ややフフォォロロワワーー数数のの増増加加をを狙狙っったたキキャャンンペペーーンン
ななどどをを実実施施ししたた。。

・・TTOOKKYYOO  MMXXななどど各各種種メメデディィアアととのの連連
携携強強化化
・・購購買買動動向向のの分分析析をを踏踏ままええたた広広報報媒媒
体体・・手手法法をを用用いいたたPPRRのの実実施施

動動画画・・音音源源
配配信信事事業業のの
更更ななるる推推進進

目目
標標
③③

・・オオーーケケスストトララををよよりり身身近近にに感感じじ
てていいたただだくくななどど、、フファァンン層層のの拡拡大大
にに繋繋ががるるPPRRをを目目的的ととししたた配配信信（（都都
響響のの事事業業活活動動のの様様子子等等））のの推推進進

・・22002222年年４４月月にに平平和和へへのの願願いいをを込込めめたた演演奏奏
動動画画「「ウウククラライイナナへへのの祈祈りり」」をを公公開開
・・22002222年年７７月月にに東東京京22002200大大会会１１周周年年記記念念事事
業業ととししてて「「ララジジオオ体体操操第第一一」」ののオオーーケケスストト
ララ演演奏奏をを行行いい、、動動画画をを公公開開

・・戦戦火火にに苦苦ししむむウウククラライイナナのの人人々々にに寄寄りり添添うう思思
いいをを示示すすととととももにに、、同同国国のの芸芸術術文文化化をを多多くくのの方方
にに知知っってていいたただだくくたためめ、、22002222年年４４月月のの定定期期演演奏奏
会会ににてて「「ウウククラライイナナへへのの祈祈りり」」ををププロロググララムムにに
追追加加ししてて演演奏奏しし、、そそのの動動画画をを公公開開ししたた。。
・・「「ララジジオオ体体操操第第一一」」のの演演奏奏ににつついいてて、、全全国国紙紙
各各紙紙とと在在京京テテレレビビ曲曲のの代代表表取取材材がが入入りり、、ニニュューー
スス等等でで広広くく取取りり上上げげらられれたた。。老老若若男男女女誰誰ももがが知知
るる「「ララジジオオ体体操操第第一一」」ののオオーーケケスストトララアアレレンンジジ
にによよるる演演奏奏のの反反響響はは大大ききくく、、優優雅雅にに深深呼呼吸吸ししなな
ががらら朝朝のの時時間間をを過過ごごせせるるとと評評判判ととななっったた。。

・・オオーーケケスストトララををよよりり身身近近にに感感じじてて
ももららええるる配配信信活活動動のの継継続続
・・フファァンン層層のの拡拡大大にに繋繋ががるる新新たたななPPRR
のの検検討討及及びび実実施施

(公財)東京都交響楽団

戦戦略略３３ 発発信信力力のの強強化化にによよるる認認知知度度のの向向上上

戦略の性質
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
・・自自主主公公演演のの年年間間入入場場料料収収入入のの確確保保：：227733,,000000千千円円
【【目目標標②②】】
・・企企業業協協賛賛金金とと個個人人寄寄付付金金のの獲獲得得にに向向けけたた関関係係者者連連携携・・戦戦略略のの構構築築
【【目目標標③③】】
・・助助成成団団体体やや各各種種補補助助事事業業のの調調査査とと計計画画的的なな申申請請：：88,,000000千千円円

・・ココロロナナ禍禍でで打打撃撃をを受受けけたた収収支支のの改改善善にに向向けけ、、企企業業やや個個人人ササポポーータターーへへのの積積極極的的なな
働働ききかかけけにによよりり、、多多くくのの支支援援をを獲獲得得
・・ままたた、、既既存存のの助助成成金金ののみみななららずず、、文文化化庁庁補補正正予予算算事事業業等等のの臨臨時時のの助助成成金金ににつついいてて
もも、、機機会会をを逃逃すすここととななくく申申請請をを行行いい、、申申請請額額満満額額のの助助成成決決定定をを受受けけるるここととががででききたた。。
・・事事業業収収益益ははココロロナナ前前のの９９割割程程度度ににままでで回回復復ししつつつつあありり、、今今後後もも安安定定的的なな財財政政基基盤盤
のの構構築築にに向向けけ、、ココロロナナ後後のの顧顧客客動動向向をを踏踏ままええたた公公演演ススケケジジュューールルへへのの見見直直ししやや、、支支
援援のの増増加加にに向向けけたた戦戦略略的的なな働働ききかかけけをを実実施施ししてていいくく必必要要ががああるる。。

戦略を設定する理由・背景
ココロロナナ禍禍ににおおいいてて、、オオーーケケスストトララ業業界界及及びび文文化化事事業業全全体体のの各各種種収収益益はは大大幅幅にに減減少少しし、、関関係係法法人人ににおおけけるる収収支支改改善善のの取取組組はは不不可可欠欠ととななっってていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆ココロロナナ禍禍ににおおいいててはは多多くくのの演演奏奏会会がが中中止止・・延延期期ににななるるななどど、、当当楽楽団団ににおおいいててもも
入入場場料料収収益益等等のの大大幅幅なな減減少少やや協協賛賛金金等等のの獲獲得得がが困困難難ににななるるななどど、、収収支支はは極極めめてて厳厳
ししいい状状況況ににああるる。。

◆◆今今後後もも、、現現行行のの演演奏奏会会のの開開催催方方法法（（使使用用座座席席数数のの削削減減ななどど））にに伴伴うう入入場場料料収収益益
等等のの減減少少はは不不可可避避でであありり、、最最低低限限従従来来のの水水準準（（※※））ままでで収収益益をを取取りり戻戻すすここととがが必必
要要ででああるる。。
※※入入場場料料収収益益：：22001155～～22001199実実績績（（ココロロナナのの影影響響をを受受けけたた中中止止公公演演分分をを含含むむ））／／５５
年年

課題解決の⼿段
◆◆自自主主公公演演ににおおけけるる収収益益ににつついいてて、、過過年年度度実実績績水水準準ままでで段段階階的的なな回回復復をを目目指指すす。。

◆◆企企業業・・個個人人かかららのの協協賛賛金金・・寄寄付付金金のの獲獲得得ににつついいてて、、段段階階的的なな回回復復をを目目指指すすたためめ、、
関関係係者者連連携携をを踏踏ままええたたよよりり効効果果的的なな戦戦略略構構築築をを図図るる。。

◆◆例例年年申申請請ししてていいるる各各種種助助成成金金にに加加ええ、、ココロロナナ対対応応にに係係るる助助成成金金へへのの申申請請にによよりり、、
更更ななるる外外部部資資金金のの獲獲得得をを目目指指すす。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

自自主主公公演演のの
年年間間入入場場料料
収収入入のの確確保保

目目
標標
①①

・・220077,,000000千千円円
有有料料オオンンラライインン配配信信事事業業者者ととのの

契契約約条条件件のの調調整整やや支支援援企企業業とと連連携携
ししたた配配信信手手法法等等のの検検討討

・・225500,,550000千千円円
・・有有料料オオンンラライインン配配信信ににつついいてて諸諸条条件件をを検検
討討

・・定定期期会会員員数数ががココロロナナ前前よよりりもも２２割割程程度度減減少少しし
たた一一方方、、昼昼公公演演やや都都響響ススペペシシャャルルをを中中心心にに一一回回
券券のの販販売売がが好好調調なな公公演演がが見見らられれ、、販販売売金金額額がが増増
加加
・・オオンンラライインン配配信信ににつついいててはは、、数数公公演演でで試試験験的的
にに実実施施すするるもも、、収収録録やや配配信信にに対対すするる経経費費をを上上回回
るるほほどどのの収収益益がが上上ががららずず、、収収益益源源ととすするるののはは困困
難難なな状状況況

・・227733,,000000千千円円
・・夜夜公公演演をを昼昼公公演演にに移移行行すするるななどど、、
ココロロナナ後後のの来来場場者者のの動動向向をを踏踏ままええたた
公公演演ススケケジジュューールルへへのの見見直直しし

企企業業協協賛賛金金
のの獲獲得得にに向向
けけたた連連携携・・
戦戦略略構構築築

目目
標標
②②

・・ココロロナナ禍禍にによよりり支支援援保保留留ととななっっ
てていいるる企企業業等等へへのの継継続続的的働働ききかかけけ
やや新新規規支支援援企企業業のの開開拓拓
・・大大口口支支援援企企業業ととのの連連携携事事業業ななどど
関関係係性性をを強強化化すするる取取組組（（各各種種イイベベ
ンントト等等））のの実実施施

・・新新規規1100社社をを含含むむ計計7788社社：：11,,887755万万円円支支援援
見見込込
・・大大口口支支援援企企業業関関連連ででイイベベンントト計計画画（（ココロロ
ナナでで中中止止））

・・ココロロナナ禍禍でで支支援援保保留留だだっったた企企業業等等へへのの働働ききかか
けけにによよりり、、演演奏奏会会支支援援等等のの支支援援をを獲獲得得ししたた。。
・・様様々々ななルルーートトをを活活用用ししたた積積極極的的なな新新規規開開拓拓をを
行行いい、、成成果果ががああっったた。。
・・ここれれままででのの関関係係企企業業にに働働ききかかけけ増増額額をを獲獲得得
（（２２社社））

・・支支援援企企業業ととのの情情報報交交換換等等をを密密ににしし、、
支支援援継継続続やや増増額額をを目目指指すす
・・引引きき続続きき新新規規開開拓拓にに取取りり組組むむ
・・支支援援企企業業へへ向向けけたた楽楽団団のの情情報報発発信信
のの充充実実

個個人人寄寄付付金金
のの獲獲得得にに向向
けけたた協協調調・・
戦戦略略構構築築

目目
標標
②②

・・支支援援特特典典のの工工夫夫（（特特典典CCDDのの配配布布
等等））等等にによよるる都都響響フファァンンのの獲獲得得
・・個個々々ののササポポーータターーとと接接点点をを持持つつ
取取組組（（手手書書ききのの手手紙紙、、メメーールル、、公公
開開GGPPななどど））をを継継続続

・・支支援援者者数数337777名名（（11,,446622万万８８千千円円））
・・ササポポーータターー特特典典CCDDはは昨昨年年にに引引きき続続きき作作成成
配配布布
・・ササポポーータターー特特典典のの公公開開GGPPをを再再開開

・・ササポポーータターーかからら更更ななるる支支援援をを獲獲得得
・・ササポポーータターーににつついいてて全全体体的的ににはは支支援援者者数数おおよよ
びび支支援援口口数数はは若若干干のの減減少少傾傾向向
・・おお礼礼状状、、メメーールル、、公公演演会会場場ででののごご挨挨拶拶ななどどにに
よよりり支支援援継継続続ににつつななががっったた。。

・・ササポポーータターー特特典典内内容容のの再再構構築築
・・支支援援者者へへのの情情報報発発信信内内容容やや方方法法のの
検検討討及及びび実実施施
・・楽楽団団にに親親近近感感をを感感じじててももららええるるアア
ププロローーチチのの継継続続

助助成成金金のの安安
定定的的なな確確保保

目目
標標
③③

・・各各種種助助成成金金へへのの申申請請をを着着実実にに実実
施施
（（助助成成金金88,,000000千千円円をを申申請請））

・・助助成成団団体体のの調調査査とと計計画画的的なな申申請請をを実実施施
（（助助成成金金66,,552200千千円円をを申申請請））

・・新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症拡拡大大のの影影響響をを
受受けけるる事事業業者者をを対対象象にに設設定定さされれたた補補助助事事業業
にに申申請請しし、、満満額額助助成成決決定定
（（補補助助金金2277,,550000千千円円をを申申請請・・助助成成決決定定））

・・従従来来のの公公演演実実施施にに係係るる助助成成申申請請ににつついいててはは、、
過過去去のの助助成成決決定定のの実実績績をを踏踏ままええ、、助助成成のの趣趣旨旨にに
合合致致すするる演演奏奏会会をを選選定定しし、、申申請請機機会会をを逃逃すすこことと
ななくく着着実実なな申申請請をを実実施施
・・継継続続的的なな助助成成金金のの調調査査にによよりり、、ココロロナナ禍禍かからら
のの文文化化芸芸術術活活動動のの再再興興支支援援をを目目的的ととししたた文文化化庁庁
補補正正予予算算事事業業ななどど、、一一時時的的なな助助成成制制度度にに対対ししてて
もも、、時時機機をを逸逸すするるここととななくく申申請請をを実実施施しし、、満満額額
助助成成決決定定さされれたた。。

・・各各種種助助成成金金へへのの申申請請をを着着実実にに実実施施
（（助助成成金金88,,000000千千円円をを申申請請））

(公財)東京都交響楽団

戦戦略略４４ 財財政政基基盤盤のの段段階階的的なな改改善善

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
－

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇

東
京
都
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都
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
・・都都響響ササウウンンドドのの更更ななるる充充実実
【【目目標標②②】】
・・若若手手かかららベベテテラランンままででのの連連携携体体制制構構築築にに向向けけたた環環境境整整備備
【【目目標標③③】】
・・多多彩彩なな知知見見をを持持つつ事事務務局局職職員員のの育育成成

・・優優秀秀なな楽楽員員のの確確保保にに向向けけ、、オオーーデディィシショョンンににおおけけるる動動画画審審査査のの導導入入ななどどをを実実施施。。
今今後後もも国国内内外外問問わわずずよよりり幅幅広広くく、、楽楽員員がが受受験験ししややすすいい環環境境をを整整ええてていいくく必必要要ががああるる。。
・・事事務務局局職職員員のの組組織織支支援援力力向向上上ののたためめ、、チチュューータターー制制度度のの運運用用やや都都へへのの職職員員派派遣遣をを
実実施施。。引引きき続続ききここれれららのの取取組組をを継継続続ししてていいくくととととももにに、、今今後後はは楽楽団団内内でで個個々々のの職職員員
のの業業務務やや役役職職にに応応じじたたススキキルルアアッッププをを支支援援すするる制制度度等等のの構構築築にに取取りり組組むむ必必要要ががああるる。。

戦略を設定する理由・背景
オオーーケケスストトララはは専専門門的的なな知知識識・・経経験験・・技技術術をを要要すするる特特殊殊なな業業界界ででああるるここととななどどかからら、、優優秀秀なな人人材材確確保保がが極極めめてて難難ししいい環環境境下下ににああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆ここののよよううなな中中、、当当楽楽団団ににおおいいててもも、、楽楽員員オオーーデディィシショョンンをを踏踏ままええたた採採用用をを計計画画
的的にに進進めめるるほほかか、、事事務務局局職職員員のの人人材材育育成成ににもも注注力力すするる必必要要ががああるる。。

◆◆具具体体的的ににはは、、受受験験者者がが受受けけややすすいい方方法法にによよるるオオーーデディィシショョンンのの実実施施やや、、優優秀秀なな
事事務務局局職職員員のの育育成成にに向向けけたた取取組組がが不不可可欠欠ととななっっててくくるる。。

課題解決の⼿段
◆◆オオーーデディィシショョンン等等にによよるる採採用用をを計計画画的的にに行行ううななどど、、優優秀秀なな楽楽員員確確保保にに努努めめるる。。

◆◆当当楽楽団団をを下下支支ええすするる事事務務局局職職員員のの指指導導育育成成体体制制をを構構築築すするる。。

◆◆都都やや他他団団体体等等ととのの人人材材交交流流をを実実施施すするるここととでで多多彩彩なな知知見見獲獲得得にに繋繋げげ、、楽楽団団事事務務
局局のの強強固固なな運運営営体体制制をを構構築築すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

計計画画的的・・戦戦
略略的的なな楽楽員員
のの採採用用

目目
標標
①①

・・よよりり受受験験ししややすすいいオオーーデディィシショョ
ンン（（動動画画審審査査、、伴伴奏奏者者のの手手配配等等））
のの実実施施

・・オオーーデディィシショョンンをを３３回回実実施施
・・海海外外やや地地方方在在住住者者等等のの応応募募にに配配慮慮しし、、一一
次次審審査査ににつついいててははYYoouuTTuubbee動動画画にによよるるVVTTRR審審
査査をを導導入入。。希希望望者者ににははピピアアノノ伴伴奏奏者者をを楽楽団団
側側でで手手配配。。結結果果、、遠遠方方在在住住者者のの応応募募がが増増加加
ししたた

・・留留学学中中、、海海外外オオーーケケスストトララ所所属属、、地地方方オオーーケケ
スストトララ所所属属ななどど、、遠遠方方在在住住のの優優秀秀なな人人材材がが応応募募
ししややすすいい工工夫夫とと案案内内をを行行っったたここととでで、、遠遠方方かからら
のの応応募募増増加加にに繋繋ががっったた

・・受受験験者者ににととっってて参参加加ししややすすくく、、安安
心心安安全全ななオオーーデディィシショョンンのの実実施施
・・ググロローーババルル時時代代にに即即ししたた募募集集方方法法
（（メメーールル申申込込、、動動画画審審査査等等））のの積積極極
的的なな導導入入にによよりり、、日日本本をを代代表表すするる
オオーーケケスストトララにに相相応応ししいい演演奏奏水水準準をを
持持つつ人人材材のの確確保保をを目目指指すす

「「東東京京都都交交
響響楽楽団団事事務務
局局職職員員
チチュューータターー
制制度度」」のの策策
定定・・運運用用

目目
標標
②②

・・関関係係業業務務にに精精通通ししたた職職員員のの採採用用
をを目目的的ととししたた研研修修生生制制度度等等をを活活用用
ししたた新新たたななリリククルルーートト体体系系のの検検討討
実実施施

・・９９月月にに（（公公社社））日日本本オオーーケケスストトララ連連盟盟経経
由由ででのの学学生生ののイインンタターーンン受受入入れれをを実実施施
・・今今年年度度新新規規採採用用ししたた事事務務局局職職員員２２名名にに対対
しし、、「「東東京京都都交交響響楽楽団団事事務務局局職職員員チチュューー
タターー制制度度」」にに基基づづいいたた育育成成をを実実施施中中

・・よよりり意意欲欲ののああるる職職員員のの採採用用にに繋繋げげるるたためめ、、
（（公公社社））日日本本オオーーケケスストトララ連連盟盟とと協協力力しし、、音音楽楽
業業界界へへのの就就職職意意向向ののああるる学学生生ののイインンタターーンン受受入入
れれをを実実施施すするるななどど、、新新たたななリリククルルーートト体体系系のの検検
討討をを行行っってていいるる。。
・・採採用用後後のの職職員員のの早早期期育育成成をを図図るるたためめ、、新新規規採採
用用者者にに対対ししててベベテテラランン職職員員ががチチュューータターーととししてて
指指導導育育成成をを行行いい、、円円滑滑ななノノウウハハウウのの継継承承をを行行うう
ここととでで、、楽楽団団のの底底上上げげをを図図っってていいるる。。

・・事事務務局局職職員員のの組組織織支支援援力力向向上上にに資資
すするる研研修修（（監監督督職職向向けけチチーームムママネネジジ
メメンントト研研修修等等））をを新新たたにに実実施施

事事務務局局職職員員
ののススキキルル
アアッッププ促促進進

目目
標標
③③

・・都都へへのの研研修修派派遣遣（（１１名名：：音音楽楽分分
野野以以外外のの業業務務をを中中心心にに担担当当））のの実実
施施
※※研研修修のの目目的的：：よよりり多多面面的的なな知知見見
のの獲獲得得やや多多様様なな経経験験をを積積むむ研研修修期期
間間ととすするるこことと

・・都都へへのの研研修修派派遣遣（（１１名名：：音音楽楽分分野野以以外外のの
業業務務をを中中心心にに担担当当））のの実実施施
・・事事務務局局職職員員のの更更ななるる知知見見獲獲得得ののたためめのの手手
法法検検討討

・・22002222年年４４月月にに職職員員１１名名をを長長期期派派遣遣研研修修ととししてて、、
都都へへ派派遣遣ししてていいるる。。文文化化ににおおけけるるデデジジタタルル推推進進
担担当当ととししてて、、音音楽楽分分野野にに限限ららずず都都のの文文化化事事業業にに
関関すするる幅幅広広いい業業務務をを経経験験ささせせ、、事事務務局局職職員員のの多多
彩彩なな知知見見獲獲得得にに務務めめてていいるる。。
・・事事務務局局職職員員のの自自己己成成長長のの意意識識をを促促進進しし、、更更なな
るるススキキルルアアッッププをを図図るるたためめ、、自自己己啓啓発発にに対対すするる
支支援援のの仕仕組組みみ構構築築すするるここととをを検検討討ししてていいるる。。

・・広広報報にに関関すするる勉勉強強会会等等、、事事務務局局職職
員員ののススキキルルアアッッププののたためめのの多多様様なな手手
法法のの検検討討及及びび実実施施
・・事事務務局局職職員員のの自自己己啓啓発発支支援援制制度度のの
構構築築及及びび運運用用

(公財)東京都交響楽団

戦戦略略５５ 演演奏奏水水準準のの維維持持向向上上とと事事務務局局のの質質的的・・量量的的なな強強化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
－

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○

東
京
都

東
京
都
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響
楽
団
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６ 公益財団法⼈東京都つながり創⽣財団 
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2023年度改訂版のポイント

◆戦略１「多⽂化共⽣社会づくり」を、都内在住外国⼈を対象とした直接⽀援を記載した戦略１
「多⽂化共⽣社会のための都内在住外国⼈への⽀援」と、⾃治体・NPO等を対象とした間接⽀援
を記載した戦略２「多⽂化共⽣社会づくりに取り組む団体等への⽀援」に分割した。

※戦略１を分割したことに伴い、戦略２「共助社会づくりの推進」を戦略３とし、戦略３「財団
の運営基盤の整備」を戦略４とする。

【プランの主な改訂内容】

（公財）東京都つながり創⽣財団

戦略１ 多⽂化共⽣社会のための都内在住外国⼈への⽀援
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標①】
・AIチャットボットの活⽤等による多⽂化共⽣ポータ
ルサイトのアクセス数増（2021年度⽐10％増）
【⽬標②】
・地域の外国⼈相談窓⼝に対する⽀援件数 300件/年
【⽬標③】
・やさしい⽇本語の認知度 40%
【⽬標④】
・地域⽇本語教育データベースの構築、パイロット事
業の開始

【⽬標①】
・情報提供の充実
・多⽂化共⽣ポータルサイトアクセス数を前年度⽐
５％以上増加
【⽬標②】
・外国⼈窓⼝相談件数の増加
【⽬標③】
・東京⽇本語教室サイトの地域⽇本語教室の掲載数
２３０教室以上
【⽬標④】
・やさしい⽇本語の認知度４０％

戦略２ 多⽂化共⽣社会づくりに取り組む団体等への⽀援
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標①】
・AIチャットボットの活⽤等による多⽂化共⽣ポータ
ルサイトのアクセス数増（2021年度⽐10％増）
【⽬標②】
・地域の外国⼈相談窓⼝に対する⽀援件数 300件/年
【⽬標③】
・やさしい⽇本語の認知度 40%
【⽬標④】
・地域⽇本語教育データベースの構築、パイロット事
業の開始

【⽬標①】
・情報提供の充実
・多⽂化共⽣ポータルサイトアクセス数を前年度⽐
５％以上増加
【⽬標②】
・地域の外国⼈相談窓⼝への⽀援件数300以上
【⽬標③】
・各地域⽇本語教育の連携⽀援
【⽬標④】
・やさしい⽇本語の認知度４０％
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
・・情情報報提提供供のの充充実実
・・多多文文化化共共生生ポポーータタルルササイイトトアアククセセスス数数をを前前年年度度比比５５％％以以上上増増加加（（2211年年度度
669999,,773344））
【【目目標標②②】】
・・外外国国人人相相談談窓窓口口のの周周知知、、相相談談件件数数22,,220000件件以以上上((2211年年度度 22,,007788件件））
【【目目標標③③】】
・・東東京京日日本本語語教教室室ササイイトトのの地地域域日日本本語語教教室室のの掲掲載載数数223300教教室室以以上上
【【目目標標④④】】
・・ややささししいい日日本本語語のの認認知知度度4400％％

【【目目標標①①】】多多文文化化共共生生ポポーータタルルササイイトト444455,,886655アアククセセスス 災災害害関関係係等等在在住住外外国国人人にに役役
立立つつ情情報報をを収収集集しし積積極極的的にに発発信信
【【目目標標②②】】多多言言語語相相談談ナナビビ 11,,885566件件（（全全体体22,,113300件件））、、ウウククラライイナナ避避難難民民相相談談窓窓口口
11,,448800件件（（22002222..33～～））
【【目目標標③③】】日日本本語語教教室室掲掲載載数数119988教教室室 区区市市町町村村やや財財団団かからら未未掲掲載載のの日日本本語語教教室室へへ掲掲
載載依依頼頼
【【目目標標④④】】ややささししいい日日本本語語のの認認知知度度調調査査をを22002233年年３３月月にに実実施施予予定定

戦略を設定する理由・背景
都都内内のの在在住住外外国国人人はは過過去去3300年年間間でで2211万万人人かからら5577万万人人にに増増加加すするるととととももにに東東南南アアジジアア出出身身者者をを中中心心にに多多様様化化がが進進んんででいいるる。。在在住住外外国国人人とと日日本本人人がが相相互互理理解解をを深深めめ、、共共にに
快快適適にに暮暮ららすすままちちをを実実現現すするるたためめ、、都都、、区区市市町町村村、、国国際際交交流流協協会会やや民民間間団団体体等等とと連連携携しし、、重重層層的的なな多多文文化化共共生生施施策策をを展展開開すするる必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆東東京京都都国国際際交交流流委委員員会会かからら事事業業をを継継承承（（22002211年年４４月月））しし、、都都のの多多文文化化共共生生推推進進
のの中中核核をを担担うう必必要要ががああるる。。
◆◆そそののたためめ、、地地域域ににおおいいてて多多文文化化共共生生をを担担うう区区市市町町村村、、国国際際交交流流協協会会やや民民間間団団体体
等等ののニニーーズズにに応応ええてていいかかななけけれればばななららなないい。。
◆◆ままたた、、地地域域日日本本語語教教育育やや、、「「ややささししいい日日本本語語」」のの都都内内ににおおけけるる活活用用状状況況ななどどのの
現現状状把把握握・・分分析析をを行行いい、、都都とと連連携携ししたた効効果果的的なな事事業業をを行行うう必必要要ががああるる。。（（文文化化庁庁
がが公公表表ししたた「「令令和和元元年年度度 国国語語にに関関すするる世世論論調調査査」」ででははややささししいい日日本本語語のの認認知知度度
はは約約3300％％））

課題解決の⼿段
◆◆連連絡絡会会議議等等をを通通じじ、、区区市市町町村村やや協協会会等等ととのの継継続続的的なな信信頼頼関関係係をを構構築築すするるとととともも
にに、、DDXXのの推推進進にによよりり、、地地域域ににおおけけるる課課題題のの把把握握やや情情報報のの共共有有化化をを図図るる。。
◆◆区区市市町町村村等等地地域域のの窓窓口口でではは対対応応困困難難ななケケーーススににつついいてて、、広広域域的的なな支支援援をを展展開開すす
るる。。
◆◆都都とと連連携携しし、、IITTをを活活用用ししたた地地域域日日本本語語教教育育のの推推進進やや、、「「ややささししいい日日本本語語」」のの普普
及及啓啓発発にに資資すするる事事業業をを展展開開すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

多多文文化化共共生生
ポポーータタルルササ
イイトトのの充充実実

目目
標標
①①

22002233年年度度大大幅幅改改訂訂

・・ポポーータタルルササイイトト444455,,886655アアククセセスス
・・多多言言語語支支援援員員・・在在住住外外国国人人113399名名のの意意見見をを取取りり入入れれ
新新ササイイトトをを構構築築中中
・・災災害害学学習習記記事事((３３本本))、、おお知知ららせせ・・SSNNSSににてて相相談談会会等等、、
在在住住外外国国人人にに役役立立つつ情情報報ををややささししいい日日本本語語でで発発信信
※※AAIIチチャャッットトボボッットトににウウククラライイナナ関関係係FFAAQQをを1155件件追追加加。。
応応答答率率9966％％((22002211..33時時点点9933％％))

・・外外国国人人のの目目線線をを取取りり入入れれたたササイイトトのの構構築築にに向向
けけヒヒアアリリンンググととアアンンケケーートトをを実実施施。。得得らられれたた意意
見見（（言言語語切切りり替替ええボボタタンンのの常常時時表表示示等等））にに対対応応
すするる形形でで、、ササイイトトのの構構築築作作業業をを進進めめてていいるる。。
・・需需要要のの高高いい災災害害ににつついいててのの記記事事をを88言言語語でで作作
成成・・掲掲載載すするるほほかか、、外外国国語語対対応応すするる相相談談ダダイイヤヤ
ルル等等、、都都内内在在住住のの外外国国人人にに役役立立つつ情情報報をを収収集集しし、、
ササイイトトややSSNNSSでで積積極極的的にに発発信信ししてていいるる。。
※※時時勢勢にに応応じじたたFFAAQQをを追追加加すするるここととででチチャャッットト
ボボッットトのの活活用用促促進進にに寄寄与与ししたた。。ままたた継継続続利利用用ささ
れれるるここととででAAIIがが学学習習しし、、応応答答率率のの向向上上ににつつなな
ががっったた。。

・・外外国国人人へへののヒヒアアリリンンググ等等をを踏踏ままええ
たた多多文文化化共共生生ポポーータタルルササイイトトをを運運営営
・・各各ココンンテテンンツツのの充充実実化化ややSSNNSSのの積積極極
的的なな活活用用にによよりり、、多多文文化化共共生生ポポーータタ
ルルササイイトトののアアククセセスス数数22002222年年度度実実績績
のの５５％％以以上上増増

広広域域ネネッットト
ワワーークク型型のの
外外国国人人相相談談
体体制制のの構構築築

目目
標標
②②

22002233年年度度大大幅幅改改訂訂

・・多多言言語語相相談談ナナビビ 11,,885566件件（（全全体体22,,113300件件））
・・ウウククラライイナナ避避難難民民相相談談窓窓口口11,,448800件件（（22002222..33～～））
・・法法律律相相談談3399件件（（対対前前年年比比4400％％増増））
・・在在留留相相談談 ３３件件（（22002222..55～～））
・・こここころろのの相相談談 都都総総合合精精神神保保健健福福祉祉セセンンタターーのの助助言言
をを得得てて相相談談者者対対応応
・・財財団団内内多多言言語語支支援援員員対対象象のの研研修修「「日日本本語語のの正正ししいい
使使いい方方」」実実施施

・・ウウククラライイナナ関関連連でではは、、時時ととととももにに相相談談件件数数・・
内内容容がが変変化化ししてていいるる。。最最近近はは、、都都営営住住宅宅関関係係がが
多多いい。。
・・新新型型ココロロナナウウィィルルスス感感染染症症にに関関すするる行行動動制制限限
ががななくくななっったたここととでで、、対対面面ででのの法法律律相相談談がが増増加加
傾傾向向ににあありり、、今今後後もも続続くくとと思思わわれれるる。。在在留留相相談談
はは新新宿宿区区内内ににFFRREESSCCががああるるたためめかか相相談談数数がが伸伸びび
てていいなないい。。こここころろのの相相談談ににつついいててはは東東京京都都総総合合
精精神神保保健健福福祉祉セセンンタターーととのの連連携携をを継継続続ししてて模模索索
ししてていいくく。。
・・ウウククラライイナナにに関関すするる日日本本人人かかららのの架架電電がが増増ええ
るる中中、、外外国国人人ででああるる多多言言語語支支援援員員のの日日本本語語対対応応
力力向向上上をを図図るる必必要要性性がが生生じじたた。。

・・専専門門相相談談ののううちちニニーーズズのの多多いい法法律律
相相談談（（外外国国人人対対象象））をを週週３３回回にに増増、、
外外国国人人がが法法律律相相談談ししややすすいい環環境境をを提提
供供
・・相相談談員員研研修修のの充充実実（（女女性性、、子子どどもも
ななどどのの専専門門知知識識のの習習得得やや、、対対応応力力向向
上上にに資資すするるもものの））

地地域域日日本本語語
教教育育のの推推進進

目目
標標
③③

22002233年年度度大大幅幅改改訂訂

・・日日本本語語教教室室掲掲載載数数119988教教室室 22002222年年44月月比比7766..88％％増増
加加
・・アアククセセスス数数1177,,336644件件 22002222年年44月月比比110044..55％％増増加加
・・メメーールルフフォォーームムをを利利用用ししたた各各教教室室へへのの問問合合せせ551177件件
※※都都のの地地域域日日本本語語教教育育推推進進のの考考ええ方方でで示示さされれてていいるる
初初期期のの日日本本語語教教育育をを地地域域でで実実施施すするるここととにに関関ししてて、、
RR55ににパパイイロロッットト事事業業をを実実施施予予定定

・・各各区区市市町町村村かからら域域内内のの日日本本語語教教室室へへ掲掲載載依依頼頼
ををししててももららっったたほほかか、、公公的的機機関関がが公公開開ししてていいるる
日日本本語語教教室室一一覧覧ななどどをを参参照照ししてて、、財財団団かからら未未掲掲
載載のの日日本本語語教教室室にに直直接接掲掲載載依依頼頼をを行行っったた。。
・・日日本本語語をを学学びびたたいい方方やや日日本本語語教教室室ででボボラランン
テティィアアををししたたいい方方ががメメーールルフフォォーームムをを利利用用ししてて
おおりり、、イイベベンントト等等ででササイイトトのの広広報報をを行行ううここととでで
利利用用数数がが毎毎月月増増加加ししてていいるる。。
※※「「東東京京のの地地域域日日本本語語教教育育にに係係るる調調整整会会議議」」等等
ににおおいいてて、、初初期期のの日日本本語語教教育育にに関関すするる課課題題やや対対
応応ににつついいてて有有識識者者やや関関係係機機関関とと協協議議ししたた。。

・・地地域域日日本本語語教教室室のの掲掲載載教教室室のの増増加加
及及びび問問いい合合わわせせへへのの対対応応
・・前前年年度度のの検検討討をを踏踏ままええ、、有有識識者者にに
よよるるワワーーキキンンググをを実実施施ししななががらら、、初初
期期日日本本語語教教育育にに関関すするる日日本本語語教教室室モモ
デデルル事事業業をを実実施施しし、、事事業業かからら得得らられれ
たた知知見見をを区区市市町町村村にによよるる初初期期日日本本語語
教教育育のの拡拡充充にに役役立立ててるる。。

ややささししいい日日
本本語語のの普普及及
啓啓発発活活動動

目目
標標
④④

22002233年年度度大大幅幅改改訂訂

・・活活用用事事例例等等をを掲掲載載ししたたリリーーフフレレッットトをを増増刷刷・・配配布布
・・外外国国人人ににややささししくく伝伝ええるるたためめののポポイインントトををままととめめ
たた動動画画をを作作成成中中
・・ややささししいい日日本本語語ののフフォォーーララムム（（２２月月実実施施））のの準準備備
・・（（公公財財））東東京京都都歴歴史史文文化化財財団団とと連連携携ししててややささししいい
日日本本語語のの展展示示をを実実施施
・・知知事事のの発発信信すするる情情報報（（ココロロナナ関関係係、、環環境境等等））をを
「「ややささししいい日日本本語語」」にに翻翻訳訳

・・ややささししいい日日本本語語のの普普及及ののたためめ、、ややささししいい日日本本
語語のの意意義義・・可可能能性性・・課課題題等等をを考考ええるる場場をを提提供供すす
るるイイベベンントトのの実実施施やや、、多多様様なな分分野野・・団団体体ににおおけけ
るる取取組組のの事事例例・・活活用用時時にに役役立立つつツツーールル紹紹介介はは、、
実実務務的的なな活活用用をを広広げげるるううええでで重重要要ででああるる。。
・・多多文文化化共共生生にに直直接接かかかかわわるる分分野野ででななくくとともも、、
ややささししいい日日本本語語がが有有効効ででああるるここととをを広広めめてていいくく。。
ままずずはは親親和和性性がが高高いい文文化化事事業業とと連連携携ししてて実実施施
・・知知事事等等のの発発信信力力のの高高いい人人がが、、実実際際ににややささししいい
日日本本語語をを活活用用すするる姿姿をを示示すすここととはは有有用用ででああるる。。
・・ややささししいい日日本本語語のの認認知知度度調調査査をを22002233年年３３月月にに
実実施施予予定定

・・新新規規事事例例集集やや用用語語集集・・イイララスストト集集
作作成成にによよるるややささししいい日日本本語語のの普普及及啓啓
発発活活動動
・・多多文文化化共共生生以以外外のの事事業業とと連連携携ししたた
ややささししいい日日本本語語のの普普及及啓啓発発活活動動
・・発発信信力力のの高高いい人人物物やや組組織織をを活活用用しし
たたややささししいい日日本本語語にによよるる情情報報発発信信
・・ややささししいい日日本本語語のの認認知知度度 4400％％

(公財)東京都つながり創⽣財団

戦戦略略１１
多多文文化化共共生生社社会会ののたためめのの都都内内在在住住外外国国人人へへのの支支援援【【大大
幅幅改改訂訂】】

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「『『未未来来のの東東京京』』のの実実現現にに向向けけたた重重点点政政策策方方針針22002222」」（（多多様様性性とと包包摂摂性性ににああふふれれたた地地域域共共生生社社会会のの歩歩みみ））
■■「「『『未未来来のの東東京京』』戦戦略略vveerrssiioonn  uupp22002233」」（（誰誰ももがが個個性性をを活活かかしし、、力力をを発発揮揮ででききるる社社会会））

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 〇

※※22002222年年度度のの取取組組ににつついいてて、、22002222年年1111月月末末実実績績及及びび要要因因分分析析をを記記載載
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京
都
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析
【【目目標標①①】】
・・情情報報提提供供のの充充実実
・・多多文文化化共共生生ポポーータタルルササイイトトアアククセセスス数数をを前前年年度度比比５５％％以以上上増増加加（（22002211年年度度
669999,,773344））
【【目目標標②②】】
・・地地域域のの外外国国人人相相談談窓窓口口へへのの支支援援件件数数330000件件以以上上（（22002211年年度度225500件件））
【【目目標標③③】】
・・情情報報共共有有やや研研修修のの実実施施等等にによよるる各各地地域域日日本本語語教教育育のの連連携携支支援援
【【目目標標④④】】
・・ややささししいい日日本本語語のの認認知知度度4400％％

【【目目標標①①】】多多文文化化共共生生ポポーータタルルササイイトト444455,,886655アアククセセスス 地地域域日日本本語語教教室室ををははじじめめ、、
外外国国人人支支援援団団体体のの活活動動をを積積極極的的にに紹紹介介すするるここととでで各各団団体体のの取取組組をを後後押押しし
【【目目標標②②】】地地域域のの外外国国人人相相談談窓窓口口支支援援227744件件。。曜曜日日にに関関わわららずず、、1155言言語語ででのの支支援援がが
常常時時可可能能ででああるるここととをを周周知知
【【目目標標③③】】７７区区市市のの地地域域日日本本語語教教育育ココーーデディィネネーータターーをを対対象象ととししたた連連携携会会議議にによよりり
情情報報共共有有やや課課題題のの確確認認
【【目目標標④④】】ややささししいい日日本本語語のの認認知知度度調調査査をを22002233年年３３月月にに実実施施予予定定

戦略を設定する理由・背景
都都内内のの在在住住外外国国人人はは過過去去3300年年間間でで2211万万人人かからら5577万万人人にに増増加加すするるととととももにに東東南南アアジジアア出出身身者者をを中中心心にに多多様様化化がが進進んんででいいるる。。在在住住外外国国人人とと日日本本人人がが相相互互理理解解をを深深めめ、、共共にに
快快適適にに暮暮ららすすままちちをを実実現現すするるたためめ、、都都、、区区市市町町村村、、国国際際交交流流協協会会やや民民間間団団体体等等とと連連携携しし、、重重層層的的なな多多文文化化共共生生施施策策をを展展開開すするる必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆東東京京都都国国際際交交流流委委員員会会かからら事事業業をを継継承承（（22002211年年４４月月））しし、、都都のの多多文文化化共共生生推推進進
のの中中核核をを担担うう必必要要ががああるる。。
◆◆そそののたためめ、、地地域域ににおおいいてて多多文文化化共共生生をを担担うう区区市市町町村村、、国国際際交交流流協協会会やや民民間間団団体体
等等ののニニーーズズにに応応ええてていいかかななけけれればばななららなないい。。
◆◆ままたた、、地地域域日日本本語語教教育育やや、、「「ややささししいい日日本本語語」」のの都都内内ににおおけけるる活活用用状状況況ななどどのの
現現状状把把握握・・分分析析をを行行いい、、都都とと連連携携ししたた効効果果的的なな事事業業をを行行うう必必要要ががああるる。。（（文文化化庁庁
がが公公表表ししたた「「令令和和元元年年度度 国国語語にに関関すするる世世論論調調査査」」ででははややささししいい日日本本語語のの認認知知度度
はは約約3300％％））

課題解決の⼿段
◆◆連連絡絡会会議議等等をを通通じじ、、区区市市町町村村やや協協会会等等ととのの継継続続的的なな信信頼頼関関係係をを構構築築すするるとととともも
にに、、DDXXのの推推進進にによよりり、、地地域域ににおおけけるる課課題題のの把把握握やや情情報報のの共共有有化化をを図図るる。。
◆◆区区市市町町村村等等地地域域のの窓窓口口でではは対対応応困困難難ななケケーーススににつついいてて、、広広域域的的なな支支援援をを展展開開すす
るる。。
◆◆都都とと連連携携しし、、IITTをを活活用用ししたた地地域域日日本本語語教教育育のの推推進進やや、、「「ややささししいい日日本本語語」」のの普普
及及啓啓発発にに資資すするる事事業業をを展展開開すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

多多文文化化共共生生
ポポーータタルルササ
イイトトのの充充実実

目目
標標
①①
③③

22002233年年度度大大幅幅改改訂訂

・・外外国国人人ココミミュュニニテティィととつつななががりりななががらら活活動動すするる支支
援援・・交交流流団団体体ををデデーータタベベーーススでで紹紹介介（（115555団団体体））・・在在
住住外外国国人人がが活活躍躍すするる団団体体のの取取材材記記事事をを掲掲載載（（４４本本））
・・ウウェェブブ版版ニニュューーススレレタターーととししてて支支援援・・交交流流団団体体等等
のの取取材材記記事事をを掲掲載載（（８８本本））・・多多文文化化共共生生課課職職員員がが現現
地地取取材材しし執執筆筆ししたた「「地地域域日日本本語語教教室室活活動動レレポポーートト」」
をを掲掲載載（（４４本本））

・・外外国国人人へへのの情情報報提提供供ににはは、、外外国国人人のの周周辺辺ににいい
るる日日本本人人のの力力がが欠欠かかせせなないいここととかからら、、都都内内でで活活
動動ししてていいるる支支援援団団体体・・交交流流団団体体のの情情報報をを収収集集、、
デデーータタベベーースス化化ししてて紹紹介介すするるほほかか、、日日本本にに長長くく
暮暮ららすす外外国国人人がが中中心心ととななっってて活活動動ししてていいるる団団体体
のの取取材材ににもも取取りり組組んんででいいるる。。
・・地地域域日日本本語語教教室室ををははじじめめ、、外外国国人人支支援援団団体体のの
活活動動をを積積極極的的にに紹紹介介すするるここととでで各各団団体体のの取取組組をを
後後押押ししすするるととととももにに、、ここううししたた活活動動をを身身近近にに感感
じじててももららううここととでで「「多多文文化化共共生生社社会会づづくくりり」」にに
新新たたにに参参画画すするる人人々々のの増増加加をを目目指指すす。。

・・支支援援団団体体等等ののニニーーズズをを踏踏ままええたた多多
文文化化共共生生ポポーータタルルササイイトトをを運運営営
・・各各ココンンテテンンツツのの充充実実化化ややSSNNSSのの積積極極
的的なな活活用用にによよりり、、多多文文化化共共生生ポポーータタ
ルルササイイトトののアアククセセスス数数22002222年年度度実実績績
のの５５％％以以上上増増

広広域域ネネッットト
ワワーークク型型のの
外外国国人人相相談談
体体制制のの構構築築

目目
標標
②②

22002233年年度度大大幅幅改改訂訂

・・地地域域のの外外国国人人相相談談窓窓口口支支援援 227744件件
・・ウウククラライイナナ語語翻翻訳訳２２件件、、通通訳訳支支援援 8844件件
・・東東京京都都全全体体のの外外国国人人相相談談対対応応力力をを向向上上ささせせるるたためめ
ののシシスステテムム構構築築にに向向けけてて契契約約準準備備中中
・・財財団団内内多多言言語語支支援援員員のの企企画画・・運運営営にによよるる研研修修をを実実
施施、、都都内内相相談談窓窓口口担担当当者者等等3355名名がが参参加加
※※通通訳訳にに関関すするる研研修修会会３３回回実実施施 計計333333名名参参加加

・・多多言言語語相相談談ナナビビのの周周知知をを図図りり、、地地域域のの各各窓窓口口
でではは困困難難なな案案件件ををササポポーートト
・・都都内内外外国国人人相相談談窓窓口口担担当当者者ががアアククセセススでできき、、
各各地地域域のの状状況況にに応応じじてて利利用用可可能能ななシシスステテムムのの構構
築築にによよりり、、地地域域のの相相談談対対応応力力のの向向上上。。
・・多多言言語語支支援援員員がが外外国国人人ととししててのの視視点点をを活活かかしし、、
日日々々のの相相談談対対応応にに活活用用ででききるる研研修修をを企企画画。。講講師師
役役のの専専門門家家、、各各機機関関ととのの研研修修をを通通じじたた連連携携もも重重
要要
※※地地域域のの相相談談窓窓口口等等でで活活動動すするる通通訳訳ボボラランンテティィ
アア対対象象のの研研修修はは地地域域単単独独実実施施がが難難ししいいたためめ、、通通
訳訳のの基基本本かからら各各分分野野のの専専門門知知識識習習得得ままでで実実際際のの
通通訳訳活活動動にに役役立立つつ内内容容のの研研修修をを実実施施

・・都都内内外外国国人人相相談談支支援援シシスステテムム（（仮仮
称称））のの構構築築及及びび一一部部運運用用開開始始にによよりり、、
区区市市町町村村ををははじじめめ都都内内外外国国人人相相談談窓窓
口口のの対対応応力力をを向向上上
・・ウウククラライイナナ避避難難民民支支援援をを契契機機ととしし
てて地地域域窓窓口口ととののネネッットトワワーークク構構築築やや
継継続続的的なな広広報報をを行行ううここととでで、、地地域域のの
外外国国人人相相談談支支援援窓窓口口にに対対すするる支支援援件件
数数330000件件以以上上

地地域域日日本本語語
教教育育のの推推進進

目目
標標
③③

22002233年年度度大大幅幅改改訂訂

・・文文化化庁庁のの補補助助事事業業をを活活用用ししてて、、７７区区市市がが地地域域日日本本
語語教教育育事事業業をを実実施施。。ままたた、、７７区区市市のの地地域域日日本本語語教教育育
ココーーデディィネネーータターーをを対対象象ととししたた連連携携会会議議をを実実施施すするる
ここととでで、、情情報報共共有有やや課課題題のの確確認認をを実実施施
・・区区市市町町村村やや国国際際交交流流協協会会等等をを対対象象ととししたたパパネネルル
デディィススカカッッシショョンンをを開開催催ししてて、、8844名名参参加加（（ううちち行行政政
関関係係者者4499名名））。。

・・区区市市町町村村やや国国際際交交流流協協会会のの地地域域日日本本語語教教育育担担
当当者者へへののヒヒアアリリンンググをを行行いい、、そそここかからら見見ええててきき
たた課課題題ににつついいてて、、都都がが開開催催すするる調調整整会会議議でで議議論論
ししたたりり、、パパネネルルデディィススカカッッシショョンンのの検検討討テテーーママ
ととししてて取取りり上上げげるるここととでで、、事事業業のの参参考考ととででききるる
よよううににししてていいるる。。
・・連連携携会会議議でで意意見見交交換換すするるここととでで、、自自治治体体間間のの
情情報報共共有有ややつつななががりり作作りりををししてていいるる。。

・・文文化化庁庁補補助助事事業業をを活活用用ししたた各各地地域域
のの日日本本語語教教育育構構築築事事業業のの連連携携支支援援とと
ししてて、、連連携携会会議議のの開開催催（（２２回回））、、行行
政政職職員員をを対対象象ととししたた研研修修（（２２回回））、、
ヒヒアアリリンンググ（（1100かか所所程程度度））等等をを実実施施。。
区区市市町町村村やや外外国国人人支支援援団団体体等等ととのの情情
報報共共有有・・課課題題把把握握をを通通じじてて、、都都内内各各
地地域域のの日日本本語語教教育育事事業業のの体体制制構構築築をを
促促進進

ややささししいい日日
本本語語のの普普及及
啓啓発発活活動動

目目
標標
④④

22002233年年度度大大幅幅改改訂訂

・・次次年年度度のの「「ややささししいい日日本本語語リリーーダダーー養養成成研研修修」」実実
施施にに向向けけ、、今今年年度度はは研研修修カカリリキキュュララムムをを構構築築。。現現在在
はは３３月月のの「「リリーーダダーー養養成成研研修修」」のの試試行行にに向向けけててカカリリ
キキュュララムムにに基基づづいいたた教教材材のの作作成成をを進進行行中中
・・町町会会のの防防災災訓訓練練ののややささししいい日日本本語語チチララシシ作作成成のの支支
援援等等をを実実施施（（国国分分寺寺市市のの自自治治会会等等３３件件））

・・職職場場やや活活動動のの場場にによよっってて必必要要ととさされれるるややささしし
いい日日本本語語がが異異ななるるここととかからら、、各各々々のの持持ちち場場でで活活
用用のの取取組組ををけけんん引引すするる人人材材のの育育成成とと、、彼彼ららがが普普
及及啓啓発発をを行行うう際際にに使使用用すするるツツーールルのの提提供供をを目目指指
すす。。
・・各各種種研研修修やや会会議議をを活活用用ししてて、、財財団団ががややささししいい
日日本本語語活活用用のの相相談談をを受受けけてていいるるここととをを広広報報ししてて
ききたた。。最最近近、、活活用用希希望望がが増増加加ししてていいるるここととととああ
いいままっってて、、自自治治体体やや町町会会・・自自治治会会、、文文化化団団体体なな
どどかかららチチララシシのの相相談談ななどどがが増増加加ししてていいるる。。

・・前前年年度度のの試試行行をを踏踏ままええたた、、ややささしし
いい日日本本語語リリーーダダーー養養成成研研修修のの実実施施
（（区区市市町町村村、、社社協協、、交交流流協協会会、、支支援援
団団体体等等））
・・行行政政機機関関やや各各種種団団体体等等にによよるるややささ
ししいい日日本本語語発発信信にに対対すするる支支援援及及びび相相
談談
・・ややささししいい日日本本語語のの認認知知度度 4400％％
【【再再掲掲】】

(公財)東京都つながり創⽣財団

戦戦略略２２
多多文文化化共共生生社社会会づづくくりりにに取取りり組組むむ団団体体等等へへのの支支援援【【大大
幅幅改改訂訂】】

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「『『未未来来のの東東京京』』のの実実現現にに向向けけたた重重点点政政策策方方針針22002222」」（（多多様様性性とと包包摂摂性性ににああふふれれたた地地域域共共生生社社会会のの歩歩みみ））
■■「「『『未未来来のの東東京京』』戦戦略略vveerrssiioonn  uupp22002233」」（（誰誰ももがが個個性性をを活活かかしし、、力力をを発発揮揮ででききるる社社会会））

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 〇

※※22002222年年度度のの取取組組ににつついいてて、、22002222年年1111月月末末実実績績及及びび要要因因分分析析をを記記載載
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都
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
・・シシスステテムム稼稼働働にによよるる情情報報提提供供充充実実等等をを通通ししたた参参加加者者のの裾裾野野拡拡大大ととボボラランン
テティィアア団団体体のの連連携携強強化化にによよるる活活性性化化
【【目目標標②②】】
・・新新たたなな課課題題へへのの対対応応をを含含めめたた地地域域ココミミュュニニテティィのの活活性性化化事事業業のの本本格格実実施施
・・参参加加自自治治体体数数累累計計９９自自治治体体（（パパイイロロッットト事事業業実実績績にによよりり見見直直しし））

【【目目標標①①】】
・・団団体体のの活活動動情情報報やや記記事事ココンンテテンンツツにによよるる情情報報提提供供のの充充実実をを図図るるととととももにに、、様様々々なな
イイベベンントト等等とと連連携携ししたた情情報報発発信信をを実実施施
・・ササイイトトユユーーザザビビリリテティィのの向向上上やや交交流流促促進進をを図図るるたためめののシシスステテムム改改修修をを実実施施
・・利利用用のの活活性性化化をを図図るるたためめ、、ポポイインントト制制度度のの運運用用をを開開始始すするるととととももにに、、ササポポーータターー
制制度度のの実実施施をを検検討討
【【目目標標②②】】
・・パパイイロロッットト事事業業「「町町会会・・自自治治会会応応援援キキャャララババンン」」事事業業をを開開始始
・・パパイイロロッットト事事業業「「ままちちのの腕腕きききき掲掲示示板板」」事事業業をを継継続続
・・３３市市がが参参加加しし、、参参加加自自治治体体数数はは累累計計６６自自治治体体

戦略を設定する理由・背景
都都内内ににおおいいててもも少少子子高高齢齢化化やや単単身身世世帯帯のの増増加加ななどどがが進進みみ、、ままたたココロロナナ禍禍でで人人とと人人ととののつつななががりりがが希希薄薄ににななるる中中、、地地域域ココミミュュニニテティィのの重重要要性性はは増増すす一一方方ででああるる。。そそううしし
たた状状況況をを踏踏ままええ、、人人とと人人ととののつつななががりりをを取取りり戻戻すす共共助助社社会会づづくくりりのの取取組組がが必必要要ででああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆東東京京22002200大大会会でではは多多くくのの大大会会関関連連ボボラランンテティィアアがが活活動動すするるがが、、ボボラランンテティィアアにに
関関心心をを持持っったた人人たたちちのの活活動動をを継継続続ささせせるる仕仕組組みみづづくくりりがが必必要要ででああるる。。
◆◆現現在在はは活活動動希希望望者者がが、、個個々々のの団団体体にに直直接接アアププロローーチチすするるここととがが必必要要ととななっってておお
りり、、興興味味・・関関心心ののああるる活活動動ににつつななががりりににくくいいとといいっったた課課題題ががああるる。。
◆◆ままたた、、ココロロナナのの影影響響にによよりり現現地地ででのの活活動動がが難難ししくくななっってていいるる状状況況をを踏踏ままええ、、活活
動動のの継継続続やや機機運運をを維維持持すするる取取組組がが必必要要ででああるる。。
◆◆ままたた、、地地域域のの中中核核をを担担っっててききたた町町会会・・自自治治会会でではは、、深深刻刻なな担担いい手手不不足足のの中中、、新新
たたなな地地域域課課題題へへのの対対応応がが期期待待さされれるる状状況況ででああるる。。外外部部人人材材をを活活用用すするるななどど、、新新たた
なな発発想想やや手手法法をを取取りり入入れれてていいくく必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆共共助助社社会会づづくくりりをを担担当当すするるポポスストトをを新新設設しし、、都都とと連連携携ししてて新新たたなな事事業業をを開開始始すす
るる。。
◆◆東東京京22002200大大会会をを契契機機ととししたたボボラランンテティィアア文文化化のの定定着着をを図図るるたためめ、、都都がが構構築築ししたた
東東京京ボボラランンテティィアアレレガガシシーーネネッットトワワーーククシシスステテムムのの運運営営をを開開始始すするる。。
◆◆ここれれにによよりり、、ボボラランンテティィアアのの魅魅力力をを伝伝ええるるととととももにに、、受受入入団団体体間間でで運運営営ノノウウハハ
ウウをを共共有有しし、、活活動動のの継継続続をを支支援援すするる。。
◆◆民民間間企企業業等等ととのの連連携携にによよりり、、デデジジタタルル化化ななどど新新たたなな視視点点をを加加ええたた取取組組をを促促進進しし、、
地地域域のの中中核核ででああるる町町会会・・自自治治会会のの活活動動のの活活性性化化をを図図るる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

東東京京ボボラランン
テティィアアレレガガ
シシーーネネッットト
ワワーーククのの構構
築築・・運運営営

目目
標標
①①

・・シシスステテムムのの運運用用・・改改善善、、ポポイインン
トト制制度度のの開開始始
・・22002211年年度度のの運運用用実実績績をを踏踏ままええ、、
利利用用者者のの自自主主的的なな活活動動ににつつななげげるる
仕仕組組みみににつついいてて検検討討・・改改善善をを実実施施
・・VVLLNNへへののアアククセセスス数数、、VVLLNNかからら団団
体体・・活活動動等等ののペペーージジへへのの遷遷移移数数、、
ユユーーザザーーのの投投稿稿等等をを分分析析
・・他他団団体体ととのの連連携携

・・検検索索機機能能ややママイイペペーージジ機機能能等等のの充充実実・・改改
善善すするるととととももにに、、ポポイインントト制制度度のの運運用用をを開開
始始
・・利利用用者者のの意意見見等等をを踏踏ままええVVLLNNのの企企画画運運営営
をを行行うう「「ササポポーータターー制制度度」」をを検検討討
・・遷遷移移数数をを把把握握ででききるるよようう、、シシスステテムム改改修修
をを実実施施
・・都都やや政政策策連連携携団団体体、、TTVVAACC、、JJSSVVNNななどど他他団団
体体とともも連連携携しし、、多多様様なな情情報報発発信信等等をを実実施施

・・ユユーーザザーーのの声声をを踏踏ままええ、、ササイイトトユユーーザザビビリリ
テティィのの向向上上やや交交流流促促進進をを図図るるたためめののシシスステテムム改改
修修をを行行ううととととももにに、、ポポイインントト制制度度ににつついいててはは、、
利利用用状状況況にに応応じじてて、、福福祉祉作作業業所所でで製製作作梱梱包包ししたた
各各特特典典とと交交換換ででききるるななどど、、継継続続利利用用をを促促ししなながが
らら社社会会貢貢献献へへのの理理解解をを深深めめるる機機会会ととななるるよようう工工
夫夫をを行行っったた。。
・・遷遷移移数数ののほほかか、、ユユーーザザーーのの利利用用状状況況やや意意見見等等
もも把把握握をを進進めめ、、分分析析をを行行うう。。
・・生生文文スス局局ややJJSSVVNN等等とと連連携携しし、、大大会会１１周周年年記記念念
セセレレモモニニーーををははじじめめススポポーーツツ分分野野のの活活動動情情報報をを
発発信信すするるととととももにに、、TTVVAACCやや人人権権啓啓発発セセンンタターー等等
とともも連連携携しし、、障障害害者者・・高高齢齢者者・・子子供供分分野野ななどど、、
ススポポーーツツ分分野野にに留留ままららなないい多多様様なな活活動動情情報報のの提提
供供、、普普及及啓啓発発をを行行っったた。。ままたた、、ボボラランンテティィアアのの
魅魅力力をを伝伝ええ参参加加者者のの裾裾野野拡拡大大をを図図るるたためめ、、生生文文
スス局局ややFFCC東東京京がが主主催催すするる各各イイベベンントト等等ににVVLLNN
ブブーーススをを企企画画・・設設置置すするるななどど、、積積極極的的にに情情報報発発
信信をを行行っったた。。

・・22002222年年度度をを踏踏ままええたたシシスステテムムのの運運
用用、、ココンンテテンンツツ等等のの企企画画・・発発信信
・・ボボラランンテティィアア活活動動にに興興味味関関心心をを抱抱
いいてていいるる層層にに対対しし、、今今後後のの継継続続的的なな
活活動動をを支支援援すするるたためめ、、ポポイインントト制制度度
のの充充実実、、交交流流機機能能のの強強化化、、ササポポーー
タターー制制度度のの運運営営等等をを実実施施
・・都都やや政政策策連連携携団団体体ををははじじめめ、、様様々々
なな団団体体ととのの連連携携をを更更にに促促進進（（22002233年年
度度はは教教育育庁庁とともも連連携携しし、、学学校校にに向向けけ
たた情情報報提提供供等等をを実実施施予予定定））

地地域域ココミミュュ
ニニテティィのの活活
性性化化事事業業のの
実実施施

目目
標標
②②

・・企企業業・・大大学学・・NNPPOO等等ととののママッッチチ
ンンググ支支援援もも含含めめたた事事業業執執行行ままででのの
伴伴走走支支援援をを行行うう「「町町会会・・自自治治会会応応
援援キキャャララババンン」」をを実実施施
・・「「ままちちのの腕腕きききき掲掲示示板板」」事事業業をを
継継続続実実施施
・・参参加加自自治治体体数数累累計計６６自自治治体体

・・中中野野区区・・三三鷹鷹市市・・町町田田市市とと「「町町会会・・自自治治
会会応応援援キキャャララババンン」」事事業業をを開開始始
（（事事業業周周知知等等ににああたたっっててはは、、社社会会福福祉祉協協議議
会会ややJJKKKKななどど関関係係団団体体とともも連連携携））
・・中中野野区区５５団団体体、、三三鷹鷹市市２２団団体体、、町町田田市市１１
団団体体をを伴伴走走支支援援
・・八八王王子子市市・・清清瀬瀬市市・・稲稲城城市市とと「「ままちちのの腕腕
きききき掲掲示示板板」」事事業業をを開開始始
・・八八王王子子市市、、稲稲城城市市でで案案件件がが登登録録さされれ、、
ママッッチチンンググがが進進行行中中

・・新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症にによよるる数数年年のの活活動動
停停止止期期間間ががあありり、、そそのの間間役役員員のの交交代代やや高高齢齢化化がが
進進行行しし、、町町会会・・自自治治会会のの活活動動再再開開へへののハハーードドルル
はは高高いい。。そそのの中中でで、、連連携携６６区区市市とと調調整整しし、、地地域域
のの担担いい手手ととののママッッチチンンググやや、、町町会会行行事事実実施施のの支支
援援等等をを行行っったた。。
・・連連携携各各区区市市のの状状況況にに合合わわせせたた事事業業のの調調整整をを行行
いいつつつつ、、次次年年度度のの事事業業展展開開ににつついいててもも検検討討をを
行行っってていいるる。。

・・ママッッチチンンググココーーデディィネネーートト事事業業のの
本本格格展展開開
・・参参加加自自治治体体数数累累計計９９自自治治体体
・・連連携携３３年年目目のの３３区区市市ににおおいいてて、、パパ
イイロロッットト事事業業（（「「ままちちのの腕腕きききき掲掲示示
板板」」・・「「町町会会・・自自治治会会応応援援キキャャララババ
ンン」」））のの成成果果をを周周知知すするる取取組組をを実実施施
・・パパイイロロッットト事事業業のの結結果果をを踏踏ままええたた
今今後後のの実実施施事事業業やや実実施施対対象象ににつついいてて
検検討討

(公財)東京都つながり創⽣財団

戦戦略略３３ 共共助助社社会会づづくくりりのの推推進進

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「『『未未来来のの東東京京』』のの実実現現にに向向けけたた重重点点政政策策方方針針22002222」」（（多多様様性性とと包包摂摂性性ににああふふれれたた地地域域共共生生社社会会のの歩歩みみ））
■■「「『『未未来来のの東東京京』』戦戦略略vveerrssiioonn  uupp22002233」」（（誰誰ももがが個個性性をを活活かかしし、、力力をを発発揮揮ででききるる社社会会））（（東東京京ののププレレゼゼンンススをを向向上上））

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 〇
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
・・文文書書のの電電子子決決定定率率110000％％
【【目目標標②②】】
・・22002200年年度度比比一一人人当当たたりり紙紙使使用用量量7700％％削削減減
【【目目標標③③】】
・・採採用用かからら退退職職ままででにに必必要要なな人人事事制制度度のの確確立立
【【目目標標④④】】
・・公公益益認認定定のの取取得得

・・年年度度当当初初よよりり複複数数ののシシスステテムムをを利利用用すするるここととややタタブブレレッットトのの導導入入等等にによよりりペペーー
パパーーレレスス化化をを促促進進ししたた。。
・・臨臨時時業業務務へへ対対応応すするるたためめのの人人事事制制度度のの構構築築やや、、既既存存のの人人事事規規程程ににつついいてて財財団団のの実実
態態にに合合わわせせたた改改訂訂等等をを実実施施ししたた。。
・・顧顧問問会会計計士士やや東東京京都都とと調調整整すするるここととにによよりり、、公公益益認認定定のの申申請請をを前前倒倒ししてて実実施施ししたた。。

戦略を設定する理由・背景
財財団団はは設設立立かからら間間ももなないいたためめ、、各各種種制制度度設設計計ややシシスステテムム化化へへのの早早急急なな対対応応がが課課題題ででああるる。。ままたた、、都都民民ニニーーズズにに柔柔軟軟にに対対応応ししたた独独自自事事業業をを展展開開すするるたためめ、、自自主主財財源源確確保保
にに向向けけたた取取組組がが必必要要ででああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆設設立立間間ももなないい団団体体でであありり、、現現在在、、最最小小限限のの人人員員体体制制でで稼稼働働ししてていいるるたためめ、、文文書書
管管理理、、勤勤怠怠管管理理等等のの総総務務系系シシスステテムムがが未未導導入入ででああるるここととかからら、、全全ててがが紙紙にによよるる決決
裁裁ととななっってていいるる。。
◆◆同同様様にに人人事事考考課課やや昇昇任任制制度度がが導導入入さされれてておおららずず、、職職員員のの業業績績をを適適正正にに評評価価すするる
仕仕組組みみのの構構築築がが必必要要ででああるる。。
◆◆ままたた、、収収入入がが都都補補助助金金ののみみととななっってていいるるがが、、独独自自事事業業のの展展開開にに向向けけたた自自主主財財源源
のの確確保保にに取取りり組組むむ必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆各各業業務務シシスステテムムをを導導入入しし、、業業務務のの効効率率化化ややペペーーパパーーレレスス化化をを推推進進すするる。。
◆◆業業績績評評価価やや昇昇任任制制度度ななどど人人事事制制度度をを確確立立すするるここととにによよりり、、職職員員ののキキャャリリアア形形成成
をを支支援援すするる。。
◆◆自自主主財財源源確確保保にに向向けけたた賛賛助助会会員員制制度度等等のの検検討討をを行行うう前前提提ととししてて、、寄寄付付者者へへのの税税
制制優優遇遇がが可可能能ととななるる公公益益認認定定をを取取得得すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

団団体体のの業業務務
効効率率化化にに資資
すするる各各シシスス
テテムムのの導導入入

目目
標標
①①
②②

・・各各シシスステテムムをを順順次次導導入入しし、、ペペーー
パパーーレレスス化化をを推推進進
文文書書のの電電子子決決定定率率110000％％（（人人事事案案
件件等等をを除除くく））
22002200年年度度比比一一人人当当たたりりのの紙紙使使用用量量
7700％％削削減減

・・人人事事シシスステテムムやや会会議議用用タタブブレレッットトのの導導入入
にによよりり、、紙紙資資料料のの削削減減にに努努めめたた。。
・・年年度度当当初初かからら文文書書決決裁裁シシスステテムムをを活活用用すす
るるここととにによよりり、、文文書書のの電電子子決決定定率率110000％％をを
達達成成
・・一一人人当当たたりりのの紙紙使使用用ににつついいてて、、22002200年年度度
比比7700..66％％減減（（月月平平均均・・１１人人当当たたりり使使用用枚枚数数
22002200年年990000枚枚、、22002211年年331188枚枚、、22002222年年226655
枚枚））

・・年年度度当当初初かからら各各シシスステテムムをを活活用用すするるここととにによよ
りり、、紙紙使使用用量量のの一一層層のの削削減減にに努努めめたた。。
・・会会議議用用タタブブレレッットトをを活活用用すするるここととにによよりり理理事事
会会等等ででのの紙紙資資料料のの削削減減をを図図っったた。。
・・財財団団内内のの多多様様なな申申請請様様式式をを文文書書決決裁裁シシスステテムム
へへ落落ととしし込込むむここととにによよりり、、様様々々なな文文書書をを電電子子決決
裁裁すするるここととがが可可能能ととななっったた。。
・・財財団団設設立立当当初初かからら紙紙でで管管理理ししてていいたた人人事事情情報報
ににつついいてて、、人人事事シシスステテムムでで一一括括管管理理すするるここととでで、、
ペペーーパパーーレレスス化化をを促促進進ししたた。。

・・ペペーーパパーーレレスス化化にに向向けけたた取取組組をを浸浸
透透ささせせ、、引引きき続続ききペペーーパパーーレレスス化化をを
実実施施
・・文文書書のの電電子子決決定定率率110000％％
・・シシスステテムム活活用用にによよるる財財団団運運営営のの改改
善善

モモチチベベーー
シショョンン向向上上
にに資資すするる人人
事事制制度度のの構構
築築

目目
標標
③③

・・ススペペシシャャリリテティィをを確確保保ししななががらら
事事業業拡拡大大にに見見合合っったた体体制制をを構構築築しし
てていいけけるるよようう、、採採用用をを含含めめたた人人事事
制制度度のの在在りり方方をを検検討討
・・業業績績評評価価をを導導入入しし、、昇昇給給及及びび勤勤
勉勉手手当当にに反反映映
・・財財団団のの求求めめるる人人材材のの育育成成方方法法にに
つついいてて昇昇任任制制度度とと合合わわせせ検検討討をを実実
施施
・・退退職職金金制制度度のの検検討討

・・22002222年年６６月月にに契契約約職職員員設設置置要要綱綱をを制制定定しし、、
多多様様なな採採用用形形態態をを実実現現
・・財財団団のの実実態態にに即即しし、、人人事事考考課課及及びび勤勤勉勉手手
当当成成績績率率等等にに関関すするる要要綱綱をを22002222年年1111月月にに改改
訂訂
・・他他団団体体のの事事例例をを収収集集しし、、財財団団にに適適ししたた昇昇
任任制制度度をを検検討討
・・財財団団職職員員のの傾傾向向をを考考慮慮ししたた退退職職金金制制度度のの
方方向向性性をを決決定定

・・22002222年年７７月月よよりり開開始始ししたたウウククラライイナナ避避難難民民支支
援援等等のの臨臨時時業業務務へへ対対応応すするるたためめ、、契契約約職職員員設設置置
要要綱綱をを策策定定しし、、契契約約職職員員をを雇雇用用ししたた。。
・・人人事事考考課課要要綱綱ににつついいててよよりり実実態態にに即即ししたた運運用用
をを実実現現ししたた。。他他のの規規程程等等ににつついいててもも引引きき続続きき改改
善善・・整整備備をを実実施施ししてていいくく。。
・・他他団団体体のの昇昇任任制制度度もも参参考考にに、、財財団団のの将将来来像像をを
見見据据ええたた昇昇任任制制度度のの構構築築をを予予定定ししてていいるる。。
・・財財団団職職員員のの採採用用傾傾向向やや規規模模等等をを考考慮慮しし、、退退職職
金金のの方方向向性性をを検検討討ししたた。。令令和和４４年年度度中中にに規規程程をを
整整備備しし、、22002233年年４４月月１１日日施施行行をを予予定定ししてていいるる。。

・・退退職職金金制制度度導導入入
・・財財団団のの将将来来像像をを見見据据ええたた昇昇任任制制度度
のの構構築築及及びび規規程程整整備備
・・運運用用をを通通じじたた規規程程のの改改正正及及びび制制定定
をを実実施施

公公益益認認定定のの
取取得得

目目
標標
④④

・・公公益益認認定定をを前前提提ととししたた財財務務・・会会
計計書書類類のの整整備備

・・公公益益認認定定書書類類ととししててのの財財務務・・会会計計書書類類のの
整整備備をを実実施施
・・公公益益認認定定審審議議会会にに向向けけ、、申申請請行行政政庁庁とと調調
整整中中

・・22002211年年度度中中かからら顧顧問問会会計計士士及及びび東東京京都都とと調調整整
しし、、申申請請ススケケジジュューールルやや申申請請内内容容のの検検討討をを実実施施
ししてていいたたたためめ、、当当初初目目標標ででああるる22002233年年度度のの公公益益
認認定定のの申申請請をを、、１１年年前前倒倒ししししてて実実施施ししたた。。
・・22002233年年１１月月以以降降のの公公益益認認定定審審議議会会にに付付議議をを行行
いい、、22002233年年４４月月かかららのの公公益益法法人人化化をを目目指指すす。。
・・22002233年年度度のの公公益益法法人人化化にに向向けけてて、、公公益益法法人人とと
ししててのの体体制制強強化化にに係係るる取取組組ににつついいてて検検討討をを実実施施
ししてていいるる。。

・・外外部部監監査査制制度度のの導導入入にによよりり、、団団体体
内内外外のの視視点点かかららガガババナナンンススのの向向上上をを
図図るるここととでで、、公公益益法法人人ととししててのの体体制制
をを強強化化

(公財)東京都つながり創⽣財団

戦戦略略４４ 財財団団のの運運営営基基盤盤のの整整備備

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 〇
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７ 公益財団法⼈東京都スポーツ⽂化事業団 
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2023年度改訂版のポイント

◆戦略１ スポーツが⽇常⽣活に溶け込んだ「スポーツフィールド東京」の実現 TOKYOスポー
ツレガシービジョンを踏まえ、機を逃さず、⼤会で得た成果をスポーツフィールド東京の実現に
繋げていくため、本ビジョンに則り事業を展開

◆戦略３ レガシーの活⽤及びDXの推進による都⽴スポーツ施設の魅⼒向上 エネルギー、原材
料価格の上昇やコロナの影響等により、当初予定より⼤幅な⾚字⾒込みであることから、都と連
携し、中⻑期的な事業の安定化に着⼿

【プランの主な改訂内容】

（公財）東京都スポーツ⽂化事業団

戦略３ レガシーの活⽤及びDXの推進による都⽴スポーツ施設の魅⼒向上
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標①】
指定管理施設の利⽤拡⼤

【⽬標②】
⼤会等におけるWEBを活⽤した映像配信サービス（AI
搭載カメラを活⽤し映像配信）の提供や5Gの整備によ
る利⽤者サービスの向上

【⽬標③】
指定管理施設を活⽤した都施策への積極的な貢献

【⽬標①】
指定管理施設の利⽤拡⼤

【⽬標②】
⼤会等におけるWEBを活⽤した映像配信サービス（AI
搭載カメラを活⽤し映像配信）の提供や5Gの整備によ
る利⽤者サービスの向上

【⽬標③】
指定管理施設を活⽤した都施策への積極的な貢献

【⽬標④】
都⽴スポーツ施設旗振り役として施設間連携の新規事
業により収⼊改善を図る等都と連携し中⻑期的な事業
の安定化に着⼿

戦略１ スポーツが⽇常⽣活に溶け込んだ「スポーツフィールド東京」の実現
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標①】
都内でスポーツができる場の情報⼀元化

【⽬標②】
無関⼼層や「新しい⽇常」にも対応する多⾓的なス
ポーツ情報の発信

【⽬標①】
都内でスポーツができる場（スポーツ施設等）の情

報⼀元化（3,000施設掲載）に加え、都内スポーツ情
報の更なる充実

【⽬標②】
無関⼼層へのアプローチや「新しい⽇常」にも対応

する、多⾓的なスポーツ情報の発信（年間30動画追
加）
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
都都内内ででススポポーーツツががででききるる場場（（ススポポーーツツ施施設設等等））のの情情報報一一元元化化（（33,,000000施施設設掲掲

載載））にに加加ええ、、都都内内ススポポーーツツ情情報報のの更更ななるる充充実実
【【目目標標②②】】

無無関関心心層層へへののアアププロローーチチやや「「新新ししいい日日常常」」ににもも対対応応すするる、、多多角角的的ななススポポーー
ツツ情情報報のの発発信信（（年年間間3300動動画画追追加加））

①①都都内内ででススポポーーツツががででききるる場場のの情情報報一一元元化化にに向向けけ、、ススポポーーツツ情情報報発発信信WWEEBBササイイトト
「「SSPPOOPPIITTAA」」ににおおいいてて、、公公共共・・民民間間含含めめたたススポポーーツツ施施設設情情報報をを順順次次拡拡充充
②②「「無無関関心心層層やや『『新新ししいい日日常常』』ににもも対対応応すするる多多角角的的ななススポポーーツツ情情報報のの発発信信」」ののたためめ、、
おおすすすすめめススポポーーツツ診診断断機機能能をを実実装装しし、、都都民民ののニニーーズズをを踏踏ままええたた新新規規機機能能開開発発及及びび都都
立立ススポポーーツツ施施設設にに係係るるVVRRツツアアーーのの拡拡充充にに向向けけてて調調整整中中

戦略を設定する理由・背景
東東京京22002200大大会会をを通通じじたたススポポーーツツ施施設設のの整整備備、、ススポポーーツツ実実施施気気運運ななどど、、多多くくののレレガガシシーーををススポポーーツツ振振興興にに活活かかしし、、都都市市のの中中でで根根付付かかせせてていいくくたためめ、、「「TTOOKKYYOOススポポーーツツレレガガ
シシーービビジジョョンン」」にに基基づづきき、、機機をを逃逃ささずず戦戦略略的的にに事事業業をを展展開開しし、、ススポポーーツツフフィィーールルドド東東京京のの実実現現ににつつななげげてていいくく。。

団体における現状（課題）
・・ここれれままでで東東京京22002200大大会会へへのの協協力力ややススポポーーツツ実実施施率率7700％％のの達達成成にに向向けけたたススポポーーツツ
施施策策のの展展開開ななどど、、都都政政のの重重要要課課題題のの解解決決にに向向けけ都都とと連連携携ししてて取取りり組組んんででききたたがが、、
今今後後もも都都ののススポポーーツツ施施策策とと連連動動しし、、効効果果的的なな事事業業をを展展開開ししてていいくく必必要要ががああるる。。
（（東東京京都都のの調調査査（（22002233年年１１月月2277日日発発表表））にによよるるとと、、ススポポーーツツ実実施施率率6655..99％％））
・・都都民民ががよよりり一一層層ススポポーーツツにに親親ししむむここととががででききるるよようう、、都都民民のの利利便便性性・・ニニーーズズをを
考考慮慮ししたた情情報報発発信信をを効効果果的的にに行行うう事事がが求求めめらられれてていいるる。。
・・現現場場をを熟熟知知ししてていいるる事事業業団団ががススポポーーツツフフィィーールルドド東東京京のの牽牽引引役役ととししてて、、東東京京
22002200大大会会ののレレガガシシーーのの継継承承ととススポポーーツツ振振興興にに寄寄与与すするるここととがが求求めめらられれてていいるる。。

課題解決の⼿段
・・「「ススポポーーツツフフィィーールルドド東東京京」」のの実実現現にに寄寄与与すするるたためめ、、ススポポーーツツ東東京京案案内内事事業業をを
軸軸にに「「TTOOKKYYOOススポポーーツツレレガガシシーービビジジョョンン」」のの各各事事項項をを具具体体化化・・普普及及拡拡大大ででききるるよようう、、
よよりりススピピーードド感感をを持持ちち戦戦略略的的にに事事業業展展開開をを図図っってていいくく。。ままたた、、ススポポーーツツ実実施施率率
7700％％のの達達成成にに寄寄与与すするるたためめ、、無無関関心心層層ににアアププロローーチチすするるななどど、、下下記記のの取取組組をを実実施施。。
・・多多種種多多様様なな都都民民ニニーーズズをを把把握握しし、、SSPPOOPPIITTAAをを基基幹幹ととししてて「「東東京京ののススポポーーツツ情情報報はは
ここここをを見見れればば完完結結」」とといいううよよううなな、、都都内内ススポポーーツツ情情報報のの総総合合的的ななププララッットトフフォォーー
ムム化化をを図図るる。。
・・ススポポーーツツ実実施施率率向向上上ににつついいててはは、、事事業業団団のの強強みみででああるる迅迅速速性性とと柔柔軟軟性性をを活活かかしし、、
無無関関心心層層へへのの更更ななるる働働ききかかけけ等等様様々々なな事事業業展展開開をを図図っってていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

都都民民誰誰ももがが
ススポポーーツツ施施
設設ににアアククセセ
ススででききるる環環
境境のの整整備備

目目
標標
①①

１１））施施設設情情報報のの拡拡充充
２２））レレココメメンンドド機機能能のの充充実実
３３））民民間間ススポポーーツツ施施設設やや公公開開空空
地地・・商商業業施施設設等等ススポポーーツツ施施設設以以外外
のの活活用用にに向向けけたた検検討討

「「SSPPOOPPIITTAA」」（（月月平平均均3377,,000000アアククセセスス））にに
おおいいてて、、以以下下をを実実施施
１１））公公民民含含めめたた施施設設情情報報のの拡拡充充
２２））施施設設検検索索結結果果のの情情報報ととととももにに近近隣隣施施設設
等等をを紹紹介介すするる機機能能にに加加ええ施施設設にに係係るる口口ココミミ
情情報報のの充充実実化化
３３））公公開開空空地地・・商商業業施施設設等等をを利利用用しし
SSPPOOPPIITTAAををPPRRすするる等等都都ののアアーーババンンフフィィッットト
ネネスス推推進進事事業業ととのの連連携携をを図図っったた

都都内内ででススポポーーツツががででききるる場場（（ススポポーーツツ施施設設等等））
のの一一元元化化にに向向けけてて、、以以下下取取組組をを実実施施
１１））日日本本フフィィッットトネネスス産産業業協協会会ななどど業業界界団団体体等等
とと調調整整をを行行いい、、４４月月当当初初のの22,,444411件件かからら22,,885500件件
へへ施施設設情情報報をを拡拡充充
２２））利利用用者者のの利利便便性性向向上上ののたためめ、、施施設設にに係係るる口口
ココミミ情情報報をを掲掲載載すするる機機能能をを構構築築
３３））東東京京駅駅構構内内ススククエエアアゼゼロロ及及びび立立川川ググリリーーンン
ススププリリンンググススににおおけけるるアアーーババンンフフィィッットトネネスス
（（公公開開空空地地等等をを活活用用ししたた東東京京都都のの事事業業））ににおおいい
てて、、SSPPOOPPIITTAAのの事事業業紹紹介介をを実実施施。。ままたた、、SSPPOOPPIITTAA
ででアアーーババンンフフィィッットトネネスス推推進進事事業業をを紹紹介介

「「SSPPOOPPIITTAA」」（（月月平平均均5500,,000000アアククセセスス
をを目目標標））ににおおいいてて、、以以下下をを実実施施
１１））施施設設検検索索機機能能のの充充実実（（ババリリアアフフ
リリーー情情報報ななどど））にに向向けけたた更更ななるる見見直直
しし
２２））利利用用者者のの利利便便性性向向上上（（おお気気にに入入
りりのの施施設設・・ススポポーーツツ））にに向向けけたた検検討討
３３））都都ののアアーーババンンフフィィッットトネネスス推推進進
事事業業ととSSPPOOPPIITTAA事事業業をを引引きき続続きき連連携携しし
てて実実施施

WWEEBBをを活活用用
ししたた新新規規ココ
ンンテテンンツツ創創
出出（（イイベベンン
トトはは月月110000
件件常常時時掲掲
載載））

目目
標標
①①
②②

１１））ココンンテテンンツツをを改改良良・・追追加加
２２））イイベベンントト情情報報ににレレココメメンンドド機機
能能やや検検索索機機能能をを追追加加
３３））チチャャッットトボボッットト等等のの実実装装

１１））都都民民ののニニーーズズをを踏踏ままええたた新新規規機機能能開開発発
にに向向けけ、、実実装装ココンンテテンンツツをを検検討討
２２））ススポポーーツツイイベベンントト参参加加促促進進キキャャンンペペーー
ンンとと連連動動しし、、SSPPOOPPIITTAAののイイベベンントト情情報報をを充充
実実化化
３３））おおすすすすめめススポポーーツツ診診断断機機能能をを実実装装

１１））ススポポーーツツ情情報報のの一一元元化化にに向向けけてて、、都都民民向向けけ
アアンンケケーートトににてて都都民民がが欲欲ししいい情情報報、、欲欲ししいい機機能能
等等をを把把握握。。事事業業団団内内PPTTににおおいいてて、、SSPPOOPPIITTAAにに実実
装装すすべべききココンンテテンンツツをを検検討討。。今今後後、、委委託託事事業業者者
のの調調整整をを踏踏ままええ実実装装予予定定
２２））ススポポーーツツイイベベンントト参参加加促促進進キキャャンンペペーーンン
「「SSPPOOPPIITTAAススタタンンププララリリーー」」ででははススママーートトフフォォ
ンンアアププリリをを活活用用しし、、ススポポーーツツイイベベンントトをを検検索索でで
ききるるよようう利利用用者者のの利利便便性性をを踏踏ままええ、、運運用用
３３））非非実実践践層層ががススポポーーツツにに興興味味関関心心をを持持っっててもも
ららええるるよようう、、おおすすすすめめススポポーーツツ診診断断機機能能をを実実装装

１１））仮仮想想空空間間ななどど更更にに新新たたなな切切りり口口
かかららののココンンテテンンツツをを追追加加
２２））イイベベンントト情情報報（（月月110000件件常常時時掲掲
載載））及及びびススポポーーツツイイベベンントト参参加加促促進進
キキャャンンペペーーンンのの拡拡充充
３３））都都内内ススポポーーツツ情情報報のの一一元元化化へへ向向
けけたた検検討討

新新ししいい日日常常
ににおおいいてて都都
民民ががススポポーー
ツツにに親親ししむむ
たためめのの情情報報
発発信信

目目
標標
②②

ココロロナナ禍禍のの状状況況にに対対応応ししななががらら継継
続続的的にに実実施施

１１））ススポポーーツツ施施設設ののババーーチチャャルルツツアアーーのの拡拡
充充にに向向けけてて調調整整中中
２２））競競技技指指導導、、アアドドババイイススにに関関すするるススポポーー
ツツ動動画画ににつついいてて掲掲載載数数をを拡拡充充しし、、229922動動画画
をを掲掲載載（（昨昨年年度度末末223388動動画画））。。併併せせてて、、検検
索索ししややすすくくすするるたためめ、、カカテテゴゴリリのの分分類類方方法法
をを変変更更

ココロロナナ禍禍ににおおいいててもも都都民民ががススポポーーツツにに親親ししむむここ
ととががででききるるよようう、、以以下下取取組組をを実実施施
１１））ススポポーーツツ施施設設ののババーーチチャャルルツツアアーーににつついいてて、、
都都立立ススポポーーツツ施施設設のの一一体体的的ななPPRRにに向向けけてて、、各各団団
体体とと制制作作ににつついいてて調調整整中中（（現現在在都都立立９９施施設設掲掲載載
済済みみ。。追追加加でで７７施施設設とと調調整整中中））
２２））アアススリリーートトがが活活躍躍すするるススポポーーツツ動動画画ややパパララ
ススポポーーツツ動動画画のの追追加加掲掲載載にに向向けけてて、、関関係係団団体体とと
調調整整中中

ポポスストトココロロナナのの視視点点もも踏踏ままええ、、以以下下
をを実実施施
１１））ススポポーーツツ施施設設ババーーチチャャルルツツアアーー
のの拡拡充充
２２））アアススリリーートトがが活活躍躍すするるススポポーーツツ
動動画画のの追追加加掲掲載載（（年年間間3300動動画画追追加加））

(公財)東京都スポーツ⽂化事業団

戦戦略略１１
ススポポーーツツがが日日常常生生活活にに溶溶けけ込込んんだだ「「ススポポーーツツフフィィーールル
ドド東東京京」」のの実実現現【【大大幅幅改改訂訂】】

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「TTOOKKYYOOススポポーーツツレレガガシシーービビジジョョンン」」
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略1166：：ススポポーーツツフフィィーールルドド東東京京戦戦略略 ・・戦戦略略1199：：オオリリンンピピッックク・・パパララリリンンピピッッククレレガガシシーー戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 〇 〇

東
京
都
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都
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文
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団
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
アアススリリーートト等等のの活活動動のの場場のの拡拡大大をを通通じじたた地地域域ににおおけけるるススポポーーツツのの裾裾野野拡拡大大

（（指指導導者者派派遣遣をを年年間間6600件件実実施施））
【【目目標標②②】】

アアススリリーートトのの活活動動やや情情報報発発信信へへのの支支援援
【【目目標標③③】】

東東京京都都ススポポーーツツ推推進進企企業業ととアアススリリーートト等等のの連連携携にによよるるススポポーーツツ活活動動のの実実施施

①①「「地地域域ににおおけけるるススポポーーツツのの裾裾野野拡拡大大及及びびアアススリリーートト等等のの活活動動のの場場のの拡拡大大」」ののたためめ、、
区区市市町町村村へへのの指指導導者者派派遣遣をを4433件件実実施施
②②アアススリリーートトのの活活動動やや情情報報発発信信へへのの支支援援ののたためめ、、WWEEBBササイイトト「「SSPPOOPPIITTAA」」ににおおけけるるアア
ススリリーートト動動画画をを拡拡充充
③③東東京京都都ススポポーーツツ推推進進企企業業向向けけののEEnnjjooyySSppoorrttssカカタタロロググのの充充実実化化をを図図りり、、アアススリリーー
トト等等をを派派遣遣

戦略を設定する理由・背景
東東京京22002200大大会会でではは東東京京都都とと連連携携ししてて育育成成・・強強化化ししたたアアススリリーートトがが大大会会でで活活躍躍しし、、多多くくのの人人々々にに夢夢やや希希望望をを与与ええたた。。「「TTOOKKYYOOススポポーーツツレレガガシシーービビジジョョンン」」にに基基づづきき、、東東京京
ののアアススリリーートトがが地地域域ででのの活活躍躍のの機機会会をを確確保保すするるここととでで、、ススポポーーツツのの裾裾野野拡拡大大ややススポポーーツツ実実施施率率のの向向上上ににつつななげげてていいくく。。

団体における現状（課題）
・・事事業業団団でではは、、東東京京都都とと連連携携ししアアススリリーートトのの発発掘掘・・育育成成・・強強化化をを行行っってていいるる。。しし
かかしし、、多多くくののアアススリリーートトががススポポーーツツでで培培っったた経経験験をを地地域域等等でで活活かかししたたいいとと思思っってて
いいるる一一方方でで、、活活躍躍ででききるる機機会会がが少少なないい。。
・・ココロロナナ禍禍ににおおいいてて、、人人がが集集ままるるススポポーーツツイイベベンントト・・教教室室等等はは大大小小のの規規模模ににかかかか
わわららずず、、ままだだ多多くくははなないい状状況況でであありり、、都都民民ののススポポーーツツ機機会会がが減減少少ししてていいるる。。
・・ここれれままでで事事業業団団がが培培っっててききたたススポポーーツツ団団体体やや企企業業等等ととののネネッットトワワーーククをを活活用用しし、、
TTOOKKYYOOススポポーーツツレレガガシシーービビジジョョンンのの戦戦略略５５「「東東京京ののアアススリリーートトのの活活躍躍」」をを推推進進ししてて
いいくくここととがが求求めめらられれてていいるる。。

課題解決の⼿段
・・アアススリリーートトやや競競技技団団体体ととののパパイイププをを持持つつ東東京京都都体体育育協協会会やや東東京京都都レレククリリエエーー
シショョンン協協会会等等とと連連携携しし、、アアススリリーートトをを区区市市町町村村へへ派派遣遣すするる等等のの事事業業をを実実施施すするる。。
・・オオフフラライインン・・オオンンラライインンをを問問わわずず、、アアススリリーートトとと協協力力ししたた事事業業をを展展開開しし、、スス
ポポーーツツのの裾裾野野拡拡大大にに向向けけたた取取組組みみをを推推進進すするる。。
・・団団体体やや企企業業等等とと連連携携・・協協力力しし、、ココロロナナ禍禍でで活活動動のの場場がが減減少少ししてていいるるアアススリリーートト
のの、、キキャャリリアアパパススのの形形成成にに寄寄与与ででききるる事事業業をを展展開開ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

東東京京22002200大大
会会でで活活躍躍しし
たたアアススリリーー
トト等等指指導導者者
のの派派遣遣事事業業

目目
標標
①①

各各区区市市町町村村にに直直接接アアススリリーートト等等のの
魅魅力力をを説説明明すするるななどど、、アアススリリーートト
等等ががそそのの経経験験ををももととにに地地域域でで活活躍躍
ででききるるよようう支支ええるるたためめ、、以以下下のの取取
組組をを実実施施
１１））アアススリリーートト等等派派遣遣のの実実施施
２２））アアススリリーートト等等のの体体験験談談やや指指導導
紹紹介介ををWWEEBB等等でで発発信信
３３））指指導導内内容容やや対対象象等等のの見見直直しし・・
拡拡充充検検討討

１１））指指導導者者派派遣遣をを4433件件実実施施済済みみ（（ううちち現現役役
アアススリリーートトのの派派遣遣をを２２件件実実施施））、、2222件件調調整整
中中（（昨昨年年度度1100件件））
２２））指指導導状状況況をを踏踏ままええ、、今今後後WWEEBBでで発発信信予予
定定
３３））ここれれままででのの派派遣遣状状況況をを踏踏ままええ、、指指導導内内
容容やや派派遣遣対対象象等等のの見見直直ししをを検検討討中中

地地域域ににおおけけるるススポポーーツツのの裾裾野野拡拡大大にに向向けけてて、、以以
下下取取組組をを実実施施
１１））区区市市町町村村へへのの周周知知方方法法のの工工夫夫にによよりり利利用用拡拡
大大をを図図るるととととももにに、、都都体体協協をを通通じじ、、現現役役アアスス
リリーートトのの派派遣遣可可否否をを含含めめ調調整整をを依依頼頼ししたた。。ままたた、、
企企業業がが雇雇用用すするるアアススリリーートトのの事事業業協協力力依依頼頼をを実実
施施
２２））アアススリリーートト派派遣遣をを検検討討すするる区区市市町町村村等等にに向向
けけたた情情報報発発信信ののたためめ、、現現役役アアススリリーートトのの指指導導状状
況況をを現現地地視視察察
３３））アアススリリーートトがが所所属属すするる企企業業をを訪訪問問しし、、指指導導
者者派派遣遣にに関関すするるヒヒアアリリンンググをを実実施施。。今今後後、、区区市市
町町村村等等ののニニーーズズにに合合っったた指指導導内内容容やや派派遣遣対対象象等等
ににつついいてて検検討討をを行行うう。。

地地域域ににおおけけるるススポポーーツツのの裾裾野野拡拡大大やや
アアススリリーートト等等のの活活躍躍機機会会のの拡拡大大にに、、
よよりりつつななげげてていいくくたためめ、、以以下下のの取取組組
をを実実施施
１１））指指導導者者派派遣遣（（年年間間6600件件））のの着着実実
なな実実施施
２２））体体験験談談やや指指導導紹紹介介のの発発信信ににつついい
てて更更ななるる見見直直しし
３３））22002222年年度度のの実実績績をを踏踏ままええ、、トトッッ
ププアアススリリーートト派派遣遣のの追追加加ののほほかか、、指指
導導内内容容やや対対象象等等のの見見直直しし・・拡拡充充実実施施

WWEEBBをを活活用用
ししたたアアスス
リリーートトのの情情
報報発発信信

目目
標標
②②

アアススリリーートト動動画画のの追追加加

１１））アアススリリーートトがが提提供供ししてていいるるススポポーーツツ・・
トトレレーーニニンンググ動動画画をを継継続続ししてて掲掲載載中中
２２））アアススリリーートト動動画画のの追追加加掲掲載載にに向向けけ、、関関
係係団団体体とと調調整整をを実実施施
３３））TTwwiitttteerrににててアアススリリーートト動動画画掲掲載載情情報報
をを情情報報発発信信

１１））現現役役選選手手・・セセカカンンドドキキャャリリアア・・指指導導者者ななどど、、
様様々々ななアアススリリーートトがが提提供供ししてていいるるススポポーーツツ・・トト
レレーーニニンンググ動動画画をを110088本本掲掲載載中中
２２））アアススリリーートトのの競競技技指指導導、、アアドドババイイススななどどにに
関関すするる動動画画のの追追加加掲掲載載にに向向けけ、、関関係係団団体体とと調調整整
をを実実施施
３３））WWEEBBココンンテテンンツツ及及びびSSNNSSをを通通じじててアアススリリーートト
のの活活動動やや情情報報発発信信にに協協力力（（TTwwiitttteerrフフォォロロワワーー
数数はは22002211年年度度末末8800→→22002222年年1111月月末末88,,445533））

アアススリリーートト動動画画のの追追加加掲掲載載（（年年間間3300
本本））にによよりりアアススリリーートトのの活活動動やや情情報報
発発信信をを支支援援

東東京京都都スス
ポポーーツツ推推進進
企企業業
EEnnjjooyy  
SSppoorrttss促促進進
事事業業

目目
標標
③③

企企業業ににおおけけるるススポポーーツツのの取取組組にに対対
すするる意意欲欲ややススポポーーツツ実実施施率率のの向向上上、、
ささららににはは、、アアススリリーートト等等のの活活躍躍のの
場場のの拡拡大大にに資資すするるたためめ、、アアススリリーー
トト等等のの魅魅力力ををよよりり分分かかりりややすすくく伝伝
ええるるカカタタロロググをを作作成成すするるななどど、、
22002211年年度度のの実実績績をを踏踏ままええ、、適適宜宜見見
直直ししをを行行いいななががらら継継続続実実施施

１１））EEnnjjooyy  SSppoorrttssイインンスストトララククタターー等等派派遣遣
をを1144件件実実施施済済みみ、、1144件件実実施施予予定定（（昨昨年年度度５５
件件））
２２））事事業業協協力力団団体体をを７７社社追追加加（（合合計計1111社社、、
昨昨年年度度実実績績４４社社））しし、、トトッッププアアススリリーートト派派
遣遣ののメメニニュューー（（計計2288名名））をを追追加加掲掲載載

企企業業ととアアススリリーートト等等のの連連携携にによよるるススポポーーツツ活活動動
ととししてて、、以以下下取取組組をを実実施施
１１））東東京京都都ススポポーーツツ推推進進企企業業110033社社をを訪訪問問しし、、
本本カカタタロロググ事事業業をを積積極極的的ににPPRR
２２））企企業業にに対対しし、、カカタタロロググ掲掲載載へへのの協協力力をを依依頼頼
しし、、パパララススポポーーツツをを含含むむメメニニュューーをを拡拡充充。。本本カカ
タタロロググををよよりり魅魅力力的的なな内内容容にに更更新新すするるととととももにに、、
アアススリリーートト等等のの活活躍躍のの場場のの拡拡大大にに寄寄与与

企企業業ににおおけけるるススポポーーツツ実実施施率率のの向向上上
ややアアススリリーートト等等のの活活躍躍機機会会のの拡拡大大にに
向向けけ、、以以下下取取組組をを実実施施
１１））都都ととととももににススポポーーツツ推推進進企企業業のの
量量的的拡拡大大をを図図りり、、EEnnjjooyy  SSppoorrttss促促進進
事事業業ににつついいてて新新規規認認定定企企業業をを中中心心にに
派派遣遣をを実実施施
２２））カカタタロロググのの内内容容拡拡充充

(公財)東京都スポーツ⽂化事業団

戦戦略略２２ アアススリリーートトのの活活躍躍機機会会のの拡拡大大【【大大幅幅改改訂訂】】

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「TTOOKKYYOOススポポーーツツレレガガシシーービビジジョョンン」」

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇

東
京
都
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
指指定定管管理理施施設設のの利利用用拡拡大大

【【目目標標②②】】
大大会会等等ににおおけけるるWWEEBBをを活活用用ししたた映映像像配配信信ササーービビスス（（AAII搭搭載載カカメメララをを活活用用しし映映

像像配配信信））のの提提供供やや55GGのの整整備備にによよるる利利用用者者ササーービビススのの向向上上
【【目目標標③③】】

指指定定管管理理施施設設をを活活用用ししたた都都施施策策へへのの積積極極的的なな貢貢献献
【【目目標標④④】】

都都立立ススポポーーツツ施施設設旗旗振振りり役役ととししてて施施設設間間連連携携のの新新規規事事業業にによよりり収収入入改改善善をを
図図るる等等都都とと連連携携しし中中長長期期的的なな事事業業のの安安定定化化にに着着手手

感感染染症症対対策策をを講講じじつつつつススポポーーツツ実実施施率率のの低低いい層層にに事事業業をを展展開開しし、、レレガガシシーーをを活活用用。。
今今後後もも感感染染症症のの状状況況をを踏踏ままええてて事事業業をを実実施施
②②映映像像配配信信ササーービビスス及及びび55GGをを活活用用。。今今後後もも利利用用者者ササーービビススのの向向上上にに寄寄与与
③③指指定定管管理理施施設設をを通通じじ、、TTOOKKYYOOススポポーーツツレレガガシシーービビジジョョンン等等のの都都施施策策にに資資すするる提提案案
をを実実施施しし指指定定管管理理候候補補者者にに決決定定
④④中中長長期期的的なな事事業業のの安安定定化化をを図図るるたためめ、、節節電電・・節節ガガスス、、稼稼働働率率のの維維持持向向上上等等にに係係るる
取取組組をを実実施施すするるととととももにに、、施施設設間間連連携携にに係係るる新新規規事事業業開開始始にに向向けけ、、ココンンシシェェルルジジュュ
等等のの都都ににおおけけるる予予算算要要求求をを実実施施

戦略を設定する理由・背景
ススポポーーツツ施施設設のの魅魅力力をを最最大大限限発発揮揮しし、、都都民民がが集集ううここととががででききるる拠拠点点ととななるるたためめのの取取組組がが求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
・・新新型型ココロロナナ拡拡大大にによよりり、、ススポポーーツツ施施設設のの利利用用率率がが低低下下ししてていいるる。。一一方方でで、、感感染染
拡拡大大防防止止のの観観点点かからら、、参参集集型型ででははななくく、、オオンンラライインン等等デデジジタタルル技技術術をを活活用用ししたたイイ
ベベンントトがが求求めめらられれてていいるる。。
・・事事業業団団のの管管理理ししてていいるるススポポーーツツ施施設設のの指指定定管管理理期期間間がが22002222年年度度ままででととななっってていい
るる。。22002233年年度度以以降降もも引引きき続続きき指指定定管管理理業業務務をを担担ええるるよようう、、TTOOKKYYOOススポポーーツツレレガガシシーー
ビビジジョョンン等等のの都都施施策策をを踏踏ままええ、、施施設設のの魅魅力力をを高高めめるる企企画画をを検検討討すするる必必要要ががああるる。。
・・ウウククラライイナナ情情勢勢のの長長期期化化、、円円安安のの進進行行等等にによよるるエエネネルルギギーー、、原原材材料料価価格格のの上上昇昇
ややココロロナナのの影影響響にによよりり、、当当初初予予定定よよりり大大幅幅なな赤赤字字見見込込みみででああるる。。

課題解決の⼿段
東東京京22002200大大会会をを通通じじたたススポポーーツツ施施設設のの充充実実ややススポポーーツツ実実施施気気運運のの高高ままりりをを踏踏ままええ、、
ススポポーーツツフフィィーールルドド東東京京のの実実現現にに寄寄与与すするるたためめ、、以以下下のの手手段段をを設設定定
・・指指定定管管理理施施設設ににおおいいててレレガガシシーーややデデジジタタルル技技術術のの活活用用をを検検討討

11））東東京京22002200大大会会ののレレガガシシーーをを活活用用ししたた事事業業をを展展開開しし、、都都民民ののススポポーーツツへへのの関関心心
をを高高めめ、、施施設設利利用用やや事事業業参参加加者者のの増増加加へへ繋繋げげるる。。

22））WWEEBB等等デデジジタタルル技技術術のの活活用用をを推推進進すするるととととももにに、、55GGのの活活用用をを促促進進しし、、ススポポーー
ツツををよよりり親親ししみみややすすいいももののととすするる。。
・・現現状状のの指指定定管管理理業業務務をを検検証証しし、、ここれれままでで培培っったた事事業業団団ののノノウウハハウウやや東東京京22002200大大
会会ののレレガガシシーーをを最最大大限限にに活活用用しし、、よよりり東東京京都都ののススポポーーツツ振振興興施施策策にに沿沿っったた提提案案をを
実実施施
・・新新規規取取組組事事項項にによよるる収収入入増増をを図図りりつつつつ、、節節電電等等にによよるる支支出出抑抑制制

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

オオリリンンピピアア
ンン等等ののアアスス
リリーートトをを招招
聘聘すするるななどど、、
事事業業メメ
ニニュューーのの充充
実実

目目
標標
①①

１１））22002211年年度度にに行行っったた検検討討をを踏踏まま
ええ、、実実施施可可能能ななももののににつついいててはは早早
期期にに事事業業開開始始
２２））オオリリンンピピアアンン等等ののアアススリリーートト
をを招招聘聘ししたたイイベベンントトをを開開催催すするるなな
どど、、大大会会レレガガシシーーをを活活用用ししたた事事業業
をを実実施施

施施設設のの利利用用拡拡大大にに向向けけ以以下下のの取取組組をを実実施施
１１））感感染染症症専専門門医医等等のの助助言言をを踏踏ままええ検検討討しし、、
事事業業をを実実施施。。ままたたYYoouuTTuubbee配配信信等等をを実実施施
２２））パパララススポポーーツツ事事業業でで働働きき盛盛りり・・子子育育てて
世世代代がが参参加加ししややすすいいよようう工工夫夫ししたた上上でで実実施施
３３））オオリリンンピピアアンン等等をを招招聘聘ししたた事事業業ややメメダダ
ルル獲獲得得種種目目ののイイベベンントト等等のの実実施施にに加加ええボボララ
ンンテティィアアのの活活躍躍のの場場をを提提供供

以以下下のの取取組組にによよりり施施設設のの魅魅力力向向上上をを図図りり、、利利用用
拡拡大大にに繋繋げげたた。。
１１））保保健健所所やや感感染染症症専専門門医医等等のの助助言言をを踏踏ままええ、、
一一部部事事業業ででははココロロナナ対対策策でで換換気気シシスステテムムをを導導入入
ししてて事事業業をを実実施施。。ままたた、、22002211年年度度にに続続きき
YYoouuTTuubbee配配信信等等をを実実施施
２２））働働きき盛盛りり・・子子育育てて世世代代向向けけのの事事業業をを実実施施すす
るるととととももににパパララススポポーーツツ事事業業ににおおいいててススポポーーツツ
実実施施率率のの低低いい層層がが参参加加ししややすすいいよようう土土曜曜日日にに開開
催催すするるななどどのの工工夫夫ををししたた。。
３３））オオリリンンピピアアンン等等をを招招聘聘ししたた事事業業やや金金メメダダルル
をを獲獲得得ししたた卓卓球球ののイイベベンントトをを実実施施すするるととととももにに、、
ボボラランンテティィアアをを募募集集しし、、活活躍躍のの場場をを提提供供

１１））今今後後ののウウィィズズココロロナナのの進進展展をを踏踏
ままええたた国国やや都都のの方方針針やや時時流流にに合合わわせせ
たた事事業業をを実実施施
２２））22002222年年度度のの事事業業成成果果をを踏踏ままええ、、
アアススリリーートトとと協協力力すするるななどど、、大大会会レレ
ガガシシーーをを活活用用ししたた事事業業をを継継続続実実施施

デデジジタタルル技技
術術をを活活用用しし
たた施施設設利利用用
ササーービビススのの
拡拡大大

目目
標標
②②

１１））主主催催者者等等にに対対しし、、施施設設のの55GG環環
境境をを周周知知しし、、全全都都的的総総合合体体育育施施設設
ででああるる東東京京体体育育館館でで開開催催さされれるる国国
際際大大会会等等でで55GG活活用用促促進進
２２））22002211年年度度にに行行っったた検検討討をを踏踏まま
ええ、、機機能能のの構構築築やや試試行行等等をを実実施施。。
運運用用可可能能ななももののににつついいててはは早早期期にに
事事業業開開始始

利利用用者者ササーービビススのの向向上上をを図図るるたためめ、、以以下下のの
取取組組をを実実施施
１１））主主催催者者等等にに対対しし、、施施設設のの55GG環環境境をを周周知知
しし、、東東京京体体育育館館でで開開催催さされれたた催催物物でで55GGをを活活
用用
２２））東東京京体体育育館館ででシシスステテムム稼稼働働検検証証ののテテスス
トト撮撮影影をを実実施施（（1144回回））すするるととととももにに、、AAII対対
応応のの可可搬搬型型カカメメララをを新新規規導導入入しし、、メメイインン･･
ササブブアアリリーーナナででテテスストト撮撮影影･･稼稼働働検検証証をを実実
施施

利利用用者者ササーービビススのの向向上上にに向向けけ、、以以下下ののデデジジタタルル
技技術術をを活活用用ししたた取取組組ややテテスストトをを実実施施
１１））高高速速通通信信がが可可能能なな55GG環環境境をを主主催催者者等等にに周周知知
しし、、大大会会時時ののLLIIVVEE配配信信ににおおいいてて、、リリププレレイイ再再生生
ななどど、、観観客客のの通通信信環環境境のの向向上上をを図図りり、、デデジジタタルル
技技術術のの活活用用をを促促進進
２２））メメイインン・・ササブブアアリリーーナナ利利用用団団体体のの了了承承をを得得
てて、、テテスストト撮撮影影をを行行ううととととももにに、、テテスストト撮撮影影協協
力力団団体体やや利利用用団団体体にに対対ししててアアンンケケーートトをを実実施施しし、、
今今後後ののシシスステテムム利利用用等等ににつついいてて意意向向をを調調査査ししたた。。

１１））東東京京体体育育館館にに加加ええ、、世世界界最最高高水水
準準のの水水泳泳場場ででああるる東東京京アアククアアテティィクク
ススセセンンタタ――ににおおけけるる水水泳泳競競技技大大会会等等
でで55GG活活用用促促進進
２２））映映像像配配信信ササーービビススがが本本稼稼働働すするる
東東京京体体育育館館でで2200イイベベンントト、、他他のの都都立立
ススポポーーツツ施施設設でではは試試行行的的にに3300イイベベンン
トトをを目目標標にに撮撮影影をを実実施施

利利用用者者アアンン
ケケーートトななどど
のの指指標標をを基基
にに施施設設のの魅魅
力力向向上上にに寄寄
与与すするる企企画画
のの提提案案

目目
標標
③③

１１））都都にに対対ししてて施施設設ののささららななるる魅魅
力力向向上上をを実実現現すするるたためめのの提提案案をを実実
施施
２２））ホホーームムペペーージジリリニニュューーアアルルにに
併併せせ、、事事業業ににおおけけるる様様々々なな参参加加者者
等等ののニニーーズズにに幅幅広広くく対対応応すするるたためめ、、
オオンンラライインン決決済済をを全全施施設設でで順順次次導導
入入
３３））次次期期指指定定管管理理者者決決定定

都都施施策策へへ積積極極的的にに貢貢献献しし、、施施設設のの魅魅力力向向上上
にに寄寄与与すするるたためめ、、以以下下のの取取組組をを実実施施
１１））施施設設ののささららななるる魅魅力力向向上上やや都都施施策策のの貢貢
献献にに資資すするる提提案案をを実実施施
２２））オオンンラライインン決決済済をを順順次次導導入入しし、、2211事事業業
でで実実施施
３３））指指定定管管理理者者候候補補者者にに決決定定

以以下下のの指指定定管管理理施施設設をを活活用用ししたた取取組組をを実実施施ししたた
ここととでで都都施施策策及及びび施施設設のの魅魅力力向向上上にに寄寄与与
１１））TTOOKKYYOOススポポーーツツレレガガシシーービビジジョョンン等等のの都都施施
策策にに貢貢献献すするるここととやや都都立立ススポポーーツツ施施設設間間のの連連携携
ににつついいてて都都にに提提案案しし都都立立ススポポーーツツ施施設設のの魅魅力力向向
上上にに寄寄与与
２２））事事業業ににおおけけるる様様々々なな参参加加者者等等ののニニーーズズにに幅幅
広広くく対対応応すするるたためめ2211事事業業でで実実施施（（22002222年年度度対対
象象：：4433事事業業））
３３））１１））ででのの提提案案がが都都にに認認めめらられれ、、東東京京体体育育
館館・・駒駒沢沢オオリリンンピピッックク公公園園総総合合運運動動場場・・東東京京武武
道道館館・・東東京京アアククアアテティィククススセセンンタタ――のの候候補補者者にに
決決定定

近近隣隣商商店店街街等等とと連連携携ししたた事事業業をを展展開開
すするるななどど、、施施設設のの魅魅力力向向上上をを図図りりつつ
つつ、、地地域域のの活活性性化化にに寄寄与与

節節電電等等のの徹徹
底底、、創創意意工工
夫夫にによよるる収収
入入確確保保やや施施
設設間間連連携携にに
よよるる収収支支のの
改改善善

目目
標標
④④

【【22002233年年度度 新新規規個個別別取取組組事事項項】】

中中長長期期的的なな事事業業のの安安定定化化をを図図るるたためめ、、以以下下
のの取取組組をを実実施施
１１））事事務務エエリリアアのの節節電電、、空空調調調調整整にによよるる節節
ガガススをを実実施施
２２））団団体体利利用用ににおおいいててはは22002211年年度度のの稼稼働働率率
よよりり回回復復
３３））ココンンシシェェルルジジュュ等等のの新新規規事事業業案案をを都都へへ
提提出出しし予予算算要要求求をを実実施施

以以下下のの取取組組をを通通じじ、、引引きき続続きき、、中中長長期期的的なな事事業業
のの安安定定化化をを図図っってていいくく。。
１１））事事務務エエリリアアににおおけけるる都都庁庁舎舎並並みみのの節節電電（（照照
明明間間引引・・一一斉斉消消灯灯等等））、、ききめめ細細ややかかなな空空調調調調整整
（（冷冷房房2288℃℃等等））にによよるる節節ガガスス
２２））団団体体利利用用ににおおけけるる稼稼働働率率はは9911..99％％（（1100月月末末
時時点点））にに向向上上ししたたがが、、観観客客数数はは未未回回復復でであありり、、
個個人人利利用用者者数数ははココロロナナ禍禍前前のの５５割割程程度度ししかか回回復復
ししてていいなないい。。ままたたイイベベンントト参参加加者者数数もも未未回回復復
３３））都都立立ススポポーーツツ施施設設間間連連携携のの強強化化をを図図るるたためめ
のの検検討討をを行行いい、、ココンンシシェェルルジジュュ等等新新規規事事業業案案をを
都都にに提提出出しし予予算算要要求求をを実実施施

１１））引引きき続続きき、、節節電電・・節節ガガススにによよりり
支支出出をを抑抑制制
２２））ココロロナナ対対策策をを講講じじ、、22002233年年度度主主
要要施施設設のの平平均均稼稼働働率率9933..33％％のの達達成成、、
個個人人利利用用者者数数等等のの回回復復
３３））ココンンシシェェルルジジュュ業業務務にによよりり団団体体
等等とと施施設設ととののママッッチチンンググをを推推進進すするる
ななどど、、都都立立ススポポーーツツ施施設設間間連連携携のの統統
括括業業務務をを開開始始

(公財)東京都スポーツ⽂化事業団

戦戦略略３３
レレガガシシーーのの活活用用及及びびDDXXのの推推進進にによよるる都都立立ススポポーーツツ施施設設
のの魅魅力力向向上上【【大大幅幅改改訂訂】】

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「TTOOKKYYOOススポポーーツツレレガガシシーービビジジョョンン」」
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略1166：：ススポポーーツツフフィィーールルドド東東京京戦戦略略 ・・戦戦略略1199：：オオリリンンピピッックク・・パパララリリンンピピッッククレレガガシシーー戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
東東京京都都へへののススポポーーツツ事事業業等等のの提提案案件件数数毎毎年年５５件件以以上上

【【目目標標②②】】
体体育育施施設設管管理理士士等等のの資資格格取取得得支支援援制制度度等等、、能能力力開開発発にに関関すするる支支援援制制度度のの拡拡

充充
【【目目標標③③】】

デデジジタタルル専専任任担担当当のの設設置置及及びび将将来来のの組組織織のの中中核核をを担担うう主主任任級級職職員員をを５５名名以以
上上育育成成

アアププリリをを活活用用しし、、組組織織内内ののアアイイデデアアをを吸吸いい上上げげ、、ススポポーーツツ事事業業ににおおけけるる企企画画検検討討
をを実実施施。。今今後後もも都都施施策策にに資資すするる提提案案をを実実施施
②②既既存存のの資資格格支支援援制制度度にに加加ええ、、IICCTT分分野野のの資資格格等等をを新新たたにに対対象象ととすするるここととをを検検討討。。
今今後後職職員員のの能能力力開開発発ののたためめにに更更ななるる制制度度拡拡充充をを検検討討
③③デデジジタタルル専専任任担担当当をを継継続続配配置置すするるととととももにに、、将将来来のの組組織織のの中中核核をを担担うう主主任任職職員員のの
研研修修をを実実施施しし、、育育成成にに努努めめたた。。

戦略を設定する理由・背景
東東京京都都にによよるる政政策策連連携携団団体体のの役役割割見見直直ししにに伴伴いい、、時時代代にに即即ししたた新新たたなな事事業業をを展展開開すするる等等、、戦戦略略的的にに事事業業をを企企画画立立案案すするるここととがが求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
・・ススポポーーツツ実実施施率率のの向向上上をを目目指指しし、、ススポポーーツツ振振興興をを推推進進ししてていいくく組組織織ととししてて、、ここ
れれままでで以以上上にに高高いい企企画画立立案案機機能能がが求求めめらられれるる。。
・・時時代代にに即即ししたた新新たたなな事事業業等等をを展展開開すするるたためめ、、デデジジタタルル化化をを推推進進ししてていいくく必必要要がが
ああるる。。
・・施施策策のの実実行行力力をを高高めめるるたためめ、、固固有有職職員員のの人人材材育育成成がが不不可可欠欠ででああるるがが、、ススポポーーツツ
部部門門ににおおけけるる固固有有職職員員のの監監督督職職がが不不在在でであありり、、主主任任級級もも少少なないい。。

課題解決の⼿段
・・ププロロジジェェククトトチチーームム等等のの活活用用にによよりり施施策策提提言言やや事事業業提提案案をを行行っってていいくく。。
・・研研修修制制度度のの充充実実等等にによよりり、、職職員員のの能能力力開開発発をを支支援援しし、、企企画画力力のの底底上上げげをを図図るる。。
・・DDXXをを効効果果的的・・効効率率的的にに実実施施すするるここととがが可可能能なな組組織織体体制制ととすするる。。
・・将将来来、、監監督督職職ととししてて事事業業団団のの中中核核をを担担うう主主任任級級職職員員をを育育成成しし、、事事業業団団のの組組織織体体
制制をを強強化化すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

ププロロジジェェクク
トトチチーームムをを
活活用用ししたた事事
業業のの企企画画・・
提提案案

目目
標標
①①

職職場場ののデデジジタタルル化化にによよりり可可能能とと
ななっったた横横断断的的ななデデーータタ活活用用にによよっっ
てて組組織織内内ののアアイイデデアアをを吸吸いい上上げげ、、
企企画画検検討討にに生生かかすす（（提提案案５５件件））

ココミミュュニニケケーーシショョンンアアププリリをを活活用用しし、、組組織織
内内ののアアイイデデアアをを吸吸いい上上げげ、、ススポポーーツツ振振興興にに
資資すするる企企画画検検討討をを行行っったた。。

新新たたにに導導入入ししたたアアププリリ（（TTeeaammss））をを活活用用しし、、組組
織織内内ののアアイイデデアアをを横横断断的的にに吸吸いい上上げげるるととととももにに、、
企企画画立立案案をを行行いい、、今今年年度度中中にに５５件件のの提提案案をを東東京京
都都にに提提出出予予定定。。

組組織織内内ののアアイイデデアアをを広広くく吸吸いい上上げげ、、
東東京京都都へへののススポポーーツツ事事業業等等にに係係るる施施
策策提提言言をを継継続続実実施施（（提提案案５５件件））

研研修修のの充充実実
等等にによよるる職職
員員のの能能力力開開
発発支支援援

目目
標標
①①
②②

資資格格取取得得支支援援制制度度のの拡拡充充ににつついいてて
継継続続実実施施
研研修修制制度度のの充充実実

職職員員ににおおけけるる能能力力開開発発にに関関すするる支支援援制制度度のの
拡拡充充にに向向けけ、、以以下下のの取取組組をを実実施施
１１））既既存存のの資資格格取取得得支支援援制制度度にに加加ええ、、新新たた
にに対対象象ととすするる資資格格のの検検討討をを実実施施
２２））新新規規研研修修のの実実施施、、研研修修受受講講機機会会のの拡拡充充
にに向向けけたた検検討討をを実実施施

１１））体体育育施施設設のの運運営営・・管管理理にに関関すするる資資格格やや、、障障
ががいい者者ススポポーーツツ指指導導員員のの資資格格にに加加ええ、、IICCTTのの分分
野野のの資資格格等等をを新新たたにに対対象象ととすするるここととをを検検討討
２２））研研修修制制度度をを充充実実ささせせるるたためめ、、新新たたににIICCTTにに
係係るる研研修修をを実実施施ししたたほほかか、、外外部部機機関関がが実実施施すするる
研研修修受受講講機機会会のの拡拡充充にに向向けけたた検検討討をを実実施施

IICCTT分分野野のの資資格格取取得得支支援援やや外外部部機機関関がが
行行うう研研修修のの受受講講機機会会拡拡充充をを実実施施

デデジジタタルル専専
任任担担当当のの設設
置置・・主主任任級級
職職員員のの育育成成

目目
標標
③③

デデジジタタルル専専任任担担当当職職員員のの増増員員をを検検
討討
主主任任級級職職昇昇任任選選考考をを実実施施（（対対象象者者
５５名名））
主主任任級級職職昇昇任任及及びび主主任任級級職職研研修修実実
施施

１１））デデジジタタルル専専任任担担当当職職員員をを継継続続配配置置（（１１
名名））しし、、各各部部署署のの中中ででIITT担担当当者者をを任任命命
２２））主主任任級級昇昇任任選選考考試試験験をを実実施施（（対対象象者者５５
名名））
３３））主主任任級級昇昇任任及及びび主主任任級級職職研研修修実実施施

１１））デデジジタタルル専専任任担担当当職職員員をを継継続続配配置置ししつつつつ、、
各各部部署署のの中中ででIITT担担当当者者をを任任命命すするるここととでで、、IITTにに
係係るる情情報報共共有有等等をを迅迅速速にに行行ううここととががででききるるとととと
ももにに、、各各部部署署のの業業務務効効率率化化にに繋繋ががっってていいるる。。
２２））主主任任級級昇昇任任選選考考試試験験をを実実施施（（対対象象者者５５名名））
３３））主主任任級級昇昇任任及及びび主主任任級級職職研研修修（（人人材材育育成成セセ
ンンタターーカカリリキキュュララムムへへのの参参加加））をを実実施施

１１））主主任任級級職職昇昇任任選選考考をを実実施施（（新新規規
対対象象者者３３名名））
２２））主主任任級級職職昇昇任任及及びび主主任任級級職職研研修修
実実施施
※※デデジジタタルル専専任任担担当当職職員員のの代代わわりりにに、、
現現場場等等にに近近いい職職員員のの中中ででIITT担担当当をを設設
けけるるここととででIITTにに係係るる情情報報共共有有をを迅迅速速
にに行行ううななどど、、効効果果的的ににデデジジタタルル化化をを
推推進進ししてていいくく

(公財)東京都スポーツ⽂化事業団

戦戦略略４４
専専門門性性をを活活かかししたた企企画画立立案案機機能能向向上上及及びび組組織織体体制制のの強強
化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
－

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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８ ⼀般財団法⼈東京マラソン財団 
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2023年度改訂版のポイント

◆戦略２ 継続した収益の確保 「協賛⾦収益（協賛物品含む）の維持」について、2023年度の
⽬標として、東京レガシーハーフマラソンの協賛⾦等の額を追記するとともに、「ボランティア
受託事業収益の確保」について、⽬標達成に向けた具体的取組を追記
◆戦略３ 財団事業の拡充、多様化 「運動習慣継続に向けた取組の推進」について、誰でも気軽
に参加できるランニングイベントの創設を検討する旨を追記
◆戦略４ 東京マラソンチャリティ等の更なる充実 「チャリティ寄付⾦額の増加に向けた仕組み
の⼯夫」について、寄付先団体の活動を様々な場⾯で露出するという、寄付者への動機付けの⼯
夫を追記

【プランの主な改訂内容】

（⼀財）東京マラソン財団

戦略３ 財団事業の拡充、多様化
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

運動習慣継続に
向けた取組の推
進

・前年実績を踏まえた環境・機会の
創出に努め、気軽に運動できる場や
機会を提供するなど、継続して運動
習慣促進・継続に向けた取組を推進

運動習慣継続に
向けた取組の推
進

・前年実績を踏まえた環境・機会の
創出に努めるとともに、新たに誰で
も気軽に参加できるランニングイベ
ントの創設を検討するなど、継続し
て運動習慣促進・継続に向けた取組
を推進

東京2020⼤会の
レガシーの創出

・第１回⼤会の盛り上がり等を第２
回⼤会以降に確かなレガシーとして
継続していく。

東京2020⼤会の
レガシーの創出

・第１回に引き続き、東京2020⼤
会のレガシーを継承し、障がいの有
無等にかかわらず、誰でもチャレン
ジできる⼤会として、継続していく。
・参加者数 15,000⼈

戦略２ 継続した収益の確保
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

協賛⾦収益（協
賛物品含む）の
維持

・東京マラソン（協賛⾦等25.0億
円）に加え、東京レガシーハーフマ
ラソンの協賛⾦を確実に獲得してい
く

協賛⾦収益（協
賛物品含む）の
維持

・東京マラソン（協賛⾦等25.0億
円）に加え、東京レガシーハーフマ
ラソンの協賛⾦（協賛⾦等４億円）
の獲得を⽬指していく

ボランティア受
託事業収益

・前年実績や委託側のニーズ等を踏
まえサービスを向上し、多くの受託
を得られるようにする
・東京2020⼤会後も受託規模を維
持（15件）

ボランティア受
託事業収益

・ボランティア集めに苦慮している
団体への協⼒やスポーツボランティ
アのノウハウ提供等、前年実績や委
託側のニーズ等を踏まえサービスを
向上し、多くの受託を得られるよう
にする
・東京2020⼤会後も受託規模を維
持（15件）

戦略４ 東京マラソンチャリティ等の更なる充実
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

チャリティ寄付
⾦額の増加に向
けた仕組みの⼯
夫

・前年実績等を踏まえ、チャリティ
の実施⽅法等を⼯夫し、寄付⾦額の
増加を⽬指す
・８億円

チャリティ寄付
⾦額の増加に向
けた仕組みの⼯
夫

・前年実績等を踏まえ、チャリティ
の実施⽅法等を⼯夫し、寄付⾦額の
増加を⽬指す
・８億円
・寄付先団体の活動を様々な場⾯で
露出し、寄付者の動機付けを促す
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①東東京京ママララソソンンのの更更ななるる発発展展ややラランンニニンンググススポポーーツツ振振興興、、ボボラランンテティィアアやや
チチャャリリテティィ事事業業がが一一層層拡拡充充さされれ、、戦戦略略的的・・効効果果的的にに財財団団事事業業がが推推進進さされれてていい
るる。。

②②財財団団のの安安定定的的なな運運営営のの確確保保にに向向けけ、、収収益益構構造造のの多多角角化化やや事事業業費費のの抑抑制制がが図図
らられれてていいるる。。

ココロロナナ禍禍ににおおいいててもも工工夫夫ししてて事事業業をを実実施施しし、、ラランンニニンンググススポポーーツツのの振振興興やや東東京京レレガガ
シシーーハハーーフフママララソソンンのの創創設設ななどど、、計計画画にに即即ししたた運運営営をを実実施施ししたた。。22002222年年３３月月にに開開催催
ししたた東東京京ママララソソンンやや、、同同年年1100月月にに開開催催ししたたレレガガシシーーハハーーフフママララソソンンでではは、、専専門門家家のの
意意見見等等をを踏踏ままええ、、万万全全なな感感染染症症対対策策をを実実施施しし、、ココロロナナ禍禍ででのの大大会会開開催催のの実実績績をを積積んん
だだ。。今今後後はは、、大大会会をを確確実実にに開開催催しし、、収収益益のの確確保保にに努努めめるるととととももにに、、ババーーチチャャルルママララ
ソソンン等等のの新新ししいい収収益益事事業業等等もも組組みみ合合わわせせてて、、収収益益構構造造のの多多角角化化をを図図るる。。

戦略を設定する理由・背景
22001199年年７７月月にに今今後後1100年年間間のの事事業業のの方方向向性性をを示示ししたた長長期期経経営営計計画画「「アアククシショョンンププラランン bbeeyyoonndd22002200」」をを公公表表ししたた。。今今後後はは、、新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症等等、、状状況況変変化化もも踏踏まま
ええ、、計計画画にに基基づづきき事事業業展展開開をを図図るるととととももにに、、適適宜宜、、効効果果検検証証をを行行ううここととでで、、戦戦略略的的かかつつ効効果果的的なな財財団団運運営営をを行行ううここととががででききるる。。

団体における現状（課題）
◆◆計計画画にに沿沿っってて、、東東京京ママララソソンン連連続続落落選選者者へへのの対対応応ややアアククテティィブブチチャャリリテティィのの充充
実実ななどど、、具具体体的的なな取取組組みみににつつななげげてていいるる。。

◆◆策策定定ししたた計計画画ににつついいてて、、「「新新ししいい日日常常」」やや東東京京22002200大大会会後後のの社社会会情情勢勢等等のの状状況況
変変化化もも踏踏ままええ、、戦戦略略的的・・効効果果的的にに事事業業をを執執行行ししてていいくく必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症等等、、新新たたなな課課題題にに対対ししててもも、、計計画画のの趣趣旨旨、、目目的的をを達達
成成ででききるるよようう、、創創意意工工夫夫をを施施ししたた事事業業展展開開にによよりり、、計計画画をを推推進進ししてていいくく。。

◆◆PPDDCCAAササイイククルルにに基基づづきき計計画画のの実実施施状状況況をを確確認認・・検検証証ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

計計画画にに基基づづ
くく事事業業のの実実
施施及及びび検検証証

目目
標標
①①
②②

前前年年のの実実績績やや検検証証等等をを踏踏ままええ、、引引
続続きき計計画画をを推推進進

・・ココロロナナ禍禍ににおおいいててもも工工夫夫ししてて事事業業をを実実施施
すするるととととももにに、、ラランンニニンンググススポポーーツツのの振振興興
やや22002222年年かかららのの東東京京レレガガシシーーハハーーフフママララソソ
ンンのの創創設設ななどど、、計計画画にに即即ししたた運運営営をを実実施施しし
たた。。
・・各各種種イイベベンントトややササーービビススのの参参加加状状況況等等をを
定定期期的的にに検検証証しし、、効効率率的的ななイイベベンントトややササーー
ビビススのの実実施施ををししてていいるる。。

・・22002222年年1100月月にに創創設設ししたたレレガガシシーーハハーーフフママララソソ
ンンでではは、、外外部部のの専専門門家家等等をを含含むむアアドドババイイザザリリーー
会会議議ででのの専専門門家家のの意意見見をを踏踏ままええてて感感染染症症対対策策ママ
ニニュュアアルルをを作作成成すするるななどど、、万万全全なな感感染染症症対対策策をを
実実施施ししたた。。
・・ババーーチチャャルルママララソソンンをを開開催催しし、、屋屋外外でで運運動動しし
ににくくいい状状況況ににああるるラランンナナーーやや海海外外ににいいるるラランン
ナナーーににももママララソソンンをを楽楽ししむむ環環境境をを提提供供ししたた。。
・・イイベベンントトややササーービビススににつついいててのの検検証証にに基基づづきき、、
事事業業のの拡拡大大・・縮縮小小をを随随時時行行っったた。。

前前年年のの実実績績やや検検証証等等をを踏踏ままええ、、引引続続
きき計計画画をを推推進進

(⼀財)東京マラソン財団

戦戦略略１１ 長長期期的的なな経経営営戦戦略略にに基基づづくく事事業業展展開開及及びび効効果果検検証証

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
－

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔
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・他団体連携

東
京
マ
ラ
ソ
ン
財
団

東
京
マ
ラ
ソ
ン
財
団

- 75 -



３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①経経常常収収益益 3388億億円円
※※22002211大大会会年年度度予予算算並並みみ

②②各各事事業業セセググメメンントトににおおけけるる独独立立採採算算をを目目指指ししたた事事業業展展開開にによよりり、、単単年年度度にに
おおけけるる収収支支均均衡衡をを維維持持すするる。。

協協賛賛金金収収益益はは、、初初開開催催のの東東京京レレガガシシーーハハーーフフママララソソンンでで44..33億億円円ととななっったた。。ままたた、、
ババーーチチャャルルママララソソンン等等新新ししいい収収益益事事業業ににおおいいててもも、、合合計計22,,550000万万円円のの収収入入がが得得らられれ、、
一一つつのの収収入入源源ととししてて育育っってていいるる。。ボボラランンテティィアア受受託託はは既既にに1111件件をを受受託託ししてておおりり、、引引
きき続続きき受受託託をを増増ややせせるるよようう努努めめるる。。競競技技運運営営経経費費はは、、引引きき続続きき可可能能なな限限りり減減ららせせるる
よようう努努力力すするる。。収収益益構構造造ととししてて両両大大会会がが大大部部分分をを占占めめ、、単単体体でではは難難ししいい部部分分ははああるる
がが、、引引きき続続きき各各事事業業セセググメメンントトににおおけけるる独独立立採採算算をを目目指指すすととととももにに、、単単年年度度ににおおけけ
るる収収支支均均衡衡をを維維持持すするる。。

戦略を設定する理由・背景
財財団団収収益益はは、、ラランンニニンンググイイベベンントトををははじじめめととししたた事事業業等等ののササーービビススのの価価値値ややススポポーーツツビビジジネネススととししててののブブラランンドドをを高高めめるるここととでで確確保保すするる企企業業かかららのの協協賛賛金金やや大大会会参参加加
料料等等、、自自己己収収益益がが大大半半ととななっってていいるる。。安安定定ししたた財財団団運運営営をを行行っってていいくくたためめににはは、、引引きき続続きき継継続続ししたた自自己己収収益益のの確確保保がが必必要要ででああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆財財団団収収益益のの約約6666％％はは協協賛賛金金でであありり、、収収益益のの半半分分以以上上をを占占めめてていいるる。。新新型型ココロロナナ
ウウイイルルスス感感染染症症のの影影響響にによよるる経経済済状状況況やや東東京京22002200大大会会後後ののススポポーーツツビビジジネネススにに対対
すするる変変化化にによよりり、、協協賛賛金金収収入入のの確確保保のの困困難難がが見見込込ままれれるる。。

◆◆新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの影影響響にによよりり、、通通常常のの規規模模・・実実施施方方法法ででイイベベンントト等等
ががででききなないいここととにによよるる収収益益減減がが見見込込ままれれてていいるる。。協協賛賛金金にに加加ええ、、新新たたなな日日常常ををはは
じじめめ、、時時代代ののニニーーズズにに則則ししたた手手法法をを取取りり入入れれたた事事業業のの実実施施にによよるる、、収収益益確確保保がが必必
要要ででああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆ココロロナナ禍禍ににああっっててもも、、東東京京ママララソソンンををははじじめめ、、各各事事業業ににつついいてて創創意意工工夫夫をを行行うう
ここととでで財財団団ののブブラランンドド価価値値をを維維持持・・向向上上ささせせるるここととでで、、協協賛賛金金額額のの維維持持をを目目指指すす。。

◆◆ババーーチチャャルルママララソソンンややオオンンラライインンボボラランンテティィアア講講習習のの拡拡充充ななどど、、「「新新ししいい日日
常常」」にに適適合合ししたたIICCTT、、DDXX等等をを活活用用ししたた事事業業のの充充実実をを図図りり、、事事業業収収益益のの維維持持・・向向上上をを
図図るる。。

◆◆東東京京ママララソソンンににおおいいててはは、、新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症対対策策をを講講じじ、、安安全全・・安安心心
なな大大会会をを実実施施すするるととととももにに、、運運営営のの工工夫夫ななどどにによよりり、、経経費費のの縮縮減減にに努努めめてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

協協賛賛金金収収益益
（（協協賛賛物物品品
含含むむ））のの維維
持持

目目
標標
①①
②②

・・東東京京ママララソソンン（（協協賛賛金金等等2255..00億億
円円））にに加加ええ、、東東京京レレガガシシーーハハーーフフ
ママララソソンンのの協協賛賛金金をを確確実実にに獲獲得得しし
てていいくく。。

・・東東京京ママララソソンン
交交渉渉・・調調整整中中

・・レレガガシシーーハハーーフフママララソソンン
協協賛賛金金収収益益 33..66憶憶円円
協協賛賛物物品品収収益益 00..77億億円円
合合計計 44..33憶憶円円

・・東東京京ママララソソンンののパパーートトナナーーととののリリレレーーシショョンン
をを活活用用しし、、レレガガシシーーハハーーフフママララソソンンのの協協賛賛金金をを
獲獲得得

・・東東京京ママララソソンン（（協協賛賛金金等等2255..00億億
円円））にに加加ええ、、東東京京レレガガシシーーハハーーフフママ
ララソソンンのの協協賛賛金金（（協協賛賛金金等等４４億億円円））
のの獲獲得得をを目目指指ししてていいくく。。

ババーーチチャャルル
ママララソソンン等等、、
新新ししいい収収益益
事事業業

目目
標標
①①
②②

・・前前年年実実績績等等をを踏踏ままええ、、更更ななるる事事
業業のの検検討討等等をを進進めめるる。。
・・収収入入55,,000000万万円円

実実施施1133件件・・参参加加延延べべ人人数数1166,,000022名名・・売売上上
2255,,009933,,000000円円

・・入入国国制制限限等等ががあありり参参加加がが難難ししいい海海外外かかららのの参参
加加者者のの需需要要をを、、一一部部ババーーチチャャルルでで取取りり込込むむこことと
ががででききたた。。
・・シシリリーーズズ化化すするるここととにによよりり、、継継続続ししてて参参加加すす
るる層層をを取取りり込込めめたた。。

・・前前年年実実績績等等をを踏踏ままええ、、更更ななるる事事業業
のの検検討討等等をを進進めめるる。。
・・収収入入55,,000000万万円円

ボボラランンテティィ
アア受受託託事事業業
収収益益

目目
標標
①①
②②

・・前前年年実実績績やや委委託託側側ののニニーーズズ等等をを
踏踏ままええササーービビススをを向向上上しし、、多多くくのの
受受託託をを得得らられれるるよよううににすするる。。
・・東東京京22002200大大会会後後もも受受託託規規模模をを維維
持持（（1155件件））

1111件件（（有有償償 1111件件 無無償償 ００件件））

・・東東京京22002200大大会会後後もも、、東東京京都都及及びび関関連連ののレレガガ
シシーーイイベベンントトでで運運営営協協力力をを行行いいVVOOLLUUNNTTAAIINNEERRへへ
活活動動のの場場をを提提供供ししてていいるるこことと等等をを広広報報すするるこことと
にによよっってて、、新新規規のの受受託託獲獲得得にに繋繋げげてていいるる。。

・・ボボラランンテティィアア集集めめにに苦苦慮慮ししてていいるる
団団体体へへのの協協力力ややススポポーーツツボボラランンテティィ
アアののノノウウハハウウ提提供供等等、、前前年年実実績績やや委委
託託側側ののニニーーズズ等等をを踏踏ままええササーービビススをを
向向上上しし、、多多くくのの受受託託をを得得らられれるるよようう
ににすするる。。
・・東東京京22002200大大会会後後もも受受託託規規模模をを維維持持
（（1155件件））

競競技技運運営営経経
費費のの精精査査

目目
標標
②②

・・新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの動動
向向やや22002211大大会会のの実実績績等等をを踏踏ままええてて
見見直直ししをを行行いい、、経経費費のの節節減減をを図図るる。。
・・22002222年年かからら開開始始すするる東東京京レレガガ
シシーーハハーーフフママララソソンンのの競競技技運運営営経経
費費ににつついいててもも精精査査しし、、適適正正なな経経費費
でで実実施施

レレガガシシーーハハーーフフににおおいいてて以以下下のの経経費費縮縮減減策策
をを行行っったた。。
・・検検査査方方法法とと結結果果通通知知方方法法をを見見直直しし、、救救護護
体体制制もも開開催催時時点点でで最最適適のの対対策策をを施施しし感感染染症症
対対策策経経費費のの削削減減をを図図っったた。。
・・IIOOCCイイベベンントトとと使使用用料料をを案案分分しし会会場場経経費費
をを縮縮減減ししたた。。
・・警警備備会会社社をを２２社社ととしし、、両両社社のの得得意意エエリリアア
毎毎のの発発注注ににししたたここととでで警警備備費費及及びび警警備備機機材材
手手配配料料をを減減額額ししたた。。

・・新新型型ココロロナナ感感染染症症対対策策つついいててはは、、専専門門家家ののアア
ドドババイイススをを取取りり入入れれ検検査査機機関関とともも連連携携ししてて、、効効
率率的的かかつつ効効果果的的なな運運用用でで費費用用をを抑抑ええたた。。
・・運運営営費費削削減減ににつついいててはは、、早早期期ににワワーーキキンンググググ
ルルーーププをを立立ちち上上げげ運運営営計計画画をを立立案案すするるここととでで、、
資資材材調調達達やや事事業業者者選選定定をを効効果果敵敵にに進進めめるるここととがが
ででききたた。。

・・新新型型ココロロナナ感感染染症症のの動動向向やや前前回回大大
会会のの実実績績等等をを踏踏ままええてて見見直直ししをを行行いい、、
経経費費のの縮縮減減をを図図るる。。

(⼀財)東京マラソン財団

戦戦略略２２ 継継続続ししたた収収益益のの確確保保

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
－

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○

東
京
マ
ラ
ソ
ン
財
団

東
京
マ
ラ
ソ
ン
財
団
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析
①①OONNEE  TTOOKKYYOO会会員員 6688万万人人
※※22002200年年７７月月１１日日時時点点661199,,663322人人をを1100％％増増加加

②②ひひととびびととがが健健康康づづくくりりにに取取りり組組むむ社社会会のの実実現現にに向向けけ、、積積極極的的にに取取りり組組んんでで
いいるる。。

③③VVOOLLUUNNTTAAIINNEERR会会員員 ３３万万４４千千人人
※※東東京京22002200大大会会後後もも会会員員規規模模をを維維持持

④④東東京京22002200大大会会レレガガシシーー創創出出

新新型型ココロロナナ等等のの影影響響にによよりり、、OONNEE  TTOOKKYYOO会会員員数数はは目目標標にに届届いいてていいなないいもものののの、、新新たた
ににTTEEAAMM  OONNEE  TTOOKKYYOO会会員員をを募募集集すするる等等、、ササーービビススのの充充実実をを図図っったた。。各各事事業業ととももににココロロ
ナナ禍禍ででもも工工夫夫をを凝凝ららししてて対対応応ししたた。。VVOOLLUUNNTTAAIINNEERRのの会会員員数数ににつついいててはは、、22002222年年６６
月月時時点点でで3388,,887722名名のの会会員員のの洗洗いい替替ええをを行行いい、、アアククテティィブブなな会会員員ののみみをを残残ししたたたためめ、、
2233,,113311名名ととななっってていいるる。。東東京京22002200大大会会ののレレガガシシーー創創出出ののイイベベンントトととししてて、、新新たたにに東東
京京レレガガシシーーハハーーフフママララソソンンをを開開催催ししたた。。

戦略を設定する理由・背景
「「アアククシショョンンププラランン bbeeyyoonndd22002200」」ににおおいいてて、、東東京京ママララソソンンのの質質のの向向上上ややラランンニニンンググススポポーーツツのの普普及及振振興興にに加加ええ、、少少子子高高齢齢化化等等のの社社会会的的課課題題、、社社会会貢貢献献のの視視点点をを踏踏ままええ、、
事事業業セセググメメンントトをを再再構構成成しし、、東東京京ママララソソンンののほほかか、、多多角角的的なな事事業業をを通通じじてて、、健健康康でで豊豊かかなな暮暮ららししのの実実現現へへのの貢貢献献をを目目指指ししてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆「「ラランンニニンンググイイベベンントト事事業業」」「「ラランンニニンンググラライイフフ事事業業」」「「ウウェェルルネネスス事事業業」」
「「社社会会貢貢献献事事業業」」のの４４つつにに再再構構築築ししたた事事業業セセググメメンントトにに基基づづきき多多角角的的にに事事業業をを実実
施施

◆◆東東京京22002200大大会会後後のの更更ななるるススポポーーツツ振振興興ややススポポーーツツビビジジネネスス環環境境のの変変化化をを見見据据ええ、、
東東京京ママララソソンンにに加加ええ、、新新たたななココンンテテンンツツをを創創造造しし、、財財団団経経営営ののももうう一一つつのの柱柱にに育育
てててていいくくここととがが必必要要ででああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆事事業業セセググメメンントトごごととのの目目的的・・テテーーママをを明明確確ににしし、、目目的的にに沿沿っってて、、既既存存事事業業のの深深
化化やや新新規規のの取取組組をを進進めめ、、東東京京ママララソソンン以以外外のの財財団団事事業業をを充充実実ささせせてていいくく。。

◆◆東東京京22002200組組織織委委員員会会とと締締結結ししたた連連携携協協定定ににおおいいてて、、オオリリンンピピッッククレレガガシシーーのの創創
出出とと継継承承にに関関ししてて協協力力すするるここととをを明明記記ししてていいるる。。東東京京22002200大大会会ののレレガガシシーーにに関関すす
るる検検討討をを踏踏ままええ、、新新たたなな柱柱ととななるるラランンニニンンググイイベベンントトのの検検討討をを進進めめるる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

OONNEE  TTOOKKYYOO
会会員員向向けけ
ササーービビススのの
充充実実

目目
標標
①①

・・東東京京ママララソソンンととのの連連携携強強化化やや、、
有有料料・・無無料料会会員員そそれれぞぞれれへへののササーー
ビビススココンンテテンンツツのの拡拡充充をを図図るるとととと
ももにに、、東東京京レレガガシシーーハハーーフフママララソソ
ンンととのの連連携携をを図図っってていいくく。。
・・OONNEE  TTOOKKYYOO会会員員 6666万万人人

・・各各会会員員をを対対象象ととししたたラランンニニンンググククリリニニッッ
ククをを拡拡充充すするるななどど各各種種イイベベンントトをを実実施施すするる
ほほかか、、各各ママララソソンン大大会会のの出出走走権権をを付付与与すするる
等等、、連連携携をを図図っったた。。
・・OONNEE TTOOKKYYOO会会員員 6611万万人人
・・OONNEE TTOOKKYYOOププレレミミアアムム会会員員 11..66万万人人
・・TTEEAAMM OONNEE  TTOOKKYYOO会会員員 00..22万万人人

・・ココロロナナ禍禍のの権権利利移移行行かからら出出走走権権をを既既にに持持つつププ
レレミミアアムム会会員員がが退退会会ししたたがが、、新新たたにに指指定定大大会会でで
のの性性別別・・年年代代にに応応じじたたフフィィニニッッシシュュタタイイムムにによよ
るるポポイインントト及及びび指指定定イイベベンントトへへのの参参加加にによよるるポポ
イインントトにによよっっててラランンキキンンググさされれるる、、よよりり速速ささをを
追追求求すするるラランンナナーーののたためめのの登登録録制制ププロロググララムム
「「TTEEAAMM  OONNEE  TTOOKKYYOO」」会会員員をを募募集集しし、、更更ななるるササーー
ビビススのの充充実実をを図図っったた。。

・・東東京京ママララソソンンととのの連連携携強強化化やや、、有有
料料・・無無料料会会員員そそれれぞぞれれへへののササーービビスス
ココンンテテンンツツのの拡拡充充をを図図るるととととももにに、、
東東京京レレガガシシーーハハーーフフママララソソンンととのの連連
携携をを図図っってていいくく。。
・・OONNEE  TTOOKKYYOO会会員員 6688万万人人

運運動動習習慣慣継継
続続にに向向けけたた
取取組組のの推推進進

目目
標標
②②

・・前前年年実実績績をを踏踏ままええたた環環境境・・機機会会
のの創創出出にに努努めめ、、気気軽軽にに運運動動ででききるる
場場やや機機会会をを提提供供すするるななどど、、継継続続しし
てて運運動動習習慣慣促促進進・・継継続続にに向向けけたた取取
組組をを推推進進

・・（（公公財財））埼埼玉玉陸陸上上競競技技協協会会ととののココララボボイイ
ベベンントト
1133件件 参参加加者者合合計計558811人人

・・地地方方自自治治体体ととののココララボボイイベベンントト
６６件件 参参加加者者合合計計337744人人
（（静静岡岡県県裾裾野野市市、、千千葉葉県県佐佐倉倉市市、、北北海海道道

深深川川市市２２件件、、群群馬馬県県上上野野村村２２件件））

・・環環境境やや目目的的のの異異ななるる組組織織にに、、そそれれぞぞれれにに合合っっ
たたイイベベンントト企企画画及及びび実実施施制制作作をを提提供供しし、、ああららゆゆ
るる年年齢齢層層、、性性別別がが気気軽軽にに楽楽ししむむこことと、、且且つつ健健康康
増増進進のの機機会会のの更更ななるる創創出出にに努努めめたた。。

・・前前年年実実績績をを踏踏ままええたた環環境境・・機機会会のの
創創出出にに努努めめるるととととももにに、、新新たたにに誰誰でで
もも気気軽軽にに参参加加ででききるるラランンニニンンググイイベベ
ンントトのの創創設設をを検検討討すするるななどど、、継継続続しし
てて運運動動習習慣慣促促進進・・継継続続にに向向けけたた取取組組
をを推推進進

VVOOLLUUNNTTAAIINNEE
RR活活動動のの活活
性性化化

目目
標標
③③

・・前前年年実実績績等等をを踏踏ままええ、、他他大大会会へへ
のの運運営営協協力力ややカカリリキキュュララムム・・受受講講
機機会会等等をを提提供供すするるななどど、、
VVOOLLUUNNTTAAIINNEERRのの活活性性をを図図っってていいくく。。

・・近近畿畿日日本本ツツーーリリスストトココーーポポレレーートトビビジジネネ
ススとと協協定定をを締締結結しし、、VVOOLLUUNNTTAAIINNEERR会会員員向向けけ
ススキキルルアアッッププ講講習習「「心心ののババリリアアフフリリーー」」をを
実実施施ししたた。。

・・障障害害ががああるる方方もも多多数数参参加加すするる東東京京レレガガシシーー
ハハーーフフママララソソンンのの前前にに、、VVOOLLUUNNTTAAIINNEERR会会員員のの求求
めめるる内内容容ををノノウウハハウウののああるる民民間間企企業業のの協協力力をを得得
ててススキキルルアアッッププ講講習習ととししてて提提供供ししたた。。
・・VVOOLLUUNNTTAAIINNEERRのの活活性性化化ののたためめ、、VVOOLLUUNNTTAAIINNEERR会会
員員洗洗いい替替ええ実実施施。。22002222年年６６月月末末でで3388,,887722名名のの会会
員員のの洗洗いい替替ええをを行行いい、、実実際際にに活活動動すするる2211,,771177名名
ととななっったた。。
・・尚尚、、会会員員数数（（1111月月末末））：：2233,,113311名名

・・前前年年実実績績等等をを踏踏ままええ、、他他大大会会へへのの
運運営営協協力力ややカカリリキキュュララムム・・受受講講機機会会
等等をを提提供供すするるななどど、、VVOOLLUUNNTTAAIINNEERRのの活活
性性をを図図っってていいくく。。

東東京京22002200大大
会会ののレレガガ
シシーーのの創創出出

目目
標標
④④

・・東東京京都都とと連連携携しし、、第第１１回回東東京京レレ
ガガシシーーハハーーフフママララソソンンををセセレレブブ
レレーーシショョンンママララソソンンとと位位置置付付けけてて、、
確確実実にに開開催催

・・22002222年年1100月月にに、、国国立立競競技技場場をを発発着着ととしし、、
東東京京22002200大大会会ののパパララリリンンピピッッククママララソソンンのの
ココーーススをを活活用用ししたた、、東東京京レレガガシシーーハハーーフフママ
ララソソンンをを新新たたにに開開催催ししたた。。

・・出出走走者者数数1144,,225566人人、、完完走走者者数数1133,,225577人人

・・第第１１回回大大会会はは、、東東京京都都ややIIOOCCとともも連連携携しし、、
オオーーププニニンンググセセレレモモニニーーでで東東京京22002200大大会会のの映映像像
をを流流ししたたりり、、来来日日ししたたオオリリンンピピアアンンががススタターータタ
――をを行行うう等等、、レレガガシシーーととししててふふささわわししいい演演出出をを
行行っったた。。

・・第第１１回回にに引引きき続続きき、、東東京京22002200大大会会
ののレレガガシシーーをを継継承承しし、、障障ががいいのの有有無無
等等ににかかかかわわららずず、、誰誰ででももチチャャレレンンジジ
ででききるる大大会会ととししてて、、継継続続ししてていいくく。。
・・参参加加者者数数 1155,,000000人人

(⼀財)東京マラソン財団

戦戦略略３３ 財財団団事事業業のの拡拡充充、、多多様様化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略1199：：オオリリンンピピッックク・・パパララリリンンピピッッククレレガガシシーー戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①チチャャリリテティィ寄寄付付金金額額 ８８億億円円
※※22002200大大会会年年度度約約77..22億億円円をを1100％％増増加加

②②東東京京ママララソソンンをを通通じじたた持持続続可可能能なな大大会会運運営営がが一一層層推推進進さされれてていいるる。。

寄寄付付金金額額やや寄寄付付先先団団体体数数ににつついいててはは目目標標数数にに届届かかななかかっったたがが、、今今後後はは目目標標のの達達成成にに
向向けけてて取取りり組組むむととととももにに、、寄寄付付件件数数やや金金額額のの増増加加にに向向けけてて、、財財団団事事業業にに対対すするる寄寄付付
ななどど、、寄寄付付先先のの多多様様化化ななどどもも検検討討すするる必必要要ががああるる。。新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの影影
響響をを受受けけななががららもも、、ススポポーーツツレレガガシシーー事事業業をを着着実実にに実実施施ししてていいるる。。持持続続可可能能なな大大会会
運運営営ににつついいててはは、、スステテーーククホホルルダダーーととのの連連携携にによよりり様様々々なな取取組組をを実実施施ししてていいるる。。

戦略を設定する理由・背景
東東京京ママララソソンンをを通通じじたた社社会会貢貢献献のの視視点点かからら寄寄付付金金のの募募集集、、ススポポーーツツレレガガシシーー事事業業等等ののチチャャリリテティィ事事業業をを実実施施ししてていいるる。。チチャャリリテティィ事事業業をを充充実実しし、、浸浸透透ささせせるるここととでで、、
日日本本のの寄寄付付文文化化のの醸醸成成にに貢貢献献ししてていいくく。。

団体における現状（課題）
◆◆東東京京ママララソソンンのの寄寄付付総総額額はは、、約約７７億億円円とと年年々々、、増増加加ししてていいるる。。一一方方、、ロロンンドドンン
ママララソソンンのの寄寄付付総総額額約約8888億億円円（（22001199年年））ややボボスストトンンママララソソンンのの約約4411億億円円とと、、
AAbbbboottttWWMMMMシシリリーーズズ下下のの他他大大会会はは高高いい水水準準ににああるる。。

◆◆SSDDGGssのの視視点点をを踏踏ままええ、、衣衣類類リリユユーースス（（洋洋服服ポポスストト））やや大大会会フフララッッググののリリユユーースス
等等、、東東京京ママララソソンンをを通通じじたた持持続続可可能能なな大大会会運運営営へへのの取取組組をを実実施施

課題解決の⼿段
◆◆寄寄付付者者とと寄寄付付先先団団体体がが直直接接つつななががりり、、継継続続的的なな寄寄付付金金獲獲得得のの効効果果がが期期待待さされれるる
アアククテティィブブチチャャリリテティィのの仕仕組組みみをを浸浸透透ささせせるるななどど、、寄寄付付文文化化のの醸醸成成をを推推進進ししてていい
くく。。

◆◆ススポポーーツツレレガガシシーー事事業業ににつついいてて、、強強化化育育成成、、環環境境整整備備、、普普及及啓啓発発、、社社会会貢貢献献のの
４４つつののテテーーママにに基基づづきき、、多多様様化化・・充充実実をを図図りり、、財財団団ととししてて社社会会貢貢献献をを進進めめるる。。

◆◆持持続続可可能能なな大大会会運運営営にに向向けけ、、既既存存のの取取組組にに加加ええ、、東東京京ママララソソンンのの場場ににおおいいてて創創
出出がが期期待待ででききるる協協賛賛企企業業やや、、技技術術・・ノノウウハハウウをを有有すするる企企業業等等ととのの連連携携等等にによよりり、、
先先進進的的なな取取組組をを実実施施ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

チチャャリリテティィ
寄寄付付金金額額のの
増増加加にに向向けけ
たた仕仕組組みみのの
工工夫夫

目目
標標
①①

・・東東京京ママララソソンンににおおけけるる実実績績等等をを
踏踏ままええ、、寄寄付付金金額額のの増増加加をを目目指指すす。。
・・77..66億億円円

・・東東京京ママララソソンン22002233チチャャリリテティィ 33..5577億億円円
・・東東京京レレガガシシーーハハーーフフママララソソンン22002222チチャャリリ
テティィ 00..3344億億円円
・・合合計計 33..9911億億円円

・・寄寄付付先先団団体体とと連連携携しし、、積積極極的的ににPPRRをを行行ううこことと
にによよりり、、合合計計でで33..9911億億円円のの寄寄付付金金をを集集めめるるこことと
ががででききたた。。東東京京ママララソソンンはは約約44,,000000人人のの権権利利移移
行行者者ががおおりり、、東東京京レレガガシシーーハハーーフフママララソソンンはは海海
外外募募集集をを見見合合わわせせたたこことともも影影響響ししてて、、目目標標人人数数
のの5500％％程程度度でで終終了了。。

・・前前年年実実績績等等をを踏踏ままええ、、チチャャリリテティィ
のの実実施施方方法法等等をを工工夫夫しし、、寄寄付付金金額額のの
増増加加をを目目指指すす。。
・・８８億億円円
・・寄寄付付先先団団体体のの活活動動をを様様々々なな場場面面でで
露露出出しし、、寄寄付付者者のの動動機機付付けけをを促促すす。。

寄寄付付先先団団体体
数数のの増増加加

目目
標標
①①

・・寄寄付付者者数数等等をを踏踏ままええ、、必必要要にに応応
じじたた寄寄付付先先団団体体のの追追加加募募集集にによよりり、、
多多様様性性とと寄寄付付事事業業のの裾裾野野をを広広げげるる
ななどど、、拡拡充充をを図図るる。。
・・4422団団体体

・・3355団団体体（（3366事事業業））
・・現現在在、、ココロロナナ禍禍にに於於いいてて寄寄付付先先団団体体のの新新規規募募
集集はは行行っってておおららずず、、昨昨年年度度とと寄寄付付先先団団体体数数はは変変
わわららなないい状状況況ででああるる。。

・・寄寄付付者者数数等等をを踏踏ままええ、、必必要要にに応応じじ
たた寄寄付付先先団団体体のの追追加加募募集集にによよりり、、多多
様様性性とと寄寄付付事事業業のの裾裾野野をを広広げげるるななどど、、
拡拡充充をを図図るる。。
・・4455団団体体

ススポポーーツツレレ
ガガシシーー事事業業
のの充充実実

目目
標標
①①

・・前前年年実実績績等等をを踏踏ままええ、、引引続続きき子子
どどももののススポポーーツツ及及びびラランンニニンンググ、、
障障害害者者ススポポーーツツのの普普及及啓啓発発等等をを推推
進進ししてていいくく。。
・・寄寄付付金金額額のの増増加加にに合合わわせせたた事事業業
のの多多様様化化・・充充実実をを図図るる。。

従従前前かからら行行っってていいるる事事業業にに加加ええ、、以以下下のの事事
業業をを実実施施
・・ダダイイババーーシシテティィアアククシショョンンププロロググララムム
（（パパララ陸陸上上教教室室、、ババリリアアフフリリーー事事業業））
・・大大会会継継続続支支援援（（東東京京選選手手権権、、北北渋渋ママイイ
ルル））
・・ググリリーーンンママイイレレーージジププロロググララムム

・・ススポポーーツツレレガガシシーー事事業業運運営営委委員員会会にに決決議議をを図図
りり、、新新規規事事業業をを新新たたなな関関連連団団体体とと協協業業しし適適時時実実
施施ししたた。。何何れれもも継継続続的的にに拡拡充充ししてていいくく事事業業ととしし
てて評評価価はは高高いい。。

・・前前年年実実績績等等をを踏踏ままええ、、引引続続きき子子どど
ももののススポポーーツツ及及びびラランンニニンンググ、、障障害害
者者ススポポーーツツのの普普及及啓啓発発等等をを推推進進ししてて
いいくく。。
・・寄寄付付金金額額のの増増加加にに合合わわせせたた事事業業のの
多多様様化化・・充充実実をを図図るる。。

持持続続可可能能なな
大大会会運運営営

目目
標標
②②

・・前前年年実実績績等等をを踏踏ままええ、、持持続続可可能能
なな大大会会運運営営にに向向けけたた取取組組のの継継続続・・
見見直直ししをを行行うう。。

・・レレガガシシーーハハーーフフママララソソンンににおおいいてて、、年年号号
標標記記のの無無いいデデザザイインンののススタタッッフフウウェェアアをを採採
用用ししたた。。

・・国国際際社社会会がが取取りり組組んんででいいるる持持続続可可能能なな開開発発目目
標標（（SSDDGGss））のの達達成成にに向向けけてて、、協協賛賛パパーートトナナーーなな
どど大大会会ののスステテーーククホホルルダダーーとと連連携携ししてて実実施施ししたた。。

・・前前年年実実績績等等をを踏踏ままええ、、持持続続可可能能なな
大大会会運運営営にに向向けけたた取取組組のの継継続続・・見見直直
ししをを行行うう。。

(⼀財)東京マラソン財団

戦戦略略４４ 東東京京ママララソソンンチチャャリリテティィ等等のの更更ななるる充充実実

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
－

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○

東
京
マ
ラ
ソ
ン
財
団

東
京
マ
ラ
ソ
ン
財
団

- 78 -
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2023年度改訂版のポイント

◆戦略１ シンクタンク・アドバイザー機能の強化 2023年度計画にこれまでの成果を踏まえた
取組を具体的に追記

◆戦略３ 都市機能更新事業の重点的な推進と新規路線整備事業の事業化 2022年度実績を踏ま
え、都市計画道路等及び不燃化特区に関する業務の受託件数を上⽅修正（６件→７件）
【プランの主な改訂内容】

（公財）東京都都市づくり公社

戦略１ シンクタンク・アドバイザー機能の強化
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

企画提案対象市
町村数の確保と
企画提案の質の
確保の両⽴

・⾃治体の特⾊から政策課題分析を
累積で多摩全市町村について完了さ
せると共に、その半数にあたる累積
15⾃治体へ課題解決につながる企画
提案を⾏う。
・社外有識者による定期的研修の実
施と企画提案に向けた助⾔活⽤・前
年度の分析・検証結果を踏まえた今
後の調査研究の実施"

企画提案対象市
町村数の確保と
企画提案の質の
確保の両⽴

・産業振興・環境・防災安全・福祉
等のまちづくりの実現に向け、⾃治
体に対してまちづくり施策に関する
政策形成⽀援を⾏う
・⾃治体と意⾒交換を重ね、政策形
成⽀援の前段階であるまちづくり施
策を企画提案し３年後の到達⽬標
（残り３件）を達成させる
・説得⼒のある企画提案とするため、
社外有識者の助⾔活⽤や地域課題分
析の結果を⾃治体と意⾒交換し共有
化できるまで進める。

共同研究相⼿と
しての期待に応
えられる調査研
究能⼒の発揮

・共同研究②の公表と公表後のフォ
ローアップ

共同研究相⼿と
しての期待に応
えられる調査研
究能⼒の発揮

・農業振興に資するまちづくりの研
究（共同研究②）を公表し、公表後
は施策に対して賛意を⽰した⾃治体
に対し、具体的施策を提案するなど、
フォローアップする

有償調査研究の
実施に向けた検
討

・⾃治体のニーズに応じた有償調査
研究の試⾏拡⼤・本格実施に向けた
課題解決

有償調査研究の
実施に向けた検
討

・⾃治体からの⽀援要請のうち、⽀
援内容が複雑なものや多額のコスト
を要するものについて、有償での政
策形成⽀援を実施

公共施設にかか
る事業について
技術的な助⾔・
相談の実施

・公共施設にかかる事業に関する技
術的な助⾔・相談について、前年度
⽀援⾃治体の継続と⽀援⾃治体の拡
⼤により、その対象となる多摩・島
しょ地域の⾃治体数を９とする。ま
た、そこから⽣じる公社が対応すべ
き業務の有償での受託要請に積極的
に対応するとともに、⾃治体の技術
⽀援ニーズを検証・分析し、⽀援の
強化を図る。

公共施設にかか
る事業について
技術的な助⾔・
相談の実施

・公共施設にかかる事業に関する技
術的な助⾔・相談について、その対
象となる多摩・島しょ地域の⾃治体
数を９とする
・これまで寄せられた相談内容を検
証するとともに、多摩・島しょの各
地域でそれぞれ異なる地質や地形、
気象条件、建設事情、財政、⽂化、
歴史等を勘案し、より各地域の実情
に沿った的確な助⾔ができるよう努
めていく
・⾃治体側で実施することが困難で
あり、かつ公社で対応可能な場合に
有償での受託業務も⾏う

戦略３ 都市機能更新事業の重点的な推進と新規路線整備事業の事業
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標①】予定業務の着実な執⾏
・全⽤地買収画地の90％契約
・20画地(３か年平均)
【⽬標②】2024年度以降の事業展開に備えた業務の提
案
【⽬標③】都市計画道路等及び不燃化特区に関する業務
の受託６件

【⽬標①】予定業務の着実な執⾏
・全⽤地買収画地の90％契約
・20画地(３か年平均)
【⽬標②】2024年度以降の事業展開に備えた業務の提案
【⽬標③】都市計画道路等及び不燃化特区に関する業務
の受託７件
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析
【【調調査査研研究究】】
①①多多摩摩地地域域市市町町村村のの半半数数にに当当たたるる1155市市町町村村にに対対しし、、各各々々のの課課題題のの解解決決策策をを企企
画画提提案案
②②①①ののううちち２２件件をを民民間間シシンンククタタンンクク等等ととのの共共同同研研究究でで実実施施
③③有有償償調調査査研研究究のの本本格格実実施施準準備備完完了了

【【技技術術支支援援】】
④④多多摩摩・・島島ししょょ地地域域のの９９自自治治体体にに対対しし、、技技術術支支援援をを実実施施

目目標標①①：：22002222年年度度末末時時点点でで1122市市町町村村にに対対しし企企画画提提案案のの実実施施見見込込。。当当初初目目標標にに留留ままらら
ずず、、自自治治体体のの施施策策実実現現にに向向けけたた政政策策形形成成支支援援をを３３件件実実施施（（ううちち２２件件有有償償））。。
目目標標②②：：民民間間シシンンククタタンンクク等等のの共共同同研研究究をを２２件件実実施施。。引引きき続続きき、、公公表表後後ののフフォォロローー
アアッッププをを図図るる。。
目目標標③③：：到到達達目目標標達達成成にに向向けけ、、調調査査研研究究とと自自治治体体支支援援ののノノウウハハウウをを活活用用ししたた政政策策形形
成成支支援援（（有有償償））をを構構築築
目目標標④④：：ここれれままででのの実実績績をを活活かかしし、、支支援援対対象象をを２２自自治治体体増増ややしし、、７７自自治治体体へへのの支支援援
をを実実施施

戦略を設定する理由・背景
新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染拡拡大大のの影影響響がが加加わわりり、、都都市市づづくくりりににおおけけるる市市町町村村ののニニーーズズははまますすまますす多多様様化化ししてていいくく。。ここううししたた状状況況下下、、政政策策連連携携団団体体ととししててのの将将来来像像「「自自らら
企企画画しし、、提提案案すするる、、都都市市づづくくりりのの総総合合支支援援をを担担うう高高度度専専門門家家集集団団」」のの実実現現をを目目指指しし存存在在価価値値をを向向上上ささせせてていいくく必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆公公社社はは都都市市づづくくりりをを取取りり巻巻くく大大ききなな環環境境のの変変化化をを踏踏ままええ、、「「シシンンククタタンンクク・・アア
ドドババイイザザーー機機能能のの強強化化」」をを取取りり組組むむべべきき方方向向性性ととししてて掲掲げげ、、ここのの方方向向性性とと軌軌をを一一
ににししてて、、政政策策連連携携団団体体のの将将来来像像がが示示さされれたた。。ここれれららをを具具現現化化すするるたためめ、、22002200年年４４
月月にに「「都都市市づづくくりり調調査査室室」」をを新新設設しし、、調調査査研研究究担担当当にによよるる調調査査研研究究（（シシンンククタタンン
クク機機能能））とと技技術術担担当当にによよるる技技術術支支援援（（アアドドババイイザザーー機機能能））のの取取組組をを進進めめてていいるる。。
調調査査研研究究はは、、自自治治体体のの政政策策形形成成にに関関与与すするるたためめ、、そそのの達達成成ににはは長長期期的的ななススパパンンでで
自自治治体体ととののネネッットトワワーークク構構築築、、調調査査研研究究のの質質向向上上とと具具体体的的ななニニーーズズ検検証証がが必必要要でで
ああるる。。技技術術支支援援はは、、技技術術職職員員不不足足やや技技術術的的なな課課題題にに悩悩むむ自自治治体体にに対対しし、、短短期期的的なな
ススパパンンでで様様々々ななニニーーズズにに応応ええるるここととがが求求めめらられれるる。。

課題解決の⼿段
◆◆調調査査研研究究はは、、多多摩摩全全域域のの地地域域課課題題分分析析をを行行いい、、潜潜在在的的なな課課題題ととそそのの解解決決策策をを市市町町
村村にに対対ししてて企企画画提提案案しし課課題題解解決決にに貢貢献献すするるここととでで、、市市町町村村ととのの信信頼頼関関係係をを構構築築すするる。。
同同時時にに、、民民間間シシンンククタタンンクク等等ととのの共共同同研研究究やや社社外外有有識識者者活活用用にによよるる人人材材育育成成をを行行うう
ととととももにに、、蓄蓄積積ししたた自自治治体体ニニーーズズ等等をを整整理理しし、、よよりり自自治治体体のの期期待待にに応応ええるる質質のの高高いい
調調査査研研究究業業務務のの方方向向性性をを検検討討ののううええ、、企企画画提提案案にに基基づづくく自自治治体体かかららのの有有償償化化ニニーーズズ
にに積積極極的的にに応応ええるる。。技技術術支支援援はは、、技技術術職職員員不不足足やや具具体体的的なな技技術術課課題題にに悩悩むむ自自治治体体にに
対対しし、、公公共共施施設設のの整整備備等等のの円円滑滑なな推推進進にに関関すするる技技術術的的なな助助言言・・相相談談をを実実施施すするる。。まま
たた、、そそここかからら生生じじるる対対応応すすべべきき業業務務のの有有償償ででのの受受託託要要請請にに積積極極的的にに対対応応ししてていいくくとと
ととももにに、、自自治治体体のの技技術術支支援援ニニーーズズをを検検証証・・分分析析しし、、技技術術支支援援をを強強化化すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

企企画画提提案案対対
象象市市町町村村数数
のの確確保保とと企企
画画提提案案のの質質
のの確確保保のの両両
立立

目目
標標
①①

・・前前年年度度にに引引きき続続きき、、自自治治体体のの特特
色色かからら政政策策課課題題分分析析８８件件ををままととめめ
るるとと共共にに、、当当該該自自治治体体ととのの意意見見交交
換換をを通通じじ、、課課題題解解決決ににつつななががるる企企
画画提提案案をを４４件件行行うう。。
・・社社外外有有識識者者にによよるる定定期期的的研研修修のの
実実施施とと企企画画提提案案にに向向けけたた助助言言活活用用
・・自自治治体体ののニニーーズズやや意意見見等等のの整整理理、、
各各自自治治体体にに共共通通すするるテテーーママのの分分
析析・・検検証証

・・産産業業振振興興・・環環境境・・防防災災安安全全・・福福祉祉ななどどのの
ままちちづづくくりりのの観観点点かからら自自治治体体のの施施策策実実現現にに
向向けけたた政政策策形形成成支支援援ににつついいてて、、３３件件実実施施中中
（（２２件件有有償償））
・・政政策策形形成成支支援援のの前前段段階階ででああるるままちちづづくくりり
施施策策のの企企画画提提案案ににつついいてて、、自自治治体体ととのの意意見見
交交換換やや提提案案実実現現にに必必要要なな関関係係者者調調整整をを重重ねね
ななががらら、、４４自自治治体体にに対対すするる提提案案をを取取りりままとと
めめ（（２２件件提提案案済済））
・・社社外外有有識識者者にによよるる地地域域経経済済分分析析手手法法研研修修
のの実実施施ややたたままししんん等等外外部部有有識識者者のの助助言言をを活活
用用

・・将将来来をを見見据据ええ、、ここれれかかららのの新新ししいい生生活活をを包包容容
ででききるる東東京京のの実実現現にに向向けけ、、単単にに一一自自治治体体のの範範囲囲
にに限限ららずず広広域域的的なな観観点点かかららのの助助言言・・提提案案をを行行っっ
てていいるるここととをを自自治治体体がが評評価価ししたた
・・都都政政策策連連携携団団体体ででああるる強強みみをを活活かかししてて、、都都市市
整整備備局局、、産産業業労労働働局局、、環環境境局局、、建建設設局局、、総総務務局局
ななどど都都のの関関係係部部署署かからら施施策策動動向向等等をを情情報報収収集集しし、、
提提案案にに反反映映ししてていいるる。。
・・学学識識経経験験ののああるる社社内内有有識識者者（（参参与与））かかららのの助助
言言をを活活用用しし、、将将来来のの人人々々のの暮暮ららししのの変変化化にに着着目目
ししななががらら、、施施策策をを企企画画ししてていいるる
・・３３年年後後のの到到達達目目標標をを超超ええ政政策策形形成成支支援援のの実実施施
にに向向けけ進進めめてていいるる。。

・・産産業業振振興興・・環環境境・・防防災災安安全全・・福福祉祉
等等ののままちちづづくくりりのの実実現現にに向向けけ、、自自治治
体体にに対対ししててままちちづづくくりり施施策策にに関関すするる
政政策策形形成成支支援援をを行行うう。。
・・自自治治体体とと意意見見交交換換をを重重ねね、、政政策策形形
成成支支援援のの前前段段階階ででああるるままちちづづくくりり施施
策策をを企企画画提提案案しし３３年年後後のの到到達達目目標標
（（残残りり３３件件））をを達達成成ささせせるる。。
・・説説得得力力ののああるる企企画画提提案案ととすするるたためめ、、
社社外外有有識識者者のの助助言言活活用用やや地地域域課課題題分分
析析のの結結果果をを自自治治体体とと意意見見交交換換しし共共有有
化化ででききるるままでで進進めめるる。。

共共同同研研究究相相
手手ととししててのの
期期待待にに応応ええ
らられれるる調調査査
研研究究能能力力のの
発発揮揮

目目
標標
②②

・・多多摩摩地地域域ににおおけけるる観観光光政政策策等等のの
共共同同研研究究①①のの公公表表とと公公表表後後ののフフォォ
ロローーアアッッププ
・・共共同同研研究究②②のの実実施施

・・自自治治体体へへのの政政策策形形成成支支援援ととししてて実実施施ししてて
いいるる「「多多摩摩アアーーババンンワワーーケケーーシショョンン施施策策」」
のの実実証証実実験験をを、、（（株株））JJTTBB総総合合研研究究所所とと共共
同同実実施施すするるたためめのの準準備備中中
・・自自治治体体へへののままちちづづくくりり施施策策提提案案ととししててとと
りりままととめめをを進進めめてていいるる「「農農業業振振興興にに資資すするる
ままちちづづくくりり」」のの提提案案ににつついいてて、、（（公公財財））東東
京京市市町町村村自自治治調調査査会会とと連連携携ししてて検検討討中中

・・新新たたなな人人流流やや消消費費活活動動、、ビビジジネネススチチャャンンススをを
創創出出すするる施施策策とといいうう都都市市づづくくりり公公社社のの提提案案ココンン
セセププトトにに対対しし、、JJTTBB総総研研がが自自社社ととししてて共共同同研研究究
すするるメメリリッットトをを感感じじてていいるるたためめ。。
・・都都市市づづくくりりにに関関すするる豊豊富富なな知知見見やや経経験験をを持持つつ
都都市市づづくくりり公公社社とと連連携携すするるここととににつついいてて、、ままちち
づづくくりりにに関関すするるハハーードド的的なな知知見見にに期期待待すするる（（公公
財財））東東京京市市町町村村自自治治調調査査会会ががメメリリッットトをを感感じじてて
いいるるたためめ。。
・・３３年年後後のの到到達達目目標標にに向向けけ、、調調査査研研究究能能力力のの発発
揮揮をを引引きき続続きき図図っってていいくく。。

・・農農業業振振興興にに資資すするるままちちづづくくりりのの研研
究究（（共共同同研研究究②②））をを公公表表しし、、公公表表後後
はは施施策策にに対対ししてて賛賛意意をを示示ししたた自自治治体体
にに対対しし、、具具体体的的施施策策をを提提案案すするるななどど、、
フフォォロローーアアッッププすするる。。

有有償償調調査査研研
究究のの実実施施にに
向向けけたた検検討討

目目
標標
③③

・・調調査査研研究究をを実実施施ししたた自自治治体体ににおお
けけるる庁庁内内調調整整のの支支援援やや協協議議会会等等へへ
のの委委員員ととししててのの参参加加依依頼頼ななどど、、現現
状状ののニニーーズズをを踏踏ままええたた有有償償調調査査研研
究究のの在在りり方方のの検検討討とと試試行行

・・有有償償調調査査研研究究のの在在りり方方のの検検討討とと試試行行ととしし
てて、、公公社社がが長長年年培培っっててききたた区区市市町町村村支支援援のの
ノノウウハハウウをを最最大大限限活活用用しし、、調調査査研研究究のの実実施施
とと各各自自治治体体のの政政策策形形成成過過程程にに応応じじたた支支援援をを
併併用用ししたた政政策策形形成成支支援援をを実実施施
１１))自自治治体体のの都都市市計計画画ママススタターーププラランン策策定定
にに向向けけたた政政策策形形成成支支援援業業務務
２２))自自治治体体がが設設置置すするる工工業業推推進進協協議議会会へへのの
委委員員参参加加

・・調調査査研研究究はは、、自自治治体体ののままちちづづくくりりのの政政策策形形成成
にに関関与与すすべべくく、、そそのの質質のの向向上上をを図図るるととととももにに、、
公公社社がが長長年年培培っっててききたた自自治治体体支支援援ののノノウウハハウウをを
自自治治体体側側がが求求めめたた場場合合にに有有償償ででもも対対応応ででききるる政政
策策形形成成支支援援のの仕仕組組みみをを構構築築すするるここととががででききたた。。
政政策策形形成成支支援援にに当当たたっっててはは、、自自治治体体ととのの協協議議がが
整整っったた場場合合にに、、事事務務費費等等のの実実費費をを受受領領すするる。。
・・３３年年後後のの到到達達目目標標にに向向けけ、、在在りり方方のの検検討討やや試試
行行をを終終ええ、、本本格格実実施施ととししてて政政策策形形成成支支援援をを構構築築
ででききたた。。ななおお、、22002211年年度度にに公公益益認認定定所所管管庁庁ででああ
るる都都生生活活文文化化局局とと協協議議しし、、事事業業内内容容変変更更手手続続きき
をを完完了了ししたたここととでで、、有有償償化化にによよるる受受託託がが可可能能とと
ななっったた。。

・・自自治治体体かかららのの支支援援要要請請ののううちち、、支支
援援内内容容がが複複雑雑ななももののやや多多額額ののココスストト
をを要要すするるももののににつついいてて、、有有償償ででのの政政
策策形形成成支支援援をを実実施施

公公共共施施設設にに
かかかかるる事事業業
ににつついいてて技技
術術的的なな助助
言言・・相相談談のの
実実施施

目目
標標
④④

・・公公共共施施設設ににかかかかるる事事業業にに関関すするる
技技術術的的なな助助言言・・相相談談ににつついいてて、、前前
年年度度支支援援自自治治体体のの継継続続とと支支援援自自治治
体体のの拡拡大大にによよりり、、そそのの対対象象ととななるる
多多摩摩・・島島ししょょ地地域域のの自自治治体体数数をを７７
ととすするる。。ままたた、、そそここかからら生生じじるる公公
社社がが対対応応すすべべきき業業務務のの有有償償ででのの受受
託託要要請請にに積積極極的的にに対対応応すするるとととともも
にに、、自自治治体体のの技技術術支支援援ニニーーズズをを検検
証証・・分分析析しし、、支支援援のの強強化化をを図図るる。。

・・支支援援対対象象をを２２自自治治体体増増ややしし、、合合計計７７自自治治
体体へへのの支支援援をを行行っってていいるる。。
・・今今年年度度かからら、、自自治治体体側側でで実実施施すするるここととがが
困困難難でであありり、、かかつつ公公社社でで対対応応可可能能なな場場合合にに
有有償償ででのの受受託託業業務務をを開開始始ししたた。。
・・技技術術相相談談ののニニーーズズはは各各自自治治体体でで異異ななりり、、
地地域域的的特特徴徴やや背背景景をを踏踏ままええななががらら、、自自治治体体
にに応応じじたたササポポーートトをを行行っってていいるる。。

・・技技術術支支援援はは、、技技術術職職員員不不足足やや具具体体的的なな技技術術課課
題題にに悩悩むむ自自治治体体にに対対しし、、技技術術的的なな助助言言・・相相談談をを
行行うう取取組組でであありり、、基基本本的的にに無無償償でで実実施施ししてていいるる
・・ここれれままでで、、支支援援自自治治体体かかららのの様様々々なな技技術術的的相相
談談にに対対ししてて、、専専門門的的知知見見をを活活かかししたた判判断断、、デデーー
タタ分分析析、、東東京京都都やや企企業業へへののヒヒアアリリンンググななどどをを行行
いい、、全全ててのの相相談談にに回回答答ししててききたた。。ここううししたた取取組組
にによよるる自自治治体体ととのの信信頼頼関関係係構構築築がが、、継継続続的的なな支支
援援依依頼頼にに繋繋ががっったた。。
・・新新たたなな支支援援自自治治体体もも公公社社ののここれれままででのの実実績績をを
理理解解ししてていいたただだいいてておおりり、、３３年年後後のの到到達達目目標標にに
向向けけ、、支支援援自自治治体体数数のの増増加加にに繋繋ががっったた。。

・・公公共共施施設設ににかかかかるる事事業業にに関関すするる技技
術術的的なな助助言言・・相相談談ににつついいてて、、そそのの対対
象象ととななるる多多摩摩・・島島ししょょ地地域域のの自自治治体体
数数をを９９ととすするる。。
・・ここれれままでで寄寄せせらられれたた相相談談内内容容をを検検
証証すするるととととももにに、、多多摩摩・・島島ししょょのの各各
地地域域ででそそれれぞぞれれ異異ななるる地地質質やや地地形形、、
気気象象条条件件、、建建設設事事情情、、財財政政、、文文化化、、
歴歴史史等等をを勘勘案案しし、、よよりり各各地地域域のの実実情情
にに沿沿っったた的的確確なな助助言言ががででききるるよようう努努
めめてていいくく。。
・・自自治治体体側側でで実実施施すするるここととがが困困難難でで
あありり、、かかつつ公公社社でで対対応応可可能能なな場場合合にに
有有償償ででのの受受託託業業務務もも行行うう。。

(公財)東京都都市づくり公社

戦戦略略１１ シシンンククタタンンクク・・アアドドババイイザザーー機機能能のの強強化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

○

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略
・・戦戦略略７７：：「「住住ままいい」」とと「「地地域域」」をを大大切切ににすするる戦戦略略 ・・戦戦略略８８：：「「安安全全・・安安心心ななままちちづづくくりり戦戦略略」」 ・・戦戦略略1133：：水水とと緑緑溢溢れれるる東東京京戦戦略略
・・戦戦略略1177：：多多摩摩・・島島ししょょ振振興興戦戦略略 等等

2023年度改訂の視点による区分
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①施施行行者者のの各各年年度度のの土土地地区区画画整整理理事事業業計計画画のの着着実実なな執執行行（（３３かか年年平平均均9900億億円円
規規模模のの事事業業実実施施））

②②新新規規土土地地区区画画整整理理地地区区のの事事業業化化にに向向けけたた支支援援（（準準備備組組合合のの設設立立））

③③2200自自治治体体かかららのの下下水水道道業業務務受受託託及及びび下下水水道道事事業業のの収収支支均均衡衡（（３３かか年年平平均均））

④④土土地地区区画画整整理理事事業業のの収収支支改改善善にに向向けけたた事事務務費費算算定定基基準準のの改改定定

目目標標①①：：土土地地区区画画整整理理事事業業はは22002211年年度度8800..33億億円円、、22002222年年度度はは第第２２四四半半期期決決算算見見込込
8866..44億億円円のの執執行行をを見見込込むむ。。自自治治体体当当初初予予算算減減少少にによよるる要要因因もも踏踏ままええ、、執執行行率率のの向向上上
にに取取組組むむ。。
目目標標②②：：新新規規地地区区のの事事業業化化にに向向けけたた支支援援をを着着実実にに推推進進
目目標標③③：：下下水水道道事事業業はは2211自自治治体体かからら業業務務をを受受託託しし、、次次年年度度もも2200自自治治体体以以上上をを見見込込むむ。。
22002222年年度度はは一一部部、、工工事事完完成成時時期期のの先先送送りり等等がが見見込込ままれれるるがが、、３３かか年年平平均均はは収収支支均均衡衡
をを見見込込むむ。。
目目標標④④：：関関係係自自治治体体ととのの綿綿密密なな協協議議にによよりり合合意意をを得得てて、、事事務務費費算算定定基基準準のの改改定定がが決決
定定ししたた。。

戦略を設定する理由・背景
公公社社はは、、多多摩摩地地域域にに軸軸足足をを置置ききななががらら、、土土地地区区画画整整理理事事業業やや下下水水道道事事業業等等にによよりり都都市市基基盤盤整整備備をを進進めめててききたた。。ここれれららをを取取りり巻巻くく社社会会経経済済情情勢勢がが大大ききくく変変化化すするる中中、、そそ
のの変変化化にに対対応応ししななががらら事事業業量量及及びび収収益益をを確確保保しし、、多多摩摩地地域域をを中中心心ととししてて引引きき続続ききままちちづづくくりりにに貢貢献献ししてていいくく必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆土土地地区区画画整整理理事事業業ににおおいいててはは、、現現在在受受託託ししてていいるる全全1166地地区区のの事事業業進進捗捗率率はは、、
22001199年年度度末末時時点点でで事事業業費費ベベーーススでで約約4477％％ででああるる。。一一方方、、そそののううちち４４地地区区がが概概ねね1100
年年以以内内にに終終了了見見込込みみででああるるここととやや自自治治体体のの投投資資的的経経費費がが抑抑制制さされれるる傾傾向向ににああるる。。
ここののよよううなな状状況況をを踏踏ままええ、、事事業業継継続続性性のの観観点点かからら事事業業量量のの確確保保とと収収支支構構造造改改善善がが
今今後後のの課課題題ととななるる。。

下下水水道道事事業業ににおおいいててはは、、多多摩摩地地域域のの下下水水道道普普及及のの概概成成にによよりり大大規規模模なな汚汚水水工工事事
がが減減少少ししたたもものののの、、小小規規模模なな工工事事へへのの効効率率的的なな対対応応、、雨雨水水管管工工事事やや耐耐震震化化にによよるる
防防災災性性のの向向上上ややスストトッッククママネネジジメメンントトななどど新新たたななニニーーズズがが生生じじつつつつあありり、、ここれれらら
にに対対応応すするるここととがが公公社社にに求求めめらられれてていいるる。。一一方方、、下下水水道道事事業業のの収収支支はは改改善善傾傾向向でで
ああるるがが、、更更ななるる赤赤字字幅幅のの縮縮小小がが必必要要ででああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆土土地地区区画画整整理理事事業業ににおおいいててはは、、受受託託中中事事業業をを年年度度計計画画にに従従っってて着着実実にに実実施施すするる
ここととでで公公社社のの役役割割をを果果たたししてていいくく。。22002200年年度度末末のの受受託託総総事事業業費費にに対対ししてて各各年年度度ごご
ととにに進進捗捗率率２２％％程程度度のの達達成成をを目目指指すす。。一一方方、、新新規規地地区区のの公公社社事事業業化化もも視視野野にに入入れれ、、
ままちちづづくくりりのの専専門門家家ととししてて自自治治体体のの動動ききをを支支援援ししてていいくく。。ままたた、、適適切切なな事事務務費費算算
定定基基準準ととななるるよようう、、関関係係自自治治体体とと協協議議をを行行うう。。

下下水水道道事事業業ににおおいいててはは、、多多摩摩地地域域ののみみななららずず島島ししょょ部部もも含含めめててよよりり多多くくのの自自治治
体体をを支支援援ししてていいくく。。自自治治体体ののニニーーズズやや期期待待のの多多様様化化をを踏踏ままええつつつつ、、年年度度計計画画のの着着
実実なな実実施施やや業業務務のの質質のの向向上上にによよりり、、各各自自治治体体かかららのの信信頼頼をを確確保保しし業業務務のの受受託託にに繋繋
げげてていいくく。。ままたた、、工工事事規規模模にに関関わわららなないい、、業業務務内内容容にに応応じじたた適適切切なな事事務務費費算算定定のの
新新基基準準をを適適用用すするるここととでで収収支支均均衡衡をを目目指指すす。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

事事業業地地区区内内
のの道道路路のの効効
率率的的なな整整備備

目目
標標
①①

・・年年度度実実施施計計画画にに定定めめるる道道路路整整備備
延延長長のの9900％％以以上上をを確確保保すするる。。
・・前前年年度度のの事事業業のの進進捗捗をを踏踏ままええ、、
新新たたにに重重点点管管理理工工事事をを位位置置づづけけ、、
重重点点管管理理工工事事のの上上半半期期発発注注とと進進捗捗
管管理理をを徹徹底底すするる。。

・・道道路路整整備備延延長長はは11,,221133ｍｍのの計計画画にに対対しし、、
11,,223333ｍｍをを起起工工ししたた。。
・・重重点点管管理理工工事事はは、、全全てて上上半半期期にに発発注注済済みみ
ととななっってていいるる。。

・・本本社社とと事事務務所所でで設設計計をを適適切切にに分分担担しし、、予予定定通通
りりにに工工事事をを発発注注ししたた。。起起工工延延長長ににつついいててはは、、実実
施施設設計計段段階階でで権権利利者者ととのの調調整整にによよりり、、工工作作物物等等
のの移移転転にに応応じじててももららええるる箇箇所所ががあありり、、トトーータタルル
でで延延長長がが伸伸びびたた。。今今後後はは、、事事務務所所とと本本社社でで、、定定
期期的的にに開開催催ししてていいるる進進捗捗調調整整会会議議でで進進行行管管理理をを
徹徹底底しし、、実実施施計計画画にに定定めめるる道道路路整整備備延延長長のの確確保保
をを目目指指ししてていいくく。。
・・重重点点管管理理工工事事はは全全てて上上半半期期にに発発注注済済みみととななっっ
てておおりり、、安安全全管管理理とと工工程程管管理理をを徹徹底底しし、、計計画画通通
りりにに工工事事完完了了をを図図っってていいくく。。
・・引引きき続続きき、、到到達達目目標標にに向向けけ、、着着実実にに事事業業をを執執
行行ししてていいくく。。

・・年年度度実実施施計計画画にに定定めめるる道道路路整整備備延延
長長のの9955％％以以上上をを確確保保すするる。。
・・前前年年度度のの事事業業のの進進捗捗をを踏踏ままええ、、新新
たたにに重重点点管管理理工工事事をを位位置置づづけけ（（予予
定定：：全全工工事事4400件件中中８８件件をを指指定定））、、重重
点点管管理理工工事事のの上上半半期期発発注注とと進進捗捗管管理理
をを徹徹底底すするる。。

地地元元自自治治
体体・・地地元元主主
体体ののササポポーー
トトのの推推進進

目目
標標
②②

・・対対象象ととななるる地地区区ににおおいいてて、、前前年年
度度のの勉勉強強会会のの深深度度をを深深めめ、、事事業業化化
をを前前提提ととししたた事事業業計計画画((案案））のの作作
成成にに向向けけ、、助助言言ややササポポーートトをを行行うう。。

・・対対象象ととななるる地地区区ににおおいいてて、、事事業業計計画画（（素素
案案））をを作作成成しし、、地地元元自自治治体体へへ提提出出をを行行っったた。。
今今後後、、地地元元自自治治体体がが事事業業計計画画ににつついいてて精精査査
をを行行っったた後後、、地地元元権権利利者者にに対対しし勉勉強強会会をを実実
施施ししてていいくく予予定定ででああるる。。

・・前前年年度度末末かからら建建設設資資材材がが高高騰騰ししてていいたたととこころろ
ににウウククラライイナナ情情勢勢やや円円安安にによよるる影影響響がが加加わわっってて
おおりり、、今今後後もも社社会会経経済済情情勢勢のの変変化化をを注注視視ししてて、、
３３年年後後のの到到達達目目標標のの達達成成にに向向けけ、、事事業業計計画画（（素素
案案））のの精精査査がが必必要要ででああるる。。

・・対対象象ととななるる地地区区ににおおいいてて地地元元自自治治
体体とと緊緊密密にに連連携携しし、、前前年年度度かからら引引きき
続続きき、、事事業業計計画画((素素案案））のの検検討討をを進進めめ、、
事事業業化化へへ向向けけたた事事業業計計画画（（案案））をを作作
成成・・提提示示しし、、勉勉強強会会かからら準準備備組組合合とと
ししてて組組織織化化ででききるるよよううササポポーートトししてて
いいくく。。

下下水水道道事事業業
のの着着実実なな実実
施施にによよるる信信
頼頼確確保保及及びび
事事務務費費収収入入
のの確確保保

目目
標標
③③

・・市市町町村村ニニーーズズのの的的確確なな把把握握・・対対
応応及及びび、、進進行行管管理理会会議議等等ででのの早早期期
のの課課題題把把握握・・対対応応にによよりり、、受受託託事事
業業のの着着実実なな実実施施やや業業務務のの質質をを向向上上
ささせせ、、多多くくのの自自治治体体のの信信頼頼をを得得てて
業業務務をを受受託託すするるここととでで、、確確実実にに事事
務務費費収収入入をを確確保保しし収収支支均均衡衡をを図図っっ
てていいくく。。

・・多多摩摩地地域域及及びび島島ししょょ部部のの2211自自治治体体かからら業業
務務受受託託
・・下下水水道道事事業業のの22002222年年度度（（単単年年度度））はは収収支支
ママイイナナスス（（第第２２四四半半期期決決算算見見込込：：--9911百百万万
円円））（（次次年年度度をを含含めめてて３３かか年年平平均均でではは収収支支
均均衡衡見見込込みみ））

・・市市町町村村ととスストトッッククママネネジジメメンントト等等のの新新たたなな事事
業業ニニーーズズをを含含めめ、、綿綿密密なな協協議議・・提提案案等等をを行行いい、、
目目標標をを上上回回るる2211自自治治体体かからら業業務務委委託託をを受受託託ししたた。。
ままたた受受託託事事業業をを進進行行管管理理会会議議等等ででのの早早期期のの課課題題
把把握握・・対対応応にによよるる年年度度計計画画のの着着実実にに実実施施にによよりり、、
自自治治体体かかららのの信信頼頼確確保保にに努努めめ、、継継続続的的なな業業務務受受
託託にに取取りり組組んんででいいるる。。
・・新新事事務務費費算算定定基基準準をを適適用用しし、、下下水水道道事事業業のの収収
支支均均衡衡にに向向けけてて着着実実にに取取りり組組んんででおおりり、、今今年年度度
はは工工事事完完成成時時期期のの先先送送りりにに伴伴いい事事務務費費収収入入がが次次
年年度度収収入入ととななりり、、収収支支ママイイナナススととななるるがが、、３３かか
年年平平均均でではは収収支支均均衡衡見見込込みみででああるる。。

・・市市町町村村ニニーーズズのの的的確確なな把把握握・・対対応応
及及びび、、進進行行管管理理会会議議等等ででのの早早期期のの課課
題題把把握握・・対対応応にによよりり、、受受託託事事業業のの着着
実実なな実実施施やや業業務務のの質質をを向向上上ささせせ、、多多
くくのの自自治治体体のの信信頼頼をを得得てて業業務務をを受受託託
（（2200自自治治体体以以上上））すするるここととでで、、確確実実
にに事事務務費費収収入入をを確確保保しし収収支支均均衡衡をを
図図っってていいくく。。

土土地地区区画画整整
理理事事業業のの収収
支支構構造造のの改改
善善にに向向けけたた
取取組組

目目
標標
④④

・・関関係係自自治治体体とと綿綿密密なな協協議議ののううええ、、
業業務務実実態態とと事事務務費費収収入入ととのの乖乖離離がが
大大ききいい業業務務ににつついいてて、、適適切切なな事事務務
費費算算定定基基準準ととななるるよようう提提案案をを実実施施
ししててくくととととももにに、、公公社社のの強強みみににつつ
いいてて理理解解をを得得ななががらら改改定定にに向向けけたた
協協議議をを継継続続

・・22002222年年４４月月開開催催のの、、東東京京都都都都市市づづくくりり公公
社社関関係係市市町町村村連連絡絡協協議議会会区区画画整整理理事事業業専専門門
部部会会ににおおいいてて、、事事務務費費算算定定基基準準のの改改定定ににつつ
いいてて合合意意をを得得たた。。そそのの後後、、同同年年６６月月開開催催のの
東東京京都都都都市市づづくくりり公公社社関関係係市市町町村村連連絡絡協協議議
会会でで、、全全会会員員のの了了承承をを得得てて、、事事務務費費算算定定基基
準準のの改改定定がが正正式式決決定定ししたた。。今今後後、、22002244年年度度
よよりり本本格格運運用用をを開開始始すするる。。

・・３３年年後後のの到到達達目目標標にに向向けけ、、業業務務実実態態とと事事務務費費
収収入入ととのの乖乖離離がが大大ききいい業業務務ににつついいてて適適切切なな事事務務
費費算算定定基基準準ととななるるよようう提提案案をを行行ううととととももにに、、区区
画画整整理理事事業業のの収収支支状状況況ににつついいてて丁丁寧寧なな説説明明をを行行
いい、、関関係係自自治治体体のの理理解解をを得得るるここととががででききたた。。

・・関関係係自自治治体体とと綿綿密密なな協協議議結結果果にに基基
づづきき、、下下記記ののととおおりり、、段段階階的的にに適適切切
なな事事務務費費算算定定基基準準へへ改改定定しし、、収収支支均均
衡衡をを図図るる。。
・・現現行行諸諸経経費費率率（（9900％％））をを22002233年年度度
9955％％、、22002244年年度度110000％％にに引引きき上上げげ。。
・・22002244年年度度よよりり補補償償業業務務ににおおけけるる建建
物物算算定定事事務務費費にに補補正正率率をを導導入入、、営営業業
補補償償事事務務費費にに新新ししいい歩歩掛掛をを導導入入

(公財)東京都都市づくり公社

戦戦略略２２
既既存存事事業業のの着着実実なな推推進進にによよるる自自治治体体かかららのの信信頼頼のの一一層層
のの獲獲得得

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略
・・戦戦略略８８：：安安全全・・安安心心ななままちちづづくくりり戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①予予定定業業務務のの着着実実なな執執行行
・・全全用用地地買買収収画画地地のの9900％％契契約約
・・2200画画地地((３３かか年年平平均均))

②②22002244年年度度以以降降のの事事業業展展開開にに備備ええたた業業務務のの提提案案

③③都都市市計計画画道道路路等等及及びび不不燃燃化化特特区区にに関関すするる業業務務のの受受託託７７件件

目目標標①①：：ココロロナナ禍禍ででのの権権利利者者折折衝衝ををタタッッチチレレススでで実実施施しし、、22002222年年度度時時点点でで平平均均1155画画
地地のの実実績績見見込込。。業業務務のの着着実実なな執執行行にに向向けけてて、、取取組組をを継継続続ししてていいくく。。
目目標標②②：：新新たたなな事事業業展展開開にに向向けけてて、、高高低低差差補補償償業業務務やや私私道道等等無無電電柱柱化化ココーーデディィネネーー
トト業業務務をを推推進進。。今今後後既既存存のの用用地地買買収収路路線線ににおおいいてて同同様様のの業業務務がが可可能能かか必必要要性性をを検検証証
すするる。。
目目標標③③：：22002222年年度度実実績績見見込込ととししてて受受託託６６件件をを達達成成。。目目標標をを上上方方修修正正しし、、新新規規受受託託にに
向向けけたた見見積積をを提提出出。。今今後後はは事事業業協協力力のの内内容容やや業業務務のの詳詳細細ににつついいてて協協議議をを行行うう。。

戦略を設定する理由・背景
首首都都直直下下地地震震のの切切迫迫性性をを踏踏ままええ、、ままたた地地域域のの防防災災性性向向上上ののたためめ、、特特定定整整備備路路線線やや不不燃燃化化特特区区ににおおけけるる道道路路整整備備がが求求めめらられれてていいるる。。ままたた、、22001177年年度度末末時時点点でで都都市市計計画画道道
路路のの多多摩摩地地域域のの完完成成率率はは約約6611..55％％ととななっってておおりり、、多多摩摩地地域域ににおおけけるる利利便便性性向向上上にに向向けけたた道道路路整整備備がが求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆ ココロロナナにによよるる社社会会のの変変化化にに柔柔軟軟にに対対応応ししななががらら、、引引きき続続きき、、ウウィィズズココロロナナ・・
ポポスストトココロロナナににおおけけるる権権利利者者折折衝衝ににおおいいてて業業務務のの効効率率化化やや社社会会変変化化にに応応じじたた業業務務
のの工工夫夫がが求求めめらられれてていいるる。。

一一方方、、積積極極的的なな営営業業活活動動のの結結果果、、新新規規のの都都市市計計画画道道路路等等のの用用地地買買収収業業務務やや不不燃燃
化化特特区区にに関関すするる業業務務ににつついいてて、、広広くく自自治治体体かからら支支援援要要請請をを確確認認ででききてていいるる。。

ここれれららのの現現状状をを踏踏ままええ、、安安心心でで快快適適なな都都市市環環境境をを実実現現しし、、魅魅力力的的なな東東京京のの発発展展
へへのの貢貢献献ををよよりり一一層層果果たたすすべべくく、、組組織織体体制制をを強強化化しし、、広広くく自自治治体体ののニニーーズズにに応応ええ
てていいくくここととがが求求めめらられれるる。。

課題解決の⼿段
◆◆受受託託中中事事業業をを着着実実にに執執行行すするるとと共共にに新新規規のの路路線線整整備備事事業業のの受受託託をを目目指指すす。。

具具体体的的ににはは、、受受託託中中事事業業ににおおいいててはは、、個個々々のの予予定定業業務務をを着着実実にに執執行行すするるとと共共にに、、
業業務務のの効効率率化化ややウウィィズズココロロナナ、、ポポスストトココロロナナででのの権権利利者者対対応応ななどど社社会会状状況況にに応応じじ
たた業業務務をを行行ううここととでで、、年年度度計計画画をを着着実実にに実実施施すするる。。

ままたた、、業業務務内内容容、、業業務務量量変変動動にに対対しし代代替替業業務務をを提提案案すするるととととももにに、、自自治治体体ののきき
めめ細細かかななニニーーズズにに対対応応しし、、22002244年年度度以以降降のの事事業業展展開開へへ備備ええるる。。

新新規規路路線線整整備備事事業業ににつついいててはは、、人人員員体体制制をを強強化化しし、、都都内内全全域域のの自自治治体体にに対対ししてて、、
都都市市計計画画道道路路等等のの用用地地買買収収及及びび不不燃燃化化特特区区にに関関すするる業業務務のの受受託託をを提提案案ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

ウウィィズズココロロ
ナナ、、ポポスストト
ココロロナナににおお
けけるる権権利利者者
対対応応のの工工夫夫

目目
標標
①①

・・権権利利者者折折衝衝はは、、電電話話やや配配送送にに加加
ええ、、メメーールル等等オオンンラライインンにによよるる対対
面面以以外外のの選選択択肢肢をを拡拡充充しし、、総総件件数数
のの4400%%ををタタッッチチレレススととすするる。。
・・相相談談窓窓口口対対応応はは、、ここれれららにに加加ええ、、
専専門門家家相相談談会会ののオオンンラライインン化化もも実実
施施しし、、総総件件数数のの2200%%ををタタッッチチレレスス
ととすするる。。

・・権権利利者者折折衝衝はは総総件件数数11,,227700件件のの7777％％ににああ
たたるる998833件件ををタタッッチチレレススにによよっってて実実施施
・・相相談談窓窓口口はは総総件件数数9933件件のの2277％％ににああたたるる2255
件件ををタタッッチチレレススにによよっってて実実施施

・・権権利利者者折折衝衝ののタタッッチチレレスス割割合合はは、、第第一一防防災災
7722％％、、第第二二防防災災8800％％でであありり、、折折衝衝のの大大半半ををタタッッ
チチレレススでで実実施施、、目目標標のの4400％％ににつついいててはは達達成成見見込込
みみ。。
・・相相談談窓窓口口ににおおけけるるタタッッチチレレススににつついいててはは、、目目
標標のの2200％％をを1111月月末末時時点点でで上上回回っってていいるるもものののの、、
対対面面ででのの相相談談がが今今後後もも一一定定のの割割合合をを占占めめるるこことと
がが予予想想さされれるる。。
・・対対面面ででのの権権利利者者折折衝衝にに加加ええ、、権権利利者者対対応応のの工工
夫夫をを進進めめ、、３３年年後後のの到到達達目目標標達達成成にに向向けけ、、着着実実
にに事事業業をを推推進進ししてていいるる。。

・・到到達達目目標標にに向向けけ、、従従来来のの権権利利者者とと
のの対対面面折折衝衝にに加加ええ、、タタッッチチレレススにによよ
るる効効率率化化をを推推進進
・・権権利利者者折折衝衝はは電電話話やや配配送送にに加加ええ、、
メメーールル等等オオンンラライインンにによよるる対対面面以以外外
のの選選択択肢肢をを拡拡充充しし、、総総件件数数のの5500%%をを
タタッッチチレレススととすするる。。
・・相相談談窓窓口口対対応応ははここれれららにに加加ええ、、専専
門門家家相相談談会会ののオオンンラライインン化化もも実実施施しし、、
総総件件数数のの3300%%ををタタッッチチレレススととすするる。。

道道路路事事業業等等
のの終終盤盤ににああ
たたるる業業務務
((道道路路築築造造
等等))のの検検証証、、
分分析析及及びび受受
託託

目目
標標
②②

・・高高低低差差補補償償継継続続案案件件((都都市市計計画画
道道路路))１１件件
・・高高低低差差にに関関すするる補補償償業業務務のの新新規規
受受託託１１件件
・・既既存存事事業業ににおおけけるる高高低低差差解解消消にに
関関すするる自自治治体体へへののヒヒアアリリンンググ
・・区区部部ににおおけけるる主主要要生生活活道道路路等等工工
事事業業務務、、無無電電柱柱化化工工事事業業務務ののヒヒアア
リリンンググ・・検検証証・・分分析析

・・高高低低差差補補償償継継続続案案件件（（都都市市計計画画道道路路））はは、、
建建物物等等調調査査をを実実施施しし、、着着実実にに事事業業をを実実施施
・・高高低低差差にに関関すするる補補償償業業務務のの新新規規受受託託にに向向
けけ、、事事業業協協力力のの内内容容をを確確認認中中
・・主主要要生生活活道道路路工工事事業業務務はは２２区区ににヒヒアアリリンン
ググ、、無無電電柱柱化化工工事事にに関関ししててはは、、新新規規受受託託のの
私私道道無無電電柱柱化化ココーーデディィネネーートト業業務務ににおおいいてて
権権利利者者調調査査をを実実施施

・・高高低低差差補補償償継継続続案案件件（（都都市市計計画画道道路路））ににつついい
てて、、今今後後はは工工事事進進捗捗にに関関すするる情情報報ををタタイイムムリリーー
にに自自治治体体とと共共有有しし、、着着実実にに業業務務をを推推進進ししてていいくく。。
・・高高低低差差にに関関すするる補補償償業業務務のの新新規規案案件件ににつついいてて
はは、、自自治治体体のの道道路路築築造造工工事事にに関関すするる関関係係機機関関協協
議議のの進進捗捗にに合合わわせせたた事事業業協協力力をを調調整整ししてていいくく。。
・・私私道道無無電電柱柱化化ココーーデディィネネーートトににおおいいててはは、、今今
後後発発表表さされれるる都都のの制制度度要要綱綱をを踏踏ままええ、、権権利利者者調調
整整をを実実施施ししてていいくく。。
・・３３年年後後のの到到達達目目標標達達成成にに向向けけ、、事事業業実実施施とと合合
わわせせてて自自治治体体ニニーーズズのの把把握握をを実実施施ししてていいるる。。

道道路路築築造造等等へへのの事事業業展展開開にに備備ええ、、事事
業業のの課課題題やや体体制制構構築築等等のの検検証証ののたためめ、、
下下記記業業務務をを実実施施。。
・・高高低低差差補補償償継継続続案案件件((都都市市計計画画道道
路路))１１件件
・・既既存存事事業業ににおおけけるる高高低低差差解解消消にに関関
すするる自自治治体体へへののヒヒアアリリンンググ（（予予算算・・
期期間間、、関関係係機機関関ととのの協協議議状状況況等等））
・・区区部部ににおおけけるる主主要要生生活活道道路路等等工工事事
業業務務、、無無電電柱柱化化工工事事業業務務ののヒヒアアリリンン
ググ・・検検証証・・分分析析

新新規規路路線線整整
備備事事業業のの受受
託託

目目
標標
③③

・・都都市市計計画画道道路路、、主主要要生生活活道道路路、、
駅駅前前広広場場、、公公園園ななどどのの用用地地買買収収業業
務務受受託託、、不不燃燃化化特特区区受受託託にに向向けけたた
提提案案、、見見積積提提出出、、覚覚書書締締結結

・・都都市市計計画画道道路路１１路路線線（（１１都都））のの用用地地買買収収
業業務務をを新新規規受受託託
・・不不燃燃化化特特区区受受託託（（２２区区））ににつついいてて新新規規受受
託託
・・区区部部((１１都都１１区区))のの用用地地買買収収にに関関すするる見見積積
書書をを提提出出済済
・・多多摩摩地地域域((１１市市))のの用用地地買買収収にに関関すするる見見積積
書書をを提提出出済済

・・都都市市計計画画道道路路11路路線線（（１１都都））はは、、不不燃燃化化特特区区
期期間間内内ででのの用用地地買買収収をを加加速速ささせせるるたためめ受受託託
・・不不燃燃化化特特区区（（２２区区））はは、、主主にに無無接接道道敷敷地地解解消消
にに向向けけたた手手法法検検討討業業務務ででああるる。。
・・区区部部((１１都都１１区区))はは、、駅駅前前広広場場及及びび都都市市計計画画道道
路路のの用用地地買買収収業業務務ににおおけけるる業業務務見見積積ももりりをを提提出出、、
今今後後整整備備ススケケジジュューールルおおよよびび委委託託者者ととのの業業務務分分
担担ににつついいてて協協議議予予定定
・・多多摩摩地地域域((１１市市))はは、、駅駅前前のの土土地地区区画画整整理理事事業業
施施行行中中のの地地区区ででああるるがが、、一一部部公公園園及及びび道道路路をを用用
地地買買収収にによよるる整整備備でで進進めめてていいくく際際のの業業務務見見積積もも
りりをを提提出出
・・到到達達目目標標にに向向けけ、、成成果果ををああげげたた。。

・・更更ななるる自自治治体体のの支支援援要要請請にに対対応応すす
べべくく、、都都市市計計画画道道路路、、主主要要生生活活道道路路、、
駅駅前前広広場場、、公公園園ななどどのの用用地地買買収収業業務務
受受託託、、不不燃燃化化特特区区受受託託にに向向けけたた提提案案、、
見見積積提提出出、、覚覚書書締締結結

(公財)東京都都市づくり公社

戦戦略略３３
都都市市機機能能更更新新事事業業のの重重点点的的なな推推進進とと新新規規路路線線整整備備事事業業
のの事事業業化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略
・・戦戦略略８８：：安安全全・・安安心心ななままちちづづくくりり戦戦略略 ・・戦戦略略９９：：都都市市のの機機能能ををささららにに高高めめるる戦戦略略 ・・戦戦略略1133：：水水とと緑緑溢溢れれるる東東京京戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○
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都
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①戦戦略略的的なな資資産産管管理理・・運運用用にによよるる毎毎年年度度８８億億円円規規模模のの収収益益確確保保

②②地地域域活活性性化化やや、、防防災災性性のの向向上上にに寄寄与与すするる新新規規物物件件３３件件のの創創出出

目目標標①①：：毎毎年年度度８８億億円円規規模模のの収収益益達達成成にに向向けけ、、３３件件のの修修繕繕工工事事のの実実施施とと土土地地分分譲譲11
件件にに向向けけたた協協議議をを推推進進。。22002222年年度度はは修修繕繕費費用用にによよりり８８億億円円のの収収益益をを下下回回るる見見込込ででああ
るるがが、、３３かか年年平平均均８８億億円円規規模模のの収収益益確確保保のの見見込込ででああるる。。
目目標標②②：：地地域域活活性性化化やや防防災災性性のの向向上上にに寄寄与与すするる新新規規物物件件３３件件のの創創出出にに向向けけ、、建建物物共共
同同化化事事業業はは22002211年年度度末末にに１１件件竣竣工工ししてておおりり、、そそのの他他２２件件ににつついいてて着着工工にに向向けけてて関関係係
機機関関ととのの協協議議・・調調整整をを実実施施。。都都有有地地をを活活用用ししたた魅魅力力的的なな移移転転先先整整備備事事業業１１件件ににおおいい
てて、、建建築築工工事事とと竣竣工工後後のの運運営営にに向向けけたた取取組組をを推推進進ししたた。。

戦略を設定する理由・背景
土土地地建建物物のの貸貸付付ににつついいてて、、収収益益をを確確保保すするるたためめ、、建建物物価価値値のの維維持持向向上上おおよよびび安安定定的的なな資資産産運運用用をを図図るる。。ままたた、、地地域域やや関関係係自自治治体体ととととももにに建建物物共共同同化化をを進進めめ、、防防災災性性のの
向向上上やや土土地地のの高高度度利利用用をを図図るる。。

団体における現状（課題）
◆◆22001177年年度度末末建建物物賃賃貸貸収収入入はは1177億億22,,880000万万円円にに対対しし、、22001199年年度度末末ににおおいいててはは、、1199億億
22,,330000万万円円とと安安定定ししてていいるるがが、、22002200年年度度上上半半期期ににおおいいてて、、新新型型ココロロナナウウイイルルススのの影影
響響にによよりり約約11,,550000万万円円のの賃賃料料減減額額ととななっってていいるる。。今今後後、、ポポスストトココロロナナをを見見据据ええたた建建
物物賃賃貸貸収収入入のの安安定定化化ををははかかるるたためめ、、既既存存建建物物のの経経年年劣劣化化にによよるる賃賃貸貸料料のの低低下下をを最最
小小限限ににししつつつつ、、公公社社経経営営のの安安定定とと住住民民のの快快適適性性やや利利便便性性をを維維持持すするるたためめ、、収収入入をを
確確保保ししななががらら修修繕繕工工事事をを適適切切にに実実施施ししてていいくく必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆既既存存事事業業をを着着実実にに実実施施すするるとと共共にに新新規規収収益益事事業業をを開開拓拓ししてていいくく。。

具具体体的的ににはは、、既既存存事事業業ににおおいいててはは、、保保有有施施設設のの適適切切なな維維持持管管理理をを行行ううここととでで、、
安安定定的的なな資資産産運運用用をを図図るる。。

新新規規収収益益事事業業ににつついいててはは公公社社資資産産をを活活用用ししたた新新規規収収益益物物件件のの創創出出をを行行うう。。
ままたた、、不不採採算算、、低低未未利利用用資資産産ににつついいててはは、、社社会会変変化化にに応応じじたた新新たたなな資資産産活活用用にに

向向けけてて見見直直ししをを図図っってていいくく。。
都都有有地地をを活活用用ししたた魅魅力力的的なな移移転転先先整整備備事事業業へへのの参参画画にによよりり地地域域活活性性化化やや防防災災性性

のの向向上上にに寄寄与与すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

建建物物価価値値のの
維維持持向向上上のの
たためめのの戦戦略略
的的なな財財産産管管
理理

目目
標標
①①

・・予予定定さされれたた修修繕繕３３件件をを実実施施しし、、
既既存存建建物物のの適適切切なな維維持持管管理理をを行行うう
ここととでで、、安安定定的的なな資資産産運運用用をを図図るる。。

・・ききたたののタタウウンンビビルルタタイイルル改改修修工工事事契契約約済済
・・万万願願寺寺タタウウンンビビルル空空調調設設備備更更新新工工事事契契約約
済済
・・学学生生寮寮設設備備修修繕繕工工事事はは来来年年１１月月契契約約予予定定

・・ききたたののタタウウンンビビルルタタイイルル改改修修工工事事にに関関ししててはは、、
７７月月にに修修繕繕工工事事にに関関すするる調調査査委委託託完完了了、、1100月月末末
公公表表、、1111月月末末開開札札、、1122月月中中旬旬工工事事着着手手
・・万万願願寺寺タタウウンンビビルル空空調調設設備備更更新新工工事事にに関関ししてて
はは、、９９月月公公表表、、1100月月開開札札、、年年末末年年始始ににかかけけ工工事事
予予定定((テテナナンントト休休業業中中にに工工事事))
・・学学生生寮寮((カカレレッッジジススククエエアア多多摩摩))設設備備修修繕繕工工事事
にに関関ししててはは、、1122月月公公表表、、１１月月契契約約予予定定
・・22002233年年度度修修繕繕工工事事にに向向けけ、、工工事事時時期期をを調調整整中中
・・到到達達目目標標にに向向けけてて、、計計画画的的なな修修繕繕工工事事にによよりり
安安定定的的なな資資産産運運用用をを図図れれてていいるる。。

・・既既存存建建物物全全2255棟棟ののううちち、、予予定定さされれ
たた修修繕繕実実施施１１件件とと既既存存建建物物のの事事前前調調
査査検検討討にに基基づづくく修修繕繕計計画画にに従従っったた適適
切切なな維維持持管管理理をを行行ううここととでで、、安安定定的的
なな資資産産運運用用をを図図るる。。

ウウィィズズココロロ
ナナ、、ポポスストト
ココロロナナででのの
資資産産活活用用にに
つついいてて検検討討

目目
標標
①①

・・関関係係自自治治体体ととのの協協議議・・調調整整をを行行
いい、、土土地地分分譲譲１１件件（（低低未未利利用用地地））
にによよりり収収益益確確保保をを図図るる

・・低低未未利利用用地地ででああるる一一時時貸貸付付のの駐駐車車場場利利用用
地地ににつついいてて年年度度内内土土地地分分譲譲にに向向けけ調調整整中中
・・到到達達目目標標にに向向けけ、、そそのの他他のの土土地地分分譲譲（（未未
利利用用地地））、、土土地地貸貸付付契契約約更更新新（（大大規規模模貸貸付付
地地））ににつついいてて協協議議をを行行いい、、計計画画的的なな資資産産活活
用用をを図図っってていいるる。。

・・一一時時貸貸付付のの駐駐車車場場利利用用地地ににつついいてて、、市市とと公公社社
用用地地分分譲譲にに向向けけ協協議議・・調調整整をを行行いい、、1122月月1144日日土土
地地評評価価審審議議会会開開催催のの目目途途ががたたっったた。。今今後後はは年年度度
内内契契約約締締結結にに向向けけ、、社社内内手手続続ききをを進進めめるる。。
・・次次年年度度にに向向けけてて、、土土地地分分譲譲１１件件（（未未利利用用地地））
ににつついいてて、、関関係係自自治治体体とと周周辺辺住住民民やや分分譲譲計計画画内内
容容ににつついいてて協協議議中中。。大大規規模模貸貸付付地地11件件のの契契約約更更
新新内内容容ににつついいてて合合意意、、22002233年年度度契契約約締締結結にに向向けけ
協協議議中中。。
・・到到達達目目標標にに向向けけ、、費費用用とと収収益益ののババラランンススをを踏踏
ままええ、、大大規規模模修修繕繕とと土土地地分分譲譲のの時時期期をを調調整整ししなな
ががらら、、次次年年度度もも見見据据ええたた資資産産活活用用をを図図れれてていいるる。。

・・ココロロナナ禍禍ででのの賃賃貸貸収収入入等等をを注注視視しし
つつつつ、、関関係係自自治治体体とと綿綿密密にに調調整整しし、、
下下記記ののととおおりり公公社社資資産産のの活活用用をを行行うう。。
・・関関係係自自治治体体ととのの協協議議・・調調整整をを行行いい、、
土土地地分分譲譲１１件件（（未未利利用用地地））にによよるる収収
益益確確保保をを図図るる。。
・・円円滑滑なな貸貸付付にに向向けけ、、地地域域ニニーーズズ等等
のの確確認認をを行行いい、、土土地地貸貸付付契契約約更更新新11件件
（（大大規規模模貸貸付付地地））にによよりり収収益益確確保保をを
図図るる。。

建建物物共共同同化化
事事業業のの着着実実
なな推推進進

目目
標標
②②

・・東東池池袋袋ＣＣ街街区区：：共共同同化化建建物物着着工工
・・東東小小金金井井2244街街区区：：共共同同化化建建物物取取
得得床床にに関関すするる協協議議

・・東東京京都都及及びび豊豊島島区区等等関関係係機機関関とと調調整整をを進進
めめ、、７７月月にに第第５５回回意意見見交交換換会会をを実実施施。。今今後後
都都市市計計画画審審議議会会事事前前相相談談及及びび中中高高層層条条例例説説
明明会会をを経経てて、、22002233年年度度以以降降のの着着工工をを目目指指すす。。
・・７７月月にに共共同同化化へへのの取取組組方方針針をを決決定定、、今今後後
事事業業者者ととのの基基本本協協定定締締結結にに向向けけ協協議議をを進進めめ
てていいくく。。

・・東東池池袋袋ＣＣ街街区区ににつついいててはは、、ここれれままでで都都、、豊豊島島
区区ととのの協協議議及及びび地地域域住住民民ととのの十十分分なな意意見見交交換換をを
実実施施ししててききたた。。一一方方、、関関係係機機関関よよりり地地域域貢貢献献施施
設設のの導導入入提提案案をを受受けけ、、更更ななるる検検討討がが必必要要ととななっっ
たたここととにによよりり着着工工がが遅遅れれてていいるる。。引引きき続続きき、、関関
係係機機関関とと綿綿密密にに調調整整しし、、公公社社ととししてて実実現現可可能能なな
提提案案をを行行いい、、着着工工にに向向けけたた手手続続ききをを進進めめてていいくく。。
・・東東小小金金井井2244街街区区ににつついいててはは、、事事業業者者のの提提案案にに
対対しし公公社社ととししててのの参参加加要要件件、、収収支支検検討討をを踏踏ままええ
たた取取得得床床のの活活用用方方針針をを策策定定

・・東東池池袋袋ＣＣ街街区区ににつついいててはは、、地地域域住住
民民やや関関係係機機関関ととのの協協議議をを進進めめ、、共共同同
化化事事業業をを着着工工（（従従前前建建物物解解体体工工事事着着
手手））すするる。。
・・地地域域活活性性化化にに向向けけ、、共共同同住住宅宅やや商商
業業施施設設等等をを整整備備すするるたためめ、、関関係係権権利利
者者とと東東小小金金井井2244街街区区のの共共同同化化建建物物をを
着着工工すするる。。

都都有有地地をを活活
用用ししたた魅魅力力
的的なな移移転転先先
整整備備事事業業のの
推推進進

目目
標標
②②

・・移移転転先先ととななるる集集合合住住宅宅のの建建築築工工
事事をを実実施施
・・工工事事中中もも含含めめ周周辺辺住住民民ととのの交交流流
をを深深めめ関関係係性性をを良良好好ににししてていいくく取取
組組をを実実施施

・・22002222年年３３月月にに工工事事着着手手、、22002233年年５５月月にに竣竣
工工予予定定
・・現現在在、、テテナナンントトはは申申しし込込みみがが２２件件、、事事業業
用用住住戸戸にに関関ししててはは入入居居募募集集中中
・・建建築築中中やや周周辺辺施施設設のの様様子子をを撮撮影影しし、、地地域域
にに開開かかれれたた活活力力やや賑賑わわいいををももたたららすす空空間間でで
ああるるここととををアアピピーールルすするる動動画画ココンンテテンンツツをを
作作成成中中

・・移移転転先先ととななるる集集合合住住宅宅のの運運営営にに向向けけてて、、着着実実
にに事事業業をを推推進進ででききたた。。
・・近近隣隣のの大大規規模模医医療療施施設設やや、、小小学学校校へへ働働ききかかけけ、、
22002233年年度度以以降降当当該該施施設設ででのの賑賑わわいい創創出出にに向向けけたた
取取組組みみをを企企画画中中

・・移移転転先先ととななるる集集合合住住宅宅のの管管理理・・運運
営営開開始始（（足足立立区区））
・・住住民民同同士士ののココミミュュニニテティィ形形成成ののたた
めめ周周辺辺地地域域をを含含むむイイベベンントト（（地地域域住住
民民とと一一緒緒にに施施設設のの花花壇壇整整備備））をを開開催催
・・木木密密地地域域かかららのの移移転転をを促促進進すするるたた
めめ、、移移転転対対象象者者へへのの広広報報やや個個別別相相談談
ななどどのの取取組組をを実実施施

(公財)東京都都市づくり公社

戦戦略略４４ 地地域域支支援援事事業業ににおおけけるる適適切切なな資資産産活活用用とと新新規規事事業業化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略
・・戦戦略略８８：：安安全全・・安安心心ななままちちづづくくりり戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①セセググメメンントト別別分分析析のの確確立立にに向向けけたた工工数数管管理理のの導導入入

②②場場所所ににととららわわれれなないい働働きき方方をを推推進進すするる環環境境整整備備

③③DDXXのの推推進進、、職職員員へへのの浸浸透透にに向向けけたた専専門門人人材材のの育育成成

目目標標①①：：基基幹幹系系シシスステテムム更更新新のの検検討討初初期期段段階階かからら工工数数管管理理導導入入ににつついいてて社社内内合合意意をを
取取りりななががらら進進めめ、、工工数数管管理理がが可可能能ななシシスステテムムをを選選定定。。稼稼働働開開始始にに向向けけ調調整整中中
目目標標②②：：目目標標達達成成にに向向けけ、、試試行行端端末末にによよりり仕仕様様をを検検証証。。22002233年年度度にに可可搬搬性性のの高高いい端端
末末やや無無線線LLAANNのの導導入入、、ググルルーーププウウェェアア見見直直ししをを行行いい、、多多様様なな働働きき方方をを実実現現すするる。。
目目標標③③：：デデジジタタルル人人材材育育成成にに向向けけ、、情情報報推推進進方方針針にに全全職職員員ののデデジジタタルルススキキルル向向上上とと
デデジジタタルル推推進進リリーーダダーー育育成成をを定定めめたた。。引引きき続続きき、、eeララーーニニンンググやや外外部部研研修修等等をを活活用用
しし人人材材育育成成をを進進めめるる。。

戦略を設定する理由・背景
人人口口減減少少、、少少子子高高齢齢化化のの進進行行、、都都市市のの成成熟熟等等にによよりり自自治治体体はは限限らられれたた財財源源でで多多様様化化すするる都都市市づづくくりりののニニーーズズにに対対応応ししてていいるる。。ここううししたた背背景景をを受受けけ、、公公社社はは既既存存事事業業のの
着着実実なな推推進進ととととももにに、、新新たたなな事事業業展展開開がが求求めめらられれてておおりり、、顧顧客客ササーービビスス向向上上ののたためめ、、限限らられれたた経経営営資資源源のの最最適適化化、、業業務務効効率率化化等等がが必必要要ととななるる。。

団体における現状（課題）
◆◆ ここれれままでで都都市市づづくくりり調調査査室室のの設設置置、、事事業業別別収収支支のの把把握握にによよるる事事務務費費算算定定基基準準
のの改改訂訂やや業業務務改改善善のの取取組組ななどど、、企企画画提提案案力力・・経経営営分分析析力力のの強強化化、、収収支支構構造造のの改改善善
ななどど、、経経営営力力のの強強化化とと安安定定ししたた収収益益確確保保にに取取りり組組むむととととももにに、、採採用用強強化化にに努努めめ、、
職職員員ののママンンパパワワーーのの確確保保とと育育成成をを行行っっててききたた。。

一一方方、、各各事事業業最最小小単単位位ででののココスストトやや進進捗捗にに必必要要ななデデーータタがが収収集集さされれてていいなないいたた
めめ、、リリアアルルタタイイムムにに把把握握ででききずず、、早早期期のの問問題題発発見見手手法法やや適適正正なな人人員員体体制制のの構構築築なな
どど、、組組織織運運営営にに課課題題がが残残っってていいるる。。ままたた、、ワワーーククフフロローーのの紙紙運運用用等等、、業業務務効効率率性性
のの改改善善のの余余地地ががああるる。。ささららにに、、過過去去実実績績のの蓄蓄積積やや検検索索性性がが悪悪くく、、ノノウウハハウウをを十十分分
にに活活用用ででききてていいなないい。。ここれれららのの課課題題解解決決ににははIICCTT技技術術のの活活用用とと専専門門人人材材のの育育成成がが必必
要要ととななっってていいるる。。

課題解決の⼿段
◆◆ 更更ななるる経経営営力力のの強強化化にに向向けけ、、各各事事業業最最小小単単位位のの経経営営状状況況をを可可視視化化すするるとととともも
にに、、業業務務ププロロセセススのの見見直直ししをを通通じじたた業業務務最最適適化化をを実実施施しし、、業業務務運運営営のの質質向向上上とと経経
営営資資源源のの確確保保をを行行ううたためめのの基基幹幹系系シシスステテムム等等をを構構築築ししてていいくく。。

具具体体的的ににはは、、IICCTT技技術術をを活活用用ししたた工工数数管管理理にによよりり、、各各事事業業最最小小単単位位ののセセググメメンントト
分分析析をを構構築築しし、、早早期期問問題題をを発発見見・・対対策策のの実実施施、、ココスストト・・人人員員のの最最適適化化ななどどをを実実現現
しし、、中中長長期期的的なな業業務務継継続続性性をを担担保保ししてていいくく。。ままたた、、ワワーーククフフロローーのの紙紙運運用用ややシシスス
テテムム多多重重入入力力等等にに対対すするるシシスステテムム一一元元化化にによよるる業業務務のの最最適適化化にに加加ええ、、可可搬搬性性にに優優
れれたた端端末末をを導導入入しし、、業業務務のの効効率率性性をを図図るる。。

ささららにに、、中中長長期期的的なな顧顧客客ササーービビスス向向上上にに向向けけてて、、デデジジタタルル技技術術のの職職員員へへのの浸浸透透
ののたためめDDXX専専門門部部署署をを新新設設しし、、人人材材育育成成もも並並行行ししてて進進めめるる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

DDXX推推進進にに向向
けけたた業業務務手手
法法のの検検証証にに
よよるる基基幹幹系系
シシスステテムムのの
更更新新とと運運用用
開開始始

目目
標標
①①
②②

工工数数管管理理のの導導入入にによよるる経経営営分分析析力力
のの強強化化やや業業務務のの全全体体最最適適化化にによよるる
効効率率化化のの方方向向性性等等をを整整理理ののううええ、、
シシスステテムムベベンンダダをを選選定定しし、、シシスステテ
ムム設設計計・・構構築築をを進進めめるる。。
ままたた22002233年年度度のの稼稼働働開開始始にに向向けけ、、
ユユーーザザテテスストトややデデーータタ移移行行等等をを進進
めめるる。。

経経営営分分析析力力のの強強化化やや業業務務のの全全体体最最適適化化をを見見
据据ええ、、全全社社検検討討体体制制のの構構築築をを行行ううここととでで、、
６６月月ににシシスステテムムベベンンダダーーのの選選定定をを円円滑滑にに実実
施施ししたた。。
現現在在もも全全社社をを挙挙げげてて各各部部のの協協力力をを受受けけなながが
らら、、要要件件定定義義ややシシスステテムム設設計計をを順順次次進進めめてて
いいるる。。

基基幹幹系系シシスステテムム更更新新ににつついいてて、、公公社社全全体体ででののシシ
スステテムム整整備備にに向向けけたた体体制制をを構構築築すするるととととももにに、、
支支援援作作業業をを専専門門ココンンササルルタタンントトにに委委託託しし活活用用すす
るるここととでで、、円円滑滑ににシシスステテムムベベンンダダーーのの選選定定とと要要
件件定定義義・・シシスステテムム設設計計ににつつななげげるるここととががででききたた。。
引引きき続続きき、、シシスステテムムベベンンダダとと協協議議・・調調整整・・課課題題
解解決決にに取取りり組組みみ、、次次年年度度稼稼働働開開始始にに向向けけ着着実実にに
構構築築作作業業をを進進めめてていいくく。。

構構築築ししたた基基幹幹系系シシスステテムムのの稼稼働働をを開開
始始、、稼稼働働初初期期ののトトララブブルル対対応応やや職職員員
かかららのの問問合合せせ対対応応をを的的確確にに行行いい、、運運
用用のの安安定定化化・・業業務務へへのの定定着着化化をを図図るる
ととととももにに、、セセググメメンントト別別分分析析にに向向けけ
全全職職員員がが工工数数入入力力をを開開始始。。
実実業業務務ででのの運運用用ににおおいいてて発発見見ししたた課課
題題やや改改良良点点等等のの整整理理、、対対応応策策やや今今後後
のの整整備備方方針針をを検検討討しし、、IICCTT推推進進計計画画へへ
のの反反映映をを行行うう。。

全全職職員員へへのの
可可搬搬性性にに優優
れれたた業業務務端端
末末のの導導入入

目目
標標
②②

試試験験的的にに配配備備ししたたタタブブレレッットト端端末末
のの使使用用状状況況等等をを踏踏ままええ、、次次期期業業務務
端端末末のの選選定定ややネネッットトワワーークク環環境境等等
のの検検討討をを行行うう。。

試試験験的的にに配配備備ししたたタタブブレレッットト端端末末はは、、会会議議
参参加加のの際際にに持持参参ししてて資資料料ののペペーーパパーーレレスス化化
をを進進めめ、、画画面面のの見見ややすすささ等等にに問問題題なないいこことと
やや、、デデーータタ通通信信のの回回線線状状況況をを把把握握しし、、次次期期
業業務務端端末末調調達達ややネネッットトワワーークク環環境境整整備備ににつつ
いいててのの企企画画提提案案をを依依頼頼すするる際際のの仕仕様様にに反反映映
ししたた。。

従従来来、、公公社社ははデデススククトトッッププ機機をを導導入入・・運運用用ししてて
ききたたたためめ、、会会議議等等ででのの端端末末利利用用ににつついいてて実実績績がが
ななくく、、タタブブレレッットト端端末末をを試試験験導導入入すするるここととにによよ
りり、、具具体体的的なな利利用用イイメメーージジをを持持つつここととががでできき、、
仕仕様様のの検検討討をを進進めめるるここととががででききたた。。
今今後後のの企企画画提提案案書書審審査査ににおおいいててもも、、タタブブレレッットト
端端末末のの試試験験導導入入でで得得らられれたた知知見見をを活活かかししてて適適切切
ななシシスステテムムベベンンダダ選選定定をを行行いい、、次次年年度度導導入入をを着着
実実にに進進めめるる。。

リリププレレーーススにに伴伴いい、、業業務務端端末末をを可可搬搬
性性にに優優れれたた機機種種にに入入れれ替替ええるる。。（（職職
員員利利用用端端末末約約335500台台中中335500台台））
端端末末のの移移動動がが可可能能ににななるるここととにによよるる
利利用用上上のの注注意意点点等等をを踏踏ままええつつつつ、、
ペペーーパパーーレレスス化化やや手手続続ききのの電電子子化化等等
ののデデジジタタルルフファァーースストトなな業業務務ススタタイイ
ルルへへのの移移行行にに向向けけたた運運用用ルルーールルのの周周
知知をを行行うう。。

デデジジタタルル人人
材材のの育育成成

目目
標標
③③

DDXX専専門門部部署署ににおおけけるるデデジジタタルル人人材材
育育成成にに向向けけたた計計画画をを作作成成しし、、必必要要
なな外外部部研研修修のの受受講講をを計計画画的的にに行行うう。。
全全職職員員向向けけののIICCTTリリテテララシシ向向上上のの
たためめのの研研修修をを計計画画しし、、実実施施すするる。。
ままたた、、顧顧客客ササーービビスス向向上上にに繋繋ががるる
デデジジタタルル技技術術のの最最新新動動向向やや各各部部のの
要要望望をを踏踏ままええ、、新新技技術術等等ににつついいてて
情情報報収収集集やや活活用用ノノウウハハウウのの蓄蓄積積をを
進進めめるる。。

情情報報推推進進課課職職員員ににはは「「東東京京デデジジタタルルアアカカデデ
ミミーー」」講講座座のの研研修修をを受受講講ささせせ、、研研修修終終了了後後
はは内内容容ににつついいてて課課内内でで共共有有をを図図っったた。。
情情報報推推進進方方針針をを作作成成しし、、全全職職員員ののデデジジタタルル
ススキキルル向向上上とと職職場場ででののデデジジタタルル活活用用をを推推進進
すするるデデジジタタルル推推進進リリーーダダーーのの育育成成をを定定めめたた。。
都都庁庁デデジジタタルル・・イイノノベベーーシショョンンセセミミナナーー等等
をを通通じじてて情情報報収収集集をを進進めめてていいるる。。

デデジジタタルル人人材材育育成成にに向向けけ,,研研修修のの受受講講にに加加ええ、、
全全社社方方針針をを定定めめるるここととががででききたた。。
今今後後はは、、22002233年年１１月月ににeeララーーニニンンググシシスステテムムをを
導導入入しし、、年年度度内内ににセセキキュュリリテティィ教教育育をを全全職職員員にに
受受講講ささせせるる。。
ままたた、、次次年年度度以以降降のの研研修修内内容容をを検検討討しし、、職職員員のの
デデジジタタルルススキキルル向向上上をを図図るるととととももにに、、デデジジタタルル
推推進進リリーーダダーー育育成成にに向向けけ、、外外部部研研修修のの受受講講ににつつ
いいてて情情報報推推進進課課職職員員にによよるる試試行行をを進進めめてていいくく。。
到到達達目目標標のの達達成成にに向向けけ、、研研修修計計画画等等のの構構築築をを図図
りり、、着着実実にに取取組組をを進進めめてていいるる。。

情情報報推推進進課課職職員員４４名名ににつついいてて、、業業務務
ののデデジジタタルル化化推推進進ののたためめのの専専門門知知識識
をを持持つつデデジジタタルル人人材材のの育育成成をを引引きき続続
きき継継続続すするるととととももにに、、昨昨年年度度のの育育成成
状状況況やや人人事事異異動動にによよるる影影響響をを考考慮慮しし、、
必必要要にに応応じじてて育育成成計計画画のの見見直直ししをを行行
うう。。
全全職職員員ののIICCTTリリテテララシシ向向上上やや、、業業務務のの
デデジジタタルル化化等等にに効効果果的的なな新新技技術術のの調調
査査及及びび導導入入にに向向けけたた検検討討をを進進めめるる。。

(公財)東京都都市づくり公社

戦戦略略５５ 更更ななるる経経営営力力のの強強化化にに向向けけたたDDXXのの推推進進

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
－

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○
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2023年度改訂版のポイント
◆戦略１ 住宅ｾｰﾌﾃｨｰﾈｯﾄの強化など都の住宅政策の⼀翼を担うJKK住宅経営
⾼齢者や⼦育て世帯等の⼊居機会拡⼤について、３年後の到達⽬標を達成したため、⽬標を上⽅修正（制
度利⽤割合33％以上→40％以上）

◆戦略２ 新たな都政課題等に貢献するJKK住宅の供給
「コロナの感染拡⼤を契機とした、新しい⽇常に対応した取組の推進」について、お住まいの⽅のテレ
ワークニーズに迅速に応えるため、計画を修正しペースを加速させる。
また、少⼦化対策、脱炭素化など都政課題の解決に向けて、結婚予定者⽀援、環境配慮型住宅供給、太陽
光発電設備・ＥＶ充電設備設置など、新たな取組を追記

【プランの主な改訂内容】

東京都住宅供給公社

戦略２ 新たな都政課題等に貢献するJKK住宅の供給
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

コロナの感染拡
⼤を契機とした、
新しい⽇常に対
応した取組の推
進

○テレワーク環境の導⼊（11団地︓
既存８、建替３）

○タッチレス型エレベーターの導⼊
（建替３団地）
○宅配ボックスの設置（23団地︓既
存20、建替３）
（97団地／140団地 設置率69％）

コロナの感染拡
⼤を契機とした、
新しい⽇常に対
応した取組の推
進

○テレワーク環境の導⼊（63団地︓
既存61、建替２）（131団地／200
団地 導⼊率65％）
○タッチレス型エレベーターの導⼊
（建替２団地）
○宅配ボックスの設置（23団地︓既
存21、建替２）
（98団地／139団地 設置率

70％）

超⾼齢社会を⾒
据え、必要な機
能を整備した低
負担の⾼齢者向
け住宅の提供

○シニア向け住宅
・当社初のJKKシニア住宅竣⼯（１
団地）
・⼊居者募集に向けた準備
※⾒守りサービス利⽤拡⼤

少⼦⾼齢社会を
⾒据えた
新たなシニア向
け住宅等の提供、
結婚予定者⽀援

○シニア向け住宅
・建設・施⼯監理（2024年10⽉竣
⼯予定）
・⼊居者募集に向けた具体的な検討
※⾒守りサービス利⽤拡⼤
○ペット等共⽣住宅の建設⼯事着⼯
（１団地）、管理⼿法・ルールの検
討
〇JKK住宅を結婚予定者に優先的に
提供

健康志向や⽣き
がい創出など多
様化するニーズ
に対応した先駆
的な住宅の提供

○禁煙住宅の竣⼯（１団地）
○その他先駆的モデル事業の実施
（１団地）
○基本スキーム等の策定

環境志向や健康
志向やなど多様
化するニーズに
対応した先駆的
な住宅の提供

○禁煙住宅の竣⼯（２団地）
○環境配慮型住宅供給に向けた検討
（３団地）
○環境配慮型住宅に導⼊する環境施
策についての基本スキーム等の策定
○既存住宅への太陽光発電設備（30
棟）及びEV充電設備（実装・先⾏配
管200区画）設置

戦略１ 住宅ｾｰﾌﾃｨｰﾈｯﾄの強化など都の住宅政策の⼀翼を担うJKK住宅経営
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標①】
住宅ｾｰﾌﾃｨｰﾈｯﾄ強化の観点から、⾼齢者や⼦育て世帯等
の⼊居機会拡⼤（制度利⽤割合33％以上）
【⽬標②】
要配慮者が利⽤しやすい住宅の⻑寿命化に向けた取組
（指標策定、投資時期平準化）
【⽬標③】
要配慮者向けの居場所づくり等によるコミュニティ活
動活性化（50件以上）

【⽬標①】
住宅ｾｰﾌﾃｨｰﾈｯﾄ強化の観点から、⾼齢者や⼦育て世帯等
の⼊居機会拡⼤（制度利⽤割合40％以上）
【⽬標②】
要配慮者が利⽤しやすい住宅の⻑寿命化に向けた取組
（指標策定、投資時期平準化）
【⽬標③】
要配慮者向けの居場所づくり等によるコミュニティ活
動活性化（50件以上）
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
住住宅宅セセーーフフテティィネネッットト強強化化のの観観点点かからら、、高高齢齢者者やや子子育育てて世世帯帯等等のの入入居居機機会会拡拡
大大（（制制度度利利用用割割合合4400％％以以上上））
【【目目標標②②】】
要要配配慮慮者者がが利利用用ししややすすいい住住宅宅のの長長寿寿命命化化にに向向けけたた取取組組（（指指標標策策定定、、投投資資時時期期
平平準準化化））
【【目目標標③③】】
要要配配慮慮者者向向けけのの居居場場所所づづくくりり等等にによよるるココミミュュニニテティィ活活動動活活性性化化（（5500件件以以上上））

【【目目標標①①】】昨昨年年度度実実施施ししたたフファァミミリリーーウウィィーーククのの運運用用方方法法のの見見直直しし等等にによよりり制制度度利利
用用割割合合はは4433..77％％とと目目標標をを大大ききくく上上回回っったた。。
【【目目標標②②】】長長寿寿命命化化のの指指標標策策定定にに向向けけたた基基礎礎検検討討をを実実施施ししたた。。ままたた、、超超長長期期修修繕繕計計
画画のの策策定定・・投投資資（（修修繕繕））時時期期のの平平準準化化のの基基礎礎ととななるる、、公公社社賃賃貸貸住住宅宅営営繕繕工工事事実実施施基基
準準及及びび劣劣化化診診断断判判定定方方法法のの見見直直しし検検討討をを実実施施ししたた。。
【【目目標標③③】】22002222年年度度はは1111月月末末でで新新規規ココミミュュニニテティィ活活動動をを2233件件実実施施しし、、累累計計でで3344件件とと
ななっったた。。今今後後、、訪訪問問自自治治体体数数をを増増ややすすななどど取取組組をを拡拡大大ししてていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
少少子子高高齢齢化化のの進進展展にによよりり高高齢齢単単身身世世帯帯ややひひととりり親親世世帯帯のの増増加加ななどど世世帯帯構構成成はは大大ききくく変変化化しし、、住住宅宅確確保保がが困困難難なな世世帯帯のの存存在在ややココミミュュニニテティィ活活動動のの低低下下ななどどのの課課題題がが顕顕著著
ににななっってていいるる。。ままたた、、公公的的住住宅宅ににはは子子育育てて世世帯帯やや高高齢齢者者ななどど多多世世代代がが住住みみ替替ええもも可可能能でで共共生生ででききるる住住環環境境づづくくりりがが求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆当当社社はは幅幅広広いい都都民民にに対対ししてて安安全全・・安安心心なな住住ままいいととササーービビススをを提提供供すするるここととにによよ
りり入入居居率率9966％％をを維維持持すするるななどど安安定定経経営営をを図図っってていいるる。。都都にに住住宅宅政政策策本本部部がが設設置置ささ
れれ、、当当社社はは政政策策連連携携団団体体ととななりり、、都都のの住住宅宅政政策策のの課課題題にに積積極極的的にに取取りり組組むむここととがが
使使命命ととななっってていいるる。。高高いい入入居居率率をを確確保保ししななががらら都都のの重重要要課課題題ででああるる住住宅宅確確保保要要配配
慮慮者者のの入入居居機機会会のの確確保保やや居居住住のの安安定定にに向向けけたた取取組組をを一一層層推推進進ししてていいくく必必要要ががああるる。。
◆◆ままたた、、高高度度経経済済成成長長期期にに建建設設ししたたJJKKKK住住宅宅でではは、、入入居居者者のの高高齢齢化化がが進進みみ自自治治会会活活
動動ななどどのの担担いい手手のの不不足足にによよりりココミミュュニニテティィ機機能能がが低低下下ししてていいるる。。ままたた、、商商店店街街でで
はは物物販販等等ののテテナナンントトがが撤撤退退しし、、生生活活利利便便性性やや賑賑わわいいもも低低下下ししてておおりり課課題題ととななっってて
いいるる。。

課題解決の⼿段
◆◆都都のの政政策策連連携携団団体体ととししてて住住宅宅政政策策のの一一翼翼をを担担っってていいくくたためめ、、子子育育てて世世帯帯やや高高齢齢
者者ななどど住住宅宅確確保保要要配配慮慮者者のの入入居居機機会会ををよよりり一一層層確確保保ししてていいくく。。ままたた、、JJKKKK住住宅宅経経営営
ににおおいいててはは、、今今後後のの人人口口減減少少をを見見据据ええ、、既既存存住住宅宅のの長長期期活活用用をを図図るるここととがが重重要要でで
あありり、、長長寿寿命命化化のの取取組組をを通通ししてて、、比比較較的的所所得得のの低低いい方方もも入入居居可可能能なな低低廉廉なな家家賃賃のの
住住宅宅数数をを一一定定程程度度確確保保しし、、住住宅宅確確保保要要配配慮慮者者のの受受けけ皿皿ととししててのの役役割割もも一一層層果果たたしし
てていいくく。。
◆◆都都やや地地元元自自治治体体、、NNPPOO、、民民間間企企業業等等とと連連携携しし、、子子育育ててししややすすくく、、高高齢齢者者がが安安心心しし
てて暮暮ららせせるる住住ままいいととササーービビススをを提提供供ししてて、、多多様様なな世世帯帯・・世世代代にによよるる交交流流とと共共助助のの
ああるるココミミュュニニテティィをを創創出出すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

子子育育てて世世帯帯
やや高高齢齢者者等等
にに対対すするる入入
居居支支援援制制度度
のの充充実実

目目
標標
①①

○○現現行行制制度度等等のの見見直直しし・・新新たたなな制制
度度等等のの試試行行実実施施
○○入入居居支支援援制制度度のの広広報報（（地地元元自自治治
体体のの居居住住支支援援やや福福祉祉部部門門、、居居住住支支
援援団団体体ととののタタイイアアッッププ等等））
⇒⇒入入居居支支援援制制度度利利用用割割合合3300％％以以上上

○○パパーートトナナーーシシッッププ宣宣誓誓制制度度をを踏踏ままええたた
制制度度のの見見直直しし
○○入入居居支支援援制制度度のの広広報報（（１１区区２２市市とと連連
携携））、、ひひととりり親親世世帯帯向向けけ入入居居相相談談会会（（１１
市市とと連連携携））
⇒⇒4433..77％％
○○JJKKKK住住宅宅をを活活用用ししたたひひととりり親親世世帯帯等等のの居居
住住支支援援のの実実施施（（１１区区））、、住住宅宅セセーーフフテティィ
ネネッットト家家賃賃低低廉廉化化補補助助事事業業をを活活用用ししたた
JJKKKK住住宅宅のの提提供供にに係係るる協協議議等等（（２２区区１１市市））

○○1111月月かかららパパーートトナナーーシシッッププ関関係係ににああるる方方々々のの
入入居居をを可可能能ととすするるととととももにに、、既既存存のの各各種種割割引引制制
度度ににつついいててもも利利用用可可能能ととししたた。。
○○地地元元自自治治体体とと連連携携しし、、ひひととりり親親世世帯帯入入居居ササ
ポポーートトチチララシシのの配配布布（（１１区区２２市市））、、ひひととりり親親世世
帯帯向向けけ入入居居相相談談会会をを実実施施（（１１市市））
⇒⇒昨昨年年度度実実施施ししたたフファァミミリリーーウウィィーーククのの運運用用方方
法法のの見見直直しし等等にによよりり制制度度利利用用割割合合はは目目標標をを大大きき
くく上上回回っったた。。
○○家家賃賃低低廉廉化化補補助助制制度度をを活活用用ししたた住住宅宅提提供供にに向向
けけ自自治治体体（（２２区区１１市市））とと協協議議をを進進めめたた。。ううちち足足
立立区区でで提提供供をを開開始始しし、、今今後後、、世世田田谷谷区区やや八八王王子子
市市でで提提供供をを予予定定ししてていいるる。。

○○入入居居支支援援制制度度のの広広報報（（地地元元自自治治体体
のの居居住住支支援援やや福福祉祉部部門門、、居居住住支支援援団団
体体ととののタタイイアアッッププ等等））
⇒⇒入入居居支支援援制制度度利利用用割割合合4400％％以以上上
○○住住宅宅セセーーフフテティィネネッットト家家賃賃低低廉廉化化
補補助助制制度度のの更更ななるる活活用用にに向向けけ、、22002233
年年度度のの募募集集方方法法・・時時期期・・規規模模ににつついい
てて、、世世田田谷谷区区、、足足立立区区、、八八王王子子市市とと
のの協協議議

家家賃賃がが低低廉廉
なな既既存存住住宅宅
のの長長寿寿命命化化
にに向向けけたた取取
組組

目目
標標
②②

○○アアセセッットトママネネジジメメンントトシシスステテムム
ママニニュュアアルル作作成成、、体体制制整整備備、、認認証証
取取得得（（運運用用開開始始））
○○長長寿寿命命化化のの指指標標のの策策定定
○○超超長長期期修修繕繕計計画画・・投投資資（（修修繕繕））
時時期期のの平平準準化化のの検検討討

○○アアセセッットトママネネジジメメンントトシシスステテムムのの運運用用
をを開開始始しし、、IISSOO認認証証をを取取得得（（８８月月））
○○長長寿寿命命化化指指標標のの検検討討（（３３月月策策定定予予定定））
○○超超長長期期修修繕繕計計画画のの策策定定・・投投資資（（修修繕繕））
時時期期のの平平準準化化のの基基礎礎ととななるる、、公公社社賃賃貸貸住住
宅宅営営繕繕工工事事実実施施基基準準及及びび劣劣化化診診断断判判定定方方
法法のの見見直直しし検検討討

○○認認証証にに係係るる審審査査をを受受けけ、、国国内内のの住住宅宅事事業業者者とと
ししてて初初めめてて、、アアセセッットトママネネジジメメンントトシシスステテムムのの
国国際際規規格格IISSOO5555000011のの認認証証をを取取得得ししたた。。今今後後、、アア
セセッットトママネネジジメメンントトシシスステテムムをを継継続続的的にに運運用用しし、、
効効率率的的かかつつ効効果果的的なな修修繕繕等等にによよるる維維持持管管理理をを
行行っってていいくく。。
○○長長寿寿命命化化指指標標はは、、22002233年年度度のの運運用用にに向向けけ、、計計
画画修修繕繕のの執執行行率率をを管管理理指指標標ととすするるここととをを前前提提にに
検検討討をを進進めめてていいるる。。
○○22002233年年度度のの超超長長期期修修繕繕計計画画のの策策定定にに向向けけ、、公公
社社賃賃貸貸住住宅宅営営繕繕工工事事実実施施基基準準及及びび劣劣化化診診断断判判定定
方方法法ににつついいてて、、今今年年度度中中のの見見直直ししにに向向けけてて検検討討
ししてていいるる。。

○○アアセセッットトママネネジジメメンントトシシスステテムムのの
継継続続的的なな運運用用、、必必要要にに応応じじててママニニュュ
アアルルのの見見直直しし
⇒⇒効効率率的的・・効効果果的的なな維維持持管管理理手手法法のの
構構築築
○○長長寿寿命命化化のの指指標標のの運運用用
○○投投資資（（修修繕繕））時時期期をを平平準準化化ししたた超超
長長期期修修繕繕計計画画のの策策定定

子子育育てて世世帯帯
やや高高齢齢者者がが
安安心心ししてて暮暮
ららせせるる環環境境
のの創創出出

目目
標標
①①
③③

○○セセンンササーー方方式式をを活活用用ししたた見見守守りり
ササーービビススのの利利用用拡拡大大
○○自自動動運運転転車車両両にによよるる移移動動支支援援実実
証証実実験験実実施施、、結結果果検検証証
○○子子育育てて世世帯帯にに配配慮慮ししたた住住宅宅のの供供
給給（（１１団団地地））
○○高高齢齢者者施施設設等等のの整整備備（（２２団団地地））

○○全全団団地地をを対対象象にに本本格格実実施施（（４４月月かからら））
入入居居者者向向けけ広広報報紙紙やや住住宅宅掲掲示示板板にによよるる利利
用用のの呼呼びびかかけけをを実実施施
○○自自動動運運転転車車両両にによよるる移移動動支支援援実実証証実実験験
実実施施（（運運行行件件数数：：110077件件））
○○子子育育てて世世帯帯にに配配慮慮ししたた住住宅宅のの供供給給（（１１
団団地地））
○○整整備備・・運運営営事事業業者者とと事事業業推推進進にに向向けけたた
協協議議・・調調整整（（１１団団地地））
整整備備・・運運営営事事業業者者のの決決定定（（１１団団地地））

○○広広報報紙紙・・掲掲示示板板へへのの掲掲載載やや説説明明会会のの開開催催等等にに
よよりり、、1111月月末末時時点点でで8800件件のの申申込込みみににつつななががっったた。。
今今後後、、入入居居者者をを見見守守るる側側のの親親族族ななどどににもも周周知知をを
図図っってていいくく。。
○○関関係係者者ととのの調調整整をを行行いい、、９９月月にに実実施施ししたた。。
22002222年年度度末末ままででにに効効果果検検証証をを実実施施すするる。。
○○CC大大蔵蔵のの杜杜ににてて、、東東京京都都子子育育てて支支援援住住宅宅のの認認定定
をを７７月月にに取取得得ししたた。。22002233年年度度はは（（仮仮称称））CC松松ノノ木木
でで取取得得をを予予定定ししてていいるる。。
○○小小金金井井本本町町（（22002233年年度度開開設設予予定定））、、大大蔵蔵２２期期
（（22002255、、22002266年年度度開開設設予予定定））ににてて、、事事業業者者等等とと
協協議議・・調調整整をを実実施施ししてていいるる。。

○○セセンンササーー方方式式をを活活用用ししたた見見守守りり
ササーービビススのの利利用用拡拡大大
・・入入居居者者本本人人にに加加ええてて入入居居者者をを見見守守
るる側側のの親親族族等等へへのの周周知知拡拡大大
○○子子育育てて世世帯帯にに配配慮慮ししたた住住宅宅のの供供給給
（（１１団団地地））
○○高高齢齢者者施施設設等等のの整整備備（（２２団団地地））
○○地地域域医医療療福福祉祉ととのの連連携携にに向向けけたた医医
療療福福祉祉関関係係団団体体ととのの協協議議・・調調整整

地地域域ココミミュュ
ニニテティィ拠拠点点
のの整整備備・・居居
場場所所づづくくりり

目目
標標
③③

○○地地元元自自治治体体ややNNPPOO、、民民間間企企業業等等
とと連連携携ししたたココミミュュニニテティィ拠拠点点のの整整
備備、、居居住住者者とと連連携携ししたた居居場場所所づづくく
りり
○○JJKKKK住住ままいいるるアアシシススタタンントトのの増増
員員
⇒⇒新新規規ココミミュュニニテティィ活活動動1155件件（（2200
件件／／5500件件 進進捗捗率率4488％％））

○○地地元元自自治治体体ややNNPPOO、、民民間間企企業業等等とと連連携携しし
たたココミミュュニニテティィ拠拠点点のの整整備備、、居居住住者者とと連連
携携ししたた居居場場所所づづくくりりのの推推進進
・・ココミミュュニニテティィププレレイイスス「「ままつつままるる」」
（（松松がが谷谷））開開設設
○○JJKKKK住住ままいいるるアアシシススタタンントト２２名名増増員員（（４４
名名体体制制））
⇒⇒新新規規ココミミュュニニテティィ活活動動2233件件（（大大学学連連携携
１１件件、、ココミミュュニニテティィ拠拠点点１１件件、、住住ままいいるる
アアシシススタタンントト2211件件））

○○大大学学連連携携でではは、、日日本本社社会会事事業業大大学学のの学学生生がが防防
災災訓訓練練にに参参加加しし自自治治会会活活動動をを支支援援ししたた。。民民間間連連
携携でではは、、愛愛宕宕第第二二のの地地域域交交流流拠拠点点のの整整備備にに向向けけ
たた地地域域住住民民ととののワワーーククシショョッッププ等等をを開開催催ししたた。。
更更にに新新たたなな買買物物支支援援策策ととししてて弁弁当当・・総総菜菜ななどど食食
料料品品やや生生活活用用品品等等をを団団地地内内でで販販売売すするるキキッッチチンン
カカーーのの導導入入にに着着手手ししたた。。
○○JJKKKK住住ままいいるるアアシシススタタンントトをを増増員員しし、、前前年年度度取取
組組のの他他団団地地へへのの横横展展開開やや積積極極的的なな自自治治体体訪訪問問等等
にに取取組組みみ2211件件ののココミミュュニニテティィ活活動動にに繋繋げげたた。。今今
後後もも更更にに人人員員をを増増強強すするるななどど新新規規ココミミュュニニテティィ
活活動動をを拡拡大大ししてていいくく。。

○○地地元元自自治治体体ややNNPPOO、、民民間間企企業業等等とと連連
携携ししたたココミミュュニニテティィ拠拠点点のの整整備備、、居居
住住者者とと連連携携ししたた居居場場所所づづくくりり
○○キキッッチチンンカカーー（（弁弁当当、、総総菜菜、、軽軽食食、、
食食料料品品含含むむ生生活活用用品品等等のの販販売売））誘誘致致
のの試試行行実実施施、、効効果果検検証証
○○JJKKKK住住ままいいるるアアシシススタタンントトのの更更ななるる
増増員員
⇒⇒新新規規ココミミュュニニテティィ活活動動3300件件
（（5500件件／／5500件件 進進捗捗率率110000％％））

東京都住宅供給公社

戦戦略略１１
住住宅宅セセーーフフテティィーーネネッットトのの強強化化ななどど都都のの住住宅宅政政策策のの一一
翼翼をを担担ううJJKKKK住住宅宅経経営営

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略 戦戦略略７７：：「「住住ままいい」」とと「「地地域域」」をを大大切切ににすするる戦戦略略
■■住住宅宅ママススタターーププラランン 目目標標３３：：住住宅宅確確保保にに配配慮慮をを要要すするる都都民民のの居居住住のの安安定定 目目標標４４：：住住ままいいににおおけけるる子子育育てて環環境境のの向向上上 目目標標５５：：高高齢齢者者のの居居住住のの安安定定

目目標標1100：：都都市市づづくくりりとと一一体体ととななっったた団団地地のの再再生生

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
新新ししいい日日常常にに対対応応ししたた住住環環境境のの整整備備（（３３かか年年のの新新規規整整備備 延延118800  団団地地以以上上））
【【目目標標②②】】
先先駆駆的的事事業業のの実実施施にによよるる新新たたななニニーーズズへへのの対対応応（（新新ししいいタタイイププのの住住宅宅供供給給やや
新新たたなな領領域域へへののチチャャレレンンジジをを５５団団地地以以上上実実施施しし、、効効果果的的なな広広報報戦戦略略にによよりり賃賃
貸貸住住宅宅市市場場へへのの波波及及をを図図るる。。））

【【目目標標①①】】22002222年年1111月月末末ままででにに延延88団団地地にに整整備備しし、、累累計計でで延延2266団団地地ととななっったた。。テテレレ
ワワーークク環環境境のの整整備備やや宅宅配配ボボッッククススのの設設置置ににつついいてて取取組組をを加加速速ししてていいくく。。
【【目目標標②②】】新新たたななニニーーズズへへのの対対応応にに向向けけてて、、新新ししいいタタイイププのの住住宅宅のの供供給給ななどど取取組組をを
進進めめてていいるる。。シシニニアア住住宅宅、、ペペッットト等等共共生生住住宅宅、、禁禁煙煙住住宅宅、、小小笠笠原原住住宅宅のの整整備備のの検検討討
をを進進めめるるととととももにに、、新新たたににウウイイルルスス対対策策にに配配慮慮ししたた住住宅宅をを竣竣工工ささせせるるななどど取取組組をを推推
進進ししたた。。ままたた、、イインンタターーネネッットト配配信信ササーービビススにによよるるププレレススリリリリーーススをを実実施施しし、、効効果果
的的なな情情報報発発信信をを行行ううここととががででききたた。。

戦略を設定する理由・背景
少少子子高高齢齢化化やや健健康康志志向向のの高高ままりり等等にによよりり人人々々のの考考ええ方方やや住住ままいい方方はは変変化化しし、、住住宅宅へへのの新新たたななニニーーズズがが生生ままれれててききてていいるる。。ととりりわわけけ新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症にによよるる変変
化化ににはは早早急急なな対対応応がが必必要要ででああるる。。ここれれららのの課課題題ににススピピーードド感感をを持持っってて取取りり組組みみ、、そそのの成成果果をを賃賃貸貸住住宅宅市市場場にに波波及及ささせせてていいくくこことともも重重要要ででああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆当当社社はは公公的的団団体体ととししてて、、社社会会のの変変化化やや人人々々のの考考ええ方方、、ラライイフフススタタイイルルのの多多様様化化
ななどどにによよるる住住ままいいニニーーズズのの変変化化をを捉捉ええ、、当当社社のの保保有有すするるアアセセッットトやや人人的的資資源源をを最最
大大限限活活用用ししてて政政策策課課題題やや社社会会課課題題のの解解決決をを図図るるこことと、、ままたた先先駆駆的的なな事事業業ににもも迅迅速速
にに取取りり組組みみ、、賃賃貸貸住住宅宅市市場場をを先先導導すするる役役割割をを担担ううここととがが求求めめらられれてていいるる。。
◆◆先先駆駆的的なな取取組組等等をを賃賃貸貸住住宅宅市市場場にに波波及及ささせせるるたためめ、、積積極極的的にに情情報報発発信信ししてていいくく
ここととがが必必要要ででああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆ココロロナナをを契契機機ととししたた新新ししいい日日常常へへのの対対応応やや健健康康志志向向のの高高ままりり、、高高齢齢者者のの見見守守
りり・・ババリリアアフフリリーーななどど多多様様化化すするる住住ままいいニニーーズズをを的的確確にに捉捉ええ、、ススピピーーデディィーーにに取取
組組をを進進めめてていいくくたためめ、、ソソフフトト・・ハハーードドのの取取組組をを一一体体的的にに企企画画すするる新新組組織織のの設設置置なな
どど、、戦戦略略的的なな組組織織改改正正をを行行うう。。
◆◆住住宅宅分分野野以以外外のの新新たたなな領領域域のの関関係係団団体体やや民民間間事事業業者者・・行行政政等等ととのの連連携携にによよりりシシ
ナナジジーー効効果果をを生生みみだだしし、、よよりり付付加加価価値値のの高高いい先先駆駆的的なな住住宅宅やや地地域域課課題題解解決決にに資資すす
るる住住宅宅ななどど、、民民間間事事業業者者がが手手掛掛けけ難難いい新新ししいいタタイイププのの住住宅宅をを提提供供ししてていいくく。。
◆◆JJKKKK住住宅宅ののススケケーールルをを活活かかししてて先先駆駆的的取取組組をを各各種種展展開開ししてていいくく。。ままたた、、先先駆駆的的事事
業業のの政政策策効効果果をを社社会会にに発発信信すするるここととにによよりり、、今今後後のの公公的的賃賃貸貸住住宅宅をを先先導導しし、、そそのの
成成果果をを賃賃貸貸住住宅宅市市場場にに波波及及ささせせてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

ココロロナナのの感感
染染拡拡大大をを契契
機機ととししたた、、
新新ししいい日日常常
にに対対応応ししたた
取取組組のの推推進進

目目
標標
①①

○○テテレレワワーークク環環境境導導入入のの計計画画策策定定
○○テテレレワワーークク環環境境のの導導入入（（1100団団
地地：：既既存存88、、建建替替２２））
○○タタッッチチレレスス型型エエレレベベーータターーのの導導
入入（（建建替替２２団団地地））
○○宅宅配配ボボッッククススのの設設置置（（2222団団地地：：
既既存存2200、、建建替替２２））
（（7744団団地地／／113377団団地地 設設置置率率
5544％％））

○○既既存存（（118811団団地地））ののココミミュュニニテティィササロロンン
へへののWWii--FFii導導入入３３かか年年計計画画策策定定（（７７月月））
○○テテレレワワーークク環環境境のの導導入入（（２２団団地地：：建建替替
２２））（（1177団団地地／／119988団団地地 導導入入率率９９％％））
○○タタッッチチレレスス型型エエレレベベーータターーのの導導入入（（建建替替
２２））
○○宅宅配配ボボッッククススのの設設置置（（４４団団地地：：既既存存２２、、
建建替替２２））（（5577団団地地／／113377団団地地 設設置置率率4422％％））

○○テテレレワワーークク利利用用にに加加ええ、、家家族族ややココミミュュニニテティィ活活動動のの利利
用用がが見見込込めめるる住住宅宅をを優優先先ににモモババイイルル回回線線をを利利用用ししたたホホーー
ムムルルーータターーををココミミュュニニテティィササロロンンにに導導入入しし、、当当初初のの約約６６
倍倍ののペペーーススにに加加速速ししてていいくく。。
○○CC大大蔵蔵のの杜杜・・CC興興野野町町ののココミミュュニニテティィササロロンンににWWii--FFiiをを
導導入入ししたた。。22002222年年度度内内にに既既存存住住宅宅5500団団地地ににWWii--FFiiをを導導入入
ししてていいくく。。
○○CC大大蔵蔵のの杜杜・・CC興興野野町町ににタタッッチチレレスス型型エエレレベベーータターーをを導導
入入ししたた。。
○○CC大大蔵蔵のの杜杜・・CC興興野野町町等等にに宅宅配配ボボッッククススをを設設置置ししたた。。
22002222年年度度内内にに既既存存住住宅宅1188団団地地にに宅宅配配ボボッッククススをを設設置置ししてて
いいくく。。

○○テテレレワワーークク環環境境のの導導入入（（6633団団地地：：既既存存6611、、建建替替
２２））
（（113311団団地地／／220000団団地地 導導入入率率6655％％））
○○タタッッチチレレスス型型エエレレベベーータターーのの導導入入（（建建替替２２団団
地地））
○○宅宅配配ボボッッククススのの設設置置（（2233団団地地：：既既存存2211、、建建替替
２２））
（（9988団団地地／／113399団団地地 設設置置率率7700％％））

少少子子高高齢齢社社
会会をを見見据据ええ
たた新新たたななシシ
ニニアア向向けけ住住
宅宅等等のの提提供供、、
結結婚婚予予定定者者
支支援援

目目
標標
②②

○○シシニニアア向向けけ住住宅宅
・・建建設設・・施施工工監監理理
・・入入居居者者募募集集のの具具体体的的なな検検討討
※※既既存存住住宅宅へへのの見見守守りりササーービビスス利利
用用拡拡大大
○○ペペッットト等等共共生生住住宅宅のの仕仕様様確確定定、、
採採算算性性検検証証

○○シシニニアア向向けけ住住宅宅
・・実実施施設設計計完完了了、、建建設設工工事事発発注注準準備備
・・入入居居者者募募集集ににつついいてて、、課課題題のの検検討討実実施施
○○ペペッットト等等共共生生住住宅宅のの実実施施設設計計中中

（（仮仮称称））カカーーメメスストト用用賀賀馬馬事事公公苑苑

○○埋埋蔵蔵文文化化財財調調査査にによよるる工工期期変変更更にに伴伴いい建建設設ススケケジジュューー
ルルのの遅遅延延がが発発生生ししたた。。小小金金井井本本町町のの建建替替ええにに向向けけたた実実施施
設設計計をを完完了了しし、、工工事事発発注注準準備備をを実実施施ししてていいるる。。入入居居者者募募
集集ににつついいててももススケケジジュューールルのの見見直直ししをを行行いい、、22002233年年度度にに
かかけけてて課課題題等等のの検検討討をを進進めめてていいくく。。
○○設設計計ににああたたりり、、ペペッットト関関連連設設備備等等のの導導入入可可否否やや運運用用方方
法法ににつついいてて獣獣医医師師会会等等ににヒヒアアリリンンググしし、、今今後後、、管管理理規規約約
等等をを検検討討ししてていいくく。。

○○シシニニアア向向けけ住住宅宅
・・建建設設・・施施工工監監理理（（22002244年年1100月月竣竣工工予予定定））
・・入入居居者者募募集集にに向向けけたた具具体体的的なな検検討討
※※見見守守りりササーービビスス利利用用拡拡大大
○○ペペッットト等等共共生生住住宅宅のの建建設設工工事事着着工工（（１１団団地地））、、
管管理理手手法法・・ルルーールルのの検検討討
○○JJKKKK住住宅宅をを結結婚婚予予定定者者にに優優先先的的にに提提供供

環環境境志志向向やや
健健康康志志向向なな
どど多多様様化化すす
るるニニーーズズにに
対対応応ししたた先先
駆駆的的なな住住宅宅
のの提提供供

目目
標標
②②

○○禁禁煙煙住住宅宅のの建建設設・・施施工工監監理理
○○そそのの他他先先駆駆的的モモデデルル事事業業のの実実施施
（（１１団団地地））
○○モモデデルル事事業業のの具具体体化化にに向向けけたた施施
策策・・候候補補等等検検討討

○○禁禁煙煙住住宅宅のの竣竣工工（（１１団団地地））、、施施工工中中（（２２
団団地地））
○○ウウイイルルスス対対策策にに配配慮慮ししたた住住宅宅のの竣竣工工（（２２
団団地地））
○○ZZEEHH--MM  oorriieenntteedd仕仕様様のの導導入入、、再再生生可可能能エエ
ネネルルギギーーのの活活用用にに向向けけたた検検討討（（２２団団地地））
○○既既存存住住宅宅へへのの太太陽陽光光発発電電設設備備及及びびEEVV充充電電
設設備備のの設設置置にに向向けけたた協協議議実実施施、、太太陽陽光光発発電電
設設備備設設置置ににかかかかるる協協定定書書締締結結（（77月月））

○○CC大大蔵蔵のの杜杜全全55棟棟ののううちち22棟棟をを禁禁煙煙住住棟棟ととししてて竣竣工工ししたた。。
○○CC大大蔵蔵のの杜杜・・CC興興野野町町にに自自動動水水栓栓ななどど非非接接触触・・抗抗ウウイイルル
スス仕仕様様をを採採用用ししたた。。
○○新新たたななモモデデルル事事業業ととししててZZEEHH--MM  oorriieenntteedd仕仕様様のの設設計計にに
着着手手ししたた。。
○○既既存存⺠間間集集合合住住宅宅ででのの太太陽陽光光発発電電設設備備設設置置のの普普及及ややEEVV
等等のの普普及及促促進進ななどどをを目目的的ととししてて設設置置にに向向けけてて推推進進ししたた。。
太太陽陽光光でで発発電電さされれたた電電力力はは共共用用設設備備ででのの利利用用やや蓄蓄電電池池にに
よよるる夜夜間間・・災災害害時時のの非非常常用用電電源源ととししてて活活用用すするる。。EEVV充充電電
設設備備設設置置にによよりりEEVV利利用用環環境境をを向向上上しし、、居居住住者者ののEEVVへへのの買買
いい替替ええにに寄寄与与すするる。。

○○禁禁煙煙住住宅宅のの竣竣工工（（２２団団地地））
○○環環境境配配慮慮型型住住宅宅供供給給にに向向けけたた検検討討（（３３団団地地））
○○環環境境配配慮慮型型住住宅宅にに導導入入すするる環環境境施施策策ににつついいててのの
基基本本ススキキーームム等等のの策策定定
○○既既存存住住宅宅へへのの太太陽陽光光発発電電設設備備（（3300棟棟））及及びびEEVV充充
電電設設備備（（実実装装・・先先行行配配管管220000区区画画））設設置置

行行政政ととのの連連
携携（（初初のの島島
嶼嶼部部ででのの住住
宅宅））（（アアーー
テティィスストト支支
援援））

目目
標標
②②

○○小小笠笠原原村村ににおおけけるる新新たたなな住住ままいい
モモデデルルのの工工事事着着手手、、建建設設
○○入入居居者者募募集集にに向向けけたた小小笠笠原原村村とと
のの協協議議
○○モモデデルル事事業業のの拡拡大大にに向向けけたた調調
整整・・検検討討

○○小小笠笠原原住住宅宅のの建建設設工工事事契契約約（（1111月月））
○○東東京京都都やや小小笠笠原原村村とと、、入入居居者者募募集集にに向向けけ
たた協協議議実実施施（（７７月月））

○○東東京京都都とと小小笠笠原原村村とと連連携携をを図図りり、、事事業業をを推推進進ししてていいるる。。
建建設設工工事事のの入入札札不不調調にに伴伴いい工工事事費費、、工工期期等等のの見見直直ししをを行行
いい、、再再入入札札をを実実施施しし、、工工事事契契約約をを締締結結ししたた。。
○○22002233年年度度内内のの入入居居者者募募集集にに向向けけてて、、募募集集やや管管理理のの方方法法
ななどどをを小小笠笠原原村村とと検検討討ししてていいるる。。

○○フファァミミリリーー向向けけ賃賃貸貸住住宅宅がが不不足足すするる小小笠笠原原村村にに
おおいいてて都都・・村村・・JJKKKKがが連連携携ししたた島島嶼嶼初初のの賃賃貸貸住住宅宅をを
供供給給（（１１団団地地））
○○入入居居者者募募集集にに向向けけたた準準備備
・・村村とと連連携携ししたた募募集集ＰＰＲＲ及及びび入入居居手手続続のの検検討討
○○モモデデルル事事業業のの拡拡大大にに向向けけたた調調整整・・検検討討
・・事事業業採採算算性性のの検検証証、、島島嶼嶼ににおおけけるる管管理理方方法法のの検検
討討ななどど
〇〇生生活活文文化化ススポポーーツツ局局ととのの連連携携

空空きき店店舗舗をを創創作作場場所所ととししててアアーーテティィスストトにに提提供供
しし、、地地域域住住民民がが気気軽軽ににアアーートトにに触触れれるる機機会会をを創創出出

新新たたなな取取組組
にに関関すするる賃賃
貸貸住住宅宅市市場場
へへのの波波及及

目目
標標
②②

○○先先駆駆的的事事業業のの効効果果測測定定
○○イインンタターーネネッットト配配信信ササーービビススのの
活活用用・・効効果果検検証証
○○メメデディィアア戦戦略略のの展展開開

○○KKHH経経堂堂フフォォレレスストト入入居居後後１１年年アアンンケケーートト
実実施施（（禁禁煙煙住住宅宅、、テテレレワワーークク環環境境等等））
○○PPRRTTIIMMEESSをを活活用用しし、、先先駆駆的的なな取取組組にに関関すす
るる４４件件ののププレレススリリリリーースス配配信信
○○戦戦略略全全体体像像のの検検討討
・・試試行行導導入入ししたた動動画画作作成成ツツーールルにによよるる動動画画
制制作作
・・動動画画作作成成ツツーールルのの活活用用をを踏踏ままええたたメメデディィ
アア戦戦略略検検討討
○○メメデディィアア向向けけ現現地地見見学学会会開開催催（（２２回回））

○○アアンンケケーートトをを実実施施しし、、禁禁煙煙住住宅宅等等ににつついいてて居居住住者者のの声声
をを分分析析ししてていいくく。。
○○CC大大蔵蔵のの杜杜（（禁禁煙煙住住宅宅、、ウウイイルルスス対対策策ななどど））のの竣竣工工にに
かかかかるるププレレススリリリリーーススをを実実施施しし、、新新聞聞にに掲掲載載さされれるるななどど
取取組組をを広広くく発発信信ででききたた。。
○○各各種種メメデディィアアのの効効果果検検証証をを行行いい、、22002233年年度度以以降降ののメメ
デディィアア戦戦略略をを検検討討ししてていいくく。。
○○CC大大蔵蔵のの杜杜のの竣竣工工見見学学会会でではは全全国国賃賃貸貸住住宅宅新新聞聞社社ななどど
２２社社がが参参加加しし、、新新聞聞等等にに掲掲載載さされれたた。。自自動動運運転転のの試試乗乗会会
でではは都都政政新新報報社社ななどど５５社社がが参参加加しし、、新新聞聞ややケケーーブブルルテテレレ
ビビ等等のの各各種種媒媒体体にに掲掲載載さされれ、、取取組組ををよよりり効効果果的的にに発発信信でで
ききたた。。

○○CC大大蔵蔵のの杜杜のの入入居居後後１１年年アアンンケケーートトのの実実施施、、結結果果
分分析析
（（禁禁煙煙住住宅宅、、ウウイイルルスス対対策策等等））
○○イインンタターーネネッットト配配信信ササーービビススのの活活用用・・効効果果検検証証
・・配配信信ししたた記記事事のの閲閲覧覧数数やや各各種種メメデディィアアへへのの掲掲載載
数数ななどどのの確確認認
○○メメデディィアア戦戦略略のの展展開開
・・自自主主制制作作動動画画ををホホーームムペペーージジやや動動画画ササイイトト、、SSNNSS
等等にに展展開開
○○メメデディィアア向向けけ現現地地見見学学会会開開催催

東京都住宅供給公社

戦戦略略２２ 新新たたなな都都政政課課題題等等にに貢貢献献すするるJJKKKK住住宅宅のの供供給給

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

〇

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略 戦戦略略１１：：子子供供のの笑笑顔顔ののたためめのの戦戦略略 戦戦略略1155：：文文化化・・エエンンタターーテテイインンメメンントト都都市市戦戦略略 戦戦略略1177：：多多摩摩・・島島ししょょ振振興興戦戦略略
■■住住宅宅ママススタターーププラランン 目目標標１１：：新新たたなな日日常常にに対対応応ししたた住住ままいい方方のの実実現現 目目標標２２：：脱脱炭炭素素社社会会のの実実現現にに向向けけたた住住宅宅市市街街地地ののゼゼロロエエミミッッシショョンン化化

目目標標３３：：住住宅宅確確保保にに配配慮慮をを要要すするる都都民民のの居居住住のの安安定定 目目標標５５：：高高齢齢者者のの居居住住のの安安定定

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
都都営営住住宅宅管管理理ササーービビススのの総総合合的的なな満満足足度度（（5555%%以以上上））
【【目目標標②②】】
都都営営住住宅宅募募集集オオンンラライインン化化対対応応
（（22002222年年度度全全４４種種類類のの募募集集ののオオンンラライインン化化完完了了））
都都営営住住宅宅募募集集オオンンラライインン利利用用のの促促進進
【【目目標標③③】】
業業務務効効率率化化・・おお客客ささままササーービビスス改改善善ののたためめのの管管理理業業務務改改革革ププロロジジェェククトト
（（22002222年年度度完完了了））

【【目目標標①①】】満満足足度度のの向向上上にに向向けけてて接接遇遇ややパパーートトナナーーシシッッププ制制度度等等にに関関すするる研研修修をを実実
施施ししたた。。22002222年年度度アアンンケケーートトににつついいてて、、実実施施方方法法等等をを改改善善ししたた。。アアンンケケーートト結結果果をを
踏踏ままええ、、次次期期ププラランンににおおけけるるおお客客ささままササーービビススにに関関すするる目目標標をを整整理理ししてていいくく。。
【【目目標標②②】】都都営営住住宅宅募募集集オオンンラライインン化化はは、、22002211年年度度内内にに導導入入ししたた。。22002222年年度度中中ににすす
べべててのの募募集集（（全全44種種類類））でで導導入入をを予予定定ししてていいるる。。
【【目目標標③③】】都都営営住住宅宅管管理理業業務務ににてて、、RRPPAA導導入入をを推推進進ししたた。。ままたた、、AAII--OOCCRRのの導導入入検検討討
をを実実施施しし、、今今後後、、検検証証結結果果をを踏踏ままええ検検討討ししてていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
ココロロナナをを契契機機ととししてて、、社社会会全全体体でで各各種種手手続続等等ののデデジジタタルル化化・・簡簡素素化化のの動動ききがが加加速速ししてていいるる。。都都営営住住宅宅でではは、、6655歳歳以以上上のの住住宅宅名名義義人人はは６６割割をを超超ええ、、増増加加すするる高高齢齢者者へへのの
対対応応ととととももにに、、障障ががいい者者やや外外国国人人へへのの配配慮慮ななどど、、多多様様ななニニーーズズにに応応ええるる住住宅宅管管理理がが求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆当当社社はは都都営営住住宅宅管管理理ににおおけけるる入入居居者者アアンンケケーートト調調査査をを毎毎年年度度実実施施ししてていいるる。。
ササーービビススのの総総合合的的なな満満足足度度（（５５段段階階評評価価のの上上位位２２項項目目））はは、、22000022年年度度のの3333..99％％かか
らら22001199年年度度ににはは5511..99％％ままでで改改善善ししてていいるる。。引引きき続続きき、、入入居居者者のの住住宅宅管管理理へへのの多多様様
ななニニーーズズやや社社会会変変化化にに対対応応しし、、おお客客ささまま満満足足度度をを更更にに向向上上ささせせるるここととがが課課題題とと
ななっってていいるる。。
◆◆都都営営住住宅宅でではは名名義義人人がが6655歳歳以以上上のの世世帯帯はは6688..77％％（（22001199年年度度末末））ととななっってておおりり著著
ししくく高高齢齢化化がが進進んんででいいるる。。入入居居者者やや自自治治会会ののニニーーズズをを踏踏ままええたた更更ななるる支支援援にに取取りり
組組んんででいいくくここととがが重重要要ででああるる。。
◆◆ココロロナナのの影影響響やや利利便便性性向向上上のの観観点点かからら非非対対面面ででのの対対応応のの拡拡大大がが求求めめらられれてていいるる。。

課題解決の⼿段
◆◆おお客客ささままにに寄寄りり添添っったた高高いい水水準準ののササーービビススをを提提供供ししてていいくくたためめ、、おお客客ささままのの声声
をを分分析析ししたたううええでで最最適適ななササーービビススののあありり方方をを検検討討しし、、都都にに新新たたなな施施策策やや改改善善提提案案
をを行行ううななどどササーービビススのの改改善善にに繋繋げげてていいくく。。
◆◆都都でではは、、年年間間1122万万件件のの申申込込をを郵郵送送等等でで受受けけ付付けけてていいるる都都営営住住宅宅入入居居者者募募集集業業務務
ののオオンンラライインン化化をを検検討討ししてていいるる。。都都にに協協力力ししななががらら適適切切にに対対応応しし、、DDXX化化ななどど非非対対
面面ででのの業業務務拡拡大大をを図図りりQQOOSSをを向向上上ささせせてていいくく。。
◆◆都都営営住住宅宅管管理理業業務務のの膨膨大大なな事事務務作作業業ににつついいてて、、先先進進技技術術のの活活用用もも見見据据ええ、、事事務務
処処理理方方法法のの見見直直ししをを図図りり、、業業務務のの効効率率化化やや正正確確性性のの向向上上ににつつななげげてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

おお客客ささままのの
声声をを踏踏ままええ
たた業業務務改改善善
及及びび東東京京都都
へへのの政政策策提提
案案

目目
標標
①①

○○「「おお客客様様のの声声改改善善会会議議」」のの継継続続
実実施施 （（対対応応・・情情報報共共有有5500件件））
○○おお客客ささままのの声声等等をを踏踏ままええたた都都へへ
のの政政策策提提案案（（５５件件））
⇒⇒都都営営住住宅宅管管理理ササーービビススのの総総合合的的
なな満満足足度度5544％％以以上上

○○「「おお客客様様のの声声改改善善会会議議」」のの継継続続実実施施
（（６６月月、、８８月月））（（対対応応・・情情報報共共有有：：1166
件件））
○○おお客客ささままのの声声等等をを踏踏ままええたた、、政政策策にに資資
すするる都都へへのの提提案案（（提提案案３３件件、、採採用用３３件件））
○○全全職職員員向向けけのの接接遇遇等等のの研研修修実実施施
○○22002222年年度度おお客客ささままアアンンケケーートト内内容容のの見見
直直しし

○○おお客客様様のの声声をを分分類類・・検検証証ししたたううええでで改改善善方方針針
をを検検討討しし、、必必要要ななももののはは速速ややかかにに改改善善ししたた。。
○○都都営営住住宅宅初初のの住住戸戸見見学学会会やや子子育育てて世世帯帯支支援援イイ
ベベンントトななどど都都のの政政策策にに資資すするる取取組組をを都都にに提提案案しし、、
実実施施にに繋繋げげたた。。
○○ススピピーーデディィーーにに満満足足度度をを高高めめるるたためめ、、窓窓口口職職
員員接接遇遇研研修修、、全全職職員員接接遇遇研研修修、、パパーートトナナーーシシッッ
ププ制制度度研研修修をを新新たたにに実実施施すするるななどど研研修修をを強強化化しし
たた。。
○○アアンンケケーートトににつついいてて、、実実施施方方法法等等をを改改善善ししたた。。
アアンンケケーートト結結果果をを踏踏ままええ、、次次期期ププラランンににおおけけるる
おお客客ささままササーービビススにに関関すするる目目標標をを整整理理ししてていいくく。。

○○「「おお客客様様のの声声改改善善会会議議」」のの継継続続実実
施施（（対対応応・・情情報報共共有有5500件件））
○○おお客客ささままのの声声等等をを踏踏ままええたた都都へへのの
政政策策提提案案（（５５件件））
⇒⇒都都営営住住宅宅管管理理ササーービビススのの総総合合的的なな
満満足足度度5555％％以以上上
○○次次期期ププラランンににおおけけるるおお客客ささままササーー
ビビススにに関関すするる目目標標のの整整理理

高高齢齢者者対対応応、、
自自治治会会支支援援
のの強強化化

目目
標標
①①

○○共共益益費費事事業業にによよるる自自治治会会支支援援のの
拡拡大大（（申申込込5500団団地地））
○○団団地地集集会会所所をを活活用用ししたた居居住住者者向向
けけイイベベンントトのの開開催催（（新新規規開開催催1100団団
地地））
○○自自治治会会向向けけ広広報報紙紙のの発発行行（（２２
回回））

○○共共益益費費事事業業のの新新規規申申込込5577団団地地
○○団団地地集集会会所所をを活活用用ししたた居居住住者者向向けけイイベベ
ンントトのの開開催催（（1100のの筋筋トトレレやや子子どどもも食食堂堂なな
どど新新規規開開催催1144団団地地））
○○自自治治会会向向けけ広広報報紙紙のの発発行行（（２２回回））
○○自自治治会会向向けけ専専用用ダダイイヤヤルルのの開開設設（（８８月月
かからら884422件件））及及びび自自治治会会向向けけ法法律律相相談談会会のの
実実施施（（99月月かからら３３回回※※1122自自治治会会のの案案件件にに対対
応応））

○○自自治治会会向向けけ広広報報紙紙にに共共益益費費事事業業のの紹紹介介をを掲掲載載
しし広広くく周周知知ししたた。。自自治治会会等等かかららのの問問いい合合わわせせにに
対対ししてて、、状状況況にに即即ししたた回回答答ややアアドドババイイススをを行行うう
ななどど申申込込みみのの促促進進をを図図っったた。。
○○「「東東京京みみんんななででササロロンン」」ななどど集集会会所所をを活活用用しし
たた取取組組ににつついいてて、、区区市市のの福福祉祉機機関関等等かかららのの問問合合
せせ等等にに対対応応ししたた。。
○○広広報報紙紙「「すすままいいののききずずなな」」をを発発行行しし、、自自治治会会
へへののアアンンケケーートトでで収収集集ししたた自自治治会会運運営営等等のの課課題題
やや取取組組ななどど有有用用性性のの高高いい情情報報をを提提供供ししたた。。
○○自自治治会会向向けけのの専専用用ダダイイヤヤルル及及びび無無料料のの法法律律相相
談談会会をを開開始始しし、、自自治治会会かかららのの相相談談等等ににききめめ細細やや
かかにに対対応応ししたた。。

○○共共益益費費事事業業にによよるる自自治治会会支支援援のの拡拡
大大（（申申込込5500団団地地））
○○団団地地集集会会所所をを活活用用ししたた居居住住者者向向けけ
イイベベンントトのの開開催催（（新新規規開開催催1100団団地地））
○○自自治治会会向向けけ広広報報紙紙のの発発行行（（２２回回））
○○自自治治会会向向けけ専専用用ダダイイヤヤルルのの適適切切なな
運運営営及及びび自自治治会会向向けけ法法律律相相談談会会のの実実
施施（（1122回回））

DDXXにによよるるおお
客客ささままササーー
ビビススのの向向上上

目目
標標
①①
②②

○○都都営営住住宅宅入入居居者者募募集集ホホーームムペペーー
ジジのの着着実実なな運運用用及及びび各各種種募募集集（（定定
期期使使用用住住宅宅募募集集、、単単身身向向一一般般募募集集
等等））へへののオオンンラライインン化化拡拡大大にに係係るる
都都ののシシスステテムム構構築築協協力力
○○都都がが進進めめるる入入居居者者かかららのの申申請請受受
付付ののオオンンラライインン化化へへのの協協力力

○○抽抽選選方方式式にによよるる募募集集すすべべててののオオンンラライイ
ンン化化完完了了（（1111月月））
○○都都営営住住宅宅管管理理総総合合シシスステテムムのの再再構構築築にに
向向けけたた、、現現行行業業務務のの業業務務量量調調査査、、業業務務課課
題題分分析析等等へへのの対対応応

○○利利用用者者画画面面のの構構築築、、世世帯帯構構成成、、年年齢齢要要件件にに係係
るるエエララーーチチェェッッククのの条条件件定定義義等等にに関関ししてて、、課課題題
のの洗洗いい出出ししとと解解決決方方法法のの決決定定ままでで、、都都とと協協働働しし
てて取取りり組組んんだだ。。
○○都都がが実実施施ししてていいるる都都営営住住宅宅管管理理シシスステテムム再再構構
築築にに向向けけたた、、都都営営住住宅宅業業務務のの抜抜本本的的なな見直直しし・・
最最適適化化にに当当たたりり、、現現行行業業務務のの業業務務量量調調査査やや業業務務
課課題題分分析析ののたためめのの各各種種ヒヒアアリリンンググ等等にに対対応応ししたた。。
機機能能性性のの高高いいシシスステテムムのの構構築築にに寄寄与与すするるたためめ、、
ヒヒアアリリンンググ等等でではは、、実実務務にに精精通通ししたた当当社社ののノノウウ
ハハウウをを活活用用ししてて、、新新シシスステテムムのの機機能能提提案案やや現現行行
シシスステテムムかかららのの改改修修要要望望をを積積極極的的にに行行っったた。。

〇〇募募集集オオンンラライインン利利用用のの促促進進
○○都都がが進進めめるる入入居居者者かかららのの申申請請受受付付
ののオオンンラライインン化化へへのの協協力力

RRPPAAのの導導入入
等等にによよるる業業
務務のの効効率率化化
ととおお客客ささまま
ササーービビススのの
改改善善

目目
標標
③③

○○ＲＲＰＰＡＡ、、ＡＡＩＩ－－ＯＯＣＣＲＲ等等導導入入のの
選選定定やや社社内内体体制制のの構構築築、、業業務務処処理理
のの開開始始

○○都都営営住住宅宅管管理理業業務務ののＲＲＰＰＡＡ化化のの推推進進
（（２２業業務務導導入入、、１１業業務務開開発発中中））
○○ＡＡＩＩ－－ＯＯＣＣＲＲのの導導入入検検討討実実施施
読読みみ取取りりテテスストト（（実実証証））にに係係るる事事業業者者とと
のの契契約約締締結結

○○検検討討チチーームムをを設設けけ、、自自動動化化がが望望めめるる業業務務のの選選
定定、、進進行行管管理理をを行行っったた。。
ＲＲＰＰＡＡ化化及及びびＲＲＰＰＡＡにに合合わわせせたた業業務務フフロローーのの見見
直直ししをを行行いい、、業業務務のの効効率率化化及及びび確確実実性性のの向向上上にに
繋繋げげたた。。
○○都都営営住住宅宅のの申申請請処処理理ににおおけけるる作作業業時時間間のの短短縮縮
やや確確実実性性のの向向上上をを図図るるたためめ、、ＡＡＩＩ－－ＯＯＣＣＲＲのの導導
入入をを検検討討ししてていいるる。。導導入入にに向向けけ、、事事業業者者へへののヒヒ
アアリリンンググ、、見見積積りりのの徴徴取取、、実実機機デデモモのの見見学学等等をを
実実施施しし、、ＡＡＩＩ－－ＯＯＣＣＲＲにによよるる減減免免申申請請のの読読みみ取取
りりテテスストト（（実実証証））にに係係るる事事業業者者ととのの契契約約をを締締結結
ししたた。。今今後後、、検検証証結結果果をを踏踏ままええ、、導導入入可可否否をを含含
めめ検検討討ししてていいくく。。

○○ＲＲＰＰＡＡ、、ＡＡＩＩ－－ＯＯＣＣＲＲ等等をを用用いいたた
迅迅速速でで的的確確なな業業務務運運用用

東京都住宅供給公社

戦戦略略３３
都都営営住住宅宅管管理理等等ににおおけけるる業業務務改改善善ととおお客客ささままササーービビスス
のの向向上上

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略 戦戦略略７７：：「「住住ままいい」」とと「「地地域域」」をを大大切切ににすするる戦戦略略
■■住住宅宅ママススタターーププラランン 目目標標１１：：新新たたなな日日常常にに対対応応ししたた住住ままいい方方のの実実現現 目目標標５５：：高高齢齢者者のの居居住住のの安安定定 目目標標1100：：都都市市づづくくりりとと一一体体ととななっったた団団地地のの再再生生
■■シシンン・・トトセセイイ３３ 都都営営住住宅宅管管理理総総合合シシスステテムムのの再再構構築築ププロロジジェェククトト

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
公公共共政政策策的的事事業業指指標標のの拡拡大大（（毎毎期期前前年年度度以以上上））
【【目目標標②②】】
ガガババナナンンスス強強化化（（内内部部統統制制本本格格運運用用））
【【目目標標③③】】
財財務務指指標標（（売売上上高高経経常常利利益益率率1122％％以以上上、、自自己己資資本本比比率率4400％％以以上上））
【【目目標標④④】】
多多様様なな人人材材登登用用にによよるる組組織織体体制制のの強強化化（（新新規規女女性性管管理理職職・・係係長長1100名名以以上上、、高高
齢齢者者登登用用制制度度創創設設））

【【目目標標①①】】高高齢齢のの方方等等にに向向けけたた安安否否確確認認機機器器にによよるる見見守守りりササーービビススをを開開始始しし、、公公共共
政政策策にに資資すするる取取組組をを拡拡大大ししたた。。
【【目目標標②②】】内内部部統統制制委委員員会会をを開開催催しし、、内内部部統統制制のの推推進進等等ににつついいてて審審議議ししたた。。現現場場部部
門門にによよるる自自己己点点検検をを推推進進しし、、評評価価等等をを実実施施ししPPDDCCAAにによよるる運運用用をを図図っってていいくく。。
【【目目標標③③】】通通期期業業績績見見通通ととししてて、、売売上上高高経経常常利利益益率率1133..55％％、、自自己己資資本本比比率率3388..55％％とと
ななるる見見込込ででああるる。。
【【目目標標④④】】22002222年年４４月月にに女女性性職職員員５５名名（（管管理理職職２２名名・・係係長長３３名名））をを新新たたにに任任用用ししたた。。
再再雇雇用用社社員員のの新新制制度度をを適適切切にに運運用用ししたた。。

戦略を設定する理由・背景
当当社社はは都都のの政政策策連連携携団団体体ととししてて、、ままたた地地方方住住宅宅供供給給公公社社法法にに基基づづくく法法人人ととししてて、、都都政政やや社社会会にに貢貢献献すするるここととがが求求めめらられれるる一一方方でで、、健健全全なな経経営営をを自自立立的的にに実実現現ししななけけれれ
ばばななららなないい事事業業体体ででああるる。。ままたた自自立立的的経経営営をを確確保保すするるううええでで、、ガガババナナンンススのの強強化化がが極極めめてて重重要要ででああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆当当社社はは、、自自立立的的でで健健全全なな経経営営をを実実現現ししななががらら、、住住宅宅事事業業をを通通じじてて政政策策課課題題やや社社
会会課課題題にに取取りり組組みみ、、社社会会にに貢貢献献ししてていいくくここととがが使使命命ででああるるがが、、社社会会貢貢献献のの取取組組をを
拡拡大大ししてていいくくたためめににはは、、収収益益力力をを強強化化すするるととととももにに、、必必要要なな資資金金をを確確保保すするるななどど
更更ななるる財財務務基基盤盤のの強強化化がが課課題題ととななるる。。
◆◆ままたた、、ここううししたた目目的的をを実実現現すするるたためめににはは、、経経営営をを支支ええるる組組織織的的ななママネネジジメメンントト
体体制制がが必必要要ととななっってていいるる。。
◆◆ささららにに、、人人材材面面でではは、、女女性性のの登登用用やや意意欲欲とと能能力力ののああるる6655歳歳超超のの人人材材のの活活用用ななどど
がが社社会会的的にに求求めめらられれてていいるる。。

課題解決の⼿段
◆◆社社会会貢貢献献のの取取組組（（少少子子高高齢齢社社会会へへのの対対応応、、地地域域のの防防災災性性向向上上、、環環境境負負荷荷のの低低減減
ななどど特特にに公公共共政政策策にに資資すするる取取組組））ををJJKKKK東東京京アアククシショョンンププラランンににおおいいててはは「「公公共共政政
策策的的事事業業指指標標」」ととししてて見見ええるる化化しし、、今今後後施施策策のの拡拡大大をを図図っってていいくく。。
◆◆現現行行のの執執行行体体制制やや業業務務フフロローーをを見見直直しし、、内内部部統統制制がが確確保保ででききるるよようう体体系系化化ししてて
更更ななるる体体制制強強化化をを進進めめてていいくく。。
◆◆個個々々のの住住宅宅のの状状況況にに応応じじたた的的確確なな対対策策にによよるる入入居居促促進進等等にによよりり収収益益力力のの向向上上をを
図図っってていいくく。。ままたた、、安安定定的的かかつつ有有利利なな条条件件ででのの資資金金調調達達をを行行いいななががらら、、内内部部資資金金
をを活活用用ししてて都都借借入入金金ををははじじめめととししたた負負債債のの圧圧縮縮にに取取りり組組みみ、、ババラランンススシシーートトをを改改
善善ししてていいくく。。
◆◆女女性性のの登登用用をを進進めめるるたためめのの研研修修のの充充実実やや高高齢齢者者のの登登用用制制度度のの創創設設にに取取りり組組んんでで
いいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

少少子子高高齢齢社社
会会、、防防災災、、
ココロロナナ対対策策
ななどど公公共共政政
策策的的取取組組のの
推推進進

目目
標標
①①

○○安安否否確確認認機機器器にによよるる見見守守りりササーー
ビビススのの利利用用拡拡大大
○○シシニニアア向向けけ住住宅宅のの建建設設・・施施工工監監
理理
○○高高齢齢者者施施設設等等のの建建設設工工事事
○○建建替替ええやや既既存存住住宅宅ににおおけけるるテテレレ
ワワーークク環環境境のの導導入入

○○全全団団地地をを対対象象にに本本格格実実施施
広広報報紙紙やや住住宅宅掲掲示示板板等等にによよるる利利用用呼呼びびかかけけ
○○実実施施設設計計完完了了、、建建設設工工事事発発注注準準備備
○○運運営営事事業業者者にによよるる高高齢齢者者施施設設等等建建設設中中
○○テテレレワワーークク環環境境導導入入（（２２団団地地））
○○公公共共政政策策にに資資すするる取取組組をを金金額額にに換換算算ししたた
額額2266..55億億円円（（22002222年年度度見見込込））※※詳詳細細ははJJKKKK
東東京京アアククシショョンンププラランン公公共共政政策策的的事事業業指指標標
参参照照

○○広広報報紙紙・・掲掲示示板板へへのの掲掲載載やや説説明明会会のの開開催催等等にによよりり、、1111
月月末末時時点点でで8800件件のの申申込込みみにに繋繋ががっったた。。今今後後、、入入居居者者をを見見
守守るる側側のの親親族族ななどどににもも周周知知をを図図っってていいくく。。
○○埋埋蔵蔵文文化化財財調調査査にによよりり建建設設ススケケジジュューールルのの遅遅延延がが発発生生
ししたた。。小小金金井井本本町町のの建建替替ええ工工事事のの発発注注準準備備をを実実施施ししてていい
るる。。
○○小小金金井井本本町町（（22002233年年度度開開設設予予定定））ににてて、、事事業業者者ととのの協協
議議・・調調整整をを実実施施ししてていいるる。。
○○CC大大蔵蔵のの杜杜・・CC興興野野町町ののココミミュュニニテティィササロロンンににWWii--FFiiをを
導導入入ししたた。。22002222年年度度内内にに既既存存住住宅宅5500団団地地ののココミミュュニニテティィ
ササロロンンににWWii--FFiiをを導導入入ししてていいくく。。

【【戦戦略略１１及及びび２２再再掲掲】】
○○安安否否確確認認機機器器にによよるる見見守守りりササーービビススのの利利用用
拡拡大大
○○シシニニアア向向けけ住住宅宅建建設設・・施施工工監監理理（（22002244年年1100
月月竣竣工工予予定定））
○○高高齢齢者者支支援援施施設設等等のの開開設設（（１１箇箇所所））
○○テテレレワワーークク環環境境のの導導入入（（6633団団地地：：既既存存6611、、
建建替替２２））
（（113311団団地地／／220000団団地地 設設置置率率6655％％））
〇〇公公共共政政策策にに資資すするる取取組組（（前前年年度度以以上上））

内内部部統統制制のの
構構築築・・運運用用

目目
標標
②②

○○監監査査室室にによよるる独独立立ししたた監監査査のの実実
施施
○○外外部部理理事事のの選選定定・・登登用用
○○内内部部統統制制ととししてて、、現現場場部部門門にによよ
るる自自己己点点検検・・改改善善、、内内部部統統制制評評価価
担担当当にによよるる評評価価をを実実施施
○○BBCCPP（（地地震震編編・・風風水水害害編編））のの見見
直直しし、、新新型型ココロロナナ感感染染症症対対策策をを備備
ええたたBBCCPP（（感感染染症症編編））のの刷刷新新

○○監監査査室室にによよるる独独立立ししたた内内部部監監査査のの実実施施
○○外外部部理理事事のの選選定定（（女女性性２２名名））
○○内内部部統統制制委委員員会会をを開開催催（（３３回回））しし、、内内部部
統統制制のの自自己己点点検検・・改改善善のの推推進進、、評評価価ににつついい
てて審審議議しし、、現現場場部部門門にによよるる自自己己点点検検をを推推進進
○○BBCCPP（（地地震震編編、、風風水水害害編編、、感感染染症症編編））のの
見見直直ししをを推推進進
・・地地震震発発生生時時のの参参集集ルルーールルのの見見直直しし、、非非常常
時時優優先先業業務務のの具具体体化化ななどど

○○監監査査室室のの設設置置にによよりり監監査査のの独独立立性性をを確確保保しし、、ガガババナナンン
ススのの強強化化をを図図っったた。。
○○外外部部理理事事（（女女性性２２名名））をを選選定定しし、、1122月月2266日日付付でで任任命命をを
予予定定ししてていいるる。。
○○内内部部統統制制委委員員会会をを開開催催しし、、内内部部統統制制のの推推進進やや評評価価、、リリ
ススクク管管理理のの対対応応等等ににつついいてて審審議議ししたた。。業業務務レレベベルル及及びび全全
社社レレベベルルのの評評価価シシーートトにによよるる自自己己点点検検をを推推進進ししたた。。今今後後、、
評評価価等等をを実実施施しし、、PPDDCCAAにによよるる運運用用をを図図っってていいくく。。
○○BBCCPP（（地地震震編編、、風風水水害害編編、、感感染染症症編編））のの改改正正案案をを作作成成
しし、、見見直直ししをを推推進進ししたた。。22002222年年度度内内にに改改正正をを行行いい、、22002233
年年度度にに運運用用をを図図っってていいくく。。

○○監監査査室室にによよるる監監査査のの強強化化・・拡拡充充
○○外外部部理理事事のの知知見見のの反反映映にによよるる理理事事会会機機能能のの
強強化化
○○PPDDCCAAにによよるる内内部部統統制制のの強強化化（（本本格格運運用用））
○○PPDDCCAAにによよるるBBCCPP（（地地震震編編、、風風水水害害編編、、感感染染症症
編編））のの運運用用

業業務務をを効効率率
的的にに行行ううたた
めめのの業業務務シシ
スステテムム改改善善

目目
標標
②②

○○財財務務系系シシスステテムム開開発発完完了了・・運運用用
開開始始
○○建建設設営営繕繕系系シシスステテムム開開発発中中
○○居居住住者者管管理理系系シシスステテムム開開発発にに係係
るる要要件件定定義義

○○財財務務系系シシスステテムム開開発発完完了了・・運運用用開開始始（（1111
月月））
○○建建設設営営繕繕系系シシスステテムム開開発発中中（（積積算算機機能能のの
基基本本設設計計改改善善））
○○居居住住者者管管理理系系シシスステテムム（（イインンタターーネネッットト
募募集集機機能能））開開発発中中

○○運運用用テテスストト、、社社内内研研修修等等をを計計画画的的にに実実施施ししたたここととでで、、
大大ききななトトララブブルルななくく新新シシスステテムムのの運運用用をを開開始始すするるここととがが
ででききたた。。
○○建建設設営営繕繕系系シシスステテムムのの中中心心機機能能ででああるる積積算算機機能能ににつついい
てて、、よよりりよよいいシシスステテムム開開発発ととすするるたためめ、、業業務務効効率率化化及及びび
事事故故防防止止のの観観点点かからら要要件件定定義義及及びび基基本本設設計計のの改改善善をを実実施施
ししてていいるる。。
○○入入居居希希望望者者のの利利便便性性がが向向上上すするるイインンタターーネネッットト募募集集機機
能能のの開開発発をを先先行行ししてて進進めめてておおりり、、要要件件定定義義をを実実施施ししてていい
るる。。

○○業業務務効効率率化化及及びび事事故故防防止止をを図図るるたためめ、、建建設設
営営繕繕系系シシスステテムム開開発発中中
○○入入居居希希望望者者のの利利便便性性向向上上をを図図るるたためめ、、居居住住
者者管管理理系系シシスステテムム開開発発着着手手

収収益益力力のの強強
化化とと負負債債のの
圧圧縮縮

目目
標標
③③

○○JJKKKK住住宅宅利利用用率率のの向向上上にに向向けけたた
空空家家リリニニュューーアアルルのの推推進進（（6600戸戸以以
上上））
○○建建替替ええ（（竣竣工工２２団団地地））
○○東東京京都都借借入入金金のの着着実実なな償償還還（（8833
億億円円））

○○空空家家リリニニュューーアアルルのの推推進進
・・5566戸戸竣竣工工、、4455戸戸工工事事中中
○○建建替替ええ（（竣竣工工２２団団地地））
・・CC大大蔵蔵のの杜杜１１期期（（７７月月））
・・CC興興野野町町（（９９月月））
○○東東京京都都借借入入金金のの償償還還33..55億億円円

○○空空家家リリニニュューーアアルルのの規規模模拡拡大大にに向向けけてて、、契契約約手手続続ききのの
単単価価契契約約方方式式へへのの移移行行やや代代表表的的なな型型式式のの住住戸戸ににおおけけるるリリ
ニニュューーアアルルのの標標準準化化をを推推進進ししてていいるる。。
○○的的確確なな工工事事監監理理、、魅魅力力ああるる商商品品企企画画、、ココスストトババラランンスス
調調整整、、地地元元自自治治体体等等ととのの個個別別事事案案ににつついいててのの調調整整等等をを行行
いいななががらら建建替替事事業業をを推推進進ししてていいるる。。
○○安安定定ししたた家家賃賃収収入入をを原原資資ととしし、、計計画画通通りり借借入入金金をを償償還還
ししてていいるる。。

○○JJKKKK住住宅宅利利用用率率のの向向上上にに向向けけたた空空家家リリニニュューー
アアルルのの推推進進（（112200戸戸以以上上））
○○建建替替ええ（（竣竣工工２２団団地地））
○○東東京京都都借借入入金金のの着着実実なな償償還還（（8822億億円円））

多多様様ななママンン
パパワワーーのの活活
用用

目目
標標
④④

○○女女性性職職員員のの研研修修参参加加対対象象者者拡拡
大大・・内内容容のの充充実実
○○再再雇雇用用社社員員のの新新制制度度にによよるる登登用用
開開始始
○○JJKKKK住住ままいいるるアアシシススタタンントトのの採採
用用拡拡大大・・育育成成

○○女女性性職職員員のの研研修修参参加加対対象象者者拡拡大大・・内内容容のの
検検討討
○○労労使使協協定定にに基基づづくく対対象象者者基基準準にに沿沿っってて適適
切切にに運運用用
○○JJKKKK住住ままいいるるアアシシススタタンントト２２名名増増員員（（44名名
体体制制））
高高齢齢者者・・障障害害者者支支援援等等にに係係るる研研修修受受講講をを推推
進進

○○22002211年年度度はは係係長長とと主主任任職職をを対対象象ととししてて実実施施ししたたがが、、年年
代代別別カカリリキキュュララムムのの採採用用とと受受講講対対象象をを業業務務職職員員ににままでで拡拡
大大（（昨昨年年度度比比約約44倍倍））すするるここととをを検検討討ししてていいるる。。
○○対対象象者者基基準準にに基基づづきき、、22002222年年度度はは99名名のの雇雇用用上上限限年年齢齢
をを引引きき上上げげたた。。
○○期期中中入入社社にに向向けけたた採採用用活活動動をを実実施施しし、、複複数数媒媒体体にに求求人人
広広告告をを出出稿稿ししたた。。福福祉祉・・介介護護関関係係にに理理解解ののああるる者者やや経経験験
者者をを中中心心にに選選考考ししてていいるる。。採採用用さされれたた職職員員にに対対ししてて、、所所
属属部部署署ににおおいいてて社社内内研研修修をを行行ううほほかか、、積積極極的的なな外外部部講講座座
のの受受講講をを推推進進ししたた。。22002233年年度度以以降降更更ななるる増増員員をを図図っってていい
くく。。

○○前前年年度度ままででのの研研修修のの効効果果をを検検証証、、研研修修内内容容
のの充充実実・・強強化化
・・女女性性職職員員向向けけ研研修修のの継継続続ののほほかか、、管管理理職職層層
研研修修等等ににおおいいてて、、組組織織風風土土のの変変革革にに向向けけたたママ
イインンドドセセッットトにに係係るるカカリリキキュュララムムのの採採用用をを検検
討討
○○法法改改正正等等社社会会動動向向をを見見据据ええ、、再再雇雇用用社社員員のの
更更ななるる雇雇用用上上限限年年齢齢のの引引きき上上げげをを実実施施
○○JJKKKK住住ままいいるるアアシシススタタンントトのの採採用用拡拡大大・・育育成成

東京都住宅供給公社

戦戦略略４４ 社社会会貢貢献献のの最最大大化化とと自自立立的的経経営営のの両両立立

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略 戦戦略略３３：：女女性性のの活活躍躍推推進進戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 〇
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１１ 公益財団法⼈東京都環境公社 
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2023年度改訂版のポイント
◆2030年カーボンハーフ、2050年ゼロエミッションの実現に向けて、「脱炭素⾏動の推進」と「事業者
⽀援」を軸に、エネルギー分野の旧戦略１を再構築し、⽬標と取組を強化

◆環境配慮⾏動への⾏動変容に向けたアプローチ⼿法の構築・展開に向けて、ユーザー個々の特性に応じ
たプッシュ型情報提供などの取組事項について、新戦略５に追記

【プランの主な改訂内容】

（公財）東京都環境公社

戦略５ 環境配慮⾏動への変容を促すアプローチ⼿法の構築・展開

個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

⾏動変容に向けた具
体的なアプローチ⽅
法等の構築

●エネルギー、資源循環、気候変動など各事
業分野の連関を強化し、脱炭素化への意欲的
な取組を進める企業等と連携するなどサステ
ナブルな消費⾏動等（環境配慮⾏動）を促す
取組を推進

⾏動変容に向けた具
体的なアプローチ⽅
法等の構築

●最終年度に当たっては、これまでの実績等
を踏まえ取組を強化し、ユーザー個々の特性
に応じたプッシュ型情報提供により⾏動変容
を後押しする新たな登録型特設サイト
（Web）を構築・展開
・公社イベント等プッシュ型の情報提供によ
り⾏動を喚起
・蓄積したデータを分析し、新たなアプロー
チに活⽤

【⼤幅改訂】戦略１ 都⺠のゼロカーボンアクションの推進
３年後の到達⽬標(新規)

【⽬標①】
◆ 「太陽光パネルの標準設置」ムーブメントの醸成

2030年⽬標である都内太陽光発電導⼊200万kw以上の達成に向けて、導⼊補助や総合相談、PRを戦略的かつ⼀体的に展開
◆ データの活⽤や都⺠からの相談内容など現場の声を踏まえた提案による施策強化への貢献

個別取組事項
(新規) 2023年度

家庭向け助成事業の
利⽤率の向上

●審査事務に精通する企業など外部のリソースを活⽤した審査体制の強化
●オンライン申請様式の改善など、都⺠等助成利⽤者からの声を反映した助成システム利便性向上に向けた取組の推進
●申請毎に異なるデータベースの統⼀化を進め、PVや蓄電池設置などデータを活⽤した事業の更なる強化

太陽光発電設置義務
化に向けた新たな制
度の理解促進

●新制度の理解促進と助成⾦事業の利便性向上に繋がる太陽光発電、断熱・省エネに関するワンストップ総合相談窓⼝
の本格運⽤
●都⺠・事業者からの問合せ内容のデータベースの構築・運⽤
●問合せ内容の検証・分析による都への事業改善の提案

HTT広報の強化
●省エネ機器や再エネ設備などを提供する企業・団体等との連携による広報展開
●HTTの取組浸透・定着に向けた広報展開（動画、Web、SNSなどのデジタル広報の充実のほか、雑誌掲載やイベン
ト企画など重層的な広報を展開）

【⼤幅改訂】戦略２ 脱炭素経営に資する総合的な⽀援
３年後の到達⽬標(新規)

【⽬標①】
公社の広報・相談・診断・アドバイス等を通じて、中⼩企業等の事業所におけるCO２排出削減を促進する助成事業の利⽤事業者数 550件
【⽬標②】
データの活⽤や事業者からの相談内容など現場の声を踏まえた提案による施策強化への貢献
個別取組事項
(新規) 2023年度

事業者⽀援体制の強
化

●事業者向けワンストップ窓⼝を起点とし、省エネコンサルティングや省エネ診断を利⽤する事業者に対し、中⼩企業
振興公社との連携により、ニーズに合わせ経営⽀援メニューを紹介するなど総合的な⽀援を展開

HTT広報の強化 ●省エネ機器や再エネ設備などを提供する企業・団体等との連携による広報展開
●⺠間企業や他団体等との連携による脱炭素経営セミナーの開催（２回）

助成事業の利便性向
上と都施策への提案
機能の強化

●オンライン申請様式の改善など、事業の利便性を向上させ、更なる助成利⽤の拡⼤に繋げるとともに、申請毎に異な
るデータベースの統⼀化を進め、これらのデータを活⽤しZEVの導⼊促進などの事業の更なる強化
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
◆◆ 「「太太陽陽光光パパネネルルのの標標準準設設置置」」ムムーーブブメメンントトのの醸醸成成
22003300年年目目標標ででああるる都都内内太太陽陽光光発発電電導導入入220000万万kkww以以上上のの達達成成にに向向けけてて、、導導入入補補助助
やや総総合合相相談談、、PPRRをを戦戦略略的的かかつつ一一体体的的にに展展開開

◆◆ デデーータタのの活活用用やや都都民民かかららのの相相談談内内容容ななどど現現場場のの声声をを踏踏ままええたた提提案案にによよるる施施
策策強強化化へへのの貢貢献献

●●助助成成金金事事業業のの利利便便性性向向上上でではは、、電電子子申申請請等等導導入入率率9955%%（（4411件件//4433件件））にに向向上上ささせせ、、
今今期期110000％％をを達達成成すするる見見込込。。ZZEEVVのの普普及及でではは、、新新たたにに1155団団体体とと協協定定をを締締結結しし、、若若年年層層
をを対対象象ととししたた広広報報ななどど、、更更ななるる助助成成金金のの利利用用拡拡大大にに向向けけたた取取組組をを展展開開。。省省エエネネ診診断断
でではは、、エエネネルルギギーー需需給給ひひっっ迫迫回回避避とと感感染染症症対対策策のの両両立立をを図図るるたためめ、、即即時時性性ののああるる換換
気気設設備備のの運運転転改改善善のの提提案案をを実実施施

●●今今冬冬ににおおけけるる電電力力需需給給のの逼逼迫迫へへのの対対応応ななどど、、エエネネルルギギーー分分野野をを最最重重要要課課題題ととししてて
捉捉ええ、、脱脱炭炭素素行行動動のの推推進進とと事事業業者者支支援援をを基基軸軸にに戦戦略略立立ててしし、、取取組組をを強強化化

戦略を設定する理由・背景
喫喫緊緊のの課課題題ででああるるエエネネルルギギーーのの安安定定確確保保をを図図りりつつつつ、、22003300年年ののカカーーボボンンハハーーフフにに繋繋げげてていいくくににはは、、省省エエネネ対対策策やや再再エエネネ利利用用のの拡拡大大ななどど脱脱炭炭素素行行動動のの個個々々のの実実践践がが不不可可
欠欠でであありり、、都都民民一一人人ひひととりりのの持持続続可可能能なな行行動動様様式式のの定定着着とと取取組組のの環環のの拡拡大大をを図図っってて行行くく必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆現現場場でで把把握握ししたた課課題題にに対対すするる分分析析・・改改善善
・・脱脱炭炭素素化化にに直直接接寄寄与与すするる助助成成金金事事業業ににつついいてて、、ニニーーズズをを踏踏ままええたたササーービビススをを提提
供供しし、、利利用用促促進進にに繋繋げげてていいくくたためめににはは、、事事業業のの最最前前線線でで把把握握ししたた課課題題とと分分析析をを踏踏
ままええたた改改善善ななどど事事業業効効果果をを高高めめるる取取組組をを一一層層ススピピーーデディィ且且つつタタイイムムリリーーにに推推進進すす
るる必必要要ががああるる。。

◆◆太太陽陽光光発発電電設設置置ななどどHHTTTTのの行行動動変変容容にに繋繋ががるる情情報報提提供供・・支支援援
・・新新制制度度にによよるる太太陽陽光光発発電電設設置置義義務務化化をを見見据据ええ、、都都内内のの大大ききななポポテテンンシシャャルルででああ
るる住住宅宅屋屋根根のの活活用用をを踏踏ままええたたPPVV設設置置ののメメリリッットトやや手手法法ななどど必必要要ととななるる情情報報提提供供やや
支支援援等等にによよりり、、都都民民のの理理解解浸浸透透をを図図るるととととももにに、、HHTTTTのの取取組組をを一一人人ひひととりりがが自自分分ごご
ととととししてて捉捉ええ、、行行動動をを喚喚起起ししてていいくくここととがが重重要要ででああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆助助成成事事業業のの利利便便性性向向上上ととデデーータタをを活活用用ししたた改改善善提提案案
・・新新たたにに都都民民向向けけのの総総合合相相談談窓窓口口をを設設置置しし、、ニニーーズズにに応応じじたた助助成成金金事事業業のの紹紹介介なな
どどワワンンスストトッッププででのの相相談談体体制制をを構構築築すするるここととでで更更ななるる助助成成事事業業のの利利用用促促進進ににつつなな
げげるるととととももにに、、デデジジタタルル技技術術のの活活用用をを進進めめ事事業業デデーータタをを活活用用ししたた改改善善提提案案にによよりり、、
都都のの施施策策効効果果向向上上にに繋繋げげるる。。

◆◆多多様様なな主主体体とと連連携携ししたた普普及及広広報報のの展展開開
・・都都がが推推進進すするるHHTTTTのの取取組組ににつついいてて、、誰誰ももがが理理解解でできき、、ややれれるるここととかかららすすぐぐにに取取りり
組組めめるるよよううなな事事例例ななどど訴訴求求力力のの高高いい効効果果的的なな情情報報提提供供とと企企業業やや団団体体ななどど多多様様なな主主
体体とと連連携携ししたた普普及及広広報報をを展展開開しし、、都都内内ににおおけけるる太太陽陽光光発発電電設設備備のの設設置置拡拡大大をを図図っっ
てていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

家家庭庭向向けけ助助
成成事事業業のの利利
用用率率のの向向上上

目目
標標
①①

22002233年年度度大大幅幅改改訂訂

●●審審査査事事務務にに精精通通すするる企企業業ななどど外外部部
ののリリソソーーススをを活活用用ししたた審審査査体体制制のの強強
化化
●●オオンンラライインン申申請請様様式式のの改改善善ななどど、、
都都民民等等助助成成利利用用者者かかららのの声声をを反反映映しし
たた助助成成シシスステテムム利利便便性性向向上上にに向向けけたた
取取組組のの推推進進
●●申申請請毎毎にに異異ななるるデデーータタベベーーススのの統統
一一化化をを進進めめ、、PPVVやや蓄蓄電電池池設設置置ななどど
デデーータタをを活活用用ししたた事事業業のの更更ななるる強強化化

太太陽陽光光発発電電
設設置置義義務務化化
にに向向けけたた新新
たたなな制制度度のの
理理解解促促進進

目目
標標
①①

22002233年年度度大大幅幅改改訂訂

●●新新制制度度のの理理解解促促進進とと助助成成金金事事業業のの
利利便便性性向向上上にに繋繋ががるる太太陽陽光光発発電電、、断断
熱熱・・省省エエネネにに関関すするるワワンンスストトッッププ総総
合合相相談談窓窓口口のの本本格格運運用用
●●都都民民・・事事業業者者かかららのの問問合合せせ内内容容のの
デデーータタベベーーススのの構構築築・・運運用用
●●問問合合せせ内内容容のの検検証証・・分分析析にによよるる都都
へへのの事事業業改改善善のの提提案案

HHTTTT広広報報のの
強強化化

目目
標標
①①

22002233年年度度大大幅幅改改訂訂

●●省省エエネネ機機器器やや再再エエネネ設設備備ななどどをを提提
供供すするる企企業業・・団団体体等等ととのの連連携携にによよるる
広広報報展展開開
●●HHTTTTのの取取組組浸浸透透・・定定着着にに向向けけたた広広報報
展展開開（（動動画画、、WWeebb、、SSNNSSななどどののデデジジタタ
ルル広広報報のの充充実実ののほほかか、、雑雑誌誌掲掲載載ややイイ
ベベンントト企企画画ななどど重重層層的的なな広広報報をを展展
開開））

(公財)東京都環境公社

戦戦略略１１ 都都民民ののゼゼロロカカーーボボンンアアククシショョンンのの推推進進【【大大幅幅改改訂訂】】

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略1144：：ゼゼロロエエミミッッシショョンン東東京京戦戦略略
■■「「東東京京都都環環境境基基本本計計画画」」

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 〇 〇
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
◆◆公公社社のの広広報報・・相相談談・・診診断断・・アアドドババイイスス等等をを通通じじてて、、中中小小企企業業等等のの事事業業所所にに
おおけけるるCCOO２２排排出出削削減減をを促促進進すするる助助成成事事業業のの利利用用事事業業者者数数 555500件件

【【目目標標②②】】
◆◆デデーータタのの活活用用やや事事業業者者かかららのの相相談談内内容容ななどど現現場場のの声声をを踏踏ままええたた提提案案にによよるる
施施策策強強化化へへのの貢貢献献

●●助助成成金金事事業業のの利利便便性性向向上上でではは、、電電子子申申請請等等導導入入率率9955%%（（4411件件//4433件件））にに向向上上ささせせ、、
今今期期110000％％をを達達成成すするる見見込込。。ZZEEVVのの普普及及でではは、、新新たたにに1155団団体体とと協協定定をを締締結結しし、、若若年年層層
をを対対象象ととししたた広広報報ななどど、、更更ななるる助助成成金金のの利利用用拡拡大大にに向向けけたた取取組組をを展展開開。。省省エエネネ診診断断
でではは、、エエネネルルギギーー需需給給ひひっっ迫迫回回避避とと感感染染症症対対策策のの両両立立をを図図るるたためめ、、即即時時性性ののああるる換換
気気設設備備のの運運転転改改善善のの提提案案をを実実施施

●●今今冬冬ににおおけけるる電電力力需需給給のの逼逼迫迫へへのの対対応応ななどど、、エエネネルルギギーー分分野野をを最最重重要要課課題題ととししてて
捉捉ええ、、脱脱炭炭素素行行動動のの推推進進とと事事業業者者支支援援をを基基軸軸にに戦戦略略立立ててしし、、取取組組をを強強化化

戦略を設定する理由・背景
厳厳ししいい電電力力需需給給へへのの対対応応ととととももにに、、そそのの先先をを見見据据ええたた脱脱炭炭素素社社会会のの実実現現にに向向けけててはは、、事事業業者者にによよるる脱脱炭炭素素経経営営のの推推進進がが不不可可欠欠でであありり、、省省エエネネルルギギーー対対策策やや再再生生可可能能エエ
ネネルルギギーーのの導導入入拡拡大大、、水水素素エエネネルルギギーーのの活活用用ななどど、、各各分分野野でで事事業業者者のの取取組組をを後後押押ししししてていいくく必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆事事業業者者ニニーーズズにに合合わわせせたた支支援援
・・事事業業者者のの脱脱炭炭素素化化にに向向けけたた取取組組のの推推進進ににああたたっっててはは、、省省エエネネ診診断断ななどど公公社社がが有有
すするる支支援援メメニニュューーににととどどままららずず、、多多様様なな主主体体とと連連携携ししエエネネルルギギーー消消費費削削減減をを後後押押
ししすするるメメニニュューーをを複複数数揃揃ええるるななどど、、ニニーーズズにに合合わわせせたた支支援援がが必必要要ででああるる。。

◆◆エエネネルルギギーーのの安安定定的的供供給給
・・脱脱炭炭素素化化にに加加ええ、、電電力力供供給給のの逼逼迫迫へへのの対対応応ななどどエエネネルルギギーーのの安安定定供供給給にに向向けけてて
はは、、事事業業者者にによよるるHHTTTTのの取取組組がが不不可可欠欠ででああるる。。

◆◆助助成成事事業業のの特特性性をを踏踏ままええたた効効率率的的なな申申請請
・・脱脱炭炭素素化化のの取取組組をを促促進進すするる助助成成金金事事業業のの活活用用をを広広くく促促すすたためめににはは、、煩煩雑雑なな申申請請
様様式式ををデデジジタタルル技技術術をを活活用用ししてて使使いい勝勝手手をを高高めめるるととととももにに、、多多様様化化すするる助助成成シシスス
テテムムののデデーータタベベーーススをを構構築築しし、、デデーータタ分分析析をを踏踏ままええたた事事業業強強化化をを図図っってて行行くく必必要要
ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆経経営営・・エエネネルルギギーー対対策策をを一一体体的的にに実実現現すするる体体制制構構築築
・・新新たたにに事事業業者者向向けけののワワンンスストトッッププ窓窓口口をを設設置置しし、、ニニーーズズにに応応じじたた支支援援メメニニュューー
のの紹紹介介ななどどをを実実施施すするるととととももにに、、中中小小企企業業等等にに経経営営支支援援をを行行うう団団体体とと連連携携しし、、経経
営営支支援援ととエエネネルルギギーー対対策策のの一一体体的的なな支支援援体体制制をを整整備備すするるここととでで、、ゼゼロロカカーーボボンンにに
取取りり組組むむ中中小小事事業業者者のの拡拡大大にに繋繋げげてていいくく。。

◆◆HHTTTT広広報報のの展展開開
・・HHTTTTのの取取組組をを広広くく普普及及ささせせ、、事事業業者者のの脱脱炭炭素素経経営営にに繋繋ががるる取取組組をを喚喚起起しし、、様様々々なな
支支援援策策にによよりり、、事事業業者者のの脱脱炭炭素素行行動動をを促促進進ししてていいくく。。

◆◆利利用用促促進進にに向向けけたたデデジジタタルル技技術術のの活活用用
・・助助成成金金申申請請ののデデジジタタルル技技術術のの活活用用をを更更にに進進めめ、、各各種種シシスステテムム間間のの統統一一化化をを図図りり、、
事事業業者者にによよるる助助成成事事業業のの更更ななるる利利用用促促進進をを図図っってていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

事事業業者者支支援援
体体制制のの強強化化

目目
標標
①①

22002233年年度度大大幅幅改改訂訂

●●事事業業者者向向けけワワンンスストトッッププ窓窓口口をを起起
点点ととしし、、省省エエネネココンンササルルテティィンンググやや
省省エエネネ診診断断をを利利用用すするる事事業業者者にに対対しし、、
中中小小企企業業振振興興公公社社ととのの連連携携にによよりり、、
ニニーーズズにに合合わわせせ経経営営支支援援メメニニュューーをを
紹紹介介すするるななどど総総合合的的なな支支援援をを展展開開

HHTTTT広広報報のの
強強化化

目目
標標
①①

22002233年年度度大大幅幅改改訂訂

●●省省エエネネ機機器器やや再再エエネネ設設備備ななどどをを提提
供供すするる企企業業・・団団体体等等ととのの連連携携にによよるる
広広報報展展開開
●●民民間間企企業業やや他他団団体体等等ととのの連連携携にによよ
るる脱脱炭炭素素経経営営セセミミナナーーのの開開催催（（２２
回回））

助助成成事事業業のの
利利便便性性向向上上
とと都都施施策策へへ
のの提提案案機機能能
のの強強化化

目目
標標
①①
②②

22002233年年度度大大幅幅改改訂訂

●●オオンンラライインン申申請請様様式式のの改改善善ななどど、、
事事業業のの利利便便性性をを向向上上ささせせ、、更更ななるる助助
成成利利用用のの拡拡大大にに繋繋げげるるととととももにに、、申申
請請毎毎にに異異ななるるデデーータタベベーーススのの統統一一化化
をを進進めめ、、ここれれららののデデーータタをを活活用用ししZZEEVV
のの導導入入促促進進ななどどのの事事業業のの更更ななるる強強化化

(公財)東京都環境公社

戦戦略略２２ 脱脱炭炭素素経経営営にに資資すするる総総合合的的なな支支援援【【大大幅幅改改訂訂】】

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略1144：：ゼゼロロエエミミッッシショョンン東東京京戦戦略略
■■「「東東京京都都環環境境基基本本計計画画」」

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
◆◆再再生生資資源源をを需需給給者者間間でで有有効効活活用用すするる事事業業モモデデルルのの展展開開
（（地地域域密密着着型型ササーーキキュュララーービビジジネネススモモデデルル事事業業 累累計計1155件件））

【【目目標標②②】】
◆◆技技術術力力とと機機動動力力のの高高いい組組織織基基盤盤をを構構築築しし、、廃廃棄棄物物処処理理機機能能のの維維持持にに寄寄与与

●●４４月月ににセセンンタターーをを開開設設しし、、公公社社自自ららががササーーキキュュララーービビジジネネススにに取取りり組組むむ事事業業者者へへ
のの取取材材ををももととにに情情報報発発信信をを展展開開（（224444件件））すするるほほかか、、事事業業者者間間等等のの連連携携促促進進ををテテーー
ママととししたたシシンンポポジジウウムムをを開開催催
●●事事業業者者等等のの課課題題・・ニニーーズズをを分分析析しし、、相相談談・・ママッッチチンンググのの質質をを向向上上ささせせるるななどど目目標標
をを上上回回るる2255件件をを実実施施
●●３３RRアアドドババイイススはは、、講講習習会会等等ででのの事事業業周周知知をを図図っったたがが、、ココロロナナのの影影響響にによよりり3377件件
にに留留ままっってていいるる。。
●●人人材材育育成成ププラランンでではは、、横横断断的的ななププロロジジェェククトトチチーームムをを結結成成しし、、議議論論をを重重ねねるるこことと
でで取取りり組組むむべべきき論論点点ととそそのの方方向向性性がが明明確確化化

戦略を設定する理由・背景
カカーーボボンンハハーーフフススタタイイルルのの実実現現にに向向けけてて、、廃廃ププララススチチッッククやや食食品品ロロスス等等のの資資源源ロロススのの削削減減、、廃廃棄棄物物のの循循環環的的利利用用にに積積極極的的にに取取りり組組むむととととももにに、、社社会会基基盤盤ででああるる廃廃棄棄物物
処処理理機機能能のの持持続続的的なな確確保保にに向向けけてて、、パパンンデデミミッッククやや災災害害時時ににもも機機動動的的にに対対応応ででききるる人人材材のの育育成成、、組組織織体体制制のの強強化化をを図図るる必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆廃廃ププララ・・食食ロロスス対対策策のの強強化化
・・廃廃ププララ、、食食品品ロロススににつついいててはは、、消消費費後後ののリリササイイククルル・・適適正正処処理理のの観観点点ののみみなならら
ずず、、資資源源利利用用のの流流れれををラライイフフササイイククルルややササププラライイチチェェーーンンのの視視点点でで捉捉ええ、、ああららゆゆ
るる主主体体のの自自主主的的なな行行動動をを後後押押ししすするる取取組組がが重重要要ででああるる。。

◆◆廃廃棄棄物物処処理理機機能能のの維維持持
・・社社会会基基盤盤をを支支ええるる事事業業でではは、、新新型型ココロロナナにに対対応応ししたたBBCCPPのの運運用用ははももととよよりり、、社社会会
全全体体のの持持続続的的なな廃廃棄棄物物処処理理機機能能のの維維持持にに対対応応すするる人人材材のの育育成成とと組組織織体体制制のの整整備備がが
不不可可欠欠ででああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆ササーーキキュュララーーエエココノノミミーーにに資資すするる取取組組のの促促進進
・・資資源源循循環環のの情情報報発発信信・・連連携携拠拠点点ととししてて、、「「東東京京ササーーキキュュララーーエエココノノミミーー推推進進セセ
ンンタターー」」をを開開設設しし、、都都民民・・事事業業者者等等かかららのの相相談談ををワワンンスストトッッププでで受受けけ付付けけるるとととと
ももにに、、主主体体にに応応じじたた効効果果的的なな取取組組ををココーーデディィネネーートトししてていいくく。。
・・資資源源利利用用にに係係るる情情報報発発信信をを広広くく行行ううととととももにに、、行行動動変変容容促促進進モモデデルル事事業業やや相相談談
ママッッチチンンググ事事業業等等にによよりり、、需需給給者者間間のの連連携携をを促促進進すするる。。更更にに、、３３RRアアドドババイイススのの強強
化化ななどどをを通通じじ、、都都民民・・事事業業者者へへのの行行動動変変容容にに繋繋げげてていいくく。。

◆◆専専門門的的なな人人材材のの育育成成
・・ココロロナナ禍禍ににおおけけるる円円滑滑なな事事業業継継続続にに加加ええ、、社社会会変変化化にに応応じじたた安安定定的的なな廃廃棄棄物物処処
理理機機能能のの維維持持にに向向けけてて、、専専門門的的なな人人材材のの育育成成・・確確保保にによよりり組組織織基基盤盤のの強強化化にに取取りり
組組むむ。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

資資源源循循環環にに
係係るる情情報報発発
信信、、ナナレレッッ
ジジ共共有有

目目
標標
①①

●●「「東東京京ササーーキキュュララーーエエココノノミミーー
推推進進セセンンタターー」」をを開開設設しし、、廃廃ププララ
対対策策やや食食品品ロロスス対対策策ななどどのの先先進進的的
取取組組をを社社会会にに展展開開
・・情情報報発発信信・・交交流流ポポーータタルルをを開開設設
（（事事業業者者やや区区市市町町村村のの取取組組事事例例やや
最最新新情情報報をを広広くく発発信信））
・・シシンンポポジジウウムムのの開開催催（（ササーーキキュュ
ララーーエエココノノミミーーにに関関すするる好好事事例例やや
成成果果等等広広くく共共有有））

●●４４月月にに東東京京ササーーキキュュララーーエエココノノミミーー推推進進
セセンンタターーをを開開設設、、持持続続可可能能なな資資源源利利用用にに係係
るる情情報報発発信信をを展展開開
・・公公社社自自らら廃廃ププララやや食食ロロスス対対策策等等にに取取りり組組
むむ事事業業者者をを取取材材しし、、ポポーータタルルササイイトトややSSNNSS
でで情情報報発発信信（（224444件件））
・・事事業業者者とと自自治治体体のの連連携携促促進進ををテテーーママととしし
てて、、公公社社がが支支援援ししたたモモデデルル事事業業のの先先進進的的取取
組組をを中中心心ににシシンンポポジジウウムムをを開開催催

●●公公社社のの自自主主的的取取組組ととししてて、、廃廃ププララ対対策策等等、、先先
進進的的なな取取組組をを行行うう事事業業者者をを取取材材しし、、シシリリーーズズ記記
事事化化、、ハハッッシシュュタタググををつつけけてて投投稿稿すするる等等効効果果的的
なな情情報報発発信信をを行行っったた。。
●●民民間間専専門門家家とと連連携携ししななががらら多多様様なな主主体体のの連連携携
ををテテーーママににシシンンポポジジウウムムをを企企画画しし、、エエココププロロ
OOnnlliinneeをを活活用用ししてて、、オオンンラライインン開開催催をを行行っったた
（（1111//2255～～1122//1166））。。
●●ここううししたた取取組組をを通通じじてて、、ササーーキキュュララーーエエココノノ
ミミーーにに取取りり組組むむ企企業業等等ととののネネッットトワワーーククがが形形成成
さされれつつつつああるるたためめ、、22002233年年度度ははハハブブ拠拠点点をを目目指指
ししたた機機能能強強化化にに活活用用ししてていいくく。。

●●再再生生資資源源をを需需給給者者間間でで有有効効活活用用すす
るるたためめののハハブブ・・連連携携拠拠点点ととししててのの機機
能能強強化化
・・交交流流ポポーータタルルササイイトトややSSNNSSをを活活用用しし
たた好好事事例例のの情情報報発発信信
・・事事業業者者間間のの交交流流とと支支援援をを目目的的ととしし
たた定定期期ミミーーテティィンンググ（（ササーーキキュュララーー
エエココノノミミーーササロロンン））のの開開催催 ５５回回

都都民民・・事事業業
者者等等かかららのの
相相談談受受付付、、
ママッッチチンンググ
事事業業

目目
標標
①①

●●リリユユーーススやや食食品品ロロスス削削減減等等新新たた
なな仕仕組組みみ作作りりをを目目指指ししたた相相談談・・
ママッッチチンンググ事事業業をを展展開開（（2200件件））
・・地地域域ののエエココイイベベンントトやや飲飲食食店店のの
リリユユーースス容容器器のの導導入入
・・ボボトトルルttooボボトトルルリリササイイククルルへへのの
助助言言
・・民民間間企企業業がが保保有有すするる食食品品のの活活用用
先先のの紹紹介介等等

●●ササーーキキュュララーーエエココノノミミーーにに取取りり組組むむ企企業業
等等ににつついいてて、、相相談談・・ママッッチチンンググをを実実施施（（2255
件件））
・・大大型型商商業業施施設設へへののリリユユーースス容容器器導導入入
・・資資源源循循環環にに配配慮慮ししたた保保険険商商品品のの企企画画支支援援
・・ププララススチチッッククののケケミミカカルルリリササイイククルル先先のの
相相談談（（自自治治体体）） 他他

●●22002222年年度度はは目目標標件件数数をを５５件件上上回回るる2255件件ととななっっ
たた。。
・・そそのの要要因因ととししてて、、ポポーータタルルササイイトト等等ででのの日日々々
のの情情報報発発信信やや自自治治体体へへのの事事業業説説明明、、本本事事業業をを利利
用用ししたた事事業業者者かからら別別のの事事業業者者へへのの紹紹介介（（口口ココ
ミミ））等等がが挙挙げげらられれるる。。
・・本本事事業業のの実実施施をを通通じじてて、、事事業業者者等等がが抱抱ええるる課課
題題ややニニーーズズもも明明ららかかににななっっててききたたたためめ、、ここれれらら
をを分分析析しし、、相相談談・・ママッッチチンンググのの質質ををよよりり向向上上ささ
せせるるここととでで、、相相談談等等件件数数のの増増加加ととそそののアアウウトト
ププッットトととししててももたたららさされれるる需需給給者者間間のの連連携携促促進進
にに引引きき続続きき取取りり組組んんででいいくく。。

●●リリユユーーススやや食食品品ロロスス削削減減等等新新たたなな
仕仕組組みみ作作りりをを目目指指ししたた相相談談・・ママッッチチ
ンンググ事事業業をを展展開開（（3300件件））
・・地地域域ののエエココイイベベンントトやや飲飲食食店店ののリリ
ユユーースス容容器器のの導導入入
・・ボボトトルルttooボボトトルルリリササイイククルルへへのの助助
言言
・・民民間間企企業業がが保保有有すするる食食品品のの活活用用先先
のの紹紹介介等等

・・行行動動変変容容
促促進進モモデデルル
事事業業
・・事事業業者者向向
けけププララスス
チチッックク対対策策
のの強強化化

目目
標標
①①

●●地地域域のの多多様様なな主主体体がが取取りり組組むむ食食
ロロススややププララ削削減減のの行行動動変変容容促促進進活活
動動をを支支援援しし、、地地域域密密着着型型ののササーー
キキュュララーービビジジネネススのの創創出出にに向向けけたた
モモデデルル事事業業をを実実施施
●●３３RRアアドドババイイススにによよるるリリササイイクク
ルル改改善善
・・好好事事例例のの紹紹介介ななどどをを通通じじてて多多様様
なな事事業業者者へへののアアププロローーチチをを実実践践
（（取取組組事事業業者者数数8800件件））

●●地地域域密密着着型型ののササーーキキュュララーービビジジネネススのの創創
出出にに向向けけたたモモデデルル事事業業でではは、、５５件件のの事事業業をを
選選定定
・・リリユユーースス容容器器使使用用にによよるる資資源源実実証証事事業業
・・使使用用済済みみスストトレレッッチチフフィィルルムムののアアッッププササ
イイククルルププロロジジェェククトト
・・ヴヴィィーーガガンンレレザザーーババッッググ等等ののププロロモモーー
シショョンン実実施施 他他
●●３３RRアアドドババイイススにによよるるリリササイイククルル改改善善はは、、
3377件件実実施施

●●モモデデルル事事業業ににつついいててはは、、民民間間専専門門家家とと連連携携しし、、
事事業業者者等等ののニニーーズズのの掘掘りり起起ここししをを行行っったた結結果果、、
当当初初のの想想定定をを上上回回るる1111件件のの応応募募ががああっったた。。
・・本本事事業業をを通通じじてて、、事事業業者者等等ののニニーーズズががああるるここ
ととをを確確認認すするるここととががででききたたたためめ、、22002233年年度度はは選選
定定枠枠をを1100件件ままでで拡拡大大しし、、そそのの期期待待にに応応ええるるとと共共
ににササーーキキュュララーービビジジネネススのの創創出出をを促促進進ししてていいくく。。
●●アアププロローーチチ先先をを確確保保すすべべくく自自治治体体訪訪問問やや企企業業
向向けけ講講習習会会でで事事業業周周知知をを図図っったた。。ココロロナナ感感染染症症
拡拡大大のの影影響響にによよりり、、立立入入をを見見合合わわせせざざるるををええなな
いいここととももああっったたがが計計画画値値をを目目指指ししてて取取りり組組んんでで
いいくく。。

●●都都内内自自治治体体やや民民間間企企業業等等多多様様なな主主
体体とと連連携携ししたた地地域域密密着着型型ササーーキキュュ
ララーービビジジネネスス創創出出
・・社社会会化化実実装装化化事事業業 1100件件
●●食食ロロスス削削減減・・リリユユーーススビビジジネネススにに
取取りり組組むむ事事業業者者へへのの支支援援
・・設設備備導導入入等等支支援援 2200件件
●●区区市市町町村村とと連連携携ししたた事事業業系系廃廃棄棄物物
のの３３RRのの促促進進
・・３３RRアアドドババイイスス件件数数 110000件件

公公社社現現場場力力
のの向向上上にに向向
けけたた人人材材のの
育育成成とと組組織織
体体制制のの整整備備

目目
標標
②②

●●社社会会基基盤盤をを支支ええるる廃廃棄棄物物処処理理をを
中中心心にに担担うう関関連連部部署署のの事事業業再再編編
●●廃廃棄棄物物処処理理ををははじじめめととししたた環環境境
全全般般にに係係るる技技術術・・知知識識・・ノノウウハハウウ
のの共共有有ななどど事事業業のの質質のの向向上上にに向向けけ
たた技技術術系系職職員員にに係係るる人人材材育育成成ププララ
ンンをを策策定定

●●４４月月かからら、、廃廃棄棄物物処処理理にに係係わわるる「「現現場場」」
をを抱抱ええるる事事業業所所をを集集約約ししたた組組織織をを編編成成、、組組
織織内内ででのの技技術術支支援援ややノノウウハハウウ共共有有をを推推進進
●●人人材材育育成成ププラランン策策定定ののププロロジジェェククトトチチーー
ムムをを立立ちち上上げげ、、検検討討のの方方向向性性をを整整理理

●●公公社社がが有有すするる““技技術術力力””やや““現現場場力力””をを最最大大
限限生生かかせせるるよようう廃廃棄棄物物処処理理にに係係わわるる技技術術・・知知
識識・・ノノウウハハウウのの共共有有をを図図るるここととでで、、今今後後のの廃廃棄棄
物物処処理理施施設設のの建建替替ええやや災災害害時時ににおおけけるる安安定定的的なな
廃廃棄棄物物処処理理のの継継続続ななどどにに際際しし、、支支援援をを的的確確にに実実
施施ででききるる体体制制作作りりをを進進めめたた。。
●●全全社社横横断断的的ななププロロジジェェククトトチチーームムをを構構成成しし、、
アアンンケケーートトななどどでで幅幅広広くく意意見見をを収収集集しし、、議議論論をを
重重ねね公公社社のの目目指指すすべべきき姿姿とと職職員員像像をを整整理理ししてて
いいっったた。。そそのの結結果果、、取取りり組組むむべべきき論論点点ととそそのの方方
向向性性がが明明確確にに整整理理さされれ、、年年度度末末ままででのの策策定定のの見見
通通ししををつつけけたた。。

●●技技術術系系職職員員にに係係るる人人材材育育成成ププラランン
のの運運用用とと見見直直しし
●●災災害害等等のの緊緊急急時時ににおおいいてて、、事事業業現現
場場ににおおけけるる自自律律的的・・機機動動的的なな対対応応にに
加加ええ、、関関連連部部署署間間ににおおけけるる有有機機的的なな
連連携携ななどど適適応応力力のの高高いい組組織織体体制制をを整整
備備

(公財)東京都環境公社

戦戦略略３３ ササスステテナナブブルルなな資資源源循循環環型型社社会会へへのの転転換換

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略1144：：ゼゼロロエエミミッッシショョンン東東京京戦戦略略
■■「「東東京京都都環環境境基基本本計計画画」」

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇

東
京
都

東
京
都

環
境
公
社

環
境
公
社
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析
【【目目標標①①】】
◆◆適適応応セセンンタターーのの開開設設・・運運営営
◆◆区区市市町町村村支支援援のの仕仕組組みみづづくくりりとと支支援援のの実実施施
◆◆HHPP等等にによよりり知知見見等等をを区区市市町町村村ををははじじめめ都都民民等等にに広広くく発発信信（（随随時時））

【【目目標標②②】】
◆◆横横断断的的・・総総合合的的なな調調査査研研究究のの推推進進（（ププロロジジェェククトト研研究究１１件件））

【【目目標標③③】】
◆◆気気候候変変動動対対策策にに繋繋ががるる他他のの研研究究機機関関ととのの連連携携構構築築（（４４件件））とと共共同同研研究究のの展展
開開

●●気気候候変変動動適適応応のの区区市市町町村村支支援援はは、、各各自自治治体体へへののヒヒアアリリンンググややセセミミナナーー開開催催（（２２
回回））をを実実施施ししたた。。今今後後はは自自治治体体ごごととにに異異ななるる実実情情をを十十分分にに汲汲みみ取取っったた連連携携・・協協働働がが
必必要要ととななるる。。

●●「「温温暖暖化化」」「「気気候候変変動動」」はは様様々々なな要要因因がが複複雑雑にに影影響響しし合合ううここととかからら、、分分野野横横断断的的
なな課課題題別別６６研研究究（（ププロロジジェェククトト研研究究））にに取取りり組組んんででいいるる。。引引きき続続きき外外部部かかららのの助助言言
等等をを踏踏ままええ、、分分野野間間連連携携をを維維持持・・強強化化ししてていいくく。。

●●新新たたにに石石川川県県立立大大学学ととのの連連携携がが成成立立。。成成立立ししたた共共同同研研究究（（４４件件））のの展展開開とと連連携携先先
のの掘掘りり起起ここししにに向向けけたた基基盤盤構構築築をを進進めめてていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
都都内内ににおおけけるる気気候候変変動動のの影影響響ををふふままええてて、、東東京京22002200大大会会ににおおけけるる暑暑ささ対対策策のの知知見見・・ノノウウハハウウのの活活用用ははももととよよりり、、科科学学的的知知見見にに基基づづくく気気候候変変動動適適応応のの推推進進ななどど、、都都民民生生
活活やや自自然然環環境境へへのの被被害害のの回回避避・・軽軽減減をを図図っってていいくく必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆気気候候変変動動適適応応にに係係るる効効果果的的なな情情報報発発信信
・・都都内内ににおおけけるる気気候候変変動動適適応応にに係係るる取取組組やや知知見見にに関関すするる情情報報発発信信はは、、企企業業やや団団体体
ななどど個個々々のの発発信信にに留留ままっってておおりり、、科科学学的的知知見見にに基基づづくく情情報報ななどど、、広広範範囲囲にに集集約約しし、、
都都民民やや区区市市町町村村等等にに広広くく発発信信ししてていいくく必必要要ががああるる。。

◆◆分分野野横横断断的的調調査査研研究究のの充充実実化化
・・気気候候変変動動のの要要因因やや影影響響はは、、エエネネルルギギーー、、自自然然、、都都市市イインンフフララななどど様様々々なな分分野野にに
及及んんででいいるるがが、、ここれれままでではは各各分分野野ごごととにに設設定定ししたた調調査査研研究究にに留留ままっってておおりり、、分分野野
横横断断的的なな調調査査研研究究活活動動をを充充実実ささせせるるここととがが重重要要ででああるる。。

◆◆調調査査研研究究のの質質的的向向上上
・・気気候候変変動動ををははじじめめととししたた環環境境課課題題のの解解決決にに向向けけてて、、他他研研究究機機関関ととのの連連携携のの強強化化
ななどどにによよりり調調査査研研究究のの幅幅をを広広げげ、、質質的的向向上上をを図図るる必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆気気候候変変動動適適応応セセンンタターーのの設設置置
・・東東京京22002200大大会会ににおおけけるる暑暑ささ対対策策やや都都市市ののヒヒーートトアアイイラランンドド研研究究ににおおけけるる知知見見等等
をを最最大大限限活活かかしし、、都都とと連連携携ししてて地地域域気気候候変変動動適適応応セセンンタターーをを設設置置しし、、気気候候変変動動にに
関関すするる科科学学的的知知見見やや適適応応策策ななどどをを集集約約しし、、区区市市町町村村ををははじじめめ都都民民等等にに広広くく発発信信すす
るる。。

◆◆分分野野横横断断的的・・総総合合的的なな調調査査研研究究のの推推進進
・・気気候候変変動動のの要要因因やや影影響響をを与与ええるるエエネネルルギギーー、、自自然然、、資資源源循循環環分分野野ななどどのの横横断断
的的・・総総合合的的なな調調査査研研究究をを進進めめ、、都都のの環環境境施施策策にに貢貢献献ししてていいくく。。

◆◆他他のの研研究究機機関関ととのの連連携携
・・国国やや民民間間ななどど他他のの研研究究機機関関とと気気候候変変動動対対策策にに繋繋ががるる研研究究をを推推進進すするるななどど、、研研究究
能能力力をを高高めめ、、気気候候変変動動適適応応にに貢貢献献ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

気気候候変変動動適適
応応にに関関すするる
情情報報収収集集やや
発発信信機機能能のの
強強化化

目目
標標
①①
②②

●●区区市市町町村村支支援援のの実実施施（（随随時時））
●●HHPPのの更更新新（（随随時時））、、「「（（仮仮称称））
気気候候変変動動適適応応セセンンタターーニニュューースス」」
のの発発行行２２回回以以上上
●●PPRRイイベベンントト１１回回以以上上
●●活活動動事事例例紹紹介介セセミミナナーー２２回回（（オオ
ンンラライインン配配信信含含むむ））

●●区区市市町町村村気気候候変変動動適適応応計計画画策策定定支支援援（（ヒヒ
アアリリンンググ2211回回））
●●江江戸戸川川区区気気候候変変動動適適応応計計画画策策定定有有識識者者会会
議議（（１１回回））
●●HHPP更更新新６６回回、、閲閲覧覧実実績績55,,449955件件、、「「ババーー
チチャャルル研研究究所所」」にによよるる普普及及啓啓発発、、研研究究所所
ニニュューーススにに活活動動記記事事をを掲掲載載（（２２回回））
●●イイベベンントト出出展展（（４４回回））
●●セセミミナナーー開開催催（（２２回回））
●●運運営営方方針針等等をを都都とと協協議議（（1111回回））

●●区区市市町町村村へへヒヒアアリリンンググをを行行いい、、適適応応計計画画策策定定
状状況況やや課課題題等等をを把把握握しし、、関関係係強強化化にに努努めめたた。。今今
後後ははよよりり有有益益なな情情報報のの提提供供やや意意見見交交換換のの場場のの設設
定定ななどど、、機機運運醸醸成成にに向向けけたた支支援援がが必必要要。。江江戸戸川川
区区ににはは、、気気候候変変動動適適応応計計画画策策定定にに関関すするる有有識識者者
会会議議にに継継続続ししてて委委員員をを送送りり連連携携のの強強化化にに努努めめるる。。
●●普普及及啓啓発発ににつついいててはは、、環環境境イイベベンントトにに出出展展しし
来来場場者者へへ普普及及啓啓発発をを行行っったたがが、、気気候候変変動動適適応応のの
認認知知度度向向上上ののたためめににはは、、幅幅広広くく一一般般都都民民へへ啓啓発発
すするる広広報報手手段段をを活活用用すするる必必要要ががああるる。。

●●都都民民のの気気候候変変動動適適応応へへのの理理解解浸浸透透
・・都都民民向向けけ普普及及啓啓発発動動画画作作成成・・子子供供
向向けけ学学習習教教材材作作成成
・・HHPPのの更更新新（（随随時時））、、研研究究所所ニニュューー
スス等等にによよるる活活動動紹紹介介
・・PPRRイイベベンントトへへのの出出展展（（４４回回））（（自自
治治体体やや公公社社内内部部署署ととのの協協働働））
●●区区市市町町村村のの適適応応計計画画策策定定等等をを後後押押
しし
・・区区市市町町村村支支援援のの実実施施（（セセミミナナーー等等
２２回回））

分分野野横横断断的的
なな調調査査研研究究
のの推推進進

目目
標標
①①

●●分分野野横横断断的的ななププロロジジェェククトト研研究究
をを実実施施 １１件件
（（ププロロジジェェククトトリリーーダダーーをを中中心心にに
ししたた、、22002222年年かからら22002233年年のの２２年年間間
継継続続すするる自自主主研研究究ととしし、、中中間間報報告告
をを実実施施すするるななどど進進捗捗をを確確認認））
●●研研究究所所ニニュューーススややHHPP等等にに研研究究概概
要要等等をを掲掲載載

●●「「持持続続可可能能ででレレジジリリエエンントトなな都都市市構構築築にに
資資すするる気気候候変変動動対対策策にに関関すするる研研究究」」ととのの総総
括括タタイイトトルルのの下下にに、、分分野野横横断断的的なな課課題題別別６６
研研究究にに取取組組中中
●●2222年年度度予予算算要要求求にによよりり、、６６課課題題にに公公社社財財
源源約約11,,990000万万円円をを措措置置
●●研研究究所所ニニュューーススNNoo..4400ややHHPP等等でで研研究究概概要要
等等をを掲掲載載・・公公表表

●●ププロロジジェェククトトリリーーダダーー等等にによよるる進進行行管管理理・・指指
導導体体制制のの下下でで６６研研究究にに取取りり組組んんででいいるる。。
●●ププロロジジェェククトト研研究究（（自自主主研研究究含含むむ））のの所所内内審審
査査会会（（1111月月2211日日、、2299日日））ににおおいいてて中中間間評評価価をを実実
施施ししたた。。今今後後はは同同審審査査会会ややアアドドババイイザザリリーーボボーー
ドド会会合合（（2233年年２２月月予予定定））ででのの助助言言をを踏踏ままええてて研研
究究をを推推進進すするる。。
●●外外部部公公表表はは、、研研究究所所ニニュューーススややHHPP掲掲載載ししたたほほ
かか、、「「公公開開研研究究発発表表会会」」のの場場ででここれれままででのの成成果果
をを紹紹介介すするる。。ままたたアアドドババイイザザリリーーボボーードドででのの中中
間間審審査査概概要要のの公公表表ととととももにに、、完完了了後後ににはは「「研研究究
所所年年報報」」ににもも掲掲載載しし外外部部にに発発信信すするる。。

●●横横断断的的・・総総合合的的なな調調査査研研究究のの充充実実
化化
・・分分野野横横断断的的ななププロロジジェェククトト研研究究をを
実実施施
・・ププロロジジェェククトト研研究究のの報報告告書書作作成成
・・22002244年年度度以以降降のの後後継継研研究究のの検検討討・・
調調整整

他他のの研研究究機機
関関等等ととのの連連
携携・・協協働働のの
強強化化

目目
標標
①①
③③

●●他他のの研研究究機機関関ととのの連連携携（（22002211年年
かからら22002233年年ままででのの３３年年間間でで３３件件のの
気気候候変変動動対対策策にに繋繋ががるる連連携携・・協協働働
をを目目指指すす。。そそののたためめににはは、、学学会会等等
へへのの積積極極的的なな参参加加をを促促しし人人的的交交流流
をを深深めめななががらら、、幅幅広広いい活活動動をを進進めめ
てていいくく。。））

●●東東京京都都公公立立大大学学法法人人ととのの包包括括連連携携協協定定締締
結結ののほほかか、、都都立立産産業業技技術術研研究究セセンンタターーとと新新
たたなな連連携携にに向向けけたた協協議議をを開開始始
●●建建築築研研究究所所とと連連携携がが成成立立しし、、2211年年度度よよりり
共共同同研研究究をを実実施施中中
●●2222年年度度のの協協議議ににおおいいてて東東大大、、都都市市大大ととそそ
れれぞぞれれ連連携携をを構構築築ししたたほほかか、、造造園園学学会会をを通通
じじててププロロジジェェククトト研研究究のの調調査査事事業業にに新新たたなな
連連携携がが成成立立（（計計４４件件））

●●都都立立産産業業技技術術研研究究セセンンタターーととはは、、共共通通すするる研研
究究課課題題のの掘掘りり起起ここししななどど新新たたなな連連携携にに向向けけたた協協
議議（（８８月月2244日日、、1111月月2288日日））をを開開始始ししたた。。
●●建建築築研研究究所所とと協協働働すするる「「人人口口流流動動デデーータタとと温温
熱熱シシミミュュレレーータタにによよるる都都市市ににおおけけるるヒヒーートトアアイイ
ラランンドド暑暑熱熱リリススククにに関関すするる研研究究（（推推進進費費採採
択択））」」はは、、環環境境省省のの中中間間審審査査でで「「AA」」評評価価をを受受
けけたた。。引引きき続続きき強強固固にに連連携携ししてていいくく。。
●●造造園園学学会会（（2222年年６６月月））ででのの発発表表をを通通じじてて、、石石
川川県県立立大大学学（（上上野野研研究究室室））とと「「緑緑地地にに対対すするる市市
民民意意識識ににつついいててののアアンンケケーートト調調査査」」でで新新たたなな連連
携携（（調調査査））がが成成立立ししたた。。

●●成成立立ししたた共共同同研研究究のの展展開開とと連連携携先先
のの掘掘りり起起ここししにに向向けけたた基基盤盤のの構構築築
・・成成立立ししたた共共同同研研究究（（４４件件））のの研研究究
成成果果とと新新たたなな課課題題等等のの公公表表
・・新新たたなな共共同同研研究究立立案案にに向向けけてて、、学学
会会等等へへのの参参加加をを通通じじたた積積極極的的なな人人的的
交交流流のの実実施施（（既既存存のの枠枠組組みみにに囚囚わわれれ
なないい新新たたなな機機関関ととのの連連携携をを推推進進））

(公財)東京都環境公社

戦戦略略４４ レレジジリリエエンントトなな東東京京にに向向けけたた気気候候変変動動適適応応へへのの貢貢献献

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略1144：：ゼゼロロエエミミッッシショョンン東東京京戦戦略略
■■「「東東京京都都環環境境基基本本計計画画」」

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 〇

東
京
都
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
◆◆環環境境配配慮慮行行動動へへのの行行動動変変容容にに向向けけたた実実効効性性のの高高いいアアププロローーチチ手手法法等等のの構構築築
とと実実践践

●●廃廃ププララ対対策策やや食食品品ロロスス削削減減のの先先駆駆的的にに取取りり組組んんででいいるる５５事事業業者者ととのの事事業業展展開開ののほほ
かか、、ポポーータタルルササイイトトをを構構築築ししササーーキキュュララーービビジジネネススにに関関すするる情情報報発発信信力力をを強強化化
●●公公社社主主催催ののイイベベンントトでではは、、分分野野のの垣垣根根をを越越ええたた誘誘導導策策をを展展開開すするるととととももにに、、一一定定
期期間間後後ののアアンンケケーートトでではは、、ああららゆゆるる分分野野でで取取組組意意欲欲のの高高ままりりががみみらられれるる一一方方、、実実際際
のの行行動動へへのの結結びびつつきき（（行行動動変変容容））ににはは変変化化はは見見らられれなないいななどど、、今今後後ののアアププロローーチチ方方
法法をを検検証証
●●子子供供たたちちににもも親親ししみみややすすいい動動画画をを作作成成すするるななどど次次世世代代をを担担うう子子供供たたちちのの環環境境教教育育
にに繋繋ががるるココンンテテンンツツをを充充実実化化

戦略を設定する理由・背景
環環境境配配慮慮型型ラライイフフススタタイイルルのの浸浸透透・・定定着着にに向向けけてて、、効効果果的的ななココミミュュニニケケーーシショョンンややアアププロローーチチ手手法法をを構構築築すするるととととももにに、、そそのの取取組組をを多多様様なな主主体体とと連連携携・・協協働働をを図図りりなな
ががらら、、環環境境分分野野にに関関連連すするる各各取取組組をを加加速速・・深深化化しし、、都都民民・・事事業業者者等等のの行行動動変変容容にに繋繋げげるる。。

団体における現状（課題）
◆◆環環境境配配慮慮行行動動をを促促すす新新たたななアアププロローーチチ展展開開
・・22003300年年カカーーボボンンハハーーフフのの実実現現にに向向けけててはは、、都都民民・・事事業業者者等等自自ららががよよりり一一層層環環境境
にに配配慮慮ししたた行行動動をを実実践践すするるここととがが求求めめらられれてておおりり、、効効果果的的なな誘誘導導策策をを構構築築ししててここ
ととがが必必要要ででああるる。。
・・そそののたためめ、、既既存存のの手手法法にによよるる事事業業展展開開、、情情報報発発信信だだけけででななくく、、個個々々のの実実情情にに応応
じじたたアアププロローーチチがが重重要要ととななっってていいるる。。

◆◆他他分分野野ととのの連連携携
都都民民のの行行動動変変容容にに向向けけててはは、、SSDDGGssのの視視点点かからら次次世世代代にに向向けけてて、、学学校校教教育育ななどど新新たた
なな分分野野ととのの連連携携にによよるる誘誘導導策策をを展展開開ししてていいくくここととがが不不可可欠欠ででああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆公公社社リリソソーーススとと多多様様ななチチャャネネルルをを活活用用ししたたアアププロローーチチ手手法法のの構構築築
・・公公社社のの持持つつ幅幅広広いいネネッットトワワーーククをを活活用用しし、、社社会会ニニーーズズととそそれれをを踏踏ままええたた環環境境配配
慮慮行行動動へへのの誘誘導導手手段段等等のの情情報報収収集集・・分分析析、、行行動動変変容容にに向向けけたた有有効効ななアアププロローーチチ方方
法法等等をを構構築築すするる。。
・・構構築築ににああたたっっててはは、、各各事事業業分分野野ののリリソソーーススのの活活用用とと民民間間・・団団体体等等のの連連携携をを軸軸にに
イイベベンントトププロロモモーーシショョンンをを展展開開しし、、公公社社カカススタタママーー層層のの拡拡大大をを図図るるととととももにに、、デデ
ジジタタルル技技術術をを活活用用ししたたユユーーザザーー個個々々のの特特性性にに応応じじたた情情報報提提供供にによよりり、、都都民民・・事事業業
者者等等のの行行動動変変容容にに繋繋げげるる。。

◆◆多多様様なな主主体体ととのの連連携携強強化化
・・次次世世代代ののアアププロローーチチととししてて、、教教育育ななどど他他分分野野団団体体ととのの連連携携をを進進めめ、、都都民民等等のの自自
発発的的なな行行動動をを後後押押ししすするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

行行動動変変容容にに
向向けけたた具具体体
的的ななアアププ
ロローーチチ方方法法
等等のの構構築築

目目
標標
①①

●●公公社社全全体体のの環環境境配配慮慮取取組組方方針針のの
ももとと、、公公社社全全事事業業でで展展開開
（（特特にに資資源源循循環環分分野野でで取取組組をを強強化化
しし、、東東京京ササーーキキュュララーーエエココノノミミーー
推推進進セセンンタターーをを情情報報発発信信拠拠点点ととしし
てて、、廃廃ププララ対対策策やや食食品品ロロスス対対策策なな
どど先先進進的的なな取取組組ののママッッチチンンググ、、モモ
デデルル事事業業をを展展開開））

●●ササーーキキュュララーーエエココノノミミーーのの実実現現にに繋繋ががるる
廃廃ププララ対対策策やや食食品品ロロスス削削減減をを実実施施すするる５５事事
業業者者をを選選定定しし、、モモデデルル事事業業をを展展開開
（（CCiirrcclloooopp、、全全国国清清涼涼飲飲料料連連合合会会、、ラライイオオ
ンン、、TTRRIIFFEE  DDEESSIIGGNN、、ヘヘリリテテッッジジ））
●●新新たたににポポーータタルルササイイトトをを構構築築しし、、企企業業・・
団団体体等等のの取取組組をを発発信信すするるななどどササーーキキュュララーー
ビビジジネネススのの浸浸透透をを後後押押しし

●●ササーーキキュュララーーエエココノノミミーー推推進進セセンンタターーににおおいい
てて資資源源循循環環分分野野のの取取組組をを強強化化すするるほほかか、、ククーー
ルル・・ネネッットトででははHHTTTT広広報報をを展展開開すするるななどど他他事事業業
ににおおいいててもも各各事事業業ののユユーーザザーーにに対対ししてて行行動動変変容容
をを促促すすアアププロローーチチをを展展開開ししたた。。
●●ユユーーザザーー個個々々のの更更ななるる行行動動のの深深化化とと関関心心がが低低
いい分分野野のの開開拓拓をを図図るるべべくく、、興興味味関関心心やや取取組組状状況況
ななどどデデーータタのの活活用用にによよるる情情報報発発信信をを可可能能ととすするる
新新たたなな仕仕組組みみをを構構築築ししてていいくく。。

●●最最終終年年度度にに当当たたっっててはは、、ここれれままでで
のの実実績績等等をを踏踏ままええ取取組組をを強強化化しし、、
ユユーーザザーー個個々々のの特特性性にに応応じじたたププッッ
シシュュ型型情情報報提提供供にによよりり行行動動変変容容をを後後
押押ししすするる新新たたなな登登録録型型特特設設ササイイトト
（（WWeebb））をを構構築築・・展展開開
・・公公社社イイベベンントト等等ププッッシシュュ型型のの情情報報
提提供供にによよりり行行動動をを喚喚起起
・・蓄蓄積積ししたたデデーータタをを分分析析しし、、新新たたなな
アアププロローーチチにに活活用用

環環境境配配慮慮行行
動動をを喚喚起起すす
るる事事業業のの展展
開開

目目
標標
①①

●●金金融融機機関関、、企企業業、、団団体体等等とと連連携携
ししたた効効果果的的なな広広報報展展開開
●●大大会会レレガガシシ－－ややCCOO２２フフリリーー水水素素
のの利利活活用用ななどど水水素素社社会会ををよよりり身身近近
にに感感じじてていいたただだくく普普及及施施設設をを目目指指
しし施施設設改改修修をを実実施施

●●ききららぼぼしし銀銀行行とと中中小小企企業業等等のの地地球球温温暖暖化化
対対策策のの取取組組促促進進にに係係るる協協力力及及びび連連携携にに関関すす
るる協協定定をを締締結結
●●ススイイソソミミルルでではは東東京京22002200大大会会ででのの水水素素利利
活活用用のの展展示示ななどど、、最最新新動動向向をを踏踏ままええたた展展示示
改改修修をを実実施施
●●ままたた、、資資源源循循環環やや気気候候変変動動適適応応ななどど他他分分
野野のの要要素素をを組組みみ込込んんだだイイベベンントトをを開開催催
（（８８//1199～～2211））

●●中中小小企企業業等等へへのの資資金金面面かかららのの後後押押ししととししてて、、
ききららぼぼしし銀銀行行とと連連携携しし、、地地球球温温暖暖化化防防止止対対策策報報
告告書書制制度度をを活活用用ししたた特特別別融融資資ススキキーームムをを構構築築しし
たた。。
●●ススイイソソミミルルのの施施設設改改修修ななどど水水素素普普及及のの訴訴求求力力
をを高高めめるる取取組組をを推推進進ししたた。。
●●公公社社主主催催イイベベンントトににおおいいてて、、分分野野のの垣垣根根をを越越
ええたた誘誘導導策策をを展展開開すするるととととももにに、、事事後後アアンンケケーー
トト実実施施にによよりり、、参参加加者者のの関関心心やや行行動動のの変変化化をを把把
握握しし、、アアププロローーチチのの効効果果検検証証をを実実施施ししたた。。
●●今今後後はは、、環環境境公公社社ののブブラランンドド力力向向上上もも見見据据ええ、、
公公社社リリソソーーススをを最最大大限限活活用用しし、、イイベベンントトププロロ
モモーーシショョンンをを強強化化ししてていいくく。。

●●「「環環境境ののここととなならら環環境境公公社社」」ののブブ
ラランンドド定定着着にに向向けけたた広広報報強強化化
・・ススイイソソミミルルやや各各事事業業分分野野ののリリソソーー
ススのの活活用用とと民民間間・・団団体体とと連連携携ししたたイイ
ベベンントト等等のの開開催催 年年1100回回
・・公公社社ホホーームムペペーージジををリリニニュューーアアルル
しし、、動動画画等等ののアアーーカカイイブブ配配信信をを実実施施
５５件件（（エエネネルルギギーー、、資資源源、、自自然然、、適適
応応、、環環境境学学習習各各分分野野１１件件））

他他団団体体とと連連
携携ししたた事事業業
展展開開

目目
標標
①①

●●公公社社SSDDGGssのの取取組組提提案案ををベベーーススとと
ししたた各各連連携携事事業業・・ププロロググララムムのの実実
施施
（（教教育育機機関関とと連連携携ししてて、、水水素素エエネネ
ルルギギーーにに加加ええてて新新たたにに食食品品ロロスス削削
減減にに向向けけたた出出前前授授業業ななどど都都内内小小学学
校校にに展展開開すするるととととももにに、、エエネネルル
ギギーーやや自自然然分分野野ななどどのの新新たたななココンン
テテンンツツをを制制作作すするるななどど環環境境学学習習ププ
ロロググララムムをを拡拡充充））

●●自自然然環環境境分分野野のの出出前前授授業業ココンンテテンンツツのの制制
作作にに着着手手すするるととととももにに、、HHTTTTのの取取組組とと助助成成
金金事事業業のの活活用用のの促促進進をを目目的的ととししたた動動画画をを作作
成成
●●都都内内教教育育機機関関向向けけイイベベンントトにに出出展展しし、、出出
前前授授業業ををPPRR
（（カカーーボボンンハハーーフフススタタイイルル推推進進教教育育フフォォーー
ララムム1111//2244））

●●新新たたなな分分野野のの出出前前授授業業ののほほかか、、子子供供たたちちににもも
親親ししみみややすすいい動動画画をを作作成成すするるななどど次次世世代代をを担担うう
子子供供たたちちのの環環境境教教育育にに繋繋ががるるココンンテテンンツツのの制制作作
にに取取りり組組んんだだ。。
●●教教育育機機関関がが抱抱ええるる課課題題やや出出前前授授業業ののニニーーズズをを
個個別別ににヒヒアアリリンンググすするるななどど教教育育機機関関ととのの連連携携構構
築築にに向向けけたた基基盤盤のの構構築築をを図図っったた。。
●●教教育育機機関関ととのの連連携携をを強強化化しし出出前前授授業業のの実実施施にに
繋繋げげてていいくくととととももにに、、現現場場ののニニーーズズをを踏踏ままええ、、
更更ななるるココンンテテンンツツのの充充実実化化をを図図っってていいくく。。

●●持持続続可可能能なな社社会会へへののアアププロローーチチとと
ししてて、、ままずずはは子子供供たたちちををタターーゲゲッットト
ととしし、、教教育育機機関関とと連連携携ししたた出出前前授授業業
のの拡拡充充
・・新新たたなな環環境境分分野野をを題題材材ととすするるほほかか、、
デデジジタタルル技技術術をを活活用用ししたたココンンテテンンツツ
のの制制作作
・・出出前前授授業業実実施施回回数数 年年４４回回

(公財)東京都環境公社

戦戦略略５５
環環境境配配慮慮行行動動へへのの変変容容をを促促すすアアププロローーチチ手手法法等等のの
構構築築・・展展開開

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

〇

関連する都の重要施策
－

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇

東
京
都

東
京
都

環
境
公
社

環
境
公
社
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2023年度改訂版のポイント

◆戦略１ 福祉保健医療サービスを⽀える専⾨的な⼈材育成の充実及び戦略５ 社会・経済環境の
変化に的確に対応する組織構築・強化について、⼦供家庭分野の⽀援者向けの研修や、障害者の
虐待防⽌に係る相談⽀援事業、障害福祉サービス事業者指定申請の受付業務等の新たな事業の実
施など、局や関係団体等との連携を更に強化するため改訂

◆各個別取組事項における、都の計画に基づく年次計画の改訂

【プランの主な改訂内容】

（公財）東京都福祉保健財団

障害者虐待防
⽌・権利擁護、
強度⾏動障害⽀
援者の育成研修
を実施

・障害者虐待防⽌・権利擁護研修
受講者数 1,285⼈

・強度⾏動障害⽀援者養成研修
受講者数 1,700⼈

障害者虐待防
⽌・権利擁護、
強度⾏動障害⽀
援者の研修等及
び相談⽀援を実
施

・障害者虐待防⽌・権利擁護研修
受講者数 3,385⼈※

・強度⾏動障害⽀援者養成研修
受講者数 2,700⼈※

・障害者権利擁護推進事業（仮称）
等の実施
・上記のほか2023年度から東京都
障害者ピアサポート研修（仮称）の
実施
※研修受講ニーズの⾼まりを受け
た規模の拡充

戦略１ 福祉保健医療サービスを⽀える専⾨的な⼈材育成の充実

個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

⼦育て⽀援員の
養成研修を実施

○⼦育て⽀援員研修（地域保育研
修）
コース数 34コース
受講者数 2,660⼈

⼦育て⽀援員の
養成研修、⼦供
や家庭の相談⽀
援を⾏う⼈材の
育成研修の検討

時宜に応じて集合型・オンライン
型・ハイブリッド等実施⽅法を⼯夫
して実施
・⼦育て⽀援員研修（地域保育研
修）
コース数 34コース
受講者数 2,620⼈

・新たにとうきょう⼦育て応援パー
トナー研修事業（仮称）の実施

戦略５ 社会・経済環境の変化に的確に対応する組織構築・強化
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

局との連携強化
及び区市町村・
他団体との連携

・局内調査に基づく計画を踏まえた事業内容の
検討及びそれに伴う⼈員・組織・スペースの検
討・調整
・区市町村⽀援策の検討の具体化及び区市町村
への確認・調整・折衝並びに区市町村⽀援の企
画⽴案
・医療関係団体等との連携開始
・都及び児童相談所等との具体的な研修内容等
の調整・実施

局との連携強化
及び区市町村・
他団体との連携

・局内調査に基づく計画を踏まえた
新規事業等の検討・調整
・2023年度新規事業の効率的・効
果的な実施
・区市町村⽀援策の検討の具体化・
企画⽴案
・関係団体との連携の更なる展開
・若年世代等を対象とした具体的な
研修内容等を都と連携し検討・調整

東
京
都

東
京
都

福
祉
保
健
財
団

福
祉
保
健
財
団
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【都都のの施施策策をを確確実実にに実実施施すするる取取組組】】
①①高高齢齢分分野野、、保保育育分分野野、、障障害害分分野野、、生生活活福福祉祉分分野野ににおおいいてて必必要要なな人人材材をを都都のの
計計画画にに応応じじてて育育成成ししてていいるる。。
【【研研修修効効果果及及びび利利便便性性向向上上にに向向けけたた取取組組】】
②②伝伝ええるるべべきき知知識識・・情情報報ををししっっかかりりとと伝伝達達すするる本本来来のの目目的的をを遵遵守守ししつつつつ、、受受
講講者者のの利利便便性性がが向向上上ししたた人人材材育育成成事事業業をを実実施施ししてていいるる。。

各各分分野野のの専専門門人人材材のの育育成成ににつついいててはは、、効効果果的的なな研研修修実実施施のの周周知知やや都都のの施施策策動動向向をを見見
据据ええななががらら次次年年度度以以降降のの事事業業展展開開のの検検討討をを行行ううななどど、、都都のの喫喫緊緊のの課課題題ででああるる福福祉祉人人
材材対対策策へへのの取取組組をを継継続続ししてて進進めめてていいるる。。ままたた、、各各種種研研修修等等のの実実施施ににああたたっっててはは、、オオ
ンンラライインンややオオンンデデママンンドド媒媒体体をを積積極極的的にに導導入入・・活活用用しし、、長長期期化化ししてていいるるココロロナナ禍禍にに
おおいいててもも都都のの施施策策やや都都民民、、事事業業者者等等ののニニーーズズへへのの対対応応にに努努めめてていいるる。。

戦略を設定する理由・背景
少少子子高高齢齢化化のの進進展展にに伴伴うう福福祉祉保保健健医医療療ニニーーズズはは拡拡大大・・多多様様化化・・複複雑雑化化ししてていいるるととととももにに、、住住ままいい・・医医療療・・介介護護・・予予防防・・生生活活支支援援がが一一体体的的にに提提供供さされれるる地地域域包包括括ケケアアシシ
スステテムムのの構構築築がが推推進進さされれてていいるる。。

団体における現状（課題）
【【都都のの施施策策をを確確実実にに実実施施すするる取取組組】】
◆◆福福祉祉人人材材不不足足のの解解消消にに向向けけてて、、各各分分野野がが抱抱ええるる課課題題やや都都のの施施策策をを踏踏ままええてて、、人人
材材のの確確保保・・育育成成・・定定着着ををししてていいくく必必要要ががああるる。。
◆◆22002255年年をを目目途途ととししてていいるる地地域域包包括括ケケアアシシスステテムムのの構構築築にに向向けけてて、、都都ににおおけけるる地地
域域包包括括ケケアアシシスステテムムのの一一端端をを支支ええるる人人材材をを育育成成ししてていいくく必必要要ががああるる。。
◆◆少少子子高高齢齢化化のの進進展展ととととももにに拡拡大大・・多多様様化化・・複複雑雑化化すするる福福祉祉保保健健医医療療ニニーーズズやや、、
都都ににおおけけるる新新たたなな課課題題にに柔柔軟軟なな対対応応がが求求めめらられれてていいるる。。
【【研研修修効効果果及及びび利利便便性性向向上上にに向向けけたた取取組組】】
◆◆ポポスストト・・ココロロナナのの対対応応ととししてて、、研研修修ののオオンンラライインン化化をを実実現現すするる必必要要ががああるる。。
※※全全事事業業ののううちち、、一一部部ででももオオンンラライインンをを取取りり入入れれたた事事業業はは5566..66％％
※※研研修修事事業業にに限限っったた場場合合のの導導入入率率はは8844..66％％
◆◆研研修修のの申申込込受受付付やや受受講講者者管管理理はは研研修修ごごととにに独独自自のの方方法法でで実実施施ししてておおりり、、且且つつ郵郵
送送ややFFAAXXにによよるる受受付付方方法法がが多多くく残残っってていいるるここととかからら、、受受講講者者のの手手間間やや郵郵送送経経費費等等のの
省省力力化化・・経経費費縮縮減減化化等等をを検検討討すするる必必要要ががああるるととととももにに、、効効率率的的ででミミススののなないい受受付付
管管理理やや受受講講者者管管理理をを行行っってていいくく必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
【【都都のの施施策策をを確確実実にに実実施施すするる取取組組】】
◆◆介介護護保保険険制制度度のの中中核核をを担担うう専専門門人人材材をを養養成成すするるととととももにに、、地地域域包包括括ケケアアシシスステテ
ムムににおおいいててササーービビススののココーーデディィネネーートト等等をを行行うう人人材材をを育育成成すするる。。
◆◆待待機機児児童童問問題題のの解解消消にに向向けけたた「「子子どどもも・・子子育育てて支支援援新新制制度度」」のの実実施施にに伴伴いい地地域域
のの保保育育等等でで担担いい手手ととななるる人人材材をを養養成成すするる。。
◆◆生生活活困困窮窮者者にに対対すするる支支援援のの重重要要性性はは増増ししてていいるるたためめ、、そそのの支支援援をを担担うう人人材材をを育育
成成ししてていいくく。。ままたた、、ひひききここももりりのの中中高高年年化化問問題題ににつついいてて、、そそのの課課題題解解決決をを担担うう人人
材材育育成成事事業業をを構構築築しし、、支支援援すするる人人材材をを育育成成すするる。。
【【研研修修効効果果及及びび利利便便性性向向上上にに向向けけたた取取組組】】
◆◆研研修修効効果果をを勘勘案案ししたた上上ででオオンンラライインン研研修修をを積積極極的的にに導導入入すするる。。演演習習ややググルルーーププ
ワワーーククななどど実実践践形形式式をを伴伴うう研研修修はは、、そそのの質質のの確確保保がが課課題題ででああるるたためめ、、方方法法のの検検討討
をを行行っってていいるる。。ままたた、、既既ににオオンンラライインン化化にに関関すするる実実施施方方針針をを取取りり纏纏めめてておおりり、、
22002233年年度度かからら本本格格実実施施をを目目指指すす。。
◆◆実実施施方方針針にに基基づづきき、、研研修修受受付付、、資資料料収収受受、、受受講講者者管管理理、、アアンンケケーートト実実施施、、修修了了
証証のの発発行行ななどど、、研研修修実実施施にに係係るるオオンンラライインン受受付付シシスステテムムをを構構築築・・導導入入すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

地地域域包包括括ケケ
アアシシスステテムム
にに資資すするる人人
材材のの養養成成研研
修修をを実実施施

目目
標標
①①

・・介介護護支支援援専専門門員員実実務務研研
修修
養養成成数数 886600人人

・・オオンンラライインン研研修修のの本本格格
実実施施
・・地地域域包包括括支支援援セセンンタターー
職職員員研研修修
（（初初任任者者））（（現現任任者者））

受受講講者者数数 770000人人
（（講講師師養養成成））受受講講者者数数

115500人人

・・介介護護支支援援専専門門員員実実務務研研修修 養養
成成数数 661133人人

※※今今年年度度試試験験合合格格者者対対象象のの研研
修修をを1122月月募募集集、、１１月月～～３３月月実実施施
予予定定
・・地地域域包包括括支支援援セセンンタターー職職員員研研
修修

（（初初任任者者））（（現現任任者者））受受講講
者者数数 555511人人

((講講師師養養成成））11月月～～22月月にに実実
施施予予定定

介介護護支支援援専専門門員員実実務務研研修修はは、、演演習習をを含含むむ全全日日程程オオンンラライインン
ココーーススののほほかか、、オオンンラライインンにに対対応応ででききなないい受受講講者者向向けけにに集集
合合型型ココーーススをを併併せせてて実実施施ししたた。。ななおお、、ココロロナナ感感染染対対策策ののたた
めめ、、集集合合型型研研修修でではは会会場場定定員員をを11//22にに縮縮小小ししつつつつもも、、最最大大限限
のの受受講講規規模模をを確確保保ししたた。。
地地域域包包括括支支援援セセンンタターー職職員員研研修修はは研研修修運運営営委委員員会会のの下下ににカカ
リリキキュュララムム作作成成部部会会をを設設置置しし研研修修内内容容をを体体系系的的にに検検討討。。現現
任任者者研研修修ににおおいいててオオンンラライインンとと集集合合形形式式のの両両方方をを取取りり入入れれ
るる等等、、内内容容のの充充実実をを図図っったた。。感感染染症症対対策策ののたためめ現現任任者者のの集集
合合研研修修はは定定員員をを縮縮小小ししてて実実施施ししたた。。

時時宜宜にに応応じじてて集集合合型型・・オオンンラライインン型型・・ハハ
イイブブリリッッドド等等実実施施方方法法をを工工夫夫ししてて実実施施
・・介介護護支支援援専専門門員員実実務務研研修修

養養成成数数 11,,115588人人
・・オオンンラライインン研研修修のの本本格格実実施施
・・地地域域包包括括支支援援セセンンタターー職職員員研研修修

（（初初任任者者））（（現現任任者者））受受講講者者数数 660000人人
（（講講師師養養成成））受受講講者者数数 115500人人

子子育育てて支支援援
員員のの養養成成研研
修修、、子子供供やや
家家庭庭のの相相談談
支支援援をを行行うう
人人材材のの育育成成
研研修修のの検検討討

目目
標標
①①

・・子子育育てて支支援援員員研研修修（（地地
域域保保育育研研修修））

ココーースス数数 3344ココーースス
受受講講者者数数 22,,666600人人

・・子子育育てて支支援援員員研研修修（（地地域域保保育育
研研修修））

ココーースス数数 3377ココーースス
受受講講決決定定者者数数 22,,007733人人

・・ととううききょょうう子子育育てて応応援援パパーートト
ナナーー研研修修

東東京京都都ととのの受受託託調調整整、、研研修修内内
容容のの検検討討

・・子子育育てて支支援援員員研研修修はは、、オオンンラライインンとと集集合合そそれれぞぞれれのの実実施施
方方法法でで実実施施しし、、受受講講者者のの希希望望にに応応じじたた研研修修をを実実施施ししたた。。保保
育育現現場場のの見見学学実実習習ににつついいててはは、、代代替替カカリリキキュュララムムをを構構築築しし、、
受受講講者者がが選選択択ででききるるよよううにに実実施施ししたた。。
受受講講決決定定者者数数はは22002222年年度度確確定定値値でであありり、、計計画画値値をを下下回回っっ

たた要要因因はは定定員員にに対対ししてて応応募募者者数数がが下下回回っったたたためめででああるる。。
・・ととううききょょうう子子育育てて応応援援パパーートトナナーー研研修修はは、、財財団団ととししててのの
新新たたなな支支援援対対象象ででああるる妊妊娠娠期期かからら就就学学前前のの子子供供とと家家庭庭にに対対
すするる相相談談支支援援をを行行うう支支援援者者向向けけ研研修修をを令令和和55年年度度かからら実実施施すす
るる。。

時時宜宜にに応応じじてて集集合合型型・・オオンンラライインン型型・・ハハ
イイブブリリッッドド等等実実施施方方法法をを工工夫夫ししてて実実施施
・・子子育育てて支支援援員員研研修修（（地地域域保保育育研研修修））

ココーースス数数 3344ココーースス
受受講講者者数数 22,,662200人人

・・新新たたににととううききょょうう子子育育てて応応援援パパーートト
ナナーー研研修修事事業業のの実実施施

生生活活困困窮窮者者
ややひひききここもも
りりにに対対すするる
支支援援者者等等のの
育育成成研研修修をを
実実施施

目目
標標
①①

・・自自立立相相談談支支援援事事業業従従事事
者者研研修修
受受講講者者数数 228800人人

・・ひひききここももりりにに係係るる支支援援
者者等等育育成成研研修修等等事事業業
受受講講者者数数 224400人人

・・自自立立相相談談支支援援事事業業従従事事者者研研修修
受受講講者者数数 225599人人

・・ひひききここももりりにに係係るる支支援援者者等等育育
成成研研修修等等事事業業

受受講講者者数数 226699人人

・・自自立立相相談談支支援援事事業業従従事事者者研研修修ににつついいててはは、、22002222年年度度にに研研
修修のの構構成成をを一一部部変変更更しし、、共共通通項項目目かかつつ各各職職種種別別研研修修ににつつなな
ががるる内内容容をを扱扱ううももののととししてて「「共共通通研研修修」」をを新新たたにに設設定定。。講講
師師のの協協力力をを得得てて研研修修日日程程をを前前倒倒ししししたた（（年年内内にに終終了了のの予予
定定））。。職職種種別別研研修修はは都都とと調調整整のの上上、、集集合合型型でで実実施施ししたた。。
・・ひひききここももりりにに係係るる支支援援者者等等育育成成研研修修等等事事業業はは、、オオンンラライイ
ンン形形式式でで実実施施しし、、終終了了後後はは欠欠席席者者対対応応やや、、受受講講内内容容のの振振返返
りりののたためめオオンンデデママンンドド配配信信をを行行っってて、、研研修修効効果果をを高高めめてていい
るる。。研研修修内内容容もも都都のの施施策策のの反反映映をを講講師師とと調調整整ししてて充充実実をを
図図っってていいるる。。

時時宜宜にに応応じじてて集集合合型型・・オオンンラライインン型型・・ハハ
イイブブリリッッドド等等実実施施方方法法をを工工夫夫ししてて実実施施
・・自自立立相相談談支支援援事事業業従従事事者者研研修修

受受講講者者数数 228800人人
・・ひひききここももりりにに係係るる支支援援者者等等育育成成研研修修等等
事事業業

受受講講者者数数 224400人人

障障害害者者虐虐待待
防防止止・・権権利利
擁擁護護、、強強度度
行行動動障障害害支支
援援者者のの研研修修
等等及及びび相相談談
支支援援をを実実施施

目目
標標
①①

・・障障害害者者虐虐待待防防止止・・権権利利
擁擁護護研研修修
受受講講者者数数 11,,228855人人

・・強強度度行行動動障障害害支支援援者者養養
成成研研修修
受受講講者者数数 11,,770000人人

・・障障害害者者虐虐待待防防止止・・権権利利擁擁護護研研
修修

受受講講決決定定 11,,226655人人
・・強強度度行行動動障障害害支支援援者者養養成成研研修修

受受講講決決定定 11,,444422人人
・・障障害害者者権権利利擁擁護護推推進進事事業業

東東京京都都ととのの受受託託調調整整、、相相談談体体
制制等等のの検検討討

・・両両研研修修とともも障障害害福福祉祉ササーービビスス事事業業所所ににととっってて必必要要性性のの高高
いい研研修修ででああるるたためめ、、ココロロナナ禍禍ででもも確確実実にに受受講講ででききるるよようう研研
修修運運営営委委員員会会ででカカリリキキュュララムムをを調調整整しし、、充充実実をを図図っったた。。一一
部部講講義義ははオオンンデデママンンドド型型をを導導入入ししオオンンラライインンででのの演演習習回回数数
ににつついいててもも回回数数をを増増ややししてていいるる。。
強強度度行行動動障障害害支支援援者者研研修修ににつついいてて、、計計画画値値のの想想定定はは集集合合型型
ででああるるがが、、感感染染症症拡拡大大防防止止ののたためめオオンンラライインン型型にに変変更更ししたた
ここととにによよりり計計画画値値をを下下回回っったた。。
・・障障害害者者権権利利擁擁護護推推進進事事業業はは、、都都がが直直接接実実施施ししてていいたた区区市市
町町村村等等かかららのの相相談談窓窓口口をを財財団団にに移移管管すするるももののででああるる。。

・・障障害害者者虐虐待待防防止止・・権権利利擁擁護護研研修修
受受講講者者数数 33,,338855人人※※

・・強強度度行行動動障障害害支支援援者者養養成成研研修修
受受講講者者数数 22,,770000人人※※

・・障障害害者者権権利利擁擁護護推推進進事事業業（（仮仮称称））等等のの
実実施施
・・上上記記ののほほかか22002233年年度度かからら東東京京都都障障害害者者
ピピアアササポポーートト研研修修のの実実施施

※※研研修修受受講講ニニーーズズのの高高ままりりをを受受けけたた規規
模模のの拡拡充充

育育成成すするる人人
材材にに応応じじたた
研研修修実実施施方方
法法のの検検討討及及
びび受受付付シシスス
テテムムのの構構
築築・・導導入入

目目
標標
②②

・・育育成成すするる人人材材にに応応じじたた
適適切切なな研研修修実実施施とと分分析析・・
検検証証（（非非接接触触型型、、集集合合型型、、
ハハイイブブリリッットト型型））
・・研研修修受受付付管管理理等等シシスステテ
ムムのの試試行行的的導導入入及及びび本本格格
導導入入にに向向けけたた課課題題整整理理、、
機機能能要要件件検検討討・・調調整整

・・WWeebb会会議議シシスステテムム、、YYoouuttuubbee
（（動動画画配配信信））、、eeララーーニニンンググ等等のの
オオンンラライインン・・オオンンデデママンンドドシシスス
テテムムをを活活用用ししたた非非接接触触型型研研修修へへ
ののススキキーームム変変更更及及びび着着実実なな実実施施
・・シシスステテムムのの試試行行運運用用にによよりり表表
面面化化ししたた運運用用課課題題ににつついいてて、、機機
能能要要件件のの再再整整理理ややオオププシショョンン機機
能能のの追追加加等等にによよりり対対応応すするる方方向向
ででベベンンダダーーとと調調整整中中

・・ココロロナナ禍禍ににおおいいててもも都都のの計計画画にに応応じじたた人人材材育育成成をを行行っってて
いいくくたためめ、、業業務務フフロローーのの見見直直しし及及びびオオンンラライインンのの有有効効性性、、
利利点点をを整整理理しし、、オオンンラライインン等等のの非非接接触触型型研研修修をを推推進進ししてていい
るる。。オオンンラライインン化化がが困困難難なな演演習習等等のの実実践践形形式式のの研研修修ににつついい
ててもも、、WWeebb会会議議シシスステテムムをを活活用用ししななががらら実実施施ししてていいるる。。
・・オオンンラライインン受受付付シシスステテムムのの導導入入ににつついいててはは、、各各研研修修事事業業
のの特特性性にに応応じじてて必必要要ととななるる追追加加機機能能をを使使用用ででききるるよようう、、機機
能能調調整整をを進進めめてていいるる。。

・・育育成成すするる人人材材にに応応じじたた適適切切なな研研修修実実施施
とと分分析析・・検検証証（（非非接接触触型型、、集集合合型型、、ハハイイ
ブブリリッットト型型））
・・オオンンラライインン受受付付シシスステテムムのの本本格格導導入入及及
びび運運用用をを踏踏ままええたた課課題題等等のの洗洗いい出出しし
（（PPDDCCAA））
・・eeララーーニニンンググななどどににおおけけるる受受講講管管理理やや確確
認認テテスストトななどどオオンンラライインン化化ししたたここととにによよ
るる効効果果のの分分析析

(公財)東京都福祉保健財団

戦戦略略１１ 福福祉祉保保健健医医療療ササーービビススをを支支ええるる専専門門的的なな人人材材育育成成のの充充実実

戦略の性質
経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■未未来来のの東東京京戦戦略略 戦戦略略１１：：子子供供のの笑笑顔顔ののたためめのの戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分
都の

重要施策
財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 〇

東
京
都

東
京
都

福
祉
保
健
財
団

福
祉
保
健
財
団
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①財財団団のの支支援援がが介介護護ロロボボッットト等等のの補補助助金金申申請請をを行行うう事事業業者者にに対対ししてて、、よよりり効効
果果をを高高めめてていいるる。。
②②東東京京都都社社会会福福祉祉事事業業団団へへののデデジジタタルル等等導導入入促促進進及及びび財財団団事事業業のの活活用用にによよりり
同同団団体体のの取取組組をを発発信信ししてていいるる。。
③③職職員員宿宿舎舎借借りり上上げげ支支援援がが充充実実ししてていいるる。。
④④子子供供やや家家庭庭をを支支ええるるたためめのの事事業業ををよよりり効効果果的的にに再再構構築築しし、、ニニーーズズにに即即ししたた
支支援援をを行行っってていいるる。。
⑤⑤区区市市ニニーーズズにに応応じじたた同同行行支支援援がが実実施施ででききてていいるる。。

介介護護現現場場ににおおけけるる生生産産性性のの向向上上にに資資すするる事事業業はは、、事事業業者者にに対対ししてて都都のの各各種種補補助助制制度度
とと普普及及啓啓発発をを連連動動ささせせたた効効果果的的なな事事業業展展開開をを図図っってていいるる。。財財団団がが実実施施すするる事事業業者者にに
対対すするる助助成成事事業業ににつついいててはは、、各各団団体体ににききめめ細細ややかかににヒヒアアリリンンググをを実実施施すするるななどど、、事事
業業者者ニニーーズズのの深深堀堀りりやや適適切切なな支支援援をを実実施施すするるここととでで各各助助成成事事業業のの推推進進にに努努めめてていいるる。。
区区市市町町村村ニニーーズズにに応応じじたた同同行行支支援援ににつついいててはは、、長長期期化化ししてていいるるココロロナナ禍禍ででのの区区市市町町
村村のの実実地地指指導導動動向向をを把把握握ししななががらら柔柔軟軟にに対対応応しし、、受受託託ししてていいるる。。

戦略を設定する理由・背景
22002255年年ににはは都都内内でで介介護護職職員員がが約約３３万万６６千千人人不不足足すするるとと見見込込ままれれるるななどど、、介介護護ササーービビスス事事業業所所ににととっってて職職員員のの確確保保・・定定着着はは喫喫緊緊のの課課題題ででああるるととととももにに、、事事業業者者へへのの指指
導導・・助助言言ななどどをを通通じじててササーービビススのの質質のの向向上上等等をを図図っってていいるる区区市市町町村村のの役役割割はは重重要要性性をを増増ししてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆都都ににおおけけるる第第88期期東東京京都都高高齢齢者者保保健健福福祉祉計計画画策策定定にに伴伴いい、、財財団団ががここれれままでで実実施施しし
ててききたた介介護護人人材材のの確確保保・・定定着着にに関関すするる既既存存事事業業をを、、介介護護現現場場ににおおけけるる生生産産性性のの向向
上上にに資資すするる事事業業にに再再構構築築すするる必必要要ががああるる。。
◆◆事事業業者者にに対対すするる助助成成事事業業ににおおいいててはは、、直直にに事事業業者者とと接接すするる現現場場ととししてて、、事事業業者者
ニニーーズズをを収収集集・・把把握握しし、、よよりり効効果果的的なな事事業業構構築築ををししてていいくく必必要要ががああるる。。
◆◆区区市市町町村村にによよるる事事業業者者へへのの実実地地指指導導ににつついいてて、、区区市市町町村村ごごととにに指指導導ノノウウハハウウやや
体体制制ののばばららつつきき等等のの課課題題ががああるるたためめ、、事事務務受受託託法法人人ととししてて支支援援ししてていいくく必必要要ががああ
るる。。

課題解決の⼿段
◆◆介介護護現現場場ににおおけけるる生生産産性性のの向向上上にに資資すするる事事業業へへのの再再構構築築ににおおいいてて、、都都のの補補助助金金
ととのの連連動動をを見見据据ええななががらら、、介介護護ロロボボッットト等等のの次次世世代代介介護護機機器器ととデデジジタタルル機機器器のの導導
入入促促進進をを効効果果的的にに支支援援ししてていいくくととととももにに、、併併せせてて組組織織体体制制やや人人材材のの育育成成ななどど、、ママ
ネネジジメメンントトにに関関すするる支支援援をを行行うう。。
◆◆助助成成事事業業ににおおいいててはは、、事事業業者者ニニーーズズをを把把握握ししたた上上でで、、よよりり効効果果的的なな制制度度設設計計にに
向向けけたた提提案案をを都都ににししてていいくくととととももにに、、事事業業のの周周期期にに応応じじてて効効果果検検証証をを行行うう。。
◆◆ココロロナナ禍禍ににおおいいてて区区市市ニニーーズズやや動動向向等等のの把把握握ををすするるたためめ、、区区市市ととのの連連絡絡会会やや情情
報報交交換換会会をを主主催催すするるここととでで、、受受託託件件数数のの推推計計やや受受託託ササーービビスス拡拡大大のの検検討討ががででききるる
ととととももにに、、計計画画的的なな事事業業実実施施体体制制のの見見直直ししがが可可能能ととななるる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

介介護護現現場場にに
おおけけるる生生産産
性性向向上上にに向向
けけたた普普及及啓啓
発発及及びび補補助助
制制度度のの活活用用
促促進進

目目
標標
①①

・・実実績績等等をを踏踏ままええたた効効果果検検証証やや都都
ととのの調調整整にに基基づづきき実実施施
・・各各種種セセミミナナーー等等開開催催 1100種種
・・機機器器展展示示ココーーナナーーのの運運営営（（来来所所
ととZZoooommをを併併用用ししたた情情報報提提供供をを実実
施施））

・・各各種種セセミミナナーー等等をを８８種種開開催催。。事事業業間間のの連連
動動性性をを発発揮揮ししななががらら補補助助金金のの活活用用促促進進やや個個
別別伴伴走走にによよるる業業務務改改善善支支援援にに繋繋げげたた。。
・・体体験験展展示示ココーーナナーーででZZOOOOMMをを活活用用ししたた体体験験
をを実実施施すするるととととももにに、、構構築築ししたたオオンンラライインン
展展示示手手法法をを活活用用しし東東社社協協ののデデジジタタルルシシンンポポ
ジジウウムムででオオンンラライインンにによよるる機機器器紹紹介介をを企企画画
しし実実施施。。

・・令令和和３３年年度度のの各各種種セセミミナナーー等等のの実実績績をを検検証証しし、、そそれれ
をを踏踏ままええたた内内容容ののブブララッッシシュュアアッッププをを都都とと調調整整しし実実施施
すするるととととももにに、、事事業業対対象象へへのの周周知知方方法法等等のの工工夫夫をを行行っっ
たた。。年年度度末末ににかかけけ残残るる２２セセミミナナーーをを実実施施すするる。。
・・オオンンラライインン体体験験でで培培っったた手手法法にによよりり、、外外部部団団体体ののイイ
ベベンントトににおおいいててもも広広報報のの幅幅をを広広げげるるここととががででききたた。。引引
きき続続きき、、パパンンフフレレッットトやや年年度度末末にに行行うう財財団団ののオオンンラライイ
ンン展展示示会会をを活活用用しし、、次次世世代代介介護護機機器器のの普普及及にに係係るる情情報報
提提供供をを行行いい、、よよりり一一層層のの機機器器展展示示ココーーナナーーのの活活用用促促進進
をを図図るる。。

・・実実績績等等をを踏踏ままええたた効効果果検検証証やや
都都ととのの調調整整にに基基づづきき実実施施
・・各各種種セセミミナナーー等等開開催催 1100種種
・・機機器器展展示示ココーーナナーーのの運運営営（（来来
所所ととZZOOOOMMをを併併用用ししたた情情報報提提供供をを
実実施施））

財財団団内内事事業業
ココララボボレレーー
シショョンンにによよ
るる他他のの政政策策
連連携携団団体体とと
のの協協働働

目目
標標
②②

・・東東京京都都社社会会福福祉祉事事業業団団にに対対すするる
次次世世代代介介護護機機器器・・デデジジタタルルのの見見
学学・・体体験験等等をを通通ししたた情情報報提提供供
・・東東京京都都社社会会福福祉祉事事業業団団のの次次世世代代
介介護護機機器器ややIICCTTのの導導入入にに関関すするる取取
組組ににつついいてて、、ふふくくむむすすびびやや福福ナナビビ
をを活活用用しし、、他他施施設設へへ情情報報発発信信

・・東東京京都都社社会会福福祉祉事事業業団団（（日日野野療療護護園園・・東東
村村山山福福祉祉園園））のの機機器器導導入入活活動動にに向向けけ、、体体験験
展展示示ココーーナナーーででのの体体験験をを行行ううととととももにに、、
メメーーカカーーととのの橋橋渡渡しし等等具具体体的的なな支支援援をを行行っっ
たた。。
・・宣宣言言済済法法人人セセミミナナーー（（1111//1188開開催催））へへのの
同同団団体体のの参参加加
・・宣宣言言事事業業ののPPRR動動画画へへのの同同団団体体職職員員のの出出演演
連連携携
・・ふふくくむむすすびびでで財財団団研研修修情情報報をを掲掲載載依依頼頼

・・引引きき続続きき東東京京都都社社会会福福祉祉事事業業団団へへ見見学学・・体体験験等等のの情情
報報提提供供ややメメーーカカーーととのの橋橋渡渡ししをを支支援援ししてていいくく。。
・・宣宣言言済済法法人人セセミミナナーーにに参参加加依依頼頼しし、、宣宣言言法法人人ととししてて
職職員員のの定定着着にに係係るる事事例例紹紹介介をを行行ううここととでで、、よよりりよよいい取取
組組みみをを広広くく他他団団体体にに情情報報提提供供をを行行っったた。。
・・財財団団ホホーームムペペーージジややふふくくむむすすびび等等でで宣宣言言事事業業ををPPRRすす
るるたためめにに作作成成ししたた動動画画ににおおいいてて同同団団体体にに「「宣宣言言法法人人のの
事事例例」」ととししてて出出演演ししてていいたただだきき、、他他のの法法人人やや求求職職者者向向
けけにに情情報報発発信信をを行行っったた。。
・・ままたた、、都都とと協協働働ししふふくくむむすすびびにに財財団団研研修修情情報報のの掲掲載載
をを依依頼頼しし、、双双方方のの事事業業推推進進をを図図っったた。。

・・東東京京都都社社会会福福祉祉事事業業団団にに対対すす
るる次次世世代代介介護護機機器器・・デデジジタタルルのの
見見学学・・体体験験等等をを通通ししたた情情報報提提供供
・・東東京京都都社社会会福福祉祉事事業業団団のの次次世世
代代介介護護機機器器ややIICCTTのの導導入入にに関関すす
るる取取組組ににつついいてて、、ふふくくむむすすびびやや
福福ナナビビをを活活用用しし、、他他施施設設へへ情情報報
発発信信

介介護護ササーービビ
スス事事業業所所へへ
のの職職員員宿宿舎舎
借借りり上上げげにに
対対すするる助助成成

目目
標標
③③

・・助助成成戸戸数数 77,,666600戸戸（（※※））
高高齢齢分分野野 66,,884477戸戸
障障害害分分野野 881133戸戸

（（※※））都都のの介介護護人人材材確確保保策策のの強強化化
にに伴伴うう助助成成戸戸数数のの拡拡充充

・・申申請請戸戸数数 22,,776644戸戸
・・福福祉祉避避難難所所対対象象内内示示
高高齢齢分分野野 22,,444488戸戸（（計計画画22,,993333））
障障害害分分野野 331166戸戸（（計計画画331166））

・・災災害害協協定定締締結結事事業業所所・・要要件件ななしし
1111月月よよりり申申請請受受付付

・・事事務務手手続続きき説説明明会会をを実実施施
介介護護分分野野 8844法法人人、、110044名名のの参参加加
障障害害分分野野 8888法法人人、、110044名名のの参参加加

事事業業拡拡大大にに伴伴うう複複雑雑なな制制度度変変更更へへ的的確確にに対対応応ししたた。。事事
業業者者にに向向けけ広広くく事事業業周周知知しし、、説説明明会会内内容容をを充充実実ささせせるる
とと共共にに事事業業説説明明等等のの動動画画作作成成及及びび財財団団ホホーームムペペーージジ掲掲
載載をを行行うう等等にによよりり、、計計画画値値のの達達成成にに向向けけてて取取りり組組んんだだ。。
ままたた、、事事業業者者かかららのの質質問問やや相相談談ににはは丁丁寧寧にに対対応応しし適適切切
なな助助言言等等をを行行いい、、本本事事業業のの活活用用をを促促ししたた。。区区市市かかららのの
照照会会等等ににもも都都とと連連携携をを取取りりななががらら迅迅速速にに対対応応ししたた。。そそ
のの結結果果、、福福祉祉避避難難所所対対象象のの内内示示時時点点ににおおいいてて障障害害分分野野
はは計計画画値値をを達達成成ししたた。。一一方方、、高高齢齢分分野野はは継継続続宿宿舎舎分分のの
影影響響にによよりり計計画画値値のの達達成成ままででににはは至至ららななかかっったた。。

計計画画値値のの達達成成にに向向けけ、、広広くく事事業業
周周知知すするるととととももにに、、説説明明会会内内容容
のの充充実実やや、、事事業業説説明明等等のの動動画画掲掲
載載等等、、事事業業者者ののニニーーズズにに応応じじたた
事事業業をを実実施施
・・助助成成戸戸数数 77,,771166戸戸

高高齢齢分分野野 66,,990033戸戸
障障害害分分野野 881133戸戸

事事業業効効果果のの
検検証証をを踏踏まま
ええたた助助成成制制
度度のの実実施施

目目
標標
④④

・・事事業業効効果果検検証証をを踏踏ままええたた再再構構築築
事事業業のの効効果果的的なな周周知知及及びび実実施施
・・採採択択事事業業者者にに対対すするる定定期期的的ななヒヒ
アアリリンンググをを実実施施

【【子子供供がが輝輝くく東東京京・・応応援援事事業業】】
・・応応募募事事業業者者にに対対ししてて、、公公募募説説明明会会及及びび研研
修修会会をを実実施施

公公募募説説明明会会参参加加事事業業者者 6666事事業業者者
研研修修会会参参加加事事業業者者 1188事事業業者者
応応募募事事業業者者 1177事事業業者者

・・採採択択事事業業者者２２団団体体にに対対しし、、定定期期的的ななヒヒアア
リリンンググをを実実施施

ヒヒアアリリンンググ回回数数 ６６回回

・・公公募募説説明明会会でではは制制度度説説明明にに加加ええ、、採採択択団団体体のの活活動動紹紹
介介ココーーナナーーをを展展示示ししたた情情報報提提供供、、ワワーークク内内容容をを充充実実ささ
せせたた研研修修会会のの実実施施やや個個別別質質問問をを受受けけるる時時間間をを設設けけるるなな
どど、、制制度度へへのの理理解解ががででききるるよよううにに実実施施ししたた。。今今後後、、ココ
ンンササルルととのの協協働働にによよるる個個別別相相談談をを行行いい、、審審査査会会ににてて採採
択択事事業業者者がが決決定定さされれるる。。
・・成成果果指指標標達達成成にに向向けけ、、ココンンササルルとと協協働働ししてて定定期期的的
（（２２ヵヵ月月にに１１回回））ななヒヒアアリリンンググをを実実施施すするるここととでで、、採採
択択事事業業者者のの進進捗捗状状況況のの確確認認をを実実施施ししてていいるる。。今今後後もも引引
きき続続ききヒヒアアリリンンググをを実実施施すするる。。

・・成成果果連連動動型型助助成成のの見見直直ししにに関関
すするる事事業業効効果果検検証証をを踏踏ままええたた再再
構構築築事事業業のの効効果果的的なな周周知知及及びび実実
施施
・・採採択択事事業業者者にに対対すするる定定期期的的なな
ヒヒアアリリンンググをを実実施施
・・採採択択事事業業者者をを活活用用ししたた事事例例紹紹
介介にによよるる制制度度普普及及

区区市市のの動動向向
把把握握及及びび受受
託託ササーービビスス
拡拡大大のの検検討討

目目
標標
⑤⑤

・・受受託託件件数数
高高齢齢分分野野 440022件件
障障害害分分野野 113300件件、、ササーービビスス拡拡

大大のの検検討討

・・受受託託件件数数
高高齢齢分分野野 220000件件（（1100区区2200市市11町町））
障障害害分分野野 7799件件（（88区区77市市））

高高齢齢分分野野：：昨昨年年同同時時期期（（114455件件））よよりり増増加加ししてていいるる。。
夏夏ににココロロナナのの影影響響ででキキャャンンセセルルがが多多くく発発生生ししたたがが、、1100
月月以以降降はは依依頼頼がが増増ええててききてていいるる。。ししかかしし調調査査員員のの欠欠員員
がが続続いいてておおりり限限らられれたた体体制制ととななるるたためめ、、区区市市町町村村とと緊緊
密密にに連連携携ししてて事事業業実実施施ししてていいるる。。
障障害害分分野野：：昨昨年年同同時時期期（（5577件件））よよりり増増加加ししたたもものののの、、
77月月・・88月月ににつついいててははココロロナナのの影影響響でで実実地地指指導導をを延延期期しし
たた区区市市がが多多かかっったた99月月以以降降もも安安定定的的にに同同行行依依頼頼ががききてて
いいるるがが、、調調査査員員33名名体体制制をを生生かかしし、、区区市市のの希希望望にに沿沿っっ
たた日日程程調調整整及及びび検検査査体体制制へへのの協協力力にに留留意意ししてていいるる。。

○○指指定定市市町町村村事事務務受受託託法法人人事事業業
（（区区市市町町村村のの実実地地指指導導同同行行））
・・受受託託件件数数

高高齢齢分分野野 440044件件
障障害害分分野野 115500件件、、ササーービビスス

拡拡大大のの検検討討

(公財)東京都福祉保健財団

戦戦略略２２ 福福祉祉保保健健医医療療ササーービビススをを提提供供すするる事事業業者者へへのの支支援援強強化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■未未来来のの東東京京戦戦略略
・・戦戦略略４４：：長長寿寿（（cchhōōjjuu））社社会会実実現現戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇
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京
都
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①ユユニニババーーササルルデデザザイインン情情報報をを充充実実ささせせ、、高高齢齢者者、、障障害害者者ななどど誰誰ももがが外外出出時時
にに必必要要なな情情報報をを提提供供ででききてていいるる。。
②②働働ききややすすいい福福祉祉のの職職場場宣宣言言をを公公表表すするる事事業業所所をを増増ややしし、、新新卒卒者者をを含含むむ求求職職
者者とと事事業業所所ののミミススママッッチチをを防防いいだだ福福祉祉人人材材のの確確保保・・定定着着がが進進めめらられれてていいるる。。

都都内内ののユユニニババーーササルルデデザザイインン情情報報のの発発信信ににつついいててはは、、「「ととううききょょううユユニニババーーササルルデデ
ザザイインンナナビビ」」のの運運営営をを、、ユユーーザザーーアアンンケケーートトをを踏踏ままええななががらら内内容容のの充充実実をを図図っってていい
るるととととももにに、、既既存存掲掲載載情情報報ののメメンンテテナナンンススをを行行いい、、常常にに最最新新のの情情報報をを収収集集・・発発信信しし、、
高高齢齢者者やや障障害害者者ななどどのの外外出出時時にに必必要要なな情情報報をを提提供供ししてていいるる。。働働ききややすすいい福福祉祉のの職職場場
のの情情報報発発信信にに向向けけててはは、、「「働働ききややすすいい福福祉祉のの職職場場ガガイイドドラライインン」」をを踏踏ままええたた職職場場づづ
くくりりをを促促進進すするるたためめのの新新たたななセセミミナナーーをを実実施施ししてておおりり、、働働ききややすすいい福福祉祉のの職職場場宣宣言言
をを行行うう事事業業所所のの増増加加にに繋繋げげてていいるる。。

戦略を設定する理由・背景
ススママーートトフフォォンン等等のの普普及及にによよりり、、都都民民がが福福祉祉保保健健医医療療ササーービビススにに関関すするる情情報報収収集集ををししややすすくくななっってていいるる一一方方でで、、福福祉祉保保健健医医療療ニニーーズズのの拡拡大大、、多多様様化化、、複複雑雑化化にに伴伴いい、、
都都民民へへののササーービビスス選選択択のの支支援援はは重重要要性性をを増増ししてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆情情報報社社会会ににおおいいてて、、情情報報量量のの増増加加やや情情報報のの質質がが劣劣化化ししてていいくくススピピーードドがが速速いいがが、、
公公平平性性・・中中立立性性をを有有すするる団団体体ととししてて、、常常にに最最新新情情報報をを収収集集しし、、発発信信ししてていいくく必必要要
ががああるる。。
◆◆高高齢齢分分野野、、障障害害分分野野ををははじじめめととすするる福福祉祉全全般般をを所所管管すするる団団体体ととししてて、、東東京京都都福福
祉祉ののままちちづづくくりり条条例例及及びび東東京京都都福福祉祉ののままちちづづくくりり推推進進計計画画にに基基づづいいたたユユニニババーーササ
ルルデデザザイインンにに関関すするる有有益益なな情情報報をを提提供供ししてていいくく必必要要ががああるる。。
◆◆福福祉祉人人材材のの不不足足はは深深刻刻なな状状況況がが見見込込ままれれてていいるる中中でで、、事事業業所所のの職職場場のの魅魅力力やや事事
業業所所情情報報をを都都民民やや求求職職者者にに発発信信ししてていいくく必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆誰誰ももがが安安心心、、快快適適にに暮暮ららせせるるユユニニババーーササルルデデザザイインンののままちちをを地地域域にに生生みみ出出すすここ
ととのの実実現現にに向向けけたた一一端端ととししてて、、都都内内ユユニニババーーササルルデデザザイインン情情報報のの発発信信にに努努めめてていい
くく。。
◆◆「「働働ききややすすいい福福祉祉のの職職場場ガガイイドドラライインン」」をを踏踏ままええたた職職場場づづくくりりをを促促進進すするるとととと
ももにに、、積積極極的的にに取取りり組組んんででいいるる事事業業所所のの情情報報をを都都民民やや求求職職者者にに発発信信すするるここととでで、、
福福祉祉人人材材のの確確保保にに努努めめてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

ととううききょょうう
ユユニニババーーササ
ルルデデザザイインン
ナナビビのの運運営営

目目
標標
①①

・・ササイイトト内内容容のの充充実実（（新新規規ココンンテテ
ンンツツのの検検討討、、区区市市町町村村やや民民間間事事業業
者者等等のの取取組組をを促促進進すするる情情報報発発信信、、
ユユーーザザーーアアンンケケーートト結結果果をを踏踏ままええ
たたササイイトト運運営営））
・・既既存存掲掲載載情情報報のの最最新新化化（（メメンンテテ
ナナンンスス））
・・民民間間事事業業者者やや区区市市町町村村のの掲掲載載促促
進進

・・ササイイトト内内容容のの充充実実
情情報報掲掲載載施施設設数数 11,,993388件件（（ううちち新新規規掲掲

載載 116611件件））
新新規規ココンンテテンンツツ２２件件追追加加

・・既既存存掲掲載載情情報報のの最最新新化化をを維維持持
・・区区市市町町村村HHPPへへののリリンンクク掲掲載載 5511区区市市町町村村
・・関関連連団団体体HHPPへへののリリンンクク掲掲載載 ２２団団体体

ユユーーザザーーアアンンケケーートト結結果果をを踏踏ままええ、、掲掲載載ニニーーズズ
のの高高いい飲飲食食店店ややススーーパパーーママーーケケッットトをを中中心心にに施施
設設情情報報をを追追加加ししたた。。ままたた、、最最新新のの掲掲載載情情報報をを保保
持持すするるたためめ、、ソソフフトトウウェェアアにによよるる機機械械チチェェッックク
のの他他、、職職員員のの目目視視にによよるるササイイトト巡巡回回をを行行いい、、掲掲
載載情情報報のの変変更更やや追追加加、、削削除除等等のの必必要要性性をを迅迅速速にに
把把握握しし、、UUDDナナビビのの情情報報更更新新をを行行っったた。。更更にに、、東東
京京都都とと連連携携ししななががらら区区市市町町村村やや関関連連団団体体ののホホーー
ムムペペーージジへへののリリンンクク掲掲載載をを依依頼頼しし、、当当ササイイトトへへ
のの入入口口をを増増ややししてていいるる。。

・・ササイイトト内内容容のの充充実実（（新新規規ココンンテテンン
ツツのの検検討討、、区区市市町町村村やや民民間間事事業業者者等等
のの取取組組をを促促進進すするる情情報報発発信信、、ユユーー
ザザーーアアンンケケーートト結結果果をを踏踏ままええたたササイイ
トト運運営営））
・・既既存存掲掲載載情情報報のの最最新新化化（（メメンンテテナナ
ンンスス））
・・民民間間事事業業者者やや区区市市町町村村のの掲掲載載促促進進

働働ききややすすいい
福福祉祉のの職職場場
のの情情報報発発信信
にに向向けけたた事事
業業者者支支援援

目目
標標
②②

・・事事業業者者支支援援ココーーデディィネネーータターーのの
派派遣遣 5500事事業業所所
・・働働ききややすすいい職職場場づづくくりりにに向向けけたた
セセミミナナーー開開催催

・・事事業業者者支支援援ココーーデディィネネーータターー派派遣遣 5500法法
人人・・事事業業所所
・・働働ききややすすいい職職場場づづくくりりにに向向けけたたセセミミナナーー
開開催催

未未宣宣言言法法人人向向けけセセミミナナーー 参参加加 221133法法
人人（（延延べべ法法人人数数））

宣宣言言済済みみ法法人人向向けけセセミミナナーー 参参加加 3377法法
人人

事事業業者者支支援援ココーーデディィネネーータターー派派遣遣ににつついいてて、、計計
画画値値どどおおりり5500法法人人をを確確保保しし、、支支援援をを開開始始すするるとと
ととももにに、、前前年年度度のの派派遣遣先先もも含含めめ、、宣宣言言申申請請にに向向
けけたたササポポーートトをを動動画画もも活活用用ししななががらら強強化化しし、、着着
実実にに宣宣言言申申請請にに繋繋げげてていいるる。。ままたた、、各各種種セセミミ
ナナーーににおおけけるる事事例例紹紹介介やや法法人人同同士士のの情情報報共共有有をを
通通じじてて、、未未宣宣言言法法人人のの宣宣言言申申請請促促進進やや宣宣言言済済みみ
法法人人のの維維持持・・確確保保にに努努めめてていいるるほほかか、、アアンンケケーー
トト結結果果等等にに基基づづきき検検討討委委員員会会でで協協議議しし内内容容をを充充
実実ささせせるるななどど、、セセミミナナーーのの効効果果的的なな開開催催にに繋繋げげ
てていいるる。。

・・事事業業者者支支援援ココーーデディィネネーータターーのの派派
遣遣 5500事事業業所所（（※※））
・・働働ききややすすいい職職場場づづくくりりにに向向けけたたセセ
ミミナナーー開開催催（（※※））
（（※※都都のの計計画画をを踏踏ままええ、、必必要要にに応応じじ
てて見見直直しし））

(公財)東京都福祉保健財団

戦戦略略３３
都都民民へへのの福福祉祉保保健健医医療療ササーービビススにに関関すするる総総合合的的なな情情報報
提提供供のの充充実実

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■未未来来のの東東京京戦戦略略
・・戦戦略略６６：：ダダイイババーーシシテティィ・・共共生生社社会会戦戦略略
■■東東京京都都福福祉祉ののままちちづづくくりり推推進進計計画画

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇

東
京
都

東
京
都

福
祉
保
健
財
団

福
祉
保
健
財
団
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①民民間間のの求求人人開開拓拓等等にによよりり、、安安定定的的かかつつ高高齢齢者者にに適適ししたた求求人人がが確確保保さされれてていい
るる。。
・・民民間間紹紹介介ののううちち高高齢齢者者にに適適ししたた紹紹介介 6655％％以以上上
②②アアウウトトリリーーチチ等等にによよりり利利用用者者のの生生活活安安定定がが図図らられれてていいるる。。
・・利利用用者者のの生生活活安安定定確確保保 3300人人／／33年年間間
③③利利用用者者のの状状況況やや社社会会経経済済状状況況等等のの変変化化にに応応じじたた適適切切なな応応急急援援護護がが実実施施さされれ
てていいるる。。
④④相相談談記記録録デデーータタをを分分析析・・活活用用ししたた利利用用者者支支援援をを実実施施ししてていいるる。。

・・職職業業紹紹介介・・応応急急援援護護はは、、セセンンタターー利利用用者者のの減減少少とと高高齢齢化化がが反反映映さされれたた実実績績ととななっっ
てていいるる。。ここのの傾傾向向はは今今後後もも続続くくここととがが見見込込ままれれるる。。高高齢齢者者にに適適ししたた求求人人のの開開拓拓・・確確
保保やや、、仕仕事事のの状状況況にに応応じじたた柔柔軟軟なな応応急急援援護護のの実実施施をを図図っってていいくく。。
・・アアウウトトリリーーチチははココロロナナ禍禍のの状状況況にに強強くく影影響響さされれてておおりり、、利利用用者者アアウウトトリリーーチチはは計計
画画をを下下回回っってていいるる。。今今後後はは冬冬期期にに集集中中実実施施すするるととととももにに、、次次年年度度以以降降ははココロロナナ禍禍なな
どどのの状状況況をを注注視視ししななががらら、、柔柔軟軟かかつつ着着実実にに実実施施ししてていいくく。。
・・研研修修聴聴講講・・相相談談記記録録デデーータタベベーーススはは、、引引きき続続きき計計画画どどおおりりにに進進めめてていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
山山谷谷地地域域ににおおいいててはは、、日日雇雇労労働働者者等等のの高高齢齢化化のの進進行行やや建建設設現現場場のの機機械械化化ななどどにによよりり、、日日雇雇労労働働市市場場がが縮縮小小ししてておおりり、、日日雇雇労労働働者者をを取取りり巻巻くく環環境境がが年年々々厳厳ししささをを増増すす中中、、
生生活活のの安安定定にに向向けけたた支支援援のの必必要要性性がが高高ままっってていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆セセンンタターーのの民民間間求求人人数数はは減減少少傾傾向向ににああるる。。ままたた、、利利用用者者のの高高齢齢化化がが進進行行ししてておお
りり、、高高齢齢者者にに見見合合っったた求求人人をを開開拓拓ししてていいくく必必要要ががああるる。。
◆◆利利用用者者はは減減少少傾傾向向ににああるる一一方方でで高高齢齢化化がが進進行行しし、、就就労労にによよるる自自立立がが難難ししくくななりり
つつつつああるる利利用用者者がが増増ええてていいるる。。ままたた、、生生活活にに変変化化をを望望ままずず、、困困っってていいててもも支支援援をを
求求めめなないい利利用用者者がが一一定定数数いいるる。。
◆◆求求人人数数のの減減やや高高齢齢化化のの進進行行、、新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの感感染染拡拡大大等等にによよりり、、
利利用用者者のの生生活活にに大大ききなな影影響響をを及及ぼぼししてておおりり、、応応急急援援護護ななどどのの福福祉祉的的なな支支援援へへのの
ニニーーズズがが高高ままっってていいるる。。

課題解決の⼿段
◆◆高高齢齢のの利利用用者者のの年年齢齢やや体体力力にに見見合合っったた民民間間のの求求人人をを開開拓拓しし、、職職業業紹紹介介にに努努めめてて
いいくく。。
◆◆アアウウトトリリーーチチ等等のの実実施施にによよりり利利用用者者ののニニーーズズをを適適切切にに把把握握すするるここととでで、、高高齢齢なな
どどのの理理由由でで就就労労自自立立がが困困難難なな利利用用者者ににはは生生活活保保護護等等、、そそのの他他のの支支援援困困難難なな利利用用者者
ににはは適適切切なな社社会会資資源源にに繋繋げげるるななどど、、利利用用者者のの生生活活のの安安定定にに向向けけたた取取組組をを行行っってていい
くく。。
◆◆人人材材育育成成のの観観点点かからら、、財財団団がが実実施施すするる関関連連研研修修にに職職員員をを積積極極的的にに参参加加ささせせ、、支支
援援困困難難ああるるいいはは相相談談内内容容のの多多様様なな来来所所者者にに対対すするる職職員員のの支支援援ススキキルルのの強強化化をを図図るる。。
◆◆利利用用者者一一人人ひひととりりのの状状況況にに応応じじたたききめめ細細かかなな相相談談支支援援をを行行ううととととももにに、、適適切切なな
応応急急援援護護をを行行うう。。
◆◆セセンンタターーのの保保有有すするる利利用用者者情情報報やや相相談談記記録録デデーータタをを分分析析・・活活用用すするるここととでで、、よよ
りり効効果果的的なな支支援援ににつつななげげてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

求求人人のの開開
拓拓・・確確保保

目目
標標
①①

・・民民間間紹紹介介 11,,550000件件
（（ううちち高高齢齢者者にに適適ししたた紹紹介介 995500
件件））

・・民民間間紹紹介介 889911件件
（（ううちち高高齢齢者者にに適適ししたた紹紹介介 668866件件））

・・民民間間紹紹介介数数全全体体でではは計計画画数数をを下下回回っってていいるる。。
ここれれはは、、利利用用者者減減とと高高齢齢化化にによよりり、、求求人人にに見見
合合っったた希希望望者者がが少少ななくく、、結結果果、、紹紹介介数数がが少少ななくく
ななっってていいるるここととにによよるる。。但但しし、、民民間間紹紹介介ののううちち
植植栽栽やや造造園園のの軽軽作作業業等等のの「「高高齢齢者者にに適適ししたた紹紹
介介」」のの数数はは、、利利用用者者のの高高齢齢化化にに対対応応ししたた求求人人開開
拓拓のの成成果果ととししてて、、計計画画値値をを少少しし上上回回っってて推推移移しし
てていいるる。。
・・セセンンタターー利利用用者者のの減減少少及及びび高高齢齢化化のの傾傾向向はは、、
今今後後もも続続くく見見込込みみででああるるここととかからら、、引引きき続続きき高高
齢齢者者にに適適ししたた求求人人のの開開拓拓・・確確保保にに取取りり組組みみ、、紹紹
介介数数のの確確保保にに努努めめてていいくく。。

・・民民間間紹紹介介 11,,550000件件
（（ううちち高高齢齢者者にに適適ししたた紹紹介介 11,,000000
件件））

アアウウトトリリーー
チチのの実実施施、、
財財団団実実施施研研
修修へへのの参参加加
にによよるる職職員員
ススキキルルのの向向
上上

目目
標標
②②

・・簡簡易易宿宿所所調調査査及及びびアアウウトトリリーーチチ
111133軒軒
・・利利用用者者へへののアアウウトトリリーーチチ 226611
回回／／年年
・・財財団団実実施施研研修修のの聴聴講講 相相談談担担当当
職職員員全全員員をを対対象象
（（生生活活困困窮窮者者自自立立相相談談支支援援機機関関職職
員員研研修修、、福福祉祉事事務務所所・・地地域域包包括括支支
援援セセンンタターー職職員員向向けけ研研修修ななどどかからら
選選択択））

・・簡簡易易宿宿所所調調査査及及びびアアウウトトリリーーチチ((1122月月以以
降降にに実実施施))
・・利利用用者者へへののアアウウトトリリーーチチ 6600回回
・・財財団団実実施施研研修修のの聴聴講講 財財団団研研修修担担当当とと
のの調調整整、、受受講講可可能能研研修修のの選選択択等等をを行行いい、、ここ
れれままででにに「「地地域域包包括括支支援援セセンンタターー職職員員向向けけ
研研修修」」ににセセンンタターー職職員員33名名がが参参加加

・・簡簡易易宿宿所所調調査査及及びびアアウウトトリリーーチチはは、、冬冬期期にに集集
中中ししてて実実施施すするる事事業業ででああるるたためめ、、1122月月以以降降にに実実
施施すするるももののででああるる。。
・・利利用用者者へへののアアウウトトリリーーチチはは、、ココロロナナ禍禍のの状状況況
をを考考慮慮しし、、朝朝のの定定期期的的ななアアウウトトリリーーチチ（（週週２２
回回））をを自自粛粛ししたたこことと及及びびアアウウトトリリーーチチをを希希望望しし
なないい利利用用者者もも多多かかっったたここととかからら計計画画値値をを下下回回っっ
たた。。今今後後はは、、仕仕事事がが減減りり生生活活がが厳厳ししくくななるるたためめ、、
集集中中的的ににアアウウトトリリーーチチをを実実施施ししてていいくくがが、、引引きき
続続きき感感染染状状況況をを十十分分見見定定めめななががらら行行うう。。
・・研研修修聴聴講講はは、、今今後後とともも引引きき続続きき研研修修参参加加案案内内
にに沿沿いい、、順順次次、、聴聴講講をを実実施施ししてていいくく。。

・・簡簡易易宿宿所所調調査査及及びびアアウウトトリリーーチチ
111133軒軒
・・利利用用者者へへののアアウウトトリリーーチチ 222288回回／／
年年
・・財財団団実実施施研研修修のの聴聴講講 相相談談担担当当職職
員員全全員員をを対対象象
（（生生活活困困窮窮者者自自立立相相談談支支援援機機関関職職員員
研研修修、、福福祉祉事事務務所所・・地地域域包包括括支支援援セセ
ンンタターー職職員員向向けけ研研修修ななどどかからら選選択択））

応応急急援援護護のの
実実施施

目目
標標
③③

・・宿宿泊泊援援護護 延延330000件件
・・給給食食援援護護 延延225500件件
新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの影影響響
ななどど社社会会経経済済状状況況等等のの変変化化にに応応じじ
てて援援護護枠枠をを拡拡大大すするるななどど柔柔軟軟にに対対
応応すするる。。

・・宿宿泊泊援援護護 延延221188件件
・・給給食食援援護護 延延220000件件

・・概概ねね計計画画どどおおりり推推移移ししてていいるるがが、、ここのの間間のの利利
用用者者のの減減少少をを考考慮慮すするるととやややや多多いい印印象象ででああるる。。
・・ここれれはは、、高高齢齢化化のの進進行行にによよりり、、従従来来ほほどどににはは
働働けけなないい利利用用者者がが増増加加しし、、ここううししたた利利用用者者がが援援
護護をを求求めめてていいるるここととがが考考ええらられれるる。。
・・22002233年年度度以以降降もも利利用用者者のの高高齢齢化化・・減減少少のの傾傾向向
がが見見込込ままれれるるがが、、援援護護件件数数ににつついいててはは単単純純にに減減
少少すするるののででははななくく、、22002222年年度度とと同同様様のの傾傾向向ととなな
るるここととがが考考ええらられれるる。。

・・宿宿泊泊援援護護 延延330000件件
・・給給食食援援護護 延延225500件件
新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの影影響響なな
どど社社会会経経済済状状況況等等のの変変化化にに応応じじてて援援
護護枠枠をを拡拡大大すするるななどど柔柔軟軟にに対対応応すするる。。

相相談談記記録録
デデーータタのの管管
理理及及びび分分
析析・・活活用用

目目
標標
④④

・・相相談談記記録録デデーータタのの管管理理及及びび分分
析析・・活活用用方方法法のの検検討討
（（利利用用者者動動向向のの把把握握やや利利用用者者にに適適
ししたた社社会会資資源源のの抽抽出出等等をを目目的的））

・・方方法法のの検検討討（（AAcccceessssをを用用いいたた相相談談記記録録
デデーータタベベーーススのの作作成成））
・・開開発発環環境境整整備備・・構構築築
・・デデーータタベベーーススのの要要件件定定義義、、画画面面設設計計
・・現現行行シシスステテムムのの調調査査

・・デデーータタベベーーススのの設設計計段段階階をを終終ええたたののでで、、今今後後
はは実実際際のの画画面面（（ププロロトトタタイイププ））をを作作成成しし、、相相談談
員員のの意意見見もも踏踏ままええてて各各機機能能のの作作成成をを進進めめ、、３３月月
ままででにに作作成成すするる。。
・・シシスステテムムのの実実装装ににああたたっっててはは、、相相談談員員にに実実際際
にに操操作作ししててももららいい、、意意見見をを取取りり入入れれななががらら行行うう
ススパパイイララルル方方式式でで開開発発をを実実施施ししてていいくく。。

・・相相談談記記録録デデーータタ管管理理及及びび分分析析・・活活
用用のの実実施施

（（利利用用者者のの属属性性やや利利用用者者のの置置かかれれ
たた環環境境をを考考慮慮ししたた、、生生活活のの自自立立やや安安
定定化化にに向向けけたた支支援援のの実実施施））

(公財)東京都福祉保健財団

戦戦略略４４ 山山谷谷地地域域にに居居住住すするる日日雇雇労労働働者者にに対対すするる支支援援

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■東東京京都都山山谷谷対対策策総総合合事事業業計計画画

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇

東
京
都

東
京
都

福
祉
保
健
財
団

福
祉
保
健
財
団
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①職職場場環環境境整整備備がが進進みみ業業務務効効率率のの向向上上をを図図れれてていいるる。。
②②将将来来のの安安定定ししたた団団体体運運営営にに向向けけたた人人材材をを確確保保ししてていいるる。。
③③財財団団独独自自研研修修等等をを毎毎年年度度１１～～２２事事業業展展開開ししてていいるる。。
④④局局ととのの連連携携強強化化をを図図りり、、政政策策連連携携団団体体ととししててのの役役割割をを更更にに発発揮揮ししてていいるる。。
⑤⑤局局及及びび都都のの関関係係団団体体ととのの新新たたなな連連携携体体制制のの構構築築をを図図っってていいるる。。

内内部部管管理理にに関関すするる業業務務効効率率化化にに向向けけたたシシスステテムム導導入入をを着着実実にに進進めめ、、22002211年年度度かからら合合
併併ししたた城城北北労労働働・・福福祉祉セセンンタターーへへもも同同様様にに導導入入をを行行っったたここととでで、、業業務務のの効効率率化化等等をを
進進めめたた。。ままたた、、安安定定ししたた団団体体運運営営にに向向けけたた人人材材確確保保・・育育成成ににああたたっってて経経験験者者採採用用をを
継継続続実実施施しし、、団団体体のの課課題題にに応応じじたた対対策策をを講講じじてていいるる。。福福祉祉ニニーーズズにに応応じじたた自自主主事事業業
のの検検討討・・実実施施やや新新たたなな区区市市町町村村支支援援のの模模索索等等のの財財団団自自ららがが事事業業拡拡大大をを図図るる取取組組ににつつ
いいててもも、、経経営営資資源源のの活活用用やや都都ととのの連連携携をを図図りりななががらら着着実実にに推推進進ししてていいるる。。

戦略を設定する理由・背景
総総合合的的にに福福祉祉保保健健医医療療分分野野のの事事業業をを実実施施すするる体体制制構構築築やや、、新新たたなな政政策策課課題題にに都都とと連連携携ししてて先先駆駆的的にに取取りり組組みみななががらら事事業業実実施施能能力力をを強強化化ししてていいくくこことと、、ささららにに、、合合併併すす
るる城城北北労労働働・・福福祉祉セセンンタターーのの安安定定的的運運営営ややノノウウハハウウ共共有有にによよるる従従来来事事業業へへののフフィィーードドババッッククをを期期待待さされれてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆ココロロナナ禍禍ににおおいいててデデジジタタルル化化のの遅遅れれがが都都政政のの構構造造的的なな課課題題ととななっったたここととにに起起因因
ししてて、、都都政政ののDDXXがが推推進進ししてていいくく一一方方でで、、財財団団内内のの文文書書及及びび財財務務・・会会計計にに係係るる意意思思
決決定定はは従従来来どどおおりりのの紙紙をを使使用用ししたた押押印印にによよるる決決裁裁をを行行っってていいるるななどど、、デデジジタタルル化化
がが進進捗捗ししてていいなないい。。ままたた、、城城北北労労働働・・福福祉祉セセンンタターーととのの合合併併にに伴伴いい、、庶庶務務、、文文書書、、
財財務務・・会会計計ななどどのの一一本本化化がが必必要要ででああるる。。
◆◆都都かかららのの委委託託・・補補助助事事業業はは増増加加ししてていいるる一一方方でで、、財財団団のの予予算算やや人人員員ななどどのの運運営営
体体制制はは都都のの施施策策動動向向にに大大ききくく影影響響をを受受けけるるここととかからら、、固固有有職職員員年年齢齢構構成成はは偏偏在在化化
やや若若年年化化ししてていいるる。。
◆◆社社会会情情勢勢のの変変化化がが多多いいたためめ、、都都やや区区市市町町村村のの施施策策がが届届ききににくくいい分分野野・・対対象象かからら、、
新新たたなな福福祉祉ニニーーズズがが発発生生ししてていいるるここととをを把把握握しし、、福福祉祉保保健健医医療療分分野野ででのの領領域域拡拡大大
にに努努めめるる必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆文文書書及及びび財財務務・・会会計計にに係係るる意意思思決決定定ををデデジジタタルル化化ししてていいくくととととももにに、、WWeebb会会議議をを
導導入入・・促促進進しし、、業業務務効効率率のの向向上上及及びび城城北北労労働働・・福福祉祉セセンンタターーととのの事事務務のの効効率率化化をを
図図るる。。
◆◆将将来来のの安安定定ししたた団団体体運運営営をを見見据据ええたた人人材材確確保保やや人人材材育育成成をを行行っってていいくくたためめにに、、
採採用用制制度度やや人人材材育育成成計計画画のの見見直直ししをを図図っってていいくく。。ままたた、、城城北北労労働働・・福福祉祉セセンンタターー
ととのの合合併併にに伴伴いい、、福福祉祉現現場場をを踏踏ままええたた人人材材育育成成をを検検討討すするる。。
◆◆組組織織横横断断的的ななPPTTにによよりり、、新新たたなな福福祉祉ニニーーズズをを発発掘掘ししななががらら自自主主事事業業のの検検討討・・実実
施施をを進進めめてていいくく。。
◆◆都都ととのの連連携携をを強強化化ししななががらら都都かかららのの事事業業のの拡拡充充やや区区市市町町村村にに対対すするる新新たたなな支支援援
策策をを模模索索すするるととととももにに、、都都のの関関係係団団体体とと双双方方のの強強みみをを活活かかししたた連連携携のの検検討討ななどど、、
財財団団自自らら事事業業拡拡大大をを図図っってていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

文文書書及及びび財財
務務・・会会計計にに
係係るる電電子子決決
裁裁シシスステテムム
のの導導入入

目目
標標
①①

・・文文書書及及びび財財務務・・会会計計にに係係るる電電子子
決決裁裁シシスステテムムのの運運用用
・・運運用用をを踏踏ままええたた課課題題等等のの洗洗いい出出
しし・・改改善善策策のの検検討討

文文書書管管理理シシスステテムムはは、、主主要要部部分分ののシシスステテムム
構構築築がが完完了了しし、、動動作作確確認認テテスストトをを行行いいつつつつ
具具体体的的なな運運用用方方法法ににつついいてて調調整整中中。。財財務務会会
計計シシスステテムムはは、、ベベンンダダーー選選定定ののううええ、、シシスス
テテムム要要件件をを検検討討中中。。ままたた、、運運用用方方法法ににつついい
てて先先行行自自治治体体ににヒヒアアリリンンググをを実実施施ししたた。。

文文書書管管理理シシスステテムムはは11月月中中にに本本格格運運用用開開始始予予定定
ででああるるたためめ、、運運用用にに向向けけててベベンンダダーーととシシスステテムム
のの機機能能調調整整をを行行いいつつつつ、、財財務務・・会会計計シシスステテムムのの
電電子子化化もも見見据据ええたた決決済済フフロローーをを検検討討ししたた。。財財務務
会会計計シシスステテムムはは、、今今年年度度中中にに構構築築をを完完了了ささせせ、、
運運用用方方法法をを精精査査ししななががらら段段階階的的なな導導入入をを図図るる。。

・・文文書書及及びび財財務務・・会会計計にに係係るる電電子子決決
裁裁シシスステテムムのの運運用用
・・課課題題等等のの改改善善策策にに基基づづくく運運用用
・・運運用用をを踏踏ままええたた課課題題等等のの洗洗いい出出しし

固固有有職職員員年年
齢齢構構成成のの偏偏
在在化化是是正正にに
向向けけたた採採用用
制制度度のの見見直直
しし

目目
標標
②②

・・導導入入（（採採用用））後後のの分分析析・・検検証証
・・当当該該年年度度のの状状況況にに応応じじたた経経験験者者
採採用用制制度度のの活活用用（（検検討討））

固固有有職職員員年年齢齢構構成成のの偏偏在在をを是是正正すするるたためめ、、
引引きき続続きき経経験験者者採採用用をを実実施施（（1111月月１１日日よよりり
募募集集開開始始、、採採用用人人員員：：若若干干名名））

経経験験者者採採用用ににつついいてて、、多多様様なな経経歴歴をを有有すするる人人材材
をを募募集集すするるたためめ、、団団体体ホホーームムペペーージジやや求求人人広広告告
ササイイトト等等をを活活用用しし、、116600名名のの応応募募ががああっったた。。人人
員員要要求求査査定定状状況況やや年年度度末末のの欠欠員員状状況況をを踏踏ままええてて、、
２２月月にに採採用用者者をを決決定定すするる予予定定ででああるる。。ままたた、、人人
材材育育成成計計画画((22002200年年度度改改定定））をを踏踏ままええ、、採採用用後後
２２年年目目、、５５年年目目職職員員をを対対象象ととししたた研研修修をを実実施施しし
たたほほかか、、児児童童虐虐待待防防止止等等ののCCSSRR活活動動をを通通じじてて職職
員員のの視視野野拡拡大大をを図図るるななどど、、若若手手職職員員のの人人材材育育成成
ににもも継継続続的的にに取取りり組組んんででいいくく。。

・・経経験験者者採採用用のの導導入入（（採採用用））後後のの年年
齢齢構構成成のの是是正正状状況況をを踏踏ままええたた当当該該年年
度度以以降降のの経経験験者者採採用用制制度度のの継継続続・・活活
用用のの検検証証

財財団団保保有有のの
経経営営資資源源をを
活活用用ししたた自自
主主事事業業のの展展
開開

目目
標標
③③

・・過過年年度度のの成成果果やや蓄蓄積積ししたたノノウウハハ
ウウ・・情情報報をを活活用用ししたた事事業業検検討討・・実実
施施
・・次次年年度度事事業業のの検検討討

・・都都内内福福祉祉ササーービビスス提提供供事事業業者者をを対対象象ととしし
たた法法人人運運営営ササポポーートト研研修修のの企企画画・・募募集集・・実実
施施（（申申込込2299事事業業所所、、参参加加2277事事業業所所））
・・保保育育園園長長をを対対象象ととししたた保保護護者者対対応応力力ブブ
ララッッシシュュアアッッププ研研修修をを企企画画・・募募集集・・実実施施
（（申申込込2233事事業業所所、、参参加加1199事事業業所所））
・・組組織織ををよよりり良良くくすするるたためめのの環環境境づづくくりり研研
修修をを企企画画・・募募集集（（申申込込2200事事業業所所））

「「魅魅力力ああるる福福祉祉のの職職場場づづくくりり研研修修等等事事業業」」ととしし
てて事事業業計計画画にに位位置置づづけけ、、団団体体内内でで組組織織横横断断的的なな
PPTTをを結結成成ししたたここととかからら時時宜宜にに応応じじたたテテーーママをを設設
定定ででききたたととととももにに、、実実施施方方法法ををカカリリキキュュララムムやや
講講師師ととのの調調整整をを踏踏ままええななががららオオンンラライインンとと集集合合
型型をを併併用用ししてて実実施施ししてていいるるたためめ、、計計画画値値にに近近いい
申申込込みみ及及びび参参加加実実績績ととななっってていいるる。。次次年年度度のの事事
業業検検討討ににつついいててはは、、区区市市町町村村支支援援策策のの具具体体化化検検
討討やや、、ここれれままででのの実実績績にに基基づづくく研研修修のの展展開開ななどど
をを進進めめるる。。

・・過過年年度度のの成成果果やや蓄蓄積積ししたたノノウウハハ
ウウ・・情情報報をを活活用用ししたた事事業業実実施施
・・区区市市町町村村をを対対象象ととししたた研研修修等等のの企企
画画案案のの作作成成

局局ととのの連連携携
強強化化及及びび区区
市市町町村村・・他他
団団体体ととのの連連
携携

目目
標標
④④
⑤⑤

・・局局内内調調査査にに基基づづくく計計画画をを踏踏ままええ
たた事事業業内内容容のの検検討討及及びびそそれれにに伴伴うう
人人員員・・組組織織・・ススペペーーススのの検検討討・・調調
整整
・・区区市市町町村村ニニーーズズ調調査査結結果果のの分分析析
及及びび区区市市町町村村へへのの確確認認及及びび区区市市町町
村村支支援援策策のの検検討討
・・医医療療関関係係団団体体等等ととのの具具体体的的なな連連
携携内内容容のの調調整整
・・児児童童相相談談所所職職員員等等をを育育成成すするる研研
修修内内容容ににつついいてて都都ととのの検検討討・・調調整整、、
実実施施体体制制のの検検討討

・・新新たたにに障障害害福福祉祉ササーービビススのの事事業業者者指指定定申申
請請受受付付事事業業（（仮仮称称））をを展展開開
・・区区市市町町村村支支援援策策ににつついいてて、、具具体体的的なな実実施施
案案ににつついいててヒヒアアリリンンググをを実実施施（（44区区市市・・77部部
署署））
・・医医学学総総合合研研究究所所やや社社会会福福祉祉事事業業団団ととのの連連
携携強強化化
・・新新たたなな支支援援対対象象ででああるる妊妊娠娠期期かからら就就学学前前
のの子子供供とと家家庭庭にに対対すするる相相談談支支援援をを行行うう支支援援
者者向向けけ研研修修をを展展開開（（再再掲掲））

・・22002233年年度度開開始始にに向向けけてて移移管管調調整整をを行行ううとととともも
にに、、組組織織人人員員、、執執務務ススペペーーススのの確確保保にに向向けけたた調調
整整をを行行っってていいるる。。
・・区区市市町町村村支支援援策策はは実実施施ニニーーズズのの検検証証ののたためめ各各
区区市市ににヒヒアアリリンンググをを実実施施ししたたがが、、更更ななるるニニーーズズ
のの掘掘りり下下げげとと事事業業案案のの検検証証をを行行ううたためめ、、追追加加のの
ヒヒアアリリンンググをを1122月月以以降降にに実実施施予予定定
・・各各団団体体とと覚覚書書等等をを締締結結しし、、政政策策にに係係るる組組織織内内
外外のの周周知知協協力力やや、、現現場場体体験験ななどどをを実実施施しし、、今今後後
もも有有機機的的なな関関係係性性構構築築をを図図るる取取りり組組みみをを開開始始しし
たた。。
・・22002233年年度度開開始始にに向向けけてて、、子子供供家家庭庭にに対対すするる支支
援援者者をを育育成成すするる研研修修事事業業をを展展開開すするる。。

・・局局内内調調査査にに基基づづくく計計画画をを踏踏ままええたた
新新規規事事業業等等のの検検討討・・調調整整
・・22002233年年度度新新規規事事業業のの効効率率的的・・効効果果
的的なな実実施施
・・区区市市町町村村支支援援策策のの検検討討のの具具体体化化・・
企企画画立立案案
・・関関係係団団体体ととのの連連携携のの更更ななるる展展開開
・・若若年年世世代代等等をを対対象象ととししたた具具体体的的なな
研研修修内内容容等等をを都都とと連連携携しし検検討討・・調調整整

(公財)東京都福祉保健財団

戦戦略略５５
社社会会・・経経済済環環境境のの変変化化にに的的確確にに対対応応すするる組組織織構構築築・・強強
化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■未未来来のの東東京京戦戦略略
・・戦戦略略１１：：子子供供のの笑笑顔顔ののたためめのの戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 〇
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１３ 公益財団法⼈東京都医学総合研究所 
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2023年度改訂版のポイント

◆戦略１新型コロナウイルス等予防ワクチンの開発と情報発信
新型コロナウイルスに対する多様な媒体を活⽤した情報発信の⼿法を
活⽤し、都⺠利益に資する有⽤な研究の情報を積極的に発信し、都⺠
の⽣命と健康を守る国内トップレベルの医学研究所としての取り組み
を広く⽰せるよう計画を改訂

【プランの主な改訂内容】

(公財)東京都医学総合研究所

戦略１ 新型コロナウイルス等予防ワクチンの開発と情報発信
個別取組事項 202３年度 個別取組事項

(改訂後) 202３年度(改訂後)

「都⺠講座」
やHP、SNS等
を通じ、研究
内容や成果を
紹介

ワクチン開発や関連研究に
ついて、「都⺠講座」や
HP、SNS、広報誌「都医
学研NEWS」などを通じて
紹介するとともに、東京都
公式動画チャンネル「東京
動画」を活⽤するなど、さ
まざまな媒体や経路を使っ
て、都⺠の関⼼に応えた情
報提供を⾏う。

「都⺠講座」
やHP、SNS等
を通じ、研究
内容や成果を
紹介

ワクチン開発や関連研
究について、さまざま
な媒体や経路を使って、
都⺠の関⼼に応えた情
報提供を⾏ってきた⼿
法を活⽤し、都⺠利益
に資する有⽤な研究の
情報を積極的に発信し
ていく。

世界中の最新
の研究成果に
ついて積極的
かつ分かりや
すく情報発信

研究の進捗状況を踏まえな
がら、常に世界中の最新の
研究成果を発信できるよう、
医学研が選定した論⽂を週
に１本のペースで⽇本語に
翻訳し、分かりやすくHP
で紹介する。
また、特に関⼼の⾼いテー
マについては、⼦どもでも
その内容について理解が深
められるよう、イラストや
平易な⾔葉を使って紹介す
る。

世界中の最新
の研究成果に
ついて積極的
かつ分かりや
すく情報発信

研究の進捗状況を踏ま
えながら、常に世界中
の最新の研究成果を発
信できるよう、医学研
が選定した論⽂を年間
50本程度⽇本語に翻訳
し、分かりやすくHPで
紹介する。
また、特に関⼼の⾼い
テーマについては、⼦
どもでもその内容につ
いて理解が深められる
よう、イラストや平易
な⾔葉を使って紹介す
る。

東
京
都

東
京
都

医
学
総
合
研
究
所

医
学
総
合
研
究
所

- 120 -



３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
汎汎用用型型ココロロナナウウイイルルススワワククチチンンににつついいててはは、、基基礎礎研研究究をを確確実実にに進進めめるるとととともも
にに、、現現行行ウウイイルルススをを対対象象ととししたた臨臨床床試試験験にに着着手手すするる。。
【【目目標標②②】】
学学術術的的なな裏裏付付けけををももっったた最最新新のの情情報報をを広広報報誌誌ややHHPP等等をを通通じじてて都都民民にに提提供供ししてて
いいるる。。ままたた、、ココロロナナ関関連連研研究究ににつついいててもも、、「「都都民民講講座座」」をを開開催催ししてて研研究究成成果果
をを都都民民にに提提供供すするる。。

ココロロナナにに対対すするる国国のの基基本本方方針針はは、、社社会会経経済済活活動動をを維維持持ししななががらら、、高高齢齢者者等等をを守守るるここ
ととにに重重点点をを置置いいたた感感染染拡拡大大防防止止策策へへとと移移行行ししてていいるるがが、、ワワククチチンン接接種種はは引引きき続続きき重重
要要なな施施策策ととししてて位位置置づづけけららてていいるる。。ここううししたた中中でで、、将将来来出出現現すするるここととがが予予想想さされれるる
新新たたななウウイイルルススにに対対応応すするる汎汎用用型型ワワククチチンンのの開開発発研研究究はは、、臨臨床床試試験験にに向向けけ取取組組をを進進
めめてていいるる。。ままたた、、ココロロナナにに対対すするる情情報報発発信信はは、、既既存存のの取取組組にに加加ええ、、多多様様なな媒媒体体ででのの
わわかかりりややすすいい情情報報発発信信にに努努めめるるななどど、、３３年年後後（（22002233年年度度））のの到到達達目目標標にに向向けけてて、、順順
調調にに進進んんででいいるるとと捉捉ええてていいるる。。

戦略を設定する理由・背景
都都内内のの新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの拡拡大大はは、、未未だだ収収束束をを見見通通すすここととががででききなないい状状況況ににあありり、、都都民民はは感感染染ののリリススククにに不不安安をを抱抱いいてていいるる。。ままたた、、ママススココミミややイインンタターー

ネネッットトをを通通じじてて、、新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症にに関関すするる様様々々なな情情報報ががああふふれれるるななかか、、信信頼頼ででききるる情情報報のの発発信信がが求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆新新型型イインンフフルルエエンンザザややデデンンググ熱熱にに関関すするるワワククチチンン開開発発研研究究をを行行っっててききたた実実績績をを
背背景景にに、、東東京京都都のの特特別別研研究究ととししてて、、ココロロナナワワククチチンンのの開開発発（（1100年年間間））ののほほかか、、ココ
ロロナナ抗抗体体測測定定研研究究をを実実施施すするるななどど、、都都政政のの重重要要課課題題ででああるる新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感
染染症症対対策策にに取取りり組組んんででいいるる。。

実実施施ににああたたっっててはは、、全全所所をを挙挙げげたた「「新新型型ココロロナナ特特別別対対策策チチーームム」」をを組組織織ししてていい
るる。。
◆◆独独自自のの取取組組ととししてて、、HHPPにに「「新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症関関連連ササイイトト」」をを立立ちち上上げげ
たたほほかか、、各各ププロロジジェェククトトのの専専門門性性をを活活かかししたた「「ココロロナナ関関連連研研究究」」をを実実施施ししてていいるる。。

課題解決の⼿段
◆◆ココロロナナウウイイルルススががSSAARRSS、、MMEERRSSとと概概ねね1100年年周周期期でで、、重重篤篤なな呼呼吸吸器器系系疾疾患患をを引引きき起起
ここすす変変異異をを起起ここししてていいるるここととをを踏踏ままええ、、汎汎用用性性ののああるるワワククチチンン開開発発をを行行うう。。
◆◆医医学学研研のの強強みみをを生生かかしし、、正正確確かかつつ最最新新のの情情報報をを都都民民へへ分分かかりりややすすくく発発信信すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

新新型型及及びび汎汎
用用型型ココロロナナ
ウウイイルルススワワ
ククチチンンのの開開
発発をを推推進進

目目
標標
①①

企企業業がが実実施施すするる第第II//IIII相相臨臨床床試試験験
でで使使用用すするる製製剤剤のの作作成成とと並並行行しし、、
医医学学研研でではは実実験験動動物物をを用用いいたたワワクク
チチンン防防御御効効果果・・安安全全性性・・免免疫疫応応答答
性性のの評評価価をを行行いい、、企企業業にに結結果果をを
フフィィーードドババッッククすするる。。

研研究究費費のの獲獲得得ののたためめ、、４４月月ににAAMMEEDD（（国国立立研研
究究開開発発法法人人日日本本医医療療研研究究開開発発機機構構））のの研研究究
開開発発事事業業へへ応応募募ししたた。。６６月月にに不不採採択択ととさされれ
たたがが、、示示さされれたた課課題題へへのの対対応応をを進進めめ次次回回申申
請請のの準準備備をを行行っったた。。ああわわせせてて、、動動物物モモデデルル
ででのの評評価価ややワワククチチンン製製造造、、治治験験実実施施ののたためめ
のの企企業業体体制制のの確確保保をを行行っったた。。

医医学学研研でで行行うう実実験験動動物物をを用用いいたた評評価価はは順順調調にに進進
んんででいいるるがが、、AAMMEEDDにに申申請請ししたた第第II//IIII相相試試験験にに必必
要要なな研研究究費費申申請請はは不不採採択択ととななっったた。。不不採採択択理理由由
はは開開示示さされれてていいなないいがが、、今今後後のの開開発発にに向向けけたた意意
見見がが付付さされれてておおりり、、そそのの課課題題へへのの対対応応がが必必要要でで
ああるるとと考考ええらられれるる。。

・・医医学学研研ににおおいいてて実実験験動動物物をを用用いいたた
ワワククチチンン防防御御効効果果・・安安全全性性・・免免疫疫応応
答答性性のの評評価価をを行行いい、、企企業業がが実実施施すするる
ⅠⅠ//ⅡⅡ相相試試験験のの実実施施にに向向けけたた取取りり組組みみ
をを進進めめるる。。
・・ココロロナナウウイイルルススにに共共通通すするるエエピピ
トトーーププ（（抗抗原原にに抗抗体体がが結結合合すするる部部
位位））をを標標的的ととししたたワワククチチンン開開発発をを進進
めめるる。。

「「都都民民講講
座座」」ややHHPP、、
SSNNSS等等をを通通
じじ、、研研究究内内
容容やや成成果果をを
紹紹介介

目目
標標
②②

ワワククチチンン開開発発やや関関連連研研究究ににつついいてて、、
「「都都民民講講座座」」ややHHPP、、SSNNSS、、広広報報誌誌
「「都都医医学学研研NNEEWWSS」」ななどどをを通通じじてて紹紹
介介すするるととととももにに、、東東京京都都公公式式動動画画
チチャャンンネネルル「「東東京京動動画画」」をを活活用用すす
るるななどど、、ささままざざままなな媒媒体体やや経経路路をを
使使っってて、、都都民民のの関関心心にに応応ええたた情情報報
提提供供をを行行うう。。

以以下下ののととおおりり、、ワワククチチンン開開発発やや関関連連研研究究にに
つついいてて紹紹介介ししたた。。
・・都都民民講講座座：：第第33回回都都民民講講座座ににおおいいてて、、ワワ
ククチチンン開開発発ににつついいてて講講演演をを行行っったた。。
・・都都医医学学研研NNeewwss：：新新型型ココロロナナ対対策策特特別別チチーー
ムムにによよるる都都立立・・公公社社病病院院とと連連携携ししてて行行っったた
大大規規模模抗抗体体測測定定ププロロジジェェククトトのの活活動動をを取取りり
上上げげたた。。

都都民民講講座座ににつついいててはは、、感感染染制制御御ププロロジジェェククトトがが
担担当当すするるここととがが決決ままっったた時時点点でで、、ワワククチチンン開開発発
ををテテーーママににすするるここととにに決決めめ、、テテーーママににああわわせせてて
外外部部のの演演者者にに依依頼頼しし、、実実施施ししたた。。
都都医医学学研研NNeewwssににおおいいてて、、昨昨年年度度のの新新型型ココロロナナ対対
策策特特別別チチーームムがが実実施施ししたた内内容容をを一一般般のの方方ににももわわ
かかりりややすすくく紹紹介介ししたた。。

ワワククチチンン開開発発やや関関連連研研究究ににつついいてて、、
ささままざざままなな媒媒体体やや経経路路をを使使っってて、、都都
民民のの関関心心にに応応ええたた情情報報提提供供をを行行っってて
ききたた手手法法をを活活用用しし、、都都民民利利益益にに資資すす
るる有有用用なな研研究究のの情情報報をを積積極極的的にに発発信信
ししてていいくく。。

世世界界中中のの最最
新新のの研研究究成成
果果ににつついいてて
積積極極的的かかつつ
分分かかりりややすす
くく情情報報発発信信

目目
標標
②②

研研究究のの進進捗捗状状況況をを踏踏ままええななががらら、、
常常にに世世界界中中のの最最新新のの研研究究成成果果をを発発
信信ででききるるよようう、、医医学学研研がが選選定定ししたた
論論文文をを週週にに１１本本ののペペーーススでで日日本本語語
にに翻翻訳訳しし、、分分かかりりややすすくくHHPPでで紹紹介介
すするる。。
ままたた、、特特にに関関心心のの高高いいテテーーママににつつ
いいててはは、、子子どどももででももそそのの内内容容ににつつ
いいてて理理解解がが深深めめらられれるるよようう、、イイララ
スストトやや平平易易なな言言葉葉をを使使っってて紹紹介介すす
るる。。

以以下下ののととおおりり、、公公式式ササイイトトででわわかかりりややすすくく
情情報報をを発発信信ししたた。。
・・「「新新型型ココロロナナウウイイルルススにに関関すするる最最新新情情
報報」」でではは、、海海外外のの最最新新のの研研究究成成果果をを紹紹介介すす
るる記記事事ととししてて3355本本をを掲掲載載ししたた。。
・・「「けけんんたた君君のの教教ええてて！！ざざわわここ先先生生」」でではは、、
イイララスストトをを活活用用ししたた理理解解ししややすすいい記記事事ととしし
てて、、新新型型ココロロナナウウイイルルスス関関連連等等ににつついいてて44
本本をを掲掲載載ししたた。。

「「新新型型ココロロナナウウイイルルススにに関関すするる最最新新情情報報」」ににつつ
いいててはは、、基基盤盤技技術術支支援援セセンンタターーのの職職員員がが様様々々なな
学学術術誌誌にに取取りり上上げげらられれたた論論文文をを一一般般のの方方ににももわわ
かかるるよよううにに紹紹介介ししてていいるる。。「「けけんんたた君君のの教教ええ
てて！！ざざわわここ先先生生」」ににつついいててはは、、研研究究員員をを中中心心にに、、
理理解解ししややすすいいよよううにに会会話話形形式式でで、、かかつつ、、親親ししみみ
ややすすいいよよううににイイララスストトをを活活用用ししななががらら、、新新型型ココ
ロロナナウウイイルルススややそそのの他他ササルル痘痘等等ににつついいてて取取りり上上
げげてていいるる。。

研研究究のの進進捗捗状状況況をを踏踏ままええななががらら、、常常
にに世世界界中中のの最最新新のの研研究究成成果果をを発発信信でで
ききるるよようう、、医医学学研研がが選選定定ししたた論論文文をを
年年間間5500本本程程度度日日本本語語にに翻翻訳訳しし、、分分かか
りりややすすくくHHPPでで紹紹介介すするる。。
ままたた、、特特にに関関心心のの高高いいテテーーママににつついい
ててはは、、子子どどももででももそそのの内内容容ににつついいてて
理理解解がが深深めめらられれるるよようう、、イイララスストトやや
平平易易なな言言葉葉をを使使っってて紹紹介介すするる。。

(公財)東京都医学総合研究所

戦戦略略１１ 新新型型ココロロナナウウイイルルスス等等予予防防ワワククチチンンのの開開発発とと情情報報発発信信

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
－
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
認認知知症症ケケアアププロロググララムムがが全全国国展展開開しし、、認認知知症症のの人人のの行行動動・・心心理理症症状状のの改改善善にに
寄寄与与すするる。。
【【目目標標②②】】
都都民民のの行行動動自自粛粛等等ののたためめのの定定量量的的なな判判断断材材料料をを提提供供しし、、感感染染抑抑止止にに貢貢献献すするる。。
【【目目標標③③】】
支支援援がが必必要要なな家家庭庭にに対対すするる効効果果的的なな支支援援策策がが検検証証さされれ、、モモデデルル事事業業参参加加のの自自
治治体体ににノノウウハハウウがが蓄蓄積積さされれるる。。

ココロロナナにに対対すするる国国のの基基本本方方針針はは、、社社会会経経済済活活動動をを維維持持ししななががらら、、高高齢齢者者等等をを守守るるここ
ととにに重重点点をを置置いいたた感感染染拡拡大大防防止止策策へへとと移移行行ししてていいるるがが、、ワワククチチンン接接種種はは引引きき続続きき重重
要要なな施施策策ととししてて位位置置づづけけららてていいるる。。ここううししたた中中でで。。将将来来出出現現すするるここととがが予予想想さされれるる
新新たたななウウイイルルススにに対対応応すするる汎汎用用型型ワワククチチンンのの開開発発研研究究はは、、臨臨床床試試験験にに向向けけ取取組組をを進進
めめてていいるる。。ままたた、、ココロロナナにに対対すするる情情報報発発信信はは、、既既存存のの取取組組にに加加ええ、、多多様様なな媒媒体体ででのの
わわかかりりややすすいい情情報報発発信信にに努努めめるるななどど、、３３年年後後（（22002233年年度度））のの到到達達目目標標にに向向けけてて、、順順
調調にに進進んんででいいるるとと捉捉ええてていいるる。。

戦略を設定する理由・背景
人人やや予予算算をを有有効効にに活活用用ししたた、、透透明明性性、、信信頼頼性性のの高高いい効効果果的的なな施施策策をを行行ううととととももにに、、そそのの効効果果をを検検証証ででききるるももののととすするるたためめ、、行行政政施施策策ににおおいいてて、、科科学学的的根根拠拠にに基基づづいい

たた施施策策のの立立案案・・実実施施がが求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆社社会会健健康康医医学学研研究究セセンンタターーはは、、疫疫学学的的アアププロローーチチにによよるる知知見見やや科科学学的的手手法法をを通通
ししてて、、都都のの福福祉祉保保健健行行政政へへのの貢貢献献をを目目指指すす新新たたなな組組織織ででああるる。。
◆◆都都のの委委託託をを受受けけてて開開発発ししたた、、行行動動・・心心理理症症状状（（BBPPSSDD））にに対対すするる認認知知症症ケケアアププロロ
ググララムムはは、、22001188年年度度かからら都都にによよるる普普及及とと実実装装がが進進めめらられれてていいるる。。
◆◆「「東東京京iiCCDDCC専専門門家家ボボーードド」」のの疫疫学学・・公公衆衆衛衛生生チチーームムにに参参画画しし、、疫疫学学的的なな見見地地かか
らら、、新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症対対策策をを検検討討ししてていいるる。。
◆◆児児童童虐虐待待対対応応件件数数がが増増加加すするる中中、、東東京京都都児児童童福福祉祉審審議議会会専専門門部部会会のの議議論論でではは、、
予予防防的的支支援援のの効効果果的的なな実実施施ののたためめにに、、予予防防的的支支援援モモデデルルのの確確立立とと普普及及展展開開がが求求めめ
らられれてておおりり、、福福祉祉保保健健局局少少子子社社会会対対策策部部よよりり相相談談をを受受けけてていいるる。。

課題解決の⼿段
◆◆東東京京発発のの認認知知症症ケケアアププロロググララムムがが全全国国のの自自治治体体でで利利用用可可能能ななももののととすするるたためめ、、
行行動動・・心心理理症症状状をを「「見見ええるる化化」」すするるオオンンラライインンシシスステテムムややee--LLeeaarrnniinngg研研修修シシスステテ
ムム、、研研修修修修了了者者のの継継続続的的ななププロロググララムム活活用用をを支支援援すするるフフォォロローーアアッッププ等等のの運運用用体体
制制をを構構築築すするる。。
◆◆人人流流デデーータタをを活活用用ししたた流流行行予予測測モモデデルルのの提提供供ととととももにに、、疫疫学学的的見見地地にに基基づづくく感感
染染症症リリススククのの分分析析・・評評価価をを通通じじ、、政政策策ににつつななががるる提提言言をを行行うう。。
◆◆科科学学的的裏裏付付けけををももっったた政政策策展展開開がが必必要要ととさされれてておおりり、、政政策策提提言言にに結結びび付付けけらられれ
るる科科学学的的根根拠拠をを検検証証すするるたためめ、、33かか年年ののモモデデルル事事業業をを都都、、区区市市町町村村とと連連携携ししてて実実施施
すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

都都・・厚厚生生労労
働働省省とと連連携携
ししたた認認知知症症
ケケアアププロロググ
ララムムのの普普及及、、
展展開開

目目
標標
①①

全全都都普普及及をを推推進進すするるととととももにに、、全全
国国普普及及にに向向けけてて国国がが実実施施すするる他他府府
県県ででのの試試行行をを支支援援すするる。。ままたた、、ここ
れれままでで蓄蓄積積ししててききたたデデーータタにに加加ええ、、
他他府府県県（（試試行行））かかららデデーータタ収収集集をを
行行うう。。

構構築築ししたた研研修修シシスステテムムでで全全国国普普及及にに向向けけ国国
がが実実施施すするる他他府府県県ででのの試試行行をを支支援援しし、、アアドド
ミミニニスストトレレーータターー114422名名をを養養成成すするるここととにに
よよりりケケアアププロロググララムムのの効効果果ををああららたためめてて実実
証証すするるととととももにに、、ここれれままでで蓄蓄積積ししててききたた
デデーータタにに加加ええ、、他他府府県県試試行行デデーータタのの収収集集もも
行行っったた。。ままたた、、都都内内ででああららたたにに221122名名養養成成
4411区区市市町町村村ままでで利利用用がが拡拡大大ししたた。。

定定期期的的ににイインンスストトララククタターーとと研研修修のの改改善善ににつついい
てて意意見見交交換換をを実実施施しし、、そそのの都都度度、、修修正正をを行行っってて
ききたたこことと、、ままたた、、新新たたににアアドドミミニニスストトレレーータタをを
対対象象ととししたた勉勉強強会会をを実実施施すするるここととななどどにによよっってて
実実践践能能力力ををささららにに高高めめてていいるるとと考考ええてていいるる。。
ままたた、、収収集集ししたたデデーータタをを基基にに、、２２００２２４４年年度度かか
ららのの介介護護報報酬酬化化にに向向けけ、、都都・・事事業業者者団団体体ととのの連連
携携、、厚厚労労省省をを通通じじたた社社会会保保障障審審議議会会等等へへエエビビデデ
ンンススをを提提供供しし、、介介護護報報酬酬化化にに向向けけたた取取りり組組みみのの
加加速速ににつつななげげてていいくく。。

都都・・事事業業者者団団体体ととのの連連携携ををははじじめめ、、
厚厚労労省省をを通通じじたた社社会会保保障障審審議議会会等等へへ
のの認認知知症症患患者者ののBBPPSSDD改改善善デデーータタななどど
ののエエビビデデンンスス提提供供にによよりり、、全全国国普普及及
のの推推進進やや22002244年年度度かかららのの介介護護報報酬酬化化
にに向向けけたた厚厚労労省省のの取取りり組組みみをを支支援援すす
るる。。

人人流流デデーータタ
分分析析にに基基づづ
くく感感染染抑抑止止
策策のの検検討討とと
提提言言

目目
標標
②②

ハハイイリリススククなな人人流流・・滞滞留留にに対対ししてて、、
よよりり効効果果的的なな介介入入時時期期・・介介入入策策のの
検検討討をを行行うう。。
（（※※今今後後ののココロロナナウウイイルルススのの感感染染
拡拡大大状状況況をを踏踏ままええ、、取取組組内内容容にに変変
更更あありり。。））

モモニニタタリリンンググ会会議議ででのの分分析析結結果果報報告告にに加加ええ、、
第第55波波以以降降ににはは、、ワワククチチンン未未接接種種・・未未完完了了
者者ののハハイイリリススクク滞滞留留人人口口をを可可視視化化すするる仕仕組組
みみもも構構築築ししたた。。ささららにに第第77波波以以降降ににはは、、京京
都都大大学学ののチチーームムとと連連携携しし、、感感受受性性人人口口割割合合
とと夜夜間間滞滞留留人人口口ととをを掛掛けけ合合わわせせたた実実効効滞滞留留
人人口口（（有有効効なな免免疫疫持持たたなないい夜夜間間滞滞留留人人口口））
をを可可視視化化すするる仕仕組組みみもも構構築築ししたた。。

携携帯帯電電話話ののGGPPSSデデーータタにに着着目目しし、、毎毎日日、、機機械械学学
習習にによよっってて分分類類すするるデデーータタシシスステテムムをを構構築築ししたた
ここととでで、、レレジジャャーー目目的的のの夜夜間間滞滞留留人人口口をを正正確確にに
抽抽出出すするるここととがが可可能能ととななっったた。。ままたた、、後後のの感感染染
状状況況をを予予測測すするるううええでで重重要要ととななるる夜夜間間滞滞留留人人口口
とと感感受受性性人人口口割割合合のの推推移移ををリリアアルルタタイイムムにに把把握握
すするるここととがが可可能能ととななっったた。。ここううししたた精精度度のの高高いい
滞滞留留人人口口デデーータタはは感感染染予予測測にに貢貢献献しし、、都都ののみみなな
ららずず、、厚厚労労省省アアドドババイイザザリリーーボボーードド会会議議ななどどでで
ももモモニニタタリリンンググ指指標標ととししてて活活用用さされれたた。。

ハハイイリリススククなな人人流流・・滞滞留留のの推推移移にに影影
響響をを与与ええるる社社会会的的要要因因をを同同定定しし、、そそ
れれにに対対すするる有有効効策策をを整整理理すするる。。
（（※※今今後後ののココロロナナウウイイルルススのの感感染染拡拡
大大状状況況をを踏踏ままええ、、取取組組内内容容にに変変更更ああ
りり。。））

児児童童虐虐待待のの
予予防防的的支支援援
法法にに関関すするる
研研究究、、開開発発

目目
標標
③③

モモデデルル事事業業のの効効果果検検証証をを実実施施すするる
ととととももにに、、人人材材育育成成ププロロググララムムのの
ププロロトトタタイイププをを開開発発しし、、モモデデルル事事
業業のの参参加加自自治治体体をを対対象象にに研研修修をを試試
行行すするる。。

モモデデルル事事業業のの効効果果検検証証ののたためめ、、22002211年年度度にに
作作成成ししたた具具体体的的なな支支援援モモデデルルのの実実施施案案にに基基
づづききモモデデルル事事業業のの参参加加自自治治体体（（４４区区市市））にに
おおいいてて新新たたなな支支援援モモデデルルをを開開始始しし、、1111月月末末
時時点点でで若若年年妊妊婦婦3399名名へへのの支支援援をを実実践践ししてていい
るる。。
ままたた、、人人材材育育成成研研修修ププロロググララムムののププロロトトタタ
イイププをを開開発発しし、、４４区区市市へへ研研修修をを試試行行ししたた。。

各各自自治治体体ににおおいいててパパイイロロッットト事事例例にに対対すするる支支援援
をを実実施施しし、、当当事事者者視視点点にに立立っったた支支援援をを効効果果的的にに
提提供供ししてていいくくたためめのの課課題題をを整整理理ししたたここととにによよりり
今今後後ののモモデデルル事事業業のの効効果果検検証証、、エエビビデデンンススにに基基
づづくく予予防防的的支支援援法法開開発発ににつつななげげるるここととががででききるる。。
ままたた、、各各自自治治体体ににおおいいてて管管理理職職のの積積極極的的なな関関与与
をを促促すすととととももにに、、母母子子保保健健・・子子どどもも家家庭庭支支援援セセ
ンンタターーののススタタッッフフがが共共通通のの研研修修をを受受講講すするる仕仕組組
みみをを構構築築しし、、試試行行ししたたここととでで新新たたなな支支援援モモデデルル
のの定定着着にに必必要要なな協協働働体体制制ががささららにに強強化化さされれ、、新新
たたなな支支援援モモデデルルのの円円滑滑なな実実践践ににつつななががっったたとと考考
ええてていいるる。。

モモデデルル事事業業参参加加自自治治体体のの事事例例ややモモデデ
ルル事事業業全全体体のの効効果果検検証証をを通通じじ、、エエビビ
デデンンススにに基基づづくく予予防防的的支支援援法法とと人人材材
育育成成ププロロググララムムをを取取りりままととめめ、、東東京京
都都にに提提案案すするる。。

(公財)東京都医学総合研究所

戦戦略略２２ 都都のの福福祉祉保保健健課課題題のの解解決決にに向向けけたた研研究究のの推推進進

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■未未来来のの東東京京戦戦略略
・・戦戦略略１１：：子子供供のの笑笑顔顔ののたためめのの戦戦略略
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
ゲゲノノムム・・遺遺伝伝子子解解析析技技術術をを用用いいたた臨臨床床研研究究のの実実績績がが増増ええるる。。
【【目目標標②②】】
制制度度のの検検証証やや取取組組のの評評価価をを通通じじてて、、よよりり効効果果的的なな運運用用がが図図らられれ、、そそのの結結果果、、
論論文文やや学学会会発発表表等等がが行行わわれれるる。。
【【目目標標③③】】
独独法法化化後後もも見見据据ええななががらら、、都都立立病病院院等等にに対対すするる知知的的財財産産にに係係るる支支援援をを実実施施しし、、
特特許許出出願願ななどどをを行行うう。。

医医学学研研でではは、、ゲゲノノムム解解析析やや研研究究費費のの支支援援、、知知的的財財産産のの権権利利化化等等をを通通ししてて、、22002222年年７７
月月のの地地方方独独立立行行政政法法人人へへのの移移行行後後もも都都立立・・公公社社病病院院ととのの連連携携強強化化にに努努めめてていいるる。。特特
ににゲゲノノムム・・遺遺伝伝子子解解析析をを用用いいるる臨臨床床研研究究のの構構築築ににおおいいててはは、、新新たたなな病病院院ととのの共共同同研研
究究体体制制をを構構築築すするるななどど、、各各取取組組とともも33年年後後（（22002233年年度度））のの到到達達目目標標にに向向けけてて、、順順調調
にに進進んんででいいるるとと捉捉ええてていいるる。。

戦略を設定する理由・背景
都都立立病病院院・・公公社社病病院院ににはは、、ががんん医医療療やや小小児児医医療療、、精精神神疾疾患患医医療療、、難難病病医医療療ななどどにに関関すするる豊豊富富なな症症例例やや希希少少疾疾患患にに係係るる診診療療実実績績ががああるる。。研研究究所所とと医医療療現現場場ととがが連連携携しし

たた研研究究かからら、、新新たたなな診診断断法法のの開開発発やや診診断断精精度度のの向向上上、、研研究究成成果果のの早早期期実実用用化化やや臨臨床床応応用用がが期期待待さされれてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆ゲゲノノムム解解析析研研究究はは、、最最適適なな治治療療方方法法選選択択ののたためめのの診診断断やや治治療療薬薬のの開開発発ななどど、、都都
民民のの健健康康をを守守るるたためめのの必必須須ななププララッットトフフォォーームムににななるるとと期期待待さされれてておおりり、、ゲゲノノムム
医医学学研研究究セセンンタターーをを新新たたにに設設置置ししたた。。
◆◆病病院院等等連連携携支支援援セセンンタターーがが行行うう「「臨臨床床現現場場ににおおけけるる研研究究シシーーズズのの発発掘掘」」等等ににつつ
いいててはは、、ここれれままでで連連携携ののああっったた病病院院以以外外ととのの共共同同研研究究をを開開始始すするるななどど、、連連携携強強化化
をを図図っってていいるる。。ままたた、、都都立立病病院院等等連連携携ととししてて行行っっててききたた「「TTMMEEDDフフォォーーララムム」」等等はは
ココロロナナ禍禍ににああっってて中中止止ししたた。。
◆◆知知的的財財産産活活用用支支援援セセンンタターーのの「「都都立立病病院院等等ににおおけけるる知知的的財財産産のの権権利利化化及及びび活活用用
のの支支援援」」がが着着実実にに広広ががっってていいるる。。

課題解決の⼿段
◆◆遺遺伝伝子子発発現現解解析析をを通通じじ、、病病変変部部位位にに含含ままれれるる細細胞胞集集団団のの特特性性解解析析、、血血液液等等かからら
ののババイイオオママーーカカーー探探索索、、ががんん細細胞胞のの増増殖殖解解明明等等、、都都立立病病院院等等にに対対しし新新たたなな研研究究をを
提提案案すするる。。
◆◆都都立立病病院院新新改改革革実実行行ププラランン22001188でではは、、多多摩摩キキャャンンパパススにに「「臨臨床床研研究究支支援援セセンン
タターー」」をを整整備備しし、、研研究究支支援援体体制制のの充充実実強強化化をを図図るるととととももにに、、医医学学研研ととのの共共同同研研究究
のの一一層層のの推推進進がが謳謳わわれれてていいるる。。ここううししたた都都立立病病院院のの方方針針をを踏踏ままええ、、よよりり連連携携のの密密
度度をを高高めめてていいくく。。
◆◆都都立立病病院院等等ににはは、、知知的的財財産産にに係係るる専専門門職職チチーームムががななくく、、知知的的財財産産のの権権利利化化ややそそ
のの活活用用、、企企業業ととのの交交渉渉ににはは不不慣慣れれででああるる。。都都立立病病院院等等へへのの支支援援はは1100年年超超ににわわたたるる
研研究究所所のの知知的的財財産産活活用用のの経経験験をを活活かかししたた支支援援をを継継続続すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

ゲゲノノムム・・遺遺
伝伝子子解解析析をを
用用いいるる臨臨床床
研研究究のの構構築築
とと推推進進

目目
標標
①①

提提案案ししたた臨臨床床研研究究をを開開始始しし、、ゲゲノノ
ムム解解析析等等にに着着手手すするる。。ままたた、、臨臨床床
研研究究のの提提案案をを、、多多摩摩総総合合・・小小児児総総
合合ななどど複複数数のの病病院院へへ広広げげるる。。

進進行行中中のの臨臨床床研研究究のの着着実実なな進進捗捗とと並並行行ししてて、、
昨昨年年度度にに開開始始ししたた都都立立駒駒込込病病院院 病病理理科科とと
のの連連携携をを元元にに「「都都立立病病院院等等連連携携研研究究」」のの枠枠
組組みみででのの共共同同研研究究をを開開始始ししたた。。ままたた、、多多摩摩
北北部部医医療療セセンンタターー リリウウママチチ膠膠原原病病科科をを中中
心心ととししたた新新ししいい共共同同研研究究体体制制のの下下ででのの臨臨床床
研研究究をを開開始始ししたた。。

医医学学研研がが設設けけてていいるる「「臨臨床床現現場場ににおおけけるる研研究究
シシーーズズのの発発掘掘」」のの仕仕組組をを昨昨年年度度にに効効果果的的にに活活用用
ししたたここととがが、、今今年年度度のの「「都都立立病病院院等等連連携携研研究究」」
研研究究テテーーママののききっっかかけけととななっったた。。ままたた、、多多摩摩北北
部部医医療療セセンンタターーととのの新新たたなな共共同同研研究究体体制制はは、、過過
去去にに「「都都立立病病院院等等連連携携研研究究」」のの下下でで進進めめらられれてて
いいたたテテーーママををゲゲノノムム医医学学研研究究セセンンタターーがが持持つつ遺遺
伝伝子子発発現現解解析析技技術術のの活活用用にによよりり発発展展ささせせるるもものの
でであありり、、セセンンタターー設設立立にによよっってて構構築築さされれたた研研究究
開開発発体体制制がが貢貢献献ししたたとと考考ええてていいるる。。

共共同同研研究究のの進進展展にに合合わわせせたた検検証証をを通通
じじ、、臨臨床床研研究究のの推推進進にに努努めめ、、ゲゲノノ
ムム・・遺遺伝伝子子発発現現解解析析技技術術をを活活用用ししたた
具具体体的的なな成成果果へへととつつななげげるるととととももにに、、
更更ななるる臨臨床床研研究究のの提提案案をを行行うう。。

都都立立病病院院等等
ととのの連連携携研研
究究のの充充実実

目目
標標
②②

採採択択案案件件ににつついいててはは、、フフォォーーララムム
等等をを活活用用ししてて研研究究成成果果をを発発表表すするる
ななどど、、リリササーーチチママイインンドドををももっったた
医医師師等等がが制制度度のの利利用用をを検検討討すするるよよ
ううにに、、働働ききかかけけをを行行うう。。

「「都都立立病病院院機機構構等等ととのの連連携携研研究究セセミミナナーー」」
をを対対面面ととオオンンラライインンにによよるるハハイイブブリリッッドド形形
式式でで開開催催予予定定ししてていいるる（（22002233//33//1133））。。
ままたた、、「「臨臨床床現現場場ににおおけけるる研研究究シシーーズズのの発発
掘掘」」でではは６６月月にに都都立立多多摩摩総総合合医医療療セセンンタターー
精精神神神神経経科科かからら申申請請ががあありり、、採採択択ししたた。。

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの状状況況かからら、、従従来来どど
おおりりののフフォォーーララムムややカカンンフファァレレンンススのの開開催催はは難難
ししいい状状況況ににああるる。。一一方方でで、、オオンンラライインンででのの試試みみ
はは、、多多くくのの病病院院のの医医師師がが参参加加ででききるるとといいうう点点やや
関関心心ののああるるテテーーママににつついいててののみみ視視聴聴ででききるるとといい
ううメメリリッットトももああるるとと考考ええてておおりり、、ささららにに対対面面とと
合合わわせせたたハハイイブブリリッッドド形形式式をを試試みみるる予予定定ででああるる。。
今今年年度度はは都都立立病病院院のの独独立立行行政政法法人人化化ももあありり、、連連
携携がが難難ししいい面面ががああっったたがが、、都都立立病病院院等等とと研研究究所所
ととのの接接点点づづくくりりのの方方法法ととししてて引引きき続続きき、、開開催催しし
てていいくくここととがが効効果果的的とと考考ええてていいるる。。

都都立立病病院院機機構構設設立立後後もも、、引引きき続続きき充充
実実ししたた連連携携研研究究がが行行わわれれるるよようう、、ここ
れれままででのの取取組組をを評評価価しし、、制制度度のの効効果果
的的なな運運用用をを図図るる。。

地地方方独独立立行行
政政法法人人ににおお
けけるる知知的的財財
産産関関連連規規程程
のの策策定定等等をを
支支援援

目目
標標
③③

地地方方独独立立行行政政法法人人ににおおけけるる知知的的財財
産産関関連連規規程程のの決決定定やや施施行行にに向向けけてて
のの取取りり組組みみやや課課題題解解決決にに、、医医学学研研
ででのの経経験験をを踏踏ままええ支支援援すするる。。

病病院院経経営営本本部部よよりり５５月月にに提提示示さされれたた都都立立病病
院院機機構構のの知知的的財財産産関関連連規規程程案案ににつついいてて、、課課
題題やや問問題題点点ににつついいててのの洗洗いい出出ししをを行行っったた上上
でで、、2200以以上上のの項項目目ににつついいてて、、修修正正提提案案等等をを
行行っったた。。

東東京京都都保保健健医医療療公公社社のの知知財財関関連連規規程程のの策策定定かからら
開開始始ししたた取取りり組組みみでであありり、、公公的的なな病病院院ににおおけけるる
知知的的財財産産活活用用のの課課題題やや問問題題点点もも多多くくああっったたがが、、
医医学学研研のの経経験験ややノノウウハハウウをを知知的的財財産産関関連連規規定定にに
活活かかせせたた。。都都立立病病院院機機構構のの設設立立ままででにに支支援援ががでで
きき、、各各病病院院ににおおけけるる知知的的財財産産活活用用促促進進ににつつなながが
るるももののとと認認識識ししてていいるる。。

都都立立病病院院機機構構ににおおけけるる知知的的財財産産関関連連
規規程程のの運運用用開開始始後後のの課課題題のの洗洗いい出出しし、、
課課題題解解決決にに関関すするるアアドドババイイススをを行行いい、、
各各病病院院ににおおけけるる知知的的財財産産活活用用がが促促進進
さされれるるよようう支支援援すするる。。

病病院院職職員員のの
発発明明等等のの知知
的的財財産産のの権権
利利化化及及びびそそ
のの実実用用化化をを
推推進進

目目
標標
③③

病病院院のの独独法法化化のの進進捗捗をを考考慮慮ししつつつつ、、
新新規規特特許許出出願願をを実実現現すするる。。
当当該該年年度度にに複複数数ののシシーーズズ（（企企業業へへ
紹紹介介ででききるる知知的的財財産産））ががああるる場場合合
ににはは、、BBiiooJJaappaann等等のの展展示示会会・・商商談談
会会にに出出展展もも含含めめたたラライイセセンンスス活活動動
をを行行うう。。

「「体体幹幹装装具具」」（（日日//中中//香香港港にに出出願願））：：販販売売
のの目目途途がが立立っったたたためめ実実施施料料等等のの条条件件をを含含むむ
契契約約をを年年度度内内にに締締結結すするる予予定定。。
「「腫腫瘍瘍ササンンププララーー」」：：９９月月にに改改良良発発明明のの出出
願願をを行行いい、、実実施施予予定定企企業業がが試試作作品品をを作作製製中中。。
「「ネネッッククガガーードド」」：：実実施施予予定定企企業業がが試試作作品品
をを作作製製中中。。「「点点滴滴作作業業用用ラライイトト」」：：近近々々実実
施施候候補補企企業業ととのの交交渉渉をを開開始始すするる。。

都都立立病病院院機機構構のの設設立立ににああたたりり、、病病院院経経営営本本部部・・
公公社社事事務務局局・・病病院院機機構構のの担担当当部部署署とと調調整整やや協協議議
をを重重ねね、、個個別別案案件件ににつついいてて、、可可能能なな範範囲囲ででラライイ
セセンンスス先先のの探探索索、、企企業業ととのの交交渉渉やや契契約約等等をを進進めめ
るるここととががででききたた。。現現在在のの活活動動案案件件はは左左記記のの44件件
にに「「放放射射線線防防護護シシーールルドド」」をを加加ええたた５５件件ででああるる
がが、、そそれれぞぞれれににおおいいててのの実実用用化化のの推推進進にに向向けけたた
ここれれままででのの活活動動がが一一定定のの成成果果ににつつななががりりつつつつああ
るるとと考考ええてていいるる。。

都都立立病病院院機機構構のの知知的的財財産産規規定定にに則則りり、、
特特許許出出願願をを行行うう。。
ままたた、、都都立立病病院院機機構構のの意意向向をを踏踏ままええ
たた上上でで、、BBiiooJJaappaann等等のの展展示示会会・・商商談談
会会にに出出展展すするるななどど、、積積極極的的ななラライイセセ
ンンスス活活動動をを実実施施しし、、実実用用化化のの推推進進をを
図図るる。。

(公財)東京都医学総合研究所

戦戦略略33
都都立立病病院院等等ととののささららななるる連連携携強強化化とと実実用用化化にに向向けけたた支支
援援のの実実施施

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
－

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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2023年度改訂版のポイント

◆戦略１ 利⽤者・児童の権利擁護を第⼀とした⽀援の実現
虐待防⽌の取組を、より⾼いレベルで進めるため、新たな⽬標を追加するとともに、虐待を個
⼈の問題だけでなく、組織の問題として捉え、管理監督者層の指導⼒を重点的に強化

【プランの主な改訂内容】

（社福）東京都社会福祉事業団

戦略１ 利⽤者・児童の権利擁護を第⼀とした⽀援の実現
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標①】特別な⽀援が必要な利⽤者・児童を受け⼊
れる中で、全職員が権利擁護の意義を認識し、利⽤者
本位のサービス・児童に寄り添った⽀援を提供してい
る。
【⽬標②】懲戒処分に該当するような重⼤事故を発⽣
させないため、虐待防⽌への意識や取組が職員に浸透
している。
【⽬標③】利⽤者等の意⾒や苦情を受け⽌める体制や
⽅策が整っている。

【⽬標①】特別な⽀援が必要な利⽤者・児童を受け⼊
れる中で、全職員が権利擁護の意義を認識し、利⽤者
本位のサービス・児童に寄り添った⽀援を提供してい
る。
【⽬標②】懲戒処分に該当するような重⼤事故を発⽣
させないため、虐待防⽌への意識や取組が職員に浸透
している。
【⽬標③】利⽤者等の意⾒や苦情を受け⽌める体制や
⽅策が整っている。
【⽬標④】虐待が起きにくい組織体制が整備されてい
る。

戦略１ 利⽤者・児童の権利擁護を第⼀とした⽀援の実現

個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

虐待防⽌体制の
充実・強化

・事業団虐待等防⽌委員会での各施
設の取組の共有、検証
・各施設での虐待防⽌委員会・リス
クマネジメント委員会等の実施、結
果の反映
・コンプライアンス委員会の実施、
意⾒の反映
・障害施設での虐待防⽌マネー
ジャーの設置・検証

虐待防⽌体制の
充実・強化

・事業団虐待等防⽌委員会での各施
設の取組の共有、検証
・各施設での虐待防⽌委員会・リス
クマネジメント委員会等の実施、結
果の反映
・コンプライアンス委員会の実施、
意⾒の反映
・障害施設での虐待防⽌マネー
ジャーの設置・検証
・管理監督者層の危機管理能⼒及び
組織マネジメント⼒の強化
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①特特別別なな支支援援がが必必要要なな利利用用者者・・児児童童をを受受けけ入入れれるる中中でで、、全全職職員員がが権権利利擁擁護護のの
意意義義をを認認識識しし、、利利用用者者本本位位ののササーービビスス・・児児童童にに寄寄りり添添っったた支支援援をを提提供供ししてていい
るる。。
②②懲懲戒戒処処分分にに該該当当すするるよよううなな重重大大事事故故をを発発生生ささせせなないいたためめ、、虐虐待待防防止止へへのの意意
識識やや取取組組がが職職員員にに浸浸透透ししてていいるる。。
③③利利用用者者等等のの意意見見やや苦苦情情をを受受けけ止止めめるる体体制制やや方方策策がが整整っってていいるる。。
④④虐虐待待がが起起ききににくくいい組組織織体体制制がが整整備備さされれてていいるる。。

・・計計画画ににああるる取取組組をを着着実実にに実実施施ししてておおりり、、職職員員のの権権利利擁擁護護意意識識とと利利用用者者本本位位のの趣趣旨旨
がが浸浸透透ししつつつつああるる。。
・・利利用用者者・・児児童童ににつついいててもも、、苦苦情情窓窓口口等等多多数数のの意意見見表表明明のの機機会会がが確確保保さされれ、、加加ええてて
児児童童にに対対すするる権権利利意意識識のの向向上上にに取取りり組組んんだだここととななどどにによよりり、、多多様様なな意意見見表表明明がが行行わわ
れれるるよよううににななっったた。。
・・22002222年年度度のの虐虐待待疑疑いい事事案案ににおおいいてて、、ベベテテラランン職職員員がが事事故故者者ととななるる事事例例がが散散見見さされれ、、
新新たたなな課課題題ととししてて認認識識ししたたたためめ、、現現在在のの取取組組にに加加ええ新新たたなな取取組組をを検検討討しし、、年年度度内内にに
実実施施すするる予予定定ででああるる。。

戦略を設定する理由・背景
障障害害施施設設・・児児童童養養護護施施設設をを問問わわずず、、利利用用者者やや児児童童のの人人権権をを守守りり、、安安全全・・安安心心なな生生活活をを確確保保すするるここととはは、、施施設設運運営営のの中中でで最最もも基基本本的的かかつつ重重要要ななここととででああるる。。

団体における現状（課題）
〇〇事事業業団団児児童童養養護護施施設設でではは入入所所理理由由がが被被虐虐待待がが約約7755％％でであありり、、民民間間よよりり1100％％高高くく、、
中中高高生生もも4477％％でであありり、、民民間間よよりり2200％％以以上上高高いい。。専専門門的的なな支支援援をを要要すするる児児童童がが増増加加
傾傾向向ににああるる。。
〇〇事事業業団団障障害害者者（（児児））施施設設のの知知的的障障害害のの重重度度・・最最重重度度のの割割合合はは児児童童施施設設でで約約４４割割、、
成成人人施施設設でで約約８８割割でであありり、、強強度度行行動動障障害害ががああるる方方、、高高齢齢化化やや重重度度化化ししたた方方、、医医療療
的的ケケアアやや心心理理的的ケケアアをを必必要要ととすするる方方をを積積極極的的にに受受けけ入入れれてていいるるここととかからら、、年年々々支支
援援がが困困難難なな方方がが増増加加傾傾向向ににああるる。。
〇〇支支援援困困難難者者のの増増加加にに伴伴いい、、事事故故発発生生ののリリススククがが高高ままるるここととかからら、、虐虐待待防防止止のの取取
組組をを継継続続ししてていいくく必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
〇〇権権利利擁擁護護・・虐虐待待防防止止をを徹徹底底すするるたためめ、、職職員員のの意意識識改改革革やや利利用用者者のの安安全全確確保保にに向向
けけたた環環境境整整備備をを推推進進しし、、重重大大事事故故防防止止のの取取組組チチェェッックク体体制制をを強強化化すするる。。
〇〇事事業業団団全全体体でで、、各各施施設設のの事事案案やや取取組組をを共共有有・・検検証証すするるこことと等等にによよりり、、各各施施設設のの
危危機機管管理理意意識識やや人人権権意意識識のの強強化化をを図図るる。。
〇〇事事業業団団をを挙挙げげてて22001199年年度度及及びび22002200年年度度にに策策定定ししたた虐虐待待等等重重大大事事故故防防止止にに向向けけたた
抜抜本本的的対対策策をを着着実実にに実実施施すするる。。
〇〇管管理理監監督督者者をを含含むむ全全職職員員をを対対象象ととししたた虐虐待待防防止止研研修修をを拡拡充充・・強強化化すするる。。
〇〇福福祉祉ササーービビススへへのの満満足足度度をを高高めめ、、個個人人のの権権利利擁擁護護ののたためめ、、第第三三者者委委員員にによよるる定定
期期的的なな相相談談のの実実施施やや適適切切なな苦苦情情対対応応ななどど、、利利用用者者やや児児童童がが意意見見やや苦苦情情をを伝伝ええややすす
いい環環境境をを整整備備ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

虐虐待待防防止止体体
制制のの充充実実・・
強強化化

目目
標標
①①
②②
④④

・・事事業業団団虐虐待待等等防防止止委委員員会会ででのの各各
施施設設のの取取組組のの共共有有、、検検証証
・・各各施施設設ででのの虐虐待待防防止止委委員員会会・・リリ
ススククママネネジジメメンントト委委員員会会等等のの実実施施、、
結結果果のの反反映映
・・ココンンププラライイアアンンスス委委員員会会のの実実施施、、
意意見見のの反反映映
・・障障害害施施設設ででのの虐虐待待防防止止ママネネーー
ジジャャーーのの設設置置

・・事事業業団団虐虐待待等等防防止止委委員員会会をを４４回回開開催催
・・各各施施設設ででのの虐虐待待防防止止委委員員会会・・リリススククママネネ
ジジメメンントト委委員員会会のの開開催催
・・ココンンププラライイアアンンスス委委員員会会をを１１回回開開催催
・・障障害害施施設設のの虐虐待待防防止止ママネネーージジャャーー設設置置率率
110000％％、、各各園園でで身身体体拘拘束束ののチチェェッッククななどど虐虐
待待防防止止対対策策をを中中心心的的にに担担うう。。

・・各各施施設設のの虐虐待待防防止止委委員員会会でで虐虐待待疑疑いい通通報報事事案案
のの検検証証やや対対策策をを検検討討、、事事業業団団全全体体のの委委員員会会でで共共
有有しし意意見見交交換換等等ののううええ、、事事業業団団全全体体でで虐虐待待防防止止
のの底底上上げげをを図図るる。。
・・ココンンププラライイアアンンスス委委員員会会をを開開催催しし、、外外部部委委員員
かかららのの助助言言をを運運営営にに反反映映。。例例ええばば虐虐待待事事案案にに感感
情情ココンントトロローールルののででききなないい職職員員のの例例ががあありり、、助助
言言をを受受けけててアアンンガガーーママネネジジメメンントト研研修修をを検検討討
・・令令和和４４年年度度内内にに虐虐待待疑疑いい通通報報事事案案のの事事故故者者のの
傾傾向向をを踏踏ままええてて検検証証・・分分析析をを行行いい、、管管理理監監督督者者
層層のの危危機機管管理理能能力力やや組組織織ママネネジジメメンントト力力のの強強化化
をを図図るる。。

・・事事業業団団虐虐待待等等防防止止委委員員会会ででのの各各施施
設設のの取取組組のの共共有有、、検検証証
・・各各施施設設ででのの虐虐待待防防止止委委員員会会・・リリスス
ククママネネジジメメンントト委委員員会会等等のの実実施施、、結結
果果のの反反映映
・・ココンンププラライイアアンンスス委委員員会会のの実実施施、、
意意見見のの反反映映
・・障障害害施施設設ででのの虐虐待待防防止止ママネネーー
ジジャャーーのの活活用用
・・管管理理監監督督者者層層のの危危機機管管理理能能力力及及びび
組組織織ママネネジジメメンントト力力のの強強化化

抜抜本本的的対対策策
のの着着実実なな実実
施施

目目
標標
①①
②②
④④

・・「「抜抜本本的的対対策策」」にに加加ええ権権利利擁擁
護護・・事事故故防防止止のの意意識識をを高高めめるる新新たた
なな取取組組のの実実施施
（（例例））職職員員一一人人ひひととりりのの取取組組をを実実
施施
職職員員のの悩悩みみやや不不安安をを受受けけ止止めめるる訪訪
問問相相談談員員のの設設置置
外外部部専専門門家家にによよるる施施設設ののココンンササルル
テテーーシショョンンのの導導入入
福福祉祉ののししごごととのの悩悩みみ相相談談窓窓口口のの実実
施施
・・適適正正なな採採用用及及びび人人事事管管理理のの実実施施

・・各各職職員員がが自自己己覚覚知知しし、、個個人人取取組組目目標標をを設設
定定
・・試試行行ととししてて各各11施施設設でで、、訪訪問問相相談談員員のの設設
置置とと外外部部専専門門家家にによよるるココンンササルルテテーーシショョンン
をを年年間間をを通通ししてて実実施施
・・福福祉祉ののししごごとと悩悩みみ相相談談窓窓口口のの再再周周知知
・・採採用用面面接接でで分分野野別別（（養養護護、、障障害害））のの事事例例
問問題題をを導導入入
・・改改定定版版人人材材育育成成方方針針にに基基づづくく人人事事考考課課のの
実実施施

・・訪訪問問相相談談にによよりり課課題題をを抱抱ええるる職職員員ののフフォォロローー
がが可可能能ととななっってていいるる。。
・・ココンンササルルテテーーシショョンン導導入入施施設設でではは、、対対象象利利用用
者者のの問問題題行行動動のの減減少少とと職職員員のの支支援援力力向向上上がが図図らら
れれたた。。効効果果検検証証ののううええ、、他他のの22施施設設((希希望望のの郷郷東東
村村山山、、八八王王子子福福祉祉園園))へへ拡拡大大すするる。。
・・面面接接時時のの事事例例問問題題をを通通ししてて福福祉祉職職ととししててのの適適
性性をを確確認認しし、、問問題題ののああるる人人材材をを排排除除
・・令令和和33年年度度末末にに改改定定ししたた事事業業団団人人材材育育成成方方針針
にに基基づづきき、、「「福福祉祉にに携携わわるる者者ととししててのの高高いい倫倫理理
観観」」をを到到達達目目標標ととししてて自自己己申申告告制制度度やや業業績績評評価価
制制度度をを実実施施ししてておおりり、、職職員員のの倫倫理理観観のの向向上上をを
図図っってていいるる。。

・・「「抜抜本本的的対対策策」」にに加加ええ権権利利擁擁護護・・
事事故故防防止止のの意意識識をを高高めめるる取取組組のの実実施施
（（例例））職職員員一一人人ひひととりりのの取取組組をを実実施施
職職員員のの悩悩みみやや不不安安をを受受けけ止止めめるる訪訪問問
相相談談員員のの実実施施
外外部部専専門門家家にによよるる施施設設ののココンンササルル
テテーーシショョンンのの活活用用及及びび拡拡大大((２２施施設設))
福福祉祉ののししごごととのの悩悩みみ相相談談窓窓口口のの実実施施
・・適適正正なな採採用用及及びび人人事事管管理理のの実実施施

虐虐待待防防止止研研
修修のの拡拡充充

目目
標標
①①
②②
④④

・・虐虐待待防防止止研研修修（（ee--ララーーニニンンググ総総
論論研研修修））のの受受講講
・・研研修修実実績績ののデデーータタ管管理理のの実実施施
・・虐虐待待等等防防止止研研修修教教材材のの活活用用
・・事事業業団団ココンンププラライイアアンンスス研研修修及及
びび局局研研修修をを継継続続実実施施
・・チチーーフフ等等職職員員向向けけ研研修修カカリリキキュュ
ララムムのの実実施施

・・虐虐待待防防止止研研修修（（ee--ララーーニニンンググ総総論論研研修修））
のの内内容容をを見見直直しし実実施施。。全全職職員員がが受受講講
・・実実際際のの虐虐待待事事件件をを踏踏ままええ虐虐待待防防止止研研修修のの
講講師師及及びび内内容容をを見見直直しし、、実実施施
・・チチーーフフ等等職職員員向向けけ研研修修はは日日々々のの記記録録等等かか
らら虐虐待待のの兆兆候候をを察察知知すするるノノウウハハウウ等等、、事事業業
団団のの現現場場でで必必要要ななリリススククママネネジジメメンントトのの技技
法法をを付付与与
・・アアンンガガーーママネネジジメメンントト研研修修のの構構築築

・・研研修修後後にに振振りり返返りりシシーートトをを提提出出ささせせ、、理理解解度度
をを確確認認しし、、不不十十分分とと見見らられれたた職職員員ににはは追追加加指指導導
をを行行いい、、意意識識のの浸浸透透をを図図っったた。。
・・実実際際のの虐虐待待事事件件のの詳詳細細及及びび課課題題をを研研修修講講師師とと
共共有有しし、、意意見見交交換換ししななががらら進進めめるるななどど、、職職員員にに
伝伝わわりり易易いいよようう工工夫夫
・・チチーーフフ等等職職員員はは最最小小単単位位ののリリーーダダーーにに該該当当しし、、
虐虐待待のの兆兆候候をを発発見見ででききるる可可能能性性がが最最もも高高いい職職員員
ののたためめ、、実実際際のの記記録録等等をを素素材材ににししたたワワーークク等等でで
強強くく意意識識付付けけたた。。
・・虐虐待待疑疑いい通通報報事事例例にに職職員員のの感感情情ココンントトロローールル
のの欠欠如如がが原原因因のの事事例例がが見見らられれたたたためめ、、対対応応すするる
新新たたなな研研修修をを年年度度末末ままででにに実実施施

・・虐虐待待防防止止研研修修（（ee--ララーーニニンンググ総総論論
研研修修））のの受受講講（（受受講講率率110000％％））
・・研研修修実実績績ののデデーータタのの分分析析及及びび研研修修
教教材材へへのの反反映映
・・虐虐待待等等防防止止研研修修教教材材のの改改訂訂・・活活用用
・・事事業業団団ココンンププラライイアアンンスス研研修修及及びび
局局研研修修をを継継続続実実施施
・・チチーーフフ等等職職員員向向けけ研研修修カカリリキキュュララ
ムムのの継継続続実実施施
・・アアンンガガーーママネネジジメメンントト研研修修のの実実施施
（（受受講講率率110000％％））

利利用用者者・・児児
童童かかららのの要要
望望等等へへのの適適
切切なな対対応応

目目
標標
①①
②②
③③

・・福福祉祉ササーービビスス第第三三者者評評価価のの受受
審審・・改改善善
・・利利用用者者・・児児童童がが意意見見をを伝伝ええややすす
いい取取組組のの実実施施（（意意見見箱箱のの設設置置・・活活
用用等等））
・・利利用用者者満満足足度度調調査査のの実実施施・・活活用用

・・福福祉祉ササーービビスス第第三三者者評評価価をを受受審審しし、、結結果果
をを改改善善にに反反映映
・・意意見見箱箱をを活活用用しし、、児児童童やや利利用用者者かかららのの意意
見見をを運運営営にに反反映映、、ままたたはは参参考考ととししたた。。
・・児児童童養養護護施施設設のの児児童童にに対対しし「「子子供供のの権権利利
ノノーートト」」のの説説明明やや学学習習会会をを実実施施
・・全全施施設設でで利利用用者者満満足足度度調調査査をを実実施施

・・第第三三者者評評価価のの受受審審結結果果をを施施設設内内にに周周知知しし、、改改
善善がが必必要要なな内内容容はは対対策策をを検検討討しし早早期期にに実実施施
・・意意見見箱箱のの利利用用ににつついいてて、、児児童童やや利利用用者者にに活活用用
をを促促しし、、「「東東京京都都社社会会的的養養育育推推進進計計画画」」ででもも求求
めめらられれてていいるる、、児児童童がが意意見見をを伝伝ええややすすいい環環境境のの
整整備備をを進進めめてていいるる。。
・・「「子子供供のの権権利利ノノーートト」」のの説説明明やや学学習習会会をを行行うう
ここととでで、、権権利利意意識識のの向向上上やや意意見見表表明明のの方方法法ににつつ
いいてて理理解解ささせせてていいるる。。
・・利利用用者者満満足足度度調調査査はは前前回回のの回回答答をを参参考考にに調調査査
項項目目をを見見直直しし、、1122施施設設でで実実施施。。結結果果のの集集約約・・分分
析析、、活活用用はは今今後後実実施施

・・福福祉祉ササーービビスス第第三三者者評評価価のの受受審審・・
改改善善
・・利利用用者者・・児児童童がが意意見見をを伝伝ええややすすいい
取取組組のの実実施施（（意意見見箱箱のの設設置置・・活活用用
等等））
・・利利用用者者満満足足度度調調査査のの実実施施・・活活用用

第第三三者者委委員員
へへのの相相談談環環
境境のの整整備備

目目
標標
①①
②②
③③

・・各各施施設設ににおおけけるる第第三三者者委委員員へへのの
相相談談会会のの実実施施

・・各各施施設設ににおおけけるる第第三三者者委委員員へへのの相相談談会会をを
合合計計6622回回実実施施。。ココロロナナ禍禍ででのの面面会会制制限限にに対対
すするる要要望望やや入入所所児児童童のの医医療療的的ケケアアにに関関すするる
質質問問ななどど、、多多種種多多様様なな要要望望等等ががああっったた。。

・・新新型型ココロロナナウウィィルルスス感感染染症症蔓蔓延延防防止止対対策策をを講講
じじたた上上でで、、利利用用者者やや家家族族をを対対象象ととししたた相相談談会会をを
開開催催しし、、要要望望内内容容等等をを踏踏ままええ対対応応ししてていいくく。。

・・各各施施設設ににおおけけるる第第三三者者委委員員へへのの相相
談談会会のの実実施施

(社福)東京都社会福祉事業団

戦戦略略１１ 利利用用者者・・児児童童のの権権利利擁擁護護をを第第一一ととししたた支支援援のの実実現現

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略 戦戦略略11：：子子供供のの笑笑顔顔ののたためめのの戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①蓄蓄積積ししててききたた支支援援技技術術をを継継承承ししたた若若手手職職員員がが中中堅堅職職員員へへとと育育っってていいるる。。
・・固固有有正正規規職職員員（（福福祉祉職職））平平均均在在職職年年数数……77..33年年以以上上
②②専専門門的的ななケケアアにに必必要要なな知知識識・・技技術術をを習習得得ししてていいるる。。
③③専専門門性性をを活活かかしし、、利利用用者者・・児児童童のの特特性性やや状状況況にに応応じじたた支支援援をを提提供供ししてていいるる。。
④④他他団団体体へへのの支支援援技技術術・・IICCTT等等のの普普及及をを行行っってていいるる。。

・・固固有有正正規規職職員員((福福祉祉職職))のの平平均均在在職職年年数数はは22002211年年度度末末でで77..66年年、、今今年年度度末末もも目目標標をを
超超ええるる見見込込みみでで、、中中堅堅ととししててのの役役割割をを担担いいつつつつああるる。。
・・「「東東京京都都社社会会的的養養育育推推進進計計画画」」やや「「東東京京都都政政策策連連携携団団体体活活用用戦戦略略」」等等、、都都のの施施策策
とと関関連連ししたた取取組組をを着着実実にに実実施施ししてていいるる。。
・・特特別別なな支支援援がが必必要要なな利利用用者者やや児児童童をを積積極極的的にに受受けけ入入れれるるたためめのの専専門門的的研研修修受受講講やや
自自己己啓啓発発をを活活用用ししたた育育成成がが進進みみ、、支支援援のの向向上上ににつつななががっってていいるる。。
・・習習得得ししたた支支援援技技術術ややIICCTTのの取取組組をを積積極極的的にに他他団団体体等等へへ普普及及しし、、都都のの福福祉祉水水準準のの向向
上上にに貢貢献献

戦略を設定する理由・背景
被被虐虐待待児児童童のの増増加加、、発発達達障障害害・・愛愛着着障障害害等等専専門門的的なな支支援援をを要要すするる児児童童のの増増加加にによよるる支支援援ニニーーズズやや、、強強度度行行動動障障害害やや医医療療的的ケケアアをを必必要要ととすするる障障害害者者のの施施設設利利用用ニニーーズズがが
増増大大ししてていいるる。。

団体における現状（課題）
〇〇特特別別なな支支援援がが必必要要なな利利用用者者やや児児童童をを積積極極的的にに受受けけ入入れれるるとといいううセセーーフフテティィネネッッ
トトととししててのの役役割割をを引引きき続続きき果果たたししてていいくくたためめににはは、、専専門門的的なな支支援援をを提提供供ででききるる体体
制制のの維維持持・・強強化化がが課課題題ととななっってていいるる。。
〇〇平平均均在在職職年年数数はは22001155年年度度かからら変変わわららずず約約６６年年ととななっってておおりり、、若若手手職職員員がが増増加加しし
てていいるるここととかからら、、そそののよよううなな職職員員のの専専門門性性をを高高めめてていいくくここととがが必必要要ででああるる。。
〇〇政政策策連連携携団団体体ととししてて、、ここれれままでで蓄蓄積積ししててききたた支支援援技技術術をを他他団団体体へへ普普及及ししてていいくく
必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
〇〇事事業業団団でで蓄蓄積積ししててききたた支支援援技技術術ややノノウウハハウウをを、、研研修修等等をを通通じじてて若若手手職職員員にに確確実実
にに継継承承しし、、法法人人全全体体ででのの専専門門性性をを高高めめてていいくく。。
〇〇障障害害児児者者施施設設ににおおけけるる医医療療的的ケケアアのの提提供供体体制制やや強強度度行行動動障障害害ののああるる障障害害児児者者のの
受受入入れれ体体制制のの充充実実をを図図るるたためめ、、専専門門的的なな技技術術習習得得ののたためめのの研研修修のの受受講講機機会会のの確確保保
やや、、資資格格取取得得支支援援のの拡拡大大にによよりり、、各各施施設設のの状状況況やや特特長長にに応応じじたた専専門門性性のの高高いい職職員員
をを確確保保すするる。。
〇〇連連携携型型専専門門ケケアア機機能能モモデデルル事事業業ななどどのの先先駆駆的的なな取取組組やや、、選選択択肢肢をを広広げげるる支支援援、、
アアフフタターーケケアアのの充充実実ななどどにによよりり、、児児童童ににささららにに寄寄りり添添っったた支支援援をを行行ええるるよよううににしし
てていいくく。。
〇〇研研修修やや学学校校等等へへ講講師師派派遣遣やや実実習習受受入入れれをを行行ううとと共共にに、、IICCTT等等のの先先進進的的取取組組をを発発信信
すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

専専門門的的ななケケ
アアがが提提供供でで
ききるる体体制制のの
充充実実

目目
標標
①①
②②

・・喀喀痰痰吸吸引引等等研研修修‥‥新新規規でで７７人人受受
講講
・・強強度度行行動動障障害害支支援援者者養養成成研研修修‥‥
新新規規でで4400人人受受講講
・・管管理理監監督督者者ととししててののススーーパパーーババ
イイズズ力力向向上上研研修修
・・退退職職すするるベベテテラランン職職員員かからら後後輩輩
職職員員へへ支支援援ススキキルルをを継継承承すするるたためめ
ののメメッッセセーージジのの発発信信

・・喀喀痰痰吸吸引引等等研研修修をを９９人人受受講講
・・強強度度行行動動障障害害支支援援者者養養成成研研修修をを4400人人受受講講
・・ススーーパパーーババイイズズ力力向向上上研研修修をを33人人受受講講

・・喀喀痰痰吸吸引引等等研研修修はは施施設設内内のの調調整整をを行行いい計計画画数数
をを超超ええるる人人数数のの受受講講をを達達成成
・・強強度度行行動動障障害害支支援援者者養養成成研研修修はは7722人人申申しし込込んん
だだがが、、実実施施機機関関のの選選考考でで4400人人のの受受講講ととななっったた。。
次次年年度度のの受受講講枠枠のの拡拡大大ににつついいてて、、都都やや研研修修実実施施
機機関関とと調調整整ししたた。。
・・専専門門的的ななケケアアにに係係るる研研修修をを多多数数のの職職員員がが受受講講
すするるここととでで、、組組織織的的にに支支援援力力をを高高めめ、、支支援援のの質質
のの向向上上ににつつななががっってていいるる。。
・・メメッッセセーージジ発発信信はは33月月にに「「事事業業団団通通信信」」でで実実
施施

・・喀喀痰痰吸吸引引等等研研修修‥‥新新規規でで７７人人受受講講
・・強強度度行行動動障障害害支支援援者者養養成成研研修修‥‥新新
規規でで4400人人受受講講
・・管管理理監監督督者者ととししててののススーーパパーーババイイ
ズズ力力向向上上研研修修のの受受講講率率110000％％
・・退退職職すするるベベテテラランン職職員員かからら後後輩輩職職
員員へへ支支援援ススキキルルをを継継承承すするるたためめのの
メメッッセセーージジのの発発信信

自自己己啓啓発発支支
援援制制度度のの拡拡
充充

目目
標標
②②

・・資資格格取取得得支支援援のの実実施施……33年年間間でで
4466人人がが制制度度活活用用
・・福福祉祉専専門門職職加加算算ⅠⅠ取取得得（（生生活活支支
援援員員ののううちち社社会会福福祉祉士士等等がが3355％％））
にに不不足足すするる社社会会福福祉祉士士等等のの資資格格取取
得得促促進進をを図図るる。。

・・資資格格取取得得支支援援制制度度をを99人人((社社会会福福祉祉士士５５人人、、
公公認認心心理理士士２２人人、、他他２２人人））がが活活用用((２２年年間間
ででののべべ2244人人))
・・加加算算対対象象ととななるる資資格格取取得得試試験験をを受受験験ししてて
いいるるがが、、結結果果ははままだだ((現現在在のの加加算算ⅠⅠ取取得得施施
設設はは８８施施設設中中３３施施設設、、資資格格取取得得者者のの不不足足数数
はは延延べべでで3300人人))

・・4466名名のの目目標標はは当当初初計計画画時時にに過過去去のの活活用用実実績績をを
踏踏ままええてて算算出出ししたた数数字字
・・募募集集ポポススタターーをを作作成成しし、、具具体体的的なな活活用用例例ななどど
をを示示ししてて、、制制度度のの積積極極的的なな活活用用をを促促ししたた。。
・・昨昨年年度度かからら開開始始ししたた再再チチャャレレンンジジ制制度度へへのの
ニニーーズズがが高高くく、、９９人人中中５５人人がが再再チチャャレレンンジジ制制度度
をを活活用用。。働働ききななががららのの社社会会福福祉祉士士のの資資格格取取得得はは
難難ししくく、、受受験験ししててもも不不合合格格がが多多いい。。
・・加加算算ⅠⅠのの未未取取得得施施設設ににおおいいてて、、職職員員にに資資格格取取
得得支支援援制制度度のの積積極極的的なな活活用用をを促促ししてていいるる。。

・・資資格格取取得得支支援援のの実実施施……３３年年間間でで4466
人人がが制制度度活活用用
・・福福祉祉専専門門職職加加算算ⅠⅠ取取得得（（生生活活支支援援
員員ののううちち社社会会福福祉祉士士等等がが3355％％））にに不不
足足すするる社社会会福福祉祉士士等等のの資資格格取取得得促促進進
をを図図るる。。

児児童童養養護護施施
設設のの児児童童のの
選選択択肢肢をを広広
げげるる支支援援のの
実実施施

目目
標標
③③

・・NNPPOO等等ととのの連連携携にによよるる職職場場体体験験
やや学学習習支支援援‥‥児児童童のの進進路路決決定定率率
110000%%
・・自自立立訓訓練練やや学学力力向向上上をを図図るる取取組組
・・アアフフタターーケケアア専専用用LLIINNEEアアカカウウンン
トトのの活活用用

・・園園内内学学習習会会557722回回、、全全通通塾塾希希望望者者へへのの支支
援援をを実実施施しし、、進進路路内内定定率率はは1111月月末末時時点点でで
3388％％((退退所所児児童童はは計計3388名名))
・・NNPPOO等等ととのの連連携携にによよるる職職場場体体験験をを1199回回実実
施施
・・自自活活訓訓練練をを延延べべ550044日日実実施施
・・自自立立支支援援ニニュューーススをを発発行行
・・退退所所児児童童ととのの連連絡絡手手段段ととししててLLIINNEEのの活活用用
をを継継続続
・・アアフフタターーケケアア希希望望者者へへはは110000%%実実施施

・・「「東東京京都都社社会会的的養養育育推推進進計計画画」」ににああるる「「社社会会
的的養養護護ののももととでで育育つつ子子供供たたちちのの自自立立支支援援」」のの達達
成成にに資資すするる取取組組ととししてて、、学学習習支支援援やや社社会会生生活活にに
必必要要なな知知識識のの付付与与ななどど様様々々なな取取組組をを行行っってていいるる。。
年年度度末末ままででにに進進路路決決定定率率110000％％ととななるるよようう支支援援
をを継継続続すするる。。
・・「「東東京京都都政政策策連連携携団団体体活活用用戦戦略略」」でで求求めめるる役役
割割のの１１つつににアアフフタターーケケアアのの充充実実ががあありり、、LLIINNEEアア
カカウウンントトのの活活用用ななどど、、現現代代的的なな手手法法をを取取りり入入れれ
ててアアフフタターーケケアアをを充充実実ささせせてていいるる。。

・・NNPPOO等等ととのの連連携携にによよるる職職場場体体験験やや学学
習習支支援援……児児童童のの進進路路決決定定率率110000％％
・・自自立立訓訓練練やや学学力力向向上上をを図図るる取取組組
・・アアフフタターーケケアア専専用用LLIINNEEアアカカウウンントト
のの活活用用

連連携携型型専専門門
ケケアア機機能能モモ
デデルル事事業業のの
検検証証とと充充実実

目目
標標
③③

・・事事業業のの検検証証・・課課題題把把握握ととそそれれをを
踏踏ままええたたモモデデルル事事業業のの総総括括

・・原原籍籍施施設設へへ復復帰帰ししたた児児童童88人人へへののアアフフ
タターーケケアアをを実実施施((訪訪問問2211回回、、電電話話連連絡絡はは１１
～～２２カカ月月にに11回回程程度度のの割割合合でで実実施施））
・・今今後後ののあありり方方ににつついいてて、、都都やや地地元元市市ななどど
関関係係機機関関とと検検討討中中

・・「「東東京京都都社社会会的的養養育育推推進進計計画画」」にに明明記記さされれてて
いいるる事事業業ととししてて、、都都やや地地元元市市とと連連携携ししてて実実施施しし
てていいるる。。
・・都都ななどど関関係係機機関関連連携携ととししてて課課題題のの整整理理等等にに取取
りり組組みみ中中

・・事事業業のの検検証証・・課課題題把把握握ととそそれれをを踏踏
ままええたたモモデデルル事事業業のの総総括括

先先進進的的取取組組
等等でで蓄蓄積積しし
ててききたた支支援援
技技術術・・IICCTT
等等をを他他団団体体
へへ普普及及

目目
標標
④④

・・講講師師依依頼頼へへのの積積極極的的なな対対応応（（講講
師師派派遣遣回回数数1144回回））
・・実実習習生生のの積積極極的的なな受受入入れれ（（実実習習
受受入入人人数数、、延延55440022人人））
・・IICCTTやや次次世世代代介介護護機機器器のの導導入入事事
例例のの公公表表及及びび見見学学のの受受入入れれ実実施施
（（東東京京都都福福祉祉保保健健財財団団等等ととのの連連
携携））

・・講講師師派派遣遣回回数数3344回回
・・実実習習生生のの受受けけ入入れれ人人数数33558822人人
・・東東京京都都ののトトラライイアアルル事事業業もも活活用用ししてて、、利利
用用者者見見守守りりシシスステテムム（（AAII－－VVIIEEWW））等等のの次次世世
代代介介護護機機器器をを導導入入しし、、HHPPでで公公表表
・・東東京京都都福福祉祉保保健健医医療療学学会会でで強強度度行行動動障障害害
支支援援事事例例とと次次世世代代介介護護機機器器導導入入・・活活用用事事例例
のの２２事事例例をを発発表表しし受受賞賞

「「東東京京都都政政策策連連携携団団体体活活用用戦戦略略」」でで求求めめるる役役割割
をを果果たたすすべべくく、、以以下下のの取取組組をを実実施施
・・各各学学校校等等かかららのの要要請請にに応応じじ積積極極的的にに講講師師をを派派
遣遣しし、、計計画画数数をを大大ききくく上上回回るる。。
・・感感染染対対策策をを行行いい、、実実習習生生をを可可能能なな限限りり受受入入
・・政政策策連連携携団団体体東東京京都都福福祉祉保保健健財財団団とと連連携携しし、、
福福祉祉機機器器のの情情報報をを得得てて導導入入
・・令令和和55年年度度はは東東京京都都福福祉祉保保健健財財団団がが実実施施すするる
「「強強度度行行動動障障害害支支援援者者要要請請研研修修」」にに講講師師ややフファァ
シシリリテテーータターーをを派派遣遣しし、、連連携携ししてて支支援援技技術術をを他他
団団体体にに普普及及すするる予予定定
・・ココロロナナ禍禍でで見見学学受受けけ入入れれがが難難ししいいたためめ、、学学会会
等等ででのの外外部部発発信信にに積積極極的的にに取取りり組組んんだだ。。

・・講講師師依依頼頼へへのの積積極極的的なな対対応応（（講講師師
派派遣遣回回数数1144回回））
・・実実習習生生のの積積極極的的なな受受入入れれ（（実実習習受受
入入人人数数、、延延55440022人人））
・・IICCTTやや次次世世代代介介護護機機器器のの導導入入事事例例のの
公公表表及及びび見見学学のの受受入入れれ実実施施（（東東京京都都
福福祉祉保保健健財財団団等等ととのの連連携携））
・・強強度度行行動動障障害害支支援援者者養養成成研研修修にに講講
師師及及びびフファァシシリリテテーータターーととししてて職職員員
をを派派遣遣

(社福)東京都社会福祉事業団

戦戦略略２２ 蓄蓄積積ししててききたた支支援援技技術術をを生生かかししたた高高度度ななケケアアのの提提供供

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■東東京京都都政政策策連連携携団団体体活活用用戦戦略略
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略 戦戦略略11：：子子供供のの笑笑顔顔ののたためめのの戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇

東
京
都

東
京
都

社
会
福
祉
事
業
団
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会
福
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事
業
団
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①東東村村山山福福祉祉園園はは、、改改築築後後のの施施設設でで運運営営ししてておおりり、、地地域域のの障障害害児児のの支支援援がが充充
実実ししてていいるる。。
②②日日野野療療護護園園はは、、計計画画どどおおりり改改築築さされれ、、地地域域のの障障害害者者のの支支援援をを拡拡充充ししてていいるる。。
③③地地域域がが求求めめるる役役割割（（地地域域交交流流ススペペーーススのの提提供供、、学学校校役役員員やや自自治治会会役役員員をを担担
うう、、地地域域行行事事へへのの職職員員動動員員・・物物品品貸貸出出ななどど））をを担担いい、、地地域域ととのの協協働働がが進進んんでで
いいるる。。

・・２２施施設設のの改改築築ににつついいててはは、、計計画画通通りりにに進進んんででおおりり、、地地域域のの支支援援ニニーーズズににもも対対応応でで
ききるるよようう準準備備がが進進んんででいいるる。。
・・ココロロナナ禍禍がが続続くく中中ででもも、、IICCTTのの活活用用やや規規模模のの縮縮小小等等工工夫夫ををししてて、、地地域域ととのの連連携携・・
協協働働をを図図りり、、地地域域貢貢献献をを進進めめてていいるる。。

戦略を設定する理由・背景
ここれれままでで、、東東京京都都全全体体ののニニーーズズにに対対応応ししてて支支援援がが必必要要なな利利用用者者をを広広域域的的にに受受けけ入入れれるる役役割割をを中中心心にに担担っっててききたた。。今今後後はは、、ここううししたた役役割割ににととどどままららずず各各地地域域にに根根差差ししたた
施施設設ととししてて、、そそのの専専門門機機能能をを活活かかししてて地地域域のの支支援援ニニーーズズにに対対応応ししてていいくくここととがが一一層層求求めめらられれてていいくく。。

団体における現状（課題）
〇〇東東村村山山福福祉祉園園でではは改改築築ににああたたりり、、通通所所ササーービビススななどど、、地地域域でで暮暮ららすす障障害害児児のの生生
活活をを支支ええるるササーービビススのの更更ななるる充充実実をを図図りり、、地地域域福福祉祉のの向向上上にに貢貢献献すするる必必要要ががああるる。。
〇〇日日野野療療護護園園ににつついいててはは、、利利用用者者のの安安全全・・安安心心かかつつ快快適適なな生生活活をを確確保保ししてていいくくとと
ととももにに、、地地域域のの社社会会資資源源ととししてて地地域域のの支支援援ニニーーズズへへのの対対応応をを踏踏ままええたた改改築築計計画画をを
進進めめてていいくく必必要要ががああるる。。
〇〇地地域域のの福福祉祉ニニーーズズにに対対応応ししたた取取組組のの実実施施にによよりり地地域域社社会会へへ貢貢献献ででききるるよようう、、地地
域域とと連連携携ししてて、、支支援援のの充充実実をを図図るる必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
〇〇東東村村山山福福祉祉園園のの改改築築をを進進めめるるににああたたっってて、、地地域域ののニニーーズズをを的的確確にに把把握握しし、、通通所所
ササーービビススななどど地地域域でで支支援援をを必必要要ととすするる方方をを対対象象ととししたたササーービビススをを拡拡充充すするる。。
〇〇日日野野療療護護園園のの改改築築ににああたたりり、、利利用用者者ササーービビススののよよりり一一層層のの向向上上をを図図るるここととははもも
ちちろろんん、、ユユニニババーーササルルデデザザイインンにに配配慮慮ししたた建建物物ででああるるこことと、、災災害害にに強強いい建建物物ででああ
るるこことと、、地地球球環環境境にに配配慮慮ししたた建建物物ででああるるこことと等等のの条条件件をを満満たたすすよようう、、計計画画をを進進めめ
てていいくく。。併併せせてて、、地地域域でで支支援援をを必必要要ととすするる方方をを対対象象ととししたたササーービビススをを拡拡充充すするる。。
〇〇地地域域とと連連携携ししたた防防災災訓訓練練のの実実施施ななどどをを通通ししてて、、地地域域ででのの役役割割をを確確実実にに果果たたせせるる
よよううににすするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

東東村村山山福福祉祉
園園のの改改築築にに
伴伴うう通通所所のの
充充実実にに向向けけ
たた検検討討

目目
標標
①①

・・本本設設施施設設へへのの移移行行（（22002233年年度度をを
予予定定））にに向向けけ、、地地域域のの障障害害児児向向けけ
のの新新たたなな通通所所ササーービビススをを検検討討（（東東
京京都都及及びび地地域域ととのの調調整整））

・・改改築築施施設設ににおおけけるる通通所所ササーービビススととししてて、、
日日中中活活動動支支援援((学学校校のの休休業業期期間間ににおおけけるる地地
域域のの障障害害児児のの受受けけ入入れれ))のの充充実実をを検検討討

・・改改築築後後のの施施設設にに整整備備さされれるるププーールルやや体体育育館館、、
遊遊具具、、ボボルルダダリリンンググウウォォーールルななどどをを活活用用ししたた運運
動動メメニニュューーをを中中心心にに新新たたななププロロググララムムをを追追加加しし、、
移移転転後後にに実実施施すするるととととももにに、、対対象象者者へへアアピピーールル
しし、、利利用用をを促促すす。。

・・本本設設施施設設へへのの移移行行
・・地地域域のの障障害害児児のの日日中中活活動動支支援援のの充充
実実

日日野野療療護護園園
のの改改築築のの円円
滑滑なな実実施施

目目
標標
②②
③③

・・建建築築工工事事施施工工・・建建物物竣竣工工
・・環環境境にに関関すするる認認証証制制度度をを取取得得でで
ききるるよようう施施工工会会社社とと調調整整

・・躯躯体体工工事事完完了了、、内内外外装装のの仕仕上上げげ工工事事中中。。
工工事事はは全全体体のの約約8800％％のの進進捗捗でであありり、、予予定定どど
おおりり進進行行中中
・・環環境境にに関関すするる認認証証制制度度（（CCaassbbeeee、、東東京京都都
建建築築物物環環境境計計画画書書制制度度））ににおおいいてて上上位位評評価価
をを取取得得ででききるる見見込込みみ
・・太太陽陽光光発発電電のの設設置置をを計計画画にに組組みみ込込むむ

・・設設計計会会社社、、施施工工会会社社、、園園、、事事務務局局合合同同のの月月22
回回のの定定例例会会議議ののほほかか、、工工事事進進行行にに遅遅れれがが出出なないい
よようう随随時時連連携携しし、、事事業業をを遂遂行行ししてていいるる。。
・・設設計計会会社社とと協協力力しし、、環環境境評評価価のの高高いい設設備備、、部部
材材等等をを採採用用ででききるるよようう調調整整ししてていいるる。。
・・太太陽陽光光発発電電はは「「ゼゼロロエエミミッッシショョンン都都庁庁行行動動計計
画画」」やや「「未未来来のの東東京京戦戦略略③③ググリリーーンン&&デデジジタタ
ルル」」ににもも掲掲げげらられれ、、東東京京都都環環境境公公社社がが実実施施すするる
「「地地産産地地消消型型再再エエネネ補補強強ププロロジジェェククトト」」のの助助成成
金金活活用用もも可可能能ななたためめ、、設設置置すするるここととととししたた。。
・・太太陽陽光光採採光光シシスステテムムのの導導入入やや緑緑化化等等にによよりり、、
環環境境にに優優ししいい運運営営をを目目指指すす。。

・・新新施施設設ででのの運運営営開開始始
・・環環境境にに関関すするる認認証証制制度度をを取取得得
・・環環境境にに優優ししいい運運営営

日日野野療療護護園園
移移転転改改築築にに
伴伴うう通通所所・・
短短期期入入所所のの
拡拡充充にに向向けけ
たた検検討討

目目
標標
②②

・・通通所所・・短短期期入入所所等等のの拡拡充充後後のの定定
員員規規模模、、人人員員配配置置体体制制、、日日中中活活動動
内内容容、、送送迎迎体体制制、、送送迎迎エエリリアア、、相相
談談支支援援事事業業のの規規模模ななどどをを検検討討

・・通通所所定定員員はは55名名かからら2200名名にに、、短短期期入入所所定定
員員はは44名名かからら66名名にに拡拡充充をを決決定定
・・都都にに対対しし、、通通所所、、短短期期入入所所のの規規模模増増にに合合
わわせせたた令令和和55年年度度のの人人員員要要求求をを実実施施
・・送送迎迎体体制制やや送送迎迎エエリリアアをを確確定定しし、、内内容容をを
踏踏ままええてて送送迎迎委委託託業業者者をを決決定定
・・通通所所・・短短期期入入所所のの利利用用者者にに向向けけたた各各種種広広
報報をを実実施施
・・日日中中活活動動内内容容やや相相談談支支援援等等はは検検討討中中

・・通通所所、、短短期期入入所所のの定定員員増増にに合合わわせせてて、、地地域域
ニニーーズズのの掘掘りり起起ここししののたためめ、、地地域域のの障障害害者者団団体体
やや学学校校等等かかららのの情情報報収収集集をを行行っってていいるる。。
・・近近隣隣駅駅ででのの広広告告ななどど各各種種広広告告媒媒体体のの活活用用等等、、
新新施施設設のの魅魅力力ををアアピピーールルししてて、、利利用用者者のの獲獲得得をを
進進めめてていいるる。。
・・新新施施設設ででのの日日中中活活動動ににつついいてて、、施施設設機機能能をを活活
かかししたた活活動動をを園園内内でで検検討討中中ででああるる。。

・・拡拡充充ししたた施施設設ででのの通通所所・・短短期期入入所所
等等ののササーービビスス実実施施

地地域域ととのの連連
携携・・協協働働

目目
標標
③③

・・地地域域イイベベンントトへへのの参参加加やや園園内内行行
事事へへのの地地域域住住民民のの参参加加のの機機会会のの確確
保保
・・福福祉祉避避難難所所ととししてて機機能能ささせせるるたた
めめ、、地地元元市市ととのの連連絡絡会会等等のの実実施施

・・外外部部イイベベンントトへへのの参参加加はは現現時時点点でではは困困難難
だだがが、、園園内内イイベベンントトはは園園内内ののココロロナナのの感感染染
状状況況にに配配慮慮ししつつつつ実実施施
・・地地域域交交流流ややイイベベンントトににおおいいてて、、日日野野療療護護
園園ののココミミュュニニケケーーシショョンンロロボボッットトOOrriihhiimmee
をを効効果果的的にに活活用用
・・障障害害のの全全施施設設でで福福祉祉避避難難所所ととししててのの協協定定
をを締締結結。。福福祉祉避避難難所所ととししてて機機能能ささせせるるたためめ
のの地地元元自自治治体体ととのの調調整整をを実実施施

・・園園内内イイベベンントトはは新新型型ココロロナナウウィィルルススのの施施設設内内
のの発発生生状状況況にによよりり、、中中止止、、延延期期、、規規模模縮縮小小、、実実
施施方方法法のの工工夫夫ななどど、、状状況況にに応応じじたた対対応応をを図図りりつつ
つつ、、少少ししずずつつ以以前前のの状状態態にに戻戻ししてていいるる。。
・・OOrriihhiimmeeはは非非接接触触でで外外部部のの人人ととココミミュュニニケケーー
シショョンンがが取取れれるるたためめ、、ココロロナナ禍禍ででのの利利用用者者のの社社
会会参参加加やや、、地地域域交交流流機機会会のの確確保保等等、、顕顕著著なな効効果果
がが得得らられれたた。。
・・福福祉祉避避難難所所のの協協定定はは令令和和33年年度度新新規規協協定定市市をを
含含めめ全全施施設設がが完完了了。。リリモモーートトもも活活用用ししてて、、地地域域
ととのの関関係係性性をを構構築築

・・地地域域イイベベンントトへへのの参参加加やや園園内内行行事事
へへのの地地域域住住民民のの参参加加のの機機会会のの確確保保
・・福福祉祉避避難難所所ととししてて機機能能ささせせるるたためめ、、
地地元元市市ととのの連連絡絡会会等等のの実実施施

(社福)東京都社会福祉事業団

戦戦略略３３ 地地域域のの福福祉祉向向上上へへのの貢貢献献、、地地域域ととのの連連携携のの強強化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■ゼゼロロエエミミッッシショョンン都都庁庁行行動動計計画画
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略
・・戦戦略略1144：：ゼゼロロエエミミッッシショョンン東東京京戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①安安定定的的なな運運営営がが可可能能なな人人材材のの確確保保・・育育成成ががででききてていいるる。。
・・固固有有正正規規職職員員（（福福祉祉職職））離離職職率率1111..99%%((22002200年年度度))をを維維持持
・・管管理理監監督督者者のの固固有有職職員員割割合合4400％％
②②働働ききややすすいい職職場場環環境境がが整整備備さされれるるとと共共にに、、職職員員のの負負担担軽軽減減がが図図らられれてていいるる。。
③③自自主主運運営営施施設設でで必必要要なな積積立立がが計計画画的的にに行行わわれれてていいるる。。

・・採採用用者者数数ははここれれままででのの様様々々なな取取組組にに加加ええ令令和和44年年度度のの地地方方出出身身応応募募者者向向けけ上上京京支支
援援策策ななどどにによよりり、、22002200年年度度以以降降上上昇昇にに転転じじてていいるるがが、、引引きき続続きき現現在在のの取取組組をを着着実実にに
実実施施ししてていいくく。。
・・離離職職者者ににつついいててもも22002222年年度度はは88..11%%とと改改善善傾傾向向をを示示ししてておおりり、、人人事事・・給給与与制制度度のの大大
幅幅なな改改定定やや福福利利厚厚生生のの充充実実ななどどにによよるる効効果果とと考考ええらられれるるがが、、更更ななるる離離職職防防止止にに向向けけ
てて働働ききややすすささにに配配慮慮ししたた取取組組等等をを進進めめてていいくく。。
・・自自主主財財源源はは、、自自主主運運営営施施設設のの収収入入もも増増加加ししてておおりり、、引引きき続続きき安安定定ししたた運運営営をを確確保保
ででききるるよようう、、取取組組をを進進めめてていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
福福祉祉分分野野のの離離職職率率がが全全業業界界平平均均よよりり高高いい数数値値でで推推移移ししてていいるるななどど、、業業界界全全体体でで人人材材不不足足がが深深刻刻化化ししてていいるる。。（（22001199民民間間介介護護職職離離職職率率：：1144..44％％））
ままたた、、22001199年年にに働働きき方方改改革革関関連連法法がが制制定定さされれたたここととにによよりり、、業業界界問問わわずず「「働働ききややすすささ」」のの向向上上ににつついいてて更更ななるる改改善善がが期期待待さされれてていいるる。。

団体における現状（課題）
〇〇福福祉祉業業界界でではは人人材材不不足足がが深深刻刻化化ししてておおりり、、事事業業団団ににおおいいててもも、、施施設設運運営営にに必必要要
なな職職員員のの確確保保がが極極めめてて困困難難ととななっってていいるる。。ままたた、、離離職職率率がが年年々々増増加加しし、、22001199年年度度
はは1111..99％％ととななっってていいるる。。ここううししたた状状況況でで、、職職員員ににかかかかるる負負担担がが増増大大ししてていいるる。。
〇〇都都派派遣遣職職員員とと固固有有職職員員がが２２：：８８のの割割合合ととななりり、、事事業業団団のの将将来来をを担担うう固固有有職職員員のの
育育成成やや管管理理監監督督者者層層へへのの登登用用をを引引きき続続きき行行っってていいくく必必要要ががああるる。。
〇〇休休暇暇制制度度のの整整備備等等、、働働ききややすすささのの向向上上にに向向けけたた取取組組をを順順次次行行っっててききてていいるるがが、、
現現状状をを踏踏ままええ更更ななるる取取組組をを進進めめてていいくく必必要要ががああるる。。
〇〇新新たたなな事事業業展展開開やや施施設設のの改改築築等等をを計計画画的的にに進進めめるるににああたたりり、、自自己己資資産産がが限限らられれ
てていいるるたためめ、、財財源源のの確確保保がが大大ききなな課課題題ととななっってていいるる。。

課題解決の⼿段
〇〇学学校校ととのの連連携携強強化化にによよるる学学生生へへののアアピピーールル強強化化やや採採用用チチャャネネルルのの拡拡充充ののほほかか、、
経経験験者者やや無無資資格格者者等等のの幅幅広広いい人人材材のの採採用用ををよよりり進進めめてていいくく。。
〇〇固固有有職職員員のの積積極極的的なな管管理理職職登登用用やや、、処処遇遇改改善善、、ラライイフフ・・ワワーークク・・ババラランンススのの推推
進進等等にによよりり、、職職員員のの定定着着率率アアッッププをを目目指指すす。。
〇〇次次世世代代介介護護機機器器のの導導入入ややIICCTT環環境境のの整整備備にによよりり、、利利用用者者・・児児童童のの安安全全性性をを向向上上ささ
せせるるとと共共にに、、職職員員のの負負担担をを軽軽減減すするる。。
〇〇自自主主運運営営施施設設ににおおいいてて、、報報酬酬改改定定をを受受けけたた加加算算のの取取得得やや、、効効率率的的なな施施設設運運営営にに
よよるるココスストトダダウウンンななどど、、収収支支内内容容のの精精査査にによよりり、、継継続続ししてて安安定定ししたた施施設設運運営営をを目目
指指すす。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

様様々々なな人人材材
のの確確保保ののたた
めめのの採採用用活活
動動及及びび採採用用
制制度度のの拡拡充充

目目
標標
①①

・・学学校校訪訪問問、、採採用用説説明明会会、、内内
定定者者交交流流会会等等のの継継続続、、充充実実
・・学学校校推推薦薦、、実実習習生生等等特特別別制制
度度のの検検証証、、対対象象校校拡拡大大のの検検討討
・・児児童童養養護護施施設設ににおおけけるる児児童童
指指導導員員のの育育成成拡拡充充
・・アアククテティィブブシシニニアアのの積積極極的的
活活用用
・・キキャャリリアア採採用用、、再再採採用用制制度度
のの実実施施

・・学学校校訪訪問問等等6644校校、、説説明明会会3366回回、、内内
定定式式１１回回、、内内定定者者交交流流会会１１回回、、イイベベ
ンントト出出展展3300回回、、施施設設見見学学会会3300回回
・・学学校校推推薦薦1155→→2288人人内内定定
・・実実習習生生等等特特別別制制度度1111→→1111人人内内定定
・・児児童童指指導導員員育育成成枠枠でで２２人人採採用用
・・補補助助業業務務ににシシルルババーー人人材材をを活活用用
・・キキャャリリアア採採用用４４人人、、再再採採用用１１人人
・・地地方方出出身身者者採採用用昨昨年年度度５５名名→→1133名名

・・WWeebb等等もも併併用用ししたた学学校校訪訪問問やや採採用用説説明明会会、、各各種種イイ
ベベンントトへへのの出出展展をを増増ややししたた。。
・・学学校校訪訪問問へへはは採採用用１１～～２２年年目目のの学学校校出出身身者者をを同同行行
ささせせ、、仕仕事事ののややりりががいいやや園園のの魅魅力力ななどどをを直直接接語語ららせせ
るるここととでで、、学学生生にに響響くく取取組組ととななっったた。。
・・内内定定者者交交流流会会のの実実施施等等にによよりり帰帰属属意意識識をを高高めめ内内定定
辞辞退退をを防防止止
・・推推薦薦校校をを個個別別訪訪問問しし制制度度のの活活用用をを促促進進しし、、推推薦薦がが
拡拡大大
・・実実習習生生等等特特別別制制度度対対象象者者にに学学習習会会等等へへのの参参加加をを案案
内内すするるななどど継継続続的的ににアアププロローーチチ
・・新新たたにに地地方方出出身身のの応応募募者者へへのの上上京京支支援援策策をを整整備備・・
実実施施しし、、応応募募がが拡拡大大

・・学学校校訪訪問問、、採採用用説説明明会会、、内内定定者者交交流流会会
等等のの継継続続、、充充実実
・・学学校校推推薦薦、、実実習習生生等等特特別別制制度度のの検検証証、、
対対象象校校拡拡大大のの検検討討
・・児児童童養養護護施施設設ににおおけけるる児児童童指指導導員員のの育育
成成拡拡充充
・・アアククテティィブブシシニニアアのの積積極極的的活活用用
・・キキャャリリアア採採用用、、再再採採用用制制度度のの実実施施
・・地地方方出出身身応応募募者者のの上上京京支支援援策策のの実実施施

職職員員確確保保・・
定定着着にに向向けけ
たた人人事事・・給給
与与制制度度等等のの
適適切切なな運運
用用・・見見直直しし

目目
標標
①①
②②

・・固固有有職職員員のの管管理理監監督督者者層層のの
計計画画的的なな育育成成・・ポポスストト配配置置
・・給給与与制制度度全全般般にに渡渡るる抜抜本本的的
なな改改正正及及びび効効果果的的なな運運用用
・・宿宿舎舎借借上上げげ事事業業及及びび奨奨学学金金
返返済済事事業業のの実実施施
・・他他団団体体へへのの派派遣遣研研修修のの実実施施
・・職職員員満満足足度度アアンンケケーートトのの実実
施施

・・管管理理監監督督者者層層のの4466..00％％にに固固有有職職員員
登登用用（（令令和和４４年年４４月月１１日日時時点点））
・・年年度度初初めめかからら大大幅幅なな給給与与見見直直ししをを
実実施施
・・宿宿舎舎借借上上げげ実実績績2233件件
・・奨奨学学金金返返済済支支援援のの利利用用募募集集をを1122月月
実実施施
・・都都へへのの相相互互派派遣遣研研修修１１人人
・・職職員員満満足足度度アアンンケケーートトににつついいてて、、
アアンンケケーートト項項目目をを精精査査。。１１月月実実施施にに
向向けけてて準準備備中中

・・給給与与見見直直ししのの結結果果、、待待遇遇をを理理由由ととししたた離離職職はは減減少少。。
評評価価委委員員意意見見ににああっったた配配属属のの不不満満にに対対応応すするる地地域域手手
当当もも改改善善
・・宿宿舎舎借借りり上上げげやや奨奨学学金金返返済済支支援援制制度度はは採採用用説説明明会会
等等ででのの関関心心がが高高くく、、PPRRをを強強化化
・・相相互互派派遣遣研研修修終終了了後後はは成成果果報報告告にによよりり共共有有をを図図りり、、
本本人人のの帰帰属属意意識識のの向向上上ににもも寄寄与与
・・職職員員満満足足度度アアンンケケーートトはは、、評評価価委委員員意意見見をを踏踏ままええ、、
別別団団体体へへ情情報報収収集集
・・採採用用やや早早期期離離職職防防止止ででのの成成果果をを上上げげてていいるる施施設設のの
取取組組内内容容のの他他施施設設展展開開をを検検討討
・・採採用用11年年目目職職員員かかららのの採採用用担担当当へへ職職場場適適応応等等のの相相
談談にに対対応応しし、、離離職職をを止止めめたた。。

・・固固有有職職員員のの管管理理監監督督者者層層のの計計画画的的なな育育
成成・・ポポスストト配配置置
・・宿宿舎舎借借上上げげ事事業業及及びび奨奨学学金金返返済済事事業業のの
実実施施
・・他他団団体体へへのの派派遣遣研研修修のの実実施施
・・職職員員満満足足度度アアンンケケーートトのの実実施施及及びび
フフィィーードドババッックク
・・実実習習生生等等かからら評評価価がが高高いい施施設設のの取取組組をを
他他施施設設にに展展開開
・・採採用用11年年未未満満のの職職員員へへのの事事務務局局かかららのの
フフォォロローーアアッッププのの仕仕組組みみをを整整備備しし実実施施

ラライイフフ・・
ワワーークク・・ババ
ラランンススのの推推
進進、、働働ききやや
すすいい職職場場環環
境境づづくくりり

目目
標標
②②

・・同同計計画画のの目目標標をを達達成成しし、、認認
定定をを取取得得
・・遅遅番番勤勤務務をを支支援援すするる制制度度のの
実実施施
・・「「留留学学等等休休職職制制度度」」（（仮仮
称称））、、「「配配偶偶者者同同行行休休業業制制
度度」」（（仮仮称称））のの実実施施
・・職職員員ののたためめのの相相談談体体制制のの充充
実実
・・メメンンタタルルヘヘルルスス研研修修のの実実施施

・・「「働働ききややすすいい福福祉祉のの職職場場宣宣言言」」をを
継継続続
・・育育休休取取得得率率やや年年休休・・夏夏休休取取得得日日数数
はは計計画画目目標標をを達達成成、、ええるるぼぼししのの認認定定
取取得得にに向向けけてて手手続続きき中中
・・育育児児中中職職員員のの遅遅番番勤勤務務のの支支援援制制度度、、
自自己己啓啓発発等等休休業業制制度度、、配配偶偶者者同同行行休休
業業制制度度のの制制度度設設計計中中
・・メメンンタタルルヘヘルルススケケアア研研修修1199人人受受講講
・・職職員員ののエエンンゲゲーージジメメンントトをを高高めめるる
ササンンククススカカーードドのの普普及及

・・宣宣言言はは達達成成内内容容をを事事業業団団ののHHPPにに公公表表。。財財団団PPRR動動画画
にに「「宣宣言言法法人人事事例例」」でで出出演演。。財財団団のの「「スステテッッププアアッッ
ププセセミミナナーー」」にに参参加加しし、、他他法法人人のの取取組組事事例例をを収収集集
・・子子育育てて・・介介護護とと仕仕事事のの両両立立支支援援パパンンフフレレッットトななどど
にによよりりLLWWBBをを推推進進
・・育育児児・・介介護護休休業業法法のの改改正正にに対対応応しし、、パパパパ育育休休やや育育
休休のの分分割割取取得得にに対対応応
・・育育児児中中のの職職員員のの遅遅番番勤勤務務をを支支援援すするる制制度度等等はは他他のの
制制度度ととののババラランンススにに配配慮慮ししてて検検討討中中
・・複複数数のの相相談談窓窓口口ががああるるここととをを積積極極的的にに周周知知
・・ササンンククススカカーードドはは、、エエンンゲゲーージジメメンントトにに関関すするる評評
価価委委員員のの意意見見をを踏踏ままええたたもものの

・・「「TTOOKKYYOO働働ききややすすいい福福祉祉のの職職場場宣宣言言」」
のの取取組組状状況況110000%%達達成成をを継継続続
・・遅遅番番勤勤務務ののたためめののベベビビーーシシッッタターーやや延延
長長保保育育等等のの費費用用をを補補助助すするる新新たたなな制制度度をを
実実施施
・・「「自自己己啓啓発発等等休休業業制制度度」」、、「「配配偶偶者者同同
行行休休業業制制度度」」のの実実施施
・・職職員員ののたためめのの相相談談体体制制のの周周知知及及びび運運用用
・・新新たたにに福福祉祉現現場場ににおおけけるるメメンンタタルルヘヘルル
ススケケアア研研修修をを実実施施

IICCTT環環境境のの
整整備備・・強強化化
及及びび次次世世代代
介介護護機機器器のの
導導入入

目目
標標
②②

・・人人事事シシスステテムムやや管管理理事事務務等等
ののシシスステテムムのの運運用用
・・統統合合ししたた業業務務用用端端末末、、基基本本
ソソフフトトウウェェアア、、ググルルーーププウウェェ
アアのの運運用用開開始始
・・各各職職員員がが研研修修履履歴歴をを確確認認しし、、
自自己己研研鑽鑽にに活活用用
・・次次世世代代介介護護機機器器等等をを各各施施設設
でで随随時時導導入入

・・人人事事、、勤勤怠怠管管理理、、旅旅費費精精算算シシスステテ
ムムのの運運用用をを継継続続
・・文文書書管管理理シシスステテムムのの導導入入をを検検討討
・・端端末末統統合合のの契契約約をを準準備備
・・都都ののトトラライイアアルル事事業業もも活活用用しし、、利利
用用者者見見守守りりシシスステテムム（（AAII－－VVIIEEWW））をを
導導入入
・・見見守守りり機機器器ややカカメメララににつついいてて、、改改
築築施施設設をを中中心心にに積積極極的的導導入入をを検検討討

・・人人事事、、勤勤怠怠管管理理、、旅旅費費精精算算ののシシスステテムムのの本本格格導導入入
２２年年目目ととななるるがが、、職職員員のの申申請請等等のの効効率率性性がが向向上上ししたた。。
・・業業務務用用端端末末のの統統合合ににかかかかるる各各施施設設ととのの調調整整やや契契約約
準準備備をを行行いい、、年年度度内内にに導導入入ででききるる見見込込
・・AAII－－VVIIEEWWはは持持ちち運運びび可可能能ななモモニニタターーののたためめ、、業業務務
のの効効率率化化等等がが図図れれてていいるる。。
・・次次世世代代介介護護機機器器等等ににつついいててはは、、東東京京都都福福祉祉保保健健財財
団団かかららのの情情報報をを得得てて、、ままたた、、先先行行導導入入事事例例のの効効果果をを
確確認認ししつつつつ導導入入
・・評評価価委委員員意意見見もも踏踏ままええ、、見見守守りり機機器器ややカカメメララはは、、
虐虐待待のの発発見見やや抑抑止止ににもも効効果果がが期期待待ででききるるたためめ、、導導入入
をを推推進進

・・人人事事シシスステテムムやや管管理理事事務務等等ののシシスステテムム
のの運運用用
・・統統合合ししたた業業務務用用端端末末、、基基本本ソソフフトトウウェェ
アア、、ググルルーーププウウェェアアのの運運用用
・・各各職職員員がが研研修修履履歴歴をを確確認認しし、、自自己己研研鑽鑽
にに活活用用
・・次次世世代代介介護護機機器器等等をを各各施施設設でで随随時時導導入入

自自主主財財源源のの
確確保保

目目
標標
③③

・・自自主主運運営営施施設設２２施施設設ににおおけけ
るる更更ななるる収収入入増増（（加加算算のの取取得得
等等））、、経経費費削削減減のの取取組組にによよりり、、
計計画画的的にに施施設設整整備備経経費費等等をを積積
みみ立立ててるる。。
・・事事業業団団賛賛助助会会制制度度のの運運用用

【【決決算算見見込込】】
〇〇日日野野療療護護園園（（対対22002211年年度度予予算算比比））
・・介介護護給給付付費費1122百百万万円円（（33..6644％％））のの
収収入入増増
〇〇希希望望のの郷郷東東村村山山（（対対22002211年年度度予予算算
比比））
・・介介護護給給付付費費00..77百百万万円円（（00..1122％％））のの
収収入入増増
〇〇施施設設整整備備等等積積立立毎毎年年度度約約22千千44百百万万
円円、、現現在在33億億66千千44百百万万円円
〇〇賛賛助助会会員員制制度度のの運運用用継継続続

・・ココロロナナ過過ににおおいいててもも、、安安定定的的なな利利用用者者ササーービビススのの
提提供供、、確確実実なな事事業業運運営営のの実実施施ののたためめ、、自自主主事事業業施施設設
はは高高いい利利用用率率及及びび加加算算取取得得をを維維持持
・・日日野野療療護護園園のの施施設設整整備備費費、、修修繕繕積積立立金金はは、、今今年年度度
移移転転改改築築でで使使用用ししたたたためめ、、次次年年度度かからら新新たたにに積積みみ立立
ててるる。。

・・自自主主運運営営施施設設22施施設設ににおおけけるる更更ななるる収収
入入増増((加加算算のの取取得得等等))、、経経費費削削減減のの取取組組にに
よよりり、、計計画画的的にに施施設設整整備備経経費費等等をを積積みみ立立
ててるる。。ままたた、、日日野野療療護護園園移移転転施施設設のの立立川川
療療護護園園のの安安定定的的なな運運営営ののたためめのの予予算算をを確確
保保すするる。。
・・事事業業団団賛賛助助会会員員制制度度のの運運用用

(社福)東京都社会福祉事業団

戦戦略略４４ 社社会会福福祉祉法法人人ととししててのの運運営営基基盤盤のの強強化化

戦略の性質
経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策 −

2023年度改訂の視点による区分
都の

重要施策
財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

東
京
都

東
京
都

社
会
福
祉
事
業
団

社
会
福
祉
事
業
団
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１５ 公益財団法⼈東京都中⼩企業振興公社 
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2023年度改訂版のポイント

戦略２ 中⼩企業の持続的成⻑を⽀える公社職員の育成強化
デジタル技術の対応⼒を底上げするため、個別取組事項「DX推進に向けた職員のデジタル⼒の
向上」を新設

戦略３ 中⼩企業の経営基盤を強化する総合的⽀援の実施
近年の社会経済環境変化を捉えて事業を構築するとともに、既存事業の⾒直し等を実施

【プランの主な改訂内容】

（公財）東京都中⼩企業振興公社

戦略３ 中⼩企業の経営基盤を強化する総合的⽀援の実施
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

経営⾰新等に向
けた⽀援の充実

○点在する⽀援事業を有機的に連携
するスキームの構築
○経営⾰新等向け⽀援の効果検証・
⾒直し

経営⾰新等に向
けた⽀援の充実

○成⻑産業や先端技術分野への参
⼊・ネットワーク作り等に向けた⽀
援を継続
○デザイン経営⽀援・SDGs経営⽀
援の継続
○脱炭素産業（GX関連）参⼊⽀援
の継続
○ゼロエミ⽀援事業等の利⽤者に対
し、ニーズに合わせた総合的な⽀援
を実施（環境公社と連携）
○海外企業との取引促進・成約に向
けたプロモーション強化

企業再編、承継、
再⽣に係る⽀援
の強化

○事業承継⽀援の効果検証・⾒直し
企業再編、承継、
再⽣に係る⽀援
の強化

○国の⽀援センターや地域⾦融機関
と連携を強化しながら、中⼩企業の
ニーズに沿った事業承継・再⽣⽀援
を実施
〇事業承継の更なる促進に向けて、
第三者承継（М＆Ａ）の普及啓発を
強化するとともに、譲受側（買い
⼿）を対象としたＭ＆Ａ後の経営統
合を⽀援

戦略２ 中⼩企業の持続的成⻑を⽀える公社職員の育成強化
個別取組事項
(新規) 2023年度

DX推進に向けた
職員のデジタル
⼒の向上

〇DX推進に向けたデジタル⼈材育成体系の構築（公社全体の⼈材育成の実施⽅法を検討、外部
機関が実施するデジタル研修へ職員派遣５名、職員向けデジタル研修を３回実施）
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
・・22002233年年度度末末ままでで利利用用者者満満足足度度9900％％以以上上をを維維持持（（22001199年年度度::9933..55％％、、22001188年年
度度::8888..55％％、、22001177年年度度::9911..99％％））
【【目目標標②②】】
・・22002233年年度度末末ままででにに新新聞聞等等のの媒媒体体にに取取りり上上げげらられれたた記記事事数数をを112200件件（（22001199年年
度度::8866件件、、22001188年年度度::9977件件、、22001177年年度度::110022件件））
【【目目標標③③】】
・・22002233年年度度末末ままででにに公公社社提提案案事事業業数数をを累累計計3300件件（（22002200年年度度::８８件件））

〇〇利利用用者者満満足足度度調調査査はは、、22002233年年２２月月にに実実施施予予定定（（22002211年年度度はは9922..66％％がが満満足足とと評評価価））

〇〇新新聞聞やや公公的的機機関関ののSSNNSS等等のの媒媒体体へへのの掲掲載載記記事事数数はは、、ププレレススややSSNNSSででのの積積極極的的なな発発信信
をを実実施施ししたた結結果果、、1111月月末末時時点点でで110055件件

〇〇公公社社かからら都都へへのの提提案案事事業業数数はは、、22002211年年度度1199件件、、22002222年年度度９９件件（（見見込込みみ））

戦略を設定する理由・背景
生生産産年年齢齢人人口口のの減減少少ややデデジジタタルル化化にに向向けけたた新新たたなな生生産産・・ササーービビスス技技術術のの出出現現ののほほかか、、新新型型ココロロナナのの影影響響もも重重ななりり、、中中小小企企業業をを取取りり巻巻くく環環境境はは大大ききくく変変化化ししてていいるる。。

ままたた、、公公社社ももデデジジタタルル化化のの促促進進をを積積極極的的にに進進めめてて業業務務改改革革をを行行ううここととでで、、中中小小企企業業支支援援施施策策をを積積極極的的にに提提供供ししてていいくくここととががよよりり求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆近近年年、、公公社社のの予予算算額額及及びび事事業業数数がが急急激激にに増増加加ししてておおりり、、公公社社職職員員はは日日々々のの業業務務
にに追追わわれれててししままっってていいるるがが、、中中小小企企業業をを取取りり巻巻くく環環境境変変化化にに対対応応すするるたためめ、、時時機機
をを逸逸すするるここととななくく事事業業展展開開ををししてていいくくここととがが必必要要ででああるる。。

◆◆現現在在、、利利用用者者満満足足度度はは9933..55％％（（22001199年年度度））とと9900％％以以上上をを達達成成ででききてていいるるがが、、公公
社社認認知知度度はは4455..55%%（（22001199年年度度））ででああるる。。都都内内のの全全中中小小企企業業にに対対しし認認知知度度をを高高めめるるここ
とともも重重要要ででああるるがが、、ままずずはは公公社社事事業業のの対対象象業業種種等等ににタターーゲゲッットトをを絞絞りり、、事事業業内内容容
ををよよりり知知っっててももららううここととがが必必要要ででああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆公公社社業業務務ののデデジジタタルル化化のの取取組組をを推推進進ししてていいくくここととでで更更ななるる業業務務のの効効率率化化をを図図るる
ととととももにに、、効効率率化化にによよるる時時間間をを用用いい、、利利用用者者ででああるる中中小小企企業業ののニニーーズズややシシーーズズをを
踏踏ままええたた施施策策立立案案・・提提言言、、事事業業改改善善をを強強化化ししてていいくく。。

◆◆ここののよよううににししてて、、不不断断のの見見直直ししをを図図りりななががらら事事業業をを円円滑滑にに執執行行しし、、利利用用者者満満足足
度度のの向向上上をを図図っってていいくく。。

◆◆ままたた、、中中小小企企業業がが課課題題解解決決ののたためめにに公公社社事事業業をを選選択択しし利利用用ででききるるよようう、、タターー
ゲゲッットトをを明明確確ににしし、、戦戦略略的的なな広広報報をを展展開開ししてていいくく。。そそれれにによよりり、、新新聞聞等等のの媒媒体体へへ
のの露露出出をを積積みみ重重ねね、、公公社社のの主主要要事事業業のの認認知知度度のの向向上上をを図図っってていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

中中小小企企業業
ニニーーズズのの把把
握握体体制制のの強強
化化

目目
標標
①①

○○利利用用者者満満足足度度調調査査・・公公社社CCSS向向上上
委委員員会会等等のの継継続続実実施施
○○公公社社内内のの利利用用者者意意見見をを集集約約・・共共
有有すするるシシスステテムム・・体体制制のの検検討討（（中中
小小企企業業やや大大企企業業、、研研究究機機関関等等かからら
情情報報をを収収集集・・共共有有・・分分析析））
○○新新ししいい企企業業巡巡回回等等のの開開始始

〇〇CCSS向向上上委委員員会会にに広広報報戦戦略略のの機機能能をを拡拡充充しし
たた「「CCSS・・広広報報会会議議」」をを実実施施。。おお客客様様ののごご意意
見見へへのの対対応応状状況況をを公公社社HHPPににてて公公表表
〇〇中中小小企企業業支支援援シシスステテムムにに保保存存さされれたた総総合合
相相談談デデーータタをを探探索索・・抽抽出出しし、、相相談談内内容容をを
キキーーワワーードド別別にに集集計計
〇〇デデジジタタルルツツーールルをを活活用用ししたた企企業業巡巡回回をを試試
行行でで実実施施

〇〇公公社社へへのの意意見見・・苦苦情情をを組組織織横横断断でで共共有有すするる取取
組組をを継継続続しし、、ササーービビススのの向向上上にに活活用用
〇〇キキーーワワーードド及及びび集集計計結結果果をを各各課課にに情情報報共共有有しし、、
中中小小企企業業ニニーーズズのの把把握握にに活活用用可可能能かか検検討討
〇〇巡巡回回時時ににタタブブレレッットトをを利利用用ししたた事事業業紹紹介介をを実実
施施しし、、各各企企業業にに応応じじたた施施策策をを提提案案

○○利利用用者者満満足足度度調調査査、、公公社社CCSS・・広広報報
会会議議等等のの継継続続実実施施
○○中中小小企企業業ニニーーズズ・・情情報報分分析析のの仕仕組組
みみづづくくりり（（ニニーーズズやや経経営営状状況況等等をを即即
時時にに把把握握しし、、支支援援策策のの検検討討にに活活用用すす
るるたためめ、、ウウェェブブアアンンケケーートト調調査査をを新新
たたにに実実施施・・年年４４回回））
○○新新ししいい企企業業巡巡回回等等のの継継続続・・効効果果検検
証証

公公社社業業務務のの
更更ななるるデデジジ
タタルル化化

目目
標標
①①

○○電電子子申申請請のの充充実実
〇〇オオンンラライインン相相談談のの更更ななるる利利便便性性
向向上上
○○オオンンラライインンでで実実施施ししたた事事業業もも含含
めめてて、、収収集集ししたた企企業業情情報報のの共共有有
化化・・活活用用促促進進をを検検討討

〇〇市市場場開開拓拓助助成成事事業業、、先先進進的的防防災災技技術術実実用用
化化支支援援事事業業ほほかか2200事事業業でで電電子子申申請請をを導導入入
〇〇支支社社相相談談窓窓口口ののオオンンラライインン相相談談のの導導入入がが
完完了了。。本本社社ワワンンスストトッッププ総総合合相相談談窓窓口口はは、、
WWeebbかかららのの相相談談予予約約もも開開始始
〇〇問問いい合合わわせせのの多多いい事事業業ににつついいてて、、チチャャッッ
トトボボッットトにによよるる情情報報提提供供をを強強化化

〇〇先先行行ししてて電電子子申申請請をを導導入入ししてていいるる事事業業かかららノノ
ウウハハウウをを共共有有しし、、他他事事業業にに順順次次拡拡大大
〇〇各各支支社社ででオオンンラライインン相相談談ののツツーールル及及びび受受付付体体
制制をを整整備備。。本本社社総総合合相相談談窓窓口口はは、、WWeebb予予約約にによよ
りり、、利利用用者者のの利利便便性性をを向向上上
〇〇公公社社ホホーームムペペーージジ、、既既存存利利用用者者のの回回答答をを分分析析
ししてて問問いい合合わわせせがが多多いい事事項項ののデデーータタベベーーススをを拡拡
充充

○○助助成成事事業業にに係係るる電電子子手手続続ききのの拡拡充充
（（JJググラランンツツをを活活用用すするるここととをを基基本本とと
ししてて、、原原則則110000％％のの手手続続ききををデデジジタタルル
化化））
○○業業務務のの自自動動化化・・効効率率化化をを図図るるたためめ
のの環環境境整整備備（（社社内内事事務務シシスステテムムのの連連
携携））
○○顧顧客客情情報報管管理理ののたためめのの「「中中小小企企業業
支支援援シシスステテムム」」リリニニュューーアアルルのの検検討討

事事業業PPDDCCAAササ
イイククルルのの徹徹
底底

目目
標標
①①

○○効効果果的的なな目目標標管管理理のの継継続続
○○左左記記のの重重点点的的ににササポポーートトすするるププ
ロロジジェェククトトをを拡拡大大
○○公公社社のの自自主主事事業業提提案案制制度度をを活活用用
すするるななどど、、事事業業のの不不断断のの見見直直ししやや
都都へへのの提提案案をを実実施施

〇〇事事業業をを「「創創業業」」「「海海外外販販路路」」等等ののユユニニッッ
トトにに分分類類しし、、四四半半期期ごごととのの進進捗捗管管理理をを実実施施。。
ユユニニッットト相相互互のの連連携携にによよりり、、全全体体ででのの効効果果
的的なな事事業業運運営営をを検検討討
〇〇対対象象企企業業８８社社にに個個別別訪訪問問をを実実施施しし、、課課題題
にに応応じじたた支支援援事事業業をを紹紹介介。。社社内内でで支支援援事事業業
のの知知識識やや情情報報共共有有をを継継続続実実施施
○○公公社社自自主主事事業業提提案案制制度度をを通通じじてて、、支支援援
ニニーーズズのの把把握握・・検検証証をを実実施施

〇〇ユユニニッットト別別のの会会議議等等をを実実施施。。進進捗捗状状況況やや課課題題
をを共共有有しし、、事事業業運運営営上上のの対対策策をを検検討討・・実実施施
〇〇事事前前アアンンケケーートトでで回回答答さされれたた課課題題キキーーワワーードド
をを基基にに仮仮説説ををたたてて、、ささららにに実実際際ののヒヒアアリリンンググをを
通通じじてて課課題題をを深深掘掘りりしし、、事事業業化化へへのの道道筋筋にに応応じじ
たた支支援援事事業業をを紹紹介介
○○近近年年のの社社会会経経済済状状況況変変化化にに対対応応すするるたためめ、、事事
業業のの改改善善やや統統廃廃合合ななどどをを組組織織全全体体でで議議論論しし、、ブブ
ララッッシシュュアアッッププ

○○事事業業ユユニニッットト別別のの目目標標管管理理のの継継続続
○○助助成成事事業業完完了了後後のの事事業業化化にに向向けけたた
フフォォロローー支支援援のの在在りり方方ににつついいてて、、類類
型型化化、、フフロローー化化をを実実施施

戦戦略略的的広広報報
体体制制のの確確立立

目目
標標
②②

○○事事業業別別認認知知度度をを踏踏ままええたた広広報報策策
のの構構築築
○○タターーゲゲッットトをを捉捉ええたた広広報報展展開開
（（業業界界紙紙へへのの掲掲載載・・リリスステティィンンググ
広広告告のの実実施施））・・HHPPののリリニニュューーアアルル
○○現現場場のの臨臨場場感感がが伝伝わわるる動動画画のの発発
信信（（経経営営者者へへののイインンタタビビュューーとと併併
せせてて））

〇〇広広報報アアドドババイイザザーーにによよるる個個別別相相談談会会（（７７
回回））及及びびTTwwiitttteerrのの分分析析・・フフィィーードドババッックク
のの継継続続実実施施、、臨臨場場感感ののああるるツツイイーートトのの実実施施
〇〇業業界界紙紙へへのの広広告告掲掲載載、、GGoooogglleeAAnnaallyyttiiccss
をを利利用用ししたたWWeebbペペーージジアアククセセスス分分析析をを継継続続
実実施施
〇〇企企業業情情報報ポポーータタルルササイイトトのの作作成成、、支支援援企企
業業ののイインンタタビビュューー動動画画のの作作成成

〇〇広広報報アアドドババイイザザーーにによよるる助助言言にによよるる職職員員のの広広
報報物物作作成成力力のの向向上上、、TTwwiitttteerrにに躍躍動動感感をを与与ええるる
たためめイイベベンントト等等ををリリアアルルタタイイムムでで発発信信、、
TTwwiitttteerrににおおけけるるフフォォロロワワーー数数がが増増加加（（約約44,,778800
フフォォロローー））
〇〇９９月月にに業業界界紙紙へへのの広広告告をを掲掲載載
〇〇支支援援事事例例をを集集めめたたWWeebbペペーージジをを作作成成、、公公社社利利
用用企企業業へへののイインンタタビビュューーをを実実施施

○○TTwwiitttteerrのの効効果果分分析析・・運運用用見見直直しし
（（数数値値分分析析・・フフィィーードドババッッククにによよるる
効効果果的的ななツツイイーートトのの継継続続、、支支援援企企業業
のの成成果果事事例例ななどど企企業業にに役役立立つつ情情報報のの
発発信信））
○○公公社社HHPPののリリニニュューーアアルルにに向向けけたた検検
討討（（事事業業検検索索機機能能のの改改善善ななどど））
○○効効果果的的なな広広報報成成功功事事例例のの共共有有にによよ
るる職職員員のの広広報報力力のの強強化化
○○包包括括業業務務協協定定締締結結先先とと連連携携ししたた広広
報報のの強強化化

中中小小企企業業のの
ニニーーズズをを踏踏
ままええたた施施策策
立立案案

目目
標標
③③

○○東東京京都都事事業業のの新新規規事事業業構構築築及及びび
事事業業見見直直しし時時ににおおけけるる新新規規取取組組のの
提提案案（（創創業業・・新新事事業業、、事事業業承承継継、、
販販路路開開拓拓、、生生産産性性向向上上、、人人材材育育成成
等等））
○○公公社社自自主主事事業業提提案案制制度度のの継継続続実実
施施
○○事事業業改改善善提提案案ををテテーーママととししたた新新
入入職職員員研研修修をを実実施施

○○22002233年年度度予予算算要要求求時時、、新新規規事事業業のの構構築築やや
事事業業見見直直しし時時ににおおけけるる新新規規取取組組をを提提案案
○○自自主主事事業業のの職職員員提提案案をを募募集集（（1166事事業業））
○○既既存存事事業業ににおおけけるる課課題題をを見見つつけけ、、そそのの改改
善善策策をを企企画画・・立立案案すするるここととをを目目的的ととししたた研研
修修をを実実施施（（1111月月・・３３ググルルーーププ））

〇〇施施策策のの検検討討段段階階かからら、、都都のの担担当当者者にに、、現現場場のの
ニニーーズズややここれれままでで実実施施ししててききたた課課題題ななどどをを共共有有
〇〇職職員員のの施施策策立立案案能能力力のの機機会会をを確確保保すするるたためめ、、
職職員員提提案案制制度度をを継継続続
〇〇前前年年ののアアンンケケーートト結結果果ををふふままええ、、課課題題検検討討期期
間間及及びび研研修修実実施施回回数数ににつついいてて見見直直すすここととでで、、よよ
りり充充実実ししたた研研修修をを実実施施

〇〇東東京京都都事事業業のの新新規規事事業業構構築築及及びび事事
業業見見直直しし時時ににおおけけるる新新規規取取組組のの提提案案
（（創創業業・・新新事事業業、、事事業業承承継継、、販販路路開開
拓拓、、生生産産性性向向上上、、人人材材育育成成等等））
〇〇公公社社自自主主事事業業提提案案制制度度のの継継続続実実施施
〇〇中中小小企企業業ニニーーズズをを踏踏ままええたた新新規規事事
業業のの企企画画立立案案研研修修をを実実施施（（主主任任級級職職
員員をを対対象象・・３３ググルルーーププ））

（公財）東京都中⼩企業振興公社

戦戦略略１１ 生生産産性性のの高高いい事事業業実実施施体体制制構構築築とと効効果果的的なな情情報報発発信信

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
－

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 〇
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
・・22002233年年度度末末ままででにに職職員員のの中中小小企企業業支支援援にに関関すするる資資格格保保有有割割合合をを7700％％
（（22001199年年度度：：固固有有職職員員118899人人中中延延べべ111133人人・・5599..88％％、、重重複複ななしし8822人人・・4433..44％％））

〇〇管管理理職職にによよるる資資格格取取得得勧勧奨奨にによよりり、、資資格格取取得得者者がが増増加加しし、、22002222年年度度のの中中小小企企業業支支
援援にに関関すするる資資格格取取得得保保有有割割合合はは7700..33％％（（重重複複ななしし））ででああっったた。。

戦略を設定する理由・背景
新新型型ココロロナナのの影影響響もも重重ななりり、、中中小小企企業業をを取取りり巻巻くく環環境境はは大大ききくく変変化化ししてていいるる中中でで、、公公社社にに求求めめらられれるる支支援援策策もも多多様様化化ししてておおりり、、職職員員ののススキキルルをを環環境境にに対対応応ささせせななけけれれ
ばばななららなないい。。そそののたためめ、、中中小小企企業業ののニニーーズズをを踏踏ままええ、、総総合合支支援援機機関関のの一一員員ととししてて伴伴走走型型支支援援ががででききるる職職員員ののささららななるる育育成成がが求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆近近年年、、公公社社事事業業のの規規模模がが大大幅幅にに拡拡大大ししてていいくく中中でで、、事事業業をを円円滑滑にに実実施施ししてていいくく
たためめにに多多くくのの職職員員をを新新規規にに採採用用ししたたたためめ、、経経験験のの浅浅いい公公社社職職員員がが増増ええてていいるる（（直直
近近６６年年間間でで職職員員数数はは約約11..55倍倍のの118899名名））。。

◆◆中中小小企企業業をを取取りり巻巻くく環環境境変変化化にに対対応応すするるたためめ、、現現場場をを積積極極的的にに訪訪問問すするるほほかかデデ
ジジタタルルをを活活用用しし、、中中小小企企業業ニニーーズズをを把把握握ししてていいくくここととがが必必要要ででああるる。。

◆◆ままたた、、22002200年年７７月月にに都都立立産産業業貿貿易易セセンンタターー（（公公社社はは指指定定管管理理者者））のの利利用用予予約約等等
管管理理シシスステテムム開開発発でで不不適適切切なな事事案案ががああっったたたためめ、、よよりり一一層層ののココンンププラライイアアンンスス強強
化化がが必必要要ででああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆中中小小企企業業支支援援のの「「現現場場」」をを担担うう公公社社職職員員ととししてて、、中中小小企企業業ニニーーズズややシシーーズズをを的的
確確にに捉捉ええ、、「「現現場場」」感感覚覚にに基基づづいいたた中中小小企企業業支支援援及及びび施施策策立立案案をを行行ううここととががでできき
るるよようう、、公公社社職職員員のの人人材材育育成成をを強強化化ししてていいくく。。

◆◆ままたた、、研研修修等等をを見見直直しし、、中中小小企企業業のの生生産産性性をを高高めめてていいくく事事業業をを実実施施すするる公公社社とと
ししててもも、、職職員員ににデデジジタタルル関関連連のの知知識識等等をを付付与与ししてていいくくほほかか、、自自己己啓啓発発ととししてて中中小小
企企業業支支援援にに役役立立つつ資資格格取取得得をを通通じじてて、、職職員員一一人人一一人人のの能能力力向向上上をを図図っってていいくく。。

◆◆ささららにに、、ここのの先先もも公公社社がが中中小小企企業業のの総総合合支支援援機機関関ととししてて信信頼頼さされれ、、成成長長をを続続けけ
らられれるるよようう、、公公社社全全体体のの統統治治強強化化をを維維持持ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

中中小小企企業業支支
援援力力をを中中心心
ととししたた職職員員
のの能能力力向向上上

目目
標標
①①

○○メメンンタターー制制度度等等のの導導入入
○○職職場場交交流流のの効効果果検検証証・・見見直直しし
○○自自己己啓啓発発制制度度のの見見直直しし（（外外部部機機
関関のの研研修修・・セセミミナナーー受受講講費費のの補補助助
ななどど））
〇〇デデジジタタルル人人材材のの育育成成強強化化等等をを検検
討討・・実実施施
○○公公社社自自主主事事業業提提案案制制度度のの継継続続実実
施施、、評評価価発発表表制制度度のの実実施施

〇〇メメンンタターー制制度度をを構構築築しし、、1100月月よよりり運運用用開開
始始（（メメンンタターー９９名名・・メメンンテティィ６６名名））
〇〇職職場場交交流流をを兼兼ねねたた新新入入職職員員向向けけ研研修修実実施施
後後、、アアンンケケーートトをを実実施施
〇〇自自己己啓啓発発支支援援制制度度のの対対象象資資格格追追加加をを検検討討
（（継継続続））
〇〇外外部部機機関関実実施施研研修修へへのの職職員員派派遣遣及及びび内内部部
デデジジタタルル研研修修をを実実施施（（1100月月））
〇〇自自主主事事業業のの職職員員提提案案をを募募集集（（1166事事業業））

〇〇外外部部講講師師にによよるる「「メメンンタターーのの心心得得研研修修」」及及びび
「「ママッッチチンンググ会会」」をを開開催催しし、、職職員員ののママイインンドド
セセッットトをを実実施施
〇〇公公社社内内各各拠拠点点をを巡巡りり、、事事業業説説明明聴聴講講及及びび施施設設
見見学学をを通通じじてて先先輩輩職職員員ととのの交交流流をを促促進進
〇〇年年度度当当初初にに各各課課事事業業のの遂遂行行にに必必要要なな能能力力にに対対
すするる資資格格をを設設定定（（人人材材育育成成目目標標シシーートト））
〇〇都都やや中中小小企企業業大大学学校校のの研研修修へへのの職職員員派派遣遣、、内内
部部研研修修はは外外部部講講師師をを招招いいててママイインンドドセセッットトをを実実
施施
〇〇職職員員のの施施策策立立案案能能力力向向上上のの機機会会をを確確保保すするるたた
めめ、、職職員員提提案案制制度度をを継継続続。。年年度度終終了了後後にに事事業業実実
績績等等のの報報告告会会をを開開催催予予定定

○○メメンンタターー制制度度等等のの効効果果検検証証・・見見直直
しし
○○職職場場交交流流、、自自己己啓啓発発支支援援制制度度のの継継
続続実実施施
○○公公社社自自主主事事業業提提案案制制度度のの継継続続実実施施、、
評評価価発発表表制制度度のの効効果果検検証証・・見見直直しし

中中小小企企業業支支
援援力力のの実実証証
機機会会のの確確保保

目目
標標
①①

○○新新ししいい企企業業巡巡回回等等のの実実施施（（担担当当
職職員員以以外外もも関関与与））[[再再掲掲]]  
○○公公社社ココンンシシェェルルジジュュ制制度度のの構構築築
（（中中小小企企業業へへ適適切切なな事事業業紹紹介介をを実実
施施ででききるる職職員員のの育育成成、、模模擬擬総総合合相相
談談））
〇〇「「中中長長期期支支援援（（所所属属組組織織にに関関わわ
ららずず個個別別企企業業をを現現場場支支援援すするる制制
度度））」」のの研研修修化化をを検検討討

〇〇デデジジタタルルツツーールルをを活活用用ししたた企企業業巡巡回回をを試試
行行でで実実施施
〇〇「「公公社社ココンンシシェェルルジジュュ」」のの人人材材育育成成にに向向
けけたた研研修修等等のの制制度度構構築築・・運運用用方方法法をを検検討討中中
（（社社内内PPTT５５回回））
〇〇中中長長期期支支援援事事業業ににつついいてて、、人人材材育育成成研研修修
ととのの連連携携をを検検討討中中（（中中小小企企業業支支援援のの現現場場体体
験験））

〇〇巡巡回回時時ににタタブブレレッットトをを利利用用ししたた事事業業紹紹介介をを実実
施施しし、、各各企企業業にに応応じじたた施施策策をを提提案案
〇〇「「公公社社ココンンシシェェルルジジュュ＝＝中中小小企企業業支支援援力力をを現現
場場でで発発揮揮ででききるる職職員員」」のの育育成成をを目目的的ととすするる人人材材
育育成成施施策策（（制制度度））をを検検討討
※※新新規規採採用用職職員員をを３３年年でで一一定定ののレレベベルルにに育育成成すす
るるここととをを目目的的ととすするる研研修修体体系系のの構構築築＝＝若若手手職職員員
のの研研修修拡拡充充をを検検討討
〇〇人人材材育育成成研研修修のの１１メメニニュューーととししてて、、現現場場ででのの
企企業業支支援援をを体体験験すするる実実践践のの場場ととししてて位位置置づづけけ

〇〇新新ししいい企企業業巡巡回回等等のの継継続続・・効効果果検検
証証[[再再掲掲]]
〇〇公公社社ココンンシシェェルルジジュュ制制度度のの運運用用
〇〇中中長長期期支支援援事事業業をを人人材材育育成成研研修修のの
１１メメニニュューーととししてて運運用用

組組織織内内ココンン
ププラライイアアンン
スス等等のの更更なな
るる強強化化

目目
標標
①①

○○強強化化ししたた自自己己監監査査のの継継続続（（職職員員
へへのの個個別別ヒヒアアリリンンググのの実実施施等等））
○○外外部部のの専専門門家家にによよるるチチェェッックク体体
制制のの継継続続

〇〇策策定定ししたた監監査査計計画画にに基基づづきき2211部部署署にに対対しし、、
強強化化ししたた自自己己検検査査をを実実施施
〇〇全全社社的的なな検検討討体体制制をを構構築築すするるととととももにに、、
専専門門家家のの助助言言をを受受けけ、、ココンンププラライイアアンンスス強強
化化ののたためめのの重重点点テテーーママととししてて、、情情報報セセキキュュ
リリテティィ及及びびククレレーームム対対応応をを取取りり上上げげ検検討討

〇〇勤勤怠怠及及びび経経理理関関係係のの書書類類等等をを確確認認すするるとととともも
にに、、職職員員のの生生のの声声をを聞聞くくここととでで、、各各職職場場のの事事務務
のの流流れれをを理理解解しし、、そそれれぞぞれれのの職職場場がが抱抱ええるる課課題題
をを把把握握
〇〇全全社社横横断断的的ななココンンププラライイアアンンススPPTTをを立立ちち上上げげ、、
情情報報セセキキュュリリテティィ及及びびククレレーームム対対応応にに係係るるココンン
ププラライイアアンンスス強強化化にに向向けけたた職職員員アアンンケケーートトをを実実
施施

○○ここれれままでで強強化化のの上上実実施施ししててききたた自自
己己検検査査のの効効果果ににつついいてて検検証証をを行行いい、、
必必要要なな見見直直ししをを実実施施
○○外外部部専専門門家家にによよるるチチェェッックク体体制制のの
継継続続

DDXX推推進進にに向向
けけたた職職員員のの
デデジジタタルル力力
のの向向上上

目目
標標
①①

22002233年年度度新新規規事事項項

〇〇外外部部機機関関実実施施研研修修へへのの職職員員派派遣遣
〇〇内内部部デデジジタタルル研研修修をを実実施施（（1100月月））
〇〇社社内内DDXX推推進進PPTTににてて公公社社デデジジタタルル人人材材育育成成
のの検検討討

〇〇都都やや中中小小企企業業大大学学校校のの研研修修へへのの職職員員派派遣遣、、内内
部部研研修修はは外外部部講講師師をを招招いいててママイインンドドセセッットトをを実実
施施

○○DDXX推推進進にに向向けけたたデデジジタタルル人人材材育育成成
体体系系のの構構築築（（公公社社全全体体のの人人材材育育成成のの
実実施施方方法法をを検検討討、、外外部部機機関関がが実実施施すす
るるデデジジタタルル研研修修へへ職職員員派派遣遣５５名名、、職職
員員向向けけデデジジタタルル研研修修をを３３回回実実施施））

（公財）東京都中⼩企業振興公社

戦戦略略２２ 中中小小企企業業のの持持続続的的成成長長をを支支ええるる公公社社職職員員のの育育成成強強化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
－

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
・・22002233年年度度末末ままででにに新新たたなな製製品品・・ササーービビススのの事事業業化化及及びび販販路路拡拡大大ししたた企企業業数数
をを660000件件
（（22001199年年度度：：新新製製品品のの開開発発・・販販路路拡拡大大554422件件××1100％％増増））

【【目目標標②②】】
・・22002233年年度度末末ままででにに知知財財戦戦略略策策定定企企業業数数をを累累計計115500社社
（（22001199年年度度：：累累計計8899社社））

〇〇「「新新ししいい日日常常」」にに対対応応ししたたササーービビスス展展開開にに取取りり組組むむ事事業業者者へへののハハンンズズオオンン支支援援やや、、
実実用用化化見見込込みみののああるる新新製製品品やや新新技技術術のの自自社社開開発発をを行行うう研研究究開開発発支支援援ななどどをを実実施施しし、、
1111月月末末時時点点のの新新たたなな製製品品・・ササーービビススのの事事業業化化・・販販路路拡拡大大ししたた企企業業数数はは226688件件ででああっっ
たた。。

〇〇相相談談、、助助言言等等をを継継続続的的にに行行ううととととももにに、、必必要要にに応応じじてて専専門門家家をを派派遣遣ししてて多多面面的的にに
支支援援をを行行いい、、1111月月末末時時点点のの知知財財戦戦略略策策定定企企業業数数はは累累計計でで計計112299社社ででああっったた。。

戦略を設定する理由・背景
新新型型ココロロナナのの影影響響にによよりり、、製製造造業業ややササーービビスス業業ななどど様様々々なな業業種種ににおおいいてて、、中中小小企企業業のの経経営営はは厳厳ししくくななっってていいるる。。ここううししたた中中、、アアフフタターーココロロナナにに向向けけててもも中中小小企企業業のの成成
長長をを支支ええるる基基盤盤をを強強化化ししてていいくくたためめ、、デデザザイインン・・知知財財・・事事業業承承継継ななどどのの支支援援策策ががよよりり一一層層求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆公公社社はは、、創創業業かからら新新製製品品・・新新技技術術のの創創出出、、事事業業承承継継・・再再生生ままでで、、中中小小企企業業ののああ
ららゆゆるるスステテーージジにに対対応応ししたた継継続続的的なな支支援援をを実実施施ししてていいるる。。

◆◆今今後後、、中中小小企企業業がが新新たたにに成成長長ししてていいくくたためめににはは、、デデザザイインン経経営営ややSSDDGGss・・知知財財のの
観観点点ももよよりり重重要要ととななるる。。

◆◆新新型型ココロロナナのの影影響響にによよりり、、非非常常にに厳厳ししくくななっってていいるる中中小小企企業業のの経経営営をを立立てて直直しし、、
経経営営基基盤盤をを強強化化ししてていいくくここととがが必必要要でであありり、、事事業業承承継継等等にに関関すするる支支援援のの重重要要性性もも
よよりり増増ししてていいるる。。

課題解決の⼿段
◆◆経経営営相相談談やや専専門門家家派派遣遣等等のの事事業業をを継継続続すするるほほかか、、ももののづづくくりり企企業業ややササーービビスス業業
ににおおいいてて、、新新ししいい生生活活様様式式にに対対応応ししたた支支援援をを充充実実ささせせてていいくく。。
◆◆ここれれららにによよりり、、中中小小企企業業のの経経営営基基盤盤がが強強化化さされれ、、新新たたにに世世のの中中にに製製品品ややササーービビ
ススがが出出るるここととをを目目指指ししてていいくく。。
◆◆ままたた、、製製品品開開発発やや海海外外展展開開等等にに欠欠かかせせなないい知知財財戦戦略略をを促促進進すするる。。事事業業承承継継等等にに
つついいててはは、、既既存存事事業業をを着着実実にに遂遂行行すするるほほかか、、人人員員体体制制をを強強化化しし、、助助成成金金ややママッッチチ
ンンググ支支援援をを拡拡大大ししてていいくく。。
◆◆中中小小企企業業ののネネッットトワワーークク構構築築ににつついいてて、、近近隣隣県県のの支支援援機機関関とと連連携携すするるほほかか、、事事
業業承承継継ににつついいてて、、国国のの支支援援セセンンタターーやや地地域域金金融融機機関関とと連連携携すするるななどど、、関関係係機機関関とと
のの連連携携強強化化をを継継続続ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

経経営営革革新新等等
にに向向けけたた支支
援援のの充充実実

目目
標標
①①

○○新新たたなな事事業業計計画画・・新新製製品品開開発発にに
対対すするる更更ななるる支支援援
○○近近隣隣県県のの支支援援機機関関等等ととのの連連携携強強
化化
○○デデザザイインン経経営営支支援援、、SSDDGGss経経営営支支
援援のの拡拡充充検検討討
○○脱脱炭炭素素をを契契機機ととししたた新新市市場場へへのの
参参入入支支援援をを開開始始
○○海海外外展展開開ににおおけけるる企企業業ののデデジジタタ
ルルツツーールルのの強強化化をを支支援援

〇〇中中小小企企業業のの新新分分野野参参入入やや新新技技術術開開発発をを目目
的的ととししたたママッッチチンンググ開開催催
〇〇ももののづづくくりりココミミュュニニテティィのの組組成成支支援援９９件件
〇〇デデザザイインン経経営営ススククーールル開開催催。。SSDDGGss経経営営導導
入入ののたためめののハハンンズズオオンン支支援援
〇〇シシンンポポジジウウムムでで脱脱炭炭素素産産業業参参入入のの普普及及啓啓
発発。。ゼゼロロエエミミッッシショョンンにに資資すするる製製品品開開発発助助
成成金金をを新新設設
〇〇各各社社のの英英語語版版WWeebbペペーージジやや動動画画作作成成をを支支
援援

〇〇大大手手企企業業のの開開発発部部門門OOBBななどどをを採採用用しし、、発発注注先先
もも含含めめたた積積極極的的なな新新規規開開拓拓をを実実施施
〇〇中中小小企企業業間間協協業業にに関関すするるアアンンケケーートト回回答答先先へへ
フフォォロローーをを実実施施しし、、ココミミュュニニテティィのの形形成成にに寄寄与与
〇〇デデザザイイナナーー集集客客がが課課題題ででああっったたたためめ、、デデザザイイ
ナナーーにに対対象象をを特特化化ししたたププレレセセミミナナーーをを実実施施
〇〇新新市市場場参参入入をを目目指指すす中中小小企企業業だだけけででななくく、、産産
業業構構造造のの変変化化へへのの対対応応がが求求めめらられれるる中中小小企企業業にに
もも訴訴求求すするる内内容容でで実実施施
〇〇作作成成ししたた英英語語版版WWeebbペペーージジをを公公社社ポポーータタルルササ
イイトトにに掲掲載載。。SSNNSS及及びびWWeebb広広告告等等ののププロロモモーーシショョ
ンンにによよりり、、支支援援製製品品のの海海外外向向けけPPRRをを実実施施

○○成成長長産産業業やや先先端端技技術術分分野野へへのの参参
入入・・ネネッットトワワーークク作作りり等等にに向向けけたた支支
援援をを継継続続
○○デデザザイインン経経営営支支援援・・SSDDGGss経経営営支支援援
のの継継続続
○○脱脱炭炭素素産産業業（（GGXX関関連連））参参入入支支援援のの
継継続続
○○ゼゼロロエエミミ支支援援事事業業等等のの利利用用者者にに対対
しし、、ニニーーズズにに合合わわせせたた総総合合的的なな支支援援
をを実実施施（（環環境境公公社社とと連連携携））
○○海海外外企企業業ととのの取取引引促促進進・・成成約約にに向向
けけたたププロロモモーーシショョンン強強化化

産産業業ののササーー
ビビスス化化にに対対
応応ししたた支支援援
のの充充実実

目目
標標
①①

○○新新ししいい日日常常へへのの事事業業継継続続及及びび対対
応応事事例例のの発発信信
○○デデジジタタルル技技術術をを活活用用ししたた新新たたなな
ササーービビスス等等のの展展開開をを支支援援すするる事事業業
をを試試行行でで実実施施
○○ももののづづくくりり起起業業家家のの事事業業化化支支援援
をを試試行行でで実実施施しし、、産産業業ののササーービビスス
化化をを促促進進

〇〇支支援援企企業業へへののハハンンズズオオンン支支援援をを実実施施。。事事
例例発発信信はは今今後後実実施施予予定定
〇〇デデジジタタルル産産業業へへのの参参入入をを果果たたししたた先先進進事事
例例等等をを紹紹介介すするる全全３３回回ののワワーーククシショョッッププをを
実実施施
〇〇ももののづづくくりり起起業業家家をを目目指指すす事事業業者者をを募募集集
しし、、１１社社のの支支援援がが決決定定。。試試作作品品完完成成にに向向けけ
たた取取組組をを実実施施中中

〇〇ココロロナナのの影影響響にに伴伴いい、、「「新新ししいい日日常常」」へへ対対応応
すするるたためめにに新新たたななササーービビスス開開発発をを目目指指すす中中小小企企
業業にに対対しし、、普普及及啓啓発発及及びび事事業業化化にに向向けけたた支支援援をを
展展開開
〇〇デデジジタタルル製製品品のの最最新新ビビジジネネススモモデデルル等等のの情情報報
提提供供をを実実施施すするるととととももにに、、デデジジタタルル産産業業へへのの参参
入入をを目目指指すす企企業業ののニニーーズズをを収収集集
〇〇大大学学等等のの連連携携先先へへのの周周知知をを行行いい、、採採択択件件数数をを
上上回回るる1100件件のの申申請請をを受受付付。。多多摩摩地地域域ののメメーーカカーー
等等とと連連携携ししてて試試作作開開発発をを支支援援

○○企企業業規規模模・・開開発発内内容容・・助助成成額額・・事事
業業化化のの状状況況等等をを基基にに、、事事業業化化のの成成功功
要要因因をを分分析析・・検検証証
○○多多様様なな危危機機管管理理分分野野へへのの参参入入をを目目
的的ととししたたササーービビスス等等のの開開発発支支援援をを新新
たたにに実実施施
○○22002222年年度度のの試試行行結結果果をを踏踏ままええ、、もも
ののづづくくりり起起業業家家のの創創出出促促進進にに向向けけたた
支支援援をを継継続続

企企業業スステテーー
ジジにに応応じじたた
知知財財のの戦戦略略
的的活活用用のの更更
ななるる促促進進

目目
標標
②②

○○連連携携先先のの拡拡充充にによよるる知知財財支支援援事事
業業のの普普及及啓啓発発促促進進（（著著作作権権関関連連団団
体体、、金金融融機機関関等等））
○○オオンンラライインンにによよるる相相談談、、セセミミ
ナナーーのの充充実実
〇〇ススタターートトアアッッププ知知財財支支援援事事業業をを
開開始始

〇〇連連携携先先ととのの相相互互のの事事業業紹紹介介等等（（９９件件））
〇〇対対面面方方式式とと併併用用ししオオンンラライインンにによよるる知知財財
相相談談をを実実施施。。普普及及啓啓発発ののたためめのの知知財財セセミミ
ナナーーををオオンンラライインンでで開開催催（（1144回回））
〇〇ススタターートトアアッッププ向向けけセセミミナナーー・・相相談談・・ハハ
ンンズズオオンン支支援援のの開開始始（（受受付付4455件件、、採採択択５５
件件））

〇〇連連携携先先（（ききららぼぼしし銀銀行行、、文文化化庁庁、、診診断断士士協協会会、、
弁弁理理士士会会、、弁弁護護士士会会、、JJEETTRROO等等））ととのの相相互互のの事事
業業紹紹介介にによよりり、、連連携携先先ととのの相相互互理理解解をを促促進進
〇〇オオンンラライインン相相談談ツツーールルのの複複数数提提案案
（（GGoooogglleeMMeeeett、、WWeebbeexx））、、創創業業支支援援施施設設とと連連携携
ししたたオオンンラライインンセセミミナナーーのの実実施施にによよりり、、利利用用者者
のの利利便便性性にに寄寄与与
〇〇創創業業支支援援施施設設へへののPPRR、、WWeebb広広告告等等のの活活用用にによよ
りり、、採採択択計計画画（（５５件件））をを大大幅幅にに上上回回るる件件数数をを受受
付付

○○連連携携先先のの拡拡充充にによよるる知知財財支支援援事事業業
のの普普及及啓啓発発促促進進（（創創業業支支援援施施設設等等））
○○オオンンラライインンにによよるる相相談談、、セセミミナナーー
（（特特にに環環境境分分野野ででのの知知財財活活用用、、技技術術
流流出出防防止止関関連連））のの継継続続
○○ススタターートトアアッッププ知知財財支支援援事事業業ののハハ
ンンズズオオンン支支援援実実施施及及びび助助成成金金開開始始
（（５５件件））

企企業業再再編編、、
承承継継、、再再生生
にに係係るる支支援援
のの強強化化

目目
標標
①①

○○国国のの支支援援セセンンタターーやや地地域域金金融融機機
関関ととのの連連携携強強化化、、特特ににハハンンズズオオンン
支支援援をを通通じじ企企業業にに寄寄りり添添いいななががらら
様様々々なな事事業業をを実実施施
○○承承継継にに向向けけたた後後継継者者育育成成支支援援のの
充充実実、、承承継継税税制制のの動動向向をを踏踏ままええたた
集集中中的的なな支支援援
○○新新分分野野展展開開等等にに必必要要ととななるる中中小小
企企業業のの連連携携支支援援をを試試行行でで実実施施

〇〇国国のの支支援援セセンンタターー、、地地域域金金融融機機関関等等とと連連
携携をを図図りりななががらら、、中中小小企企業業のの事事業業承承継継・・再再
生生にに向向けけたた支支援援をを実実施施
〇〇事事業業承承継継塾塾のの講講義義日日数数をを拡拡充充すするるとととともも
にに、、修修了了生生向向けけ勉勉強強会会のの実実施施。。事事業業承承継継税税
制制ををテテーーママととししたた社社内内向向けけ勉勉強強会会やや、、普普及及
啓啓発発セセミミナナーーをを開開催催
〇〇セセミミナナーー等等にによよりり中中小小企企業業間間連連携携のの機機運運
をを醸醸成成

〇〇国国のの支支援援セセンンタターー、、地地域域金金融融機機関関等等へへのの事事業業
説説明明やや勉勉強強会会をを実実施施（（合合計計4444回回））すするるここととでで、、
公公社社事事業業等等のの理理解解をを促促進進
〇〇後後継継者者ののニニーーズズがが高高いい財財務務会会計計ややリリーーダダーー
シシッッププ・・組組織織論論をを中中心心ににカカリリキキュュララムムをを充充実実ささ
せせるるととととももにに、、事事業業承承継継税税制制のの最最新新情情報報をを発発信信
〇〇中中小小企企業業間間連連携携にに対対すするるニニーーズズをを収収集集すするるとと
ととももにに、、中中小小企企業業間間連連携携のの重重要要性性がが増増すす産産業業構構
造造及及びび大大手手ニニーーズズのの変変化化ななどどににつついいてて情情報報提提供供

〇〇国国のの支支援援セセンンタターーやや地地域域金金融融機機関関
とと連連携携をを強強化化ししななががらら、、中中小小企企業業のの
ニニーーズズにに沿沿っったた事事業業承承継継・・再再生生支支援援
をを実実施施
〇〇事事業業承承継継のの更更ななるる促促進進にに向向けけてて、、
第第三三者者承承継継（（ММ＆＆ＡＡ））のの普普及及啓啓発発をを
強強化化すするるととととももにに、、譲譲受受側側（（買買いい
手手））をを対対象象ととししたたＭＭ＆＆ＡＡ後後のの経経営営統統
合合をを支支援援

（公財）東京都中⼩企業振興公社

戦戦略略３３ 中中小小企企業業のの経経営営基基盤盤をを強強化化すするる総総合合的的支支援援のの実実施施

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略
・・戦戦略略1111：：ススタターートトアアッッププ都都市市・・東東京京戦戦略略 ・・戦戦略略1122：：稼稼ぐぐ東東京京・・イイノノベベーーシショョンン戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 〇

東
京
都

東
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都

中
小
企
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析
【【目目標標①①】】
・・22002233年年度度末末ままででにに創創業業ののププラランンココンンササルルテティィンンググ修修了了件件数数をを440000件件
（（22001199年年度度：：226611件件、、22001188年年度度：：112266件件、、22001177年年度度：：9999件件⇒⇒区区部部・・多多摩摩地地域域でで
掘掘りり起起ここしし））

【【目目標標②②】】
・・22002233年年度度末末ままででにに重重点点支支援援事事業業ににつついいてて利利用用企企業業のの目目標標達達成成度度をを7700％％
（（22001188年年度度：：6644..33％％、、22001177年年度度：：6655..11％％））

〇〇担担任任ののププラランンココンンササルルタタンントトががビビジジネネススププラランンのの作作成成をを継継続続的的にに支支援援しし、、1111月月末末
のの創創業業ププラランンココンンササルルテティィンンググ修修了了件件数数はは334477件件ででああっったた。。

〇〇重重点点支支援援事事業業利利用用企企業業のの目目標標達達成成度度はは、、22002233年年２２月月にに行行うう利利用用者者満満足足度度調調査査でで集集
計計

戦略を設定する理由・背景
新新型型ココロロナナをを乗乗りり越越ええ、、「「未未来来のの東東京京」」にに向向けけ、、高高いい技技術術をを持持つつ都都内内のの中中小小企企業業やや都都内内各各地地のの多多様様なな産産業業がが稼稼ぐぐ力力をを伸伸ばばしし、、我我がが国国経経済済のの屋屋台台骨骨ととししてて力力強強くく成成長長しし
てていいくくここととがが求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆都都はは22001199年年1122月月にに、、22004400年年代代にに目目指指すす東東京京のの姿姿「「ビビジジョョンン」」とと、、そそのの実実現現ののたた
めめにに22003300年年にに向向けけてて取取りり組組むむべべきき「「戦戦略略」」をを示示ししたた「「『『未未来来のの東東京京』』戦戦略略ビビジジョョ
ンン」」をを策策定定ししたた。。

◆◆中中小小企企業業ニニーーズズをを捉捉ええ、、現現場場をを持持つつ公公社社ととししてて都都とと連連携携しし、、企企業業のの強強みみやや特特徴徴
をを伸伸ばばしし、、稼稼いいででいいけけるる中中小小企企業業へへのの発発展展ののたためめ、、様様々々なな支支援援がが必必要要ででああるる。。

◆◆ままたた、、リリアアルルととババーーチチャャルルをを利利用用ししてて中中小小企企業業支支援援をを強強力力にに推推進進ししてていいくくこことと
もも求求めめらられれてていいるる。。

◆◆ここののよよううにに、、様様々々なな事事業業をを実実施施ししてていいるるここととがが公公社社のの強強みみででああるるがが、、近近年年のの状状
況況をを踏踏ままええ、、特特にに重重点点ををおおいいてていいるる事事業業をを中中小小企企業業にに示示しし、、利利用用をを強強力力にに促促ししてて
いいくくここととがが必必要要ででああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆中中小小企企業業ののささららななるる発発展展にに向向けけ、、以以下下のの４４点点をを重重点点分分野野ととししてて集集中中的的にに支支援援しし
てていいくく。。
①①創創業業支支援援

区区部部及及びび多多摩摩地地域域のの開開業業率率をを向向上上
②②販販路路開開拓拓支支援援

新新型型ココロロナナをを受受けけ、、リリアアルル・・ババーーチチャャルルのの両両面面ののほほかか、、国国内内外外ででのの販販路路開開拓拓をを
強強化化
③③生生産産性性向向上上へへ向向けけたた支支援援

DDXX推推進進等等にによよりり生生産産性性向向上上をを推推進進
④④中中核核人人材材育育成成

企企業業ががよよりり発発展展ししてていいけけるるよようう、、経経営営者者をを支支ええるる中中核核人人材材をを育育成成
◆◆ここれれらら事事業業をを利利用用しし、、当当初初想想定定ししてていいたた目目標標をを達達成成ででききたた中中小小企企業業等等をを増増ややしし
てていいくく。。（（利利用用企企業業のの満満足足度度だだけけででははななくく、、今今後後はは一一歩歩進進んんだだ目目標標達達成成度度でで、、ここ
れれららのの事事業業をを評評価価））

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

ききめめ細細かかいい
創創業業支支援援のの
展展開開

目目
標標
①①
②②

○○金金融融機機関関やや区区市市町町村村等等ととのの連連携携
強強化化にによよるる創創業業者者のの掘掘りり起起ここししとと
シシーームムレレススなな創創業業支支援援のの実実施施
○○ベベンンチチャャーー企企業業創創出出にに向向けけたた支支
援援のの充充実実
○○企企業業成成長長にに向向けけたた資資金金調調達達・・出出
口口戦戦略略のの支支援援充充実実（（ピピッッチチ会会、、交交
流流会会にによよるるエエククイイテティィフファァイイナナンン
スス、、ママッッチチンンググ等等））

○○創創業業希希望望者者向向けけのの情情報報ををセセミミナナーーでで提提供供。。
大大学学やや自自治治体体等等へへのの起起業業にに関関すするる出出張張講講義義
のの実実施施
○○投投資資家家をを講講師師ととししたたフファァイイナナンンスス戦戦略略をを
セセミミナナーーでで提提供供。。ベベンンチチャャーー企企業業向向けけのの事事
業業化化手手法法をを学学ぶぶ演演習習形形式式のの講講座座をを実実施施
○○事事業業可可能能性性評評価価事事業業でで1122件件をを評評価価。。エエクク
イイテティィフファァイイナナンンスス支支援援事事業業はは、、全全３３回回のの
講講座座がが終終了了

○○包包括括業業務務協協定定ややTTOOKKYYOO創創業業スステテーーシショョンン・・
TTOOKKYYOO  UUPPGGRRAADDEE  SSQQUUAARREE事事業業をを通通じじてて、、金金融融機機
関関・・区区市市町町村村にに対対ししてて講講師師派派遣遣及及びび会会場場提提供供・・
広広報報等等のの連連携携体体制制をを構構築築
○○日日本本政政策策金金融融公公庫庫とと連連携携しし、、ベベンンチチャャーー企企業業
特特有有ののフファァイイナナンンススやや技技術術的的トトレレンンドドななどどのの経経
営営課課題題ののニニーーズズをを把把握握ししたた上上ででセセミミナナーーをを企企画画
立立案案
○○関関係係機機関関等等のの連連携携にによよりり事事業業周周知知をを図図るるとととと
ももにに、、事事務務局局にによよるる個個別別企企業業へへののアアププロローーチチにに
よよりり申申込込数数をを確確保保。。ピピッッチチ会会ににはは1122社社がが参参加加予予
定定

○○創創業業支支援援事事業業のの効効果果検検証証・・見見直直しし
（（ププララココンン修修了了者者（（440000件件））へへのの効効果果
検検証証、、若若年年層層へへのの更更ななるる支支援援強強化化
等等））
○○他他のの創創業業支支援援施施設設等等ととのの連連携携強強化化
○○イイノノベベーーシショョンン創創出出にに向向けけたた起起業業
家家、、金金融融機機関関ななどど多多様様なな交交流流機機会会のの
提提供供
○○創創業業支支援援後後のの企企業業へへのの巡巡回回をを試試行行
でで実実施施

リリアアルル・・
ババーーチチャャルル
をを舞舞台台ととしし
たた販販路路開開拓拓
支支援援のの強強化化

目目
標標
②②

○○新新たたなな販販路路開開拓拓支支援援メメニニュューーのの
構構築築（（ククララウウドドフファァンンデディィンンググ
等等））
○○関関係係機機関関等等ととののネネッットトワワーーククをを
駆駆使使ししたた広広域域ママッッチチンンググのの企企画画及及
びび実実施施
○○アアフフタターーココロロナナのの状状況況にに即即ししたた
国国際際展展開開支支援援のの検検討討（（タタイイ周周辺辺国国
（（CCLLMM））・・欧欧米米等等進進出出へへのの支支援援検検
討討等等））
〇〇次次期期のの指指定定管管理理事事業業にに際際ししてて費費
用用負負担担をを都都とと調調整整

〇〇イインンタターーネネッットトをを活活用用ししたた販販路路開開拓拓手手法法
ととししてて、、ククララウウドドフファァンンデディィンンググ活活用用支支援援
をを構構築築
〇〇日日タタイイ食食ビビジジネネスス商商談談会会、、日日タタイイ企企業業交交
流流会会（（タタイイ工工業業省省ととのの連連携携イイベベンントト））をを開開
催催
〇〇イインンドドネネシシアア・・ベベトトナナムムのの両両ササポポーートトデデ
ススクク（（SSDD））ととのの連連携携会会議議をを実実施施
〇〇産産業業貿貿易易セセンンタターーののココロロナナ禍禍ににおおけけるる管管
理理運運営営上上のの課課題題をを都都とと共共有有

〇〇事事前前説説明明会会等等PPRRにに積積極極的的にに取取りり組組みみ、、目目標標2200
社社をを採採択択
〇〇商商談談件件数数はは、、前前年年比比2255％％増増のの7700件件。。ううちちリリアア
ルル商商談談はは全全体体のの6633%%にに該該当当。。現現物物をを用用いいたたリリアア
ルル商商談談にに価価値値をを見見出出すす企企業業がが多多くく商商談談件件数数がが増増
加加
交交流流会会はは全全体体でで227755名名来来場場。。特特ににタタイイ企企業業はは前前
年年比比4400％％増増のの113355名名。。リリアアルルのの場場でで日日本本企企業業とと
のの交交流流機機会会をを求求めめるるタタイイ企企業業がが増増加加
〇〇SSDD連連携携会会議議ににおおいいてて、、各各国国のの進進出出状状況況ややココロロ
ナナ禍禍ででのの環環境境変変化化ににつついいてて情情報報をを共共有有
〇〇22002233年年度度かからら、、利利用用料料金金収収入入のの不不足足分分をを指指定定
管管理理料料ととししてて受受給給すするるススキキーームムにに変変更更

〇〇国国内内外外のの販販路路開開拓拓機機関関とと連連携携ししたた
支支援援（（国国内内外外EECCササイイトトややオオンンラライインン
展展示示会会等等））
〇〇関関係係機機関関ととのの連連携携強強化化（（タタイイ工工業業
省省やや都都産産技技研研ババンンココクク支支所所ととのの連連携携
イイベベンントト年年４４回回））、、AASSEEAANN地地域域ででのの
ママッッチチンンググ強強化化（（食食品品ビビジジネネススややタタ
イイBBCCGG産産業業ななどどにに関関すするるママッッチチンンググ
等等））
○○欧欧州州地地域域ででののママッッチチンンググ（（支支援援クク
ララススタターーのの構構築築等等））

デデジジタタルル技技
術術等等にによよるる
生生産産性性向向上上
へへ向向けけたた支支
援援のの強強化化

目目
標標
②②

○○デデジジタタルル技技術術活活用用がが進進ままなないい中中
小小企企業業へへのの集集中中的的支支援援のの実実施施（（デデ
ジジタタルルツツーールルややシシスステテムム導導入入、、設設
備備投投資資へへのの助助成成（（約約550000件件））））
○○普普及及啓啓発発にに向向けけたたデデジジタタルル技技術術
のの活活用用事事例例のの発発信信

〇〇デデジジタタルル技技術術活活用用推推進進助助成成金金
第第１１回回採採択択：：９９件件、、第第２２回回受受付付中中

〇〇デデジジタタルルツツーールル導導入入促促進進支支援援助助成成金金
第第１１回回採採択択：：330022件件、、第第２２回回受受付付中中

〇〇IICCTT、、IIooTT、、AAII、、ロロボボッットトのの４４分分野野にに該該当当
すするるデデジジタタルル技技術術のの活活用用事事例例企企業業をを選選定定しし
４４社社中中、、２２社社はは撮撮影影をを終終了了

〇〇大大企企業業とと比比較較ししてて事事業業活活動動ににおおけけるるデデジジタタルル
化化がが進進んんででいいなないい中中小小企企業業のの取取組組をを後後押押ししすするる
たためめ、、経経費費のの一一部部をを助助成成。。年年度度途途中中にに補補正正予予算算
もも組組みみ追追加加募募集集すするるななどど、、事事業業活活動動ののデデジジタタルル
化化をを促促進進
〇〇年年度度内内ににポポーータタルルササイイトト上上にに４４つつのの事事例例動動画画
をを掲掲載載すするるととととももにに、、２２社社のの導導入入事事例例のの記記事事をを
更更にに追追加加掲掲載載予予定定

○○デデジジタタルル関関連連助助成成事事業業のの効効果果検検証証
とと利利便便性性向向上上をを目目指指ししたた改改善善（（アアンン
ケケーートトにによよるる効効果果検検証証、、企企業業変変革革にに
向向けけててDDXX化化にに取取りり組組むむ企企業業へへのの支支援援
をを新新たたにに実実施施））
〇〇更更ななるる普普及及啓啓発発をを実実現現すするるたためめのの
新新たたなな事事例例配配信信方方法法のの検検討討とと実実施施
（（導導入入事事例例セセミミナナーーののオオンンデデママンンドド
配配信信等等））

中中小小企企業業のの
デデジジタタルル化化
やや経経営営者者をを
支支ええるる中中核核
人人材材育育成成

目目
標標
②②

○○DDXX関関連連のの人人材材育育成成支支援援のの効効果果検検
証証・・見見直直しし
○○経経営営ののほほかか、、技技術術分分野野ににつついいてて
関関係係機機関関ととのの連連携携強強化化をを検検討討
〇〇経経営営者者をを支支ええるる「「経経営営人人財財」」育育
成成のの拡拡充充検検討討
〇〇人人材材課課題題にに関関すするる連連携携（（ししごごとと
財財団団ななどど））

○○人人材材育育成成講講座座ををロロボボッットト、、IIooTTのの２２分分野野
でで開開催催（（各各４４回回））
○○「「FFAA・・ロロボボッットトシシスステテムムイインンテテググレレーータタ
協協会会」」主主催催ののセセミミナナーーにに参参加加。。連連携携にに向向けけ
てて協協議議開開始始
○○経経営営人人材材育育成成のの骨骨太太化化にに向向けけたた普普及及啓啓発発
事事業業等等をを、、都都にに提提案案
○○ししごごとと財財団団とと連連携携しし、、人人材材にに関関すするる課課題題
をを抱抱ええるる中中小小企企業業をを訪訪問問（（116600社社））

○○中中小小企企業業のの社社内内ににおおいいててデデジジタタルル化化をを促促進進すす
るる人人材材のの育育成成をを目目的的ととししてて、、ロロボボッットト、、AAII、、
IIooTT、、IICCTTをを講講座座ののテテーーママにに選選定定
○○ロロボボッットト導導入入をを検検討討すするる中中小小企企業業ととシシスステテムム
イインンテテググレレーータタととののママッッチチンンググをを推推進進すするるたためめ、、
左左記記協協会会ととのの連連携携にに向向けけ協協議議
○○「「人人的的資資本本経経営営」」ににおおけけるる経経営営人人材材のの役役割割とと
育育成成方方針針をを整整理理しし、、予予算算要要求求をを実実現現
○○診診断断シシーートトをを活活用用ししてて公公的的機機関関実実施施のの多多数数のの
支支援援メメニニュューーかかららニニーーズズににああっったたももののをを提提案案。。
ままたたWWeebbをを活活用用ししたた診診断断シシーートトをを、、ししごごとと財財団団
とと構構築築中中

〇〇中中小小企企業業にに特特化化ししたたDDXX推推進進人人材材育育
成成講講座座のの実実施施
〇〇技技術術分分野野ににつついいてて関関係係機機関関ととのの連連
携携強強化化をを実実施施
〇〇人人的的資資本本経経営営支支援援事事業業ににおおけけるる経経
営営人人材材育育成成講講座座のの実実施施
〇〇人人材材課課題題アアンンケケーートト回回答答企企業業へへのの
訪訪問問、、電電子子診診断断ツツーールル及及びび金金融融機機関関
経経由由のの企企業業訪訪問問のの実実施施

（公財）東京都中⼩企業振興公社

戦戦略略４４
「「未未来来のの東東京京」」にに向向けけたた強強いい中中小小企企業業ををつつくくるる重重点点支支
援援のの実実施施

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略
・・戦戦略略1111：：ススタターートトアアッッププ都都市市・・東東京京戦戦略略 ・・戦戦略略1122：：稼稼ぐぐ東東京京・・イイノノベベーーシショョンン戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 〇 〇

東
京
都

東
京
都

中
小
企
業
振
興
公
社

中
小
企
業
振
興
公
社
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１６ 公益財団法⼈東京しごと財団 
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2023年度改訂版のポイント
◆戦略１ コロナ禍の情勢を踏まえた新たな雇⽤対策
「デジタル分野のスキルアップ講習・マッチングイベントの実施」について、都が実施するリス
キリングプロジェクトを踏まえ、デジタル分野のスキルアップ講習の実施規模を拡充
◆戦略２ ポスト・コロナを⾒据えた企業の⼈材確保⽀援や労働環境整備
「テレワークの定着⽀援」について、テレワークの導⼊に加えて定着に向けた課題解決をしてい
くため、新たな⽀援事業を開始
◆戦略３ 就労に困難を抱える⽅や地域の事情に応じた就労⽀援
「シルバー⼈材センターでの就業開拓及び⼥性会員増」について、コロナ禍では、多くの⼥性が
雇⽤⾯で影響を受けているため、「⼥性向け就業⽀援の充実」を追加

【プランの主な改訂内容】

（公財）東京しごと財団

戦略１ コロナ禍の情勢を踏まえた新たな雇⽤対策
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

デジタル分野の
スキルアップ講
習・マッチング
イベントの実施

業界の動向や効果検証などを踏まえ、
さらなる効果的な⽀援を展開

デジタル分野の
スキルアップ講
習・マッチング
イベントの実施

・ローコードによるアプリ作成習得
⽀援事業やひとり親向けオンライン
訓練・就活⽀援事業（デジタルコー
ス）を追加し、デジタル分野のスキ
ルアップ講習を拡充（1,700⼈）
・成⻑産業であるデジタル業界等の
マッチングイベントを開催し、デジ
タル業界等への就職を希望する離職
者の再就職を⽀援（３回・1,500
⼈）

戦略２ ポスト・コロナを⾒据えた企業の⼈材確保⽀援や労働環境整備
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

テレワークの定
着⽀援

・効果検証、⼿法の検討などを踏ま
え、テレワークの導⼊・定着を⽀援
・前年度の申請実績を踏まえ、広報
戦略を検討し、⽬標計画達成に向け、
広報を強化

テレワークの定
着⽀援

・中堅・中⼩企業のテレワーク環境
基盤の整備にかかる経費の⼀部を助
成（800件）
・ハンズオン⽀援によるコンサル
ティングを受けた企業に対するテレ
ワーク導⼊にかかる費⽤を助成
（400件）
・テレワーク定着に向けた課題解決
のために導⼊するツール等の経費を
助成（800件）

戦略３ 就労に困難を抱える⽅や地域の事情に応じた就労⽀援
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

シルバー⼈材セ
ンターでの就業
開拓及び⼥性会
員増

前年度までの取組に加え、さらなる
会員増に向けた取組を充実

シルバー⼈材セ
ンターでの就業
開拓・⼥性会員
増及び⼥性向け
就業⽀援の充実

・2022年度までの取組に加え、さ
らなる会員増に向けた取組を充実
（⼥性会員400⼈増）
・都内各区市町村において、⼥性向
けのキャラバン型のセミナー及び就
職相談を実施（区部46回、多摩37
回）
・eラーニング訓練と就職⽀援を⼀
体的に実施し、⼥性のキャリアチェ
ンジを促進（500⼈）

東
京
し
ご
と
財
団

東
京
し
ご
と
財
団
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】ココロロナナ禍禍等等にによよるる離離職職者者のの再再就就職職をを、、労労働働者者派派遣遣をを活活用用ししたた雇雇用用
創創出出やや新新たたななママッッチチンンググ機機会会のの提提供供等等にによよりり実実現現（（77,,550000人人））

【【目目標標②②】】業業界界団団体体とと連連携携しし、、人人手手不不足足業業界界へへのの再再就就職職をを支支援援（（660000人人））

【【目目標標③③】】第第二二のの就就職職氷氷河河期期世世代代をを作作ららなないいたためめ、、学学生生やや若若年年者者へへのの支支援援をを
強強化化（（2244,,000000人人））

【【目目標標④④】】成成長長産産業業ででああるるデデジジタタルル業業界界等等へへのの就就職職支支援援（（33,,000000人人））

【【目目標標①①】】労労働働者者派派遣遣ののススキキーームムをを活活用用しし、、22,,882211人人のの雇雇用用をを創創出出すするるななどど、、求求職職
活活動動にに積積極極的的なな求求職職者者のの増増加加やや企企業業のの採採用用意意欲欲のの向向上上にによよりり、、実実績績がが上上向向いいてていいるる。。

【【目目標標②②】】今今後後実実施施すするる５５回回のの講講習習ににつついいててはは、、よよりり多多くくのの受受講講者者をを確確保保すするるたためめ、、
業業界界団団体体等等ととととももにに、、ココーーススのの魅魅力力ややすすででにに受受講講ししたた方方のの声声ををPPRRししてていいくく。。

【【目目標標③③】】前前年年同同月月比比でで若若年年者者のの新新規規登登録録者者がが553366人人増増加加すするるななどど、、実実績績はは順順調調にに
推推移移ししてていいるる。。

【【目目標標④④】】よよりり多多くくのの参参加加者者をを確確保保すするるたためめ、、事事業業ササイイトトリリニニュューーアアルル等等にに取取りり組組
むむ。。

戦略を設定する理由・背景
ココロロナナ禍禍のの煽煽りりをを受受けけ、、22002200年年1111月月のの都都内内のの有有効効求求人人倍倍率率はは11..1199倍倍とと、、前前年年同同期期のの22..0066倍倍とと比比較較ししてて大大ききくく下下落落ししてていいるる。。大大幅幅にに悪悪化化ししたた雇雇用用情情勢勢のの回回復復にに向向けけ、、中中
期期的的なな視視野野でで雇雇用用就就業業対対策策をを実実施施ししてていいくく必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆ココロロナナ禍禍にによよりり多多くくのの方方がが職職をを失失っってておおりり、、早早期期のの再再就就職職にに向向けけたた緊緊急急的的なな支支
援援がが必必要要ででああるる。。

◆◆ココロロナナ禍禍にによよるる産産業業構構造造のの転転換換、、業業界界別別のの労労働働需需要要のの変変化化にに対対応応ししたた円円滑滑なな再再
就就職職のの支支援援がが求求めめらられれてていいるる。。

◆◆大大学学生生内内定定率率がが低低下下すするるななどど、、新新卒卒のの就就職職市市場場はは厳厳ししいい状状況況ととななっってていいるる。。第第
二二のの就就職職氷氷河河期期をを生生ままなないいたためめにに、、ああららゆゆるる支支援援をを総総動動員員すするる必必要要ががああるる。。

◆◆ココロロナナ禍禍をを契契機機にに、、社社会会ののDDXX推推進進がが加加速速化化ししてておおりり、、ココロロナナのの影影響響にによよりり離離職職
ししたた方方がが成成長長産産業業ででああるるデデジジタタルル業業界界等等にに就就職職ででききるるよようう支支援援すするる必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆新新たたにに労労働働者者派派遣遣ののススキキーームムをを活活用用ししてて雇雇用用のの創創出出・・安安定定化化をを図図るるととととととももにに、、
求求職職者者とと企企業業ととののママッッチチンンググ機機会会をを設設けけてていいくく。。

◆◆業業界界団団体体ととののネネッットトワワーーククをを最最大大限限活活用用しし、、ココロロナナ禍禍でで離離職職をを余余儀儀ななくくさされれたた
方方々々のの未未経経験験業業界界へへのの挑挑戦戦をを後後押押ししすするる。。

◆◆22002200年年６６月月にに開開始始ししたたオオンンラライインンササーービビススををははじじめめ、、多多様様なな就就職職支支援援ププロロググララ
ムムななどどにによよりり、、若若年年層層へへのの効効果果的的なな支支援援をを展展開開すするる。。

◆◆デデジジタタルル業業界界等等へへのの就就職職をを支支援援すするるたためめ、、デデジジタタルルススキキルルをを習習得得すするる講講習習をを実実
施施すするるととととももにに、、デデジジタタルル産産業業にに特特化化ししたたママッッチチンンググ機機会会をを設設けけてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

雇雇用用創創出出・・
ママッッチチンンググ
等等にによよるる早早
期期再再就就職職支支
援援

目目
標標
①①

・・労労働働者者派派遣遣ののススキキーームムをを活活用用しし、、
22,,550000人人のの雇雇用用をを創創出出
・・ママッッチチンンググ等等にによよるるププロロググララムム
をを実実施施（（2288回回・・11,,554400人人））

・・労労働働者者派派遣遣ののススキキーームムをを活活用用しし、、22,,882211
人人のの雇雇用用をを創創出出しし、、779933人人がが就就職職（（ううちち正正
社社員員就就職職771155人人））
・・ママッッチチンンググ等等（（カカウウンンセセリリンンググ、、セセミミ
ナナーー、、合合同同就就職職面面接接会会））にによよるるププロロググララムム
をを実実施施（（1188回回・・994466人人））しし、、4477人人がが就就職職

求求職職活活動動をを積積極極的的にに行行うう求求職職者者がが増増ええててききたたここ
ととやや企企業業のの採採用用意意欲欲がが向向上上ししたたここととにによよりり、、
22002211年年度度よよりり実実績績がが上上向向いいてていいるる。。

・・労労働働者者派派遣遣ののススキキーームムをを活活用用しし、、
22,,550000人人のの雇雇用用をを創創出出しし、、ココロロナナ禍禍等等
のの離離職職者者のの再再就就職職をを支支援援

業業界界団団体体とと
のの連連携携ププロロ
ググララムムのの実実
施施

目目
標標
②②

・・業業界界団団体体かからら要要望望のの多多いい成成長長産産
業業やや人人手手不不足足分分野野ななどどをを中中心心にに５５
つつのの業業界界をを選選定定
・・応応募募がが堅堅調調ななIITTやや介介護護のの実実施施回回
数数をを増増ややしし、、計計1122回回のの講講習習をを実実施施
しし、、330000人人をを支支援援
・・よよりり多多くくのの受受講講者者をを確確保保すするるたた
めめ、、業業界界団団体体等等とと連連携携しし、、広広報報をを
強強化化

５５つつのの業業界界（（IITT、、介介護護、、メメデディィカカルル給給食食、、
建建設設、、内内装装仕仕上上げげ））をを選選定定、、７７回回のの講講習習をを
実実施施しし、、112233人人をを支支援援しし、、2222人人がが就就職職

IITTはは応応募募がが定定員員をを上上回回るる一一方方でで、、建建設設ののよよううなな
ハハーードド系系のの業業界界はは応応募募がが定定員員をを大大幅幅にに下下回回るるなな
どど、、業業界界にによよっってて応応募募状状況況にに差差がが見見らられれたた。。今今
後後実実施施すするる５５回回のの講講習習ににつついいててはは、、よよりり多多くくのの
受受講講者者をを確確保保すするるたためめ、、業業界界団団体体等等ととととももにに、、
ココーーススのの魅魅力力ややすすででにに受受講講ししたた方方のの声声ををPPRRししてて
いいくく。。

・・業業界界団団体体かからら要要望望のの多多いい成成長長産産業業
やや人人手手不不足足分分野野ななどどをを中中心心にに５５つつのの
業業界界をを選選定定、、計計1122回回のの講講習習をを実実施施しし、、
330000人人をを支支援援
・・よよりり多多くくのの受受講講者者をを確確保保すするるたためめ、、
業業界界団団体体等等とと連連携携しし、、広広報報をを強強化化

オオンンラライインン
就就職職支支援援・・
各各種種支支援援ププ
ロロググララムム拡拡
充充にによよるる支支
援援のの展展開開

目目
標標
③③

学学生生向向けけササイイトトのの求求人人情情報報のの提提供供
をを増増ややすす（（115500件件／／日日かからら220000件件／／
日日へへ））ななどど、、学学生生向向けけオオンンラライインン
就就職職支支援援ののささららななるる強強化化やや新新卒卒者者
向向けけ合合同同就就職職面面接接会会のの拡拡充充等等にによよ
りり、、若若年年層層88,,000000人人以以上上をを支支援援

学学生生向向けけオオンンラライインン就就職職支支援援ののささららななるる強強
化化（（ササイイトトのの求求人人情情報報数数増増（（115500件件／／日日かか
らら118855件件／／日日へへ））））やや新新卒卒者者向向けけ合合同同就就職職
面面接接会会のの拡拡充充（（１１回回かからら２２回回へへ（（ううちち１１回回
はは３３月月実実施施予予定定））、、新新規規登登録録者者9922名名））等等にに
よよりり、、若若年年層層のの新新規規登登録録者者55,,008844人人をを支支援援
しし、、22,,446644人人がが就就職職

22002211年年度度にに比比べべてて新新規規登登録録者者がが553366人人増増加加すするる
ななどど実実績績はは順順調調にに推推移移ししてておおりり、、引引きき続続きき目目標標
のの88,,000000人人のの支支援援にに向向けけてて取取りり組組んんででいいくく。。
（（22002211年年1111月月末末時時点点 新新規規登登録録者者44,,554488人人））
（（22002222年年1111月月末末時時点点 新新規規登登録録者者55,,008844人人））

オオンンラライインン面面接接対対策策のの実実施施やや既既卒卒等等
若若年年者者向向けけ就就職職面面接接会会のの拡拡充充等等にによよ
りり、、若若年年層層のの新新規規登登録録者者88,,000000人人をを支支
援援

デデジジタタルル分分
野野ののススキキルル
アアッッププ講講
習習・・ママッッチチ
ンンググイイベベンン
トトのの実実施施

目目
標標
④④

・・デデジジタタルル分分野野ののススキキルルアアッッププ講講
習習をを実実施施（（11,,220000人人））
・・成成長長産産業業ででああるるデデジジタタルル業業界界等等
ののママッッチチンンググイイベベンントトをを開開催催
（（11,,550000人人））

・・デデジジタタルル分分野野ののススキキルルアアッッププ講講習習をを実実施施
（（884400人人））しし、、7777人人がが就就職職
・・デデジジタタルル業業界界等等ののママッッチチンンググイイベベンントトをを
開開催催（（２２回回・・445511人人））しし、、1155人人がが就就職職

デデジジタタルル分分野野ののススキキルルアアッッププ講講習習はは定定員員をを確確保保
ででききるる状状況況ににななっってていいるる一一方方でで、、ママッッチチンンググイイ
ベベンントトにに関関ししててはは求求職職者者のの動動ききがが鈍鈍くく、、定定員員をを
下下回回るる状状況況ととななっったた。。ママッッチチンンググイイベベンントトははよよ
りり多多くくのの参参加加者者をを確確保保すするるたためめ、、事事業業ササイイトトリリ
ニニュューーアアルルやや内内容容のの精精査査等等にに取取りり組組んんででいいくく。。

・・ロローーココーードドにによよるるアアププリリ作作成成習習得得
支支援援事事業業ややひひととりり親親向向けけオオンンラライインン
訓訓練練・・就就活活支支援援事事業業（（デデジジタタルルココーー
スス））をを追追加加しし、、デデジジタタルル分分野野ののススキキ
ルルアアッッププ講講習習をを拡拡充充（（11,,770000人人））
・・成成長長産産業業ででああるるデデジジタタルル業業界界等等のの
ママッッチチンンググイイベベンントトをを開開催催しし、、デデジジ
タタルル業業界界等等へへのの就就職職をを希希望望すするる離離職職
者者のの再再就就職職をを支支援援（（３３回回・・11,,550000人人））

（公財）東京しごと財団

戦戦略略１１ ココロロナナ禍禍のの情情勢勢をを踏踏ままええたた新新たたなな雇雇用用対対策策

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略５５：：誰誰ももがが輝輝くく働働きき方方実実現現戦戦略略 ・・戦戦略略1100：：ススママーートト東東京京・・TTOOKKYYOO  DDaattaa  HHiigghhwwaayy戦戦略略
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
ココロロナナ禍禍にによよるる中中小小企企業業のの実実情情・・課課題題にに応応じじたた採採用用力力支支援援やや人人材材活活用用にに関関すす
るるココンンササルルテティィンンググをを実実施施（（999900社社））

【【目目標標②②】】
・・テテレレワワーーククのの導導入入やや定定着着をを支支援援（（66,,000000件件））
・・男男性性従従業業員員のの育育業業をを支支援援（（11,,220000件件））

【【目目標標③③】】
財財団団がが実実施施すするる企企業業向向けけ支支援援にに関関すするる広広報報をを強強化化（（登登録録企企業業11,,000000社社））

【【目目標標①①】】人人材材確確保保にに関関すするるココンンササルルテティィンンググをを221177社社にに実実施施しし、、目目標標達達成成にに向向けけ
順順調調にに推推移移ししてていいるる。。今今後後もも積積極極的的なな広広報報をを継継続続ししてて実実施施すするる。。

【【目目標標②②】】テテレレワワーーククにに馴馴染染みみややすすいい業業種種をを中中心心にに環環境境整整備備はは整整いいつつつつあありり、、助助成成
金金のの申申請請・・決決定定件件数数はは落落ちちつついいててききてていいるる。。今今後後はは、、テテレレワワーークク勤勤務務ににおおけけるる課課題題
をを解解決決ししてていいくくたためめのの支支援援がが必必要要ででああるる。。

【【目目標標③③】】関関係係機機関関やや業業界界団団体体をを通通じじたた広広報報及及びび、、財財団団がが実実施施すするる他他事事業業のの利利用用企企
業業へへのの周周知知案案内内にによよりり、、登登録録企企業業数数はは442277社社とと、、当当初初想想定定ししたた220000件件をを大大幅幅にに上上回回っっ
たた。。

戦略を設定する理由・背景
ココロロナナ禍禍にによよるる消消費費のの落落ちち込込みみ等等にによよりり、、企企業業のの業業績績がが不不安安定定なな状状況況ととななっってておおりり、、中中小小企企業業等等がが「「新新ししいい日日常常」」ののももとと、、ポポスストト・・ココロロナナをを生生きき抜抜いいてていいけけるるよようう、、
時時代代ののニニーーズズにに沿沿っったた雇雇用用支支援援がが求求めめらられれるる。。

団体における現状（課題）
◆◆企企業業ににおおけけるる自自社社従従業業員員のの雇雇用用維維持持・・安安定定化化ののたためめににはは、、ここれれままででのの人人材材確確
保保・・雇雇用用環環境境整整備備ととはは異異ななるる支支援援がが求求めめらられれてておおりり、、財財団団ととししてて対対応応すするる必必要要がが
ああるる。。
ここののたためめ、、新新たたなな働働きき方方にに関関すするる支支援援をを実実施施すするるととととももにに、、従従業業員員ががよよりり働働ききやや
すすいい環環境境づづくくりりをを支支援援ししてていいくくここととがが重重要要ででああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆人人材材シシェェアアリリンンググななどどココロロナナ禍禍ににおおけけるる雇雇用用維維持持等等にに向向けけ有有効効ととななるる働働きき方方にに
対対すするる支支援援をを実実施施すするる。。

◆◆「「新新ししいい日日常常」」のの定定着着・・促促進進にに向向けけ、、テテレレワワーークク環環境境基基盤盤のの整整備備をを加加速速ささせせるる
ととととももにに、、男男性性従従業業員員のの育育業業をを一一層層促促進進すするる支支援援策策をを実実施施すするる。。

◆◆企企業業向向けけのの様様々々なな支支援援メメニニュューーをを一一元元的的にに管管理理しし、、企企業業側側にに必必要要なな情情報報をを提提供供
ででききるる仕仕組組みみをを構構築築すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

多多様様なな人人材材
活活用用にに関関すす
るるココンンササルル
テティィンンググ

目目
標標
①①

ココロロナナ禍禍ににおおけけるる人人材材確確保保にに関関すす
るる幅幅広広いいニニーーズズにに対対応応ししたたココンンササ
ルルテティィンンググをを実実施施（（333300社社））

人人材材確確保保にに関関すするるココンンササルルテティィンンググのの実実
施施
・・実実施施企企業業：：221177社社

各各月月平平均均2277社社、、計計221177社社ががココンンササルルテティィンンググをを
開開始始、、ままたたココンンササルルテティィンンググ実実施施にに向向けけたた事事前前
ヒヒアアリリンンググはは既既にに223344社社がが済済んんででいいるるここととかからら、、
年年度度末末のの目目標標達達成成にに向向けけてて順順調調にに推推移移ししてていいるる。。
今今後後ももDDMM発発送送、、リリスステティィンンググ広広告告やや関関係係機機関関とと
のの連連携携をを図図るる等等、、目目標標達達成成にに向向けけてて積積極極的的なな広広
報報をを継継続続ししてて実実施施すするる。。

ココロロナナ禍禍ににおおけけるる人人材材確確保保にに関関すするる
幅幅広広いいニニーーズズにに対対応応ししたたココンンササルル
テティィンンググをを実実施施しし、、中中小小企企業業のの人人手手
不不足足解解消消をを支支援援（（333300社社））

テテレレワワーークク
のの定定着着支支援援

目目
標標
②②

・・中中堅堅・・中中小小企企業業ののテテレレワワーークク環環
境境基基盤盤のの整整備備ににかかかかるる経経費費のの一一部部
をを助助成成（（11,,770000件件））

・・ハハンンズズオオンン支支援援にによよるるココンンササルル
テティィンンググをを受受けけたた企企業業にに対対すするるテテ
レレワワーークク導導入入ににかかかかるる費費用用をを助助成成
（（330000件件））

・・中中堅堅・・中中小小企企業業ののテテレレワワーークク環環境境基基盤盤のの
整整備備ににかかかかるる経経費費のの助助成成
（（支支給給決決定定：：559900件件））

・・ハハンンズズオオンン支支援援にによよるるココンンササルルテティィンンググ
をを受受けけたた企企業業にに対対すするるテテレレワワーークク導導入入ににかか
かかるる費費用用をを助助成成（（支支給給決決定定：：３３件件））

ココロロナナ禍禍ででテテレレワワーーククはは急急激激にに進進展展しし、、馴馴染染みみ
ややすすいい業業種種をを中中心心にに環環境境整整備備はは整整いいつつつつあありり、、
助助成成金金のの申申請請・・決決定定件件数数はは落落ちちつついいててききてていいるる。。
テテレレワワーークク導導入入がが困困難難なな業業種種にに向向けけたたハハンンズズオオ
ンン支支援援助助成成金金ににつついいててはは、、約約115500社社かかららココンンササ
ルルテティィンンググのの申申込込ががあありり、、今今後後のの助助成成金金のの申申請請
ににつつななががるる見見込込みみででああるる。。
一一方方、、最最近近ははテテレレワワーークク実実施施率率がが5500％％台台にに低低下下
ししてておおりり、、ココミミュュニニケケーーシショョンン不不足足等等、、定定着着にに
向向けけたた課課題題をを解解決決ししてていいくくたためめのの支支援援がが必必要要でで
ああるる。。

・・中中堅堅・・中中小小企企業業ののテテレレワワーークク環環境境
基基盤盤のの整整備備ににかかかかるる経経費費のの一一部部をを助助
成成（（880000件件））
・・ハハンンズズオオンン支支援援にによよるるココンンササルル
テティィンンググをを受受けけたた企企業業にに対対すするるテテレレ
ワワーークク導導入入ににかかかかるる費費用用をを助助成成（（440000
件件））
・・テテレレワワーークク定定着着にに向向けけたた課課題題解解決決
ののたためめにに導導入入すするるツツーールル等等のの経経費費をを
助助成成（（880000件件））

男男性性従従業業員員
のの育育業業促促進進

目目
標標
②②

男男性性従従業業員員のの育育業業推推進進にに取取りり組組みみ、、
職職場場環環境境のの改改善善をを図図っったた企企業業にに対対
しし、、奨奨励励金金をを支支給給（（775500件件））

働働くくパパパパママママ育育業業応応援援奨奨励励金金「「働働くくパパパパ
ココーースス」」
・・支支給給決決定定：：333322件件

22002222年年度度のの支支給給決決定定件件数数はは、、昨昨年年度度にに比比べべ若若干干
下下回回るる状状況況ででああるる。。車車内内広広告告ややポポスステティィンンググ・・
WWeebb広広告告ななどどにに加加ええ、、関関係係機機関関ととのの連連携携強強化化をを
進進めめるるここととにによよりり、、様様々々なな方方向向かかららのの広広報報をを実実
施施しし、、目目標標達達成成にに向向けけてて周周知知強強化化をを推推進進ししてていい
くく。。

広広報報にによよるる事事業業周周知知強強化化にに努努めめるるなな
どど、、女女性性のの活活躍躍推推進進ににもも資資すするる男男性性
従従業業員員のの育育業業推推進進にに取取りり組組みみ、、職職場場
環環境境のの改改善善をを図図っったた企企業業にに対対しし、、奨奨
励励金金をを支支給給（（775500件件））

企企業業登登録録制制
度度のの整整備備

目目
標標
③③

本本格格運運用用をを開開始始しし、、定定期期的的にに企企業業
にに必必要要なな情情報報をを発発信信すするるここととでで、、
広広報報力力をを強強化化（（登登録録企企業業220000社社））

企企業業向向けけササーービビスス情情報報のの配配信信
・・登登録録企企業業：：442277社社

関関係係機機関関やや業業界界団団体体をを通通じじたた広広報報及及びび、、財財団団がが
実実施施すするる他他事事業業のの利利用用企企業業へへのの周周知知案案内内にによよりり、、
登登録録企企業業数数はは当当初初想想定定ししたた220000社社をを大大幅幅にに上上
回回っったた。。

関関係係機機関関やや他他事事業業ととのの連連携携をを図図りり登登
録録企企業業をを確確保保すするるととととももにに、、登登録録企企
業業にに向向けけてて支支援援情情報報をを毎毎月月１１回回定定期期
配配信信すするるここととにによよりり、、広広報報力力をを強強化化
（（登登録録企企業業660000社社））

（公財）東京しごと財団

戦戦略略２２
ポポスストト・・ココロロナナをを見見据据ええたた企企業業のの人人材材確確保保支支援援やや労労働働
環環境境整整備備

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略３３：：女女性性のの活活躍躍推推進進戦戦略略 ・・戦戦略略５５：：誰誰ももがが輝輝くく働働きき方方実実現現戦戦略略
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
・・ソソーーシシャャルルフファァーームムのの創創設設をを支支援援 ・・就就労労困困難難者者支支援援をを充充実実（（336600人人））
【【目目標標②②】】
・・シシルルババーー人人材材セセンンタターーででのの女女性性向向けけ就就業業開開拓拓とと女女性性会会員員をを獲獲得得
・・女女性性向向けけ就就業業支支援援のの充充実実
【【目目標標③③】】
障障害害者者をを雇雇用用すするる企企業業へへのの支支援援をを充充実実
【【目目標標④④】】
22002222年年度度にに立立川川市市へへ移移転転ししたたししごごととセセンンタターー多多摩摩のの機機能能をを拡拡充充

【【目目標標①①】】認認証証ソソーーシシャャルルフファァーームムのの募募集集にに向向けけ、、セセミミナナーーややHHPPななどどにによよるる普普及及啓啓
発発にに努努めめたた。。専専門門ササポポーートトココーーナナーーへへのの新新規規訪訪問問者者はは着着実実にに増増ええてておおりり、、目目標標はは達達
成成ででききるる見見込込みみ。。
【【目目標標②②】】様様々々なな取取組組にによよりり、、女女性性会会員員数数はは順順調調にに増増加加ししてていいるるがが、、年年度度末末のの大大幅幅
なな退退会会者者をを見見込込みみ、、引引きき続続きき女女性性会会員員確確保保にに努努めめるる。。
【【目目標標③③】】障障害害者者雇雇用用相相談談会会のの周周知知強強化化ややハハロローーワワーークク等等関関係係機機関関ととのの連連携携強強化化にに
よよりり新新規規申申込込件件数数のの増増加加にに繋繋ががっったた。。
【【目目標標④④】】新新規規事事業業ににつついいてて、、今今後後はは事事業業周周知知にに努努めめ参参加加者者のの確確保保をを図図っってていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
誰誰ももががいいききいいききとと働働きき活活躍躍ででききるるダダイイババーーシシテティィをを実実現現ししてていいくくたためめにに、、年年齢齢、、性性別別、、地地域域、、個個々々人人のの抱抱ええるる様様々々なな事事情情ななどど、、ああららゆゆるる面面のの多多様様性性にに着着目目ししたた就就労労支支
援援をを充充実実ししてていいくく必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆ソソーーシシャャルルイインンククルルーージジョョンンのの取取組組はは始始ままっったたばばかかりりでであありり、、様様々々なな支支援援策策をを
着着実実にに実実施施しし、、軌軌道道にに乗乗せせてていいくく必必要要ががああるる。。
◆◆シシルルババーー人人材材セセンンタターーににはは女女性性のの経経験験をを活活かかせせるる仕仕事事ももああるるがが、、会会員員ににおおけけるる
女女性性割割合合がが少少ななくく、、ニニーーズズにに十十分分応応ええらられれてていいなないい。。

ままたた、、女女性性はは様様々々なな制制約約かからら地地域域かからら出出るるここととがが難難ししくく、、アアウウトトリリーーチチ型型のの就就
業業支支援援がが必必要要ででああるる。。
◆◆障障害害者者をを取取りり巻巻くく状状況況がが変変化化すするる中中ににおおいいてて、、障障害害者者ににととっっててもも、、多多様様なな就就業業
機機会会がが必必要要ととななっってていいるる。。
◆◆多多摩摩地地域域ににおおいいててはは、、広広範範なな対対象象エエリリアアやや多多様様なな地地域域性性ももあありり、、区区部部とと比比較較しし
ててササーービビススがが行行きき届届ききににくくいい状状況況ととななっってていいるる。。ここののたためめ、、地地域域のの特特色色をを考考慮慮しし
ななががららササーービビスス展展開開をを図図っってていいくく必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆国国内内初初のの取取組組ででああるるソソーーシシャャルルフファァーームムへへのの支支援援策策をを充充実実ささせせるる。。ままたた、、就就労労
困困難難者者へへのの支支援援窓窓口口をを活活用用しし、、様様々々なな理理由由かからら就就労労にに困困難難をを抱抱ええるる方方へへののササポポーー
トトをを行行うう。。
◆◆女女性性会会員員増増にに向向けけたた周周知知・・広広報報のの強強化化ととととももにに、、女女性性向向けけのの就就業業開開拓拓をを行行うう。。

ままたた、、都都内内各各区区市市町町村村ににおおいいてて、、女女性性向向けけののキキャャララババンン型型ののセセミミナナーー及及びび就就職職
相相談談をを実実施施すするる。。
◆◆障障害害者者をを初初めめてて雇雇用用すするる企企業業にに対対すするる伴伴走走型型支支援援にに加加ええ、、短短時時間間のの職職場場体体験験実実
習習のの実実施施ややテテレレワワーークク活活用用等等をを支支援援しし、、障障害害者者のの就就業業機機会会をを拡拡充充すするる。。
◆◆新新たたにに開開設設ししたた女女性性ししごごとと応応援援テテララスス多多摩摩ブブラランンチチににおおけけるる女女性性再再就就職職支支援援をを
充充実実すするるととととももにに、、ししごごととセセンンタターー多多摩摩のの更更ななるる整整備備をを推推進進すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

ソソーーシシャャルル
フファァーームムのの
創創設設をを支支援援

目目
標標
①①

・・都都がが22002200年年度度及及びび22002211年年度度にに認認
証証ししたたソソーーシシャャルルフファァーームム約約3300事事
業業所所にに対対しし支支援援
・・東東京京ににソソーーシシャャルルフファァーームムがが根根
付付くくここととにに向向けけ、、普普及及啓啓発発をを幅幅広広
くく実実施施

・・22002200年年度度及及びび22002211年年度度にに都都がが認認証証ししたた3355
事事業業所所にに対対しし、、事事業業運運営営にに関関すするる相相談談をを行行
いい、、2266事事業業所所にに対対ししてて補補助助金金交交付付決決定定。。希希
望望すするる８８事事業業所所にに対対ししてて経経営営ココンンササルルテティィ
ンンググをを実実施施
・・22002222年年度度のの認認証証ソソーーシシャャルルフファァーームムのの募募
集集をを５５月月にに開開始始しし、、現現在在審審査査中中
・・HHPPにによよるる情情報報発発信信やや募募集集説説明明会会（（４４回回））
をを実実施施

・・22002200年年度度及及びび22002211年年度度にに都都がが認認証証ししたた3355事事業業
所所にに対対ししてて、、丁丁寧寧ななニニーーズズのの把把握握にに努努めめるる等等、、
ききめめ細細かかなな対対応応をを行行いい、、着着実実にに支支援援をを実実施施ししてて
いいるる。。
・・22002222年年度度のの認認証証ソソーーシシャャルルフファァーームムのの募募集集にに
向向けけ、、セセミミナナーーややHHPPななどどにによよるる普普及及啓啓発発にに努努めめ
たた。。

・・都都がが22002200年年度度かからら22002222年年度度ままででにに
認認証証ししたたソソーーシシャャルルフファァーームム約約4400事事
業業所所にに対対しし支支援援
・・認認証証事事業業者者数数拡拡大大にに向向けけ、、専専用用HHPP
をを活活用用ししてて継継続続的的なな情情報報発発信信をを実実施施
すするるととととももにに、、募募集集説説明明会会やや見見学学会会
等等をを計計６６回回実実施施

就就労労困困難難者者
支支援援窓窓口口でで
のの就就労労支支援援

目目
標標
①①

専専門門ササポポーートトココーーナナーーでで年年間間118800
人人のの就就労労困困難難者者をを支支援援

専専門門ササポポーートトココーーナナーーのの
支支援援決決定定者者 112266人人
就就職職者者 7733人人

就就労労支支援援機機関関等等にに対対すするるリリーーフフレレッットト配配布布、、アア
ドドババイイザザーーのの個個別別訪訪問問にによよるる広広報報活活動動等等にによよりり、、
専専門門ササポポーートトココーーナナーーへへのの新新規規訪訪問問者者はは着着実実にに
増増ええてておおりり、、1111月月末末時時点点でで112266人人のの支支援援をを決決定定
ししたた。。今今後後もも支支援援決決定定者者数数のの増増加加がが見見込込ままれれ、、
目目標標はは達達成成ででききるる見見込込みみででああるる。。

専専門門ササポポーートトココーーナナーーでで年年間間118800人人のの
就就労労困困難難者者をを支支援援

シシルルババーー人人
材材セセンンタターー
ででのの就就業業開開
拓拓・・女女性性会会
員員増増及及びび女女
性性向向けけ就就業業
支支援援のの充充実実

目目
標標
②②

前前年年度度ままででのの取取組組にに加加ええ、、ささららなな
るる会会員員増増にに向向けけたた取取組組をを充充実実（（女女
性性会会員員440000人人増増））

女女性性会会員員数数 660055人人増増
（（22002211年年1100月月末末時時点点：：2299,,227744人人））
（（22002222年年1100月月末末時時点点：：2299,,887799人人））

９９月月以以降降新新型型ココロロナナウウイイルルススのの感感染染状状況況がが落落ちち
着着いいたたここととやや、、女女性性会会員員がが増増加加ししたたセセンンタターーのの
取取組組のの紹紹介介、、会会員員募募集集チチララシシのの新新聞聞折折込込等等ででのの
配配布布ななどどにによよりり、、女女性性会会員員数数はは順順調調にに増増加加ししてて
いいるる。。ししかかしし、、年年度度末末のの大大幅幅なな退退会会者者をを見見込込みみ、、
引引きき続続きき女女性性会会員員確確保保にに努努めめるる。。

・・22002222年年度度ままででのの取取組組にに加加ええ、、ささらら
ななるる会会員員増増にに向向けけたた取取組組をを充充実実
（（女女性性会会員員440000人人増増））
・・都都内内各各区区市市町町村村ににおおいいてて、、女女性性向向
けけののキキャャララババンン型型ののセセミミナナーー及及びび就就
職職相相談談をを実実施施（（区区部部4466回回、、多多摩摩3377
回回））
・・eeララーーニニンンググ訓訓練練とと就就職職支支援援をを一一体体
的的にに実実施施しし、、女女性性ののキキャャリリアアチチェェンン
ジジをを促促進進（（550000人人））

中中小小企企業業等等
にに対対すするる障障
害害者者雇雇用用支支
援援のの拡拡充充

目目
標標
③③

・・初初めめてて障障害害者者をを雇雇用用すするる企企業業6600
社社にに対対ししてて伴伴走走型型支支援援をを実実施施（（テテ
レレワワーークク導導入入支支援援ののメメニニュューーをを追追
加加））
・・障障害害者者のの職職場場定定着着をを支支援援すするる
ジジョョブブココーーチチにに対対しし、、新新たたににIICCTT
ヘヘルルププデデススククをを活活用用しし、、障障害害者者のの
定定着着支支援援をを強強化化

・・初初めめてて障障害害者者をを雇雇用用すするる中中小小企企業業4488社社にに
対対すするる伴伴走走型型支支援援をを開開始始
・・ジジョョブブココーーチチののIICCTTヘヘルルププデデススククのの活活用用
にによよるる支支援援はは2244件件

・・障障害害者者雇雇用用相相談談会会のの周周知知強強化化ややハハロローーワワーークク
等等関関係係機機関関ととのの連連携携強強化化にによよりり新新規規申申込込件件数数のの
増増加加にに繋繋ががっってておおりり、、PPRRのの効効果果がが今今後後もも見見込込まま
れれるる。。
・・企企業業及及びび障障害害者者ががジジョョブブココーーチチをを利利用用すするる際際
にに、、オオンンラライインンにによよるる対対応応やや、、障障害害者者ののテテレレ
ワワーーククにに関関すするる相相談談実実施施ををPPRRししたたここととでで、、毎毎月月
一一定定数数ののIICCTTヘヘルルププデデススククのの活活用用ががあありり、、障障害害
者者のの定定着着支支援援強強化化にに繋繋ががっってていいるるたためめ、、今今後後もも
増増加加がが見見込込ままれれるる。。

・・初初めめてて障障害害者者をを雇雇用用すするる企企業業やや障障
害害者者ののテテレレワワーーククをを始始めめるる企企業業等等6655
社社にに対対ししてて伴伴走走型型支支援援をを実実施施
・・障障害害者者をを雇雇用用すするる企企業業へへ訪訪問問開開拓拓
をを行行うう開開拓拓連連携携推推進進員員をを新新設設しし、、障障
害害者者のの定定着着支支援援をを強強化化

多多摩摩地地域域にに
おおけけるる新新拠拠
点点ででのの運運営営
及及びび支支援援拡拡
充充

目目
標標
④④

・・地地元元自自治治体体ののニニーーズズにに応応じじたた女女
性性再再就就職職支支援援ププロロググララムムをを実実施施
（（663355人人））
・・新新拠拠点点開開設設後後はは、、就就職職準準備備度度にに
応応じじたたセセミミナナーー・・ググルルーーププワワーー
クク・・企企業業内内実実習習等等にによよりり正正規規雇雇用用
化化をを図図るる「「就就職職チチャャレレンンジジ多多摩摩」」
等等新新規規事事業業をを実実施施しし、、多多摩摩地地域域のの
就就労労支支援援をを拡拡充充（（225500人人））

・・オオーーダダーーメメイイドド型型５５日日間間ココーーススをを２２回回実実
施施しし、、4444人人がが参参加加、、1111人人がが就就職職。。オオーーダダーー
メメイイドド型型１１日日ココーーススをを９９回回実実施施しし、、333300人人
がが参参加加
・・「「就就職職チチャャレレンンジジ多多摩摩」」ののううちちミミドドルル対対
象象でで企企業業内内実実習習をを含含むむココーーススをを実実施施しし、、９９
人人がが参参加加

・・オオーーダダーーメメイイドド型型５５日日間間ココーースス・・１１日日ココーースス
ととももにに、、定定員員をを上上回回るる申申込込者者数数だだっったたがが、、就就職職
決決定定やや子子どどもものの体体調調不不良良等等でで一一定定のの辞辞退退者者がが発発
生生ししたた。。今今後後、、申申込込者者のの増増加加にに向向けけ広広報報強強化化にに
努努めめてていいくく。。
・・「「就就職職チチャャレレンンジジ多多摩摩」」はは1100月月末末かからら募募集集開開
始始ししたたばばかかりりでで、、事事業業がが知知らられれてていいなないいたためめ、、
ままだだ申申込込自自体体がが少少なないい。。今今後後はは事事業業周周知知にに努努めめ
参参加加者者のの確確保保をを図図っってていいくく。。

・・職職種種別別ののノノウウハハウウセセミミナナーー等等をを行行
うう女女性性再再就就職職ササポポーートトププロロググララムムにに、、
経経理理・・事事務務等等ののココーーススにに加加ええ、、デデジジ
タタルルココーーススをを追追加加（（115500人人））
・・「「就就職職チチャャレレンンジジ多多摩摩」」のの定定員員をを
440000人人にに拡拡充充

（公財）東京しごと財団

戦戦略略３３ 就就労労にに困困難難をを抱抱ええるる方方やや地地域域のの事事情情にに応応じじたた就就労労支支援援

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略３３：：女女性性のの活活躍躍推推進進戦戦略略 ・・戦戦略略５５：：誰誰ももがが輝輝くく働働きき方方実実現現戦戦略略 ・・戦戦略略６６：：ダダイイババーーシシテティィ・・共共生生社社会会戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇

東
京
し
ご
と
財
団

東
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団
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
機機動動的的なな事事業業執執行行体体制制とと都都へへのの政政策策提提言言力力をを強強化化（（事事業業提提案案８８件件））

【【目目標標②②】】
財財団団ででのの職職歴歴はは浅浅いいがが、、能能力力･･意意欲欲ののああるる職職員員がが活活躍躍ででききるる人人事事制制度度のの見見直直しし
（（３３名名のの輩輩出出））

【【目目標標③③】】
雇雇用用就就業業分分野野等等にに強強みみをを持持つつ公公的的団団体体やや民民間間企企業業ととのの人人事事交交流流をを実実施施（（派派
遣遣・・受受けけ入入れれ合合わわせせてて４４名名以以上上））

【【目目標標①①】】都都にに具具体体のの事事業業化化にに向向けけたた提提案案・・協協議議をを実実施施（（事事業業提提案案数数５５件件））。。引引きき
続続きき、、勉勉強強会会やや若若手手職職員員向向けけ研研修修会会をを実実施施しし、、現現場場のの知知見見をを活活かかししたた改改善善・・新新規規のの
提提案案にに繋繋げげてていいくく。。

【【目目標標②②】】主主任任職職及及びび係係長長級級職職ににつついいてて、、新新要要件件にに基基づづくく22002222年年度度のの昇昇任任選選考考をを開開
始始ししたた。。引引きき続続きき、、意意欲欲・・能能力力ののああるる職職員員のの早早期期昇昇任任のの実実現現をを目目指指ししてていいくく。。

【【目目標標③③】】雇雇用用就就業業分分野野等等にに強強みみをを持持つつ団団体体等等とと派派遣遣にに関関すするる協協定定をを締締結結しし、、人人事事
交交流流をを実実施施ししたた（（２２名名））。。引引きき続続きき、、22002233年年度度のの人人事事交交流流計計画画ににつついいてて、、調調整整をを進進
めめてていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
東東京京ししごごとと財財団団はは、、雇雇用用就就業業分分野野ののププロロフフェェッッシショョナナルル組組織織ととししてて、、都都かからら積積極極的的なな政政策策提提言言をを求求めめらられれてていいるるがが、、職職員員がが企企画画立立案案をを実実際際にに行行ううたためめのの枠枠組組みみ構構築築やや
人人材材育育成成がが十十分分ででなないい。。職職員員一一人人ひひととりりのの能能力力及及びび意意欲欲向向上上をを図図りり、、組組織織的的にに企企画画提提案案能能力力をを高高めめるるここととがが急急務務ででああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆若若手手職職員員をを対対象象にに、、事事業業のの企企画画立立案案にに類類すするる研研修修をを実実施施ししてていいるるがが、、職職員員一一人人
ひひととりりがが担担当当事事業業のの改改善善やや立立案案をを行行うう仕仕組組みみがが無無くく、、都都かかららのの指指示示をを待待つつ受受けけ身身
のの姿姿勢勢ににななりりががちちででああるる。。

◆◆職職員員のの昇昇任任にに当当たたっっててはは、、年年数数要要件件をを定定めめてていいるるがが、、年年次次のの浅浅いい職職員員はは、、例例ええ
ばば中中途途採採用用でで経経験験ががああっったたととししててもも早早期期にに昇昇任任ででききるる制制度度ととななっってていいなないい。。

◆◆事事業業運運営営にに対対すするる発発想想のの固固定定化化
過過去去のの経経緯緯をを参参考考にに事事業業運運営営をを行行ううここととがが多多くく、、新新たたなな発発想想がが生生ままれれににくくいいとと

いいうう弊弊害害もも生生じじてていいるる。。ここののたためめ、、第第三三者者のの視視点点かからら財財団団をを見見つつめめ直直しし、、新新たたなな
風風をを取取りり込込んんででいいくく必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆職職員員全全員員がが担担当当事事業業等等のの課課題題をを整整理理しし、、現現場場のの知知見見をを活活かかししてて改改善善・・新新規規のの提提
案案をを取取りりままととめめ、、都都とと予予算算要要求求前前にに意意見見交交換換すするるここととでで事事業業化化へへととつつななげげてていいくく。。

◆◆財財団団ででのの経経験験年年数数がが浅浅くくててもも、、意意欲欲・・能能力力ののああるる職職員員がが早早期期にに昇昇任任ででききるるよようう、、
主主任任、、係係長長職職へへのの昇昇任任年年数数要要件件をを緩緩和和すするる。。

◆◆雇雇用用就就業業分分野野等等にに強強みみをを持持つつ民民間間企企業業やや公公的的団団体体等等にに対対しし、、個個別別のの事事業業実実施施にに
ととどどままららずず、、連連携携をを強強化化すするるここととでで、、職職員員のの視視野野をを拡拡げげるる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

予予算算要要求求過過
程程ににおおけけるる
事事業業提提案案をを
実実施施

目目
標標
①①

・・都都ととのの協協議議にによよりり設設定定ししたた雇雇用用
就就業業課課題題にに対対しし、、事事業業提提案案をを行行うう。。
（（事事業業提提案案数数１１件件））
・・事事業業提提案案にに関関すするる勉勉強強会会やや若若手手
職職員員向向けけ研研修修をを実実施施
・・当当年年度度のの提提案案結結果果をを考考察察しし、、次次
年年度度にに向向けけたた改改善善案案をを検検討討

財財団団内内ににおおいいてて、、定定例例的的にに事事業業のの改改善善策策にに
つついいてて議議論論すするるととととももにに、、予予算算要要求求過過程程にに
おおいいてて、、財財団団のの各各事事業業課課がが都都のの所所管管課課にに具具
体体のの事事業業化化にに向向けけたた提提案案及及びび協協議議をを実実施施
（（事事業業提提案案数数５５件件））

財財団団内内のの議議論論にによよりり事事業業のの改改善善能能力力をを高高めめつつつつ、、
都都とと活活発発なな協協議議をを実実施施ししたたここととがが、、当当初初計計画画をを
超超ええるる事事業業提提案案ににつつななががっったた。。引引きき続続きき、、求求職職
者者やや企企業業のの状状況況をを踏踏ままええ、、支支援援がが必必要要なな課課題題にに
つついいてて、、事事業業提提案案にに関関すするる勉勉強強会会やや若若手手職職員員向向
けけ研研修修会会をを実実施施しし、、現現場場のの知知見見をを活活かかししたた改改
善善・・新新規規のの提提案案にに繋繋げげてていいくく。。

・・都都ととのの協協議議にによよりり設設定定ししたた雇雇用用就就
業業課課題題にに対対しし、、事事業業提提案案をを行行うう。。加加
ええてて、、当当財財団団ででもも課課題題をを設設定定しし、、事事
業業提提案案をを行行うう。。（（事事業業提提案案数数３３件件））
・・事事業業提提案案にに関関すするる勉勉強強会会やや若若手手職職
員員向向けけ研研修修のの実実施施にによよりり、、職職員員一一人人
ひひととりりのの能能力力をを向向上上

昇昇任任にに係係るる
年年数数要要件件のの
見見直直しし及及びび
新新要要件件にによよ
るる選選考考実実施施

目目
標標
②②

・・新新要要件件にに基基づづくく昇昇任任選選考考のの実実施施
・・新新要要件件にに基基づづくく合合格格者者のの輩輩出出
（（１１名名））

主主任任職職及及びび係係長長級級職職ににつついいてて、、新新要要件件にに基基
づづくく22002222年年度度のの昇昇任任選選考考をを開開始始

新新要要件件にに基基づづくく22002222年年度度のの昇昇任任選選考考実実施施要要綱綱をを
策策定定しし、、財財団団内内のの職職員員へへのの周周知知徹徹底底にに努努めめたた。。
引引きき続続きき、、中中途途採採用用でで年年次次のの浅浅いい職職員員もも含含めめ、、
意意欲欲・・能能力力ののああるる職職員員のの早早期期昇昇任任のの実実現現をを目目指指
ししてていいくく。。

・・新新要要件件にに基基づづくく昇昇任任選選考考のの実実施施
・・新新要要件件にに基基づづくく合合格格者者をを輩輩出出しし、、
能能力力・・意意欲欲ののああるる職職員員がが早早期期にに活活躍躍
すするるここととでで、、財財団団のの組組織織力力をを強強化化
（（２２名名））

人人事事交交流流のの
実実施施

目目
標標
③③

・・人人事事交交流流をを実実施施（（２２名名））
・・次次年年度度人人事事交交流流計計画画をを相相手手方方とと
調調整整
・・人人事事交交流流のの実実績績報報告告及及びび次次年年度度
人人事事交交流流計計画画をを相相手手方方とと調調整整
・・次次年年度度人人事事交交流流対対象象職職員員のの選選定定

雇雇用用就就業業分分野野等等にに強強みみをを持持つつ団団体体等等とと派派遣遣
にに関関すするる協協定定をを締締結結しし、、人人事事交交流流をを実実施施
（（派派遣遣・・受受けけ入入れれ合合わわせせてて２２名名））

おお互互いいのの派派遣遣先先ででのの業業務務内内容容ややそそここかからら得得らられれ
るる経経験験等等をを具具体体にに説説明明・・意意見見交交換換すするるここととでで、、
理理解解がが深深ままりり、、人人事事交交流流のの実実施施にに至至っったた。。引引きき
続続きき、、相相手手方方とと情情報報交交換換をを行行いい、、22002222年年度度のの人人
事事交交流流のの実実施施状状況況をを把把握握ししつつつつ、、そそのの状状況況をを踏踏
ままええ、、業業務務内内容容やや対対象象職職員員のの選選定定ななどど、、22002233年年
度度のの人人事事交交流流計計画画ににつついいてて、、調調整整をを進進めめてていいくく。。

・・人人事事交交流流のの実実施施にによよりり、、雇雇用用就就業業
分分野野等等にに強強みみをを持持つつ団団体体ととのの連連携携をを
強強化化しし、、職職員員のの視視野野をを拡拡大大（（２２名名））
・・人人事事交交流流のの実実績績報報告告及及びび22002244年年度度
人人事事交交流流計計画画をを相相手手方方とと調調整整
・・22002244年年度度人人事事交交流流対対象象職職員員のの選選定定

（公財）東京しごと財団

戦戦略略４４ ししごごとと財財団団のの政政策策提提言言力力強強化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇
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１７ 公益財団法⼈東京都農林⽔産振興財団 
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【プランの主な改訂内容】

（公財）東京都農林⽔産振興財団

2023年度改訂版のポイント

◆戦略１ 担い⼿の確保・育成と⼒強い農業経営の展開
「東京広域援農ボランティア事業受⼊農家数及び派遣件数」を上⽅修正（受⼊農家
数60件→75件、派遣件数2,000件→3,600件）

◆戦略２ ⾼度な林業技術者の育成と多摩産材の利⽤拡⼤
多摩産材の情報をより多くの都⺠や企業に発信するため、多摩産材情報センター
と連携した拠点の開設を追記

戦略１ 担い⼿の確保・育成と⼒強い農業経営の展開
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標①】財団事業を活⽤した新たな経営展開の取組⽀援
累計352件（派遣農家数）

【⽬標②】⼋王⼦研修農場修了⽣の着実な就農 100％
【⽬標③】東京広域援農ボランティア事業受⼊農家数 60件

（６〜７件増／年度）派遣件数 2,000件

【⽬標①】財団事業を活⽤した新たな経営展開の取組⽀援
累計352件（派遣農家数）

【⽬標②】⼋王⼦研修農場修了⽣の着実な就農 100％
【⽬標③】東京広域援農ボランティア事業受⼊農家数 75件

（６〜７件増／年度）派遣件数 3,600件

戦略２ ⾼度な林業技術者の育成と多摩産材の利⽤拡⼤
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標①】
伐採搬出技術者の５割確保(25名）
⾼性能林業機械の導⼊ ２台

【⽬標②】
ドローン監視とシカ柵設置による森林被害の解消
被害状況調査 420ha（５か年で全管理地700ha達成）
シカ防護柵設置 150ha
【⽬標③】
PR効果の⾼い施設での多摩産材利⽤ 30施設
中⼤規模⽊造建築物整備⽀援 ３施設

【⽬標①】
伐採搬出技術者の５割確保(25名）
⾼性能林業機械の導⼊ ５台
林業架線主任者免許講習 ５名
【⽬標②】
ドローン監視とシカ柵設置による森林被害の解消
被害状況調査 420ha（５か年で700ha達成）
シカ防護柵設置 150ha
【⽬標③】
多摩産材利⽤施設拡⼤ 30施設
中⼤規模⽊造建築物整備⽀援 ３施設
多摩産材情報発信拠点 １施設
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析
【【目目標標①①】】
財財団団事事業業をを活活用用ししたた新新たたなな経経営営展展開開のの取取組組支支援援 累累計計335522件件（（派派遣遣農農家家数数））

【【目目標標②②】】
八八王王子子研研修修農農場場修修了了生生のの着着実実なな就就農農 110000％％

【【目目標標③③】】
東東京京広広域域援援農農ボボラランンテティィアア事事業業
受受入入農農家家数数（（累累計計）） 7755件件
（（６６～～７７件件増増／／年年度度））
派派遣遣件件数数 33,,660000件件

【【目目標標①①】】専専門門家家派派遣遣数数はは計計画画8855件件にに対対しし実実績績110044件件ととななっったた。。今今後後はは事事業業効効果果調調
査査をを踏踏ままええ更更ななるる改改善善をを図図りり、、農農家家のの経経営営向向上上をを支支援援すするる。。

【【目目標標②②】】第第２２期期生生（（５５名名））はは就就農農予予定定地地がが確確定定しし110000％％都都内内でで就就農農予予定定。。第第３３期期
生生（（５５名名））ににつついいててもも、、今今後後就就農農希希望望地地域域へへのの働働ききかかけけをを密密にに行行いい、、関関係係機機関関とと連連
携携ししてて110000％％就就農農をを目目指指すす。。

【【目目標標③③】】受受入入農農家家数数（（累累計計6633件件））とと派派遣遣件件数数（（22,,337777件件））はは概概ねね目目標標達達成成。。今今後後
はは農農家家のの快快適適なな受受入入環環境境のの整整備備にに取取りり組組みみ、、ボボラランンテティィアアのの継継続続的的なな援援農農活活動動へへのの
参参加加をを促促進進すするる。。

戦略を設定する理由・背景
東東京京のの農農家家戸戸数数はは１１万万戸戸をを下下回回りり、、毎毎年年約約110000hhaaのの農農地地がが宅宅地地等等にに転転用用さされれるるななどど農農家家戸戸数数やや農農地地のの減減少少にに歯歯止止めめががかかかかららなないい。。一一方方でで、、新新たたなな経経営営展展開開をを目目指指すす意意欲欲
的的なな農農業業者者もも多多数数存存在在しし、、ままたた、、非非農農家家出出身身者者がが都都内内でで就就農農すするる事事例例もも増増ええてていいるるほほかか、、援援農農ボボラランンテティィアアへへのの関関心心がが高高ままっってていいるる。。

団体における現状（課題）
・・チチャャレレンンジジ農農業業支支援援セセンンタターーににおおいいてて、、経経営営多多角角化化やや販販路路開開拓拓ななどど新新たたなな経経営営
展展開開にに取取りり組組むむ農農業業者者にに対対ししてて、、外外部部専専門門家家等等のの派派遣遣やや助助成成事事業業にによよるる支支援援をを実実
施施

・・新新規規就就農農支支援援ととししてて、、東東京京農農業業アアカカデデミミーー八八王王子子研研修修農農場場でではは、、毎毎年年５５名名程程度度
のの研研修修生生をを受受入入れれ、、２２年年間間のの研研修修をを実実施施。。研研修修生生のの就就農農ににつついいててはは、、栽栽培培技技術術やや
経経営営ノノウウハハウウのの習習得得にに加加ええ、、就就農農地地のの探探索索・・選選定定やや農農地地利利用用にに関関すするる手手続続等等がが必必
要要。。就就農農希希望望地地でで借借用用可可能能なな農農地地はは極極めめてて少少ななくく、、相相当当なな時時間間とと調調整整をを要要すするる。。

・・援援農農ボボラランンテティィアア事事業業でではは、、ボボラランンテティィアア登登録録者者数数がが770000名名をを超超ええるる一一方方でで受受入入
農農家家はは3311件件とと少少ななくく、、トトイイレレややロロッッカカーー等等のの受受入入環環境境のの未未整整備備がが課課題題ととななっってていい
るる。。

課題解決の⼿段
・・都都長長期期戦戦略略にに掲掲げげるる「「農農家家１１戸戸ああたたりり産産出出額額880000万万円円（（22003300年年度度））」」をを目目指指しし、、
６６次次産産業業化化やや新新たたなな販販売売形形態態のの導導入入ななどど収収益益性性のの高高いい農農業業経経営営のの展展開開をを支支援援。。農農
業業者者ニニーーズズをを踏踏ままええたた専専門門家家にによよるる支支援援分分野野のの拡拡大大、、農農業業者者のの創創意意工工夫夫をを発発揮揮しし
たた取取組組やや好好事事例例のの発発信信等等をを通通じじてて、、農農業業者者のの経経営営力力向向上上をを図図るる。。

・・都都やや自自治治体体、、関関係係機機関関等等ととのの連連携携をを強強化化しし、、総総合合的的ななササポポーートト体体制制ののももととでで、、
就就農農検検討討期期かからら就就農農ままでで切切れれ目目なないい支支援援をを実実施施。。八八王王子子研研修修農農場場ににつついいててはは、、着着
実実にに営営農農ででききるるよようう研研修修期期間間中中だだけけででななくく、、研研修修修修了了後後ももフフォォロローーししてていいくく。。

・・援援農農ボボラランンテティィアア事事業業のの受受入入農農家家をを確確保保・・拡拡大大すするるたためめ、、事事例例ののPPRRやや農農家家のの受受
入入環環境境整整備備をを支支援援すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

チチャャレレンンジジ
農農業業支支援援セセ
ンンタターーのの販販
路路開開拓拓・・拡拡
大大支支援援のの強強
化化

目目
標標
①①

〇〇専専門門家家とと販販路路開開拓拓ナナビビゲゲーータタのの
新新規規開開拓拓
〇〇EEココママーースス導導入入ノノウウハハウウ等等のの提提
供供（（セセミミナナーー開開催催等等））
〇〇専専門門家家派派遣遣農農家家数数8855件件
〇〇販販路路開開拓拓ナナビビゲゲーータタ派派遣遣農農家家数数
3366件件
〇〇助助成成事事業業 4455件件
（（取取組組支支援援事事例例ををHHPP等等でで発発信信、、一一
層層のの活活用用促促進進をを図図るる））

○○専専門門家家・・販販路路開開拓拓ナナビビケケーータタ新新規規開開拓拓にに
向向けけリリササーーチチ
○○６６次次化化等等セセミミナナーー３３回回開開催催、、EEココママーースス
関関連連２２月月予予定定
○○専専門門家家派派遣遣農農家家110044件件
○○販販路路開開拓拓ナナビビケケーータタ派派遣遣農農家家2288件件
○○助助成成事事業業4444件件
〇〇事事業業活活用用農農業業者者をを対対象象にに事事業業効効果果調調査査をを
実実施施。。専専門門家家派派遣遣等等満満足足度度8866..77％％、、セセンン
タターー対対応応満満足足度度9944..66％％

○○SSDDGGssをを背背景景にに東東京京産産食食材材をを求求めめるるレレスストトラランン、、
百百貨貨店店等等のの要要請請やや農農家家要要望望をを踏踏ままええ広広範範囲囲のの掘掘
りり起起ここししをを強強化化
○○EEココママーーススにによよるる集集客客向向上上やや新新規規取取引引のの開開始始
等等事事業業効効果果がが現現れれてていいるる。。継継続続支支援援をを望望むむ農農家家
もも多多くく導導入入後後のの評評価価・・フフォォロローーアアッッププのの仕仕組組をを
検検討討
○○専専門門家家派派遣遣のの実実績績やや効効果果がが口口ココミミでで拡拡散散、、動動
画画やや支支援援事事例例集集等等でで情情報報発発信信
○○販販路路開開拓拓ナナビビゲゲーータタのの活活用用促促進進セセミミナナーーをを開開
催催、、HHPP等等でで好好事事例例をを紹紹介介
○○関関係係機機関関のの会会議議、、研研修修等等でで助助成成制制度度をを広広くく周周
知知
〇〇事事業業効効果果調調査査にに基基づづくく効効果果的的なな支支援援方方法法のの検検
討討、、実実施施

〇〇専専門門家家とと販販路路開開拓拓ナナビビゲゲーータタのの新新
規規開開拓拓
〇〇EEココママーースス導導入入ノノウウハハウウ等等のの提提供供
（（セセミミナナーー開開催催等等））
〇〇専専門門家家派派遣遣農農家家数数8855件件＋＋事事業業効効果果
検検証証にに基基づづくくフフォォロローーアアッッププのの実実施施
〇〇販販路路開開拓拓ナナビビゲゲーータタ派派遣遣農農家家数数3366
件件
〇〇助助成成事事業業 4455件件
（（新新たたなな経経営営展展開開のの取取組組をを支支援援、、取取
組組支支援援事事例例ををHHPP等等でで発発信信、、一一層層のの活活
用用促促進進をを図図るる））

東東京京農農業業アア
カカデデミミーー研研
修修生生のの就就農農
にに向向けけたた支支
援援のの充充実実

目目
標標
②②

〇〇第第２２期期生生・・３３期期生生（（計計1100名名））のの
研研修修実実施施
〇〇第第２２期期生生のの就就農農にに向向けけたた取取組組をを
強強化化
（（就就農農地地のの探探索索・・選選定定、、利利用用調調整整
等等））
〇〇就就農農にに向向けけたた支支援援のの実実施施、、必必要要
にに応応じじたた見見直直しし

〇〇22002222年年度度研研修修計計画画にに基基づづきき、、第第２２期期生生・・
第第３３期期生生（（計計1100名名））にに対対ししてて着着実実にに研研修修をを
実実施施
〇〇第第２２期期生生（（５５名名））はは1111月月末末現現在在、、就就農農予予
定定地地がが決決ままりり、、農農地地貸貸借借にに向向けけてて調調整整をを
行行っってていいるる。。
〇〇研研修修カカリリキキュュララムムののほほかか、、就就農農希希望望地地のの
現現場場調調整整やや地地権権者者、、区区市市町町ととのの情情報報交交換換、、
国国のの交交付付金金事事務務等等のの支支援援をを行行っってていいるる。。

〇〇研研修修のの進進捗捗やや農農作作物物のの生生育育状状況況、、天天候候、、社社会会
情情勢勢等等をを総総合合的的にに勘勘案案しし、、そそのの時時期期にに必必要要なな研研
修修をを柔柔軟軟にに組組みみ替替ええななががらら実実施施
〇〇日日頃頃よよりり研研修修生生にに対対ししてて、、独独自自のの農農地地探探索索活活
動動がが重重要要ででああるるここととをを周周知知すするるほほかか、、農農場場職職員員
がが自自治治体体、、農農業業委委員員会会、、JJAA職職員員及及びび地地権権者者とと良良
好好なな関関係係をを築築きき、、農農業業会会議議のの協協力力をを得得ななががらら頻頻
繁繁にに情情報報交交換換やや調調整整をを行行っってていいるる。。
〇〇地地域域のの有有力力農農家家等等ととののパパイイププをを繋繋げげるるとと共共にに、、
研研修修生生自自ららもも積積極極的的にに地地域域のの情情報報収収集集やや制制度度活活
用用等等にに取取りり組組むむ。。

〇〇第第３３期期生生・・４４期期生生（（各各５５名名））のの研研
修修実実施施
〇〇第第３３期期生生のの就就農農にに向向けけたた取取組組をを強強
化化
（（就就農農地地のの探探索索・・選選定定、、利利用用調調整整
等等））
〇〇就就農農にに向向けけたた支支援援のの実実施施、、必必要要にに
応応じじたた見見直直しし

援援農農ボボラランン
テティィアア制制度度
のの効効果果的的なな
実実施施

目目
標標
③③

○○受受入入農農家家数数（（累累計計））5533件件
○○受受入入環環境境整整備備事事業業 ７７件件
○○派派遣遣件件数数 11,,770000件件
○○受受入入農農家家をを増増ややすすたためめののPPRR動動画画
のの作作成成
（（取取組組事事例例ををHHPP等等でで発発信信、、一一層層のの
活活用用促促進進をを図図るる））

〇〇受受入入農農家家数数（（累累計計））6633件件
利利用用農農家家アアンンケケーートト調調査査８８月月実実施施 満満足足

度度5544..66％％
〇〇受受入入環環境境整整備備事事業業 ２２件件
〇〇派派遣遣件件数数 22,,337777件件
〇〇PPRR動動画画のの作作成成 １１本本
（（イイベベンントトややHHPP等等でで発発信信。。援援農農ボボラランンテティィ
アア制制度度のの周周知知とと活活用用をを促促進進））

〇〇受受入入農農家家のの開開拓拓でではは、、関関係係機機関関とと連連携携ししてて農農
業業者者セセミミナナーー等等でで制制度度周周知知、、新新規規1122件件をを含含むむ6633
農農家家がが登登録録。。利利用用農農家家調調査査でではは、、労労働働力力確確保保にに
一一定定のの効効果果はは認認めめらられれるるがが必必要要人人員員がが揃揃わわなないい
事事例例もも見見受受けけらられれたた。。募募集集方方法法のの工工夫夫、、継継続続的的
なな活活動動参参加加へへのの動動機機付付けけ等等、、充充足足率率向向上上にに取取組組
むむ。。
〇〇トトイイレレ、、ロロッッカカーー等等設設置置事事例例紹紹介介ななどど受受入入環環
境境整整備備事事業業のの普普及及PPRRをを強強化化
〇〇学学生生等等ZZ世世代代をを取取りり込込みみ派派遣遣件件数数はは前前年年度度比比
118833..88％％達達成成。。啓啓発発動動画画、、SSNNSS活活動動報報告告等等積積極極的的
にに情情報報発発信信。。援援農農活活動動のの心心得得やや安安全全教教育育ななどど研研
修修動動画画３３本本作作成成予予定定

〇〇受受入入農農家家数数（（累累計計））7755件件
〇〇受受入入環環境境整整備備事事業業 1100件件
〇〇派派遣遣件件数数 33,,660000件件 （（＠＠330000件件／／
月月××1122＝＝33,,660000件件））
〇〇普普及及啓啓発発動動画画のの配配信信とと制制度度周周知知のの
強強化化

（公財）東京都農林⽔産振興財団

戦戦略略１１ 担担いい手手のの確確保保・・育育成成とと力力強強いい農農業業経経営営のの展展開開

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略
・・戦戦略略1122：：稼稼ぐぐ東東京京・・イイノノベベーーシショョンン戦戦略略 ・・戦戦略略1133：：水水とと緑緑溢溢れれるる東東京京戦戦略略 ・・戦戦略略1177：：多多摩摩・・島島ししょょ振振興興戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析
【【目目標標①①】】
伐伐採採搬搬出出技技術術者者のの５５割割確確保保((2255名名））
高高性性能能林林業業機機械械導導入入 ５５台台
林林業業架架線線主主任任者者免免許許講講習習 ５５名名

【【目目標標②②】】
ドドロローーンン監監視視ととシシカカ柵柵設設置置にによよるる森森林林被被害害のの解解消消
被被害害状状況況調調査査 442200hhaa（（５５かか年年でで770000hhaa達達成成））
シシカカ防防護護柵柵設設置置 115500hhaa

【【目目標標③③】】
多多摩摩産産材材利利用用施施設設拡拡大大 3300施施設設
中中大大規規模模木木造造建建築築物物整整備備支支援援 ３３施施設設
多多摩摩産産材材情情報報発発信信拠拠点点 １１施施設設

【【目目標標①①】】伐伐採採搬搬出出ににつついいててはは、、東東京京トトレレーーニニンンググフフォォレレスストトをを活活用用ししてて累累計計でで1100
名名のの技技術術者者をを育育成成ししてていいるるがが、、伐伐採採更更新新をを拡拡大大すするるたためめににはは高高性性能能機機械械等等のの効効率率的的
なな活活用用がが必必要要

【【目目標標②②】】シシカカ被被害害対対策策ににつついいててはは、、調調査査累累計計227722hhaa、、柵柵設設置置累累計計9966hhaaでであありり、、計計
画画ののととおおりり作作業業をを進進めめ、、被被害害軽軽減減にに努努めめてていいるる。。

【【目目標標③③】】多多摩摩産産材材のの補補助助事事業業ににつついいててはは、、補補助助金金セセミミナナーー等等をを開開催催しし８８件件のの交交付付
決決定定をを行行っってていいるる。。ままたた、、新新たたににオオフフィィスス木木質質化化ガガイイドドをを作作成成しし利利用用促促進進にに取取組組んん
ででいいるる。。今今後後はは、、事事業業周周知知をを強強化化しし、、中中大大規規模模建建築築物物整整備備補補助助のの実実績績をを増増ややししてていい
くく。。

戦略を設定する理由・背景
多多摩摩のの森森林林はは、、林林業業のの衰衰退退等等にによよりり伐伐採採、、利利用用、、植植栽栽、、保保育育とといいうう森森林林循循環環がが停停滞滞しし森森林林のの荒荒廃廃がが危危惧惧さされれてていいるる。。現現在在のの多多摩摩産産材材生生産産はは年年間間２２万万４４千千㎥㎥ででああるるがが、、
将将来来((22003300年年))のの持持続続的的なな森森林林循循環環にに必必要要なな３３万万６６千千㎥㎥のの伐伐採採搬搬出出とと木木材材利利用用のの確確保保にに向向けけ、、林林業業技技術術者者のの育育成成とと多多摩摩産産材材のの利利用用拡拡大大をを図図るる。。

団体における現状（課題）
・・多多摩摩のの森森林林循循環環にに必必要要なな３３万万６６千千㎥㎥のの伐伐採採搬搬出出とと木木材材利利用用をを確確保保すするるたためめににはは、、
伐伐採採更更新新のの拡拡大大ととそそれれにに見見合合うう木木材材需需要要のの確確保保がが必必要要

・・財財団団でではは、、主主伐伐事事業業にによよりり、、ススギギ林林等等のの伐伐採採、、搬搬出出とと花花粉粉のの少少なないいススギギ等等のの植植
栽栽をを行行っってていいるるがが、、事事業業のの拡拡大大にに必必要要なな林林業業技技術術者者((約約5500名名))のの育育成成とと作作業業のの効効率率
化化がが不不可可欠欠

・・伐伐採採後後のの森森林林整整備備でではは、、近近年年、、シシカカ個個体体数数のの増増加加やや分分布布域域のの拡拡大大にによよりり伐伐採採地地
のの森森林林被被害害（（苗苗木木のの食食害害、、樹樹幹幹のの剥剥皮皮害害等等））がが深深刻刻なな状状況況でであありり、、適適切切なな森森林林整整
備備へへのの影影響響もも懸懸念念

・・木木材材利利用用でではは、、増増加加すするる木木材材供供給給量量にに対対ししてて、、材材のの付付加加価価値値がが高高いい建建築築等等ででのの
活活用用をを図図るるたためめ、、木木材材利利用用のの普普及及PPRRにに加加ええ、、新新たたなな木木材材需需要要のの開開拓拓がが必必要要

課題解決の⼿段
・・東東京京トトレレーーニニンンググフフォォレレスストトをを活活用用ししてて、、伐伐採採搬搬出出をを担担うう技技術術者者のの育育成成をを進進めめ
るるととととももにに他他県県林林業業事事業業体体のの誘誘致致をを進進めめるる。。ままたた、、技技術術者者１１人人当当たたりりのの日日生生産産量量
のの向向上上をを図図るるたためめ、、先先進進的的なな高高性性能能林林業業機機械械のの導導入入をを図図るる。。

・・植植栽栽管管理理のの効効率率化化をを図図るるたためめ、、ドドロローーンンをを活活用用ししたたシシカカ被被害害状状況況調調査査、、監監視視をを
計計画画的的にに実実施施。。被被害害想想定定区区域域ににおおけけるるシシカカ防防護護柵柵のの設設置置及及びび恒恒常常的的なな維維持持管管理理にに
よよりり植植栽栽木木被被害害をを軽軽減減

・・商商業業施施設設ななどど、、多多くくのの都都民民がが利利用用すするる施施設設やや建建築築物物のの外外構構等等のの木木質質化化へへのの支支援援
をを通通じじてて、、多多摩摩産産材材のの魅魅力力をを効効果果的的にに発発信信すするるととととももにに、、情情報報発発信信拠拠点点のの活活用用等等
にによよりり、、オオフフィィススやや民民間間住住宅宅等等へへのの多多摩摩産産材材のの利利用用促促進進をを図図るる。。ままたた、、新新たたなな需需
要要開開拓拓ととししてて、、都都内内ででのの中中大大規規模模木木造造施施設設のの拡拡大大にに向向けけたた支支援援をを実実施施すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

伐伐採採搬搬出出技技
術術者者のの確確保保
育育成成

目目
標標
①①

〇〇新新規規伐伐採採搬搬出出技技術術者者 ８８名名((累累
計計1166名名))
・・東東京京トトレレーーニニンンググフフォォレレスストト

ででのの高高度度技技術術者者育育成成５５名名
・・他他県県かかららのの新新規規参参入入 ３３名名

（（１１社社))
〇〇高高性性能能林林業業機機械械のの導導入入 １１台台

〇〇新新規規伐伐採採技技術術者者 ５５名名((累累計計1100名名））
・・東東京京トトレレーーニニンンググフフォォレレスストトででのの高高度度技技
術術者者のの育育成成５５名名
・・他他県県かかららのの新新規規参参入入 ００名名
〇〇林林業業架架線線作作業業主主任任者者免免許許講講習習修修了了者者 ４４
名名((山山梨梨県県でで受受講講))
〇〇高高性性能能林林業業機機械械のの導導入入 ００台台（（年年度度末末まま
ででにに２２台台納納品品予予定定））

〇〇カカリリュュキキュュララムム等等のの見見直直ししをを行行いい受受講講生生がが参参
加加ししややすすいい体体制制をを整整備備しし５５名名のの研研修修生生をを確確保保しし
たた。。
〇〇直直接接のの参参入入ははなないいがが、、森森林林組組合合のの下下請請けけととしし
てて山山梨梨県県のの事事業業体体がが複複数数参参入入ししてておおりり、、そそれれらら
のの事事業業体体にに対対ししててもも研研修修等等のの支支援援をを行行いい都都内内のの
技技術術者者のの確確保保をを図図っってていいるる。。
〇〇７７月月ににオオーースストトリリアア製製のの高高性性能能林林業業機機械械のの発発
注注をを行行っってていいるるがが、、船船便便のの関関係係でで、、納納期期はは22002233
年年２２月月頃頃をを予予定定。。国国産産油油圧圧集集材材機機ににつついいててはは、、
22002233年年３３月月納納品品予予定定

〇〇伐伐採採搬搬出出技技術術者者 ９９名名((累累計計2255名名））
・・東東京京トトレレーーニニンンググフフォォレレスストトででのの
高高度度技技術術者者育育成成 ５５名名
・・他他県県かかららのの新新規規参参入入 ４４名名((１１社社))
〇〇林林業業架架線線作作業業主主任任者者免免許許講講習習修修了了
者者 ５５名名
〇〇高高性性能能林林業業機機械械のの導導入入 ３３台台
（（導導入入後後、、森森林林環環境境へへのの適適合合等等のの検検
証証やや技技術術者者１１人人当当たたりりのの日日生生産産量量のの
向向上上をを図図るる））

シシカカ被被害害対対
策策

目目
標標
②②

〇〇ドドロローーンンにによよるるシシカカ被被害害状状況況調調
査査、、監監視視 114400hhaa
（（植植栽栽管管理理地地面面積積770000hhaaのの2200%%・・シシ
カカ柵柵設設置置植植栽栽管管理理地地のの監監視視もも強強
化化））
〇〇シシカカ防防護護柵柵のの設設置置とと恒恒常常的的なな維維
持持管管理理 5500hhaa（（新新植植地地及及びび植植栽栽被被
害害地地））

〇〇ドドロローーンンにによよるるシシカカ被被害害状状況況調調査査、、監監視視
113322hhaa
〇〇シシカカ防防護護柵柵のの設設置置とと恒恒常常的的なな維維持持管管理理
4411hhaa

〇〇ドドロローーンンをを活活用用しし、、シシカカ目目撃撃情情報報ののああるる管管理理
地地をを中中心心にに調調査査をを実実施施。。1122月月以以降降もも継継続続しし22002222
年年内内ににはは目目標標達達成成のの見見込込
〇〇防防護護柵柵はは22002222年年春春のの新新植植地地全全箇箇所所ににつついいてて計計
画画通通りり設設置置完完了了。。22001188年年にに植植栽栽ししたたシシカカ被被害害箇箇
所所及及びび22002233年年春春にに新新植植予予定定箇箇所所1144hhaa分分ににつついいてて
はは９９月月にに契契約約しし現現在在施施工工中中。。ままたた、、設設置置ししたた防防
護護柵柵ににつついいててはは継継続続ししてて維維持持管管理理をを実実施施中中

〇〇ドドロローーンンにによよるるシシカカ被被害害状状況況調調査査、、
監監視視 114400hhaa
（（植植栽栽管管理理地地面面積積770000hhaaのの2200%%・・シシカカ
のの目目撃撃区区域域周周辺辺のの植植栽栽地地管管理理地地のの監監
視視もも強強化化））
〇〇シシカカ防防護護柵柵のの設設置置とと恒恒常常的的なな維維持持
管管理理 5500hhaa（（新新植植地地及及びび植植栽栽被被害害
地地））

多多摩摩産産材材のの
利利用用拡拡大大

目目
標標
③③

〇〇木木材材利利用用施施設設のの拡拡大大にに向向けけたた補補
助助事事業業 1100件件
〇〇普普及及PPRR
・・MMOOCCTTIIOONNのの活活用用((来来場場者者：：年年７７千千
人人、、セセミミナナーー：：５５回回))
・・多多摩摩産産材材住住宅宅のの普普及及((  家家造造りりセセ
ミミナナーー２２回回、、WWeebb発発信信))
〇〇中中大大規規模模木木造造建建築築物物整整備備支支援援
１１件件

〇〇木木材材利利用用のの拡拡大大にに向向けけたた補補助助事事業業 ８８件件
〇〇普普及及PPRR
・・MMOOCCTTIIOONNのの活活用用((来来場場者者：：66,,441199名名、、セセミミ
ナナーー：：５５回回））
・・多多摩摩産産材材住住宅宅のの普普及及（（家家づづくくりりセセミミ
ナナーー::１１回回、、WWeebb発発信信））
・・多多摩摩産産材材情情報報発発信信拠拠点点（（青青梅梅市市のの多多摩摩産産
材材情情報報セセンンタターーでで対対応応））
〇〇中中大大規規模模木木造造建建築築物物整整備備支支援援 ００件件

〇〇補補助助事事業業ににつついいててはは、、協協議議中中のの案案件件がが５５件件ああ
りり1100件件以以上上をを達達成成すするる見見込込みみででああるる。。
〇〇MMOOCCTTIIOONNににつついいててはは、、広広報報PPRRにに加加ええ、、ワワーークク
シショョッッププをを開開催催すするるななどど来来場場者者拡拡大大にに努努めめてておお
りり、、77,,000000名名をを達達成成のの見見込込みみででああるる。。セセミミナナーー
ににつついいててはは、、多多彩彩なな講講師師をを招招聘聘しし、、リリアアルルにに加加
ええYYoouuTTuubbee配配信信をを実実施施ししてていいるる。。
〇〇中中大大規規模模ににつついいててはは、、事事業業開開始始年年度度でであありり事事
業業周周知知をを図図るるたためめ、、建建築築雑雑誌誌等等へへのの広広告告掲掲載載にに
加加ええ、、建建設設業業協協会会やや不不動動産産協協会会のの会会員員向向けけ会会合合
にに出出席席しし事事業業説説明明をを実実施施ししてていいるる。。

〇〇木木材材利利用用施施設設のの拡拡大大にに向向けけたた補補助助
事事業業 1100件件
〇〇木木材材需需要要喚喚起起ののたためめのの消消費費者者向向けけ
普普及及PPRR
・・MMOOCCTTIIOONNのの活活用用((来来場場者者：：年年間間８８千千
人人、、セセミミナナーー：：７７回回))
・・多多摩摩産産材材情情報報発発信信拠拠点点のの運運営営((来来場場
者者：：年年間間８８千千人人((月月平平均均666600人人))））
〇〇中中大大規規模模木木造造建建築築整整備備補補助助 ２２件件

（公財）東京都農林⽔産振興財団

戦戦略略２２ 高高度度なな林林業業技技術術者者のの育育成成とと多多摩摩産産材材のの利利用用拡拡大大

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略1122：：稼稼ぐぐ東東京京・・イイノノベベーーシショョンン戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇

東
京
都

東
京
都

農
林
水
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振
興
財
団
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水
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興
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団
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析
【【目目標標①①】】
トトウウキキョョウウXX肉肉豚豚出出荷荷頭頭数数増増大大
・・77,,115500頭頭
・・種種豚豚供供給給可可能能数数 118800頭頭

都都内内外外のの新新規規生生産産者者のの確確保保とと技技術術指指導導体体制制のの強強化化
・・試試験験飼飼育育 累累計計３３件件

【【目目標標②②】】
流流通通体体制制のの改改善善にによよりり流流通通量量をを拡拡大大すするるととととももにに、、トトウウキキョョウウXXをを積積極極的的ににPPRR
ししてて認認知知向向上上をを図図りり購購入入ししややすすいい環環境境ををつつくくるる。。
・・トトウウキキョョウウXX認認知知度度 6666％％
（（３３人人にに２２人人））

【【目目標標①①】】トトウウキキョョウウXXのの肉肉豚豚出出荷荷頭頭数数拡拡大大にに向向けけ、、青青梅梅畜畜産産セセンンタターーのの種種豚豚供供給給
能能力力のの向向上上をを図図りり、、種種豚豚をを農農家家へへ配配付付しし、、出出荷荷頭頭数数のの増増大大にに努努めめたた（（66,,006677頭頭））。。

【【目目標標②②】】大大手手生生産産者者のの撤撤退退にによよりり生生産産頭頭数数がが減減少少ししたた一一方方、、限限らられれたた供供給給量量のの中中
ででもも、、肉肉質質やや味味のの良良ささがが受受けけ入入れれらられれ、、底底堅堅いい購購買買需需要要をを維維持持ででききてていいるる。。引引きき続続
きき、、既既存存生生産産者者指指導導・・新新規規生生産産者者開開拓拓にによよるる生生産産効効率率のの向向上上とと繁繁殖殖豚豚のの飼飼養養頭頭数数増増
加加をを図図りり、、流流通通量量拡拡大大にに不不可可欠欠なな３３社社にによよるる複複数数流流通通体体制制をを維維持持すするるととととももにに、、認認
知知度度向向上上、、販販売売促促進進にに取取りり組組むむ。。

戦略を設定する理由・背景
都都市市化化のの進進展展やや後後継継者者不不足足にによよりり都都内内畜畜産産農農家家数数はは漸漸減減状状態態でで少少規規模模ななががらら収収益益性性のの高高いい畜畜産産経経営営へへのの転転換換がが必必要要。。一一方方、、トトウウキキョョウウXXママーーケケテティィンンググ調調査査結結果果でではは東東
京京ブブラランンドド畜畜産産物物「「トトウウキキョョウウXX」」のの流流通通及及びび消消費費者者ののニニーーズズはは高高いい。。22003311年年度度２２万万頭頭出出荷荷をを目目指指しし、、都都民民のの豊豊かかなな食食生生活活へへ貢貢献献すするる。。

団体における現状（課題）
・・青青梅梅畜畜産産セセンンタターーでではは、、トトウウキキョョウウXX（（豚豚））のの系系統統維維持持、、血血統統管管理理及及びび生生産産者者へへ
のの種種豚豚のの生生産産・・配配付付をを実実施施

・・衛衛生生レレベベルル確確保保、、生生産産者者かかららのの種種豚豚供供給給希希望望増増にに応応ええるるたためめ、、施施設設をを再再編編整整備備
（（22002200年年度度末末竣竣工工））

・・トトウウキキョョウウXXはは繁繁殖殖数数がが少少ななくく、、飼飼育育がが難難ししいい等等のの問問題題ががあありり、、新新規規生生産産者者をを獲獲
得得ししづづららいい。。ままたた、、育育成成率率向向上上ののたためめ、、技技術術指指導導もも不不可可欠欠

・・ママーーケケテティィンンググ調調査査（（22002200年年度度実実施施））にによよるるとと、、販販売売店店のの６６割割がが取取扱扱いいをを増増やや
ししたたいい意意向向あありり。。ままたた、、消消費費者者アアンンケケーートトでではは約約4466％％がが購購入入希希望望あありり。。更更にに、、トト
ウウキキョョウウXXののブブラランンドド認認知知度度はは5566％％（（２２人人にに１１人人））

・・トトウウキキョョウウXXのの高高いいブブラランンドド力力をを維維持持ししつつつつ流流通通をを円円滑滑にに進進めめるるたためめ、、現現状状のの流流
通通体体制制のの課課題題整整理理をを踏踏ままええ、、改改善善策策をを講講じじるる必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
・・新新豚豚舎舎（（22002200年年度度完完成成））のの高高度度なな衛衛生生管管理理シシスステテムムやや自自動動飼飼養養管管理理機機能能をを最最大大
限限にに活活用用ししてて、、種種豚豚のの生生産産・・供供給給能能力力のの向向上上をを目目指指すすととととももにに、、都都内内外外のの生生産産者者
のの飼飼養養頭頭数数のの増増加加とと新新規規生生産産者者開開拓拓にに向向けけたた働働ききかかけけをを行行うう。。合合わわせせてて生生産産者者へへ
のの技技術術指指導導ををよよりり充充実実しし、、生生産産能能力力向向上上とと生生産産数数拡拡大大をを推推進進すするる。。

・・ママーーケケテティィンンググ調調査査（（22002200年年度度実実施施））ににおおけけるる生生産産者者、、流流通通事事業業者者のの意意向向等等をを
踏踏ままええ、、関関係係者者とと連連携携ししててトトウウキキョョウウXX取取引引方方法法等等のの見見直直ししをを図図るるととととももにに、、トトウウ
キキョョウウXXののブブラランンドド認認知知度度をを高高めめななががらら消消費費需需要要をを喚喚起起ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

肉肉豚豚出出荷荷頭頭
数数のの増増大大とと
新新規規生生産産者者
開開拓拓

目目
標標
①①

〇〇トトウウキキョョウウXX肉肉豚豚出出荷荷頭頭数数
1133,,000000頭頭
〇〇種種豚豚供供給給可可能能数数（（農農家家配配付付））
116600頭頭
〇〇新新規規生生産産者者開開拓拓
・・新新規規試試験験飼飼育育 １１件件
・・本本格格飼飼育育へへ移移行行（（生生産産者者のの新新規規
獲獲得得））１１件件
〇〇生生産産者者技技術術指指導導のの実実施施

〇〇トトウウキキョョウウXX肉肉豚豚出出荷荷頭頭数数 66,,006677頭頭（（1111
月月末末））
〇〇種種豚豚供供給給可可能能数数（（農農家家配配付付）） 116600頭頭
・・種種豚豚供供給給実実績績 5533頭頭（（1111月月末末））
〇〇新新規規生生産産者者開開拓拓
・・新新規規試試験験飼飼育育 ００件件
・・本本格格飼飼育育へへ移移行行（（生生産産者者のの新新規規開開拓拓））００
件件
・・新新規規開開拓拓にに向向けけたた訪訪問問 ５５件件
〇〇生生産産者者技技術術指指導導のの実実施施（（既既存存農農家家指指導導））
1100件件

〇〇大大手手生生産産者者のの撤撤退退にによよりり出出荷荷頭頭数数のの見見直直ししをを
余余儀儀ななくくさされれてていいるる。。
〇〇新新施施設設ででのの繁繁殖殖ははほほぼぼ順順調調でで、、生生産産者者のの希希望望
どどおおりりにに種種豚豚のの配配付付をを行行っってていいるる。。
〇〇新新規規生生産産者者開開拓拓でではは、、22002211年年度度にに試試験験飼飼育育しし
てていいたた生生産産者者がが本本格格飼飼育育にに移移行行ししななかかっったた。。引引
きき続続きき、、近近県県養養豚豚協協会会等等にに働働ききかかけけをを行行うう。。
〇〇既既存存生生産産者者へへのの技技術術指指導導はは、、予予定定どどおおりり進進んん
ででいいるる。。引引きき続続きき、、繁繁殖殖成成績績やや枝枝肉肉成成績績のの分分析析
比比較較等等飼飼育育管管理理指指導導にによよりり繁繁殖殖技技術術やや品品質質向向上上
をを図図りり、、更更ななるる増増産産にに繋繋げげるる。。

〇〇トトウウキキョョウウXXのの肉肉豚豚出出荷荷頭頭数数
77,,115500頭頭
〇〇種種豚豚供供給給可可能能数数（（農農家家配配付付））118800  
頭頭
〇〇新新規規生生産産者者開開拓拓
・・新新規規試試験験飼飼育育 ２２件件
〇〇生生産産者者技技術術指指導導のの実実施施

市市場場動動向向のの
把把握握ととトトウウ
キキョョウウXXのの
流流通通改改善善・・
拡拡大大策策のの検検
討討、、実実施施

目目
標標
②②

〇〇トトウウキキョョウウXXのの流流通通改改革革・・拡拡大大
策策のの実実施施
・・複複数数流流通通業業者者にによよるる新新たたなな出出荷荷
体体制制のの円円滑滑なな運運用用
〇〇販販売売促促進進、、普普及及PPRRのの取取組組支支援援
・・トトウウキキョョウウXXのの認認知知度度調調査査のの実実
施施 １１回回
・・販販促促キキャャンンペペーーンンのの実実施施 １１回回

〇〇トトウウキキョョウウXXのの流流通通改改革革・・拡拡大大策策のの実実施施
・・複複数数流流通通業業者者体体制制（（３３社社））
〇〇販販売売促促進進、、普普及及PPRRのの取取組組みみ支支援援
・・トトウウキキョョウウXXのの認認知知度度調調査査のの実実施施 ００回回
・・販販促促キキャャンンペペーーンンのの実実施施 ３３回回
（（①①５５月月：：畜畜産産教教室室、、②②1100月月：：家家畜畜ふふれれ

ああいいデデーー、、③③1111月月：：食食育育フフェェアア））

〇〇TTOOKKYYOO  XX生生産産組組合合ののアアドドババイイザザーーをを中中心心にに出出
荷荷調調整整をを行行いい、、３３社社流流通通体体制制をを維維持持ししてていいるる。。
ままたた、、青青梅梅畜畜産産セセンンタターーもも生生産産農農家家デデーータタベベーー
スス（（トトレレササシシスステテムム））活活用用のの実実施施要要領領のの制制定定やや
指指定定流流通通業業者者ととののヒヒアアリリンンググをを通通じじ、、間間接接的的にに
生生産産組組合合のの負負担担軽軽減減にに向向けけたた取取組組みみをを進進めめてていい
るる。。
○○一一般般都都民民（（220000人人））をを対対象象ととすするるイインンタターー
ネネッットトにによよるる認認知知度度等等のの調調査査をを実実施施予予定定（（22002222
年年1122月月））。。
〇〇販販促促でではは、、22002211年年度度作作成成ししたたTTOOKKYYOO  XXリリーーフフ
レレッットトをを活活用用ししななががらら肉肉のの販販売売ややトトウウキキョョウウXX
のの解解説説をを行行っったた。。

〇〇トトウウキキョョウウXXのの流流通通改改革革・・拡拡大大策策のの
実実施施
・・複複数数流流通通業業者者にによよるる新新たたなな出出荷荷体体
制制のの円円滑滑なな運運用用
〇〇販販売売促促進進、、普普及及PPRRのの取取組組支支援援
・・トトウウキキョョウウXXのの認認知知度度調調査査のの実実施施
１１回回
・・販販促促キキャャンンペペーーンンのの実実施施 ３３回回

（公財）東京都農林⽔産振興財団

戦戦略略３３ トトウウキキョョウウＸＸのの生生産産拡拡大大とと流流通通体体制制のの強強化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略1122：：稼稼ぐぐ東東京京・・イイノノベベーーシショョンン戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
・・東東京京型型ススママーートト農農業業のの研研究究開開発発にに活活用用ででききるる、、企企業業等等かかららのの新新たたなな研研究究提提
案案 累累計計110000件件

【【目目標標②②】】
・・東東京京型型ススママーートト農農業業のの研研究究開開発発成成果果をを生生産産者者のの技技術術導導入入指指針針ととななるる「「活活用用
モモデデルル」」ととししてて提提示示 累累計計1100件件

【【目目標標③③】】
・・リリモモーートトややWWeebbササイイトトをを活活用用ししたた技技術術相相談談等等ののデデジジタタルル化化 5500%%

【【目目標標①①】】研研究究開開発発ググルルーーププのの運運営営ややププララッットトフフォォーームム会会員員ととのの情情報報交交換換等等はは積積極極
的的なな取取組組にによよりり目目標標達達成成、、引引きき続続きき取取りり組組むむ。。新新たたなな研研究究提提案案はは累累計計9999件件とと目目標標件件
数数ををほほぼぼ達達成成、、今今後後研研究究推推進進にに重重点点をを置置くく。。

【【目目標標②②】】ススママーートト農農業業技技術術開開発発はは順順調調にに推推進進、、「「活活用用モモデデルル」」のの目目標標件件数数達達成成にに
向向けけ取取組組むむ。。

【【目目標標③③】】研研究究成成果果等等ははわわかかりりややすすささをを重重視視しし、、動動画画作作成成。。質質問問・・相相談談ししややすすいいよよ
ううににWWeebbササイイトトをを工工夫夫しし、、ススママホホビビデデオオ通通話話もも導導入入（（デデジジタタルル化化率率2244..55％％））。。今今後後
もも利利用用者者かかららのの意意見見をを取取りり入入れれレレベベルルアアッッププをを図図るる。。

戦略を設定する理由・背景
東東京京でではは、、狭狭いい農農地地ででもも高高収収益益がが可可能能なな農農業業のの実実現現やや質質のの高高いい都都民民ササーービビススがが提提供供ででききるる持持続続可可能能なな農農業業のの構構築築がが大大ききなな課課題題ででああるる。。IICCTTややAAIIななどどのの技技術術革革新新がが目目覚覚まま
ししいい今今日日、、ここううししたた先先進進技技術術をを活活用用ししたた東東京京型型ススママーートト農農業業のの実実現現ややDDXXのの推推進進にによよるる質質のの高高いいササーービビススのの提提供供がが求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
・・生生産産者者やや都都民民ニニーーズズにに応応ええるる先先進進的的研研究究開開発発をを進進めめるるににはは、、企企業業やや大大学学等等がが集集
積積すするる東東京京のの強強みみをを活活かかししたた新新たたなな研研究究推推進進体体制制のの構構築築がが不不可可欠欠ででああるる。。

・・「「稼稼ぐぐ農農業業」」のの実実現現にに向向けけ、、IICCTTをを活活用用ししたた技技術術開開発発はは緒緒にに就就いいたたととこころろ。。今今後後、、
生生産産現現場場ののニニーーズズをを反反映映ししたた東東京京のの実実情情にに合合っったたススママーートト農農業業のの技技術術開開発発をを加加速速
ししてていいかかななけけれればばななららなないい。。

・・ささららにに、、研研究究のの普普及及還還元元ににおおけけるるデデジジタタルル化化はは遅遅れれてていいるる状状況況ににあありり、、生生産産者者
やや都都民民のの利利便便性性やや効効果果的的なな情情報報発発信信ななどどににつついいてて、、ポポスストトココロロナナをを見見据据ええたた新新たた
なな仕仕組組みみをを構構築築ししてていいくく必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
・・ススタターートトアアッッププをを始始めめととすするる民民間間企企業業やや大大学学、、生生産産者者ななどど多多様様ななセセククタターーでで構構
成成すするる研研究究開開発発ププララッットトフフォォーームムでで得得らられれたた民民間間等等のの技技術術シシーーズズやや発発想想をを研研究究開開
発発にに活活用用すするる。。

・・独独自自開開発発ししたた「「東東京京フフュューーチチャャーーアアググリリシシスステテムム」」をを進進化化ささせせるるととととももにに、、民民
間間企企業業ななどどとと研研究究開開発発ググルルーーププをを立立ちち上上げげ、、IICCTTややAAII等等のの先先進進的的技技術術をを活活用用ししたた東東
京京型型ススママーートト農農業業技技術術をを確確立立すするる。。ままたた、、企企業業ととののププロロジジェェククトトにによよりりロローーカカルル
５５GGをを活活用用ししたた新新たたなな農農業業技技術術をを開開発発すするる。。ここれれららのの取取組組にによよりり、、農農業業DDXXをを推推進進すす
るる。。

・・研研究究成成果果ののデデジジタタルルラライイブブララリリーー化化やや生生産産者者等等かかららのの技技術術相相談談ななどど、、様様々々なな分分
野野ででDDXXのの取取組組をを進進めめ、、質質のの高高いいササーービビススをを提提供供すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

企企業業等等ととのの
連連携携体体制制にに
よよるる技技術術やや
英英知知のの結結集集

目目
標標
①①

〇〇研研究究開開発発ググルルーーププののココーーデディィ
ネネーートトとと運運営営
〇〇ププララッットトフフォォーームム会会員員ととのの情情報報
交交換換：：5500回回
〇〇WWeebb講講演演会会・・勉勉強強会会・・交交流流会会
等等：：４４回回（（会会員員のの要要望望等等をを踏踏ままええ
テテーーママをを設設定定しし開開催催））
〇〇企企業業等等かからら新新たたなな研研究究提提案案：：3300
件件

〇〇ププララッットトフフォォーームム会会員員増増加加数数：：８８件件（（累累
計計117755件件））、、研研究究開開発発ググルルーーププのの形形成成：：２２
件件（（累累計計８８件件））
〇〇企企業業等等のの技技術術シシーーズズやや研研究究推推進進ななどどにに関関
すするる情情報報交交換換：：4411回回
〇〇WWeebb講講演演会会１１回回、、若若手手生生産産者者ととのの交交流流会会
１１回回、、アアググリリビビジジネネスス創創出出フフェェアア出出展展１１
回回：：計計３３回回
〇〇大大学学、、企企業業等等かかららのの新新たたなな研研究究提提案案：：1144
件件（（累累計計9999件件））

〇〇現現場場ニニーーズズとと企企業業等等のの技技術術情情報報ををママッッチチンンググ
しし研研究究開開発発ググルルーーププをを形形成成
〇〇会会員員専専用用WWeebbササイイトトよよりり積積極極的的にに情情報報発発信信。。
イイノノベベーーシショョンン創創出出にに繋繋ががるる貴貴重重なな研研究究情情報報なな
どど企企業業等等ととのの情情報報交交換換をを実実施施
〇〇WWeebb講講演演会会はは会会員員かからら高高評評価価。。若若手手生生産産者者とと
のの交交流流会会ややイイベベンントトへへのの共共同同出出展展でで会会員員生生産産
者者・・企企業業等等ととのの連連携携をを強強化化
〇〇新新たたにに研研究究提提案案1144件件をを得得てて計計9999件件ととななりり、、
22002233年年度度のの到到達達目目標標（（110000件件））ををほほぼぼ達達成成。。ここ
れれらら研研究究提提案案かからら研研究究課課題題（（８８課課題題））をを設設定定。。
大大学学、、企企業業等等とと連連携携しし先先進進的的技技術術開開発発をを推推進進

〇〇研研究究開開発発ググルルーーププののココーーデディィネネーー
トトとと運運営営
〇〇ププララッットトフフォォーームム会会員員ととのの情情報報交交
換換：：5500回回
〇〇WWeebb講講演演会会・・勉勉強強会会・・交交流流会会等等：：４４
回回（（会会員員のの要要望望等等をを踏踏ままええテテーーママをを
設設定定しし開開催催））
〇〇企企業業等等かからら新新たたなな研研究究提提案案：：3300件件

東東京京型型スス
ママーートト農農業業
技技術術のの研研究究
開開発発のの推推進進

目目
標標
②②

〇〇イイチチゴゴ用用進進化化型型シシスステテムムのの技技術術
ママニニュュアアルル作作成成
〇〇ロローーカカルル５５GGののトトママトト栽栽培培遠遠隔隔
支支援援シシスステテムムののモモデデルル化化
〇〇東東京京型型ススママーートト農農業業研研究究開開発発：：
６６件件（（ニニーーズズ調調査査とと企企業業等等かかららのの
研研究究提提案案をを踏踏ままええ設設定定：：新新規規２２
件件））
〇〇「「活活用用モモデデルル」」のの提提示示：：４４件件

〇〇１１年年目目のの実実証証試試験験ににおおいいててイイチチゴゴ総総収収量量
はは目目標標達達成成。。２２年年目目のの実実証証試試験験をを開開始始
〇〇栽栽培培遠遠隔隔支支援援シシスステテムムにによよりり全全国国平平均均をを
大大ききくく上上回回るるトトママトトをを収収穫穫
〇〇研研究究課課題題２２件件をを設設定定。。22002222年年度度提提示示のの
「「多多品品目目栽栽培培にに対対応応ししたた農農作作業業管管理理アアププ
リリ」」はは利利用用者者数数22..77万万人人超超
〇〇「「活活用用モモデデルル」」のの提提示示：：００件件（（累累計計２２
件件））

〇〇技技術術ママニニュュアアルル作作成成のの基基礎礎デデーータタととななるる１１年年
目目のの実実証証試試験験ににおおいいてて収収量量のの目目標標達達成成。。年年度度格格
差差をを見見るるたためめ２２年年目目ののデデーータタをを取取得得しし、、技技術術ママ
ニニュュアアルルをを作作成成
〇〇栽栽培培遠遠隔隔支支援援シシスステテムムにによよるる生生産産物物のの収収穫穫達達
成成にによよりり、、シシスステテムムののモモデデルル化化がが大大ききくく前前進進
〇〇企企業業等等のの技技術術力力をを最最大大限限活活用用しし「「作作業業労労力力軽軽
減減をを目目指指ししたた鉢鉢花花等等のの高高度度底底面面給給水水シシスステテムムのの
開開発発」」等等のの先先端端技技術術研研究究開開発発をを推推進進
〇〇「「遠遠隔隔ででのの農農作作業業支支援援実実証証レレポポーートト」」、、
「「WWii--FFii技技術術にによよるる遠遠隔隔監監視視ガガイイドド」」ななどど４４件件
のの活活用用モモデデルルをを今今後後、、22002233年年３３月月ままででにに提提示示

〇〇イイチチゴゴ用用進進化化型型シシスステテムムのの現現地地実実
証証
〇〇ロローーカカルル５５GGをを活活用用ししたた栽栽培培シシスステテ
ムムのの応応用用試試験験
〇〇東東京京型型ススママーートト農農業業研研究究開開発発：：４４
件件（（継継続続））
〇〇「「活活用用モモデデルル」」のの提提示示：：４４件件

研研究究成成果果のの
公公表表、、技技術術
相相談談等等ののデデ
ジジタタルル化化

目目
標標
③③

〇〇研研究究成成果果のの動動画画配配信信：：２２件件
（（22002211年年度度研研究究成成果果等等））
〇〇都都民民・・生生産産者者・・関関係係機機関関等等かからら
のの技技術術相相談談等等ののデデジジタタルル化化率率：：
3300%%

〇〇当当財財団団がが品品種種開開発発ししたた「「おおひひささままベベ
リリーー」」のの栽栽培培方方法法、、畜畜産産由由来来ののハハエエ防防除除技技
術術開開発発、、東東京京型型ススママーートト農農業業技技術術のの最最新新
WWii--FFii技技術術にに関関すするる実実証証動動画画とと、、都都民民やや生生
産産者者がが直直接接活活用用ででききるる動動画画３３件件をを制制作作中中、、
年年度度内内にに発発信信
○○都都民民・・生生産産者者・・関関係係機機関関等等かかららのの技技術術相相
談談等等ののデデジジタタルル化化率率：：2244..55％％

〇〇生生産産者者やや都都民民へへののわわかかりりややすすささにに重重点点ををおおきき、、
音音声声ののAAII化化ななどど創創意意工工夫夫ししてて研研究究成成果果やや技技術術ママ
ニニュュアアルルのの動動画画をを制制作作すするるななどど、、新新たたなな広広報報手手
段段にによよるる情情報報発発信信力力をを強強化化、、22002233年年３３月月ままででにに
動動画画３３件件をを発発信信
〇〇質質問問やや相相談談のの利利便便性性向向上上ののたためめ、、新新たたにに研研究究
成成果果ななどどののWWeebbササイイトトにに質質問問・・相相談談ココーーナナーーをを
設設置置ししQQ&&AAをを展展開開。。新新たたなな試試みみででああるるススママホホビビ
デデオオ通通話話にによよりり遠遠隔隔地地かかららのの技技術術相相談談をを実実施施すす
るるななどど、、デデジジタタルル化化をを強強化化

〇〇研研究究成成果果のの動動画画配配信信：：２２件件（（22002222
年年度度研研究究成成果果等等））
〇〇都都民民・・生生産産者者・・関関係係機機関関等等かかららのの
技技術術相相談談等等ののデデジジタタルル化化率率：：5500%%

（公財）東京都農林⽔産振興財団

戦戦略略４４ 多多様様ななセセククタターーととのの連連携携にによよるる先先進進的的研研究究開開発発のの推推進進

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略1122：：稼稼ぐぐ東東京京・・イイノノベベーーシショョンン戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析
【【目目標標①①】】
・・農農林林業業体体験験研研修修実実施施（（新新任任者者110000％％））
・・外外部部機機関関ととのの異異業業種種交交流流研研修修実実施施（（固固有有６６名名））
・・自自己己啓啓発発へへのの積積極極的的支支援援（（申申込込者者3300名名））
・・都都庁庁長長期期派派遣遣研研修修実実施施 ３３名名
【【目目標標②②】】
固固有有職職員員のの係係長長登登用用 ２２名名
【【目目標標③③】】
都都へへのの施施策策提提案案1155件件
【【目目標標④④】】
東東京京のの農農林林水水産産業業ののブブラランンドド向向上上ののたためめ、、魅魅力力やや価価値値ををよよりり深深くく共共有有すするる
フファァンンのの獲獲得得 22,,880000名名

【【目目標標①①】】固固有有職職員員人人材材育育成成はは、、研研修修実実施施計計画画をを策策定定しし、、動動画画ややeeララーーニニンンググ等等をを
積積極極的的にに活活用用しし着着実実にに研研修修をを実実施施

【【目目標標②②】】22002233年年度度かかららのの実実施施にに向向けけ係係長長試試験験制制度度をを改改訂訂

【【目目標標③③】】ママーーケケテティィンンググ調調査査等等をを通通じじ、、社社会会情情勢勢のの変変化化ややニニーーズズをを的的確確にに捉捉ええ、、
５５件件のの施施策策提提案案

【【目目標標④④】】東東京京農農林林水水産産フファァンンククララブブ（（会会員員22,,558822名名））をを活活用用しし、、応応援援ササポポーータターー
ととのの連連携携企企画画（（農農産産物物直直売売EECCササイイトトにに都都内内生生産産者者ペペーージジ制制作作））のの実実施施等等、、東東京京のの農農
林林水水産産業業をを盛盛りり上上げげ、、東東京京ブブラランンドドのの認認知知向向上上やや消消費費拡拡大大、、生生産産者者支支援援にに繋繋げげるる。。

戦略を設定する理由・背景
ココロロナナ禍禍をを背背景景にに、、生生産産者者等等のの新新たたななニニーーズズやや、、消消費費者者のの食食やや地地産産地地消消へへのの関関心心のの高高ままりり等等、、農農林林水水産産業業をを取取りり巻巻くく環環境境もも変変化化。。都都内内農農林林水水産産業業にに対対すするる都都民民のの十十分分
なな認認知知・・理理解解のの下下、、財財団団にに期期待待さされれるるニニーーズズをを的的確確にに捉捉ええ機機動動的的でで柔柔軟軟なな事事業業展展開開実実現現ののたためめ、、職職員員育育成成とと経経営営企企画画機機能能のの強強化化がが必必要要

団体における現状（課題）
・・農農林林水水産産業業のの現現場場をを支支ええるる総総合合支支援援拠拠点点ととししてて、、生生産産者者・・事事業業者者ののニニーーズズやや社社
会会状状況況のの変変化化にに的的確確にに対対応応すするるたためめににはは、、一一人人ひひととりりのの企企画画調調整整力力やや事事業業執執行行力力
のの向向上上がが不不可可欠欠
・・財財団団固固有有職職員員はは主主任任級級がが６６割割をを占占めめるるがが係係長長級級以以上上をを輩輩出出ででききてていいなないい。。係係長長
候候補補者者をを育育成成しし、、係係長長をを輩輩出出すするるととととももにに、、将将来来のの管管理理職職候候補補者者ととししてて育育成成をを図図
るるここととがが不不可可欠欠
・・経経営営企企画画機機能能をを発発揮揮しし、、都都へへのの施施策策提提案案等等、、都都とと協協働働ししてて課課題題解解決決にに向向けけたた取取
組組をを実実行行しし、、財財団団にに期期待待さされれるる役役割割をを果果たたすすここととがが不不可可欠欠
・・東東京京のの農農林林水水産産業業にに対対すするる都都民民のの認認知知はは4499..77％％とと低低いい（（22001199年年財財団団調調査査））。。東東
京京のの農農林林水水産産業業振振興興ののたためめにに、、戦戦略略的的なな広広報報展展開開とと情情報報発発信信のの強強化化がが不不可可欠欠

課題解決の⼿段
・・職職員員のの企企画画調調整整力力やや事事業業執執行行力力をを高高めめるるたためめ、、「「固固有有職職員員人人材材育育成成ププラランン」」
（（22002200年年策策定定））にに基基づづきき、、研研修修やや自自己己啓啓発発支支援援のの充充実実化化をを図図るる。。
・・固固有有職職員員のの係係長長昇昇任任をを後後押押ししすするるたためめ、、「「前前歴歴加加算算制制度度」」をを活活用用ししたた意意欲欲醸醸成成
にに加加ええ、、候候補補者者及及びび昇昇任任者者にに対対すするる研研修修等等にによよりりママネネジジメメンントト能能力力をを育育成成すするる。。
・・ママーーケケテティィンンググ調調査査やや現現場場のの職職員員意意見見等等にによよりり、、都都民民・・事事業業者者ののニニーーズズをを的的確確
にに捉捉ええたた経経営営とと機機動動的的でで柔柔軟軟性性のの高高いい事事業業展展開開をを実実現現
・・戦戦略略的的なな広広報報展展開開にに加加ええ、、東東京京のの農農林林水水産産フファァンンをを獲獲得得・・拡拡大大しし、、財財団団のの取取組組
にに対対すするる評評価価、、ニニーーズズ等等をを定定期期的的にに調調査査すするるここととでで、、新新たたなな需需要要動動向向にに対対応応ししたた
施施策策をを展展開開

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

固固有有職職員員をを
中中心心ととししたた
研研修修・・キキャャ
リリアア支支援援のの
実実施施

目目
標標
①①

〇〇研研修修実実施施計計画画のの評評価価、、見見直直しし
〇〇体体験験研研修修へへのの参参加加（（新新任任
110000％％））
異異業業種種交交流流研研修修へへのの参参加加 ２２名名

〇〇自自己己啓啓発発支支援援制制度度のの評評価価、、見見直直
しし（（申申込込者者1100名名））
〇〇都都庁庁へへのの長長期期派派遣遣研研修修 １１名名

〇〇22002222年年度度研研修修実実施施計計画画 ４４月月策策定定
〇〇体体験験研研修修へへのの参参加加 固固有有参参加加者者3300名名（（新新
任任 該該当当ななしし））

異異業業種種交交流流研研修修へへのの参参加加 参参加加者者２２名名
〇〇自自己己啓啓発発支支援援制制度度のの運運用用 申申込込者者００名名
〇〇都都庁庁へへのの長長期期派派遣遣研研修修 固固有有職職員員１１名名派派
遣遣

〇〇研研修修実実施施計計画画にに基基づづきき、、着着実実にに実実施施。。体体験験研研
修修ににおおいいててはは、、新新たたにに「「ママルルシシェェ」」やや「「養養殖殖セセ
ンンタターー」」ででのの販販売売・・作作業業をを体体験験しし、、知知見見のの拡拡大大
をを図図っったた。。
〇〇自自己己啓啓発発支支援援制制度度でではは、、職職員員ののススキキルルアアッッププ
とと財財団団のの発発展展にに資資すするる取取組組をを助助成成制制度度にによよりり支支
援援すするるここととととししてておおりり、、定定期期的的なな周周知知、、所所属属長長
にによよるる個個別別のの声声ががけけにによよりり、、1122月月以以降降申申込込がが出出
始始めめてていいるる。。
〇〇都都庁庁へへのの長長期期派派遣遣研研修修でではは、、国国・・関関係係機機関関等等
ととのの連連絡絡調調整整をを担担当当。。報報告告会会をを1111月月にに開開催催しし研研
修修でで得得たた経経験験をを固固有有職職員員間間でで共共有有

〇〇研研修修実実施施計計画画のの評評価価、、見見直直しし
〇〇体体験験研研修修へへのの参参加加（（新新任任110000％％））

異異業業種種交交流流研研修修へへのの参参加加 ２２名名
〇〇自自己己啓啓発発支支援援制制度度のの評評価価、、見見直直しし
（（申申込込者者1100名名））
〇〇都都庁庁へへのの長長期期派派遣遣研研修修 １１名名

係係長長級級職職員員
のの育育成成とと登登
用用

目目
標標
②②

〇〇前前歴歴加加算算制制度度のの着着実実なな運運用用
〇〇主主任任級級及及びび昇昇給給対対象象者者ママネネジジメメ
ンントト研研修修
〇〇係係長長試試験験制制度度のの改改訂訂（（22002233年年度度
施施行行でで規規程程改改正正））

〇〇前前歴歴加加算算制制度度のの着着実実なな運運用用
〇〇主主任任級級及及びび昇昇任任者者対対象象ママネネジジメメンントト研研修修
1100//５５実実施施
〇〇係係長長試試験験制制度度改改訂訂済済（（新新制制度度ででのの試試験験実実
施施はは22002233年年度度かからら））

今今年年度度はは従従来来型型のの係係長長試試験験をを実実施施（（申申込込
受受付付1122//1155迄迄））

〇〇前前歴歴加加算算対対象象者者 主主任任試試験験３３名名、、係係長長試試験験３３
名名。。前前職職でで財財団団運運営営にに活活かかせせるる知知識識・・経経験験をを有有
すするる人人材材にに登登用用のの機機会会をを積積極極的的にに与与ええてて、、適適切切
にに処処遇遇
〇〇「「リリーーダダーーととししててののススキキルルアアッッププ」」をを目目指指しし
たたママネネジジメメンントト研研修修をを実実施施
〇〇研研修修やや各各事事業業のの現現場場体体験験等等をを通通じじてて、、昇昇任任にに
向向けけたた意意識識づづけけをを積積極極的的にに行行っったた結結果果、、３３年年ぶぶ
りりにに申申込込をを受受けけ付付けけたた。。ななおお、、次次年年度度かからら都都やや
他他団団体体のの状状況況等等をを参参考考にに、、本本人人申申請請制制かからら所所属属
長長推推薦薦制制へへのの転転換換をを予予定定

〇〇前前歴歴加加算算制制度度のの着着実実なな運運用用
〇〇主主任任級級及及びび昇昇給給対対象象者者ママネネジジメメンン
トト研研修修
〇〇新新たたなな係係長長試試験験制制度度のの運運用用（（22002233
年年度度施施行行））

財財団団・・都都施施
策策のの充充実実にに
資資すするる企企画画
提提案案

目目
標標
③③

〇〇農農林林水水産産振振興興にに関関すするる提提案案 ５５
件件
〇〇職職員員提提案案制制度度のの着着実実なな運運用用
〇〇ママーーケケテティィンンググ調調査査のの実実施施とと事事
業業効効果果のの検検証証・・改改善善
・・調調査査結結果果をを踏踏ままええ、、「「稼稼ぐぐ農農林林
水水産産業業」」ののたためめのの仮仮説説設設定定とと検検証証
・・調調査査結結果果をを事事業業やや取取組組にに反反映映すす
るるほほかか、、新新たたなな施施策策のの提提案案にに繋繋げげ
るる。。

〇〇農農林林水水産産振振興興にに関関すするる提提案案 ５５件件７７項項目目
（（７７月月））
〇〇職職員員提提案案制制度度のの実実施施 申申請請1133件件//選選定定６６
件件（（８８～～1122月月））
〇〇ママーーケケテティィンンググ調調査査
・・交交通通会会館館ママルルシシェェ街街頭頭調調査査のの実実施施（（８８
月月・・1100月月））
・・消消費費者者調調査査、、農農業業生生産産者者調調査査、、商商品品モモニニ
タターー調調査査のの実実施施（（1122～～２２月月予予定定））

〇〇22002233年年度度予予算算要要求求でではは、、現現場場のの課課題題やや目目指指すす
べべきき方方向向性性をを踏踏ままええ、、多多摩摩産産材材のの利利用用拡拡大大にに向向
けけたた都都心心部部ででのの情情報報発発信信拠拠点点のの整整備備やや環環境境負負荷荷
のの低低減減にに向向けけたた電電動動農農機機具具のの運運用用試試験験ななどど、、５５
件件７７項項目目のの施施策策をを都都にに提提案案
〇〇職職員員提提案案制制度度でではは、、職職員員のの意意欲欲・・アアイイデデアアをを
事事業業にに反反映映ささせせてて都都民民ササーービビスス向向上上やや業業務務改改善善
にに資資すするる取取組組をを財財団団ととししてて推推進進
〇〇街街頭頭調調査査でではは、、消消費費者者意意識識・・購購買買行行動動にに関関すす
るる調調査査をを実実施施（（年年計計４４回回））。。消消費費者者調調査査でではは、、
ZZ世世代代にに向向けけたた調調査査項項目目をを新新たたにに追追加加しし、、同同世世
代代へへのの関関心心をを高高めめるる方方策策をを検検討討ししてていいくく。。

〇〇農農林林水水産産振振興興にに関関すするる提提案案 ５５件件
〇〇職職員員提提案案制制度度のの着着実実なな運運用用 ２２件件
〇〇ママーーケケテティィンンググ調調査査のの実実施施とと事事業業
効効果果のの検検証証・・改改善善
・・調調査査結結果果をを踏踏ままええ、、「「稼稼ぐぐ農農林林水水
産産業業」」ののたためめのの仮仮説説設設定定とと検検証証
・・調調査査結結果果をを事事業業やや取取組組にに反反映映すするる
ほほかか、、新新たたなな施施策策のの提提案案にに繋繋げげるる。。

東東京京のの農農林林
水水産産フファァンン
層層のの獲獲得得・・
拡拡大大

目目
標標
④④

〇〇タターーゲゲッットトをを意意識識ししたた情情報報発発信信
TTwwiitttteerrややLLIINNEE等等、、多多様様なな発発信信

ツツーールルのの活活用用
（（更更新新115500回回））

〇〇東東京京農農林林水水産産フファァンンククララブブをを活活
用用ししたた魅魅力力発発信信 ２２回回
〇〇東東京京農農林林水水産産フファァンンククララブブ運運営営、、
会会員員数数11,,550000名名

〇〇HHPPややSSNNSSにによよるる情情報報発発信信（（TTwwiitttteerr更更新新
118800回回））
〇〇フファァンンククララブブ会会員員をを対対象象にに、、応応援援ササポポーー
タターーとと協協力力すするるななどど、、東東京京産産農農産産物物をを使使っっ
たたイイベベンントト実実施施ししてて魅魅力力発発信信 ５５回回
〇〇東東京京農農林林水水産産フファァンンククララブブ運運営営 会会員員数数
22,,558822名名（（1111月月末末時時点点））

〇〇関関係係者者だだけけででななくく、、都都民民にに向向けけてて幅幅広広くく事事業業
周周知知をを図図るるたためめ、、セセミミナナーー、、事事業業説説明明会会等等ののオオ
ンンラライインン化化ややPPRR動動画画配配信信をを行行っったた。。ZZ世世代代へへのの
関関心心をを引引くく動動画画作作成成をを行行ううななどど、、引引きき続続ききHHPPやや
SSNNSSででのの発発信信をを積積極極的的にに行行いい広広報報展展開開ししてていいくく。。
○○農農業業体体験験やや料料理理教教室室ななどど1133種種のの様様々々ななイイベベンン
トトややココンンテテンンツツをを展展開開ししたた。。今今後後、、ハハイイブブリリッッ
トト開開催催でで得得たたノノウウハハウウをを継継承承ししてていいくく。。
〇〇東東京京農農林林水水産産フファァンンククララブブでではは、、フファァンンイイベベ
ンントトややママルルシシェェででのの東東京京産産品品のの販販売売、、応応援援ササ
ポポーータターー企企業業（（1188社社））ととのの連連携携企企画画ななどどをを実実施施

〇〇ZZ世世代代ななどどののタターーゲゲッットトをを意意識識ししたた
情情報報発発信信

TTwwiitttteerrややLLIINNEE等等、、多多様様なな発発信信ツツーー
ルルのの活活用用

（（更更新新220000回回））
〇〇東東京京農農林林水水産産フファァンンククララブブをを活活用用
ししたた魅魅力力発発信信 ２２回回
〇〇東東京京農農林林水水産産フファァンンククララブブ運運営営、、
会会員員数数22,,880000名名
（（フファァンンククララブブをを通通じじたた事事業業効効果果のの
検検証証・・改改善善））

（公財）東京都農林⽔産振興財団

戦戦略略５５ 固固有有職職員員をを中中心心ととししたた人人材材育育成成とと経経営営企企画画機機能能のの強強化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

東
京
都

東
京
都
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団
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１８ 公益財団法⼈東京観光財団 
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2023年度改訂版のポイント

◆戦略２ 東京の観光推進機関としての企画機能・専⾨性の強化
東京の観光推進機関として、都への企画機能をより強く発揮していくため、「財団・都施策の
充実に資する企画提案数」を上⽅修正（30件→45件）

◆戦略４ 国際会議、報奨旅⾏等誘致件数の拡⼤
「ウェブサイトへのアクセス数増加」について、MICE開催地としての東京をPRするため、⽬
標値を上⽅修正（353,000件→1,500,000件）

【プランの主な改訂内容】

（公財）東京観光財団

戦略２ 東京の観光推進機関としての企画機能・専⾨性の強化
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標①】
財団・都施策の充実に資する企画提案数 30件
【⽬標②】
共同研究・アドバイザリー会議の議論をテーマとした
カンファレンスへの参加者・視聴者数 600名
【⽬標③】
新規賛助会員獲得数 120社/団体
【⽬標④】
専⾨性向上に資する検定・資格試験合格者数 90名

【⽬標①】
財団・都施策の充実に資する企画提案数 45件
【⽬標②】
共同研究・アドバイザリー会議の議論をテーマとした
カンファレンスへの参加者・視聴者数 600名
【⽬標③】
新規賛助会員獲得数 90社/団体
【⽬標④】
専⾨性向上に資する検定・資格試験合格者数 90名

戦略４ 国際会議、報奨旅⾏等誘致件数の拡⼤
個別取組事項

(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項
(改訂後) 2023年度(改訂後)

ウェブサイトへ
のアクセス数増
加

○2022年度の結果を踏まえ、必要
に応じてコンテンツの追加修正や広
告掲載等の継続により誘導
アクセス件数（合計）︓
353,000件
（BET︓200,000件、

TUV︓140,000件、
MICE Hubs︓13,000件）

ウェブサイトへ
のアクセス数増
加

○2022年度の実績をもとに⽬標値
を⼤幅に増加し、コンテンツの充実
や広告出稿の最適化により、認知を
さらに拡⼤
アクセス件数（合計）︓
1,500,000件
（BET︓200,000件、

TUV︓1,280,000件、
MICE Hubs︓20,000件）
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
都都内内観観光光経経済済のの復復活活にに寄寄与与すするる取取組組のの推推進進（（訪訪都都観観光光のの活活性性化化やや都都内内事事業業者者
のの更更ななるる成成長長をを実実現現））

【【目目標標②②】】
観観光光関関連連事事業業者者向向けけにに財財団団がが実実施施すするる経経営営セセミミナナーー及及びび事事業業者者交交流流会会・・商商談談
会会へへのの参参加加者者数数 延延べべ11110000事事業業者者

目目標標①① 都都内内観観光光促促進進事事業業「「ももっっととTTookkyyoo」」及及びび東東京京都都ににおおけけるる全全国国旅旅行行支支援援「「たただだ
いいまま東東京京ププララスス」」をを実実施施

目目標標②② 実実績績227777名名：：
観観光光事事業業者者にに向向けけてて、、観観光光経経営営力力強強化化セセミミナナーーをを２２回回、、事事業業者者交交流流会会をを２２回回、、商商談談
会会をを１１回回開開催催ししたた。。
年年度度内内にに、、観観光光経経営営力力強強化化セセミミナナーー２２回回、、事事業業者者交交流流会会をを２２回回、、商商談談会会をを２２回回開開催催
予予定定ででああるる。。

戦略を設定する理由・背景
当当財財団団ははここれれままででイインンババウウンンドド旅旅行行者者誘誘致致にに比比重重をを置置いいててききたたがが、、長長期期化化ししたたココロロナナ禍禍かかららのの回回復復フフェェーーズズににおおいいててはは、、ままずずははいいちち早早くく需需要要回回復復のの見見込込めめるる国国内内観観光光
にに注注力力すするる必必要要ががあありり、、ここののここととをを踏踏ままええたた新新たたなな戦戦略略のの推推進進がが急急務務とと言言ええるる。。

団体における現状（課題）
◆◆ココロロナナ禍禍のの長長期期化化にによよりり観観光光業業界界がが疲疲弊弊ししてていいるるここととをを鑑鑑みみ、、観観光光需需要要のの回回復復
フフェェーーズズににおおいいててはは、、渡渡航航制制限限のの緩緩和和にに係係るる国国のの動動向向もも注注視視ししつつつつ、、ままずずはは国国内内
観観光光にに焦焦点点をを当当てて、、ここれれままででとと異異ななるるアアププロローーチチにによよりり観観光光経経済済のの回回復復促促進進をを行行
ううここととがが急急務務ととななっってていいるる。。

◆◆観観光光関関連連事事業業者者ははココロロナナ禍禍にによよりり甚甚大大なな影影響響をを受受けけてておおりり、、事事業業者者ののニニーーズズにに
合合っったた支支援援メメニニュューーをを用用意意しし、、わわかかりりややすすくく提提供供ししてていいくくここととがが必必要要ででああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆国国内内需需要要をを積積極極的的にに喚喚起起しし、、取取りり込込むむここととにによよりり、、都都内内のの観観光光経経済済をを活活性性化化すす
るる。。ままたた、、ここれれにに当当たたりり近近隣隣県県とと連連携携ししてて国国内内のの旅旅行行気気運運をを高高めめるるここととでで、、国国内内
のの観観光光経経済済全全体体へへのの寄寄与与をを図図るる。。

◆◆国国内内旅旅行行者者にに対対ししてて東東京京のの新新たたなな魅魅力力をを訴訴求求すするるププロロモモーーシショョンンをを積積極極的的にに実実
施施すするる。。

◆◆都都内内外外のの観観光光関関連連事事業業者者やや業業界界団団体体等等にによよるる推推進進体体制制をを立立ちち上上げげ、、近近隣隣観観光光なな
どど「「新新ししいい観観光光」」へへのの対対応応体体制制をを強強化化すするるととととももにに、、率率先先行行動動をを通通じじてて気気運運のの醸醸
成成とと需需要要喚喚起起をを図図るる。。

◆◆観観光光事事業業者者向向けけ相相談談窓窓口口やや情情報報提提供供機機能能等等をを有有すするるワワンンスストトッッププ支支援援セセンンタターー
をを設設置置・・運運営営すするるななどど、、事事業業者者へへのの支支援援のの取取組組をを強強化化ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

ママイイククロロ
ツツーーリリズズムム
のの促促進進

目目
標標
①①

観観光光関関連連事事業業者者等等ととのの連連携携にによよりり、、
都都民民やや近近隣隣県県民民のの訪訪都都やや都都内内宿宿
泊泊・・回回遊遊ななどどをを促促すす取取組組をを実実施施
○○ママイイククロロツツーーリリズズムムにに係係るる業業界界
側側のの気気運運醸醸成成もも含含めめたた受受入入体体制制づづ
くくりり
○○魅魅力力的的なな旅旅行行商商品品のの開開発発・・販販売売
のの促促進進
○○ロロンンググスステテイイ等等をを率率先先的的にに実実践践
すするる取取組組のの推推進進ととととももにに、、そそのの動動
ききをを情情報報発発信信
○○近近隣隣県県とと連連携携ししたた観観光光ププロロモモーー
シショョンン（（旅旅行行者者参参加加型型キキャャンンペペーー
ンン等等））のの実実施施

〇〇都都内内観観光光促促進進事事業業「「ももっっととTTookkyyoo」」をを６６
月月よよりりトトラライイアアルル実実施施、、1100月月2200日日よよりり本本格格
実実施施
〇〇観観光光協協会会等等のの旅旅行行商商品品開開発発及及びびププロロジジェェ
ククトトをを支支援援
〇〇ツツーーリリズズムムEEXXPPOO22002222出出展展（（来来場場者者約約１１万万
５５千千人人））、、ふふるるささとと観観光光展展iinn仙仙台台駅駅（（来来場場
者者約約33,,440000人人））
○○埼埼玉玉県県及及びび山山梨梨県県とと共共同同でで観観光光キキャャンン
ペペーーンンをを実実施施

○○「「ももっっととTTookkyyoo」」ににつついいてて、、国国がが行行うう全全国国旅旅
行行支支援援にに先先駆駆けけててトトラライイアアルル実実施施をを行行いい、、環環境境
変変化化をを捉捉ええてて迅迅速速にに本本格格実実施施へへ移移行行ししたた。。
○○観観光光協協会会やや観観光光関関連連事事業業者者等等がが行行うう東東京京のの魅魅
力力をを高高めめるるププロロジジェェククトトをを支支援援ししたた。。（（観観光光まま
ちちづづくくりり支支援援事事業業助助成成金金、、富富裕裕層層向向けけ夜夜間間・・早早
朝朝観観光光ココンンテテンンツツ開開発発支支援援等等））
○○ツツーーリリズズムムEEXXPPOO22002222ににおおいいてて、、都都内内外外のの人人々々
ににAARR等等をを活活用用ししてて東東京京のの魅魅力力をを発発信信ししたた。。
○○近近場場をを巡巡るる旅旅のの魅魅力力をを紹紹介介すするる特特設設ササイイトトをを
通通じじたた情情報報発発信信とと、、周周遊遊をを促促すす参参加加型型キキャャンン
ペペーーンンをを実実施施ししたた。。

旅旅行行需需要要のの回回復復ををささららにに後後押押ししすするる
たためめ、、観観光光協協会会やや事事業業者者ととのの連連携携をを
強強化化しし、、都都民民やや近近隣隣県県民民のの宿宿泊泊・・回回
遊遊をを促促すす取取組組をを実実施施
○○多多摩摩地地域域ででのの観観光光型型MMaaaassのの導導入入やや
滞滞在在型型観観光光のの促促進進
〇〇多多摩摩・・島島ししょょををははじじめめ地地域域資資源源のの
活活用用ななどど新新たたなな観観光光ココンンテテンンツツのの開開
発発支支援援
〇〇都都内内観観光光協協会会とと連連携携ししたた地地産産地地消消
ををPPRRすするるママルルシシェェのの開開催催等等

国国内内観観光光促促
進進

目目
標標
①①

日日本本全全国国かかららのの誘誘客客をを促促すす取取組組をを
実実施施
○○東東京京来来訪訪者者のの特特性性やや東東京京がが持持つつ
多多様様性性をを活活かかししたたププロロモモーーシショョンン
（（トトララベベルル誌誌等等へへ特特定定ののテテーーママにに
沿沿っったた記記事事広広告告のの出出稿稿等等））をを実実施施
○○東東京京22002200大大会会関関連連イイベベンントトやや都都
内内でで開開催催さされれるる国国際際ススポポーーツツ大大会会
のの機機会会をを捉捉ええ、、大大会会関関連連施施設設周周辺辺
等等のの新新たたなな観観光光資資源源をを発発信信すするる取取
組組（（旅旅行行者者参参加加型型イイベベンントトのの実実施施、、
ウウェェブブササイイトトででのの情情報報発発信信等等））をを
実実施施
○○国国内内のの大大都都市市とと連連携携ししたたキキャャンン
ペペーーンン等等にによよりり、、旅旅行行ムムーードドをを醸醸
成成

○○全全国国旅旅行行支支援援「「たただだいいまま東東京京ププララスス」」をを
1100月月2200日日よよりり実実施施
〇〇ブブレレジジャャーーややエエココ＆＆ググリリーーンン等等、、特特定定
テテーーママのの記記事事をを国国内内トトララベベルル誌誌等等４４誌誌にに出出
稿稿
〇〇東東京京22002200大大会会関関連連施施設設やや周周辺辺観観光光ススポポッッ
トトをを周周遊遊すするるデデジジタタルルススタタンンププララリリーー等等のの
旅旅行行者者参参加加型型イイベベンントトをを実実施施
○○東東京京とと大大阪阪のの相相互互送送客客をを図図るる観観光光ププロロ
モモーーシショョンンをを実実施施

○○「「たただだいいまま東東京京ププララスス」」つついいてて、、事事業業者者ととのの
調調整整をを密密にに行行いい、、早早期期のの事事業業実実施施にに繋繋げげ、、旅旅行行
需需要要のの回回復復にに寄寄与与ししたた。。
〇〇記記事事広広告告のの出出稿稿でではは、、旅旅行行気気運運のの高高ままりりをを捉捉
ええ、、東東京京のの特特性性をを踏踏ままええたたテテーーママをを選選定定しし、、東東
京京のの魅魅力力のの訴訴求求とと誘誘客客促促進進ににつつななががるる工工夫夫をを
図図っったた。。
〇〇リリアアルル・・オオンンラライインンのの双双方方でで参参加加可可能能なな東東京京
22002200大大会会関関連連のの旅旅行行者者参参加加型型イイベベンントトをを、、近近隣隣
県県やや東東日日本本大大震震災災被被災災県県とともも連連携携ししてて実実施施ししたた。。
ままたた、、大大会会関関連連施施設設をを核核ととすするる観観光光ルルーートトをを特特
設設ササイイトトでで紹紹介介しし、、今今後後のの誘誘客客ににつつななげげるる工工夫夫
をを図図っったた。。

訪訪都都外外国国人人旅旅行行者者のの積積極極的的なな誘誘致致とと
ののババラランンススをを図図りりななががらら、、全全国国他他都都
市市とと連連携携ししたたココンンテテンンツツ開開発発やや都都内内
観観光光PPRRをを積積極極的的にに展展開開
〇〇他他都都市市でで開開催催さされれるる旅旅行行博博やや観観光光
展展ででのの都都内内観観光光PPRR
○○ガガスストトロロノノミミーーツツーーリリズズムムややアアドド
ベベンンチチャャーーツツーーリリズズムムををははじじめめ、、来来
訪訪者者のの多多様様ななニニーーズズにに応応じじたたププロロ
モモーーシショョンンのの展展開開

観観光光関関連連事事
業業者者へへのの支支
援援

目目
標標
①①
②②

○○観観光光事事業業者者向向けけワワンンスストトッッププ支支
援援セセンンタターーをを設設置置しし、、運運営営をを開開始始
すするる。。
○○観観光光事事業業者者やや賛賛助助会会員員ををははじじめめ
ととすするる事事業業者者等等のの経経営営をを下下支支ええすす
るるたためめにに、、観観光光経経営営セセミミナナーー４４回回
以以上上、、事事業業者者交交流流会会２２回回以以上上、、商商
談談会会３３回回以以上上をを開開催催すするる。。（（想想定定
参参加加者者数数 延延べべ555500事事業業者者））

○○「「東東京京観観光光産産業業ワワンンスストトッッププ支支援援セセンン
タターー」」をを設設置置しし、、観観光光事事業業者者かかららのの相相談談にに
ワワンンスストトッッププでで対対応応すするる総総合合相相談談窓窓口口のの運運
営営やや専専門門家家派派遣遣をを開開始始ししたた。。
○○観観光光事事業業者者にに向向けけ、、観観光光経経営営力力強強化化セセミミ
ナナーーをを２２回回、、事事業業者者交交流流会会をを２２回回、、商商談談会会
をを１１回回開開催催ししたた。。（（参参加加者者数数 延延べべ227777事事
業業者者））

○○観観光光事事業業者者向向けけのの支支援援策策をを一一元元的的にに紹紹介介すするる
ウウェェブブササイイトトをを開開設設すするるととととももにに、、TTwwiitttteerrもも
活活用用しし情情報報発発信信のの強強化化をを図図っったた。。ままたた、、都都内内各各
地地にに直直接接出出向向いいててオオーーダダーーメメイイドドででのの事事業業説説明明
会会をを開開催催しし、、事事業業者者ニニーーズズにに沿沿っったた支支援援をを実実施施
ししたた。。
○○観観光光業業界界ににおおけけるるDDXXのの活活用用、、旅旅行行需需要要のの回回復復
期期をを見見据据ええたた取取組組やや先先進進事事例例等等、、関関心心のの高高いい
テテーーママをを設設定定すするるここととでで参参加加をを促促進進すするるとととともも
にに、、事事業業者者交交流流会会ででははリリアアルルででのの交交流流のの場場をを提提
供供しし、、業業種種間間でで連連携携すするる機機会会をを創創出出ししたた。。

○○観観光光事事業業者者ののデデジジタタルル化化やや環環境境対対
策策等等のの取取組組をを支支援援しし、、観観光光分分野野ののデデ
ジジタタルル実実装装やや持持続続可可能能なな観観光光へへのの移移
行行をを促促進進ししてていいくくななどど、、「「事事業業者者のの
下下支支ええ」」かからら「「更更ななるる成成長長」」へへとと支支
援援をを強強化化
○○観観光光事事業業者者やや賛賛助助会会員員等等のの事事業業者者
向向けけにに、、観観光光経経営営セセミミナナーー４４回回以以上上、、
事事業業者者交交流流会会４４回回以以上上、、商商談談会会３３回回
以以上上開開催催（（想想定定参参加加者者数数 延延べべ555500事事
業業者者））

（公財）東京観光財団

戦戦略略１１ 観観光光経経済済のの復復活活にに向向けけたた取取組組

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略1155：：文文化化・・エエンンタターーテテイインンメメンントト都都市市戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
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財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
財財団団・・都都施施策策のの充充実実にに資資すするる企企画画提提案案数数 4455件件
【【目目標標②②】】
共共同同研研究究・・アアドドババイイザザリリーー会会議議のの議議論論ををテテーーママととししたたカカンンフファァレレンンススへへのの参参
加加者者・・視視聴聴者者数数 660000名名
【【目目標標③③】】
新新規規賛賛助助会会員員獲獲得得数数 9900社社//団団体体
【【目目標標④④】】
専専門門性性向向上上にに資資すするる検検定定・・資資格格試試験験合合格格者者数数 9900名名

目目標標①① 実実績績3311件件（（22002211年年度度1177件件、、22002222年年度度1144件件））：：すすででにに３３かか年年目目標標をを上上回回るる数数
のの事事業業提提案案をを実実施施

目目標標②② 実実績績222244名名（（22002211年年度度222244名名、、22002222年年度度００名名））：：22002222年年度度はは第第４４四四半半期期にに開開
催催予予定定

目目標標③③ 実実績績4444社社//団団体体（（22002211年年度度2299社社//団団体体、、22002222年年度度1155社社//団団体体））：：ココロロナナ禍禍でで各各
事事業業者者はは経経営営がが苦苦ししいい状状況況

目目標標④④ 実実績績1122名名（（22002211年年度度６６名名、、22002222年年度度６６名名））：：22002211年年８８月月補補助助制制度度導導入入、、職職
員員へへのの周周知知やや対対象象資資格格のの追追加加・・審審査査をを実実施施

戦略を設定する理由・背景
新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの影影響響かかららのの都都内内観観光光産産業業のの早早期期復復活活にに向向けけてて、、多多様様なな主主体体がが一一体体ととななっってて国国内内観観光光振振興興ややDDXXのの浸浸透透等等新新たたなな課課題題にに対対応応ししてていいくくここととがが求求
めめらられれてておおりり、、当当財財団団のの企企画画機機能能・・専専門門性性をを強強化化ししてて観観光光振振興興ネネッットトワワーーククをを構構築築すするるここととでで東東京京のの観観光光振振興興をを牽牽引引すするる必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆ココロロナナ禍禍ををききっっかかけけにに観観光光産産業業はは大大転転換換期期をを迎迎ええたた。。旅旅行行にに対対すするる価価値値観観はは変変
化化しし、、世世界界共共通通のの課課題題ででああるるSSDDGGssのの達達成成ををははじじめめ、、地地域域ココミミュュニニテティィととのの調調和和等等
ももここれれままでで以以上上にに意意識識さされれてていいるる。。ここのの転転換換期期をを新新たたななススタターートトとと捉捉ええ、、ココロロナナ
禍禍かからら回回復復をを遂遂げげ、、そそのの先先にに持持続続可可能能なな観観光光都都市市・・ビビジジネネススイイベベンンツツ開開催催都都市市へへ
とと進進化化ししてていいくくたためめにに、、財財団団はは22002211年年度度にに中中期期経経営営計計画画をを策策定定ししたた。。
◆◆新新たたなな課課題題にに取取りり組組むむたためめににはは、、多多様様なな主主体体ととのの連連携携やや、、22002211年年度度にに設設置置ししたた
アアドドババイイザザリリーー会会議議のの活活用用等等、、財財団団外外部部のの知知見見をを広広くく取取りり入入れれるる仕仕組組みみがが重重要要でで
ああるる。。ままたた、、多多様様なな主主体体をを牽牽引引ししてていいくくたためめにに、、財財団団のの対対外外的的ななププレレゼゼンンススをを向向
上上ささせせるるこことともも肝肝要要ででああるる。。ささららにに、、職職員員のの専専門門性性をを高高めめてていいくくここととがが必必要要ででああ
るる。。

課題解決の⼿段
◆◆先先進進的的取取組組をを行行うう企企業業ややIITT関関連連企企業業、、観観光光協協会会等等、、多多様様なな主主体体とと連連携携ししてて共共同同
研研究究をを実実施施しし、、新新たたなな課課題題等等にに関関わわるる知知見見をを得得るるととととももにに、、研研究究成成果果等等をを広広くく発発
信信すするるここととでで、、財財団団のの対対外外的的ななププレレゼゼンンススをを向向上上ささせせるる。。
◆◆中中期期経経営営計計画画のの進進捗捗状状況況、、共共同同研研究究ややアアドドババイイザザリリーー会会議議にによよりり蓄蓄積積ししたた知知見見、、
財財団団のの持持つつネネッットトワワーーククかからら吸吸いい上上げげたた業業界界のの声声等等をを基基にに、、必必要要なな施施策策をを検検討討しし、、
都都へへのの企企画画提提案案やや財財団団のの事事業業へへ反反映映すするる。。
◆◆財財団団ががネネッットトワワーーククをを牽牽引引ししてていいくくたためめにに、、新新たたなな関関係係のの構構築築やや、、賛賛助助会会員員制制
度度運運営営のの活活性性化化にによよるる既既存存のの関関係係のの維維持持をを行行うう。。
◆◆以以上上のの取取組組のの推推進進ににおおいいてて不不可可欠欠ととななるる財財団団職職員員自自身身のの専専門門性性向向上上ののたためめ、、研研
修修をを実実施施すするるととととももにに、、専専門門性性向向上上にに資資すするる資資格格等等取取得得をを組組織織的的にに支支援援ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

企企画画提提案案のの
実実施施

目目
標標
①①

○○22002211年年度度にに策策定定ししたた中中期期経経営営計計
画画のの進進行行管管理理（（PPDDCCAAののううちちののAA
（（改改善善//AAcctt））））のの一一環環にに企企画画提提案案
をを位位置置づづけけ、、財財団団内内でで組組織織的的にに検検
討討すするる体体制制をを整整備備
○○中中期期経経営営計計画画にに掲掲げげるるココロロナナ禍禍
かかららのの回回復復とと成成長長にに向向けけたた６６つつのの
柱柱をを推推進進すするるたためめにに、、新新規規事事業業のの
提提案案やや既既存存事事業業のの改改善善提提案案をを検検討討
しし、、都都へへ企企画画提提案案をを実実施施（（1100件件））

○○中中期期経経営営計計画画進進行行管管理理委委員員会会及及びびワワーーキキ
ンンググググルルーーププをを新新たたにに設設置置しし、、提提案案内内容容にに
関関すするる検検討討をを行行っったた。。
○○都都かかららのの受受託託等等にによよりり実実施施ししてていいるる事事業業
のの改改善善・・充充実実及及びび都都のの22002233年年度度施施策策のの充充実実
にに資資すするる、、1144件件のの提提案案をを実実施施ししたた。。
○○22002211年年度度にに提提案案しし予予算算化化さされれたた1122件件ににつつ
いいてて、、事事業業実実施施中中ででああるる。。

○○ココロロナナ禍禍かかららのの観観光光経経済済のの復復活活やや持持続続可可能能なな
観観光光推推進進等等にに関関すするる検検討討をを行行いい、、年年次次計計画画をを上上
回回るる事事業業提提案案をを実実施施ししたた。。
○○提提案案にに当当たたっっててはは、、賛賛助助会会員員やや観観光光協協会会へへのの
アアンンケケーートトにに基基づづきき、、業業界界やや現現場場がが直直面面すするる課課
題題をを拾拾いい上上げげるるととととももにに、、観観光光産産業業にに関関すするる調調
査査分分析析かからら得得らられれたた知知見見ををももととにに、、ポポスストトココロロ
ナナをを見見据据ええたた内内容容ととししてて整整理理ししたた。。
○○年年度度末末にに向向けけ、、22002222年年度度のの結結果果検検証証をを行行ううとと
ととももにに、、共共同同研研究究のの成成果果ややアアドドババイイザザリリーー会会議議
ででのの議議論論等等をを踏踏ままええ、、22002233年年度度のの方方向向性性をを検検討討
ししてていいくく。。

○○ココロロナナ禍禍かかららのの回回復復状状況況及及びび中中期期
経経営営計計画画にに掲掲げげるる「「推推進進すするる６６つつのの
柱柱」」のの進進捗捗状状況況をを踏踏ままええ、、取取組組がが不不
足足ししてていいるる柱柱をを加加速速すするるたためめのの新新規規
事事業業のの提提案案やや、、既既存存事事業業のの改改善善提提案案
をを検検討討しし、、都都へへのの企企画画提提案案をを実実施施
（（1155件件））

共共同同研研究究のの
実実施施

目目
標標
①①
②②
③③

○○観観光光にに係係るる多多様様なな主主体体ににととっってて
有有意意義義なな知知見見ととななりりううるる研研究究テテーー
ママをを設設定定しし、、民民間間事事業業者者等等ととのの共共
同同研研究究をを３３件件実実施施
○○研研究究成成果果ををカカンンフファァレレンンスス（（年年
１１回回））でで発発表表すするるここととでで、、知知見見をを
広広くく共共有有しし、、財財団団ののププレレゼゼンンススをを
向向上上
○○情情報報をを広広くくリリーーチチささせせるるたためめ、、
財財団団ササイイトトののほほかかPPRR媒媒体体をを活活用用しし
たた広広報報をを実実施施

○○中中期期経経営営計計画画ででもも重重要要施施策策とと位位置置付付けけてて
いいるる「「持持続続可可能能なな観観光光」」ににフフォォーーカカススしし、、
観観光光関関連連事事業業者者にに有有意意義義なな知知見見ととななりりううるる
３３テテーーママをを実実施施中中ででああるる。。
①①「「ササスステテナナブブルル」」をを軸軸ととししたたイインンババウウンン
ドド誘誘客客のの促促進進
②②東東京京をを起起点点ととししたた脱脱炭炭素素旅旅のの検検証証
③③東東京京のの観観光光ババリリュューーチチェェーーンンにによよるる経経済済
波波及及効効果果

○○研研究究をを通通じじてて新新たたなな課課題題にに関関わわるる知知見見をを得得るる
ととととももにに、、都都へへのの企企画画提提案案やや中中期期経経営営計計画画へへのの
反反映映をを行行いい、、団団体体のの専専門門性性・・企企画画機機能能のの強強化化にに
つつななげげてていいくく。。
○○研研究究成成果果をを発発表表すするるカカンンフファァレレンンススはは、、第第４４
四四半半期期にに開開催催予予定定ででああるる。。参参加加者者数数220000名名をを目目
標標ととししてて、、アアドドババイイザザリリーー会会議議のの有有識識者者をを交交ええ
てて対対話話形形式式でで行行ううななどど、、課課題題やや成成果果ををよよりり深深堀堀
りりしし、、聴聴講講者者のの理理解解がが促促進進さされれるるよようう工工夫夫すするる。。
○○情情報報をを広広くくリリーーチチささせせるるたためめ、、財財団団ササイイトトのの
ほほかかPPRRタタイイムムスス等等ののメメデディィアア媒媒体体をを活活用用ししたた広広
報報をを実実施施すするる。。

○○ポポスストトココロロナナににおおけけるる新新たたななトトレレ
ンンドドややニニーーズズをを捉捉ええてて研研究究テテーーママをを
設設定定しし、、民民間間事事業業者者等等ととのの共共同同研研究究
をを３３件件実実施施
○○研研究究成成果果ををカカンンフファァレレンンスス（（年年１１
回回））でで発発表表すするるここととでで、、知知見見のの共共有有
及及びび財財団団ののププレレゼゼンンススをを向向上上ささせせるる。。
ままたた、、開開催催ににああたたっっててはは、、広広報報のの媒媒
体体ややタタイイミミンンググ等等をを工工夫夫しし、、カカンン
フファァレレンンススをを効効果果的的にに実実施施すするる。。

賛賛助助会会員員向向
けけ新新ササーービビ
ススのの提提供供

目目
標標
③③

○○賛賛助助会会員員向向けけアアンンケケーートトをを実実施施
しし、、会会員員のの状状況況ややニニーーズズ、、SSDDGGssやや
DDXXとといいっったた新新たたなな課課題題にに対対すするる意意
識識等等をを把把握握
○○既既存存会会員員のの満満足足度度向向上上及及びび新新規規
会会員員のの獲獲得得にに向向けけ、、ニニーーズズをを捉捉ええ
ななががらら会会員員向向けけササーービビススのの改改善善をを
実実施施（（22002222年年度度新新ササーービビススをを３３件件
実実施施（（会会員員同同士士のの視視察察・・体体験験ツツ
アアーー開開催催等等））））

○○賛賛助助会会員員向向けけにに「「今今後後にに向向けけててののニニーーズズ
調調査査」」をを実実施施
○○新新ササーービビスス３３件件実実施施済済

①①賛賛助助会会員員施施設設視視察察交交流流会会
（（第第１１回回：：７７月月、、第第２２回回：：1122月月実実施施予予

定定））
②②TTCCVVBB人人流流モモニニタタリリンンググレレポポーートトをを隔隔月月

でで配配信信開開始始
③③EEXXPPAATT  EEXXPPOO  TTOOKKYYOO  22002222出出展展
（（会会員員のの共共同同出出展展・・資資料料出出展展あありり））

〇〇アアンンケケーートト結結果果よよりり、、財財団団へへのの強強いいニニーーズズとと
ししてて、、ビビジジネネススママッッチチンンググやや会会員員同同士士のの交交流流、、
PPRR機機会会のの促促進進、、ママーーケケテティィンンググ情情報報のの提提供供ががああ
りり、、新新ササーービビススははそそのの要要望望もも踏踏ままええ実実施施ししたた。。
○○人人流流モモニニタタリリンンググツツーールルをを新新たたにに導導入入しし、、観観
光光地地のの混混雑雑具具合合のの把把握握やや観観光光客客のの動動態態分分析析デデーー
タタ等等をを提提供供ししたた。。今今後後もも、、デデーータタにに基基づづくく効効果果
的的ななママーーケケテティィンンググ活活動動及及びび観観光光ププロロモモーーシショョ
ンンへへのの活活用用をを支支援援ししてていいくく。。
○○在在日日外外国国人人向向けけ展展示示会会ででああるる「「EEXXPPAATT  EEXXPPOO」」
へへ初初めめてて出出展展しし、、当当財財団団及及びび賛賛助助会会員員PPRRをを実実施施
ししたた。。

○○賛賛助助会会員員向向けけアアンンケケーートトにによよりり、、
観観光光産産業業のの回回復復状状況況やや新新たたななニニーーズズ、、
業業界界ににおおけけるる意意識識変変化化等等をを把把握握しし、、
新新規規会会員員ササーービビスス等等にに反反映映
○○既既存存会会員員のの満満足足度度向向上上及及びび新新規規会会
員員のの獲獲得得にに向向けけ、、ニニーーズズをを捉捉ええなながが
らら会会員員向向けけササーービビススをを拡拡充充（（22002233年年
度度新新ササーービビススをを３３件件実実施施））

専専門門性性向向上上
ののたためめのの能能
力力開開発発

目目
標標
①①
④④

○○共共同同研研究究等等でで得得らられれたた知知見見やや時時
勢勢のの要要求求をを踏踏ままええてて研研修修テテーーママをを
設設定定しし、、専専門門性性向向上上研研修修をを６６回回実実
施施
○○ママーーケケテティィンンググやや観観光光関関連連資資格格
ななどど専専門門性性向向上上にに資資すするる検検定定・・資資
格格試試験験のの受受験験料料をを補補助助すするるここととでで
受受験験勧勧奨奨

○○エエココツツーーリリズズムム、、宿宿泊泊事事業業者者のの環環境境配配慮慮、、
文文化化観観光光等等ををテテーーママにに、、専専門門性性向向上上研研修修をを
1122回回実実施施ししたた。。
○○22002211年年度度 合合格格者者６６名名、、22002222年年度度 合合格格者者
６６名名
ななおお、、22002200年年度度ままででにに英英語語をを中中心心ととししたた語語
学学関関係係のの資資格格8811名名（（110099件件））、、総総合合旅旅行行取取
扱扱管管理理者者ななどど旅旅行行業業関関係係のの資資格格2211名名((2244件件))
のの保保有有者者ががいいるる。。

○○主主任任・・主主事事級級でで構構成成すするるPPTTがが企企画画運運営営をを担担いい、、
職職員員ののニニーーズズにに合合っったた研研修修をを実実施施ししたた。。
○○アアンンケケーートトでではは「「持持続続可可能能なな観観光光のの重重要要性性をを
認認識識ししたた」」「「今今後後のの制制度度設設計計へへ活活かかししたたいい」」等等、、
新新たたなな課課題題へへのの気気づづききやや今今後後のの事事業業展展開開をを考考ええ
るる一一助助ととななっったた。。
○○以以前前よよりり英英語語をを中中心心ととししたた語語学学・・旅旅行行業業のの専専
門門性性をを多多くくのの職職員員がが備備ええてていいるるたためめ、、新新たたなな専専
門門性性獲獲得得をを目目標標ととししたた。。1111月月末末時時点点ででのの合合格格者者
数数はは少少なないいがが、、前前年年度度実実績績をを上上回回るる見見込込みみででああ
るる。。新新たたなな資資格格のの受受験験勧勧奨奨のの継継続続ととととももにに、、語語
学学力力のの磨磨きき上上げげもも並並行行ししてて実実施施ししてていいくく。。

○○「「持持続続可可能能なな観観光光」」のの推推進進ををははじじ
めめ、、共共同同研研究究等等でで得得らられれたた知知見見ややトト
レレンンドドをを踏踏ままええてて、、課課題題・・テテーーママをを
設設定定しし、、職職員員研研修修をを充充実実（（専専門門性性向向
上上研研修修をを６６回回実実施施））
○○補補助助制制度度等等をを通通じじ、、ママーーケケテティィンン
ググやや観観光光関関連連ななどど、、専専門門性性のの高高いい検検
定定・・資資格格取取得得をを勧勧奨奨しし、、職職員員一一人人一一
人人のの専専門門性性をを向向上上

（公財）東京観光財団

戦戦略略２２ 東東京京のの観観光光推推進進機機関関ととししててのの企企画画機機能能・・専専門門性性のの強強化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

○

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○

東
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団
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
意意欲欲的的にに東東京京のの情情報報をを収収集集すするる層層のの獲獲得得：：
22002233年年度度末末ままででににSSNNSSフフォォロロワワーー数数総総計計3311万万人人増増

【【目目標標②②】】
観観光光レレッッププがが設設置置さされれてていいるる重重要要1155市市場場ににおおけけるる、、訪訪都都意意欲欲ののああるる有有望望層層がが
東東京京のの実実施施すするるププロロモモーーシショョンンにに接接触触ししたた割割合合：：
22002233年年度度末末ままででにに市市場場平平均均3322％％

【【目目標標①①】】22002222年年1111月月末末時時点点：：SSNNSSフフォォロロワワーー数数はは8855,,008822人人のの増増加加
22002211年年度度・・22002222年年度度上上半半期期はは新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症にによよるる渡渡航航制制限限のの影影響響をを大大
ききくく受受けけたた。。東東京京のの観観光光情情報報ににアアククセセススすするる需需要要がが減減少少すするる中中、、訪訪都都をを積積極極的的にに促促
すすププロロモモーーシショョンンはは実実施施ででききずず、、結結果果ととししててSSNNSSフフォォロロワワーー数数はは微微増増ととななっったた。。観観
光光目目的的にによよるる個個人人旅旅行行者者のの入入国国再再開開後後はは、、積積極極的的にに広広告告キキャャンンペペーーンン等等をを展展開開すするる
ここととでで、、新新たたななフフォォロロワワーー獲獲得得にに努努めめてていいるる。。

【【目目標標②②】】実実績績はは年年度度末末ままででにに判判明明

戦略を設定する理由・背景
新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの影影響響をを受受けけたたイインンババウウンンドドににつついいてて、、22001199年年並並みみのの交交流流人人口口にに回回復復すするるののはは22002244年年とと言言わわれれてておおりり、、ささららにに新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症がが
終終息息にに向向かかうう時時ににはは観観光光経経済済のの回回復復をを目目指指ししてて世世界界各各国国がが一一斉斉ににププロロモモーーシショョンンをを実実施施しし、、競競争争のの激激化化がが予予想想さされれるる。。

団体における現状（課題）
◆◆東東京京22002200大大会会にに向向けけてて、、TTVVCCMMをを中中心心にによよりり多多くくのの潜潜在在的的訪訪日日旅旅行行者者層層にに対対ししてて
「「認認知知」」拡拡大大にに向向けけたたププロロモモーーシショョンンをを実実施施ししててききたた。。大大会会後後はは、、東東京京へへのの関関心心
ををつつななぎぎととめめるるととととももにに、、ここれれままでで獲獲得得ししたた「「認認知知」」やや「「関関心心」」をを「「意意欲欲」」へへとと
つつななげげるるププロロモモーーシショョンンのの展展開開がが求求めめらられれるる。。

◆◆国国際際旅旅行行がが以以前前のの水水準準にに回回復復すするるままでで４４年年程程度度をを要要すするるととののUUNNWWTTOOのの予予測測ももああるる
ここととかからら、、市市場場ごごとと・・タターーゲゲッットトごごととのの国国際際旅旅行行需需要要のの回回復復基基調調にに合合わわせせてて、、他他
都都市市ととのの競競合合もも意意識識ししななががららププロロモモーーシショョンンをを展展開開すするる必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆訪訪都都意意欲欲のの獲獲得得にに向向けけてて、、SSNNSSのの特特徴徴をを活活かかししたたデデジジタタルルママーーケケテティィンンググのの他他、、
キキャャンンペペーーンン等等をを実実施施すするるここととででSSNNSSフフォォロロワワーーをを増増ややしし、、意意欲欲的的にに東東京京のの情情報報をを
収収集集すするる層層をを獲獲得得ししてていいくく。。

◆◆訪訪都都需需要要回回復復見見込込みみがが早早いい市市場場やや訪訪都都意意欲欲ののああるる有有望望層層にに焦焦点点をを当当てててて、、時時機機
をを逸逸すするるここととななくくププロロモモーーシショョンンをを展展開開ししてていいくく。。ままたた、、各各市市場場ややタターーゲゲッットトにに
適適ししたたメメデディィアアににおおいいてて、、訪訪都都意意欲欲がが高高ままるるココンンテテンンツツのの活活用用ななどど様様々々ななププロロ
モモーーシショョンン手手法法をを駆駆使使ししななががらら「「観観光光地地ととししててのの東東京京」」のの浸浸透透をを図図りり、、有有望望層層のの
訪訪都都意意欲欲のの更更ななるる向向上上にに努努めめるる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

SSNNSSのの特特徴徴
をを活活かかししたた
デデジジタタルル
ママーーケケテティィ
ンンググのの実実施施

目目
標標
①①

キキャャンンペペーーンン等等をを実実施施ししななががらら各各
SSNNSSのの特特徴徴をを活活かかししたたデデジジタタルル
ママーーケケテティィンンググをを行行いい、、東東京京のの観観
光光関関連連情情報報をを継継続続的的にに収収集集すするる層層
のの増増加加にに努努めめるる。。
SSNNSSフフォォロロワワーー数数 1155万万人人増増

〇〇SSNNSSフフォォロロワワーー数数：：7711,,999900人人増増

総総フフォォロロワワーー数数：：11,,228866,,223355人人
（（1111月月末末時時点点））

段段階階的的なな水水際際対対策策のの緩緩和和がが進進むむ中中、、SSNNSSのの特特徴徴
をを活活かかししたたデデジジタタルルママーーケケテティィンンググをを行行いい旅旅行行
者者ママイインンドドのの変変化化をを捉捉ええななががらら継継続続的的にに投投稿稿をを
実実施施すするるここととでで、、東東京京のの観観光光関関連連情情報報をを継継続続的的
にに収収集集すするる層層のの維維持持にに努努めめたた。。ままたた、、観観光光目目的的
にによよるる個個人人旅旅行行者者のの入入国国再再開開後後はは、、タタイイミミンンググ
をを逸逸すするるここととななくく積積極極的的にに広広告告キキャャンンペペーーンン等等
をを展展開開ししたた結結果果、、新新たたなな東東京京フファァンン（（フフォォロロ
ワワーー））はは7711,,999900人人増増加加しし、、総総数数はは11,,228866,,223355人人
にに達達ししたた。。

○○イインンババウウンンドドのの本本格格的的なな回回復復をを好好
機機ととししてて、、世世界界的的なな旅旅行行ママイインンドドのの
変変化化をを捉捉ええななががらら情情報報発発信信ややキキャャンン
ペペーーンンをを積積極極的的にに展展開開
○○SSNNSSのの特特徴徴をを活活かかししたたデデジジタタルルママーー
ケケテティィンンググをを行行ううここととでで、、東東京京のの観観
光光関関連連情情報報をを継継続続的的にに収収集集すするる層層のの
増増加加にに努努めめるる。。
SSNNSSフフォォロロワワーー数数 1155万万人人増増

各各市市場場特特性性
にに基基づづいいたた
ププロロモモーー
シショョンンのの実実
施施

目目
標標
②②

感感染染症症のの状状況況をを注注視視ししつつつつ、、訪訪都都
意意欲欲のの向向上上をを図図るるププロロモモーーシショョンン
をを市市場場別別にに戦戦略略的的にに実実施施すするるこことと
にによよりり、、訪訪都都意意欲欲ののああるる有有望望層層がが
ププロロモモーーシショョンンにに接接触触ししたた割割合合をを
向向上上ささせせるる。。

○○実実績績はは年年度度末末ままででにに判判明明
○○世世界界各各国国おおよよびび日日本本ににおおいいてて段段階階的的なな水水
際際対対策策のの緩緩和和がが進進むむ中中、、訪訪都都意意欲欲のの向向上上をを
図図るるププロロモモーーシショョンンをを実実施施ししてていいるる。。

○○22002222年年度度のの実実績績はは第第４４四四半半期期にに判判明明予予定定。。
○○TTVVCCMM、、オオンンラライインン広広告告ななどどのの全全世世界界向向けけププロロ
モモーーシショョンンのの他他、、各各市市場場毎毎ににタターーゲゲテティィンンググしし
たた訪訪都都有有望望層層にに対対しし、、認認知知獲獲得得・・興興味味関関心心のの維維
持持向向上上をを目目的的ととししたたププロロモモーーシショョンンをを多多数数展展開開
ししたた。。
○○観観光光目目的的にによよるる個個人人旅旅行行者者のの入入国国再再開開後後はは、、
約約２２年年半半ののパパンンデデミミッックク期期間間中中にに実実施施ししててききたた
様様々々なな「「関関心心のの繋繋ぎぎ止止めめ」」施施策策かからら、、訪訪都都へへのの
需需要要喚喚起起及及びび行行動動をを促促すすププロロモモーーシショョンンをを海海外外
ににてて積積極極展展開開すするるここととでで、、イインンババウウンンドド本本格格回回
復復にに寄寄与与ししてていいくく。。

○○イインンババウウンンドドのの更更ななるる獲獲得得をを目目指指
ししてて、、各各市市場場のの特特性性をを踏踏ままええななががらら
積積極極的的にに需需要要をを喚喚起起すするるププロロモモーー
シショョンンをを展展開開
○○訪訪都都意意欲欲ののああるる有有望望層層ががププロロモモーー
シショョンンにに接接触触ししたた割割合合 市市場場平平均均
3322％％達達成成

（公財）東京観光財団

戦戦略略３３
外外国国人人旅旅行行者者誘誘致致ののたためめののププロロモモーーシショョンン効効果果のの最最大大
化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略1155：：文文化化・・エエンンタターーテテイインンメメンントト都都市市戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○

東
京
観
光
財
団

東
京
観
光
財
団
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析
【【目目標標①①】】
22002233年年度度末末ままででにに財財団団がが支支援援ししたた国国際際会会議議((CC))、、報報奨奨旅旅行行等等((MMII))のの誘誘致致成成功功件件
数数::7755件件

＜＜取取組組事事項項とと目目標標のの繋繋ががりり＞＞
MMIICCEE開開催催はは、、開開催催都都市市ととししててのの認認知知獲獲得得かかららセセーールルスス活活動動にに繋繋ぎぎ、、誘誘致致をを実実
現現すするる必必要要ががああるる。。
①①魅魅力力的的ななウウェェブブササイイトトにによよるる認認知知拡拡大大
②②商商談談ででのの情情報報収収集集やや支支援援策策PPRR
③③専専門門人人材材のの育育成成
誘誘致致獲獲得得へへののササイイククルルをを機機能能ささせせ、、件件数数拡拡大大をを実実現現

目目標標①① 実実績績1188件件（（国国際際会会議議（（CC））誘誘致致成成功功件件数数：：1122件件、、報報奨奨旅旅行行等等（（MMII））誘誘致致成成
功功件件数数：：６６件件））：：
新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染減減速速にに伴伴いい、、国国際際本本部部へへのの積積極極的的なな働働ききかかけけをを行行っったた結結果果、、
CCはは1122件件のの誘誘致致成成功功をを収収めめたた。。MMIIはは海海外外かかららのの渡渡航航制制限限継継続続にによよりり年年度度前前半半はは実実績績
ががななかかっったたがが、、積積極極的的なな働働ききかかけけのの結結果果、、水水際際対対策策のの緩緩和和以以降降、、６６件件のの実実績績をを収収めめ
たた。。

戦略を設定する理由・背景
国国際際会会議議、、報報奨奨旅旅行行等等はは海海外外都都市市ととのの誘誘致致競競争争がが激激化化ししてていいるる。。新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの拡拡大大にによよりり安安全全・・安安心心なな開開催催ややデデジジタタルル化化等等新新たたなな競競争争条条件件がが加加わわっったた。。
ポポスストト・・ココロロナナにに向向けけ、、誘誘致致活活動動をを積積極極的的にに推推進進すするるととととももにに、、継継続続ししててMMIICCEE開開催催地地東東京京ののププレレゼゼンンスス向向上上をを図図るる必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症拡拡大大のの影影響響にによよりり主主催催者者やや参参加加者者かかららはは安安全全・・安安心心
なな開開催催ははももととよよりりデデジジタタルル化化（（オオンンラライインン会会議議整整備備等等））とといいっったた施施設設のの受受入入環環境境
整整備備へへのの対対応応がが求求めめらられれてていいるるもものののの、、財財団団ととししてて十十分分なな支支援援がが出出来来てていいなないい。。
◆◆加加ええてて、、海海外外先先進進都都市市ののココンンベベンンシショョンンビビュューーロローーとと比比較較すするるとと、、財財団団はは感感染染
症症対対策策等等安安全全・・安安心心ななMMIICCEE開開催催にに係係るる取取組組をを始始めめととすするる対対外外的的なな情情報報発発信信がが遅遅れれ
てていいるる。。
◆◆ささららにに、、デデジジタタルル化化にに対対応応ししたた人人材材やや誘誘致致にに必必要要ななググロローーババルルなな視視点点をを持持つつ人人
材材がが質質量量ととももにに未未だだ不不十十分分ででああるる。。
◆◆総総じじててMMIICCEEののデデジジタタルル化化ににつついいててはは海海外外競競合合都都市市にに比比べべ周周回回遅遅れれででああるるここととがが
否否めめずず、、財財団団がが具具体体的的なな先先進進事事例例をを示示ししつつつつ国国内内事事業業者者等等をを先先導導ししてていいくく必必要要がが
ああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆ウウィィズズ・・ココロロナナででははオオンンラライインンPPRR推推進進にによよりり海海外外のの主主催催者者等等のの東東京京へへのの関関心心をを
繋繋ぎぎととめめ、、ポポスストト・・ココロロナナでで対対面面営営業業をを一一気気にに展展開開すするる。。
◆◆ビビジジネネススイイベベンンツツウウェェブブササイイトト（（BBEETT））、、TTookkyyoo  UUnniiqquuee  VVeennuueess（（TTUUVV））及及びび
TTookkyyoo  MMIICCEE  HHuubbssののココンンテテンンツツ（（336600°°動動画画等等））をを充充実実ささせせ、、海海外外のの主主催催者者等等向向けけ
ににMMIICCEE開開催催地地ととししててのの東東京京ををPPRRししてていいくく。。
◆◆財財団団職職員員やや都都内内事事業業者者のの人人材材育育成成支支援援をを強強化化しし、、MMIICCEEにに係係るる人人材材をを増増ややすすとととと
ももにに、、デデジジタタルル対対応応能能力力のの向向上上ななどどレレベベルルのの底底上上げげをを図図るる。。
◆◆MMIICCEEののDDXXをを加加速速すするるたためめにに必必要要不不可可欠欠なな国国内内外外のの最最先先端端テテククノノロロジジーーをを早早急急にに
見見極極めめ、、東東京京都都モモデデルルをを策策定定すするる。。そそれれをを基基にに、、ままずずはは主主催催者者へへののPPRR・・支支援援をを実実
施施ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

主主催催者者・・ププ
ラランンナナーーへへ
ののププロロモモーー
シショョンン強強化化

目目
標標
①①

○○22002211年年度度のの結結果果をを踏踏ままええてて主主催催
者者・・ププラランンナナーーへへのの追追加加アアププロローー
チチをを実実施施
商商談談件件数数：：333300件件（（227755件件（（22002211年年
度度想想定定））xx11..22））
（（海海外外・・国国内内トトレレーードドシショョーー、、
フファァムムトトリリッッププ、、ウウェェビビナナーー、、主主
催催者者ととのの商商談談等等））

商商談談件件数数：：228888件件

○○海海外外トトレレーードドシショョーーのの対対面面開開催催復復活活にに加加ええ、、
水水際際対対策策のの緩緩和和以以降降、、ここれれままででのの継継続続的的ななププロロ
モモーーシショョンンがが功功をを奏奏しし、、海海外外のの主主催催者者ややミミーー
テティィンンググププラランンナナーーととのの商商談談がが急急増増ししたた。。
○○特特にに訪訪都都意意欲欲のの高高いい東東南南アアジジアアののミミーーテティィンン
ググププラランンナナーーににタターーゲゲッットトをを絞絞りり、、オオンンラライインン
商商談談会会ややセセミミナナーーをを実実施施すするるななどど、、積積極極的的なな
PPRR・・セセーールルスス活活動動にに努努めめたた。。

○○市市場場のの動動向向をを踏踏ままええ、、タターーゲゲッットト
をを欧欧米米ににもも拡拡大大しし、、主主催催者者・・ププラランン
ナナーーへへののアアププロローーチチをを加加速速
商商談談件件数数：：443300件件（（333300件件（（22002222年年度度
想想定定））xx11..33））
（（海海外外・・国国内内トトレレーードドシショョーー、、フファァ
ムムトトリリッッププ、、ウウェェビビナナーー、、主主催催者者とと
のの商商談談等等））

ウウェェブブササイイ
トトへへののアアクク
セセスス数数増増加加

目目
標標
①①

○○22002211年年度度のの結結果果をを踏踏ままええたたココンン
テテンンツツののアアッッププデデーートト及及びび電電子子
ニニュューーススレレタターー配配信信やや広広告告掲掲載載等等
をを継継続続しし誘誘導導
アアククセセスス件件数数((合合計計))：：332222,,000000件件
（（BBEETT：：118800,,000000件件、、TTUUVV：：113300,,000000
件件、、MMIICCEE  HHuubbss：：1122,,000000件件））

アアククセセスス件件数数（（合合計計））：：11,,227744,,662200件件
BBEETT：：113311,,338899件件
TTUUVV：：11,,112299,,338855件件
MMIICCEE  HHuubbss：：1133,,884466件件

○○BBEETT：：定定期期的的なな内内容容更更新新ややニニュューーススレレタターーのの
配配信信ななどど誘誘引引にに取取りり組組みみ、、日日本本へへのの入入国国制制限限がが
大大幅幅にに緩緩和和さされれたたここととでで、、東東京京ででののMMIICCEE開開催催にに
対対すするる関関心心がが一一気気にに高高ままりり、、目目標標のの77割割をを超超ええ
るる実実績績ととななっったた。。
○○TTUUVV：：記記事事広広告告ややババナナーー広広告告をを海海外外メメデディィアア
やや国国内内外外ののエエググゼゼククテティィブブ向向けけメメデディィアアにに掲掲載載
すするるななどどのの誘誘引引策策にによよりり、、目目標標をを大大幅幅にに超超ええるる
実実績績ととななっったた。。
○○MMIICCEE  HHuubbss：：最最新新事事例例等等のの追追加加やや情情報報更更新新にに
加加ええ、、拠拠点点をを中中心心ととししたたフファァムムトトリリッッププのの実実施施
がが誘誘引引をを促促しし、、目目標標をを上上回回るる実実績績ととななっったた。。

○○22002222年年度度のの実実績績ををももととにに目目標標値値をを
大大幅幅にに増増加加しし、、ココンンテテンンツツのの充充実実やや
広広告告出出稿稿のの最最適適化化にによよりり、、認認知知ををささ
ららにに拡拡大大
アアククセセスス件件数数（（合合計計））：：11,,550000,,000000件件
（（BBEETT：：220000,,000000件件、、TTUUVV：：11,,228800,,000000
件件、、MMIICCEE  HHuubbss：：2200,,000000件件））

人人材材育育成成のの
高高度度化化

目目
標標
①①

○○22002211年年度度のの結結果果をを踏踏ままええたた講講座座
内内容容ののブブララッッシシュュアアッッププとと共共にに、、
ププレレススリリリリーーススややMMIICCEE関関連連事事業業者者
にに対対すするる声声掛掛けけ等等をを継継続続
受受講講者者数数：：115500名名

受受講講者者数数：：115533名名
○○８８月月かからら９９月月ににかかけけてて基基礎礎講講座座をを実実施施。。時時機機
をを得得たたテテーーママ設設定定（（テテククノノロロジジーーややSSDDGGssななどど））
にによよりり、、受受講講者者のの高高いい関関心心をを得得たた。。

○○テテククノノロロジジーーややSSDDGGssななどど、、今今後後のの
MMIICCEEのの重重要要課課題題ににフフォォーーカカスス
○○MMIICCEE事事業業者者ののみみななららずず、、学学生生ややIITT
事事業業者者ななどど新新たたなな受受講講者者層層のの獲獲得得にに
努努めめ、、MMIICCEE業業界界のの裾裾野野をを拡拡大大・・強強化化
受受講講者者数数：：220000名名

MMIICCEEののDDXX促促
進進

目目
標標
①①

○○MMIICCEEにに活活用用ででききるる最最先先端端テテククノノ
ロロジジーーのの東東京京都都モモデデルルをを公公表表、、東東
京京ででののMMIICCEE開開催催をを予予定定ししてていいるる主主
催催者者にに周周知知、、助助成成すするるここととででデデジジ
タタルル化化をを促促しし、、東東京京ににおおけけるるMMIICCEE
ののDDXXをを加加速速
助助成成件件数数：：４４件件

助助成成件件数数：：--
（（※※助助成成事事業業はは、、22002233年年１１月月下下旬旬にに立立ちち上上
げげ予予定定））

○○国国内内外外ののMMIICCEE開開催催ににおおけけるるテテククノノロロジジーー等等のの
実実装装状状況況をを調調査査しし、、1100月月のの「「産産業業交交流流展展22002222」」
及及びび「「JJaappaann  RRoobboott  WWeeeekk  22002222」」でではは、、セセンンシシ
ンンググ技技術術にによよるる人人流流把把握握ややロロボボッットト技技術術にによよるる
案案内内・・誘誘導導等等のの検検証証をを行行っったた。。
○○22002233年年１１月月下下旬旬ににはは、、主主催催者者向向けけににテテククノノロロ
ジジーーのの活活用用方方法法等等をを示示ししたたガガイイドドラライインンをを公公表表
すするる。。併併せせてて、、「「次次世世代代型型MMIICCEE開開催催資資金金助助成成
金金」」事事業業をを新新たたにに立立ちち上上げげるる。。
○○主主催催者者向向けけののPPRR映映像像とと共共にに広広くく周周知知すするるこことと
でで、、東東京京ににおおけけるるMMIICCEEののDDXXをを支支援援ししてていいくく。。

○○新新たたにに発発行行ししたたテテククノノロロジジーーのの活活
用用方方法法等等をを示示ししたたガガイイドドラライインンをを最最
大大限限活活用用しし、、東東京京ににおおけけるるMMIICCEEののDDXX
ををささららにに加加速速
○○助助成成金金制制度度のの主主催催者者へへのの積積極極的的なな
周周知知・・営営業業とと共共にに、、助助成成件件数数実実績績をを
積積みみ上上げげ、、先先端端テテククノノロロジジーーをを活活用用
ししたた運運営営のの効効率率化化やや付付加加価価値値のの向向上上
をを後後押押しし
助助成成件件数数：：４４件件

（公財）東京観光財団

戦戦略略４４ 国国際際会会議議、、報報奨奨旅旅行行等等誘誘致致件件数数のの拡拡大大

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略1155：：文文化化・・エエンンタターーテテイインンメメンントト都都市市戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○

東
京
観
光
財
団

東
京
観
光
財
団
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2023年度改訂版のポイント
◆戦略１ 固有公益事業の継続的推進のための収⽀構造の改善
⿊字確保及び公益事業会計への10,000千円の繰⼊れは2022年度に達成⾒込となったため、３年
後の到達⽬標としての繰⼊額を上⽅修正（10百万円→60,000千円）
「商品販売チャネルの強化」について、園外での委託販売を継続し、⽬標額を20,000千円に変
更
「収益事業の固定費（⼈件費）の圧縮」について、効率的な店舗運営により⼀定の⿊字幅が確保
できる⾒込であるため、公益繰出⾦の⽬標額を変更（10,000千円→60,000千円）

◆戦略２ 野⽣⽣物保全の⼀層の推進
「野⽣⽣物保全センターの機能強化による保全事業の新たな展開」について、背景と課⻑新設移
⾏後の新体制について記載
「野⽣⽣物保全基⾦を活⽤した独⾃の保全活動の展開と多様な寄付⼿段の活⽤」について、野⽣
⽣物保全基⾦の寄付⾦額として、収益事業からの繰⼊を除く200万円の数値⽬標を設定

【プランの主な改訂内容】

（公財）東京動物園協会

戦略１ 固有公益事業の継続的推進のための収⽀構造の改善
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

①2023年度決算において⿊字を確保し、公益事
業会計に10百万円の繰⼊れを実施

①収益事業において⿊字を確保した上で、公益事業会計に
60,000千円の繰⼊れを実施

個別取組事項 2023年度(改訂前) 2023年度(改訂後)

商品販売チャ
ネルの強化

○園外販売の拡⼤
○園外売上︓50,000千円

○臨時休園などのケースに備え、園外販売を実施できる体制を維
持していくこととするが、園内販売が順調に回復しているため、
⼈的資源は園内販売に集中し、園外では委託販売を中⼼に実施
する。このため、園外販売の⽬標額を20,000千円に変更する。
○園外での委託販売を継続
○園外売上︓20,000千円

収益事業の固
定費(⼈件費)
の圧縮

○売上⽬標︓2,625,000千円、
公益繰出⾦︓10,000千円
○業況に応じた⼈員体制による事業執⾏

○売上⽬標︓2,625,000千円、公益繰出⾦︓60,000千円
○業況に応じた⼈員体制による事業執⾏

戦略２ 野⽣⽣物保全の⼀層の推進
個別取組事項 2023年度(改訂前) 2023年度(改訂後)

野⽣⽣物保全
センターの機
能強化による
保全事業の新
たな展開

・組織・⼈員要求の結果により、
新たな組織へ移⾏する。
・前年度に作成したスケジュー
ルに沿って、３件以上の調査・
研究を開始する。

・野⽣⽣物を取り巻く状況が深刻化する中、種の保存法に基
づく動物園等への期待が⾼まり、環境省等からの保全事業へ
の協⼒要請が増加している。また、ズーストック計画の対象
種数拡⼤とともに、DNA解析やホルモン分析等の⼿法を活⽤
した域外保全の必要性が増加している。こうした背景を踏ま
え、課⻑を新設した体制のもと、野⽣動物保全のための活動
を積極的に推進する。
・前年度に作成した計画に沿って、３件以上の調査・研究を
開始する。

野⽣⽣物保全
基⾦を活⽤し
た独⾃の保全
活動の展開と
多様な寄付⼿
段の活⽤

・3年間の活動について知⾒の集
積と保全への貢献度について指
標に応じた評価を⾏う。
・3年間の取組の結果を報告集と
してまとめ、印刷物およびウェ
ブ媒体として発表する。
・活動の結果を希少種の繁殖等
の成果に繋げる。
・寄付⾦告知⼿段の効果検証を通
じて更なる基⾦財政の安定を図る。

・2021年度に⽴案した3年間の保全活動計画について以下の
取組を⾏う。
①知⾒の集積と保全への貢献度に関する指標に応じた評価
②結果を報告集としてまとめ、印刷物およびウェブ媒体として発表
③活動の結果を希少種の繁殖等の成果に繋げる
・寄付⾦告知⼿段の効果検証を通じて更なる基⾦財政の安定
を図る。収益事業からの繰⼊を除く寄付⽬標額︓200万円
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①収収益益事事業業ににおおいいてて黒黒字字をを確確保保ししたた上上でで、、公公益益事事業業会会計計にに6600,,000000千千円円のの繰繰入入
れれをを実実施施

○○昨昨年年度度３３月月下下旬旬のの４４園園再再開開園園以以降降、、入入場場制制限限をを整整理理券券制制かからら滞滞留留上上限限管管理理方方式式にに
順順次次切切りり替替ええたたここととやや、、上上野野ののジジャャイイアアンントトパパンンダダ双双子子のの観観覧覧をを事事前前抽抽選選かからら自自由由
観観覧覧にに切切りり替替ええたたここととにによよりり、、入入園園者者数数はは順順調調にに回回復復ししてていいるる。。外外部部販販売売やや効効果果的的
なな新新商商品品のの投投入入のの効効果果等等ももあありり売売上上高高もも回回復復すするる中中、、効効率率的的なな店店舗舗運運営営にによよりり人人件件
費費はは抑抑制制ししてておおりり、、収収益益事事業業はは２２年年連連続続のの赤赤字字かかららはは脱脱却却しし、、一一定定額額のの利利益益をを確確保保
すするる見見込込みみででああるる。。

戦略を設定する理由・背景
ココロロナナ禍禍にによよりり、、動動物物園園・・水水族族園園ににおおいいててはは積積極極的的にに集集客客をを図図るるここととががででききなないい状状況況がが長長期期化化すするる中中、、主主にに園園内内でで物物販販・・飲飲食食ササーービビススをを提提供供ししててききたた収収益益事事業業部部門門はは
大大幅幅なな減減収収ととななりり固固有有公公益益事事業業のの財財源源もも減減少少ししてていいるるここととかからら、、抜抜本本的的なな対対策策をを講講じじるる必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
〇〇ココロロナナのの拡拡大大以以前前はは主主にに園園内内ででののギギフフトトシショョッッププ、、レレスストトラランンをを運運営営しし、、そそここ
かからら得得らられれたた収収益益をを固固有有公公益益事事業業にに毎毎年年繰繰りり入入れれ、、動動物物園園事事業業のの発発展展にに貢貢献献ししてて
ききたた。。

〇〇入入園園者者のの減減少少にによよりり業業況況がが大大ききくく悪悪化化ししてていいるる動動物物園園内内のの飲飲食食・・ギギフフトト販販売売なな
どど収収益益事事業業はは、、団団体体のの財財政政基基盤盤ででああるるととととももにに固固有有公公益益事事業業のの財財源源ででももあありり、、早早
急急なな回回復復がが必必要要ででああるる。。

課題解決の⼿段
①①来来園園者者をを魅魅了了すするる飲飲食食、、ギギフフトト商商品品のの開開発発にによよりり客客単単価価・・売売上上増増をを目目指指すすとととと
ももにに、、固固定定費費のの圧圧縮縮ををははかかりり、、収収益益事事業業のの安安定定化化、、強強靭靭化化をを進進めめるる。。

②②固固有有公公益益目目的的事事業業のの維維持持のの観観点点かからら、、来来園園者者へへののササーービビスス提提供供をを主主軸軸ととししてて園園
内内販販売売をを強強化化ししつつつつ、、通通販販やや園園外外販販売売ななどど販販路路のの開開拓拓、、拡拡大大をを推推進進すするる。。

③③動動物物園園内内ででここれれままでで収収益益事事業業にに活活用用ししててここななかかっったた人人材材、、ソソフフトトをを発発掘掘しし、、ここ
れれららをを活活用用ししたた新新たたなな事事業業をを構構築築すするる。。
※※ななおお、、確確保保ししたた財財源源をを有有効効活活用用しし最最大大限限のの費費用用対対効効果果をを実実現現すすべべくく、、全全社社的的にに
ココスストトのの見見直直ししをを進進めめるる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

商商品品販販売売
チチャャネネルルのの
強強化化

目目
標標
①①

○○ネネッットト販販売売チチャャネネルル試試行行結結果果をを
検検証証しし、、有有効効なな手手法法をを実実施施
○○イイベベンントトやや委委託託販販売売試試行行結結果果をを
検検証証しし、、有有効効なな手手法法をを実実施施
○○園園外外売売上上：：4400,,000000千千円円

○○外外部部販販売売・・委委託託販販売売実実績績：：88,,663366千千円円
○○外外部部ササイイトトににおおけけるるカカススタタムムフフォォトトブブッッ
クク販販売売実実績績：：1177,,775555千千円円
（（合合計計：：2266,,339911千千円円））

○○一一昨昨年年度度～～昨昨年年度度のの休休園園期期間間中中にに人人員員をを大大幅幅
にに削削減減ししたたたためめ、、販販売売業業務務にに熟熟練練ししたた嘱嘱託託員員、、
アアルルババイイトトがが不不足足すするる傾傾向向ににああるる。。入入園園者者数数及及
びび園園内内ででのの売売上上はは大大ききくく回回復復ししてていいるるたためめ（（1111
月月末末現現在在のの入入園園者者数数：：338899万万人人・・対対前前年年比比223300%%
増増、、園園内内売売上上高高：：22,,112244,,550088千千円円・・対対前前年年比比
222233..55%%増増））、、限限らられれたた人人的的資資源源をを園園内内販販売売にに集集
中中ささせせ、、園園外外でではは昨昨年年度度構構築築ししたたノノウウハハウウにによよ
りり委委託託販販売売をを継継続続すするるここととととししたた。。
○○新新たたにに開開発発ししたたカカススタタムムフフォォトトブブッッククをを、、外外
部部ササイイトトをを活活用用ししオオンンデデママンンドドででのの販販売売をを行行っっ
たた。。

○○臨臨時時休休園園ななどどののケケーーススにに備備ええ、、園園
外外販販売売をを実実施施ででききるる体体制制をを維維持持ししてて
いいくくここととととすするるがが、、園園内内販販売売がが順順調調
にに回回復復ししてていいるるたためめ、、人人的的資資源源はは園園
内内販販売売にに集集中中しし、、園園外外でではは委委託託販販売売
をを中中心心にに実実施施すするる。。ここののたためめ、、園園外外
販販売売のの目目標標額額をを2200,,000000千千円円にに変変更更すす
るる。。
○○園園外外ででのの委委託託販販売売をを継継続続
○○園園外外売売上上：：2200,,000000千千円円

有有料料ガガイイドド、、
映映像像ココンンテテ
ンンツツのの有有料料
化化ななどど新新規規
収収益益確確保保策策
のの検検討討

目目
標標
①①

○○返返還還延延期期にに伴伴いい販販売売時時期期がが延延期期
ととななっったたシシャャンンシシャャンン関関連連商商品品のの
販販売売状状況況をを踏踏ままええ、、今今後後のの展展開開をを
検検討討

○○ネネッットト上上にに公公開開ししてていいるる写写真真をを選選んんでで作作
成成すするるカカススタタムムフフォォトトブブッッククののシシスステテムムをを
構構築築しし、、ジジャャイイアアンントトパパンンダダ「「シシャャンンシシャャ
ンン」」ののフフォォトトブブッッククのの第第一一弾弾をを５５月月にに、、第第
二二弾弾をを1100月月にに発発売売ししたた。。
○○ジジャャイイアアンントトパパンンダダ双双子子のの１１歳歳誕誕生生日日やや、、
シシャャンンシシャャンン返返還還時時期期のの発発表表ににああわわせせ関関連連
すするる新新商商品品をを発発売売ししたた。。

○○シシャャンンシシャャンンののカカススタタムムフフォォトトブブッッククはは、、映映
像像ココンンテテンンツツをを活活用用ししたた新新たたななジジャャンンルルのの商商品品
ととししてて開開発発しし、、５５歳歳のの誕誕生生日日やや、、返返還還をを控控ええたた
タタイイミミンンググでで発発売売すするるここととでで、、多多くくのの注注文文をを得得
るるここととががででききたた。。

〇〇映映像像ココンンテテンンツツ等等をを活活用用ししたたオオンン
デデママンンドド販販売売ななどどのの新新規規事事業業をを本本格格
実実施施

収収益益事事業業のの
固固定定費費（（人人
件件費費））のの圧圧
縮縮

目目
標標
①①

○○売売上上目目標標：：22,,440099,,000000千千円円
○○業業況況にに応応じじたた人人員員体体制制にによよるる事事
業業執執行行

○○収収益益事事業業売売上上実実績績：：22,,116699,,229900千千円円（（対対
前前年年比比119977..99％％増増、、対対22001199年年度度比比99..88%%減減））
○○収収益益事事業業人人件件費費：：332211,,990099千千円円（（対対前前年年
比比3322..00％％増増、、対対22001199年年度度比比2299..66%%減減））

○○多多摩摩・・葛葛西西・・井井のの頭頭でではは年年度度当当初初かからら、、上上野野
ででもも55//2244かからら入入場場制制限限をを整整理理券券方方式式かからら園園内内滞滞
留留者者数数のの上上限限をを定定めめるる方方式式にに変変更更ししたたここととにによよ
りり、、超超繁繁忙忙日日以以外外はは実実質質的的にに入入場場制制限限がが撤撤廃廃ささ
れれ、、入入園園者者数数・・売売上上高高ととももココロロナナ禍禍前前にに迫迫るる数数
字字にに回回復復ししたた（（1100月月・・1111月月のの入入園園者者数数：：112255万万
人人・・対対1199年年度度比比33..66％％減減、、売売上上高高：：668811,,990077千千
円円・・対対1199年年度度比比2266..44%%増増））。。
○○休休園園期期間間中中にに縮縮小小ししたた人人員員体体制制ははココロロナナ禍禍前前
ままでで戻戻ささずず、、店店舗舗運運営営をを効効率率的的にに行行ううここととにによよ
りり人人件件費費をを抑抑ええるるここととががででききたた。。

○○売売上上目目標標（（営営業業収収益益））：：22,,662255,,000000
千千円円、、公公益益繰繰出出金金：：6600,,000000千千円円
※※一一定定のの黒黒字字幅幅確確保保のの見見込込みみででああるる
たためめ、、公公益益繰繰出出金金のの目目標標額額ををココロロナナ
禍禍前前にに近近いい水水準準にに変変更更すするる。。
○○業業況況にに応応じじたた人人員員体体制制にによよるる事事業業
執執行行（（繁繁閑閑ににああわわせせたた効効率率的的なな店店舗舗
運運営営にによよるる人人件件費費のの圧圧縮縮））
〇〇固固定定的的人人件件費費：：442222,,999977千千円円

（公財）東京動物園協会

戦戦略略１１ 固固有有公公益益事事業業のの継継続続的的推推進進ののたためめのの収収支支構構造造のの改改善善

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①野野生生生生物物保保全全セセンンタターーががよよりり充充実実ししたた機機能能をを備備ええ、、協協会会主主体体のの調調査査研研究究活活
動動をを開開始始すするる（（３３件件以以上上））。。

②②協協会会独独自自のの保保全全テテーーママにによよりり保保全全活活動動をを実実施施しし、、希希少少種種のの繁繁殖殖等等のの成成果果にに
繋繋げげるる。。ままたた、、財財源源確確保保をを目目的的ととししてて多多様様なな寄寄付付手手段段のの活活用用をを定定着着ささせせるる。。

③③評評価価検検証証のの結結果果をを踏踏ままええ、、計計画画的的なな希希少少種種のの繁繁殖殖をを推推進進すするるととととももにに、、飼飼
育育すするるズズーースストトッックク種種全全ててのの計計画画推推進進ハハンンドドブブッッククをを作作成成すするる。。

取取組組①①：：野野生生生生物物保保全全セセンンタターー機機能能強強化化ののたためめのの事事業業内内容容とと体体制制をを検検討討しし、、課課ととしし
てて位位置置づづけけたた要要求求がが認認めめらられれたた。。今今後後、、研研究究テテーーママ選選定定ととススケケジジュューールル作作成成をを行行うう。。

取取組組②②：：親親鳥鳥のの外外部部環環境境要要因因とと生生理理ととのの関関連連をを詳詳細細にに検検討討ししたた。。希希少少種種繁繁殖殖にに繋繋がが
るる取取組組をを着着実実にに継継続続ししてていいるる。。新新たたなな寄寄付付手手段段とと寄寄付付制制度度のの告告知知にに取取りり組組むむ。。

取取組組③③：：前前年年度度のの評評価価検検証証をを踏踏ままええ、、ズズーースストトッックク種種のの繁繁殖殖にに努努めめ、、多多くくのの種種のの繁繁
殖殖にに成成功功ししたた。。上上野野はは認認定定希希少少種種動動物物園園にに認認定定さされれ、、認認定定済済のの他他２２園園とと共共にに域域外外保保
全全にに取取りり組組んんだだ。。

戦略を設定する理由・背景
温温暖暖化化ななどどのの地地球球環環境境のの変変動動やや、、人人間間社社会会のの活活動動にによよるる開開発発・・乱乱獲獲ななどどにによよりり、、多多くくのの野野生生生生物物はは絶絶滅滅のの危危機機にに瀕瀕ししてておおりり、、生生物物多多様様性性はは急急速速にに失失わわれれつつつつああるる。。多多
様様なな野野生生動動物物をを飼飼育育ししててききたた動動物物園園・・水水族族館館ににおおいいててはは、、野野生生生生物物保保全全にに向向けけたた取取組組をを一一層層推推進進すするるここととがが求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
〇〇22000066年年度度にに野野生生生生物物保保全全セセンンタターーをを設設置置しし、、保保全全活活動動にに取取組組んんででききたたがが、、そそのの
取取組組ののひひととつつででああるる保保全全にに関関すするる調調査査・・研研究究はは大大学学やや研研究究機機関関がが主主体体ととななっってて行行
うう共共同同研研究究がが中中心心でであありり、、よよりり主主体体的的なな調調査査・・研研究究活活動動がが求求めめらられれるる。。

〇〇22001111年年度度にに、、寄寄付付金金をを財財源源ととすするる法法人人独独自自のの公公益益事事業業ととししてて野野生生生生物物保保全全基基金金
をを設設置置しし、、特特にに動動物物種種やや地地域域をを限限定定せせずず広広くく保保全全活活動動のの支支援援をを目目的的にに助助成成金金交交付付
事事業業をを展展開開ししてていいるるがが、、よよりり積積極極的的にに保保全全活活動動にに関関わわっってていいくく必必要要ががああるる。。

〇〇都都はは、、22001188年年度度にに第第２２次次ズズーースストトッックク計計画画をを策策定定しし、、対対象象種種112244種種のの保保全全活活動動にに
取取りり組組んんででいいるるがが、、計計画画のの推推進進がが限限定定的的なな種種もも多多くく、、活活動動のの一一層層のの推推進進がが求求めめらら
れれてていいるる。。

課題解決の⼿段
①①野野生生生生物物保保全全セセンンタターーのの組組織織体体制制、、所所掌掌業業務務ににつついいてて検検証証をを行行いい、、組組織織のの機機能能
をを強強化化しし、、保保全全にに関関すするる調調査査・・研研究究活活動動のの充充実実をを図図るる。。

②②法法人人独独自自のの公公益益事事業業ととししてて自自らら保保全全活活動動をを行行ううににはは人人員員的的なな制制限限ももああるるここととかか
らら、、保保全全基基金金をを活活用用しし、、協協会会がが設設定定ししたた保保全全テテーーママででのの公公募募をを行行うう事事でで、、固固有有事事
業業ととししててのの保保全全活活動動をを実実現現すするる。。ままたた、、保保全全活活動動推推進進ののたためめのの財財源源確確保保をを目目的的とと
ししてて多多様様なな寄寄付付手手段段のの活活用用をを図図るる。。

③③計計画画のの進進捗捗状状況況ににつついいててはは、、毎毎年年東東京京都都がが開開催催すするる評評価価検検証証会会議議ににおおいいてて検検証証
しし、、取取組組のの改改善善・・見見直直ししをを行行うう。。ままたた、、ズズーースストトッックク計計画画対対象象種種ににつついいてて、、種種毎毎
にに計計画画推推進進ハハンンドドブブッッククをを作作成成すするるななどど、、よよりり計計画画的的かかつつ着着実実にに活活動動をを推推進進ししてて
いいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

野野生生生生物物保保
全全セセンンタターー
のの機機能能強強化化
にによよるる保保全全
事事業業のの新新たた
なな展展開開

目目
標標
①①

・・22002211年年度度のの検検討討をを踏踏ままええ、、必必要要
にに応応じじ組組織織・・人人員員要要求求をを行行うう。。
・・調調査査・・研研究究ののススキキーームムをを確確定定しし、、
テテーーママ選選定定ととススケケジジュューールル作作成成をを
行行うう。。

・・機機能能強強化化ののたためめのの事事業業内内容容とと体体制制をを検検討討
しし、、多多摩摩動動物物公公園園のの１１係係ででああっったた野野生生生生物物
保保全全セセンンタターーをを４４園園のの保保全全事事業業統統括括部部署署とと
ししてて総総務務部部にに位位置置付付けけ、、課課長長をを新新規規にに配配置置
しし、、２２つつのの係係にによよるる編編成成ととししてて２２名名増増員員のの
人人員員要要求求をを行行っったた。。
・・セセンンタターーににおおけけるる研研究究テテーーママのの一一つつととしし
てて栄栄養養学学をを設設定定しし、、増増員員ししたた研研究究係係ににおおいい
てて調調査査・・研研究究をを推推進進すするるここととととししたた。。

・・保保全全活活動動のの統統括括部部署署ととししててのの機機能能をを強強化化すするる
ここととをを目目的的ととししてて、、セセンンタターーをを総総務務部部にに位位置置付付
けけたた。。ままたた、、調調査査・・研研究究のの充充実実をを図図りり、、セセンン
タターーのの機機能能をを強強化化すするるたためめにに増増員員をを計計画画ししたた。。
ここのの計計画画にに基基づづきき、、22002233年年度度新新たたなな組組織織へへ移移行行
すするる。。
・・繁繁殖殖計計画画をを適適切切にに進進めめるるたためめににはは、、飼飼料料のの内内
容容やや給給餌餌方方法法のの改改善善等等のの栄栄養養学学的的知知見見がが不不可可欠欠
ででああるるたためめ、、栄栄養養学学をを研研究究テテーーママのの一一つつととししたた。。
引引きき続続きき他他ののテテーーママ選選定定、、おおよよびびススケケジジュューールル
作作成成にに取取りり組組むむ。。

・・野野生生生生物物をを取取りり巻巻くく状状況況がが深深刻刻化化
すするる中中、、種種のの保保存存法法にに基基づづくく動動物物園園
等等へへのの期期待待がが高高ままりり、、環環境境省省等等かからら
のの保保全全事事業業へへのの協協力力要要請請がが増増加加ししてて
いいるる。。ままたた、、ズズーースストトッックク計計画画のの対対
象象種種数数拡拡大大ととととももにに、、DDNNAA解解析析ややホホルル
モモンン分分析析等等のの手手法法をを活活用用ししたた域域外外保保
全全のの必必要要性性がが増増加加ししてていいるる。。ここううしし
たた背背景景をを踏踏ままええ、、課課長長をを新新設設ししたた体体
制制ののももとと、、野野生生動動物物保保全全ののたためめのの活活
動動をを積積極極的的にに推推進進すするる。。
・・前前年年度度にに作作成成ししたた計計画画にに沿沿っってて、、
３３件件以以上上のの調調査査・・研研究究をを開開始始すするる。。

野野生生生生物物保保
全全基基金金をを活活
用用ししたた独独自自
のの保保全全活活動動
のの展展開開とと多多
様様なな寄寄付付手手
段段のの活活用用

目目
標標
②②

・・22002211年年度度のの実実勢勢にに基基づづきき保保全全活活
動動計計画画のの評評価価・・改改訂訂をを行行うう。。
・・年年度度末末にに評評価価をを行行いい、、第第２２次次報報
告告書書をを作作成成すするる。。
・・助助成成制制度度ををささららにに広広くく宣宣伝伝告告知知
しし、、寄寄付付金金獲獲得得ににつつななげげるる。。

・・継継続続採採取取ししたた糞糞かかららホホルルモモンン動動態態をを追追跡跡。。
飼飼育育条条件件とと比比較較ししラライイチチョョウウのの精精液液性性状状やや
ハハシシビビロロココウウのの行行動動量量のの変変化化をを分分析析
・・飼飼育育環環境境ののううちち繁繁殖殖ののたためめにに不不可可欠欠なな条条
件件をを割割りり出出しし、、繁繁殖殖要要因因にに繋繋げげるる要要素素追追跡跡
中中
・・ホホーームムペペーージジのの寄寄付付ペペーージジ改改訂訂、、来来園園者者
向向けけPPRR、、遺遺贈贈寄寄付付獲獲得得にに向向けけたた新新聞聞折折込込誌誌
へへのの広広告告掲掲載載ななどど

・・動動物物園園飼飼育育個個体体でで糞糞をを採採取取しし、、ホホルルモモンン動動態態
をを飼飼育育条条件件とと比比較較ししたた他他、、ラライイチチョョウウでではは精精液液
性性状状、、ハハシシビビロロココウウでではは行行動動量量のの変変化化とと比比較較しし
たた。。ラライイチチョョウウででははホホルルモモンン分分泌泌のの増増加加にに伴伴いい
精精子子形形成成がが進進行行しし、、精精液液のの射射出出時時期期とと分分泌泌ピピーー
クク値値ととのの関関係係がが確確認認さされれたた。。
・・ハハシシビビロロココウウでではは熱熱帯帯をを模模ししたた屋屋内内気気象象環環境境
下下にに移移動動後後、、メメススのの糞糞中中卵卵胞胞ホホルルモモンンがが増増加加。。
環環境境制制御御はは繁繁殖殖にに不不可可欠欠ででああるるとと推推測測さされれたた。。
・・寄寄付付制制度度紹紹介介ウウェェブブペペーージジ新新設設、、園園内内ににPPRRスス
テテッッカカーー貼貼付付、、遺遺贈贈寄寄付付にに向向けけたた広広告告等等、、多多様様
ななPPRRをを図図るるここととががででききたた。。

・・22002211年年度度にに立立案案ししたた３３年年間間のの保保全全
活活動動計計画画ににつついいてて以以下下のの取取組組をを行行うう。。
①①知知見見のの集集積積とと保保全全へへのの貢貢献献度度にに関関
すするる指指標標にに応応じじたた評評価価
②②結結果果をを報報告告集集ととししててままととめめ、、印印刷刷
物物おおよよびびウウェェブブ媒媒体体ととししてて発発表表
③③活活動動のの結結果果をを希希少少種種のの繁繁殖殖等等のの成成
果果にに繋繋げげるる
・・寄寄付付金金告告知知手手段段のの効効果果検検証証をを通通じじ
てて更更ななるる基基金金財財政政のの安安定定をを図図るる。。収収
益益事事業業かかららのの繰繰入入をを除除くく寄寄付付目目標標
額額：：220000万万円円

第第２２次次ズズーー
スストトッックク計計
画画にに基基づづくく
希希少少種種のの繁繁
殖殖のの推推進進

目目
標標
③③

・・22002211年年度度のの評評価価検検証証会会議議のの結結果果
をを踏踏ままええ、、計計画画的的なな希希少少種種のの繁繁殖殖
をを推推進進すするるととととももにに、、小小笠笠原原産産固固
有有種種のの新新たたなな飼飼育育にに取取組組むむ。。
・・認認定定希希少少種種保保全全動動植植物物園園制制度度をを
利利用用ししたた希希少少種種のの搬搬出出入入にによよりり繁繁
殖殖をを推推進進

・・他他施施設設ととのの連連携携ののももとと、、４４園園ででズズーースス
トトッックク種種のの繁繁殖殖にに努努めめるるととととももにに人人工工授授精精
ににもも積積極極的的にに取取りり組組んんだだ。。上上野野ででははオオガガササ
ワワララカカワワララヒヒワワ保保護護増増殖殖事事業業のの一一環環ととししてて
亜亜種種ででああるるカカワワララヒヒワワのの繁繁殖殖にに取取りり組組んんだだ。。
・・８８月月、、上上野野動動物物園園がが認認定定希希少少種種保保全全動動物物
園園にに認認定定。。既既認認定定のの葛葛西西臨臨海海水水族族園園とと井井のの
頭頭自自然然文文化化園園ととととももにに、、同同制制度度をを活活用用ししたた
域域外外保保全全にに取取りり組組んんだだ。。

・・国国やや自自治治体体、、研研究究機機関関、、他他のの動動物物園園等等とと連連携携
しし、、最最新新のの技技術術もも取取りり入入れれてて希希少少種種のの繁繁殖殖にに取取
りり組組みみ、、多多数数のの種種でで繁繁殖殖にに成成功功ししたた（（哺哺乳乳類類とと
鳥鳥類類ににおおいいててははズズーースストトッックク種種をを含含むむ7733種種でで繁繁
殖殖））。。
・・希希少少野野生生動動物物ににつついいててはは、、生生息息地地のの環環境境変変化化
等等をを受受けけ生生息息数数のの減減少少がが見見らられれるる種種がが多多くくあありり、、
域域外外保保全全のの重重要要性性がが高高ままっってていいるる。。環環境境省省のの認認
定定をを受受けけるる事事でで域域外外保保全全活活動動ををよよりり効効率率的的にに実実
施施ででききるるよよううににななっったた。。

・・前前年年度度のの評評価価検検証証会会議議のの結結果果をを踏踏
ままええ、、計計画画的的なな希希少少種種のの繁繁殖殖をを推推進進
すするるととととももにに（（繁繁殖殖種種数数3300件件以以上上））、、
ズズーースストトッックク計計画画種種のの見見直直ししにに協協力力
すするる。。
・・４４園園でで飼飼育育すするるズズーースストトッックク種種112244
種種全全ててのの計計画画推推進進ハハンンドドブブッックク作作成成
をを完完了了ささせせるる。。

（公財）東京動物園協会

戦戦略略２２ 野野生生生生物物保保全全のの一一層層のの推推進進

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「第第２２次次都都立立動動物物園園ママススタターーププラランン」」、、「「第第２２次次ズズーースストトッックク計計画画」」

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○ ○

東
京
動
物
園
協
会

東
京
動
物
園
協
会
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①各各園園毎毎のの飼飼育育展展示示計計画画をを策策定定しし、、計計画画にに沿沿っったた飼飼育育展展示示をを行行うう。。

②②日日本本動動物物園園水水族族館館協協会会ののJJCCPP（（動動物物収収集集計計画画））ににおおけけるる希希少少種種のの計計画画管管理理者者
等等ととししてて、、域域外外保保全全ののネネッットトワワーーククをを強強化化すするる。。

③③動動物物福福祉祉ポポリリシシーーをを策策定定ししたた上上でで、、動動物物福福祉祉のの自自己己評評価価をを行行いい、、必必要要なな施施
設設改改善善等等のの実実施施をを図図るる。。

取取組組①①：：保保全全・・繁繁殖殖将将来来性性、、教教育育的的意意義義、、入入手手可可能能性性、、動動物物福福祉祉のの確確保保のの観観点点かからら
動動物物種種をを選選定定しし、、限限らられれたたススペペーーススでで効効果果的的なな展展示示ががででききるるよようう、、上上野野、、多多摩摩、、井井
のの頭頭のの飼飼育育展展示示計計画画をを作作成成ししたた。。

取取組組②②：：日日本本動動物物園園水水族族館館協協会会のの事事業業にに積積極極的的にに関関わわるる事事でで、、国国内内動動物物園園・・水水族族館館
ののネネッットトワワーーククががよよりり強強化化さされれたた。。国国際際会会議議へへのの参参加加をを通通しし、、人人脈脈のの構構築築をを図図っったた。。

取取組組③③：：JJAAZZAA倫倫理理福福祉祉部部長長とと定定期期的的にに連連絡絡をを取取りり、、動動物物福福祉祉関関係係のの動動向向のの情情報報をを得得
つつつつ、、JJAAZZAA動動物物福福祉祉チチェェッッククリリスストトをを入入手手ししたた。。

戦略を設定する理由・背景
国国際際法法・・国国内内法法のの規規制制のの強強化化等等にによよりり展展示示動動物物のの確確保保がが年年々々困困難難ににななるる中中、、動動物物園園・・水水族族園園はは、、展展示示のの意意義義やや効効果果をを検検証証ししたた上上でで、、動動物物福福祉祉ににもも配配慮慮ししたた飼飼育育展展示示計計
画画をを策策定定しし、、国国内内外外のの園園館館とと連連携携しし、、展展示示動動物物のの確確保保・・維維持持をを図図っってていいかかななけけれればばななららなないい状状況況ににああるる。。

団体における現状（課題）
〇〇野野生生動動物物のの減減少少ととそそれれにに伴伴うう環環境境保保全全意意識識のの高高ままりりやや、、法法律律にによよるる規規制制のの強強化化
等等にによよりり、、新新たたなな野野生生動動物物のの入入手手はは年年々々困困難難ににななっってていいるる。。

〇〇東東京京都都がが定定めめたたズズーースストトッックク種種及及びび協協会会がが独独自自にに定定めめたた保保全全対対象象種種とといいっったた希希
少少種種ににつついいててはは、、計計画画的的なな飼飼育育展展示示・・繁繁殖殖がが行行わわれれてていいるるがが、、そそのの他他のの展展示示動動物物
ににつついいててはは特特にに明明文文化化さされれたた計計画画ははなないい。。

〇〇野野生生動動物物をを生生息息環環境境ででははなないい施施設設ににおおいいてて飼飼育育すするる動動物物園園等等でではは、、動動物物福福祉祉のの
向向上上がが求求めめらられれてていいるる。。

〇〇動動物物福福祉祉のの推推進進ににああたたっっててはは、、種種にによよっっててはは１１頭頭ああたたりりのの飼飼育育面面積積をを増増ややすす必必
要要ががあありり、、飼飼育育展展示示すするる種種をを絞絞るる必必要要ももああるる。。

課題解決の⼿段
①①限限らられれたた施施設設をを有有効効にに活活用用すするるたためめにに、、飼飼育育のの目目的的ややそそのの展展示示効効果果等等をを検検証証しし、、
飼飼育育展展示示すするる種種をを整整理理ししたた飼飼育育展展示示計計画画をを策策定定すするる。。

②②日日本本動動物物園園水水族族館館協協会会をを通通じじたた国国内内ネネッットトワワーーククやや世世界界動動物物園園水水族族館館協協会会をを介介
ししたた国国際際ネネッットトワワーーククををささららにに強強化化しし、、連連携携ししたた希希少少種種のの繁繁殖殖活活動動をを進進めめるる。。

③③22002200年年度度にに策策定定ししたた「「東東京京動動物物園園協協会会動動物物福福祉祉ポポリリシシーー」」にに基基づづきき、、自自己己点点検検
にによよるる改改善善等等、、動動物物福福祉祉をを推推進進すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

第第２２次次都都立立
動動物物園園ママスス
タターーププラランン
にに基基づづくく飼飼
育育展展示示計計画画
のの策策定定

目目
標標
①①

・・22002211年年度度にに策策定定ししたた各各園園のの飼飼育育
展展示示計計画画・・基基本本方方針針ををももととにに、、家家
畜畜をを含含むむ飼飼育育動動物物全全種種おおよよびび飼飼育育
予予定定種種ににつついいてて、、飼飼育育目目的的、、活活用用
方方針針等等をを整整理理しし、、飼飼育育展展示示計計画画・・
動動物物種種リリスストトをを作作成成すするる。。

・・基基本本方方針針、、飼飼育育展展示示計計画画、、教教育育普普及及計計画画
かからら成成るる第第２２次次都都立立動動物物園園ママススタターーププラランン
下下位位計計画画のの22002222年年度度内内公公表表にに向向けけてて、、上上野野
動動物物園園、、多多摩摩動動物物公公園園、、井井のの頭頭自自然然文文化化園園
ににおおいいててはは、、飼飼育育目目的的やや活活用用方方針針等等をを整整理理
ししたたううええでで、、動動物物種種をを選選定定すするるたためめのの「「選選
定定シシーートト」」にに基基づづきき、、飼飼育育展展示示計計画画及及びび代代
表表的的なな動動物物種種リリスストトをを作作成成をを進進めめたた。。葛葛西西
臨臨海海水水族族園園ににおおいいててもも現現在在、、他他３３園園とと同同時時
にに公公表表すするるたためめにに飼飼育育展展示示計計画画のの作作成成をを進進
めめてていいるる。。

・・動動物物種種はは、、中中長長期期的的なな視視点点にに基基づづきき、、保保全全・・
繁繁殖殖将将来来性性、、教教育育的的意意義義、、入入手手可可能能性性、、動動物物福福
祉祉のの確確保保のの観観点点かからら総総合合的的にに選選定定ししたた。。日日本本動動
物物園園水水族族館館協協会会等等にによよっってて飼飼育育管管理理ののガガイイドドララ
イインンがが定定めめらられれてていいるる動動物物種種ににつついいててはは、、ガガイイ
ドドラライインンをを参参考考ににししてて飼飼育育にに必必要要なな必必要要面面積積をを
勘勘案案しし、、限限らられれたたススペペーーススでで効効果果的的なな展展示示ががでで
ききるるよよううにに飼飼育育展展示示計計画画のの作作成成をを進進めめたた。。

・・飼飼育育展展示示計計画画（（エエリリアアのの設設定定、、各各
エエリリアアににおおけけるる展展示示ココンンセセププトト策策定定、、
飼飼育育のの意意義義やや効効果果にに基基づづくく各各動動物物種種
のの分分類類、、展展示示やや保保全全のの重重点点的的取取組組
等等））にに沿沿っってて飼飼育育展展示示をを行行うう。。ままたた、、
第第２２次次都都立立動動物物園園ママススタターーププラランン1100
年年計計画画のの中中でで計計画画のの進進捗捗をを確確認認しし、、
必必要要にに応応じじてて動動物物種種のの分分類類のの変変更更等等
をを実実施施すするる。。

国国内内外外動動物物
園園・・水水族族館館
ととののネネッットト
ワワーーククのの一一
層層のの強強化化

目目
標標
②②

・・日日本本動動物物園園水水族族館館協協会会をを通通じじたた
国国内内ネネッットトワワーーククのの強強化化。。
・・国国際際会会議議へへののwweebb等等にによよるる積積極極
参参加加にによよりり、、海海外外ネネッットトワワーーククをを
強強化化。。
・・日日本本動動物物園園水水族族館館協協会会ののガガイイドド
ラライインン作作成成ににああたたりり、、各各種種動動物物のの
種種別別計計画画管管理理者者、、専専門門技技術術員員ととしし
てて執執筆筆にに協協力力。。

・・希希少少種種のの繁繁殖殖をを推推進進すするるたためめにに国国内内外外のの
ネネッットトワワーーククをを通通じじてて動動物物移移動動をを実実施施ししたた。。
・・アアジジアア保保全全医医学学会会でではは口口頭頭発発表表をを行行うう等等、、
各各種種国国際際会会議議にに積積極極的的にに参参加加しし、、海海外外ネネッッ
トトワワーーククをを強強化化ししたた。。
・・日日本本動動物物園園水水族族館館協協会会のの種種別別計計画画者者及及びび
個個体体群群管管理理者者ととししてて2266種種のの管管理理をを行行いい、、専専
門門技技術術員員ととししてて1166種種のの計計画画管管理理にに協協力力ししたた。。

・・日日本本動動物物園園水水族族館館協協会会をを通通しし情情報報収収集集をを行行いい、、
遺遺伝伝的的多多様様性性にに考考慮慮ししたた動動物物移移動動をを調調整整すするる中中
でで、、国国内内外外ののネネッットトワワーーククがが強強化化さされれたた。。
・・今今年年度度のの国国際際会会議議はは実実地地開開催催ととななりり、、参参加加者者
同同士士のの交交流流をを深深めめるる事事ががででききたた。。今今後後のの動動物物移移
動動ににつつななががるるネネッットトワワーーククのの構構築築ににももつつななががっっ
たた。。
・・日日本本動動物物園園水水族族館館協協会会ののココレレククシショョンンププラランン
（（JJCCPP））のの種種別別計計画画管管理理者者等等ととししてて係係るる事事でで、、
他他施施設設ととのの交交流流がが促促進進さされれ、、よよりり強強固固ななネネッットト
ワワーーククがが構構築築ででききたた。。

・・日日本本動動物物園園水水族族館館協協会会をを通通じじたた国国
内内ネネッットトワワーーククをを活活用用ししてて22002222年年度度
末末にに導導入入ししたたココビビトトカカババややユユキキヒヒョョ
ウウ等等、、希希少少種種のの繁繁殖殖にに取取りり組組むむ。。
・・国国際際会会議議等等でで培培っったた人人脈脈やや国国際際ププ
ロロジジェェククトトへへのの参参画画にによよりり、、ラライイオオ
ンンややタタススママニニアアデデビビルル等等、、海海外外かからら
のの個個体体導導入入をを図図るる。。
・・日日本本動動物物園園水水族族館館協協会会ののJJCCPP（（動動物物
収収集集計計画画））ににおおいいてて希希少少種種のの計計画画管管
理理者者ととししてて、、生生息息域域外外保保全全をを推推進進すす
るる。。

動動物物福福祉祉のの
推推進進

目目
標標
③③

・・日日本本動動物物園園水水族族館館協協会会のの福福祉祉基基
準準にに基基づづいいてて実実施施すするる自自己己評評価価をを
ももととにに、、飼飼育育環環境境・・飼飼育育方方法法のの改改
善善方方針針をを検検討討しし、、順順次次改改善善をを行行うう。。

・・1111月月、、日日本本動動物物園園水水族族館館協協会会（（JJAAZZAA））会会
員員ホホーームムペペーージジかからら動動物物福福祉祉チチェェッッククリリスス
トトをを入入手手しし、、リリスストト内内容容をを確確認認ししたた。。1122月月
ににJJAAZZAA会会員員園園のの動動物物福福祉祉評評価価をを行行うう評評価価員員
をを養養成成すするるたためめのの研研修修がが開開催催さされれ、、４４園園代代
表表者者がが受受講講すするるととのの情情報報をを得得たた。。

・・JJAAZZAA倫倫理理福福祉祉部部長長とと定定期期的的にに連連絡絡をを取取りり、、世世
界界動動物物園園水水族族館館協協会会及及びび日日本本動動物物園園水水族族館館協協会会
ににおおけけるる動動物物福福祉祉関関係係のの最最新新情情報報をを収収集集すするるここ
ととががででききたた。。
・・収収集集ししたた情情報報ををももととにに動動物物福福祉祉にに関関すするる自自己己
評評価価のの準準備備をを進進めめるる。。

・・世世界界動動物物園園水水族族館館協協会会（（WWAAZZAA））にに
直直接接加加盟盟すするる施施設設会会員員のの上上野野動動物物園園
及及びび多多摩摩動動物物公公園園はは、、WWAAZZAAのの要要請請にに
基基づづいいててJJAAZZAAがが設設置置しし実実施施すするる動動物物
福福祉祉にに関関すするる第第三三者者評評価価のの結結果果をを踏踏
ままええ、、ささららななるる飼飼育育環環境境・・飼飼育育方方法法
のの改改善善をを進進めめるる。。

（公財）東京動物園協会

戦戦略略３３ 飼飼育育展展示示のの一一層層のの充充実実

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「第第２２次次都都立動動物物園園ママススタターーププラランン」」、、「「第第２２次次ズズーースストトッックク計計画画」」

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○ ○

東
京
動
物
園
協
会

東
京
動
物
園
協
会
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①内内容容のの充充実実ししたたオオンンラライインンにによよるるププロロググララムムをを作作成成・・発発信信しし、、参参加加者者のの満満
足足度度33..55以以上上（（４４点点満満点点））をを目目指指すす。。

②②種種ララベベルルのの統統一一化化をを実実施施すするるととととももにに、、保保全全・・環環境境教教育育をを強強化化しし、、来来園園者者
のの理理解解度度をを向向上上ささせせるる。。

③③来来園園者者にに環環境境をを守守るるたためめのの行行動動をを促促すすココンンテテンンツツのの強強化化をを図図りり、、参参加加者者数数
やや理理解解度度のの前前年年度度比比向向上上をを目目指指すす。。

取取組組①①：：オオンンラライインンのの特特性性をを生生かかしし、、対対象象やや内内容容ににああわわせせたた多多様様ななププロロググララムムをを実実
践践・・評評価価ししたた。。5511件件ののププロロググララムムでで満満足足度度調調査査をを実実施施しし、、そそのの平平均均値値（（４４点点満満点点））
はは33..7799ででああっったた。。引引きき続続きき技技術術をを共共有有しし、、よよりり効効果果的的なな教教育育活活動動にに取取りり組組むむ。。ままたた、、
学学校校向向けけココンンテテンンツツのの分分析析やや教教員員ヒヒアアリリンンググにによよりり改改善善をを進進めめ、、今今後後はは教教員員とと協協働働
でで開開発発をを進進めめるる。。
取取組組②②：：種種ララベベルル情情報報充充実実ののたためめにに表表記記ガガイイドドラライインンやや視視認認性性のの高高いいデデザザイインンをを作作
成成しし、、多多摩摩かからら更更新新にに着着手手。。普普及及啓啓発発パパネネルルはは中中間間評評価価とと更更新新をを行行うう。。
取取組組③③：：保保全全ププロロググララムムをを新新手手法法でで評評価価検検証証。。結結果果にに基基づづいいてて改改善善。。職職員員向向けけ研研修修
もも実実施施しし、、魅魅力力的的なな保保全全教教育育にに繋繋げげるる。。

戦略を設定する理由・背景
地地球球環環境境のの急急速速なな悪悪化化はは、、そそここにに住住むむ生生物物のの絶絶滅滅ののリリススククをを増増すすだだけけででななくく、、人人のの暮暮ららししににもも大大ききくく影影響響をを与与ええるるよよううににななっっててききたた。。野野生生生生物物をを扱扱うう動動物物園園・・水水族族園園
ににととっってて保保全全教教育育のの役役割割ははまますすまますす重重要要ななももののととななっってていいるる。。

団体における現状（課題）
〇〇ココロロナナ禍禍のの中中でで、、来来園園のの困困難難なな学学校校団団体体やや一一般般来来園園者者にに対対ししオオンンラライインンにによよるる
教教育育普普及及活活動動ココンンテテンンツツのの配配信信ややワワーーククシショョッッププ等等のの学学習習機機会会のの確確保保等等にに取取りり組組
んんででいいるるがが、、ククオオリリテティィやや頻頻度度等等ににおおいいてて、、既既存存ののププロロググララムムにに比比べべ同同等等のの内内容容
ににままでではは至至っってていいなないい。。

〇〇各各園園でで掲掲示示さされれてていいるる生生物物のの種種ララベベルルはは、、園園そそれれぞぞれれのの考考ええでで表表さされれてておおりり、、
記記載載内内容容等等がが統統一一さされれてていいなないい。。

〇〇海海外外ででのの動動物物園園等等ににおおけけるる教教育育活活動動のの中中心心がが保保全全教教育育ににシシフフトトししてていいるる中中でで、、
ここれれままででのの取取組組にに保保全全へへののメメッッセセーージジはは少少ななくく、、そそのの表表現現のの技技法法もも試試行行錯錯誤誤のの状状
態態ででああるる。。

課題解決の⼿段
①①教教育育普普及及セセンンタターーのの機機能能向向上上をを図図りり、、セセンンタターーをを核核ととししててオオンンラライインンにによよるる学学
習習ココンンテテンンツツのの内内容容のの向向上上及及びび44園園連連携携にによよるるププロロググララムムをを実実施施すするる。。聴聴覚覚障障ががいい
者者等等幅幅広広いい利利用用がが可可能能ななププロロググララムムのの開開発発をを行行うう。。

②②特特にに動動物物園園３３園園のの種種ララベベルルのの内内容容統統一一をを進進めめるる。。ままたた、、保保全全教教育育、、環環境境教教育育にに
資資すするる解解説説をを表表記記すするるななどど、、内内容容のの充充実実をを図図るる。。

③③野野生生生生物物のの住住むむ環環境境ややそそのの種種のの状状況況にに関関すするる情情報報発発信信ををここれれままでで以以上上にに強強化化すす
るるほほかか、、動動物物園園・・水水族族園園がが有有すするる資資源源をを生生かかししてて個個人人でで取取りり組組めめるるSSDDGGssをを促促進進すす
るる啓啓発発活活動動をを進進めめるる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

オオンンラライインン
等等にによよるる教教
育育活活動動／／情情
報報発発信信のの強強
化化

目目
標標
①①

・・オオンンラライインンププロロググララムム実実施施計計画画
初初年年度度のの評評価価検検証証、、改改善善。。ココンンテテ
ンンツツ作作成成技技術術ののススキキルルアアッッププ研研修修
等等のの開開催催。。年年度度ププロロググララムムのの実実施施

・・前前年年度度実実績績をを整整理理しし、、参参加加者者のの満満足足度度やや
意意見見ををももととにに評評価価をを行行いい、、対対象象やや内内容容にに適適
ししたた手手法法をを取取りり入入れれ、、オオンンラライインンププロロググララ
ムムをを実実施施ししたた。。
・・学学校校向向けけココンンテテンンツツををウウェェブブ解解析析やや教教員員
ヒヒアアリリンンググ（（４４校校3311名名））にによよりり評評価価分分析析しし、、
４４園園でで共共有有・・更更新新ししたた。。
・・オオンンラライインン機機材材リリスストトをを作作成成しし、、技技術術研研
修修をを４４園園でで合合計計1100回回行行っったた。。

・・オオンンラライインンププロロググララムムのの多多様様なな手手法法をを試試行行しし、、
参参加加者者のの満満足足度度やや意意見見かからら評評価価ししてて、、効効果果的的なな
オオンンラライインンププロロググララムムをを実実践践ししたた。。対対面面ととオオンン
ラライインンののハハイイブブリリッッドドププロロググララムムもも実実施施しし、、参参
加加者者のの幅幅をを広広げげてていいくく。。
・・オオンンラライインン実実施施にに必必要要なな機機材材リリスストトやや技技術術をを
４４園園でで共共有有しし、、ススキキルルアアッッププののたためめのの現現場場研研修修
をを実実施施ししたた。。ココンンテテンンツツににつついいててはは、、ととくくににDDXX
化化がが進進むむ学学校校向向けけのの教教材材動動画画ををYYoouuTTuubbeeアアナナリリ
テティィククススにによよるる分分析析やや教教員員ヒヒアアリリンンググをを行行いい評評
価価ししたた。。次次年年度度にに向向けけててババーージジョョンンアアッッププししてて
いいくく。。

・・一一般般向向けけやや学学校校向向けけののオオンンラライインン
ププロロググララムム、、おおよよびび学学校校向向けけののオオンン
ラライインン教教材材ににつついいてて評評価価検検証証をを継継続続
的的にに行行ううととととももにに、、2244年年度度以以降降のの目目
標標をを設設定定しし、、年年度度計計画画にに基基づづくくププロロ
ググララムムをを実実施施すするる。。
・・オオンンラライインンププロロググララムム参参加加者者アアンン
ケケーートトをを実実施施しし、、満満足足度度33..55以以上上（（４４
点点満満点点））をを目目指指すす（（22002222年年度度1111月月末末
時時点点のの平平均均満満足足度度：：33..7799））。。

教教育育普普及及のの
たためめのの展展示示
解解説説ツツーールル
のの充充実実

目目
標標
②②

・・種種ララベベルル内内容容のの検検討討とと各各園園調調整整。。
普普及及啓啓発発ララベベルルのの内内容容のの検検討討とと各各
園園調調整整。。実実施施計計画画策策定定

・・動動物物名名・・学学名名・・分分布布域域・・保保全全状状況況等等をを示示
すす「「種種ララベベルル」」のの４４園園共共通通項項目目をを決決定定しし、、
表表記記ガガイイドドラライインンをを作作成成ししたた。。新新ガガイイドドララ
イインンにによよるる改改定定にに多多摩摩動動物物公公園園かからら着着手手しし
たた。。
・・パパネネルル等等でで動動物物情情報報をを提提供供すするる「「普普及及啓啓
発発ララベベルル」」のの現現状状分分析析をを多多摩摩でで継継続続。。現現状状
分分析析をを行行っったた上上野野動動物物園園でではは優優先先的的にに改改修修
をを要要すするる施施設設をを選選定定ししたた。。

・・多多摩摩動動物物公公園園かからら着着手手ししたた種種ララベベルルのの更更新新はは、、
上上野野・・葛葛西西・・井井のの頭頭ののデデザザイインン担担当当者者がが、、基基本本
フフォォーーママッットトややズズーースストトッックク種種アアイイココンンななどどのの
検検討討をを行行っったた。。ササイインンのの新新ししいい制制作作技技術術もも４４園園
でで共共有有ししななががらら、、多多摩摩のの主主だだっったた種種ララベベルルににつつ
いいてて今今年年度度中中のの更更新新をを目目指指すす。。
・・普普及及啓啓発発ララベベルルのの中中ににはは情情報報がが古古くくななっってていい
るる例例もも確確認認さされれたたたためめ、、適適切切にに更更新新をを進進めめてていい
くく。。

・・４４園園ににおおけけるる種種ララベベルルのの統統一一化化実実
施施。。普普及及啓啓発発ララベベルルのの設設置置
・・種種ララベベルル及及びび普普及及啓啓発発ララベベルルにに関関
すするるアアンンケケーートトをを来来園園者者をを対対象象にに実実
施施しし、、設設置置以以前前ののアアンンケケーートト調調査査結結
果果かからら理理解解度度のの向向上上をを図図るる。。

地地球球環環境境保保
全全にに関関すするる
普普及及啓啓発発活活
動動のの推推進進

目目
標標
③③

・・新新たたなな保保全全教教育育・・環環境境教教育育モモデデ
ルルププロロググララムムのの計計画画・・実実施施、、評評価価
検検証証、、改改善善

・・動動物物のの危危機機やや保保全全をを訴訴ええるる記記念念日日をを活活用用
しし、、世世界界ゾゾウウのの日日、、世世界界ゴゴリリララのの日日、、湿湿地地
のの日日等等ににああわわせせたた保保全全教教育育をを各各園園でで実実践践。。
一一部部ににつついいてて参参加加者者のの意意識識変変容容をを量量的的・・質質
的的にに評評価価しし、、改改善善にに繋繋げげたた。。
・・葛葛西西でではは食食育育（（環環境境教教育育））ののモモデデルルププロロ
ググララムムをを開開発発実実践践ししたた。。ままたた、、職職員員意意識識向向
上上ののたためめのの研研修修（（講講演演会会とと動動画画））をを実実施施しし
たた。。

・・保保全全教教育育のの評評価価手手法法ととししてて、、参参加加者者のの意意識識変変
化化をを多多変変量量解解析析ととテテキキスストト分分析析（（テテキキスストトママイイ
ニニンンググ））でで質質的的・・量量的的にに評評価価ししたた（（４４件件））。。ここ
れれももととにに改改善善をを進進めめ、、新新ププロロググララムム開開発発にに繋繋げげ
るる。。
・・水水族族館館ななららででははのの環環境境教教育育のの一一つつででああるる「「食食
育育ププロロググララムム」」をを、、水水産産研研究究機機構構とと連連携携ししててモモ
デデルルププロロググララムムをを開開発発・・実実践践ししたた。。ままたた、、SSDDGGss
ををテテーーママととししたた専専門門家家にによよるる講講演演会会、、職職員員にによよ
るる研研修修動動画画２２本本をを制制作作・・配配信信ししたた。。保保全全教教育育をを
推推進進すするる職職員員のの意意識識向向上上にに繋繋げげるる。。

・・前前年年度度ののアアンンケケーートトデデーータタをを対対象象
ににテテキキスストト分分析析等等にによよるる評評価価検検証証をを
行行いい、、そそのの結結果果をを踏踏ままええ、、44園園連連携携にに
よよるる保保全全教教育育・・環環境境教教育育ププロロググララムム
をを実実施施すするる。。
・・前前年年度度にに実実施施ししたたモモデデルルププロロググララ
ムムとと比比較較しし、、参参加加者者数数ややアアンンケケーートト
調調査査ででのの理理解解度度のの向向上上をを図図るる。。
・・保保全全教教育育・・環環境境教教育育ににつついいてて、、実実
地地ややオオンンラライインン、、ハハイイブブリリッッドド等等のの
開開催催手手段段をを駆駆使使ししたた来来園園者者向向けけププロロ
ググララムムをを８８回回、、職職員員向向けけのの研研修修をを３３
回回実実施施すするる。。

（公財）東京動物園協会

戦戦略略４４ 教教育育普普及及活活動動のの一一層層のの推推進進

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「第第２２次次都都立立動動物物園園ママススタターーププラランン」」、、「「第第２２次次ズズーースストトッックク計計画画」」

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○ ○

東
京
動
物
園
協
会

東
京
動
物
園
協
会
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①４４園園ででののオオンンラライインン決決済済のの導導入入及及びび全全ててのの入入場場門門ででのの各各種種キキャャッッシシュュレレスス
決決済済導導入入をを完完了了ささせせ、、入入場場券券以以外外のの支支払払手手続続ににおおけけるるキキャャッッシシュュレレスス化化をを推推
進進すするる。。

②②５５GG等等のの新新技技術術をを活活用用ししたた利利用用者者ササーービビススやや多多様様なな事事業業部部門門ででのの活活用用をを検検討討
しし、、新新たたなな施施策策をを３３件件以以上上開開始始すするる。。

③③外外部部有有識識者者のの知知見見もも取取りり入入れれ、、魅魅力力向向上上ののたためめのの利利用用者者ササーービビススをを毎毎年年１１
件件新新たたにに展展開開すするる。。

取取組組①①：：４４園園ででののオオンンラライインン決決済済導導入入、、及及びび全全ててのの入入場場門門ででのの各各種種キキャャッッシシュュレレスス
決決済済導導入入ににつついいてて計計画画通通りり進進めめ、、完完了了ししたた。。

取取組組②②：：アアババタターーロロボボッットトをを高高校校授授業業やや小小児児医医療療期期間間等等でで活活用用しし、、多多様様なな対対象象向向けけ
のの経経験験とと実実績績をを積積みみ重重ねねるるととととももにに、、混混雑雑ママッッププのの準準備備をを進進めめたた。。

取取組組③③：：ササーービビスス向向上上策策ととししてて前前年年度度導導入入ししたたデデジジタタルルママッッププをを活活用用しし、、園園内内でで楽楽
ししくく学学べべるる機機会会をを提提供供ししたた。。ままたた、、来来園園者者向向けけササーービビススをを向向上上ささせせるるたためめのの委委員員会会
でではは、、外外部部有有識識者者のの意意見見をを取取りり入入れれ、、中中長長期期的的ササーービビススのの基基盤盤にに関関わわるる検検討討をを進進めめ
たた。。

戦略を設定する理由・背景
動動物物園園・・水水族族園園がが伝伝ええたたいいメメッッセセーージジをを届届けけるるたためめににはは、、ここれれままでではは来来園園ししててももららううここととをを大大前前提提ととししてていいたたがが、、ココロロナナ禍禍ににおおいいててはは積積極極的的にに集集客客をを図図るるここととががでできき
なないい状状況況のの長長期期化化がが見見込込ままれれるる。。ここううししたた中中、、全全国国のの園園館館でではは最最新新技技術術もも活活用用ししたた、、新新たたななササーービビススにによよるる魅魅力力向向上上にに知知恵恵をを絞絞っってていいるる。。

団体における現状（課題）
〇〇ココロロナナ感感染染拡拡大大のの影影響響にによよりり、、入入場場制制限限のの実実施施やや、、通通常常のの形形ででののイイベベンントトをを中中
止止せせざざるるをを得得なないい。。

〇〇タタッッチチレレスス等等のの推推進進やや新新たたなな技技術術をを活活用用ししたた情情報報発発信信ななどど、、来来園園者者にに対対ししよよりり
一一層層安安心心・・快快適適でで、、かかつつ魅魅力力ああるるササーービビススをを提提供供すするる必必要要ががああるる。。

〇〇来来たたくくててもも来来らられれなないい人人向向けけののササーービビススをを提提供供すするる必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
①①22001199年年９９月月かからら入入場場券券購購入入時時ののキキャャッッシシュュレレススをを一一部部導導入入ししてていいるるがが、、来来園園者者
のの利利便便性性向向上上をを考考慮慮しし、、ここれれをを拡拡充充すするるととととももにに、、ココロロナナ感感染染拡拡大大防防止止ののたためめ、、
対対面面購購入入のの必必要要ががなないいオオンンラライインン決決済済をを導導入入すするる。。

②②次次世世代代通通信信技技術術ででああるる５５GG等等のの新新たたなな技技術術をを活活用用しし、、多多くくのの来来園園者者／／非非来来園園者者にに
情情報報発発信信をを行行ううととととももにに、、ここのの技技術術をを飼飼育育展展示示ななどど他他部部門門ででもも活活用用しし、、業業務務のの効効
率率化化をを図図るる。。

③③外外部部有有識識者者ををアアドドババイイザザーーととししてて招招聘聘しし、、設設定定ししたたタターーゲゲッットトにに向向けけたた効効果果的的
ななササーービビスス向向上上策策をを検検討討すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

キキャャッッシシュュ
レレスス・・タタッッ
チチレレススのの推推
進進

目目
標標
①①

・・年年間間パパススポポーートトののデデジジタタルル化化等等、、
ささららななるる施施策策ににつついいてて調調査査しし、、東東
京京都都とと調調整整ししななががらら導導入入準準備備をを進進
めめるる。。
・・需需要要にに合合わわせせたたキキャャッッシシュュレレスス
決決済済拡拡充充のの検検討討。。

・・訪訪日日外外国国人人向向けけののオオンンラライインンチチケケッットト
ササーービビスス「「TTHHEE  TTOOKKYYOO  PPAASSSS」」をを４４園園全全ててにに
導導入入ししたた。。オオンンラライインン決決済済おおよよびび年年間間パパスス
ポポーートトののデデジジタタルル化化ににつついいててはは、、他他施施設設へへ
のの導導入入実実績績をを有有すするる開開発発会会社社ににヒヒアアリリンンググ
等等のの調調査査をを行行っったた。。
・・需需要要にに合合わわせせたたキキャャッッシシュュレレスス決決済済のの拡拡
充充ににつついいてて検検討討をを進進めめるる。。

・・年年間間パパススポポーートトににつついいててはは、、幅幅広広いいニニーーズズにに
対対応応すするるたためめデデジジタタルルとと紙紙のの併併用用をを前前提提ととしし、、
そそのの他他のの施施策策をを含含めめてて調調査査等等のの導導入入準準備備をを継継続続
すするる。。
・・外外国国人人旅旅行行者者のの回回帰帰動動向向等等、、需需要要のの変変化化をを注注
視視ししつつつつ、、キキャャッッシシュュレレスス決決済済のの拡拡充充をを検検討討すす
るる。。

・・前前年年度度のの準準備備にに基基づづきき、、年年間間パパスス
ポポーートトののデデジジタタルル化化、、オオンンラライインンチチ
ケケッットトシシスステテムムのの改改善善等等ににつついいてて調調
査査とと検検討討をを進進めめ、、利利用用者者のの利利便便性性向向
上上ののたためめのの施施策策をを実実施施すするる。。
・・窓窓口口やや券券売売機機ででのの入入場場券券販販売売のの
キキャャッッシシュュレレスス決決済済化化にに引引きき続続きき、、
ベベビビーーカカーーのの有有料料貸貸出出手手続続等等、、需需要要
にに応応じじたたキキャャッッシシュュレレスス決決済済拡拡充充策策
のの検検討討をを進進めめるる。。

５５GG等等のの新新
たたなな技技術術をを
活活用用ししたた
ササーービビススのの
展展開開

目目
標標
②②

・・前前年年度度にに実実施施ししたた実実証証実実験験にに基基
づづきき、、新新たたなな来来園園者者ササーービビススのの定定
常常化化をを図図るるととととももにに、、飼飼育育展展示示等等、、
多多様様なな事事業業部部門門ででのの技技術術活活用用のの準準
備備をを進進めめるる。。

・・葛葛西西臨臨海海水水族族園園ででアアババタターーロロボボッットトをを導導
入入しし、、来来園園困困難難なな方方等等をを対対象象にに遠遠隔隔来来園園体体
験験ププロロググララムムをを３３件件実実施施
・・AAIIカカメメララをを活活用用ししたた上上野野動動物物園園混混雑雑ママッッ
ププににつついいてて、、利利便便性性向向上上ののたためめ混混雑雑表表示示２２
箇箇所所のの追追加加をを準準備備中中
・・前前年年度度実実施施ししたた実実証証実実験験にに基基づづくく展展開開にに
つついいててはは東東京京都都でで検検討討中中

・・アアババタターーににつついいててはは、、井井のの頭頭自自然然文文化化園園ででのの
障障ががいい児児向向けけ催催しし「「ドドリリーームムナナイイトト・・アアッットト・・
ザザ・・ズズーー」」、、公公立立高高校校ででのの出出張張授授業業、、都都立立小小児児
総総合合医医療療セセンンタターーににおおけけるる移移動動水水族族館館ででのの活活用用
ななどど、、多多様様なな対対象象向向けけにに経経験験とと実実績績をを積積みみ重重ねね
たた。。
・・上上野野のの混混雑雑ママッッププににつついいててはは、、再再開開園園ししたた６６
月月４４日日かからら園園内内でで混混雑雑状状況況をを確確認認可可能能なな環環境境をを
整整ええるるととととももにに、、ゴゴリリララととトトララをを混混雑雑表表示示箇箇所所
ととししてて追追加加すするる準準備備をを進進めめ、、ささららななるる利利便便性性のの
向向上上をを図図っったた（（1122月月中中にに公公開開予予定定））。。

・・３３年年後後のの到到達達目目標標ととししてていいたた新新たた
なな施施策策３３件件ににつついいててはは、、混混雑雑ママッッププ
（（上上野野））、、アアババタターー（（葛葛西西））、、デデジジ
タタルルママッッププ（（４４園園））をを既既にに実実施施ししてて
おおりり、、ここれれららをを活活用用ししたた情情報報発発信信等等
のの維維持持・・充充実実等等をを図図るる。。

外外部部のの知知見見
をを活活用用ししたた
ササーービビスス向向
上上ののたためめのの
新新たたなな取取組組

目目
標標
③③

・・前前年年度度のの準準備備にに基基づづきき新新たたなな施施
策策をを実実施施すするるととととももにに、、外外部部有有識識
者者のの意意見見をを取取りり入入れれななががらら、、新新たた
にに設設定定ししたたタターーゲゲッットトにに向向けけたた
ササーービビスス向向上上策策のの全全体体像像ににつついいてて
準準備備をを進進めめるる。。

・・新新たたななタターーゲゲッットトにに向向けけたたササーービビスス向向上上
策策のの一一環環ととししてて、、前前年年度度導導入入ししたたデデジジタタルル
ママッッププををささららにに活活用用しし、、デデジジタタルルククイイズズララ
リリーー企企画画をを２２件件実実施施ししたた。。
・・上上記記以以外外ののササーービビスス向向上上策策ににつついいててもも外外
部部有有識識者者のの意意見見をを取取りり入入れれななががらら検検討討中中でで
ああるる。。

・・デデジジタタルルククイイズズララリリーーににつついいててはは、、上上野野動動物物
園園ののパパンンダダ双双子子１１歳歳記記念念イイベベンントト（（６６月月７７日日～～
７７月月３３日日））、、４４園園合合同同ののSSDDGGss企企画画（（1111月月1100日日～～
３３月月５５日日））ととししてて実実施施しし、、ススママーートトフフォォンンのの普普
及及をを背背景景にに楽楽ししみみななががらら学学べべるる機機会会をを提提供供ししたた。。
・・来来園園者者にに向向けけたたササーービビススをを向向上上すするる委委員員会会でで
はは、、ここれれままでで情情報報発発信信にに使使わわれれななかかっったたトトイイレレ
ややテテララスス等等のの便便益益施施設設等等ででのの生生物物情情報報掲掲示示のの他他、、
都都にによよるる飼飼育育展展示示施施設設等等のの施施設設整整備備へへのの協協力力体体
制制のの改改善善ななどど、、短短期期的的なな実実施施検検討討ののみみででななくく、、
中中長長期期的的ななササーービビススのの基基盤盤にに関関わわるる検検討討もも進進めめ
たた。。

・・「「ササーービビスス向向上上委委員員会会」」ににおおけけるる
前前年年度度のの準準備備にに基基づづきき、、親親子子連連れれなな
どどののタターーゲゲッットトにに向向けけたたササーービビスス向向
上上策策をを実実施施すするる。。

（公財）東京動物園協会

戦戦略略５５ 利利用用者者ササーービビススのの質質のの向向上上

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「第第２２次次都都立立動動物物園園ママススタターーププラランン」」、、「「第第２２次次ズズーースストトッックク計計画画」」

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○ ○
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２０ 公益財団法⼈東京都公園協会 
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2023年度改訂版のポイント
◆戦略１ニーズに応える公園運営 「公園利⽤の変化を⾒据えた都への公園の改⾰案提⾔」について、提⾔の内容を踏まえ、占
⽤許可制限の緩和、ドッグラン事業における企業連携サービスの連携等の実施を記載
「地域と⼀体となったマネジメントの推進」について、地域連携の取組を実施する公園数を記載するとともに、「「新しい⽇常」
における新たな使い⽅の提供」においては、アプリDL⽬標値と利⽤促進の具体取組、千葉⼯業⼤と連携した取組を記載

◆戦略２さらなるDXの推進による組織⼒の向上 2023年度の超過勤務時間の⽬標を2019年度⽐4％減、6,000時間減に修正
「デジタルツールを活⽤した広報の強化・サービスの拡充」について、ホームページの運⽤開始時期を記載するとともに、「他団
体との情報交換会の設置、開催（事務・事業全般）」においては、団体間で連携した情報セキュリティ対策の取組について記載

◆戦略３財政基盤の安定化と公益事業の継続的推進のための収益事業展開 経常利益3カ年合計⽬標を7億円に修正
「収益施設の新設による事業領域の拡⼤」について、代々⽊公園事業案のスケジュールを変更

【プランの主な改訂内容】

（公財）東京都公園協会

戦略１ ニーズに応える公園運営
個別取組事項

(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項
(改訂後) 2023年度(改訂後)

公園利⽤の変化を⾒
据えた都への公園の
改⾰案提⾔

・改⾰案の実現に向けて都と調整し、承認さ
れた事業を実⾏

公園利⽤の変化を⾒
据えた都への公園の
改⾰案提⾔

・⽇⽐⾕公園他３公園の占⽤許可等制限の緩
和及び12か所のドッグラン事業における企業
連携サービス導⼊について、現在調整中であ
り、2023年度に都に承認された場合、承認を
受けた箇所及び規模において、事業を実⾏す
る。

戦略１ ニーズに応える公園運営
個別取組事項

(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項
(改訂後) 2023年度(改訂後)

地域と⼀体となった
マネジメントの推進

・地域や企業、⾃治体等と協働し、公園⻑公
園や協議会を⽴ち上げた公園を中⼼に地域の
ニーズや課題解決について計画、実施、評
価・⾒直し
・地域との交流や出会いを促す取組を実施

地域と⼀体となった
マネジメントの推進

・地域や企業、⾃治体等と協働し、⽇⽐⾕公
園等５つの公園⻑公園及び協議会を⽴ち上げ
た砧公園等４公園で、地域のニーズや課題解
決について計画、実施、評価・⾒直しを⾏う
・協議会が⽴ち上がっていない⻘⼭公園等9
公園において、地域との交流や出会いを促す
取組を実施

戦略１ ニーズに応える公園運営

個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

「新しい⽇常」にお
ける新たな使い⽅の
提供

・2022年度の結果を踏まえた品質向上や利⽤
促進の取組を実施
・検討結果に基づくモバイルサービスを実施

「新しい⽇常」にお
ける新たな使い⽅の
提供

・アプリ「TOKYO PARKS PLAY」ダウン
ロード数の向上（⽬標値56,000）
・操作の分かりやすさ（ユーザーインター
フェイス）とコンテンツの難易度（クリア率
等）の改善
・千葉⼯業⼤と連携したバラの識別AIの実証
実験の継続

戦略１ ニーズに応える公園運営
個別取組事項

(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項
(改訂後) 2023年度(改訂後)

公園に対する都⺠の
評価を測る調査の設
計・実施

・2022年度の取組を踏まえ、ニーズに応えた
管理運営を⾏い、公園の魅⼒を向上させるこ
とにより16公園の「居⼼地の良さ指数」を向
上（平均値）
※魅⼒向上の取組は全ての公園で実施

公園に対する都⺠の
評価を測る調査の設
計・実施

・2022年度の取組を踏まえ、ニーズに応えた
管理運営を⾏い、公園の魅⼒を向上させるこ
とにより16公園の「居⼼地の良さ指数」を1
ポイント向上（平均値）
※魅⼒向上の取組は全ての公園で実施
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【プランの主な改訂内容】
（公財）東京都公園協会

戦略2 さらなるDXの推進による組織⼒の向上
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標①】
・2023年度の超過勤務時間８％減
※2019年度⽐12,000時間減

【⽬標②】
・財務会計システムと、POSシステムとの連携稼働
・財務会計システムと、台帳管理システム、⼈事システム、⽂書管
理システムの連携に向けた事前調整を実施
【⽬標③】
・公園緑地とそれに関係する多様な情報・サービスを連結させた利
便性の⾼いホームページへの改修

【⽬標①】
・2023年度の超過勤務時間４％減
※2019年度⽐6,000時間減

【⽬標②】
・財務会計システムと、POSシステムとの連携稼働
・財務会計システムと、台帳管理システム、⼈事システム、⽂書管理
システムの連携に向けた事前調整を実施
【⽬標③】
・公園緑地とそれに関係する多様な情報・サービスを連結させた利便
性の⾼いホームページへの改修

戦略2 さらなるDXの推進による組織⼒の向上
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

業務効率化に向けた
IT環境・通信ツール
の改善・強化

・PCのバージョンアップ（200/全760台）を
実施

業務効率化に向けた
IT環境・通信ツール
の改善・強化

・業務効率化に向けたIT環境・通信ツールの
改善・強化は⼀定の⽬標を達成し、取組は完
了

戦略2 さらなるDXの推進による組織⼒の向上
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

デジタルツールを活
⽤した広報の強化・
サービスの拡充

・公園緑地とそれに関係する情報やサービス
を連結させたホームページへの改修

デジタルツールを活
⽤した広報の強化・
サービスの拡充

・公園緑地とそれに関係する情報やサービス
を連結させたホームページを2023年12⽉か
ら運⽤開始

戦略2 さらなるDXの推進による組織⼒の向上
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

他団体との情報交換
会の設置、開催（事
務・事業全般）

・デジタル化推進等に係る情報交換会の継続
（年２回）
・他団体好事例の社内活⽤等

他団体との情報交換
会の設置、開催（事
務・事業全般）

・デジタル化推進等に係る情報交換会の継続
（年２回）
・情報セキュリティに関する各団体の取組⽅
を総合し、強固な情報セキュリティ対策を策
定

戦略3 財政基盤の安定化と公益事業の継続的推進のための収益事業展開
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標①】
・新規事業の展開などによる収益向上と既存の運営⽅法の⾒直しに
よる収⽀構造の改善を図り、2023年度までに経常利益３ヵ年合計10
億円を⽬標とする。

【⽬標①】
・新規事業の展開などによる収益向上と既存の運営⽅法の⾒直しによ
る収⽀構造の改善を図り、2023年度までに経常利益３ヵ年合計７億
円を⽬標とする。

戦略3 財政基盤の安定化と公益事業の継続的推進のための収益事業展開
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

収益施設の新設によ
る事業領域の拡⼤

・代々⽊新規事業開業
・潮⾵新規事業開業

※2023年度までの⽬標５店舗に対し累計５店
舗

収益施設の新設によ
る事業領域の拡⼤

・代々⽊新規事業は、都と調整し、⽔景施設
のスケジュールに合わせて2026年度に開業予
定
・潮⾵新規事業2024年３⽉開業予定

※2023年度までの⽬標５店舗に対し累計４店
舗
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析
【【目目標標①①】】
・・新新規規来来園園者者のの掘掘起起ししややリリピピーータターーのの拡拡充充ななどど公公園園のの利利用用促促進進をを引引きき続続きき
図図っってていいくくととととももにに、、ニニーーズズがが更更にに多多様様化化すするる新新ししいい日日常常下下ににおおいいてて、、22002211
年年度度にに公公園園のの分分類類毎毎にに都都民民のの評評価価をを測測るる新新たたなな評評価価指指標標のの設設定定をを行行いい、、22002233
年年度度にに向向けけ、、向向上上ささせせてていいくくここととをを目目標標ととすするる。。

【【目目標標①①】】各各公公園園ののポポテテンンシシャャルルとと公公園園ででのの取取組組をを効効果果的的にに行行ううたためめ、、ニニーーズズ調調査査
のの結結果果かからら各各公公園園ののニニーーズズ上上位位のの項項目目をを抽抽出出しし、、そそれれにに絡絡めめたた取取組組をを行行うう事事でで「「居居
心心地地のの良良ささ」」指指数数のの向向上上をを図図っったた。。
年年ごごととにに変変化化すするるココロロナナ禍禍やや社社会会状状況況、、人人々々ののニニーーズズにに合合わわせせ、、地地域域連連携携をを行行いいなな
ががらら取取組組をを実実施施すするる。。

戦略を設定する理由・背景
ココロロナナ禍禍ににおおいいてて、、公公園園のの利利用用者者数数もも全全体体的的にに減減少少ししてていいるるもものののの、、住住宅宅街街のの公公園園ななどど一一部部のの公公園園でではは利利用用者者がが大大幅幅にに増増加加ししてていいるる公公園園ももああるる。。新新ししいい日日常常ににおおけけるる
都都民民ニニーーズズのの変変化化をを的的確確にに捉捉ええたた公公園園運運営営をを行行うう必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆ニニーーズズがが多多様様化化・・高高度度化化しし、、都都立立公公園園のの多多面面的的活活用用がが推推進進さされれるる中中でで、、ココロロナナ
拡拡大大のの影影響響にによよるる生生活活のの変変化化にに伴伴いい、、公公園園のの利利用用ににもも変変化化がが生生じじててききてていいるる。。
◆◆公公園園のの特特性性にに応応じじたた多多様様なな主主体体とと協協働働ししたた公公園園ママネネジジメメンントトのの推推進進にに向向けけてて、、44
公公園園ににおおいいててエエリリアアママネネジジメメンントト協協議議会会等等、、地地域域ととのの協協働働にによよるるププロロジジェェククトトをを
立立ちち上上げげるるななどど着着実実にに取取組組をを進進めめてていいるる。。
◆◆ここううししたた中中、、都都のの政政策策連連携携団団体体ととししてて、、ポポスストトココロロナナをを見見据据ええ「「新新ししいい日日常常」」
にに対対応応ししたた公公園園運運営営ののあありり方方をを模模索索しし、、ニニーーズズにに応応ええるる公公園園改改革革をを推推進進ししてていいくく
必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆各各公公園園のの特特性性ややニニーーズズ、、ポポテテンンシシャャルルをを分分析析しし、、ニニーーズズにに応応ええるる公公園園運運営営にに資資
すするる改改革革案案をを都都にに提提言言、、実実施施すするる。。
◆◆公公園園のの特特性性にに応応じじたた多多様様なな主主体体とと協協働働ししたた公公園園ママネネジジメメンントトのの実実現現にに向向けけ、、浮浮
間間公公園園ガガーーデデンンカカフフェェププロロジジェェククトトををははじじめめととししたた地地域域ととのの協協働働にによよるるココミミュュニニ
テティィのの段段階階的的なな発発展展、、強強化化をを果果たたししてていいくく。。
◆◆「「新新ししいい日日常常」」ににおおけけるる、、「「長長いい開開催催期期間間をを設設定定しし、、人人々々がが都都合合のの良良いいととききにに
来来てて楽楽ししむむ、、３３密密ににななららなないい催催しし」」等等にによよるる新新たたなな賑賑わわいいのの創創出出にに取取りり組組んんででいい
くく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

公公園園利利用用のの
変変化化をを見見据据
ええたた都都へへのの
公公園園のの改改革革
案案提提言言

目目
標標
①①

・・22002211年年度度のの検検討討をを踏踏ままええ、、ボボトト
ルルネネッッククととななるる課課題題へへのの対対応応策策
（（規規制制緩緩和和等等））やや財財政政面面へへのの影影響響
をを考考慮慮ししてて、、改改革革案案をを策策定定しし都都にに
提提言言
＜＜検検討討案案＞＞
○○占占用用許許可可等等制制限限のの緩緩和和
・・地地域域のの商商店店街街やや農農家家とと連連携携ししたた
ママルルシシェェ（（楽楽市市楽楽座座））：：小小金金井井公公
園園
・・メメイインン通通りりををアアーートトとと飲飲食食でで賑賑
わわいいをを作作るる（（テテアアトトルル広広場場的的運運
営営））：：葛葛西西臨臨海海公公園園
○○ドドッッググラランン事事業業
・・企企業業連連携携、、ネネーーミミンンググラライイツツ：：
５５公公園園（（木木場場、、駒駒沢沢、、代代々々木木、、城城
北北中中央央、、舎舎人人））

〇〇占占用用許許可可等等制制限限のの緩緩和和
・・ググリリーーンンレレセセププシショョンン事事業業ととししてて、、日日比比
谷谷他他３３公公園園をを候候補補にに使使用用のの基基準準緩緩和和ななららびび
にに事事業業ススキキーームムににつついいてて都都とと協協議議
・・小小金金井井でで地地域域とと連連携携ししたた賑賑わわいい創創出出ママルル
シシェェをを実実施施
〇〇ドドッッググラランン事事業業
・・企企業業連連携携ササーービビスス導導入入のの承承認認ののたためめ、、
ドドッッググラランン運運営営企企業業とと打打合合せせをを行行いい、、関関連連
企企業業にに費費用用のの見見積積ももりりをを依依頼頼

・・公公園園のの魅魅力力アアッッププ取取組組へへのの還還元元ののたためめ、、ググ
リリーーンンレレセセププシショョンン事事業業収収入入のの確確保保先先ととななるる参参
画画企企業業へへ打打診診をを継継続続
・・企企業業ななららびびにに地地域域連連携携イイベベンントトのの実実施施をを通通しし、、
ググリリーーンンレレセセププシショョンン事事業業のの円円滑滑なな実実施施にに向向けけ、、
連連携携ノノウウハハウウをを蓄蓄積積
・・ドドッッググラランンののササーービビスス向向上上にに向向けけ、、打打ちち合合わわ
せせにによよりり収収集集ししたた受受付付ののオオンンラライインン登登録録やや獣獣医医
連連携携とといいっったたドドッッググラランンにに特特化化ししたたササーービビススのの
情情報報をを土土台台にに、、登登録録料料導導入入やや企企業業とと連連携携ししたた
ペペッットト用用品品販販売売等等にによよるる運運営営資資金金確確保保ののたためめのの
ススキキーームムのの検検討討をを継継続続ししてて行行っったた。。

・・日日比比谷谷公公園園他他３３公公園園のの占占用用許許可可等等
制制限限のの緩緩和和及及びび1122かか所所ののドドッッググラランン
事事業業ににおおけけるる企企業業連連携携ササーービビスス導導入入
ににつついいてて、、現現在在調調整整中中でであありり、、22002233
年年度度にに都都にに承承認認さされれたた場場合合、、承承認認をを
受受けけたた箇箇所所及及びび規規模模ににおおいいてて、、事事業業
をを実実行行すするる。。

地地域域とと一一体体
ととななっったたママ
ネネジジメメンントト
のの推推進進

目目
標標
①①

・・小小金金井井公公園園でで地地元元事事業業者者やや観観光光
協協会会等等とと協協働働しし、、地地域域活活性性化化にに向向
けけ「「じじももととママルルシシェェ」」をを開開催催すするる
等等、、協協議議会会をを立立ちち上上げげたた９９公公園園でで
地地域域ののニニーーズズやや課課題題解解決決のの取取組組をを
実実施施：：９９公公園園（（日日比比谷谷、、木木場場、、砧砧、、
代代々々木木、、浮浮間間、、葛葛西西臨臨海海、、城城北北、、
府府中中のの森森、、小小金金井井））
・・高高井井戸戸公公園園ででのの「「ああおおぞぞらら会会
議議」」等等1133公公園園でで地地域域ととのの交交流流やや出出
会会いいをを促促すす取取組組をを実実施施：：1133公公園園
（（日日比比谷谷、、青青山山、、砧砧、、駒駒沢沢、、代代々々
木木、、汐汐入入、、光光がが丘丘、、舎舎人人、、水水元元、、
府府中中のの森森、、神神代代、、小小山山内内裏裏、、高高井井
戸戸））

〇〇77公公園園ででイイベベンントト、、パパーーククミミーーテティィンンググ
をを実実施施
①①日日比比谷谷：：近近隣隣企企業業1155社社にによよるるパパーーククミミーー
テティィンンググ②②小小金金井井：：近近隣隣企企業業等等1166団団体体のの協協
力力にによよるる「「ココススモモススままつつりり」」他他５５公公園園
〇〇1133公公園園でで地地域域ととのの交交流流をを促促すす取取組組をを実実施施
①①光光がが丘丘：：地地域域とと協協力力にによよるる「「光光がが丘丘公公園園
フフェェススタタ」」②②高高井井戸戸：：近近隣隣住住民民ととのの「「ああおお
ぞぞらら会会議議」」他他1111公公園園

〇〇地地域域ニニーーズズ・・課課題題解解決決
①①指指定定管管理理事事業業計計画画ににつついいてて意意見見交交換換しし、、街街のの
魅魅力力向向上上にに公公園園をを活活かかししたた協協力力関関係係構構築築をを提提案案
②②エエリリママネネ協協議議会会をを開開催催しし、、課課題題ででああるるウウィィズズ
ココロロナナででのの地地域域連連携携をを目目的的にに、、地地元元企企業業出出店店協協
力力にによよるる利利用用者者分分散散型型のの公公園園イイベベンントトをを実実施施
〇〇地地域域交交流流
①①JJAAととのの共共催催事事業業ととししててイイベベンントトをを行行ううここととにに
よよりり、、公公園園をを核核にに地地域域のの農農家家とと近近隣隣住住民民のの繋繋がが
りりをを強強化化
②②近近隣隣住住民民等等とと公公園園ががととももににイイベベンントトをを検検討討すす
るるここととでで、、会会議議参参加加者者のの自自発発的的なな公公園園管管理理参参画画
のの意意識識がが向向上上

・・地地域域やや企企業業、、自自治治体体等等とと協協働働しし、、
日日比比谷谷公公園園等等５５つつのの公公園園長長公公園園及及びび
協協議議会会をを立立ちち上上げげたた砧砧公公園園等等44公公園園でで、、
地地域域ののニニーーズズやや課課題題解解決決ににつついいてて計計
画画、、実実施施、、評評価価・・見見直直ししをを行行うう
・・協協議議会会がが立立ちち上上ががっってていいなないい青青山山
公公園園等等９９公公園園ににおおいいてて、、地地域域ととのの交交
流流やや出出会会いいをを促促すす取取組組をを実実施施

「「新新ししいい日日
常常」」ににおおけけ
るる新新たたなな使使
いい方方のの提提供供

目目
標標
①①

・・アアププリリのの利利用用状状況況をを調調査査しし、、よよ
りり楽楽ししめめるるよよううににニニーーズズにに応応ええたた
ココンンテテンンツツをを３３本本リリリリーースス
・・アアププリリ「「TTOOKKYYOO  PPAARRKKSS  PPLLAAYY」」ダダ
ウウンンロローードド数数のの向向上上（（目目標標値値
4433,,000000））
・・アアププリリのの効効果果測測定定をを行行いい、、費費用用
対対効効果果をを検検証証
・・今今後後ののモモババイイルルササーービビススのの方方向向
性性をを検検討討
・・他他公公園園へへのの横横展展開開やや次次年年度度にに向向
けけたた新新規規取取組組のの検検討討

〇〇アアププリリのの利利用用状状況況調調査査をを実実施施
〇〇謎謎解解ききココンンテテンンツツををははじじめめととすするる新新規規ココ
ンンテテンンツツ４４本本ををリリリリーースス
〇〇「「TTOOKKYYOO  PPAARRKKSS  PPLLAAYY」」ダダウウンンロローードド数数
4466,,995566
〇〇XXRR、、AARR、、デデジジタタルルママッッププ等等デデジジタタルルササーー
ビビススににつついいてて企企業業1100社社ににヒヒアアリリンンググ実実施施
〇〇千千葉葉工工業業大大学学とと連連携携ししたた花花のの識識別別AAIIのの実実
証証実実験験

〇〇アアププリリ利利用用者者をを対対象象にに、、アアンンケケーートト調調査査をを実実
施施ししアアププリリ利利用用のの効効果果とと今今後後のの運運用用のの方方向向性性にに
つついいてて検検証証
〇〇利利用用者者人人気気のの高高いい謎謎解解ききココンンテテンンツツををリリリリーー
ススしし、、イイベベンントトををアアププリリにに連連携携ささせせてて利利用用のの働働
ききかかけけをを行行うう事事にによよりり目目標標をを超超ええるるダダウウンンロローー
ドド数数をを達達成成
〇〇デデジジタタルル技技術術をを使使っったた公公園園のの魅魅力力向向上上ののたためめ、、
費費用用及及びびニニーーズズ等等、、実実施施のの可可能能性性ににつついいてて検検討討
〇〇DDXXのの新新規規取取組組ととししてて、、神神代代植植物物公公園園ににおおいいてて
大大学学がが作作成成すするる花花のの識識別別AAIIアアププリリをを利利用用ししたた来来
園園者者にによよるる秋秋ババララ撮撮影影のの実実証証実実験験をを実実施施

・・アアププリリ「「TTOOKKYYOO  PPAARRKKSS  PPLLAAYY」」ダダウウ
ンンロローードド数数のの向向上上（（目目標標値値5566,,000000））
・・操操作作のの分分かかりりややすすささ（（ユユーーザザーーイイ
ンンタターーフフェェイイスス））ととココンンテテンンツツのの難難
易易度度（（ククリリアア率率等等））のの改改善善
・・千千葉葉工工業業大大とと連連携携ししたたババララのの識識別別
AAIIのの実実証証実実験験のの継継続続

公公園園にに対対すす
るる都都民民のの評評
価価をを測測るる調調
査査のの設設計計・・
実実施施

目目
標標
①①

・・日日比比谷谷公公園園ななどど1166公公園園をを対対象象にに
ししててニニーーズズ調調査査及及びび「「居居心心地地のの良良
ささ指指数数」」調調査査をを実実施施
・・調調査査結結果果をを分分析析しし、、施施設設のの維維持持
管管理理ややイイベベンントトななどど公公園園運運営営にに活活
かかしし、、1166公公園園のの「「居居心心地地のの良良ささ指指
数数」」をを向向上上（（平平均均値値））：：1166公公園園
（（日日比比谷谷、、木木場場、、林林試試、、砧砧、、駒駒沢沢、、
代代々々木木、、城城北北、、石石神神井井、、光光がが丘丘、、
舎舎人人、、水水元元、、葛葛西西、、府府中中のの森森、、小小
山山内内裏裏、、小小金金井井、、桜桜がが丘丘））
※※「「居居心心地地のの良良ささ指指数数」」はは22002211年年
度度にに初初めめてて計計測測ししたたももののででああるるたた
めめ、、22002222年年度度のの結結果果をを踏踏ままええ22002233
年年度度のの目目標標でではは上上昇昇率率のの目目標標をを記記
載載予予定定

〇〇ニニーーズズ・・ポポテテンンシシャャルル分分析析
①①22002211年年度度調調査査のの分分析析をを実実施施（（調調査査対対象象2200
公公園園））
②②22002222年年ニニーーズズ調調査査及及びび「「居居心心地地のの良良ささ指指
数数」」調調査査をを1111月月にに実実施施
〇〇「「居居心心地地のの良良ささ指指数数」」向向上上
・・各各公公園園ごごととののニニーーズズとと特特性性をを活活かかししたた取取
組組をを実実施施（（日日比比谷谷 ：：SSHHIIBBAAFFUU  TTEERRRRAACCEE、、木木
場場：：キキララキキララKKIIBBAAパパーークク））

〇〇「「居居心心地地のの良良ささ」」指指数数調調査査ににおおいいてて、、快快適適性性、、
多多様様性性にに関関すするる設設問問ととニニーーズズのの上上位位回回答答をを、、調調
査査公公園園ごごととにに組組みみ合合わわせせてて集集計計
〇〇22002222年年度度調調査査のの居居心心地地のの良良ささ指指数数
・・指指数数ににつついいててはは調調整整中中
・・ココロロナナ禍禍のの影影響響がが薄薄れれ、、都都市市型型公公園園にに利利用用者者
がが戻戻っっててききてていいるる状状況況ががあありり、、ウウィィズズココロロナナにに
おおけけるる利利用用者者ニニーーズズをを反反映映ししたた取取組組をを継継続続ししてて
いいくく

・・22002222年年度度のの取取組組をを踏踏ままええ、、ニニーーズズ
にに応応ええたた管管理理運運営営をを行行いい、、公公園園のの魅魅
力力をを向向上上ささせせるるここととにによよりり1166公公園園のの
「「居居心心地地のの良良ささ指指数数」」をを11ポポイインントト向向
上上（（平平均均値値））
※※魅魅力力向向上上のの取取組組はは全全ててのの公公園園でで実実
施施

（公財）東京都公園協会

戦戦略略１１ ニニーーズズにに応応ええるる公公園園運運営営

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

〇

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略１１：：子子供供のの笑笑顔顔ののたためめのの戦戦略略 ・・戦戦略略６６：：ダダイイババーーシシテティィ・・共共生生社社会会戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 〇

東
京
都
公
園
協
会

東
京
都
公
園
協
会
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析
【【目目標標①①】】
・・22002233年年度度のの超超過過勤勤務務時時間間４４％％減減

※※22001199年年度度比比66,,000000時時間間減減

【【目目標標②②】】
・・財財務務会会計計シシスステテムムとと、、PPOOSSシシスステテムムととのの連連携携稼稼働働
・・財財務務会会計計シシスステテムムとと、、台台帳帳管管理理シシスステテムム、、人人事事シシスステテムム、、文文書書管管理理シシスステテ
ムムのの連連携携にに向向けけたた事事前前調調整整をを実実施施

【【目目標標③③】】
・・公公園園緑緑地地ととそそれれにに関関係係すするる多多様様なな情情報報・・ササーービビススをを連連結結ささせせたた利利便便性性のの高高
いいホホーームムペペーージジへへのの改改修修

【【目目標標①①】】業業務務効効率率化化にに向向けけ、、ネネッットト環環境境のの改改善善やや社社内内シシスステテムムのの整整備備ななどど取取組組をを
着着実実にに進進めめ、、時時間間外外労労働働はは22001199年年1111月月とと比比較較しし2200,,332277時時間間削削減減をを達達成成ししたた。。

【【目目標標②②】】22002233年年後後のの目目標標にに向向けけ、、財財務務シシスステテムムのの改改修修をを先先駆駆けけてて進進めめたた。。財財務務会会
計計シシスステテムムとと、、台台帳帳管管理理シシスステテムム、、人人事事シシスステテムム、、文文書書管管理理シシスステテムムのの連連携携ににつついい
ててもも引引きき続続きき情情報報収収集集をを継継続続

【【目目標標③③】】ホホーームムペペーージジ改改修修にに合合わわせせ、、デデジジタタルルママッッププななどど時時代代ににああっったた利利便便性性のの
高高いいココンンテテンンツツのの作作成成にに取取りり組組んんだだ。。

戦略を設定する理由・背景
ココロロナナ禍禍ににおおいいてて、、都都民民のの生生活活やや働働きき方方にに大大ききなな変変化化ががももたたららさされれ、、デデジジタタルルツツーールルのの活活用用がが大大ききくく進進展展ししてていいるる。。DDXXのの推推進進はは、、ササーービビスス水水準準やや業業務務効効率率化化のの向向上上のの
点点でで重重要要なな課課題題でであありり、、ススピピーードド感感ををももっってて対対応応すするる必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆22002200年年度度ままででのの経経営営改改革革ププラランンでで示示ししたたととおおりり、、チチャャッットトボボッットトシシスステテムムやや電電
子子決決済済シシスステテムム、、キキャャッッシシュュレレスス機機器器のの導導入入ななどどAAII  導導入入、、IICCTT化化等等のの推推進進にによよるる
業業務務効効率率化化おおよよびびココスストト削削減減をを図図っってていいるる。。

◆◆ココロロナナ禍禍ににおおけけるる社社会会のの変変化化にに伴伴いい、、DDXX推推進進のの動動ききがが加加速速化化ししそそのの重重要要性性がが高高
ままっってておおりり、、当当協協会会ににおおいいててもも、、ささららななるる取取組組のの推推進進にによよりり組組織織運運営営のの基基盤盤をを強強
化化しし、、ササーービビスス向向上上をを図図っってていいくく必必要要ががああるる。。

◆◆たただだしし、、ココロロナナにによよるる経経営営へへののダダメメーージジはは甚甚大大でであありり、、投投資資ににつついいててはは、、ここのの
先先のの財財政政面面のの回回復復をを見見ななががらら慎慎重重にに検検討討ししななけけれればばななららなないい

課題解決の⼿段
◆◆IICCTT基基盤盤ややIITT環環境境、、そそのの他他デデジジタタルルツツーールルをを活活用用すするる上上ででのの内内部部環環境境をを整整備備しし、、
生生産産性性のの向向上上やや業業務務のの効効率率化化ををささららにに進進めめるる。。

◆◆具具体体的的ににはは、、複複数数ああるる業業務務シシスステテムムのの連連携携、、IITT環環境境やや通通信信ツツーールルのの改改善善にに継継続続
ししてて取取りり組組むむととととももにに、、ホホーームムペペーージジのの改改修修やや視視聴聴ニニーーズズががささららにに高高ままっってていいるる
動動画画のの制制作作環環境境のの整整備備等等にによよりり広広報報をを強強化化ししてていいくく。。

◆◆都都立立霊霊園園抽抽選選会会ののオオンンラライインン配配信信とといいっったた、、デデジジタタルルツツーールルをを活活用用ししたた情情報報発発
信信・・ササーービビスス向向上上にに積積極極的的にに取取りり組組んんででいいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

IICCTT基基盤盤のの
強強化化にに向向けけ
たたシシスステテムム
連連携携のの整整備備

目目
標標
①①
②②

・・電電子子帳帳簿簿保保存存法法及及びび適適格格請請求求書書
等等保保存存方方式式適適用用のの法法施施行行をを鑑鑑みみIITT
業業界界のの対対応応状状況況をを調調査査
・・財財務務会会計計シシスステテムムととPPOOSSシシスステテ
ムムのの連連携携ににつついいてて事事前前調調整整

〇〇99月月にに税税務務署署へへ申申請請しし、、1100月月にに適適格格請請求求
書書発発行行事事業業者者登登録録完完了了
〇〇財財務務会会計計シシスステテムムのの製製品品選選定定ココンンペペにによよ
りり業業者者決決定定

〇〇税税理理士士及及びびシシスステテムム会会社社（（富富士士通通他他３３社社））へへ
ののヒヒアアリリンンググ実実施施、、ままたた国国税税庁庁HHPPにによよるる情情報報収収
集集をを継継続続ししてて行行いい、、適適格格請請求求書書発発行行事事業業者者登登録録
をを進進めめたた。。
〇〇財財務務会会計計シシスステテムム業業者者（（IICCSS））とと、、PPOOSSシシスステテ
ムム連連携携向向けけたた調調整整をを開開始始

・・財財務務会会計計シシスステテムムとと、、PPOOSSシシスステテムム
連連携携稼稼働働
・・財財務務会会計計シシスステテムムとと、、台台帳帳管管理理シシ
スステテムム、、人人事事シシスステテムム、、文文書書管管理理シシ
スステテムムのの連連携携ににつついいてて事事前前調調整整

業業務務効効率率化化
にに向向けけたたIITT
環環境境・・通通信信
ツツーールルのの改改
善善・・強強化化

目目
標標
①①

・・社社内内ネネッットトワワーーククのの改改善善にによよるる
テテレレワワーークク環環境境のの改改善善
・・PPCCののババーージジョョンンアアッッププ（（221100//全全
776600台台））をを実実施施

〇〇PPCCのの無無線線LLAANN利利用用数数増増加加対対応応（（116600台台
⇒⇒225500台台））
〇〇221100台台をを更更新新予予定定ののととこころろ、、メメモモリリ増増設設
にによよるる性性能能強強化化をを含含めめ332200台台をを前前倒倒ししでで更更
新新しし、、全全776600台台ののババーージジョョンンアアッッププをを完完了了

〇〇無無線線LLAANN化化推推進進にによよりり、、執執務務室室ののフフリリーーアアドド
レレスス化化をを実実現現すするるととととももにに、、入入退退室室管管理理シシスステテ
ムム及及びび防防犯犯カカメメララにによよりりセセキキュュリリテティィ強強化化をを
図図っったた。。
〇〇リリモモーートト会会議議ややテテレレワワーーククのの円円滑滑化化、、処処理理速速
度度のの向向上上にによよるる業業務務効効率率化化

・・業業務務効効率率化化にに向向けけたたIITT環環境境・・通通信信
ツツーールルのの改改善善・・強強化化はは一一定定のの目目標標をを
達達成成しし、、取取組組はは完完了了

デデジジタタルル
ツツーールルをを活活
用用ししたた広広報報
のの強強化化・・
ササーービビススのの
拡拡充充

目目
標標
③③

・・組組織織内内のの効効率率的的なな情情報報共共有有にに向向
けけたたナナレレッッジジシシスステテムムのの構構築築・・運運
用用開開始始
・・ホホーームムペペーージジのの改改修修にに向向けけてて、、
公公園園緑緑地地ととそそれれにに関関係係すするる情情報報・・
ササーービビススのの収収集集及及びび整整理理、、多多様様なな
主主体体ととのの折折衝衝
・・IICCTTをを活活用用ししたた霊霊園園墓墓所所案案内内やや
公公園園ののデデジジタタルルママッッププをを提提供供

〇〇社社内内作作成成にによよりり1100月月ににナナレレッッジジシシスステテムム
のの運運用用開開始始
〇〇現現状状のの問問題題点点のの洗洗いい出出ししとと課課題題整整理理をを行行
いい、、社社内内PPTT及及びびココンンササルル業業者者にによよりり改改修修方方
針針をを検検討討
〇〇霊霊園園墓墓所所案案内内のの課課題題をを整整理理しし、、東東京京都都デデ
ジジタタルルササーービビスス局局へへ相相談談
〇〇東東京京パパーーククススアアププリリよよりり22002222年年33月月にに神神
代代植植物物公公園園デデジジタタルルガガイイドドママッッププををリリリリーー
スス

〇〇全全職職員員のの業業務務にに関関わわるる総総務務課課発発信信のの情情報報ををココ
ンンテテンンツツととししてて選選定定しし、、情情報報をを効効率率的的にに共共有有
〇〇ホホーームムペペーージジリリニニュューーアアルル方方針針決決定定後後、、該該当当
ペペーージジにに関関係係すするる外外部部団団体体とと確確認認、、調調整整をを行行うう
〇〇デデジジタタルルママッッププ
・・今今年年度度冬冬、、東東京京都都デデジジタタルルササーービビスス局局ののシシ
ビビッッククテテッックク連連携携事事業業「「TTookkyyoo  OOSSSS  PPaarrttyy」」にに
参参加加しし、、霊霊園園墓墓所所案案内内をを課課題題ととししてて提提示示すするる
・・デデジジタタルルママッッププをを提提供供しし、、春春ババララ、、秋秋ババララのの
時時期期ななどど、、季季節節にに応応じじてて見見どどこころろがが変変化化すするる園園
内内をを案案内内ししたた。。

・・公公園園緑緑地地ととそそれれにに関関係係すするる情情報報やや
ササーービビススをを連連結結ささせせたたホホーームムペペーージジ
をを22002233年年1122月月かからら運運用用開開始始

他他団団体体ととのの
情情報報交交換換会会
のの設設置置、、開開
催催（（事事務務・・
事事業業全全般般））

目目
標標
①①

・・デデジジタタルル化化推推進進等等にに係係るる情情報報交交
換換会会のの継継続続（（年年２２回回））
・・他他団団体体好好事事例例のの社社内内活活用用等等

〇〇1111月月にに第第11回回情情報報交交換換会会をを開開催催
・・オオーーププンンイイノノベベーーシショョンンににつついいてて説説明明をを
行行いい、、３３団団体体でで連連携携ししたた取取りり組組みみのの実実施施にに
つついいててのの呼呼びびかかけけをを行行っったた。。

〇〇業業務務効効率率化化にに向向けけたたIITT環環境境のの推推進進状状況況ままたた課課
題題ととそそのの対対応応ににつついいてて３３団団体体間間でで情情報報共共有有をを
行行っったた。。
・・道道路路整整備備保保全全公公社社がが実実施施ししてていいるる日日比比谷谷公公園園
街街路路樹樹ツツアアーーににススママホホ活活用用ししたたAARR技技術術をを加加ええるる
可可能能性性ににつついいてて検検討討

・・デデジジタタルル化化推推進進等等にに係係るる情情報報交交換換
会会のの継継続続（（年年２２回回））
・・情情報報セセキキュュリリテティィにに関関すするる各各団団体体
のの取取組組方方をを総総合合しし、、強強固固なな情情報報セセ
キキュュリリテティィ対対策策をを策策定定

（公財）東京都公園協会

戦戦略略２２ ささららななるるDDXXのの推推進進にによよるる組組織織力力のの向向上上

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略1100：：ススママーートト東東京京・・TTookkyyoo  DDaattaa  HHiigghhwwaayy戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 〇

東
京
都
公
園
協
会

東
京
都
公
園
協
会
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
・・新新規規事事業業のの展展開開ななどどにによよるる収収益益向向上上とと既既存存のの運運営営方方法法のの見見直直ししにによよるる収収支支
構構造造のの改改善善をを図図りり、、22002233年年度度ままででにに経経常常利利益益３３ヵヵ年年合合計計７７億億円円をを目目標標ととすするる。。

【【目目標標①①】】ココロロナナ禍禍のの影影響響がが薄薄れれ、、公公園園へへのの利利用用者者もも1111月月時時点点約約33660000万万人人とと昨昨年年よよ
りりもも増増加加しし、、売売りり上上げげもも回回復復傾傾向向ににああるるがが、、人人件件費費やや光光熱熱費費等等のの高高騰騰ももあありり厳厳ししいい
状状況況がが続続いいてていいるる。。
戦戦略略11のの公公園園ニニーーズズとと連連携携ししたた収収益益向向上上施施策策やや、、施施設設運運営営ののググルルーーププ化化、、費費用用のの管管
理理、、労労務務管管理理のの強強化化ななどどののココスストト縮縮減減にに努努めめ、、22002233年年度度のの目目標標達達成成ののたためめのの取取組組をを
続続けけてていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症拡拡大大のの影影響響でで、、収収益益事事業業のの経経常常利利益益がが前前年年比比▲▲882211百百万万円円（（22001199年年度度決決算算：：330066百百万万円円 →→  22002200年年度度補補正正予予算算：：▲▲551155百百万万円円））にに落落ちち込込むむ見見込込
みみででああるる。。ここれれにに伴伴いい、、一一般般正正味味財財産産がが大大ききくく減減少少しし、、今今後後のの安安定定的的なな公公益益事事業業運運営営がが危危ぶぶままれれるる状状況況ににああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆22002200年年度度のの収収益益事事業業はは、、ココロロナナ拡拡大大のの影影響響でで、、売売店店、、駐駐車車場場等等のの収収益益施施設設のの休休
業業をを余余儀儀ななくくさされれ、、おおよよそそ３３億億円円のの赤赤字字決決算算ととななるる見見込込みみででああるる。。ここれれにによよりり、、
財財政政基基盤盤もも甚甚大大なな影影響響をを受受けけ、、ここのの回回復復がが大大ききなな課課題題ととななっってていいるる。。

◆◆近近年年、、駐駐車車場場のの占占用用料料のの増増加加やや、、職職員員構構成成のの大大半半をを占占めめるる臨臨時時職職員員のの賃賃金金改改定定
ななどど経経営営経経費費のの増増加加リリススククもも踏踏ままええたた上上でで、、公公益益目目的的事事業業にに還還元元すするる利利益益をを安安定定
的的にに確確保保すするる必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆収収支支のの分分析析をを踏踏ままええ、、収収益益向向上上ととココスストト縮縮減減にに取取りり組組みみ、、経経常常利利益益をを確確保保ししてて
財財政政運運営営のの安安定定化化をを図図るる。。ままたた、、公公益益事事業業のの充充実実ののたためめにに、、原原資資をを確確保保すするる収収益益
事事業業をを積積極極的的にに展展開開すするるととととももにに、、ささららななるるササーービビススのの向向上上をを図図るる。。

◆◆ここれれにに向向けけてて、、事事業業領領域域のの拡拡大大、、便便益益施施設設ののリリニニュューーアアルルにによよるる収収益益向向上上にに取取
りり組組むむ。。ままたた、、ケケーータタリリンンググ出出店店のの拡拡大大ややババーーベベキキュューー事事業業のの強強化化ととととももにに新新たた
なな事事業業のの開開発発にに取取りり組組みみ、、魅魅力力的的なな収収益益事事業業をを展展開開すするる。。

◆◆脱脱炭炭素素・・５５GG時時代代にに向向けけてて、、新新たたなな技技術術のの導導入入にによよりり、、ササーービビスス向向上上をを図図るる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

収収益益施施設設のの
新新設設にによよるる
事事業業領領域域のの
拡拡大大

目目
標標
①①

・・都都とと事事業業協協議議をを継継続続しし、、民民間間事事
業業者者にによよるる設設計計・・工工事事にに着着手手
・・上上野野２２店店舗舗開開業業
・・日日比比谷谷１１店店舗舗開開業業

※※22002233年年度度ままででのの目目標標５５店店舗舗にに対対
しし累累計計３３店店舗舗

〇〇代代々々木木オオリリンンピピッックク記記念念宿宿舎舎をを活活用用ししたた
便便益益施施設設提提案案のの結結果果
・・都都のの水水景景施施設設連連携携事事業業ととししてて再再調調整整しし、、
新新たたななススケケジジュューールルとと収収支支計計画画をを都都にに提提案案
〇〇潮潮風風北北エエリリアアをを活活用用ししたた施施設設のの創創出出提提案案
・・原原状状回回復復をを前前提提ととししたた平平屋屋建建てて店店舗舗設設計計
ととしし都都とと調調整整
〇〇上上野野「「エエブブリリワワンンズズカカフフェェ」」７７月月開開業業、、
日日比比谷谷「「タタリリーーズズココーーヒヒーー」」５５月月開開業業

〇〇都都とと調調整整のの結結果果、、都都がが本本体体のの建建物物をを建建築築しし協協
会会はは付付属属のの厨厨房房施施設設等等をを建建築築すするる。。協協会会のの建建築築
費費用用はは、、飲飲食食店店をを運運営営すするるここととでで得得たた収収益益をを充充
ててるる。。
〇〇都都とと調調整整しし、、展展望望デデッッキキをを備備ええたた２２階階建建てて施施
設設かからら平平屋屋建建ててのの施施設設にに変変更更ししたた。。
〇〇上上野野「「ススタターーババッッククスス」」２２月月開開業業予予定定

・・代代々々木木新新規規事事業業はは、、都都とと調調整整しし、、
水水景景施施設設ののススケケジジュューールルにに合合わわせせたた
開開業業ににつついいてて検検討討
・・潮潮風風新新規規事事業業22002244年年３３月月開開業業予予定定

※※22002233年年度度ままででのの目目標標５５店店舗舗にに対対しし
累累計計４４店店舗舗

施施設設ののリリ
ニニュューーアアルル
及及びび新新たたなな
業業務務形形態態のの
展展開開にによよるる
収収益益向向上上

目目
標標
①①

・・リリニニュューーアアルル計計画画策策定定
・・売売店店２２店店舗舗ををリリニニュューーアアルル

※※22002233年年度度ままででのの目目標標４４店店舗舗にに対対
しし累累計計２２店店舗舗

〇〇リリニニュューーアアルル候候補補をを８８店店舗舗抽抽出出しし、、現現在在
利利用用者者意意向向調調査査をを実実施施中中
〇〇井井のの頭頭公公園園ボボーートト売売店店リリニニュューーアアルル
・・都都のの桟桟橋橋工工事事にに合合わわせせててススケケジジュューールルをを
再再調調整整
〇〇葛葛西西臨臨海海公公園園22号号売売店店リリニニュューーアアルル
・・1100月月工工事事業業者者決決定定しし、、現現在在工工事事準準備備中中、、
22002233年年１１月月現現場場工工事事開開始始

〇〇リリニニュューーアアルル計計画画
・・施施設設老老朽朽化化、、職職員員のの安安全全確確保保、、収収益益改改善善見見込込
みみをを検検討討ししてていいるる。。
〇〇井井のの頭頭ボボーートト売売店店
・・都都にによよるる桟桟橋橋工工事事のの影影響響をを受受けけ、、収収支支計計画画とと
ススケケジジュューールルをを都都とと再再調調整整
〇〇葛葛西西臨臨海海公公園園２２号号売売店店
・・２２月月開開業業予予定定

・・売売店店22店店舗舗ををリリニニュューーアアルル

※※22002233年年度度ままででのの目目標標４４店店舗舗にに対対しし
累累計計４４店店舗舗

新新ししいい日日常常
ににおおけけるる魅魅
力力的的なな収収益益
事事業業展展開開

目目
標標
①①

・・ケケーータタリリンンググ出出店店のの継継続続的的なな効効
果果検検証証とと改改善善
・・BBBBQQササイイトト数数拡拡充充、、ナナイイタターー利利
用用ににつついいてて実実施施
・・検検討討結結果果ををももととにに新新たたなな魅魅力力的的
収収益益事事業業をを都都にに提提案案

〇〇1111月月末末現現在在出出店店数数11,,999977台台（（前前年年同同月月末末
11,,999900台台））
〇〇東東京京都都とと調調整整しし、、木木場場公公園園（（７７～～1100月月））、、
舎舎人人公公園園（（７７月月～～９９月月））ででBBBBQQナナイイタターー試試
行行
〇〇新新たたなな収収益益事事業業ととししてて、、JJAAととのの協協働働にによよ
るる公公園園店店舗舗ででのの地地場場野野菜菜即即売売にによよりり、、地地域域
のの農農家家とと公公園園利利用用者者をを繋繋げげたた。。

〇〇利利用用者者がが楽楽ししんんでで飲飲食食ででききるるよよううケケーータタリリンン
ググ業業者者のの幅幅をを広広げげててSSNNSSでで人人気気ののフフルルーーツツササンン
ドドををメメニニュューー追追加加すするるななどど、、販販売売品品目目のの拡拡充充をを
行行っったた。。
〇〇夏夏期期ののココロロナナ感感染染拡拡大大にによよるるキキャャンンセセルルがが多多
くく、、想想定定よよりりはは低低いい利利用用率率ととななっったた。。ままたた、、需需
要要がが高高かかっったた木木場場はは当当初初のの予予定定よよりり１１かか月月延延長長
ししたたがが、、舎舎人人ででのの需需要要はは想想定定よよりり低低かかっったたたためめ、、
予予定定通通りりのの期期間間でで終終了了ささせせたた。。そそれれをを踏踏ままええてて
今今後後のの展展開開をを再再検検討討すするる。。
〇〇地地場場野野菜菜のの継継続続販販売売にによよりり、、売売店店のの魅魅力力向向上上
とと新新たたなな客客層層のの開開拓拓にに繋繋げげるる。。

・・ケケーータタリリンンググ出出店店のの継継続続的的なな効効果果
検検証証とと改改善善
・・BBBBQQ事事業業のの効効果果検検証証とと改改善善
・・新新たたなな魅魅力力的的なな収収益益事事業業のの実実施施

未未来来をを見見据据
ええたたササーービビ
スス向向上上ののたた
めめのの収収益益事事
業業展展開開

目目
標標
①①

・・EEVV充充電電器器をを設設置置（（９９公公園園6677基基））
※※22002222年年度度ままででのの計計画画合合計計 1166公公
園園8833基基（（22001188年年度度設設置置済済：：６６公公園園
６６基基、、22002200年年度度設設置置済済：：１１公公園園1100
基基、、22002222年年度度設設置置予予定定：：９９公公園園6677
基基））
・・ババススのの予予約約シシスステテムムのの導導入入

・・環環境境局局とと連連携携ししててEEVV充充電電器器をを99公公園園6677基基
設設置置、、利利用用開開始始（（1111月月））
・・６６公公園園のの駐駐車車場場でで大大型型ババススののネネッットト予予約約
開開始始（（９９月月））

（（上上野野、、代代々々木木、、井井のの頭頭、、小小金金井井、、大大島島
小小松松川川、、木木場場））

・・22002233年年度度目目標標達達成成
・・1122月月かかららささららにに４４公公園園のの駐駐車車場場でで大大型型ババススのの
ネネッットト予予約約をを開開始始予予定定
（（野野川川、、武武蔵蔵野野のの森森、、葛葛西西臨臨海海、、夢夢のの島島））

・・EEVV充充電電器器のの追追加加設設置置ににつついいてて検検討討
・・駐駐車車場場ににおおけけるるササーービビスス向向上上ににつつ
いいてて検検討討・・改改善善

（公財）東京都公園協会

戦戦略略３３
財財政政基基盤盤のの安安定定化化とと公公益益事事業業のの継継続続的的推推進進ののたためめのの収収
益益事事業業展展開開

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「代代々々木木公公園園水水景景施施設設 rreebboorrnn  pprroojjeecctt」」
■■「「ゼゼロロエエミミッッシショョンン東東京京戦戦略略」」

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 〇

東
京
都
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会
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会
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２１ 公益財団法⼈東京都道路整備保全公社 
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2023年度改訂版のポイント

◆戦略３ 専⾨家集団形成に向けた職員の確保・育成「⽤地補償業務管理⼠、⼟⽊施⼯管理技⼠の
資格取得の推進」について、駐⾞場事業における新しいモビリティーの進展や脱炭素など社会経
済状況の変化を⾒据えた駐⾞場事業の推進が求められることから、個別取組事項名を「⽤地補償
業務管理⼠、⼟⽊施⼯管理技⼠の資格取得の推進等」に変更するとともに、2023年度計画に
「駐⾞場事業における⼈材育成計画の策定」を追加

【プランの主な改訂内容】

（公財）東京都道路整備保全公社

戦略３ 専⾨家集団形成に向けた職員の確保・育成
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

⽤地補償業務管
理⼠、⼟⽊施⼯
管理技⼠の資格
取得の推進

・⽤地補償業務管理⼠及び総合補償
⼠の資格取得研修の実施（4名受講、
1名合格）
・⼟⽊施⼯管理技⼠の資格取得研修
の継続実施
（12名受講、4名合格）

⽤地補償業務管
理⼠、⼟⽊施⼯
管理技⼠の資格
取得の推進等

・⽤地補償業務管理⼠及び総合補償
⼠の資格取得研修の実施（4名受講、
1名合格）

・⼟⽊施⼯管理技⼠の資格取得研修
の継続実施（12名受講、4名合格）

・駐⾞場事業における⼈材育成計画
の策定

東
京
都

東
京
都

道
路
整
備
保
全
公
社

道
路
整
備
保
全
公
社

- 188 -



３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
延延べべ4400kkmmのの無無電電柱柱化化事事業業のの着着手手

【【目目標標②②】】
橋橋梁梁長長寿寿命命化化事事業業のの施施工工にに加加ええ、、詳詳細細設設計計のの受受託託検検討討

【【目目標標③③】】
都都かかららのの用用地地取取得得のの受受託託拡拡大大
（（特特にに困困難難度度のの高高いい路路線線ににつついいててはは、、新新たたなな手手法法をを取取りり入入れれ、、用用地地取取得得をを開開
始始））

・・【【目目標標①①】】ににつついいててはは、、1155..99㎞㎞のの無無電電柱柱化化にに着着手手ししたた。。実実績績累累計計はは目目標標4400㎞㎞にに対対
しし2288..66㎞㎞ととななりり、、着着実実にに進進捗捗ししてていいるる。。

・・【【目目標標②②】】ににつついいててはは、、橋橋梁梁長長寿寿命命化化ににおおけけるる都都がが行行うう詳詳細細設設計計のの仕仕様様書書作作成成にに
協協力力（（２２橋橋））ををししたた。。円円滑滑なな施施工工監監理理にに向向けけ都都ととのの調調整整をを継継続続ししてていいくく。。

・・【【目目標標③③】】ににつついいてて、、骨骨格格幹幹線線道道路路（（立立川川東東大大和和線線））をを新新規規受受託託しし、、用用地地折折衝衝にに
向向けけ用用地地説説明明会会をを開開催催ししたた。。東東武武東東上上本本線線（（大大山山駅駅付付近近））はは、、取取得得方方針針をを策策定定しし用用
地地説説明明会会をを実実施施ししたた。。今今後後、、用用地地取取得得にに向向けけたた物物件件調調査査等等をを実実施施ししてていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
東東京京のの道道路路行行政政をを支支ええるる政政策策連連携携団団体体ととししてて、、「「『『未未来来のの東東京京』』戦戦略略」」にに掲掲げげるる無無電電柱柱化化のの推推進進、、幹幹線線道道路路ネネッットトワワーーククのの構構築築、、橋橋梁梁ななどどのの都都市市イインンフフララのの維維持持・・更更
新新にに一一層層貢貢献献ししてていいくくここととがが求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆無無電電柱柱化化はは、、現現在在、、都都かからら6633箇箇所所、、整整備備延延長長112244..77kkmmをを受受託託ししてておおりり、、今今後後、、都都
のの「「無無電電柱柱化化加加速速化化戦戦略略」」にによよりり受受託託増増がが見見込込ままれれるるととととももにに、、多多摩摩地地域域のの工工事事
がが本本格格化化すするるたためめ、、事事業業のの効効率率的的なな執執行行がが必必要要ででああるる。。

◆◆橋橋梁梁長長寿寿命命化化はは、、現現在在、、都都かからら５５橋橋をを受受託託しし、、設設計計はは都都がが行行いい、、照照査査・・積積算算・・
施施工工はは公公社社がが行行っってていいるるがが、、照照査査のの段段階階でで設設計計思思想想のの確確認認やや設設計計変変更更にに時時間間をを要要
ししてていいるる。。ここののたためめ、、業業務務のの進進めめ方方改改善善やや設設計計精精度度のの向向上上がが必必要要ででああるる。。

◆◆道道路路用用地地取取得得はは、、今今後後のの業業務務量量もも踏踏ままええてて積積極極的的にに受受託託すするるととととももにに、、専専門門家家
集集団団ととししてて困困難難度度のの高高いい路路線線にに取取りり組組んんででいいくくここととがが求求めめらられれてていいるる。。

課題解決の⼿段
◆◆高高いい技技術術力力をを維維持持しし、、取取組組をを加加速速すするる実実施施体体制制をを構構築築すするるたためめ、、無無電電柱柱化化本本体体
工工事事がが本本格格化化すするる地地域域のの施施工工ママネネジジメメンントトのの強強化化やや手手続続ききをを効効率率化化しし、、事事業業者者とと
のの協協力力にによよりり、、工工期期短短縮縮、、ココスストト縮縮減減のの取取組組をを着着実実にに推推進進ししてていいくく。。

◆◆橋橋梁梁長長寿寿命命化化事事業業ににおおけけるる詳詳細細設設計計かからら工工事事施施工工ままででをを一一貫貫ししてて公公社社がが実実施施でで
ききるるよようう、、技技術術力力向向上上にに向向けけてて都都ととのの人人事事交交流流ななどどのの検検討討・・調調整整をを進進めめるる。。

◆◆防防災災・・渋渋滞滞解解消消等等のの事事業業効効果果のの高高いい路路線線ややママンンシショョンン用用地地のの取取得得をを受受託託すするるとと
ととももにに、、特特にに困困難難度度のの高高いい路路線線ににつついいててはは、、公公社社ののノノウウハハウウをを活活かかしし、、計計画画的的かか
つつ効効率率的的なな用用地地取取得得のの方方策策をを都都にに提提案案ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

施施工工ママネネジジ
メメンントトのの強強
化化（（多多摩摩地地
域域のの施施工工体体
制制整整備備））

目目
標標
①①

・・区区部部新新規規事事業業着着手手路路線線２２箇箇所所
（（66..44㎞㎞））
・・多多摩摩地地域域新新規規事事業業着着手手路路線線２２箇箇
所所（（33..22㎞㎞））
・・発発注注時時期期のの分分散散化化等等入入札札不不調調対対
策策のの実実施施
・・多多摩摩地地域域のの施施工工体体制制整整備備

・・区区部部新新規規事事業業着着手手路路線線３３箇箇所所（（1111..11㎞㎞））
・・多多摩摩地地域域新新規規事事業業着着手手路路線線１１箇箇所所（（44..88
㎞㎞））
・・発発注注時時期期のの前前倒倒しし等等にによよるる入入札札不不調調のの改改
善善
（（不不調調回回数数：：22002211年年度度1122回回→→22002222年年度度４４

回回））
・・「「多多摩摩工工事事担担当当課課長長」」及及びび係係（（二二係係体体
制制））のの新新設設にによよるる執執行行体体制制のの強強化化

・・都都ととのの年年度度協協定定時時にに着着手手路路線線・・距距離離のの変変更更がが
生生じじたたたためめ、、多多摩摩地地域域ににおおいいてて１１箇箇所所((44..88㎞㎞))
のの着着手手ととななっったた。。ななおお、、区区部部ににつついいててはは、、契契約約
不不調調にによよりり22002211年年度度内内にに未未着着手手ででああっったた１１箇箇所所
((22..22㎞㎞))がが、、22002222年年４４月月にに着着手手済済みみととななりり実実績績
にに加加ええてていいるる。。
・・建建設設ココンンササルルタタンントトへへののアアンンケケーートト結結果果をを踏踏
ままええ、、発発注注時時期期やや設設計計委委託託費費のの見見直直ししをを講講じじるる
ここととでで、、入入札札不不調調のの回回数数はは減減少少ししたた。。
・・多多摩摩地地域域のの受受託託拡拡大大及及びび無無電電柱柱化化のの工工事事本本格格
化化にに対対応応すするるたためめ、、執執行行体体制制をを整整備備・・強強化化ししたた。。

・・区区部部新新規規事事業業着着手手路路線線２２箇箇所所
（（77..44㎞㎞））
・・多多摩摩地地域域新新規規事事業業着着手手路路線線２２箇箇所所
（（88..00㎞㎞））
・・発発注注時時期期のの分分散散化化等等入入札札不不調調対対策策
のの実実施施

橋橋梁梁長長寿寿命命
化化事事業業にに係係
るる詳詳細細設設計計
のの受受託託にに向向
けけたた検検討討

目目
標標
②②

・・詳詳細細設設計計かからら施施工工ままでで一一貫貫ししたた
受受託託にに向向けけたた調調整整をを実実施施
・・詳詳細細設設計計受受託託にに向向けけたた体体制制整整備備
のの調調整整をを実実施施
・・都都ととのの人人事事交交流流のの実実施施ににつついいてて
調調整整

・・設設計計精精度度のの向向上上にに向向けけ、、都都がが行行うう詳詳細細設設
計計のの仕仕様様書書作作成成にに協協力力（（２２橋橋））
・・主主要要幹幹線線道道路路にに架架かかるる橋橋梁梁１１橋橋をを新新規規受受
託託

（（長長寿寿命命化化工工事事のの施施工工監監理理のの受受託託計計９９
橋橋））

・・詳詳細細設設計計のの受受託託のの前前提提ととななるる人人事事交交流流ににつついい
ててはは、、都都ととのの協協議議をを進進めめてていいるる。。一一方方、、都都ととのの
調調整整でではは工工事事発発注注をを優優先先すするるたためめ、、都都がが発発注注すす
るる予予定定だだっったた工工事事ののううちち一一部部をを公公社社がが担担ううこことと
ととななりり、、新新規規橋橋梁梁のの工工事事発発注注をを含含むむ施施工工監監理理をを
受受託託すするるここととととななっったた。。ここののたためめ、、詳詳細細設設計計業業
務務ににつついいててはは現現時時点点でではは、、都都がが発発注注すするる詳詳細細設設
計計委委託託ににおおけけるる工工法法検検討討ななどどへへのの関関与与をを行行ううここ
ととととななっったた。。
・・橋橋梁梁長長寿寿命命化化のの取取組組みみ強強化化にに向向けけ、、都都とと調調整整
ののううええ施施工工監監理理をを新新規規にに受受託託ししたた。。

・・詳詳細細設設計計かからら施施工工ままでで一一貫貫ししたた受受
託託開開始始
・・詳詳細細設設計計実実施施ののたためめのの体体制制整整備備
・・詳詳細細設設計計のの発発注注・・契契約約
・・都都ととのの人人事事交交流流のの実実施施

新新たたなな手手法法
にによよるる困困難難
路路線線のの用用地地
取取得得開開始始及及
びび課課題題解解決決
策策のの提提言言

目目
標標
③③

・・都都ととのの協協議議にによよるる取取得得路路線線ややママ
ンンシショョンン用用地地取取得得のの受受託託
・・取取得得方方針針にに基基づづきき、、用用地地説説明明会会、、
土土地地評評価価、、物物件件調調査査等等実実施施しし、、課課
題題にに対対すするる解解決決策策をを都都へへ提提言言

・・22002222年年度度かからら新新規規受受託託ししたた多多摩摩地地域域のの骨骨
格格幹幹線線道道路路（（立立川川東東大大和和線線））ににつついいてて、、用用
地地折折衝衝にに向向けけ1111月月にに用用地地説説明明会会をを開開催催
・・東東武武東東上上本本線線（（大大山山駅駅付付近近））連連続続立立体体交交
差差事事業業ににつついいてて、、追追加加調調査査のの結結果果もも踏踏ままええ、、
取取得得方方針針をを策策定定
・・用用地地折折衝衝にに向向けけ、、８８月月にに用用地地説説明明会会をを開開
催催。。1100月月かからら物物件件調調査査をを開開始始

・・立立川川東東大大和和線線はは、、関関係係人人ととのの円円滑滑なな用用地地折折衝衝
にに向向けけ都都とと調調整整ののううええ用用地地説説明明会会をを実実施施すするるとと
ととももにに、、今今後後はは用用地地取取得得にに向向けけたた土土地地評評価価やや物物
件件調調査査にによよるる補補償償算算定定をを実実施施ししてていいくく。。
・・東東武武東東上上本本線線はは、、権権利利関関係係等等のの用用地地取取得得上上のの
問問題題点点とと対対応応策策をを整整理理しし、、画画地地ごごととのの取取得得方方針針
をを都都へへ提提出出ししたた。。
・・今今後後、、22002222年年度度内内にに課課題題にに対対すするる解解決決策策をを都都
へへ提提言言予予定定ででああるる。。
・・都都やや鉄鉄道道事事業業者者ななどどとと調調整整ののううええ用用地地説説明明会会
をを実実施施すするるととととももにに、、今今後後はは用用地地取取得得にに向向けけたた
土土地地評評価価やや物物件件調調査査にによよるる補補償償算算定定をを実実施施ししてて
いいくく。。

・・都都ととのの協協議議にによよるる取取得得路路線線ややママンン
シショョンン用用地地取取得得のの受受託託
・・特特にに困困難難度度のの高高いい路路線線のの用用地地折折衝衝
のの本本格格実実施施

（公財）東京都道路整備保全公社

戦戦略略１１ 道道路路事事業業のの着着実実なな実実施施にによよるる都都へへのの貢貢献献

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略８８：：安安全全・・安安心心ななままちちづづくくりり戦戦略略 ・・戦戦略略９９：：都都市市のの機機能能ををささららにに高高めめるる戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
都都のの重重要要施施策策にに貢貢献献すするる先先駆駆的的なな駐駐車車対対策策のの推推進進
（（EEVV用用充充電電設設備備はは、、原原則則、、収収容容台台数数1100台台以以上上のの時時間間制制駐駐車車場場にに110000%%導導入入））

【【目目標標②②】】
キキャャッッシシュュレレスス化化のの推推進進にによよるる利利用用者者のの利利便便性性向向上上のの実実現現
（（キキャャッッシシュュレレスス精精算算機機器器はは、、原原則則、、収収容容台台数数1100台台以以上上のの時時間間制制駐駐車車場場にに
110000%%導導入入））

・・【【目目標標①①】】ににつついいててはは、、EEVV用用充充電電設設備備をを４４基基設設置置ししたた。。今今後後、、７７場場９９基基をを設設置置しし、、
22002222年年度度末末ににはは計計画画のの1100基基をを上上回回るる1133基基ととななるる見見込込みみででああるる。。（（22002222年年度度末末でで収収容容
台台数数1100台台以以上上のの時時間間制制駐駐車車場場にに8899%%設設置置予予定定））

・・【【目目標標②②】】ににつついいててはは、、キキャャッッシシュュレレスス対対応応機機器器をを１１場場にに導導入入ししたた。。今今後後、、1177場場
にに導導入入しし、、22002222年年度度末末ににはは計計画画のの1155場場をを上上回回るる1188場場ととななるる見見込込みみででああるる。。（（22002222年年
度度末末でで収収容容台台数数1100台台以以上上のの時時間間制制駐駐車車場場にに7755%%導導入入予予定定））

戦略を設定する理由・背景
「「ゼゼロロエエミミッッシショョンン東東京京」」やや「「キキャャッッシシュュレレスス化化」」及及びび「「違違法法路路上上駐駐車車対対策策」」ななどどのの都都政政策策ととのの連連携携にに加加ええ、、「「脱脱ガガソソリリンン社社会会のの実実現現」」にに向向けけたた新新たたなな課課題題にに積積極極的的
にに対対応応しし、、公公益益法法人人ととししてて、、円円滑滑なな道道路路交交通通のの確確保保、、都都市市環環境境のの改改善善等等にに資資すするる公公益益的的・・先先駆駆的的施施策策ををよよりり一一層層実実践践すするる必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆「「ゼゼロロエエミミッッシショョンン東東京京」」のの実実現現にに協協力力すするるたためめ、、駐駐車車場場ににEEVV用用充充電電設設備備をを設設
置置ししててききたたがが、、「「22003300年年ままででににガガソソリリンンエエンンジジンン車車のの新新車車販販売売台台数数ゼゼロロ」」のの方方針針
をを踏踏ままええ、、計計画画的的にに設設置置拡拡大大をを図図っってていいくく必必要要ががああるる。。

◆◆都都とと連連携携ししオオーートトババイイ駐駐車車場場のの開開設設にに取取りり組組んんででいいるるがが、、都都内内ににはは依依然然一一定定数数
ののオオーートトババイイのの違違法法路路上上駐駐車車がが発発生生ししてていいるる。。民民間間事事業業者者がが整整備備ししににくくいいオオーートト
ババイイ駐駐車車場場ににつついいてて、、引引きき続続きき公公社社がが整整備備ししてていいくく必必要要ががああるる。。

◆◆キキャャッッシシュュレレスス化化のの推推進進にに寄寄与与すするるたためめ、、引引きき続続きき駐駐車車場場ののキキャャッッシシュュレレスス精精
算算対対応応をを拡拡大大ししてていいくく必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆EEVVのの普普及及促促進進にに協協力力すするるたためめ、、時時間間制制駐駐車車場場へへののEEVV用用充充電電設設備備のの新新規規設設置置及及びび
台台数数のの拡拡充充をを図図るるととととももにに、、定定期期制制駐駐車車場場のの充充電電設設備備ににつついいてて、、利利用用者者ニニーーズズをを
踏踏ままええ、、設設置置すするる。。

◆◆オオーートトババイイのの駐駐車車需需要要にに対対しし駐駐車車場場がが不不足足ししてていいるる地地域域をを中中心心にに、、更更ななるるオオーー
トトババイイ駐駐車車ススペペーーススのの拡拡充充をを図図るる。。

◆◆駐駐車車場場ににおおけけるる多多様様なな決決済済手手段段にに対対応応ししたたキキャャッッシシュュレレスス精精算算機機器器のの調調査査検検
討討・・導導入入にによよりり、、駐駐車車場場利利用用者者のの更更ななるる利利便便性性のの向向上上ととキキャャッッシシュュレレスス化化のの推推進進
をを図図るる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

脱脱ガガソソリリンン
社社会会のの実実現現
にに向向けけたたEEVV
用用充充電電設設備備
のの設設置置拡拡充充

目目
標標
①①

・・22002211年年度度のの調調査査結結果果にに基基づづきき、、
新新たたにに1100基基をを設設置置
（（年年度度末末でで収収容容台台数数1100台台以以上上のの時時
間間制制駐駐車車場場にに8899%%設設置置予予定定））
・・定定期期制制駐駐車車場場へへののEEVV用用充充電電設設備備
のの設設置置にに向向けけたた、、ニニーーズズやや設設置置方方
法法等等のの調調査査・・検検討討

・・EEVV用用充充電電設設備備４４場場４４基基設設置置
【【内内訳訳】】
急急速速充充電電器器１１場場１１基基（（宝宝町町））
220000VV充充電電ススタタンンドド１１場場１１基基（（高高橋橋））
220000VVココンンセセンントト２２場場２２基基（（布布田田三三丁丁目目、、

生生物物園園第第一一））
・・定定期期制制駐駐車車場場ににおおけけるるEEVV用用充充電電設設備備のの設設
置置にに向向けけ、、定定期期契契約約者者へへのの需需要要調調査査方方法法やや
充充電電設設備備のの設設置置方方法法等等のの検検討討・・決決定定

・・実実施施計計画画にに基基づづきき対対象象ととななるる既既存存駐駐車車場場やや新新
規規開開場場のの高高橋橋駐駐車車場場ににEEVV用用充充電電設設備備をを設設置置すするる
ととととももにに、、22002222年年度度設設置置対対象象場場ののススペペーースス調調
査査・・設設置置機機器器のの選選定定作作業業及及びび工工程程ススケケジジュューールル
をを作作成成ししたた。。
・・今今後後、、７７場場９９基基のの充充電電設設備備をを設設置置しし、、22002222年年
度度末末ままででにに1133基基設設置置予予定定ででああるる。。（（22002222年年度度末末
でで収収容容台台数数1100台台以以上上のの時時間間制制駐駐車車場場にに8899%%設設置置
予予定定））
・・定定期期契契約約者者をを対対象象ととししたたEEVV用用充充電電設設備備にに係係るる
需需要要調調査査にに向向けけたたアアンンケケーートト内内容容やや充充電電設設備備設設
置置後後のの効効果果検検証証方方法法ななどどをを検検討討・・決決定定ししたた。。

・・22002211年年度度のの調調査査結結果果にに基基づづきき、、新新
たたにに1100基基をを設設置置
（（年年度度末末でで収収容容台台数数1100台台以以上上のの時時間間
制制駐駐車車場場にに110000％％設設置置予予定定））
・・利利用用者者ニニーーズズ調調査査のの結結果果等等をを踏踏まま
ええ、、定定期期制制駐駐車車場場へへののEEVV用用充充電電設設備備
のの設設置置

効効果果的的なな
オオーートトババイイ
駐駐車車ススペペーー
ススのの拡拡充充

目目
標標
①①

・・既既設設駐駐車車場場のの利利用用状状況況にに基基づづくく
形形態態変変更更のの可可否否調調査査やや新新規規事事業業用用
地地開開発発等等をを行行いい、、新新たたにに1100台台のの
オオーートトババイイススペペーーススをを設設置置

・・オオーートトババイイ駐駐車車ススペペーースス３３場場1111台台設設置置
（（高高橋橋、、六六本本木木、、丸丸山山））

・・新新規規開開場場ししたた髙髙橋橋駐駐車車場場ににオオーートトババイイ駐駐車車スス
ペペーーススをを５５台台設設置置すするるととととももにに、、既既存存駐駐車車場場のの
デデッッドドススペペーースス調調査査にに加加ええ、、休休止止再再開開場場ににおおいい
ててもも設設置置をを積積極極的的にに検検討討しし取取りり組組んんだだ。。
・・今今後後、、新新規規開開場場予予定定ででああるるオオーートトババイイ専専用用駐駐
車車場場１１場場3300台台をを設設置置しし、、22002222年年度度末末ままででにに4411台台
分分設設置置予予定定ででああるる。。

・・既既設設駐駐車車場場のの利利用用状状況況にに基基づづくく形形
態態変変更更のの可可否否調調査査やや新新規規事事業業用用地地開開
発発等等をを行行いい、、新新たたにに2200台台ののオオーートトババ
イイススペペーーススをを設設置置

多多様様なな決決済済
手手段段にに対対応応
ししたたキキャャッッ
シシュュレレスス機機
器器のの調調査査検検
討討・・導導入入

目目
標標
②②

・・優優先先順順位位のの再再検検証証をを実実施施しし、、
キキャャッッシシュュレレスス対対応応機機器器をを新新たたにに
1155場場導導入入
（（年年度度末末でで収収容容台台数数1100台台以以上上のの時時
間間制制駐駐車車場場にに7733%%導導入入予予定定））
・・多多様様なな決決済済手手段段にに対対応応ししたた新新たた
なな機機器器をを導導入入

・・キキャャッッシシュュレレスス対対応応機機器器１１場場導導入入
（（高高橋橋））
・・多多様様なな決決済済手手段段ととししててQQRRココーードド決決済済対対応応
機機器器をを２２場場導導入入
（（高高橋橋、、八八重重洲洲））

・・新新規規開開場場ししたた髙髙橋橋駐駐車車場場ににキキャャッッシシュュレレスス対対
応応機機器器をを導導入入すするるととととももにに、、３３かか年年のの実実施施計計画画
をを踏踏ままええ、、22002222年年度度導導入入対対象象場場のの立立地地やや利利用用者者
ののセセググメメンントトななどどをを考考慮慮ししたた優優先先順順位位のの再再検検証証
にによよるる工工程程ススケケジジュューールルをを作作成成ししたた。。
・・今今後後、、1177場場にに導導入入しし、、22002222年年度度末末ままででにに1188場場
導導入入予予定定ででああるる。。（（22002222年年度度末末でで収収容容台台数数1100台台
以以上上のの時時間間制制駐駐車車場場にに7755%%導導入入予予定定））

・・優優先先順順位位のの再再検検証証をを実実施施しし、、
キキャャッッシシュュレレスス対対応応機機器器をを新新たたにに1155
場場導導入入
（（年年度度末末でで収収容容台台数数1100台台以以上上のの時時間間
制制駐駐車車場場にに110000%%導導入入予予定定））

（公財）東京都道路整備保全公社

戦戦略略２２ 都都のの政政策策とと連連携携ししたた駐駐車車場場事事業業のの推推進進

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略1144：：ゼゼロロエエミミッッシショョンン東東京京戦戦略略 ・・戦戦略略2200：：都都政政のの構構造造改改革革戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
固固有有職職員員（（事事務務・・土土木木・・電電気気職職））のの確確保保策策のの強強化化にによよるる必必要要人人員員数数のの充充足足

【【目目標標②②】】
専専門門家家（（ススペペシシャャリリスストト））のの育育成成にに向向けけたた技技術術継継承承及及びび資資格格取取得得のの促促進進
（（補補償償業業務務管管理理士士：：延延べべ５５名名合合格格、、７７部部門門全全ててににおおいいてて１１名名以以上上のの資資格格保保有有
者者をを輩輩出出））
（（土土木木施施工工管管理理技技士士：：延延べべ1100名名合合格格））

・・【【目目標標①①】】ににつついいててはは、、通通年年採採用用選選考考にに対対応応しし職職員員をを2211名名確確保保ししたた。。引引きき続続きき、、
通通年年採採用用をを継継続続しし、、事事業業にに必必要要なな人人員員をを確確保保ししてていいくく。。
・・【【目目標標②②】】ににつついいててはは、、計計画画的的にに嘱嘱託託かからら固固有有へへのの振振替替（（４４名名））をを行行ううととととももにに、、
育育成成研研修修シシスステテムムをを活活用用ししたた技技術術・・ノノウウハハウウのの継継承承をを実実施施ししたた。。資資格格取取得得ににつついいてて
はは、、研研修修ななどど継継続続的的ななフフォォロローーアアッッププにによよりり資資格格取取得得者者のの輩輩出出にに向向けけ職職員員のの知知識識向向
上上をを図図っったた。。

戦略を設定する理由・背景
自自治治体体、、民民間間企企業業等等ととのの採採用用競競合合やや土土木木・・電電気気職職員員のの人人員員不不足足にによよりり、、公公社社のの採採用用募募集集にに対対しし応応募募がが少少ななくく職職員員のの確確保保がが困困難難なな状状況況がが続続いいてていいるる。。ままたた、、都都退退職職者者のの
減減少少にによよりり道道路路事事業業等等ののノノウウハハウウをを持持つつ人人材材のの確確保保もも困困難難ととななっってていいるる。。加加ええてて、、駐駐車車場場をを取取巻巻くく社社会会経経済済状状況況のの変変化化にに対対応応ししてていいくく必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆技技術術系系職職員員のの確確保保にに向向けけ、、学学校校訪訪問問等等のの取取組組みみをを実実施施しし一一定定のの成成果果をを挙挙げげててきき
たたがが、、新新卒卒者者ににおおいいててはは公公務務員員志志望望がが多多くく、、内内定定辞辞退退率率がが高高くくななっってていいるる。。ままたた、、
経経験験者者ににおおいいててもも募募集集回回数数増増等等にに取取りり組組んんででききたたがが、、応応募募がが少少なないい状状況況がが続続いいてて
おおりり、、無無電電柱柱化化事事業業等等のの受受託託増増加加にに対対応応ししてていいくくににはは、、依依然然、、土土木木・・電電気気職職のの採採
用用数数がが不不足足ししてていいるる状状況況ににああるる。。
◆◆用用地地取取得得従従事事職職員員のの約約５５割割、、無無電電柱柱化化等等にに従従事事すするる土土木木職職員員のの約約６６割割がが6600歳歳以以
上上とと高高齢齢化化がが進進展展ししてておおりり、、都都退退職職者者のの採採用用がが困困難難なな状状況況がが続続いいてていいるるここととかからら、、
高高齢齢職職員員のの退退職職にに伴伴うう高高度度なな技技術術・・ノノウウハハウウのの喪喪失失にによよるる事事業業のの停停滞滞がが懸懸念念さされれ
るる。。
◆◆新新ししいいモモビビリリテティィのの進進展展やや脱脱炭炭素素ななどど社社会会経経済済状状況況のの変変化化をを見見据据ええたた駐駐車車場場事事
業業のの推推進進がが求求めめらられれてていいるる。。

課題解決の⼿段
◆◆職職員員確確保保にに向向けけたた採採用用体体制制のの強強化化及及びびWWeebb会会社社説説明明会会ななどど、、オオンンラライインンをを活活用用しし
たた採採用用活活動動のの充充実実にによよりり、、特特にに不不足足ししてていいるる土土木木・・電電気気のの技技術術職職員員のの採採用用・・必必要要
人人員員数数のの充充足足をを図図るる。。
◆◆都都退退職職者者のの採採用用減減少少にに対対応応すするるたためめ、、引引きき続続きき技技術術職職員員のの技技術術・・ノノウウハハウウ継継承承
にに向向けけ、、育育成成研研修修シシスステテムムをを活活用用すするるととととももにに、、嘱嘱託託職職員員かからら固固有有職職員員へへのの計計画画
的的なな振振替替、、派派遣遣研研修修をを継継続続ししてて実実施施しし、、専専門門家家集集団団のの形形成成にによよるる事事業業執執行行能能力力のの
強強化化をを図図るる。。
◆◆駐駐車車場場事事業業ににおおけけるる今今後後のの技技術術革革新新やや交交通通施施策策のの進進展展にに対対応応すするるたためめ、、職職員員のの
育育成成計計画画をを策策定定すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

採採用用体体制制強強
化化及及びび採採用用
活活動動充充実実

目目
標標
①①

・・採採用用体体制制のの整整備備
・・ダダイイレレククトトリリククルルーーテティィンンググのの
本本格格実実施施〔〔経経験験者者〕〕
・・WWeebb会会社社説説明明会会のの試試行行〔〔新新卒卒〕〕
・・学学校校訪訪問問、、イインンタターーンンシシッッププ等等
のの拡拡充充〔〔新新卒卒〕〕

・・採採用用担担当当係係長長のの新新設設にによよるる、、計計1155回回（（事事
務務５５回回、、土土木木６６回回、、電電気気４４回回））のの採採用用選選考考
をを実実施施
・・ダダイイレレククトトリリククルルーーテティィンンググをを本本格格実実施施
しし、、経経験験者者採採用用８８名名をを確確保保
・・学学校校訪訪問問４４回回、、会会社社説説明明会会１１回回、、イインン
タターーンンシシッッププ５５回回((計計９９名名参参加加))  をを実実施施

・・採採用用担担当当係係長長をを中中心心ととししたた採採用用体体制制のの強強化化にに
よよりり、、22002211年年度度のの同同時時期期とと比比較較ししてて1100回回採採用用選選
考考をを増増ややしし、、22002222年年度度必必要要人人員員((９９名名))をを充充足足ささ
せせたた。。
・・夏夏季季イインンタターーンンシシッッププ((３３ddaayy・・１１ddaayy))はは、、開開
催催メメニニュューーをを拡拡充充しし開開催催すするるここととでで、、参参加加者者増増
とと公公社社事事業業のの認認知知度度向向上上をを図図っったた。。

・・22002222年年度度ままででのの実実績績等等をを踏踏ままええ、、
必必要要にに応応じじてて採採用用方方法法をを検検証証･･検検討討
・・通通年年採採用用のの継継続続

嘱嘱託託かからら固固
有有へへのの計計画画
的的なな振振替替のの
継継続続実実施施
（（用用地地・・土土
木木））

目目
標標
②②

・・育育成成研研修修シシスステテムム等等のの活活用用にによよ
りり、、技技術術・・ノノウウハハウウのの継継承承をを図図りり、、
固固有有職職員員（（４４名名））のの振振替替をを実実施施
・・都都方方針針にによよるる事事業業量量及及びび新新振振替替
計計画画（（22002233～～22002277））にに応応じじたた固固有有
振振替替数数ににつついいてて調調整整

・・固固有有職職員員４４名名のの振振替替をを実実施施（（用用地地２２名名、、
土土木木２２名名））
・・22002233年年度度調調整整人人員員ににてて、、４４名名のの固固有有振振替替
をを要要求求（（土土木木４４名名））
・・「「新新振振替替計計画画（（22002233～～22002277年年度度のの５５かか
年年））」」のの策策定定にに向向けけ、、都都とと調調整整をを開開始始（（８８
月月））

・・用用地地取取得得やや無無電電柱柱化化ななどどのの受受託託事事業業ににおおけけるる
着着実実なな執執行行をを図図るるたためめ、、高高齢齢職職員員のの退退職職等等にに伴伴
うう技技術術・・ノノウウハハウウのの継継承承をを計計画画的的にに行行うう必必要要がが
ああるる。。引引きき続続きき、、都都とと調調整整ののううええ嘱嘱託託かからら固固有有
へへのの振振替替をを実実施施ししてていいくく。。

・・新新振振替替計計画画（（22002233～～22002277））にに基基づづ
くく固固有有職職員員（（４４名名））のの振振替替をを実実施施
・・都都方方針針にによよるる事事業業量量及及びび新新振振替替計計
画画（（22002233～～22002277））にに応応じじたた固固有有振振替替
数数ににつついいてて調調整整

固固有有職職員員のの
都都へへのの派派遣遣
研研修修のの継継続続
及及びび人人事事交交
流流のの検検討討

目目
標標
②②

・・固固有有職職員員のの都都へへのの派派遣遣研研修修をを継継
続続実実施施（（土土木木技技術術職職員員１１名名、、用用地地
取取得得事事務務従従事事職職員員２２名名、、電電気気技技術術
職職員員１１名名））
・・都都ととのの人人事事交交流流のの実実施施ににつついいてて
調調整整【【再再掲掲】】

・・固固有有職職員員４４名名（（用用地地２２名名、、土土木木１１名名、、電電
気気１１名名））のの派派遣遣研研修修をを継継続続実実施施
・・上上記記、、４４名名のの派派遣遣継継続続にに向向けけ、、22002233年年度度
調調整整人人員員要要求求にに反反映映

・・用用地地取取得得にに関関すするる収収用用手手続続きき・・審審査査業業務務やや無無
電電柱柱化化事事業業のの計計画画策策定定・・各各種種調調整整業業務務にに精精通通しし
たた職職員員育育成成をを目目的的ととししてて、、固固有有３３名名をを継継続続ししてて
派派遣遣ししたた。。
・・22002211年年度度かからら開開始始ししてていいるる電電気気技技術術職職員員のの派派
遣遣研研修修ににつついいててもも、、道道路路管管理理者者ととししててのの幅幅広広いい
実実務務をを通通じじたた道道路路施施設設管管理理のの技技術術力力向向上上、、ノノウウ
ハハウウ習習得得にによよるる職職員員育育成成をを図図るるたためめ、、継継続続ししたた
派派遣遣研研修修がが必必要要ととななるる。。

・・固固有有職職員員のの都都へへのの派派遣遣研研修修をを継継続続
実実施施（（土土木木技技術術職職員員１１名名、、用用地地取取得得
事事務務従従事事職職員員２２名名、、電電気気技技術術職職員員１１
名名））
・・ここれれままででのの派派遣遣研研修修のの効効果果をを検検証証
しし、、22002244年年度度のの派派遣遣先先、、人人数数等等ににつつ
いいてて検検討討
・・都都ととのの人人事事交交流流のの実実施施【【再再掲掲】】

用用地地補補償償業業
務務管管理理士士、、
土土木木施施工工管管
理理技技士士のの資資
格格取取得得のの推推
進進等等

目目
標標
②②

・・用用地地補補償償業業務務管管理理士士のの資資格格取取得得
研研修修のの継継続続実実施施（（６６名名受受講講、、２２名名
合合格格））
・・土土木木施施工工管管理理技技士士のの資資格格取取得得研研
修修のの継継続続実実施施
（（1111名名受受講講、、３３名名合合格格））

・・用用地地補補償償業業務務管管理理士士ににつついいてて、、６６名名研研修修
受受講講
・・土土木木施施工工管管理理技技士士ににつついいてて、、2222名名研研修修受受
講講

・・用用地地はは、、筆筆記記試試験験対対策策ととししてて共共通通科科目目研研修修をを
実実施施しし、、６６名名受受講講ととななっったた。。ななおお、、最最終終試試験験
（（３３月月：：口口頭頭試試験験））はは1100名名受受験験をを予予定定ししてていいるる。。
・・土土木木はは、、学学科科試試験験・・実実地地試試験験対対策策講講座座のの研研修修
をを実実施施しし、、2222名名とと多多くくのの職職員員がが受受講講ししたた。。ななおお、、
最最終終試試験験（（1100月月））にに５５名名受受験験ししてていいるる。。

・・用用地地補補償償業業務務管管理理士士及及びび総総合合補補償償
士士のの資資格格取取得得研研修修のの実実施施（（４４名名受受講講、、
１１名名合合格格））
・・土土木木施施工工管管理理技技士士のの資資格格取取得得研研修修
のの継継続続実実施施
（（1122名名受受講講、、４４名名合合格格））
・・駐駐車車場場事事業業ににおおけけるる人人材材育育成成計計画画
のの策策定定

他他団団体体ととのの
情情報報交交換換会会
のの設設置置、、開開
催催（（事事務務・・
事事業業全全般般））

目目
標標
①①
②②

・・情情報報交交換換会会のの継継続続（（年年２２回回））
・・業業界界団団体体ととのの意意見見交交換換のの実実施施
・・他他団団体体事事例例のの活活用用等等

・・第第一一回回建建設設局局３３団団体体情情報報交交換換会会ををオオンンララ
イインン形形式式ににてて開開催催（（1111月月））
・・今今後後ののババスス利利用用のの動動向向ににつついいてて、、東東京京ババ
スス協協会会とと意意見見交交換換をを実実施施（（７７月月））

・・情情報報セセキキュュリリテティィややフフリリーーアアドドレレスス・・ササテテララ
イイトトオオフフィィススのの取取組組状状況況ななどど団団体体がが抱抱ええるる課課題題
等等にに対対ししてて、、他他団団体体がが講講じじてていいるる対対策策やや工工夫夫しし
てていいるる点点等等ににつついいてて意意見見交交換換をを実実施施ししたた。。
・・公公社社がが管管理理すするるババスス駐駐車車場場運運営営にに資資すするるたためめ、、
WWiitthhココロロナナににおおけけるるババススのの運運休休・・運運行行動動向向ななどど
のの情情報報収収集集にに向向けけ意意見見交交換換をを実実施施ししたた。。

・・情情報報交交換換会会のの継継続続（（年年２２回回））
・・業業界界団団体体ととのの意意見見交交換換のの実実施施
・・他他団団体体事事例例のの活活用用等等

（公財）東京都道路整備保全公社

戦戦略略３３ 専専門門家家集集団団形形成成にに向向けけたた職職員員のの確確保保・・育育成成

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「ゼゼロロエエミミッッシショョンン東東京京戦戦略略」」

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇
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２２ 公益財団法⼈東京学校⽀援機構 
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2023年度改訂版のポイント

◆戦略１ 外部⼈材の確保と提供 について、学校への貢献度をより直
接的に⽰す新たな成果指標として「採⽤者数」を設定

◆「新たな教育課題に対応した⼈材の確保と活⽤促進」について、新規
事業として、臨時的任⽤教員等マッチング⽀援、部活動の地域移⾏⽀援
及び⽇本語指導⽀援の３つの事業を追加

【プランの主な改訂内容】

（公財）東京学校⽀援機構

戦略１ 外部⼈材の確保と提供
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

学校と登録者と
のマッチングサ
ポートの強化

・学校へのアプローチを強化し、学
校ニーズに応じたサポーターの募集
及びマッチングを推進
・専⾨性が必要なサポーターに研修
を実施
・教育委員会・学校との連絡会等を
通じ、事例等を周知し活⽤を促進
・学校へのニーズと満⾜度調査の実
施と業務改善
（求⼈4,000⼈、マッチング4,000
〜8,000件）

学校と登録者と
のマッチングサ
ポートの強化

・採⽤⽬標 1,500⼈
・事例等の周知により未登録校への
アプローチを強化し、学校ニーズに
応じたサポーター募集とマッチング
推進
・専⾨性が必要なサポーターに研修
を実施
・多様な学校ニーズに応じた団体開
拓
・学校へのニーズと満⾜度調査の実
施
（求⼈4,000⼈、マッチング4,000
〜8,000件）

新たな教育課題
に対応した⼈材
の確保と活⽤促
進

・検討会も踏まえたデータ分析を強
化し、ICTを活⽤した学習を⽀援す
るための⼈材の確保、国際交流コン
シェルジュと連携した外国語学習等
の専⾨的⼈材の確保、学⽣・企業等
の⼒を活⽤した⽀援など教育庁とも
連携し、モデル事例を創出
・オンラインによる外部⼈材活⽤事
例の周知と学校での活⽤促進

新たな教育課題
に対応した⼈材
の確保と活⽤促
進

・ICT活⽤⽀援⼈材・国際交流コン
シェルジュと連携した外国語学習等
の専⾨的⼈材の確保
・オンラインによる外部⼈材活⽤事
例の周知と学校での活⽤促進
・学校マネジメント⽀援員や社会の
⼒活⽤事業における⼈材確保
・教育庁と連携し、臨時的任⽤教員
等マッチング、部活動の地域移⾏、
⽇本語指導について新たに⽀援

戦略１ 外部⼈材の確保と提供
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標 】学校のニーズに応じた⼈材を紹介し、教員
の負担軽減に寄与
※求⼈:4,000⼈
※マッチング:4,000〜8,000⼈
※サポーター活動に対する学校満⾜度︓80％

【⽬標 】学校のニーズに応じた⼈材を紹介し、教員
の負担軽減に寄与
※求⼈:4,000⼈
※マッチング:4,000〜8,000⼈
※採⽤ 1,500⼈
※サポーター活動に対する学校満⾜度︓80％
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析
【【目目標標 】】学学校校ののニニーーズズにに応応じじたた人人材材をを紹紹介介しし、、教教員員のの負負担担軽軽減減にに寄寄与与

※※求求人人::44,,000000人人
※※ママッッチチンンググ::44,,000000～～88,,000000人人
※※採採用用 11,,550000人人
※※ササポポーータターー活活動動にに対対すするる学学校校満満足足度度：：8800％％

【【目目標標 】】多多様様なな人人材材をを確確保保しし、、登登録録者者のの専専門門性性のの発発揮揮等等にによよりり教教育育のの質質のの向向上上にに寄寄与与
※※人人材材登登録録：：1155,,000000人人
※※モモデデルル事事例例のの創創出出

①①好好事事例例紹紹介介等等のの学学校校へへのの働働きき掛掛けけにによよるる新新たたなな求求人人増増加加とと信信頼頼性性のの高高
いい地地域域ササポポーータターーやや様様々々なな分分野野のの人人材材拡拡充充にによよりり、、求求人人22,,223377人人、、ママッッ
チチンンググ66,,339999件件ととななっったた。。ここれれららがが学学校校ののニニーーズズにに応応じじたた人人材材のの採採用用にに
繋繋ががりり、、11,,007744人人のの採採用用ととななっったた。。
②②各各種種広広報報活活動動にによよりりササポポーータターーはは増増加加ししてておおりり、、1111,,771166人人がが登登録録。。新新
たたなな教教育育課課題題にに対対応応すするるたためめ、、専専門門分分野野のの人人材材確確保保にに向向けけたたモモデデルル事事例例
のの創創出出にに努努めめるるととととももにに、、研研修修をを通通じじたたササポポーータターーのの質質のの向向上上をを図図りり、、
教教育育のの質質のの向向上上にに寄寄与与ししてていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
教教職職員員のの負負担担軽軽減減とと学学校校教教育育のの質質のの向向上上をを図図るるたためめ、、都都内内公公立立学学校校ににおおいいてて外外部部人人材材をを一一層層活活用用ししたた学学校校経経営営・・指指導導体体制制をを構構築築すするる必必要要ががああるる。。
そそののたためめにに、、機機構構ににおおいいてて、、多多様様なな外外部部人人材材をを安安定定的的にに確確保保すするる人人材材ババンンククをを運運営営しし、、学学校校ののニニーーズズにに応応じじたた人人材材紹紹介介をを進進めめてていいくく必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆学学校校ののニニーーズズにに応応じじたた適適切切なな外外部部人人材材（（ササポポーータターー））をを学学校校
にに紹紹介介すするるととととももにに、、学学校校にに対対ししててササポポーータターーのの一一層層のの活活用用をを
促促ししてていいくくたためめ、、多多様様ななササポポーータターーをを安安定定的的にに確確保保しし、、積積極極的的
にに学学校校ととササポポーータターーととののママッッチチンンググをを図図っってていいくく必必要要ががああるる。。
◆◆登登録録ししてていいるるササポポーータターーににととっっててややりりががいいののああるる学学校校支支援援活活
動動をを紹紹介介すするるたためめ、、個個々々ののササポポーータターーのの専専門門性性やや学学校校ででのの活活動動
状状況況をを踏踏ままええたた活活躍躍のの場場をを広広くく提提供供ししてていいくく必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆ココーーデディィネネーータターーがが学学校校ののニニーーズズをを掘掘りり起起ここしし、、ききめめ細細かかいいママッッチチンンググをを行行ううここととでで成成功功事事例例をを
創創出出、、PPRRしし、、学学校校にに一一層層のの外外部部人人材材活活用用をを促促すす。。
◆◆様様々々なな媒媒体体をを通通じじたた広広報報活活動動をを計計画画的的にに展展開開しし、、ササポポーータターーをを広広くく確確保保すするる。。ささららにに、、大大学学、、企企
業業・・団団体体、、地地域域かからら、、学学校校ののニニーーズズにに応応じじたた専専門門性性ああるる人人材材開開拓拓をを進進めめるる。。
◆◆WWiitthhココロロナナ・・AAfftteerrココロロナナにに対対応応ししたた人人材材ややIICCTT等等、、新新たたなな教教育育課課題題にに対対応応ししたた人人材材をを確確保保しし、、学学
校校ででのの活活用用をを促促すす。。
◆◆登登録録希希望望者者のの登登録録前前研研修修やや登登録録後後ののススキキルルアアッッププ研研修修等等にによよりりササポポーータターーののススキキルルアアッッププをを図図るる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

学学校校とと登登録録
者者ととののママッッ
チチンンググササ
ポポーートトのの強強
化化

目目
標標
①①

・・学学校校へへののアアププロローーチチをを
強強化化しし、、学学校校ニニーーズズにに応応
じじたたササポポーータターーのの募募集集及及
びびママッッチチンンググをを推推進進
・・専専門門性性がが必必要要ななササポポーー
タターーにに研研修修をを実実施施
・・教教育育委委員員会会・・学学校校ととのの
連連絡絡会会等等をを通通じじ、、事事例例等等
をを周周知知しし活活用用をを促促進進
・・学学校校へへののニニーーズズとと満満足足
度度調調査査のの実実施施とと業業務務改改善善
（（求求人人33,,550000人人、、ママッッチチンン
ググ33,,550000～～77,,000000件件））

・・教教育育委委員員会会、、校校長長会会等等訪訪問問にによよるる
活活動動事事例例紹紹介介 113311回回
・・ササポポーータターーにに対対しし学学校校ニニーーズズにに関関
すするる情情報報提提供供ややススカカウウトトメメーールルをを通通
じじたたママッッチチンンググにに努努めめ、、応応募募・・採採用用
をを促促進進
・・学学校校アアンンケケーートト((ササポポーータターー活活動動にに
対対すするる満満足足度度))をを1111//1177よよりり実実施施
求求人人掲掲載載 22,,223377人人、、ママッッチチンンググ
66,,339999、、採採用用 11,,007744人人

・・島島ししょょ部部をを除除くく全全地地域域のの校校長長会会訪訪問問等等にによよりりシシ
スステテムム登登録録やや活活用用事事例例紹紹介介をを進進めめるるととととももにに、、登登
録録者者へへののススカカウウトトメメーールル送送信信をを積積極極的的にに進進めめ、、
ママッッチチンンググににつついいてて一一定定のの成成果果がが上上ががっってていいるるがが、、
未未登登録録のの学学校校がが11//33程程度度ああるるここととかからら、、更更ななるる事事業業
周周知知がが必必要要ででああるる。。
・・ままたた、、求求人人ニニーーズズはは多多様様化化((有有償償・・無無償償・・専専門門性性
ななどど))ししてていいるるここととかからら、、分分野野別別研研修修のの実実施施やや、、多多
様様ななササポポーータターー獲獲得得にに向向けけたた団団体体開開拓拓をを進進めめてていい
くく必必要要ががああるる。。
・・学学校校へへのの貢貢献献度度ををよよりり直直接接的的にに示示せせるるよよううなな、、
新新たたなな指指標標のの設設定定がが求求めめらられれてていいるる。。

【【採採用用目目標標 11,,550000人人】】
・・求求人人44,,000000人人、、ママッッチチンンググ44,,000000～～88,,000000件件
・・事事例例等等のの周周知知にによよりり未未登登録録校校へへののアアププロローー
チチをを強強化化しし、、学学校校ニニーーズズにに応応じじたたササポポーータターー
募募集集ととママッッチチンンググ推推進進
・・専専門門性性がが必必要要ななササポポーータターーにに研研修修をを実実施施
・・多多様様なな学学校校ニニーーズズにに応応じじたた団団体体開開拓拓
・・学学校校へへののニニーーズズとと満満足足度度調調査査のの実実施施

広広報報活活動動のの
展展開開やや大大
学学・・企企業業等等
ととのの連連携携にに
よよるる登登録録者者
のの拡拡大大

目目
標標
②②

・・各各種種広広報報活活動動のの展展開開
・・シシンンポポジジウウムムのの開開催催
・・人人材材確確保保にに向向けけたた、、大大
学学、、企企業業・・団団体体等等ととのの連連
携携協協議議会会のの開開催催
・・区区市市町町村村のの多多様様なな地地域域
人人材材ととのの連連携携体体制制のの構構築築
（（ササポポーータターー登登録録：：
1133,,000000人人））

・・チチララシシ配配布布 約約3388,,550000枚枚、、交交通通広広告告
掲掲載載７７路路線線
・・自自治治体体等等広広報報掲掲載載 ９９件件
・・シシンンポポジジウウムム開開催催８８月月、、オオンンラライイ
ンン1100月月よよりり
・・登登録録団団体体連連携携協協議議会会開開催催((3366団団体体4433
名名参参加加))
・・地地域域ココーーデディィネネーータターーととのの連連携携 ３３
自自治治体体
・・大大学学訪訪問問1177校校
ササポポーータターー登登録録1111,,771166人人((個個人人66,,446688
人人、、114466団団体体55,,224488人人))

・・自自治治体体広広報報誌誌へへのの情情報報掲掲載載依依頼頼、、地地域域のの施施設設へへ
ののチチララシシ配配布布等等のの展展開開にによよりり、、登登録録者者数数のの少少なないい
特特定定地地域域ののササポポーータターーをを増増ややししてていいるる。。
・・他他政政策策連連携携団団体体へへのの人人材材紹紹介介依依頼頼とと新新規規団団体体登登
録録のの依依頼頼、、地地域域学学校校協協働働活活動動ととのの協協力力関関係係構構築築、、
団団体体間間のの活活動動ののママッッチチンンググななどど多多様様なな連連携携をを働働きき
掛掛けけたた。。
・・チチララシシ、、WWeebb、、電電車車広広告告等等にによよりり毎毎月月110000人人程程度度
のの登登録録増増ととななっってていいるる。。
・・一一方方、、目目標標達達成成ののたためめににはは、、ここれれままででのの広広報報手手
段段をを見見直直しし、、よよりり効効果果的的なな取取組組をを行行っってていいくく必必要要
ががああるる。。

【【ササポポーータターー登登録録：：1155,,000000人人】】
・・各各種種広広報報活活動動のの展展開開((チチララシシ配配布布・・交交通通広広
告告等等のの外外、、有有料料広広告告掲掲載載のの拡拡大大))
・・シシンンポポジジウウムムのの開開催催
・・人人材材確確保保にに向向けけたた、、大大学学、、企企業業・・団団体体等等とと
のの連連携携協協議議会会のの開開催催
・・区区市市町町村村のの多多様様なな地地域域人人材材ととのの連連携携強強化化

外外部部人人材材をを
活活用用ししたた成成
功功事事例例のの創創
出出・・普普及及とと
人人材材のの活活用用
促促進進

目目
標標
①①

・・学学校校へへのの好好事事例例ヒヒアアリリ
ンンググ調調査査のの実実施施
・・学学校校ににおおけけるる外外部部人人材材
活活用用のの推推進進（（ササポポーータターー
活活動動事事例例フファァイイルル等等のの発発
行行、、活活用用促促進進研研修修会会のの開開
催催等等））
・・学学校校ににおおけけるる外外部部人人材材
活活用用促促進進検検討討会会のの開開催催
・・学学校校種種別別、、活活動動分分野野、、
地地域域のの実実情情等等にに応応じじたた人人
材材活活用用策策のの提提案案

・・学学校校へへのの新新規規好好事事例例取取材材 2222件件
・・人人材材ババンンククニニュューースス((学学校校向向けけ))発発
行行 ４４回回
・・地地域域ココーーデディィネネーータターー対対象象研研修修会会
をを企企画画 ２２自自治治体体
・・学学校校ににおおけけるる外外部部人人材材活活用用検検討討会会
((事事業業のの在在りり方方、、デデーータタ分分析析、、地地域域人人
材材活活用用等等))のの実実施施 ３３回回
・・活活用用事事例例フファァイイルル((学学校校種種別別、、分分野野、、
地地域域別別))  新新規規1166件件

・・学学校校へへのの取取材材をを通通じじてて得得らられれたた具具体体的的なな関関係係者者
のの声声をを活活動動事事例例フファァイイルルででPPRRすするるここととにによよりり、、新新
たたなな求求人人掲掲載載へへつつななががっってていいるる。。
・・都都及及びび当当機機構構のの担担当当者者等等かからら成成るる外外部部人人材材活活用用
検検討討会会ににおおいいてて、、地地域域学学校校協協働働活活動動ととのの連連携携策策等等
ににつついいてて検検討討をを行行ううととととももにに、、地地域域ココーーデディィネネーー
タターーへへのの研研修修をを企企画画しし、、シシスステテムム利利用用へへのの理理解解をを
進進めめ、、新新たたなな求求人人増増をを目目指指ししてていいるる。。ここののよよううなな
地地域域のの実実情情にに応応じじたた人人材材活活用用策策のの提提案案がが重重要要ででああ
るる。。

・・学学校校へへのの好好事事例例ヒヒアアリリンンググ調調査査のの実実施施
・・学学校校ににおおけけるる外外部部人人材材活活用用のの推推進進（（ササポポーー
タターー活活動動事事例例フファァイイルル等等のの発発行行、、活活用用促促進進研研
修修会会のの開開催催等等））
・・学学校校ににおおけけるる外外部部人人材材活活用用促促進進検検討討会会のの開開
催催
・・地地域域ボボラランンテティィアアココーーデディィネネーータターー向向けけのの
研研修修会会実実施施
・・学学校校種種別別、、活活動動分分野野、、地地域域のの実実情情等等にに応応じじ
たた人人材材活活用用策策のの提提案案

新新たたなな教教育育
課課題題にに対対応応
ししたた人人材材のの
確確保保とと活活用用
促促進進

目目
標標
②②

・・検検討討会会もも踏踏ままええたたデデーー
タタ分分析析をを強強化化しし、、IICCTTをを活活
用用ししたた学学習習をを支支援援すするるたた
めめのの人人材材のの確確保保、、国国際際交交
流流ココンンシシェェルルジジュュとと連連携携
ししたた外外国国語語学学習習等等のの専専門門
的的人人材材のの確確保保、、学学生生・・企企
業業等等のの力力をを活活用用ししたた支支援援
ななどど教教育育庁庁とともも連連携携しし、、
モモデデルル事事例例をを創創出出
・・オオンンラライインンにによよるる外外部部
人人材材活活用用事事例例のの周周知知とと学学
校校ででのの活活用用促促進進

・・教教育育庁庁ととのの連連携携にによよるるIICCTTササポポーートト
事事業業をを９９団団体体とと展展開開、、６６自自治治体体でで110011
名名がが2244のの小小中中学学校校でで337755回回活活動動
・・オオンンラライインン支支援援モモデデルル事事業業「「留留学学
生生放放課課後後英英会会話話教教室室」」をを６６回回予予定定しし、、
校校長長会会等等ででPPRR
・・港港区区教教育育委委員員会会とと地地元元企企業業にによよるる
ププロロググララミミンンググ教教育育教教材材開開発発をを支支援援
・・新新規規事事業業にに向向けけ４４つつののPPTTをを設設けけてて
調調査査・・検検討討

・・IICCTTササポポーートト事事業業はは、、新新たたにに大大学学かかららもも協協力力をを得得
てて、、学学生生にによよるるボボラランンテティィアア活活動動をを進進めめたた。。
・・「「留留学学生生放放課課後後英英会会話話教教室室」」がが好好評評をを得得たたこことと
かからら、、オオンンラライインン活活用用ののモモデデルルととししてて学学校校へへ紹紹介介
しし、、活活用用のの促促進進をを図図るるここととがが有有効効
・・協協定定締締結結団団体体とと自自治治体体のの間間でで、、主主体体的的にに良良好好なな
関関係係をを築築くく事事例例がが見見らられれ、、22002233年年度度にに向向けけたた継継続続
のの協協議議もも進進みみ、、ププロロググララミミンンググ教教育育のの地地域域へへのの普普
及及をを図図っってていいるる。。
・・教教員員不不足足やや部部活活動動のの地地域域移移行行とといいっったた新新たたなな教教
育育課課題題にに対対しし、、機機構構内内部部ででPPTTをを立立ちち上上げげ、、教教育育庁庁
とと連連携携ししてて検検討討

・・IICCTT活活用用支支援援人人材材・・国国際際交交流流ココンンシシェェルル
ジジュュとと連連携携ししたた専専門門的的人人材材のの確確保保
・・オオンンラライインンにによよるる外外部部人人材材活活用用事事例例のの周周知知
とと学学校校ででのの活活用用促促進進
・・学学校校ママネネジジメメンントト支支援援員員やや社社会会のの力力活活用用事事
業業ににおおけけるる人人材材確確保保
・・教教育育庁庁とと連連携携しし、、産産休休・・育育業業代代替替教教員員等等確確
保保、、都都立立高高校校日日本本語語指指導導、、部部活活動動のの地地域域連連携携
促促進進ににつついいてて新新たたにに支支援援

登登録録者者ががやや
りりががいいをを
ももっってて活活動動
すするるたためめのの
仕仕組組みみのの構構
築築

目目
標標
②②

・・登登録録前前研研修修・・面面談談やや登登
録録者者ススキキルルアアッッププ研研修修のの
充充実実（（オオンンラライインン等等のの活活
用用促促進進））
・・優優秀秀事事例例のの紹紹介介やや専専門門
性性をを発発揮揮ででききるる機機会会のの創創
出出ななどど、、ササポポーータターーののイイ
ンンセセンンテティィブブととななるる取取組組
のの実実施施

・・学学校校活活動動未未経経験験者者（（全全員員））にに対対すす
るる登登録録前前研研修修・・面面談談のの実実施施 664477人人
・・登登録録者者オオンンラライインン研研修修２２回回((特特別別支支
援援9922名名、、部部活活動動5500名名))
・・オオンンデデママンンドド研研修修２２回回「「心心ののババリリ
アアフフリリーー」」442277回回視視聴聴、、「「目目指指せせググッッ
ドドココーーチチ」」333300回回視視聴聴
・・ササポポーータターーのの活活動動内内容容をを学学校校へへ紹紹
介介すするるニニュューーススレレタターーのの発発行行３３回回

・・ササポポーータターーのの質質をを確確保保しし学学校校ののニニーーズズにに応応ええてて
いいくくたためめ、、研研修修内内容容をを更更にに充充実実ささせせてていいくくここととがが
重重要要ででああるる。。
・・ササポポーータターーのの取取組組意意欲欲をを上上げげるるたためめ、、希希望望にに
沿沿っったた求求人人をを紹紹介介すするるととととももにに、、活活動動事事例例のの取取材材
時時にに当当機機構構へへ期期待待すするるここととななどどににつついいてて聞聞きき取取りり
をを行行っったた。。
・・オオンンラライインン研研修修はは、、学学校校がが求求めめるる人人材材のの分分野野やや
専専門門性性のの高高ささをを踏踏ままええ、、特特別別支支援援教教育育とと部部活活動動指指
導導ををテテーーママにに実実施施しし、、参参考考事事例例をを提提示示すするるななどど実実
践践的的なな内内容容ととししたた。。受受講講者者アアンンケケーートトでではは「「役役にに
立立つつ」」ととのの声声がが多多数数寄寄せせらられれてておおりり、、現現場場ででのの活活
用用がが期期待待さされれるる。。

・・登登録録前前研研修修・・面面談談やや登登録録者者ススキキルルアアッッププ研研
修修のの充充実実（（オオンンラライインン等等のの活活用用促促進進ととオオンンデデ
ママンンドド研研修修ココンンテテンンツツのの充充実実））
・・優優秀秀事事例例のの紹紹介介やや専専門門性性をを発発揮揮ででききるる機機会会
のの創創出出ななどど、、ササポポーータターーののイインンセセンンテティィブブとと
ななるる取取組組のの実実施施

（公財）東京学校⽀援機構

戦戦略略１１ 外外部部人人材材のの確確保保とと提提供供

戦略の性質
経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略 ・・戦戦略略２２：：子子供供のの「「伸伸びびるる・・育育つつ」」応応援援戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析
【【目目標標①①】】全全都都立立学学校校をを対対象象にに法法律律相相談談をを実実施施しし、、相相談談にに適適切切・・迅迅速速にに対対応応

※※相相談談対対応応件件数数：：年年間間225500件件
※※満満足足度度8800%%

【【目目標標②②】】都都内内公公立立学学校校のの実実情情やや特特色色にに合合っったた国国際際交交流流のの実実施施をを支支援援
※※33年年間間でで延延べべ約約22,,000000件件ののママッッチチンンググをを支支援援

（（注注））ココロロナナ感感染染症症のの世世界界的的流流行行にによよりり海海外外交交流流希希望望のの減減少少のの恐恐れれあありり

①①学学校校法法律律相相談談デデススククはは、、専専門門相相談談員員にによよるる講講義義活活動動等等をを通通じじ、、学学校校がが気気軽軽にに相相談談
ででききるる窓窓口口ととししててのの理理解解がが進進みみ、、相相談談件件数数がが前前年年比比約約11..66倍倍（（1111月月末末現現在在9933件件））とと
ななっったた。。今今後後、、更更ななるる周周知知活活動動のの強強化化にに取取りり組組みみ、、相相談談件件数数のの増増加加ににつつななげげるる。。
②②国国際際交交流流事事業業はは、、ココロロナナ禍禍のの影影響響にによよりりママッッチチンンググ件件数数がが伸伸びび悩悩んんだだもものののの、、オオ
ンンラライインンにによよるる交交流流活活動動のの提提案案・・実実施施ななどどにによよりり、、1111月月末末現現在在442244件件（（22002211年年度度比比
11..55倍倍））とと着着実実にに実実績績をを積積みみ上上げげてていいるる。。今今後後、、新新規規のの取取組組をを更更にに充充実実ささせせ、、利利用用
促促進進をを図図っってていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
教教育育課課題題のの複複雑雑化化・・高高度度化化やや国国際際化化のの進進展展等等ににととももなないい、、教教育育施施策策やや学学校校のの課課題題がが多多様様化化しし、、教教職職員員のの負負担担がが増増加加ししてていいるる。。
教教員員がが児児童童・・生生徒徒へへのの指指導導等等にに専専念念ででききるる環環境境をを作作るるたためめ、、専専門門的的なな支支援援がが求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆学学校校法法律律相相談談デデススクク事事業業でではは、、都都立立学学校校へへのの周周知知にによよりり認認知知度度がが向向上上しし、、22002200
年年1111月月ままででにに相相談談件件数数6611件件、、3366校校がが利利用用しし、、ううちち1100校校はは複複数数回回利利用用ししてていいるる。。

学学校校管管理理職職にに対対しし、、日日々々のの学学校校経経営営にに弁弁護護士士のの知知見見をを活活用用ででききるるここととのの意意義義
（（有有効効性性））をを実実感感ししててももららいい、、多多くくのの学学校校がが、、よよりり気気軽軽ににかかつつ早早期期にに当当デデススククへへ
相相談談すするるよようう促促ししてていいくく必必要要ががああるる。。
◆◆国国際際交交流流等等のの教教育育施施策策のの充充実実化化にに向向けけてて、、英英語語にによよるる交交流流先先のの開開拓拓・・調調整整等等教教
員員がが慣慣れれなないい業業務務をを行行っってていいるる事事例例ももあありり、、教教員員のの負負担担軽軽減減とと国国際際交交流流のの促促進進にに
向向けけてて、、ききめめ細細かかいい支支援援をを行行っってていいくく必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆学学校校法法律律相相談談デデススククにに相相談談ししたた学学校校のの満満足足度度をを高高めめるるたためめ、、学学校校経経験験豊豊富富なな機機
構構職職員員とと教教育育分分野野にに強強いい弁弁護護士士ととがが連連携携しし、、学学校校かかららのの相相談談にに丁丁寧寧ででききめめ細細かかくく
対対応応すするる。。

ままたた、、学学校校のの積積極極的的なな相相談談・・活活用用をを促促進進すするるたためめ、、相相談談事事例例（（成成功功事事例例））をを蓄蓄
積積しし学学校校にに周周知知すするるととととももにに、、教教育育庁庁関関係係部部署署とと随随時時情情報報をを共共有有すするる。。
◆◆国国際際交交流流事事業業等等ににつついいてて、、都都教教委委がが策策定定すするる実実施施計計画画にに基基づづきき、、事事業業のの進進行行管管
理理やや各各種種業業務務ににつついいてて、、各各学学校校のの実実情情やや特特色色ににああっったた助助言言・・支支援援のの提提供供、、海海外外教教
育育機機関関ととのの連連絡絡調調整整、、留留学学生生受受けけ入入れれ業業務務のの全全体体統統括括やや、、海海外外ととのの交交流流イイベベンントト
やや海海外外ププロロモモーーシショョンン等等のの企企画画・・実実施施にに対対応応ししたた働働ききかかけけ等等具具体体的的なな調調整整をを行行うう。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

専専門門相相談談員員
のの機機構構事事務務
室室ででのの業業務務
従従事事体体制制をを
確確保保

目目
標標
①①

・・直直接接弁弁護護士士にに相相談談ででききるる運運営営をを
維維持持すするるたためめにに、、相相談談状状況況等等をを勘勘
案案ししてて５５名名以以上上のの専専門門相相談談員員（（弁弁
護護士士））のの確確保保とと輪輪番番従従事事をを継継続続
・・事事業業運運営営ののノノウウハハウウのの蓄蓄積積・・共共
有有
・・オオンンラライインン相相談談のの試試行行

・・５５名名のの専専門門相相談談員員（（弁弁護護士士））がが週週３３回回、、
空空白白がが生生じじなないいよようう輪輪番番でで従従事事しし、、学学校校かか
ららのの相相談談にに適適切切・・迅迅速速にに対対応応

相相談談対対応応件件数数：：9933件件
・・事事業業運運営営ののノノウウハハウウのの蓄蓄積積及及びび共共有有にに向向
けけたた業業務務ママニニュュアアルルのの作作成成にに着着手手
・・７７月月1199日日よよりり、、TTeeaammssをを使使っったたオオンンラライイ
ンン相相談談をを開開始始

相相談談対対応応件件数数・・1177件件

・・オオンンラライインン相相談談のの導導入入、、相相談談対対象象者者のの拡拡充充及及
びび校校長長・・副副校校長長向向けけ研研修修のの実実施施等等にによよりり、、相相談談
件件数数はは22002211年年度度のの1111月月末末とと比比較較しし、、約約11..66倍倍にに
増増加加ししてていいるる。。
・・オオンンラライインン相相談談のの利利用用者者かかららはは、、モモニニタターーでで
表表情情がが見見ええてて安安心心感感ががああるる、、操操作作方方法法がが他他ののオオ
ンンラライインン同同様様にに簡簡単単ななどど、、好好評評をを得得てておおりり、、今今
後後もも相相談談デデススククのの利利用用促促進進にに向向けけたた効効果果的的なな施施
策策のの一一つつととししてて周周知知をを図図っってていいくく。。

・・直直接接弁弁護護士士にに相相談談ででききるる運運営営をを維維
持持すするるたためめにに、、相相談談状状況況等等をを勘勘案案しし
てて５５名名以以上上のの専専門門相相談談員員（（弁弁護護士士））
のの確確保保とと輪輪番番従従事事をを継継続続
・・事事業業運運営営ののノノウウハハウウのの蓄蓄積積・・共共有有
・・オオンンラライインン相相談談のの実実施施

相相談談案案件件のの
概概要要をを関関係係
部部署署でで共共有有
しし組組織織的的なな
対対応応をを促促進進

目目
標標
①①

・・情情報報連連絡絡会会（（年年３３回回））のの実実施施
・・専専門門相相談談員員（（弁弁護護士士））意意見見交交換換
会会のの実実施施
・・「「訴訴訟訟件件数数」」減減少少のの検検証証
・・学学校校経経営営支支援援セセンンタターーやや教教職職員員
研研修修セセンンタターーとと連連携携しし、、専専門門相相談談
員員((弁弁護護士士))にによよるる具具体体的的なな事事例例をを
想想定定ししたた管管理理職職向向けけ説説明明会会のの実実施施

・・関関係係部部署署にによよるる「「情情報報連連絡絡会会」」をを２２回回実実
施施（（８８月月・・1111月月））。。３３回回目目はは２２月月にに実実施施予予
定定
・・専専門門相相談談員員（（弁弁護護士士））にによよるる「「意意見見交交換換
会会」」をを２２回回実実施施（（８８月月・・1111月月））。。1111月月はは
「「情情報報連連絡絡会会」」とと合合同同でで実実施施
・・訴訴訟訟事事案案のの調調査査
・・専専門門相相談談員員((弁弁護護士士））にによよるる管管理理職職研研修修
をを８８回回実実施施

・・「「情情報報連連絡絡会会」」及及びび「「専専門門相相談談員員意意見見交交換換
会会」」のの開開催催をを通通じじ、、専専門門相相談談員員がが学学校校特特有有のの課課
題題ををよよりり深深くく理理解解しし、、一一層層学学校校にに寄寄りり添添っったた助助
言言がが行行ええるるよよううににななりり、、相相談談対対応応のの改改善善ににつつなな
ががっってていいるる。。ままたた、、会会のの合合同同実実施施にによよりり、、学学校校
間間でで共共通通すするる注注意意点点等等ににつついいてて、、専専門門相相談談員員かか
らら直直接接、、関関係係部部署署にに周周知知すするるここととががででききたた。。
・・事事業業でで蓄蓄積積さされれたたノノウウハハウウ及及びび判判例例のの知知識識をを、、
専専門門相相談談員員かからら直直接接学学校校へへ提提供供すするる機機会会ととししてて
講講義義等等をを実実施施しし、、高高評評価価をを得得たた。。
・・引引きき続続きき会会のの実実施施やや講講演演をを通通ししてて、、相相互互のの連連
携携をを密密ににししてていいくく。。

・・情情報報連連絡絡会会（（年年３３回回））のの実実施施
・・専専門門相相談談員員（（弁弁護護士士））意意見見交交換換会会
のの実実施施
・・検検証証をを踏踏ままええたた取取組組へへのの反反映映
・・学学校校経経営営支支援援セセンンタターーやや教教職職員員研研
修修セセンンタターーとと連連携携しし、、専専門門相相談談員員((弁弁
護護士士))にによよるる具具体体的的なな事事例例をを想想定定ししたた
管管理理職職向向けけ説説明明会会のの実実施施

事事例例及及びび
デデーータタのの情情
報報提提供供をを実実
施施

目目
標標
①①

・・アアンンケケーートト等等にによよりり「「トトララブブルル
時時のの対対応応力力がが向向上上ししたた」」ここととのの検検
証証
・・IICCTTをを活活用用ししたたデデーータタベベーースス化化
のの検検討討（（学学校校管管理理職職のの閲閲覧覧機機能能もも
設設定定））

・・専専門門相相談談員員((弁弁護護士士））にによよるる管管理理職職研研修修
後後、、検検証証ののたためめののアアンンケケーートトをを実実施施
・・全全校校長長にに向向けけアアンンケケーートトをを準準備備。。１１月月にに
実実施施予予定定
・・IICCTT活活用用にに向向けけ、、利利便便性性のの高高いいツツーールルのの
情情報報をを収収集集すするるととととももにに、、デデーータタベベーーススのの
実実用用化化にに向向けけたた準準備備をを開開始始

・・管管理理職職研研修修後後ののアアンンケケーートトのの回回答答でではは、、「「事事
例例がが豊豊富富ででああるるととととももにに、、そそれれにに合合わわせせてて講講師師
のの見見解解もも聞聞くくここととががでできき、、すすぐぐにに役役立立ててるるこことと
がが出出来来るる内内容容ででああっったた。。」」、、「「判判例例がが具具体体的的でで
分分かかりりややすすくく、、ととててもも参参考考ににななっったた。。起起ここりり得得
るるリリススククへへのの感感度度がが高高ままっったた。。」」ととのの声声がが上上
ががっってていいたたここととかからら、、トトララブブルル時時のの対対応応力力向向上上
にに寄寄与与ででききたたももののとと考考ええてていいるる。。
・・更更ななるる利利用用促促進進をを図図るるたためめににはは、、よよりり一一層層学学
校校現現場場ののニニーーズズをを把把握握すするる必必要要ががああるる。。

・・アアンンケケーートト等等にによよりり「「トトララブブルル時時
のの対対応応力力がが向向上上ししたた」」ここととをを検検証証しし、、
事事業業運運営営にに反反映映
・・年年度度末末ままででににIICCTTをを活活用用ししたたデデーータタ
ベベーースス化化（（学学校校管管理理職職のの閲閲覧覧機機能能もも
設設定定））
・・教教員員のの負負担担軽軽減減ややデデススクク利利用用時時のの
満満足足度度向向上上等等ののたためめ、、新新たたなな支支援援
ニニーーズズのの吸吸いい上上げげにに向向けけたたアアンンケケーー
トトややヒヒアアリリンンググ等等をを実実施施しし、、運運営営方方
法法等等にに反反映映

国国際際事事業業をを
活活用用すするるよよ
うう学学校校にに働働
ききかかけけ

目目
標標
②②

・・SSNNSSややHHPPにによよるる事事例例等等のの配配信信
・・オオンンラライインン等等にによよるる学学校校向向けけのの
ココンンシシェェルルジジュュ活活用用説説明明会会のの実実施施
・・オオリリパパララ教教育育ののレレガガシシーーととししてて、、
学学校校へへ活活用用をを促促進進

・・SSNNSS及及びびHHPPをを活活用用しし、、交交流流事事例例等等をを学学校校
向向けけにに1177回回配配信信
・・オオンンラライインン等等をを使使用用しし、、ココンンシシェェルルジジュュ
活活用用にに向向けけたた説説明明会会をを1144回回実実施施
・・更更ななるる活活用用のの促促進進にに向向けけ、、4455カカ所所のの区区市市
町町村村教教育育委委員員会会をを訪訪問問しし、、本本事事業業ををPPRR
・・オオリリパパララ教教育育ととししてて根根付付いいたた国国際際交交流流活活
動動をを促促進進すするるたためめ、、国国際際交交流流ココンンシシェェルル
ジジュュ通通信信をを３３回回発発行行

・・教教育育庁庁関関係係部部署署等等ととのの密密なな連連携携にに加加ええ、、オオンン
ラライインンにによよるる教教員員向向けけ説説明明会会、、SSNNSS等等にによよるる情情
報報発発信信にによよりり、、教教員員にに直直接接情情報報をを届届けけるるここととがが
ででききたた。。今今後後はは説説明明・・発発信信すするる情情報報のの内内容容をを充充
実実ささせせてていいくく。。
・・交交流流をを希希望望すするる学学校校にに各各国国大大使使館館のの資資料料をを配配
布布しし積積極極的的にに大大使使館館ととのの交交流流ををココーーデディィネネーートト
ししたた。。
・・上上記記取取組組にによよりり、、相相談談対対応応がが増増ええるるととととももにに、、
ココロロナナ禍禍ででもも安安全全にに国国際際交交流流をを推推進進しし、、実実効効性性
ののああるる事事業業ととししてて広広くく普普及及すするるここととががででききたた。。
・・更更ななるる利利用用促促進進にに向向けけ、、よよりり一一層層学学校校現現場場のの
ニニーーズズをを把把握握すするる必必要要ががああるる。。

・・教教員員がが求求めめるる情情報報等等ををSSNNSSややHHPPににてて
毎毎月月２２回回程程度度配配信信すするるととととももにに、、オオ
ンンラライインン等等にによよるる説説明明会会をを実実施施
・・IICCTTをを活活用用ししたたアアーーカカイイブブ視視聴聴ややララ
イイブブ配配信信
・・オオリリパパララ教教育育ののレレガガシシーーととししてて、、
学学校校へへ活活用用をを促促進進
・・新新たたなな支支援援ニニーーズズのの吸吸いい上上げげにに向向
けけたたアアンンケケーートトややヒヒアアリリンンググ等等をを実実
施施しし、、メメニニュューー開開発発やや学学校校へへのの提提案案
にに活活用用

教教育育効効果果のの
高高いい交交流流内内
容容へへ改改善善すす
るるよようう学学校校、、
都都教教委委等等とと
のの調調整整

目目
標標
②②

・・IICCTTをを活活用用ししたたオオンンラライインンにによよ
るる交交流流活活動動のの推推進進
・・海海外外のの新新規規交交流流先先のの開開拓拓をを推推進進
をを加加速速しし、、学学校校ののニニーーズズをを踏踏ままええ、、
最最適適なな交交流流先先ととののママッッチチンンググをを支支
援援
・・オオリリパパララ教教育育ののレレガガシシーー等等、、校校
種種（（幼幼小小中中高高特特））そそれれぞぞれれににふふささ
わわししいい内内容容をを提提案案

・・IICCTTをを活活用用ししたたオオンンラライインンにによよるる交交流流活活
動動をを229999件件実実施施
・・海海外外のの学学校校ととののママッッチチンンググ支支援援対対応応数数
442244件件 ((22002211年年度度かかららのの延延べべ実実績績771166件件))
・・校校種種（（幼幼小小中中高高特特））そそれれぞぞれれににふふささわわしし
いい内内容容ととししてて、、ベベトトナナムム大大使使館館とと連連携携ししたた
交交流流ププロロググララムムのの開開発発

・・事事業業PPRRをを一一層層強強化化ししたたここととにによよりり、、22002211年年度度
1111月月末末時時点点ののママッッチチンンググ実実績績229922件件とと比比較較ししてて、、
ココロロナナ禍禍のの中中ででもも約約11..55倍倍とと着着実実にに実実績績をを伸伸ばば
ししてていいるる。。
・・22002222年年度度新新規規のの取取組組ととししてて、、英英語語科科教教員員研研修修
ででのの好好事事例例のの紹紹介介、、学学校校向向けけオオンンラライインン事事業業活活
用用説説明明会会のの実実施施、、ベベトトナナムム大大使使館館とと連連携携ししたた交交
流流ププロロググララムムのの開開発発等等をを行行いい、、「「疑疑問問点点のの解解消消
ににつつななががっったた」」、、「「充充実実ししたたササポポーートト体体制制をを理理
解解ででききたた」」等等のの声声をを得得るるななどど、、強強化化ししたた取取組組のの
効効果果やや事事業業のの魅魅力力がが伝伝わわりり、、更更ななるる利利用用促促進進にに
向向けけ手手応応ええをを得得るるここととががででききたた。。

・・IICCTTをを活活用用ししたたオオンンラライインンにによよるる交交
流流活活動動のの蓄蓄積積をを踏踏ままええ、、よよりり効効果果
的的・・魅魅力力的的なな取取組組のの提提案案等等をを通通じじ交交
流流活活動動をを更更にに推推進進
・・適適宜宜、、教教育育庁庁がが実実施施すするる施施策策ととのの
連連携携等等をを通通じじ、、学学校校のの希希望望にに合合うう海海
外外学学校校ののババララエエテティィをを拡拡大大
・・オオリリパパララ教教育育ののレレガガシシーー等等をを活活かか
しし、、校校種種別別のの多多様様ななニニーーズズにに応応じじたた
交交流流ププロロググララムムをを提提案案

（公財）東京学校⽀援機構

戦戦略略２２ 学学校校教教育育活活動動へへのの高高度度かかつつ専専門門的的支支援援

戦略の性質
経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略 ・・戦戦略略２２：：子子供供のの「「伸伸びびるる・・育育つつ」」応応援援戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分
都の

重要施策
財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○ ○

東
京
学
校
支
援
機
構

東
京
学
校
支
援
機
構
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】全全校校のの実実査査やや図図面面等等ののデデーータタベベーースス化化にによよりり、、迅迅速速でで的的確確なな修修繕繕
工工事事をを実実施施
【【目目標標②②】】工工事事店店にに石石綿綿対対応応のの研研修修やや指指導導等等をを行行いい、、事事前前報報告告のの必必要要なな工工事事
ににつついいてて漏漏れれななくく実実施施
【【目目標標③③】】就就学学支支援援金金事事務務等等のの都都立立学学校校ににおおけけるる共共通通事事務務のの受受託託にに向向けけたた業業
務務執執行行体体制制のの構構築築

①①図図面面ののデデーータタ化化ににつついいててはは、、前前年年度度のの図図面面調調査査結結果果にに基基づづきき、、未未収収集集校校のの図図面面
デデーータタをを収収集集すするるととととももにに、、増増改改築築校校舎舎をを確確認認ししデデーータタ更更新新
②②石石綿綿事事前前調調査査ににつついいててはは、、22002222年年４４月月導導入入のの監監督督官官庁庁へへのの報報告告制制度度をを、、３３月月中中にに
工工事事店店へへ周周知知しし、、報報告告対対象象工工事事ににつついいててはは、、報報告告書書写写ししをを徴徴収収しし徹徹底底
③③共共通通事事務務受受託託体体制制のの整整備備ににつついいててはは、、都都立立高高校校等等就就学学支支援援金金及及びび一一人人１１台台端端末末購購
入入支支援援金金のの申申請請受受付付業業務務をを遅遅滞滞ななくく履履行行すするるととととももにに、、業業務務改改善善提提案案をを実実施施。。今今後後
もも一一層層のの効効率率化化をを図図りり、、受受託託体体制制整整備備をを推推進進

戦略を設定する理由・背景
学学校校ににおおけけるる複複雑雑化化・・多多様様化化すするる課課題題にに対対しし、、チチーームム学学校校ととししてて対対応応ししてていいくくたためめににはは、、学学校校事事務務職職員員にによよるる経経営営参参画画やや教教員員支支援援をを一一層層進進めめるる必必要要ががああるる。。参参画画・・支支
援援体体制制をを確確立立すするるににはは、、業業務務をを集集約約すするるななどどのの事事務務のの効効率率化化がが必必要要ででああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆都都立立学学校校施施設設維維持持管管理理業業務務でではは、、修修繕繕依依頼頼ををFFAAXXかかららシシスステテムムにに変変更更しし、、業業務務効効
率率化化をを推推進進ししたた。。ままたた、、工工事事上上限限金金額額をを引引上上げげ、、ババリリアアフフリリーー化化等等のの多多様様なな修修繕繕
工工事事にに対対応応ししたた。。

一一方方、、新新型型ココロロナナのの影影響響でで、、施施設設のの実実査査やや図図面面収収集集ががででききずず、、そそののたためめ都都教教委委
等等のの提提供供資資料料やや学学校校かかららのの写写真真でで修修繕繕工工事事にに対対応応ししたた。。ままたた、、学学校校施施設設のの多多くくはは
築築年年数数がが古古くく、、石石綿綿含含有有建建材材をを使使用用ししてていいるる施施設設がが多多くく専専門門的的対対応応がが必必要要ででああるる。。
◆◆学学校校事事務務ののセセンンタターー化化でではは、、事事務務のの集集約約でで事事務務職職員員にに創創出出さされれるる時時間間をを活活用用しし、、
学学校校経経営営参参画画やや教教員員支支援援のの強強化化をを図図りり、、教教員員負負担担をを軽軽減減すするる。。就就学学支支援援金金等等のの申申
請請受受付付業業務務集集約約はは、、本本格格実実施施にに向向けけてて受受託託体体制制のの整整備備がが必必要要ととななるる。。

課題解決の⼿段
◆◆修修繕繕工工事事をを迅迅速速、、的的確確にに実実施施すするるたためめににはは、、修修繕繕対対象象校校のの図図面面やや写写真真、、石石綿綿含含
有有状状況況等等のの資資料料をを事事前前にに収収集集ししデデーータタベベーースス化化すするる。。

石石綿綿関関係係法法令令のの改改訂訂にによよりり、、学学校校施施設設でで使使用用ししてていいるる石石綿綿含含有有建建材材のの修修繕繕工工事事
ににつついいててはは、、今今後後、、監監督督庁庁へへのの事事前前報報告告のの対対象象範範囲囲がが拡拡大大さされれるるたためめ、、発発注注者者とと
ししてて登登録録工工事事店店へへのの研研修修やや指指導導をを徹徹底底しし、、安安全全・・安安心心なな施施工工をを推推進進すするる。。
◆◆令令和和３３年年度度申申請請受受付付業業務務受受託託ににかかかかるるモモデデルル事事業業をを実実施施すするる。。そそのの成成果果をを踏踏まま
ええ、、効効率率的的、、効効果果的的なな事事業業ススキキーームムをを構構築築すするる。。ままたた、、事事務務のの委委託託・・集集約約化化のの促促
進進にに向向けけ、、都都のの検検討討ススピピーードドにに即即応応ででききるる体体制制をを整整備備すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

学学校校施施設設のの
実実査査及及びび図図
面面等等ののデデーー
タタベベーースス化化

目目
標標
①①

・・修修繕繕発発注注業業務務とと並並行行ししてて学学校校実実
査査をを行行いい、、修修繕繕工工事事にに必必要要なな学学校校
施施設設図図面面のの選選定定やや写写真真をを収収集集
・・図図面面ののデデーータタベベーースス化化ににつついいてて
はは外外部部委委託託しし成成果果物物をを業業務務にに活活用用
（（対対象象224455全全施施設設完完了了））

・・対対象象224411校校ののううちち、、22002211年年度度にに収収集集ししたた
116600校校のの図図面面デデーータタにに加加ええ、、22002222年年度度8811校校
のの図図面面デデーータタをを追追加加収収集集ししデデーータタ化化をを完完了了
・・増増改改築築やや大大規規模模改改修修をを行行っったた学学校校をを
チチェェッッククしし、、収収集集ししたた図図面面ででデデーータタをを更更新新

・・22002211年年度度、、学学校校等等にに対対ししてて実実施施ししたた保保有有図図面面
調調査査をを元元にに、、TTEEPPRROOでで未未保保有有のの学学校校分分のの図図面面
デデーータタににつついいててはは、、学学校校やや学学校校経経営営支支援援セセンン
タターーにに依依頼頼しし、、追追加加収収集集すするるととととももにに、、紙紙図図面面
ししかかなないい学学校校ににつついいててはは図図面面ののデデーータタ化化をを行行うう
等等のの対対応応にによよりり全全校校のの図図面面ををデデーータタ化化
・・増増改改築築やや大大規規模模改改修修をを行行っったた学学校校ににつついいててはは、、
収収集集ししたた図図面面デデーータタをを確確認認しし、、最最新新図図面面ががなないい
場場合合はは、、学学校校にに保保有有状状況況のの確確認認をを行行っったたううええでで
図図面面デデーータタをを追追加加収収集集しし、、石石綿綿事事前前調調査査やや修修繕繕
方方法法のの資資料料ととししてて活活用用ででききるるよようう逐逐次次更更新新

・・完完成成ししたた図図面面デデーータタベベーーススをを、、施施
工工方方法法のの事事前前検検討討やや石石綿綿含含有有建建材材のの
使使用用状状況況にに応応じじたた調調査査のの指指示示にに活活用用
しし、、修修繕繕工工事事をを効効率率的的にに実実施施
・・造造改改修修工工事事実実施施校校やや大大規規模模改改修修・・
改改築築校校をを中中心心にに、、毎毎年年実実査査をを継継続続しし、、
施施設設状状況況をを確確認認ののううええ、、随随時時デデーータタ
ベベーーススのの更更新新をを行行いい業業務務にに活活用用

工工事事店店へへのの
石石綿綿対対応応のの
研研修修やや指指導導
にによよりり、、事事
前前報報告告をを実実
施施

目目
標標
②②

・・登登録録工工事事店店のの募募集集やや説説明明会会ににおお
いいてて、、事事前前報報告告のの対対象象工工事事にに、、新新
たたにに飛飛散散レレベベルル３３のの石石綿綿含含有有建建材材
のの修修繕繕工工事事がが追追加加さされれたたここととをを周周
知知しし、、発発注注者者ととししてて監監督督
・・RR５５年年度度のの登登録録工工事事店店のの資資格格基基
準準にに、、石石綿綿事事前前調調査査のの有有資資格格者者がが
いいるるここととをを追追加加すするるここととをを周周知知

・・登登録録工工事事店店337788社社全全社社にに対対しし、、石石綿綿事事前前
調調査査のの必必要要なな工工事事範範囲囲やや22002222年年４４月月かからら導導
入入さされれたた110000万万円円以以上上のの工工事事ににおおけけるる事事前前
調調査査結結果果のの監監督督官官庁庁へへのの報報告告制制度度ににつついいてて
110000％％周周知知
・・22002233年年1100月月かからら導導入入さされれるる石石綿綿事事前前調調査査
のの有有資資格格制制度度とと資資格格取取得得にに必必要要なな講講習習等等にに
つついいてて、、登登録録工工事事店店全全社社にに周周知知

・・22002222年年３３月月中中にに石石綿綿事事前前調調査査のの必必要要なな工工事事範範
囲囲やや４４月月かからら新新たたにに導導入入さされれるる監監督督官官庁庁へへののシシ
スステテムムにによよるる報報告告制制度度ににつついいてて通通知知文文をを発発出出しし
周周知知をを図図りり、、６６月月ににはは説説明明会会をを開開催催ししたた。。ままたた、、
４４月月以以降降、、監監督督官官庁庁へへのの事事前前調調査査結結果果のの報報告告対対
象象ととななるる修修繕繕工工事事ににつついいててはは、、工工事事発発注注者者ととしし
てて工工事事店店かからら報報告告書書のの写写ししをを提提出出ささせせ、、実実施施のの
徹徹底底をを図図っったた。。
・・９９月月にに登登録録工工事事店店全全社社へへ通通知知文文をを発発出出しし、、
22002233年年1100月月かからら導導入入さされれるる石石綿綿事事前前調調査査のの有有資資
格格制制度度とと必必要要なな講講習習、、22002233年年度度のの工工事事店店登登録録にに
向向けけてて資資格格取取得得をを推推奨奨ししたた。。

・・登登録録工工事事店店へへのの説説明明会会等等でで石石綿綿事事
前前調調査査のの必必要要なな工工事事範範囲囲やや監監督督官官庁庁
へへのの報報告告制制度度のの周周知知徹徹底底をを図図るるとととと
ももにに、、工工事事発発注注時時ににはは、、各各学学校校のの施施
設設状状況況やや施施工工内内容容にに応応じじたた石石綿綿対対策策
をを指指示示・・監監督督
・・登登録録工工事事店店にに対対しし、、石石綿綿事事前前調調査査
のの有有資資格格制制度度のの周周知知をを徹徹底底しし、、資資格格
取取得得をを推推奨奨すするるととととももにに、、制制度度導導入入
時時ににはは資資格格取取得得状状況況をを把把握握

共共通通事事務務受受
託託体体制制のの整整
備備

目目
標標
③③

・・就就学学支支援援金金のの受受託託範範囲囲をを2244校校にに
拡拡大大すするるととととももにに、、全全都都立立高高校校をを
対対象象にに、、都都立立高高等等学学校校一一人人１１台台端端
末末購購入入支支援援金金関関係係事事務務をを受受託託開開始始
・・受受託託事事務務のの業業務務改改善善及及びび効効率率化化
にに向向けけたた分分析析のの実実施施
・・引引きき続続きき、、受受託託可可能能なな共共通通事事務務
のの事事業業化化にに向向けけたた検検討討及及びび体体制制構構
築築をを推推進進

・・受受託託業業務務ををそそれれぞぞれれ遅遅滞滞ななくく適適切切にに履履行行
・・受受託託業業務務をを通通じじてて明明ららかかににななっったた課課題題をを
分分析析・・検検証証しし、、教教育育庁庁へへのの業業務務改改善善提提案案をを
実実施施
・・他他のの支支援援金金業業務務のの受受託託にに関関すするる課課題題をを整整
理理すするるととととももにに、、短短期期間間でで申申請請書書類類をを効効率率
的的にに審審査査すするるたためめ、、人人材材派派遣遣をを効効果果的的にに活活
用用すするる体体制制をを構構築築

・・教教育育庁庁とと連連携携をを図図りりななががらら、、平平易易でで読読みみややすす
いい業業務務ママニニュュアアルルのの整整備備やや困困難難案案件件等等にに係係るるQQAA
のの作作成成ななどど、、事事前前準準備備をを着着実実にに行行っったた。。
・・業業務務改改善善提提案案にに当当たたっっててはは、、学学校校アアンンケケーートト
のの結結果果やや機機構構でで蓄蓄積積ししたたノノウウハハウウをを基基にに、、事事務務
ススキキーームムのの改改善善やや審審査査方方法法等等のの見見直直しし、、保保護護者者
へへのの広広報報のの充充実実ななどど、、幅幅広広くく提提案案ししたた。。
・・派派遣遣職職員員用用のの審審査査早早見見表表やや事事務務処処理理フフロローー
チチャャーートトをを整整備備すするるととととももにに、、個個人人情情報報のの取取扱扱
いいをを厳厳格格化化しし事事故故防防止止をを徹徹底底ししたた。。今今後後はは、、研研
修修のの充充実実ななどど派派遣遣職職員員のの事事務務処処理理能能力力のの向向上上をを
図図っってていいくく。。

・・就就学学支支援援金金でではは、、モモデデルル事事業業のの成成
果果をを踏踏ままええ、、教教育育庁庁とと調調整整しし受受託託規規
模模をを9966校校にに拡拡大大。。全全校校実実施施にに向向けけてて
一一層層のの効効率率化化をを推推進進
・・一一人人１１台台端端末末購購入入支支援援金金でではは、、端端
末末購購入入ササイイトトでで全全種種類類のの支支援援金金申申請請
がが可可能能ととななるるたためめ、、電電子子申申請請のの処処理理
ノノウウハハウウをを集集積積
・・更更ななるる受受託託拡拡大大にに向向けけたた検検討討及及びび
人人材材派派遣遣等等をを活活用用ししたた体体制制整整備備をを促促
進進

（公財）東京学校⽀援機構

戦戦略略３３ 学学校校事事務務のの集集約約化化・・効効率率化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略
・・戦戦略略２２：：子子供供のの「「伸伸びびるる・・育育つつ」」応応援援戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○ ○

東
京
学
校
支
援
機
構

東
京
学
校
支
援
機
構
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】公公益益財財団団法法人人化化及及びび内内部部決決裁裁電電子子化化
※※電電子子決決裁裁率率原原則則110000％％

【【目目標標②②】】優優秀秀なな人人材材のの確確保保・・育育成成
※※研研修修満満足足度度8800%%

【【目目標標③③】】アアフフタターーココロロナナ時時代代のの新新たたなな働働きき方方をを実実践践
※※テテレレワワーークク実実施施週週３３日日以以上上

【【目目標標④④】】学学校校現現場場やや都都民民等等がが、、学学校校課課題題解解決決のの一一手手段段ととししてて各各事事業業をを認認知知

①①22002222年年度度よよりり電電子子決決裁裁シシスステテムムをを導導入入しし、、個個人人情情報報等等ののククララウウドドでで取取りり扱扱ううこことと
がが不不適適切切なな案案件件等等をを除除きき、、原原則則全全ててのの案案件件ににつついいてて電電子子決決裁裁がが可可能能ととななっったた。。
②②採採用用選選考考ででははSSNNSSややオオンンラライインン面面接接をを活活用用しし、、効効率率的的なな採採用用活活動動をを行行ううここととががでで
ききたた。。
③③シシスステテムムのの整整備備にによよりりテテレレワワーークク環環境境はは整整っったたがが、、多多様様なな人人材材をを確確保保しし職職員員のの能能
力力をを最最大大限限発発揮揮すするるたためめにに、、更更ななるる柔柔軟軟なな働働きき方方のの実実現現がが必必要要ででああるる。。
④④評評価価委委員員意意見見及及びび広広報報のの効効果果測測定定をを踏踏ままええ、、機機構構のの認認知知度度がが高高くくなないい層層やや学学校校現現
場場へへののPPRR方方法法をを検検討討、、実実施施ししたた。。

戦略を設定する理由・背景
社社会会でで急急速速ななIITT化化がが進進むむ中中、、ココロロナナのの影影響響もも重重ななりり、、テテレレワワーークク等等働働きき方方がが大大ききくく変変わわりりつつつつああるる。。
ままたた、、学学校校現現場場ににおおいいててもも、、児児童童・・生生徒徒のの学学びびをを止止めめなないいよようう、、IITT化化ををははじじめめココロロナナにに対対応応すするるたためめのの様様々々なな取取組組がが必必要要ととさされれてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆各各事事業業をを着着実実にに推推進進しし、、都都内内公公立立学学校校をを多多角角的的にに支支援援ししてていいくくたためめににはは、、事事業業
をを担担うう職職員員のの力力をを最最大大限限発発揮揮ししてていいかかななけけれればばななららなないい。。そそののたためめににはは、、組組織織体体
制制をを盤盤石石ににすするるととととももにに、、柔柔軟軟なな働働きき方方をを選選択択ででききるる職職場場環環境境をを積積極極的的にに整整備備しし
てていいくくここととがが必必要要ででああるる。。
◆◆事事業業のの着着実実なな推推進進ににはは、、学学校校現現場場やや都都民民・・企企業業・・団団体体のの理理解解とと協協力力がが不不可可欠欠でで
ああるるがが、、事事業業へへのの理理解解はは十十分分ととははいいええなないい状状況況ででああるる。。東東京京都都のの教教育育施施策策とと学学校校
現現場場をを支支ええるる政政策策連連携携団団体体ととししててののププレレゼゼンンススをを発発揮揮ししてていいくく必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆学学校校をを支支ええるる公公益益事事業業をを行行うう財財団団ととししててのの信信頼頼性性をを向向上上ささせせるるたためめ、、公公益益財財団団
法法人人へへのの移移行行をを図図るる。。ままたた、、組組織織拡拡大大にによよるる業業務務負負担担増増をを抑抑制制すするるたためめ業業務務のの効効
率率化化をを図図るる。。
◆◆テテレレワワーーククやや勤勤務務のの形形態態等等、、柔柔軟軟なな働働きき方方をを推推進進すするる環環境境やや制制度度をを整整備備しし、、必必
要要なな専専門門的的知知識識・・経経験験をを有有すするる優優秀秀なな人人材材をを確確保保すするる。。ままたた、、研研修修ややOOJJTTにによよりり職職
員員をを育育成成ししてていいくくととととももにに、、キキャャリリアアププラランンにに係係るる制制度度をを整整備備しし、、職職員員がが安安心心しし
てて働働けけるる環環境境をを構構築築すするる。。
◆◆SSNNSSをを積積極極的的にに活活用用すするるななどど効効果果的的ななPPRRにによよりり、、学学校校やや都都民民・・企企業業・・団団体体等等にに対対
ししてて、、学学校校支支援援にに関関すするる取取組組内内容容やや成成果果をを周周知知ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

公公益益財財団団法法
人人へへのの移移行行
及及びび事事業業拡拡
大大をを見見据据ええ
たた組組織織体体制制
のの構構築築

目目
標標
①①

・・公公益益財財団団法法人人ととししてて事事業業実実施施
（（年年度度当当初初かからら））
・・公公益益財財団団法法人人制制度度にに対対応応ししたた運運
営営・・財財務務体体制制のの確確立立（（自自主主財財源源のの
将将来来的的なな確確保保にに向向けけたた検検討討をを含含
むむ。。））
・・事事業業拡拡大大をを見見据据ええたた組組織織体体制制・・
制制度度のの見見直直しし・・整整備備
・・電電子子決決裁裁シシスステテムムのの導導入入

・・公公益益財財団団法法人人ととししてて、、定定款款やや役役員員変変更更にに
伴伴いい、、監監督督行行政政庁庁にに対対しし適適時時・・適適切切なな手手続続
ききをを実実施施
・・22002233年年度度かかららのの新新規規事事業業をを見見据据ええ、、必必要要
なな予予算算、、人人員員要要求求をを行行いい、、新新規規事事業業をを円円滑滑
にに行行うう為為のの体体制制をを整整備備
・・22002222年年1100月月よよりり電電子子決決裁裁シシスステテムムをを導導入入

・・新新規規事事業業のの受受託託にに向向けけ、、PPTTをを設設置置しし、、事事業業スス
キキーームムやや新新規規事事業業執執行行ににああたたりり課課題題ととななるる事事項項
等等をを緻緻密密にに検検討討すするるここととでで、、適適正正なな予予算算、、人人員員
要要求求にに繋繋げげるるここととががででききたた。。
・・22002233年年度度以以降降もも新新規規事事業業展展開開にに伴伴いい組組織織体体制制
やや制制度度のの見見直直ししがが必必要要ととななるる場場合合ににはは、、引引きき続続
きき適適切切なな整整備備をを行行うう。。
・・電電子子決決裁裁シシスステテムムはは、、試試行行期期間間をを設設けけててかからら
本本格格実実施施ととししたたここととでで、、円円滑滑にに導導入入すするるここととがが
ででききたた。。22002233年年度度はは埋埋蔵蔵文文化化財財セセンンタターーのの移移管管
ががああるるたためめ、、新新ししいい組組織織ににおおいいててもも現現行行ののシシスス
テテムムがが遜遜色色ななくく使使用用ででききるるよようう、、調調整整をを行行うう。。

・・事事業業拡拡大大をを見見据据ええたた組組織織体体制制・・制制
度度のの見見直直しし・・整整備備
・・例例外外案案件件のの電電子子決決定定化化対対応応検検討討
（（仕仕組組みみのの見見直直しし等等））

採採用用活活動動及及
びび職職員員研研修修
のの拡拡充充

目目
標標
②②

・・採採用用説説明明会会のの開開催催ややオオンンラライインン
面面接接等等のの導導入入
・・SSNNSS等等でで職職場場のの様様子子ななどど、、機機構構
でで働働くく魅魅力力をを発発信信
・・長長期期的的採採用用計計画画のの策策定定、、採採用用募募
集集やや選選考考フフロローーのの更更ななるる効効率率化化にに
向向けけたた検検討討
・・正正規規職職員員のの登登用用、、育育成成
・・研研修修のの充充実実（（機機構構内内研研修修、、外外部部
委委託託研研修修ななどど））

・・３３回回のの採採用用選選考考全全ててににおおいいててオオンンラライインン
面面接接をを実実施施
・・SSNNSSややTTOOKKYYOO教教育育FFeessttaa!!ななどどのの参参加加をを通通じじ
てて魅魅力力をを発発信信
・・採採用用募募集集のの効効率率化化にに向向けけ、、他他団団体体やや民民間間
事事業業者者かからら情情報報をを収収集集
・・正正規規職職員員登登用用選選考考のの実実施施
・・外外部部講講師師にによよるる情情報報セセキキュュリリテティィ研研修修やや
職職員員のの関関心心のの高高いいテテーーママかからら選選択択ででききるるオオ
ンンラライインン研研修修をを実実施施

・・採採用用選選考考やや広広報報活活動動ののノノウウハハウウがが機機構構内内にに蓄蓄
積積さされれ、、SSNNSSややイイベベンントトででののおお知知ららせせななどど、、機機
会会ををととららええたた情情報報発発信信をを行行ええるるよよううににななっったた。。
・・長長期期的的採採用用計計画画のの検検討討をを行行っってていいたたがが、、新新たた
なな教教育育課課題題にに対対応応ししたた人人員員体体制制構構築築のの必必要要がが出出
ててききたたたためめ策策定定時時期期のの見見直直ししをを行行っったた。。
・・研研修修機機関関ととココンンタタククトトををととりり、、事事前前のの打打ちち合合
わわせせやや職職員員へへ研研修修希希望望ののアアンンケケーートトををももととにに研研
修修をを実実施施すするるここととががででききたた。。引引きき続続きき研研修修のの充充
実実をを図図りり、、研研修修満満足足度度をを向向上上ささせせるるととととももにに、、
職職員員育育成成にに取取りり組組むむ。。

・・SSNNSS等等でで職職場場のの様様子子ななどど、、機機構構でで働働
くく魅魅力力をを発発信信
・・新新たたなな採採用用募募集集やや選選考考フフロローーのの導導
入入（（技技術術職職確確保保にに向向けけたた東東京京ししごごとと
セセンンタターーのの活活用用検検討討））
・・正正規規職職員員のの登登用用、、OOJJTTのの実実施施・・部部署署
異異動動等等にによよりり適適性性をを見見極極めめたた上上ででのの
育育成成
・・職職員員ののキキャャリリアア形形成成支支援援
・・研研修修のの充充実実（（機機構構内内研研修修、、外外部部委委
託託研研修修ななどど））

柔柔軟軟なな働働きき
方方をを推推進進すす
るる制制度度・・環環
境境構構築築ととテテ
レレワワーーククのの
推推進進

目目
標標
③③

・・テテレレワワーーククにに係係るる環環境境整整備備・・拡拡
充充（（ははんんここレレスス、、内内部部決決裁裁、、勤勤怠怠
管管理理のの手手続続きき等等））
・・全全職職員員がが週週２２日日以以上上テテレレワワーークク
実実施施

・・テテレレワワーークク関関連連ツツーールル（（電電子子決決裁裁、、勤勤怠怠
管管理理シシスステテムム））をを導導入入
・・ココロロナナ対対策策ととししてて月月ごごととにに出出勤勤割割合合のの上上
限限をを定定めめ、、職職員員各各自自のの業業務務状状況況にによよりりテテレレ
ワワーーククがが実実施施可可能能なな環環境境をを構構築築
・・テテレレワワーークク実実施施下下ににおおけけるる職職員員所所在在のの共共
有有ののたためめ、、在在席席管管理理シシスステテムムのの導導入入をを検検討討

・・テテレレワワーーククをを含含めめ勤勤怠怠にに係係るる手手続続ききがが１１つつのの
シシスステテムムにに集集約約化化さされれたたここととにによよりり、、申申請請、、承承
認認手手続続ききのの利利便便性性がが向向上上しし、、テテレレワワーーククのの実実施施
ががススムムーーズズににななっったた。。
・・電電子子決決裁裁シシスステテムムのの導導入入にによよりりテテレレワワーークク時時
ででもも文文書書決決裁裁がが行行ええるるよよううににななりり、、職職員員ががよよりり
テテレレワワーーククをを実実施施ししややすすくくななっったた。。
・・テテレレワワーークク関関連連ツツーールル利利用用のの定定着着をを図図るるたためめ、、
２２月月ににテテレレワワーークク週週間間をを実実施施予予定定。。
・・テテレレワワーーククのの環環境境整整備備はは図図れれたたたためめ、、更更ななるる
柔柔軟軟なな働働きき方方のの実実現現にに向向けけてて、、テテレレワワーークク実実施施
のの浸浸透透ととワワーーククシシェェアアのの導導入入をを目目指指すす。。

・・テテレレワワーーククににおおけけるる情情報報共共有有等等、、
各各課課のの効効率率的的なな取取りり組組みみ事事例例紹紹介介
・・週週３３日日ののテテレレワワーーククををトトラライイアアルル
でで実実施施（（８８月月、、９９月月））
・・週週３３日日勤勤務務等等のの短短時時間間労労働働をを一一部部
導導入入

様様々々なな媒媒
体体・・広広報報物物
をを活活用用ししたた
積積極極的的ななPPRR
のの実実施施

目目
標標
④④

・・SSNNSSででのの発発信信強強化化
・・効効果果測測定定ににももととづづいいたた新新たたなな広広
報報戦戦略略のの検検討討

・・HHPP更更新新とと連連動動ししたたSSNNSS発発信信強強化化ののたためめCCMMSS
導導入入
・・様様々々なな年年代代やや属属性性ににPPRRすするるたためめ、、職職場場のの
様様子子ななどどををSSNNSSにに投投稿稿すするるととととももにに、、オオフフ
ラライインンメメデディィアアのの媒媒体体ににつついいてて検検討討
・・都都内内公公立立学学校校全全教教員員をを対対象象ににニニュューーススレレ
タターー配配信信（（２２回回配配信信／／計計４４回回予予定定））
・・イイベベンントト（（TTOOKKYYOO教教育育FFeessttaa!!））出出展展（（1100
月月））

・・SSNNSSととホホーームムペペーージジのの特特性性をを踏踏ままええ、、機機構構のの
事事業業理理解解促促進進ににつつななげげるるたためめSSNNSSかかららホホーームム
ペペーージジへへのの流流入入をを企企図図ししてて、、連連動動ししたた情情報報発発信信
をを強強化化ししたた。。
・・22002211年年度度実実施施ののイインンタターーネネッットト調調査査のの結結果果かか
らら、、若若年年層層にに関関心心がが高高いいSSNNSS発発信信強強化化にに加加ええてて
学学校校活活動動にに関関心心がが高高くく機機構構認認知知度度がが低低いい5500、、6600
代代にに向向けけたた広広報報をを検検討討ししたた。。
・・機機構構各各事事業業のの活活用用をを促促進進すするるたためめ、、教教員員へへのの
認認知知度度向向上上策策をを検検討討しし、、全全教教員員向向けけニニュューーススレレ
タターーををメメーールル配配信信ししたた。。
・・イイベベンントト出出展展ががササポポーータターー登登録録にに寄寄与与ししたたたた
めめ今今後後はは対対面面もも重重視視すするる。。

・・事事業業拡拡大大をを契契機機ととししたたHHPPののリリ
ニニュューーアアルル
・・SSNNSSででのの発発信信強強化化
・・シシンンポポジジウウムムななどどののイイベベンントトをを充充
実実

（公財）東京学校⽀援機構

戦戦略略４４
多多角角的的なな事事業業展展開開をを可可能能ととすするる強強固固でで柔柔軟軟なな組組織織体体制制
のの強強化化・・推推進進

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

東
京
学
校
支
援
機
構

東
京
学
校
支
援
機
構
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
開開発発事事業業者者ととのの調調整整やや設設計計積積算算ななどど、、セセンンタターーのの中中核核業業務務をを担担うう職職員員をを育育

成成
【【目目標標②②】】

考考古古学学的的知知見見にに加加ええ、、高高いい専専門門技技術術をを備備ええ、、質質のの高高いい報報告告書書をを作作成成ででききるる
職職員員をを育育成成
【【目目標標③③】】

現現場場のの責責任任者者ととししてて、、請請負負業業者者へへのの指指示示・・監監督督ががででききるるままでで新新人人職職員員をを育育
成成

①①年年度度内内にに事事業業調調整整部部門門にに中中堅堅職職員員のの配配置置及及びび都都教教委委へへのの主主任任級級調調査査研研究究員員をを派派遣遣
をを行行うう予予定定
②②実実践践研研修修はは７７課課程程をを計計画画しし４４課課程程をを終終了了。。年年度度末末ままででにに計計画画どどおおりり終終了了予予定定
③③新新人人職職員員へへはは中中堅堅職職員員ででああるる分分室室長長ががOOJJTT研研修修をを実実施施中中。。ままたた新新任任職職員員育育成成リリーー
ダダーー養養成成研研修修にに２２名名受受講講ささせせペペアアリリーーダダーーをを育育成成

戦略を設定する理由・背景
文文化化財財保保護護法法改改正正（（HH3311..４４））にに伴伴いい、、文文化化財財のの保保存存だだけけででななくくそそのの活活用用もも求求めめらられれるるななどど埋埋蔵蔵文文化化財財をを取取りり巻巻くく状状況況がが変変化化すするる中中でで、、ベベテテラランン調調査査研研究究員員のの多多くくがが退退
職職時時期期ににああたたりり、、採採用用中中断断後後にに採採用用さされれたた職職員員ののレレベベルルアアッッププがが必必要要ととななっってていいるる。。

団体における現状（課題）
・・埋埋蔵蔵文文化化財財セセンンタターーのの調調査査研研究究員員（（職職種種：：学学芸芸研研究究））ににつついいててはは、、平平成成９９年年度度
かからら平平成成2233年年度度ままででのの1155年年間間ににわわたたりり採採用用をを中中断断ししたたたためめ、、ベベテテラランン職職員員のの多多くく
がが退退職職期期をを迎迎ええるる中中、、事事業業のの中中核核をを担担うう若若手手職職員員へへのの技技術術継継承承・・人人材材育育成成がが急急務務
ととななっってていいるる。。

課題解決の⼿段
①①ベベテテラランン職職員員（（監監督督職職））がが行行っってていいるる業業務務をを主主任任・・中中堅堅職職員員にに実実務務経経験験ささせせてて
いいくく。。ままたた、、都都教教委委にに職職員員派派遣遣しし、、事事業業者者調調整整やや文文化化財財行行政政全全般般のの知知識識をを習習得得ささ
せせるる。。
②②中中堅堅・・新新人人職職員員のの現現場場調調査査能能力力、、報報告告書書作作成成能能力力のの向向上上をを図図るるたためめ、、ベベテテラランン
職職員員かかららのの実実践践研研修修をを実実施施すするる。。
③③新新人人職職員員ににはは、、中中堅堅職職員員ととののペペアア制制度度をを実実施施すするるととととももにに、、継継続続的的なな研研修修・・OOJJTT
をを実実施施すするる。。中中堅堅職職員員ににははリリーーダダーー養養成成研研修修をを行行うう。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

実実務務経経験験等等
にによよるる高高度度
なな知知識識・・能能
力力等等のの習習得得
（（主主任任・・中中
堅堅職職員員））

目目
標標
①①

・・主主任任・・中中堅堅職職員員ををセセンンタターー事事業業
調調整整部部門門にに配配置置しし、、事事業業調調整整、、設設
計計積積算算等等をを実実務務経経験験ささせせるる。。
・・引引きき続続きき、、別別のの主主任任級級職職員員１１名名
をを都都教教委委にに派派遣遣すするる。。

〇〇調調査査事事業業がが当当初初のの想想定定よよりり増増加加しし、、ままたた
現現場場対対応応すするる調調査査研研究究員員にに欠欠員員等等がが生生じじたた
たためめ、、現現在在ままででにに主主任任・・中中堅堅職職員員をを事事業業調調
整整部部門門にに配配置置ででききてていいなないいがが、、令令和和５５年年２２
月月ににはは配配置置ししてて実実務務経経験験ささせせるる。。
〇〇上上記記のの理理由由でで都都教教委委にに主主任任級級調調査査研研究究員員
をを派派遣遣ででききてていいなないいがが、、令令和和４４年年度度中中ににはは
配配置置ででききるるよようう調調整整すするる。。

〇〇調調査査事事業業のの進進捗捗とと欠欠員員（（中中途途退退職職・・育育児児部部分分
休休業業等等））のの影影響響かからら、、事事業業調調整整部部門門へへのの配配置置がが
第第４４四四半半期期にに可可能能ととななっったたたためめ。。
〇〇年年度度中中にに派派遣遣すするる職職員員はは、、令令和和５５年年度度のの東東京京
学学校校支支援援機機構構へへのの移移管管後後もも引引きき続続きき、、派派遣遣すするる。。

・・主主任任・・中中堅堅職職員員ををセセンンタターー事事業業調調
整整部部門門にに配配置置しし、、事事業業調調整整、、設設計計積積
算算等等のの外外、、請請負負会会社社ととのの工工程程管管理理精精
算算業業務務等等のの実実務務をを経経験験ささせせるる。。
・・引引きき続続きき、、別別のの主主任任級級職職員員１１名名をを
都都教教委委にに派派遣遣すするる。。埋埋蔵蔵文文化化財財のの事事
業業調調整整だだけけででななくく、、文文化化財財全全般般のの保保
護護・・活活用用のの業業務務ににもも従従事事ささせせてて全全般般
的的なな知知識識のの習習得得をを図図るる。。

実実践践研研修修にに
よよるる高高度度なな
専専門門知知識識のの
習習得得（（中中
堅堅・・新新人人職職
員員））

目目
標標
②②

前前年年度度のの実実践践研研修修ををベベーーススにに、、出出
土土ししたた遺遺物物等等のの整整理理・・分分類類方方法法やや
写写真真撮撮影影技技術術、、報報告告書書作作成成ソソフフトト
ななどどのの操操作作技技術術等等をを、、ベベテテラランン職職
員員かかららのの実実践践研研修修にによよりり習習得得ささせせ
るる。。

〇〇採採用用かからら３３年年目目ままででのの職職員員をを中中心心にに発発掘掘
調調査査、、整整理理調調査査のの進進めめ方方のの実実践践、、調調査査現現場場
ででのの安安全全管管理理やや職職場場モモララルルにに係係るる研研修修内内容容
をを策策定定しし、、実実施施ししたた。。（（別別紙紙参参照照））
〇〇現現在在ままででのの研研修修状状況況

第第１１回回 ５５月月3311日日
第第２２回回 ６６月月3300日日
第第３３回回 ９９月月1144日日
第第４４回回 1122月月2222日日（（予予定定））

〇〇中中堅堅・・新新人人職職員員にに対対ししてて、、一一部部オオンンラライインンにに
よよるる研研修修もも含含めめ、、当当初初計計画画どどおおりり実実施施ししたた。。
○○最最新新機機器器をを利利用用ししたた実実測測方方法法、、特特殊殊遺遺構構のの測測
量量技技術術ななどど受受講講者者のの習習熟熟度度にに応応じじてて、、よよりり専専門門
性性のの高高いい研研修修内内容容もも一一部部組組みみ入入れれてて実実施施ししたた。。

前前２２年年度度のの実実践践研研修修ををベベーーススにに、、遺遺
物物のの保保存存やや活活用用ののたためめのの専専門門知知識識
（（XX線線CCTT装装置置ななどどをを利利用用ししたた科科学学的的分分
析析技技術術））等等をを、、ベベテテラランン職職員員かかららのの
実実践践研研修修にによよりり習習得得ささせせるる。。

ペペアア制制度度、、
研研修修・・OOJJTT
のの実実施施（（新新
人人職職員員））

目目
標標
③③

・・分分室室長長（（現現場場責責任任者者））をを補補助助しし、、
分分室室長長不不在在時時もも請請負負会会社社等等へへのの指指
示示がが適適切切ににででききるるよよううににすするる。。
（（２２年年目目職職員員））
・・引引きき続続きき、、研研修修・・OOJJTTにによよりり業業
務務遂遂行行力力のの向向上上をを図図るる。。
・・引引きき続続きき、、中中堅堅職職員員ににリリーーダダーー
養養成成研研修修をを受受講講ささせせ、、ペペアアリリーー
ダダーーととすするる。。

〇〇新新規規採採用用のの職職員員（（１１名名））ににはは、、前前年年度度まま
ででににリリーーダダーー研研修修ししたた中中堅堅職職員員（（主主任任級級））
ととののペペアア制制をを実実施施ししてていいるる。。
〇〇リリーーダダーー養養成成研研修修はは、、採採用用３３年年目目のの中中堅堅
職職員員（（２２名名））にに９９月月1166日日にに受受講講ささせせ、、
フフィィーードドババッックク研研修修ににつついいててもも令令和和５５年年１１
月月2255日日にに実実施施すするる。。

〇〇新新人人職職員員１１名名ににはは、、セセンンタターーがが実実施施すするる研研修修
ののほほかか、、リリーーダダーー研研修修受受講講者者ででああるる分分室室長長（（主主
任任級級））ととのの配配置置をを工工夫夫ししててペペアア制制をを組組まませせ、、円円
滑滑にに実実施施ででききるるよようう、、OOJJTT形形式式のの研研修修にによよりり知知
識識のの習習得得をを図図っってていいるる。。
〇〇ココロロナナ禍禍ににおおいいてて受受講講時時期期がが遅遅れれたたがが、、調調整整
ししてて外外部部委委託託研研修修機機関関がが実実施施すするる「「リリーーダダーー育育
成成研研修修」」をを９９月月にに実実施施しし、、フフィィーードドババッックク研研修修
もも令令和和５５年年１１月月にに実実施施すするる。。（（受受講講者者数数：：２２
名名））

・・３３年年目目職職員員（（１１名名））はは、、経経験験者者なな
ののでで考考古古学学のの専専門門的的なな派派遣遣研研修修をを受受
講講ささせせるる。。

（公財）東京学校⽀援機構

戦戦略略５５ 埋埋蔵蔵文文化化財財事事業業ににおおけけるる若若手手職職員員のの育育成成

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
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都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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２３ 公益財団法⼈東京防災救急協会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
防
災
救
急
協
会

東
京
防
災
救
急
協
会

- 203 -



東
京
防
災
救
急
協
会

東
京
防
災
救
急
協
会

- 204 -



東
京
防
災
救
急
協
会

東
京
防
災
救
急
協
会

- 205 -



2023年度改訂版のポイント
◆戦略１ 進め︕予防講習デジタルプロジェクト︕〜講習におけるデジタル化の推進〜について、
更なる受講者の利便性向上に資するため、オンライン型講習と合わせ、テキスト販売のオンライ
ン化についても導⼊を推進
◆戦略２ 広げろ︕防災展開プロジェクト︕〜防災ニーズに応えるための新たな事業の展開〜に
ついて、⾃助・共助の意識と⾏動⼒の掘り起こしを図るため、関東⼤震災から100年を契機とし
た事業を展開
◆戦略３ 救え︕救命講習向上プロジェクト︕〜効果的な救命講習指導の推進〜について、⻑期
化するコロナ禍を踏まえ、受講者のニーズに応えるため、⼤規模会場での講習を拡⼤して実施

【プランの主な改訂内容】

(公財)東京防災救急協会

戦略１ 進め︕予防講習デジタルプロジェクト︕〜講習におけるデジタル化の推進〜

３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標①】
受験準備講習会（⾃主講習）における座学講習のオ

ンライン化の実現及び受託講習等への拡⼤
【⽬標②】
受験準備講習会（⾃主講習）の電⼦申請・電⼦決済

の導⼊及び受託講習等への拡⼤

【⽬標①】
受験準備講習会（⾃主講習）における座学講習のオ

ンライン化の実現及び受託講習等への拡⼤
【⽬標②】
受験準備講習会（⾃主講習）の電⼦申請・電⼦決済

の導⼊及び受託講習等への拡⼤
【⽬標③】
テキスト販売のオンライン化の推進

戦略２ 広げろ︕防災展開プロジェクト︕〜防災ニーズに応えるための新たな事業の展開〜

３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標①】
消防博物館のデジタル化推進による防災意識・学習意
欲の向上
【⽬標②】
防災館等における外国⼈や障がい者へ配慮した接遇対
応の充実化による利⽤者満⾜度の向上
【⽬標③】
総合防災部からセミナーの受託及びオンライン化の実
現

【⽬標①】
消防博物館のデジタル化推進による防災意識・学習意
欲の向上
【⽬標②】
防災館等における外国⼈や障がい者へ配慮した接遇対
応の充実化による利⽤者満⾜度の向上
【⽬標③】
総合防災部からセミナーの受託及びオンライン化の実
現
【⽬標④】
関東⼤震災から100年を契機とした情報発信による、
⾃助・共助の意識と⾏動⼒の掘り起こし

戦略３ 救え︕救命講習向上プロジェクト︕〜効果的な救命講習指導の推進〜

個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

講習内容の⾒直
し

◆短縮救命講習の講習数の拡⼤
◆新しい蘇⽣ガイドラインに対応し
た動画教材を活⽤した講習の展開

講習内容の⾒直
し

◆オンライン学習を活⽤した短縮救
命講習を、上級救命講習にも拡⼤し、
受講者の利便性向上に資する。
◆⻑期化するコロナ禍を踏まえ、⼤
規模会場での講習を拡⼤するなどし、
受講数を2022年度⽐10％以上増を
⽬指す（約160,000⼈）。
◆東京デジタルファースト条例の趣
旨を踏まえ、全ての救命講習に電⼦
申請を導⼊する。

東
京
防
災
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会

東
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会
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
受受験験準準備備講講習習会会（（自自主主講講習習））ににおおけけるる座座学学講講習習ののオオンンラライインン化化のの実実現現及及びび

受受託託講講習習等等へへのの拡拡大大
【【目目標標②②】】

受受験験準準備備講講習習会会（（自自主主講講習習））のの電電子子申申請請・・電電子子決決済済のの導導入入及及びび受受託託講講習習等等
へへのの拡拡大大
【【目目標標③③】】

テテキキスストト販販売売ののオオンンラライインン化化のの推推進進

【【目目標標①①】】全全ててのの受受験験準準備備講講習習会会のの座座学学講講習習ににおおいいてて、、オオンンラライインン化化をを実実現現すするるとと
ととももにに、、受受託託講講習習等等のの一一部部ににおおいいててもも、、22002222年年度度内内ににオオンンラライインン化化をを実実現現すするるこことと
ととししたた。。
【【目目標標②②】】全全ててのの受受験験準準備備講講習習会会にに電電子子申申請請・・電電子子決決済済のの導導入入をを実実現現すするるととととももにに、、
受受託託講講習習等等のの一一部部ににおおいいててもも、、22002222年年度度内内にに電電子子申申請請・・電電子子決決済済のの導導入入をを実実現現すするる
ここととととししたた。。
当当初初のの計計画画をを前前倒倒ししししてて実実現現ででききたたののはは、、新新たたににシシスステテムムをを構構築築すするるここととななくく、、既既
存存ののシシスステテムムをを導導入入ししたたここととやや、、所所管管局局ととのの協協議議をを重重ねねててききたたここととにによよるるももののででああ
るる。。

戦略を設定する理由・背景
東東京京都都ににおおいいてて「「東東京京デデジジタタルルフファァーースストト条条例例」」がが成成立立さされれ、、政政策策連連携携団団体体ににおおいいててもも手手続続等等ののデデジジタタルル化化のの推推進進をを求求めめらられれてていいるる。。ままたた、、新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染
症症拡拡大大にに伴伴いい、、人人とと人人がが接接触触ししなないいよよううににすするるたためめ、、３３密密（（密密閉閉・・密密集集・・密密接接））をを避避けけるる形形ででのの講講習習会会ややセセミミナナーーをを実実施施ししてていいくく必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆当当協協会会ははここれれままでで、、テテレレワワーーククのの試試験験的的導導入入やや、、WWeebb会会議議シシスステテムムのの運運用用開開始始なな
どど、、段段階階的的ににDDXXへへのの取取組組をを進進めめててききたたがが、、防防災災関関係係者者のの育育成成やや応応急急手手当当普普及及ののたた
めめのの各各種種講講習習等等のの実実施施にに際際ししててはは、、対対面面形形式式・・集集合合形形式式をを主主ととししててききたた。。
◆◆ここののよよううなな状状況況のの中中、、今今般般のの新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染拡拡大大をを契契機機ととしし、、加加速速度度
的的ににオオンンラライインン形形式式にによよるる講講習習等等をを推推進進すするるここととがが求求めめらられれてていいるる。。
◆◆ささららにに、、「「東東京京デデジジタタルルフファァーースストト条条例例」」のの成成立立ななどどもも踏踏ままええ、、電電子子申申請請ををはは
じじめめああららゆゆるる分分野野ににおおいいてて、、都都民民ササーービビスス水水準準のの更更ななるる向向上上ののたためめ、、デデジジタタルル化化
にに取取りり組組んんででいいくく必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆受受験験準準備備講講習習会会（（自自主主講講習習））でで実実施施ししてていいるる講講習習かからら講講習習ののオオンンラライインン化化及及びび
電電子子申申請請・・決決済済をを導導入入しし、、段段階階的的にに他他のの講講習習へへ展展開開ししてていいくく。。ななおお、、講講習習ののオオンン
ラライインン等等にに対対すするる都都民民ニニーーズズをを見見極極めめななががらら、、関関係係機機関関とともも協協議議しし、、すすべべててのの座座
学学講講習習ででののオオンンラライインン化化のの環環境境整整備備をを推推進進すするる。。
◆◆ここれれららのの取取りり組組みみをを強強力力にに推推進進ししてていいくくべべくく、、22002200年年度度にに設設置置ししたたDDXX推推進進検検討討
委委員員会会をを中中心心にに、、有有識識者者のの知知見見やや先先進進的的取取組組をを行行っってていいるる団団体体ののノノウウハハウウななどどをを
取取りり入入れれななががらら、、IICCTTのの活活用用にによよりり都都民民のの利利便便性性をを向向上上ささせせるる。。
◆◆ままたた、、DDXX推推進進にによよるる効効果果をを確確認認しし、、費費用用対対効効果果のの検検証証やや人人員員配配置置等等にによよるる経経営営
資資源源のの効効率率化化をを図図るる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

受受験験準準備備講講
習習会会ののオオンン
ラライインン化化及及
びび受受託託講講習習
等等へへのの拡拡大大

目目
標標
①①

◆◆自自衛衛消消防防技技術術試試験験受受験験準準備備講講習習
会会ににおおけけるるオオンンラライインン型型講講習習のの本本
格格運運用用
◆◆充充実実ししたたココンンテテンンツツををリリニニュューー
アアルル
◆◆受受託託講講習習等等へへのの拡拡大大にに向向けけたた関関
係係機機関関ととのの継継続続協協議議（（可可能能なな講講習習
かからら順順次次オオンンラライインン化化をを実実現現））
◆◆費費用用対対効効果果のの検検証証やや人人員員配配置置等等
にによよるる経経営営資資源源のの効効率率化化にに向向けけたた
検検討討

◆◆自自衛衛消消防防技技術術試試験験受受験験準準備備講講習習会会ににおおけけ
るるオオンンラライインン型型講講習習をを本本格格運運用用（（５５月月））
◆◆講講習習動動画画ををリリニニュューーアアルルしし、、新新たたにに模模擬擬
問問題題をを追追加加
◆◆１１つつのの講講習習ににおおいいててオオンンラライインン化化をを実実現現
しし、、２２つつのの講講習習ににおおいいててシシスステテムムをを構構築築
（（予予防防講講習習2233講講習習中中、、効効果果確確認認のの必必要要ががなな
いい講講習習ななどど、、当当面面はは1122講講習習ののオオンンラライインン化化
をを予予定定ししてておおりり、、22002222年年度度中中にに８８講講習習をを実実
現現予予定定））
◆◆受受験験準準備備講講習習会会ののオオンンラライインン化化にによよるる業業
務務量量のの削削減減効効果果ににつついいてて検検討討

◆◆危危険険物物取取扱扱者者講講習習ののオオンンラライインン化化のの際際にに、、課課
題題やや問問題題点点をを把把握握ししたたここととにによよりり、、試試行行期期間間をを
短短縮縮ししてて本本格格運運用用をを開開始始ででききたたこことと。。
◆◆アアンンケケーートト結結果果をを反反映映しし、、よよりりニニーーズズにに沿沿っっ
たた講講習習動動画画ににででききたたこことと。。
◆◆危危険険物物取取扱扱者者保保安安講講習習ににおおいいてて、、所所管管局局とと連連
携携しし、、早早期期にに実実現現ででききたたこことと。。ままたた、、条条例例にに基基
づづくく講講習習のの再再講講習習ににおおいいてて、、東東京京都都のの助助言言等等もも
参参考考にに、、複複数数ののシシスステテムムをを比比較較検検討討しし、、パパッッ
ケケーージジ開開発発のの手手法法をを取取入入れれるるここととにによよりり、、業業務務
効効率率とと費費用用対対効効果果をを考考慮慮ししたたシシスステテムムをを早早期期にに
構構築築ででききたたこことと。。
◆◆オオンンラライインン型型講講習習のの実実施施をを経経てて蓄蓄積積さされれたたノノ
ウウハハウウをを生生かかししたたこことと。。

◆◆受受講講者者ニニーーズズのの調調査査ををすするるとととともも
にに、、オオンンラライインン型型講講習習ののチチャャププタターー
別別のの理理解解度度をを把把握握しし、、講講習習内内容容をを充充
実実ささせせるる。。
◆◆３３つつのの受受託託講講習習ににつついいてて所所管管局局とと
協協議議しし、、シシスステテムムをを整整備備すするる。。
◆◆新新たたなな事事業業（（消消防防設設備備士士試試験験受受験験
準準備備講講習習会会））ををオオンンラライインン型型でで展展開開
すするる。。
◆◆受受講講者者ニニーーズズ（（そそのの場場でで質質問問でできき
るる集集合合型型ののメメリリッットトとと自自由由なな時時間間にに
聴聴講講ででききるるオオンンラライインン型型ののメメリリッッ
トト））にに応応じじるるたためめ、、集集合合型型ととオオンンララ
イインン型型をを併併用用しし、、受受講講者者のの掘掘りり起起ここ
ししをを図図っってていいくく。。

受受験験準準備備講講
習習会会のの電電子子
申申請請・・電電子子
決決済済のの導導入入
及及びび受受託託講講
習習等等へへのの拡拡
大大

目目
標標
②②

◆◆危危険険物物取取扱扱者者講講習習のの集集合合型型講講習習
ににおおけけるる電電子子決決済済のの導導入入
◆◆自自衛衛消消防防技技術術試試験験受受験験準準備備講講習習
会会のの電電子子申申請請・・電電子子決決済済のの導導入入
◆◆受受講講者者のの利利便便性性をを向向上上ささせせるるたた
めめ、、電電子子申申請請・・電電子子決決済済にに係係るるアア
ンンケケーートト調調査査のの実実施施及及びび検検証証
◆◆受受託託講講習習等等ににおおけけるる電電子子申申請請・・
電電子子決決済済のの導導入入のの検検討討及及びび関関係係機機
関関ととのの協協議議（（可可能能なな講講習習かからら順順次次
導導入入））

◆◆全全ててのの受受験験準準備備講講習習会会ににおおいいてて、、電電子子申申
請請・・電電子子決決済済をを導導入入
◆◆電電子子申申請請・・電電子子決決済済にに係係るるアアンンケケーートト調調
査査をを実実施施（（４４回回））
◆◆１１つつのの講講習習ににおおいいてて電電子子申申請請をを導導入入しし、、
２２つつのの講講習習ににおおいいててオオンンラライインン型型講講習習のの運運
用用開開始始にに合合わわせせてて電電子子申申請請・・電電子子決決済済のの導導
入入をを決決定定（（予予防防講講習習2233講講習習中中、、当当面面ははオオンン
ラライインン化化ををすするる1122講講習習へへのの導導入入をを予予定定ししてて
おおりり、、22002222年年度度中中にに８８講講習習をを導導入入予予定定））

◆◆電電子子申申請請・・電電子子決決済済のの導導入入ににおおいいててはは、、シシスス
テテムムをを構構築築せせずずにに、、既既にに導導入入ししてていいるるee--ララーーニニ
ンンググシシスステテムムにに不不随随すするるシシスステテムムもも活活用用ししたたここ
ととにによよりり、、早早期期にに実実現現ででききたたこことと。。
◆◆複複数数回回にに分分けけててアアンンケケーートト調調査査をを実実施施すするるここ
ととにによよりり、、電電子子申申請請・・電電子子決決済済ののニニーーズズをを把把握握
ででききたたこことと。。
◆◆危危険険物物取取扱扱者者保保安安講講習習ににおおいいてて、、所所管管局局とと連連
携携すするるここととにによよりり、、早早期期にに実実現現ででききたたこことと。。まま
たた、、条条例例にに基基づづくく講講習習のの再再講講習習ににおおいいてて、、電電子子
申申請請・・電電子子決決済済をを踏踏ままええたたシシスステテムムのの構構築築をを決決
定定ししたたここととにによよりり、、オオンンラライインン化化及及びび電電子子申申
請請・・電電子子決決済済をを同同時時にに実実現現ででききるるこことと（（２２月月））。。

◆◆３３つつのの受受託託講講習習ににつついいてて所所管管局局とと
協協議議しし、、シシスステテムムをを整整備備すするる。。
◆◆22002233年年1100月月かからら展展開開すするる予予定定のの新新
たたなな事事業業（（消消防防設設備備士士試試験験受受験験準準備備
講講習習会会））にに電電子子申申請請・・電電子子決決済済をを導導
入入すするる。。

テテキキスストト販販
売売ののオオンンララ
イインン化化

22002233年年度度 新新規規事事項項

◆◆東東京京デデジジタタルルフファァーースストト条条例例のの趣趣
旨旨をを踏踏ままええ、、テテキキスストト販販売売ののオオンンララ
イインン化化にに向向けけててネネッットトワワーーククをを構構築築
しし、、受受講講者者のの利利便便性性向向上上にに資資すするる。。

（公財）東京防災救急協会

戦戦略略１１
進進めめ！！予予防防講講習習デデジジタタルルププロロジジェェククトト！！
～～講講習習ににおおけけるるデデジジタタルル化化のの推推進進～～

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「東東京京デデジジタタルルフファァーースストト条条例例」」

2023年度改訂の視点

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○ ○
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析
【【目目標標①①】】
消消防防博博物物館館ののデデジジタタルル化化推推進進にによよるる防防災災意意識識・・学学習習意意欲欲のの向向上上
【【目目標標②②】】
防防災災館館等等ににおおけけるる外外国国人人やや障障ががいい者者へへ配配慮慮ししたた接接遇遇対対応応のの充充実実化化にによよるる利利用用
者者満満足足度度のの向向上上
【【目目標標③③】】
総総合合防防災災部部かかららセセミミナナーーのの受受託託及及びびオオンンラライインン化化のの実実現現
【【目目標標④④】】
関関東東大大震震災災かからら110000年年をを契契機機ととししたた情情報報発発信信にによよるる、、自自助助・・共共助助のの意意識識とと行行動動
力力のの掘掘りり起起ここしし

【【目目標標①①】】収収蔵蔵品品のの公公開開用用デデーータタににつついいててはは、、22002233年年度度のの公公開開にに向向けけてて11,,000000点点のの
ううちち550000点点をを作作成成ででききたた。。ままたた、、収収蔵蔵品品紹紹介介アアププリリににおおいいててもも、、計計画画どどおおりりにに展展示示
史史材材をを公公開開しし、、動動画画にによよるる拡拡充充もも行行っったた。。いいずずれれもも進進行行管管理理がが徹徹底底ででききたたここととにによよ
るるももののででああるる。。
【【目目標標②②】】分分科科会会にに民民間間のの専専門門家家やや障障ががいい者者本本人人をを加加ええたたほほかか、、時時間間ををかかけけてて障障がが
いい者者へへのの接接遇遇にに関関すするる課課題題をを分分析析、、検検討討ししたたここととにによよりり、、充充実実ししたた障障ががいい者者接接遇遇ママ
ニニュュアアルル等等がが作作成成ででききたた。。
【【目目標標③③】】３３者者協協議議がが行行わわれれずず具具体体的的なな検検討討がが進進展展ししななかかっったた。。

戦略を設定する理由・背景
激激甚甚化化すするる豪豪雨雨災災害害やや首首都都直直下下地地震震等等のの発発生生がが危危惧惧さされれるる中中、、防防災災へへののニニーーズズはは益益々々多多様様化化そそししてて増増加加ししてていいるるたためめ、、東東京京都都ととししててもも自自助助・・共共助助ののレレベベルルアアッッププへへのの
働働ききかかけけをを様様々々なな部部局局にに渡渡っってて行行うう必必要要がが出出ててききてていいるる。。ままたた、、新新型型ココロロナナ拡拡大大のの影影響響にによよりり都都立立施施設設はは利利用用制制限限等等をを実実施施ししてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆東東京京消消防防庁庁のの政政策策連連携携団団体体ででああるる当当協協会会ははここれれままでで「「東東京京消消防防庁庁ののパパーートト
ナナーー」」ととししてて、、災災害害発発生生時時のの対対応応ととそそのの事事前前のの備備ええののたためめのの対対策策をを中中心心にに事事業業展展
開開ししててききたた。。
◆◆博博物物館館・・防防災災館館ににおおいいてて利利用用ししややすすいい体体制制のの構構築築ととししてて外外国国人人ススタタッッフフをを採採用用
しし、、来来館館者者のの利利便便性性のの向向上上等等をを図図っっててききたたがが、、ココロロナナ禍禍をを踏踏ままええたた新新たたなな展展開開とと
ししてて、、幅幅広広いい層層にに防防災災行行動動力力のの更更ななるる向向上上策策をを検検討討すするる必必要要ががああるる。。
◆◆ままたた、、東東京京都都のの見見ええるる化化改改革革ににおおいいてて、、事事業業総総点点検検にによよりり各各局局やや区区市市町町村村ににてて
行行きき届届いいてていいなないい防防災災事事業業ががああるるここととがが示示唆唆さされれたたたためめ、、当当協協会会ががそそれれららにに対対応応
すするるここととでで、、東東京京都都のの防防災災のの受受けけ皿皿ととししてて都都民民のの安安全全安安心心にに資資すするるとといいうう新新たたなな
役役割割がが求求めめらられれてていいるる。。

課題解決の⼿段
◆◆幅幅広広いい層層のの防防災災へへのの関関心心をを惹惹ききつつけけるるたためめ、、消消防防博博物物館館及及びび防防災災館館のの効効果果的的なな
活活用用方方策策ににつついいてて検検討討すするる。。
◆◆消消防防博博物物館館ににおおいいててはは、、オオンンラライインン環環境境かからら博博物物館館のの展展示示品品をを観観覧覧ででききるるデデジジ
タタルルツツーールル（（動動画画・・音音声声等等、、解解説説はは多多言言語語対対応応））をを整整備備しし、、積積極極的的にに広広くく都都民民へへ
防防火火・・防防災災へへのの興興味味をを喚喚起起ししてていいくくここととでで、、防防災災意意識識のの向向上上へへつつななげげてていいくく。。
◆◆防防災災館館等等ににおおいいててはは、、アアフフタターーココロロナナをを見見据据ええ、、誰誰ににででもも利利用用ししややすすいい施施設設をを
目目指指ししてて、、外外国国人人やや障障ががいい者者にに配配慮慮ししたた運運用用やや施施設設をを整整備備しし、、防防災災館館ででのの体体験験をを
通通じじてて実実践践力力をを身身にに着着けけるる。。
◆◆ささららにに、、総総合合防防災災部部のの事事業業のの一一部部受受託託をを、、東東京京都都総総務務局局、、東東京京消消防防庁庁及及びび当当協協
会会のの３３者者にによよりり推推進進ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

消消防防博博物物館館
ののデデジジタタルル
化化のの推推進進

目目
標標
①①

◆◆博博物物館館収収蔵蔵品品のの公公開開用用デデーータタのの
作作成成（（価価値値ああるる収収蔵蔵品品550000点点
//11,,000000点点））
◆◆収収蔵蔵品品紹紹介介アアププリリのの拡拡充充（（動動画画
等等））
◆◆新新たたななココンンテテンンツツのの作作成成

◆◆価価値値ああるる収収蔵蔵品品550000点点ののデデーータタをを登登録録
◆◆336600°°カカメメララでで撮撮影影ししたた施施設設紹紹介介動動画画をを
収収蔵蔵品品紹紹介介アアププリリににもも掲掲載載（（施施設設紹紹介介動動画画
アアククセセスス数数：：7777,,886699件件※※））※※４４月月～～1111月月末末
◆◆展展示示物物（（ジジオオララママ及及びび車車両両等等））のの紹紹介介動動
画画のの制制作作をを決決定定

◆◆膨膨大大なな既既存存デデーータタをを一一つつずずつつ精精査査しし、、他他のの文文
献献等等をを参参考考にに見見直直ししをを図図るるななどどししたたここととにによよりり、、
デデーータタベベーーススのの充充実実をを図図っったたこことと。。
◆◆336600°°カカメメララをを活活用用ししてて制制作作ししたた動動画画ををホホーー
ムムペペーージジののほほかか、、アアププリリににもも掲掲載載ししたたここととにによよ
りり、、来来館館ししてていいなないい多多くくのの方方ににもも収収蔵蔵品品がが閲閲覧覧
ででききるる環環境境をを提提供供でできき、、防防災災意意識識・・学学習習意意欲欲のの
向向上上がが図図れれたたこことと。。
◆◆都都民民のの防防火火・・防防災災等等へへのの理理解解をを深深めめるるここととをを
目目的的にに、、博博物物館館でで保保有有すするる展展示示物物やや収収蔵蔵品品のの動動
画画をを活活用用しし、、多多角角的的にに紹紹介介すするるここととととししたたこことと。。

◆◆博博物物館館収収蔵蔵品品のの公公開開用用デデーータタ（（価価
値値ああるる収収蔵蔵品品11,,000000点点//11,,000000点点））をを公公
開開しし、、防防災災意意識識・・学学習習意意欲欲のの向向上上にに
資資すするる。。
◆◆IITTをを活活用用ししたた新新たたななココンンテテンンツツをを
作作成成しし、、防防災災意意識識・・学学習習意意欲欲のの向向上上
にに資資すするる。。
◆◆上上記記２２点点のの取取組組等等にによよりり、、来来館館者者
数数をを22002222年年度度比比1100％％以以上上増増をを目目指指すす
（（約約115500,,000000人人））。。

障障ががいい者者接接
遇遇ママニニュュアア
ルル等等のの作作成成
及及びび活活用用

目目
標標
②②

◆◆障障ががいい者者へへののヒヒアアリリンンググにによよりり
抽抽出出ししたた課課題題のの分分析析
◆◆障障ががいい者者接接遇遇ママニニュュアアルルのの作作成成

◆◆ヒヒアアリリンンググにによよりり抽抽出出ししたた課課題題をを分分科科会会
ににおおいいてて分分析析・・検検討討（（５５月月、、1111月月））
◆◆障障ががいい者者にに対対すするる接接遇遇ママニニュュアアルルとと障障害害
者者向向けけ体体験験指指導導要要領領をを作作成成

◆◆分分科科会会にに民民間間のの専専門門家家やや障障ががいい者者をを登登用用ししたた
ここととにによよりり、、認認識識ででききななかかっったた課課題題をを抽抽出出でできき、、
障障ががいい者者がが利利用用ししややすすいい施施設設へへのの改改修修及及びび環環境境
のの分分析析、、検検討討にに反反映映ででききたたこことと。。
◆◆分分科科会会ににおおいいてて、、分分析析、、検検討討をを重重ねねたたここととにに
よよりり、、障障ががいい者者にに配配慮慮ししつつつつ防防災災館館ででのの体体験験をを
通通じじてて実実践践力力がが身身ににつつくくママニニュュアアルル等等をを作作成成でで
ききたたこことと。。

◆◆誰誰ももがが利利用用ししややすすいい施施設設をを目目指指しし、、
障障ががいい者者接接遇遇ママニニュュアアルル等等をを活活用用しし
たた館館運運営営をを実実施施しし、、防防災災意意識識・・防防災災
行行動動力力のの向向上上にに資資すするる。。
◆◆他他団団体体とと連連携携しし、、ややささししいい日日本本語語
をを活活用用ししたた外外国国人人向向けけのの防防災災体体験験ツツ
アアーーをを実実施施すするる。。
◆◆来来館館者者全全員員をを対対象象ににアアンンケケーートト調調
査査をを実実施施しし、、利利用用者者満満足足度度8800％％以以上上
をを目目指指すす。。

受受託託セセミミ
ナナーーのの決決定定
及及びびオオンンララ
イインン化化のの整整
備備

目目
標標
③③

◆◆３３者者協協議議にによよりり受受託託セセミミナナーー種種
別別をを検検討討・・決決定定
◆◆人人員員・・組組織織体体制制・・勤勤務務場場所所をを検検
討討・・決決定定
◆◆オオンンラライインンセセミミナナーー用用ののププララッッ
トトフフォォーームムをを検検討討・・動動画画のの製製作作

◆◆３３者者協協議議再再開開にに向向けけ、、総総務務局局内内でで当当協協会会
にに受受託託可可能能ななセセミミナナーー等等のの検検討討にに係係るる打打合合
せせをを実実施施（（２２回回））

◆◆今今後後のの３３者者協協議議のの再再開開にに向向けけててはは、、総総務務局局内内
ででのの議議論論をを踏踏ままええ進進めめるる方方針針ととななっったたこことと。。

◆◆３３者者協協議議のの結結果果をを踏踏ままええ対対応応すするる。。

関関東東大大震震災災
かからら110000年年
をを契契機機ととしし
たた事事業業のの推推
進進

目目
標標
④④

22002233年年度度 新新規規事事項項

◆◆東東京京都都のの関関東東大大震震災災110000年年事事業業ととしし
てて、、関関東東大大震震災災のの教教訓訓をを発発信信すするる。。
◆◆関関東東大大震震災災にに係係るる防防災災啓啓発発ココンンテテ
ンンツツをを制制作作しし、、防防災災展展22002233やや各各防防災災
館館、、WWeebbササイイトト等等でで上上映映（（目目標標：：
1100,,000000回回再再生生））しし、、自自助助・・共共助助のの意意
識識向向上上にに資資すするる。。
◆◆各各防防災災館館ににおおいいてて、、関関東東大大震震災災にに
関関連連すするる企企画画展展をを実実施施しし、、新新規規ででのの
来来館館促促進進をを図図るるななどど、、来来館館者者数数をを
22002222年年度度比比1100％％以以上上増増をを目目指指すす（（約約
118800,,000000人人））。。

（公財）東京防災救急協会

戦戦略略２２
広広げげろろ！！防防災災展展開開ププロロジジェェククトト！！
～～防防災災ニニーーズズにに応応ええるるたためめのの新新たたなな事事業業のの展展開開～～

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略８８：：安安全全・・安安心心ななままちちづづくくりり戦戦略略

2023年度改訂の視点

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
オオンンラライインン学学習習（（電電子子学学習習室室））をを活活用用ししたた短短縮縮救救命命講講習習のの運運用用拡拡大大（（個個人人向向
けけ））
【【目目標標②②】】
・・受受講講者者をを1100名名ととししたた１１ググルルーーププにに対対しし、、４４体体のの人人形形、、４４器器ののAAEEDDトトレレーーナナーー
のの配配置置率率110000％％
・・胸胸骨骨圧圧迫迫のの効効果果をを客客観観的的にに確確認認ででききるる人人形形のの配配置置率率110000％％

【【目目標標①①】】新新ししいいガガイイドドラライインンのの発発出出がが遅遅れれたたここととにによよりり、、ガガイイドドラライインンにに対対応応しし
たた講講習習のの開開始始がが当当初初計計画画よよりりもも１１年年以以上上遅遅れれたたここととととななっったたがが、、そそののよよううなな状状況況のの
中中ににおおいいててもも、、関関係係機機関関かからら情情報報をを収収集集すするるななどどししてて、、早早期期ににテテキキスストト作作成成にに着着手手
ででききたたここととにによよりり、、22002222年年1122月月かからら開開始始ででききるる見見込込みみととななっったた。。
【【目目標標②②】】講講習習資資器器材材ににつついいててはは、、ココロロナナ禍禍のの中中、、半半導導体体やや電電子子部部品品等等のの供供給給不不足足
のの中中、、市市場場調調査査をを怠怠るるここととななくく、、情情報報収収集集にに努努めめたたここととにによよりり、、計計画画どどおおりりにに整整備備
ででききたた。。

戦略を設定する理由・背景
AAEEDDのの普普及及がが広広ままるるななかか、、一一人人ででもも多多くくのの命命をを助助けけるるたためめ、、ババイイススタタンンダダーーにによよるる応応急急手手当当実実施施率率をを更更にに向向上上ささせせるる必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆当当協協会会はは、、年年間間約約2255万万人人にに対対すするる救救命命講講習習をを実実施施ししてておおりり、、東東京京都都応応急急手手当当普普
及及推推進進協協議議会会（（応応急急手手当当をを広広くく都都民民にに普普及及すするるたためめ関関係係機機関関にによよっってて構構成成さされれるる
協協議議会会））のの構構成成員員ととししてて、、そそのの目目標標達達成成（（都都民民のの昼昼間間人人口口のの2200％％にに対対すするる応応急急手手
当当講講習習のの実実施施））をを牽牽引引ししててききたた。。
◆◆ここののここととかからら、、応応急急手手当当のの実実施施率率向向上上ののたためめににはは、、実実効効性性ののああるる講講習習指指導導をを推推
進進しし、、行行動動力力ああるるババイイススタタンンダダーーをを育育成成すするるここととがが必必要要ででああるる。。
◆◆救救命命講講習習はは実実技技をを伴伴ううたためめ集集合合形形式式でで実実施施すするる必必要要ががああるるがが、、新新型型ココロロナナウウイイ
ルルスス感感染染症症拡拡大大のの影影響響にによよりり密密をを避避けけるる必必要要ががあありり、、講講習習会会場場ににおおけけるる定定員員をを標標
準準よよりりもも減減少少ささせせてていいるる。。

課題解決の⼿段
◆◆救救命命のの現現場場にに居居合合わわせせたた際際、、受受講講者者がが自自信信をを持持っってて応応急急手手当当がが実実施施ででききるるよようう、、
講講習習内内容容のの見見直直しし及及びび講講習習資資器器材材のの充充実実をを図図るるここととでで、、よよりり効効果果的的なな講講習習指指導導体体
制制をを構構築築すするる。。
◆◆集集合合形形式式でで実実施施すするる講講習習時時間間をを短短縮縮すするるここととにによよりり感感染染防防止止対対策策をを強強化化しし、、新新
ししいい生生活活様様式式にに対対応応すするるたためめ、、座座学学ののオオンンラライインン化化をを拡拡大大ししてていいくくととととももにに、、長長
期期化化すするるココロロナナ禍禍をを踏踏ままええたた、、新新たたなな講講習習会会場場のの確確保保ににつついいてて、、所所管管局局とと連連携携しし
てていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

講講習習内内容容のの
見見直直しし

目目
標標
①①

◆◆短短縮縮救救命命講講習習ののWWeebb受受付付開開始始、、
本本格格運運用用
◆◆新新ししいい蘇蘇生生ガガイイドドラライインンにに対対応応
ししたた動動画画教教材材のの作作成成
◆◆長長期期化化すするるココロロナナ禍禍をを踏踏ままええたた、、
新新たたなな講講習習会会場場のの確確保保ににつついいてて、、
所所管管局局とと連連携携

◆◆短短縮縮救救命命講講習習をを本本格格運運用用（（４４月月））
◆◆新新ししいい蘇蘇生生ガガイイドドラライインンにに対対応応ししたた教教材材
及及びび動動画画教教材材をを作作成成（（1111月月））しし、、1122月月かからら
新新ししいい講講習習内内容容でで実実施施ででききるるよようう、、指指導導者者
教教養養をを実実施施
◆◆長長期期化化すするるココロロナナ禍禍をを踏踏ままええ、、大大規規模模会会
場場ででのの講講習習をを新新たたにに実実施施（（９９月月、、225544名名））

◆◆昨昨年年度度末末ままででににシシスステテムム改改修修だだけけにに留留ままららずず、、
試試行行もも完完了了ささせせたたここととにによよりり、、４４月月かからら本本格格的的
にに運運用用をを開開始始ででききたたこことと。。
◆◆予予定定よよりり遅遅れれてて新新ししいい蘇蘇生生ガガイイドドラライインンがが発発
出出さされれたたがが、、様様々々なな手手段段でで当当該該ガガイイドドラライインンのの
内内容容やや動動向向等等のの情情報報収収集集にに努努めめ、、早早期期にに教教材材作作
成成にに着着手手ででききたたここととにによよりり、、1122月月かからら新新ししいい内内
容容ででのの講講習習をを開開始始ででききるるこことと。。
◆◆受受講講者者数数をを制制限限ししてて開開催催ししてていいるる中中、、受受講講者者
ニニーーズズにに応応ええるるたためめ、、所所管管局局とと連連携携しし、、新新たたなな
講講習習会会場場をを確確保保ししたたこことと。。

◆◆オオンンラライインン学学習習をを活活用用ししたた短短縮縮救救
命命講講習習をを、、上上級級救救命命講講習習ににもも拡拡大大しし、、
受受講講者者のの利利便便性性向向上上にに資資すするる。。
◆◆長長期期化化すするるココロロナナ禍禍をを踏踏ままええ、、大大
規規模模会会場場ででのの講講習習をを拡拡大大すするるななどどしし、、
受受講講数数をを22002222年年度度比比1100％％以以上上増増をを目目
指指すす（（約約116600,,000000人人））。。
◆◆東東京京デデジジタタルルフファァーースストト条条例例のの趣趣
旨旨をを踏踏ままええ、、全全ててのの救救命命講講習習にに電電子子
申申請請をを導導入入すするる。。

講講習習資資器器材材
のの充充実実

目目
標標
②②

◆◆受受講講者者1100名名にに対対すするる４４体体、、４４器器
ででのの資資器器材材配配置置率率8800％％
◆◆胸胸骨骨圧圧迫迫のの効効果果をを客客観観的的にに確確認認
ででききるる人人形形のの配配置置率率110000％％
◆◆胸胸骨骨圧圧迫迫のの効効果果をを客客観観的的にに確確認認
ででききるるススママーートトデデババイイススのの増増強強

◆◆受受講講者者1100名名にに対対すするる４４体体、、４４器器ででのの資資器器
材材配配置置率率8800％％をを達達成成（（222200//227722））
◆◆胸胸骨骨圧圧迫迫のの効効果果をを客客観観的的にに確確認認ででききるる人人
形形のの配配置置率率110000％％をを達達成成（（449922//449922））
◆◆胸胸骨骨圧圧迫迫のの効効果果をを客客観観的的にに確確認認ででききるるスス
ママーートトデデババイイスス全全1122台台のの配配置置がが完完了了

◆◆ココロロナナ禍禍にによよるる感感染染症症対対策策ととししてて、、受受講講者者数数
をを制制限限すするるととととももにに、、受受講講者者２２名名にに対対ししてて１１体体、、
１１器器でで実実施施ででききるるよようう、、資資器器材材をを整整備備ししたたこことと
にによよりり、、計計画画どどおおりりのの資資器器材材数数をを整整備備ででききたたここ
とと。。
◆◆人人形形ににつついいててもも、、半半導導体体やや電電子子部部品品等等のの供供給給
不不足足のの中中、、市市場場調調査査にに努努めめたたここととにによよりり、、計計画画
どどおおりりにに整整備備ででききたたこことと。。
◆◆胸胸骨骨圧圧迫迫のの効効果果をを客客観観的的にに確確認認ででききるる講講習習のの
本本格格運運用用にに向向けけてて、、ススママーートトデデババイイススのの有有効効性性
をを検検証証すするるたためめ、、使使用用頻頻度度のの高高いい1122かか所所にに各各１１
台台をを配配置置ししたたこことと。。

◆◆受受講講者者1100名名にに対対すするる４４体体、、４４器器でで
のの資資器器材材配配置置率率110000％％（（227722//227722））とと
しし、、受受講講者者一一人人ああたたりりのの実実技技時時間間をを
３３体体、、３３器器比比でで約約3300％％増増ややしし、、受受講講
者者のの技技術術向向上上にに資資すするる。。
◆◆胸胸骨骨圧圧迫迫のの効効果果をを客客観観的的にに確確認認でで
ききるる講講習習をを本本格格運運用用しし、、講講習習のの質質をを
高高めめ、、受受講講者者のの技技術術向向上上にに資資すするる。。

（公財）東京防災救急協会

戦戦略略３３
救救ええ！！救救命命講講習習向向上上ププロロジジェェククトト！！
～～効効果果的的なな救救命命講講習習指指導導のの推推進進～～

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「東東京京デデジジタタルルフファァーースストト条条例例」」

2023年度改訂の視点

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○ ○
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2023年度改訂版のポイント
◆戦略１ RWC2019、東京2020⼤会を契機としたスポーツ振興への貢献と⼤会レガシーの継承
「両⼤会のレガシーとしてのスポーツ振興」について、スポーツの振興や⼤会レガシーの継承に
継続的に取り組み、スポーツ需要を喚起するため、「東京都パラスポーツトレーニングセンター
（新規）」「スタジアムツアー」を追記
◆戦略２ 選ばれ続けるスタジアム・アリーナとして安定的な経営基盤の底上げを図るための取組
の推進「リニューアルによる観戦・鑑賞環境の向上」について、観戦・鑑賞環境を向上し、イベ
ント主催者の満⾜度を⾼めるため、「特別観覧室の改修」を追記するとともに、スタジアムグル
メのブランドイメージを向上させ、イベント来場者の満⾜度を⾼めるため、「魅⼒あるメニュー
の提供」を追記
◆戦略３ 両施設の同時利⽤による相乗的な魅⼒向上について、両施設の同時利⽤に関する実績を
更に増やし、イベント誘致の促進につなげていくため、「３年後の到達⽬標」を上⽅修正（６
→15件）

【プランの主な改訂内容】

（株）東京スタジアム

戦略１ RWC2019、東京2020⼤会を契機としたスポーツ振興への貢献と⼤
会レガシーの継承
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

両⼤会のレガ
シーとしてのス
ポーツ振興

○感染症の状況を⾒ながら、パラ・
マイナースポーツの体験会やアス
リートとの交流等の事業を実施 ８
メニュー
○ラグビーの普及促進につながるイ
ベントや試合等の誘致、PR協⼒ ３
試合
○RWC2019や東京2020⼤会の記念
グッズの展⽰、（仮称）味スタ・む
さプラミュージアムの開設

両⼤会のレガ
シーとしてのス
ポーツ振興

○パラ・マイナースポーツの体験会
やアスリートとの交流等の事業を実
施 ８メニュー
○東京都パラスポーツトレーニング
センター（新規）でパラスポーツの
教室や体験会等の事業を実施し、パ
ラスポーツを振興
○ラグビーの普及促進につながるイ
ベントの誘致、PR協⼒。適切な芝管
理やJリーグシーズン中の空き⽇程
の活⽤による試合の誘致 ３試合
○（仮称）味スタ・むさプラミュー
ジアムの開設、スタジアムツアーに
よるレガシーグッズの活⽤

戦略２ 選ばれ続けるスタジアム・アリーナとして安定的な経営基盤の底上げ
を図るための取組の推進
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

リニューアルに
よる観戦・鑑賞
環境の向上

○経費節減に向けた調整を⾏いつつ、
事業を試⾏的に実施し、結果をとり
まとめ。効果が得られた場合は、本
格実施に向けたフェーズへ移⾏。
○ICT技術など他施設等の先進的な
取組み等についての情報収集を継続
し、当社のモデルを探求

リニューアルに
よる観戦・鑑賞
環境の向上

○経費節減に向けた調整を⾏いつつ、
２事業（Ｊリーグクラブと連携した
キッズルーム・センサリールームの
設置、特別観覧室の改修）を試⾏的
に実施し、結果をとりまとめ。利⽤
者の満⾜度を⾼める効果が得られた
場合は、本格実施に向けたフェーズ
へ移⾏。
○ICT技術など他施設等の先進的な
取組み等についての情報収集を継続
し、当社のモデルを探求
○Ｊリーグクラブや地元ラグビー
チーム等の利⽤者ニーズを踏まえ、
年度内に特別観覧室を改修
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【プランの主な改訂内容】

（株）東京スタジアム

戦略３ 両施設の同時利⽤による相乗的な魅⼒向上
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標①】
両施設の⼀体的利⽤、⼜は施設を相互補完する形での
利⽤を６つ以上実施し、利⽤者の⾼い評価を得ている。
【⽬標②】
スタジアム等とプラザの同時利⽤を促進するための戦
略的なPRを実施している。

【⽬標①】
両施設の⼀体的利⽤、⼜は施設を相互補完する形での
利⽤を15件以上実施し、利⽤者の⾼い評価を得ている。
【⽬標②】
スタジアム等とプラザの同時利⽤を促進するための戦
略的なPRを実施している。

戦略２ 選ばれ続けるスタジアム・アリーナとして安定的な経営基盤の底上げ
を図るための取組の推進
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

安全⾯やブラン
ド⾯のイメージ
向上

○事業を試⾏的に実施し、結果をと
りまとめ。効果が得られた場合は、
本格実施に向けたフェーズへ移⾏。
○引き続きICT技術等の先進的な取
組みについて情報収集し、GBACは
取得・運⽤
○事故・災害時対応に関する訓練・
研修の情報発信

安全⾯やブラン
ド⾯のイメージ
向上

○６事業（アニメコンサート誘致、
eスポーツコンテンツ、SNS情報発
信、ICT技術やGBAC等の先進的な
取組、事故・災害時対応の訓練・研
修、魅⼒あるメニューの提供）を試
⾏的に実施し、結果をとりまとめ。
効果が得られた場合は、本格実施に
向けたフェーズへ移⾏。
○引き続きICT技術等の先進的な取
組みを情報収集し、GBACは取得・
運⽤
○救命等講習(２回)、消防訓練(４
回)、さすまた取扱訓練(１回)の情報
発信
○味スタのコンコース売店でスポン
サー企業等と連携した魅⼒あるメ
ニューを提供し、イベント１回当た
りの売店売上を伸ばすことを⽬指す。

東
京
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タ
ジ
ア
ム
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】多多摩摩地地域域ののススポポーーツツ拠拠点点ととししてて、、大大会会後後ののススポポーーツツ需需要要にに応応ええ、、
都都ののススポポーーツツ振振興興施施策策にに貢貢献献すするる。。
【【目目標標②②】】大大会会レレガガシシーーととししてて、、環環境境にに配配慮慮ししたたイイベベンントト運運営営がが図図らられれるるとと
ととももにに、、被被災災地地へへのの復復興興支支援援のの継継続続にによよりり地地元元ととのの絆絆がが深深ままっってていいるる。。

・・目目標標①①ににつついいてて、、パパララススポポーーツツ等等のの普普及及啓啓発発ののたためめ、、目目標標をを大大幅幅にに超超ええるる1144メメ
ニニュューー実実施施すするるととととももにに、、ララググビビーーリリーーググワワンン１１試試合合をを誘誘致致ししたた。。ままたた、、東東京京22002200
大大会会一一周周年年記記念念事事業業をを３３事事業業実実施施すするるななどど、、都都ののススポポーーツツ振振興興施施策策にに貢貢献献ししたた。。
・・目目標標②②ににつついいてて、、環環境境配配慮慮をを推推進進すするるたためめ、、イイベベンントト時時にに発発生生ししたた生生ごごみみをを約約
990000kkgg減減量量すするるととととももにに、、味味ススタタ感感謝謝デデーーでで福福島島のの特特産産品品のの販販売売等等をを行行ううななどど、、被被
災災地地支支援援をを推推進進ししたた。。

戦略を設定する理由・背景
RRWWCC22001199やや東東京京22002200大大会会をを契契機機ととししてて、、都都民民がが安安全全・・安安心心ににススポポーーツツイイベベンントトにに参参加加ででききるるよようう、、そそのの受受けけ皿皿ととししててのの役役割割をを積積極極的的にに果果たたししススポポーーツツフフィィーールルドド・・東東京京
のの実実現現にに貢貢献献すするるととととももにに、、両両大大会会ののレレガガシシーーをを活活かかししたたよよりり戦戦略略的的なな施施設設運運営営、、事事業業展展開開をを可可能能ににすするるたためめ。。

団体における現状（課題）
・・東東京京22002200大大会会のの開開催催にに向向けけてて車車椅椅子子ババススケケのの体体験験会会等等をを始始めめたたがが、、大大会会後後もも都都
民民ののススポポーーツツ需需要要にに応応ええてていいくくここととがが求求めめらられれてていいるる。。
・・RRWWCCののレレガガシシーーととししてて、、子子供供かかららププロロままでで様様々々なな階階層層ににおおけけるる機機会会をを増増ややししララググ
ビビーーのの発発展展にに貢貢献献すするるここととがが求求めめらられれてていいるる。。
・・大大会会ののレレガガシシーーととししてて５５つつのの柱柱がが立立ててらられれてていいるるがが、、持持続続可可能能性性分分野野ににつついいてて、、
環環境境面面ののハハーードド施施策策はは進進んんででいいるるももののののイイベベンントト運運営営等等ののソソフフトト施施策策ははここれれかからら
取取りり組組むむ段段階階ににああるる。。
・・復復興興五五輪輪とといいうう大大会会のの趣趣旨旨をを踏踏ままええ、、福福島島県県のの道道のの駅駅のの支支援援をを行行っっててききたたがが、、
大大会会以以降降のの被被災災地地へへのの関関心心のの薄薄れれやや震震災災のの風風化化がが懸懸念念さされれてていいるる。。

課題解決の⼿段
・・広広くく都都民民がが楽楽ししめめるるパパララススポポーーツツややママイイナナーーススポポーーツツににつついいてて、、競競技技団団体体等等とと
連連携携ししたた体体験験会会等等をを通通じじてて、、普普及及とと活活性性化化にに貢貢献献すするる。。
・・ララググビビーーはは、、体体験験イイベベンントトやや様様々々なな試試合合等等のの開開催催にによよりり、、新新リリーーググのの気気運運醸醸成成
をを支支援援すするるととととももにに、、ララググビビーーのの発発展展ととチチーームムのの底底上上げげにに協協力力すするる。。
・・東東京京22002200大大会会ににおおけけるる環環境境にに配配慮慮ししたた持持続続可可能能なな取取組組みみ等等ををレレガガシシーーととししてて継継
承承しし、、環環境境負負荷荷のの低低減減にに向向けけたた取取組組みみのの充充実実・・強強化化をを図図っってていいくく。。
・・東東京京22002200大大会会後後もも被被災災地地へへのの支支援援をを継継続続しし、、震震災災復復興興のの重重要要性性をを発発信信ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

両両大大会会ののレレ
ガガシシーーととしし
ててののススポポーー
ツツ振振興興

目目
標標
①①

○○感感染染症症のの状状況況をを見見ななががらら、、パパ
ララ・・ママイイナナーーススポポーーツツのの体体験験会会やや
アアススリリーートトととのの交交流流等等のの事事業業をを実実
施施 ７７メメニニュューー
○○ララググビビーーのの普普及及促促進進ににつつななががるる
イイベベンントトやや試試合合等等のの誘誘致致、、PPRR協協力力
２２試試合合
○○RRWWCC22001199やや東東京京22002200大大会会のの記記念念
ググッッズズのの展展示示、、（（仮仮称称））味味ススタタ・・
むむささププララミミュューージジアアムムのの企企画画調調整整

○○パパララ・・ママイイナナーーススポポーーツツのの体体験験会会ややアアスス
リリーートトととのの交交流流等等のの事事業業をを実実施施 1144メメ
ニニュューー
○○ララググビビーーのの普普及及促促進進ににつつななががるるイイベベンントト
やや試試合合等等のの誘誘致致、、PPRR協協力力 ２２試試合合
○○（（仮仮称称））味味ススタタ・・むむささププララミミュューージジアアムム
のの企企画画調調整整。。東東京京22002200大大会会１１周周年年記記念念事事業業
をを３３件件実実施施しし、、RRWWCC22001199やや東東京京22002200大大会会のの
記記念念ググッッズズをを活活用用。。

○○地地元元市市とと連連携携ししたた車車いいすすババススケケッットトボボーールルのの
イイベベンントトやや障障害害者者ススポポーーツツ体体験験会会等等ででパパララスス
ポポーーツツをを幅幅広広いい層層へへPPRRででききたた。。
○○都都ののRRWWCC22001199レレガガシシーーイイベベンントトをを開開催催すするるとと
ととももにに、、JJリリーーググののシシーーズズンン中中のの空空きき日日程程をを活活
用用しし、、ララググビビーーリリーーググワワンン１１試試合合をを誘誘致致ししたた。。
○○RRWWCC22001199やや東東京京22002200大大会会のの記記念念ググッッズズをを展展示示
すするる（（仮仮称称））味味ススタタ・・むむささププララミミュューージジアアムムにに
つついいてて、、開開設設準準備備にに向向けけてて検検討討をを進進めめたた。。東東京京
22002200大大会会１１周周年年記記念念事事業業等等ののイイベベンントトでで、、東東京京
22002200大大会会にに関関すするるミミュューージジアアムムややススタタジジアアムム・・
アアリリーーナナツツアアーーをを実実施施すするるここととでで、、大大会会レレガガ
シシーーをを印印象象付付けけたた。。

○○パパララ・・ママイイナナーーススポポーーツツのの体体験験会会
ややアアススリリーートトととのの交交流流等等のの事事業業をを実実
施施 ８８メメニニュューー
○○東東京京都都パパララススポポーーツツトトレレーーニニンンググ
セセンンタターー（（新新規規））ででパパララススポポーーツツのの
教教室室やや体体験験会会等等のの事事業業をを実実施施しし、、パパ
ララススポポーーツツをを振振興興
○○ララググビビーーのの普普及及促促進進ににつつななががるるイイ
ベベンントトのの誘誘致致、、PPRR協協力力。。適適切切なな芝芝管管
理理ややＪＪリリーーググシシーーズズンン中中のの空空きき日日程程
のの活活用用にによよるる試試合合のの誘誘致致 ３３試試合合
○○（（仮仮称称））味味ススタタ・・むむささププララミミュューー
ジジアアムムのの開開設設、、ススタタジジアアムムツツアアーーにに
よよるるレレガガシシーーググッッズズのの活活用用

東東京京22002200大大
会会ににおおけけるる
環環境境配配慮慮やや
復復興興支支援援のの
レレガガシシーーのの
継継承承

目目
標標
②②

○○環環境境配配慮慮ガガイイドドラライインン等等にに基基づづ
くくイイベベンントト運運営営のの実実施施
○○被被災災地地へへのの継継続続的的なな支支援援 年年間間
４４、、５５件件（（感感染染症症のの状状況況にに応応じじてて、、
回回数数はは見見直直ししをを行行うう。。））

○○主主ななイイベベンントト主主催催者者にに環環境境配配慮慮ガガイイドドララ
イインンをを配配付付しし、、環環境境にに配配慮慮ししたた取取組組へへのの協協
力力をを依依頼頼。。生生ごごみみをを約約990000kkgg削削減減
○○味味ススタタ感感謝謝デデーーでで福福島島県県道道のの駅駅ブブーーススをを
４４ブブーースス設設置置しし、、福福島島のの特特産産品品をを販販売売。。福福
島島県県産産のの食食材材をを使使っったた店店舗舗をを出出展展

○○主主ななイイベベンントト主主催催者者にに環環境境配配慮慮ガガイイドドラライインン
をを配配付付しし、、味味のの素素ススタタジジアアムムににおおけけるる環環境境保保全全
ののたためめのの取取組組をを紹紹介介すするるととととももにに、、環環境境配配慮慮
チチェェッッククリリスストトをを用用いいてて環環境境にに配配慮慮ししたた取取組組へへ
のの協協力力をを依依頼頼ししたた。。ススタタジジアアムムでで発発生生ししたた生生ごご
みみをを生生ごごみみ処処理理機機でで分分解解すするるここととでで、、一一般般廃廃棄棄
物物ととししてて廃廃棄棄すするる生生ごごみみをを約約990000kkgg減減量量ししたた。。
○○震震災災のの記記憶憶がが風風化化すするるここととののなないいよようう、、被被災災
地地へへのの継継続続的的なな支支援援ととししてて、、味味ススタタ感感謝謝デデーーでで
福福島島県県道道のの駅駅ののPPRRブブーーススをを４４ブブーースス出出店店ししたた。。
ままたた、、同同イイベベンントトののフフーードドパパーーククでではは、、出出店店1100
店店舗舗のの全全ててににおおいいてて福福島島県県産産のの食食材材をを使使用用ししたた。。

○○環環境境配配慮慮ガガイイドドラライインン等等にに基基づづくく
イイベベンントト運運営営のの実実施施
○○味味ススタタ感感謝謝デデーーでで福福島島県県道道のの駅駅
ブブーーススをを設設置置すするる等等、、被被災災地地へへのの継継
続続的的なな支支援援をを年年間間４４、、５５件件実実施施（（感感
染染症症のの状状況況にに応応じじてて、、回回数数はは見見直直しし
をを行行うう。。））

（株）東京スタジアム

戦戦略略１１
RRWWCC22001199、、東東京京22002200大大会会をを契契機機ととししたたススポポーーツツ振振興興へへのの
貢貢献献とと大大会会レレガガシシーーのの継継承承

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略vveerrssiioonn  uupp  22002233

・・戦戦略略1166：：ススポポーーツツフフィィーールルドド東東京京戦戦略略 ・・戦戦略略1199：：オオリリンンピピッックク・・パパララリリンンピピッッククレレガガシシーー戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】地地域域連連携携にに資資すするる検検討討会会をを立立ちち上上げげ、、１１事事業業以以上上試試行行しし、、効効果果をを
検検証証すするる。。
【【目目標標②②】】観観戦戦・・鑑鑑賞賞環環境境のの向向上上施施策策やや独独自自のの新新規規企企画画をを３３事事業業以以上上試試行行しし、、
効効果果をを検検証証すするる。。
【【目目標標③③】】安安全全面面ややブブラランンドド面面ののイイメメーージジ向向上上にに向向けけ、、１１事事業業以以上上試試行行しし、、
本本格格実実施施すするる。。

・・目目標標①①ににつついいてて、、ササイイククルルポポーートトのの運運用用、、デデジジタタルルススタタンンププララリリーーのの実実施施ななどど、、
地地域域とと連連携携ししたた事事業業をを４４事事業業実実施施ししたた。。
・・目目標標②②ににつついいてて、、セセンンササリリーールルーームムのの設設置置、、キキャャッッシシュュレレスス決決済済のの導導入入等等、、観観
戦戦・・鑑鑑賞賞環環境境のの向向上上施施策策をを４４事事業業実実施施ししたた。。ままたた、、ココンンササーートトのの誘誘致致にに加加ええ、、人人気気
ユユーーチチュューーババーーののイイベベンントトをを開開催催すするるななどど新新規規企企画画をを３３事事業業実実施施ししたた。。
・・目目標標③③ににつついいてて、、JJリリーーググククララブブ等等とと連連携携ししたた投投稿稿やや、、消消防防訓訓練練等等のの実実施施状状況況にに
関関すするる投投稿稿ををSSNNSSでで情情報報発発信信しし、、安安全全面面ややブブラランンドド面面ののイイメメーージジ向向上上にに向向けけてて５５事事
業業をを実実施施ししたた。。

戦略を設定する理由・背景
新新国国立立競競技技場場のの開開業業やや有有明明アアリリーーナナのの開開設設等等にによよりり大大規規模模ななススポポーーツツ大大会会ややココンンササーートトのの誘誘致致競競争争がが厳厳ししくくななるる中中、、利利用用者者かからら選選ばばれれ続続けけるるススタタジジアアムム・・アアリリーーナナとと
ななるるににはは、、更更ななるる感感染染予予防防策策にによよりり安安全全・・安安心心をを確確保保しし、、中中長長期期的的なな視視点点でで安安定定的的なな経経営営基基盤盤のの底底上上げげをを図図るる必必要要ががああるるたためめ。。

団体における現状（課題）
・・集集客客力力向向上上にに向向けけたた個個別別のの取取組組みみはは行行っっててききたたがが、、周周辺辺地地域域にに潜潜在在すするる集集客客力力
をを十十分分にに取取りり込込めめてていいなないい。。
・・多多様様化化・・高高度度化化すするる利利用用者者ニニーーズズにに合合致致ししたたききめめ細細かかいいササーービビススのの提提供供がが求求めめ
らられれてていいるる。。
・・既既存存イイベベンントトのの合合間間やや閑閑散散期期等等ににははフフリリーーママーーケケッットトやや撮撮影影等等のの受受入入れれをを行行っっ
ててききたたがが、、新新たたななビビジジネネススモモデデルルもも視視野野にに入入れれたた更更ななるる施施設設活活用用のの余余地地ががああるる。。
・・施施設設のの認認知知度度向向上上にに努努めめててききたたがが、、施施設設のの安安全全面面ややブブラランンドド面面ででイイメメーージジ向向上上
ににつつななががるる戦戦略略的的なな取取組組みみがが十十分分にに行行わわれれてていいなないい。。
・・大大会会後後はは競競合合施施設設ととのの競競争争もも見見込込ままれれるる中中、、自自らら情情報報収収集集ししてて企企画画立立案案しし、、収収
益益をを高高めめるるノノウウハハウウああるる人人材材のの育育成成をを行行うう段段階階ににああるる。。

課題解決の⼿段
・・周周辺辺のの企企業業やや大大学学、、行行政政機機関関等等とともも連連携携しし、、東東京京全全域域かかららのの来来場場客客がが長長時時間間滞滞
在在ししたたくくななるるメメニニュューーをを揃揃ええるる。。
・・収収支支のの状状況況をを見見ななががらら、、価価値値のの高高いいササーービビススをを提提供供ででききるるよようう、、施施設設ののリリ
ニニュューーアアルルややIICCTT技技術術のの活活用用でで利利用用環環境境のの整整備備・・充充実実をを図図りり、、生生産産性性をを高高めめるる。。
・・感感染染症症のの状状況況をを見見ななががらら、、収収益益性性のの高高いいイイベベンントトやや話話題題性性のの高高いい新新たたなな企企画画等等
をを実実施施しし、、施施設設稼稼働働率率をを向向上上ささせせるる。。
・・特特色色ああるるイイベベンントトのの開開催催やや広広報報戦戦略略のの展展開開、、施施設設のの安安全全面面ののアアピピーールルにによよりり、、
施施設設ののブブラランンドドイイメメーージジをを向向上上ささせせ、、他他のの施施設設とと差差別別化化をを図図るる。。
・・企企画画やや事事業業分分析析をを外外部部にに任任せせるるだだけけででななくく、、外外部部かかららのの専専門門的的なな助助言言をを受受けけ、、
事事業業遂遂行行にに向向けけたた人人材材のの確確保保とと育育成成をを図図るる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

地地域域等等とと連連
携携ししたた味味のの
素素ススタタジジアア
ムムのの施施策策展展
開開

目目
標標
①①

○○感感染染症症のの状状況況をを見見ななががらら、、
地地元元市市やや関関係係事事業業者者とと連連携携しし、、
経経費費節節減減にに向向けけたた調調整整をを行行いい
つつつつ、、事事業業をを試試行行的的にに実実施施しし、、
効効果果をを検検証証・・調調整整
○○感感染染症症のの状状況況をを見見ななががらら、、
ススポポンンササーー企企業業等等とと連連携携しし、、
経経費費節節減減にに向向けけたた調調整整をを行行いい
つつつつ、、（（仮仮称称））健健康康ウウォォーーキキ
ンンググ事事業業をを試試行行的的にに実実施施しし、、
効効果果をを検検証証・・調調整整

○○味味ススタタ敷敷地地内内ににササイイククルル
ポポーートト2233台台をを設設置置しし運運用用。。４４
月月以以降降でで計計33,,774433回回のの利利用用
○○調調布布市市がが設設立立ししたた調調布布スス
ママーートトシシテティィ協協議議会会にに参参加加しし、、
調調布布市市内内をを巡巡るるデデジジタタルルススタタ
ンンププララリリーーをを実実施施（（1100月月））
○○集集客客力力向向上上にに繋繋げげるるたためめ、、
ウウォォーーキキンンググココーーススのの設設置置やや
近近隣隣地地域域とと連連携携ししたたイイベベンントト
開開催催へへのの協協力力をを実実施施（（1111月月））

○○シシェェアアササイイククルル事事業業をを継継続続ししてて実実施施ししたた。。ススタタジジ
アアムム入入口口にに横横断断幕幕をを設設置置しし認認知知度度をを高高めめ、、利利用用者者のの
増増加加にに努努めめたた。。
○○調調布布ススママーートトシシテティィ協協議議会会ののデデジジタタルルススタタンンププララ
リリーーはは、、ススタタジジアアムム、、ププララザザ両両施施設設ににススタタンンププポポイイ
ンントトをを設設置置ししてて、、取取組組にに協協力力ししたた。。
○○ススポポンンササーー企企業業とと連連携携しし、、ススタタジジアアムム敷敷地地内内にに
ウウォォーーキキンンググ１１kkmmココーーススをを設設置置ししたた。。ココーーススにに案案内内
板板をを設設置置しし、、利利用用者者にに役役立立つつ情情報報をを提提供供すするる等等、、工工
夫夫をを行行っったた。。ままたた、、JJリリーーググククララブブとと連連携携しし、、試試合合
開開催催時時ににおおけけるる近近隣隣道道路路をを活活用用ししたたイイベベンントト開開催催にに
協協力力ししたた。。

○○感感染染症症のの状状況況をを見見ななががらら、、経経費費節節減減にに向向けけたた調調
整整をを行行いいつつつつ、、３３事事業業（（シシェェアアササイイククルル事事業業、、調調
布布ススママーートトシシテティィ協協議議会会のの取取組組、、ウウォォーーキキンンググ
ココーーススのの設設置置・・拡拡充充等等））をを試試行行的的にに実実施施しし、、結結果果
ををととりりままととめめ、、効効果果がが得得らられれたた場場合合はは、、本本格格実実施施
にに向向けけたたフフェェーーズズへへ移移行行。。

リリニニュューーアア
ルルにによよるる観観
戦戦・・鑑鑑賞賞環環
境境のの向向上上

目目
標標
②②

○○イイベベンントト主主催催者者やや売売店店事事業業
者者等等とと連連携携しし、、経経費費節節減減にに向向
けけたた調調整整をを行行いいつつつつ、、費費用用負負
担担のの少少なないいもものの等等ににつついいてて、、
事事業業をを試試行行的的にに実実施施しし、、効効果果
をを検検証証・・調調整整
○○IICCTT技技術術ななどど他他施施設設等等のの先先
進進的的なな取取組組みみ等等ににつついいててのの情情
報報収収集集をを継継続続しし、、当当社社ののモモデデ
ルルをを探探求求

○○JJリリーーググククララブブとと連連携携ししたた
キキッッズズルルーームム・・セセンンササリリーー
ルルーームムのの設設置置（（８８回回））
○○味味ススタタののココンンココーースス全全売売店店
（（８８店店舗舗））でで、、複複数数ののキキャャッッ
シシュュレレスス決決済済をを導導入入すするる準準備備
をを推推進進。。むむささププララ駐駐車車場場のの事事
前前精精算算機機ににキキャャッッシシュュレレスス決決
済済をを導導入入（（1111月月））
○○トトイイレレ等等のの混混雑雑のの見見ええるる化化
のの解解析析手手法法確確立立にに向向けけたた実実証証
実実験験のの実実施施（（７７～～８８月月））

○○家家族族でで楽楽ししめめるるススタタジジアアムムをを目目指指しし、、キキッッズズスス
ペペーーススややセセンンササリリーールルーームムをを設設置置しし、、利利用用者者にに大大変変
好好評評ででああっったた。。
○○味味ススタタ売売店店ののキキャャッッシシュュレレスス決決済済はは、、売売店店事事業業者者
のの次次期期契契約約ににおおいいてて、、全全店店舗舗共共通通でで複複数数のの決決済済方方法法
をを導導入入すするるここととにによよりり、、利利用用者者のの利利便便性性向向上上をを図図っっ
たた。。
○○むむささププララ駐駐車車場場ののキキャャッッシシュュレレスス決決済済はは、、複複数数のの
決決済済方方法法をを導導入入しし、、円円滑滑にに利利用用さされれたた。。
○○利利用用者者満満足足度度のの向向上上やや感感染染症症対対策策ととししてて、、トトイイレレ
のの混混雑雑状状況況をを可可視視化化すするるたためめ、、民民間間事事業業者者とと連連携携しし、、
弊弊社社のの負負担担ななくく混混雑雑分分析析のの試試行行をを実実施施ししたた。。

○○経経費費節節減減にに向向けけたた調調整整をを行行いいつつつつ、、２２事事業業（（ＪＪ
リリーーググククララブブとと連連携携ししたたキキッッズズルルーームム・・セセンンササ
リリーールルーームムのの設設置置、、特特別別観観覧覧室室のの改改修修））をを試試行行的的
にに実実施施しし、、結結果果ををととりりままととめめ。。利利用用者者のの満満足足度度をを
高高めめるる効効果果がが得得らられれたた場場合合はは、、本本格格実実施施にに向向けけたた
フフェェーーズズへへ移移行行。。
○○IICCTT技技術術ななどど他他施施設設等等のの先先進進的的なな取取組組みみ等等ににつつ
いいててのの情情報報収収集集をを継継続続しし、、当当社社ののモモデデルルをを探探求求
○○JJリリーーググククララブブやや地地元元ララググビビーーチチーームム等等のの利利用用
者者ニニーーズズをを踏踏ままええ、、年年度度内内にに特特別別観観覧覧室室をを改改修修

新新たたななビビジジ
ネネススモモデデルル
をを実実現現すするる
たためめのの新新規規
事事業業のの追追求求

目目
標標
②②

感感染染症症のの状状況況をを見見ななががらら、、以以
下下のの取取組組をを実実施施
○○ラライイブブ・・エエンンタターーテテイイメメンン
トトのの誘誘致致 １１件件
○○事事業業をを試試行行的的にに実実施施しし、、効効
果果をを検検証証・・調調整整

○○味味ススタタででココンンササーートトをを３３件件
誘誘致致ししたたがが、、感感染染症症にによよりり、、
３３件件いいずずれれももキキャャンンセセルルとと
ななっったた。。
○○JJリリーーググのの空空きき日日程程にに、、ララググ
ビビーーリリーーググワワンンをを誘誘致致（（１１試試
合合））
○○人人気気ユユーーチチュューーババーーののイイベベ
ンントトをを新新規規でで実実施施（（９９月月））
○○味味ススタタ感感謝謝デデーー等等をを活活用用しし
たた若若手手アアーーテティィスストトへへのの発発表表
のの場場をを提提供供（（1111月月））

○○感感染染症症がが十十分分にに収収束束せせずず利利用用制制限限ががああるる中中、、採採算算
性性のの観観点点かからら、、ココンンササーートト主主催催者者のの方方でで開開催催はは難難しし
いいとと判判断断しし、、キキャャンンセセルルがが発発生生ししたた。。
○○JJリリーーググののオオフフシシーーズズンンだだけけででななくく、、シシーーズズンン中中
のの空空きき日日程程もも有有効効にに活活用用しし、、ララググビビーーリリーーググワワンン１１
試試合合をを誘誘致致ししたた。。
○○新新たたなな取取組組ととししてて、、施施設設のの空空きき日日程程をを活活用用しし、、人人
気気ユユーーチチュューーババーーののイイベベンントトをを実実施施ししたた。。
○○味味ススタタ感感謝謝デデーーややフフリリーーママーーケケッットトのの開開催催にに当当たた
りり、、若若手手アアーーテティィスストトへへのの発発表表のの場場をを提提供供ししたた（（フフ
リリーーママーーケケッットトはは主主催催者者都都合合にによよりり中中止止ととななっったた））。。

感感染染症症のの状状況況をを見見ななががらら、、以以下下のの取取組組をを実実施施
○○ラライイブブ・・エエンンタターーテテイイメメンントトのの誘誘致致 ３３件件
○○３３事事業業（（JJリリーーググのの空空きき日日程程をを活活用用ししたたララググ
ビビーーリリーーググワワンンのの誘誘致致、、人人気気ユユーーチチュューーババーーののイイ
ベベンントト等等、、若若手手アアーーテティィスストトへへのの発発表表のの場場をを提提
供供））をを試試行行的的にに実実施施しし、、結結果果ををととりりままととめめ。。効効果果
がが得得らられれたた場場合合はは、、本本格格実実施施にに向向けけたたフフェェーーズズへへ
移移行行。。

安安全全面面ややブブ
ラランンドド面面のの
イイメメーージジ向向
上上

目目
標標
③③

○○イイベベンントト主主催催者者等等とと連連携携しし
てて、、事事業業をを試試行行的的にに実実施施しし、、
効効果果をを検検証証・・調調整整
○○引引きき続続ききIICCTT技技術術等等のの先先進進
的的なな取取組組みみににつついいてて情情報報収収集集
しし、、GGBBAACCはは取取得得にに向向けけてて準準備備
○○事事故故・・災災害害時時対対応応にに関関すするる
訓訓練練・・研研修修のの情情報報発発信信

○○アアニニメメココンンササーートトのの誘誘致致
（（８８件件））、、JJリリーーググククララブブとと連連
携携ししたたeeススポポーーツツココンンテテンンツツのの
実実施施（（５５回回））
○○SSNNSSをを活活用用ししたた情情報報発発信信
（（FFBB111155回回、、TTwwiitttteerr557755回回））
○○IICCTT技技術術ややGGBBAACC等等のの先先進進的的なな
取取組組のの情情報報収収集集をを継継続続実実施施
○○救救命命等等講講習習（（２２回回））、、消消防防
訓訓練練（（４４回回））、、ささすすままたた取取扱扱
訓訓練練（（１１回回））

〇〇毎毎月月のの定定例例会会ででブブラランンドドイイメメーージジをを議議論論すするるとととと
ももにに、、ブブラランンドドイイメメーージジ構構築築にに資資すするる可可能能性性のの高高いい
イイベベンントトをを積積極極的的にに誘誘致致ししたた。。
〇〇SSNNSSのの情情報報発発信信はは、、従従来来ののイイベベンントト報報告告にに加加ええ、、
ＪＪリリーーググククララブブややススポポンンササーー企企業業とと連連携携ししたた投投稿稿、、
ススタタジジアアムムググルルメメをを紹紹介介すするる投投稿稿等等をを行行いい、、内内容容・・
回回数数をを拡拡充充ささせせたた。。ままたた、、TTwwiitttteerrフフォォロローー＆＆リリツツ
イイーートトキキャャンンペペーーンンをを実実施施しし、、フフォォロロワワーー数数をを増増加加
ささせせたた。。
〇〇利利用用者者のの安安全全・・安安心心確確保保ののたためめ消消防防訓訓練練ややささすすまま
たた取取扱扱訓訓練練をを実実施施しし、、そそのの実実施施状状況況ををSSNNSSでで情情報報発発
信信ししたた。。

○○６６事事業業（（アアニニメメココンンササーートト誘誘致致、、eeススポポーーツツココ
ンンテテンンツツ、、SSNNSS情情報報発発信信、、IICCTT技技術術ややGGBBAACC等等のの先先進進
的的なな取取組組、、事事故故・・災災害害時時対対応応のの訓訓練練・・研研修修、、魅魅力力
ああるるメメニニュューーのの提提供供））をを試試行行的的にに実実施施しし、、結結果果をを
ととりりままととめめ。。効効果果がが得得らられれたた場場合合はは、、本本格格実実施施にに
向向けけたたフフェェーーズズへへ移移行行。。
○○引引きき続続ききIICCTT技技術術等等のの先先進進的的なな取取組組みみをを情情報報収収
集集しし、、GGBBAACCはは取取得得・・運運用用
○○救救命命等等講講習習((２２回回))、、消消防防訓訓練練((４４回回))、、ささすすままたた
取取扱扱訓訓練練((１１回回))のの情情報報発発信信
○○味味ススタタののココンンココーースス売売店店ででススポポンンササーー企企業業等等とと
連連携携ししたた魅魅力力ああるるメメニニュューーをを提提供供しし、、イイベベンントト１１
回回当当たたりりのの売売店店売売上上をを伸伸ばばすすここととをを目目指指すす。。

事事業業遂遂行行にに
向向けけたた人人材材
のの確確保保とと育育
成成

目目
標標
①①
②②
③③

〇〇オオンンラライインンセセミミナナーーのの受受講講
やや他他施施設設のの見見学学等等 ２２回回
〇〇大大学学院院ののメメデディィアア・・エエンン
タターーテテイイメメンントトにに関関すするる講講義義
ににつついいてて科科目目等等履履修修生生派派遣遣をを
実実施施しし、、事事業業経経営営ののノノウウハハウウ
をを習習得得 ２２名名参参加加

○○オオンンラライインンセセミミナナーーのの受受講講
（（４４回回））、、他他施施設設のの見見学学（（５５
回回））
○○大大学学院院ののメメデディィアア・・エエンン
タターーテテイイメメンントトにに関関すするる講講義義
ににつついいてて科科目目等等履履修修生生派派遣遣をを
実実施施しし、、事事業業経経営営ののノノウウハハウウ
をを習習得得 ３３名名参参加加

〇〇ププーールル施施設設等等安安全全管管理理講講習習会会やや会会社社のの情情報報セセキキュュ
リリテティィ対対策策にに関関すするる外外部部講講習習ななどどをを受受講講ししたた。。ままたた、、
関関東東近近隣隣のの大大型型ススポポーーツツ施施設設等等のの見見学学をを実実施施ししたた。。
〇〇感感染染症症ややDDXXでで大大ききくく変変革革すするるエエンンタターーテテイイメメンントト
ビビジジネネススをを時時機機をを捉捉ええてて把把握握しし、、会会社社のの将将来来像像をを弾弾
力力的的にに適適応応ささせせてていいくく人人材材をを育育成成すするるたためめ、、大大学学院院
へへ社社員員３３名名をを派派遣遣ししたた。。派派遣遣者者はは定定期期的的にに社社内内勉勉強強
会会をを実実施施しし、、社社内内全全体体のの人人材材育育成成ににつつななががっったた。。

〇〇オオンンラライインンセセミミナナーーのの受受講講やや他他施施設設のの見見学学等等
２２回回
〇〇大大学学院院ののメメデディィアア・・エエンンタターーテテイイメメンントトにに関関すす
るる講講義義ににつついいてて科科目目等等履履修修生生派派遣遣をを実実施施しし、、事事業業
経経営営ののノノウウハハウウをを習習得得 ２２名名参参加加

（株）東京スタジアム

戦戦略略２２
選選ばばれれ続続けけるるススタタジジアアムム・・アアリリーーナナととししてて安安定定的的なな経経
営営基基盤盤のの底底上上げげをを図図るるたためめのの取取組組のの推推進進

戦略の性質
経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策 －

2023年度改訂の視点による区分
都の

重要施策
財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇

東
京
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タ
ジ
ア
ム

東
京
ス
タ
ジ
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
両両施施設設のの一一体体的的利利用用、、又又はは施施設設をを相相互互補補完完すするる形形ででのの利利用用をを1155件件以以上上実実施施しし、、
利利用用者者のの高高いい評評価価をを得得てていいるる。。
【【目目標標②②】】
ススタタジジアアムム等等ととププララザザのの同同時時利利用用をを促促進進すするるたためめのの戦戦略略的的ななPPRRをを実実施施ししてていい
るる。。

・・目目標標①①ににつついいてて、、両両施施設設のの一一体体的的利利用用やや相相互互補補完完利利用用ににつついいてて、、計計2233件件のの実実績績をを
積積みみ上上げげたた。。
・・目目標標②②ににつついいてて、、ススタタジジアアムムととププララザザのの同同時時利利用用をを推推進進すするるたためめ、、各各施施設設ののイイベベ
ンントトやや取取組組をを双双方方ででSSNNSS発発信信すするるここととでで、、 一一体体的的利利用用ののPPRRをを推推進進ししたた。。

戦略を設定する理由・背景
味味のの素素ススタタジジアアムムとと武武蔵蔵野野のの森森総総合合ススポポーーツツププララザザのの両両施施設設をを一一体体的的・・効効果果的的にに活活用用すするるここととでで、、ササーービビススやや営営業業力力のの向向上上にに繋繋ががるる他他、、多多摩摩地地域域ののススポポーーツツ拠拠点点ととしし
てて地地域域ののススポポーーツツ振振興興やや地地域域活活性性化化にに貢貢献献すするるたためめ。。

団体における現状（課題）
・・各各施施設設のの規規模模やや特特性性がが異異ななるるここととかからら、、両両施施設設をを一一体体的的にに活活用用ししたた大大規規模模イイベベ
ンントトのの開開催催はは難難ししくく、、ここれれままででははRRWWCCののよよううなな国国際際的的ななイイベベンントトやや当当社社主主催催のの味味スス
タタ感感謝謝デデーーでで活活用用ししててききたた。。

課題解決の⼿段
・・両両施施設設をを一一体体的的にに管管理理すするる当当社社ななららででははのの取取組組ととししてて、、施施設設をを相相互互補補完完すするる形形
ででのの利利用用もも促促進進すするるここととでで、、施施設設利利用用のの魅魅力力向向上上をを図図りり、、収収益益性性をを高高めめるる。。
・・利利用用者者がが複複数数施施設設のの同同時時利利用用ををイイメメーージジししややすすいいよようう一一体体的的ななブブラランンドドイイメメーー
ジジのの発発信信をを行行ううととととももにに、、同同時時利利用用メメリリッットト等等のの提提案案をを行行うう。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

ススタタジジアアムム
等等ととププララザザ
のの一一体体ででのの
事事業業開開催催

目目
標標
①①

○○イイベベンントト開開催催時時ににおおけけるる、、他他施施
設設のの一一部部のの活活用用（（ココンンココーーススややスス
タタンンドド等等））もも含含めめたた相相互互利利用用のの促促
進進
両両施施設設のの一一体体的的利利用用、、又又はは施施設設をを
相相互互補補完完すするる形形ででのの利利用用年年合合計計５５
つつ以以上上（（感感染染症症のの状状況況でで回回数数はは見見
直直すす））
○○一一体体的的利利用用をを行行うう際際、、社社内内ののノノ
ウウハハウウやや関関連連事事業業者者ととのの繋繋ががりりをを
活活用用すするるななどど、、経経費費節節減減をを図図るる。。

〇〇各各施施設設のの利利用用ススケケジジュューールルのの洗洗いい出出しし
〇〇一一体体的的利利用用実実績績（（２２件件））
〇〇相相互互補補完完利利用用実実績績（（2211件件））

〇〇東東京京22002200大大会会１１周周年年記記念念事事業業ととししてて、、夏夏休休みみ
親親子子ススタタジジアアムム・・アアリリーーナナツツアアーー、、味味ススタタ感感謝謝
デデーーをを開開催催しし、、味味ススタタととむむささププララをを一一体体的的にに利利
用用ししたた。。
〇〇AAGGFFフフィィーールルドドののイイベベンントト開開催催でで、、むむささププララ
ののトトイイレレやや諸諸室室をを提提供供しし、、相相互互補補完完利利用用をを行行っっ
たた。。
〇〇むむささププララののイイベベンントト開開催催でで、、味味ススタタココンンココーー
ススにに食食事事休休憩憩場場所所をを提提供供しし、、相相互互補補完完利利用用をを
行行っったた。。そそのの際際、、味味ススタタのの備備品品やや飲飲食食事事業業者者とと
のの繋繋ががりりをを活活用用しし、、経経費費節節減減をを図図っったた。。

○○イイベベンントト開開催催時時ににおおけけるる、、他他施施設設
のの一一部部のの活活用用（（ココンンココーーススややススタタンン
ドド等等））もも含含めめたた相相互互利利用用のの促促進進
両両施施設設のの一一体体的的利利用用、、又又はは施施設設をを相相
互互補補完完すするる形形ででのの利利用用年年合合計計1155件件以以
上上（（感感染染症症のの状状況況でで回回数数はは見見直直すす））
○○一一体体的的利利用用をを行行うう際際、、社社内内ののノノウウ
ハハウウやや関関連連事事業業者者ととのの繋繋ががりりをを活活用用
すするるななどどししてて、、備備品品やや出出店店等等ににかかかか
るる経経費費等等のの節節減減をを図図るる。。

同同時時利利用用促促
進進ののたためめのの
取取組組みみ

目目
標標
②②

○○SSNNSS等等をを活活用用ししたた両両施施設設のの一一体体
的的PPRRのの試試行行５５回回以以上上

〇〇SSNNSSをを活活用用ししたた両両施施設設のの一一体体的的PPRR実実績績
（（1144回回））

〇〇両両施施設設をを一一体体利利用用ししたたイイベベンントトででああるる、、夏夏休休
みみ親親子子ススタタジジアアムム・・アアリリーーナナツツアアーー、、味味ススタタ感感
謝謝デデーーのの開開催催にに当当たたりり、、SSNNSSをを活活用用ししてて一一体体的的
ににPPRRをを行行っったた。。
〇〇味味ススタタののイイベベンントトにに関関すするるTTwwiitttteerrをを、、むむささ
ププララででリリツツイイーートトすするるななどどししてて、、隣隣接接施施設設ののイイ
ベベンントトをを情情報報発発信信すするるここととでで、、一一体体的的利利用用ををイイ
メメーージジししややすすくくししたた。。

○○SSNNSS等等をを活活用用ししたた両両施施設設のの一一体体的的PPRR
のの試試行行６６回回以以上上

（株）東京スタジアム

戦戦略略３３ 両両施施設設のの同同時時利利用用にによよるる相相乗乗的的なな魅魅力力向向上上

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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２５ 多摩都市モノレール株式会社 
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2023年度改訂版のポイント
◆戦略１ 収⼊の確保と経費縮減による経営の安定化 「収⽀試算に基づく事業の管理」について、
将来にわたり交通事業者としての使命を果たすことができる、安定した経営基盤の確⽴を⽬指し、
2023年度から新たな⻑期経営⽅針等に基づき各種施策を推進
◆戦略２ 輸送の安全確保とお客様サービスの維持・向上 「異常時の対応⼒強化」について、新
たに設置した⾞内防犯カメラの運⽤を開始するほか、⾮常⽤脱出シューター設置を３編成に設置
◆戦略３ 沿線地域との連携による地域活性化 「情報発信の強化・充実」を追加し、多摩モノ
レールに関する投稿を誘発するユーザー参加型のハッシュタグキャンペーンなど、SNSを活⽤し
た多様な発信を強化

【プランの主な改訂内容】

多摩都市モノレール（株）

戦略３ 沿線地域との連携による地域活性化
個別取組事項
(新規) 2023年度

情報発信の
強化・充実

・多摩モノレールに関する投稿を誘発するユーザー参加型のハッシュタグキャンペーンなど、
SNSを活⽤した多様な発信を強化
・広報担当社員のスキル向上のため、外部研修を活⽤

戦略１ 収⼊の確保と経費縮減による経営の安定化
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

収⽀試算に基づ
く事業の管理

・前年度決算や定期的に実施する収
⼊予測の⾒直し等を踏まえつつ、事
業計画のローリングを実施
・中期経営計画に基づき、各種収⽀
改善策を実施

収⽀試算に基づ
く事業の管理

・2022年度決算や定期的に実施す
る収⼊予測の⾒直し等を踏まえつつ、
事業計画のローリングを実施
・新たな⻑期経営⽅針及び中期経営
計画に基づき、各種収⽀改善策を実
施
・箱根ケ崎⽅⾯延伸も⾒据え、将来
にわたり安定した経営を維持できる
よう、経営基盤強化に向けた取組を
検討

戦略２ 輸送の安全確保とお客様サービスの維持・向上
個別取組事項
(改訂前) 2022年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

異常時の対応⼒
強化

・警察等とも連携した異常時対応訓
練の実施
・異常時対応⼒強化に資する設備投
資（⾞内防犯カメラ等）の検討

異常時の対応⼒
強化

・警察等とも連携した異常時対応訓
練の実施
・異常時対応⼒強化に向け、新たに
設置した⾞内防犯カメラの運⽤を開
始するほか、⾮常⽤脱出シューター
設置を３編成に設置
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①安安定定的的かかつつ継継続続的的にに黒黒字字基基調調ととななるる経経営営構構造造のの構構築築
②②開開業業時時のの借借入入金金ののううちち、、民民間間金金融融機機関関借借入入分分（（22002211年年３３月月末末時時点点994444百百万万
円円））のの完完済済

【【目目標標①①】】
・・22002222年年度度上上半半期期はは、、沿沿線線大大学学ににおおいいてて対対面面をを基基本本ととすするる授授業業がが再再開開さされれたたこことと等等
にによよりり、、営営業業収収益益がが増増加加ししたたここととにに加加ええ、、営営業業費費でではは引引きき続続きき経経費費縮縮減減にに取取りり組組んん
だだたためめ、、約約1100億億円円のの営営業業利利益益をを計計上上ししたた。。
・・次次期期中中期期経経営営計計画画のの策策定定にに向向けけ、、事事業業のの検検討討をを進進めめるるととととももにに、、毎毎月月のの利利用用実実績績
をを踏踏ままええ、、定定期期的的にに収収入入予予測測のの更更新新をを行行っってていいるる。。
【【目目標標②②】】
・・開開業業時時のの借借入入金金ののううちち、、民民間間金金融融機機関関借借入入分分残残高高はは約約11..44億億円円（（22002222年年９９月月末末時時
点点））。。

戦略を設定する理由・背景
新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの影影響響にによよりり鉄鉄道道事事業業者者全全体体でで運運輸輸収収入入がが大大幅幅にに減減少少ししてていいるる。。感感染染症症収収束束のの見見通通ししはは立立たたずず、、「「新新ししいい日日常常」」のの定定着着にによよりり今今後後もも厳厳ししいい
環環境境がが続続くくここととがが予予測測さされれるる中中、、事事業業継継続続にに必必要要なな資資金金をを確確保保しし、、交交通通事事業業者者ととししててのの責責務務をを果果たたししてていいくく必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆運運輸輸収収入入はは、、22002200年年度度でではは、、22001199年年度度比比約約3344％％減減とと大大ききくく減減少少ししたた。。22002211年年度度
はは約約2222％％減減（（22001199年年度度比比））、、22002222年年度度上上期期はは約約1122％％減減（（22001199年年度度比比））とと、、回回復復基基
調調ににああるるもものののの、、ココロロナナ禍禍前前のの水水準準ににはは回回復復ししてていいなないい。。
◆◆経経費費面面でではは、、老老朽朽化化ししたた施施設設・・設設備備のの更更新新やや修修繕繕、、動動力力費費のの増増加加等等にに対対応応ししてて
いいくく必必要要ががああるる。。
◆◆開開業業時時のの借借入入金金返返済済をを進進めめるる一一方方でで、、安安全全なな運運行行にに必必要要ととななるる設設備備投投資資等等のの資資
金金需需要要ににもも適適切切にに対対応応ししてていいくく必必要要ががああるる。。
◆◆営営業業収収入入にに占占めめるる付付帯帯事事業業のの割割合合はは約約３３％％でで推推移移ししてていいるる。。駅駅舎舎等等のの商商業業利利用用
ににああたたっっててはは、、空空間間がが限限らられれてていいるるここととにに加加ええ、、道道路路占占用用のの規規制制ががああるる中中でで、、他他
鉄鉄道道事事業業者者とと同同等等のの付付帯帯事事業業のの展展開開がが困困難難なな状状況況ににああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆収収入入確確保保とと経経費費削削減減のの観観点点かからら様様々々なな創創意意工工夫夫をを行行いい、、営営業業損損益益のの黒黒字字化化をを目目
指指ししてていいくく。。
◆◆具具体体的的ににはは、、安安全全、、安安定定輸輸送送をを着着実実にに推推進進ししつつつつ、、事事業業のの優優先先順順位位をを徹徹底底的的にに
精精査査すするるととととももにに、、契契約約手手法法のの工工夫夫やや委委託託業業務務のの一一部部直直営営化化等等をを通通じじてて、、営営業業費費
のの縮縮減減をを図図るる。。
◆◆ささららにに、、ササーービビスス水水準準をを維維持持ししつつつつ、、運運行行ダダイイヤヤやや駅駅のの業業務務体体制制等等をを見見直直しし、、
執執行行体体制制をを効効率率化化ししてていいくく。。
◆◆付付帯帯事事業業やや定定期期外外乗乗車車のの増増収収にに向向けけ、、増増収収策策をを継継続続的的にに検検討討しし、、積積極極的的にに実実施施
ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

収収支支試試算算にに
基基づづくく事事業業
のの管管理理

目目
標標
①①
②②

・・前前年年度度決決算算やや定定期期的的にに実実施施すするる
収収入入予予測測のの見見直直しし等等をを踏踏ままええつつつつ、、
事事業業計計画画ののロローーリリンンググをを実実施施
・・黒黒字字基基調調ととななるる経経営営構構造造をを構構築築
すするるたためめ、、最最新新のの収収入入予予測測等等をを前前
提提にに、、中中長長期期的的なな収収支支改改善善策策のの検検
討討をを進進めめ、、各各種種計計画画をを見見直直しし

・・各各月月のの利利用用実実績績をを踏踏ままええ、、収収入入予予測測をを毎毎
月月更更新新
・・ココロロナナ禍禍でで大大ききくく変変化化ししたた事事業業環環境境をを踏踏
ままええ、、長長期期経経営営方方針針のの改改定定及及びびここれれにに基基づづ
くく新新たたなな中中期期経経営営計計画画のの策策定定にに向向けけたた作作業業
をを実実施施

・・沿沿線線大大学学のの対対面面授授業業再再開開等等ででおお客客様様のの利利用用動動
向向のの変変化化はは続続いいてておおりり、、収収入入予予測測のの精精度度をを高高めめ
てていいくくたためめににはは、、高高頻頻度度でで収収入入予予測測をを見見直直ししてて
いいくく必必要要ががああっったた。。
・・22001177年年にに策策定定ししたた長長期期経経営営方方針針はは、、前前提提ととすす
るる事事業業環環境境がが大大ききくく異異ななるるたためめ、、変変化化ししたた事事業業
環環境境ににおおいいててもも様様々々なな課課題題にに対対応応ででききるるよようう、、
22002222年年度度にに長長期期経経営営方方針針をを改改定定すするるここととととししたた。。
・・新新たたなな長長期期経経営営方方針針及及びび中中期期経経営営計計画画にに基基づづ
くく取取組組をを22002233年年４４月月かからら開開始始すするるここととでで、、22002233
年年度度をを安安定定経経営営へへのの道道筋筋をを着着実実ななももののととすするる１１
年年ととししてていいくく。。

・・22002222年年度度決決算算やや定定期期的的にに実実施施すするる
収収入入予予測測のの見見直直しし等等をを踏踏ままええつつつつ、、
事事業業計計画画ののロローーリリンンググをを実実施施
・・新新たたなな長長期期経経営営方方針針及及びび中中期期経経営営
計計画画にに基基づづきき、、各各種種収収支支改改善善策策をを実実
施施
・・箱箱根根ケケ崎崎方方面面延延伸伸もも見見据据ええ、、将将来来
ににわわたたりり安安定定ししたた経経営営をを維維持持ででききるる
よようう、、経経営営基基盤盤強強化化にに向向けけたた取取組組をを
検検討討

付付帯帯事事業業収収
入入のの確確保保

目目
標標
①①
②②

・・既既存存事事業業のの契契約約形形態態等等のの検検証証結結
果果をを踏踏ままええたた改改善善（（ココンンペペ方方式式導導
入入ななどど））
・・駅駅構構内内にに固固定定店店舗舗をを新新規規開開店店

・・「「車車内内アアナナウウンンスス広広告告」」をを新新規規広広告告媒媒体体
ととししてて発発売売開開始始
・・駅駅構構内内のの空空ききススペペーーススをを活活用用ししたた、、沿沿線線
企企業業向向けけのの広広告告媒媒体体をを新新規規発発売売
・・モモババイイルルババッッテテリリーー貸貸出出機機をを駅駅構構内内空空きき
ススペペーーススにに増増設設
・・駅駅構構内内のの空空ききススペペーーススへへのの新新規規出出店店をを打打
診診

・・ここれれままででのの事事業業活活動動でで培培っったた関関係係性性をを活活用用でで
ききるるここととにに加加ええ、、安安定定的的なな収収益益ににつつななががるるこことと
がが期期待待ででききるるたためめ、、沿沿線線企企業業向向けけのの新新規規広広告告媒媒
体体のの開開発発にに積積極極的的にに取取りり組組んんだだ。。
・・学学生生ののおお客客様様にに好好評評いいたただだいいてていいるるモモババイイルル
ババッッテテリリーー貸貸出出ササーービビススのの貸貸出出機機をを学学生生ののおお客客
様様のの利利用用のの多多いい駅駅等等にに増増設設ししたた。。
・・固固定定店店舗舗のの新新規規出出店店はは現現時時点点でで実実現現ししてていいなな
いいがが、、短短期期ののイイベベンントト出出店店ににつついいててもも営営業業をを続続
けけ、、可可能能なな限限りり収収益益ににつつななげげらられれるるよようう努努力力しし
たた。。

・・空空ききススペペーーススのの広広告告利利用用やや販販売売機機
のの設設置置、、固固定定店店舗舗化化ななどど、、駅駅構構内内商商
業業利利用用のの更更ななるる拡拡充充（（運運輸輸雑雑収収約約1166
％％増増：：22002211年年度度比比））
・・既既存存店店舗舗ににつついいてて、、更更ななるる増増収収にに
向向けけてて、、レレイイアアウウトトのの改改善善等等ののリリ
ニニュューーアアルルをを提提案案及及びび実実施施

経経費費のの縮縮減減

目目
標標
①①
②②

・・事事業業のの見見直直ししやや、、契契約約手手法法のの工工
夫夫等等にによよるる経経費費縮縮減減策策のの実実施施
・・動動力力費費、、修修繕繕費費、、業業務務委委託託費費等等
のの縮縮減減にに向向けけ、、運運行行ダダイイヤヤやや駅駅のの
業業務務体体制制等等のの更更ななるる効効率率化化をを検検討討

・・22002222年年度度上上期期時時点点でで一一般般経経費費をを66..11％％減減
（（22001199年年度度同同期期比比））
・・22002222年年３３月月かかららよよりり効効率率化化ししたた運運行行ダダイイ
ヤヤでで運運行行しし、、車車両両走走行行距距離離をを約約４４％％縮縮減減
（（22002211年年度度比比））
・・おお客客様様のの利利用用状状況況をを踏踏ままええ、、駅駅のの業業務務体体
制制をを効効率率化化しし、、22002222年年度度上上期期時時点点でで駅駅業業務務
委委託託費費をを約約4499％％縮縮減減（（22002211年年度度同同期期比比））

・・一一般般経経費費縮縮減減のの最最大大のの要要因因はは、、業業務務委委託託費費のの
縮縮減減（（1144％％減減：：22001199年年度度同同期期比比））
・・業業務務委委託託費費のの縮縮減減にに当当たたっっててはは、、既既存存業業務務をを
見見直直ししつつつつ、、委委託託業業務務をを一一部部直直営営化化すするるななどど、、
一一過過性性ののココスストトカカッットトででははななくく、、長長期期的的にに実実現現
ででききるる手手法法をを目目指指ししたた。。

・・事事業業のの見見直直ししやや、、契契約約手手法法のの工工夫夫
等等にによよるる経経費費縮縮減減策策のの実実施施（（営営業業費費
約約７７％％減減：：22001199年年度度比比））
・・動動力力費費、、修修繕繕費費、、業業務務委委託託費費等等のの
縮縮減減にに向向けけ、、車車両両運運用用計計画画のの作作成成をを
自自動動化化すするるななどど、、新新技技術術もも活活用用ししなな
ががらら、、各各職職場場のの業業務務運運用用のの更更ななるる効効
率率化化をを検検討討

多摩都市モノレール（株）

戦戦略略１１ 収収入入確確保保とと経経費費縮縮減減にによよるる経経営営のの安安定定化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略９９：：都都市市のの機機能能ををささららにに高高めめるる戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○ ○

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

多
摩
都
市
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ー
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①運運転転無無事事故故のの継継続続（（※※））
※※鉄鉄道道事事故故報報告告規規則則第第３３条条１１項項でで定定めめるる「「鉄鉄道道運運転転事事故故」」００件件のの継継続続
②②「「おお客客様様のの声声」」をを踏踏ままええたた全全ててののおお客客様様がが安安全全かかつつ快快適適にに移移動動ででききるるハハーー
ドド・・ソソフフトト両両面面かかららののおお客客様様ササーービビススのの向向上上

【【目目標標①①】】
・・安安全全でで快快適適なな移移動動にに資資すするる設設備備投投資資等等はは優優先先順順位位をを高高くく設設定定すするるここととでで、、着着実実にに
実実施施しし、、運運転転無無事事故故をを継継続続ししてていいるる。。
【【目目標標②②】】
・・おお客客様様のの利利用用状状況況にに応応じじたた駅駅のの運運営営体体制制にに改改めめるる一一方方でで、、ササーービビスス水水準準がが低低下下しし
なないいよようう、、外外部部講講師師をを招招いいたた研研修修をを実実施施ししたた。。
・・異異常常時時のの対対応応力力をを強強化化すするるたためめ、、警警察察とと連連携携ししたた訓訓練練をを実実施施ししたたほほかか、、車車内内防防犯犯
カカメメララをを全全車車両両にに導導入入すするるここととをを決決定定ししたた。。
・・顧顧客客満満足足度度調調査査をを実実施施しし、、総総合合満満足足度度はは22001199年年度度調調査査時時かからら８８ポポイインントト改改善善ししたた。。
更更ななるる改改善善にに向向けけ、、駅駅ののトトイイレレ改改修修等等にに取取りり組組んんででいいくく。。

戦略を設定する理由・背景
新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの影影響響にによよりり、、鉄鉄道道業業界界全全体体でで業業績績がが悪悪化化ししてておおりり、、ポポスストトココロロナナをを見見据据ええ、、終終電電のの繰繰上上げげやや運運転転本本数数のの見見直直ししななどど、、おお客客様様ササーービビススののああ
りり方方ににつついいてて大大ききなな変変化化がが起起ききてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆開開業業以以来来、、年年々々増増加加ししてていいたた乗乗降降人人員員ががココロロナナ禍禍でで大大幅幅にに減減少少しし、、そそのの後後、、回回
復復基基調調ににははああるるもものののの、、ココロロナナ禍禍前前のの水水準準ににはは達達ししてていいなないい状状況況ににああるる。。
◆◆ここううししたた状状況況のの中中ででもも、、交交通通事事業業者者ととししてて最最大大のの責責務務ででああるる安安全全・・安安定定輸輸送送をを
確確保保ししてていいかかななけけれればばななららなないい。。
◆◆当当社社はは、、乗乗降降人人数数にに応応じじてて有有人人駅駅、、無無人人駅駅のの運運用用をを分分けけてておおりり、、無無人人駅駅ででののトト
ララブブルル対対応応やや、、支支援援をを必必要要ととすするるおお客客様様へへのの対対応応ななどどののたためめ、、ここれれままでで駅駅のの有有人人
時時間間帯帯増増加加をを進進めめててききたたがが、、事事業業環環境境のの変変化化にに伴伴いい、、ココスストト縮縮減減のの観観点点かからら、、運運
営営体体制制をを見見直直すす必必要要性性がが生生じじてていいるる。。
◆◆他他のの鉄鉄道道事事業業者者でではは、、近近年年、、車車両両内内ででのの犯犯罪罪行行為為等等もも発発生生ししてておおりり、、異異常常時時にに
おおいいてて、、いいかかににおお客客様様のの安安全全をを確確保保ししてていいくくかか検検討討しし、、実実行行にに移移すす必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆おお客客様様のの安安全全とと、、快快適適なな移移動動をを実実現現ででききるるよようう、、事事業業のの基基盤盤ととななるる軌軌道道・・駅駅施施
設設等等ににつついいててはは、、計計画画的的なな修修繕繕・・更更新新をを行行いい、、事事故故をを未未然然にに防防止止すするるここととでで安安全全
輸輸送送をを確確保保すするる。。
◆◆リリモモーートトにによよるるおお客客様様ササーービビススのの向向上上施施策策のの検検討討ななどど、、無無人人駅駅ででののササーービビスス向向
上上ををははじじめめ、、費費用用対対効効果果をを検検証証ししななががらら、、可可能能なな限限りりののおお客客様様ササーービビスス向向上上にに向向
けけたた取取組組をを推推進進ししてていいくく。。
◆◆異異常常時時ににおおいいてて、、おお客客様様のの安安全全をを確確保保ででききるるよようう、、車車両両設設備備やや乗乗務務員員のの装装備備等等
をを見見直直すすととととももにに、、警警察察等等とともも連連携携ししななががらら総総合合的的なな訓訓練練をを実実施施ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

軌軌道道・・駅駅施施
設設のの計計画画的的
なな修修繕繕・・更更
新新

目目
標標
①①
②②

RRCC支支柱柱補補修修８８基基
エエススカカレレーータターー更更新新８８基基
エエレレベベーータターー更更新新６６基基
駅駅舎舎塗塗装装塗塗替替ええ１１駅駅

・・年年度度内内にに下下記記のの実実績績ととななるる見見通通しし
RRCC支支柱柱補補修修００基基
エエススカカレレーータターー更更新新６６基基
エエレレベベーータターー更更新新５５基基
駅駅舎舎塗塗装装塗塗替替ええ００駅駅
イインンフフララ健健全全度度調調査査（（程程久久保保駅駅～～立立飛飛駅駅））
PPCC軌軌道道桁桁伸伸縮縮装装置置更更新新
信信号号保保安安設設備備AATTCC//TTDD地地上上装装置置更更新新（（１１駅駅））

・・モモノノレレーールルののイインンフフララ部部とと呼呼ばばれれるる支支柱柱やや軌軌
道道桁桁はは東東京京都都のの資資産産でであありり、、東東京京都都かからら当当社社がが
工工事事をを受受託託しし、、更更新新等等をを行行っってていいるる。。
・・更更新新等等ににつついいててはは、、毎毎年年度度東東京京都都とと協協議議しし、、
各各種種工工事事のの優優先先順順位位等等をを踏踏ままええななががらら、、実実施施時時
期期やや規規模模をを見見直直ししてておおりり、、22002222年年度度ににつついいててもも
計計画画のの見見直直ししをを行行っったた。。
・・エエススカカレレーータターーややエエレレベベーータターーのの更更新新にに際際しし
ててはは、、事事前前周周知知をを徹徹底底ししてて行行いい、、おお客客様様へへのの影影
響響をを最最小小限限にに留留めめたた。。

・・施施設設のの長長寿寿命命化化等等にに向向けけ、、以以下下をを
実実施施
RRCC支支柱柱補補修修５５基基
エエススカカレレーータターー更更新新３３基基
エエレレベベーータターー更更新新６６基基
駅駅舎舎塗塗装装塗塗替替ええ２２駅駅
駅駅ココンンココーースス天天井井等等修修繕繕２２駅駅
信信号号保保安安設設備備AATTCC//TTDD地地上上装装置置更更新新
（（１１駅駅））
駅駅照照明明ののLLEEDD化化（（２２駅駅））

車車両両修修繕繕にに
合合わわせせたた車車
両両のの機機能能向向
上上

目目
標標
②②

・・UUVVカカッットトガガララスス、、抗抗菌菌作作用用ののああ
るる吊吊りり手手のの導導入入 ３３編編成成
【【全全編編成成更更新新完完了了】】

・・既既にに２２編編成成のの更更新新がが完完了了ししてておおりり、、年年度度
内内にに計計画画どどおおりり全全編編成成のの更更新新がが完完了了予予定定

・・車車両両内内のの快快適適性性やや、、安安心心ににつつななががるる更更新新ででああ
るるたためめ、、設設備備投投資資のの中中ででもも高高いい優優先先順順位位ととししてて、、
取取組組をを進進めめてておおりり、、22002222年年度度末末ままででにに、、予予定定しし
てていいたた全全1166編編成成のの更更新新がが完完了了すするる見見通通しし。。

・・22002222年年度度末末ままででにに予予定定ししてていいたた全全
1166編編成成のの更更新新がが完完了了

おお客客様様ササーー
ビビススのの向向上上

目目
標標
②②

・・乗乗降降人人員員にに応応じじたた駅駅有有人人時時間間帯帯
のの検検討討//適適切切なな駅駅員員配配置置のの実実施施
・・リリモモーートト接接遇遇にに関関すするる教教育育ビビデデ
オオをを全全社社向向けけのの研研修修ににもも活活用用すするる
ななどど、、接接遇遇にに関関すするる教教育育のの更更ななるる
充充実実をを図図るる
・・遠遠隔隔監監視視装装置置のの更更新新
・・IICCカカーードドでで障障害害者者割割引引をを受受けけらら
れれるるササーービビススのの開開始始

・・駅駅業業務務体体制制のの更更ななるる効効率率化化をを実実施施
・・22002211年年度度作作成成ののリリモモーートト接接遇遇教教育育ビビデデオオ
をを新新入入社社員員教教育育にに活活用用
・・外外部部講講師師をを招招いいたた接接遇遇研研修修をを実実施施
・・遠遠隔隔監監視視装装置置更更新新にに向向けけたた調調整整
・・障障害害者者割割引引にに対対応応ししたた新新たたななIICCカカーードド
ササーービビススをを22002222年年度度中中にに開開始始すするるここととをを公公
表表
・・顧顧客客満満足足度度調調査査をを実実施施しし、、総総合合満満足足度度がが
８８ポポイインントト改改善善（（22001199年年度度調調査査時時7733..77％％））

・・おお客客様様のの利利用用状状況況をを踏踏ままええ、、一一部部のの駅駅ににつついい
てて、、有有人人時時間間帯帯をを縮縮小小すするるととととももにに、、運運営営をを直直
営営化化すするるななどど、、体体制制のの効効率率化化をを図図っったた。。
・・有有人人時時間間帯帯のの縮縮小小にによよりり、、リリモモーートトででのの接接客客
機機会会がが増増加加すするるたためめ、、同同業業他他社社かからら研研修修講講師師をを
招招くくここととでで、、よよりり客客観観的的なな視視点点かからら社社員員のの接接遇遇
力力向向上上をを図図っったた。。
・・遠遠隔隔監監視視装装置置はは、、22002222年年度度中中にに更更新新がが完完了了すす
るる予予定定
・・施施策策のの効効果果検検証証及及びび顧顧客客ニニーーズズをを把把握握すするるたた
めめ、、顧顧客客満満足足度度調調査査をを実実施施ししたた。。ここれれままでで実実施施
ししててききたた安安全全面面のの取取組組等等がが評評価価さされれ、、総総合合満満足足
度度がが改改善善ししたた。。

・・乗乗降降人人員員にに応応じじたた駅駅有有人人時時間間帯帯のの
検検討討//適適切切なな駅駅員員配配置置のの実実施施
・・22002222年年度度顧顧客客満満足足度度調調査査のの結結果果をを
踏踏ままええ、、更更ななるる接接遇遇力力向向上上にに向向けけたた
研研修修をを実実施施
・・顧顧客客満満足足度度調調査査をを実実施施しし、、最最新新のの
顧顧客客ニニーーズズをを把把握握しし、、取取組組にに反反映映
・・駅駅トトイイレレのの改改修修（（１１駅駅））

異異常常時時のの対対
応応力力強強化化

目目
標標
①①

・・警警察察等等とともも連連携携ししたた異異常常時時対対応応
訓訓練練のの実実施施
・・異異常常時時対対応応力力強強化化にに資資すするる設設備備
投投資資（（車車内内防防犯犯カカメメララ等等））のの検検討討
・・SSNNSS等等ののビビッッググデデーータタををAAIIがが解解
析析しし、、迅迅速速にに危危機機情情報報をを検検知知すするる
シシスステテムムをを試試行行導導入入

・・地地元元のの警警察察やや消消防防とと連連携携ししたた異異常常時時対対応応
訓訓練練をを実実施施
・・全全車車両両ににリリアアルルタタイイムムでで映映像像をを確確認認でできき
るる車車内内防防犯犯カカメメララをを設設置置すするるここととととしし、、方方
針針をを公公表表
・・SSNNSS等等ののビビッッググデデーータタををAAIIがが解解析析しし、、迅迅
速速にに危危機機情情報報をを検検知知すするるシシスステテムムをを試試行行導導
入入しし、、効効果果検検証証中中
・・非非常常用用脱脱出出シシュューータターー設設置置（（年年度度内内にに４４
編編成成完完了了予予定定））

・・22002211年年度度にに他他社社線線でで発発生生ししたた事事件件をを踏踏ままええ、、
特特にに重重点点をを置置いいてて取取組組をを進進めめたた。。
・・車車内内防防犯犯カカメメララのの設設置置にに向向けけててはは、、高高架架ををワワ
ンンママンン運運転転でで走走行行すするるモモノノレレーールルのの特特性性をを踏踏まま
ええ、、リリアアルルタタイイムムでで映映像像をを確確認認ででききるる方方式式をを採採
用用すするるここととととしし、、速速ややかかなな調調達達にに努努めめたた。。
・・異異常常時時のの対対応応ににつついいててはは、、いいちち早早くく危危機機をを察察
知知すするるここととがが重重要要ででああるるたためめ、、SSNNSS等等ののビビッッググ
デデーータタをを解解析析しし、、機機器器情情報報をを検検知知すするるシシスステテムム
をを試試行行導導入入すするるここととととししたた。。

・・警警察察等等とともも連連携携ししたた異異常常時時対対応応訓訓
練練のの実実施施
・・異異常常時時対対応応力力のの強強化化にに向向けけ、、危危機機
情情報報をを検検知知すするるシシスステテムムのの試試行行導導入入
をを継継続続しし、、新新たたにに設設置置ししたた車車内内防防犯犯
カカメメララのの運運用用をを行行ううほほかか、、非非常常用用脱脱
出出シシュューータターーをを３３編編成成にに設設置置

多摩都市モノレール（株）

戦戦略略２２ 輸輸送送のの安安全全確確保保ととおお客客様様ササーービビススのの維維持持・・向向上上

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略９９：：都都市市のの機機能能ををささららにに高高めめるる戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 ○
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①１１日日乗乗車車券券増増販販にに向向けけたた、、通通年年施施策策のの新新規規実実施施
②②増増客客・・増増収収やや地地域域ののににぎぎわわいい創創出出ににつつななががるる新新規規のの期期間間施施策策をを年年間間３３件件以以
上上実実施施

【【目目標標①①】】
・・沿沿線線事事業業者者とと連連携携しし、、１１日日乗乗車車券券増増販販にに向向けけたた新新規規施施策策「「ぐぐるるっっととププレレミミアアムムガガ
イイドド」」をを開開始始。。今今後後はは更更ななるるササーービビスス充充実実をを図図っってていいくく。。
【【目目標標②②】】
・・期期間間施施策策ととししてて３３件件のの周周遊遊企企画画をを開開催催。。今今後後はは定定期期外外収収入入のの増増加加にに向向けけてて、、新新たた
なな視視点点かからら企企画画内内容容をを改改善善ししてていいくく。。
・・ママーーケケテティィンンググリリササーーチチのの結結果果をを踏踏ままええ、、IInnssttaaggrraammででのの発発信信内内容容をを見見直直すすとととと
ももにに、、沿沿線線商商業業施施設設ととののセセッットト券券のの発発売売をを再再開開しし、、定定期期外外収収入入のの増増加加にに努努めめたた。。

戦略を設定する理由・背景
当当社社がが多多摩摩地地域域のの発発展展にに貢貢献献ししてていいくくたためめににはは、、沿沿線線のの自自治治体体やや団団体体、、企企業業ととのの連連携携がが不不可可欠欠ででああるる。。ポポスストトココロロナナににおおいいてて、、地地域域経経済済のの停停滞滞がが懸懸念念さされれるる中中、、都都心心
部部にに乗乗りり入入れれずず、、多多摩摩地地域域ののみみをを南南北北にに結結ぶぶ唯唯一一のの路路線線ででああるる強強みみをを活活かかしし、、一一層層のの地地域域活活性性化化をを図図るる役役割割がが求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆営営業業収収益益のの大大宗宗をを運運輸輸収収入入がが占占めめるる収収入入構構造造ににああるるがが、、テテレレワワーーククのの定定着着等等をを
踏踏ままええるるとと、、沿沿線線地地域域のの交交流流人人口口ををいいかかにに増増ややしし、、定定期期外外収収入入をを確確保保ししてていいくくかか
ががポポイインントトととななるる。。
◆◆「「新新ししいい日日常常」」をを前前提提にに、、集集客客とと感感染染防防止止ののババラランンススををととっったた施施策策をを実実施施しし、、
地地域域ののににぎぎわわいい創創出出ににつつななががるる取取組組をを展展開開ししてていいくく必必要要ががああるる。。
◆◆特特にに、、沿沿線線自自治治体体やや企企業業・・団団体体ととのの地地域域活活性性化化にに係係るる連連携携ににはは、、更更ななるる発発展展のの
余余地地ががあありり、、地地域域活活性性化化にに向向けけたた施施策策のの実実施施をを前前提提ととすするる情情報報共共有有やや相相互互協協力力のの
たためめのの関関係係構構築築がが必必要要ででああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆沿沿線線地地域域ととのの連連携携にによよりり、、増増客客・・増増収収ににつつななががるる新新たたなな旅旅客客誘誘致致施施策策をを企企画画・・
実実施施すするる。。
◆◆ここれれままでで、、会会社社単単独独でで開開催催ししててききたたイイベベンントトににつついいててはは、、沿沿線線のの自自治治体体やや企企業業
等等ととのの連連携携をを深深めめ、、感感染染防防止止ににもも配配慮慮ししななががらら、、拡拡大大にに努努めめてていいくく。。
◆◆ココロロナナ禍禍ににおおいいてて、、ママイイククロロツツーーリリズズムムへへのの関関心心がが高高ままるる中中、、多多摩摩地地域域をを中中心心
にに都都内内やや近近県県をを対対象象ととすするるママーーケケテティィンンググリリササーーチチをを定定期期的的にに実実施施すするるここととにによよ
りり、、地地域域ににおおけけるる顧顧客客ニニーーズズをを分分析析しし、、連連携携施施策策のの効効果果検検証証、、施施策策のの更更ななるる充充実実
ににつつななげげてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

新新たたなな旅旅客客
誘誘致致施施策策のの
実実施施

目目
標標
①①
②②

・・通通年年施施策策のの検検証証とと見見直直しし
・・期期間間施施策策のの検検証証とと件件数数増増（（１１件件
→→２２件件））
・・多多摩摩地地域域ににおおけけるる鉄鉄道道連連携携施施策策
のの検検証証とと継継続続にに向向けけたた施施策策のの実実施施

・・新新規規通通年年施施策策ととししてて、、１１日日乗乗車車券券をを沿沿線線
加加盟盟店店舗舗等等でで提提示示すするるとと、、特特典典がが受受けけらられれ
るる「「ぐぐるるっっととププレレミミアアムムガガイイドド」」をを開開始始
・・期期間間施施策策をを３３件件実実施施
・・接接続続すするる鉄鉄道道事事業業者者等等とと連連携携ししてて、、おお客客
様様のの回回遊遊をを誘誘引引すするる企企画画をを実実施施
・・接接続続すするる鉄鉄道道事事業業者者とと広広告告枠枠をを相相互互にに融融
通通しし、、イイベベンントト等等ののPPRRをを実実施施

・・当当社社がが中中心心ととななっってて地地域域のの賑賑わわいいをを生生みみ出出せせ
るるよようう、、沿沿線線地地域域のの事事業業者者（（約約5500者者））とと調調整整しし
てて、、新新たたななササーービビスス「「ぐぐるるっっととププレレミミアアムムガガイイ
ドド」」をを４４月月かからら開開始始ししたた。。
・・期期間間施施策策ととししてて、、おお子子様様ををタターーゲゲッットトととししたた
沿沿線線のの施施設設ととタタイイアアッッププししたたククイイズズララリリーー企企画画
等等をを開開催催ししたた。。
・・他他のの鉄鉄道道事事業業者者ととのの連連携携企企画画ににつついいててはは、、
22002222年年度度ははよよりり多多くくのの事事業業者者がが参参加加すするるこことととと
ななっったた。。

・・通通年年施施策策のの更更ななるる充充実実
・・期期間間施施策策のの検検証証をを行行ううととととももにに、、
デデジジタタルルススタタンンププララリリーー等等のの新新たたなな
回回遊遊手手法法のの活活用用をを検検討討しし、、実実施施
・・多多摩摩地地域域ににおおけけるる鉄鉄道道連連携携施施策策のの
検検証証とと継継続続にに向向けけたた施施策策のの充充実実

沿沿線線自自治治体体
やや団団体体、、企企
業業ととのの連連携携
関関係係深深化化、、
新新規規連連携携先先
開開拓拓

目目
標標
①①
②②

・・沿沿線線自自治治体体やや団団体体、、企企業業ととのの連連
携携テテーーママ（（子子育育てて支支援援等等））にに応応じじ
たた施施策策のの実実施施
・・当当社社単単独独ののイイベベンントトにに留留ままららなな
いい、、沿沿線線地地域域団団体体等等のの活活性性化化にに資資
すするるイイベベンントト等等のの検検討討・・実実施施

・・東東京京都都とと連連携携しし、、小小学学生生がが110000円円でで１１日日
乗乗りり放放題題ととななるる「「たたままモモノノここどどももワワンンデデーー
パパスス」」をを発発売売しし、、関関連連すするる企企画画をを実実施施
・・鉄鉄軌軌道道事事業業者者ととししてて初初めめてて「「子子育育てて応応援援
ととううききょょううパパススポポーートト」」にに協協賛賛
・・車車両両基基地地開開放放イイベベンントトをを３３年年ぶぶりりにに開開催催
しし、、多多くくのの沿沿線線事事業業者者等等がが出出店店

・・親親子子でで出出かかけけややすすいい環環境境のの創創出出をを目目的的にに、、東東
京京都都ととととももにに「「たたままモモノノ子子育育てて応応援援事事業業」」をを新新
たたにに22002222年年度度かからら開開始始しし、、春春、、夏夏、、冬冬のの３３期期間間
にに「「たたままモモノノここどどももワワンンデデーーパパスス」」をを発発売売ししたた。。
・・当当社社はは、、「「たたままモモノノ子子育育てて応応援援事事業業」」をを足足掛掛
かかりりにに、、子子育育てて世世帯帯にに沿沿線線のの魅魅力力をを知知っってていいたた
だだくくたためめ、、ククイイズズララリリーー企企画画等等をを実実施施ししたた。。
・・多多くくのの沿沿線線事事業業者者等等ととととももにに車車両両基基地地開開放放イイ
ベベンントトをを開開催催しし、、約約33,,000000人人ののおお客客様様ににごご来来場場
いいたただだいいたた。。

・・ママイイククロロツツーーリリズズムムをを意意識識ししたた沿沿
線線企企業業等等とと連連携携ししたた企企画画のの実実施施
・・子子育育てて支支援援等等ののテテーーママにに応応じじたた施施
策策のの検検証証、、更更ななるる活活性性化化にに向向けけたた施施
策策のの実実施施
・・社社外外のの検検討討体体等等をを活活用用しし、、当当社社単単
独独ののイイベベンントトにに留留ままららなないい、、沿沿線線地地
域域団団体体等等のの活活性性化化にに資資すするるイイベベンントト
等等のの検検討討・・実実施施

ママーーケケテティィ
ンンググリリササーー
チチのの実実施施

目目
標標
①①
②②

・・リリササーーチチ結結果果をを反反映映ししたた施施策策をを
立立案案・・実実施施

・・多多摩摩モモノノレレーールルやや多多摩摩地地域域へへのの期期待待をを把把
握握すするるたためめ、、イインンタターーネネッットトリリササーーチチをを実実
施施
・・リリササーーチチ結結果果をを踏踏ままええ、、IInnssttaaggrraammでで沿沿
線線ググルルメメ情情報報のの発発信信をを開開始始すするるととととももにに、、
沿沿線線商商業業施施設設ととののセセッットト券券をを発発売売再再開開

・・リリササーーチチ結結果果でではは、、IInnssttaaggrraammでで沿沿線線ググルルメメ
情情報報のの発発信信をを求求めめるる声声がが多多かかっったたここととかからら、、
２２ヶヶ月月にに１１度度発発行行ししてていいるる沿沿線線情情報報誌誌のの記記事事とと
関関連連ささせせななががらら、、ググルルメメ情情報報をを発発信信すするるこことととと
ししたた。。
・・ままたた、、買買いい物物目目的的でで多多摩摩地地域域にに訪訪れれるる方方がが多多
いいここととがが明明ららかかににななっったたたためめ、、沿沿線線のの大大規規模模商商
業業施施設設ととののセセッットト券券のの発発売売をを再再開開ししたた。。

・・継継続続的的ににリリササーーチチをを実実施施しし、、そそのの
結結果果ををSSNNSSをを通通じじたた情情報報発発信信等等のの施施策策
にに反反映映

情情報報発発信信のの
強強化化・・充充実実

目目
標標
①①
②②

【【22002233年年度度 新新規規個個別別取取組組事事項項】】

・・TTwwiitttteerrややIInnssttaaggrraammをを活活用用ししてて、、沿沿線線のの
イイベベンントト情情報報等等をを発発信信
・・子子育育てて世世帯帯向向けけにに「「おおででかかけけママッッププ」」をを
作作成成
・・おお出出かかけけ情情報報ササイイトトにに、、モモノノレレーールル沿沿線線
をを紹紹介介すするる記記事事をを出出稿稿

・・SSNNSSをを活活用用ししてて、、沿沿線線のの情情報報ななどどをを積積極極的的にに
発発信信ししてておおりり、、TTwwiitttteerrののフフォォロロワワーーはは約約２２％％
増増加加ししたた。。
・・子子育育てて世世帯帯ののおお客客様様向向けけにに、、おお子子様様連連れれででもも
おお出出かかけけししややすすいいススポポッットトをを紹紹介介すするるフフリリーー
ペペーーパパーー「「おおででかかけけママッッププ」」をを作作成成しし配配布布
・・自自社社メメデディィアア以以外外ででもも情情報報発発信信をを強強化化しし、、外外
出出意意欲欲ををかかききたたててるるたためめ、、複複数数ののおお出出かかけけ情情報報
ササイイトトにに旅旅情情をを誘誘うう記記事事をを出出稿稿

・・多多摩摩モモノノレレーールルにに関関すするる投投稿稿をを誘誘
発発すするるユユーーザザーー参参加加型型ののハハッッシシュュタタ
ググキキャャンンペペーーンンななどど、、SSNNSSをを活活用用ししたた
多多様様なな発発信信をを強強化化
・・広広報報担担当当社社員員ののススキキルル向向上上ののたためめ、、
外外部部研研修修をを活活用用

多摩都市モノレール（株）

戦戦略略３３ 沿沿線線地地域域ととのの連連携携にによよるる地地域域活活性性化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略９９：：都都市市のの機機能能ををささららにに高高めめるる戦戦略略
・・戦戦略略１１７７：：多多摩摩・・島島ししょょ振振興興戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○ ○

多
摩
都
市
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ノ
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ー
ル
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都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

- 225 -



３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①社社員員満満足足度度調調査査のの結結果果向向上上
②②22002222～～22002233年年度度採採用用者者のの定定着着率率（（※※））9900％％以以上上をを維維持持
※※定定着着率率：：（（過過去去３３年年間間のの採採用用者者ののううちち現現在在もも社社員員ででああるる者者／／過過去去３３年年間間のの
採採用用者者））××110000

【【目目標標①①】】
・・社社員員満満足足度度調調査査をを実実施施しし、、22001177年年度度のの前前回回調調査査時時（（約約5577％％））かからら総総合合満満足足度度がが約約
８８ポポイインントト改改善善ししたた。。調調査査結結果果のの精精査査をを進進めめ、、今今後後のの人人事事施施策策にに活活用用ししてていいくく。。
【【目目標標②②】】
・・22002200年年度度及及びび22002211年年度度のの採採用用者者のの定定着着率率はは110000％％ととななっってていいるる。。特特にに女女性性社社員員にに
つついいててはは、、女女性性活活躍躍推推進進法法にに基基づづくく一一般般事事業業主主行行動動計計画画ににおおいいてて「「入入社社３３年年以以内内のの
離離職職ををゼゼロロととすするる」」ここととをを目目標標ととししてておおりり、、ここのの計計画画にに基基づづくく取取組組をを推推進進ししてていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
雇雇用用環環境境のの見見通通ししがが不不透透明明なな状状況況ととななるる中中、、今今後後、、労労働働力力人人口口のの減減少少にによよりり、、構構造造的的にに人人材材確確保保やや労労働働生生産産性性のの向向上上がが課課題題ととななるるここととがが見見込込ままれれるる。。従従業業員員満満足足度度
（（EESS））をを高高めめ、、生生産産性性向向上上やや人人材材のの定定着着、、ひひいいててはは顧顧客客満満足足度度（（CCSS））向向上上へへととつつななげげてていいくくここととがが重重要要ととななっってていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆共共働働きき家家庭庭のの増増加加やや価価値値観観のの多多様様化化にによよりり、、育育児児やや介介護護等等ををははじじめめ、、ププラライイ
ベベーートトとと仕仕事事ととのの両両立立をを可可能能ととすするる柔柔軟軟なな働働きき方方のの重重要要性性がが益益々々高高ままっってていいるる。。
◆◆開開業業時時にに入入社社ししたた固固有有社社員員がが勤勤続続2200年年をを迎迎ええ、、組組織織のの中中心心的的業業務務をを担担ううよよううにに
ななるる一一方方でで、、管管理理職職ポポスストトはは他他団団体体かかららのの出出向向者者がが占占めめてておおりり、、固固有有社社員員ののキキャャ
リリアアビビジジョョンンをを明明確確ににすするるここととがが重重要要ででああるる。。
◆◆22001188年年度度～～22002200年年度度ににかかけけ、、組組織織改改編編やや新新たたなな人人事事制制度度（（評評価価・・報報酬酬制制度度））のの
構構築築をを実実施施ししてておおりり、、そそのの効効果果やや新新たたにに生生じじたた課課題題ににつついいてて検検証証すするる必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆全全ててのの社社員員がが自自ららのの仕仕事事ののややりりががいいやや働働ききややすすささをを感感じじらられれるる職職場場環環境境をを実実現現
しし、、社社員員満満足足度度向向上上をを目目指指すす。。
◆◆具具体体的的ににはは、、社社員員満満足足度度調調査査をを定定期期的的にに実実施施すするるここととでで、、社社員員のの要要望望をを吸吸いい上上
げげるるととととももにに、、実実際際のの業業務務、、そそれれにによよるる成成果果創創出出とと総総合合的的ななシシナナジジーー効効果果をを実実現現
ししてていいくく。。
◆◆固固有有社社員員をを管管理理職職ポポスストトへへ登登用用ししてていいくくここととでで、、キキャャリリアアアアッッププをを目目指指すす社社員員
ののロローールルモモデデルルををつつくくりり、、モモチチベベーーシショョンン向向上上にに繋繋げげるる。。ままたた、、柔柔軟軟なな働働きき方方をを
可可能能ととすするる環環境境のの構構築築をを進進めめるる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

社社員員満満足足度度
調調査査のの実実
施施・・取取組組へへ
のの反反映映

目目
標標
①①
②②

・・社社員員満満足足度度調調査査のの実実施施
・・1100月月にに社社員員満満足足度度調調査査をを実実施施
・・調調査査結結果果のの詳詳細細分分析析中中

・・22002211年年度度かからら、、社社員員のの成成果果とと実実績績をを適適切切にに評評
価価しし、、処処遇遇にに結結びび付付けけるるここととにに重重点点をを置置きき、、人人
事事制制度度をを改改正正ししたた。。
・・22002222年年度度のの調調査査でではは総総合合満満足足度度がが約約８８ポポイインン
トト改改善善（（22001177年年度度調調査査時時：：約約5577％％））ししてていいるるここ
ととがが判判明明ししてていいるるがが、、人人手手不不足足とと回回答答すするる社社員員
がが多多いいこことと等等もも確確認認さされれてていいるる。。
・・調調査査結結果果のの詳詳細細分分析析をを進進めめ、、今今後後のの人人事事施施策策
にに活活用用ししてていいくく。。

・・社社員員満満足足度度調調査査をを踏踏ままええたた取取組組のの
推推進進

テテレレワワーークク
環環境境のの充充実実

目目
標標
①①
②②

・・電電子子決決裁裁シシスステテムムのの導導入入
・・電電子子入入札札シシスステテムムのの導導入入
（（シシスステテムム導導入入にによよりりテテレレワワーークク
時時にに実実施施ででききるる業業務務がが拡拡大大））

・・電電子子決決裁裁シシスステテムムのの製製品品選選定定をを行行いい、、
22002222年年度度中中にに導導入入予予定定
・・電電子子入入札札シシスステテムムのの導導入入完完了了

・・シシスステテムム導導入入にによよりりかかええっってて業業務務がが煩煩雑雑にになな
ららなないいよようう、、電電子子帳帳簿簿保保存存法法のの改改正正もも踏踏ままええなな
ががらら、、当当社社にに適適ししたた電電子子決決裁裁シシスステテムムをを選選定定
・・電電子子入入札札シシスステテムムのの導導入入にに当当たたっっててはは、、対対象象
事事業業者者にに対対ししててもも丁丁寧寧なな説説明明をを実実施施

・・22002222年年度度中中にに電電子子決決裁裁シシスステテムムのの
契契約約完完了了。。22002233年年度度かからら運運用用テテスストト
をを開開始始しし、、同同年年度度中中にに本本格格運運用用予予定定
（（全全社社展展開開））

固固有有社社員員のの
育育成成強強化化

目目
標標
①①
②②

・・固固有有社社員員のの管管理理職職登登用用
・・固固有有社社員員のの人人事事交交流流計計画画のの策策定定

・・４４月月かからら初初めめてて固固有有社社員員をを本本社社部部門門管管理理
職職にに登登用用
・・人人事事交交流流のの方方向向性性ををととりりままととめめ、、６６月月かか
らら他他のの鉄鉄道道事事業業者者にに若若手手社社員員をを研研修修派派遣遣

・・固固有有社社員員のの管管理理職職登登用用やや他他のの鉄鉄道道事事業業者者へへのの
派派遣遣をを通通じじ、、固固有有社社員員ののキキャャリリアアパパススをを具具体体的的
にに提提示示しし、、勤勤続続意意欲欲のの向向上上をを図図っったた。。

・・人人事事交交流流計計画画にに基基づづきき、、ノノウウハハウウ
のの収収集集ややキキャャリリアアアアッッププ等等をを目目的的にに、、
他他のの大大手手鉄鉄道道事事業業者者へへのの固固有有社社員員のの
研研修修派派遣遣をを実実施施

職職場場環環境境のの
整整備備

目目
標標
①①
②②

・・設設備備管管理理所所のの仮仮眠眠室室工工事事
・・経経営営状状況況をを踏踏ままええたた本本社社棟棟改改修修
工工事事のの検検討討等等をを実実施施

・・設設備備管管理理所所のの仮仮眠眠室室工工事事のの設設計計完完了了
・・女女性性社社員員用用のの仮仮泊泊室室のの増増設設をを決決定定

・・22002222年年度度中中にに設設備備管管理理所所のの仮仮眠眠室室工工事事をを実実施施
しし、、深深夜夜にに勤勤務務すするる保保守守部部門門のの係係員員のの職職場場環環境境
をを改改善善すするる。。
・・検検討討のの結結果果、、増増加加傾傾向向ににああるる女女性性社社員員がが制制限限
ななくく勤勤務務ででききるる環環境境をを整整備備すするるここととにに高高いい優優先先
順順位位をを付付与与すするるここととととしし、、22002233年年度度中中にに女女性性社社
員員用用仮仮眠眠室室のの増増設設工工事事（（現現在在：：１１室室→→増増設設後後：：
４４室室））をを実実施施すするるここととをを決決定定ししたた。。ここれれにによよりり
当当面面必必要要ににななるるとと見見込込ままれれるる部部屋屋数数はは確確保保でできき
るる見見通通しし。。

・・女女性性社社員員用用のの仮仮泊泊室室のの増増設設工工事事をを
実実施施
・・運運営営基基地地内内のの修修繕繕計計画画のの策策定定

多摩都市モノレール（株）

戦戦略略４４ ややりりががいいやや働働ききややすすささをを実実感感ででききるる組組織織のの実実現現

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

多
摩
都
市
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２６ 東京臨海⾼速鉄道株式会社 
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2023年度改訂版のポイント
◆戦略１ 公共インフラの担い⼿としての安定的な事業運営 「収益の確保による経常⿊字の確
保」について、持続的に経常⿊字を確保していくため、経費削減や関連事業収⼊確保、設備投資
の精査の取組を再整理して記載
◆戦略２ 安定的な事業運営の実現に向けた組織・⼈員体制づくりの推進 「指導職以上にお
ける固有社員⽐率の引き上げ」について、⽬標を上⽅修正（48％以上→50％以上）するととも
に、「⼈材育成体制の強化」について、2023年度中に他鉄道関連会社への若⼿社員の研修派遣
を実施するなど新たな取組を追記
◆戦略３ ハード・ソフト両⾯からの安全・安定輸送の確保 「補助⾦確保の上での災害に強い
施設の整備」について、安全・安定輸送確保を推進するため、⽬標を前倒しするとともに、より
実効性のある取組を追記

【プランの主な改訂内容】

東京臨海⾼速鉄道㈱

戦略２ 安定的な事業運営の実現に向けた組織・⼈員体制づくりの推進
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

指導職以上にお
ける固有社員⽐
率の引き上げ

○新たな⼈事制度による評価・選考
のもと、固有社員の育成を進め、指
導職以上における固有社員⽐率を
48%以上とする。

指導職以上にお
ける固有社員⽐
率の引き上げ

○新たな⼈事制度による評価・選考
のもと、固有社員の育成を進め、指
導職以上における固有社員⽐率を
50%以上とする（48％から上⽅修
正）。
○2024年度以降の⽐率引き上げに
向け、引き続き適正な昇任選考を進
める。

⼈材育成体制の
強化

○職種別（駅務員、⾞掌、運転⼠
等）に⾏っていた研修について、職
種の垣根を越えて参加できる研修を
企画・実施することにより他職種の
業務への理解や連携を深め、⽇常業
務の質を⾼める。

⼈材育成体制の
強化

○既存の研修を不断に⾒直し、⾼度
化を図る。
○鉄道事業に関する幅広い知識・技
能を習得することを⽬的とし、
2023年度中に他鉄道関連会社への
若⼿社員の研修派遣を実施するとと
もに、2024年度以降の更なる拡充
を図る。

戦略３ ハード・ソフト両⾯からの安全・安定輸送の確保
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

補助⾦確保の上
での災害に強い
施設の整備

○補助⾦を確保しつつ第4⾠⺒⾼架
橋の橋脚９基の耐震補強を実施

補助⾦確保の上
での災害に強い
施設の整備

○補助⾦を確保しつつ、（当初の３
か年計画の前倒しでの実施に加
え、）さらに第４⾠⺒⾼架橋の橋脚
４基及び東雲第１⾼架橋の橋脚５基
の耐震補強を実施

戦略１ 公共インフラの担い⼿としての安定的な事業運営
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

収益の確保によ
る経常⿊字の確
保

○沿線地域や施設との連携を図り、
地域の発展に寄与するとともに集客
増や増収に繋がる取組を実施する。
○駅の構内空間の広告等の活⽤、新
たなグッズ開発や販路の拡⼤等によ
り収益増を図り、経常⿊字を維持す
る。

収益の確保によ
る経常⿊字の確
保

○広告料や構内営業料などの関連事
業収⼊について、2022年度決算額
以上の確保を⽬指す。
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①収収益益のの確確保保とと徹徹底底的的なな事事業業精精査査等等にによよるる経経費費のの節節減減をを通通じじたた経経常常黒黒字字のの確確
保保
②②安安全全・・安安定定輸輸送送ののたためめ最最大大限限のの補補助助金金確確保保等等にによよるる既既存存施施設設のの維維持持更更新新、、
大大規規模模設設備備投投資資のの計計画画的的実実施施
※※ホホーームムドドアア３３駅駅及及びび車車両両１１編編成成等等
③③鉄鉄道道施施設設のの譲譲渡渡代代金金等等のの約約定定返返済済をを着着実実にに実実施施（（22002233年年末末時時点点でで残残高高772288億億
円円ままでで減減少少））

目目標標①①：：22002222年年度度中中間間決決算算でではは３３年年ぶぶりりにに経経常常黒黒字字をを確確保保。。新新型型ココロロナナのの影影響響でで、、
運運輸輸収収入入がが予予算算をを下下回回りり、、ままたた電電動動力力費費のの高高騰騰ななどど厳厳ししいい環環境境のの中中、、安安全全・・安安定定輸輸
送送のの確確保保をを大大前前提提ととししたた上上でで、、引引きき続続ききココスストト縮縮減減にに努努めめ、、予予算算をを上上回回るる経経常常黒黒字字
をを確確保保
目目標標②②：：将将来来的的なな費費用用負負担担のの軽軽減減をを図図るるたためめ、、設設備備投投資資のの見見直直ししのの取取組組をを推推進進
目目標標③③：：借借入入金金等等ににつついいててはは、、中中期期的的にに逓逓減減ささせせてていいくくとといいうう目目標標のの下下でで、、長長期期借借
入入金金・・未未払払金金のの返返済済をを着着実実にに推推進進

戦略を設定する理由・背景
当当社社線線のの利利用用者者ははココロロナナのの影影響響をを受受けけ、、沿沿線線ででののイイベベンントト規規模模縮縮小小、、訪訪日日外外国国人人旅旅客客のの消消失失、、テテレレワワーーククのの進進展展等等にによよりり、、大大幅幅にに減減少少ししてていいるるここととにに加加ええ、、東東京京22002200
大大会会のの開開催催ととそそれれにに伴伴うう東東京京ビビッッググササイイトトのの使使用用制制限限のの延延長長ななどどにによよりり、、運運輸輸収収入入がが減減少少すするるななどど非非常常にに厳厳ししいい状状況況がが続続くくここととがが想想定定さされれるる。。

団体における現状（課題）
◆◆22002211年年はは、、緊緊急急事事態態宣宣言言等等がが断断続続的的にに発発出出さされれ乗乗車車人人員員はは厳厳ししいい状状況況がが続続いいたた。。
ままたた東東京京22002200大大会会もも無無観観客客開開催催ととななっったた。。そそれれにによよりり中中間間決決算算のの運運輸輸収収入入はは予予算算
をを若若干干下下回回っったたがが、、経経費費削削減減やや増増収収にに取取りり組組むむここととでで、、損損益益収収支支はは予予算算よよりり改改善善。。
今今後後ののココロロナナのの影影響響をを注注視視すするる必必要要ががああるる。。
◆◆22002222年年度度以以降降もも、、ココロロナナをを契契機機ととすするる、、テテレレワワーーククのの浸浸透透ななどどにによよりり、、乗乗車車人人
員員やや運運輸輸収収入入ががココロロナナ前前のの水水準準にに戻戻るるここととはは困困難難でであありり、、厳厳ししいい経経営営状状況況がが継継続続
すするるここととがが見見込込ままれれるる。。
◆◆安安全全・・安安定定・・安安心心輸輸送送ののたためめににはは、、老老朽朽化化がが進進むむ既既存存設設備備のの維維持持更更新新やや大大規規模模
設設備備投投資資をを実実施施すするる必必要要ががああるる。。
◆◆一一方方、、開開業業にに係係るる初初期期投投資資ととししてて鉄鉄道道運運輸輸機機構構がが建建設設ししたた鉄鉄道道施施設設にに対対すするる譲譲
渡渡代代金金等等のの返返済済がが22003333年年ままでで継継続続すするる。。

課題解決の⼿段
◆◆ココロロナナのの影影響響をを確確実実にに予予測測すするるここととはは困困難難ででああるるがが、、収収入入がが減減少少すするる中中、、安安定定
的的なな事事業業運運営営ののたためめ、、安安全全・・安安定定輸輸送送をを前前提提ととしし、、乗乗車車人人員員のの動動向向やや施施設設のの老老朽朽
化化度度合合いい等等をを踏踏ままええ、、併併せせてて事事業業のの必必要要性性・・緊緊急急性性等等をを見見極極めめつつつつ、、他他社社のの事事例例
をを参参考考ににししななががらら事事業業のの先先送送りりやや見見直直しし等等をを行行いいココスストトのの節節減減をを徹徹底底ししてていいくく。。
◆◆設設備備投投資資ににつついいててはは、、最最少少ののココスストトでで最最大大のの効効果果をを得得るるたためめ、、最最大大限限のの補補助助金金
等等のの確確保保やや、、既既存存施施設設のの老老朽朽化化度度合合いい等等にに応応じじたた更更新新時時期期・・規規模模等等のの見見極極めめ・・設設
備備ののダダウウンンググレレーードドななどどにによよるるココスストトのの縮縮減減やや平平準準化化をを行行いい、、計計画画的的にに実実施施ししてて
いいくく。。
◆◆ココロロナナななどどのの環環境境変変化化をを踏踏ままええたた収収益益見見込込等等のの分分析析やや、、金金融融市市場場等等のの動動向向把把握握
にに努努めめつつつつ、、過過去去のの建建設設資資金金をを約約定定通通りり返返済済ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

徹徹底底的的なな事事
業業精精査査にによよ
るる経経費費節節減減
をを通通じじたた経経
常常黒黒字字のの確確
保保

目目
標標
①①

・・乗乗車車人人員員のの動動向向やや個個々々のの施施設設のの
現現況況等等をを踏踏ままええ、、各各々々のの内内容容等等をを
精精査査しし、、先先送送りりやや規規模模見見直直しし等等をを
弾弾力力的的にに行行いい経経費費をを節節減減すするる。。
・・他他鉄鉄道道会会社社のの経経費費削削減減ににつついいてて
情情報報収収集集しし、、当当社社のの取取組組にに活活かかしし
てていいくく。。
【【例例】】更更新新設設備備ののダダウウンンググレレーードド、、
清清掃掃規規模模のの縮縮小小等等
・・以以上上のの取取組組にによよりり経経常常黒黒字字をを目目
指指すす。。

22002222年年度度中中間間決決算算でではは337777百百万万円円のの経経常常黒黒
字字をを確確保保

・・ココロロナナ第第７７波波のの影影響響等等にによよりり営営業業収収益益がが予予算算
をを△△223311百百万万円円下下回回るる中中、、ココスストト削削減減にに努努めめ営営
業業費費をを△△337700百百万万円円圧圧縮縮ししたた結結果果、、経経常常収収益益はは
予予算算（（117788百百万万円円））をを上上回回るる337777百百万万円円のの黒黒字字をを
確確保保ししたた。。
【【削削減減事事例例】】他他社社のの廃廃車車車車両両をを社社員員がが確確認認しし、、
状状態態のの良良いい部部品品をを格格安安でで貰貰いい受受けけ、、部部品品購購入入費費
用用をを削削減減（（△△1177百百万万円円））。。メメーーカカーー推推奨奨のの部部品品
交交換換時時期期等等ににああるる設設備備ににつついいてて交交換換部部品品のの精精査査
をを実実施施（（△△1144百百万万円円））

不不確確実実なな変変動動要要素素（（運運輸輸収収入入、、電電力力
料料金金ななどど））等等をを見見極極めめななががらら、、引引きき
続続きき経経費費削削減減のの取取組組をを進進めめ、、経経常常黒黒
字字をを確確保保すするる。。
【【例例】】更更新新設設備備ののダダウウンンググレレーードド、、
清清掃掃規規模模のの縮縮小小等等

収収益益のの確確保保
にによよるる経経常常
黒黒字字のの確確保保

目目
標標
①①

・・沿沿線線地地域域やや施施設設ととのの連連携携をを図図りり、、
地地域域のの発発展展にに寄寄与与すするるととととももにに集集
客客増増やや増増収収にに繋繋ががるる取取組組をを実実施施すす
るる。。
・・駅駅のの構構内内空空間間のの広広告告等等のの活活用用、、
オオリリジジナナルルググッッズズのの開開発発やや販販路路のの
拡拡大大等等にによよりり収収益益増増をを図図りり、、経経常常
黒黒字字をを目目指指すす。。

以以下下のの新新たたなな取取組組にによよりり関関連連事事業業収収入入をを確確
保保
・・東東京京テテレレポポーートト駅駅にに「「LLUUUUPP」」ポポーートトをを設設
置置
・・国国際際展展示示場場駅駅ににデデジジタタルルササイイネネーージジをを設設
置置

・・臨臨海海エエリリアアでで「「LLUUUUPP」」ポポーートトのの設設置置がが進進むむ中中、、
当当社社ににおおいいててもも導導入入にに向向けけ都都港港湾湾局局とと調調整整をを行行
いい、、1100月月かからら設設置置ししたた（（平平年年度度ベベーーススでで年年間間約約
112200万万円円のの増増収収））。。
・・デデジジタタルルササイイネネーージジににつついいてて、、設設置置者者ととのの交交
渉渉のの結結果果、、設設置置費費用用等等をを先先方方負負担担ととしし、、沿沿線線施施
設設のの開開業業にに合合わわせせ、、８８月月かからら設設置置ししたた（（平平年年度度
ベベーーススでで年年間間約約112200万万円円のの増増収収））。。

広広告告料料やや構構内内営営業業料料ななどどのの関関連連事事業業
収収入入ににつついいてて、、22002222年年度度決決算算額額以以上上
のの確確保保をを目目指指すす。。

最最大大限限のの補補
助助金金確確保保とと
計計画画的的なな設設
備備投投資資

目目
標標
②②

・・設設備備投投資資ににつついいててはは、、既既存存施施設設
のの老老朽朽化化、、故故障障頻頻度度等等にに応応じじてて、、
実実施施範範囲囲・・時時期期等等をを個個々々にに精精査査しし、、
最最少少ののココスストトでで最最大大のの効効果果をを上上げげ
てていいくく。。
・・最最大大限限補補助助金金をを確確保保しし、、東東京京テテ
レレポポーートト駅駅へへののホホーームムドドアア導導入入工工
事事やや橋橋脚脚へへのの耐耐震震補補強強工工事事をを進進めめ
てていいくく。。

・・駅駅務務機機器器のの更更新新計計画画のの見見直直ししやや変変電電所所のの
更更新新周周期期のの延延長長ににつついいてて検検討討
・・ホホーームムドドアア整整備備やや耐耐震震補補強強工工事事にに係係るる補補
助助金金をを申申請請済済（（５５件件 443300百百万万円円））

・・駅駅務務機機器器（（精精算算機機））やや変変電電所所等等のの設設備備投投資資にに
つついいててはは、、中中長長期期的的なな視視点点でで改改めめてて更更新新規規模模やや
更更新新周周期期のの見見直直ししをを進進めめてておおりり、、22002233年年度度予予算算
にに反反映映ささせせてていいくく。。

設設備備投投資資ににつついいててはは、、ポポスストト・・ココロロ
ナナににおおけけるる乗乗客客数数等等をを見見極極めめななががらら、、
将将来来的的ににわわたたるる経経常常黒黒字字のの確確保保にに寄寄
与与ででききるるよようう、、引引きき続続きき内内容容のの精精査査
をを進進めめてていいくく。。

鉄鉄道道運運輸輸機機
構構がが建建設設しし
たた鉄鉄道道施施設設
のの譲譲渡渡代代金金
等等のの着着実実なな
返返済済

目目
標標
③③

長長期期借借入入金金のの約約定定返返済済にに加加ええ、、鉄鉄
道道運運輸輸機機構構にに対対しし長長期期未未払払金金のの返返
済済をを行行いい、、残残高高をを885522億億円円ままでで減減
少少ささせせるる。。

長長期期借借入入金金をを３３億億円円、、長長期期未未払払金金をを4433億億円円
返返済済しし、、22002222年年９９月月末末のの残残高高はは889988億億円円まま
でで減減少少

返返済済ののたためめのの資資金金はは譲譲渡渡性性預預金金ととししてて確確保保しし、、
計計画画的的にに返返済済をを行行っってていいるる（（22002233年年３３月月末末時時点点
のの目目標標はは達達成成すするる見見込込））。。

長長期期借借入入金金のの約約定定返返済済にに加加ええ、、鉄鉄道道
運運輸輸機機構構にに対対しし長長期期未未払払金金のの返返済済をを
行行いい、、残残高高をを772288億億円円ままでで減減少少ささせせるる。。

東京臨海⾼速鉄道（株）

戦戦略略１１ 公公共共イインンフフララのの担担いい手手ととししててのの安安定定的的なな事事業業運運営営

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①固固有有社社員員比比率率をを現現状状のの6644..33%%かからら7733%%以以上上へへとと高高めめるる。。
②②指指導導職職以以上上ににおおけけるる固固有有社社員員比比率率をを5500%%以以上上ととすするる。。
③③職職種種のの垣垣根根をを越越ええてて参参加加ででききるる研研修修にによよりり他他職職種種のの業業務務へへのの理理解解やや連連携携をを
深深めめつつつつ、、研研修修のの高高度度化化をを図図りり、、業業務務のの質質をを継継続続的的にに高高めめるる体体制制をを整整ええ、、将将
来来当当社社をを支支ええるる人人材材のの育育成成をを目目指指すす。。
④④社社員員のの意意欲欲がが高高ままりり、、不不断断のの経経営営改改善善とと生生産産性性向向上上がが図図らられれるる環環境境をを実実現現
すするる。。

目目標標①①：：固固有有社社員員へへのの切切りり替替ええをを計計画画的的にに進進めめたたここととでで、、全全社社員員にに占占めめるる固固有有社社員員
比比率率はは7711％％をを達達成成
目目標標②②：：中中核核ととななるる固固有有社社員員のの育育成成・・登登用用をを継継続続的的にに進進めめたたここととでで、、指指導導職職以以上上にに
おおけけるる固固有有社社員員比比率率はは4499％％をを達達成成
目目標標③③：：社社内内横横断断型型のの研研修修のの充充実実ののほほかか、、新新たたにに若若手手社社員員のの他他社社へへのの研研修修派派遣遣にに向向
けけたた検検討討をを進進めめるるななどど、、人人材材育育成成体体制制をを強強化化
目目標標④④：：社社員員とと経経営営層層ととのの意意見見交交換換やや周周年年事事業業のの実実施施等等をを通通じじてて、、社社員員ののエエンンゲゲーー
ジジメメンントト向向上上のの取取組組をを推推進進

戦略を設定する理由・背景
他他社社かかららのの経経験験豊豊富富なな人人材材確確保保がが厳厳ししくくななっってていいるる環環境境下下ににおおいいてて、、安安定定的的なな事事業業運運営営とと会会社社のの発発展展のの実実現現ににはは、、人人材材育育成成とと技技術術継継承承にによよるる固固有有社社員員一一人人ひひととりりのの能能
力力向向上上とと、、固固有有社社員員をを主主体体ととししたた体体制制づづくくりりをを推推進進すするる必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆他他社社かかららのの人人材材にに頼頼るるここととななくく、、将将来来的的ににもも安安定定的的なな鉄鉄道道事事業業運運営営をを継継続続ししてて
いいくくたためめにに、、新新たたなな人人事事制制度度ののももとと、、人人材材のの育育成成ととああわわせせてて固固有有社社員員をを中中心心ととしし
たた組組織織体体制制づづくくりりがが求求めめらられれるる。。
◆◆そそののたためめににはは、、固固有有社社員員のの比比率率をを向向上上ささせせるるここととにに加加ええてて、、将将来来当当社社のの事事業業運運
営営のの核核ととななるる人人材材をを多多数数育育成成すするるここととがが必必要要ででああるる。。
◆◆ままたた、、現現下下のの厳厳ししいい経経営営環環境境ににああっっててもも、、固固有有社社員員がが意意欲欲的的にに働働きき続続けけ、、生生産産
性性のの向向上上やや営営業業活活動動のの効効率率化化がが図図らられれるるよようう、、社社員員ののエエンンゲゲーージジメメンントトをを高高めめるる
ここととがが期期待待さされれてていいるる。。

課題解決の⼿段
◆◆従従来来のの採採用用活活動動にに加加ええ、、高高卒卒採採用用やや経経験験者者採採用用ななどどにによよりり採採用用ししたた多多様様なな人人材材
をを的的確確にに育育成成しし、、実実力力ののああるる固固有有社社員員をを積積極極的的にに中中核核ポポスストトにに登登用用ししてていいくく。。
◆◆新新人人事事制制度度のの円円滑滑かかつつ効効果果的的なな運運用用にに向向けけ昇昇任任選選考考をを的的確確にに実実施施すするるととととももにに、、
新新制制度度のの柱柱ででああるる人人事事考考課課制制度度のの定定着着をを図図るるたためめ、、評評価価者者向向けけのの研研修修をを継継続続的的にに
実実施施ししてていいくく。。
◆◆職職種種のの垣垣根根をを超超ええたた研研修修のの実実施施ななどど研研修修のの充充実実にによよりり、、人人材材育育成成体体制制をを強強化化しし
てていいくく。。
◆◆社社員員一一人人ひひととりりのの意意見見をを積積極極的的にに汲汲みみ取取りり、、的的確確にに事事業業運運営営にに反反映映ささせせるる仕仕組組
みみづづくくりりをを進進めめるるととととももにに、、鉄鉄道道がが担担うう社社会会的的使使命命やや意意義義等等ににつついいててのの社社員員のの意意
識識をを涵涵養養しし、、理理解解をを深深めめるる取取組組をを強強化化ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

固固有有社社員員をを
中中心心ととししたた
人人員員体体制制づづ
くくりりにに向向けけ
たた取取組組

目目
標標
①①

各各部部署署のの業業務務内内容容やや育育成成状状況況等等をを
踏踏ままええ、、他他社社等等かかららのの派派遣遣社社員員をを
固固有有社社員員へへ段段階階的的にに切切りり替替ええてていい
くくここととにによよりり、、固固有有社社員員中中心心のの人人
員員体体制制づづくくりりをを進進めめるる。。

・・固固有有社社員員比比率率はは6644..33％％（（22002200年年1111月月時時
点点））かからら7711％％（（222233名名//331133名名））にに到到達達
・・固固有有社社員員へへのの切切りり替替ええにに向向けけ、、効効果果的的なな
採採用用活活動動をを実実施施

・・他他社社等等かかららのの派派遣遣社社員員ポポスストトににつついいててはは、、各各
部部署署のの人人材材育育成成状状況況等等をを踏踏ままええ、、順順次次固固有有社社員員
へへのの切切りり替替ええをを進進めめてていいるる。。
・・固固有有社社員員のの採採用用にに当当たたっっててはは、、WWeebbテテスストトやや
動動画画面面接接をを活活用用ししたた効効率率的的・・効効果果的的なな方方法法にによよ
りり採採用用活活動動をを進進めめるるここととでで、、新新卒卒者者ははももととよよりり、、
全全国国各各地地のの鉄鉄道道会会社社経経験験者者やや外外国国籍籍のの社社員員のの採採
用用ににつつななげげるるととととももにに、、運運輸輸職職でではは高高卒卒採採用用やや
女女性性社社員員のの採採用用をを継継続続的的にに実実施施すするるななどど、、多多様様
なな人人材材のの確確保保をを図図っってていいるる。。
・・22002233年年度度末末にに7733％％以以上上ととななるるよようう、、引引きき続続きき
効効果果的的なな採採用用活活動動をを進進めめてていいくく。。

・・各各部部署署のの業業務務内内容容やや育育成成状状況況等等をを
踏踏ままええ、、派派遣遣社社員員かからら固固有有社社員員へへのの
段段階階的的なな切切りり替替ええをを進進めめ、、固固有有社社員員
比比率率をを7733％％以以上上ととすするる（（6688％％かからら上上
方方修修正正））。。
・・22002244年年度度以以降降のの比比率率引引きき上上げげにに向向
けけ、、引引きき続続ききWWeebbテテスストトやや動動画画面面接接をを
活活用用ししたた効効果果的的なな採採用用活活動動をを進進めめるる。。

指指導導職職以以上上
ににおおけけるる固固
有有社社員員比比率率
のの引引きき上上げげ

目目
標標
②②

新新たたなな人人事事制制度度にによよるる評評価価・・選選考考
ののももとと、、固固有有社社員員のの育育成成をを進進めめ、、
指指導導職職以以上上ににおおけけるる固固有有社社員員比比率率
をを4477%%以以上上ととすするる。。

指指導導職職以以上上ににおおけけるる固固有有社社員員比比率率はは4411％％
（（22002200年年1111月月時時点点））かからら4499％％（（5522名名//110066
名名））にに到到達達（（22002233年年３３月月末末時時点点でで4477％％以以上上
をを達達成成見見込込））

・・新新たたなな人人事事制制度度にによよるる人人事事評評価価等等をを踏踏ままええ、、
22002211年年度度のの指指導導職職昇昇任任選選考考にに合合格格ししたた３３名名をを
22002222年年度度にに新新たたにに各各指指導導職職ポポスストトへへ登登用用すするるなな
どど、、中中核核ポポスストトへへのの固固有有社社員員のの登登用用をを継継続続的的にに
進進めめたた。。ままたた、、将将来来のの指指導導職職候候補補者者ととななるる主主任任
級級昇昇任任選選考考のの合合格格者者９９名名ににつついいててもも、、各各職職場場のの
中中核核的的人人材材ととななるるよようう育育成成をを進進めめてていいるる。。
・・22002233年年度度末末にに5500％％以以上上ととななるるよようう、、引引きき続続きき
適適正正なな昇昇任任選選考考をを進進めめてていいくく。。

・・社社員員のの能能力力やや業業績績をを的的確確にに処処遇遇にに
反反映映ささせせるる仕仕組組みみをを構構築築ししたた新新たたなな
人人事事制制度度にによよるる評評価価・・選選考考ののももとと、、
固固有有社社員員のの育育成成をを進進めめ、、指指導導職職以以上上
ににおおけけるる固固有有社社員員比比率率をを5500%%以以上上ととすす
るる（（4488％％かからら上上方方修修正正））。。
・・22002244年年度度以以降降のの比比率率引引きき上上げげにに向向
けけ、、引引きき続続きき適適正正なな昇昇任任選選考考をを進進めめ
るる。。

人人材材育育成成体体
制制のの強強化化

目目
標標
③③

・・職職種種別別（（駅駅務務員員、、車車掌掌、、運運転転士士
等等））にに行行っってていいたた研研修修ににつついいてて、、
職職種種のの垣垣根根をを越越ええてて参参加加ででききるる研研
修修をを企企画画すするる。。
・・前前年年のの育育成成状状況況をを踏踏ままええ、、高高卒卒
社社員員社社員員等等若若手手社社員員のの教教育育をを継継続続
すするる。。

・・従従来来のの研研修修をを高高度度化化ししてて実実施施
・・他他鉄鉄道道関関連連会会社社へへのの研研修修派派遣遣にに向向けけたた検検
討討

・・駅駅係係員員のの車車掌掌体体験験教教育育やや乗乗務務員員とと指指令令員員ととのの
相相互互研研修修ななどど、、他他職職種種のの業業務務へへのの理理解解やや連連携携をを
深深めめるる取取組組にに加加ええ、、運運輸輸三三部部門門（（駅駅・・乗乗務務・・指指
令令））のの合合同同勉勉強強会会でではは初初めめてて他他社社ととのの意意見見交交換換
をを行行ううななどど内内容容のの拡拡充充をを図図っったた。。
・・若若手手社社員員のの教教育育育育成成のの更更ななるる推推進進ののたためめ、、他他
のの大大手手民民鉄鉄関関連連会会社社へへのの研研修修派派遣遣のの企企画画・・調調整整
をを進進めめたた。。社社員員にに多多様様なな業業務務経経験験をを積積まませせ、、スス
キキルル向向上上をを図図るるここととでで、、当当社社のの事事業業運運営営にに還還元元
ししてていいくく。。

・・職職種種のの垣垣根根をを超超ええたた研研修修のの充充実実なな
どど、、既既存存のの研研修修をを不不断断にに見見直直しし、、高高
度度化化をを図図るる。。
・・鉄鉄道道事事業業にに関関すするる幅幅広広いい知知識識・・技技
能能をを習習得得すするるここととをを目目的的ととしし、、22002233
年年度度中中にに他他鉄鉄道道関関連連会会社社へへのの若若手手社社
員員のの研研修修派派遣遣をを実実施施すするるととととももにに、、
22002244年年度度以以降降のの更更ななるる拡拡充充をを図図るる。。

社社員員ののエエンン
ゲゲーージジメメンン
トトのの向向上上

目目
標標
④④

・・社社員員とと経経営営層層ととのの意意見見交交換換のの場場
をを定定期期的的にに開開催催しし、、業業務務にに関関すするる
アアイイデデアアやや提提案案等等ににつついいててもも議議論論
をを行行ううななどど、、経経営営やや事事業業運運営営へへのの
参参画画のの機機会会をを充充実実ささせせるる。。
・・当当社社のの事事業業範範囲囲ににととららわわれれなないい
広広いい視視点点かからら鉄鉄道道事事業業のの使使命命やや意意
義義ににつついいててのの理理解解をを深深めめるるたためめ、、
他他のの鉄鉄道道事事業業者者がが主主催催すするる研研修修等等
へへのの参参加加のの拡拡充充をを進進めめるる。。

・・社社員員とと経経営営層層がが直直接接意意見見交交換換をを行行うう「「りり
んんかかいい車車座座ミミーーテティィンンググ」」をを新新たたにに企企画画・・
実実施施（（７７月月～～1111月月・・計計４４回回開開催催））
・・全全線線開開業業2200周周年年のの記記念念事事業業をを全全社社員員参参加加
型型でで推推進進

・・職職場場のの現現状状やや会会社社のの課課題題等等ににつついいてて、、社社員員
（（指指導導職職・・主主任任級級2211名名））がが経経営営層層とと自自由由闊闊達達にに
意意見見交交換換をを行行ううここととにによよりり、、固固有有社社員員のの「「経経
営営」」にに対対すするる認認識識やや事事業業運運営営へへのの参参画画意意識識のの向向
上上をを図図っったた。。
・・全全線線開開業業2200周周年年事事業業ににつついいてて、、ロロゴゴママーーククやや
企企画画案案をを全全社社員員かからら募募集集すするるととととももにに、、企企画画・・
イイベベンントトのの実実施施にに当当たたっっててはは、、部部署署をを横横断断ししたた
PPTT・・WWGG体体制制をを構構築築しし、、全全社社員員参参加加型型でで記記念念事事業業
をを推推進進すするるここととでで、、社社員員のの一一体体感感のの醸醸成成ととエエンン
ゲゲーージジメメンントトのの向向上上をを図図っったた。。

・・将将来来のの会会社社経経営営をを担担うう固固有有社社員員のの
「「当当事事者者意意識識」」をを醸醸成成しし、、よよりり固固有有
社社員員のの主主体体性性をを発発揮揮ででききるる環環境境づづくく
りりをを推推進進すするるたためめ、、「「りりんんかかいい車車座座
ミミーーテティィンンググ」」をを拡拡大大ししてて実実施施すするる。。
・・22002222年年度度のの実実施施状状況況をを踏踏ままええ、、全全
社社員員参参加加型型のの取取組組のの強強化化・・拡拡充充をを図図
るる。。

東京臨海⾼速鉄道（株）

戦戦略略２２
安安定定的的なな事事業業運運営営のの実実現現にに向向けけたた組組織織・・人人員員体体制制づづくく
りりのの推推進進

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

東
京
臨
海
高
速
鉄
道
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①ホホーームムドドアア５５駅駅整整備備完完了了
②②22002233年年度度線線路路内内転転落落件件数数３３件件以以内内
③③第第４４辰辰巳巳高高架架橋橋のの橋橋脚脚全全2288基基及及びびそそのの他他橋橋脚脚８８基基のの耐耐震震補補強強完完了了
④④防防災災基基本本計計画画等等にに基基づづくく訓訓練練をを年年１１回回程程度度実実施施。。他他事事例例のの学学びびにによよるるPPDDCCAA
ササイイククルルのの確確立立
⑤⑤他他鉄鉄道道事事業業者者のの事事例例をを参参考考ととししつつつつ警警察察・・消消防防とと連連携携ししたた実実践践的的訓訓練練をを実実
施施
⑥⑥セセキキュュリリテティィ確確保保へへのの対対応応強強化化

目目標標①①・・②②：：ホホーームムドドアアはは計計４４駅駅のの整整備備をを完完了了ししてておおりり、、新新たたにに東東京京テテレレポポーートト駅駅
ににつついいてて整整備備中中（（22002222年年度度内内にに55駅駅整整備備完完了了見見込込））。。22002222年年度度のの線線路路内内転転落落件件数数はは
００件件（（1111月月末末時時点点））
目目標標③③：：第第４４辰辰巳巳高高架架橋橋のの耐耐震震補補強強はは22002222年年度度ままででにに全全2288基基中中2244基基補補強強完完了了見見込込
（（そそのの他他橋橋脚脚３３基基ににつついいててもも補補強強完完了了見見込込））
目目標標④④・・⑤⑤：：防防災災基基本本計計画画等等のの継継続続的的なな見見直直ししややそそれれららにに基基づづくく各各種種訓訓練練のの実実施施なな
どど、、関関係係機機関関とともも連連携携ししてて安安全全対対策策をを推推進進
目目標標⑥⑥：：巡巡回回強強化化やや異異常常時時訓訓練練のの拡拡充充ななどどののセセキキュュリリテティィ強強化化策策をを推推進進

戦略を設定する理由・背景
鉄鉄道道事事業業者者のの使使命命ででああるる安安全全・・安安定定輸輸送送をを継継続続的的にに実実現現すするるととととももにに、、ババリリアアフフリリーーにに対対すするる社社会会的的要要請請やや近近年年のの自自然然災災害害のの激激甚甚化化ななどどにに適適切切にに対対応応すすべべくく、、ハハーー
ドド・・ソソフフトト両両面面かからら取取組組みみ、、輸輸送送のの安安全全確確保保のの更更ななるる徹徹底底をを行行っってていいくく必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆ココロロナナのの影影響響にによよりり収収益益がが減減少少すするる中中ににああっっててもも、、鉄鉄道道事事業業者者のの使使命命ででああるる安安
全全・・安安定定輸輸送送をを継継続続的的にに確確保保ししてていいくく必必要要ががああるる。。
◆◆ハハーードド面面ににおおいいててはは、、ホホーームムドドアアのの整整備備にによよるるおお客客様様のの安安全全のの確確保保やや高高架架橋橋やや
橋橋梁梁等等のの鉄鉄道道施施設設のの耐耐震震補補強強がが必必要要ととななるる。。
◆◆ままたた、、ソソフフトト面面ににおおいいててはは、、近近年年のの自自然然災災害害のの頻頻発発化化・・激激甚甚化化にに対対すするる業業務務活活
動動のの維維持持やや早早期期回回復復にに向向けけたた防防災災基基本本計計画画やや事事業業継継続続計計画画のの再再構構築築等等にによよるる事事
故故・・災災害害等等へへのの対対応応強強化化がが必必要要ででああるる。。
◆◆22002211年年８８月月及及びび1100月月にに他他社社線線車車内内でで発発生生ししたた傷傷害害事事件件をを受受けけてて、、一一層層ののセセキキュュ
リリテティィ確確保保にに向向けけたた取取組組がが求求めめらられれてていいるる。。

課題解決の⼿段
◆◆補補助助金金等等をを確確保保ししつつつつ、、ホホーームムドドアアのの整整備備やや橋橋脚脚数数のの最最もも多多いい第第４４辰辰巳巳高高架架橋橋
ををははじじめめととすするる高高架架橋橋やや橋橋梁梁のの耐耐震震補補強強をを進進めめるる。。
◆◆社社ととししてて防防災災基基本本計計画画やや事事業業継継続続計計画画のの再再構構築築、、おおよよびび実実践践的的なな教教育育・・訓訓練練をを
通通じじてて自自然然災災害害へへのの対対応応力力をを向向上上ささせせるる。。
◆◆警警察察やや消消防防ととのの連連携携、、他他鉄鉄道道事事業業者者ととのの情情報報共共有有、、訓訓練練視視察察等等をを通通じじてて事事故故・・
災災害害等等へへのの対対応応能能力力向向上上ををめめざざすす。。
◆◆セセキキュュリリテティィ確確保保にに向向けけたた施施策策をを抽抽出出しし、、施施策策のの実実現現可可能能性性ごごととにに進進捗捗管管理理をを
行行っっててセセキキュュリリテティィのの向向上上ををめめざざすす。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

補補助助金金確確保保
のの上上ででのの
ホホーームムドドアア
整整備備にによよるる
ホホーームム上上安安
全全対対策策のの推推
進進

目目
標標
①①
②②

・・補補助助金金をを確確保保ししつつつつ東東京京テテレレ
ポポーートト駅駅ののホホーームムドドアアをを整整備備

国国、、都都、、区区のの補補助助金金をを確確保保しし、、現現在在整整備備中中
（（ホホーームムドドアア本本体体のの製製作作をを完完了了））

東東京京テテレレポポーートト駅駅ののホホーームムドドアアににつついいててはは、、
22002233年年３３月月のの供供用用開開始始をを予予定定ししてておおりり、、計計画画どど
おおりり進進捗捗ししてていいるる（（５５駅駅整整備備完完了了見見込込））。。

・・５５駅駅整整備備にに引引きき続続きき、、新新木木場場駅駅、、
東東雲雲駅駅ののホホーームムドドアア整整備備方方針針をを策策定定

補補助助金金確確保保
のの上上ででのの災災
害害にに強強いい施施
設設のの整整備備

目目
標標
③③

・・補補助助金金をを確確保保ししつつつつ第第44辰辰巳巳高高
架架橋橋のの橋橋脚脚９９基基のの耐耐震震補補強強をを実実施施

・・第第４４辰辰巳巳高高架架橋橋耐耐震震補補強強工工事事ににつついいてて、、
国国、、都都のの補補助助金金をを確確保保しし、、現現在在工工事事中中
（（22002222年年度度実実施施予予定定９９基基ののううちち６６基基がが完完了了。。
残残るる３３基基をを含含めめ、、22002222年年度度ままででにに全全2288基基中中
2244基基補補強強完完了了見見込込））
・・第第１１辰辰巳巳高高架架橋橋のの橋橋脚脚ににつついいててもも、、国国、、
都都のの補補助助金金をを確確保保しし、、２２基基のの補補強強をを完完了了

・・第第４４辰辰巳巳高高架架橋橋耐耐震震補補強強工工事事はは、、計計画画どどおおりり
進進捗捗ししてていいるる。。
・・ここののほほかか、、第第１１辰辰巳巳高高架架橋橋２２基基及及びび営営団団地地下下
鉄鉄鉄鉄道道橋橋11基基ににつついいてて、、第第４４辰辰巳巳高高架架橋橋とと並並行行
ししてて工工事事をを行行ううここととがが可可能能ととななっったたたためめ、、前前倒倒
ししでで耐耐震震補補強強をを進進めめ、、前前者者はは施施工工済済みみ、、後後者者はは
22002233年年１１月月かからら工工事事をを実実施施すするる予予定定ででああるる。。

・・補補助助金金をを確確保保ししつつつつ、、（（当当初初のの３３
かか年年計計画画のの前前倒倒ししででのの実実施施にに加加
ええ、、））ささららにに第第４４辰辰巳巳高高架架橋橋のの橋橋脚脚
４４基基及及びび東東雲雲第第１１高高架架橋橋のの橋橋脚脚５５基基
のの耐耐震震補補強強をを実実施施

防防災災ママネネジジ
メメンントトのの強強
化化

目目
標標
④④

・・防防災災上上のの新新たたななリリススクク洗洗いい出出
しし・・評評価価
・・防防災災基基本本計計画画、、事事業業継継続続計計画画
（（震震災災編編））のの見見直直しし等等
・・計計画画にに基基づづくく本本社社対対策策本本部部訓訓練練
等等をを実実施施

・・南南海海トトララフフ地地震震臨臨時時情情報報がが発発表表さされれたた場場
合合のの対対応応をを防防災災基基本本計計画画（（震震災災編編））にに追追加加
・・安安否否確確認認シシスステテムムにによよるる訓訓練練、、非非常常招招集集
連連絡絡訓訓練練のの実実施施（（８８--９９月月））

・・現現行行のの防防災災基基本本計計画画でではは、、南南海海トトララフフ地地震震にに
おおけけるる詳詳細細のの対対応応がが記記載載さされれてていいななかかっったたたためめ、、
社社内内のの検検討討部部会会ででのの議議論論をを進進めめ、、案案内内放放送送のの強強
化化やや非非常常備備蓄蓄品品のの確確認認ななどどのの詳詳細細なな対対応応内内容容にに
つついいてて追追加加ししたた。。
・・安安否否確確認認シシスステテムムにによよるる訓訓練練はは全全社社員員をを対対象象
ととししてて実実施施ししたた。。ままたた、、非非常常招招集集連連絡絡訓訓練練はは幹幹
部部社社員員等等をを対対象象ととししてて、、シシスステテムムのの機機能能をを新新たた
にに活活用用ししななががらら実実施施しし、、大大規規模模地地震震発発生生時時のの連連
絡絡体体制制のの有有効効性性をを確確認認ししたた。。

・・改改訂訂ししたた防防災災基基本本計計画画やや事事業業継継続続
計計画画（（震震災災編編））、、本本社社対対策策本本部部訓訓練練
等等ににつついいてて、、社社員員のの理理解解をを深深めめるるたた
めめのの取取組組（（書書面面ででははななくく集集合合形形式式でで
のの社社員員へへのの周周知知・・訓訓練練実実施施後後のの分分析析
結結果果のの共共有有等等））をを進進めめるる。。

関関係係機機関関とと
連連携携ししたた安安
全全対対策策のの推推
進進

目目
標標
⑤⑤

・・警警察察・・消消防防とと連連携携ししたた訓訓練練のの実実
施施
・・他他社社線線ととのの安安全全情情報報連連絡絡会会議議参参
加加やや訓訓練練視視察察等等をを実実施施

・・沿沿線線警警察察署署ととのの合合同同訓訓練練（（刺刺股股取取扱扱いい講講
習習、、駅駅構構内内ででのの犯犯人人制制圧圧訓訓練練））をを実実施施（（７７
月月））
・・沿沿線線警警察察署署がが参参加加ししたた異異常常時時総総合合訓訓練練をを
実実施施（（1111月月））
・・JJRR東東日日本本主主催催のの津津波波避避難難訓訓練練にに参参加加（（９９
月月））

・・異異常常時時ににはは警警察察やや消消防防とと連連携携ししたた対対応応がが不不可可
欠欠ででああるるたためめ、、沿沿線線警警察察署署等等にに訓訓練練参参加加をを依依頼頼
しし、、専専門門的的ななアアドドババイイススをを受受けけるるななどど、、認認識識のの
共共有有をを図図っってていいるる。。
・・当当社社がが直直営営でで実実施施ででききるる訓訓練練ににはは限限りりががああるる
たためめ、、JJRR等等のの大大手手民民間間鉄鉄道道会会社社がが実実施施すするる訓訓練練
にに参参加加すするるここととでで、、避避難難時時のの旅旅客客誘誘導導等等にに関関すす
るる知知見見のの蓄蓄積積やや社社員員のの新新たたなな「「気気づづきき」」をを促促しし、、
ここれれららのの成成果果をを社社内内にに還還元元ししてて共共有有ししてていいるる。。

・・警警察察・・消消防防とと連連携携ししたた訓訓練練のの実実施施
・・他他社社線線ととのの安安全全情情報報連連絡絡会会議議参参加加
やや訓訓練練視視察察等等をを実実施施

車車内内・・駅駅構構
内内ににおおけけるる
セセキキュュリリ
テティィ向向上上へへ
のの取取組組

目目
標標
⑥⑥

・・巡巡回回警警備備員員のの増増員員やや運運転転シシミミュュ
レレーータタのの改改修修にによよるる異異常常時時訓訓練練のの
拡拡充充
・・他他社社線線をを含含めめたた内内外外のの状状況況をを踏踏
ままええたた取取組組のの継継続続

・・駅駅警警備備員員のの日日中中のの巡巡回回要要員員をを増増員員
・・警警察察官官にによよるる電電車車移移動動のの実実施施
・・運運転転シシミミュュレレーータタのの改改修修をを完完了了しし、、異異常常
時時訓訓練練をを拡拡充充

・・22002211年年にに他他社社線線でで発発生生ししたた列列車車内内傷傷害害事事件件等等
をを踏踏ままええ、、警警察察とともも連連携携ししななががらら、、「「見見せせるる警警
備備」」をを実実施施ししてていいるる。。
・・運運転転シシミミュュレレーータタににつついいてて、、新新たたににホホーームムドド
アア関関連連のの異異常常時時シシナナリリオオをを追追加加ししたたここととでで、、異異
常常時時のの対対応応力力向向上上をを図図るるここととがが可可能能ととななっったた。。

・・全全車車両両にに防防犯犯カカメメララとと通通話話機機能能付付
きき緊緊急急時時通通報報装装置置をを備備ええたた新新型型車車両両
のの導導入入準準備備
・・他他社社線線をを含含めめたた内内外外のの状状況況をを踏踏まま
ええたた取取組組のの継継続続

東京臨海⾼速鉄道（株）

戦戦略略３３ ハハーードド・・ソソフフトト両両面面かかららのの安安全全・・安安定定輸輸送送のの確確保保

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■ 「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略８８：：安安全全・・安安心心ななままちちづづくくりり戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇

東
京
臨
海
高
速
鉄
道
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鉄
道
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①全全７７駅駅ででホホーームムとと車車両両のの隙隙間間にに櫛櫛ゴゴムムをを設設置置
②②天天王王洲洲アアイイルル駅駅１１基基、、東東雲雲駅駅２２基基ののエエススカカレレーータターーリリニニュューーアアルル完完了了
③③22002233年年度度にに障障害害者者用用IICCカカーードドのの運運用用開開始始をを目目指指すす
④④22002244年年のの新新車車運運行行開開始始にに向向けけ手手続続きき等等がが完完了了
⑤⑤ホホーームム整整列列ラライインンやや車車イイスス対対応応表表示示等等のの敷敷設設、、PPDDCCAAにによよるるおお客客様様ササーービビスス
のの改改善善
⑥⑥沿沿線線企企業業等等ととのの連連携携、、イイベベンントトタタイイアアッッププ22002233年年度度1122件件以以上上

目目標標①①・・②②：：櫛櫛ゴゴムムはは全全77駅駅にに設設置置済済（（22002211年年度度））。。エエススカカレレーータターー更更新新はは計計画画どど
おおりり工工事事・・設設計計をを実実施施。。目目標標③③：：障障害害者者用用IICCカカーードドはは22002233年年３３月月のの導導入入にに向向けけてて調調
整整をを推推進進。。目目標標④④：：車車両両更更新新はは構構造造等等のの仕仕様様及及びび車車両両のの搬搬入入・・搬搬出出方方法法のの検検討討・・調調
整整をを計計画画どどおおりり推推進進。。目目標標⑤⑤：：ホホーームムドドアア設設置置にに併併せせてて整整列列ラライインンやや車車イイスス対対応応表表
示示等等をを設設置置済済（（22002211年年度度））。。全全線線開開業業2200周周年年イイベベンントト等等ででののおお客客様様ととのの交交流流をを通通じじ
たたササーービビスス改改善善をを実実施施。。目目標標⑥⑥：：沿沿線線企企業業等等ととのの連連携携ややタタイイアアッッププをを1111件件実実施施
（（22002222年年度度））

戦略を設定する理由・背景
今今後後のの利利用用者者数数のの回回復復やや多多様様化化をを見見据据ええ、、ババリリアアフフリリーー化化等等をを通通じじたた利利用用者者のの利利便便性性のの向向上上、、快快適適にに移移動動ででききるる空空間間のの整整備備ななどどののハハーードド面面のの取取組組がが必必要要ででああるる。。ままたた、、
一一層層ののおお客客様様ササーービビススののたためめににはは、、分分かかりりややすすいい案案内内ににととどどままららずず、、地地域域ととのの連連携携・・情情報報発発信信等等にに加加ええ沿沿線線ののババリリュューーアアッッププがが求求めめらられれるる。。

団体における現状（課題）
◆◆東東京京22002200大大会会ややそそのの後後のの利利用用者者数数のの回回復復やや多多様様化化をを見見据据ええ、、ババリリアアフフリリーー化化のの
更更ななるる推推進進やや車車内内環環境境のの快快適適性性のの向向上上ななどど、、障障害害者者のの視視点点もも含含めめ、、誰誰ももがが利利用用しし
ややすすくく快快適適なな環環境境のの整整備備がが必必要要ととななるる。。
◆◆ままたた、、おお客客様様のの多多様様化化にに応応じじたたおお客客様様ササーービビススのの継継続続的的なな向向上上やや沿沿線線地地域域ととのの
連連携携やや沿沿線線情情報報のの発発信信にによよりり、、地地域域のの活活性性化化やや沿沿線線ののババリリュューーアアッッププをを目目指指ししてて
いいくく必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆ババリリアアフフリリーー化化のの推推進進ととししてて、、車車椅椅子子がが単単独独乗乗降降ででききるるよようう、、ホホーームムのの先先端端にに
櫛櫛状状ののゴゴムムをを設設置置しし、、車車両両ととホホーームムのの隙隙間間をを縮縮小小すするるととととももにに、、エエススカカレレーータターー
ののリリニニュューーアアルルとと音音声声案案内内機機能能等等をを導導入入ししてていいくく。。
◆◆障障害害ををおお持持ちちのの方方のの更更ななるる利利便便性性向向上上にに向向けけ、、障障害害者者用用IICCカカーードド導導入入にに向向けけたた
取取組組をを行行うう。。
◆◆製製造造かからら2255年年がが経経過過ししたた車車両両をを、、よよりり快快適適なな車車内内空空間間をを有有すするる新新型型車車両両にに置置きき
換換ええるる。。
◆◆おお客客様様ササーービビススのの維維持持向向上上にに向向けけたた取取組組をを強強化化すするる。。
◆◆引引きき続続きき沿沿線線ののババリリュューーアアッッププにに向向けけ、、沿沿線線地地域域・・企企業業ととのの連連携携をを継継続続・・強強化化
しし、、沿沿線線地地域域にに来来るる魅魅力力をを発発信信しし続続けけるる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

ババリリアアフフ
リリーー化化のの推推
進進

目目
標標
①①
②②
③③

・・天天王王洲洲アアイイルル駅駅ののエエススカカレレーー
タターー１１基基のの更更新新工工事事をを実実施施
・・東東雲雲駅駅ののエエススカカレレーータターー２２基基のの
更更新新工工事事のの設設計計をを実実施施

・・天天王王洲洲アアイイルル駅駅ののエエススカカレレーータターー１１基基のの
更更新新工工事事ににつついいてて、、現現地地施施工工をを開開始始（（1100月月
～～））
・・東東雲雲駅駅ののエエススカカレレーータターー２２基基ににつついいてて、、
更更新新後後のの仕仕様様及及びび仮仮設設工工法法のの検検討討設設計計をを実実
施施

・・天天王王洲洲アアイイルル駅駅ののエエススカカレレーータターー更更新新ににつついい
ててはは、、22002233年年３３月月のの供供用用開開始始をを予予定定ししてておおりり、、
計計画画どどおおりり進進捗捗ししてていいるる。。
・・東東雲雲駅駅ののエエススカカレレーータターー更更新新工工事事はは、、22002244年年
２２月月末末のの施施工工完完了了をを予予定定ししてておおりり、、計計画画どどおおりり
進進捗捗ししてていいるる。。

・・東東雲雲駅駅ののエエススカカレレーータターー２２基基のの更更
新新工工事事をを実実施施
・・障障害害者者用用IICCカカーードドのの運運用用開開始始予予定定

快快適適なな車車内内
環環境境のの整整備備

目目
標標
④④

構構造造等等のの仕仕様様をを確確定定
車車両両のの搬搬入入・・搬搬出出方方法法のの確確定定

・・安安全全ややババリリアアフフリリーーへへのの配配慮慮等等もも含含めめたた
構構造造等等のの仕仕様様をを概概ねね確確定定（（防防犯犯カカメメララやや非非
常常通通報報装装置置のの設設置置数数、、ホホーームムとと車車両両ととのの段段
差差縮縮小小等等））
・・車車両両のの搬搬入入・・搬搬出出方方法法をを概概ねね確確定定

22002244年年のの新新車車運運行行開開始始にに向向けけ、、22002222年年度度中中にに構構
造造等等のの仕仕様様及及びび車車両両のの搬搬入入・・搬搬出出方方法法をを確確定定すす
るる予予定定ととししてておおりり、、計計画画どどおおりり進進捗捗ししてていいるる。。

運運輸輸局局等等へへのの各各種種手手続続ききのの完完了了（（新新
型型車車両両のの構構造造等等のの仕仕様様にに関関すするる確確認認
申申請請、、今今後後のの点点検検等等のの実実施施基基準準のの策策
定定等等））

高高品品質質ななおお
客客様様ササーービビ
ススのの実実現現

目目
標標
⑤⑤

・・的的確確なな情情報報提提供供 ;;  分分かかりりややすす
いい案案内内放放送送、、声声のの出出しし方方のの徹徹底底をを
継継続続。。HHPPややSSNNSSにによよるるタタイイムムリリーー
なな情情報報提提供供。。
・・PPDDCCAAにによよるるササーービビスス改改善善 ;;  覆覆
面面調調査査、、おお客客様様かかららのの意意見見、、要要望望、、
苦苦情情等等ををササーービビスス改改善善ににつつななげげてて
いいくく。。

・・全全線線開開業業2200周周年年事事業業ととししてて実実施施ししたたススタタ
ンンププララリリーーやや基基地地見見学学会会、、模模型型運運転転会会等等のの
イイベベンントトででののおお客客様様ととのの交交流流をを通通じじたたササーー
ビビススのの改改善善

2200周周年年事事業業ののイイベベンントトはは、、日日常常のの業業務務ととはは異異なな
るる場場面面でで、、おお客客様様ととのの交交流流をを深深めめ、、直直接接おお声声をを
いいたただだくくここととでで、、改改めめてて社社員員自自ららがが自自身身のの接接客客
をを振振りり返返るるききっっかかけけづづくくりりととししてて活活用用すするるこことと
ががででききたた。。

おお客客様様ののニニーーズズやや期期待待にに的的確確にに応応ええ
るる質質のの高高いいササーービビススのの提提供供ととPPDDCCAAにに
よよるる改改善善ににつつななげげるるたためめ、、おお客客様様とと
直直接接交交流流すするるイイベベンントトをを実実施施（（上上半半
期期１１件件、、下下半半期期１１件件以以上上））

地地域域活活性性化化
へへのの取取組組強強
化化やや情情報報発発
信信のの充充実実化化

目目
標標
⑥⑥

・・進進出出企企業業ととののタタイイアアッッププのの実実施施
・・駅駅前前観観光光施施設設のの活活用用方方法法のの拡拡充充
にに向向けけたた検検討討
・・沿沿線線地地域域情情報報発発信信エエリリアア拡拡充充
((新新木木場場・・東東雲雲エエリリアア等等))
・・MMaaaaSS等等臨臨海海地地域域ににおおけけるる都都のの施施
策策へへのの参参画画ややままちちづづくくりり協協議議会会等等
のの活活動動ととのの連連携携

・・劇劇団団四四季季「「ラライイオオンンキキンンググ」」観観劇劇ののおお子子
様様へへのの一一日日乗乗車車券券ププレレゼゼンントト、、アアニニメメととココ
ララボボししたた乗乗車車券券ややググッッズズのの販販売売、、他他鉄鉄道道会会
社社ととタタイイアアッッププししたたパパススのの販販売売ななどど、、沿沿線線
企企業業等等ととのの連連携携施施策策をを実実施施
・・臨臨海海部部レレガガシシーーススポポーーツツイイベベンントト
「「GGRRAANNDD  CCYYCCLLEE  TTOOKKYYOO」」ででののメメデディィアア向向けけ
のの輪輪行行体体験験企企画画にに協協力力

・・一一日日乗乗車車券券のの配配布布をを通通じじてて、、りりんんかかいい線線利利用用
にによよるる沿沿線線エエリリアアへへのの再再来来訪訪ににつつななげげてていいくく。。
ままたた、、沿沿線線をを舞舞台台ととすするるアアニニメメ「「ララブブラライイブブ！！
虹虹ヶヶ咲咲学学園園ススククーールルアアイイドドルル同同好好会会」」はは、、臨臨海海
部部エエリリアア全全体体のの盛盛りり上上げげにに資資すするるココンンテテンンツツとと
ななっってておおりり、、当当社社ととししててもも連連携携をを進進めめ、、地地域域のの
活活性性化化にに貢貢献献すするる。。
・・「「GGRRAANNDD  CCYYCCLLEE  TTOOKKYYOO」」でではは、、現現行行規規則則のの取取
扱扱いいをを整整理理しし、、自自転転車車をを折折りりたたたたむむここととななくく乗乗
車車ででききるる体体験験企企画画ととししてて実実施施ししたた。。

集集客客施施設設開開発発やや未未利利用用地地活活用用ななどど、、
都都やや民民間間等等のの取取組組にに応応じじ、、輸輸送送需需要要
をを担担うう鉄鉄道道事事業業者者ととししてて沿沿線線のの魅魅力力
確確立立・・発発信信にに貢貢献献すするるたためめ、、以以下下のの
取取組組をを推推進進
・・沿沿線線企企業業等等ととのの連連携携・・タタイイアアッッププ
をを1122件件以以上上実実施施
・・YYoouuTTuubbeeをを活活用用ししたた新新たたなな情情報報発発信信
のの推推進進
・・臨臨海海地地域域ででのの都都施施策策へへのの参参画画ややまま
ちちづづくくりり協協議議会会等等のの活活動動ととのの連連携携

東京臨海⾼速鉄道（株）

戦戦略略４４
沿沿線線ののババリリュューーアアッッププをを含含めめ、、ああららゆゆるるおお客客様様のの目目線線
ににたたっったたハハーードド、、ソソフフトトのの取取組組のの推推進進

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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京
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海
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速
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道
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２７ 株式会社多摩ニュータウン開発センター 
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2023年度改訂版のポイント

◆戦略３ 南⼤沢地域に貢献する活動の推進 「地域貢献に資する新規事業実施」について、来街
者の回遊性向上」に向けたビル屋上スペースの活⽤を追記。また、「５Gなど先端技術を活⽤し
たスマートシティの推進」について、ライブカメラによる⼈流調査等の検討を追記するとともに、
デジタルを活⽤した⾼齢者⽀援の取組（例︓ドローン配送）の事業化検討を追記

【プランの主な改訂内容】

（株）多摩ニュータウン開発センター

戦略３ 南⼤沢地域に貢献する活動の推進
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

地域貢献に資す
る新規事業実施

前年度に実施したパイロット事業の
検証を踏まえ、デジタルサイネージ
の活⽤やシェアサイクル事業など地
域の貢献に資する事業化の実施テレ
ワークステーションの営業効率の向
上

地域貢献に資す
る新規事業実施

来街者の回遊性向上に向け、ガレリ
ア屋上を有効活⽤(スポーツ幼児園が
2023年春開設予定)。
テレワークステーションは、⾃習や
WEB会議等を提案、損益分岐点
（16万円/⽉）をクリアする。

５Gなど先端技
術を活⽤したス
マートシティの
推進

前年度のスマートシティ協議会の検
討を踏まえ、サイネージを利⽤した
先端技術活⽤策を具体化

５Gなど先端技
術を活⽤したス
マートシティの
推進

スマートシティ協議会の事務局が
2023年度から当社に移管されるた
め⼀層注⼒する。
ユーザー・ライド分析を踏まえ、電
動キックボードのポート増設に対応。
デジタルサイネージ連動のライブカ
メラにより、曜⽇・イベント・天候
別に⼈流を分析し、テナント誘致等
に活⽤検討。
物産展での利⽤拡⼤に向け、利便性
向上に資する備品を充実。
デジタルを活⽤した⾼齢者⽀援の取
組（例︓ドローン配送）について、
課題を整理し、事業化を検討。
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
・・ビビルル管管理理、、文文書書管管理理機機能能、、セセキキュュリリテティィをを強強化化ししたた総総合合ママネネジジメメンントトシシスス
テテムムのの構構築築
【【目目標標②②】】
・・職職階階にに応応じじたた意意思思決決定定のの権権限限のの見見直直ししやや電電子子決決裁裁にによよるる事事務務のの効効率率化化
【【目目標標③③】】
・・リリーーシシンンググななどど専専門門知知識識ををももつつ人人材材をを育育成成しし、、生生産産性性向向上上をを図図るる。。
【【目目標標④④】】
・・自自社社独独自自でで先先端端技技術術をを活活用用ししたた情情報報のの発発信信

【【目目標標①①】】テテナナンントト管管理理シシスステテムムににおおいいてて、、テテナナンントト情情報報のの一一元元化化をを行行ううととととももにに、、
承承認認権権限限付付与与にによよるる情情報報流流出出・・不不正正防防止止ののセセキキュュリリテティィ強強化化をを実実施施
【【目目標標②②】】従従来来手手作作業業でで行行っってていいたた経経理理ププロロセセススのの電電子子化化ななどど、、事事務務のの効効率率化化をを実実
現現
【【目目標標③③】】セセミミナナーーでで得得たた知知見見をを生生かかしし、、先先をを見見据据ええたた切切れれ目目ののなないいテテナナンントト調調整整
にに活活用用
【【目目標標④④】】パパンンフフレレッットトやや宣宣伝伝動動画画をを職職員員自自らら作作成成しし、、デデジジタタルルササイイネネーージジ等等でで情情
報報発発信信

戦略を設定する理由・背景
ペペーーパパーーレレスス化化にによよるる働働きき方方改改革革やや業業務務効効率率化化ののたためめデデジジタタルル化化がが加加速速ししてていいるる。。ココロロナナのの影影響響にによよりり、、生生活活様様式式がが大大ききくくかかわわりり、、企企業業ももデデジジタタルル技技術術をを活活用用しし、、ビビ
ジジネネススモモデデルルやや業業務務ププロロセセススのの変変革革がが求求めめらられれてていいるる。。ままたた南南大大沢沢地地区区ががススママーートト東東京京先先行行実実施施エエリリアアにに選選定定さされれ、、取取組組がが求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆テテナナンントトにに関関すするる情情報報管管理理がが紙紙ベベーーススででああるるたためめ、、テテナナンントトビビルル管管理理シシスステテムム
をを構構築築しし、、請請求求やや支支払払処処理理ななどどをを統統合合ししててシシスステテムム化化をを図図っったた。。ここれれにに伴伴いいシシスス
テテムム内内のの情情報報のの取取扱扱いいななどど運運用用のの過過程程ややテテレレワワーーククのの実実施施ななどどでで更更ななるるセセキキュュリリ
テティィ強強化化がが必必要要ととななっってていいるる。。ままたた、、シシスステテムム化化をを踏踏ままええ、、意意思思決決定定ププロロセセススのの
重重複複排排除除ななどど更更ななるる業業務務のの見見直直ししがが望望ままれれるる。。
◆◆当当社社主主要要業業務務がが不不動動産産賃賃貸貸事事業業ににおおけけるるリリーーシシンンググででああるるがが、、都都OOBBでで経経験験をを有有
すするる人人材材がが極極めめててままれれででああるる。。都都OOBB以以外外かかららのの人人材材確確保保にに努努めめてていいるるがが、、昨昨今今のの
人人材材難難かからら確確保保がが難難ししいいここととももああるる。。
◆◆パパオオレレビビルルにに大大型型ののデデジジタタルルササイイネネーージジをを設設置置ししたた。。今今後後ササイイネネーージジをを積積極極的的
にに活活用用ししたたププロロモモーーシショョンンやや広広告告利利用用をを進進めめるる必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆テテナナンントトにに関関すするる全全ててのの情情報報ををシシスステテムム化化ししてて、、社社内内でで共共有有化化をを図図るる。。ささららにに
起起案案文文書書ななどど従従来来紙紙でで保保存存ししてていいたた書書類類ににつついいてて、、全全ててシシスステテムムでで保保存存すするる。。
ペペーーパパーーレレスス化化にによよるるココスストト削削減減、、文文書書保保存存場場所所のの削削減減、、文文書書のの迅迅速速なな検検索索、、電電
子子決決裁裁導導入入ななどど業業務務効効率率化化をを図図るるたためめ、、テテナナンントトビビルル管管理理シシスステテムムをを活活用用しし、、更更
ななるる業業務務ププロロセセススのの見見直直ししややセセキキュュリリテティィ強強化化をを行行うう。。
◆◆リリーーシシンンググななどどののテテナナンントトビビルル管管理理のの専専門門知知識識をを持持っったた人人材材をを自自社社でで育育成成すするる。。
◆◆施施設設全全体体のの集集客客向向上上ににつつななががるる販販促促企企画画やや広広告告、、先先端端技技術術をを活活用用ししたたププロロモモーー
シショョンン活活動動がが可可能能なな専専門門的的なな知知識識をを持持つつ人人材材をを育育成成すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

総総合合ママネネジジ
メメンントトシシスス
テテムムのの構構築築

目目
標標
①①
②②

支支払払処処理理のの流流れれをを検検証証しし、、そそれれをを
踏踏ままええたたシシスステテムム改改修修をを行行いい、、押押
印印箇箇所所やや不不要要なな手手続続ききのの削削減減をを図図
るる。。
シシスステテムム内内のの情情報報のの取取扱扱いいをを検検証証
しし、、セセキキュュリリテティィ強強化化ししたた改改修修をを
行行うう。。

テテナナンントト管管理理シシスステテムム（（総総合合ママネネジジメメンントト
シシスステテムム））のの構構築築ににつついいててはは、、テテナナンントト情情
報報のの一一元元化化（（位位置置、、契契約約、、工工事事履履歴歴、、交交渉渉
経経緯緯））、、文文書書のの電電子子化化にによよるるペペーーパパーーレレスス、、
承承認認権権限限付付与与にによよるる情情報報流流出出・・不不正正防防止止のの
セセキキュュリリテティィ強強化化をを行行いい、、全全面面的的にに刷刷新新すす
るるここととががででききたた。。

電電子子化化にによよりり文文書書保保存存のの軽軽量量化化（（工工事事図図面面））のの
ほほかか、、従従来来手手作作業業ででああっったた例例月月のの家家賃賃請請求求、、光光
熱熱水水費費支支払払いいななどどのの煩煩雑雑なな経経理理ププロロセセススがが改改善善。。
社社内内PPTTをを立立ちち上上げげ、、よよりり使使いいややすすいい画画面面レレイイアア
ウウトトななどどをを議議論論しし、、業業務務効効率率化化にに資資すするるユユーー
ザザーーイインンタターーフフェェーーススをを検検討討ししたた。。

前前年年度度ののシシスステテムム改改修修をを踏踏ままええ、、セセ
キキュュリリテティィをを強強化化ししたたテテナナンントトビビルル
管管理理シシスステテムムのの構構築築・・運運用用（（テテナナンン
トト数数：：7700））
イインンボボイイスス制制度度等等ににもも対対応応すするるシシスス
テテムムにに改改善善すするる。。

リリーーシシンンググ
ななどど専専門門知知
識識をを持持っったた
人人材材のの育育成成

目目
標標
③③

リリーーシシンンググ業業務務にに必必要要なな不不動動産産のの
知知識識やや幅幅広広いい専専門門的的ななビビジジネネススのの
知知識識をを含含めめ外外部部のの研研修修をを積積極極的的にに
受受講講ささせせ、、ビビルル管管理理のの専専門門知知識識をを
習習得得ささせせるる（（１１人人））

シショョッッピピンンググセセンンタターーににおおけけるる基基本本管管理理運運
営営ののセセミミナナーーにに参参加加（（１１名名））しし、、テテナナンントト
ササポポーートト、、リリーーシシンンググやや施施設設管管理理にに関関すするる
専専門門知知識識をを学学んんだだ。。そそのの結結果果、、テテナナンントト退退
去去情情報報のの把把握握かからら次次期期テテナナンントト希希望望者者ととのの
調調整整ままでで、、切切れれ目目ななくく行行ええるるよよううににななっったた。。

シショョッッピピンンググセセンンタターー協協会会ののセセミミナナーーススケケ
ジジュューールルをを確確認認ししてて、、業業務務にに取取りり組組むむににああたたっっ
てて必必要要なな実実務務テテーーママののセセミミナナーーにに参参加加ししたた。。
外外部部研研修修でで学学んんだだススキキルルをを社社内内還還元元すするるここととでで、、
各各担担当当社社員員のの知知識識のの涵涵養養にに取取りり組組んんだだ。。

団団体体社社員員にに、、リリーーシシンンググ業業務務にに必必要要
なな不不動動産産のの知知識識ななどどをを習習得得ささせせるるたた
めめ、、外外部部のの研研修修をを積積極極的的にに受受講講ささせせ
るる。。
先先進進事事例例やや法法律律関関係係ななどどのの幅幅広広いい知知
識識をを習習得得すするる。。

先先端端技技術術をを
活活用用ししたたププ
ロロモモーーシショョ
ンンがが可可能能なな
専専門門的的人人材材
のの育育成成

目目
標標
④④

パパオオレレビビルルにに設設置置ししたたデデジジタタルルササ
イイネネーージジのの積積極極的的なな活活用用をを図図るるたた
めめ、、外外部部のの研研修修をを積積極極的的にに受受講講すす
るるななどど動動画画作作成成やや編編集集作作業業ののススキキ
ルルをを習習得得ささせせるる（（１１人人））

外外部部研研修修をを受受講講しし、、動動画画作作成成・・編編集集のの実実践践
力力をを強強化化ししたた。。テテレレワワーーククスステテーーシショョンンのの
宣宣伝伝動動画画をを職職員員自自らら作作成成しし、、デデジジタタルルササイイ
ネネーージジでで掲掲出出ししたた。。ままたた、、「「南南大大沢沢ススママーー
トトシシテティィウウィィーークク」」のの開開会会式式（（1111月月2255日日））
ででののデデジジタタルルササイイネネーージジにによよるる演演出出はは、、操操
作作等等をを委委託託にによよららずず対対応応ししたた。。

自自社社ににおおいいてて、、ププロロモモーーシショョンン技技術術
（（PPhhoottoosshhoopp等等のの専専用用ソソフフトト類類））をを使使いいななががらら、、
営営業業活活動動ででききるる人人材材をを育育成成すするるここととががででききたた。。

団団体体社社員員にに、、各各テテナナンントトのの売売上上向向上上
のの施施策策提提案案やや、、施施設設全全体体のの集集客客向向上上
ににつつななががるるププロロモモーーシショョンン、、販販促促事事
業業のの専専門門知知識識にに関関すするる外外部部研研修修をを積積
極極的的にに受受講講ささせせ習習得得ささせせるる。。
会会社社独独自自ででププロロモモーーシショョンンのの動動画画ココ
ンンテテンンツツをを作作成成すするるととととももにに、、ホホーー
ムムペペーージジ作作成成能能力力をを向向上上ささせせるる。。

（株）多摩ニュータウン開発センター

戦戦略略１１ 機機能能的的なな組組織織運運営営のの実実施施

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

開
発
セ
ン
タ
ー

開
発
セ
ン
タ
ー

- 239 -



３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
・・ココロロナナ流流行行前前のの収収入入をを確確保保すするる。。

1122..22億億円円（（賃賃料料、、駐駐車車場場収収入入））

【【目目標標②②】】
・・民民事事再再生生債債務務縮縮小小

都都へへのの債債務務残残高高 77..11億億円円（（22002233年年度度末末））

【【目目標標①①】】賃賃貸貸収収入入ははココロロナナ流流行行前前のの水水準準にに戻戻りりつつつつああるる一一方方、、駐駐車車場場収収入入ににつついい
ててはは入入庫庫台台数数ははほほぼぼ回回復復ししてていいるるがが割割引引時時間間内内のの駐駐車車がが増増ええてていいるるたためめ時時間間貸貸しし収収
入入がが伸伸びび悩悩みみ、、ココロロナナ禍禍にによよるる行行動動様様式式のの変変化化のの影影響響がが見見らられれるる。。大大規規模模修修繕繕ににつつ
いいててはは、、長長期期修修繕繕計計画画にに基基づづきき着着実実にに実実施施ししてておおりり、、今今後後もも借借入入金金ななししでで対対応応でできき
るる見見込込みみででああるる。。

【【目目標標②②】】東東京京都都へへのの民民事事再再生生債債務務のの返返済済はは、、計計画画どどおおりり実実施施ででききるる見見通通しし

戦略を設定する理由・背景
ココロロナナ禍禍ににおおいいてて、、近近隣隣地地域域でで店店舗舗売売上上低低迷迷のの結結果果、、飲飲食食店店ややササーービビスス店店ななどどのの閉閉店店がが多多くくななっってていいるる。。テテナナンントトのの撤撤退退をを防防止止しし、、安安定定ししたた収収益益をを確確保保すするるたためめ、、建建
物物のの魅魅力力をを高高めめ競競争争力力向向上上をを図図るる。。

団体における現状（課題）
◆◆22001177年年度度かからら東東京京都都にに対対すするる債債務務償償還還がが始始ままりり、、22002266年年度度ままでで今今後後、、毎毎年年３３億億
円円程程度度、、計計約約2277億億円円をを弁弁済済すするるここととににななるる。。

一一方方でではは、、主主要要ビビルルがが築築2277年年経経過過しし、、建建物物、、設設備備のの老老朽朽化化がが進進行行ししてておおりり、、大大
規規模模修修繕繕ののたためめ22002266年年度度ままででにに総総額額約約3377億億円円のの費費用用をを見見込込んんででいいるる。。

ままたたココロロナナ禍禍にによよりり、、テテナナンントトのの撤撤退退もも予予想想さされれるる。。
ここののたためめ、、必必要要資資金金のの確確保保にに向向けけてて、、主主要要事事業業ででああるる不不動動産産賃賃貸貸ににおおいいてて、、適適

正正なな賃賃料料水水準準ののももとと、、テテナナンントトのの維維持持・・確確保保がが必必要要ででああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆今今後後のの債債務務弁弁済済とと大大規規模模修修繕繕ののたためめのの費費用用増増加加にに対対しし、、主主要要事事業業ででああるる不不動動産産
賃賃貸貸ににおおいいてて、、テテナナンントトのの撤撤退退にに対対ししてて、、迅迅速速なな後後継継テテナナンントトのの入入居居にに努努めめ、、空空
室室期期間間をを極極力力短短くくすするるななどど、、テテナナンントトをを確確実実にに維維持持しし、、安安定定的的にに収収入入をを確確保保しし続続
けけるるここととがが必必要要不不可可欠欠ででああるる。。ここののたためめ、、大大規規模模修修繕繕計計画画にに基基づづききリリニニュューーアアルル
をを着着実実にに進進めめ、、新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染対対策策をを踏踏ままええたた非非接接触触型型機機器器のの導導入入ななどど、、
執執務務・・滞滞在在環環境境のの向向上上にによよりり競競合合ビビルルととのの差差別別化化をを図図るる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

建建物物のの魅魅力力
をを高高めめ競競争争
力力向向上上ににつつ
ななががるるリリ
ニニュューーアアルル
のの着着実実なな実実
施施

目目
標標
①①

（（パパオオレレビビルル））
避避難難誘誘導導灯灯改改修修、、トトッッププラライイトト改改
修修、、外外壁壁改改修修
（（ガガレレリリアア・・ユユギギ））
受受変変電電設設備備改改修修（（工工事事））、、エエススカカ
レレーータターー改改修修

（（パパオオレレビビルル））
避避難難誘誘導導灯灯ののLLEEDD化化ににつついいてて、、部部品品調調達達等等
のの工工事事準準備備をを実実施施
トトッッププラライイトト及及びび外外壁壁改改修修ににつついいててはは、、状状
態態がが良良好好ななたためめ繰繰延延
（（ガガレレリリアア・・ユユギギ））
受受変変電電設設備備改改修修はは22002222年年度度第第一一四四半半期期にに完完
了了
エエススカカレレーータターー改改修修はは工工事事計計画画をを調調整整中中

受受変変電電設設備備改改修修にに当当たたっっててはは、、売売上上にに影影響響をを及及
ぼぼささなないいよようう、、ビビルルのの営営業業時時間間内内のの停停電電をを回回避避
ししななががらら実実施施ししたた。。
キキャャッッシシュュフフロローーをを考考慮慮にに入入れれななががらら、、長長期期修修
繕繕計計画画見見直直ししやや修修繕繕積積立立金金をを活活用用すするるここととでで、、
借借入入ををすするるここととななくく必必要要なな修修繕繕をを行行っったた。。

状状態態がが良良好好なな項項目目をを繰繰延延べべ、、よよりり優優
先先度度がが高高いい項項目目にに対対応応すするる。。
（（パパオオレレビビルル））
避避難難誘誘導導灯灯改改修修、、非非常常放放送送設設備備改改修修
（（ガガレレリリアア・・ユユギギ））
エエススカカレレーータターー改改修修にに向向けけたた施施工工のの
安安全全性性確確認認
基基本本照照明明器器具具等等交交換換

収収益益のの安安定定
的的なな確確保保

目目
標標
①①
③③

ココロロナナ禍禍のの中中、、テテナナンントトへへののヒヒアア
リリンンググにによよりり経経営営状状況況をを把把握握しし、、
撤撤退退有有無無にに関関わわららずず常常時時後後継継テテナナ
ンントトのの情情報報をを収収集集しし空空室室期期間間をを短短
縮縮。。ままたた、、駐駐車車場場割割引引認認証証施施設設のの
拡拡大大等等にによよりり安安定定ししたた収収益益確確保保とと
着着実実なな返返済済をを履履行行
賃賃貸貸収収入入 約約99..44億億円円
駐駐車車場場収収入入 約約22..55億億円円
債債務務残残高高 1100..22億億円円（（都都へへのの債債
務務残残高高））

賃賃貸貸収収入入 約約77..00億億円円
駐駐車車場場収収入入 約約11..77億億円円
債債務務残残高高 約約1133..44億億円円（（22002222年年度度分分をを22002233
年年33月月にに支支払払予予定定→→債債務務残残高高 約約1100..22億億
円円））

休休業業要要請請にに伴伴うう賃賃料料免免除除終終了了のの一一方方、、引引きき続続きき
入入居居率率ははほほぼぼ110000％％のの水水準準でで維維持持さされれてていいるるここ
ととかからら、、賃賃貸貸収収入入ははココロロナナ流流行行前前のの水水準準にに戻戻っっ
ててききてていいるる。。
駐駐車車場場収収入入ににつついいててはは22002211年年度度とと比比較較すするるとと増増
加加ししてていいるるがが、、ココロロナナ禍禍かかららのの利利用用形形態態のの変変化化
がが見見らられれ、、駐駐車車場場利利用用ササーービビスス時時間間内内ででのの出出庫庫
がが多多くく11台台当当たたりりのの利利用用時時間間がが十十分分にに回回復復せせずず、、
ココロロナナ前前のの水水準準ににはは戻戻っってていいなないい。。

テテナナンントトへへののヒヒアアリリンンググにによよりり経経営営
状状況況をを把把握握、、撤撤退退有有無無にに関関わわららずず常常
時時テテナナンントトのの情情報報をを収収集集しし、、先先行行的的
ななリリーーシシンンググをを行行いい空空室室期期間間をを短短縮縮。。
ままたた、、駐駐車車場場割割引引認認証証施施設設のの拡拡大大等等
にによよりり、、駐駐車車場場のの利利用用時時間間・・台台数数のの
拡拡大大をを目目指指すす。。
賃賃貸貸収収入入 約約99..66億億円円、、駐駐車車場場収収入入
約約22..66億億円円
債債務務残残高高 77..11億億円円（（都都へへのの債債務務残残
高高））

（株）多摩ニュータウン開発センター

戦戦略略２２ 安安定定ししたた収収益益確確保保とと計計画画的的ななビビルル管管理理

戦略の性質
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
・・実実証証的的、、段段階階的的なな取取組組でで一一定定のの効効果果がが認認めめらられれたたももののににつついいてて事事業業化化実実施施

【【目目標標②②】】
・・キキーーテテナナンントトととののププロロモモーーシショョンン活活動動強強化化ななどどにによよるる先先端端技技術術のの地地域域実実装装

【【目目標標③③】】
・・駐駐車車場場利利用用ににおおけけるる利利便便性性のの向向上上

【【目目標標①①】】
テテレレワワーーククスステテーーシショョンンはは、、モモデデルル事事業業をを踏踏ままええ、、22002222年年４４月月かからら常常設設でで設設置置。。同同
年年1100月月かかららはは新新たたにに個個別別ワワーーククボボッッククススののササーービビススをを開開始始

【【目目標標②②】】
南南大大沢沢ススママーートトシシテティィ協協議議会会のの検検討討をを踏踏ままええ、、電電動動キキッッククボボーードド及及びびススママーートトフフォォ
ンン充充電電ババッッテテリリーーレレンンタタルル機機（（広広告告ササイインン付付））のの運運用用をを開開始始

【【目目標標③③】】
駐駐車車場場ののキキャャッッシシュュレレススシシスステテムムににククレレジジッットトカカーードドのの利利用用機機能能をを追追加加。。

戦略を設定する理由・背景
都都のの施施策策にによよりり南南大大沢沢地地区区がが最最先先端端のの研研究究ととIICCTT活活用用にによよるる住住民民生生活活のの向向上上がが融融合合ししたた持持続続可可能能ななススママーートトエエリリアアととししてて発発展展すするるよようう望望ままれれてていいるる。。ままたた、、南南大大沢沢駅駅前前
にに３３棟棟のの商商業業・・業業務務施施設設、、２２カカ所所のの駐駐車車場場をを運運営営すするる都都のの政政策策連連携携団団体体ととししてて、、地地域域住住民民のの生生活活利利便便ののたためめ、、地地域域のの健健全全なな発発展展にに貢貢献献すするる。。

団体における現状（課題）
◆◆新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの影影響響でで、、新新たたなな生生活活様様式式がが求求めめらられれてておおりり、、そそれれ
にに対対応応ししたた取取組組がが必必要要ととさされれてていいるる。。従従来来ビビルル管管理理事事業業がが主主体体ののたためめ、、地地域域のの
ニニーーズズもも把把握握ししてていいなないい。。
◆◆南南大大沢沢ススママーートトシシテティィ協協議議会会ののメメンンババーーととししてて、、先先端端技技術術のの活活用用をを図図りりななががらら、、
地地域域のの課課題題やや対対応応策策ににつついいててのの検検討討がが求求めめらられれてていいるる。。
◆◆現現在在、、非非接接触触IICCカカーードドやや携携帯帯電電話話をを利利用用ししたた電電子子決決済済がが急急速速にに普普及及ししてていいるるがが、、
駐駐車車場場精精算算がが現現金金ののみみでで、、利利便便性性にに欠欠けけるる。。

課題解決の⼿段
◆◆22002200年年度度にに実実施施ししたた一一般般的的ななニニーーズズ把把握握調調査査ををささららにに掘掘りり下下げげ、、地地域域ののニニーーズズ
把把握握をを随随時時行行いい、、会会社社のの保保有有資資産産をを活活用用ししたた取取組組をを実実証証的的、、段段階階的的にに実実施施すするる。。
◆◆都都とと連連携携ししななががらら会会社社のの地地域域貢貢献献事事業業のの実実施施をを進進めめるる。。
◆◆駐駐車車場場精精算算機機ののキキャャッッシシュュレレススシシスステテムムへへのの対対応応をを進進めめるる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

地地域域貢貢献献にに
資資すするる新新規規
事事業業実実施施

目目
標標
①①

前前年年度度にに実実施施ししたた地地域域のの貢貢献献にに資資
すするる事事業業のの検検討討にに基基づづきき、、地地元元のの
企企業業やや団団体体ななどどのの情情報報ををデデジジタタルル
ササイイネネーージジをを利利用用ししてて発発信信すするるここ
ととややシシェェアアササイイククルル事事業業へへのの協協力力
ななどど、、地地域域のの貢貢献献にに資資すするるパパイイ
ロロッットト事事業業のの試試行行
前前年年度度のの検検証証をを基基にに、、テテレレワワーークク
スステテーーシショョンンのの運運営営形形態態のの確確立立

デデジジタタルルササイイネネーージジをを活活用用しし、、警警察察・・消消防防、、
ＨＨＴＴＴＴ等等のの行行政政情情報報、、周周辺辺ののイイベベンントト等等にに
つついいてて発発信信。。テテレレワワーーククスステテーーシショョンンはは、、
利利用用者者かからら要要望望ががああっったた個個別別ボボッッククススをを設設
置置ししててササーービビススをを開開始始

所所管管課課とと連連携携しし、、都都政政にに関関すするる重重要要課課題題ににつついい
てて、、早早期期にに対対応応ししたた。。
テテレレワワーーククスステテーーシショョンンはは、、個個別別ワワーーククボボッックク
ススをを設設置置ししたたここととにによよりり、、一一人人当当たたりりのの利利用用時時
間間がが増増加加傾傾向向ににああるる。。
1100月月：：利利用用時時間間445500分分
1111月月：：利利用用時時間間996600分分（（前前月月比比約約221133%%））

来来街街者者のの回回遊遊性性向向上上にに向向けけ、、ガガレレリリ
アア屋屋上上をを有有効効活活用用((ススポポーーツツ幼幼児児園園がが
22002233年年春春開開設設予予定定))。。テテレレワワーーククスス
テテーーシショョンンはは、、自自習習ややWWEEBB会会議議等等をを提提
案案、、損損益益分分岐岐点点（（1166万万円円//月月））ををククリリ
アアすするる。。

５５GGななどど先先
端端技技術術をを活活
用用ししたたスス
ママーートトシシ
テティィのの推推進進

目目
標標
②②

前前年年度度ののススママーートトシシテティィ協協議議会会のの
検検討討をを踏踏ままええ、、パパオオレレビビルルにに新新たた
にに設設置置ししたたデデジジタタルルササイイネネーージジにに
おおいいてて、、例例ええばば利利用用者者ととココンンテテンン
ツツ提提供供者者のの双双方方向向ででのの利利用用をを実実現現
すするるよよううなな先先端端技技術術をを活活用用ししたた実実
証証実実験験のの実実施施
デデジジタタルルササイイネネーージジ前前ののふふれれああいい
広広場場をを活活用用しし、、広広場場ののイイベベンントトをを
ササイイネネーージジででラライイブブ配配信信すするるななどど、、
賑賑わわいいをを創創出出

物物産産展展、、地地元元ススポポーーツツチチーームムののチチアアダダンンスス、、
楽楽器器演演奏奏会会、、デデジジタタルルササイイネネーージジととふふれれああ
いい広広場場をを活活用用ししたた多多様様なな双双方方向向型型イイベベンントト
をを実実施施。。ラライイブブ配配信信ののほほかか人人流流デデーータタのの蓄蓄
積積・・分分析析がが可可能能ななラライイブブカカメメララをを設設置置。。スス
ママーートトシシテティィ協協議議会会のの取取組組でではは、、ガガレレリリアア
敷敷地地にに電電動動キキッッククボボーードド約約５５台台分分ののポポーートト
設設置置。。同同屋屋上上にに太太陽陽光光発発電電をを設設置置運運用用。。パパ
オオレレににEEVVカカーーシシェェアアをを２２台台設設置置

当当社社のの保保有有すするる設設備備ににつついいてて、、ネネッットト広広告告、、テテ
ナナンントト・・個個別別営営業業のの販販促促活活動動
イイベベンントトのの実実施施調調整整にに際際ししててはは現現地地確確認認ののううええ
でで設設備備等等ににつついいてて説説明明及及びび提提案案等等をを実実施施
キキッッククボボーードドににつついいててはは有有料料貸貸出出ポポーートトののほほかか、、
充充電電・・メメンンテテナナンンススにに必必要要なな場場所所のの設設置置調調整整にに
つついいててもも速速ややかかにに対対応応、、設設置置済済みみ

ススママーートトシシテティィ協協議議会会のの事事務務局局がが
22002233年年度度かからら当当社社にに移移管管さされれるるたためめ
一一層層注注力力すするる。。ユユーーザザーー・・ラライイドド分分
析析をを踏踏ままええ、、電電動動キキッッククボボーードドのの
ポポーートト増増設設にに対対応応。。デデジジタタルルササイイ
ネネーージジ連連動動ののラライイブブカカメメララにによよりり、、
曜曜日日・・イイベベンントト・・天天候候別別にに人人流流をを分分
析析しし、、テテナナンントト誘誘致致等等にに活活用用検検討討。。
物物産産展展ででのの利利用用拡拡大大にに向向けけ、、利利便便性性
向向上上にに資資すするる備備品品をを充充実実。。デデジジタタルル
をを活活用用ししたた高高齢齢者者支支援援のの取取組組（（例例：：
ドドロローーンン配配送送））ににつついいてて、、課課題題をを整整
理理しし、、事事業業化化をを検検討討

駐駐車車場場精精算算
機機ののキキャャッッ
シシュュレレススシシ
スステテムムのの導導
入入

目目
標標
③③

前前年年度度にに設設置置ししたた電電子子ママネネーーのの使使
用用がが可可能能なな精精算算機機ににククレレジジッットト
カカーードドのの利利用用機機能能追追加加

駐駐車車場場精精算算機機にに、、ククレレジジッットトカカーードドのの利利用用
機機能能ににつついいてて追追加加ししてて運運用用開開始始（（４４月月））

駐駐車車場場精精算算機機ににククレレジジッットトカカーードドのの利利用用機機能能をを
追追加加。。第第１１駐駐車車場場（（パパオオレレビビルル１１階階～～３３階階））でで
ははククレレジジッットトカカーートト支支払払いいがが進進んんででおおりり、、売売上上
のの５５割割程程をを占占めめるるここととももあありり有有効効にに利利用用さされれてて
いいるる。。

電電子子ママネネーー及及びびククレレジジッットトカカーードドのの
利利用用デデーータタをを活活用用しし、、利利用用者者のの行行動動
動動向向のの分分析析、、販販促促活活動動のの情情報報活活用用

駐駐車車場場合合算算
処処理理にに向向けけ
たた近近隣隣商商業業
施施設設ととのの連連
携携

目目
標標
③③

EETTCCをを活活用用ししたたチチケケッットトレレスス、、
キキャャッッシシュュレレススにによよるる駐駐車車料料金金決決
済済シシスステテムム導導入入事事例例のの検検証証

空空港港駐駐車車場場ななどど、、EETTCCをを利利用用ししたた駐駐車車場場料料
金金決決済済のの導導入入事事例例をを調調査査しし、、事事業業化化のの可可能能
性性をを検検討討

近近隣隣商商業業施施設設ととシシスステテムム導導入入ににつついいててヒヒアアリリンン
ググをを実実施施

長長期期修修繕繕計計画画にによよるる設設備備投投資資ののタタイイ
ミミンンググをを踏踏ままええつつつつ、、費費用用対対効効果果のの
観観点点かからら調調査査・・検検討討をを継継続続

（株）多摩ニュータウン開発センター

戦戦略略３３ 南南大大沢沢地地域域にに貢貢献献すするる活活動動のの推推進進

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■ 「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略
・・戦戦略略９９：：都都市市のの機機能能ををささららにに高高めめるる戦戦略略 ・・戦戦略略1100：：ススママーートト東東京京・・TTOOKKYYOO  DDaattaa  HHiigghhwwaayy戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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２８ 株式会社東京国際フォーラム 
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2023年度改訂版のポイント

◆戦略１ コロナの影響による変化に応じた営業戦略の構築
経営理念・経営指針に基づき、到達すべき⽬標についてより具体的、かつ、わかりやすい表現
となるよう３年後の到達⽬標等を改訂

◆依然として厳しい経営状況が続く中、営業戦略の更なる強化に資する取組を推進し、経営課題
の解決を図っていくため、個別取組事項を⾒直し「店舗や遊休スペースを活⽤した収益確保」
について、店舗以外の遊休スペースの活⽤策の検討を追記

【プランの主な改訂内容】

㈱東京国際フォーラム

個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

新たな店舗戦略
の検討・実施

○店舗構成コンセプトに基づき店舗
ラインナップ完了
○店舗構成の検証
○新規店舗１件

店舗や遊休ス
ペースを活⽤し
た収益確保

○新規店舗２件
○店舗以外の遊休スペースの活⽤策
検討

戦略１ コロナの影響による変化に応じた営業戦略の構築
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標①】
・新たな催事案件の継続的な獲得

【⽬標④】
・空き店舗区画の解消
件数３件⇒０件

【⽬標⑤】
・国際会議 ２件獲得／年

【⽬標①】
・⼤丸有地区をはじめ東京の産業・⽂化の振興に資す
る新たな催事案件の継続的な獲得
⽬標︓３カ年で計60件

【⽬標④】
・空き店舗区画の解消による収⼊の増加
件数３件⇒０件

【⽬標⑤】
・産業⼒の強化や都市のプレゼンスの向上に資する国
際会議を2件獲得
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戦略を設定する理由・背景
新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの拡拡大大にによよりり当当館館ででのの催催事事はは大大幅幅にに減減少少ししてていいるる。。今今後後はは感感染染がが収収束束にに向向かかうう中中、、催催事事のの種種別別ににももよよるるがが、、徐徐々々にに従従来来のの状状態態にに回回復復すするる

想想定定ををももととにに、、適適宜宜そそのの状状況況にに応応じじたた営営業業戦戦略略にによよりり収収益益をを回回復復ささせせてていいくく。。

団体における現状（課題）
■■当当面面、、当当館館でで開開催催さされれるる催催事事件件数数のの落落ちち込込みみにによよるる売売上上のの低低迷迷がが続続くくとと予予想想
■■ココロロナナ以以前前のの水水準準近近くくままでで稼稼働働率率をを回回復復ささせせ、、売売上上をを確確保保すするるここととにによよりり財財務務
状状況況をを改改善善すするるここととがが必必要要
■■ココロロナナ収収束束後後のの経経営営改改善善にに向向けけたた新新たたなな収収入入確確保保策策がが必必要要
■■イイベベンントト自自粛粛等等にに伴伴うう来来場場者者減減少少ややテテレレワワーーククにによよるる出出勤勤者者減減少少のの影影響響でで館館内内
飲飲食食店店等等テテナナンントトのの売売上上はは低低迷迷しし、、退退店店すするるテテナナンントトがが発発生生
■■ココロロナナのの影影響響をを踏踏ままええたた新新たたななニニーーズズやや視視点点ででのの店店舗舗戦戦略略がが必必要要
■■当当面面、、国国際際会会議議開開催催のの方方向向性性がが不不透透明明なな状状況況のの中中、、更更ななるる誘誘致致獲獲得得をを進進めめてていい
くくたためめにに現現状状にに即即ししたた臨臨機機応応変変なな取取組組ややポポスストトココロロナナをを想想定定ししたた中中長長期期的的なな戦戦略略
がが必必要要

課題解決の⼿段
■■ココロロナナ禍禍ややココロロナナ収収束束後後をを見見据据ええたた新新たたななタターーゲゲッットトのの取取りり込込みみにに向向けけたた販販促促
強強化化
■■ココロロナナ禍禍等等ででのの催催事事開開催催にに対対応応ししたた備備品品・・ササーービビスス提提供供ななどど顧顧客客ササーービビスス強強化化
■■広広告告媒媒体体のの開開拓拓、、実実態態にに則則ししたた新新たたなな商商品品のの開開発発
■■ココロロナナにによよるる影影響響をを踏踏ままええたた飲飲食食店店舗舗区区画画のの新新たたなな活活用用策策のの検検討討（（テテイイククアアウウ
トトがが強強みみのの店店舗舗、、飲飲食食とと物物販販ののハハイイブブリリッッドド型型店店舗舗ななどど））
■■新新規規店店舗舗参参入入障障壁壁のの解解消消にに向向けけたた入入店店条条件件のの見見直直しし
■■オオリリパパララレレガガシシーーのの活活用用ななどど当当社社のの強強みみをを活活かかししたた誘誘致致活活動動
■■地地域域連連携携やや人人材材育育成成をを強強化化すするるななどど戦戦略略的的なな取取組組をを構構築築

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

年年度度毎毎のの新新
たたなな催催事事
タターーゲゲッットト
選選定定及及びび販販
促促活活動動のの実実
施施

目目
標標
①①
②②

・・ココロロナナががやややや沈沈静静化化すするる見見込込みみ
ととししてて、、新新たたななタターーゲゲッットト選選定定にに
よよるる販販促促活活動動実実施施
通通信信（（５５GG））、、自自動動運運転転（（LLvv４４））、、
ココミミュュニニケケーーシショョンンツツーールルのの高高機機
能能化化（（VVRR,,TTEE））ななどど。。
獲獲得得目目標標 2200件件

・・注注目目業業界界をを選選定定しし、、IITT//ククララウウドド、、住住宅宅
販販売売、、化化粧粧品品関関連連、、食食品品飲飲料料業業界界へへアアププ
ロローーチチをを行行っったた結結果果、、4422件件のの新新規規のの業業界界かか
らら案案件件をを獲獲得得ししたた。。

・・新新たたななタターーゲゲッットトをを選選定定すするるたためめ、、注注目目業業界界
をを選選定定しし、、従従来来取取引引ののななかかっったた業業界界へへのの販販促促活活
動動をを強強化化ししたた結結果果、、新新規規獲獲得得件件数数をを伸伸ばばすすこことと
ががででききたた。。

・・ココロロナナがが概概ねね沈沈静静化化すするる見見込込みみとと
ししてて、、新新たたななタターーゲゲッットト選選定定にによよるる
販販促促活活動動実実施施
人人へへのの支支援援（（非非接接触触ロロボボッットト））、、官官
民民共共創創（（ススタターートトアアッッププ））、、再再生生可可
能能エエネネルルギギーー（（太太陽陽光光、、風風力力））ななどど。。
獲獲得得目目標標 2200件件

利利用用者者ニニーー
ズズにに応応じじたた
新新たたななササーー
ビビスス導導入入のの
検検討討・・実実施施

目目
標標
①①
②②

・・ココロロナナ長長期期化化にによよるる催催事事ススタタンン
ダダーードドのの変変化化にに対対応応ししたた営営業業ツツーー
ルルのの見見直直しし
・・社社会会状状況況のの変変化化にに伴伴うう新新たたなな開開
催催支支援援増増収収にに向向けけててのの備備品品更更新新、、
ササーービビススのの導導入入
・・地地上上広広場場でで展展開開すするるキキッッチチンン
カカーーででのの飲飲食食提提供供ににつついいてて、、キキッッ
チチンンカカーーののポポテテンンシシャャルルをを活活かかしし、、
利利用用者者ニニーーズズをを踏踏ままええたた営営業業展展開開
をを検検討討

・・会会議議室室配配信信のの需需要要がが増増加加ししてておおりり、、ササーー
ビビスス案案内内チチララシシをを更更新新すするるななどどPPRRのの強強化化にに
よよりり、、更更ななるる受受注注ににつつななげげたた。。
・・貸貸出出LLAANNのの通通信信環環境境性性能能向向上上にに向向けけ、、備備
品品購購入入及及びび対対応応回回線線のの開開通通時時期期のの調調整整をを
行行っったた。。
・・ケケーータタリリンンググササーービビススにによよるるキキッッチチンン
カカーーででののラランンチチ営営業業のの本本格格稼稼働働をを開開始始ししたた。。

・・会会議議室室単単独独利利用用のの催催事事でではは配配信信をを目目的的ととししたた
LLAANNササーービビススのの需需要要がが増増加加しし、、顧顧客客へへ回回線線特特徴徴
等等のの説説明明をを簡簡易易ににででききるるよよううチチララシシををわわかかりりやや
すすくく刷刷新新ししたた。。
・・通通信信速速度度1100GG需需要要のの高高ままりりをを受受けけ、、同同速速度度のの
イインンフフララをを利利用用すするるたためめににはは1100GG対対応応機機器器をを導導
入入すするるここととがが必必要要ななここととかからら、、22002222年年～～22002244年年
のの３３かか年年ににてて整整備備をを進進めめてていいるる。。
・・昨昨年年度度のの試試行行をを経経てて、、メメニニュューー、、価価格格面面でで、、
地地上上広広場場のの既既存存ののキキッッチチンンカカーーととのの差差別別化化をを図図
りり、、地地上上広広場場のの活活性性化化とと、、相相乗乗効効果果にによよるる売売上上
増増をを図図っってていいるる。。

・・ココロロナナ収収束束後後のの催催事事需需要要のの見見極極めめ
とと効効率率的的なな開開催催支支援援のの検検討討
・・1100GG対対応応機機器器導導入入にに向向けけたた備備品品購購入入
計計画画策策定定
・・地地上上広広場場ののキキッッチチンンカカーーににつついいてて、、
利利用用者者ニニーーズズをを踏踏ままええたた営営業業展展開開のの
実実施施

デデジジタタルルササ
イイネネーージジ等等
をを活活用用ししたた
広広告告展展開開

目目
標標
③③

・・新新たたなな広広告告収収入入策策のの策策定定及及びび実実
施施にに向向けけたた検検討討

・・既既存存ののタタッッチチパパネネルル式式ササイイネネーージジははココロロ
ナナ禍禍にによよりり休休止止しし、、事事業業者者かからら新新たたなな媒媒体体
のの提提案案をを受受けけたたがが、、ココスストト面面等等かからら導導入入をを
見見送送っったた。。
・・ロロビビーーギギャャララリリーーやや地地上上広広場場ににおおいいてて会会
議議室室宣宣伝伝のの自自社社広広告告をを展展開開ししたた。。

・・デデジジタタルルササイイネネーージジ事事業業者者にによよるる提提案案はは、、機機
材材費費・・設設置置撤撤去去費費・・広広告告営営業業はは事事業業者者負負担担ででああ
りり、、当当社社はは自自社社広広告告枠枠がが付付与与さされれるるがが広広告告収収入入
がが無無いいたためめ、、導導入入をを見見送送っったた。。
・・ロロビビーーギギャャララリリーーやや地地上上広広場場のの自自社社広広告告ななどど、、
既既存存設設備備のの活活用用・・転転用用をを含含めめ、、デデジジタタルルササイイ
ネネーージジ以以外外のの手手法法もも幅幅広広くく検検討討ししてていいくく。。

・・新新たたなな広広告告収収入入策策のの実実施施
※※設設備備投投資資をを伴伴ううたためめ実実施施時時期期のの
変変更更あありり

店店舗舗やや遊遊休休
ススペペーーススをを
活活用用ししたた収収
益益確確保保

目目
標標
④④

・・新新規規店店舗舗開開店店準準備備及及びび開開店店
・・空空きき区区画画のの募募集集継継続続とと未未出出店店区区
画画のの方方向向性性策策定定
・・新新規規店店舗舗１１件件

・・８８月月よよりり、、新新規規店店舗舗「「ククリリススピピーーククリリーー
ムムドドーーナナッッツツ」」がが開開店店しし、、旗旗艦艦店店舗舗ととししてて
幅幅広広いいメメデディィアアにに取取りり上上げげらられれたた。。
・・事事務務所所ススペペーーススかかららテテナナンントトススペペーーススへへ
のの展展開開変変更更ののたためめのの法法令令確確認認とと区区画画整整備備工工
事事内内容容のの確確認認をを実実施施ししたた。。
・・空空きき店店舗舗のの施施設設ススペペッックク、、図図面面をを改改めめてて
社社内内でで確確認認しし手手戻戻りりのの無無いいよようう整整備備中中ででああ
るる。。

・・急急ピピッッチチでで工工事事をを行行いい開開店店をを迎迎ええたた。。開開店店時時
ににはは多多くくののメメデディィアアでで取取りり上上げげらられれるるななどど、、同同
店店のの旗旗艦艦店店ととししてて話話題題性性ののああるる店店舗舗ととななっってていい
るる。。
・・未未出出店店区区画画ににつついいててはは、、方方針針にに従従いい22002233年年度度
にに区区画画整整備備をを実実施施、、新新テテナナンントトととのの具具体体的的なな調調
整整をを開開始始すするる。。
・・1122月月以以降降空空きき区区画画へへののリリーーシシンンググ（（２２区区画画））
にに着着手手しし、、22002233年年度度ににはは新新規規出出店店をを目目指指すす。。

・・新新規規店店舗舗２２件件
・・店店舗舗以以外外のの遊遊休休ススペペーーススのの活活用用策策
検検討討

海海外外主主催催者者
向向けけ誘誘致致活活
動動のの強強化化及及
びびMMIICCEE人人材材
のの育育成成

目目
標標
⑤⑤

・・海海外外展展示示会会出出展展にによよるる情情報報収収集集
ととネネッットトワワーークク形形成成
（（オオンンラライインン参参加加をを含含めめ、、可可能能性性
ののああるるタターーゲゲッットトはは集集中中的的ににアアププ
ロローーチチ））
・・オオリリパパララレレガガシシーーをを活活用用ししたた誘誘
致致活活動動
・・新新規規誘誘致致２２件件
・・国国内内外外のの専専門門研研修修派派遣遣にによよるる人人
材材育育成成（（１１研研修修２２名名程程度度））

・・他他施施設設でで開開催催さされれてていいるる国国際際会会議議をを視視察察
しし、、同同施施設設のの営営業業担担当当者者ににココロロナナ禍禍ににおおけけ
るる運運営営方方法法等等ののヒヒアアリリンンググをを実実施施ししノノウウハハ
ウウのの獲獲得得にに努努めめたた。。ここううししたた取取組組もも活活かかしし
つつつつ、、国国際際会会議議案案件件２２件件をを新新たたにに受受注注ししたた。。
・・ススポポーーツツ競競技技団団体体やや関関連連団団体体ななどど５５件件にに
対対しし、、営営業業活活動動をを実実施施ししたた。。

・・22002222年年度度ににおおいいててはは、、専専門門研研修修派派遣遣ででははななくく、、
他他施施設設ののヒヒアアリリンンググをを通通じじてて人人材材育育成成をを行行っったた。。
・・ココロロナナ禍禍ににおおいいてて、、海海外外ココアアPPCCOOがが主主催催すするる
国国際際会会議議ををどどののよよううにに運運営営ししてていいるるかかをを営営業業担担
当当者者にに調調査査ををささせせるるここととにによよりり、、国国際際会会議議誘誘致致
及及びび運運営営手手法法ににつついいてて職職員員ののススキキルルアアッッププをを
図図っったた。。
・・引引きき続続きき海海外外展展示示会会ににおおけけるる情情報報収収集集をを行行いい、、
国国際際会会議議案案件件をを誘誘致致ししてていいくく。。

・・海海外外展展示示会会出出展展にによよるる情情報報収収集集とと
ネネッットトワワーークク形形成成（（オオンンラライインン参参加加
をを含含めめ、、可可能能性性ののああるるタターーゲゲッットトはは
集集中中的的ににアアププロローーチチ））、、誘誘致致案案件件のの
視視察察
・・オオリリパパララレレガガシシーーをを活活用用ししたた誘誘致致
活活動動
・・新新規規誘誘致致２２件件
・・国国内内外外のの専専門門研研修修派派遣遣にによよるる人人材材
育育成成（（２２名名程程度度））
・・オオンンラライインンななどど最最新新ののニニーーズズにに対対
応応可可能能ななMMIICCEE人人材材のの育育成成

（株）東京国際フォーラム

戦戦略略１１ ココロロナナのの影影響響にによよるる変変化化にに応応じじたた営営業業戦戦略略のの構構築築

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○

３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析
①①大大丸丸有有地地区区ををははじじめめ東東京京のの産産業業・・文文化化のの振振興興にに資資すするる新新たたなな催催事事案案件件のの継継
続続的的なな獲獲得得

目目標標：：３３かか年年でで計計6600件件
②②主主要要６６ホホーールル稼稼働働率率5599％％をを確確保保
（（修修繕繕等等にによよるる貸貸出出不不能能分分をを含含めめたた稼稼働働率率））
③③多多角角的的なな広広告告展展開開にによよるる広広告告収収入入のの確確保保
④④空空きき店店舗舗区区画画のの解解消消にによよるる収収入入のの増増加加
件件数数３３件件⇒⇒００件件
⑤⑤産産業業力力のの強強化化やや都都市市ののププレレゼゼンンスス向向上上にに資資すするる国国際際会会議議をを２２件件獲獲得得／／年年

・・注注目目業業界界をを選選定定しし販販促促活活動動をを強強化化ししたた結結果果、、新新たたなな業業界界かかららのの受受注注をを増増加加ささせせたた。。
・・主主要要６６ホホーールルのの稼稼働働率率はは6611..66％％ででああっったた。。
・・広広告告展展開開ににつついいててはは、、費費用用負負担担のの少少なないい既既存存設設備備のの活活用用にによよるる自自社社広広告告のの展展開開をを
行行っったた。。
・・店店舗舗ににつついいててはは新新規規飲飲食食店店１１件件をを開開店店。。未未出出店店区区画画ににつついいててもも区区画画整整備備をを実実施施しし、、
新新テテナナンントトのの誘誘致致をを図図っってていいくく。。
・・新新型型ココロロナナウウイイルルススのの沈沈静静化化をを見見越越しし海海外外主主催催者者向向けけ誘誘致致活活動動をを継継続続ししたた結結果果、、
国国際際会会議議２２件件をを獲獲得得ししたた。。
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①固固定定費費率率
22001199年年度度固固定定費費率率1100％％以以上上圧圧縮縮（（7700％％→→6600％％以以下下））

②②技技術術系系社社員員のの新新陳陳代代謝謝やや他他団団体体ととのの人人材材交交流流

・・警警備備・・駐駐車車場場業業務務委委託託ににおおいいててココンンペペをを実実施施しし、、経経費費削削減減にに繋繋ががるる提提案案をを採採択択すす
るるここととにによよりり固固定定費費のの引引きき下下げげをを図図っったた。。

・・都都財財務務局局のの検検討討会会にに若若手手技技術術系系社社員員をを参参加加ささせせるるここととにによよりり、、施施設設のの維維持持管管理理のの
たためめのの知知識識をを習習得得ささせせたた。。

・・今今年年度度よよりり若若手手営営業業社社員員１１名名ににつついいてて、、東東京京ビビッッググササイイトトとと相相互互交交流流をを開開始始しし、、
目目標標をを上上回回るる営営業業成成績績ををああげげるるななどど相相乗乗効効果果がが生生ままれれてていいるる。。

戦略を設定する理由・背景
新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの影影響響にによよりり、、貸貸館館ををははじじめめととすするる各各事事業業はは大大ききなな影影響響をを受受けけ、、厳厳ししいい経経営営状状況況にに置置かかれれてていいるるたためめ、、経経費費節節減減をを行行いい収収支支改改善善をを図図るる必必要要
ががああるる。。ままたた、、将将来来にに渡渡っってて安安定定的的なな施施設設管管理理をを行行ううたためめ、、組組織織体体制制をを整整備備すするる必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
■■業業務務委委託託費費やや光光熱熱水水費費ななどど固固定定費費のの割割合合がが高高くく、、利利益益がが出出ににくくいい収収支支構構造造とと
ななっってていいるる。。主主要要事事業業ででああるる貸貸館館収収入入ははココロロナナのの影影響響をを大大ききくく受受けけてていいるるたためめ、、
固固定定費費圧圧縮縮にによよるる収収支支改改善善がが必必要要

■■社社員員のの高高齢齢化化やや年年齢齢のの偏偏りりにによよりり将将来来的的にに組組織織力力のの低低下下がが懸懸念念さされれ、、特特にに施施設設
をを維維持持管管理理すするるたためめのの技技術術・・ノノウウハハウウのの継継承承やや最最先先端端のの知知識識やや経経験験豊豊富富なな経経験験者者
のの採採用用がが急急務務ででああるる。。ままたた、、将将来来的的にに安安定定ししたた組組織織体体制制をを構構築築ししてていいくくたためめ、、若若
手手社社員員ををははじじめめととすするる人人材材ををよよりり効効果果的的にに育育成成すするるここととがが必必要要

課題解決の⼿段
■■施施設設稼稼働働状状況況にに即即ししてて業業務務内内容容をを柔柔軟軟にに見見直直せせるる仕仕組組みみににししてて委委託託費費をを縮縮減減
■■低低ココスストトなな施施設設維維持持管管理理手手法法のの見見直直しし
■■更更ななるる節節電電のの徹徹底底ななどど光光熱熱水水費費のの縮縮減減
■■人人材材派派遣遣ににかかかかるる業業務務見見直直ししののほほかか超超過過勤勤務務縮縮減減のの徹徹底底、、退退職職者者補補充充のの抑抑制制にに
よよるる人人件件費費削削減減

■■即即戦戦力力ととななりりううるる高高度度かかつつ豊豊富富なな知知見見をを有有すするる経経験験者者のの採採用用
■■東東京京都都職職員員のの受受入入にによよるる安安定定的的なな施施設設管管理理体体制制のの構構築築
■■東東京京都都やや関関連連団団体体ととのの人人材材交交流流をを通通じじたた人人材材のの育育成成

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

業業務務委委託託内内
容容・・施施設設管管
理理手手法法・・契契
約約制制度度のの見見
直直しし

目目
標標
①①

・・ココンンペペ実実施施
・・22002233年年度度ココンンペペ業業務務のの仕仕様様書書見見
直直ししにによよるる固固定定費費削削減減策策のの検検討討
・・固固定定費費率率6644％％程程度度

・・警警備備・・駐駐車車場場管管理理業業務務委委託託にに係係るるココンンペペ
をを実実施施しし、、警警備備ロロボボッットト導導入入等等にによよるる経経費費
削削減減策策をを盛盛りり込込んんだだ提提案案をを採採択択ししたた。。
・・22002233年年度度ににココンンペペをを実実施施予予定定のの廃廃棄棄物物処処
理理業業務務委委託託ににつついいてて、、経経費費削削減減策策のの検検討討をを
実実施施ししたた。。

・・警警備備・・駐駐車車場場管管理理業業務務委委託託にに係係るるココンンペペのの仕仕
様様書書にに、、委委託託事事業業者者がが提提案案すすべべきき項項目目ととししてて、、
経経費費削削減減にに資資すするる内内容容をを盛盛りり込込んんだだ。。

・・廃廃棄棄物物処処理理業業務務委委託託分分野野ににおおいいてて
ココンンペペをを実実施施
・・廃廃棄棄物物処処理理業業務務委委託託ににおおいいてて固固定定
費費削削減減のの検検討討・・調調整整
・・固固定定費費率率6600％％以以下下

技技術術系系社社員員
のの採採用用・・他他
団団体体ととのの人人
材材交交流流

目目
標標
②②

・・大大規規模模改改修修工工事事等等へへのの参参画画をを通通
じじたた技技術術系系社社員員のの育育成成
・・都都派派遣遣職職員員のの受受入入にによよるる安安定定的的
なな業業務務執執行行体体制制のの確確保保
・・他他団団体体ととのの人人材材交交流流のの実実施施及及びび
効効果果検検証証（（１１団団体体））
・・更更ななるる人人材材交交流流にに向向けけたた各各種種検検
討討（（派派遣遣先先、、期期間間等等））

・・採採用用１１年年目目のの技技術術系系若若手手社社員員３３名名ににつついい
てて、、大大規規模模改改修修工工事事のの実実施施設設計計ななどど都都財財務務
局局のの検検討討会会にに参参加加ささせせ、、知知識識のの習習得得にに努努めめ
ささせせたた。。
・・今今年年度度よよりり、、東東京京ビビッッググササイイトトととのの間間でで
若若手手営営業業社社員員１１名名のの相相互互交交流流をを開開始始ししてていい
るる。。派派遣遣先先ででのの成成果果やや幅幅広広いい業業務務をを踏踏ままええ、、
期期間間のの１１年年間間延延長長をを検検討討ししてていいるる。。

・・都都財財務務局局のの検検討討会会でではは、、各各種種工工事事手手法法のの選選定定
やや工工期期短短縮縮にに向向けけたた調調査査、、そそのの他他のの検検討討をを行行っっ
てておおりり、、技技術術的的知知見見をを高高めめるるここととががででききたた。。
・・組組織織体体制制やや風風土土がが異異ななるる環環境境下下ににおおいいてて、、主主
催催者者やや催催事事内内容容ななどどのの相相違違点点ををししっっかかりりとと踏踏まま
ええななががらら、、前前向向ききににチチャャレレンンジジすするる取取組組姿姿勢勢をを
醸醸成成すするるここととががででききたた。。

・・大大規規模模改改修修工工事事等等へへのの参参画画をを通通じじ
たた技技術術系系社社員員のの育育成成
・・都都派派遣遣職職員員のの受受入入にによよるる安安定定的的なな
業業務務執執行行体体制制のの確確保保
・・他他団団体体ととのの人人材材交交流流のの実実施施及及びび効効
果果検検証証（（東東京京ビビッッググササイイトト））
・・更更ななるる人人材材交交流流にに向向けけたた各各種種検検討討
（（派派遣遣先先、、期期間間等等））

（株）東京国際フォーラム

戦戦略略２２
経経営営基基盤盤強強化化にに向向けけたた経経費費削削減減のの取取組組とと組組織織体体制制のの強強
化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○

東
京
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

- 248 -



３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

主主催催事事業業をを通通じじてて、、大大丸丸有有地地区区ををははじじめめ近近隣隣地地区区のの賑賑わわいいをを創創出出

①①大大丸丸有有地地区区ののままちちづづくくりりのの核核ととししてて、、資資金金拠拠出出にによよららなないい持持続続可可能能なな主主催催
事事業業のの展展開開

②②貸貸館館事事業業収収入入ににつつななががるる仕仕組組みみのの構構築築 １１件件

③③主主催催事事業業ににおおけけるる利利用用者者満満足足度度のの向向上上（（大大変変満満足足とと答答ええたた割割合合5500％％
→→5555％％））

・・会会場場提提供供にに特特化化ししたた資資金金拠拠出出ししなないいススキキーームムででイイベベンントトをを開開催催すするるななどど、、持持続続可可
能能なな主主催催事事業業ののモモデデルルケケーーススをを確確立立ししたた。。

・・大大丸丸有有SSDDGGssAACCTT実実行行委委員員会会にに参参画画ししてて映映画画祭祭ややセセミミナナーーをを開開催催ししたたここととかかららブブララ
ンンドドイイメメーージジがが向向上上しし、、加加盟盟企企業業かからら貸貸館館催催事事１１件件のの受受注注をを得得たた。。

・・「「丸丸のの内内ミミュューージジッッククフフェェスス」」事事業業ででアアンンケケーートトをを実実施施ししたたととこころろ高高いい評評価価をを得得
るる一一方方、、「「ララ・・フフォォルル・・ジジュュルルネネTTOOKKYYOO」」のの復復活活をを希希望望すするる声声ががああるるここととかからら、、次次
回回以以降降のの企企画画にに反反映映ををささせせてていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの感感染染拡拡大大にによよりり社社会会全全体体ででイイベベンントトのの開開催催自自粛粛がが続続いいてておおりり、、当当社社のの貸貸館館ををははじじめめととすするる各各事事業業はは大大ききなな影影響響をを受受けけ、、厳厳ししいい経経営営状状況況にに
置置かかれれてていいるる。。

団体における現状（課題）
■■イイベベンントト自自粛粛等等にによよりり貸貸館館事事業業収収入入はは、、7700％％以以上上のの減減収収、、館館内内店店舗舗等等ののササーービビ
スス施施設設収収入入ににつついいててもも5500％％近近いい減減収収ににななるるななどど、、当当社社のの経経営営はは過過去去にに類類をを見見なないい
厳厳ししいい状状況況。。

■■ここううししたた中中、、賑賑わわいい創創出出ななどど地地域域貢貢献献をを主主目目的的ととししたた主主催催事事業業のの開開催催ににつついいてて
はは、、ココロロナナ禍禍ででのの実実施施方方法法やや採採算算性性ななどどをを踏踏ままええたた見見直直ししがが必必要要

課題解決の⼿段
■■ココロロナナのの影影響響にによよるる経経営営状状況況をを踏踏ままええ、、資資金金拠拠出出ののなないい主主催催事事業業ススキキーームムのの検検
討討
■■ポポスストトココロロナナややSSDDGGssななどど社社会会テテーーママにに沿沿っったた企企画画検検討討
■■貸貸館館事事業業とと連連携携ししたた新新たたなな主主催催事事業業ススタタイイルルのの検検討討
■■主主催催事事業業がが継継続続可可能能ととななるるたためめののタタイイアアッッププ企企業業・・協協賛賛企企業業のの獲獲得得
■■事事業業効効果果のの明明確確化化（（主主催催事事業業利利用用者者意意見見、、貸貸館館ににつつななががっったた件件数数、、広広告告収収入入なな
どど））

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

収収支支改改善善にに
資資すするる新新たた
なな主主催催事事業業
ススキキーームムのの
検検討討・・実実施施

目目
標標
①①

・・新新たたなな事事業業ススキキーームムにによよるる主主催催
事事業業のの試試行行
・・事事業業実実施施後後、、翌翌年年度度ににおおけけるる事事
業業のの継継続続ににつついいてて検検討討

・・今今年年度度はは開開催催がが困困難難ととななっったた「「ララ・・フフォォ
ルル・・ジジュュルルネネ TTOOKKYYOO」」にに代代わわるるイイベベンントトとと
ししてて、、ゴゴーールルデデンンウウィィーーククにに「「丸丸のの内内
ミミュューージジッッククフフェェスス」」をを初初開開催催しし、、２２千千名名
以以上上のの来来場場者者をを集集めめるるななどど、、地地域域のの賑賑わわいい
創創出出にに貢貢献献ししたた。。

・・地地域域のの賑賑わわいい創創出出にに資資すするる主主催催事事業業のの目目的的やや
効効果果をを関関係係先先とと共共有有すするるここととにによよりり、、事事業業実実施施
にに向向けけたた前前向向ききなな検検討討姿姿勢勢をを引引きき出出すすここととががでで
ききたた。。
・・大大丸丸有有地地区区のの盟盟主主ででああるる三三菱菱地地所所にに資資金金拠拠出出
をを依依頼頼しし、、当当社社はは会会場場提提供供にに特特化化しし資資金金拠拠出出をを
行行わわなないい事事業業ススキキーームムでであありり、、持持続続可可能能なな主主催催
事事業業ののモモデデルルケケーーススととすするるここととががででききたた。。

・・資資金金拠拠出出をを行行わわなないい新新たたなな事事業業スス
キキーームムにによよりり、、主主催催事事業業をを本本格格実実施施
しし、、近近隣隣地地域域のの賑賑わわいいをを創創出出すするるここ
ととでで大大丸丸有有地地区区のの核核ととししててののププレレゼゼ
ンンススをを向向上上

営営業業戦戦略略をを
融融合合ししたた新新
たたなな事事業業展展
開開のの検検討討・・
実実施施

目目
標標
②②

・・前前年年度度のの検検証証でで実実効効性性とと採採算算性性
がが確確認認さされれたた場場合合、、開開館館2255周周年年事事
業業のの一一環環ととししてて実実施施をを検検討討

・・大大丸丸有有地地区区ののSSDDGGssププロロジジェェククトト（（大大丸丸有有
SSDDGGssAACCTT55実実行行委委員員会会））にに参参画画しし、、SSDDGGss映映画画
祭祭ややDD&&IIセセミミナナーー等等をを共共同同実実施施ししたた。。
・・同同実実行行委委員員会会のの参参画画企企業業かからら、、SSDDGGss催催事事
のの利利用用打打診診ががあありり、、貸貸館館催催事事１１件件をを受受注注すす
るるななどど収収益益面面ででもも成成果果をを上上げげたた。。

・・地地域域のの有有力力企企業業がが関関与与すするるSSDDGGssのの枠枠組組みみにに参参
画画ででききたたここととにによよりり、、大大丸丸有有地地区区ににおおけけるるSSDDGGss
のの発発信信拠拠点点ととししててののブブラランンドドイイメメーージジをを効効果果的的
にに発発信信すするるここととががででききたた。。
・・参参画画初初年年度度にに得得たた知知見見とと実実績績にに基基づづきき、、次次年年
度度以以降降もも同同実実行行委委員員会会ににおおいいてて、、発発言言力力やや存存在在
感感のの向向上上をを図図っってていいくく。。

・・前前年年度度のの結結果果をを受受けけてて大大丸丸有有地地区区
ののSSDDGGssププロロジジェェククトトのの継継続続ににつついいてて
検検討討
・・事事業業実実施施１１件件

外外部部連連携携にに
よよるる共共催催事事
業業のの検検討討・・
実実施施

目目
標標
①①

・・既既存存事事業業にに加加ええ、、2255周周年年事事業業にに
つついいててもも、、事事業業効効果果のの向向上上、、経経費費
縮縮減減のの観観点点かからら外外部部連連携携にによよるる共共
催催事事業業ででのの実実施施をを検検討討
・・協協賛賛企企業業獲獲得得にに向向けけたた営営業業

・・1100月月にに開開催催ししたた「「東東京京味味わわいいフフェェススタタ」」
でではは、、経経費費縮縮減減ととイイベベンントトのの質質のの確確保保のの両両
立立にに務務めめ、、同同時時開開催催ししたた「「東東京京都都農農業業祭祭」」
のの主主催催者者ででああるるJJAA東東京京中中央央会会とと連連携携ししたた企企
画画もも盛盛りり込込んんだだ。。

・・当当館館ででのの「「東東京京味味わわいいフフェェススタタ」」のの開開催催をを契契
機機ととししてて、、同同時時期期開開催催をを希希望望すするる主主催催者者ニニーーズズ
をを獲獲得得しし、、双双方方にに集集客客やや現現物物提提供供（（東東京京産産野野
菜菜））ののメメリリッットトがが生生ままれれたた好好事事例例ととななっったた。。
・・複複数数のの農農業業関関連連イイベベンントトをを同同時時開開催催ししたた初初めめ
ててのの事事例例でであありり、、今今回回のの課課題題やや反反省省点点ににつついいてて
関関係係者者とと意意見見交交換換ししななががらら、、都都のの政政策策目目的的実実現現
にに資資すするる共共催催事事業業のの充充実実にに取取りり組組んんででいいくく。。

・・実実施施ししたた共共催催事事業業ににつついいてて検検証証、、
改改善善をを図図りり、、共共催催事事業業ととししててのの実実効効
性性をを向向上上
・・協協賛賛企企業業獲獲得得にに向向けけたた営営業業

アアンンケケーートト
結結果果ななどどをを
用用いいたた効効果果
検検証証

目目
標標
③③

・・アアンンケケーートト結結果果ななどどにによよるる効効果果
検検証証及及びび改改善善
・・各各事事業業ののアアンンケケーートト結結果果をを分分析析
しし、、満満足足度度にに結結びび付付いいてていいなないい要要
因因をを洗洗いい出出しし、、改改善善をを図図りり、、次次年年
度度のの企企画画にに反反映映
・・満満足足度度5533％％

・・５５月月にに開開催催ししたた「「丸丸のの内内ミミュューージジッックク
フフェェスス」」のの来来場場者者アアンンケケーートトでではは、、総総合合評評
価価がが1100点点満満点点でで88..7755点点ととななりり、、質質のの高高いい音音
楽楽をを気気軽軽にに楽楽ししめめたたとといいうう高高評評価価をを得得るるここ
ととががででききたた。。
・・利利用用者者満満足足度度のの高高いい主主催催事事業業をを開開催催すするる
ここととでで、、地地域域のの賑賑わわいい創創出出にに寄寄与与ししてていいるる
ここととがが伺伺ええたた。。

・・「「丸丸のの内内ミミュューージジッッククフフェェスス」」がが地地域域のの魅魅力力
向向上上にに影影響響ししてていいるるかかをを1100点点満満点点でで聴聴取取ししたたとと
こころろ、、6611..88％％のの方方がが1100点点満満点点とと回回答答しし、、平平均均点点
はは99..2211点点とと非非常常にに高高いい評評価価をを得得るるここととががででききたた。。
・・アアンンケケーートトでではは、、例例年年開開催催ししてていいるる「「ララ・・
フフォォルル・・ジジュュルルネネ TTOOKKYYOO」」のの復復活活にに期期待待すするる声声
もも一一定定数数あありり、、ゴゴーールルデデンンウウィィーーククののイイベベンントト
開開催催へへのの関関心心のの高高ささががううかかががええたた。。

・・アアンンケケーートト結結果果ななどどにによよるる効効果果検検
証証及及びび改改善善
・・各各事事業業ののアアンンケケーートト結結果果をを分分析析しし、、
満満足足度度にに結結びび付付いいてていいなないい要要因因（（催催
事事規規模模やや会会場場案案内内等等））をを洗洗いい出出しし、、
改改善善をを図図りり、、次次年年度度のの企企画画にに反反映映
・・「「ララ・・フフォォルル・・ジジュュルルネネ
TTOOKKYYOO22002233」」をを、、資資金金拠拠出出をを伴伴わわなないい
新新たたなな事事業業ススキキーームムにによよりり実実施施

（株）東京国際フォーラム

戦戦略略３３ 社社会会状状況況のの変変化化をを踏踏ままええたた主主催催事事業業のの展展開開

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

○

東
京
東
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際
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国
際
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

①①配配信信利利用用等等のの増増加加にに伴伴うう通通信信イインンフフララへへののニニーーズズのの多多様様化化にに対対応応、、５５GGななどど
IITTをを活活用用ししたた主主催催者者・・来来館館者者向向けけササーービビスス実実施施

②②大大丸丸有有地地区区のの企企業業・・団団体体のの連連携携にによよるるSSDDGGss活活動動のの枠枠組組へへのの参参画画

③③内内部部管管理理業業務務のの効効率率化化にに向向けけたたワワーーククフフロローーへへのの電電子子化化導導入入・・促促進進
３３業業務務フフロローー（（起起案案のの電電子子決決定定、、申申請請事事務務のの電電子子化化、、社社内内回回付付書書類類のの電電子子化化
ななどど））

・・ホホーームムペペーージジのの利利用用問問いい合合わわせせフフォォーームムのの動動線線のの改改修修ややアアンンケケーートトののデデジジタタルル化化
ななどど手手続続ききののデデジジタタルル化化をを行行ううななどど、、顧顧客客ササーービビススのの向向上上ににつつななががるる取取組組をを実実施施しし
たた。。

・・SSDDGGss推推進進委委員員会会ににおおいいてて活活動動方方針針やや年年間間計計画画をを策策定定すするるととととももにに、、節節電電ななどどのの
CCOO２２削削減減取取組組内内容容をを整整備備しし実実行行ししたた。。

・・現現行行ののググルルーーププウウェェアアをを活活用用しし、、各各種種申申請請やや社社内内回回付付書書類類等等のの２２業業務務フフロローーのの電電
子子化化をを図図っったた。。

戦略を設定する理由・背景
社社会会的的責責任任ああるる企企業業ととししてて社社会会構構造造やや社社会会的的ニニーーズズのの変変化化にに対対応応ししてて積積極極的的ににDDXXややSSDDGGssにに取取りり組組んんででいいくくここととがが求求めめらられれるるととととももにに、、経経営営改改善善にに向向けけたた新新たたなな収収益益確確
保保やや主主催催事事業業のの見見直直ししのの観観点点かかららももDDXXややSSDDGGssをを有有効効にに活活用用ししてていいくく必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
■■ココロロナナ禍禍ににおおいいててwweebb配配信信ななどど新新たたななイイベベンントト形形態態がが生生じじるる中中、、貸貸館館利利用用のの需需要要
低低下下がが見見込込ままれれるる
■■ココロロナナ収収束束後後のの経経営営改改善善にに向向けけたた新新たたなな収収入入確確保保策策がが必必要要
■■SSNNSSななどどをを活活用用ししたた効効果果的的なな情情報報発発信信

■■施施設設利利用用者者のの利利便便性性向向上上やや内内部部管管理理業業務務のの効効率率化化のの観観点点かからら電電子子化化へへのの移移行行がが
必必要要

■■国国際際的的ににSSDDGGssのの取取組組のの必必要要性性、、重重要要性性がが高高ままるる中中、、会会社社ととししててのの取取組組のの方方向向性性
がが不不明明確確

課題解決の⼿段
■■５５GG環環境境のの整整備備にによよるる利利用用者者へへののササーービビスス向向上上
■■SSNNSSななどどをを活活用用ししたた施施設設販販売売促促進進ににもも寄寄与与すするる広広報報戦戦略略のの強強化化

■■業業務務のの効効率率化化・・ペペーーパパーーレレスス化化にに向向けけ、、実実情情にに即即ししたたIITTのの活活用用・・促促進進

■■当当社社ののSSDDGGss活活動動方方針針をを策策定定ししたたううええでで、、そそれれにに基基づづくく戦戦略略的的なな取取組組をを実実施施

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

DDXX推推進進にによよ
るる顧顧客客ササーー
ビビススのの更更なな
るる向向上上

目目
標標
①①

・・PPTTででのの検検討討結結果果をを踏踏ままええ、、短短期期
的的にに実実現現可可能能ななももののをを中中心心にに、、顧顧
客客ササーービビスス向向上上にに繋繋ががるる具具体体的的なな
取取組組にに着着手手
・・多多額額のの費費用用をを要要すするるももののななどど、、
実実現現ままででにに一一定定のの時時間間をを要要すするる取取
組組ににつついいててもも、、継継続続ししてて検検討討をを実実
施施

・・社社内内PPTTでで整整理理ししたた取取組組事事項項ににつついいてて検検討討
をを進進めめるるととととももにに、、実実現現可可能能なな取取組組かからら順順
次次導導入入にに着着手手ししてていいるる。。

〇〇 利利用用問問いい合合わわせせ（（HHPP))改改修修 ６６月月
〇〇 おお客客様様アアンンケケーートトののデデジジタタルル化化 1100月月
～～実実施施
〇〇 利利用用申申込込フフォォーームムののデデジジタタルル化化 11月月
実実装装予予定定
〇〇 おお客客様様のの声声 社社内内共共有有デデジジタタルル化化 11月月
実実装装予予定定

・・社社内内PPTTでで横横断断的的ににききめめ細細かかいい進進捗捗管管理理をを行行うう
ここととにによよりり、、着着実実なな計計画画遂遂行行をを可可能能ににすするるとととと
ももにに、、新新たたなな取取組組案案をを社社内内かからら幅幅広広くく募募りり、、費費
用用対対効効果果やや技技術術的的なな観観点点かからら実実現現可可能能性性等等をを検検
証証ししたた。。

・・引引きき続続ききPPTTででのの検検討討結結果果をを踏踏ままええ、、
多多額額のの費費用用をを要要すするるももののななどど、、実実現現
ままででにに一一定定のの時時間間をを要要すするる取取組組ににつつ
いいててもも、、継継続続ししてて検検討討をを実実施施

DDXXななどど活活用用
ししたた広広報報戦戦
略略のの検検討討・・
実実施施

目目
標標
①①

・・SSNNSS等等のの効効果果をを検検証証しし取取組組内内容容
のの更更ななるる改改善善

・・全全部部署署のの社社員員がが参参加加すするるSSNNSS運運用用チチーームム
にによよりり、、イイベベンントト、、季季節節、、店店舗舗ななどど多多様様なな
話話題題をを集集約約しし、、幅幅広広いいトトピピッッククススののツツイイーー
トトをを行行っったた。。
・・前前年年度度はは1111月月末末時時点点でで9900件件だだっったた投投稿稿・・
リリツツイイーートト数数がが、、今今年年度度はは同同時時期期でで440011件件
ままでで増増加加しし、、イインンププレレッッシショョンン（（投投稿稿表表
示示））数数はは約約1133万万件件ととななっったた。。

・・ままずずはは投投稿稿・・リリツツイイーートト数数をを増増加加ささせせるるとといい
うう目目標標をを運運用用チチーームムののメメンンババーー間間でで共共有有すするるここ
ととにによよりり、、東東京京国国際際フフォォーーララムムとといいうう施施設設のの
様様々々なな「「顔顔」」ののPPRRににつつななげげるるここととががででききたた。。

・・SSNNSS等等のの効効果果をを検検証証しし取取組組内内容容のの更更
ななるる改改善善

SSDDGGss活活動動方方
針針及及びびアアクク
シショョンンププララ
ンンのの策策定定

目目
標標
②②

・・活活動動方方針針をを基基ににアアククシショョンンププララ
ンンをを策策定定
・・大大丸丸有有地地域域のの企企業業・・団団体体とと連連携携
しし、、SSDDGGssををテテーーママににししたた地地域域イイベベ
ンントトのの開開催催をを検検討討

・・役役員員がが主主催催すするるSSDDGGss推推進進委委員員会会をを社社内内にに
設設置置しし、、アアククシショョンンププラランン（（活活動動方方針針及及びび
年年間間計計画画））をを策策定定しし、、重重点点分分野野ででああるるCCOO22
削削減減取取組組内内容容をを整整備備しし、、社社内内運運用用にに至至っったた。。
・・大大丸丸有有地地区区ののSSDDGGssププロロジジェェククトト（（大大丸丸有有
SSDDGGｓｓ AACCTT55実実行行委委員員会会））にに参参画画しし、、SSDDGGss映映
画画祭祭ややDD&&IIセセミミナナーー等等をを共共同同実実施施ししたた。。
（（再再掲掲））

・・SSDDGGss推推進進委委員員会会をを設設置置ししたたここととでで、、従従来来、、経経
営営方方針針ととししてて実実施施ししててききたた環環境境やや安安全全安安心心にに関関
わわるる取取組組ををSSDDGGssのの概概念念にに照照ららしし合合わわせせてて整整理理しし、、
掘掘りり下下げげるるここととががででききたた。。
・・地地域域のの有有力力企企業業がが関関与与すするるSSDDGGssのの枠枠組組みみにに参参
画画ででききたたここととにによよりり、、大大丸丸有有地地区区ににおおけけるるSSDDGGss
のの発発信信拠拠点点ととししててののブブラランンドドイイメメーージジをを効効果果的的
にに発発信信すするるここととががででききたた。。（（再再掲掲））

・・大大丸丸有有地地区区のの企企業業・・団団体体とと連連携携しし、、
SSDDGGssををテテーーママににししたた地地域域イイベベンントトのの
実実施施

社社内内業業務務のの
電電子子化化にによよ
るる効効率率化化のの
促促進進

目目
標標
③③

・・各各所所属属ででペペーーパパーーレレスス、、ははんんここ
レレススのの具具体体的的取取組組をを進進めめるるとととともも
にに、、PPTTでで進進捗捗状状況況をを確確認認
・・現現行行ののググルルーーププウウェェアアをを最最大大限限
活活用用しし、、業業務務のの電電子子化化ををささららにに促促
進進（（業業務務フフロローー電電子子化化１１件件））

・・催催事事件件数数のの増増加加にに伴伴いい資資料料もも増増加加傾傾向向にに
ああるる中中、、ききめめ細細かかくく進進捗捗管管理理しし、、ペペーーパパレレ
スス化化にに取取りり組組んんだだ。。
22002211年年度度：：335511千千枚枚（（７７～～９９月月全全館館休休館館））
22002222年年度度：：336677千千枚枚
・・現現行行ののググルルーーププウウェェアアをを活活用用しし、、各各種種申申
請請（（出出張張申申請請ななどど４４件件））やや社社内内回回付付書書類類
((VVIIPP来来館館情情報報ななどど))等等のの２２業業務務フフロローーのの電電
子子化化をを促促進進。。

・・業業務務効効率率化化ののみみななららずず経経費費節節減減ややSSDDGGssににもも資資
すするる取取組組ととししてて、、全全社社的的ににペペーーパパーーレレスス化化をを進進
めめるるととととももにに、、現現行行ののググルルーーププウウェェアアをを最最大大限限
活活用用すするるここととにによよりり、、よよりり一一層層のの業業務務効効率率向向上上
をを図図っったた。。

・・各各所所属属ででペペーーパパーーレレスス、、ははんんここレレ
ススのの具具体体的的取取組組をを進進めめるるととととももにに、、
PPTTでで進進捗捗状状況況をを確確認認
・・現現行行ののググルルーーププウウェェアアをを最最大大限限活活
用用しし、、業業務務のの電電子子化化ををささららにに促促進進
（（業業務務フフロローー電電子子化化１１件件））

（株）東京国際フォーラム

戦戦略略４４ ＤＤＸＸ・・ＳＳＤＤＧＧｓｓにに対対すするる取取組組促促進進

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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２９ 株式会社東京臨海ホールディングス 
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2023年度改訂版のポイント
◆戦略２ 臨海副都⼼の地域価値向上
「DICプロジェクトの⽀援」について、都のDigital Innovation Cityプロジェクトの⽀援につ
いて実証企画が実現するなど臨海副都⼼の地域価値向上にむけた活動が進捗したため、取組内
容や⽬指していく指標を具体化

◆戦略３ 臨海副都⼼の賑わいの持続と発展
⼈の動きの回復、地域の意⾒、国際クルーズ船の寄港状況などを踏まえ、取組を⾒直し

◆戦略４ 社会と地域を⽀える基盤インフラの適切な更新と改良
世界的な半導体及び鋼材不⾜の影響による設備の製作の⻑期化などにより、取組の指標につい
て修正

【プランの主な改訂内容】

（株）東京臨海ホールディングス

戦略２ 臨海副都⼼の地域価値向上
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

DICプロジェク
トの⽀援

・2022年度より参加予定の共同事
務局、相談窓⼝として、臨海副都⼼
への進出意向のあるスタートアップ
企業を⽀援するとともに、まちの課
題解決に繋がる先端技術活⽤の検討

DICプロジェク
トの⽀援

・DIC協議会の共同事務局、相談窓
⼝として、臨海副都⼼への進出意向
のあるスタートアップ企業を⽀援、
対応していく実証企画は６件程度を
⽬指す
・⾃動運転等の次世代モビリティ技
術など、DIC協議会によるまちの課
題解決に繋がる先端技術活⽤を⽀援

戦略４ 社会と地域を⽀える基盤インフラの適切な更新と改良
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

インフラの安
全・安定供給を
⽀える主要設備
の円滑な更新

・ゆりかもめATC/TD装置更新︓４
箇所(対象６箇所中６箇所完了)
・熱供給⽤冷凍機︓２基更新
（H７製造14基中更新13基）

インフラの安
全・安定供給を
⽀える主要設備
の円滑な更新

・ゆりかもめATC/TD装置更新︓４
箇所(対象６箇所中６箇所完了)
・熱供給⽤冷凍機２基は、世界的な
半導体及び鋼材不⾜の影響による製
作の⻑期化のため2024年度の更新
に変更

戦略３ 臨海副都⼼の賑わいの持続と発展
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

地域企業等と連
携した賑わいづ
くり

・2022年度の取組結果を踏まえ改
善を図っていく

地域企業等と連
携した賑わいづ
くり

・夜間の賑わいづくりに取り組むこ
とで、地域からの美しい夜景の魅⼒
を伝える機会を創出
・⺠間の⼤型イベントと連動させ相
乗効果を⽣み出す催しの開催
・夏季の来街者数が伸びるよう、催
事の充実に向けた関係者合意形成に
協⼒

来街者獲得のた
めの広報・情報
発信

・「東京お台場.net」における臨海
地域の魅⼒あるコンテンツの作成
・SNSの適切な使い分けによる効果
的な情報発信の実施
・グループ各社が有する広報媒体の
活⽤等連携した広報活動の実施

来街者獲得のた
めの広報・情報
発信

・「東京お台場.net」のアクセス解
析等により、関⼼度の⾼いキーワー
ドを分析し、臨海地域の魅⼒を重点
的に発信
・SNSの適切な使い分けによる効果
的な情報発信の実施
・グループ各社が有する広報媒体の
活⽤等連携した広報活動の実施
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
ググルルーーププ子子会会社社のの経経常常利利益益のの黒黒字字化化

22002200年年度度にに経経常常損損失失をを計計上上ししたた子子会会社社２２社社のの22002222年年度度上上期期のの経経営営状状況況ににつついいてて、、
東東京京ビビッッググササイイトトはは経経常常利利益益をを計計上上ししたた一一方方、、ゆゆりりかかももめめはは昨昨年年同同期期よよりり収収益益がが大大
幅幅にに回回復復ししたたもものののの、、経経常常ででのの黒黒字字計計上上ままででににはは至至っってていいなないい。。引引きき続続きき、、毎毎月月のの
収収支支等等のの把把握握とと、、必必要要にに応応じじたた収収支支シシミミュュレレーーシショョンンのの更更新新にによよりり、、経経営営状状況況をを注注
視視ししてていいるる。。

現現時時点点でで資資金金投投入入をを要要すするる状状況況ででははなないいがが、、必必要要にに応応じじてて資資金金面面ででババッッククアアッッププ
ででききるるよよううググルルーーププフファァイイナナンンススをを運運営営ししてていいるる。。

戦略を設定する理由・背景
ココロロナナのの拡拡大大でで、、旅旅行行・・出出張張・・通通勤勤やや、、催催事事・・会会議議ななどどにに関関すするる人人々々のの動動ききがが減減少少ししてていいるる。。ままたた、、都都心心部部ににおおけけるる新新築築オオフフィィススビビルルのの大大量量供供給給等等ででオオフフィィススビビルルはは
厳厳ししいい競競争争ににささららさされれてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆子子会会社社のの交交通通事事業業はは沿沿線線施施設設のの開開業業とと観観光光レレジジャャーー需需要要にに、、展展示示会会事事業業はは旺旺盛盛
なな会会場場利利用用需需要要にに支支ええらられれ、、堅堅調調なな営営業業成成績績ととななっってていいたたがが、、ココロロナナ拡拡大大にによよりり
経経営営にに影影響響をを受受けけてていいるる。。
◆◆ビビルル事事業業をを行行うう子子会会社社（（株株））東東京京テテレレポポーートトセセンンタターーはは、、リリフファァイイナナンンスス実実施施
にによよりり資資金金収収支支はは改改善善ししたたがが、、借借入入金金依依存存度度はは相相対対的的ににままだだ高高いい状状況況（（3355％％））にに
ああるる。。一一方方でで、、今今後後ビビルルのの経経年年劣劣化化にに伴伴うう修修繕繕・・更更新新投投資資のの増増大大、、ココロロナナ後後ののオオ
フフィィスス環環境境のの変変化化にに対対応応ししたた戦戦略略的的投投資資がが求求めめらられれるるななかかでで、、必必要要なな資資金金をを確確保保
ししてていいくく必必要要ががああるる。。
◆◆当当社社はは、、持持株株会会社社ととししててググルルーーププ財財務務状状況況のの健健全全化化にに取取りり組組むむ必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆収収支支状状況況ににつついいてて、、定定期期的的なな現現状状把把握握ととシシミミュュレレーーシショョンンをを子子会会社社ととととももにに行行
いい、、ココロロナナがが収収支支にに与与ええるる状状況況等等をを踏踏ままええななががらら、、適適切切なな財財務務運運営営にによよっってて安安定定
的的なな経経営営をを維維持持ししてていいくく。。
◆◆ビビルル事事業業収収益益のの向向上上をを図図りり、、支支出出効効果果をを見見極極めめたた効効率率的的なな資資金金運運用用にに努努めめるるここ
ととにによよりり、、中中長長期期的的にに安安定定ししたたキキャャッッシシュュフフロローーのの創創出出をを図図るるととととももにに、、借借入入金金
のの返返済済をを着着実実にに進進めめてていいくく。。
◆◆ググルルーーププフファァイイナナンンススをを効効率率的的にに活活用用しし、、資資金金需需要要にに対対応応ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

交交通通・・展展示示
会会等等のの経経営営
状状況況管管理理

目目
標標
①①

・・旅旅客客推推移移ややホホーールル稼稼働働率率等等のの動動
向向をを踏踏ままええななががらら引引きき続続きき収収支支シシ
ミミュュレレーーシショョンンをを実実施施
・・事事業業各各社社ととのの定定例例的的なな会会合合にによよ
るる状状況況把把握握
・・ココロロナナ禍禍のの状状況況もも踏踏ままええつつつつ引引
きき続続きき設設備備投投資資のの優優先先順順位位のの精精査査
等等をを徹徹底底すするるななどど必必要要なな対対策策をを検検
討討・・実実施施ししななががらら事事業業をを継継続続

・・複複数数のの将将来来シシナナリリオオをを想想定定しし収収支支シシミミュュ
レレーーシショョンン実実施施（（６６月月））
・・収収支支、、主主要要経経営営指指標標等等のの状状況況把把握握（（毎毎
月月））
・・ビビッッググササイイトトはは、、展展示示場場稼稼働働にによよるる収収益益
増増等等でで上上期期はは引引きき続続きき経経常常利利益益をを計計上上
・・ゆゆりりかかももめめはは、、経経費費節節減減にに加加ええ輸輸送送人人員員
増増等等でで上上期期のの経経常常損損失失はは大大ききくく改改善善、、ままたた
設設備備投投資資のの時時期期等等見見直直ししでで累累積積資資金金のの減減少少
をを抑抑制制

・・今今後後のの旅旅客客輸輸送送やや展展示示場場稼稼働働ににつついいてて３３つつのの
想想定定をを置置いいてて試試算算しし、、今今後後のの経経営営ににつついいてて議議論論
ししてていいるる。。
・・展展示示場場でではは、、ココロロナナ禍禍ににおおけけるる出出展展各各企企業業のの
販販促促方方法法のの多多様様化化等等にによよりり、、展展示示会会のの規規模模縮縮小小
等等のの発発生生ななどど不不透透明明なな状状況況がが継継続続すするるがが、、ニニーー
ズズへへのの対対応応やや誘誘致致活活動動等等をを行行ううななどど、、稼稼働働向向上上
にに取取りり組組んんででいいるる。。
・・ゆゆりりかかももめめでではは、、運運行行維維持持にに係係るる経経費費以以外外のの
節節減減やや、、設設備備投投資資のの優優先先順順位位のの精精査査等等にに取取りり組組
んんででおおりり、、ままたた、、沿沿線線施施設設のの稼稼働働増増にに伴伴いい、、定定
期期外外収収入入のの回回復復傾傾向向がが続続いいてていいるる。。

・・旅旅客客推推移移ややホホーールル稼稼働働率率等等のの動動向向
をを踏踏ままええななががらら引引きき続続きき収収支支シシミミュュ
レレーーシショョンンをを実実施施
・・事事業業各各社社ととのの定定例例的的なな会会合合にによよるる
状状況況把把握握
・・ココロロナナ禍禍のの状状況況もも踏踏ままええつつつつ引引きき
続続きき設設備備投投資資のの優優先先順順位位のの精精査査等等をを
徹徹底底すするるななどど必必要要なな対対策策をを検検討討・・実実
施施ししななががらら事事業業をを継継続続

((株株))東東京京テテ
レレポポーートトセセ
ンンタターーのの借借
入入金金のの返返済済

目目
標標
①①

・・借借入入金金残残高高 441100億億円円
・・当当初初予予定定どどおおりり、、３３月月のの返返済済でで残残高高 441100
億億円円ととななるる見見込込みみ

・・都都心心部部ににおおけけるるオオフフィィススビビルル市市況況はは依依然然ととしし
てて厳厳ししいい状状況況がが続続いいてていいるるもものののの、、仲仲介介業業者者とと
のの綿綿密密なな連連携携やや利利用用者者ののニニーーズズにに合合わわせせたた営営業業
のの展展開開ななどどにによよりり、、大大手手通通信信事事業業者者やや造造船船事事業業
者者のの誘誘致致にに成成功功すするるななどど着着実実にに収収益益のの積積みみ上上げげ
をを図図っってていいるる。。
・・一一方方でで、、光光熱熱費費のの上上昇昇ななどどココスストト増増加加要要因因もも
顕顕著著ににななっっててききたたたためめ、、よよりり効効果果的的かかつつ効効率率的的
なな資資金金配配分分をを行行いい、、返返済済財財源源ととななるる安安定定的的なな
キキャャッッシシュュフフロローーのの確確保保にに努努めめてていいるる。。

・・借借入入金金残残高高 339911億億円円

ググルルーーププ
フファァイイナナンン
ススのの有有効効活活
用用

目目
標標
①①

・・ググルルーーププ各各社社のの資資金金状状況況をを見見据据
ええたた効効果果的的なな資資金金運運用用
・・必必要要にに応応じじててググルルーーププフファァイイナナ
ンンスス貸貸付付にによよるる資資金金繰繰りり改改善善

・・安安全全性性、、流流動動性性のの確確保保をを最最優優先先にに外外部部運運
用用
・・各各社社のの累累積積資資金金のの状状況況をを把把握握しし、、状状況況にに
応応じじててググルルーーププフファァイイナナンンススかかららのの資資金金投投
入入がが可可能能ななよよううにに準準備備

・・ココロロナナのの影影響響をを受受けけてていいるる交交通通事事業業等等ににつついい
てて、、現現時時点点でで資資金金投投入入をを要要すするる状状況況ででははなないいがが、、
借借入入金金のの償償還還もも続続くくここととかからら、、資資金金面面ででののババッッ
ククアアッッププががででききるるよよううググルルーーププフファァイイナナンンススをを
運運営営ししてていいるる。。

・・ググルルーーププ各各社社のの資資金金状状況況をを見見据据ええ
たた効効果果的的なな資資金金運運用用
・・必必要要にに応応じじててググルルーーププフファァイイナナンン
スス貸貸付付にによよるる資資金金繰繰りり改改善善

（株）東京臨海ホールディングス

戦戦略略１１ 安安定定ししたたググルルーーププ経経営営のの継継続続

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
MMIICCEE主主催催者者等等のの利利便便性性向向上上ののたためめ、、MMIICCEE拠拠点点のの窓窓口口ととししててのの機機能能強強化化がが図図

らられれてていいるる。。
【【目目標標②②】】

都都ののDDiiggiittaall  IInnnnoovvaattiioonn  CCiittyy（（ままちちのの課課題題解解決決等等にに資資すするる先先端端技技術術をを持持つつ
ススタターートトアアッッププ企企業業とと連連携携しし、、新新たたななままちちのの魅魅力力創創出出））

のの動動向向をを踏踏ままええ、、必必要要にに応応じじたた支支援援ががででききてていいるる。。
【【目目標標③③】】

立立案案・・提提言言ししたた施施策策がが、、都都ににおおいいてて採採用用さされれるる。。

MMIICCEE誘誘致致のの推推進進はは、、取取組組にに賛賛同同すするる地地域域企企業業等等とと連連携携しし、、活活動動のの方方向向性性ななどど議議論論
ししててききてておおりり、、MMIICCEE展展示示会会のの出出展展準準備備もも進進めめたた。。22002233年年度度かかららのの本本格格的的なな活活動動開開始始
にに向向けけててはは、、体体制制づづくくりりななどど地地域域企企業業等等とと引引きき続続きき検検討討をを進進めめてていいくく。。
DDIICCププロロジジェェククトトはは、、都都ととととももにに支支援援窓窓口口のの創創設設をを進進めめ、、1111月月にに窓窓口口をを開開設設すするる

にに至至っったた。。ままたた、、ススタターートトアアッッププにによよるる実実証証実実験験にに、、ググルルーーププ会会社社のの施施設設のの活活用用やや、、
地地域域のの施施設設運運営営者者のの紹紹介介ななどど、、当当社社のの強強みみもも活活かかししななががらら都都とと連連携携ししてて事事業業をを推推進進
ししてていいるる。。

臨臨海海副副都都心心のの来来街街者者ののニニーーズズをを継継続続的的にに把把握握すするるたためめのの外外注注調調査査にに向向けけたた準準備備をを
進進めめてていいるる。。

戦略を設定する理由・背景
臨臨海海副副都都心心はは、、都都内内でではは貴貴重重なな緑緑豊豊かかでで海海にに面面ししたた開開放放的的なな景景観観やや多多様様なな屋屋内内外外のの貸貸ししススペペーースス、、宿宿泊泊・・商商業業・・娯娯楽楽・・教教養養施施設設等等がが集集積積すするる観観光光拠拠点点ででああるるがが、、都都心心
のの複複数数エエリリアアでで大大規規模模開開発発がが進進展展しし、、地地域域のの相相対対的的なな魅魅力力のの低低下下がが危危惧惧さされれるるととととももにに、、ココロロナナ禍禍ででままちちのの活活力力がが低低下下ししてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆ここここ数数年年、、東東京京ビビッッググササイイトトのの拡拡張張ととととももにに近近隣隣地地域域のの開開発発がが更更にに進進みみ、、ホホテテ
ルルややホホーールル等等ののMMIICCEE関関連連施施設設ややアアフフタターーココンンベベンンシショョンンにに資資すするる商商業業施施設設等等がが充充
実実ししててききたたがが、、ココロロナナ禍禍にによよりり今今後後のの先先行行ききのの見見通通ししがが困困難難ににななっってていいるる。。
◆◆青青海海南南地地区区ににおおけけるる研研究究開開発発やや産産業業創創成成にに関関すするる施施設設のの集集積積ななどど、、臨臨海海副副都都心心
のの特特色色をを生生かかししたた地地域域のの発発展展にに、、都都とと連連携携ししてて取取りり組組むむ必必要要ががああるる。。
◆◆ココロロナナ禍禍にによよるる環環境境変変化化ををふふままええ、、地地域域企企業業とと連連携携ししてて地地域域のの価価値値をを高高めめてていい
くく必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆当当面面はは、、MMIICCEE拠拠点点ととししててのの特特色色をを生生かかせせるるよようう、、先先行行事事例例やや国国のの施施策策等等をを研研究究
すするるととととももにに、、施施設設デデーータタ集集約約とと主主催催者者等等へへのの効効率率的的なな情情報報提提供供ななどどにによよりり、、地地
域域全全体体のの取取組組ととななるるよようう牽牽引引ししてていいくく。。
◆◆「「ススママーートト東東京京」」先先行行実実施施エエリリアアととししてて、、ビビジジネネススモモデデルルププロロジジェェククトトやや
シショョーーケケーースス利利用用のの受受けけ入入れれにに努努めめ、、地地域域にに新新ししいい価価値値をを生生みみ出出すす。。
◆◆地地域域にに根根差差ししたた団団体体ととししてて、、地地域域企企業業やや来来街街者者のの声声、、客客観観的的なな地地域域のの現現況況把把握握
やや施施策策提提言言をを行行うう。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

MMIICCEE誘誘致致のの
推推進進

目目
標標
①①

・・本本格格的的なな活活動動にに向向けけたた体体制制のの整整
備備
・・MMIICCEE誘誘致致推推進進ののたためめののPPRRのの試試
行行・・実実施施
・・外外部部かかららのの問問合合せせ対対応応をを開開始始

・・地地域域のの賛賛同同者者（（当当社社含含むむ1122者者））をを集集めめ四四
半半期期毎毎にに定定例例会会（（６６月月・・1100月月））をを開開催催しし、、
今今後後のの取取組組のの議議論論やや施施設設見見学学をを実実施施
・・1122月月開開催催ののMMIICCEE展展示示会会出出展展にに向向けけててビビッッ
ググササイイトトとと連連携携しし準準備備

・・22002211年年度度にに、、地地域域ととのの意意見見交交換換をを経経てて定定例例的的
なな会会合合のの場場をを設設けけるるにに至至りり、、都都のの動動ききととのの連連動動
もも視視野野にに入入れれつつつつ、、活活動動のの方方向向性性のの案案ややユユニニーー
ククベベニニュューーのの事事例例をを示示すすななどどししてて、、参参加加者者間間でで
闊闊達達なな議議論論がが展展開開さされれるるよようう取取りり組組んんででいいるる。。
・・MMIICCEE展展示示会会出出展展にに当当たたっっててはは、、定定例例会会ななどどでで
のの宿宿泊泊施施設設やや博博物物館館等等のの意意向向もも反反映映ししななががらら、、
準準備備をを進進めめるるここととががででききたた。。

・・ホホーームムペペーージジやや展展示示会会出出展展等等をを通通
じじてて、、MMIICCEE拠拠点点ととししててのの魅魅力力ををアア
ピピーールル
・・地地域域ととのの連連携携強強化化とと知知見見共共有有等等のの
たためめにに定定期期的的なな会会合合をを開開催催（（年年４４
回回））

DDIICCププロロ
ジジェェククトトのの
支支援援

目目
標標
②②

・・先先端端技技術術のの実実装装とと、、ススタターートト
アアッッププ集集積積にに向向けけてて、、ススタターートト
アアッッププ等等ととエエリリアアをを繋繋ぐぐササポポーートト
ををすするる窓窓口口をを設設置置（（都都とと協協定定締締結結
予予定定））
・・都都ととととももにに当当社社もも事事務務局局ととななるる
DDIICC協協議議会会のの運運営営をを通通じじてて、、スス
タターートトアアッッププ企企業業のの臨臨海海副副都都心心へへ
のの進進出出をを促促進進

・・DDIICCススタターートトアアッッププ社社会会実実装装支支援援窓窓口口をを
開開設設（（1111月月））
・・DDIICC協協議議会会のの事事務務局局にに加加入入しし、、５５つつののププ
ロロジジェェククトトチチーームム等等をを運運営営
・・ププロロジジェェククトトチチーームムのの活活動動ととししてて縦縦型型映映
像像とと透透過過ススククリリーーンンをを活活用用ししたた立立体体空空間間演演
出出型型ラライイブブビビュューーイインンググのの実実証証実実験験をを実実施施、、
会会場場ににググルルーーププ会会社社のの施施設設をを使使用用

・・港港湾湾局局やや政政策策企企画画局局等等とと連連携携しし、、開開設設時時期期やや
開開設設後後のの課課題題ななどどににつついいてて綿綿密密なな打打ちち合合わわせせをを
経経てて窓窓口口のの開開設設準準備備をを行行っったたここととにによよりり、、全全庁庁
一一丸丸ととななっったたススタターートトアアッッププ支支援援のの取取組組とと連連動動
ししてて開開設設すするるここととががででききたた。。
・・事事務務局局にに加加入入ししたたここととでで、、ププロロジジェェククトト事事業業
者者にに臨臨海海副副都都心心のの施施設設をを紹紹介介すするるななどど、、ププロロ
ジジェェククトトチチーームムのの活活動動にに貢貢献献すするるととととももにに、、年年
６６回回のの検検討討会会（（予予定定））ななどど活活動動のの大大幅幅なな強強化化をを
図図るるななどど、、DDIICCププロロジジェェククトトをを支支援援ししてていいるる。。

・・DDIICC協協議議会会のの共共同同事事務務局局、、相相談談窓窓口口
ととししてて、、臨臨海海副副都都心心へへのの進進出出意意向向のの
ああるるススタターートトアアッッププ企企業業をを支支援援、、対対
応応ししてていいくく実実証証企企画画はは６６件件程程度度をを目目
指指すす
・・自自動動運運転転等等のの次次世世代代モモビビリリテティィ技技
術術ななどど、、DDIICC協協議議会会にによよるるままちちのの課課題題
解解決決にに繋繋ががるる先先端端技技術術活活用用をを支支援援

臨臨海海副副都都心心
のの現現状状把把握握
とと都都へへのの提提
言言

目目
標標
③③

・・地地域域特特性性やや来来街街者者ののニニーーズズ等等のの
継継続続的的調調査査
・・東東京京臨臨海海副副都都心心ままちちづづくくりり協協議議
会会のの活活動動へへのの参参画画等等をを通通じじてて地地域域
企企業業等等のの意意見見をを収収集集
・・施施策策のの立立案案、、提提言言

・・地地域域特特性性やや来来街街者者ののニニーーズズ等等のの継継続続的的調調
査査ににつついいてて準準備備
・・ままちちづづくくりり協協議議会会のの事事務務局局業業務務をを引引きき続続
きき受受託託すするるととととももにに、、各各種種ププロロジジェェククトト
チチーームムににもも参参加加、、ココロロナナ禍禍かかららのの変変化化ななどど
情情報報収収集集
・・東東京京ベベイイeeSSGGププロロジジェェククトト国国際際発発信信実実行行
委委員員会会等等、、地地域域のの今今後後にに関関連連すするる都都のの会会議議
ににおおいいてて、、地地域域のの構構成成員員のの立立場場でで議議論論にに参参
加加

・・来来街街者者ニニーーズズ調調査査ににつついいててはは、、ココロロナナのの影影響響
をを把把握握すするるたためめのの仕仕様様をを検検討討しし、、契契約約締締結結のの準準
備備をを進進めめたた。。
・・ササスステテナナブブルルなな街街のの形形成成等等にに向向けけたた都都のの取取組組
とと協協働働ししてて、、地地域域企企業業等等ととココミミュュニニケケーーシショョンン
ををととりりななががらら、、引引きき続続きき地地域域のの価価値値をを高高めめるる施施
策策をを研研究究ししてていいくく。。

・・地地域域特特性性やや来来街街者者ののニニーーズズ等等のの継継
続続的的調調査査
・・東東京京臨臨海海副副都都心心ままちちづづくくりり協協議議会会
のの活活動動へへのの参参画画等等をを通通じじてて地地域域企企業業
等等のの意意見見をを収収集集
・・施施策策のの立立案案、、提提言言

（株）東京臨海ホールディングス

戦戦略略２２ 臨臨海海副副都都心心のの地地域域価価値値向向上上

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略

・・戦戦略略1100：：ススママーートト東東京京・・TTOOKKYYOO  DDaattaa  HHiigghhwwaayy  戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
年年間間来来街街者者数数（（日日本本在在住住者者））33,,770000万万人人（（当当社社調調べべ））
※※東東京京22002200大大会会のの本本格格的的なな土土地地利利用用がが始始ままるる前前（（22001188年年））のの水水準準ででああるる。。
※※たただだしし、、22002200年年1111月月ままででのの利利用用推推移移かからら、、定定期期券券ででのの来来街街はは2255％％減減少少すす

るる想想定定をを置置いいたた。。
※※変変動動予予測測のの難難ししいい訪訪日日外外国国人人旅旅行行者者はは、、人人数数にに加加ええなないい。。

22002222年年１１～～1111月月ままででのの来来街街者者数数（（当当社社調調べべ・・一一部部推推計計値値含含むむ））はは、、約約22,,555500万万人人
((※※注注))ととななっってていいるる。。

地地域域やや都都とと議議論論ししななががらら、、冬冬のの花花火火のの再再開開ややイイルルミミネネーーシショョンンアアーートト展展示示等等にに向向
けけてて取取りり組組んんででいいるる。。期期初初かからら公公園園ややビビッッググササイイトトででイイベベンントトやや展展示示会会等等のの受受入入れれ
やや誘誘致致をを行行っってていいるるほほかか、、有有明明アアリリーーナナのの営営業業開開始始ななどど地地域域のの話話題題もも増増ええ、、臨臨海海副副
都都心心にに足足がが向向くくよようう情情報報発発信信にに力力をを入入れれてていいるる。。

※※訪訪日日外外国国人人旅旅行行者者数数ににつついいててはは推推計計にに使使用用すするる公公的的機機関関のの調調査査資資料料がが公公表表さされれ
てていいなないいたためめ、、数数値値にに含含むむ。。

戦略を設定する理由・背景
都都内内有有数数のの屋屋外外イイベベンントト空空間間ででああるる臨臨海海副副都都心心のの公公園園やや都都有有地地等等はは、、東東京京22002200大大会会ににもも活活用用さされれるるがが、、大大会会延延期期にに伴伴うう諸諸課課題題にに対対応応ししてていいくく必必要要ががああるる。。ままたた、、街街のの
大大切切なな活活力力ででああるる商商業業・・宿宿泊泊施施設設はは、、ココロロナナ禍禍のの影影響響でで観観光光客客等等がが減減少少すするる中中、、厳厳ししいい状状況況にに直直面面ししてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆ココロロナナ禍禍にによよりり臨臨海海副副都都心心はは大大変変厳厳ししいい状状況況ににああるるがが、、東東京京22002200大大会会のの主主要要施施
設設ににななるるビビッッググササイイトトやや公公園園等等のの提提供供、、観観客客輸輸送送等等をを万万全全にに行行いい、、大大会会のの成成功功をを
支支ええるる必必要要ががああるる。。
◆◆イインンババウウンンドド需需要要がが当当面面見見込込めめなないい中中、、地地域域のの各各施施設設のの活活力力がが減減退退ししなないいよようう、、
地地域域企企業業をを支支ええてていいかかななけけれればばななららなないい。。
◆◆ポポスストト・・ココロロナナもも見見据据ええてて、、22002200年年９９月月にに開開業業ししたたククルルーーズズタターーミミナナルルをを活活かか
ししたた地地域域のの活活性性化化をを図図っってていいくく必必要要ががああるる。。
◆◆東東京京22002200大大会会開開催催をを控控ええるるととととももにに沿沿線線施施設設もも相相次次ぎぎ開開業業ししてておおりり、、地地域域ととしし
ててののアアピピーールルををよよりり一一層層推推進進しし、、少少ししででもも来来街街者者をを取取りり戻戻ししてていいくく必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆大大会会にに向向けけたた準準備備をを着着実実にに進進めめるるととととももにに、、開開催催地地ととししててののレレガガシシーーのの活活用用にに
取取りり組組むむ。。
◆◆当当社社はは、、東東京京臨臨海海副副都都心心ままちちづづくくりり協協議議会会のの事事務務局局業業務務をを担担ううととととももにに、、指指定定
管管理理者者ととししてて公公園園運運営営ににもも携携わわっってていいるる。。地地域域企企業業ととののネネッットトワワーーククをを活活かかししてて、、
屋屋外外のの公公共共空空間間のの活活用用もも含含めめてて、、国国内内外外のの方方々々がが楽楽ししめめるる魅魅力力的的なな場場をを演演出出ししてて
いいくく。。ままたた、、展展示示会会等等のの誘誘致致にに向向けけたた積積極極的的なな営営業業活活動動をを展展開開しし、、施施設設のの利利用用をを
促促進進すするる。。
◆◆将将来来のの国国際際ククルルーーズズ需需要要のの回回復復をを見見越越ししてて、、地地域域ををああげげたた寄寄港港のの歓歓迎迎やや、、乗乗下下
船船客客等等のの来来街街をを促促すす仕仕組組みみをを構構築築ししてていいくく。。
◆◆大大会会開開催催やや沿沿線線施施設設のの相相次次ぐぐ開開業業をを活活かかししてて地地域域ののPPRRをを強強化化しし、、イイメメーージジアアッッ
ププをを図図っってていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

オオリリンンピピッッ
クク成成功功へへのの
協協力力ととレレガガ
シシーー活活用用

目目
標標
①①

22002211年年度度達達成成済済みみ ―― ―― ――

地地域域企企業業等等
とと連連携携ししたた
賑賑わわいいづづくく
りり

目目
標標
①①

・・ままちち協協のの活活動動等等をを通通じじてて集集約約しし
たた地地域域意意見見のの具具体体化化
・・都都のの施施策策とと連連携携ししててイイベベンントトのの
開開催催等等をを促促進進

・・地地域域ののアアウウェェアアネネススカカララーーラライイトトアアッッププ
にに参参画画、、ままたた地地域域でで期期待待のの高高かかっったた冬冬のの
「「レレイインンボボーー花花火火」」再再開開にに向向けけ準準備備
・・都都ののアアーートトププロロジジェェククトト実実行行委委員員会会にに参参
画画しし、、光光ののアアーートト作作品品のの展展示示企企画画をを準準備備
・・22002200大大会会以以前前にに実実施施さされれてていいたた民民間間のの大大
型型イイベベンントトのの再再開開にに向向けけてて関関係係者者合合意意形形成成
等等をを支支援援

・・22002200、、22002211年年とと中中止止ししたたレレイインンボボーー花花火火ににつつ
いいてて、、関関係係者者とと調調整整・・連連携携をを図図りりななががらら準準備備をを
進進めめたた。。
・・初初めめててととななるる光光ののアアーートト作作品品のの公公園園へへのの設設置置
にに向向けけ、、都都とと連連携携ししてて実実施施準準備備をを進進めめるるとととともも
にに展展示示内内容容のの充充実実をを図図っったた。。
･･主主催催者者とと密密ににココミミュュニニケケーーシショョンンをを取取りり、、イイ
ベベンントト運運営営計計画画づづくくりりやや関関係係者者調調整整ををササポポーートト
しし、、開開催催がが成成功功すするるよようう努努めめたた。。

・・夜夜間間のの賑賑わわいいづづくくりりにに取取りり組組むむここ
ととでで、、地地域域かかららのの美美ししいい夜夜景景のの魅魅力力
をを伝伝ええるる機機会会をを創創出出
・・民民間間のの大大型型イイベベンントトとと連連動動ささせせ相相
乗乗効効果果をを生生みみ出出すす催催ししのの開開催催
・・夏夏季季のの来来街街者者数数がが伸伸びびるるよようう、、催催
事事のの充充実実にに向向けけたた関関係係者者合合意意形形成成にに
協協力力

利利用用者者ニニーー
ズズにに基基づづくく
展展示示会会等等のの
誘誘致致活活動動のの
展展開開

目目
標標
①①

・・施施設設利利用用者者等等ののニニーーズズのの把把握握
・・新新規規展展示示会会等等のの誘誘致致
・・利利用用者者ニニーーズズにに基基づづいいたた新新たたなな
ササーービビスス等等のの検検討討

・・22002211年年度度通通期期でで実実施施ししたたCCSS調調査査をを取取りりまま
ととめめ、、利利用用者者のの声声をを分分析析ししニニーーズズをを把把握握
・・22002222年年度度開開催催のの展展示示会会をを含含むむ催催事事にに関関しし
てて、、合合計計2288件件をを誘誘致致
・・出出展展者者やや設設営営業業者者のの作作業業車車両両等等のの待待機機場場
をを新新たたにに用用意意しし、、利利便便性性をを向向上上
・・空空きき店店舗舗区区画画をを来来場場者者のの休休憩憩ススペペーーススとと
ししてて活活用用

・・CCSS調調査査結結果果をを分分析析しし、、出出展展者者のの作作業業車車両両等等のの
待待機機場場所所やや飲飲食食ススペペーーススにに関関ししてて一一定定ののニニーーズズ
ががああるるこことと等等をを把把握握ししたた。。
・・短短期期間間でで誘誘致致可可能能なな興興行行系系イイベベンントト等等のの催催事事
運運営営会会社社向向けけにに施施設設内内覧覧会会等等をを実実施施すするるここととでで
誘誘致致ににつつななががっったた。。
・・待待機機場場ととししてて柔柔軟軟にに利利用用ででききるるススペペーーススのの確確
保保等等、、関関係係各各所所とと調調整整ししたた。。
・・大大型型イイベベンントト開開催催時時ににおおけけるる休休憩憩所所増増設設のの
ニニーーズズにに基基づづきき、、空空きき店店舗舗区区画画にに休休憩憩設設備備をを設設
けけ、、利利用用促促進進ののたためめ主主催催者者とと調調整整すするるななどどししたた。。
・・ここのの取取りり組組みみにによよっってて商商談談機機会会のの創創出出ににもも寄寄
与与ししてていいるる。。

・・施施設設利利用用者者等等ののニニーーズズのの把把握握
・・新新規規展展示示会会等等のの誘誘致致
・・既既存存顧顧客客へへのの施施設設利利用用促促進進
・・利利用用者者ニニーーズズにに基基づづいいたた新新たたなな
ササーービビスス等等のの提提供供

ククルルーーズズ
タターーミミナナルル
をを活活かかししたた
地地域域のの活活性性
化化

目目
標標
①①

・・タターーミミナナルルででのの歓歓迎迎ムムーードドのの醸醸
成成等等、、賑賑わわいい創創出出策策のの実実施施

・・都都やや地地域域企企業業等等ととののククルルーーズズタターーミミナナルル
勉勉強強会会をを実実施施しし（（８８月月））、、国国際際ククルルーーズズ船船
入入港港時時のの都都のの受受入入対対応応やや歓歓迎迎行行事事等等ににつついい
てて確確認認

・・1111月月にに国国土土交交通通省省ににてて国国際際ククルルーーズズ運運航航ののたた
めめののガガイイドドラライインンがが策策定定さされれたたここととでで、、ここれれかか
ららククルルーーズズででのの受受入入がが再再開開すするる。。
・・引引きき続続きき関関係係者者とと勉勉強強会会ななどどをを進進めめ、、地地域域活活
性性化化のの観観点点かかららのの実実施施効効果果もも見見極極めめななががらら、、施施
策策のの内内容容やや時時期期をを検検討討ししてていいくく。。

・・寄寄港港時時のの地地域域企企業業向向けけ見見学学会会のの実実
施施
・・地地域域をを活活性性化化ささせせるる取取組組のの検検討討

来来街街者者獲獲得得
ののたためめのの広広
報報・・情情報報発発
信信

目目
標標
①①

・・「「東東京京おお台台場場..nneett」」ににおおけけるる臨臨
海海地地域域のの魅魅力力ああるるココンンテテンンツツのの検検
討討・・作作成成
・・SSNNSSのの適適切切なな使使いい分分けけにによよるる効効
果果的的なな情情報報発発信信のの実実施施
・・ググルルーーププ各各社社がが有有すするる広広報報媒媒体体
のの活活用用等等連連携携ししたた広広報報活活動動のの実実施施

・・地地域域のの催催ししやや期期間間限限定定商商品品等等ににつついいてて、、
ハハロロウウィィンン等等ののテテーーママににままととめめ「「東東京京おお台台
場場..nneett」」でで一一体体的的ににPPRR
・・TTwwiitttteerr等等のの継継続続的的情情報報発発信信ややFFaacceebbooookk
のの日日英英併併記記をを行行いい「「東東京京おお台台場場..nneett」」のの閲閲
覧覧へへとと誘誘導導
・・地地域域でで作作成成ししイインンタターーネネッットト上上でで公公開開しし
てていいるる臨臨海海副副都都心心紹紹介介動動画画のの一一部部をを街街頭頭ビビ
ジジョョンンでで放放映映

・・臨臨海海副副都都心心でで開開催催さされれるるイイベベンントトがが増増加加ししてて
ききたたここととかからら、、集集客客のの見見込込めめそそううななイイベベンントトのの
投投稿稿をを増増ややすすととととももにに、、テテーーママににままととめめ、、ままたた
継継続続的的なな複複数数SSNNSSにによよるる情情報報発発信信等等行行いい、、PPVV数数
はは22002211年年度度通通期期をを既既にに1144％％上上回回っってていいるる。。
・・外外国国人人観観光光客客のの再再訪訪にに備備ええ、、年年度度のの初初頭頭よよりり、、
掲掲載載イイベベンントトににつついいてて多多言言語語表表記記のの頻頻度度をを上上げげ
るるととももにに、、欧欧米米でで利利用用者者のの多多いいFFaacceebbooookkのの投投稿稿
をを日日英英併併記記にに変変更更ししたた。。
・・都都のの広広報報手手段段をを活活用用ささせせててももららううここととでで、、不不
特特定定多多数数のの方方にに臨臨海海副副都都心心のの魅魅力力をを発発信信ででききたた。。

・・「「東東京京おお台台場場..nneett」」ののアアククセセスス解解
析析等等にによよりり、、関関心心度度のの高高いいキキーーワワーー
ドドをを分分析析しし、、臨臨海海地地域域のの魅魅力力をを重重点点
的的にに発発信信
・・SSNNSSのの適適切切なな使使いい分分けけにによよるる効効果果的的
なな情情報報発発信信のの実実施施
・・ググルルーーププ各各社社がが有有すするる広広報報媒媒体体のの
活活用用等等連連携携ししたた広広報報活活動動のの実実施施

（株）東京臨海ホールディングス

戦戦略略３３ 臨臨海海副副都都心心のの賑賑わわいいのの持持続続とと発発展展

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
青青海海ココンンテテナナふふ頭頭のの物物流流機機能能をを維維持持ししななががらら、、ヤヤーードド改改修修等等がが着着実実にに進進捗捗

ししてていいるる。。
【【目目標標②②】】

ゆゆりりかかももめめのの自自動動運運転転及及びび熱熱供供給給事事業業のの冷冷水水安安定定供供給給にに必必要要なな設設備備がが適適切切
にに更更新新さされれてていいるる。。
【【目目標標③③】】

特特定定低低公公害害車車・・低低燃燃費費車車へへのの転転換換促促進進にによよりり、、環環境境にに配配慮慮ししたたままちちのの形形成成
にに貢貢献献ししてていいるる。。

再再編編中中のの青青海海ふふ頭頭ののううちち第第４４ババーーススににおおいいてて、、利利用用者者ととのの調調整整をを行行いいななががらら荷荷役役
へへのの影影響響をを最最小小限限にに抑抑ええつつつつ、、拡拡張張整整備備をを完完了了しし、、機機能能強強化化をを図図っったた。。

ままたた、、ゆゆりりかかももめめやや熱熱供供給給施施設設でではは、、ササーービビススをを継継続続ささせせつつつつ主主要要設設備備をを更更新新しし
てていいくくたためめのの様様々々なな制制約約にに対対処処ししななががらら施施工工をを進進めめてていいるる。。

戦略を設定する理由・背景
我我がが国国のの物物流流をを支支ええるる東東京京港港はは、、今今後後もも貨貨物物量量のの増増大大がが見見込込ままれれるるななかか施施設設能能力力がが限限界界をを超超ええつつつつあありり、、抜抜本本的的対対策策をを要要すするる時時期期ににききてていいるる。。ままたた、、ままちちびびららききかからら
2200余余年年をを迎迎ええるる臨臨海海副副都都心心はは、、開開発発当当初初かからら築築ききああげげててききたた「「安安全全・・安安心心」」のの特特長長をを将将来来ににわわたたっってて守守りり抜抜いいてていいかかななけけれればばななららなないい。。

団体における現状（課題）
◆◆東東京京港港のの抜抜本本的的なな貨貨物物処処理理能能力力のの向向上上ににはは既既存存ココンンテテナナふふ頭頭のの再再編編がが不不可可欠欠でで
あありり、、ヤヤーードド及及びび荷荷役役施施設設のの整整備備・・貸貸付付等等をを担担うう子子会会社社東東京京港港埠埠頭頭（（株株））はは、、都都
とと一一体体ととななっってて再再編編にに取取りり組組むむ必必要要ががああるる。。
◆◆臨臨海海副副都都心心のの開開発発当当初初かからら子子会会社社各各社社がが運運営営をを担担っっててききたた基基盤盤イインンフフララのの主主要要
なな設設備備がが、、更更新新時時期期をを迎迎ええてていいるる。。
◆◆地地域域ののささららななるる発発展展にに向向けけ、、環環境境にに配配慮慮ししたたままちちのの創創出出にに貢貢献献すするるここととがが求求めめ
らられれてていいるる。。

課題解決の⼿段
◆◆中中央央防防波波堤堤外外側側ふふ頭頭第第２２ババーーススへへ機機能能移移転転ししたた青青海海ふふ頭頭第第３３ババーーススのの跡跡地地をを活活
用用ししてて青青海海ふふ頭頭をを再再編編。。青青海海ふふ頭頭第第４４ババーーススのの拡拡張張やや青青海海公公共共ふふ頭頭のの拡拡張張ととトトララ
ンンススフファァーーククレレーーンンのの導導入入にによよりり、、荷荷役役効効率率化化とと周周辺辺のの交交通通渋渋滞滞緩緩和和をを図図るる。。
◆◆臨臨海海地地域域のの都都市市基基盤盤をを支支ええるる公公共共性性のの高高いい施施設設ににつついいてて、、ササーービビススのの提提供供をを途途
切切れれささせせるるここととななくく設設備備をを更更新新ししてていいくく。。
◆◆ググルルーーププ環環境境行行動動計計画画にに基基づづきき、、温温室室効効果果ガガスス削削減減等等にに取取りり組組んんででいいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

青青海海ココンンテテ
ナナふふ頭頭のの再再
編編整整備備

目目
標標
①①

・・AA３３タターーミミナナルルのの跡跡地地をを活活用用しし
てて、、貨貨物物処処理理能能力力のの向向上上にに向向けけ青青
海海ココンンテテナナふふ頭頭のの再再編編整整備備のの実実施施
（（ヤヤーードドレレイイアアウウトトのの見見直直しし及及びび
荷荷役役機機械械のの更更新新ななどど））

・・第第４４ババーースス拡拡張張整整備備完完了了（（８８月月））
※※岸岸壁壁延延長長335500→→440000ｍｍ
※※蔵蔵置置能能力力88,,110000→→1100,,005500TTEEUU

・・公公共共ふふ頭頭のの再再編編整整備備のの推推進進（（総総合合受受変変電電
所所工工事事1111月月契契約約））

・・現現在在、、供供用用中中ののタターーミミナナルルででああるるここととかからら、、
利利用用者者とと調調整整のの上上、、段段階階的的にに施施工工すするるここととでで、、
荷荷役役へへのの影影響響をを最最小小限限にに抑抑ええ、、既既存存タターーミミナナルル
のの供供用用をを停停止止せせずず、、着着実実にに再再編編整整備備をを進進めめてていい
るる。。
・・引引きき続続きき利利用用者者ととのの調調整整をを行行いいななががらら着着実実にに
整整備備をを進進めめてていいくく。。

・・AA３３タターーミミナナルルのの跡跡地地をを活活用用ししてて、、
貨貨物物処処理理能能力力のの向向上上にに向向けけ青青海海ココンン
テテナナふふ頭頭のの再再編編整整備備のの実実施施
（（ヤヤーードドレレイイアアウウトトのの見見直直しし及及びび荷荷
役役機機械械のの更更新新ななどど））

イインンフフララのの
安安全全・・安安定定
供供給給をを支支ええ
るる主主要要設設備備
のの円円滑滑なな更更
新新

目目
標標
②②

・・ゆゆりりかかももめめAATTCC//TTDD装装置置更更新新：：１１
箇箇所所((対対象象６６箇箇所所中中２２箇箇所所完完了了))

・・ゆゆりりかかももめめAATTCC//TTDD装装置置：：１１箇箇所所((車車庫庫))更更
新新中中((装装置置製製作作、、動動作作確確認認等等実実施施))

・・製製作作ししたた新新規規装装置置のの試試験験調調整整等等をを夜夜間間のの限限らら
れれたた時時間間でで実実施施すするる必必要要ががああるる中中、、工工程程管管理理やや
安安全全対対策策をを徹徹底底すするるここととでで、、安安全全・・安安定定運運行行をを
維維持持ししつつつつ工工事事がが進進捗捗ししてていいるる。。

・・ゆゆりりかかももめめAATTCC//TTDD装装置置更更新新：：４４箇箇
所所((対対象象６６箇箇所所中中６６箇箇所所完完了了))
・・熱熱供供給給用用冷冷凍凍機機２２基基はは、、世世界界的的なな
半半導導体体及及びび鋼鋼材材不不足足のの影影響響にによよるる製製
作作のの長長期期化化ののたためめ22002244年年度度のの更更新新にに
変変更更

特特定定低低公公
害害・・低低燃燃費費
車車へへのの転転換換

目目
標標
③③

・・ググルルーーププ各各社社がが所所有有すするる自自動動車車
ににつついいてて、、更更新新時時等等ににZZEEVV等等のの特特
定定低低公公害害・・低低燃燃費費車車へへのの転転換換をを促促
進進

・・22002222年年３３月月ののググルルーーププ内内のの環環境境対対策策情情報報
交交換換会会でで共共有有ししたた情情報報をを踏踏ままええ、、各各社社ににおお
いいてて自自動動車車のの更更新新時時等等ににZZEEVV等等のの特特定定低低公公
害害・・低低燃燃費費車車へへのの転転換換をを検検討討

・・３３月月にに開開催催予予定定ののググルルーーププ内内のの環環境境対対策策情情報報
交交換換会会でで、、ググルルーーププ各各社社のの情情報報ををととりりままととめめ意意
見見交交換換等等行行うう予予定定ででああるる。。

・・ググルルーーププ各各社社がが所所有有すするる自自動動車車にに
つついいてて、、更更新新時時等等ににZZEEVV等等のの特特定定低低公公
害害・・低低燃燃費費車車へへのの転転換換をを促促進進（（総総車車
両両数数のの4400％％以以上上））

（株）東京臨海ホールディングス

戦戦略略４４ 社社会会とと地地域域をを支支ええるる基基盤盤イインンフフララのの適適切切なな更更新新とと改改良良

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
事事業業やや地地域域にに精精通通すするるととととももにに多多様様なな経経験験をを積積んんだだ固固有有社社員員ががググルルーーププのの

中中核核をを担担いい、、臨臨海海地地域域のの発発展展にに貢貢献献ししてていいるる。。
【【目目標標②②】】

ググルルーーププににおおいいてて多多様様なな働働きき方方がが実実施施さされれ、、人人材材ママネネジジメメンントトにに良良いい影影響響
ををももたたららししてていいるる。。

ググルルーーププ共共同同研研修修ののオオンンラライインン化化にによよっってて交交代代制制勤勤務務者者もも含含めめ受受講講ししややすすいい環環境境
がが整整いい、、必必要要なな知知識識やや能能力力のの習習得得機機会会のの拡拡充充ににつつななががっってていいるる。。一一方方、、研研修修担担当当者者
会会をを開開催催すするるここととでで、、効効果果的的なな共共同同研研修修ににつついいててググルルーーププ各各社社とと意意見見交交換換しし、、新新規規
のの共共同同研研修修をを検検討討・・実実施施ししてていいくく計計画画ででああるるがが、、現現状状でで充充足足ししてていいるるととののここととかからら、、
22002233年年度度のの共共同同研研修修でで新新規規にに実実施施すするるももののがが具具体体的的にに決決ままっってていいなないい状状況況ととななっってて
いいるる。。

ググルルーーププ内内ででのの人人事事交交流流のの実実現現にに向向けけててはは、、引引きき続続きき各各社社とと調調整整ししてていいるる。。
社社内内ににおおいいててはは、、在在宅宅勤勤務務端端末末のの全全員員配配備備をを終終ええ、、テテレレワワーーククのの併併用用ななどど働働ききやや

すすいい職職場場環環境境のの形形成成にに努努めめてていいるる。。

戦略を設定する理由・背景
少少子子高高齢齢化化がが進進むむななかか、、会会社社がが将将来来ににわわたたっってて地地域域のの発発展展をを支支ええてていいくくたためめににはは、、人人材材育育成成及及びび優優秀秀なな人人材材にに選選ばばれれるる魅魅力力ああるる職職場場環環境境のの創創出出がが必必要要ででああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆OOJJTTややググルルーーププ共共同同研研修修等等にによよりりググルルーーププ全全体体ととししてて人人材材のの育育成成をを図図っってていいるるがが、、
固固有有社社員員のの割割合合はは全全社社員員のの約約９９割割をを占占めめるるままででにに増増加加ししてておおりり、、更更ななるる取取組組がが求求
めめらられれてていいるる。。
◆◆広広いい視視野野をを持持ちち、、各各事事業業やや臨臨海海地地域域にに精精通通ししたた人人材材育育成成ののたためめ、、様様々々なな経経験験やや
研研修修のの機機会会のの充充実実にに取取りり組組んんででいいくく必必要要ががああるる。。
◆◆社社員員がが意意欲欲とと能能力力をを十十分分発発揮揮すするるここととにによよっってて生生産産性性向向上上をを図図れれるるよようう、、ラライイ
フフ・・ワワーークク・・ババラランンススののととれれたた働働きき方方ががででききるる職職場場環環境境をを形形成成ししてていいくく必必要要ががああ
るる。。

課題解決の⼿段
◆◆ググルルーーププ社社員員にに共共通通ししてて必必要要なな能能力力・・知知識識をを習習得得すするるたためめのの研研修修はは、、受受講講対対象象
やや内内容容のの充充実実をを図図っってていいくくととととももにに、、オオンンラライインン研研修修のの拡拡充充ななどどにによよりり、、受受講講しし
ややすすいい環環境境整整備備もも進進めめてていいくく。。ままたた、、ググルルーーププ各各社社のの研研修修担担当当者者等等ととのの意意見見交交換換
ななどどをを通通じじてて、、よよりり効効果果的的なな共共同同研研修修のの検検討討・・実実施施をを推推進進すするる。。
◆◆固固有有社社員員ににつついいてて、、ググルルーーププ内内外外のの人人事事交交流流ややププロロジジェェククトト研研修修等等をを継継続続的的にに
行行ううたためめのの仕仕組組みみをを作作るる。。ああわわせせてて、、採採用用（（障障害害者者雇雇用用をを含含むむ））のの手手法法ななどどのの情情
報報交交換換のの機機会会をを作作るる。。
◆◆個個々々ののラライイフフススタタイイルルにに合合っったた働働きき方方ががででききるる職職場場環環境境のの整整備備とと、、生生産産性性のの向向
上上にに必必要要なな施施策策をを着着実実にに進進めめてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

ググルルーーププ共共
同同研研修修

目目
標標
①①

・・担担当当者者会会等等のの場場をを活活用用ししつつつつ、、
新新規規研研修修のの検検討討・・実実施施

・・ググルルーーププ各各社社のの研研修修担担当当者者会会をを開開催催しし、、
研研修修内内容容のの評評価価、、実実施施手手順順、、新新規規研研修修のの要要
望望ををヒヒアアリリンンググ

・・すすべべててのの共共同同研研修修ののオオンンラライインン化化はは、、よよりり多多
くくのの社社員員のの研研修修機機会会がが確確保保ででききるる点点でで概概ねね好好評評
ででああっったた。。
・・新新規規研研修修ににつついいててはは、、ササブブススククリリププシショョンン形形
式式のの研研修修ににつついいてて、、導導入入ししてていいるるググルルーーププ会会社社
のの状状況況をを共共有有ししたた。。

・・担担当当者者会会等等のの場場をを活活用用ししつつつつ、、新新
規規研研修修のの検検討討・・実実施施

固固有有社社員員のの
採採用用・・育育成成

目目
標標
①①

・・制制度度化化にに向向けけたた労労働働法法制制度度のの取取
扱扱いいのの整整理理・・検検討討
・・派派遣遣可可能能なな各各社社ととのの人人事事交交流流のの
実実施施

・・人人事事交交流流ににつついいててはは、、「「１１年年間間のの実実務務研研
修修員員」」ととししてて「「ググルルーーププ派派遣遣研研修修要要綱綱」」にに
基基づづくく取取扱扱いいでで整整理理
・・令令和和５５年年度度のの人人事事交交流流ににつついいてて、、ググルルーー
ププ各各社社ににヒヒアアリリンンググをを実実施施

・・ググルルーーププ各各社社ののヒヒアアリリンンググのの結結果果ににおおいいててはは、、
欠欠員員ななどどのの状状況況かからら交交流流成成立立がが難難ししいい面面ががああるる
もものののの、、昇昇任任時時ののジジョョブブロローーテテーーシショョンンにに組組みみ
入入れれるるななどどのの観観点点かからら、、引引きき続続きき調調整整ししてていいくく。。

・・派派遣遣可可能能なな各各社社ととのの人人事事交交流流のの実実
施施
・・ググルルーーププ人人事事交交流流のの制制度度化化

多多様様なな働働きき
方方のの実実現現

目目
標標
②②

・・各各社社ののテテレレワワーークク等等のの課課題題のの解解
決決
・・生生産産性性向向上上にに向向けけたた施施策策のの実実施施、、
推推進進
・・各各社社とと連連携携しし障障害害者者雇雇用用のの推推進進
やや定定着着にに向向けけ取取りり組組むむ

・・ググルルーーププ各各社社のの企企画画担担当当課課長長会会ににおおいいてて、、
テテレレワワーーククのの実実施施状状況況ににつついいてて、、情情報報共共有有
・・働働きき方方改改革革のの一一環環ととししてて、、育育児児とと仕仕事事のの
両両立立ににもも寄寄与与ででききるるテテレレワワーーククがが、、働働きき方方
のの選選択択肢肢ととししてて定定着着すするるよようう、、設設備備環環境境やや
勤勤務務体体制制をを整整備備
・・障障害害者者雇雇用用ににつついいてて、、ググルルーーププ各各社社のの状状
況況をを把把握握

・・ググルルーーププ各各社社ににおおいいててはは、、ペペーーパパーーレレススややはは
んんここレレススななどどのの環環境境整整備備をを進進めめななががらら、、各各社社のの
事事業業形形態態にに合合わわせせたたテテレレワワーーククをを着着実実にに実実施施しし
てていいるる。。
・・電電子子決決裁裁シシスステテムムややリリモモーートトデデススククトトッッププシシ
スステテムムのの導導入入、、在在宅宅勤勤務務端端末末のの全全員員配配備備等等にによよ
りり、、テテレレワワーーククをを実実施施可可能能なな環環境境をを構構築築ししてていい
るる。。
・・障障害害者者採採用用やや定定着着のの課課題題等等ににつついいてて、、ググルルーー
ププ各各社社でで共共有有ししたた。。

・・各各社社ののテテレレワワーークク等等のの課課題題のの解解決決
・・生生産産性性向向上上にに向向けけたた施施策策のの実実施施、、
推推進進
・・各各社社とと連連携携しし障障害害者者雇雇用用のの推推進進やや
定定着着にに向向けけ取取りり組組むむ

（株）東京臨海ホールディングス

戦戦略略５５
人人材材育育成成とと働働ききややすすいい職職場場づづくくりりにによよるるググルルーーププのの基基
盤盤強強化化

戦略の性質
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３０ 東京交通サービス株式会社 
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2023年度改訂版のポイント

◆戦略２ 新たな事業の拡⼤等による受託事業の収益⼒の向上 事業における収益性の検証として、
2023年度の粗利率⽬標を9.5％とし、費⽤縮減等に取り組んできたが、より⼀層、事業運営の基
盤を強化するため、2023年度の粗利率⽬標を9.5％超（9.5％超〜10％）に上⽅修正

◆上⽅修正に当たり、各事業においてより積極的な粗利率向上の取組が必要であることから、対
象となる経費を限定せず、経費全般にわたって縮減に取り組んでいくため、各事業における粗利
率⽬標の達成⼿段について「削減額」を「主な縮減対象経費」の例⽰に変更

【プランの主な改訂内容】

東京交通サービス（株）

戦略２ 新たな事業の拡⼤等による受託事業の収益⼒の向上
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

【収益性の確
保・向上】
各事業における
収益性の検証

・事業の特性を踏まえた費⽤縮減等
（前年度の状況を踏まえ取組内容を
検討）
・全事業における粗利率⽬標︓
9.5％
・経営指標の公表を継続

【収益性の確
保・向上】
各事業における
収益性の検証

・事業の特性を踏まえた費⽤縮減等
（前年度の状況を踏まえ取組内容を
検討）
・全事業における粗利率⽬標︓
9.5％超（9.5％超〜10％）
・経営指標の公表を継続

個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

【収益性の確
保・向上】
各事業における
粗利益率向上策
の実施

各事業における粗利率⽬標と達成⼿
段
駅務︓14.8％（外注費▲6百万円）
電気︓7.4％（⼈件費▲7百万円）
⾞両︓6.4％（外注費▲6百万円）
⼟⽊︓10.8％（外注費▲7百万円）
発電︓10.5％（これまでの取組を継
続）※費⽤縮減額は2022年度以降
の取組における累計

【収益性の確
保・向上】
各事業における
粗利益率向上策
の実施

各事業における粗利率⽬標と達成⼿
段
駅務︓14.2％超（主に外注費の縮
減）
電気︓9.5％超（主に⼈件費の縮
減）
⾞両︓7.1％超（主に外注費の縮
減）
⼟⽊︓9.0％超（主に外注費の縮
減）
発電︓8.6％超（これまでの取組を
継続）

東
京
交
通
サ
ー
ビ
ス

東
京
交
通
サ
ー
ビ
ス

- 264 -



３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】技技術術指指導導やや施施工工管管理理にに従従事事ででききるる１１級級とと、、特特定定のの専専門門分分野野ででのの業業
務務をを円円滑滑にに遂遂行行ででききるる２２級級のの業業務務責責任任者者をを各各9900名名育育成成すするる。。22002244年年度度ままででにに
各各職職場場１１名名ずずつつ配配置置をを目目指指すす。。
【【目目標標②②】】人人材材育育成成計計画画のの策策定定・・運運用用、、関関連連すするる規規程程等等のの見見直直しし
【【目目標標③③】】資資格格取取得得支支援援策策のの策策定定、、導導入入

【【目目標標①①】】外外部部研研修修・・社社内内技技術術研研修修ななどどをを推推進進しし、、技技術術ススキキルルのの証証左左ででああるる業業務務責責
任任者者のの育育成成をを図図っったた（（業業務務責責任任者者１１級級8888名名、、２２級級9933名名））。。引引きき続続きき研研修修等等をを活活用用しし
ななががらら、、業業務務責責任任者者のの育育成成をを行行うう。。
【【目目標標②②】】専専門門人人材材をを育育成成すするるたためめのの人人材材育育成成計計画画をを策策定定しし、、運運用用をを開開始始ししたた。。今今
後後はは進進捗捗状状況況をを確確認認しし、、必必要要にに応応じじてて見見直直ししをを行行っってていいくく。。
【【目目標標③③】】資資格格取取得得支支援援ととししてて、、資資格格取取得得のの基基礎礎ととななるる技技術術知知識識のの習習得得をを目目的的ととしし
たた外外部部研研修修のの実実施施をを検検討討ししたた。。今今後後、、資資格格取取得得のの更更ななるる支支援援をを図図るる。。

戦略を設定する理由・背景
今今後後、、労労働働力力人人口口がが減減少少しし、、技技術術系系のの人人材材確確保保ががささららにに困困難難ににななるるここととがが見見込込ままれれるる。。ここののよよううなな状状況況ににおおいいててもも、、総総合合保保守守会会社社ととししてて安安定定ししたた事事業業運運営営をを行行ううたためめ
ににはは、、ここれれままでで主主にに職職場場単単位位でで進進めめてていいたた人人材材育育成成等等ににつついいてて、、会会社社全全体体ののササポポーートトをを強強化化ししてていいくく必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆業業務務のの中中核核をを担担っっててききたた都都OOBBのの減減少少がが見見込込ままれれるる中中ででもも、、固固有有社社員員のの技技術術力力向向
上上やや技技術術継継承承をを着着実実にに行行っってていいくく必必要要ががああるる。。
◆◆受受託託事事業業拡拡大大をを踏踏ままええ、、よよりり高高度度なな知知識識・・技技術術をを有有すするる専専門門人人材材をを育育成成すするる仕仕
組組みみをを強強化化ししてていいくく必必要要ががああるる。。
◆◆業業務務にに必必要要なな専専門門性性やや技技術術力力をを有有すするるここととのの裏裏付付けけととななるる資資格格のの取取得得にに対対ししてて、、
支支援援がが十十分分ででななくく、、固固有有社社員員のの資資格格取取得得がが進進んんででいいなないい。。

課題解決の⼿段
◆◆鉄鉄道道のの総総合合保保守守会会社社ととししててのの基基礎礎をを支支ええるる社社員員のの技技術術ススキキルルのの証証左左ととししてて、、社社
内内資資格格ででああるる業業務務責責任任者者のの取取得得推推奨奨ををここれれままでで進進めめててききたた。。今今後後、、当当該該資資格格保保有有
者者をを組組織織的的にに育育成成すするるここととでで、、社社員員のの技技術術レレベベルルののボボトトムムアアッッププをを図図るるととととももにに、、
新新たたなな業業務務領領域域へへのの事事業業進進出出やや技技術術職職員員のの人人材材育育成成シシスステテムムににおおけけるるメメルルククママーー
ルルととししてていいくく。。
◆◆業業務務分分野野毎毎にに策策定定ししてていいるる社社員員のの人人材材育育成成計計画画ににつついいてて、、各各職職種種（（電電気気・・機機
械械・・土土木木・・建建築築））にに応応じじてて高高度度なな知知識識・・技技術術をを習習得得ささせせるるななどど見見直直ししをを図図りり、、専専
門門人人材材のの育育成成をを図図っってていいくく。。
◆◆現現行行のの資資格格取取得得時時のの支支援援にに加加ええ、、取取得得難難易易度度やや業業務務へへのの活活用用度度合合にに応応じじたた支支援援
策策のの検検討討、、導導入入をを図図るる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

社社外外ノノウウハハ
ウウのの積積極極的的
活活用用とと社社内内
研研修修のの充充実実

目目
標標
①①

・・未未受受講講者者へへのの外外部部研研修修提提案案（（外外
部部研研修修受受講講率率9977％％））
・・前前年年度度のの調調査査・・アアンンケケーートトにに基基
づづくく社社内内研研修修のの開開催催（（３３回回））
・・社社員員満満足足度度調調査査のの実実施施・・検検証証
・・通通信信教教育育メメニニュューーのの拡拡充充
・・指指標標のの検検討討・・設設定定、、指指標標にに基基づづ
きき社社員員のの技技術術ススキキルル向向上上策策をを検検
討討・・試試行行

・・外外部部研研修修受受講講率率：：9988..66％％
・・社社内内研研修修のの開開催催（（３３回回））
・・社社員員満満足足度度調調査査をを実実施施、、集集計計結結果果をを検検証証
・・通通信信教教育育にに関関すするるアアンンケケーートト結結果果をを踏踏まま
ええ、、新新規規講講座座をを追追加加
・・定定型型的的ななホホーームムドドアア点点検検作作業業ににつついいてて、、
指指標標をを設設定定しし社社員員のの技技術術ススキキルル向向上上にに向向けけ
たた取取組組をを進進めめてていいるる。。

・・業業務務責責任任者者講講習習ややVVRR機機器器取取扱扱研研修修等等にに取取りり組組
みみ、、社社内内研研修修のの充充実実にに努努めめたた。。
・・社社員員満満足足度度調調査査をを実実施施、、「「ここのの会会社社でで働働きき続続
けけたたいいかか」」とといいうう社社員員のの満満足足度度にに密密接接にに関関連連すす
るる調調査査項項目目ににつついいてて、、肯肯定定的的なな評評価価がが大大宗宗をを占占
めめたたがが、、給給与与制制度度やや技技術術ススキキルルななどどにに関関ししてて要要
望望ががああっったた。。
・・昨昨年年度度のの取取組組結結果果もも参参考考ににしし、、ホホーームムドドアア点点
検検のの標標準準作作業業時時間間118800分分をを指指標標ととししてて設設定定ししたた。。
設設定定ししたた指指標標のの達達成成をを通通じじてて、、社社員員のの技技術術ススキキ
ルル向向上上をを目目指指すす。。

・・未未受受講講者者へへのの外外部部研研修修提提案案（（外外部部
研研修修受受講講率率110000％％））
・・前前年年度度のの実実施施状状況況をを踏踏ままええたた社社内内
研研修修のの拡拡充充（（４４回回））及及びび次次年年度度にに向向
けけたた研研修修メメニニュューー再再調調査査
・・社社員員満満足足度度調調査査のの検検証証結結果果をを踏踏まま
ええ必必要要にに応応じじてて対対応応策策をを実実施施
・・３３かか年年のの実実績績をを踏踏ままええたた通通信信教教育育
のの活活用用をを検検討討
・・社社員員のの技技術術ススキキルル向向上上策策をを検検証証・・
実実施施

人人材材育育成成計計
画画のの策策定定、、
資資格格取取得得支支
援援策策のの策策
定定・・導導入入

目目
標標
②②
③③

・・人人材材育育成成計計画画にに基基づづいいたた実実施施
（（各各部部ごごととのの状状況況にに合合わわせせてて順順次次
実実施施））
・・資資格格取取得得支支援援策策のの一一部部運運用用開開始始

・・22002222年年度度期期首首かからら人人材材育育成成計計画画をを着着実実にに
実実施施
・・資資格格取取得得のの基基礎礎ととななるる技技術術知知識識をを習習得得すす
るるここととをを目目的的ととししたた外外部部研研修修のの実実施施をを検検討討

・・人人材材育育成成計計画画にに基基づづいいたたOOJJTTやや内内部部・・外外部部研研
修修にによよりり、、安安全全管管理理やや事事故故防防止止ををははじじめめととすするる
各各部部でで求求めめらられれるる知知識識やや技技術術のの習習得得をを図図っったた。。
・・各各部部のの人人材材育育成成をを会会社社ととししてて推推進進すするるたためめ、、
年年間間教教育育計計画画をを策策定定しし、、進進捗捗確確認認をを適適切切にに行行っっ
てていいくく。。
・・資資格格取取得得のの課課題題ととななっってていいたた基基礎礎ととななるる技技術術
知知識識のの不不足足をを補補ううたためめ、、会会議議等等のの機機会会をを捉捉ええてて
社社員員ののニニーーズズをを把把握握しし、、業業務務にに必必要要なな資資格格取取得得
ににつついいてて外外部部研研修修（（通通信信教教育育研研修修をを含含むむ））等等のの
取取組組をを推推進進ししてていいくく。。

・・社社員員にに求求めめらられれるる安安全全管管理理やや事事故故
防防止止ををははじじめめととすするる専専門門的的知知識識・・技技
術術のの習習得得ををささららにに推推進進ししてていいくくたためめ、、
人人材材育育成成計計画画のの進進捗捗確確認認とと見見直直ししをを
行行うう
・・社社内内外外研研修修（（通通信信教教育育研研修修をを含含
むむ））のの充充実実をを図図るるななどど資資格格取取得得支支援援
にに向向けけたた取取組組をを推推進進（（資資格格取取得得策策のの
本本格格導導入入））

局局とと一一体体とと
ななっったた人人材材
育育成成

目目
標標
②②

・・交交通通局局ととのの調調整整（（新新規規人人事事交交流流、、
研研修修ななどど））
・・前前年年度度のの取取組組内内容容にに基基づづくく見見直直
しし
・・交交通通局局へへのの派派遣遣研研修修

・・22002222年年度度期期首首かからら交交通通局局発発電電事事務務所所へへのの
長長期期派派遣遣をを新新たたにに開開始始
・・交交通通局局とと合合同同でで訓訓練練やや研研修修等等をを実実施施
・・駅駅務務機機器器、、発発電電事事務務所所ななどど交交通通局局のの４４部部
門門にに、、固固有有社社員員計計４４名名をを派派遣遣

・・受受託託業業務務ののよよりり円円滑滑なな遂遂行行をを図図るるたためめ、、交交通通
局局ととのの調調整整にによよりり、、交交通通局局発発電電事事務務所所へへ固固有有社社
員員（（１１名名））をを派派遣遣
・・交交通通局局のの事事業業をを着着実実にに遂遂行行すするるたためめ、、自自然然災災
害害をを想想定定ししたた対対応応訓訓練練やや安安全全講講習習会会等等をを実実施施しし
たた。。
・・交交通通局局とと緊緊密密にに連連携携ししてて、、駅駅務務機機器器、、発発電電事事
務務所所、、昇昇降降設設備備、、工工事事監監理理のの４４部部門門にに、、固固有有社社
員員計計４４名名をを派派遣遣しし、、受受託託業業務務のの円円滑滑なな遂遂行行にに資資
すするるノノウウハハウウのの習習得得にに努努めめたた。。今今後後、、新新たたなな分分
野野ででのの派派遣遣研研修修ににつついいててもも検検討討をを進進めめてていいくく。。

・・交交通通局局とと団団体体のの相相互互人人事事交交流流のの充充
実実やや局局主主催催のの研研修修へへのの参参加加ななどどににつつ
いいてて交交通通局局とと調調整整
・・３３かか年年のの取取組組をを踏踏ままええ、、次次年年度度にに
向向けけてて交交通通局局ととのの訓訓練練等等のの取取組組内内容容
をを検検討討

東京交通サービス（株）

戦戦略略１１ 人人材材のの確確保保・・育育成成

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
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財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】建建築築分分野野のの工工事事監監督督・・監監理理部部門門をを設設立立しし業業務務をを受受託託
【【目目標標②②】】本本経経営営改改革革ププラランンのの期期間間中中ににおおけけるる新新規規受受託託拡拡大大にによよるる売売上上増増
（（約約２２億億円円））
【【目目標標③③】】発発電電事事業業のの継継続続的的なな事事業業黒黒字字体体制制構構築築
【【目目標標④④】】全全事事業業合合計計ででのの粗粗利利率率99..55％％

【【目目標標①①】】22002222年年度度期期首首かからら新新たたにに地地上上建建物物のの工工事事監監督督補補助助業業務務をを受受託託ししてておおりり、、
今今後後はは更更ななるる受受託託体体制制のの強強化化にに取取りり組組むむ。。
【【目目標標②②】】ホホーームムドドアア保保守守管管理理ななどどでで受受託託業業務務量量がが増増加加ししたた（（22002200年年度度受受託託額額にに対対
ししてて115555,,886688千千円円増増のの見見込込みみ））。。22002233年年度度ははホホーームムドドアア保保守守管管理理のの更更ななるる増増がが見見込込
ままれれてておおりり、、引引きき続続きき体体制制整整備備をを進進めめるる。。
【【目目標標③③】】発発電電事事業業ににおおけけるる黒黒字字をを継継続続、、今今後後もも継継続続ししてていいくく。。
【【目目標標④④】】全全事事業業合合計計ででのの粗粗利利率率1100..44％％をを見見込込んんででおおりり、、引引きき続続きき費費用用縮縮減減等等にに取取
りり組組むむ。。

戦略を設定する理由・背景
交交通通局局のの事事業業量量増増加加にに伴伴いい、、当当社社のの担担うう事事業業領領域域がが拡拡大大すするる中中、、工工事事監監理理業業務務をを成成長長のの柱柱ととししてて育育ててててききたた。。今今後後もも安安定定的的なな経経営営をを行行いい、、総総合合保保守守会会社社ととししてて局局にに貢貢
献献すするるたためめににはは、、新新たたなな事事業業領領域域へへのの進進出出やや受受託託事事業業規規模模のの拡拡大大をを図図るるととととももにに、、採採算算性性のの悪悪いい事事業業のの収収益益力力のの向向上上をを図図っってていいくく必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
【【新新たたなな事事業業領領域域へへのの進進出出】】
◆◆建建築築分分野野ににつついいてて、、局局所所有有地地上上建建物物のの工工事事監監督督・・監監理理をを受受託託ででききるる体体制制をを構構築築
ししてていいくく必必要要ががああるる。。
【【既既存存事事業業ににおおけけるる業業務務範範囲囲のの拡拡大大】】
◆◆工工事事監監理理等等、、受受託託業業務務をを拡拡大大ししてていいくくたためめににはは、、高高度度ななノノウウハハウウのの習習得得がが必必要要
ででああるる。。
◆◆保保守守管管理理ににつついいてて、、よよりり高高度度なな知知識識・・経経験験をを要要すするる業業務務のの受受託託拡拡大大ののたためめのの体体
制制整整備備がが十十分分ででなないい。。
【【発発電電事事業業のの収収支支改改善善】】
◆◆発発電電事事業業ににつついいててはは、、事事業業赤赤字字をを解解消消しし、、早早期期のの黒黒字字化化をを図図るる必必要要ががああるる。。
【【収収益益性性のの確確保保とと効効果果検検証証】】
◆◆売売上上高高がが伸伸びびるる中中、、定定量量的的なな指指標標をを用用いいたた検検証証等等、、事事業業のの収収益益性性にに関関すするる効効果果
検検証証がが不不十十分分

課題解決の⼿段
◆◆建建築築分分野野ににつついいててはは、、局局とと当当社社のの相相互互のの人人材材交交流流にによよりり、、工工事事監監督督・・監監理理ののノノ
ウウハハウウをを習習得得ししつつつつ、、専専管管組組織織設設置置にに向向けけたた準準備備をを行行うう。。
◆◆人人材材交交流流等等にによよりり、、ノノウウハハウウ（（高高度度なな判判断断をを行行ううススキキルルやや経経験験））のの習習得得やや体体制制
整整備備をを進進めめるるここととでで、、業業務務範範囲囲をを拡拡大大ししてていいくく。。
◆◆発発電電事事業業ににつついいててはは、、経経費費削削減減策策やや受受託託業業務務増増にに向向けけたた局局ととのの協協議議をを継継続続しし、、
早早期期のの収収支支改改善善をを図図るる。。
◆◆粗粗利利率率をを各各事事業業のの収収益益性性をを把把握握すするるたためめのの指指標標ととししてて設設定定、、公公表表しし、、継継続続的的にに
検検証証ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

建建築築分分野野のの
工工事事監監督督・・
監監理理業業務務受受
託託体体制制整整備備

目目
標標
①①

・・局局派派遣遣研研修修かからら社社員員がが帰帰任任ししノノ
ウウハハウウをを還還元元
・・局局かからら当当社社へへのの現現役役職職員員派派遣遣
・・業業務務受受託託開開始始

・・局局派派遣遣研研修修かからら帰帰任任ししたた社社員員がが建建築築部部門門
ののノノウウハハウウをを社社内内でで還還元元
・・22002222年年度度期期首首かからら局局現現役役職職員員をを新新規規にに受受
けけ入入れれ
・・専専管管組組織織のの建建築築監監理理課課ににてて計計画画通通りり建建築築
分分野野のの工工事事監監督督・・監監理理業業務務をを円円滑滑にに遂遂行行
（（受受託託額額3311,,220000千千円円））

新新規規にに受受託託ししたた建建築築分分野野のの工工事事監監督督・・監監理理業業務務
をを着着実実にに遂遂行行すするるととととももにに、、ノノウウハハウウのの習習得得・・
蓄蓄積積をを行行いい、、更更ななるる受受託託体体制制のの強強化化にに取取りり組組むむ。。

・・建建築築分分野野ののノノウウハハウウのの習習得得・・蓄蓄積積
をを行行いい、、専専門門人人材材のの育育成成等等更更ななるる受受
託託体体制制のの強強化化

業業務務範範囲囲拡拡
大大にに対対応応すす
るるたためめのの体体
制制整整備備

目目
標標
②②

・・工工事事監監理理ににつついいててのの高高度度ななノノウウ
ハハウウのの習習得得
・・業業務務範範囲囲拡拡大大にに向向けけたた体体制制整整備備
・・必必要要なな部部門門ににつついいてて局局へへのの派派遣遣
研研修修実実施施

・・局局現現役役派派遣遣職職員員及及びび都都OOBB社社員員ななどどかかららのの
OOJJTT等等にによよりり、、工工事事監監理理ににつついいててののノノウウハハ
ウウをを習習得得
・・浅浅草草線線ホホーームムドドアア保保守守管管理理のの受受託託拡拡大大にに
対対応応ししたた体体制制整整備備をを進進めめてていいるる。。
・・駅駅務務機機器器、、発発電電事事務務所所ななどど交交通通局局のの４４部部
門門にに、、固固有有社社員員計計４４名名をを派派遣遣【【再再掲掲】】

・・業業務務にに精精通通ししたた局局現現役役派派遣遣職職員員やや都都OOBB社社員員にに
よよるるOOJJTT、、研研修修等等にによよりり、、固固有有社社員員のの技技術術レレベベ
ルル向向上上にに努努めめたた。。
・・浅浅草草線線ホホーームムドドアア保保守守管管理理のの拡拡大大にに対対応応すするる
たためめ、、必必要要なな人人員員やや執執務務ススペペーーススのの確確保保ななどど、、
業業務務範範囲囲拡拡大大にに向向けけたた体体制制整整備備をを行行っったた。。
・・交交通通局局とと緊緊密密にに連連携携ししてて、、駅駅務務機機器器、、発発電電事事
務務所所、、昇昇降降設設備備、、工工事事監監理理のの４４部部門門にに、、固固有有社社
員員計計４４名名をを派派遣遣しし、、受受託託業業務務のの円円滑滑なな遂遂行行にに資資
すするるノノウウハハウウのの習習得得にに努努めめたた。。今今後後、、新新たたなな分分
野野ででのの派派遣遣研研修修ににつついいててもも検検討討をを進進めめてていいくく。。
【【再再掲掲】】

・・工工事事監監理理ににつついいててのの高高度度ななノノウウハハ
ウウのの習習得得
・・現現在在、、局局でで整整備備中中のの浅浅草草線線をを含含めめ、、
都都営営地地下下鉄鉄全全てて（（三三田田線線、、大大江江戸戸線線、、
新新宿宿線線、、浅浅草草線線））ののホホーームムドドアア保保守守
管管理理のの着着実実なな実実施施
・・配配置置人人員員のの増増加加等等受受託託体体制制のの強強化化
にによよるる売売上上増増
・・必必要要なな部部門門ににつついいてて局局へへのの派派遣遣研研
修修実実施施
・・新新たたなな局局派派遣遣研研修修先先のの検検討討

発発電電事事業業のの
収収支支改改善善

目目
標標
③③

・・受受託託業業務務のの増増
・・黒黒字字化化

・・売売上上高高
22002222年年度度上上半半期期売売上上2200,,003399千千円円
22002211年年度度上上半半期期売売上上2211,,221122千千円円
（（22002222年年度度--22002211年年度度＝＝▲▲11,,117733千千円円））

・・黒黒字字をを継継続続
22002222年年度度上上半半期期粗粗利利益益33,,997722千千円円
22002211年年度度上上半半期期粗粗利利益益22,,994422千千円円
（（22002222年年度度--22002211年年度度＝＝11,,003300千千円円））

電電気気設設備備点点検検業業務務等等のの減減にによよりり、、売売上上はは減減少少しし
たたもものののの、、人人員員配配置置のの見見直直しし等等にによよりり売売上上原原価価
のの縮縮減減をを図図りり、、粗粗利利益益はは11,,003300千千円円増増加加。。22002222
年年度度ににおおいいててもも黒黒字字をを継継続続

・・受受託託業業務務のの増増
・・売売上上原原価価縮縮減減等等のの取取組組をを継継続続しし、、
黒黒字字をを継継続続

【【収収益益性性のの
確確保保・・向向
上上】】
各各事事業業ににおお
けけるる収収益益性性
のの検検証証

目目
標標
④④

・・事事業業のの特特性性をを踏踏ままええたた費費用用縮縮減減
策策等等（（例例：：駅駅務務施施設設事事業業ににおおいいてて
外外注注作作業業をを精精査査しし、、作作業業のの一一部部をを
直直営営化化））
・・全全事事業業ににおおけけるる粗粗利利率率目目標標：：
99..33％％
・・経経営営指指標標のの公公表表（（売売上上高高粗粗利利率率、、
売売上上高高営営業業利利益益率率、、売売上上高高当当期期純純
利利益益率率のの推推移移ををHHPPにに掲掲載載））

・・費費用用縮縮減減をを実実施施
駅駅務務：：外外注注業業務務３３駅駅直直営営化化、、発発注注内内容容のの見見
直直しし等等（（ホホーームムドドアア保保守守））
電電気気：：新新規規業業者者のの開開拓拓、、民民間間売売上上減減少少にに対対
応応しし人人員員適適正正化化（（情情報報通通信信））
車車両両：：競競争争契契約約のの拡拡大大（（新新交交通通車車両両保保守守））
土土木木：：周周辺辺業業務務のの直直営営化化（（昇昇降降設設備備保保守守））
・・全全事事業業ににおおけけるる粗粗利利率率：：1100..44％％
・・８８月月よよりり経経営営指指標標ををHHPPにに掲掲載載

各各事事業業ににおおいいてて、、外外注注費費のの縮縮減減にに向向けけ、、直直営営作作
業業のの拡拡大大やや発発注注内内容容のの見見直直しし、、新新規規業業者者のの開開拓拓
等等新新規規のの取取組組をを進進めめたた。。
ままたた、、東東京京22002200大大会会のの終終了了、、ココロロナナ禍禍等等にによよるる
民民間間事事業業者者かかららのの売売上上がが減減少少ししたたここととにに対対しし人人
員員配配置置をを見見直直すすななどど、、効効率率的的なな事事業業執執行行をを図図っっ
たた。。
ここれれららのの取取組組にによよりり、、上上半半期期ににおおけけるる粗粗利利率率はは
大大ききくく向向上上ししたた。。
下下半半期期にに向向けけ、、経経費費のの執執行行増増にによよりり粗粗利利率率のの低低
下下をを見見込込むむがが、、目目標標のの99..33％％はは達達成成のの見見込込みみ。。

・・事事業業のの特特性性をを踏踏ままええたた費費用用縮縮減減等等
（（前前年年度度のの状状況況をを踏踏ままええ取取組組内内容容をを
検検討討））
・・経経営営課課題題解解決決にに向向けけたた取取組組等等をを実実
施施ししななががらら、、全全事事業業ににおおけけるる粗粗利利率率
目目標標：：99..55％％超超（（99..55％％超超～～1100％％））をを
達達成成
・・経経営営指指標標のの公公表表をを継継続続

【【収収益益性性のの
確確保保・・向向
上上】】
各各事事業業ににおお
けけるる粗粗利利益益
率率向向上上策策のの
実実施施

目目
標標
④④

各各事事業業ににおおけけるる粗粗利利率率目目標標とと達達成成
手手段段
駅駅務務：：1144..55％％（（外外注注費費 ▲▲33百百万万
円円））
電電気気：：77..22％％（（人人件件費費 ▲▲44百百万万
円円））
車車両両：：66..22％％（（外外注注費費 ▲▲33百百万万
円円））
土土木木：：99..55％％（（外外注注費費 ▲▲33百百万万
円円））
発発電電：：1100..55％％（（ここれれままででのの取取組組をを
継継続続））

22002222年年度度上上半半期期粗粗利利率率
駅駅務務：：2211..22％％（（主主にに外外注注費費のの縮縮減減））
電電気気：：66..44％％（（主主にに人人件件費費のの縮縮減減））
車車両両：：77..88％％（（主主にに外外注注費費のの縮縮減減））
土土木木：：99..66％％（（主主にに外外注注費費のの縮縮減減））
発発電電：：1199..88％％（（黒黒字字をを継継続続））

上上半半期期時時点点でではは電電気気施施設設事事業業以以外外のの４４事事業業はは目目
標標値値をを上上回回っってておおりり、、売売上上拡拡大大、、経経費費縮縮減減のの取取
組組成成果果がが表表れれてていいるる。。
引引きき続続きき指指標標をを注注視視ししつつつつ一一層層のの経経費費縮縮減減にに取取
りり組組むむ。。

各各事事業業ににおおけけるる状状況況（（見見込込））をを見見据据
ええ、、全全事事業業99..55％％超超をを達達成成すするるたためめのの
粗粗利利率率目目標標とと達達成成手手段段をを設設定定
駅駅務務：：1144..22％％超超（（主主にに外外注注費費のの縮縮
減減））
電電気気：：99..55％％超超（（主主にに人人件件費費のの縮縮減減））
車車両両：：77..11％％超超（（主主にに外外注注費費のの縮縮減減））
土土木木：：99..00％％超超（（主主にに外外注注費費のの縮縮減減））
発発電電：：88..66％％超超（（ここれれままででのの取取組組をを継継
続続））

東京交通サービス（株）

戦戦略略２２ 新新たたなな事事業業のの拡拡大大等等にによよるる受受託託事事業業のの収収益益力力のの向向上上
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】新新たたにに活活用用すするる技技術術のの試試行行及及びび導導入入効効果果検検証証（（３３件件））、、検検証証結結果果
をを踏踏ままええたた本本格格導導入入（（２２件件））
【【目目標標②②】】ウウェェアアララブブルルカカメメララのの３３事事業業所所導導入入にによよるる、、情情報報伝伝達達時時間間のの短短縮縮
【【目目標標③③】】現現場場作作業業支支援援アアププリリのの８８事事業業所所導導入入にによよるる、、作作業業効効率率のの向向上上

【【目目標標①①】】VVRR機機器器をを導導入入ししてて安安全全体体感感研研修修をを実実施施（（１１件件））、、新新たたにに水水平平画画像像維維持持カカ
メメララややススママホホ等等にによよるる社社員員安安否否確確認認シシスステテムム等等をを試試行行ししてておおりり、、今今後後導導入入にに向向けけてて
検検証証ししてていいくく。。
【【目目標標②②】】ウウェェアアララブブルルカカメメララをを３３事事業業所所（（実実運運用用２２、、試試行行１１））にに導導入入すするるとととともも
にに、、効効果果検検証証をを実実施施ししてていいるる。。
【【目目標標③③】】現現場場作作業業支支援援アアププリリをを８８事事業業所所（（実実運運用用６６、、試試行行２２））にに導導入入すするるとととともも
にに、、効効果果検検証証をを実実施施ししてていいるる。。

戦略を設定する理由・背景
都都OOBB、、就就業業人人口口減減にによよりり即即戦戦力力社社員員のの確確保保がが困困難難なな中中、、設設備備老老朽朽化化やや機機器器のの高高機機能能化化にに対対応応すするるたためめ、、IICCTT等等新新技技術術をを活活用用しし、、業業務務のの効効率率化化ななどど、、よよりり質質のの高高いいメメンンテテ
ナナンンススのの提提供供をを実実現現ししてていいくく。。導導入入効効果果はは試試行行をを繰繰りり返返すす中中でで見見極極めめるる必必要要ががああるるがが、、業業務務のの高高度度化化・・省省力力化化のの取取組組ののたためめ設設定定すするる。。

団体における現状（課題）
◆◆業業務務のの効効率率化化やや実実務務研研修修ななどどにに活活用用ででききるるデデジジタタルル技技術術ににつついいてて、、常常にに最最新新のの
動動向向をを注注視視すするる必必要要ががああるる。。
◆◆現現場場とと事事業業所所間間のの情情報報伝伝達達はは、、主主にに電電話話ややメメーールルをを利利用用ししてていいるるがが、、現現場場状状況況
ががリリアアルルタタイイムムでで正正確確にに把把握握ででききなないい、、時時間間をを要要すするるななどどのの課課題題ががああるる。。
◆◆現現場場作作業業時時ににおおけけるるデデジジタタルルツツーールルのの活活用用がが不不足足ししてていいるるたためめ、、作作業業時時にに不不測測
のの事事態態（（機機器器故故障障、、作作業業のの遅遅延延等等））がが発発生生ししたた場場合合、、現現場場のの状状況況報報告告やや対対応応方方法法
等等をを迅迅速速にに共共有有ででききなないいここととにによよりり、、作作業業時時間間やや期期間間がが長長引引くくここととががああるる。。

課題解決の⼿段
◆◆社社員員ののススキキルルアアッッププのの支支援援等等をを通通じじてて質質のの高高いいメメンンテテナナンンススのの提提供供をを実実現現すするる
たためめ、、技技術術のの最最新新動動向向のの情情報報収収集集をを行行いい、、作作業業のの省省力力化化・・効効率率化化にに向向けけたた検検討討をを
進進めめ、、新新技技術術をを導導入入すするる分分野野のの拡拡大大をを図図るる。。
◆◆ウウェェアアララブブルルカカメメララ等等をを活活用用すするるここととにによよりり、、迅迅速速・・正正確確なな情情報報のの伝伝達達・・共共有有
をを可可能能ににすするる。。（（遠遠隔隔指指示示のの充充実実、、障障害害対対応応時時間間のの短短縮縮ななどどににもも寄寄与与））
◆◆現現場場作作業業支支援援アアププリリ（（関関連連資資料料をを現現場場でで閲閲覧覧可可能能ににすするる））をを入入れれたたタタブブレレッットト
をを携携行行しし、、効効率率的的なな作作業業ににつつななげげるる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

新新技技術術ののリリ
ササーーチチとと試試
行行導導入入及及びび
本本格格導導入入

目目
標標
①①

・・交交通通局局等等ととのの連連携携・・情情報報交交換換、、
IICCTT関関連連企企業業ななどどへへのの継継続続的的ななリリ
ササーーチチをを通通じじてて、、保保守守業業務務等等にに応応
用用ででききるる新新技技術術をを試試行行（（１１件件））
・・前前年年度度試試行行ししたた技技術術のの効効果果検検証証、、
本本格格導導入入（（１１件件））

・・交交通通局局等等ととのの情情報報交交換換やや展展示示会会等等をを通通じじ
ててDDXX関関連連のの情情報報収収集集等等をを複複数数社社かからら行行っったた。。
・・新新たたにに水水平平画画像像維維持持カカメメララややススママホホ等等にに
よよるる社社員員安安否否確確認認シシスステテムム等等をを試試行行ししてていい
るる。。
・・効効果果検検証証をを踏踏ままええ、、指指標標をを設設定定ししVVRR機機器器
をを導導入入しし全全部部署署でで安安全全体体感感研研修修にに取取りり組組んん
ででいいるる。。

・・交交通通局局ととのの情情報報共共有有、、展展示示会会へへのの参参加加、、メメーー
カカへへののヒヒアアリリンンググ等等をを通通じじてて、、デデジジタタルル技技術術のの
最最新新情情報報等等のの収収集集をを行行っったた。。
・・歩歩行行撮撮影影時時ににおおいいててもも撮撮影影映映像像ののブブレレがが少少なな
いい水水平平画画像像維維持持カカメメララややススママホホ等等とと連連携携ししたた社社
員員安安否否確確認認シシスステテムムをを試試行行しし、、操操作作性性、、効効率率性性
等等のの検検証証をを行行いい、、導導入入のの可可否否ににつついいてて検検討討をを深深
めめてていいるる。。
・・試試行行結結果果をを踏踏ままええ、、移移動動時時間間削削減減率率5500％％、、経経
費費削削減減率率5500％％、、社社内内研研修修受受講講率率8800％％をを指指標標ととしし
てて定定めめ、、全全部部署署でで安安全全体体感感研研修修にに取取りり組組んんででいい
るる。。

・・交交通通局局等等ととのの連連携携・・情情報報交交換換、、IICCTT
関関連連企企業業ななどどへへのの継継続続的的ななリリササーーチチ
をを通通じじてて、、保保守守業業務務等等にに応応用用ででききるる
新新技技術術をを試試行行（（１１件件））
・・前前年年度度試試行行ししたた技技術術のの効効果果検検証証、、
本本格格導導入入（（１１件件））

実実証証実実験験とと
実実験験結結果果をを
踏踏ままええたた導導
入入拡拡大大

目目
標標
②②
③③

・・ウウェェアアララブブルルカカメメララのの実実運運用用
（（２２事事業業所所））
・・ウウェェアアララブブルルカカメメララ試試行行導導入入、、
効効果果検検証証（（１１事事業業所所））
・・現現場場作作業業支支援援アアププリリのの実実運運用用
（（６６事事業業所所））
・・現現場場作作業業支支援援アアププリリ試試行行導導入入、、
効効果果検検証証（（２２事事業業所所））

・・ウウェェアアララブブルルカカメメララのの実実運運用用（（２２事事業業
所所））
・・ウウェェアアララブブルルカカメメララ試試行行導導入入・・効効果果検検証証
（（１１事事業業所所））
水水力力発発電電事事務務所所ににおおいいてて、、台台風風にによよるる被被

害害をを想想定定ししたた白白丸丸調調整整池池点点検検訓訓練練をを実実施施しし、、
山山間間部部等等ででのの効効果果検検証証等等をを行行っったた。。
・・現現場場作作業業支支援援アアププリリのの実実運運用用（（６６事事業業
所所））
・・現現場場作作業業支支援援アアププリリ試試行行導導入入、、効効果果検検証証
（（２２事事業業所所））

・・障障害害・・災災害害発発生生時時ににおおけけるる情情報報共共有有・・報報告告時時
間間削削減減率率5500％％、、事事務務作作業業時時間間削削減減率率1100％％、、活活用用
訓訓練練数数５５回回をを指指標標ととししてて定定めめ、、現現場場後後方方支支援援にに
活活用用ででききるる部部署署ででのの取取組組をを推推進進ししたた。。
・・エエレレベベーータタのの障障害害発発生生時時のの作作業業ををモモデデルル化化しし、、
移移動動時時間間削削減減率率1100％％、、当当該該モモデデルル化化現現場場持持参参資資
料料のの電電子子化化率率110000％％、、経経費費削削減減率率1100％％をを指指標標とと
ししてて定定めめ、、効効果果をを検検証証すするるととととももにに、、デデジジタタルル
ツツーールルのの有有効効性性をを発発揮揮ででききるる部部署署ででのの活活用用をを推推
進進ししたた。。

・・ウウェェアアララブブルルカカメメララのの実実運運用用（（１１
事事業業所所でで実実運運用用しし、、対対象象３３事事業業所所全全
ててにに導導入入））
・・現現場場作作業業支支援援アアププリリのの実実運運用用（（２２
事事業業所所でで実実運運用用しし、、対対象象８８事事業業所所全全
ててにに導導入入））

東京交通サービス（株）

戦戦略略３３ 新新技技術術のの活活用用にによよるる質質のの高高いいメメンンテテナナンンススのの提提供供

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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３１ 東京⽔道株式会社 
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2023年度改訂版のポイント ①
◆戦略3 ICTなど新技術を活⽤した戦略的な⾃主事業等の展開

統合前の旧（株）PUCで受託した⼤規模システム開発案件等における事業運営上の課題を踏まえ、公共IT
⾃主事業の今後の⽅向性について検討を⾏い、当該事業から⽔道局IT事業への集約を取締役会にて決定し
たことから公共IT⾃主事業の展開に関する取組等を改訂

【プランの主な改訂内容】

東京⽔道（株）

戦略３ ICTなど新技術を活⽤した戦略的な⾃主事業等の展開
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標①】⽔道関連⾃主事業の新規業務受託（10件以上）
【⽬標②】公共IT⾃主事業の新規業務受託における受注判断プロセス
とプロジェクトマネジメント⼿法の改善
【⽬標③】DX推進等による社内業務の改善・新規業務の開発、商品化
（試⾏を含め３件以上）

【⽬標①】⽔道関連⾃主事業の新規業務受託（11件以上）
【⽬標②】公共IT⾃主事業における受注判断プロセスとプロジェクト
マネジメント⼿法の改善
【⽬標③】公共IT⾃主事業から⽔道局IT事業への段階的な集約に向け
て、委託者との調整に着⼿
【⽬標④】DX推進等による社内業務の改善・新規業務の開発、商品化
（試⾏を含め３件以上）

戦略３ ICTなど新技術を活⽤した戦略的な⾃主事業等の展開
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

新規業務受託に向け
た検討・実施

・⾃主事業計画に基づく営業活動により⽔道関
連⾃主事業を新規受託（３件、計10件）
・⾃主事業計画に基づき、公共IT⾃主事業を展
開

⾃主事業計画等に基
づく事業の推進

・⾃主事業計画に基づく営業活動により⽔道関
連⾃主事業を新規受託（３件、計11件）
・公共IT⾃主事業の今後のあり⽅に基づき、委
託者との調整に着⼿

戦略３ ICTなど新技術を活⽤した戦略的な⾃主事業等の展開
課題解決の⼿段(改訂前) 課題解決の⼿段(改訂後)

◆現在受注している⾃主事業の内容を精査して事業の選択と集中を図
り、⽔道関連事業を中⼼とした戦略的な営業活動を展開して新たな受
注に結び付ける。

◆受注前の収⽀⾒通しの精緻化、プロジェクトマネジメント⼿法の⾒
直しにより、営業損失の⼤きな要因である公共IT⾃主事業の改善に結
び付ける。

◆ICT活⽤・DX推進を踏まえた社内業務の改善や他企業との連携等を
通じた新技術の開発により、新規業務を商品化して受注に結び付ける。

◆現在受注している⾃主事業の内容を精査して事業の選択と集中を図
り、⽔道関連事業を中⼼とした戦略的な営業活動を展開して新たな受
注に結び付ける。

◆受注前の収⽀⾒通しの精緻化、プロジェクトマネジメント⼿法の⾒
直しにより、営業損失の⼤きな要因である公共IT⾃主事業の改善に結
び付ける。

◆また、公共IT⾃主事業の⽅向性について検討し、当該事業からの集
約を取締役会にて決定した。今後、上記を踏まえた委託者との調整を
実施していく。

◆ICT活⽤・DX推進を踏まえた社内業務の改善や他企業との連携等を
通じた新技術の開発により、新規業務を商品化して受注に結び付ける。
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【プランの主な改訂内容】

東京⽔道（株）

戦略４ DXの推進等による安定的な業務運営を⽀える経営基盤の強化
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標①】意識調査において、20項⽬中11項⽬が他社平均以上
（2020年度︓６項⽬）
【⽬標②】2023年度末の定着率95％（2021年度採⽤者分）（2017
年度採⽤者︓89.4％）
【⽬標③】全てのセグメント（局受託業務（⽔道施設管理、CS）、⾃
主事業（⽔道、IT））において営業利益を確保

【⽬標①】⾼いコンプライアンス意識を醸成するとともに、社員に
とって魅⼒ある会社づくりを推進し、使命感を持った社員の確保・定
着
【⽬標②】全てのセグメント（局受託業務（⽔道施設管理、CS）、⾃
主事業（⽔道、IT））において営業利益を確保

戦略４ DXの推進等による安定的な業務運営を⽀える経営基盤の強化
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

エンゲージメントの
向上に向けた業務プ
ロセスの⾒直し

・社内PTによる業務プロセスの⾒直しの継続
・実施した取組の検証を通じた取組の⾒直し

コンプライアンスの
強化及びエンゲージ
メントの向上

全社員意識調査を継続するとともに、以下の取
組を実施
（コンプライアンス）
・社⻑の事業所訪問継続
・⼼理的安全性を⾼める取組の実施（職場討議
でのテーマ設定、⾃⼰点検に項⽬追加、全管理
職会議の実施など）
（エンゲージメント）
・業務プロセス等の⾒直しを継続
・キャリアサポーター制度の導⼊

戦略４ DXの推進等による安定的な業務運営を⽀える経営基盤の強化
団体における現状（課題）(改訂前) 団体における現状（課題）(改訂後)

◆コンプライアンスの強化に向けた取組の中で、全社員意識調査を実
施したところ、エンゲージメントが他社平均に⽐べ低いことが明らか
となっている。

◆また、2017年度からプロジェクト別収⽀管理を実施し、経営状態の
把握に努めてきたが、⼗分に機能しているとは⾔えず、⼀部の⾃主事
業に単年度の費⽤が集中することで、2019年度決算において営業損失
が発⽣している。

◆さらに、統合を機に、更なる効率化を進め、経営基盤の強化を図ら
なければならない。

◆都⺠の信頼を確保するため、コンプライアンスの強化に向けた取組
を進める必要がある。全社員意識調査を実施したところ、エンゲージ
メントが他社平均に⽐べ低いことが明らかとなっている。

◆また、2017年度からプロジェクト別収⽀管理を実施し、経営状態の
把握に努めてきたが、⼗分に機能しているとは⾔えず、⼀部の⾃主事
業に単年度の費⽤が集中することで、2019年度決算において営業損失
が発⽣している。

◆さらに、統合を機に、更なる効率化を進め、経営基盤の強化を図ら
なければならない。

戦略４ DXの推進等による安定的な業務運営を⽀える経営基盤の強化
課題解決の⼿段(改訂前) 課題解決の⼿段(改訂後)

◆ICT活⽤・DX推進を通じた働き⽅改⾰や多様な⼈材確保に取り組む
ことでエンゲージメントの向上を図るとともに、会計業務を⾒直すこ
とで経営状態を正確かつ迅速に把握し、経営判断に活⽤する。

◆具体的には、テレワークの更なる推進や業務プロセスの⾒直しなど
を⾏うことで、働きやすい環境を整備する。

◆また、新たな統合基幹業務システムを導⼊することで、会計業務を
効率化・⾃動化し、プロジェクト別収⽀管理を⾒直す。

◆さらに、統合を契機として固定費を削減することで、効率的な業務
運営を実現する。

◆組織を挙げたコンプライアンス強化や、ICT活⽤・DX推進を通じた
働き⽅改⾰や多様な⼈材確保に取り組むことでエンゲージメントの向
上を図るとともに、会計業務を⾒直すことで経営状態を正確かつ迅速
に把握し、経営判断に活⽤する。

◆具体的には、テレワークの更なる推進や業務プロセスの⾒直しなど
を⾏うことで、働きやすい環境を整備する。

◆また、新たな統合基幹業務システムを導⼊することで、会計業務を
効率化・⾃動化し、プロジェクト別収⽀管理を⾒直す。

◆さらに、統合を契機として固定費を削減することで、効率的な業務
運営を実現する。

2023年度改訂版のポイント ②
◆戦略4 DXの推進等による安定的な業務運営を⽀える経営基盤の強化

今後拡⼤する業務移転に確実に対応するためには、コンプライアンスの強化及びエンゲージメントの向上
の取組により、使命感を持った社員の確保・育成が必要であることから、2023年度の取組内容を充実す
るとともに、それらを明らかにするため、団体における現状（課題）欄等を修正
「⼀つの企業に⻑く勤める」という考え⽅は若者を中⼼に徐々に変容しつつあることから、定着率をター
ゲットにするのではなく、社員にとって魅⼒ある会社づくりの推進を到達⽬標として設定
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】受受託託業業務務拡拡大大にに備備ええ、、現現場場ににおおけけるる幅幅広広いい経経験験とと専専門門的的なな知知識識をを
有有すするる社社員員をを確確保保
【【目目標標②②】】技技術術系系受受託託業業務務へへののIICCTT技技術術のの導導入入・・DDXX推推進進にによよるる業業務務効効率率化化（（4400
業業務務ののううちち５５業業務務））

・・受受託託業業務務のの拡拡大大にに備備ええ、、水水質質管管理理にに関関すするる研研修修をを２２科科目目実実施施、、水水質質管管理理、、事事故故対対
応応にに関関すするるOOJJTTププロロググララムムをを実実施施、、研研修修理理解解度度やや業業務務ススキキルルのの測測定定をを開開始始

・・技技術術系系受受託託業業務務へへののIICCTT技技術術のの導導入入・・DDXX推推進進にによよるる業業務務効効率率化化にに向向けけ、、タタブブレレッッ
トト等等携携帯帯端端末末のの試試行行やや浄浄水水場場等等点点検検デデーータタののデデーータタベベーースス化化のの実実施施、、提提出出書書類類のの
ペペーーパパレレスス化化にに向向けけたた取取組組をを推推進進

戦略を設定する理由・背景
水水道道局局がが策策定定ししたた「「東東京京水水道道長長期期戦戦略略構構想想22002200」」でではは、、当当社社へへのの積積極極的的なな業業務務移移転転とと新新たたなな性性能能発発注注方方式式にによよるる包包括括委委託託にによよりり政政策策連連携携団団体体のの創創意意工工夫夫をを発発揮揮ささせせるる
方方向向性性がが明明示示さされれてておおりり、、技技術術系系業業務務はは今今後後2200年年でで業業務務移移転転さされれるる。。

団体における現状（課題）
◆◆業業務務移移転転のの開開始始当当初初はは、、都都OOBBのの採採用用やや退退職職派派遣遣ななどどにによよりり、、社社員員をを確確保保しし業業務務
をを運運営営すするるととととももにに、、若若手手社社員員へへのの技技術術のの継継承承をを図図っっててききたた。。
◆◆ししかかしし、、現現在在はは、、都都OOBB社社員員のの退退職職がが増増加加すするるととととももにに、、社社員員のの採採用用がが難難ししくく
ななっってておおりり、、今今後後のの受受託託拡拡大大にに向向けけたた更更ななるる人人材材のの確確保保・・育育成成やや技技術術継継承承がが困困難難
ととななっってていいるる。。
◆◆ここううししたた状状況況のの中中ででもも、、今今後後予予定定さされれてていいるるここれれままでで経経験験ののなないい新新たたなな技技術術系系
業業務務のの移移転転にに確確実実にに対対応応ししななけけれればばななららなないい。。

課題解決の⼿段
◆◆技技術術系系業業務務のの実実務務研研修修ややOOJJTTのの充充実実ななどどにによよりり、、個個々々のの社社員員ののレレベベルルをを向向上上ささせせ
るるととととももにに、、IICCTT技技術術のの積積極極的的なな活活用用ややDDXXのの推推進進にによよっってて業業務務をを効効率率化化ささせせるる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

今今後後のの業業務務
移移転転をを見見据据
ええたた新新たたなな
研研修修のの実実施施

目目
標標
①①

・・新新規規のの受受託託業業務務内内容容ににつついいてて局局
ととのの調調整整をを踏踏ままええ、、22002211年年度度のの2200
科科目目にに加加ええ、、新新たたなな研研修修科科目目をを検検
討討
・・新新規規研研修修をを１１科科目目実実施施（（計計2211科科
目目））

・・新新規規のの受受託託業業務務内内容容にに係係るる新新たたなな研研修修科科
目目をを検検討討
・・水水質質管管理理にに関関すするる研研修修（（「「浄浄水水場場水水質質管管
理理のの意意義義」」「「安安全全管管理理」」））をを新新たたにに２２科科目目
実実施施

・・新新たたなな研研修修科科目目をを検検討討すするるたためめ、、新新規規受受託託業業
務務にに関関連連すするる水水道道局局がが実実施施すするる研研修修((『『浄浄水水施施
設設機機能能ⅠⅠ』』・・『『浄浄水水処処理理実実習習ⅠⅠ』』研研修修))へへ参参加加
・・水水道道局局研研修修のの資資料料をを収収集集しし、、当当社社にに即即ししたた研研
修修資資料料をを作作成成しし、、年年度度当当初初にに研研修修をを実実現現

・・新新規規のの受受託託業業務務内内容容ににつついいてて局局とと
のの調調整整をを踏踏ままええ、、22002222年年度度のの2211科科目目
にに加加ええ、、新新たたなな研研修修科科目目をを検検討討
・・新新規規研研修修をを２２科科目目実実施施（（計計2233科科
目目））・・見見直直しし

今今後後のの業業務務
移移転転・・性性能能
発発注注方方式式をを
見見据据ええたた
OOJJTTのの見見直直
しし

目目
標標
①①

・・浄浄水水場場のの包包括括受受託託にに則則ししたた実実践践
的的ななOOJJTTププロロググララムム（（設設計計・・施施工工、、
水水質質管管理理、、事事故故対対応応等等））のの実実施施
・・今今後後のの性性能能発発注注方方式式ででのの業業務務受受
託託をを見見据据ええ、、創創意意工工夫夫をを反反映映ししたた
OOJJTTのの実実施施方方法法をを検検討討

・・水水質質管管理理、、事事故故対対応応にに関関すするるOOJJTTププロロググ
ララムムをを実実施施、、設設計計・・施施工工にに関関すするるOOJJTTププロロ
ググララムムをを検検討討
・・新新規規業業務務ののOOJJTTのの実実施施方方法法ととししてて、、水水道道
局局ととのの交交流流派派遣遣をを検検討討

・・ププロロググララムムにに基基づづきき計計画画的的ななOOJJTTをを実実施施すするる
ととととももにに、、実実績績表表ややチチェェッッククシシーートトにによよりり習習熟熟
度度をを確確認認
・・性性能能発発注注方方式式ででのの業業務務受受託託にに備備ええ、、技技術術をを先先
行行習習得得すするるたためめのの交交流流派派遣遣ににつついいてて水水道道局局とと調調
整整をを実実施施

・・浄浄水水場場のの包包括括受受託託にに則則ししたた実実践践的的
ななOOJJTTププロロググララムムのの検検証証・・見見直直しし
・・今今後後のの性性能能発発注注方方式式をを見見据据ええ、、創創
意意工工夫夫をを反反映映ししたたOOJJTTのの実実施施方方法法をを検検
討討

業業務務のの習習熟熟
度度をを測測るる仕仕
組組みみのの検検
討討・・実実施施

目目
標標
①①

・・研研修修理理解解度度やや業業務務ススキキルルをを測測るる
仕仕組組みみのの導導入入
・・TTWWエエキキススパパーートト制制度度（（仮仮称称））のの
運運用用開開始始

・・昨昨年年度度作作成成ししたた、、業業務務内内容容とと習習得得段段階階をを
整整理理ししたた能能力力水水準準評評価価書書をを運運用用しし、、研研修修理理
解解度度やや業業務務ススキキルルのの測測定定をを開開始始
・・業業務務のの指指導導ににおおいいてて社社員員のの育育成成ののみみなならら
ずず、、他他研研修修講講師師のの育育成成等等もも担担ううTTWWエエキキスス
パパーートト制制度度（（仮仮称称））のの運運用用開開始始にに向向けけてて認認
定定基基準準をを検検討討

・・各各部部署署かかららのの要要望望をを踏踏ままええ、、能能力力水水準準評評価価書書
のの運運用用方方法法をを適適宜宜改改善善
・・単単ににエエキキススパパーートトととししてて認認定定すするるだだけけででななくく、、
積積極極的的ににエエキキススパパーートトをを育育成成・・拡拡充充すするる仕仕組組みみ
ととななるるよようう検検討討

・・研研修修理理解解度度やや業業務務ススキキルルをを測測るる仕仕
組組みみのの検検証証・・見見直直しし
・・TTWWエエキキススパパーートト制制度度（（仮仮称称））のの運運
用用

受受託託業業務務のの
IICCTT化化・・DDXX
推推進進

目目
標標
②②

・・工工事事事事故故対対応応以以外外のの業業務務ででのの
IICCTT機機器器((タタブブレレッットト等等携携帯帯端端末末、、
ドドロローーンン、、ウウェェアアララブブルルカカメメララ))
のの試試行行導導入入
・・点点検検デデーータタ等等ののデデーータタベベーースス化化
のの実実施施
・・局局提提出出報報告告書書等等ののペペーーパパレレスス化化
のの試試行行

・・工工事事監監督督業業務務効効率率化化ののたためめのの現現場場点点検検及及
びび書書類類持持ちち出出しし用用タタブブレレッットトのの試試行行、、多多摩摩
地地区区水水道道施施設設点点検検用用ドドロローーンンのの試試行行にに向向けけ
てて機機器器調調達達のの調調整整
・・浄浄水水場場等等点点検検デデーータタののデデーータタベベーースス化化をを
実実施施しし、、長長沢沢・・砧砧・・小小作作事事業業所所でで運運用用中中
・・管管路路維維持持管管理理業業務務ににおおいいてて提提出出書書類類のの
ペペーーパパレレスス化化にに向向けけてて、、水水道道局局へへのの提提出出書書
類類ををすすべべてて電電子子化化

・・タタブブレレッットト試試行行のの円円滑滑なな実実施施ののたためめ、、試試行行対対
象象部部署署のの工工事事監監督督員員にに対対しし説説明明会会をを実実施施すするるとと
ととももにに、、タタブブレレッットトのの試試行行にによよりり、、工工事事業業者者かか
ららのの署署名名のの電電子子化化等等をを図図りり、、書書類類のの紛紛失失リリススクク
のの低低減減ややペペーーパパレレスス化化をを実実現現
・・ドドロローーンン操操縦縦技技能能証証明明証証等等をを保保有有すするる社社員員をを
２２名名育育成成しし、、当当該該社社員員ががそそのの技技術術をを社社内内共共有有すす
るるここととにによよりり、、各各社社員員のの安安全全なな飛飛行行技技術術等等のの水水
準準をを向向上上ささせせるる体体制制をを整整備備
・・点点検検対対象象設設備備のの更更新新にに伴伴うう、、点点検検項項目目やや点点検検
表表のの改改善善がが柔柔軟軟にに実実施施ででききるるよよううにに現現場場点点検検シシ
スステテムムをを見見直直ししたたここととにによよりり、、業業務務のの効効率率化化やや
費費用用をを縮縮減減
・・局局提提出出報報告告書書等等ののペペーーパパレレスス化化にに当当たたっっててはは、、
電電子子化化さされれたた提提出出書書類類等等ににつついいてて水水道道局局とと提提出出
方方法法をを調調整整

・・本本格格実実施施（（５５業業務務））
・・５５業業務務以以外外のの受受託託業業務務へへのの拡拡大大をを
検検討討

東京⽔道（株）

戦戦略略１１
水水道道施施設設のの維維持持管管理理ななどど技技術術系系業業務務のの効効率率的的なな執執行行体体
制制のの整整備備

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】営営業業所所のの運運営営費費をを５５％％削削減減（（22002200年年度度受受託託済済営営業業所所をを対対象象））
【【目目標標②②】】給給水水装装置置業業務務をを含含めめたた営営業業所所等等のの窓窓口口ササーービビススのの改改善善・・向向上上
【【目目標標③③】】おお客客ささままセセンンタターーののオオペペレレーータターー業業務務にに係係るる運運営営費費をを２２％％削削減減
（（22001199年年度度比比））

・・営営業業所所のの運運営営ココスストト最最適適化化にに向向けけてて、、前前倒倒ししでで効効率率的的なな社社員員配配置置をを試試行行
・・給給水水装装置置業業務務をを含含めめたた営営業業所所等等のの窓窓口口ササーービビススのの改改善善・・向向上上にに向向けけてて、、街街角角イイベベ
ンントトににおおけけるる一一体体的的なな相相談談・・PPRRのの試試行行すするるととととももにに、、オオンンラライインン予予約約ににつついいてて試試行行、、
検検証証
・・おお客客ささままセセンンタターーのの運運営営ココスストト最最適適化化にに向向けけてて、、社社員員等等のの効効率率的的なな配配置置ととナナビビダダ
イイヤヤルル導導入入にに向向けけたた調調整整をを実実施施

戦略を設定する理由・背景
水水道道局局がが策策定定ししたた「「東東京京水水道道長長期期戦戦略略構構想想22002200」」でではは、、当当社社へへのの積積極極的的なな業業務務移移転転とと新新たたなな性性能能発発注注方方式式にによよるる包包括括委委託託にによよりり政政策策連連携携団団体体のの創創意意工工夫夫をを発発揮揮ささせせるる
方方向向性性がが明明示示さされれてておおりり、、営営業業系系業業務務はは今今後後1100年年でで業業務務移移転転さされれるる。。

団体における現状（課題）
◆◆業業務務移移転転のの開開始始かからら1100年年以以上上がが経経過過しし、、ここれれままででのの営営業業所所ややおお客客ささままセセンンタターー
のの運運営営ななどどをを通通じじてて、、おお客客ささまま対対応応にに必必要要なな経経験験・・ノノウウハハウウがが蓄蓄積積さされれてておおりり、、
安安定定的的なな業業務務運運営営がが確確保保ででききてていいるる。。
◆◆今今後後はは、、更更ななるる営営業業所所のの移移転転にによよるる業業務務量量のの増増加加にに対対応応ししつつつつ、、当当社社独独自自のの創創
意意工工夫夫をを行行ううここととでで、、よよりり効効率率的的なな業業務務執執行行体体制制をを確確保保ししたた上上でで、、おお客客ささままササーー
ビビススをを向向上上ささせせななけけれればばななららなないい。。

課題解決の⼿段
◆◆今今後後のの営営業業所所のの移移転転にに伴伴うう業業務務のの拡拡大大やや区区部部・・多多摩摩おお客客ささままセセンンタターーのの機機能能のの
一一元元化化にに伴伴ううセセンンタターー運運営営のの見見直直ししをを見見据据ええてて、、IICCTT技技術術のの積積極極的的なな活活用用にによよりり、、
効効率率的的なな業業務務運運営営体体制制のの構構築築やや業業務務改改善善をを実実施施すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

効効率率的的なな業業
務務運運営営にによよ
るるココスストトのの
最最適適化化

目目
標標
①①

・・受受託託営営業業所所ややササーービビスススステテーー
シショョンンににおおけけるる効効率率的的なな社社員員配配置置
等等のの試試行行
・・運運営営費費削削減減（（３３％％））

・・効効率率的的なな社社員員配配置置をを試試行行
・・昨昨年年度度作作成成ししたた社社員員配配置置案案をを再再検検討討しし、、効効率率
的的なな社社員員配配置置をを前前倒倒ししでで実実施施ししたたここととでで22002222年年
度度末末ままででにに運運営営費費のの３３％％削削減減はは達達成成見見込込みみ

・・受受託託営営業業所所ややササーービビスススステテーーシショョ
ンンににおおけけるる効効率率的的なな社社員員配配置置等等のの本本
格格実実施施・・検検証証
・・運運営営費費削削減減（（２２％％、、計計５５％％））

営営業業所所・・
ササーービビスススス
テテーーシショョンン
窓窓口口のの総総合合
窓窓口口化化

目目
標標
②②

・・総総合合窓窓口口化化をを試試行行しし、、一一体体的的なな
案案内内をを実実施施
（（全全2200かか所所中中２２かか所所））

・・街街角角イイベベンントトににおおけけるる一一体体的的なな
相相談談・・PPRRのの試試行行
・・試試行行をを踏踏ままええたた効効果果のの検検証証、、改改
善善策策のの検検討討

・・総総合合窓窓口口化化のの試試行行にに向向けけたたママニニュュアアルルをを
検検討討
・・街街角角イイベベンントトににおおけけるる一一体体的的なな相相談談・・PPRR
のの試試行行（（９９回回））
・・効効果果のの検検証証をを行行いい、、街街角角イイベベンントトででののママ
ニニュュアアルルのの視視認認性性のの向向上上ななどどのの改改善善策策をを検検
討討

・・ママニニュュアアルルのの検検討討ににああたたっってて、、総総合合窓窓口口ででのの
運運用用ののみみででははななくく、、OOJJTTににおおいいててもも活活用用ででききるる
よよううなな構構成成ににななるるよようう決決定定、、年年度度末末ままででにに総総合合
窓窓口口化化をを試試行行
・・試試行行がが円円滑滑にに進進むむよようう、、昨昨年年度度作作成成ししたた運運用用
ママニニュュアアルルのの使使用用方方法法等等をを事事前前にに説説明明
・・検検証証、、改改善善策策をを検検討討すするるににああたたっってて、、街街角角イイ
ベベンントトのの試試行行報報告告書書をを集集約約しし、、改改善善点点をを整整理理

・・総総合合窓窓口口をを本本格格実実施施（（全全2200かか所所））
・・全全受受託託事事業業所所ででのの街街角角イイベベンントトにに
おおけけるる一一体体的的なな相相談談・・PPRRのの実実施施

窓窓口口のの混混雑雑
情情報報のの提提供供、、
オオンンラライインン
受受付付のの実実施施

目目
標標
②②

・・混混雑雑情情報報提提供供のの試試行行（（全全2200かか所所
中中２２かか所所））
・・オオンンラライインン予予約約のの試試行行（（全全2200かか
所所中中２２かか所所））
・・電電子子申申請請出出前前講講座座のの継継続続実実施施・・
検検証証

・・試試行行にに向向けけてて水水道道局局をを含含めめたた関関係係部部署署とと
のの調調整整をを実実施施
・・オオンンラライインン予予約約ににつついいてて、、大大田田事事業業所所及及
びび中中野野事事業業所所ににおおいいてて試試行行、、検検証証をを行行いい、、
再再試試行行をを実実施施
・・電電子子申申請請出出前前講講座座をを9933回回実実施施

・・既既存存ののススキキーームムのの活活用用等等もも含含めめてて、、混混雑雑情情報報
提提供供のの方方法法をを検検討討
・・再再試試行行ににああたたっっててはは、、周周知知対対象象をを拡拡大大
・・来来所所ししてていいるる事事業業者者へへ積積極極的的にに声声掛掛けけをを実実施施
しし認認知知度度向向上上、、年年度度末末ままででにに検検証証

・・混混雑雑情情報報提提供供のの本本格格実実施施（（全全2200かか
所所））・・検検証証
・・オオンンラライインン予予約約のの本本格格実実施施（（全全2200
かか所所））・・検検証証
・・検検証証をを踏踏ままええたた電電子子申申請請出出前前講講座座
内内容容のの改改善善、、実実施施

おお客客ささままセセ
ンンタターー機機能能
のの一一元元化化にに
よよるる運運営営体体
制制のの見見直直しし

目目
標標
③③

・・おお客客ささままセセンンタターーででのの人人材材派派遣遣
及及びび社社員員のの効効率率的的なな配配置置、、ナナビビダダ
イイヤヤルルのの試試行行にによよるる運運営営費費削削減減
（（１１％％））
・・改改修修後後のの緊緊急急時時ナナビビのの本本格格活活用用、、
社社内内運運用用者者のの拡拡大大

・・おお客客ささままセセンンタターーででのの人人材材派派遣遣及及びび社社員員
のの効効率率的的なな配配置置をを実実施施
・・ナナビビダダイイヤヤルルのの導導入入にに向向けけたた調調整整をを実実施施
・・運運用用にに関関すするる研研修修をを実実施施しし、、更更にに社社員員２２
名名ににユユーーザザーー権権限限をを付付与与

・・過過去去のの実実績績にに基基づづいいたた入入電電予予測測とと現現在在ののオオペペ
レレーータタ配配置置状状況況かからら、、最最適適なな配配置置ととななるる採採用用・・
配配置置をを実実施施
・・ナナビビダダイイヤヤルルのの設設定定・・運運用用ルルーールルななどど懸懸案案事事
項項をを整整理理
・・おお客客ささままセセンンタターーのの一一元元化化をを見見据据ええ、、既既にに導導
入入済済みみのの多多摩摩地地域域ににてて社社内内運運用用者者をを拡拡大大

・・おお客客ささままセセンンタターーででのの人人材材派派遣遣及及
びび社社員員のの効効率率的的なな配配置置、、ナナビビダダイイヤヤ
ルルのの本本格格実実施施・・見見直直ししにによよるる運運営営費費
削削減減（（１１％％、、計計２２％％））
・・緊緊急急時時ナナビビのの運運用用状状況況のの検検証証・・改改
善善

東京⽔道（株）

戦戦略略２２
おお客客ささまま対対応応ななどど営営業業系系業業務務のの効効率率的的なな執執行行体体制制のの整整
備備

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

東
京
水
道

東
京
水
道
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】水水道道関関連連自自主主事事業業のの新新規規業業務務受受託託（（1111件件以以上上））
【【目目標標②②】】公公共共IITT自自主主事事業業ににおおけけるる受受注注判判断断ププロロセセススととププロロジジェェククトトママネネジジ
メメンントト手手法法のの改改善善
【【目目標標③③】】公公共共IITT自自主主事事業業かからら水水道道局局IITT事事業業へへのの段段階階的的なな集集約約にに向向けけてて、、委委
託託者者ととのの調調整整にに着着手手
【【目目標標④④】】DDXX推推進進等等にによよるる社社内内業業務務のの改改善善・・新新規規業業務務のの開開発発、、商商品品化化（（試試行行
をを含含めめ３３件件以以上上））

・・水水道道関関連連自自主主事事業業ににつついいてて、、水水道道事事業業体体等等とと関関わわりりのの深深いい地地元元企企業業とと連連携携しし、、営営
業業活活動動をを実実施施ししたたここととでで新新規規案案件件をを受受注注
・・公公共共IITT自自主主事事業業ににつついいてて、、受受注注判判断断ププロロセセススにに基基づづきき、、リリススククのの洗洗いい出出ししをを行行うう
ととととももにに、、収収支支もも含含めめたたププロロジジェェククトトママネネジジメメンントト手手法法をを本本格格実実施施
・・社社内内業業務務のの改改善善やや新新技技術術のの開開発発等等にに向向けけてて、、工工事事監監督督業業務務ににおおいいてて「「現現場場管管理理シシ
スステテムム」」にによよるる現現場場点点検検をを試試行行

戦略を設定する理由・背景
改改正正水水道道法法施施行行にに伴伴いい、、全全国国のの水水道道事事業業体体でで広広域域連連携携やや官官民民連連携携がが拡拡大大のの見見込込みみでであありり、、当当社社のの強強みみをを生生かかししたた新新たたなな事事業業展展開開がが期期待待さされれるるととととももにに、、働働きき方方改改革革のの
進進展展やや新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの拡拡大大をを踏踏ままええ、、IICCTT活活用用・・DDXX推推進進がが加加速速ししてていいるる。。

団体における現状（課題）
◆◆水水道道局局かかららのの受受託託業業務務をを通通じじてて蓄蓄積積ししたた技技術術・・ノノウウハハウウををももととにに、、技技術術系系・・営営
業業系系・・IITT系系にに関関すするる業業務務をを他他のの水水道道事事業業体体等等かからら受受託託すするるななどど、、自自主主事事業業をを展展開開
ししててききたた。。
◆◆現現在在、、売売上上のの約約９９割割をを水水道道局局かかららのの受受託託事事業業がが占占めめてていいるるがが、、今今後後、、他他事事業業体体
等等かかららのの自自主主事事業業割割合合をを拡拡大大しし、、経経営営のの自自主主性性をを向向上上ささせせてていいかかななけけれればばななららなな
いい。。
◆◆一一方方でで、、22001199年年度度決決算算のの自自主主事事業業ににおおいいてて営営業業損損失失がが発発生生ししたたたためめ、、原原因因分分析析
をを通通じじたた対対策策をを実実施施すするるここととでで、、早早急急なな改改善善にに取取りり組組むむ必必要要ががああるる。。
◆◆ままたた、、水水道道局局かかららのの受受託託事事業業にに対対応応すするる人人材材のの確確保保がが必必要要ななたためめ、、新新たたなな事事業業
をを展展開開すするるたためめのの体体制制のの不不足足がが見見込込ままれれるる。。

課題解決の⼿段
◆◆現現在在受受注注ししてていいるる自自主主事事業業のの内内容容をを精精査査ししてて事事業業のの選選択択とと集集中中をを図図りり、、水水道道関関
連連事事業業をを中中心心ととししたた戦戦略略的的なな営営業業活活動動をを展展開開ししてて新新たたなな受受注注にに結結びび付付けけるる。。
◆◆受受注注前前のの収収支支見見通通ししのの精精緻緻化化、、ププロロジジェェククトトママネネジジメメンントト手手法法のの見見直直ししにによよりり、、
営営業業損損失失のの大大ききなな要要因因ででああるる公公共共IITT自自主主事事業業のの改改善善にに結結びび付付けけるる。。
◆◆ままたた、、公公共共IITT自自主主事事業業のの方方向向性性ににつついいてて検検討討しし、、当当該該事事業業かからら水水道道局局IITT事事業業へへ
のの集集約約をを取取締締役役会会ににてて決決定定ししたた。。今今後後、、上上記記をを踏踏ままええたた委委託託者者ととのの調調整整をを実実施施しし
てていいくく。。
◆◆IICCTT活活用用・・DDXX推推進進をを踏踏ままええたた社社内内業業務務のの改改善善やや他他企企業業ととのの連連携携等等をを通通じじたた新新技技術術
のの開開発発にによよりり、、新新規規業業務務をを商商品品化化ししてて受受注注にに結結びび付付けけるる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

既既存存事事業業のの
採採算算性性のの精精
査査

目目
標標
①①
②②

・・顧顧客客ののニニーーズズ把把握握、、体体制制のの見見直直
ししのの検検討討等等をを通通じじてて、、徹徹底底的的にに採採
算算性性のの精精査査をを行行いい、、必必要要にに応応じじてて
既既存存受受託託事事業業かかららのの撤撤退退もも含含めめてて、、
委委託託者者とと調調整整

・・委委託託者者にに対対しし、、適適正正なな利利益益をを確確保保すするるたた
めめのの委委託託料料のの増増額額やや一一部部案案件件のの撤撤退退ににつついい
てて交交渉渉

・・委委託託料料のの増増額額ににああたたりり、、根根拠拠資資料料等等をを示示ししなな
ががらら委委託託者者にに対対しし丁丁寧寧にに調調整整

・・顧顧客客ののニニーーズズ把把握握、、体体制制のの見見直直しし
のの検検討討等等をを通通じじてて、、徹徹底底的的にに採採算算性性
のの精精査査をを行行いい、、必必要要にに応応じじてて既既存存受受
託託事事業業かかららのの撤撤退退もも含含めめてて、、委委託託者者
とと調調整整

受受注注判判断断ププ
ロロセセススやや収収
支支もも含含めめたた
ププロロジジェェクク
トトママネネジジメメ
ンントト手手法法のの
検検証証・・改改善善

目目
標標
②②

・・受受注注判判断断ププロロセセススのの実実施施・・検検
証証・・改改善善
・・収収支支もも含含めめたたププロロジジェェククトトママネネ
ジジメメンントト手手法法のの実実施施・・検検証証・・改改善善
・・見見直直ししたたリリススクク管管理理体体制制のの検検
証証・・改改善善

・・昨昨年年度度決決定定ししたた受受注注判判断断ププロロセセススにに基基づづ
きき、、リリススククのの洗洗いい出出ししななどどをを行行いい受受注注をを判判
断断
・・収収支支もも含含めめたたププロロジジェェククトトママネネジジメメンントト
手手法法をを本本格格実実施施
・・拡拡大大進進捗捗会会議議のの開開催催頻頻度度をを増増加加（（毎毎月月開開
催催））すするるととととももにに、、「「進進捗捗管管理理ツツーールル」」をを
見見直直しし、、業業務務ををよよりり細細分分化化ししたたププロロジジェェクク
トト管管理理にに改改善善

・・営営業業部部門門ととシシスステテムム部部門門がが綿綿密密にに連連携携しし、、リリ
ススククのの洗洗いい出出ししややそそのの回回避避策策をを検検討討
・・適適時時のの収収支支状状況況をを会会議議でで共共有有すするるここととでで、、収収
支支改改善善策策をを組組織織的的にに検検討討
・・長長期期間間にに及及ぶぶ作作業業のの進進捗捗状状況況をを適適切切にに把把握握すす
るるたためめ、、作作業業内内容容をを細細分分化化

・・受受注注判判断断ププロロセセススのの実実施施・・検検証証・・
改改善善
・・収収支支もも含含めめたたププロロジジェェククトトママネネジジ
メメンントト手手法法のの実実施施・・検検証証・・改改善善
・・見見直直ししたたリリススクク管管理理体体制制のの検検証証・・
改改善善

自自主主事事業業計計
画画等等にに基基づづ
くく事事業業のの推推
進進

目目
標標
①①
③③

・・自自主主事事業業計計画画にに基基づづくく営営業業活活動動
にによよりり水水道道関関連連自自主主事事業業をを新新規規受受
託託（（２２件件、、計計７７件件））
・・自自主主事事業業計計画画にに基基づづきき、、公公共共IITT
自自主主事事業業をを展展開開

・・水水道道関関連連自自主主事事業業のの新新規規案案件件をを３３件件受受託託
・・自自主主事事業業計計画画にに基基づづきき、、公公共共IITT自自主主事事業業
をを展展開開すするるととととももにに、、当当該該事事業業にに係係るる今今後後
ののあありり方方（（水水道道局局IITT事事業業へへのの集集約約））をを取取締締
役役会会ににてて決決定定

・・水水道道事事業業体体等等とと関関わわりりのの深深いい地地元元企企業業とと連連携携
しし、、営営業業活活動動をを実実施施
・・今今後後ののあありり方方をを検検討討すするるににああたたっっててはは、、当当社社
ののIITT関関連連事事業業全全体体のの体体制制ややススキキルル、、収収支支状状況況等等
をを踏踏ままええてて検検討討

・・自自主主事事業業計計画画にに基基づづくく営営業業活活動動にに
よよりり水水道道関関連連自自主主事事業業をを新新規規受受託託
（（３３件件、、計計1111件件））
・・公公共共IITT自自主主事事業業のの今今後後ののあありり方方にに
基基づづきき、、委委託託者者ととのの調調整整にに着着手手

新新規規業業務務のの
開開発発・・商商品品
化化にに向向けけたた
検検討討・・実実施施

目目
標標
④④

・・IICCTTややDDXXをを取取りり入入れれたた社社内内業業務務
のの検検証証
・・新新技技術術のの開開発発にに向向けけたた他他企企業業等等
ととのの連連携携（（１１件件））

・・工工事事監監督督業業務務ににおおいいてて「「現現場場管管理理シシスステテ
ムム」」にによよるる現現場場点点検検をを試試行行
・・TTSSリリーーククチチェェッッカカーーととWWIISSHHをを連連動動ささせせたた
新新ササーービビススののママーーケケテティィンンググににおおいいててパパーー
トトナナーー企企業業とと営営業業情情報報をを共共有有
・・管管路路診診断断業業務務ににおおけけるる報報告告書書作作成成ソソフフトト
ににつついいてて、、内内製製にによよるる改改修修にに着着手手

・・試試行行ににああたたっっててはは、、「「現現場場管管理理シシスステテムム」」のの
操操作作にに適適すするる機機器器をを選選定定すするるたためめ、、ススママーートト
フフォォンン及及びびタタブブレレッットトのの両両方方をを用用いいてて比比較較をを実実
施施
・・類類似似ののシシスステテムムをを運運用用中中ででああるる水水道道事事業業体体へへ
運運用用状状況況ををヒヒアアリリンンググ
・・IITT職職社社員員がが在在籍籍すするる長長所所（（統統合合シシナナジジーー））をを
生生かかしし、、外外部部委委託託ででははななくく内内製製にによよりり改改修修すするる
ととととももにに、、将将来来的的ななオオーーププンンデデーータタ等等のの連連携携にに
よよるるビビッッググデデーータタ活活用用もも視視野野にに設設計計

・・IICCTTややDDXXをを取取りり入入れれたた社社内内業業務務のの改改
善善又又はは新新規規業業務務のの開開発発・・商商品品化化（（２２
件件））
・・他他企企業業等等とと連連携携ししたた新新技技術術のの開開発発
（（１１件件））

東京⽔道（株）

戦戦略略３３ IICCTTななどど新新技技術術をを活活用用ししたた戦戦略略的的なな自自主主事事業業等等のの展展開開

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇

東
京
水
道

東
京
水
道
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】高高いいココンンププラライイアアンンスス意意識識をを醸醸成成すするるととととももにに、、社社員員ににととっってて魅魅
力力ああるる会会社社づづくくりりをを推推進進しし、、使使命命感感をを持持っったた社社員員のの確確保保・・育育成成
【【目目標標②②】】全全ててののセセググメメンントト（（局局受受託託業業務務（（水水道道施施設設管管理理、、CCSS））、、自自主主事事業業
（（水水道道、、IITT））））ににおおいいてて営営業業利利益益をを確確保保

・・ココンンププラライイアアンンスス強強化化及及びびエエンンゲゲーージジメメンントト向向上上にに向向けけてて、、社社長長にによよるる事事業業所所訪訪
問問・・意意見見交交換換のの実実施施すするるととととももにに、、経経営営改改革革をを推推進進すするるたためめのの新新たたなな委委員員会会をを発発足足
ささせせ、、社社員員ににととっってて魅魅力力ああるる会会社社ににすするるたためめにに必必要要なな取取組組をを組組織織的的にに検検討討
・・22002222年年度度はは、、全全ててののセセググメメンントト（（局局受受託託業業務務（（水水道道施施設設管管理理、、CCSS））、、自自主主事事業業
（（水水道道、、IITT））））ににおおいいてて営営業業利利益益をを確確保保ででききるる見見込込みみ

戦略を設定する理由・背景
水水道道局局かかららのの受受託託業業務務をを始始めめととししたた当当社社のの業業務務をを安安定定的的かかつつ効効率率的的にに履履行行すするるたためめににはは、、人人材材やや財財務務ななどどのの会会社社のの経経営営基基盤盤のの強強化化がが必必要要ででああるる。。

団体における現状（課題）
◆◆都都民民のの信信頼頼をを確確保保すするるたためめ、、ココンンププラライイアアンンススのの強強化化にに向向けけたた取取組組をを進進めめるる必必
要要ががああるる。。全全社社員員意意識識調調査査をを実実施施ししたたととこころろ、、エエンンゲゲーージジメメンントトがが他他社社平平均均にに比比
べべ低低いいここととがが明明ららかかととななっってていいるる。。
◆◆ままたた、、22001177年年度度かかららププロロジジェェククトト別別収収支支管管理理をを実実施施しし、、経経営営状状態態のの把把握握にに努努めめ
ててききたたがが、、十十分分にに機機能能ししてていいるるととはは言言ええずず、、一一部部のの自自主主事事業業にに単単年年度度のの費費用用がが集集
中中すするるここととでで、、22001199年年度度決決算算ににおおいいてて営営業業損損失失がが発発生生ししてていいるる。。
◆◆ささららにに、、統統合合をを機機にに、、更更ななるる効効率率化化をを進進めめ、、経経営営基基盤盤のの強強化化をを図図ららななけけれればばなな
ららなないい。。

課題解決の⼿段
◆◆組組織織をを挙挙げげたたココンンププラライイアアンンスス強強化化やや、、IICCTT活活用用・・DDXX推推進進をを通通じじたた働働きき方方改改革革やや
多多様様なな人人材材確確保保にに取取りり組組むむここととででエエンンゲゲーージジメメンントトのの向向上上をを図図るる。。
◆◆具具体体的的ににはは、、テテレレワワーーククのの更更ななるる推推進進やや業業務務ププロロセセススのの見見直直ししななどどをを行行ううこことと
でで、、働働ききややすすいい環環境境をを整整備備すするる。。
◆◆ままたた、、会会計計業業務務をを見見直直すすここととでで経経営営状状態態をを正正確確かかつつ迅迅速速にに把把握握しし、、経経営営判判断断にに
活活用用すするる。。
◆◆ささららにに、、統統合合をを契契機機ととししてて固固定定費費をを削削減減すするるここととでで、、効効率率的的なな業業務務運運営営をを実実現現
すするる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

ココンンププラライイ
アアンンススのの強強
化化及及びびエエンン
ゲゲーージジメメンン
トトのの向向上上

目目
標標
①①

・・社社内内PPTTのの検検討討結結果果をを踏踏ままええたた業業
務務ププロロセセススのの見見直直しし
・・社社員員のの率率先先ししたた業業務務ププロロセセスス改改
革革意意識識のの醸醸成成

・・水水道道局局とと当当社社ととのの共共通通課課題題をを洗洗いい出出しし、、
業業務務ププロロセセススのの見見直直ししをを水水道道局局へへ提提案案
・・社社長長にによよるる事事業業所所訪訪問問・・意意見見交交換換をを実実施施
（（4488事事業業所所））
・・全全社社員員意意識識調調査査結結果果等等をを受受けけてて、、経経営営改改
革革をを推推進進すするるたためめのの新新たたなな委委員員会会をを発発足足しし、、
毎毎月月会会議議をを開開催催

・・共共通通課課題題のの解解消消ににああたたっっててはは、、管管理理職職レレベベルル
でで調調整整しし、、早早期期解解決決にに向向けけてて組組織織的的にに対対応応
・・社社長長のの事事業業所所訪訪問問ににおおいいてて、、社社員員がが業業務務改改善善
にに関関すするる報報告告・・意意見見交交換換をを実実施施すするるここととでで、、社社
員員のの改改革革意意識識がが向向上上
・・全全社社員員意意識識調調査査等等でで浮浮きき彫彫りりににななっったたココンンププ
ラライイアアンンスス・・エエンンゲゲーージジメメンントトのの課課題題とと今今後後のの
方方向向性性ににつついいてて、、社社長長をを委委員員長長ととすするる委委員員会会でで
組組織織的的にに検検討討

全全社社員員意意識識調調査査をを継継続続すするるととととももにに、、
以以下下のの取取組組をを実実施施
（（ココンンププラライイアアンンスス））
・・社社長長のの事事業業所所訪訪問問継継続続
・・心心理理的的安安全全性性をを高高めめるる取取組組のの実実施施
（（職職場場討討議議ででののテテーーママ設設定定、、自自己己点点
検検にに項項目目追追加加、、全全管管理理職職会会議議のの実実施施
ななどど））
（（エエンンゲゲーージジメメンントト））
・・業業務務ププロロセセスス等等のの見見直直ししをを継継続続
・・キキャャリリアアササポポーータターー制制度度のの導導入入

IICCTTのの活活用用
やや環環境境整整備備
にによよるる働働きき
方方改改革革のの推推
進進

目目
標標
①①

・・くくるるみみんん、、ええるるぼぼしし、、育育児児とと仕仕
事事のの両両立立支支援援制制度度等等のの外外部部機機関関認認
証証をを取取得得（（１１件件））
・・DDXXをを活活用用ししたた生生産産性性向向上上ににつつなな
げげるる働働きき方方改改革革のの検検討討
・・技技術術系系職職場場ににおおけけるる女女性性更更衣衣室室
のの設設置置

・・当当社社がが加加入入すするる健健康康保保険険組組合合にによよるる認認証証
（（「「銀銀のの認認定定」」））取取得得にに向向けけたた手手続続ききをを実実
施施
・・書書類類申申請請ととななっってていいるる社社内内手手続続ききににつついい
てて電電子子化化をを検検討討
・・技技術術系系職職場場ににおおけけるる女女性性更更衣衣室室のの設設置置にに
向向けけてて局局とと調調整整中中

・・認認定定取取得得にに向向けけてて、、職職場場のの健健康康づづくくりりにに取取りり
組組むむ環環境境をを整整ええ、、健健康康経経営営をを行行ううたためめにに、、社社員員
のの健健康康意意識識をを向向上上ささせせるる方方策策をを検検討討
・・電電子子化化さされれてていいなないい申申請請書書類類のの洗洗いい出出ししをを行行
いい、、電電子子化化及及びび申申請請手手段段ををワワーーククフフロローー化化すするる
申申請請書書類類をを選選定定
・・空空室室やや倉倉庫庫等等をを整整理理しし、、有有効効活活用用すするるここととでで
対対応応
・・8800拠拠点点中中、、1122拠拠点点ににつついいてて女女性性更更衣衣室室がが未未設設
置置でであありり、、22002233年年度度ままででにに設設置置ででききるるよようう調調整整
をを継継続続

・・くくるるみみんん、、ええるるぼぼしし、、育育児児とと仕仕事事
のの両両立立支支援援制制度度等等のの外外部部機機関関認認証証をを
取取得得（（２２件件、、計計３３件件））
・・生生産産性性向向上上ののたためめにに、、RRPPAAやや業業務務のの
シシスステテムム化化をを導導入入
・・技技術術系系職職場場ににおおけけるる女女性性更更衣衣室室のの
設設置置

今今後後のの事事業業
展展開開をを見見据据
ええたた人人材材のの
確確保保・・育育成成

目目
標標
①①

・・人人材材登登録録制制度度のの運運用用をを開開始始
・・人人事事施施策策をを改改善善
・・若若手手社社員員をを対対象象ととししたたモモチチベベーー
シショョンン向向上上策策をを実実施施
・・IITT人人材材をを柔柔軟軟にに配配置置しし、、事事業業のの
進進捗捗管管理理をを通通じじてて中中核核人人材材をを育育成成

・・退退職職予予定定者者にに発発送送すするる制制度度のの案案内内文文をを作作
成成
・・専専任任社社員員のの総総合合職職転転換換試試験験のの受受験験資資格格等等
をを緩緩和和
・・意意見見交交換換等等をを通通じじてて主主体体的的にに業業務務改改善善にに
取取りり組組むむ若若手手発発想想PPTTににおおいいてて、、中中間間報報告告をを
実実施施
・・IITT職職若若手手社社員員のの育育成成ににつついいてて、、OOJJTTをを主主
体体にに実実施施
・・外外部部講講師師をを活活用用ししたた研研修修をを計計画画
・・22002211年年度度採採用用者者のの定定着着率率9944..44％％

・・運運用用開開始始にに向向けけてて、、制制度度のの法法的的なな不不備備・・問問題題
点点等等ににつついいてて弁弁護護士士にに確確認認
・・社社員員のの退退職職理理由由のの分分析析結結果果をを踏踏ままええてて、、運運用用
のの改改善善にに着着手手
・・経経営営陣陣とと接接すするる機機会会がが少少なないい若若手手社社員員がが既既存存
のの枠枠ににととららわわれれなないい柔柔軟軟なな発発想想をを幹幹部部にに発発表表すす
るる機機会会をを提提供供
・・早早期期にに開開発発ププロロジジェェククトトへへ投投入入しし、、中中核核人人材材
にに必必要要なな開開発発手手法法のの知知識識習習得得をを推推進進
・・ススキキルル調調査査結結果果等等をを踏踏ままええ研研修修内内容容・・受受講講者者
をを決決定定
・・職職種種ごごとと離離職職のの傾傾向向をを把把握握しし、、今今後後のの離離職職防防
止止策策のの検検討討にに活活用用

・・人人材材登登録録制制度度のの継継続続運運用用
・・人人事事施施策策のの改改善善にに関関すするる検検証証
・・若若手手社社員員をを対対象象ととししたたモモチチベベーー
シショョンン向向上上策策をを検検証証
・・IITTのの中中核核人人材材ををリリーーダダーーととししてて担担
当当ささせせママネネジジメメンントト能能力力をを向向上上

新新シシスステテムム
のの導導入入等等をを
通通じじたたププロロ
ジジェェククトト別別
収収支支管管理理のの
見見直直しし

目目
標標
②②

・・新新たたなな統統合合基基幹幹業業務務シシスステテムムのの
調調達達、、試試行行、、運運用用準準備備
・・22002211年年度度にに試試行行ししたた分分析析手手法法のの
検検証証・・更更ななるる改改善善をを行行いい、、22002211年年
度度決決算算をを対対象象にに分分析析をを実実施施
・・収収支支改改善善がが必必要要なな業業務務ににつついいてて、、
改改善善策策のの検検討討・・実実施施

・・導導入入にに向向けけてて業業者者とと調調整整、、円円滑滑なな運運用用のの
たためめのの研研修修等等をを受受講講
・・22002211年年度度決決算算をを対対象象にに分分析析をを実実施施
・・収収支支改改善善がが必必要要なな業業務務ににつついいてて、、分分析析・・
改改善善策策をを検検討討

・・業業者者ととのの調調整整をを円円滑滑にに進進めめるるたためめ、、人人事事部部なな
どどのの関関係係部部署署にに社社内内ののSSEEをを配配置置すするるななどど導導入入体体
制制をを整整備備
・・22002211年年度度にに試試行行ししたた手手法法をを用用いいてて分分析析をを実実施施
しし、、有有効効性性をを確確認認
・・赤赤字字案案件件ににつついいてて、、事事前前にに管管理理部部門門のの分分析析をを
加加ええたた上上でで、、各各事事業業部部門門へへ展展開開しし、、分分析析やや改改善善
策策のの検検討討にに活活用用

・・新新たたなな統統合合基基幹幹業業務務シシスステテムムをを本本
格格稼稼働働ささせせ、、適適時時のの収収支支報報告告及及びびププ
ロロジジェェククトト別別収収支支管管理理をを実実施施
・・適適時時のの分分析析をを活活用用ししてて、、収収支支改改善善
がが必必要要なな業業務務ににつついいてて、、改改善善策策をを適適
時時適適切切にに検検討討・・実実施施

統統合合をを機機とと
ししたた固固定定費費
のの削削減減
（（22001199年年度度
比比））

目目
標標
②②

・・統統合合にに伴伴うう固固定定費費のの削削減減（（役役員員
数数のの見見直直しし、、間間接接部部門門のの人人員員削削減減、、
業業務務シシスステテムムのの効効率率化化、、健健康康保保険険
のの見見直直しし））：：年年約約223300百百万万円円

・・統統合合にに伴伴うう固固定定費費のの削削減減年年223300百百万万円円達達
成成見見込込みみ
・・更更ななるる固固定定費費削削減減策策のの検検討討をを行行いい、、一一部部
執執務務室室のの賃賃貸貸借借契契約約をを解解約約しし、、年年約約4400百百万万
円円（（22002222年年度度末末見見込込））のの賃賃料料削削減減

・・統統合合にに伴伴うう固固定定費費のの削削減減ににつついいててはは、、22002211年年
度度ままででにに実実施施ししたた削削減減策策をを維維持持すするるここととでで計計画画
達達成成見見込込みみ
・・経経営営統統合合のの効効果果をを検検証証ししななががらら、、更更ななるる固固定定
費費のの削削減減のの余余地地ににつついいてて分分析析

・・統統合合にに伴伴うう固固定定費費のの削削減減（（役役員員数数
のの見見直直しし、、間間接接部部門門のの人人員員削削減減、、業業
務務シシスステテムムのの効効率率化化、、健健康康保保険険のの見見
直直しし））：：年年約約223300百百万万円円

東京⽔道（株）

戦戦略略４４
DDXXのの推推進進等等にによよるる安安定定的的なな業業務務運運営営をを支支ええるる経経営営基基盤盤
のの強強化化

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■「「未未来来のの東東京京」」戦戦略略
・・戦戦略略５５：：誰誰ももがが輝輝くく働働きき方方実実現現戦戦略略

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

〇 〇 〇

東
京
水
道

東
京
水
道

- 277 -



 



 
 
 
 
 
 
 
 

３２ 東京都下⽔道サービス株式会社 
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2023年度改訂版のポイント

◆戦略２ 下⽔道サービスのDX 維持管理業務の効率化・省⼒化を更に推進していくため、新た
に現場での調査点検作業における省⼒化技術開発の着⼿を追記

◆戦略３ ⼈材の確保育成 事業量増への対応のため、3年間での採⽤⽬標を90⼈から120⼈に
修正するとともに、技術継承の取組をより充実していくため、新たに育成者の指導⼒向上の視点
を加えた技術継承の取組の拡充を追記

東京都下⽔道サービス（株）

戦略３ ⼈材の確保育成
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

技術継承の取組
の実施

○VR・AR技術等を活⽤した効果的
な映像教材の導⼊
○導⼊予定の映像教材を関連業界団
体の研修等に活⽤
○技術継承委員会の⾏動計画に基づ
く取組の継続実施

技術継承の取組
の実施

○VR・AR技術等を活⽤した効果的
な映像教材の導⼊
○導⼊予定の映像教材を関連業界団
体の研修等に活⽤
○技術継承委員会の⾏動計画に基づ
く取組の継続実施
○育成者の指導⼒向上の視点を加え
た技術継承の取組を拡充

戦略２ 下⽔道サービスのDX
個別取組事項
(改訂前) 2023年度(改訂前) 個別取組事項

(改訂後) 2023年度(改訂後)

管路管理業務の
効率化、省⼒化
並びに⾼度な業
務遂⾏にAIを活
⽤

○現場業務にあたっては、位置情報
を得て、これを元に当該管路施設の
スペックや故障履歴を⼊⼿できるよ
うデータベースの作成を継続
○熟練技術者の経験と知識を基にし
た業務最適フロー予測システムの試
⾏開始

管路管理業務の
効率化、省⼒化
並びに⾼度な業
務遂⾏にAIを活
⽤

○現場業務にあたっては、位置情報
を得て、これを元に当該管路施設の
スペックや故障履歴を⼊⼿できるよ
うデータベースの作成を継続
○熟練技術者の経験と知識を基にし
た業務最適フロー予測システムの試
⾏開始
○現場での調査点検作業における省
⼒化技術の開発に着⼿

【プランの主な改訂内容】

戦略３ ⼈材の確保育成
３年後の到達⽬標(改訂前) ３年後の到達⽬標(改訂後)

【⽬標①】
新卒採⽤の対象拡⼤や⾕間年代の中途採⽤等に取り組
み、⼟⽊職・設備職を中⼼に３年間で90⼈採⽤

【⽬標①】
新卒採⽤の対象拡⼤や⾕間年代の中途採⽤等に取り組
み、⼟⽊職・設備職を中⼼に３年間で120⼈採⽤
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
包包括括委委託託をを通通ししたた技技術術領領域域のの拡拡大大及及びび運運営営体体制制のの効効率率化化にに向向けけたた改改善善提提案案のの
準準備備
【【目目標標②②】】
東東京京都都以以外外のの新新規規案案件件３３件件獲獲得得。。全全国国のの下下水水道道事事業業のの課課題題解解決決にに貢貢献献しし、、企企
業業価価値値をを向向上上
【【目目標標③③】】
開開発発技技術術のの用用途途先先をを他他事事業業ななどどのの新新たたなな分分野野にに転転用用すするる改改良良・・改改善善のの実実施施１１
件件

目目標標①① 運運転転・・保保全全・・水水質質管管理理をを一一体体運運営営すするるととととももににセセルルフフモモニニタタリリンンググのの
チチェェッックク機機能能にによよりり要要求求水水準準をを達達成成ししてていいるる。。ままたた、、天天候候ややセセンンタターーのの地地域域特特性性等等
をを踏踏ままええたた運運転転操操作作技技術術のの習習熟熟にによよりり技技術術力力向向上上をを図図っってていいるる。。
目目標標②② 他他のの自自治治体体にに対対しし、、そそれれぞぞれれのの状状況況やや抱抱ええるる課課題題にに応応じじたた各各取取組組をを順順調調にに
進進めめてていいるる。。
目目標標③③ 新新たたなな分分野野にに転転用用すするるたためめのの開開発発技技術術ととししてて、、共共同同開開発発者者間間とと技技術術的的なな課課
題題やや役役割割分分担担等等のの調調整整をを重重ねねるるここととでで、、シシーールルドド工工事事関関連連のの開開発発技技術術をを抽抽出出ししたた。。

戦略を設定する理由・背景
東東京京都都かからら新新たたにに水水再再生生セセンンタターーのの運運転転をを含含むむ業業務務をを包包括括委委託託でで受受託託すするるここととととななっったた。。ままたた、、社社会会経経済済情情勢勢のの変変化化にによよりり国国内内他他都都市市のの下下水水道道事事業業運運営営のの厳厳ししささがが

増増すすここととかからら、、運運営営上上のの課課題題解解決決へへのの貢貢献献がが求求めめらられれてていいるる。。役役割割のの高高度度化化やや活活動動領領域域のの拡拡大大にによよりり、、企企業業価価値値のの向向上上をを図図っってていいくく必必要要ががああるる。。

団体における現状（課題）
東東京京都都ににおおいいててはは、、下下水水道道局局がが水水再再生生セセンンタターー（（水水処処理理施施設設））にに関関すするる新新たたなな

施施設設運運営営手手法法をを整整理理しし、、当当社社はは区区部部１１施施設設をを受受託託すするるここととととななっったた。。ここれれままでで
培培っっててききたた技技術術・・経経験験・・ノノウウハハウウをを発発揮揮ししななががららもも、、新新たたなな業業務務にに的的確確にに対対応応しし
てていいくく必必要要ががああるる。。

国国内内他他都都市市のの下下水水道道事事業業ににおおいいてて、、事事業業運運営営上上のの課課題題解解決決へへのの貢貢献献がが求求めめらられれ
てていいるるがが、、当当社社はは、、ここれれままでで東東京京都都区区部部ににおおけけるる下下水水道道事事業業のの補補完完・・代代行行業業務務をを
中中心心にに行行っっててききてておおりり、、今今後後はは都都やや他他のの民民間間企企業業とと連連携携ししてて東東京京都都以以外外ででのの事事業業
拡拡大大をを図図るる必必要要ががああるる。。ままたた、、当当社社のの経経営営面面ににおおいいててもも、、売売上上高高にに占占めめるる局局受受託託
事事業業のの割割合合がが高高いいたためめ、、収収入入源源をを多多様様化化しし、、経経営営のの安安定定化化をを図図るる必必要要ががああるる。。

課題解決の⼿段
新新たたにに水水再再生生セセンンタターーのの運運転転業業務務をを含含むむ包包括括委委託託をを受受託託すするるたためめ、、ささららななるる創創

意意工工夫夫をを行行いい、、技技術術力力やや経経済済性性のの発発揮揮等等にによよるるササーービビスス向向上上をを目目指指すす。。
当当社社のの持持つつ技技術術・・ノノウウハハウウをを活活用用しし、、事事業業運運営営にに課課題題をを抱抱ええるる自自治治体体をを支支援援しし、、

地地方方ととのの共共存存共共栄栄にに貢貢献献すするる。。ままたた、、ここれれままでで現現場場ののニニーーズズ等等をを踏踏ままええたた技技術術開開
発発やや、、局局ののノノウウハハウウ及及びび民民間間企企業業やや大大学学がが持持つつ先先進進技技術術やや専専門門性性をを融融合合ささせせたた技技
術術開開発発にに取取りり組組みみ、、東東京京のの下下水水道道事事業業等等にに貢貢献献ししててききたたがが、、今今後後はは、、ここれれららのの技技
術術をを広広くく新新たたなな分分野野ににもも展展開開をを図図っってていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

水水処処理理施施設設
のの新新たたなな施施
設設運運営営手手法法
（（包包括括委委
託託））のの対対応応

目目
標標
①①

・・雨雨季季・・乾乾季季をを含含めめたた１１年年をを通通しし
てて行行うう包包括括委委託託のの初初年年度度ととししてて性性
能能要要件件のの遵遵守守、、保保全全管管理理にに運運転転・・
水水質質管管理理をを加加ええたた一一体体的的なな運運営営のの
実実施施
・・運運転転操操作作員員のの人人材材育育成成及及びび技技術術
力力向向上上にに向向けけたた研研修修をを実実施施

①①運運転転・・保保全全・・水水質質管管理理業業務務のの情情報報共共有有をを
日日々々行行いい水水処処理理全全般般ととししてて一一体体運運営営しし、、かか
つつセセルルフフモモニニタタリリンンググ委委員員会会等等ののチチェェッックク
機機能能にによよりり要要求求水水準準をを達達成成
②②OOJJTTにによよるる実実践践研研修修にによよりり天天候候、、季季節節変変
動動ややセセンンタターーのの特特性性等等をを踏踏ままええたた運運転転操操作作
技技術術のの習習熟熟度度をを高高めめてていいるる。。ままたた、、平平常常時時
にに停停電電対対応応訓訓練練等等をを行行いい運運転転操操作作技技術術をを向向
上上

①①運運転転・・保保全全・・水水質質管管理理のの各各組組織織がが一一体体ととななりり
毎毎日日２２回回（（朝朝、、夕夕））のの情情報報共共有有ににてて水水処処理理業業務務
全全般般のの改改善善等等をを進進めめてていいるる。。ままたた、、現現場場ととはは独独
立立ししたた四四半半期期毎毎ののセセルルフフモモニニタタリリンンググ委委員員会会にに
おおいいてて要要求求水水準準達達成成をを確確認認ししたた。。
②②落落合合処処理理区区のの地地域域特特性性やや天天候候・・気気温温等等のの変変動動
にに応応じじたた運運転転管管理理・・水水質質管管理理のの実実務務をを経経験験ささせせ
技技術術力力向向上上をを図図るるここととをを最最優優先先ととししたた。。ままたた、、
停停電電対対応応訓訓練練等等をを行行いい緊緊急急時時のの運運転転操操作作技技術術のの
向向上上をを図図っってていいるる。。

・・包包括括委委託託ののセセルルフフモモニニタタリリンンググのの
実実施施にによよるる評評価価をを行行いい、、仕仕様様書書にに記記
載載のの要要求求水水準準をを達達成成、、効効率率化化にに向向けけ
たた改改善善提提案案のの準準備備
・・新新規規配配置置のの運運転転操操作作員員をを中中心心にに人人
材材育育成成及及びび技技術術力力向向上上にに向向けけたた研研修修
をを継継続続

東東京京都都以以外外
へへのの事事業業展展
開開

目目
標標
②②

・・排排水水設設備備工工事事責責任任技技術術者者にに関関すす
るる更更新新講講習習等等 2299業業務務
・・熊熊本本市市ととのの共共同同研研究究をを踏踏ままええ、、
他他団団体体へへ下下水水道道台台帳帳シシスステテムム契契約約
にに向向けけたた営営業業活活動動をを実実施施
・・湯湯河河原原町町へへ水水質質管管理理支支援援業業務務にに
加加ええ、、保保全全管管理理支支援援業業務務をを提提案案
・・事事業業展展開開にに関関すするる基基本本方方針針をを策策
定定

①①排排水水設設備備工工事事責責任任技技術術者者にに関関すするる更更新新講講
習習等等 2255業業務務をを実実施施
②②熊熊本本市市ととのの共共同同研研究究をを踏踏ままええ、、３３市市とと意意
見見交交換換をを実実施施
③③支支援援業業務務（（６６回回実実施施））をを通通じじ維維持持管管理理のの
改改善善にに向向けけたた提提案案等等をを実実施施
④④現現状状のの分分析析結結果果等等をを踏踏ままええ、、今今後後のの事事業業
展展開開にに向向けけたた条条件件をを整整理理
（（新新規規））イインンドドのの技技術術支支援援ププロロジジェェククトト参参
画画にに向向けけたた契契約約交交渉渉中中

①①時時期期やや規規模模等等をを調調整整しし、、計計画画どどおおりり実実施施。。残残
りり４４業業務務をを円円滑滑にに実実施施すするる。。22002233年年度度のの１１業業務務
増増にに向向けけ営営業業をを継継続続すするる。。
②②当当社社単単独独ででのの営営業業はは難難ししいいたためめ、、全全国国規規模模のの
団団体体にに事事業業提提案案しし、、連連携携ししてて地地方方のの中中核核都都市市へへ
PPRRをを行行うう事事でで、、意意見見交交換換のの実実施施にに至至っったた。。
③③保保全全ののみみななららずず、、焼焼却却炉炉のの煙煙道道閉閉塞塞抑抑制制対対策策
等等のの技技術術的的なな課課題題やや水水中中撹撹拌拌機機のの省省エエネネ運運転転方方
法法等等、、広広くく維維持持管管理理のの提提案案をを実実施施
④④他他都都市市へへのの展展開開実実績績やや意意見見交交換換等等をを踏踏ままええ
ニニーーズズをを整整理理。。分分析析結結果果とと当当社社のの強強みみやや体体制制見見
通通しし等等をを踏踏ままええ、、事事業業展展開開のの条条件件をを整整理理ししたた。。
（（新新規規））ママレレーーシシアア国国ラランンガガッットト下下水水道道整整備備ププ
ロロジジェェククトトがが評評価価さされれ、、JJIICCAAのの「「イインンドド国国下下水水
汚汚泥泥管管理理能能力力向向上上ププロロジジェェククトト」」のの共共同同実実施施代代
表表者者とと22002233年年１１月月にに契契約約予予定定

目目標標３３件件はは既既にに達達成成ししてていいるるがが、、引引
きき続続きき以以下下のの取取組組をを継継続続すするる。。
・・排排水水設設備備工工事事責責任任技技術術者者にに関関すするる
更更新新講講習習等等 3300業業務務
・・下下水水道道台台帳帳シシスステテムムのの新新規規契契約約をを
獲獲得得
・・湯湯河河原原町町へへ保保全全管管理理支支援援業業務務のの拡拡
大大実実施施

開開発発技技術術のの
用用途途先先をを新新
たたなな分分野野にに
転転用用すするる改改
良良・・改改善善のの
実実施施

目目
標標
③③

・・用用途途先先をを新新たたなな分分野野にに転転用用すするる
たためめのの開開発発技技術術をを１１件件選選定定しし、、改改
良良・・改改善善にに向向けけたた開開発発者者間間のの役役割割
分分担担等等のの方方針針検検討討とと合合意意形形成成
・・開開発発技技術術関関係係者者間間でで転転用用技技術術のの
選選定定にに向向けけたた情情報報収収集集及及びび分分析析をを
継継続続実実施施

①①新新たたなな分分野野にに転転用用すするるたためめのの開開発発技技術術とと
ししてて、、シシーールルドド工工事事関関連連のの開開発発技技術術をを抽抽出出
②②開開発発技技術術関関係係者者間間でで転転用用技技術術のの選選定定にに向向
けけたた情情報報収収集集をを継継続続実実施施

①①シシーールルドド工工事事関関連連のの開開発発技技術術はは、、転転用用技技術術のの
適適性性ががあありり、、ニニーーズズもも期期待待ででききるるここととかからら、、共共
同同開開発発者者間間でで技技術術的的課課題題やや役役割割分分担担等等ににつついいてて
調調整整をを重重ねね、、抽抽出出にに至至っったた。。

②②転転用用可可能能性性ののああるる水水位位測測定定関関連連のの技技術術ににつついい
てて、、引引きき続続きき共共同同開開発発者者等等とと継継続続ししてて意意見見交交換換
をを行行っってていいるる。。

・・ここれれままでで開開発発ししたた技技術術がが持持つつ高高いい
汎汎用用性性等等をを活活かかししてて、、新新たたなな分分野野へへ
のの技技術術のの転転用用にに向向けけてて、、選選定定ししたた開開
発発技技術術１１件件のの改改良良・・改改善善のの実実施施及及びび
試試験験導導入入ののたためめのの条条件件整整理理ととロローードド
ママッッププをを作作成成
・・開開発発技技術術関関係係者者間間でで転転用用技技術術のの選選
定定にに向向けけたた情情報報収収集集及及びび分分析析をを継継続続
実実施施

東京都下⽔道サービス（株）

戦戦略略１１ 新新たたななフフィィーールルドドへへのの挑挑戦戦

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
■■東東京京都都下下水水道道事事業業 経経営営計計画画22002211

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化
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デジタル活⽤
・他団体連携

〇

東
京
都

東
京
都

下
水
道
サ
ー
ビ
ス

下
水
道
サ
ー
ビ
ス

- 283 -



３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
管管路路部部門門のの全全3300事事業業所所等等ででIICCTTをを活活用用ししてて現現場場業業務務をを効効率率化化
【【目目標標②②】】
業業務務をを効効率率化化すするるAAII等等をを活活用用ししたたシシスステテムムをを試試行行開開始始
【【目目標標③③】】
１１水水再再生生セセンンタターー及及びび１１ポポンンププ所所でで新新技技術術をを実実機機検検証証

目目標標①① タタブブレレッットト端端末末をを用用いいたた業業務務のの効効率率化化及及びび安安全全パパトトロローールルのの簡簡易易シシスステテムム
化化をを試試行行。。導導入入事事業業所所のの拡拡大大をを行行ううととととももにに、、全全ててのの社社員員へへのの利利用用促促進進をを図図るる。。
目目標標②② 自自動動音音声声応応答答にによよるる電電話話業業務務をを導導入入。。ササーービビスス向向上上ののたためめのの応応答答メメッッセセーー
ジジのの追追加加、、テテキキスストト化化のの精精度度向向上上、、業業務務支支援援ののたためめののFFAAQQのの構構築築をを継継続続ししたた。。
目目標標③③ セセンンシシンンググ技技術術をを活活用用ししたた保保全全業業務務のの高高度度化化・・効効率率化化のの実実現現及及びび熟熟練練技技術術
者者がが有有すするるノノウウハハウウのの見見ええるる化化にに向向けけたた検検討討にに着着手手ししたた。。

戦略を設定する理由・背景
ああららゆゆるる産産業業ににおおいいててIICCTTをを利利用用ししたた変変化化がが生生じじてていいるる中中、、新新型型ココロロナナウウイイルルススのの世世界界的的大大流流行行がが生生じじ、、社社会会ののデデジジタタルル化化ががささららにに加加速速ししてていいるる。。当当社社ににおおいいててもも、、

ここれれららのの社社会会変変革革ににああわわせせてて業業務務のの効効率率化化ななどどのの取取組組強強化化がが求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
当当社社がが担担っってていいるる下下水水道道施施設設のの維維持持管管理理業業務務ににおおいいててはは、、今今後後、、下下水水道道施施設設のの

老老朽朽化化にによよりり、、維維持持管管理理のの困困難難性性やや点点検検補補修修等等のの作作業業量量のの増増加加がが見見込込ままれれてていいるる。。
ままたた、、近近年年多多発発ししてていいるる局局地地的的なな大大雨雨にによよるる浸浸水水被被害害へへのの対対策策やや地地球球温温暖暖化化防防止止
対対策策ののたためめ、、下下水水道道施施設設のの維維持持管管理理業業務務のの高高度度化化やや効効率率化化ににもも応応ええてていいかかななけけれれ
ばばななららなないい。。

ここののよよううなな中中でで、、当当社社ににおおいいててはは、、下下水水道道のの現現場場実実務務にに精精通通ししたた技技術術ととノノウウハハ
ウウをを持持つつ都都OOBB社社員員がが今今後後大大量量にに退退職職すするる状状況況ににあありり、、若若手手社社員員にに世世代代交交代代をを進進めめ
てていいくく中中でで、、ササーービビスス水水準準のの低低下下がが生生じじかかねねなないい状状況況ににああるる。。同同時時にに、、若若手手社社員員
ススキキルルのの向向上上にによよるる当当社社全全体体のの技技術術力力のの維維持持・・向向上上がが大大ききなな課課題題ととななっってていいるる。。

課題解決の⼿段
当当社社事事業業ににおおいいてて、、下下水水道道施施設設のの維維持持管管理理のの困困難難性性やや点点検検補補修修等等のの作作業業量量のの増増

加加等等にに対対応応ししてていいくく。。ここれれにに向向けけ、、将将来来的的ににAAII等等をを活活用用ししたたシシスステテムムをを構構築築しし、、
業業務務のの高高度度化化・・効効率率化化をを目目指指すす。。

当当面面はは、、DDXXのの導導入入にによよりりベベテテラランンがが減減りり若若手手がが増増ええるる中中ででもも、、シシスステテムムのの支支援援
をを受受けけるるここととででベベテテラランンとと同同等等ののササーービビスス水水準準をを維維持持ででききるるよよううににすするる。。ままたた、、
ササーービビスス水水準準のの維維持持ににととどどままららずず、、当当社社のの技技術術力力向向上上をを目目指指しし、、DDXX導導入入にによよるる業業
務務のの生生産産性性向向上上でで生生みみ出出さされれたた時時間間をを、、現現場場ででのの技技術術継継承承等等にに活活用用ししてていいくく。。同同
時時にに、、AAIIにに蓄蓄積積ししたたベベテテラランンのの知知識識ややAARRななどどのの映映像像技技術術をを、、人人材材育育成成ののツツーールルとと
ししててもも活活用用ししてていいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

ススママーートトデデ
ババイイススをを用用
いいたた現現場場業業
務務のの効効率率化化
やや情情報報管管理理
のの簡簡素素化化

目目
標標
①①

・・現現場場業業務務のの効効率率化化やや情情報報管管理理のの
簡簡素素化化にに向向けけ、、試試行行すするる対対象象部部署署
やや業業務務をを拡拡大大

工工事事監監督督補補助助業業務務にに関関わわるる概概ねね全全員員ががタタブブ
レレッットトをを用用いいてて、、夜夜間間勤勤務務日日誌誌ををそそのの場場でで
速速ややかかにに作作成成可可能能ととななりり、、定定型型的的業業務務をを効効
率率化化ししたた。。現現場場へへのの安安全全パパトトロローールルのの
チチェェッッククににつついいてて、、紙紙媒媒体体かかららタタブブレレッットト
にによよるる簡簡易易シシスステテムム化化をを約約半半数数のの事事業業所所でで
試試行行。。22002222年年度度末末ままででにに2255事事業業所所等等にに試試行行
導導入入予予定定。。

引引きき続続きき、、現現場場でで利利用用可可能能なな定定型型的的業業務務のの拡拡大大
をを図図るる。。全全員員がが利利用用可可能能ととななるるたためめにに研研修修等等をを
実実施施しし、、習習熟熟度度をを向向上上ささせせ、、利利用用促促進進をを図図るる。。
社社内内ネネッットトワワーーククにに保保存存ししてていいるる資資料料をを現現場場でで
もも確確認認すするるここととでで、、情情報報管管理理のの簡簡素素化化をを進進めめるる。。
タタブブレレッットト端端末末をを22002233年年度度中中にに全全3300事事業業所所等等にに
配配備備すするるたためめのの準準備備をを進進めめるる。。

・・現現場場業業務務のの効効率率化化やや情情報報管管理理のの簡簡
素素化化にに向向けけ、、タタブブレレッットト端端末末ななどどスス
ママーートトデデババイイススをを未未導導入入のの５５事事業業所所
をを含含めめたた管管路路部部門門のの全全3300事事業業所所等等にに
配配備備しし運運用用をを開開始始

下下水水道道受受付付
セセンンタターーにに
おおけけるる電電話話
応応答答業業務務支支
援援シシスステテムム
のの試試行行

目目
標標
②②

・・自自動動音音声声応応答答にによよるる電電話話業業務務のの
導導入入
・・蓄蓄積積・・登登録録ししたた音音声声デデーータタののテテ
キキスストト化化をを実実施施
・・テテキキスストト化化ししたた音音声声デデーータタをを分分
析析しし、、問問合合せせにに対対すするるFFAAQQのの構構築築
着着手手

①①自自動動音音声声応応答答のの導導入入にによよりり、、着着信信後後速速やや
かかなな応応答答がが可可能能ととななりり、、おお客客ささままをを待待たたせせ
るるここととななくくごご案案内内ががででききたた。。引引きき続続きき、、応応
答答メメッッセセーージジのの改改良良にに着着手手ししたた。。
②②録録音音ししたた音音声声デデーータタののテテキキスストト化化をを実実施施
ししてておおりり、、テテキキスストト化化のの精精度度をを高高めめるる手手法法
のの検検討討にに着着手手ししたた。。
③③FFAAQQのの構構築築にに向向けけたた業業務務のの類類型型化化にに着着手手
ししたた。。

①①ささららななるるおお客客ささままササーービビススのの向向上上ののたためめ、、応応
答答メメッッセセーージジのの追追加加等等ににつついいてて検検討討をを継継続続すするる。。
②②テテキキスストト化化のの精精度度をを高高めめるるたためめ、、音音声声デデーータタ
をを正正ししくく変変換換ででききなないい語語句句をを抽抽出出すするるななどど、、変変
換換ププロロググララムムのの改改良良手手法法をを検検討討ししてていいくく。。
③③ササーービビスス水水準準をを維維持持すするるたためめ、、経経験験のの浅浅いい社社
員員へへのの業業務務支支援援ににつつななががるる類類型型化化にに取取りり組組んんだだ。。
下下水水道道局局HHPP上上ののおお客客ささままにに対対すするるQQ＆＆AAをを参参考考にに、、
業業務務支支援援にに活活用用ででききるるFFAAQQのの構構築築をを継継続続すするる。。

・・よよくくああるる質質問問ややそそのの回回答答ををままととめめ
てて、、FFAAQQととししてて構構築築しし、、試試行行ををししなながが
らら、、年年間間約約99,,000000件件のの音音声声デデーータタのの蓄蓄
積積・・登登録録、、分分析析をを継継続続しし、、精精度度ををささ
ららにに向向上上

管管路路管管理理業業
務務のの効効率率化化、、
省省力力化化並並びび
にに高高度度なな業業
務務遂遂行行ににAAII
をを活活用用

目目
標標
②②

・・現現場場業業務務にに当当たたっっててはは、、位位置置情情
報報をを得得てて、、ここれれをを基基にに当当該該管管路路施施
設設ののススペペッッククやや故故障障履履歴歴をを入入手手でで
ききるるよよううデデーータタベベーーススのの作作成成をを継継
続続
・・熟熟練練技技術術者者がが持持っってていいるるトトララブブ
ルルのの発発生生かからら解解決決ままででのの対対応応方方法法
等等のの経経験験とと知知識識ののデデーータタ化化

①①位位置置情情報報かからら管管路路施施設設ののススペペッッククやや故故障障
履履歴歴をを入入手手ででききるるデデーータタベベーーススのの作作成成をを継継
続続
②②トトララブブルルのの発発生生かからら解解決決ままででのの対対応応方方法法
等等のの経経験験とと知知識識ののデデーータタ化化ののたためめ、、局局のの通通
知知文文書書等等のの電電子子化化をを進進めめたた。。

①①22002233年年度度にに向向けけたた取取組組ととししてて、、個個々々ののデデーータタ
ベベーーススややデデーータタのの蓄蓄積積をを継継続続ししてて実実施施すするる。。
②②熟熟練練技技術術者者のの経経験験とと知知識識ををデデーータタ化化すするるたためめ、、
現現場場のの安安全全パパトトロローールル記記録録表表のの電電子子シシスステテムム化化
をを進進めめるる。。

・・現現場場業業務務ににああたたっっててはは、、位位置置情情報報
をを得得てて、、ここれれをを基基にに当当該該管管路路施施設設のの
ススペペッッククやや故故障障履履歴歴をを入入手手ででききるるよよ
うう、、年年間間約約11,,880000件件のの故故障障処処理理履履歴歴をを
用用いいたたデデーータタベベーーススのの作作成成をを継継続続
・・熟熟練練技技術術者者のの経経験験とと知知識識をを基基ににしし
たた業業務務最最適適フフロローー予予測測シシスステテムムのの試試
行行開開始始
・・下下水水道道施施設設のの老老朽朽化化にによよりり、、作作業業
量量のの増増加加がが見見込込ままれれてていいるる現現場場ででのの
調調査査点点検検作作業業ににおおけけるる省省力力化化技技術術のの
開開発発にに着着手手

下下水水処処理理施施
設設のの維維持持管管
理理業業務務のの高高
度度化化・・効効率率
化化

目目
標標
③③

・・セセンンシシンンググ技技術術やや画画像像分分析析技技術術
等等をを活活用用しし業業務務ををササポポーートトすするるたた
めめにに必必要要なな技技術術検検討討
・・熟熟練練技技術術者者がが経経験験とと知知識識ととししてて
保保有有すするる業業務務ノノウウハハウウをを見見ええるる化化

①①フフィィーールルドドででののデデーータタ収収集集とと蓄蓄積積をを継継続続。。
ままたた、、収収集集ししたたセセンンシシンンググデデーータタのの分分析析、、
そそのの成成果果のの活活用用方方法法のの検検討討及及びび保保全全業業務務のの
高高度度化化・・効効率率化化にに向向けけたた効効果果検検証証をを開開始始
②②熟熟練練技技術術者者がが有有すするるノノウウハハウウをを見見ええるる化化
すするる手手法法のの検検討討にに着着手手

①①セセンンシシンンググ技技術術ののデデーータタをを使使用用ししたた高高度度化化のの
有有効効性性のの評評価価ににつついいてて保保全全管管理理従従事事者者ににヒヒアアリリ
ンンググをを開開始始ししたた。。
②②熟熟練練技技術術者者のの暗暗黙黙知知ををデデーータタ化化ししシシスステテムムをを
構構築築すするるたためめのの最最初初段段階階のの構構想想検検討討ととししててノノウウ
ハハウウのの見見ええるる化化のの検検討討をを開開始始ししたた。。

・・セセンンシシンンググ技技術術やや画画像像分分析析技技術術等等
をを活活用用しし水水再再生生セセンンタターーややポポンンププ所所
ななどどでで実実機機ににてて検検証証（（１１水水再再生生セセンン
タターー、、１１ポポンンププ所所））
・・将将来来ののAAII活活用用にに向向けけ見見ええるる化化ししたた
熟熟練練技技術術者者のの業業務務ノノウウハハウウののデデーータタ
化化

東京都下⽔道サービス（株）

戦戦略略２２ 下下水水道道ササーービビススののDDXX

戦略の性質
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３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析
【【目目標標①①】】
新新卒卒採採用用のの【【目目標標②②】】対対象象拡拡大大やや谷谷間間年年代代のの中中途途採採用用等等にに取取りり組組みみ、、土土木木
職職・・設設備備職職をを中中心心にに３３年年間間でで112200人人採採用用

下下水水道道局局へへのの固固有有社社員員のの研研修修派派遣遣をを計計７７名名派派遣遣。。全全４４職職種種でで実実施施しし人人材材育育成成
をを推推進進
【【目目標標③③】】
VVRR・・AARR等等DDXXをを活活用用ししたた映映像像教教材材のの導導入入やや技技術術社社員員のの資資格格取取得得促促進進にによよるる技技術術
力力のの維維持持向向上上

目目標標①① 目目標標期期間間２２年年目目のの1111月月時時点点でで8800名名をを超超ええるる採採用用をを見見込込んんででいいるる。。22002233年年度度
以以降降のの確確実実なな採採用用にに向向けけたた取取組組をを継継続続ししてて推推進進ししてていいくく。。
目目標標②② 計計画画期期間間ににおおいいてて着着実実にに目目標標をを達達成成。。22002233年年度度もも確確実実にに達達成成ででききるるよようう、、
下下水水道道局局とと調調整整しし、、取取組組をを継継続続ししてて推推進進ししてていいくく。。
目目標標③③ VVRR・・AARR技技術術等等をを活活用用ししたた映映像像教教材材をを研研修修でで使使用用ししたた。。ささららにに効効果果的的なな研研修修
ととななるるよようう目目指指しし取取りり組組んんででいいくく。。ままたた、、勉勉強強会会やや模模擬擬試試験験をを実実施施しし、、資資格格取取得得にに
向向けけたた支支援援をを進進めめ技技術術力力のの維維持持向向上上をを図図っったた。。

戦略を設定する理由・背景
当当社社はは下下水水道道施施設設のの維維持持管管理理業業務務をを中中心心にに東東京京のの下下水水道道事事業業をを支支ええてておおりり、、将将来来ににわわたたっってて安安定定的的なな事事業業運運営営体体制制をを確確保保すするるたためめ、、人人材材のの確確保保育育成成がが不不可可欠欠ででああるる。。

ししかかしし、、労労働働市市場場のの縮縮小小やや都都OOBB社社員員のの退退職職にによよりり、、技技術術系系社社員員をを中中心心にに人人材材確確保保のの困困難難性性がが高高ままっってていいるる状状況況ににああるる。。

団体における現状（課題）
当当社社ににおおいいててはは、、下下水水道道のの現現場場実実務務にに精精通通ししたた技技術術ととノノウウハハウウをを持持つつ都都OOBB社社員員

がが今今後後大大量量にに退退職職すするる状状況況ににあありり、、技技術術系系社社員員をを中中心心にに人人材材確確保保のの困困難難性性がが高高まま
るる事事態態にに直直面面ししてていいるる。。ままたた、、将将来来のの安安定定ししたた事事業業運運営営ののたためめににもも、、固固有有社社員員のの
年年齢齢構構成成のの偏偏りりをを是是正正ししてていいくく必必要要ががああるる。。

都都OOBB社社員員のの退退職職にによよるる技技術術水水準準、、ノノウウハハウウのの低低下下もも懸懸念念さされれてておおりり、、若若手手都都派派
遣遣社社員員のの増増加加やや、、固固有有社社員員のの新新卒卒採採用用のの拡拡充充にによよりり、、下下水水道道事事業業経経験験がが浅浅いい社社員員
がが増増ええるる中中、、計計画画的的継継続続的的なな育育成成、、技技術術継継承承がが課課題題ととななっってていいるる。。

課題解決の⼿段
新新卒卒者者のの確確実実なな採採用用にに加加ええ、、年年齢齢層層のの谷谷間間ででああるる3300代代社社員員をを確確保保すするるたためめのの戦戦

略略的的なな採採用用にによよりり、、今今後後のの事事業業運運営営をを支支ええるる固固有有社社員員をを積積極極的的にに採採用用すするる。。
新新たたにに採採用用ししたた固固有有社社員員のの育育成成にに加加ええ、、現現場場ででのの業業務務経経験験がが少少なないい都都派派遣遣社社員員

ののジジョョブブロローーテテーーシショョンンのの場場ととししてて、、技技術術継継承承のの取取組組をを推推進進しし、、技技術術社社員員のの資資格格
取取得得のの促促進進やや局局ととのの人人材材交交流流ななどどにによよりり会会社社全全体体のの技技術術レレベベルルのの維維持持向向上上をを目目指指
すす。。

人人材材育育成成ののツツーールルととししててAARRななどどのの映映像像技技術術をを活活用用すするるななどど、、DDXXのの導導入入にによよりり技技
術術やや知知識識のの継継承承をを効効果果的的にに進進めめるる。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

人人材材確確保保のの
取取組組強強化化

目目
標標
①①

・・【【新新卒卒採採用用】】
高高専専卒卒・・大大学学卒卒・・大大学学院院卒卒対対象象のの
採採用用をを継継続続実実施施
技技術術系系のの専専門門学学校校へへのの採採用用活活動動をを
実実施施
・・【【中中途途採採用用】】
前前年年度度のの実実施施・・検検討討状状況況をを踏踏ままええ
たた採採用用のの実実施施
・・障障害害者者雇雇用用をを推推進進
特特別別支支援援学学校校卒卒のの採採用用実実施施・・定定着着
策策のの検検討討

①①【【新新卒卒採採用用】】
事事務務職職２２名名、、技技術術職職2233名名をを採採用用
22002244年年新新卒卒のの採採用用計計画画策策定定中中（（2200校校程程度度面面
談談・・会会社社説説明明会会６６回回程程度度実実施施予予定定））
②②【【中中途途採採用用】】
８８月月にに５５名名、、1100月月にに２２名名採採用用ししたた。。
更更ななるる人人材材確確保保にに向向けけてて採採用用活活動動をを実実施施
③③障障害害者者雇雇用用
採採用用選選考考１１回回実実施施、、1111月月１１名名採採用用
東東京京ししごごとと財財団団のの職職場場体体験験実実習習事事業業へへ参参加加

①①・・②②【【新新卒卒採採用用・・中中途途採採用用】】
22002244年年新新卒卒のの確確実実なな採採用用にに向向けけてて採採用用計計画画をを策策
定定
中中途途採採用用のの選選考考手手続続のの短短縮縮にによよりり年年４４回回採採用用実実
施施予予定定。。
③③障障害害者者採採用用
今今後後のの特特別別支支援援学学校校生生のの採採用用にに向向けけ、、イインンタターー
ンンシシッッププのの拡拡充充及及びび定定着着策策のの検検討討をを行行っったた。。

事事業業量量増増にに伴伴いい、、9900名名かからら112200名名へへ修修
正正ししたた３３年年間間のの採採用用目目標標のの達達成成にに向向
けけ、、以以下下のの取取組組をを実実施施すするる。。
・・【【新新卒卒採採用用】】
高高専専卒卒・・大大学学卒卒・・大大学学院院卒卒対対象象のの採採
用用をを継継続続実実施施
技技術術系系のの専専門門学学校校へへのの採採用用活活動動をを実実
施施
・・【【中中途途採採用用】】
前前年年度度のの実実施施・・検検討討状状況況をを踏踏ままええたた
採採用用のの実実施施
・・障障害害者者雇雇用用をを推推進進
特特別別支支援援学学校校卒卒のの定定着着策策ととししてて、、東東
京京障障害害者者職職業業セセンンタターーののジジョョブブココーー
チチやや出出身身校校かかららのの定定着着支支援援をを活活用用しし
たた取取組組をを実実施施
22002233年年度度はは東東京京都都教教育育庁庁及及びび特特別別支支
援援学学校校とと調調整整のの上上、、イインンタターーンンシシッッ
ププ生生のの受受入入をを通通年年実実施施しし、、22002244年年４４
月月１１日日のの採採用用をを目目指指すす。。

固固有有社社員員のの
育育成成・・登登用用

目目
標標
②②

・・固固有有社社員員技技術術職職１１名名をを新新たたにに下下
水水道道局局にに研研修修派派遣遣（（計計６６名名））
・・固固有有社社員員のの積積極極的的なな管管理理職職へへのの
登登用用

①①固固有有社社員員事事務務職職１１名名、、土土木木職職２２名名、、設設備備
職職２２名名、、環環境境検検査査職職２２名名（（計計７７名名））をを局局へへ
研研修修派派遣遣
②②管管理理職職選選考考をを１１月月実実施施予予定定

①①計計画画をを前前倒倒ししてて、、固固有有社社員員７７名名をを局局へへ研研修修派派
遣遣
②②22002211年年度度にに引引きき続続きき、、管管理理職職選選考考をを実実施施予予定定

・・固固有有社社員員計計７７名名をを継継続続ししてて下下水水道道
局局にに研研修修派派遣遣
・・固固有有社社員員のの積積極極的的なな管管理理職職へへのの登登
用用
ジジョョブブロローーテテーーシショョンンにによよりり、、候候補補
者者のの育育成成をを実実施施

技技術術社社員員のの
資資格格取取得得のの
促促進進

目目
標標
③③

【【講講習習会会・・勉勉強強会会改改善善・・充充実実】】
・・新新卒卒固固有有社社員員をを対対象象にに、、下下水水道道
第第３３種種技技術術検検定定勉勉強強会会及及びび下下水水道道
管管理理技技術術認認定定試試験験のの講講習習会会やや模模擬擬
試試験験をを実実施施しし、、主主任任級級職職昇昇任任選選考考
時時ままででにに資資格格取取得得率率110000％％
・・社社外外講講習習会会のの受受講講支支援援をを継継続続

①①下下水水道道技技術術検検定定（（第第３３種種））のの検検定定にに向向けけ、、
勉勉強強会会をを７７回回、、模模擬擬試試験験をを１１回回実実施施。。本本試試
験験はは3311名名受受験験
下下水水道道管管理理技技術術認認定定試試験験にに向向けけ、、勉勉強強会会をを
４４回回、、模模擬擬試試験験をを１１回回実実施施。。本本試試験験はは1133名名
受受験験
②②一一級級土土木木施施工工管管理理技技士士試試験験（（二二次次））３３名名
がが社社外外講講習習会会にに参参加加ししたた。。ままたた、、受受講講支支援援
のの対対象象にに二二級級土土木木施施工工管管理理技技士士をを追追加加ししたた。。

①①勉勉強強会会でではは、、外外部部講講師師にによよるる詳詳細細講講義義のの実実施施、、
講講習習内内容容ををビビデデオオ録録画画しし参参加加ででききななかかっったた対対象象
者者もも後後でで学学習習可可能能ととすするるととととももにに学学習習期期間間ををとと
れれるるよようう講講習習をを前前倒倒ししししてて実実施施ししたた。。ままたた、、模模
擬擬試試験験をを行行ううここととでで、、試試験験にに向向けけててモモチチベベーー
シショョンンをを維維持持ししつつつつ対対応応をを図図っったた。。
両両資資格格とともも下下水水道道施施設設のの維維持持管管理理をを適適切切にに行行うう
たためめのの資資格格でであありり、、取取得得すするるここととでで当当社社のの技技術術
レレベベルルのの維維持持向向上上にに役役立立つつ。。

②②技技術術レレベベルルのの向向上上をを図図るるたためめ、、社社外外講講習習会会のの
受受講講をを推推奨奨しし、、支支援援のの取取組組をを継継続続すするる。。

【【講講習習会会・・勉勉強強会会改改善善・・充充実実】】
・・新新卒卒固固有有社社員員をを対対象象にに、、下下水水道道第第
３３種種技技術術検検定定勉勉強強会会及及びび下下水水道道管管理理
技技術術認認定定試試験験のの講講習習会会やや模模擬擬試試験験をを
実実施施しし、、主主任任級級職職昇昇任任選選考考時時ままででにに
資資格格取取得得率率110000％％
・・自自己己研研鑽鑽ののたためめのの社社外外講講習習会会のの受受
講講支支援援をを継継続続

技技術術継継承承のの
取取組組のの実実施施

目目
標標
③③

「「写写真真ででみみるる下下水水道道施施工工・・維維持持管管
理理のの解解説説」」改改訂訂版版をを活活用用ししたた勉勉強強
会会等等のの実実施施
・・VVRR・・AARR技技術術等等をを活活用用ししたた効効果果的的
なな映映像像教教材材のの試試行行・・検検証証
・・技技術術継継承承委委員員会会のの行行動動計計画画にに基基
づづくく取取組組のの継継続続実実施施

①①22002222年年度度入入社社ししたた土土木木職職のの新新人人をを対対象象とと
ししたた技技術術研研修修でで、、書書籍籍をを用用いいたた勉勉強強会会をを実実
施施
②②技技術術継継承承研研修修『『下下水水道道管管ききょょ設設計計・・施施工工
のの留留意意点点』』ででAARR技技術術をを活活用用ししたた映映像像ココンンテテ
ンンツツ２２件件（（現現場場調調査査編編・・安安全全管管理理編編））をを用用
いいてて社社内内研研修修をを試試行行
③③第第１１回回技技術術継継承承委委員員会会をを開開催催しし、、22002222年年
度度のの行行動動計計画画をを策策定定、、計計画画にに基基づづくく取取組組をを
継継続続実実施施

①①新新規規採採用用社社員員のの研研修修にに、、書書籍籍をを用用いいたた勉勉強強会会
をを組組みみ込込むむここととでで、、施施工工・・維維持持管管理理ににつついいててのの
理理解解がが容容易易ととななりり、、技技術術のの早早期期習習得得をを図図っったた。。
②②受受講講生生かかららはは概概ねね好好評評をを得得てておおりり、、知知識識及及びび
技技術術のの向向上上がが図図らられれたた。。映映像像教教材材ココンンテテンンツツをを
振振りり返返りりででききるる資資料料をを作作成成しし、、ささららにに効効果果的的なな
研研修修をを目目指指すす。。
③③行行動動計計画画にに基基づづきき「「若若手手社社員員座座談談会会」」やや「「成成
果果報報告告会会」」等等をを企企画画。。ままたた、、ここれれままででのの技技術術継継
承承のの取取組組をを検検証証しし、、よよりり効効果果的的なな技技術術継継承承ににつつ
いいてて調調査査やや検検討討をを実実施施ししたた。。

・・VVRR・・AARR技技術術等等をを活活用用ししたた効効果果的的なな
映映像像教教材材のの導導入入及及びびココンンテテンンツツ11件件
（（品品質質管管理理編編））のの追追加加
・・導導入入予予定定のの映映像像教教材材をを関関連連業業界界団団
体体のの研研修修等等にに活活用用
・・技技術術継継承承委委員員会会のの行行動動計計画画にに基基づづ
くく「「若若手手社社員員のの座座談談会会」」「「若若手手社社員員
成成果果報報告告会会」」等等のの取取組組のの継継続続実実施施
・・育育成成者者のの指指導導力力向向上上のの視視点点をを加加ええ
たた技技術術継継承承のの取取組組をを拡拡充充

東京都下⽔道サービス（株）

戦戦略略３３ 人人材材のの確確保保育育成成

戦略の性質

経営改⾰
⽬標

関連する都の重要施策
−

2023年度改訂の視点による区分

都の
重要施策

財務の
安定化

都への
政策提⾔

デジタル活⽤
・他団体連携

東
京
都

東
京
都

下
水
道
サ
ー
ビ
ス

下
水
道
サ
ー
ビ
ス

- 285 -



３年後（2023年度）の到達⽬標 実績（2022年11⽉末時点）及び要因分析

【【目目標標①①】】
ココーーポポレレーートトガガババナナンンススにに関関すするる基基本本方方針針をを策策定定しし運運用用すするるととととももにに、、取取締締
役役会会のの機機能能強強化化にによよりり、、ガガババナナンンススをを強強化化
【【目目標標②②】】
独独立立性性要要件件をを満満たたししたた役役員員をを２２名名登登用用しし、、経経営営基基盤盤ののささららななるる強強化化やや経経営営のの
透透明明性性向向上上をを実実現現

目目標標①①
ココーーポポレレーートトガガババナナンンスス基基本本方方針針にに基基づづきき役役員員ののトトレレーーニニンンググ等等にに取取りり組組みみ、、取取締締
役役会会のの機機能能強強化化をを図図っったた。。今今後後はは取取締締役役会会のの実実効効性性のの評評価価をを実実施施しし、、取取締締役役会会をを継継
続続的的にに改改善善ししてていいくく。。
目目標標②②
独独立立性性要要件件をを満満たたししたた役役員員をを２２名名登登用用ししてておおりり、、社社外外役役員員とと経経営営課課題題をを共共有有しし活活発発
なな議議論論をを行行っったた。。経経営営のの監監督督にに外外部部のの視視点点をを活活かかすすここととでで、、内内部部統統制制のの機機能能強強化化やや
透透明明性性のの向向上上がが図図らられれてていいるる。。今今後後もも民民間間のの経経営営手手法法をを導導入入すするる等等、、社社外外役役員員のの有有
すするる知知見見をを積積極極的的にに活活用用ししてていいくく。。

戦略を設定する理由・背景
下下水水道道局局ににおおいいてて今今後後のの施施設設運運営営手手法法のの検検討討がが行行わわれれ、、当当社社にに新新たたなな役役割割がが求求めめらられれるるななどどググルルーーププ経経営営のの強強化化、、ガガババナナンンススのの強強化化がが求求めめらられれてていいるる。。ままたた、、会会社社

法法のの改改正正ややココーーポポレレーートトガガババナナンンススココーードドのの改改訂訂等等にによよりり、、ガガババナナンンススのの強強化化がが社社会会的的ににもも求求めめらられれてていいるる。。

団体における現状（課題）
当当社社でではは、、ここれれままでで内内部部統統制制シシスステテムムのの整整備備ややココンンププラライイアアンンスス確確保保のの取取組組をを

強強化化ししててききたた。。今今後後もも政政策策連連携携団団体体ととししてて下下水水道道局局とと一一体体的的なな事事業業運運営営をを行行っってて
いいくくたためめ、、ささららににガガババナナンンススをを強強化化すするる必必要要ががああるる。。

当当社社のの役役員員構構成成はは、、都都関関係係者者がが多多数数をを占占めめてていいるるがが、、今今後後はは政政策策連連携携団団体体ととしし
てて経経営営基基盤盤強強化化やや経経営営のの透透明明性性向向上上をを図図るるたためめ、、民民間間のの人人材材のの活活用用がが必必要要ととななっっ
てていいるる。。加加ええてて、、東東京京都都以以外外へへのの事事業業展展開開やや下下水水道道ササーービビススへへののDDXX導導入入ななどど当当社社
がが重重点点的的にに進進めめるる取取組組ににもも、、民民間間ににおおけけるる知知見見のの活活用用がが必必要要ととななっってていいるる。。

課題解決の⼿段
役役員員にに民民間間のの人人材材をを登登用用すするるここととにによよりり民民間間のの知知見見やや経経営営感感覚覚をを取取りり入入れれ、、東東

京京証証券券取取引引所所がが定定めめるるココーーポポレレーートトガガババナナンンススココーードド等等をを参参考考にに基基本本方方針針をを策策定定
すするる。。ままたた、、外外部部のの視視点点をを経経営営のの監監督督にに活活かかしし、、内内部部統統制制のの強強化化ややココンンププラライイアア
ンンススのの確確保保をを図図るる。。特特にに、、関関連連当当事事者者間間取取引引やや契契約約にに関関すするるチチェェッッククをを強強化化しし、、
そそのの結結果果をを公公表表すするるここととにによよりり、、経経営営のの透透明明性性向向上上をを図図るる。。

加加ええてて、、役役員員ののトトレレーーニニンンググにに関関すするる方方針針をを定定めめ、、民民間間のの経経営営手手法法をを積積極極的的にに
導導入入すするるととととももにに、、社社外外役役員員とと経経営営課課題題をを共共有有しし活活発発なな議議論論をを行行ううここととにによよりり、、
事事業業のの拡拡大大ややDDXX導導入入にによよるる業業務務のの高高度度化化・・効効率率化化ななどどににもも民民間間のの知知見見をを活活用用ししてて
いいくく。。

個別取組事項 関連
⽬標 2022年度計画 2022年11⽉末実績 2022年11⽉末実績の要因分析 2023年度計画

ガガババナナンンスス
確確保保のの取取組組
強強化化

目目
標標
①①

１１ ココーーポポレレーートトガガババナナンンスス基基本本
方方針針のの運運用用
２２ 役役員員ののトトレレーーニニンンググのの実実施施
３３ 取取締締役役会会のの実実効効性性のの分分析析評評価価
をを実実施施
４４ 前前年年度度のの取取組組をを踏踏ままええ、、改改善善
実実施施

１１・・２２ 社社外外取取締締役役にに対対しし、、実実習習セセンンタターー
ででのの研研修修やや役役員員向向けけのの外外部部研研修修にに参参加加すするる
機機会会をを提提供供すするる等等、、役役員員ののトトレレーーニニンンググをを
実実施施
３３ 年年度度内内にに運運用用ででききるるよようう1122月月のの取取締締役役
会会ににてて決決議議予予定定
４４ 内内部部統統制制責責任任者者をを設設置置すするる等等、、強強化化しし
たた内内部部統統制制のの体体制制をを1100月月のの取取締締役役会会ににてて決決
議議ししたた。。22002233年年度度よよりり運運用用ししてていいくく。。

１１～～３３ ガガババナナンンススがが機機能能すするるよよううにに取取締締役役・・
監監査査役役にに必必要要ななトトレレーーニニンンググをを実実施施ししてていいるる。。
今今後後はは、、取取締締役役会会のの役役割割やや責責務務をを果果たたせせてていいるる
かかににつついいてて評評価価すするる「「取取締締役役会会実実効効性性評評価価」」にに
取取りり組組みみ、、取取締締役役会会のの継継続続的的なな改改善善をを図図っってていい
くく。。
４４ 責責任任体体制制ををよよりり明明確確ににすするるたためめ、、内内部部統統制制
責責任任者者をを設設置置ししたた。。ままたた、、社社内内ににおおいいてて体体系系的的
にに内内部部統統制制をを構構築築・・運運用用ししてていいくくたためめにに、、PPDDCCAA
のの流流れれをを改改めめてて整整理理しし、、強強化化をを図図っってていいくく。。

・・ココーーポポレレーートトガガババナナンンスス基基本本方方針針
のの運運用用
・・前前年年度度のの取取組組をを踏踏ままええ、、改改善善実実施施

民民間間のの人人材材
のの登登用用

目目
標標
②②

22002211年年度度達達成成済済 22002211年年度度達達成成済済

東京都下⽔道サービス（株）

戦戦略略４４ ガガババナナンンススのの強強化化
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この共通戦略は、令和５年３月時点のものであり、記載事項に限らず、今後も都の各

種施策の状況等に応じ、各団体では必要な取組を実施していく。 

 

共通戦略 

〇〇「「未未来来のの東東京京戦戦略略  vveerrssiioonn  uupp  22002233」」にに掲掲げげるる重重点点取取組組事事項項  

「未来の東京戦略 version up 2023」に掲げる「分野横断で重点的 

に取り組む項目」（「成長の源泉となる『人』」、「世界から選ばれ・世

界をリードする都市」、「安全・安心でサステナブルな東京」、「従来の

枠組みを超えた取組」）について、各々の団体の専門分野に応じた

2023 年度末までの取組を記載 

 

〇〇「「手手続続ののデデジジタタルル化化」」及及びび「「『『待待たたなないい、、書書かかなないい、、キキャャッッシシュュレレスス』』

窓窓口口のの実実現現」」にに向向けけたた取取組組  

都の「シン・トセイ３」の内容や取組水準に合わせ、2023 年度末ま

での目標を掲げるとともに、「『待たない、書かない、キャッシュレス』

窓口の実現に向けた取組※」について記載 

※ 該当窓口を有する政策連携団体が対象 
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